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はしがき

本研究の主要な目的は、我々の標傍する「データの科学」という統計哲学の下で、日本

を含む東アジア諸国の人々の意識構造を比較することである。この研究は歴史的には、統

計数理研究所における１９５３年以来の「日本人の国民性」調査及び１９７１年以来の「意識の

国際比較」調査の延長上にある。「日本人の国民性」は戦後民主主義の基盤としての官民の

世論調査発展と緊密に結びつき、「意識の国際比較」は連鎖的方法論（CulturalLinkage

Analysis,CLA）の確立につながった。そして、さらにこれは最近の我々の国際比較調査研

究とともに、計量的文明論「文化多様体解析（ＣＵＬＭＡＮ)」の確立を目指す研究の一環に

位置づけられる。

今回は、日本学術振興会から科学研究費補助金研究（基盤研究（A）No.14252013、代表

吉野諒三）の御支援を得て、東アジアの諸国の人々の価値観、特に「信頼感」に焦点を当

て、調査研究を展開した。この研究の背景と意義は、以下の通りである。

この２０年ほどの間は、冷戦が終了し、世界情勢のダイナミックな変動があり、政治、経

済、社会の伝統的枠組が大きく変わり、社会生活の基盤であった人々の信頼のあり方も大

きな影響を受けている。伝統的な産業社会から高度情報化社会への遷移期にもあり、従来

の家庭、学校、職場での人間関係のあり方も崩壊しつつあり、新たな時代の流れが十分に

確立するまで、ある程度は混乱した社会が続くのであろう。

一方、政治経済の視点からは、欧州共同体や南北アメリカ圏のみならず、東アジア圏の

再編成が唱えられている。東南アジアを含む東アジア圏は、欧州とは異なり、多様な文化、

歴史を背景に持つ国々や地域の集合であり、政治にせよ経済にせよ、それらの統合は必ず

しも容易ではないであろうが、現実にはまず経済活動を中心にASEAN等の協力関係が推

進されつつある。特に、華僑・華人の国際ネットワークの影響力が浮かび上がってくる。

かつてMaxWeberは｢プロテスタンテイズムと資本主義の精神｣との関係を論じた中で、

儒教の影響がある中国などのアジアの国々に対しては資本主義の順調な発達に否定的な見

解をのべていた。しかし、日本は明治維新以降、そして戦後に目覚しい発展を見せてきた。

その例外を説明するために、牽強付会の議論がなされたこともあった。しかし、さらにそ

の後のNICS，ＮＩＥＳなど台湾、韓国、東南アジアの国々の発展、そしてこの１０年ほどの

中国の目覚しい発展は、特定の宗教や倫理と経済発展との関係を簡単に論じることは賢明

ではないことを証明している。そして、特に中国の過去数十年の急激な社会変化は、「社会

体制と国民性（国民の意識構造）との相互関係」という社会学の主要テーマに対して、大

きな示唆を与えるであろう。

我々はこういった世界の流れを適格に把握し、将来を見通すための実証的基礎情報を収



集することの重要性を認識しているが、他方で各国、各機関が遂行している様々 な社会調

査、国際比較調査の質に懸念をもつことがある。例えば、Inglehartらによる世界価値観調

査（WbrldValueSurvey）は世界の２０～30数カ国で共通質問項目を用いた国際比較調査デ

ータや時系列比較可能なデータを提供仏学術研究にも行政施策にも資するところが大き

い。しかしながら、例えば､最近の中国調査の実情を詳細に調べてみると疑義が隠せない。

国際比較調査では質問項目を各国の言語に適切に翻訳することが重要な手続きであるが、

各国内の事情の差異を見過ごしたための誤訳が見受けられる。また統計的標本抽出調査の

手続きの計画が、調査の現場でどこまで尊守されているのか、報告された回収率などを考

えると疑義を持つ調査研究者は少なくない。

以上のような背景があり、我々は、アジアの調査はやはりアジアの人々により慎重に推

進されるべきであるという認識に至った。我々は各国でどの程度統計学的に適正な標本抽

出調査が遂行でき、また国際比較可能性が保てるかという課題を自ら実証的に検討するこ

とを主眼にし、それを把握した上で東アジア諸国の人々の価値観や意識を比較分析する課

題に取り組もうとしているものである。

本総合報告書では、２００２年（平成１４年）度の日本調査、中国（北京・上海・香港）調

査、２００３年度の台湾及び韓国調査、そして２００４年度のシンガポール調査の概要と、学術

誌に発表されたデータ分析論文の主要なものを中心にまとめてある。調査質問票は、過去

の我々の国際比較調査で用いられた項目やそれらを一部修正した項目、特に東アジア調査

の「信頼感」調査のために作成した新項目などで構成されている（6c・項目の出展履歴を参

照)。詳細なデータ解析は、一般に避けられない各国・各地域の言語の差異、調査方法の差

異などを考慮し、単純に回答分布の皮相な数学の大小比較ではなく、さらに今後収集され

ていく他の関連諸国・地域の調査データとともに、慎重に時間をかけて安定したパターン

構造を浮かび上がらせるような分析がなされて行くべきである。
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言頼感の尺度について

今回の調査の主テーマである「信頼感」に特に直接関連する項目は、以下の通りである。

１．Ｑ26,Ｑ27,Ｑ2８…ＧＳＳ（米国一般社会調査GeneralSocialSurvey）より

2．Ｑ４１…WVS(世界価値観調査WbrldValueSurvey）より一部追加

３．Ｑ34,Ｑ35,Ｑ3６（契約、法律）…「日本人の法意識」（出光書店、日本文化会議編、
1973）より

4．Ｑ４０（手術と親友）…新問

5．Ｑ５３（手術と恩人、親）…新問

6．Ｑ５５（強盗と恩人）…新問

但し、単純に皮相的な数値の大小比較の分析にとどまらず、関連する項目や精度も勘案

し、多次元データ解析の中で、人々 の信頼感のあり方を浮きぼりにするような分析が肝要

である。特に、一見直接には信頼感と関係なさそうな項目も国際比較の中や、他項目との

相対的連関の中で、人々 の信頼のあり方を浮び上がらせる可能性を留意すべきであろう。
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基盤研究 ＡＢ 研究 （１）（２） 審査区分 海外



２

基盤Ａ･Ｂ(海外)－３

旬ｒ牙Ｚ日ロリ

①科学研
と意義、
究費の交付を希望する期間内に何をどこまで明らかにしようとするのか､②当咳分野におけるこの研究(計画)の学術的
③国内外の関連する研究の中での当餓研究の位瞳づけについて焦点を絞り､具体的かつ明確に記入してください。

な特色及び予想される結果

1)今回の科学研究費の交付希望期間内には､以下のa)、ｂ)、ｃ)に重点をおいて､研究を遂行する。
a）文化の伝播変容を統計科学的に解明するために､東アジア諸国の人々 の意識構造について統計科学的
｢標本抽出法｣に則った面接調査を遂行する。

b）特に､２１世紀における国際交流のなかで､東アジア諸国民の｢信頼感｣のあり方について焦点を当て、
世界の政治･経済の平和的発展の一助となる基礎情報を与える分析を推進させる。
c）収集した｢東アジア諸国民の意識調査｣の情報を中心に､既存の｢意識の国際比較調査データ｣等とともに
データ・ベースを作成し､コンピューター･ネットワーク等を利用して世界へ一般公開する。

2)研究の背景(特色､予想される結果と意義）

統計数理研究所では、1953年以来、「日本人の国民性」に関する意識調査を継続してきた。これは、戦後
導入された標本抽出理論の実践的応用の確立を目指すものであり、また戦後の民主主義の発展を目的とした官

民の調査機関による世論調査発展の基盤の一つとなった。これに関連して多くの実験調査や様々な統計分析法

の研究が生まれ、統計学における実証的データ解析の発展にも刺激を与えてきた。これは日本の独創であり、

世界的にも海外の研究者達(Inglehartら)が「世界価値観調査」など様々な調査を遂行するようになる契機を

与えたのであった。

この研究は、国民性をより深い観点から考察する目的で、1971年頃より海外の日系人調査を初めとして、

｢意識の国際比較調査」へと拡張されてきた。調査された国・地域のいくつかは言語や文化を共有している

ために全体として比較研究の興味深い対象となり、「連鎖的比較の調査研究（CulturalLinkAnalysis)」

と呼ばれる方法論が発展し、蓄積されてきたデータは世界的にも貴重な資料として認められている。

２１世紀初頭の今日、世界秩序の再構成が進み、より大きな単位によって構成された国際社会が生まれつつ

ある。この国際的潮流は、広義の民主主義の拡大として特徴づけられるであろうが、その成功には国家間、

民族間の円滑な相互理解が重要である。しかし、現実には異なる文明圏の間での紛争が絶えず、今日の世界的

武力緊張に至っている。各々の民族は長い歴史の中でそれぞれに必要な生活習慣、倫理、宗教、人間関係等、

民族固有の文化を発展させてきた。この意味での文化が各国固有の政治・経済の基盤にある。各国の文化や

国民性を各国が相互に深く理解することが、世界の平和的な政治・経済の発展を促進させる鍵となっている。

一方で、各国内部でも伝統的な社会システムが崩壊しつつあり、職場、家庭、教育現場における人間関係

にも大きな変化が見られ、学級崩壊、家庭の崩壊、政治不信など、「信の崩壊」の時代となっている。しかし、

これは産業革命初期と同様に過渡期の混乱であり、新たな社会の確立とともに新たな時代の信頼感が確立

されるのであろう。そのための基礎情報として、現在の国内外の状況を適確に把握する必要がある。

日本は高齢化社会の中で労働人口が減少し、種々の社会問題を抱え、今日の世界経済での地位を保ち続ける

のは困難となると予想されている。このために特に近隣諸国から外国人労働者の積極的受け入れ等を始めとし

て、国際交流がますます必然となろうが、これに伴い、日常生活の中でも異文化間摩擦が様々な形で現われて
来るに違いない。この状況を生産的な形へ方向転換するために、異文化間理解、文化変容の研究がますます
重要となってくる。この意味で、本研究で統計科学的に適正に収集された調査データが広く世界の人々に活用
され、国内外での異文化間摩擦を回避し、世界の秩序の維持と発展の一助とすることの意義が了解されるで
あろう。また、調査データの一般公開により、世界の人文社会科学の研究者、統計学者の多様な実証的研究を
も促進させることが期待されよう。

3)国内外の関連研究の中での本研究の位憧づけ
上記2)のように、本研究は日本の独創の上にあり、国外ではInglehartらの「世界価値観調査」や
ミシガン大学のGSS（米国の一般社会調査）をはじめとする各国の様々な継続的国際比較調査研究に影響を
与え、また国内では逆輸入の形で日本版GSSが社会学者達によって開始されている。またNHKのISSＰ（国際
共同比較調査）等のマスコミによる調査も、多様かつ広範に発展している。しかし、いずれにせよ過去半世紀
の「日本人の国民性」及び「意識の国際比較」研究における統計的方法論を基準とした上で、各自の工夫に
よって調査が展開されてきたのである。また、本研究の先駆となる研究の成果は国内外の研究者、教育機関

(教科書中の引用など)、行政、マスコミなどにより長年にわたり広く引用されてきた。
このような背景の中で、本研究は新たな世界秩序の一つの極となるであろう東アジア圏の諸国民の意識構造、
特に｢信頼感｣のあり方についての情報を日本や他のアジアの研究者自らが的確に収集し､一般に提供することで、
国内外で学術的にも行政的にも活用され得る成果が期待されよう。

基盤研究(Ａ･Ｂ） 研究機関名 文部科学省統計数理研究所 研究代表者氏名 吉野諒三



基盤Ａ･Ｂ(海外)－５

従来の研究経過･研究成果又は準備状況等くI及びⅡを区別するため､Ｉを紀入後は点線を引いて分けてください｡〉

１．この研究課題又はこれに密接に関連した研究課題で､研究代表者が従来受けた科学研究費補助金の研究種目、期間(年度)、研究課題
名､研究経費を記入のうえ､それぞれの当初の研究計画､研究経過及び研究成果等について具体的かつ明砿に記入するとともに､その研究
成果をふまえ研究をどのように発展させていくのか､また､準備状況等について､焦点を絞り､具体的かつ明砿に記入してください。
Ⅱ.Ｉ以外で､この研究課題又はこれに密接に関連した研究課題で受けた､科学研究費補助金以外の研究費(他府省･地方公共団体･研究助
成法人･民間企業等からの研究費を含む｡）におけるそれぞれの研究経過･研究成果等について名称､期間(年度)､研究課題名､研究者(研
究代表者又は研究分担者)氏名､研究経費を記入のうえ､具体的かつ明確に記入してください。

①従来の研究経過･研究成果

本研究は､統計数理研究所による１９５３年以来の｢日本人の国民性｣調査､及び1971年以来の｢意識の国際

比較調査｣の一連の研究の流れの中にある｡この間､機関研究としてのみならず､多方面からの財政的支援を

受けている｡以下は､本申請研究の代表者が直接携わった比較的近年の主要な調査プロジェクトのみを列挙

する。

1）文部省科学研究費補助金･特別推進研究（1986-90)｢意識の国際比較方法論の研究－新しい統計的

社会調査方法の確立とその展開｣(林知己夫､佐々木正道､林文､吉野諒三他）１２，９５０万円
2）文部省科学研究費補助金･国際学術研究（1988.90)｢意識の国際比較方法論の研究一連鎖的比較
方法論の確立とその展開」（林知己夫､佐々木正道､林文､吉野諒三他）１，７９１万円

3）日本学術振興会･日米共同研究費｢日本人とアメリカ人｣(1990）２５０万円
(林知己夫､吉野諒三､佐々木正道､林文､Ａ・Inkeles､Ｍ・Lipset､Ｈ､Scheumann他）
4）日本学術振興会･日独共同研究費｢計量的社会科学研究｣(1991.92)(林知己夫､吉野諒三､三隅不二不他）

４００万円

5）文部省科学研究費補助金･国際学術研究（1992)｢日独両国および両国民の将来像一意識の実証的研究に
基づく－」（鈴木達三､林知己夫､吉野諒三､佐々 木正道､富永健一､佐藤誠三郎､三隅不二不､Ｅ､Ｋ、
Scheuch他） ３５０万円

6）文部省科学研究費補助金･試験研究Ａ(1)｢意識の国際比較における連鎖的調査方法論の実用化に関する
研究｣(1992.94）（吉野諒三[代表],鈴木達三､林知己夫､佐々 木正道､林文）3,840万円
7）文部省科学研究費補助金･基盤研究Ａ(1)(1996.97）「日独における社会変動と価値志向の比較研究」
（佐々木正道､吉野諒三､林知己夫､林文､三隅不二不､Ｅ,KScheuch他）１，００７万円
8）文部省科学研究費補助金･国際学術研究（1996-97）「日米の国民性とその形成過程に関する研究」
(林知己夫､吉野諒三､佐々 木正道､Ａ､Inkeles他） ７２０万円

9）文部省科学研究費補助金･試験研究Ａ(1)（1996.97）「社会構造と国民性の形成過程に関する研究」
（佐々木正道､吉野諒三､林知己夫､鈴木達三､林文､山岡和枝他）2,250万円
10）文部省科学研究費補助金･基盤研究Ａ(1)（1996-97）「大学生のボランティア活動促進のためのカリキュ
ラム開発に関する研究」（佐々木正道､吉野諒三､林知己夫他）１，２４０万円
11）文部省科学研究費補助金･基盤研究Ａ(2)（1998.99）「大学生のボランティア教育とその活動に関する
国際比較研究」（佐々木正道､吉野諒三､林知己夫他）１，２２０万円
12）文部省科学研究費補助金･基盤研究Ａ(2)（1999.2001)｢国民性の意識調査データに基づく文化の伝播
変容のダイナミズムの統計科学的解析」
村上征勝､馬場康維他）

(吉野諒三[代表]､林知己夫､林文､山岡和枝､佐々 木正道、

13）文部省科学研究費補助金･基盤研究Ａ(2)(1999.2001)｢文化の伝搬変容の統計科学的解析
２，４２０万円

－ハワイ日系人･非日系人国際比較調査一」(吉野諒三[代表]、林知己夫､林文、山岡和枝､鄭躍軍、
EMiyamoto他）◆

１，８０８万円

上記の1)、２)及び6)では､文化の｢連鎖的比較方法論ＣLA｣の開発を推進し､３)及び4)では国際的共同
研究の中でＣＬＡの実践的検討を行い､５)、７)及び8)では日独、日米の比較研究の中で国際的かつ学際的
研究テーマについて検討を行い､その有効性を確認した｡９)、１０)及び１１)は特定のテーマに焦点を当てた
国内での実践的応用を示し､さらに１２)及び１３)では特に海外の日系人に焦点を当て､既存の｢日本人の
国民性調査｣の時系列的データと｢意識の国際比較調査データ｣との関連の中で､「文化の伝播変容｣に関して
時間･空間的変化を追求した｡この中で,日本人や日系人固有の対人関係(義理人情)や宗教意識(信心を持たな
い人々 も｢宗教的態度が大切｣と考えている等)、回答傾向(極端な回答を避ける等)が計量的に明瞭になってき
た｡これらの成果は､その都度､一連の統計数理研究所リポートを含む多数の学術論文や刊行物として国内外に
発表され､さらに国際会議を含む国内外の学会等でも報告されている。

基盤研究(A･B） 研究機関名 文部科学省統計数理研究所 研究代表者氏名 吉野諒三

３



４

従来の研究経過･研究成果又準備状況等(つづきは）
基盤Ａ･Ｂ(海外)=6

広範にわたる調査結果や分析の詳細を一言でまとめるのは難しいが､敢えて上記の一連の研究の統計学的な
方法論に限っての要点を述べれば､次の３点にまとめられる。

’)各国や各地域では､名目上は同じ｢標本抽出調査｣でも､実際は社会的･歴史的事情により異なる､各々 に固
有の統計的標本抽出調査が用いられており､国際比較の文脈では､単純な回答数値の比較のみで議論する
のは危険であること。

２)国際比較では､異なる言語を用いて｢同じ｣と想定される質問項目を回答者に施すのであるが､同一言語でも
微妙な表現の差異で回答分布に10～15％程度の差異を生み出すこともあること(パｯｸトランスレーションによ
る検討)．

３)上記の1)、２)のような問題点があるため､単一質問項目に対する回答数値を皮相的に国際比較するのは危
険であるが､複数の項目群を活用した統計的(計量心理学的)尺度構成やパターン解析を適切に用いれば、
各国の特徴を比較すべき国々の全体の中で安定したパターンとして浮かび上がらすことができるのを確認し
た｡我々はこれを､ノイズのある現実的データから､より信頼性の高い情報を引き出す探索的データ解析の方
注総まパラダイムと位置づけ､｢データの科学｣と称するに至った。

以下には､上記の成果に関連する近年の国内外での主要な出版物の一部を記す。

1）「第５日本人の国民性」出光書店．1993.

2）「国民性七か国比較」出光書店．1998.

3）「QUantitativeSocialResearchinGermanyandJapan」恥ske･Buddrich、1996.
4）「ＤａｔａScience,Class過cationandRelatedMethods」Springer･Verlag、1998.
5）「Va1uesandAttitudeacrossNationsandTHme」Bril１．１９９８．

６）「心を測る」一一個と集団の意識の科学一データの科学シリーズ．朝倉書店．２００１

一方､調査データ公開に関しては,情報公開の精神とプライバシーの保護とのバランスを(財)日本世論調査協会

等の関連機関とともに長年にわたり慎重に検討を進めてきたが､官学産の各方面の利益につながると思われる形

で､我々が過去に収集してきた調査データを含め､報告書､書籍､コンピューター･ﾈｯﾄﾜｰｸ上での公開,ＣＤ等
の磁気媒体を介しての公開を順次､遂行している。

②準備状況

本研究では､前記の一連の研究成果を踏まえて､特に、

１）統計的標本調査(面接法)による東アジア諸国の人々の一般的意識構造の国際比較を遂行し、

２）特に､｢信頼感｣に関する意識･認知構造の各国民の差違の分析を進め、

３）調査データ及び分析結果をｺﾝピｭｰﾀｰ･ﾈｯﾄﾜｰｸ上で世界へ一般公開させる作業

を推進させる｡このために､既に､中国,台湾,香港などの現地研究者(中国統計学会副会長Ｙ:Wei,香港城市

大学Ｌ-K.Chan,輔仁大学Ｂ･』.Shia，中国国家統計局ＹＸ・Kao､韓国統計庁朴承根ら)や､東アジア各地の

標本調査に詳しい国内外の研究者たち(林知己夫､平野健一郎，RMiyamoto,YKuroda,mKashima,Ｓ・

Fu甑ｔａら)との連携を図り､関連資料収集､調査地域の一部視察､調査項目の候補選定､プリテスト調査票の作成
等の検討･準備作業が開始されている。（注．「研究組織欄｣に示した海外共同研究者は､その一部に過ぎない｡）

１）に関しては､大規模標本調査の実施可能性や時間･費用の限界等を考慮して調査地域を選定したが､各

国々や地域では日本のように住民票や選挙人名簿を用いた比較的理想的な標本抽出調査は難しいことが多い｡こ

れに関しては､各国調査機関の過去の調査実績を調べ､検討を進めている｡例えば､中国はInglehartらの｢世界
価値観調査｣にも参加し､全国的標本調査が遂行されているはずであるが､実際は､標本抽出･面接作業の信頼性
に疑義がもたれている｡韓国では､エリア･サンプル(実態はモニター調査に近い)が用いられており､これも全く問
題が無いわけではない｡香港では､地域の事情により､一般には電話調査のみが遂行されている｡他の東南アジア
の国々 では､国情により統計的無作為標本調査は難しく､不確かな推定をせざるをえない場合も少なくない｡我々
は､こういった事情の下で､統計的理論に則り､かつ実践的に可能な標本抽出調査を検討･模索しているところであ
る｡特に､一部地域(中国･北京など)については､小規模だが予備的な実験的標本調査を平成１３年度に試行し
ている途上にある。

２）に関しては､｢信頼感｣を測定する尺度として､ミシガン大学のＧＳＳ調査の尺度項目が用いられることも多く、
我々 の既存の調査でも利用されていた｡しかし､Ｌ､G・Zuckerらの批判のように､信頼感は直接には測定できない
という主張もある｡我々は､国際比較データの統計的分析の工夫により､ＧＳＳの信頼感尺度でも国々のパターンの

差異が明確に現れることを確認しつつあるが､さらにa)対人関係における交流関係b)性格､c)社会制度等を考慮し
た｢信頼感｣の多面的･多次元的な側面を､より統計的に安定して計測する尺度構成を検討中である｡これにより、

ＥFukuyamaら欧米の研究者の一元的なアジア諸国の｢信頼感｣理論を超越した実証的研究を志している。
３）については､前述のように､特にコンピュータ･ﾈｯﾄﾜｰｸ上や磁気媒体を介して､既存のデータの公開を順

次進めているが､これに合わせて本研究で収集するデータを同様の形式で公開するのは問題ないであろう｡また、
進展によっては､さらに有益な形式での公開へ発展させたいと考えている。
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研究計画・方法〈I及びⅡを区別するため､Ｉを記入後は点線を引いて分けてください｡〉

I．

I・研究目的を達成するための研究計画（調査研究実施国・地域及び旅行経路を説明しながら)・方法等について、申請
年度毎に具体的にかつ簡潔に記入してください。また、海外共同研究者(公募要領１１頁を参照）とともに調査研究を行う
場合には、その必要性及びこれらの者とどのように共同して鯛査研究を実施していくのかについて妃入してください。
Ⅱ.①ヒトの遺伝子解析研究については、ヒト由来拭料等の提供者、その家族･血縁者その他関係者の人権及び利益の保
護の取扱いについて十分配慮する必要があること、②相手の同意･協力や社会的コンセンサスを必要とする研究課題又は
アンケート調査等を行う研究課題については、人権及び利益の保護の取扱いについて十分配慮する必要があること、か
ら、このような計画を含む場合には、計画について講じる対策・措置状況について具体的に記入してください。

平成14年度は､東ｱジｱ価値観調査のために､年度の前半(４月～９月前半)では､以下の1)~4)を遂行する。
l)基礎資料(東アジア各国の関連調査データ､文献等)を収集･整理する。

2)東アジアの各地域を訪問視察し､調査環境について確認する｡各地の現地調査研究者と連携しながら、

標本抽出の実践的検討を行い､その遂行可能性を確認し､同時に調査項目の候補を選定する。
3)国内外の調査関連の研究者との連携により､調査票のﾄビｯｸの検討と､質問項目の具体案の作成をする。
4)特に本年度後半の国内外の4地域(日本､北京､上海､香港)用の調査票の日本語暫定版を作成し､現地
研究者のYUanWei(中国人民大学副学長､中国統計学会副会長)､ChanLaiKow(香港城市大学応用
統計学科教授)､ShiaBen-Chang(台湾輔仁大学統計学科教授)､ＹＵ･XianKao(国家統計局)等の協力の
下で翻訳･再翻訳（ﾊ゙ ｯｸﾄﾗﾝｽﾚー ｼｮﾝ)の手続きを経て､プリテスト用調査票を作成する。
年度の後半(９月後半以降)では、以下5)のように日本の全国レベル､及び中国本土の3地域における
各市レベルの標本抽出による面接調査を遂行する｡即ち、
5)９月下旬各地域でのプリテスト実施

１０月上旬プリテストの結果検討の後､必要ならば修正を加え､本調査用の調査票の最終版確定
１０月中旬日本及び中国3地域での本調査実施

趣きt象：日本全国及び北京、上海、香港に居住し、それぞれの地域の国籍をもつ18歳以上の男女。
計画サンプル数は各地域で、それぞれ1500名づつ（有効回収数1000名以上を期待)。

遜査廷 :現地当局の協力を得て､住民票や戸籍簿等から無作為層別２段抽出した対象に､訪問面接により、
調査票に基づいた聞き取り調査を遂行する。(調査は各地域の大学の協力により､また場合によって
Iま現地の調査代理機関が遂行する｡）

遡査里旦:過去の｢日本人の国民性｣や｢意識の国際比較調査｣を参考に､各地域の人々 の多面的．
多次元な一般的意識構造(人間関係､宗教､教育､健康､家庭､男女の役割etc.)とともに、
特に対人関係における｢信頼感｣､集団内や集団間の｢信頼感｣､社会制度やリーダーに対する
｢信頼感｣を主とした質問項目を作成する(約６０項目)｡但し､｢信頼感｣の直接的な測定可能性
等に配慮し､多面的･多次元的な指標や尺度構成を考案する。

１１月上旬～１２月回答データのクリーニングとコンピューターへのデータ入力
1月単純集計表作成

2月一次的データ分析

3月現地研究者と連絡しあい、調査結果の解釈について検討し、第一次報告書をまとめる．

迩直_型E産は､韓国における全国レベル､そして台湾における全域レベルの標本抽出による面接調査を遂行する。
４月～９月中旬前年度の日本･中国調査データの分析を進めると共に､国内外の調査関連の研究者との連携
により､本年度の調査地域に関する資料収集する｡ShiaBen･Chang(台湾輔仁大学統計学科教授)や朴承根
（韓国統計庁研究員)らの現地研究者や調査代理機関とともに調査票や調査法について詳細な検討を行い、
翻訳･再翻訳の手続きを経て調査票を作成する。
９月下旬プリテスト実施

１０月上旬プリテストの結果検討の後､本調査の調査票確定
１０月中旬韓国､台湾での本調査実施

調査封鈍それぞ抑埋域に居住し､それぞれの地域の国籍をもつ成人男女(計画ｻﾝプﾙ数,500名、
有効回収数1000名以上期待）とする。調査法及び調査項目については、平成１４年度の日本･中国
本土調査に準じる。但し、前年度調査データの検討の結果、一部補足、修正することもあり得る。
１１月上旬～１２月回答データのクリーニングとコンピューターへのデータ入力
1月単純集計表作成

２月一次的データ分析
３月 現地研究者と連絡しあい､調査結果の解釈について検討し､第一次報告書をまとめる。

基盤研究(Ａ･Ｂ） 研究機関名 文部科学省統計数理研究所 研究代表者氏名 吉野諒三

５
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旬『牙Z日Ｔ哩I・ﾉｺ法(つつさノ

王座_些生室はｼﾝガボー ﾙでの全国レベルでの標本抽出調査､及びﾀｲ､ﾏﾚー ｼｱ､ﾌｨﾘピﾝの各国の
都市と地方の一部における面接調査を遂行する。（注:タイ､マレーシア､フィリピンでは国勢調査すら完全には遂行
されていないので､通常､全国レベルの標本抽出のもととなるﾘｽﾄが存在せず､一部地域の調査データからの推計
に頼らざるを得ない｡）

４月～９月下旬前年度までの各地での調査データの分析を進めると共に､国内外の調査関連の研究者との連携に
より､資料収集し､現地研究者らとともに調査票や調査法について検討を行い､翻訳･再翻訳の手続きを経て調査
票を作成する。

９月下旬プリテスト実施

１０月上旬プリテストの結果検討の後､本調査の調査票確定

１０月中旬１)シンガポールにおいては､全国レベルの調査を実施する｡調査対象は、

それぞれの地域の国籍をもつ成人男女(計画サンプル数1500名､有効回収数1000名以上期待）

とする｡調査法及び調査項目については､前年度までの調査に準じる｡(但し､検討の結果､一部
修正･補足することもあり得る｡）

2)タイ､マレーシア､フィリピンの一部の都市と地方で面接調査を実施する｡但し､これらの地域の

データは無作為標本抽出調査ではなく､飽くまでも補助的なものと考える。

11月上旬～１２月回答データのクリーニングとコンピューターへのデータ入力

1月単純集計表作成

２月一次的データ分析

３月現地研究者と連絡しあい､調査結果の解釈について検討し､第一次報告書をまとめる.。

平成17星は､14年～16年度に収集した各国の調査データを総合的に分析し､最終報告書の作成と
調査データ公開を中心として作業する。

４月～９月１)｢東アジア価値観国際比較調査｣最終報告書用分析を進める。

2)特に､アジア各国の｢信頼感｣のあり方に焦点を当てた分析報告書をまとめる。

９月～１２月「東アジア価値観国際比較調査｣データのｺﾝピｭｰﾀｰ･ネットワークを利用した公開作業を推進

させる｡同時に､国内外での学会やﾏｽｺﾐを通じて､最終的研究成果の発表を行う。

１月～３月「東アジア価値観国際比較調査｣最終報告書をまとめ､統計数理研究所リポートとして発刊し､広く

国内外に配布する。

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

ｎ．面接調査においては､プライバシーなどの人権保護の観点から､(財)日本世論調査協会やWAPOR(世界世論

調査協会)等の指導する｢個人情報保護規定｣を遵守する｡また､平成１７年度以降のデータの一般公開に際しても、

同規定の主旨を勘案し､個人を特定し得る情報やデータは秘匿する｡また､データの保管においても､個人と対応の
つくデータの形では保管しない様に配慮する。

研究代表者と異なる研究槻関に所属する研究者を研究組織の人数の１／２を超えて研究分担

研究組織を研究(1)で組織する理由
者として加える必要があること､又は､研究代表者と異なる研究機関に所属する研究者を研究
分担者に加える研究であって､研究分担者に研究費の一部を配分しないと研究遂行上支障が
ある理由を記述してください。

該当せず
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研究業績

最近5ｶ年間に学術誌等に発表した陰文､著書のうち本計画に関連する重要なものを選定し､研究組織欄に記入された研究者ごとに､現在から順に発表
年次を過去にさかのぼって記入してください｡なお､この頁で記入できない場合は､裏面を使用してください。

表者･分担者氏名

学部･職名）

吉野諒三

(文部科学省統計数理研

究所・領域統計研究系．

助教授）

村上征勝

(文部科学省統計数理研

究所・領域統計研究系．
教授）

馬場康維

(統計数理研究所．

統計科学情報センター．

センター長）

発表論文名･著書名

(著者名、鯖文名､学協会誌名､巻(号)、最初と最後のページ､発表年(西暦)）

(以上の各項目が記載されていれば､項目の順序を入れ替えても可｡著者名が多数にわたる場合は､主な著者を数

及び研究分担者にはアンダーラインを付すこと）

吉野諒三.データの科学シリーズ「心を測る」…個と集団の意識の科学…

朝倉書店．（2001）

迦埋旦旦旦皇CLADS(CulturalLinkAnalysis＆DataScience)oncross．
nationalsurveyofnationalcharactenAbstractofthe35thCongressof

thelnternationallnstitutionSociologyinKrakowbpp､167-168(2001)．
吉野諒三､林知己夫､益文､山岡和枝､鈴木達三､佐々 木正道､中尾啓子､YKuroda，
ＥＳ､Miyamoto､mKashima,Ｓ､Fugita.｢文化の伝搬変容の統計科学的解析一
ハワイ日系人･非日系人国際比較調査」統計数理研究所研究リポートNo.86.(2001）
吉野諒三､林知己夫､山回独撞､塑旦､鈴木達三､馬場康維､村上征勝､佐々 木正道．
｢国民性に関する意識調査データに基づく文化の伝播変容のダイナミズムの統計科学
的解析」統計数理研究所研究リポートNo.84．（2000）

逸辺皇9k塁聖星.,迦迦型g』.,＆Hayashi,Ｃ・ClusteringoftheJapanese,Japanese
Americans＆Americansbasedonthewaysofthinking，International
FederationofClassihcationSocie城Vbl､7,ｐｐ､10.14.(2000）
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科学研究費補助金（ 基盤研究Ａ(2)）交付申請書

研究代表者
所属部局

領域統計研究系

職

助教授

釣りＶ”亨マー

氏 名

吉野諒三
印

研究課題名 東アジア価値観国際比較調査
ー一一 ｢信頼感｣の統計科学的解析
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(直接経費）

(交付子定額）
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村上征勝（56）
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林文（58）

山岡和枝（49）

佐々 木正道(57）

中尾啓子（45）

土屋隆裕（33）

鄭躍軍(39）

前田忠彦（37）

塑墜座I窒世

YuanWei

ShaBenChang

ＬａｉＫ・chan

計’０名
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統計数理研究所・

領域統計研究系･助教授
統計数理研究所．

領域統計研究系・教授
統計数理研究所・統計
科学情報ｾﾝﾀー･ｾﾝﾀー長
東洋英和女学院大学
人間科学部・教授

帝京大学・法学部。

助教授

兵庫教育大学・

教育学部･教授
東京都立大学．
人文学部が助教授

統計数理研究所・

調査実験解析系･助教授
統計数理研究所・

領域域計研究系・助手
統計数理研究所・

調査実験解析系・助手

中国人民大学・副学長

朝仁大学統計学部・敬授

香港城市大学統計学・部長

一 一一

役割分担等 (聴篭繍淑9〕

総括、及び調査企画.

実査監督・データ解析

調査企画・データ解析

調査企画・データ解析

調査企画・実査監督・

社会心理学的的解析

調査企画・実査監督。

医療文化人類学的解析

社会学的データ解析

社会学的データ解析

計量心理学的データ解析

実査監督・統計科学的

データ解析

●

●

計鐘心理学的データ解析

中国澗恋企画・資料収災・監掛

台湾調交企画・資料収集・監格

香港調査企画・資料収築・監督

椴関番号 ‘ｚ６′３ 研究種目 ,基盤研究Ａ(2)． 課Ｒｎ番号 侭｢Ｚ｡/３
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研究（２）

研究の目的

※これは様式４の裏面です。0●.

1)今回の科学研究費の交付希望期間内には､以下のa)、ｂ)、ｃ)に重点をおいて研究を遂行する。
a）文化の伝播変容を統計科学的に解明するために、東アジア諸国の人々 の意識構造について
統計科学的「標本抽出法」に則った面接調査を遂行する。
b）特に、２１世紀における国際交流のなかで、東アジア諸国民の「信頼感」のあり方について
焦点を当て､世界の政治･経済の平和的発展の一助となる基礎情報を与える分析を推進させる。
c）収集した「東アジア諸国民の意識調査」の情報を中心に、既存の「意識の国際比較調査
データ」等とともにデータ・ベースを作成し、コンピューター・ネットワーク等を利用して
世界へ一般公開する。

平成年月

平成年月

平成年月

平成年月

平成年月

平成年月

平成年月

平成年月

平成年月

平成年月

Ｃ

○



(様式８） 平成１４年度科学研究費補助金実績報告書（研究実績報告書）

統計数理研究所１．機関番号

3．研究種目名

５．課題番号

6．研究課題名

7．研究代表者

基礎研究(A)(2)

2．研究機関名

4．研究期間 成１４年度～平成１７

東アジア価値観国際比較調査 ｢信頼感」の統計科学的解析

研究者番号 研究代表者名 所属部局名 職名

６ ０ ２ ２ ０ ７ １ １
ﾖｼﾉﾘｮｳｿ゙ ウ

吉野,諒三
統計数理研究所・領域統計研究系 助教授

8.研究分担者（主な者を５名以内。所属機関名については、研究代表者の所属機関と異なる場合のみ記入すること｡）

研究者番号

０ ０ １ ８ ０ ９ ７

５ ０ ０ ９ １ ０ ３

８ ０ ２ ８ ０ ５ ２

３ ０ １ ４ ２ ３ ２

０ ０ ０ ０ ０ ２ １

７

８

７

６

６

研究分担者名

ﾊヤシフミ

林，文

ﾔﾏｵｶｶｽ゙ ｴ

山岡，和枝

テイ、ヤクグン

鄭,躍軍

ササキマサミチ

佐々木，正道

ﾑﾗｶﾐﾏｻｶツ

村上,征勝

所属機関名・所属部局名 職名

東洋英和女学院大学・人間科学部 教授

厚生省国立保健医療科学院・技術評価部 室長

統計数理研究所・領域域計研究系 助手

兵庫教育大学・教育学部 教授

統計数理研究所・領域統計研究系 教授

9．研究実績の概要（国立情報学研究所でﾃﾞｰﾀﾍﾞｰｽ化するため、６００字～800字で記入‘、図＝ゲﾗﾌ等は記裁しだい定ルー）州】I】Ｈ【】【

1)本研究の重点は、以下のａ)、ｂ)、ｃ)である。

a）文化の伝播変容のために、東アジア諸国の人々 の意識構造について統計科学的「標本抽出法」に
則った面接調査を遂行する。

b）特に、２１世紀における国際交流の中で、東アジア諸国民の「信頼感」のあり方について焦点を当て、
世界の政治・経済の平和的発展の一助となる基礎情報を与える分析を推進させる。

c）収集した「東アジア諸国民の意識調査」の情報を中心に、既存の「意識の国際比較調査データ」等
とともにデータ・ベースを作成し、コンピューター・ネットワーク等を利用して世界へ一般公開する。
本年度は、東アジア価値観調査のために、以下の１)~5)を遂行した。
1）東アジア各国の関連基礎資料、文献等を収集・整理。

2）中国の調査予定地域を視察し、調査環境を確認。現地調査研究者と連携しながら、
標本抽出の実践的検討を行い、同時に調査項目の候補を選定。

3）国内外の調査関連の研究者との連携により、調査票の項目の検討と具体案の作成。
4）国内外４地域用の調査票の日本語暫定版を作成し、現地研究者の協力により翻訳。
再翻訳（ﾊ゙ ｯｸﾄﾗﾝｽﾚー ｼｮﾝ)の手続きを経て、プリテスト用調査票を作成。
5)９月下旬各地域でのプリテスト実施

１０月上旬プリテストの結果検討後、必要な修正を加え、本調査用の調査票の最終版確定
１１月～翌年２月日本及び中国３地域での本調査実施

謹呈遡塞：日本及び北京、上海、香港に居住し、各地域の国籍をもつ成人男女。
遡査塗：住民票・戸籍簿等から無作為層別抽出した対象に、面接調査を遂行。
遡査墓旦:各地域の人々の一般的意識構造､特に対人関係、集団内や集団間、社会制度やリーダーに

関する「信頼感」を主とした項目。

１月上旬～翌３月回収データ・クリーニング、単純集計表作成、一次的データ分析、調査結果の解釈に
ついて検討し、第一次報告書をまとめた。

調書（Ａ４判縦長横書き１秒霜の公表を舎見合２ ある場合は、その理由及び差し#準え期間雪※成果の公表を見合わせる必要がある場合は、その理由及び差し控え期間等を記入した調書（A4判縦長横書き１枚）を
添付すること。

10．キーワード

（１）東アジア

(4)意識調査

(2)価値観

(5)標本調査

。〃岡引

(3)信

(6)－データの科学

(裏面に続く）

〃
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11.研究発表（発表予定を含む。但し、投稿中、投稿準備中は除く｡）
〔雑誌論文〕

著 者名 論文標題

Ybshino,Ｒ､＆Hayashi,Ｃ Anoverviewofculturallinkanalysisofnationalcharactem

雑 誌名 巻・号 箔行年 ページ
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Ｖb1.29,
No.2，
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■
０

０１２ 125-141

著 者名 論文標顕

Ybshino,Ｒ､＆Hayashi,Ｃ
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”

５６

Comparativestudｙ ofnationa1

雑 誌名 巻・号 階行年 ページ

Behaviormetrika
Vb1.29,
Ｎｏ．2，

２

i

Ol0
Q

２ 121-124

著 者名 論文標&頃

吉野諒三 階層的２進分解モデル(HiBiD)の構成一個と集団の認知の力動
的鯉析の弁めの「朴今昌子詮１－

雑 誌名 巻・号 発行年 ページ

認知科学 Ｖb1.9,No.２

ＵＯＵ

２１０１０１２
００Ｉ

213--229

著 者名 論文標題

Ybshino,Ｒ
Atimetotrust-agtudyonpeoples，Sengeoftrust住ｏｍａｖ]ewpoint

●

ofcross-nationalandlongitudinalstudyonnationalcharacter-．

雑 誌名 巻・号 階行年 ページ

Behaviornnetrikn
VbL29，
No.2，

２ ０ ０ ２ 231-260

著 者名 論文標題

Ybshino,Ｒ､＆Hayashi,Ｃ
Editorialofthespecialissue：
ch2mCtef'Continued≦

“

Comparativestudｙ ｏｆnational

雑 誌名 巻・号 浩行年 ページ

Behaviormetrika
Vb1.30

No.1，
２ ０ ０ ３ 5－６

著 者名 論文標題

Ybshino,Ｒ､＆Zheng,Ｙ
DiversityPatternsofAttitudesTbwardNatureandEnvironment
ｉｎJapan,ＵＳＡ,andEuropeanNations．

雑 誌名 巻・号 浩行年 ページ

Behaviormetrika
Vb１．３０

No.１
２ ０ ０ ３ 21-37

著 者名 論文標題

中尾啓子 ｢社会関係的資源の保有と利用：就職におけるパーソナルネットワークの役割」

雑 誌名 巻・号 箔行年 ページ

総合都市研究 第７８号 ２ ０

■
一
■
■

０１２

著 者名 論文標題

吉野諒三
｢信の崩壊」…世論調査方法論の今日の課題．展望「２１世紀の行動
計量学」

雑 誌名 巻・号 浩行年 ページ

行動計量学
第２９巻

第１号
２ ０ ０ ３ ４５－５４



１３

著 者名 論文標題

中尾啓子 ｢パーソナルネットワークの概要と特性:東京都居住者対象のネット
ワーク調杏からＩ

雑 誌名 巻・号 発行年 ページ

森岡清志編『パーソナルネットワークの構造と変容』都市
研涛書

■
０

２１０

０
０

０１２ 17-39

著 者名 論文標題

中尾啓子
｢地位達成過程における転職一JGSS-2000調査データを用いての検
討一’

雑 誌名 巻・号 階行年 ページ

『日本版GeneralSocialSurveys研究論文集:JGSS･2000
で胃.弁日本人の責識し行動Ｉ東京大学汁全科牽研葬所

２

ｉｉ

ｏｌＯｉ２
Ｑﾛ

1－１６

著 者名 論文標題

中尾啓子 ｢社会階層とジェンダー」

雑 誌名 巻・号 箔行年 ページ

岩井紀子・佐藤博樹編『日本人の姿一ＪGSSにみる意識と
行動－１ｺ盲悲閣撰書

２

Ｉｌ

Ｏｌ０１２
００

155-160

著 者名 論文標顕

林文 |調査結果をどう読むか」（特別セッション「集団と個」に関するデ
－タ鯉析の閤顧点）

雑 誌名 巻・号 階行年 ページ

日本行動計量学会第３０回大会発表論文抄録集 ２ ０

ｉ

Ｏｌ２
０
日

7７

著 者名 論文標題

林文 ｢日本人の自然観」

雑 誌名 巻・号 発行年 ページ

こしじ水と緑の会会報 第６号
１

２１０
１

０
０

０１３ ２

著 者名 論文標顕

中尾啓子 ｢階層帰属意識と生活意識」

雑 誌名 巻・号 発行年 ページ

理論と方法 vol､17,Ｎ0.2. ２ olOl2
Qロ

135-149

著 者名 論文標題

唖
Ｅ
ｍｉｙａＮ,ＹａｍａｏｋａＫＹａｎｏ Useofhomehealthservﾕcescoveredbynewpubliclong･termcaremsurance

■

●

ｉｎJapan:impactofthepresenceand垣nshipoffamilycaregwers．
●

雑 誌名 巻・号 発行年 ページ

lntJQualHealthCare､Ａｕ９ 14(4)
ｉｉ

２１０１０
００
日■

２ 295-303

著 者名 論文標題

林文、佐々木正道 ｢日米の親子調査一親子間における考え方の継承について－」

雑 誌名 巻・号 箔行年 ページ

日本行動計量学会第３０回大会発表論文抄録集 ２ ２

ＩＩ

ｏｌＯＩ
００

342--343



１４

著 者名 論文標題

山岡和枝 行動計量学とEvidence･basedMedicine

雑 誌名

行動計量学

著者名．

巻・号

28(2)

発行年
ＵＩ

２１０１０
００

１

論 文標題

ページ

39-43

HayashiLC,HayashiS,Ｙａｍａｏｋａ

Ｋ,ＴもｌｍｉｙａＮ,ChjkudaM,ＹａｎｏＥ．
UltravioletBemosureandtypeoflensopacityinophthalmic
patientsinJapan．

雑 誌名

SciTbtalEnvironJan20

巻・号

302(1.3）

発行年
ｉｉｉ

２１０１０１３
Ｂロﾛ

著者名 論文標題

YamaokaK,HayashiC． CulturallinkanalysisofJapaneseAmericans．

雑 誌名

Behaviormetrika

著 者名

巻・号

30(1)

発行年

ｉｉｉ

２１０１０１３
１！！

論 文標題

ページ

53-62

ページ

7－１９

鄭躍軍 NOAAﾉAyHRRデータの解析による土地利用・被覆分布に関する考察

雑 誌名

応用統計学

著者名

巻・号

Vbl､31(1)

発行年
０

２１０
０

Ｉ

Ｏｌ２
０

騰 文標題

Murak盆ｍｉ・Ｍ

P

ClassicalTbxt,ReadorFake？

雑 誌名

PacifcNeighborhood

著者名

巻・号

No.３

発行年
ｉｉｉ

２１０１０１２
１１１

論 文標題

ページ

23-40

ページ

331-334

SaｓakiMa望ｍｉ⑥ｈｉ PreSidentialAddre8s:ThemoralFabricsinContemporarySocieties

雑 誌名 巻・号

TheAnnalsofthelnternationallnstituteofSociology Vb1.9

｢閲書１

２

捲行年
Ｕロ

００

０１０１２
１！

箸 者名 出版者

吉野諒三 共立出版

書 名

｢認知科学辞典」（研究法･統計の項目一部執筆,日本認知科学会編.） ２

発行年

ｉｉ

ＯＩＯＩ２
！！

著 者名 出版者

吉野諒三、林文、山岡和枝 朝倉書店

書 名

社会調査ハンドブック（林知己夫監修、第５章,第１３章１節,第１１章１節執筆） ２

発行年

；；

０１０１２
１！

ページ

1－５４

総ページ数

1０１５

総ページ数

757



１５

著 者名 出版者

鄭躍軍、村上征勝、吉野諒三、

前田忠彦、他
統計数理研究リポート８９

書 名 発行年 総ページ数

日本・中国の国民性比較のための基礎研究一中国北京市における意識調査一 ２

■■

００

０１０１３
１０
■■

263

著 者名 出版者

村上征勝 朝倉書店

書 名 発行年 総ページ数

文化を計る－文化計量学序説一 ２１０１０１２ 140

著 者名 出版者

鄭躍軍、村上征勝、吉野諒三 統計数理研究所リポート８８

書 名 発行年 総ページ数

仮想評価法(CＶＭ)のバイアス問題に関する調査一東京湾中央防波堤
内ｲEIIt坦ウ儒袖の鱈f音評儒か価'し１．イー

Ｉ；

０１０１２
１！

２ 104

著 者名 出版者

村上征勝 社会調査ハンドブック林知己夫編

書 名 発行年 総ページ数

単純集計，属性別分析，相関表分析，コウホート分析
qＵＯ

ＯＯＩ

２１０１０１２
０１１

757

著 者名 出版者

村上征勝 社会調査ハンドブック林知己夫編

書 名 発行年 総ページ数

文化の調査について
０
０
０
１
１
－

０
０
０
０
０

757

著 者名 出版者

山岡和枝 朝倉書店

書 名 発行年 総ページ数

健康関連ＱＯＬにおよぼす性格特性の影響（ｉｎ多変壁解析実例ハンドブッ
ク．柳井晴夫、岡太彬訓、繁桝算男、高木広文、岩崎学（編)）

２

ｉ
０
ｌ
Ｉ
■

ＯｉＯ

ロ
０
０
０
０
８

２ 889

著 者名 出版者

林文，山岡和枝 朝倉書店

書 名 発行年 総ページ数

｢調査の実際」

ｉＩＩ

２１０１０１２
ＢＱロ

232



1６

著 者名 出版者

SagakiMasami⑥hｉ ThousandOaks,Califbrnia:SagePublications

書 名 発行年

ComparativeResearch・Ehzqy極ﾉﾋﾘpe必mfSba圏JRbsG圏２忽ｈＪ"台妨oda ２

ＵＵ

Ｏｉ０１２
００

著者名 出版者

佐々木正道編 ミネルヴァ書房

書 名 発行年

大学生とボランティアに関する実証的研究（科学研究費学術図書刊行補
O

210
p

０

０１２
０

RhlLH鮪）

著 者名 出版者

SasakiMasamichi,Suzuki,、 Leiden,ＴｈｅNetherlands:Ｂｒin

書 名

SocialAttitudesinJapan:mPendsandCross-NationalPerspectiveS.(2nｄ
pボナinnQ）

発行年
Ｉ

２１Ｏ
ロ

０ ２

総ページ数

630

総ページ数

560

総ページ数

298



Z７

様式４研究(2)（基盤研究(S)、基盤研究(A)(2)、基盤研究(B)(2)、基盤研究(C)(2))．

科学研究費補助金（基盤研究(A)(2)）交付申請書

研究代表者

所属部局

領域統計研究系

職

助教授

ふりがな

氏名

害毒諒琶 印

研究課題名 東アジア価値観国際比較調査一「信頼感｣の統計科学的解析一

補助金額

（直接経費）

(交付予定額）

合計

千円

使 用内訳

設備備品費 消耗品費 国内旅費 外国旅費 謝金 その他
千円 千円 千円 千円’千円 千円

研
究
組
織
（
研
究
代
表
者
及
び
研
究
分
担
者
）

氏名

吉野諒三

村上征勝

馬場康維

林文

山岡和枝

佐々木正道

中尾啓子

土屋隆裕

鄭躍軍

前田忠彦

海外共同研究者

朴承根

Ben-ChangShia

LoHing-Po

計１０名

所属部局・職

統計数理研究所。

領域統計研究系・助教授

統計数理研究所。

領域統計研究系・教授

統計数理研究所・統計

科学情報ｾﾝﾀー ･ｾﾝﾀー 長

東洋英和女学院大学

人間科学部・教授

厚生労働省国立保健科学

院・技術評価部・室長

兵庫教育大学。

教育学部・教授

東京都立大学．

人文学部・助教授

統計数理研究所。

調査実験解析系・助教授

統計数理研究所．

領域域計研究系・助手

統計数理研究所．

調査実験解析系・助手

韓国統計局

FuJenCatholicUmversity
香港城市大学統計学・部長

役割分担等
本年度の研究実施計画に対する

分担事項等を妃入すること．

総括、及び調査企画．

実査監督・データ解析

調査企画・データ解析

調査企画・データ解析

調査企画・実査監督。

社会心理学的的解析

調査企画・実査監督。

医療文化人類学的解析

社会学的データ解析

社会学的データ解析

計量心理学的データ解析

実査監督・統計科学的
データ解析

計量心理学的データ解析

機関番号 62603 研究種目 基盤研究（A)(2) 課題番号 14252013



１８

○

○

研究(２）

ｲﾘ1.先の日印

1）今回の科学研究費の交付希望期間内には、以下のa)、ｂ)、ｃ)に重点をおいて研究を遂行する。
a）文化の伝播変容を統計科学的に解明するために、東アジア諸国の人々の意識構造について
統計科学的「標本抽出法」に則った面接調査を遂行する。
b）特に、２１世紀における国際交流の中で、東アジア諸国民の「信頼感」のあり方について焦点
を当て、世界の政治・経済の平和的発展の一助となる基礎情報を与える分析を推進させる。
c）収集した「東アジア諸国民の意識調査」の情報を中心に、既存の「意識の国際比較調査デー
タ」等とともにデータ・ベースを作成し、コンピューター・ネットワーク等を利用して世界
へ一般公開する。

本年度の研究実施計画

平成15年度は、東アジア価値観調査のために、主として韓国及び台湾調査を念頭において、以下の
1)～5)を遂行する。

1）基礎資料（各国の関連調査データ、文献等）を収集・整理する。

2）調査関連地域についての情報を収集し､調査環境を確認する。現地調査研究者と連携しながら、

標本抽出の実践的検討を行い、その遂行可能性を確認し、同時に調査項目を再検討する。

3）昨年作成した日本語調査票を、現地研究者の協力により翻訳・再翻訳（ﾊﾞｯｸﾄﾗﾝｽﾚｰｼｮﾝ）の

手続きを経て、プリテスト用調査票を作成する。

4）国内外の調査関連研究者との連携により、調査票の項目と具体案を検討、確定する。

5）９月上旬各地域でのプリテスト実施

９月中旬プリテストの結果検討後、必要な修正を加え、本調査用の調査票の最終版確定

９月下旬韓国及び台湾での本調査実施（調査地は予定）

調査対象：韓国及び台湾に居住し、各地域の国籍を持つ18歳以上の男女。

調査法：住民票・戸籍簿等から無作為層別抽出した対象に、面接調査を遂行する。，
調査項目：各地域の人々の多面的・多元的な一般的意識構造とともに、特に対人関係、集団

内や集団間、社会制度やリーダーに関する「信頼感」を主とした項目。

１０月上旬～1２月回答データのクリーニングとコンピューターへのデータ入力

1月単純集計表作成

２月一時的データ分析

3月現地研究者と連絡しあい、調査結果の解釈について検討し、第一次報告書をまとめる。

主要な設備備品の内訳（１品又は１組若しくは１式の価格が５０万円以上のもの）

品 名
仕
製く 造会社名 ｊ

様
型● 数量
単価

(千円）

金額

(千円）
納入予定時期

平成年月

平成年月

平成年月

平成年月

平成年月

平成年月

平成年月

平成年月

平成年月

平成年月



(様式８） 平成１５年度科学研究費補助金実績報告書（研究実績報告書）

統計数理研究所１．機関番号

3．研究種目名

５．課題番号

6．研究課題名

7．研究代表者

基盤研究(A)(2)

2．研究機関名

4．研究期間 平成１４ ～平成１７年度

東アジア価値観国際比較調査 ｢信頼感」の統計科学的解析

研究者番号 研究代表者名 所属部局名 職名

６ ０ ２ ２ ０ ７ １ １
ﾖｼﾉﾘｮｳｿ゙ ウ

吉野，諒三
領域統計研究系 助教授

8.研究分担者（主な者を５名以内。所属機関名については、研究代表者の所属機関と異なる場合のみ記入すること｡）

研究者番号

０ ０ １ ８ ０ ９ ７

５ ０ ０ ９ １ ０ ３

８ ０ ２ ８ ０ ５ ２

３ ０ １ ４ ２ ３ ２

０ ０ ０ ０ ０ ２ １

７

８

７

６

６

研究分担者名

ﾊヤシフミ

林，文

ヤマオカカズエ

山岡，矛ﾛ枝

ﾃイヤクグン

鄭,躍軍

サリキマサミチ

佐々木，正道

ﾑﾗｶﾐﾏｻｶツ

村上,征勝

所属機関名・所属部局名 職名

東洋英和女学院大学・人間科学部 教授

厚生省国立保健医療科学院・技術評価部 室長

総合地球環境学研究所・研究部 助教授

兵庫教育大学・教育学部 教授

領域統計研究系 教授

9．研究実績の概要（国立情報学研究所でﾃ゙ ﾀーﾍ゙ ｽー化するため、６００字～800字で記入。図、ゲﾗﾌ等は記載しないこと｡）

１)本研究の重点は、以下のa)、ｂ)、ｃ)である。

a）文化の伝播変容のために、東アジア諸国の人々の意職構造について統計科学的「標本抽出法」に則った
面接調査を遂行する。

b）特に、２１世紀における国際交流の中で、東アジア諸国民の「信頼感」のあり方について焦点を当て、
世界の政治・経済の平和的発展の一助となる基礎情報を与える分析を推進させる。
c）収集した「東アジア諸国民の意識調査」の情報を中心に、既存の国際比較調査データ等とともに
データ・ベースを作成し、一般公開する。

本年度は、東アジア価値観調査のために、特に、以下の1)~3)を遂行した。

１）国内外４地域用の調査票の台湾語と韓国語の暫定版を、現地研究者の協力により翻訳・再翻訳（ﾊ゙ ｯｸﾄﾗﾝﾙー ｼｮﾝ）
を経て作成。

２）台湾と韓国の調査予定地域を視察し、･調査環境を確認。現地調査研究者と標本抽出の実践的検討を行い、同時に
調査票の検討。

３)９月上旬、台湾と韓国の調査票の最終版確定し、引き続き１０月～11月鯛査実施
調査対象：台湾及び韓国に居住し、各地域の国籍をもつ成人(20人以上)の男女。

調査法：台湾は電話所有者の人口データを用いて、１２０地点抽出、各地点ではランダムウォーク法で１軒画き
に訪問、各世帯から誕生日法で１名抽出、合計15名ずつ抽出。韓国は１２５地点をランダム抽出し、各地点
では性・年齢層別(１０才刻み)に約８名ずつをクォータ法で抽出した。

調査項目：各地域の人々 の一般的意識構造、特に対人関係、集団内や集団間、社会制度やリーダーに関する
「信頼感」を主とした項目。（昨年度実施の日本調査票と基本的に同一だが、一部表現を各地域に合わせている）

１２月～翌３月データ・クリーニング、単純集計表作成、一次的データ分析、調査結果の解釈について検討し、第
一次報告書をまとめた。

※成果の公表を見合わせる必要がある場合は、その理由及び差し控え期間等を記入した調書（A4判縦長横書き１枚
添付すること。

10．キーワード

(1)東アジア

(4)意識調査

(7)国際比較

(2)価値闇

(5)標本調査

(8)統計分析

(3)信頼

(6) データの科学

(裏面に続く）
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11.研究発表（発表予定を含む。但し、投稿中、投稿準備中は除く｡）
〔雑誌論文〕

著 者名 論文標顕

吉野諒三 ｢信頼の時代」

雑 誌名

Eco-Forum,特集号「ソーシャル･キャピタルPartll」 ，

統計研奔今．

巻・号

Ｖb1.22,
No.１

２

箔行年

０ ０ ３

著 者名 騰文標題

吉野諒三 富国信頼一東アジアの人々の「信頼感」の分析一

雑 誌名 巻・号 箔行年

日本行動計量学会第３１回大会抄録集 ２ ０ ０ ３

著 者名 論文標題

吉野諒三、鄭躍軍、朴承根 ｢東アジア諸国の人々の日本語観.」

雑 誌名

行動計量学

巻・号

第30巻第1号

曜巻58号う

箔行年

２ ０ ０ ３

著 者名 輪文標題

ページ

42-51

ページ

254-257

ページ

311-352

鄭躍軍、吉野諒三
中国人・日本人の国民性の特徴（１）－不安感・満足感、家庭・家族
観と伝統的な価値観を中心に一

雑 誌名 巻・号 箔行年 ページ

日本行動計量学会第３１回大会抄録集 ２ ０ ０ ３ 244-247

著 者名 騰文標題

三好美浩、吉野諒三 自由回答に見る職業意識の分析

雑 誌名 巻・号 箔行年 ページ

日本行動計量学会第３１回大会抄録集 ２ ０ ０ ３ 252-253

著 者名 鵠文標題

林文 ｢日本人の自然観」

雑 誌名 巻・号 箔行年 ページ

こしじ水と緑の会会報 題６号 ２ ０ ０ ３ ２

著 者名 騰文標題

林文 ｢異文化間相互理解をめざす国際比較調査を」（巻頭言）

雑 誌名 巻・号

よるん 第９２号

発行年
0

210
,

０

ページ

３ １
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著 者名 論文標題

YamaokaK,TEkedaY;ShigehisanOgoshi
K,KobayashiK,HayashiEHayashiC

Health-唾latedqualityoflifbinJapaneselungcancerpatientsasdeterminedb
twoquestionnaires:theHRQOL-20andtheEORTCQLQ-C30

ｙ

雑 誌名 巻・号 階行年 ページ

AnnalsofCancerResearchandTherapy １１('＆2） ２
ｉｉ

ＯＩＯｌ３
！！

著 者名 論文標題

林文・佐々木正道 ｢日本の国際化に関する意識の世代間の比較」

雑 誌名 巻・号 箔行年 ページ

日本行動計量学会第３１回大会発表論文抄録集 ２

OI

O'０１３
００

248-249

著 者名 論文標題

Yamaoka,Ｋ,Yano,Ｅ,,Isshiki,Ａ rurtherutilizationofannualworkplacecheckupdatabyamethodbasedｏｎ
thepopulationstrategy

雑 誌名 巻・号 発行年 ページ

27thIntemationalCongrcssonOccupationalHealth（Iguassu
Falls,BrazilFebrualy），

２

■
■
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ｐ
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著 者名 論文標顕

山岡和枝,吉野諒三 健康感と関連要因：東アジア価値観調査結果の分析

雑 誌楽 巻・号 箔行年 ページ

日本行動計量学会第３１回大会抄録集 ２ ＯｉＯ ３ 2５０－－２５１

著 者名 論文標顕

渡辺満利子，山岡和枝，丹後俊
郎 介入研究による糖尿病予防のための新栄養教育効果の評価

雑 誌名 巻・号 発行年 ページ

日本行動計量学会第３１回大会抄録集
ＯＩＯ

2101013
０００

426-427

著 者名 論文標題

Watanabe,MYamaokaK,

YbkotsukaMTﾖngoT
Randomizedcontrolledtrialofanewdietalyeducationprogramtoprevent
type2diabetesinahigh-riskgroupofJapanesemaleworkers，

雑 誌名 巻・号 浩行年 ページ

DiabetesCa１℃ 2６ ２

ＵＵ

ＯＯ

ＯＩＯＩ３
００

3209-3214

著 者名 論文標題

山岡和枝，丹後俊郎，渡辺満利
子，横塚昌子 RCTに基づく糖尿病予防のための栄養教育効果の評価

雑 誌名 巻・号 箔行年 ページ

第１３回日本疫学会学術総会抄録集 ２

０
０

OＩＯ ３
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著 者名 鈴文標題

山岡和枝 健康関連QOL測定のためのHRQOL20調査票オランダ語版の適用性

雑 誌名 巻・号 発行年 ページ

第６２回日本公衆衛生学会総会抄録集

ＯＵＵ

ｌＩＯ

２１０１０１
０００

３ 3８１

著 者名 齢文標題

野村恭子、山岡和枝、岡野隆
宏、矢野栄二

阿蘇山火口見学者の火山ガスに対する危険認識と態度と行動

雑 誌名 巻・号 発行年 ページ

第６２回日本公衆衛生学会総会抄録集

■■、

2101013
！！！

405

著 者名 騰文標題

土屋隆裕・前田忠彦 ｢二種類の電話調査法の比較実験調査」

雑 誌名 巻・号 箔行年 ページ

行動計量学 Vbl､3０ ２

ｉ

ＯＩ０
ｑ

３ 93-109

著 者名 騰文標題

前田忠彦 ｢伝統･近代をめぐる意識変遷の再分析」

雑 誌名 巻・号 発行年 ページ

日本行動計量学会第３１回大会発表論文抄録集 ２

ｌＯ

ＯＩ０１３
Ｑﾛ

304-305

著 者名 騰文標題

渡辺満利子，山岡和枝，横塚
昌子，諸戸敬子,丹後俊郎

１１型糖尿病予防のための新しい栄養教育の無作為化比較試験による
評価

雑 誌一名 巻・号 箔行年 ページ

第６２回日本公衆衛生学会総会抄録集 ２ ０

０
０

０１３ 864

著 者名 論文標．顕

山岡和枝．丹後俊郎，渡辺満利
子 糖尿病予防のための栄養教育の効果の評価

雑 誌名 巻・号 発行年 ページ

第２５回日本臨床栄養学会総会・第２４回大会日本臨床栄養
撫今総今抄録隼

２ ０

０

０１３
０

8３

著 者名 輪文標題

大坪浩一、山岡和枝､横山徹爾、
高橋邦彦、丹後俊郎

医療資源の死亡に及ぼす影響をＥＢＳＭＲで評価する－福岡県に
おける事例一

雑 誌名 巻・号 階行年 ページ

第６２回日本公衆衛生学会総会抄録集 ２

ｉｉ

ＯＩ０１３
■■

４７４



著者名 論文標題

馬場康雄 総合特性による地域の位置付け－時間的な変化と主成分分析一

雑 誌名

エストレーラ

著 者名

巻・号

No.116

発行年
0

210
1

０

０１３
０

論 文標題

ページ

56-59

馬場康雄 総合特性による地域の位置付け－時間的な変化と主成分分析11-

雑 誌名

エストレーラ

著 者名

巻・号

No.117

発行年
ＵＯＵ

ＯＯＯ

２１０１０１３
０００

論 文標題

士屋隆裕・前田忠彦 二種類の電話調査法の比較実験調査

雑 誌名 巻・号 発行年

行動計量学
第３０巻
第１号

２１０１０１３

著 者名 論文標題

ページ

54-58

ページ

93-109

ＭＨ息2miChiSaSaki TheMoralFabricofContemporarySocieties:PresidentialAddress

雑 誌名 巻・号 発行年

TheAnnalsofthelnternationallnstituteofSociology Vｂ ２１０ ０ ３

著 者名 論文標題

MasamichiSas角晦 ComparativeResearch

雑 誌名

EncyclopediaofsocialResearchMethods．
ThousandOaks・Califbrnia:SaEePublications

巻・号 発行年

210
■

０ ３

著 者名 論文標顕

ページ

3－２６

ページ

111

鄭躍軍，吉野諒三 東アシア価値観比較調査に向けて－中国における意識調査のた
めの標本抽出の実践的検討

雑 誌名 巻・号 発行年 ページ

よるん 第９１号 ２ｉＯｉＯ ３ １６－２１．

著 者名 論文標題

鄭躍軍 環境意識形成の要因分析一中･日の環境意識比較を例として－

雑 誌名 巻・号

環境経済･政策学会2003年大会報告要旨集

発行年
００

２１０１０
００

ページ

３ 258-259

ａ３



〔図書〕
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著 者名 出版者

山岡和枝：矢野栄二、小林廉毅、
山岡和枝編集ｉｎＥＢＭ健康診断 医学書院

書 名 階行年 総ページ数

スクリーニング,メタアナリシス ２

Oi

OlOl3
n０

15-32

著 者名 出版者

林文（共著） 人文・社会科学論集(東洋英和女学院大学）

書 名 箔行年 総ページ数

l東洋英和女学院大学卒業生のライフコースについて」第２１号

第５章「就職・結婚に関する意識調査分析」
２ ０

ｉ

Ｏｌ３
０

(印刷中）

著者名 出版者

中尾啓子 都市研叢書

書 名 階行年 総ページ数

｢ネットワークと職業的地位達成一関係的資源の保有と利用」

松本康編『東京で暮らす一社会構造と都市生活』
２ ０ ０ ４ (印刷中）

著者名 出版者

中尾啓子・池田謙一・安野智子 東京大学社会科学研究所

書 名 階行年 総ページ数

｢JGSS-2003ネットワークモジュールに向けて－予備調査の結果報告
－１『日本腕Ｇ噂ｍＲｗＥ１ｇｎｎｉｎ１Ｓ,】ｗｅｖＲ研奔論支焦Ｉ２１ＪＧｇＳで員弁日本

２ ０

■
０

０１３ 193--232

著 者名 出版者

鄭躍電村土征隙吉野諒三馬場康継

田湿勇哀衛趨彦雲王榔延

前
統計数理研究所研究リポートＮｏ．８９

書 名 発行年 総ページ数

日本・中国の国民性比較のための基礎研究一中国北京市における意識調
杏一

ｉｉｉ

２１０１０１３
１！！

263

著 者名 出版者

Ａ・インケレス著、吉野諒三訳 出光書店

書 名 発行年 総ページ数

I国民性論」…精神社会的展望…．出光書店．（ただし、付記「日本におけ
る国民性研究ｌは吉野箸.）

巳
■
■

２１０ ０１３ 470

著者・名 出版者

中尾啓子編 科学研究費研究成果報告書

書 名 発行年 総ページ数

『現代日本における社会的地位の測定』 ２ ０ ０ ３ (印刷中）



著者名 出版者

鄭躍軍,村上征勝,吉野諒三，
前田忠彦，周国模，唐和平

統計数理研究所研究リポートNo.９０

書 名．

日本・中国の国民性比較の基礎研究(2)－中国上海市における意識調査 ２

１２.研究成果による工業所有権の出願・取得状況

工業所有権の名称 発明者名 権利者名 工業所有権の種類、番号

発行年
UＵ

Ｏｌ０１３
ＩＩ

出願年月日

総ページ数

247

取得年月日

2５
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様式Ａ－２

独立行政法人

日本学術振興会理事長殿

平成１６年度科学研究費補助金交付申請書

所属研究機関の長

所属研究機関・部局。

良
りか

職

箸

所長・北川源四郎

平成１６年４月２８日

⑳
統計数理研究所・領域統計研究系・助教授

よしのりょうぞう

吉野諒三 ③

次のとおり研究を実施したいので、科学研究費補助金（基盤研究（A）（２））の交付を申請します６

所属研究機関の本部の
所在地及び名称

〒106-8569東京都港区南麻布4-6-7

統計数理研究所

研究課題名
東アジア価値観国際比較調査 ｢信頼感」の統計科学的解析…

補助金額

(交付予定調

直接経費

千円

直接経費の

費目別内訳

間接経費

千円

直接経費及び間接経費の合計

②●

千円

物品費 旅費 謝金等 その他

千円 千円 千円 千円

研
究
組
織
（
研
究
代
表
者
及
び
研
究
分
担
者
）

氏名

吉野諒三

付上征勝

馬場康維

休文

山岡和枝

佐々木正道

中尾啓子

鄭躍軍

十尾隆裕

前田忠彦

星野崇宏

松本渉

計１２名

ＢＴ属俄究磯関・司$局・職

役割分担等〔
ﾎ鞭柵嫉鯛冒に耐る

伽諏溌訊妬こと。 〕
統計数理研究所．

頃域統計研究系・助教授

司志社大学．

文化情報学部設置準備室・教授

統計数理研究所・統計

科学情報ｾﾝﾀー ･教授

東洋英和女学院大学

人間科学部・教授

ヨ立保健医療科学院・

伎術評価部・室長

兵庫教育大学・教育学部・教授

東京都立大学・人文学部。

助教授

総合地球環境学研究所･研究部・

助教授

統計数理研究所・

調査実験研究系・助教授
統計数理研究所・

調査実験解析系・助教授

統計数理研究所・

領域統計研究系・助手

統計数理研究所・

調査実験解析系・助手

総括、及び調査企画・実査監督．

データ解析

凋査企画・データ解析

調査企画・データ解析

調査企画・実査監督．．

仕会心理学的解析

調査企画・実査監督。

医療文化人類学的解析

社会学的データ解析

社会学的データ解析

実査監督・統計科学的

データ解析

計量心理学的データ解析

多変量データ解析

[分担者を追加する理由]

左記２名は計量心理や社会心理敵

データ解析のための研究遂行上、必

要である。

直接経費合計

直接経費

(千円）

機関番号 ６２６０３ 研究種目 基盤研究（A）（２） 課題番号 １４２５２０１３



○

○

２７

研究の目的

本研究の重点は､以下のａ)、ｂ)、ｃ)である。

a）文化の伝播変容のために､東アジア諸国の人々の意識構造について統計科学的｢標本抽出法｣に
則った面接調査を遂行する。

b）特に､２１世紀における国際交流の中で､東アジア諸国民の｢信頼感｣のあり方について焦点を当て、

世界の政治･経済の平和的発展の一助となる基礎情報を与える分析を推進させる。

c）収集した｢東アジア諸国民の意識調査｣の情報を中心に､既存の国際比較調査データ等とともに

データ・ベースを作成し､一般公開する。

本年度（～平成１７年３月３１日）の研究実施計画

本年度は､東アジア価値観調査のために､特に､以下の1)~3)を遂行する。

1)これまでの国内外6地域用の調査票をもとに､シンガポール調査票の暫定版を､現地研究者の協力によ
り翻訳･再翻訳（ﾊ゙ ｯｸﾄﾗﾝｽﾚー ｼｮﾝ)を経て作成。

2)シンガポールの調査予定地域を視察し､調査環境を確認｡現地調査研究者と標本抽出の実践的検討を
行い､同時に調査票の検討をする。

3)９月上旬頃までに､台湾と韓国の調査票の最終版確定し､引き続き１０月～１１月頃､調査実施する。
迩並象：シンガポールに居住し、その国籍をもつ成人(20人以上)の男女。
避量：電話帳などのリストや人口データに基づき、地点抽出し、各地点ではランダムウオーク

法で標本となる回答者を抽出する。

遡査里旦:各地域の人々の一般的意識構造､特に対人関係､集団内や集団間､社会制度やﾘーダー
に関する｢信頼感｣を主とした項目。(一昨年度実施の日本調査票と基本的に同一だが､必要
であれば､一部表現を当該地域の事情に合わせ､修正する｡）

１２月～翌３月データ･クリーニング､単純集計表作成､一次的データ分析､調査結果の解釈について
検討し､シンガポールの第一次報告書をまとめる。

主要な設備備品の内訳（１品又は１組若しくは１式の価格が５０万円以上のもの）

品 名 仕
(製造会社名 ●０ ｊ

康
型 数量
単価
(千円）
金額
(千円） 納入予定時期

該当せず 平成年月

平成年月

平成年月

平成年月

平成年月

平成年月

平成年月

平成年月

平成年月

平成年月



2８

様式Ｃ－７

平成１６年度科学研究費補助金実績報告書（研究実績報告書）

１.機関番号「5~『固~『5~r5T百１２.研究機関名統計数理研究所

3．研究種目名 4．研究期間

5．課題番号

6．研究課題名

7．研究代表者

１ｉ４ｉ２ｉ５ｉ２ｉＯｉｌｉ３
■■▲凸■■■

研究者番号 研究代表者名

６ ０ ２ ２ i０
曲

０

７ １ １
ヨシノリョウゾウ

吉野 諒三

所属部局名

領域統計研究系

8.研究分担者(所属機関名については、研究代表者の所属機関と異なる場合のみ記入すること。）
研究者番号

０ ０ １ ８ ０ ９ ７

５ ０ ０ ９ １ ０ ３

３ ０ １ ４ ２ ３ ２

８ ０ ２ ８ ０ ５ ２

２ ０ ３ ９ ０ ５ ８

７

８

６

７

６

研究分担者名

ﾊヤシフミ

林,文
ヤマオカカズエ

山岡,和枝
ｻ時肴ﾐチ

佐々木,正道
ﾃイヤクグン

鄭,躍軍
ホシノタカヒロ

星野，崇宏

所属研究機関名・部局名

東洋英和女学院大学・人間科学部

国立保健医療科学院。
特術評ｲ肝i蔀

兵庫教育大学・教育学部・教授

総合地球環境学研究所・研究部

領域統計研究系

職名

助教授

職名

教授

室長

教授

助教授

助手

9．研究実績の概要(国立情報学研究所でﾃ゙ ﾀーﾍ゙ ｽー化するため、600字～800字で記入。図､ｸ゙ ﾗﾌ等は記載しないこと。）

本研究の重点は、以下のa)、ｂ)、ｃ)である。

a）文化の伝播変容のために、東アジア諸国の人々の意識構造について統計科学的「標本抽出法」に

則った面接調査を遂行する。

b）特に、２１世紀における国際交流の中で、東アジア諸国民の「信頼感」のあり方について焦点を当

世界の政治・経済の平和的発展の一助となる基礎情報を与える分析を推進させる。

ｄ収集した「東アジア諸国民の意識調査」の情報を中心に、既存の国際比較調査データ等とともに

データ・ベースを作成し、一般公開する。

特に本年度は、東アジア価値観調査のために、特に、以下の1)~3)を遂行した。
１）これまでの国内外６地域用の調査票をもとに、シンガポール調査票の暫定版を、現地研究者の協

力により翻訳・再翻訳（ﾊ゙ ｯｸﾄﾗﾝｽﾚー ｼｮﾝ)を経て作成。

２）シンガポールの調査予定地域を視察し、調査環境を確認。現地調査研究者と標本抽出の実践的検

討を行い、同時に調査票の検討。

３)１０月上旬頃に調査票の最終版確定し、引き続き１２月～翌年１月頃、調査実施。

調査法：国勢調査データに基づき、地点抽出し、各地点ではhousetypeの分布から世帯を抽出し、
各世帯からは誕生日法で標本となる回答者を抽出。

調査項目一：各地域の人々の一般的意識構造、特に対人関係、集団内や集団間、社会制度やリーダ
ーに関する「信頼感」を主とした項目。（すでに実施の日本調査票と基本的に同一だが、
一部表現を当該地域の事情に合わせ、修正。）

１２月～翌３月データ・クリーニング、単純集計表作成、一次的データ分析、調査結果の解釈につ

いて検討し、シンガポールの第一次報告書をまとめた。

※成果の公表を見合わせる必要がある場合は、その理由及び差し控え期間等を記入した調書(A4判縦長横書1枚)を

添付すること。

１０．キーワード

（１）シンガポール調査（２）国際比較調査（３）無作為標本抽出

(4)国民性 (5)データの科学 (6)信頼感

(7)尺度構成 (8)バック・トランスレーション (裏面に続く）



１１.研究発表(発表予定を含む。但し、投稿中、投稿準備中は除く。）

〔雑誌論文〕

著 者名

吉野諒三

学際

著者名

論文標題

｢国民性」の調査－計量的文明論に向けて－

No.１２

ＯＩＯ

２０００００４
OＩＩ

論 文標題

6－１２

Yoshino，Ｒ、
Onthetrustofnations：cross-nationalandlongitudinalsurvey

ｎｎｎ角ｔｉｎｎ角１便hzTzw,十Ｐ下

Abstracts：３６
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WorldCongressoflnternational 0００

２ＩＯｏＯｏ４
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Ｔｎ食titlltR

著 者名 騰文標題

Yoshino，Ｒ、 Across-nationalstudyontrust-fromaviewpointof
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Abstracts：３６tｈ WorldCongressoflnternational
ｇ■■
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著 者名 議文標題

233-234

396-397

吉野諒三 Onthetrustofnations：cross-nationalandlongitudinalsurvey
ｎｎｎ員ｔｉｎｎ別１価h月γ月役ナＰＴ

日本行動計量学会第３２回大会発表論文抄録集
UＵＯ

２１０ＩＯＩ４

著者名

吉野諒三

市場調査

著者名

林文

論文標題

｢科学的」世論調査法の価値

No.２５９

ＯＩＯ

２０００００４
０００

鑑 文標題

宗教的感情の国際比較

日本行動計量学会第３２回大会発表論文抄録集
０００

２０００００４
０００

著者名 鐙文標題

38-41

4－１３

42-43

星野崇宏・吉野諒三 信頼感と価値観の関係一個票データ解析によるソーシヤルキヤ
}．fダルの園際仕鼓一

日本行動計量学会第３２回大会発表論文抄録集
一画字

2101014
ﾛロＱ

著者名 鏡文標題

48-49

山岡和枝・吉野諒三 東アジアの人々 の健康感－睡眠障害と健康満足度を中心とした分析一

日本行動計量学会第３２回大会発表論文抄録集
■■U

2IOIOI4
●■■

50-51

2９
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著者名 鵠文標題

林文 日本人の自然観と素朴な感情

学際 No.１２

０００

２０００００４
０００

32-38

著 者名 鐙文標題

山岡和枝 健康と国民性

学際 No.１２
００

o８００４
ｐロ

▽
０
０
日
２ 39-45

著 者名 鎗文標題

林文･吉野諒三・山岡和枝 -素朴な宗教感情に関する一考察-東アジア価値観調査から－

日本分類学会第２１回研究報告予稿集 No.１２

000

２０００００４
０００

6-12

著 者名

Zheng●夕
■

Y、 Cross-culturalcomparativestudyonChineseandJapanese
､角↑ｉｎn月１仮hzw負侭tP1P員

Abstracts：３６

TｎＲｔｉｔｌｌｔＲ

tｈ
WorldCongressoflnternational

００Ｉ

２１０ＩＯｌ４ 394-395

著 者名 騰文標題

山岡和枝 健康観の国際比較は？

雑 詫名 巻・号 発行年 ページ

肥満と糖尿病， 3.4

■■■

2IＯＩＯＩ４
Ｑロ■

584.585

著 者名 践文標題

山岡和枝，李相命．
国際比較調査データの安定性についての検証-2003年度韓国。
合恋におけろ「健庵しずｲI'調香I･お上７Ｋ「宙アジア価値織り園際け

雑 誌名 巻・号 発行年 ページ

行動計量学 31(2) ５

ＵＵｐ

２ＩＯＩＯＩ 125-135

著 者名 鐙文標題

KeikoNakao．
‘‘SocialResourcesandOccUpationalStatusAttamment's′
Person21Networks.”

雑 詫名 巻・号 発行年 ページ

InternationalJournalofJapaneseSociology： vol､1３ 2.10.'0.14.
０００

ｐｐ． 89.99.

著 者名 騰文標題

鄭訳軍･吉野諒三 中国人･日本人の国民性の特徴（11）一リーダーの資質、愛国心、政治意
識か中j,､lＦ－

日本行動計量学会第３２回大会発表論文抄録集 ４

■■■

ＩＣＩＣＩ
■■●

２ 52-55



著者名 論文標題

Nakao，Keiko，ｅｔａｌ． "PatternsofEthniclmagesinContemporaryAmerica．
,，

雑 誌名 巻・号

『人文学報』 vol､348

発行年

2IＯＩ０Ｉ５
ＩＯＩ

著者名 麓文標題

松本渉・吉野諒三
組織への信頼と所属についての国際比較
一東アジアのシビルソサエティに注目して一」

雑 誌名

日本行動計量学会第３２回大会発表論文抄録集

〔図書〕

巻・号 発行年
■■■

２１０１０Ｉ４
ＱＯロ

著者名 出版者

中尾啓子． 都市研叢書．

書 名

『東京で暮らす－社会構造と都市生活』都市研究叢書．

発行年

OＩＯ

２００１００４
０００

著者名 出版者

中尾啓子． 放送大学教育振興会．

書 名

森岡清志編『都市社会の人間関係』第11章第12章第13章

発行年

OＩＯ

２１００００４
００Ｕ

著者名 出版者

中尾啓子． 大阪商業大学・東京大学社会科学研究所.．

書 名

『日本版GeneralSocialSurveys研究論文集[3]：JGSSで見た日本人
の音識し行動Ｉ

12．研究成果による工業所有権の出願・取得状況

工業所有権の名称 発明者 権利者 工業所有権の種類、番号

該当せず

発行年
＝弓字

2IＯＩＯＩ５
ｐロﾛ

出願年月日

ページ

印刷中

ページ

44.47

総ページ数

２２５

総ページ数

２０３

総ページ数

印刷中

取得年月日

釦
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(1)

様式Ａ－２

独立行政法人

日本学術振興会理事長殿

平成１７年度科学研究費補助金交付申請書
平成１７年４月２７日

次のとおり研究を実施したいので、科学研究費補助金（基盤研究(A)）の交付を申請します。

所属研究機関の本部の

所在地及び名称

Ｕ▲ｖｖｰLハツ』珂忌ﾉ⑭、画牌了上雪陛二'十ｺ師珂ｖＩｌＪ冠ＵＵ

名称

統計番鯉研究所

所属研究機関の長の職名・氏名
職名
所長

氏名
北川源四郎賄綱１

研究代表者の部局・職 部局データ科学研究系 職
教授

フリガナ
b卓一一■ーーーー｡‐ー‐‐‐‐‐■一口一一■一｡－つー－１

研 究代表者の氏名

ヨシノリョウゾウ

吉 野諒三印

研究課題名 東アジア価値観国際比較調査一一．「信頼感｣の統計科墳i勺解析も．．

（
交
付
予
定
額
）

補
助
金
額

直接経費①

円

間接経費②

円

画妾経費及ひ澗接経費の合計(①+②リ

円

直接経費の

費目別内訳

物品費

円

旅費

円

謝金等

円

分担金の有無

無

その他

円

＃
研究者番号

氏名

機関番号 所属番号 職番号

所属研究機関・部局・職
役曾扮担等 幻

エフオ

－ト

(%）

；
６ ０ ２ ２ ０ ７ １ １

吉野諒三

６ ２ ６ ０ ３ ９ １ ３ ２ ０

》
》

･データ科学研
総括､データ解析及び報告書作成

5０

研
究
分
担
者

０ ０ １ ８ ０ ９ ７ ７

林文

５ ０ ０ ９ １ ０ ３ ８

山岡和枝

８ ０ ２ ８ ０ ５ ２ ７

鄭躍軍

３ ０ １ ４ ２ ３ ２ ６

佐々木正道

０ ０ ０ ０ ０ ２ １ ６

村上征勝

９ ０ ０ ０ ０ ２ １ ５

馬場康維

１ ０ ３ ９ ０ ５ ８ ５

松本渉

３ ２ ７ １ ８ ３ １ ４ ２ ６

霊
》

８ ２ ６ ０ ２ ９ ９ ９ ２ ５

一
》

６ ４ ３ ０ ３ ９ １ ３ ２ １

緬一
》

１ ４ ５ ０ ３ １ ０ ２ ２ ０

兵庫教育大学

教授

･教育学部・

３ ４ ３ １ ０ ２ １ ７ ２ ０

同志社大学

教授

･文化情報学部。

６ ２ ６ ０ ３ ９ 1 ３ ２ ０

繍淵数理研弼斤

教授

･データ科学研究系．

６ ２ ６ ０ ３ ９ １ ３ ２ ３

一
癖

･データ科学研究系

社会心理謂拘解析

医療文化人類学的解析

統計科戦勺デｰﾀ解析及び報告書作成

社会学的ヂｰﾀ解析

統計科学的デｰﾀ解析

統計科学的データ解析

社会心理的デｰﾀ解析及び報告書作成

3０

3０

3０

2０

１０

１０

4０

研究者合計（小計） ８ 名 直接経費合計（小計）

キーワード ①東アジア ②国際上 較 ③信頼 ④データの科学 ⑤際本調査

機関番号 基盤研究(A）｜課題番号’62603１研究種目’14252013



多変量ヂｰﾀ解析

61013

様式Ａ－２別紙

直接経費（分

担金の研究者

別内訳）（円）幻
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研究の目的

本研究の重点は、以下のa)、ｂ)、ｄである。

a）文化の伝播変容のために、東アジア諸国の人々 の意識構造について統計科学的｢標本抽出法」に

則った面接調査を遂行する。

b）特に、２１世紀における国際交流の中で､東アジア諸国民のＷ諦憾jのあり方について焦点を当て、

世界の政治･経済の平和的発展の一助となる基礎情報を与える分析を推進させる。

ｄ収集した「東アジア諸国民の意識調査｣の情報を中心に、既存の国際比較調査データ等とともに

タ･ベースを作成し、一般公開する。

本年度（～平成１８年３月３１日）の研究実施計画

本年度は、東アジア価値観調査のために、特に、以下の1)~3）を遂行する。

1）これまでの国内外７地域の調査データをもとに、 ｢東アジア価値観国際比載調査…信頼感の統計科学的解析…」

の総合報告書を作成する。

11月上旬頃を目処に、既存の第一次調査報告書の細部を検討､確認する。さらにこれまでの国内外での

解析をまとめる。これらの結果を、総合報告としてまとめ、報告書を年度内に出版し、国内外へ配布する

2）報告書作成する過程で､東アジアの国々のうち、タイ、フィリッピン等の情報も収集し、必要であれば９．１０

月頃、現地視察を含む情報収集活動を遂行し、総合報告書の作成作業を補う。

帥さらに成果をコンピュターネット上で公開する作業を遂行する。公開準備作業は年度内に完了する。ただし、こ

れは､本研究の固有のＨＰとして公開する力、 日本や悔外の他機関のデータ・アーカイヴを活用して公開するか

Iま、個人情報の保護の問題等を含めて社会への影響と、活用の効率性の双方を慎重に検討し、判断する。

主要な設備備品の内訳（１品又は１組若しくは１式の価格が５０万円以上のもの）

品名
仕様
(製造会社名・型）

数量
単価 金額
(円） (円）

納入予定時期

平成年月

平成年月

平成年月

平成年月

平成年月

平成年月

平成年月

平成年月

平成年月

平成年月

(２）

〔

〔
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平成１７年度科学研究費補助金研究成果報告書概要
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5．課題番号

6．研究課題名

7．研究代表者

１ ４ ２ ５ ２ ０ １ ３

東アジア価値観国際比較調査 ｢信頼感」の統計科学的解析

研究者番号 研究代表者名 所属部局名 職名

６ ０ ２ ２ ０ ７ １ １
ヨシノリョウゾウ

吉野 諒三
統計数理研究所・データ科学研究系 教授

8．研究分担者(所属研究機関名は，研究代表者の所属研究機関と異なる場合に記入すること）

９

研究者番号 研究分担者名 所属研究機関名・部局名 職名

０ ０ １ ８ ０ ９ ７ ７
ハヤシフミ

林 文
東洋英和女学院大学・人間科学部 教授

５ ０ ０ ９ １ ０ ３ ８
ヤマオカカズエ

山岡 和枝
国立保健医療科学院・技術評価部 室長

８ ０ ２ ８ ０ ５ ２ ７
テイヤクグン
■ーーー一一ーー‐‐‐｡‐‐‐‐ー一一一ー＝ーーー‐‐｡‐‐｡■q

鄭 躍軍
総合地球環境学研究所・研究部 助教授

２ ０ ３ ９ ０ ５ ８ ８
ホシノタカヒロ
いつ‐｡ーーー一ーーー‐‐‐‐ー‐‐｡‐一一‐一一宇一一一一＝‐q

星野 崇弘
東京大学・教養学部 講師

１：０：３ ９ ０ ５ ８ ５
マツモトワタル
■‐‐‐‐■一口ーーーーーー＝‐‐‐‐‐｡｡｡‐-－－一一‐＝－１

松本 渉
データ科学研究系 助手

、研究成果の概要(当該研究期間のまとめ，600字～800字，図５００星字～８００字．瞳」 グラフ等は記載しないこと）

本研究の重点は、以下のａ)、ｂ)、ｃ)であった。

a）文化の伝播変容のために、東アジア諸国の人々の意識構造について統計科学的「標本抽出法」
に則った面接調査を遂行する。

b）特に、２１世紀における国際交流の中で、東アジア諸国民の「信頼感」のあり方について焦点
を当て、世界の政治・経済の平和的発展の一助となる基礎情報を与える分析を推進させる。
c）収集した「東アジア諸国民の意識調査」の情報を中心に、既存の国際比較調査データ等ととも
にデータ・ベースを作成し、一般公開する。

上記ａ）については、2002～2004年度において、日本、中国（北京・上海・香港)、韓国、台
湾、シンガポールにおいて意識調査を遂行した。これは、各調査に平行して、分析が推進され、
上記ｂ）の内容を含めて国内外の学会でも報告された。特に２００５年度は、総合データにもとづ
いて、日本行動計量学会の学術誌２号にわたり「東アジア価値観国際比較」の特集として、多数
の論文発表がなされた。

上記ｃ）については、調査法やデータの詳細は、統計数理研究所リポート等として国内外へ配
布され、またＨＰ上で公開準備作業中である。これに関する過去の国際比較詳細データ（日米欧
の７か国比較個票データ）は、ドイツのＺＡ（Zentralarchiv）を通じて公開されるように手配
した。過去のいくつかの国際比較調査データ（調査票や単純集計表等）は、すでに統計数理研究
所のホームページ（http://www,ism､ac.』p/ism-infb-j/research､html）上で公開されている。

１０．キーワード

（１）東アジア価値観調査 (2)国際比較 (3)信頼

(4)データの科学 (5)標本調査 (6)国民性

(7)意識調査 (8)文化多様体解析（CULMAN） (裏面に続く）
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11.研究発表（印刷中も含む。）

〔雑誌箇文〕計（３４）件

著者名

吉野諒三

鈴文標題

東アジア価値観国際比較調査一文化多様体解析（CULMAN）に基づく計
量的文明論構築へ向けて－

雑誌名 巻・号 階行年 ページ

行動計量学 3２．２ ２ ０ ０ ５ 1３３－１４６

著者名 論文標題

吉野諒三
富国信頼への時代へ－東アジア価値観国際比較調査における「信頼
感」の統計科学的解析一

雑誌名 巻・号 階行年 ページ

行動計量学 3２．２ ２ ０ ０ ５ 1４７－１６０

著者名 論文標題

吉野諒三 世論を測る－選挙投票結果の予測をめぐって－

雑誌名 巻・号 階行年 ページ

学際 １７ ２ ０ ０ ６ 40-43

著者名 鵠文標題

吉野諒三 今、世論調査が直面する壁

雑誌名 巻・号 階行年 ページ

日本世鈴調査協会報（よるん） ９７ ２ ０ ０ ６ 印刷中

著者名 論文標題

吉野諒三
東アジア価値観国際比較調査一文化多様体解析（CULMAN）に基づ

く計量的文明論構築へ向けて一

雑誌名 巻・号 階行年 ページ

日本行動計量学会第33回大会発表論文抄録集 ２ ０ ０ ５ 64-67

著者名 論文標題

Yoshino，Ryozo
TheTrustofEastAsia-CulturalManifoldofattitudeandValues

ofJapanese，Chinese，SouthKorean，Taiwanese，andSingaporean

雑誌名 巻・号 階行年 ページ

The37thworldCongressOfthelnternationallnstituteof

Sociology．
２ ０ ０ ５ 1５

著者名 論文標題

鄭曜軍 東アジア諸国の伝統的価値観の変遷に関する計量分析

雑誌名 巻・号 贈行年 ページ

行動計量学 3２．２ ２ ０ ０ ５ 1６１－１７２

著者名 論文標題

鄭躍軍・吉野諒三・村上征勝
東アジア諸国の人々の自然観・環境観の解析一環境意識形成に影響

を与える要因の抽出一

雑誌名 巻・号 借行年 ページ

行動計量学 3３．１ ２ ０ ０ ６ 57-70



著者名 論文標題

三好美浩・吉野諒三 東アジアの職業観一日本・中国・台湾・韓国の比較一

雑誌名 巻・号 階行年 ページ

行動計量学 3２．２ ２ ０ ０ ５ 1７３－１８９

著者名 論文標題

山岡和枝
東アジアの人々の「健康感」と関連する社会・文化要因：

｢東アジア価値観調査」と「医療と文化調査」結果の分析

雑誌名 巻・号 階行年 ページ

行動計量学 3２．２ ２ ０ ０ ５ 1９１－１９９

著者名 論文標題

林文 宗教と素朴な宗教的感情

雑誌名 巻・号 階行年 ページ

行動計量学 3３．１ ２ ０ ０ ６ 1３－２６

著者名 論文標題

松本渉
東アジアにおける組織に対する信頼感一国際比較のための信頼感
の分析一

雑誌名 巻・号 階行年 ページ

行動計量学 3３．１ ２ ０ ０ ６ 27-42

著者名 論文標題．

星野崇宏
認知的ソーシャルキャピタルとしての法意識・規範意識・契約観と対

人信頼感の関連一東アジア価値観国際比較調査データから一

雑誌名 巻・号 階行年 ページ

行動計.量学 3３．１ ２ ０ ０ ６ 43-56

著者名 論文標題

Yamaoka，Ｋ、 Tango，Ｔ、
EfficacyofLifestyleEducatiOntoPreventType2

Diabetes：Ameta-analysisofrandomizedcontrolledtrials

雑誌名 巻・号 階行年 ページ

DｉａｂｅｔｅｓＣａｒｅ 2８ ２ ０ ０ ５ 2780-6

著者名 論文標題．

Nomura，Ｋ、 Yamaoka，Ｋ、 Nakao， lｍｐａｃｔｏｆｉｎｓｏｍｎｉａｏｎｉｎｄｉｖｉｄｕａｌ

M・Ｙａｎｏ，Ｅ、 healthdissatisfactioninJapan，SouthKorea，andTaiwan

雑誌名 巻・号 階行年 ページ

SLEEP ２８ ２ ０ ０ ５ 1３０２－６

著者名 論文標題

前田忠彦
郵送調査法の特徴に関する一研究一一面接調査法との比較を中心

として一一

雑誌名 巻・号 階行年 ページ

統計数理 5３．１ ２ ０ ０ ５ 5７－８１
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著者名 論文標題

前田忠彦・大隅昇
自記式調査における実査方式間の比較研究一一ウェプ調査の特徴
を調べるための実験的検討一一

雑誌名 巻・号 階行年 ページ

ESTRELA 1４３ ２ ０ ０ ６ 1２－１９

著者名 騰文標題

十尾隆裕
調査不能者の特性に関する一考察一一「日本人の国民性第１１次全国
調査」への協力理由に関する事後調査から－－

雑誌名 巻・号 階行年 ページ

統計数理 5３．１ ２ ０ ０ ５ 35-56

著者名 論文標題
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著者名 騰文標題
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健康満足度に及ぼす人間関係における信頼感の影響2004年日本調
査
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日本行動計量学会第33回大会発表論文抄録集 ２ ０ ０
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ａｎｄＳｈｉｇｅｍｉ Ohtsuki EthniclmagesinContemporaryAmerｉｃａ．
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Kawahara，Hiroko＆Yoshino，
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The３７
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worldCongressofthelnternationaｌｌｎｓｔｉｔｕｔｅｏｆ
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著者名 論文標題

Hayashi，Ｆｕｍｉ StudyofReligiousFeelingamongJapan，ｔｈｅＥａｓｔＡｓｉａａｎｄｔｈｅＷｅｓｔ
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The37ChworldCongressofthelnternationallnstituteof

Sociology
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『ケースで学ぶ公衆衛生学』

疫学（３）リスク指標と統計学推定・検定
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２ ０ ０ ５

著者名 出版社
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12．研究成果による工業所有権の出願・取得状況
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2．東アジア価値観国際比較･各国調査の標本抽出計画と回収状況について

東アジア価値観国際比較調査（2002年１０月～１２月）
の標本抽出計画と回収状況について

生活と文化に関する調査の標本設計

Ｈ１５．２．２４

１．母集団の推定

年齢の母集団推定には、毎年８月に発行される(財)国士地理協会編纂の「住民基本

台帳人口要覧」の資料(電子媒体)を使っている。このデータは、その年の３月３１日

現在の住民台帳登録人口をまとめたもので、全国の市区町村ごとの、男女別の５歳階

級ごとの人口と世帯数が載っている。

今回の調査対象は２０歳以上の男女なので、全国約３３００の市区町村ごとに２０歳

以上の人口を算出し、県ごとに都市規模別(大都市と１０万以上の市、１０万未満の

市、郡部)に分類して積算し、汝に、県をまとめて地域ブロック(北日本、関東、中部、

近畿、西日本)の母集団を算出した。

今回の地域ブロックと都市規模は欲の通りである

＊地域ブロック（５ブロック）

北日本････北海道青森県，岩手県，宮城県，秋田県，山形県，福島県，

関東……茨城県，栃木県，群馬県，埼玉県，千葉県，東京都，神奈川県

中部･…・･新潟県，富山県，石川県，福井県，山梨県，長野県，岐阜県，静岡県
愛知県，三重県

近畿・・・…滋賀県，京都府，大阪府，兵庫県，奈良県，和歌山県

西日本…･鳥取県，島根県，岡山県，広島県，山口県，徳島県，香川県，愛媛県

高知県，福岡県，佐賀県，長崎県，熊本県，大分県，宮崎県，鹿児島県
沖縄県

*都市規模（４規模）

篭jfi｝郡部
(補足吉野）

計８０地点

（１）Ｎ＝ＥｊＮｉ＝1200人とする

（２）人口比例で標本数Ｎｉを決定

（３）次にＮｉ/５で各地点数を決定

ブロック･都市規模別の母集団が決まると、母集団に比例して地点数，標本数、

また集計時に各ブロック、規模別が分析できるように各地点に地点番号を設定する。
別紙は今回調査の表である。

２７
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Ｎｏ．４１０６生活と文化に関する調査（東アジア価値観調査）

調査地域…全国
標本数…1,200
地点数…８０
調査対象…20歳以上の男女個人

(注釈吉野）

･今回ユ５人／地点

･厳密に母集団人口にそろえると

(別紙）

4４

12～１８人／地点

2７

卜酷…煙太謎中鴎…地点教．下段．,,弛点番号

東京23区 他の政令
指定市

］０万以
上の市

１０万未
満の市

郡部 計

北日本 3０

(2)
]２]～122

4５

(3)
１４］～１４３

3０

(2)
１６]～]６２

4５

(3)
]８]～]８３

]５０

(10）

関東 7５

(5)
201～205

6０

(4)
22]～224

1６５

(1]）
24］～２５１

4５

(3)
２６]～263

4５

(3)
28]～283

390

(26）

中部

32］

]５

(]）

9０

(6)
34］～346

4５

(3)
３６］～363

6０

(4)
381～384

２１０

(14）

近畿 4５

(3)
42]～423

9０

(6)
４４］～446

3０

(2)
４６］～462

3０

(2)
４８１～４８２

]９５

(13）

西日本 3０

(2)
521～522

9０

(6)
541～546

6０

(4)
５６]～564

7５

(5)
581～585

255

(17）

計 7５

(5)

1８０

(１２）

480

(32）

2]０

(１４）

255

(17）

]２００

(80）



なお、都市規模や地域ブロックの分類の方法は、調査の規模やテーマなどによって変

わる。

また、年齢が５歳階級でない例えば１７歳以上などの区切りの時は、

平成１２年国調の１７～１９歳

×住民台帳の１５～１９歳十住民台帳の２０歳以上

平成１２年国調の１５～１９歳

を各自治体ごとに算出して母集団を推定している。

２．調査区の抽出（注国勢鯛査区）

抽出方法は、第１欲抽出単位として調査区を抽出し、第２次の抽出単位として役所

の住民票や選管名簿から調査対象者を抽出する層化二段無作為抽出である。

調査区のデータについては、「平成１２年国勢調査標本調査基礎資料」の電子媒体

を購入している。平成１２年国勢調査の調査区は全国で約９４万あり、１調査区ごと

に調査区番号、調査区の特性、調査区の総人口、１５歳以上、２０歳以上人口、６５

歳以上人口、世帯数、２人以上の普通世帯数、１人の普通世帯数、調査区｡a舞梢皇な

どのデータが収録されている。

調査区の抽出方法は２０歳以上が対象の場合、調査区の２０歳以上の人口に基づい

た確率比例抽出法による。

ただし、６５歳以上が対象の場合は調査区の６５歳以上の人口を使用するなど、認査

対象によって調査区の総人口や１５歳以上、２０歳以上人口、６５歳以上人口、世帯

数、２人以上の普通世帯数、１人の普通数などを使いわけている。また、ユ５歳以上

人口－２０歳以上で１５～１９歳の各調査区の人口も算出される。

このように、調査区は年齢や人口の違いがあるので、一律に調査区の数を数えただけ

の抽出は母集団を正確に反映した抽出とはいえない。

抽出に際しての各層内における市区町村の配列順序は、平成１２年国勢調査時の市区

町村コードの順である。

層での計算にあたっては、その層に該当する市区町村の鯛査区の２０歳以上人口を稲

算していき、その中で抽出番号目に当たる人の含まれる調査区を調査地点として抽出

している。具体的には

３７
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１ﾁｭｳｼｭﾂﾊ゙ﾝｺ゙ ｳ

２ﾁｺｳｼ｡ツパンゴウ

３ﾁｺｳｼｺﾂﾊ鐙ﾝゴウ

４ﾁｭｳｼｺﾂﾊ‘ﾝゴウ

を算出する。次に抽出間隔以下の乱数を１つ選んで抽出番号とする。この起算番号を

用いて抽出番号を次のように求める。

第１地点の抽出番号（起算番号そのまま）

第２地点の抽出番号（起算番号十抽出間隔×１）

第３地点の抽出番号（起算番号十抽出間隔×２）

.実際に今回の調査の２ブロック(関東)の場合をコンピューターの画面の表示で見る

と以下の通りである。関東ブロックは約３１万の調査区があり､今回の鯛査ではその

内から２６の調査区を抽出することになる。なおサンプリングは、ＩＢＭの汎用コン

ピューター２００３－１０２を使って作業をしている。

総数８０地点(都市規模別に抽出番号を計算する）

１ﾁｭｳｼｭﾂﾊ゚ ﾝｺ゙ ｳ

２ﾁｭｳｼｭﾂﾊ・ﾝｺ゙ ウ

３ﾁｭｳｼｭﾂﾊ゚ ﾝｺ゙ ｳ

４ﾁｭｳｼｭﾂﾊ診ﾝｺ゙ウ

５ﾁｺｳｼｺﾂﾊ‘ﾝｺ゙ウ

ポ
ポ
ポ
ボ
ポ

キ
キ
キ
キ
キ

０
０
０
０
０

Ｎ
Ｎ
Ｎ
Ｎ
Ｎ

１
１
１
１
１

936271

2287923

3639575

4991227

6342879

東京５地点

政令指定都市

(大都市）４地点

①層内での抽出地点数がｌ地点の場合には、層における２０歳以上人口の

数以下の乱数を１つ選んで抽出番号とする。

②層内での抽出地点数が２地点以上の場合には、

抽出間隔=層における調査区の２０歳以上人口（計）／層で算出された調査地点数
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Ｏ
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Ｎ
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２
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3796667

り
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ウ
ウ
リ
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寺
守
寺
ｆ
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．
コ
コ
コ
コ
コ

ソ
〃
ソ
ソ
ソ
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寺
寺
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⑮
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Ｊ
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‐

１ﾁｭｳｼｭﾂ

２ﾁｭｳｼｭﾂ

３ﾁｺｳｼｺﾂ

４ﾁｺｳｼｺﾂ

５ﾁｺｳｼｭﾂ

６ﾁｺｳｼｺﾂ

０
０
０
０
０
０

Ｎ
Ｎ
Ｎ
Ｎ
Ｎ
Ｎ

３
３
３
３
３
３

460263

]５８]659

2703055

3824451

4946847

60672ｲ３

１０万以上の市１１地点
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今
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ウ
ウ
ウ

ユ
ユ
ユ

チ
テ
チ

０
０
０

Ｎ
Ｎ
Ｎ

５
５
５

247971

1462623

2677275

１
２
３

(抽出番号目に当たる人が含まれる調査区を調査地点とする）
人口累積

若葉区

磯子区

緑区

中原区

ﾁｭｳｼｭﾂﾊ今ﾝゴウ7188639

ﾁｭｳｼｭﾂﾊ令ﾝゴウ8310035

ﾁｭｳｼｭﾂﾊ今ﾝゴウ9431431

ﾁｭｳｼｭﾂパﾝｺ゙ｳ］0552827

ﾁｺｳｼｭﾂﾊ録ﾝゴウ］1674223

…---.ｷﾎ゙５

ｿｳｽｳ3643957

ﾁﾃﾝｽｳ３

ｲﾝﾀー ﾊ゙ﾙ1214652

スク.トＮＯ２４７９７１

ｼﾁ弓ｳﾙﾁｮｳｻｸＮＯ

…----ｷﾎ゙ ﾕ

ｿｳｽｳ6758261

ﾁﾃﾝｽｳ５

ｲﾝﾀーﾊ゙ﾙ］３５］652

ｽｸ･トNO93627］

ｼﾁｮｳｿﾝﾁ5ｳｻｸＮＯ

等間隔

栃木市

本庄市

袖ヶ浦

大宮町

北橘村

栗橋町

つくば１０２

高崎市７８０

川口市３０９３

草加市］3]４

市川市２５０３

野田市７６５

錐ケ谷２９１

府中市７００

束村山８３３

雌倉市］]２８

柁棋原４６７９

墨田区

世田谷

杉並区

練馬区

江戸川

地点番号

上言ｳﾎﾝｽｳ］５ﾗﾃﾝＮＯ２0］

ﾋﾖｳﾎﾝｽｸ〕５ﾁﾃﾝＮＯ２０２

上冒ｳﾎﾝｽｳ］５ヲランＮＯ２０３

上言ｳﾎﾝｽｳ〕５ヲランＮＯ２０４

ﾋｮｳﾎﾝｽｳ〕５ﾗﾗﾝＮＯ２()５

２４４

]７５

２９９

畑
焔
埋

〕８４１

１６０

２８４６

１１６８

７７４

６］］

］２

２６

１００４

（人）

ｼ゙ ﾝｺｳ＝８５

ｼ゙ ｼ゙ﾝｺｳー９７

ｼ゙ﾝｺｳー］０８

グﾝｺｳ＝７２

ｼ゙ﾝｺｳ＝］2９

(都市規模別にまとめて表示）

ｷﾎ゙ １ークン]３塁田区ヲ5ｳｻｸー ]84］

ｷﾎ゙ ＝１ケン]３世田谷ﾗｮｳﾘｸー ］６０

ｷﾎ金＝］クン]３杉並区ヲ号ｳｻｸ=2846

ｷﾎ゙ ＝］クン]３練馬区ヲ言ｳｻｸ=]]６８

柿.＝］クン〕３江戸川ﾗﾆｳﾘｸ＝７７４

2３

4７



ﾂ゙ﾝｺｳー

ｼﾂｺｳー

ｼ゙ﾝｺｳー

上冒ｳﾎﾝｽｳ１５チテンＮＯ２２１

ﾋﾖｳﾎﾝｽｳ１５チﾃﾝＮＯ２２２

ﾋｮｳﾎﾝｽｳ１５チテンＮＯ２２３

ﾋﾆｳﾎﾝｽｳ１５ﾁﾃﾝＮＯ２２４

ｷﾎ゙ ２ーｹﾝ１２若葉区先ｳｻｸ＝６１１

ｷﾎ゙ ＝２ｹﾝ１４破子区ﾁｮｳｻｸ＝］２

ｷﾎ゙ ＝２ケン１４緑区ﾁﾖｳｻｸ＝２６

ｷﾎ゙ ＝２ｹﾝ１４中原区ﾃﾖｳｻｸ=1004

８
２
５
０

３
１
２
９

１
１
１

ｷﾎ蜜＝３ケン８つくばチ目ｳｻｸー 102ヅﾝｺｳー

ｷﾎ゙ ＝３ケン１０高崎市チ弓ｳｻｸー ７８０ゾﾝｺｳー

ｷﾎ゙ ＝３ケン１１川口市チ目ｳｻｸー 3093ゾﾝｺｳー

ｷﾎ゙ ＝３ケンュl草加市チ号ｳｻｸー 1314ゾﾝｺｳー

ｷﾎ゙ ＝３ケンユ２市川市チ目ｳｻｸー 2503ゾﾝｺｳー

ｷﾎ゙ ＝３ケン１２野田市チョウサクー７６５ゾﾝｺｳー

ｷﾎ゙ ＝３ケン１２鎌ケ谷チ言ｳｻｸー ２９１ゾﾝｺｳー

ｷﾎ゙ ＝３ケン１３府中市ﾁｮｳｻｸー ７００ゾﾝｺｳー

ｷﾎ蜜＝３ケン１３東村山ﾁﾖｳｻｸ＝８３３ゾﾝｺｳー

ｷﾎ゙ ＝３ケン１４鎌倉市ﾁﾖｳｻｸー 1128ﾂ゙ ﾝｺｳ＝

ｷﾎ釜＝３ケン１４相模原チ胃ｳｻｸー 4679ﾂ゙ ﾝｺｳー

７６ﾋﾖｳﾎﾝｽｳ１５ﾃﾗンＮＯ２４１

１４１.上言ｳﾎﾝｽｳ１５ﾁﾃﾝＮＯ２４２

１２７上弓ｳﾎﾝｽｳ１５ﾁﾃﾝＮＯ２４３

７５ﾋﾖｳﾎﾝｽｳ１５ﾁﾃﾝＮＯ２４４

１４１上冒ｳﾎﾝｽｳ］５チテンＮＯ２４５

１５４上昌ｳﾎﾝｽｳ１５ﾁﾃﾝＮＯ２４６

１４０上弓ｳﾎﾝｽｳ１５チﾃﾝＮＯ２４７

１１８ﾋﾖｳﾎﾝｽｳ１５ﾁﾃﾝＮＯ２４８

１２９上5ｳﾎﾝｽｳ１５ﾁﾃﾝＮＯ２４９

１３８ﾋｮｳﾎﾝｽｳ］５チテンＮＯ２５０

７６ﾋｮｳﾎﾝｽｳ１５チテンＮＯ２５１

ｷﾎ゙ ４ーケン９栃木市チ弓ｳｻｸ＝２４４ゾﾝｺｳー

ｷﾎ゙ ＝４ケン１１本庄市チ言ｳｻｸー １７５ゾﾝｺｳー

ｷﾎ゙ ＝４ケンユ２袖ヶ浦チョウｻｸ＝２９９シ･ﾝｺｳー

ウ
ゥ
ゥ

堀
鈎
獅

馴
酌
酌

１５チテンＮＯ２６１

１５チテンＮＯ２６２

１５チテンＮＯ２６３

1２３

１１２

１７６

ﾂ゙ﾝｺｳー

ｼ゙ﾝｺｳー

ﾂ゙ﾝｺｳー

ｼ゙ﾝｺｳー

ｷﾎ緯＝５ケン８大宮町ﾁｮｳｻｸー 103

ｷﾎ゙ ５ーケン１０北橘村ﾁﾖｳｻｸー １５

ｷﾎ゙ ＝５クン１１栗橋町ﾁｮｳｻｸ＝]2９

108ﾋｮｳﾎﾝｽｳ１５チテンＮＯ２８１

１５５ﾋﾖｳﾎﾝｽｳ１５チテンＮＯ２８２

１２３ﾋｮｳﾎﾝｽｳ１５チテンＮＯ２８３

,／
(県別に皇皇竺E表示）

ケン８ｹﾝｼＮＯ８２２０つくばキボ３チ弓ｳﾘｸ］０２ﾋｮｳﾎﾝｽｳ］５

クン８ｹﾝｼＮＯ８３４４大宮町キボ５ﾁｮｳサク］０３上冒ｳﾎﾝｽｳ１６

クン９ｹﾝｼＮＯ９２０３栃木市キボ４卸サク２４４上冒ｳﾎﾝｽｳ］５

クン]ＯｹﾝｼＮＯ]O202高崎市ネボ３チ目ｳﾘｸ７８０上昌ｳﾎﾝｽｳ］５

クン]ＯｸﾝｼＮＯ]030］北橘村ネホ‘５ﾁｮｳﾘｸ］５上冒ｳﾎﾝｽｳ］５

2ヂ

4８



ﾁｮｳサク１８４１

ﾁﾆｳｻｸ１６０

ﾁｮｳサク２８４６

ﾁﾖｳﾘｸ］168

ﾁｮｳサク７７４

ﾁｮｳサク７００

ﾁｮｳサク８３３

ｸﾝ１１

ｹﾝ１１

ｹﾝ１１

ｹﾝ1１

川口市

草加市

本庄市

栗橋町

ｹﾝｼＮＯ]1203

ｹﾝｼNO11221

ｸﾝｼＮＯ１１２ｎ

ｹﾝｼNO11461

ﾁ言ｳｻｸ３０９３

ﾁﾆｳｻｸ］314

ﾁ胃ｳｻｸ１７５

ﾁｮｳサク１２９

上冒ｳﾎﾝｽｳ

ﾋ言ｳﾎﾝｽｳ

ﾋﾆｳﾎﾝｽｳ

ﾋ言ｳﾎﾝｽｳ

３
３
４
５

咽
通
５
５
１
１

今
今
守
寺
今

・
全
曲
妙
ユ
班
小
・
今
小
平
今
血
呼
十
曲
岬

少
寺
０
多
弐
１
少
キ
ー
シ
オ
ー
少
少
Ｉ

ケン１２

ケン１２

ケン１２

ケン１２

ケン］２

ｹﾝｼNO12104

ｹﾝｼNO12203

ｹﾝｼNO12208

ｹﾝｼNO12224

ｹﾝｼNO12229

若葉区

市川市

野田市

鎌ケ谷

袖ヶ浦

先ｳｻｸ６１１

ﾁ言ｳｻｸ２５０３

ﾁﾆｳﾘｸ７６５

ﾁﾆｳｻｸ２９１

ﾁ言ｳｻｸ２９９

、
７
功
、
り
・
７
．
リ

ス
ソ
〃
〃
羽

ソ
ホ
ホ
市
崩

姉
或
ウ
／
ウ
ウ

ニ
ー
ｔ
弓
言
二
一

ｔ

ｔ
ｔ
ｔ

旬
皇
。
』
Ｑ
型
Ｑ
Ｕ
Ａ
弓

５
巧
晒
過
旭

１

◆
ず
今
寺
寺
寺
今

凸
ｆ
小
今
小
郡
斗
恐
叩
坐
鵡
小
狸
玩
小
＋
小
平
上
証
小

少
却
‐
少
些
‐
上
才
，
。
キ
キ
８
少
奔
‐
全
生
き
‐
・
凸
弐
，

ｹﾝｼNOl3107

ｹﾝｼＮＯ１３１]２

ｹﾝｼＮＯ１３１１５

ｹﾝｼNO13120

ｹﾝｼＮＯ１３１２３

ｹﾝｼNO13206

ｹﾝｼNO13213

墨田区

世田谷

杉並区

練馬区

江戸川

府中市

東村山

クン］３

ケン１３

クン１３

ケン１３

クン１３

ケン１３

ケン１３

禰
職
祢
獄

ﾋｮｳﾎﾝｽｳ

ﾋ言ｳﾎﾝｽｳ

ﾋ言ｳﾎﾝｽｳ

ﾋ胃ｳﾎﾝｽｳ

ﾋ弓ｳﾎﾝｽｳ

ﾋｮｳﾎﾝｽｳ

ﾋ言ｳﾎﾝｽｳ

１
１
１
１
１
３
３

通
過
通
過
過
狙
巧

ケン１４

.ケン１４

クン１４

クン１４

ケン１４

ざ
金
◆
＄
寺

些
孔
小
＋
小
平
坐
弛
小
坐
小
郡
士
恥
小

雪
身
計
’
全
シ
オ
０
身
計
‐
・
安
計
’
身
寺
‐

ｹﾝｼNO14107

ｹﾝｼNO14113

ｹﾝｼＮＯ１４１３３

ｹﾝｼNO14204

ｸﾝｼNO14209

磯子区

緑区

中原区

鎌倉市

相模原

哩
郡
皿
唖
恥

１
１
４

〃
ク
ク
ク
リ

；
；
；
１
１

ウ
ウ
ウ
ウ
ウ

ラ
ヨ
旨
ヨ
言

チ
う
ぅ
７
７

ウ
ゥ
刈
刈
対

ス
ス
ソ
ソ
ソ

ソ
ソ
ホ
ホ
ホ

舛
姉
鋤
鋤
鋤

ョ
３
ｔ
ｔ
ｔ

ｔ
ｔ

２
２
２
３
３

５
５
通
巧
狙

１
１

このようにして調査区が抽出される。

地名

３．所在地とのマッチング

｢平成１２年国勢鯛査標本禰査基礎慣料」の鯛査区データには、ｌ平成１２年国勢祇査標本朋査基礎質料」の鯛査区データには、具体的な所在地名は

収録されていない‘調査区の所在地を調べるためには「平成］２年国勢諦査鯛査区一 これをいくつ

かまとめて、

調査区とする。

覧表デーﾀﾌｧｲﾙ｣が必要であり､こちらの電子媒体も購入して使用している｡△／
「平成］２年国勢鯛査祇査区－１i糠データファイル」には約］８０万の基本単位区ご

とに、人口、世幣数、具体的な所在地名や．地域域特性などが収録されている、上で抽出

２夕

4９



2６

5り

された調査区とマッチングして調査区の具体的な所在地を表示している｡

４．調査対象者の抽出

調査地点が決まると調査員は、調査地点を管糖する役所に前もって閲覧の予約を入れ、

所定の手続きをして住民票や選管名簿の閲覧をさせてもらい、指定された地域から調

査対象者を系統抽出して調査の対象者を決定する。



2８

参考

抽出方法について

［標本数の配分及び調査地点数の決定］

地区‘都市炭模別各層における母集団数（平成14年３月３１日現在の住民基本台帳の２０歳

以上人口）の大きさに比例して調査地点数を配分し、１地点の標本数は一律１５対象とした‘

［抽出〕

〕）第一吹抽出となる調査地点として、平成１２年国勢調査時に設定された鯛査区を使用

し、第二吹抽出となる対象者は住民基本台帳または選挙人名簿から等間隔抽出伝によって

拡出した．

2）調査地点（調査区）は、各層に該当する市区町村内の調査区の２０歳以上人口を積算

していき、その中で抽出番号番目にあたる人が含まれる甑査区を調査地点として抽出した。

3）層内での抽出地点数が１地点の場合は、層における２０歳以上人口の歎以下の乱数を

1つ選んで抽出番号とする。

4）層内での抽出地点数が２地点以上の場合には

抽出間隔＝層における国勢調査時の２０歳以上人口（計）／層で算出された調査地点数

を算出する。吹に抽出間隔以下の乱数を］つ選んで抽出起算番号とし、この起算番号と

抽出間隔を用いて抽出番号を算出する。

５）抽出に際しての各層内における市区町村の配列順序は平成１２年国勢調査時の市区町●

村コードに従った。

釘



国際比較における国内調査

調査地域…全国

職::｣‘Ｗ
調査対顔…20歳11ﾜ〔上の男女個人

卜跨…種本数．中島,.､仙点数、下殿…地点番号

参考

2９

5２

東京23区 他の政令
指定市

１０万以
上の市

１０万未
満の市

郡部 計

北日本 2７

(2)
121～122

4４

(3)
141～１４３

3１

161～162

4６

(3)
181～183

148

(10）

関東 8０

(5)
201～205

5３

(4)
221～224

156

(10）
241～250

5１

(3)
261～263

4５

(3)
281～283

385

(25）

中部 2０

(2)
321～322

9０

(6)
341～346

5０

(3)
361～363

6０

(4)
381～384

220

(15）

近畿 5２

(3)
421～423

8７

(6)
441～446

3１

(2)
461～462

2６

(2)
481～482

196

(13）

西日本 3２

(2)
521～522541～

8４

(6)

5７

(4)
561～564

7８

(5)
581～585

251

(17）

■
■

計 8０

(5)

184

(13）

461

(31）

220

(14）

255

(１７）
1200

(80）



３．調査方法

｢東アジア価値観調査」調査実施状況報告書

日本に住居する２０歳以上の男女日本人

男女1,200人

層化２段無作為抽出法（８０地点）

１
１
１

１
２
３

く
く
く

母集団

標本数

抽出法

１．調査対象

平成１４年ユ１月１４日～１２月８日２．調査時期

調査員による個別面接聴取法

平成１４年１２月２７日

（１）有効回収数（率）

（２）調査不能数（率）

787人（65.6％）

413人（34.4％）

４．回収結果

５．不能内訳

転居

長期不在

一時不在

住所不明

拒否

その他

３２

３１

]３４

１

１９６

］９

3０

aヲ



摩
０
唾

調査可能数一覧 平成14年１２月27日東アジア価値観調査

、
０
口

８

1５１９１
１５１１２１

1５１１２

5‘

3２

整返NC，
１１

３

４

５

６

７

８

９

1０

11

1２

1３

1４

1５

1６

1７

1８

1９

2０

2１

2２

２３

2４

２５

２６

２７

２８

２９

３０

３１

3２

3３

3４

3５

3６

３７

３８

３９

4０

４１

4２

4３

4４

4５

4６

4７

4８

4９

5０

5１

5２

5３

5４

5５

,|地点Nｑ
1２１

1１１４１

1６１

1８１

1４２

1８２

1２２

1６２

1８３

1４３

2４１

2８１

2６１

2４２

2８２

2４３

2６２

244

２８３

2２１

2４５

2４６

2４７

2６３

2０１

2０２

2０３

2０４

2０５

２４８

２４９

2２２

2２３

224

2５０

2５１

3４１

3６１

3８１

3４２

3６２

3８２

3４３

3４４

３８３

3２１

３４５

３６３

3４６

384

4８１

4２１

4６１

4２２

４４１

県名

北

北海道

北海道

青森県

岩手県
宮城県

秋田県

山形県

権島県

茨城県

茨城県

栃木県

群馬県

群馬県

埼玉県

埼玉県

埼玉県

埼玉県

千葉県

千葉県

千葉県

千葉県

千葉県

東京都
東京都
志冒す

東京

東京都

東京都

神奈川県

神奈川県

神奈川県

神奈川県

神奈川県

新潟県

新潟県
富山県

石川県

長野県

長野県

岐阜県

静岡県

静岡県
愛知県

三重県

滋賀県
－

泉

京都府

大阪府

大阪府

1知県

Ｉ知県

i知県

上海道

京都

11府

奇道

｜調査地点名
仲

|旭川市東光四条塵窒＝＝
伊達市館山町

|上川支庁東噸翻:.._ニーー睡雪Ｑ
|弘前市大字鰯詞§三宅酒

Ｔ東町|上川支庁東川

東磐井郡東山町癖＝雪雲雪惹ヨ
仙台．

男鹿市五里合
西村山郡

福島市蓬莱町

つくば市稲荷前

那珂

栃木市片柳

高崎市石原
勢多郡北橘木

照葉窯慧霊Ｗ
草加市旭町『－露電弧Ｐ
北葛飾郡栗橋町

一一－

千奏市若粟区一一三三－－－－一~言＝唾

市川市大町r＝＝雷牽漉呂睡＝壷詞

野田市尾崎星匿邑逼一法践画■
鎌ケ谷市樋審冨弓営～

袖ヶｉ
墨田区墨田屈霊霊＝画

世田谷区北烏山一口弓霧雲雷壷霊＝
杉並区

練馬区桜台極宰零,｡－劃

府中市若松町舎冨三琴宝雷＝三誇＝冨雷亀

東村山市恩多町唖霞毎一一

横浜市磯子区砕寧＝雷国＝宰画｡－
横浜市緑区向犀蕊錘巽=＝

川崎市中原区演目睡望ユ
鎧倉市津西悟宰蓉函呈雪勘．

相模原市碑＝雷雲＝

新潟市竹尾隆一一一
新発田市）直雲壷雪愛鍾蕊霊iユ
西５

小松市鯛貯

小諸市

東筑犀郡臨遥謡鍾竃画遅万＝

岐阜市圃霧露葬と

小笠郡浜岡町中罵旨詞＝垂塁手

名古屋市瑞穂区・補語＝摩一一
岡崎市美合町呼碑弓蓉雷電雪｡＝

豊田市九久平町植嬉蕊
鈴鹿郡関町％崖葛蕊壷漣窒虚錨＝』

高島郡新旭町侭匡至善圭妻冒遡
京都市伏見区蔵薄雲障画竪目陸

堺市唾皇毒亨ご＝=罰

工戸川区東松本嬉国宅＝再一

刀
ロ

車島市神守町稗涛胃卑国嘱昌卑岸

岡市篠町園匝認顧上

幌市

津市立渇宰雷寓霊垂埜副

波郡福岡町桂霊園＝臣函

甫市横田g写芦9－

ｌ大宮

区北三‘

1北

－|

畠至

…星１

鐘 竃自’

シP

画
一

釧
一
●
一
一

一
匁
不

一
一
一

1５

1５

1５

1５

1５

1５

１５

1５

1５

1５

1５

１５

1５

1５

1５

1５

1５

1５

1５

1５

1５

1５

1５

1５

1５

1５

1５

1５

1５

1５

1５

1５

1５

1５

1５

1５

1５

1５

1５

1５

1５

1５

1５

1５

標本数
1５

1５

1５

1５

1５

1５

1５

1５

1１

1１

1１

１１

1０

1２

１１

９

９

１１

1２

７

９

９

７

９

９

９

９

９

1２

９

９

1０

５

９

1２

１１

１１

1４

1０

1４

８

８

1０

１１

６

1０

1１

１１

８

1０

6１

Ⅲ
０

画

完了芸

’一Ｊ＝〆ゴート

Ｌ



０
〕

東アジア価値態調査 調査可能数一覧

員
一
■

Ｃ
】

６

平成14年１２月27Ｅ

3３

5５

ｌ／３

7４ 5４４ 福『 県 春日市大字上白水
DpOl

1一一一一 １５ １２
７５

７６

7７

7８

7９

8０

5８４

5６３

5４５

5８５

5４６

5６４

佐賀県
長崎県

熊本県

宮崎県

鹿児島県
も！〃‐、、痘引■

■I

杵 島郡白石町－塁雲霊室罰一

八代

宮崎郡

鹿児島

石川 宇東恩納
１謂敷町一
一且_‐一一〃ｑー一一一一一

1５

1５

1５

1５

1５

1５

1２００

９

４

1２

５

1１

1３

7８７

整垂NO，

5６

・５７

5８

5９

6０

6１

6２

6３

6４

6５

6６

6７

6８

６９

7０

7１

7２

542

582

5４３

5８３

5２２

地点NC‘

442

パハワ
キ可ソ

423

444

445

462

482

446

5８１

5４１

5２１

5６１

広島県

広島県

山口県

山口県

愛媛県

高知県
福

県名

大阪府

大阪府

庫県

兵庫県

庫県

兵庫県

奈良県’

和歌山県
島根県

岡山県

3県

高

福

｜調査地点名
高祷市東天川程画趣函
河内長野市璽画

神戸市須庭区径震弓踊＝雪
姫ｆ

伊丹市厩混富里
西脇市琶胃霧臓調

生駒郡平詳町園冨電函胃
和歌山市小松原＝罰＝＝

八束郡八雲村溢麺画

岡山市万成西町日睡誕９
広島市西区観音町

廿日市市本

下関市宮田

iＩ小郡町唾盈画奇
５小霞~－一二三コ松山

岡郡佐川町砥ご逼遍？
1市

１１．、１

睡睡率
憎麺） 1５

1５１
1５

1５

1５

1５

1５

標本数
1５

1５

1５

1５

1５

1５

1５

1５

1５

1５

1０

完了数

１１

1１

1２

８

1１

７

’１３
ｎ
〕
ソ

1２

９

９

1１

5６２ ３県 直方‘ 新知町 シト

1５ 1１



。､
０》

平成１５年１月１０日

凶
へ

1／２

整
理
池

地
点
他 県名 調董地点名

標
本
数

完
了
数

事
故
数

転
居
長
期
不
在

一
時
不
在

住
所
不
明

拒
否
そ
の
他

抽
出
台
帳

１

２

３

１２１

1両一軍
1６１

同Ｂ
■

一色一一色－

１北ラ
！‐凸｡｡.●目

北

雅

房道

屑道

毎道
、l市弓諏西秦垂画画画画一一一一一’
ｲ調討琶市毎ﾐIllB1－

1５

1５

1５

1５

９

1２

８

1３

６

３

７

２

１ ３

１

１

２

２

２

６

１
－

１

１４

５

６

７
軸
８

９

1０

１１

1８１

1４２

1８２

1２２

１６２

１８３
－一●－

１４３

2４１

北海道

青森県

》
蓉
燕

茨城県

に可両手弓~軍１両斎両面画画写画＝－－－弓
弘前市大字桜ケーーー

東磐井郡東山町一一

一・】

1５

1５

1５

1５

1５

・１５

1５ｌＩｏｌ

ロー－

1２

９
－一

1２

1２

1１

1１

1１１１１１

一・ヨ

３

６

３

３

４

４
▲

１４１

－

－．

１

ｌ」

－ﾛ

１

２
■一一

１

１

｜’

２

３
ーニェＩ

２

２

１
■も

ｌ ｚｌ

１
目ロ旦一！

１

２

３

２1－Ｉi－－Ｚｌ１１

１

１

１

１

１

’１１
1２

1３

1４

２８１

2６１

2４２

茨城県
栃木県
群馬県

栃木市片柳Ｅ一
口●e●●‐ーー－－－●一

恵崎市石原町一

1５

1５

1５

1１

１０

1２

４

５

３

２

１

１

２

４

１ １

１

１

１

1５

1６

1７

１８

2８２

243

2６２

２４４

県
一
県
一
県

継
縦
班

一

＝

１１

牙
|口市朝臼一

1５

1５

1５

1５

1１

９

９

１１

４

６

６

４

３

１

１

１

４

４

２

１

３

２

１

１

Ｉ

1９

2０

2１

283

2２１

245
識造

北葛pIjfL書栗橋町瞳亜瓢
千葉市~若蕊区■ー一一一
一■－■｡－－■ー●－■一一台９－■凸一一●p●●●ー●●申｡合一

１１５１

1５

ｌｌｌｌ
２
．
７

一

１

９

’４１
３

８

６

’１１ＩＬ
『
’
一

Ｉ｜’
１

３

Ｉ’’３１
２

３

ｉ」

８

ｌ『Ｉ

2２

2３

246

247

千葉県
宇葉蘭『
野田市尾崎一一
●一-‐●一一■●一

－

1５

1５

９

７

６

８

２ ３

５

１

２

１

１

2４

2５

皿
一
抑
一
皿
一
皿

千葉県
都
一
都
師

鯨
繍
源

袖ヶ浦市横田一
一・一・・・一・一・・ｐ哩二｡●ー･・

1５

1５

９

９

６

６

Ｉ

ｌロ

１

６

■凸ロ

５

４

Ｅ１

１ １

１

１
－

１７
》
８

２
－
２

一
四
一
卯

３１

3２

3３

３４

3５

妬
一
羽
苑

712031203

204

２０５．

248

249

2２２

223

224

250

2５１

３４１
■ー－

３６１

|東京都’

錆

都
－
８
－
０

癖
臓
淵

東京都

神奈川県

蕊飛
神奈川県

神奈川県

羅蓋二

|笹面容直=悪面面垣画重＝一＝

雛暑穏婆■＝囚-－

川崎市中原区 ー一■■■

１５

1５

1５

1５

1５

1５
－－－１

５
》
５

１
’
１

1５

1５

９

９
函
９

９

1２

９

1０

５
ー－、

９
－

１２

1１

1１

６

’
６

６

６

３

６

５

１０
■一

６
３

－

４

４

に．
１

－

１

－ ﾛ

Ｉ’

１

－－１

２

１
■－０

'二

１

１

１回’

眉
５
．
４

’

１

３

１

８

'二コ国'．E．
3Ｉ

２

廷ヨ
’
１

３

５

５

ロ１ロ１

３

'．'二二コ

１

’１１１
－

１

１

１

１

１

に．１に．’
】

－
１

１

９
－
０

３
》
４

４１

３８１
●.●●｡■－

３４２

3６２ 長野県

醜
州
一

1５

・１５

1５

1４

1０

1４

１

５

１

１

１ １

１

Ｉ ２

１



昌仁ｌ同１０'三

昌壷ＩＣ

調汗『芯華肝

2/２
画
、

ｕＪ
ＬＰＵ

平成１５年１月１０日

望ＫＩＩｌ

整
理
血

４２

４３

４４

４５

４６

4７

４８

4９

５０

５１

5２

麺
詞
弱
６
－
７

５
－
５

5８

5９

6０

6１

２
－
３

６
－
６

餌
一
髄

6６

６７

6８

９
－
０

６
－
７

7１

7２

７３
b一一q

7４

７５
■ー●

7６

７７

７８

7９

8０

■
■
■
■
■
Ｕ
凸
■
■
、
●
二
■
■
■
■
ｃ
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■

地
点
恥 県名

3８２

3４３

344

3８３

3２１

345

,３６３

長野県

癖
癖
静岡県
,,ー－●－

愛知県

愛知県
通知県

３４６
－－－

３８４

4８１

4２１

4６１

4２２

4４１

愛知県
？●－－－ー

三重県
一
鵬県
一
ｆ
極
燕
燕

4４２

4４３
太阪)QＬ
大阪府．

４２３

4４４

4４５

4６２

蝿
“

5８１

541

兵庫県

冥庫現F－．
兵圃覗一
兵瓶繭ｒ
奈良県

和歌山県

卿島根NRF
間ｍＩＨＲ戸

5２１ 広島県
5６１

5４２

5８２

5４３

酔
一
岬
一
“
》

583

522

5６２

5判望１

584

563

545

5８５

5４６

564

高知県

描薗東
福圃県

騨蕊F二
長崎凍戸
熊本県
宮崎県

康児１３厘
沖純県

若幾雲鶏置毛呂＝=＝

豊田市九久平IlI-r一一二Ｉ－

.錦腹郡一関一両ﾃ浦画一＝一三ゴー－－－－－

.嵩蔦郡一薪河ｉｒ幽幽＝一

一一I■｡｡■I■ー●－‐一■‐一一ー●ー,＝①●｡一－●｡

伊 丹市一＝

四Hg市一

【
一
Ｍ
一
噸
一
》
一
観

一
●

ff百帝帝~禾闘、６－一‐
一
一
緬
一
喋

１２FI詞r~百着一一－
天秤市~玖島画口i画
ーａｃ－－の●一●一◆－‐■や一一●＝一 一I■■画

八代市本町『二一~|■1111■'''１

楓
本
数

1５

1５

1５

1５

１－~稀１口画
1５

1５

1５

’１５１

５
函
５

1５

1５

1５

1５

1５

1５

1５

1５

1５

1５
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5８

調査研究の計画と方法

１中国(北京･上海)における標本抽出

中国本土における調査では、北京・上海・杭州・昆明の４都市を調査地域とし、確率標本

法に基づき個人サンプルを抽出した。調査対象となった都市部において、区→街道→居民委

員会という行政区画となっている。調査地域において住民基本台帳や選挙人名簿は非公開の

ため、次のような３段抽出法を適用した。

ただし、地域により、代替サンプルを用いるなど、厳密な無作為標本抽出にはなっておら

ず、むしろ第１段めの地点抽出は無作為だが、各地点では恋意性はないが人数分の割り当て

抽出に近い形となっている。理想的には、各地･各国で厳密な無作為抽出法（回答者個人の確
率比例抽出）によるデータ収集が望ましいことは勿論だが、費用や時間が無制限にあるわけ

ではないので、現実には各地での種々の制限を勘案すると、不慣れな無作為抽出法にこだわ

るよりも割り当て法を用いた方が無難である。ただし、データ解析の時点では、これを十分

に考慮した地域比較･国際比較における比較可能性のレベルが追求されねばならない｡割り当

て法（クォータ法）については、無作為標本抽出（確率比例抽出法）のようなサンプル誤差

の推定理論はないが、「七カ国国際比較（出光書店,1998,p､17）」や「データの科学」（林知己

夫,朝倉書店,200,pp､74-81)が実践的データの検討に参考となろう｡その要点を簡約すると、
１）単純集計表での一つ一つの質問項目毎の回答分布の比較では、１０%-15%程度の差は直ちに

は意味のある差とは結論できないこと、しかしながら２）複数の項目群のパタン解析（数量

化３類や多次元解析）の国際比較データはかなり安定した結果を示すということである。し
たがって、３）単純集計表を用いた比較でも、一度、複数の項目群のクロス集計や多次元解

析などで、データの安定性を確認してから、当該の単純集計表に戻り、差の有無を論ずる慎

重さが必要であろう。

この章の以下は､標本抽出の｢操作的手続き」についての記録としてお考えいただきたい。

まず人口規模に比例して、居民委員会・村民委員会（以下居民委員会と通称する）を調査

地点（第１次抽出単位）として抽出した。次いで、選ばれた居民委員会を訪ね、各調査地点

の世帯数を確認し、すべての世帯に番号をつけ住宅配置図を作成した上で、確認できた調査

地点に属する世帯より、無作為に世帯サンプル（第２次抽出単位）を選んだ。最後に、世帯

サンプルより、乱数表を利用して個人サンプル（第３次抽出単位）を無作為に選んだ（Kish

法)。中国本土における標本計画の概要は次の通りである。

1.1第１次抽出単位の抽出

各都市の居民委員会リストから人口規模に比例して居民委員会の抽出作業を行った。なお、
居民委員会の抽出数は調査地域の居民委員会の異動や調査不能に備え、最初に計画標本の大

きさの２倍～数倍にあたる数の居民委員会を抽出することにした。そして、その中から居民

委員会を大l次抽出単位を選んで、選ばれなかった居民委員会を予備標本とした。実際調査
の段階で何らかの理由（注．行政的にも地理的にも中国大都市部は大変動している）で、調
査不能となった居民委員会に対しては、その居民委員会に地理的に最も近い予備標本で代替
させるようにした。

計画標本として抽出した居民委員会に対して、現在の世帯分布状況を調査し、同居民委員
会が管轄するすべての世帯に住所番号をつけ、実際の世帯数の確認作業を行った。さらに確

認した結果に基づき、居民委員会ごとに住宅配置図を作成し、戸数や交通でのアクセス方法
などを明記するようにした。

1.2第２次抽出単位の抽出



第２次抽出単位の抽出については、調査地点として抽出した各居民委員会より同数の世帯

を等間隔で選ぶ方法か、標本居民委員会の世帯総数から等間隔で選ぶ方法のどちらかの世帯

を抽出した。調査対象世帯の位置は住宅配置略図の上に番号で示し、調査実施の進行方向を

矢印で明記することにした。

具体的には、抽出した各居民委員会において標本抽出員が調査責任者によって無作為に決

められた起算世帯住所（スタート）より、住宅配置図上に次々と等間隔で抽出した世帯に１，

２，３､…のように世帯番号をつけ、訪問面接調査用調査対象世帯リストを作成することにし

た。

1.3第３次抽出単位の抽出

調査対象世帯に直接に面接調査を行う調査員は、表ｌのような標本世帯番号（最下位１桁

数字）と家族成人構成員数(生年月日の降順）を基に発生させた調査対象抽出乱数表により、
調査対象個人を第３次抽出単位として抽出するようにした。たとえば、１５番の標本世帯には

成人構成員が３人いる場合、乱数表の第３行（成人構成員数）と第５（住所番号の下位１桁
の数字）列が交差するセルの数字がｌとなっているため、調査対象は１番目の構成員Ａと決
定される。なお、各居民委員会において、住所番号の下位１桁の数１，２，３，．．．，９，０は一様に
分布していない可能性があり、1,2,3,…,9,0の順で生起する確率が減少していくと考えら
れる。したがって、調査対象抽出用乱数表については、住所番号の分布と家族構成の特性を
考慮した上で、合わせてＡ、Ｂ、Ｃの３種類の乱数表を作成し、調査票に均等に割り当てるよ
うに作成した。

構成員

番号

１

２

３

４

５

６

７

８

９

1０

条件に合う家jｌ

氏名 生年月日

Ａ 1932.01.02

Ｂ 1934.10.05

Ｃ 1960.08.22

， 1965.04.10

表１調査対象抽出用乱数表の例

漢構成員 標本世帯番号（１５）

性別 選択 １ ２ ３ ４ ５

男 １ １ １ １ １

女 ２ １ １ ２ １

男 ゾ ３ ２ １ ２ １

女 ４ １ ２ ３ ３

５ ４ ３ ２ １

６ ５ １ ２ ４

５ ３ ２ １ ６

７ ６ ５ ４ ３

８ ９ ７ ６ ５

９ ８ ７ ６ ５

６ ７ ８ ９ ０

１ １ １ １ １

２ ２ １ １ ２

３ １ ２ ３ ２

４ １ ２ ４ ２

２ ３ ４ ５ １

３ １ ４ ５ ６

７ ２ ４ ３ ７

２ １ ８ １ ２

４ ３ ２ １ ６

４ ３ ２ １ ０

注．調査対象抽出用乱数表の利用手順：

１.家族構成員の登記番号は年齢の大きい方から小さい方へ順番に記入する。
２.条件に合う家族構成員とは下記の条件を全て満たすものである。①１８歳以上である。②調査対象地域に
戸籍を置いて１年以上居住する者である。③毎週平均５日以上この家で暮らしている者である。
３.サンプリングは抽出された世帯の住所番号最下位１桁の数字と条件に合う家族構成員の人数を合計した
数字によって乱数表から該当家族構成員に該当する番号を確定し、その家族構成員の行の“選択”欄に
調査対象個人として“ゾ'，をつける。

本調査では、この調査に先立ち実施した北京市・上海市民意識調査(研究リポートNo.８９と
No.90)の経験を踏まえ、上記の都市が管轄する都市中心部の区に限って３段抽出の確率サン
プリングに擬した標本抽出計画を立案した。都市別の概要は次の通りである。

２北京市における標本計画
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北京市が管轄する１３区５県のうち、人口調密地帯の中心部８区(東城区･西城区･崇文区・
宣武区・朝陽区・豊台区・石景山区・海淀区）を調査地域とした上で、次のよう手順で標本
抽出を実施した。

2.1居民委員会の抽出

まず北京市人口統計データに基づき、居民委員会の人口規模に比例して、２００個の居民委
員会を選んだ。そして、抽出した居民委員会の存在実態、アクセス可能性、世帯数などを確
認した結果、103個の居民委員会を調査地点の候補とした。さらに、その中から５０個を無作

為に選んで調査地点とし、残りの５３個を予備標本とした。計画標本として抽出した５０個の
居民委員会のうち、実際調査の段階で何らかの理由で、調査不能となった居民委員会に対し

ては、その居民委員会に地理的に最も近い予備標本で代替することにした。このように、調

査地点として50個の居民委員会を選んだ。

計画標本として抽出した50個の居民委員会に対して、現在の世帯分布状況を調査した。標

本抽出員が各居民委員会の所在地をそれぞれ訪ね、同居民委員会が管轄するすべての世帯に

住所番号をつけ、実際の世帯数の確認作業を行った。さらに確認した結果に基づき、居民委

員会ごとに住宅配置図を作成し、戸数や交通でのアクセス方法などを明記するようにした。

2.2世帯サンプルの抽出

世帯の抽出については、調査地点として抽出した各居民委員会より世帯を等間隔で選ぶこ

とにした。具体的には、抽出した各居民委員会において標本抽出員が調査責任者によって無

作為に決められた起算世帯住所より、等間隔で世帯サンプルを抽出し、直接訪問調査用調査

対象世帯リストを作成することにした。５０個の居民委員会が管轄した世帯数は39,955世帯

で、抽出間隔を３６世帯とし、あわせて１，１００世帯を選んだ。なお、２００１年の実験調査から

回答拒否率が高いため、各計画標本に対して３つの予備標本も等間隔で同時に抽出し、予備

サンプルリストを作成した。つまり、計画標本が拒否された際、次々予備サンプルを導入す

るようにした。

2.3個人サンプルの抽出

調査対象となった世帯に訪問面接調査を行う調査員は、表１のような世帯リスト番号（最

下位１桁数字）と家族成人構成員数（生年月日の降順）を基に発生させた調査対象抽出乱数

表により、調査対象個人を第３次抽出単位として抽出するようにした。

本調査では、最初の計画標本として抽出した50個の居民委員会のうち、調査開始時点また

は途中でピル管理者による干渉で中断したのは７個あったので、代替した７個の居民委員会

を加え、実際に調査した居民委員会が57個であった。なお、予備標本の導入分を含め、実際

に3,633世帯を訪ね、調査を行った。回収した有効個人サンプルは1,062名であった。標本
回収率は29.2%に留まった。回答拒否率は69%にのぼった。

３上海市における調査の標本計画

上海市の中心部１０区（黄浦区、慮湾区、徐睡区、長寧区、静安区、普陀区、間北区、虹口

区、楊浦区および浦東新区）を調査地域とし、標本計画を立てた。調査対象とした母集団に
ついては､調査地域の2,317個の居民委員会に在住する世帯の18歳以上の男女に限定するこ

とにした。標本計画としては、調査地域から世帯数に比例して抽出した５０居民委員会より、
世帯サンプルを抽出し、そして個人サンプル（１世帯１個人）を抽出することにした。



3.1居民委員会の抽出

居民委員会リストから世帯数に比例して居民委員会の抽出作業を行った。なお、居民委員

会の抽出数は調査地域の居民委員会の異動や調査不能に備え、最初に計画標本の大きさの約

２倍にあたる１００個の居民委員会を抽出し、それに通し番号を振りあてた。そして奇数番号

の５０個の居民委員会を計画標本とし、偶数番号の５０個の居民委員会を予備標本とした。実

際調査の段階で何らかの理由で、調査不能となった居民委員会に対しては、その居民委員会

に地理的に最も近い偶数番号の予備サンプルで代替させるようにした。たとえば、５番の居

民委員会が調査不能となった場合、予備標本として４番、６番、２番、８番のような優先順位

を導入するようにした。なお、調査の時点で抽出した居民委員会が合併されたことが判明し

た場合には、元の居民委員会の管轄範囲を基に世帯を抽出するようにした。

計画標本として抽出した５０個の居民委員会に対して、北京市での標本計画と同じように、
各居民委員会の世帯数を確認し、住宅配置図を作成し、戸数や交通でのアクセス方法などを

明記するようにした。こうした現地調査の結果に基づき、計画標本として抽出した５０個の居

民委員会のうち、５個の居民委員会が移転、立入拒否、統合で調査不能と判明したため、直
ちに予備標本から代替用の居民委員会から補填した。

3.2世帯サンプルの抽出

世帯サンプルの抽出については、調査地点として抽出した居民委員会より等間隔で選ぶこ
とにした。

具体的には、抽出した各居民委員会において標本抽出員が調査責任者によって無作為に決
められた起算世帯住所より、住宅配置図上に次々と等間隔で抽出した世帯に１，２，３､…の
ように世帯住所番号をつけ、直接訪問調査用調査対象世帯リストを作成することにした。
本調査では、実際に調査地点とした５０個の居民委員会が管轄した世帯数は５３，６２５世帯で
あったため、前年度調査の回収率を参照の上、抽出間隔を２８世帯とし、合計１，９１５世帯を抽
出した。

3.3個人サンプルの抽出

北京市での調査に適用した方法で個人サンプルを抽出したので、詳細は２．３を参照された
い。

実際の調査では、個人サンプル１，９１５名のうち、１，０５２名から有効回答を得たので、標本
回収率は５４．９%であった。
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９

1０

1１

1２

1３

､1116132

133150

151.169

･･170-183

184-201

：‐２０ｸー ｸ愛

》

･233265

4６

1９

2０

1９

2５

４１

1９

４９

2２

1８

1９

1４

1８

2１

1６

2７

2２

1８

1９

1４

1８

2１

1６

2７

２

１

１

３

１

４

９

１

１

３

７

2０

３

1２

２

１ ２ １

１

１

１ １ ５ ０

０

０

０

０

０

０

０

2４

１

１

５

７

2０

３

2２

2４

１

１

５

７

2０

３

2２

録囲十一居婁会

虹種層雲会

昂室戻璽会

董並星萎会

1７

1６

1４

1５

鋼1001癖

葛406013青

和2014菩

鳥404002皇

1４

1５

1８

1７

,,w-268.288

・２８９３１０

.311-331

332353

３５

5８

４１

3３

2３

2２

２１

2２

2３

2２

2１

2２

８

１

１

１

２

1０

1５

1７

９

２

１

８

１

２

１

１ １

０

０

０

０

1２

3６

2２

1１

1２

3８

2２

1１

家風居雲会

銭安城居婁会

1８

1９
。
■
虫
■

EO3001x
。
■
虫
■
､504018鯵

1８

1９

・354-380

381当0３

3７

４３

2７

2３

2７

2２ １ ３

８

５

２

１ １ １ ２ ６

０

１

1０

2０

1０

２１

鹿山宅星雲会

普陀二村民曇会

石泉大村屋曇会

千枝第二居婁会

梅川新村第六居婁会

2０

２１

2３

2２

2４

BO20101と

60301“

､帝606005§

息'9605008¥

ざ808020幕

2０

2１

2２

2３

2４

405斗2６

427割4８

｡,4449-470

・471号9２

.…498-614

3８

3４

3９

3２

5９

2２

2２

2２

2２

2２

2２

2２

2１

2１

2１ ２

１

３ ２ １

1５

1０

1６

1０

2２ １ ３ １

２

１

１

１

０

０

１

１

１

1６

1２

1７

1０

3７

1６

1２

1８

1１

3８

延髄居雲会

永姻民雪会

南山路居嬰会

鰯前匡垂会

並寓星雲今

2８

２５

2７

2９

2６

皇70501催

.＃702004膏

”0401顕

709001..‐

702027息．

2５

2６

2７

2８

2９

:515画634

535-654

･６５５５７４

･５７５５９６

597616

3１

2６

3３

4４

４７

2０

2０

2０

2２

2０

2０

1９

2０

2２

2０

４

３

１

１

３

１

４

５

８

６

６

７

１

１

３

１

1０

１

１

１

１

１

１

1０

０

１

０

０

０

1１

６

1３

2２

2７

1１

７

1３

2２

2７

友憲星雲会

三八民辱会

虹位民雲会

永徳居雲会

怯治居曇会

3４

3２

3３

3０

3１

g807006q：

-804018?‘

･805013i己

801003#

．､808001?･・

3０

3１

3２

3３

3４

、817ｓ3８

』‘837名5８

･準e59b678

?６７３７００

701＆722

3９

3４

3５

4１

3７

2０

2２

2０

2２

2２

2０

2２

2０

2１

2２

１ ２

３

１

１ １

１

２

1０

８

1１

1７

９ １

１ ２

１

１

１

３

２

１

０

０

０

１

０

1９

1２

1５

1９

1５

1９

1２

1５

2０

1５

撹顛路363弄厘婁全

升各五村民国会

江諏四村居婁会

悌樋苑星雲会

海州路居委会

国和路第一居婁会

控江路1200弄居婁会

3８

4０

3７

3８

3５

4１

3９

･ず904019世

908018

903023.‐

902033.

eO1008

．"912020..

905016

3５

3８

3７

3８

3９

4０

４１

723再742

'743.765

‘786.787

788-807

808s2９

930b851

852-873

3２

4７

6１

3４

3３

3１

5４

2０

2３

2２

2０

2２

2２

2２

2０

2３

2２

2０

1７

2２

2２

３ ２

４

１

１

８

３

２

２

７

２

７

2４

1７

８

９

６

1２ ２

２

１

５

１

２

１ １

1． １

１

２

２

１

０

０

０

０

５

０

０

1２

2４

3９

1４

1１

９

3２

1２

2４

3９

1４

1６

９

3２

金楊路第六層雲会

上例五村居婆会

勇山大村第一居婁会

上南二村二居婁会

台』L庄民墨会

大里第二民曇会

阻一居婆会

張楊民曇会

林山居委会

4７

“

4８

4６

4９

5０

4５

4２

4３

冬1008005

1004005

1008028

1008023

1010017

､1014002

1004028.

1001015

1002007

4２

4３

4４

4５

4８

4７

4８

4９

5０

874.894

895-916

917-938

939-960

961Ｃ8１

982-1003

1004-1027

1028-1α0９

105G107０

3５

3２

3４

3８

4４

3０

5２

6３

3０

2１

2２

2２

2２

2１

2２

2４

2２

2１

2１

2２

2１

2２

2１

2２

2３

2２

2１

５

３

４

１

１

２

２

２

７

９

1２

９

2３

６

2５

4１

３

３ ３ ０

０

１

０

０

０

１

０

０

1４

1０

1２

1６

2３

８

2８

４１

９

1４

1０

1３

1６

2３

８

2９

4１

９

合汁 1９１５ 1069 1０５３ 1７ 5４ 1４ 4９ 566 1２ 2３ 3２ ７ 1９ ３ ３ 4９ 1６ 848 864

Rate ０
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亀

区 街道 民＆食 地杜箇号

地杜

分岨号

亥豚茂

用祥本

血完成

祥本

実隊完

成祥本

3３

法
的
元
預
次
人
三
元

元法

捜触

拒坊原因

対岡査内

容没央趣

没吋個|不接受ド宮原、
任何洞査

有人但

不升、

元遥

合者

吋
在
一
不

任期

不在

中止

酒遼

巳搬家

各注

朋田 双井 光年末工作姑 】－１ 2５ ７ ７ ０ ２ ２ ６ ４ ２

朝田 左家庄 静五 ２
２－１

２－２

1６

1１

７

１５

０

１２

３

３

２

１２

３

19乙．１９丙

４．５，元途

過入

朝田 安貞 安貞西囲社圃奏画工作姑 ３

３－１

3－２

3－３

4０

3２

3６

１１

１１

１１

１０

１０

１０

２

２

５

８

１３

１１０

１７

1２ ２ ２

朝田 左家庄 昭七 ４
4－１

4－２

2７

4３ １

１１

１１

１０

１０ ６ ３

１３

１８

１８

１４ ９

１ １

１１

朝網 三里屯 南三困計区 ５
5－１

5－２

2５

1３

１６

１７

１６

１７

１０

１０

６ １３

３

１４

２

朝凪 管庄 双柳巷社区 ６

6－１

６－２

6－３

6－４

6－５

2６

９

９

5３

８

１９
１９

９

１９

１８

１９
１９

８

１９
１８

１０
０

、

、

２

３

３

６

６

１０

１５

６ 1９

韓尭■ザ、配里

止

朝田 洛家因 隼威西里社区蝿花工作劇 ７ 7－１ 1４１５１５,Ｉ 〕 ３ ２ ２

朝田 将台
朝田区将台力事処璽仙

梼（更改力六街坊）
８

8－１

8－２

8－３

３７

1７

3６

１９
９

９

１９

１９
１９

〕 ２ ６

４

１１

２

２

１

９

1１４

１８

１

１２

１４

３

３

５ ４

朝田 安貞 安隼西里社区一区工作曲 ９

9－１

9－２

9－３

9－４

9－５

9－６

9－７

９－８

３１

2９

3７

7１

4４

4７

2９

5６

１

１

１

１

８

８

１１

１１

１１

１１

１１

１１

１８

６

〕

〕

２

１

７

５

６

１６

６

３

１０

５

９

１９
２

６

１２１

１１’

１１
８

１７

１９

１４

１５
１６

１４

１３

2４

１１

１１３

１１

１

２

３ ２

３

２

１４

７

２

貝阻止

朝田 太田宮 荷蔚居第二 1１

１－１

1－２

1－３

4４

2９

4５

１０

1０

1０

１０

９

９

０

１

２

２

２

４

１

４

５

８

1７

３

８

1０

２

１０ ７

官埋人瓜胆

止

唾巴ロニーグ、

貝阻止

撰文 天妖 西国北 ２１ ２－１ ４ ４１４１０
観文 天転 宋暁市． ３１ ３－１ 2０ ７１７１０ ４ ２ ２ ２ ２

隈文 天簸 金凸池 ４１ ４－１ 1６ １７１０ ５'１ ３ １

崇文 体育愉路 駒軍 ５ ’
５－１

５－２

５－３

1７

2５

1６

８

８

１８

1８

１７

1０

１０

１０

１

２

２

３ ３

２１３

１１

１４

４

２

１

牢台 牢台街道 末準福街社区 ６１ ６－１ 1１ ・５１５'１０ １４１１

牢台 戸淘梼 宝阻店第二社区 1７ ’
７－０

７－２

７－３

７－４

7－５

1９

3２

3４

2１

2２

９

９

９

９

９

１９

１９

１９

１９
１８

１０
１０

１０

１０

１１

６

３

２

２

1０１８
９

２

１１

１２

１８

１６
１５

１１

１１

３

民墜会阻止

牢台 和又街誼 罰１Ｗ窪困題＝ 1８１ 8－１ 3４ ３１１ １０ ４ １３１９ ４

牢台 新村 育芳田計区 1９ Ｉ
9－１

9－２

9－３

1７

4９

1３

０

０

０

０

０

０

１１

１１

４

１０

１０

１６

２

７ ７ 1７

１２

２

１４

１４

３

２

民邑含阻止

牢台 大虹、 南頂路家委会 2０

2０－１

2０－２

2０－３

2０－４

3２

2６

2５

3１

８

１０

７

９

８

1０

７

９

０

０

０

0

５

４

４ ２

３

９

３

９

1０

５

９

１２

２

２ ２ ２

申台 右安、 翠林三田針厘 2２

2２－１

2２－２

2２－３

2２－４

2６

3５

7８

1９

1０

1０

1０

９

１０

1０

１０

９

０

０

０

〕

２

1２

２

８

１１

４

８

９

７

５

２

２

3７

２

２

西城 月堆 月焔北街南社区 2３

2３－１

2３－２

2３－３

5１

5２

5９

０

０

０

０

０

０

０

０

０

〕

］ ２ ８

６

８

６

１１１

１１７

１２５

２

２

３

１ １

１２１１
西城 屡堕盤 楢来社区 2４ 2４－１ 1５ ｡'１５,Ｉ ５１４
西城 二ｺE路 中央音禾学院社区 2６ 2６－１ 7９ １１ ４ 2３１６ 2８ ２Ｉ

ワマ守齢 一夕『■壷■ 百南社区 2７ 2７－１ 3５ ０ ９ ２ ４１６１２ ２ ＆Ⅱ庖別時＝竃画凸Ｌ
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段

区 街道 星巳会 地杜墳号

埴杜

分岨号

突豚麓

用柳本

虫完成

祥本

実屋塞

成祥本

3３

法
的
元
預
次
人
三
元

王法

披触

拒坊原因

対洞査内

再没央趣

没吋閏|不接受ド宮原ロ
任何質査

有人但

不升、

元廼

合者

肘
在
一
不

任期

不在

中止

切査

Ｐ幽軍

各注

宜畦 白壁坊 遼壷『田社区 2９ ２９－１ ９ ２ ２１０ １ ５１１

宣武 天梼 禄任街失粂社区 3０

3０－１

3０－２

3０－３

麺

2５

3８

１

１

１

１１

１１

１１

１０

１０

１０

５

２ ８

８

2２

１２

１１

１８

１１

１

海淀区 永定路 二街坊来社区 3１

3１－１

３ －２

３ －３

３ －４

３ －５

1８

3９

5１

3９

2２

1０

１０

９

９

８

７

８

１９

１９

１９

３

２

ＩＤ

１０

１０

４

・１

６ １

２

１

２

１

１

１

９

１２４

１１４

・７

１

６

２

３

９

１５

１８

２

５

１

201＃元塗坊

側．放存

名&＆り手画理鈍

阻止

海淀区 燕園 蔚秀因 3２
3２－１

3２－２

2１

函

８１８１０

１０ ４

４１５
９

１２

１２

海淀区 清華因 薩憧聾社区 3３

3３－１

3３－２

3３－３

3３－４

6６

2５

2０

6１

１

９

９

１１

１１

１９

１９

１０

１０

１０

１０

８

２

１

１３６

１５
４

1８

１３

１５

１１０

１５

Ｉ

１２ ２１

海淀区 弓達達 菊因社区居民 3４

3４－１

3４－２

3４－３

3４－４

3４－５

1１

2８

3０

2８

1５

９

９

９

９

９

１９

１９

１９

１９

１９

１０

１０

１０

１０

１０

６

７

１

３

４

２

２

７

４

６

３

１２

１２

１２

１１

８ ３

３

海淀 紫竹院 亦州街社区 3５
3５－１

3５－２

2６

2４

弓．８

８

１８

１８

１０

１０ ６

１ ５ ５

１

３

１

１４

１５ ２ １

海淀 北太平庄 文壁田針区 3７

3７－１

3７－２

印

4１

１０

1０

１１０

６

１０

４ １

１

１

1８

1４

９

４

１７

４

１３ １

４ ４ ２

星昼食唾

止．４十01本
没完戚

海淀 学践路 八宝諦区 3８ 3８－１ 1０ ７ ７ ０ ３

海淀 海淀街道 稲香囲北社区 3９

3９－１

3９－２

3９－３

2０

6７

1７

2

９

←

､

９

池?･､
~O

__c’８－?

■●lb

r｡T--巾,
や

.!』８

６

８

１９

３

１０

１

２

２

１

２ ３

７

３

３

1８

１３

５

2９

7＃菅理人側

不吐坦入

ＩＴＷ本各迭

j,全部拒
uj･放昇

海淀区 壷＝注 永奉而囲第一社区 4０

4０－１

4０－２

4０－３

1９

2２

2２

８

．一８

苧､．…８

１８

１８

１８

１０

１０

１０

１

２ ２

３

９

４

１１

１２

１４

１ １

１

３

２

海淀 双桧樹 末里箪二 4１ 4１－１ 2３ １０１８１２ １ １ ２１２ ８

石景山 八角街道 八角中里 4３

4３－１

4３－２

4３－３

4３－４

4３－５

4３－６

4３－７

羽

4７

2７

1６

5９

'0

圃

９

９

９

９

９

９

８

I．９

１９
１９

７

８

１９
１８

１０

0

0

２

１

０

ＩＣ'’

１

３

１

２

２

３

９

５

１

１

２

８

２

１

１０

1５

３

４

３

1４

1２

１１

'１６

５

４

２

５

１６

６ ６

７

１

４

２

１

２

３

２

24＃25＃避

不去

1Ｗ本各畦j，

全部拒uj，
放存

石景山 八宝山 永八 4４

4４－１

4４－２

4４－３

1１

３

２

９

９

１９

１９

１１

１０

１０

１０

１

２

１

1１

５

１

１２

1．１

１１

１１ １ １

１７

石畳山 八宝山 永四家委会 4５
45-

4$－

1６

３ ９

１１ １０

１０

２ ２

４

８

５

１４

１４

１６ ２ ２

石景山 金頂街 複式口西国三家受会 4６
46-

46- ５

１

１

１１

１１

１０

１０

１

２

２

２

３

４

１４

１５

末 寵 安定「 花園 4８ 48- ９ １１１ １０ ５ ２１１

束 窪 安定「 神櫓涜 4９ 49- １ ７ '１０ １

末城 末直、 王家圏 5０
5０－

50-

７

1７

１

１

１１

１１

１０

１０ ２

１１４ 2０

９

１１６

４

１１ ３

朝田 大屯 南沙瀦第一 “
60-

60-

３

凶

７１７

Ｉ，

１０

１０

２

1０１６

１２

1９

西城 月姪 月転南街社区 7３
7]－

７３－２

1０

３

８

８

１８

１８

１０

１０

３ ２ ２１３１１

２

末城 交道ロ 大央社区 102
1０２－１

1０２－２

５ ８

８

１８

１８

１０

１０ ２

１１

1１

１４
、１



e８Stati8ticaItabI⑧ofsureveyedsan甲

注：

表格中文字：亘色-．各逸居畏；虹色一放寡的居婁
7十居婁因拒坊放穿．其中共完成有蚊押本：ＵＯ十
遥行曽検后的50‘1,居婁会赴鱒皮完成柳本：１０８５十
因各件原因禾嗣完既的押本：３３千

突豚完成押本：１０６２

ａ

区 街道 艮邑会 地杜喚号

地杜

分岨号

実斥鍵

用祥本

廟尭唾

祥本

亥降庵

成祥本

3３

元竣

預的

次
人
三
元

元竣

桧触

拒坊原因

対■蜜内

容没央趣

没討岡 不接受ド宮原、
蚤何両査

有人但

不升、

元廼

合者

討
在
一
不

任期

不在

中止

切査

巳搬家

各注

牢台 大虹、 西野因南国第二居 6９
６９－１

6９－２

4０

2８

９

１８

１９

１８

０

０ ３

３

､４ ２

１１

Ｉ ４

７

２

１２ ２ ４

海淀区 永定路 五街坊社区 7８
7８－１

7８－２

5５

1７

I．１

１１

１１０

１１０

０

０

３１１ ５

、

1６１２

海淀 万野路 鉄家攻社区 7５ 7５－１ ４１２１２ ０

末城 朝田、 礼士 103
1０３－１

１０３－２

1３

2５

１．８

１－８

１８

１８

０

０ ８ ６

２

朝田 亜鑑村
狸粛巴例Ｘ枠平Cｕ

(ロ軍須狗守盛並囲）
１０

１０－１

1０－２

１

１１１

ザ０▽■凸一ＦＺＵ，

ｎ．居委会

牢台 末鉄匠衝道 定安末里 2１

２１－１

２１－２

2１－３

９

９

９

９

９

９ 居姿会阻止

丙域区 牢盛 牢融田計区 2５
2５－１

2５－２

７ ７

７ 居要会阻止

宜武 庁外大街 天〒寺南困計区 2８
2８－１

2８－２

９

８

１６ ３

８ ｎ．壬塗幾

海淀 甘家口 西三坪二 3６
３６－１

]６－２

８１３ ５
狸功半晶．

放奔

海淀 田村街道 阜石路第二社区 4２

4２－１ ８ ８

唖タエク、＆盛哩

止．避不

去．

京城 和平里 貢寺 4７

４７－１ ９ ９
阻止．元法

遥入
123 3633 1197 ０６２ 135 3７ 219 3５ 190 ８ 600 300 3０ 4２ 126 5７ 1０ 7５

拒坊率 71.凋蘭 －０．７１ 1.02冊 6.03％ 0.9鴎 5.2猟 22.3H１ 16.52％ 8.2砿 2.2鬼 1.16％ 3.47％ 1.57％ ０．２８％ 2.0銘



6６

居委会名称 蝿Al勤臥一I~ノ 百分比(%）
元手示土作Z頃 ７ 0．６６

静五居委会 1２ １1３
女奥四里社 至二陸士1．Fup 3１ ２ 9２

曙七居委会 2１ １9８

南三里社区居委会 1３ １2２

双柳巷社区居委会 4３ ４0５
ヰニ屑喫四里f工墜弔イヒと‘ E頭 ５ ０4７

六街坊居委会 2７ ２5４
畠鴎一Ｆ自ヨニT君Ｌｰ－ｰ一~Ｉ 印画 7４ ６9７

安慧北里居委会 １ ０0９
勺釣后弟二‘舌謬冒云 2８ ２ 6４

西里北居委会 ４ ０3８
ホ崩彊市盾歪云 ７ ０ 6６

壷竺池后妾芸 ７ ０6６

羽草后妾云 2３ ２ 1７

ホ辛1浸f釘江 ＝尼『雪でｚ室 ５ ０4７

五里店第二社区 4４ ４ 1４

ＴＨ』Ｌ刀奄＝牙ラニ歴『国産垂室 1３ １2２

育芳園社区‘居委会 2４ ２2６

1項]､Ｉ語家冒房会 3４ 3.2

翠林三里社区‘居委会 3９ 3．６７

月｡涙北画南希上 星后妾会 3０ ２8２

リロリホ社怪后歪云 ５ ０4７

中央 言示字院社墜后'妾 1１ １0４

百 南社区居委会 ９ ０8５

天宇寺南里社区民委会 ６ ０5７

浜諏 皇花[墜后歪云 ２ ０ 1９

縁でご画う大宋1江隆尼苛安云 3０ ２8２
－

－ーｰタローロ＝■ー ＝Ｆｒｕ卓亀鐸二 4２ ３ 9５

蔚秀園居委会 1５ １4１

践厘宮社 基后委会 3８ ３5８

鋼 四1江 全盾Ｐ回国産四ユヱ童 4５ ４2４

万州街社 墓后妾会 1６ １5１

四二対､＝盾委云 ３ ０2８

文慧園社区‘居委会 1６ １5１

八家社区居委会 ７ ０6６

稽香園北社区居委
今
云 2３ ２ 1７

永泰西里第一社区‘居民委 2４ ２2６

ﾉﾘﾐ呈勇３－尼冒安云 ８ ０ 7５

八角中里居委会 5９ ５5６

永八居季会 2８ ２6４

永四家委会 1９ １7９

模式口西里三家委会 2３ ２ 1７

花園居委会 1０ ０9４

弓中穆;湾盾歪会 ７ ０ 6６

王家園居委会 2３ ２ 1７

胃那少刀荘身弓一盾謬冒云 1４ １3２

四参困南星弟二后歪芸 1７ 1.6

腸 ]誼 詞街社 星后妾芸 1６ 1．５１

f氏家坂社墜店歪芸 ２ ０ 1９

五街坊社区居委会 2０ １8８

大米花［ 垂 盾謬冒云 1６ １5１

礼士居委会 1６ １5１

有取り手本重(人ノ 1062 1００



4.1香港調査における標本抽出
香港における標本抽出は､研究協力者の香港城市大学の研究者（香港の統計局と連携あり）、統計数理

研究所の研究者との検討を経て、以下のように確定した｡特に香港城吐大学では家計調査をも専門に遂行
してきた経験がある｡ＴＰＵ(調査地区単位)は､各地域の経済的特性(高級高層住宅街)を考慮して区分されてい
る｡1997年の英国からの返還による住民の中期的移動(流出後､帰還)やビジネスのため短期的移動の多さを考
慮して､香港､マカオ､台湾を含む中国に５年以上住んでいる人々 のうち､現在香港居住する１８歳以上の成人
を対象とした｡基本的には､無作為抽出標本であるが､回収率がやはり､かなり低く､クオーター法に近いデータ
として処理した方がよさそうである｡さらに､調査遂行の末期において､ＳARSの発生のために調査を取り切り上

げるという事態があったことは注意が必要である。

最終的な有効回収票数は1,057である。

詳細は､以下の通りである。

標本抽出SamplingDesign

ＬＴｏｓｅｌｅｃｔ５０ＴＰＵｓｏｕｔｏｆ２８２ＴＰＵｓｐｒｏportionatetothehouseholdsizes、
2．Toselect3,0001ivingquartersfromtheselectedTPUsusingsimple
randomsampling，ThenumberoflivingquartersselectedineachTPU
willbeinproportiontothesizesofthelivingquarters、
3．Theinterviewershallmakeatleast5attemptstotheselectedliving

quartersatdifferentdatesandtimes，
4.ThetotalnumberofsuccessfUlinterviewsisl,057.

5．ToselectonehouseholdfromeachlivingquarterusingtheKishgrid

approach
6・ToselectonehouseholdmemberfromeachchosenhouseholduSingthe

KishgridmethodastargetrespOndent．

対象者

TargetRespondent：
１.ChinesepeoplewhohavelivedintheGreaterChina(Mainland,Taiwan，
ＨＫ,andMacau)areafbratleast5vears、

２．Thissurveycoverrespondentagedl8orabove．

6７



亀

調杏璽同収状塀．字成拒否中止商業地廃屋･移転無効票言語問題不在非該当総計

ＴＰＵ CompleteRefilsed GrandTotal

1.16 ６ 1３ ０ ０ ０ ０ １ １ ０ 2１

１2４ 0 ０ ０ ０ ２ ０ １ ０ ０ ３

１4９ １ ６ ０ ０ ０ ０ １ １ ０ ９

１5２ ２ 1２ ０ ０ １ ０ ３ ４ ０ 2２

１6３ 2６ 2０ ０ ０ １ ２ ０ ４ ０ 5３

１6５ 3５ 2４ １ ０ ３ ２ ０ ６ １ 7２

１6６ 1７ 2６ ０ ０ ３ １ ０ ２ １ 5０

１7３ 2６ 2８ ０ ０ １ ０ ０ １ ０ 5６

１7４ 6６ 2７ ３ ０ ２ ２ ０ ５ １ 106

１8３ １ １ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ２

１8４ １ ０ ０ ０ ０ ０ １ ・０ ０ ２

２2６ ３ ３ ０ ２ １ ０ ０ ０ ０ ９

２2８ ５ ９ ０ ３ １ ０ ０ ４ ０ 2２

２3４ ３ ９ ０ ０ １ ０ １ ３ ０ 1７

２3７ １１ ９ ０ ０ １ ０ ０ ３ ０ 2４

２４１ 1９ 2８ ０ ０ ５ １ ２ ７ ０ 6２

２4３ 1２ 1３ １ ３ ０ ０ ３ ５ ３ 4０

２4５ 1６ 3９ ０ ０ ２ １ ４ ３ ０ 6５

２4７ １ ０ ０ ０ １ ０ ０ １ ０ ３

２6５ 1２ 1１ １ １ ４ １ ０ ２ ０ 3２

２6６ 2３ 2５ １ ３ ２ ２ １ ４ １ 6２

２7２ ０ ９ ０ ０ １ ０ ０ ０ ０ １０

2.8 2０ 3７ １ ０ ０ ０ １ １ １ 6１

2.81 8５ 118 ２ ０ 1５ ０ ０ 1７ ０ 237

２8２ 2８ 4１ ０ ０ １ ３ ０ ２ ０ 7５

２9２ 2２ 3２ １ ０ １ １ １ ４ ０ 6２

２9３ １９ 2２ ０ ０ 1９ ０ ０ １ ０ 6１

２9４ 6７ 103 ２ １ １３ ２ １ 4０ ０ 229

３2１ ３ ５ ０ ０ ２ ０ ０ ０ ０ 1０

３2３ 2１ 5６ ０ ０ 1０ ３ ０ ９ ２ １０１

３2６ 6４ 6７ １ ０ 1２ １ ０ ８ １ 154

３3６ ３ ０ ０ ０ ８ ０ ０ ０ ０ １１



亀

3.5 2７ 9３ ３ ０ ０ ２ ２

4.22 6０ 3６ ０ ０ ６ 1 １

４2４ 5５ 5１ ０ １ ９ １ ０

４2７ ２ １ ０ ０ １ ０ ０

４4１ ５ ３ ０ ０ ０ ０ ０

５2３ ０ ０ ０ ０ ２ ０ ０

５2８ ３ ０ ０ ０ ０ ０ ０

６2５ 3０ 3１ ０ ０ ０ ２ ０

６2７ ４ ４ ０ ０ ０ ０ ０

６2８ 4２ 5４ ０ ０ １ ３ ０

７2８ ３ ０ ０ １ ０ ０ ０

７4２ １ ０ ０ ０ ０ ０ ０

７5４ 2８ 2４ ０ ０ ０ ０ ０

７5５ 3１ 3７ １ ０ ０ ０ １

７5６ 2９ 3１ ０ ０ ３ ０ １

７5７ 7０ 9６ １ ０ ６ ８ １

７5８ 1５ 3３ ２ ０ ３ ０ ２

８3６ 3４ 4９ ､０ ０ 2１ ０ １

GrandTotal 1057 １３３６ 2１ 1５ 165 3９ 3０

Languageproblem-peoplewhodonotspeakCantonese／fbreigner…言語問題
Notqualified-peoplewhocanspeakCantonesebutclaimedthemselvesnotChinese

-nooneisgreaterthaｎｌ８ｙｅａｒｓｏｌｄｉｎｔｈｅｈｏｕｓｅ

－ｐｅｏｐｌｅｉnthehouseonlyseldomstayinthehouse

1３ ０ 140

1３ ０ 117

1４ ０ 1３１

２ ０ ６

３ ０ 1１

０ ０ ２

２ １ ６

1１ ０ 7４

１ ０ ９

１２ ０ １１２

０ 0 ４

０ ０ １

８ ０ 6０

2０ ０ 9０

4０ ０ 1０４

3１ ０ 213

１０ ０ 6５

７ ０ 112

325 1２ 3000

…非該当



、

台湾調査の標本抽出の詳細

1．調査計画の骨子

東アジア価値観比較国際調査の一環として、台湾全土の台湾在住の20歳以上の台湾人

を母集団とした標本調査を、個別面接聴取法で行った。標本抽出と実査については台湾天

主教輔仁大学謝邦昌教授の協力を得て、Trendgo社に委託した。調査の概要は以下の通

りである。

(1)．調査内容

台湾居民生活および文化意識調査(計55項目）

(2)．調査対象母集団

台湾在住の満20歳以上の住民

(3)．調査地点数

120地点（都市部１０３地点，非都市部１７地点）

(4)．計画標本数

1,800名(120地点×15名／ｌ地点＝1,800名）

(5)．回収標本数

有効回収標本734名

(6)．調査時期

2003年１１月１０日～１１月２２日

2．個人標本抽出の概要

この調査では、以下のような個人標本抽出の方法、手順にしたがって調査対象者個人を

抽出した。

2.1台湾全土のブロック区分と都市化地域の分類の概要

台湾全土は、北部、中部、南部と東部の４つの地域に分けられている。なお、同じブロ

ックにおいて以下の２つの要件のいずれかを満たす地域を都市化地域と呼ぶ。（１）居住人

口は２万人以上で、人口密度は300人/km2に達する。(2)２つ以上の異なる市、鎮、郷が

隣接し、かつその居住人口は２万人以上に達し、平均人口密度300人/km2以上に達す。こ

の場合、地域名の命名原則としては、隣接する市、鎮、郷の内、人口が最も多い自治体に

する。表１は、台湾全土におけるブロック区分と都市化地域の分類を示している。

2.2台湾における個人標本抽出計画

この調査では、２０歳以上の台湾一般住民を母集団とした層別多段無作為標本抽出し、

面接聴取調査法を遂行した。台湾全土の地域を層別し、第１次抽出で調査地点(エリア）

を抽出し、そしてランダムルート法により第２次抽出で調査世帯を選び、さらに、Ｋｉｓｈ

法により第３次抽出で各調査世帯から一人の個人を抽出した。より具体的には、以下のよ

うになる｡．

（１）都市化程度と地理位置に基づき、台湾全島を北部都市化地域、北部非都市化地

１



域、中部都市化地域、中部非都市化地域、南部都市化地域、南部非都市化地域、東

部都市化地域、東部非都市化地域の８つの層に分けた。都市化程度に関する具体的

な区分方法は表ｌを参照されたい。

表１.台湾全土におけるブロック区分と都市化地域の分類

区域萱都市化分類

北部都市化地域

北部非都市化地域

中部都市化地域

中部非都市化地域

南部都市化地域

南部非都市化地域

東部都市化地域

東部非都市化地域

(2)各層において複数の市、鎮、郷によって新たにエリア(Area)を区分した。８層を合わ

せて３５９個のエリアに区分され、それぞれ１～359までの番号を振り付けた。

(3)調査地点を１２０カ所と計画したため、人口分布を勘案した上で、人口規模に比例して

各層から選ぶエリアの数を計算し、エリア番号を基に各層から無作為に調査地点を

抽出する。各地域から抽出したエリアの数は表２の通りである。

(4)各調査地点(エリア)の範囲は電話場番号の局番に対応しているため、抽出した１２０カ

所のエリアに対して、それぞれ無作為に電話番号の最後４桁の乱数をひとつ発生させ

る。この乱数に基づき、各エリアの調査開始世帯を決める。なお、直接電話をかける

ことによって該世帯の詳しい住所に関する情報を入手した(RDD法)。

(5)各エリアにおいて、調査員は抽出された調査開始世帯を直接訪問し、２０歳の家族構成

員からＫｉｓｈ法により選んだ１人を調査対象に面接調査を行った。そして、調査開始

世帯に接する道路の左方向に沿い、１軒おきに計１５軒を訪問し、同じくＫｉｓｈ法によ

り選んだ個人を対象に調査を続けた。つまり、調査員は調査開始世帯を１番とし、次

に３番、５番、７番、･･･のように各エリアの１５調査世帯を選び、あわせて１８００世帯

２
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を訪問調査した。

(6)抽出された世帯は無人在宅や回答拒否となった場合は、必ず３回までは再訪問するこ

とにした。もし、３回訪問しても調査が成功できなかった場合、すべての訪問記録と

結果を詳しく記録した上で、該当世帯を調査不能と見なした。

表２台湾における層別、調査地点の抽出概要

(1)北部都市化地域

(2)北部非都市化地域

(3)中部都市化地域

(4)中部非都市化地域

(5)南部都市化地域

(6)南部非都市化地域

(7)東部都市化地域

(8)東部非都市化地域

合計

エリア総

数を占め

る割合

（%）

総人口を

占める割

合(%）

抽出し

たアリ

アの数

計画訪問

標本世帯

（戸）

２０歳以上

人口数

エリア

の総数
層名
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度数sitｅ

板橋市貴賎路32巷14号虎
三重市車路頭街37巷17論1模
台北騨新荘市思源路177読
永和市新生路249巷4弄22論
中和市水源路20鞭1Ｆ
延吉街254論1棲
麓洲市信義路361巷1読1模
汐止市光復街7巷34論
台北露樹林市三徳街30巷16弄
鴬歌?尖山輔路124琉
三峡?大勇路80読
肇存路100巷1読1模
台北騨瑞芳鎮逢甲路204論

台北騨林口郷林口路172論

台北騨深坑郷北蒋路233論1Ｆ

八里郷龍形3街6巷1論

北騨金山郷中山路317競

菖里郷璃錬路168競
宜蘭懸羅東鎮公正路374読
宜蘭騨羅東鎮公正路375読
宜蘭騨羅東鎮公正路376読
宜蘭懸羅東鎮公正路377読
宜蘭騨羅東鎮公正路378溌
宜蘭騨蘇漢鎮中山路112読
宜蘭騨冬山郷冬山路157読
頭城鎮新興路302溌

宜蘭市礁渓郷湯園街1鑑1Ｆ

宜蘭騨壮園郷壮潰路293読

宜蘭騨員山郷員山路一段318読
華助街83読
平鎮市湧光路462巷6読
桃園漂八穂市天祥街24巷1溌
楊梅鎮文化街111賎

７
７
８
３
３
７
５
５
４
７
７
４
７
７
７
５
４
７
１
１
１
１
１
５
５
５
５
５
５
３
７
３
４
７
７
５
７
７
７
７
５
５
３
４
５
４
４
９
５
５
５
１

桃園騨篭山郷福源街73巷19弄1髄1Ｆ
桃園騨龍澄郷中興路211巷50弄3鵠
中華路125巷26弄70誰
東興村13都18読
中興路245巷1読
新竹嬬闘西鎮文化路5巷11読
新竹騨新捕鎮仁屋一街33読

新竹黙言林郷文忠街1-1読
苗栗市園福路3巷18競
苗栗騨苑裡鎮中正里13鄭100-5読
後龍鎮信義街66溌

苗栗懸西湖郷店仔街4鄭65読
中山路四段236読
大甲鎮文武路69論
台中騨清水鎮光華路226溌

台中懸澄子郷大徳2路33読
中山南路552読
沙田路一段320巷56-1読
平鎮市湧光路462巷6読

〃

3.地域別の有効回収標本数および回収率
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台北市信義厘松山路287巷3弄13雛1Ｆ
墨北市南港路2段38巷8弄11論1Ｆ
士林厘文林路714巷1鏡1Ｆ
台北市大安厘臥龍街203巷2読1Ｆ
中山塵民生東路2段115巷13読1Ｆ
北市中正座中華路2段315巷5読之１－模
台北市大同厘成連理錦西街170髄1Ｆ
墨北市文山厘木柵路一段168読

嘉義懸民雄郷福楽村埠角223読

嘉義嬬中捕郷和美村中山路五段966読
嘉義騨朴子市新興路101城

嘉義騨新港郷宮前村登雲街1読
嘉義騨太保市太保里太保177読

新営騨新誉市民生里復興路142読

台南嬬永康市王行里龍逼街262読

台南騨仁徳郷仁愛村77読
台南騨善化鎮坐下里興華路237読

台南騨新市郷新市村中興路66読

台南騨開廟郷東勢村旺来路215巷3弄6読

台南舞玉井郷玉田村中正路143読

台南騨楠西郷楠西村中興路11覗

高雄騨林園郷林園村忠孝西路65縦

高雄懸大樹郷中興南路184競

高雄騨仁武郷仁武村中華路59読

高藤橋頭郷仕和村隆豊路290読
解東市大同路96琉

扉東懸内浦郷内田村文昌路32読
扉東懸潮州鎮南京路124読
解東懸東港鎮朝陽街64読

解東騨菖丹郷蔑毒路二段228読

解東騨菖丹郷和平東路86読

解東霧竹田郷竹田村自強路51読

解東騨佳冬郷佳冬村佳昌路83論
台東市新生里中興路一段266論
台東市成功鎮中仁里中華路103読
台南市南厘蒙宅里西門路一段362読
台南市西厘民権里金華路四段80-1溌

台南市北厘永祥里大武街569琉
台南市中厘菖昌里民権路一段73溌
台南市安南厘渓冬里北安路二段53競
高雄市霊埋匡教仁里大安街115輪7棲之２
高雄市左誉厘新中里至真路12読
高雄市三民厘本文里荘敬路5読
高雄市旗津匡上竹里旗津二路355瞭
高雄市前金歴新生里鼎盛街3髄
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韓国における標本抽出の詳細

本調査は，２０歳以上の韓国在住の一般国民を母集団とした標本調査で，訪問面接法
で行った．標本抽出の際に，韓国の政府機関の調査でない場合，住民基本台帳を利用
することはできないとされる．そこで，調査地点を2000年国勢調査の人口分布を勘
案し，調査地点を層別無作為抽出し，各調査地点での個人の抽出はあらかじめ計画さ
れた世帯数を系統抽出する（クォータ法）という方式をとった．具体的な標本抽出と

訪問調査は韓国Gallup社に委託し，調査遂行の詳細は同社との検討の上で一任した．
同社は,長年にわたり韓国の世論調査に携わっている．その概要は以下の通りである．

a・調査対象

母集団：韓国全国の班および村に居住する満20歳以上の国民

b・標本数有効回収標本1,006名

c・地点数ｍ２３地点（大都市62地点，都６１地点）

｡、調査時期2003年９月２４日～１０月１１日

e、抽出の方法と手順都市規模により地域を層別後，次の手順で個人を抽出した．

①第１次抽出単位の層別は，２０００年の韓国国勢調査結果の人口分布（韓国統計庁，
2000）に基づき，都市規模で計３１層（最大行政単位大都市（７市）と都（8都×３

部[都市部，市部，郡部]）に層別し，割り当てる標本数を決定した．その際，済
州島は標本から除かれた（済州島の人口は全人口の1.2％で，標本数が1,000の場

合，１２ケースであるが，通常の全国調査でもサンプリングの際に対象外とされる

ことが多い.）

②各々の割り当てられた標本の大きさに応じて洞・邑・面（図１）を無作為に抽出

し，そこから第１次抽出単位の調査地点（班・村）を無作為に抽出した．

③各調査地点から，計画された世帯数（班:６～8世帯，村：12～１５世帯）を系統（等

間隔）抽出した．この際，マーケットや商店の世帯は除外した（最終的な地点数

および有効標本数は表１に記載)．

④１つの世帯に20歳以上の成人が２名以上の場合,誕生日ルールに基づき，調査時

点から先１２ヶ月以内で誕生日がもっとも近い人を選択した．（各地点で抽出され

る世帯数，したがって個人の数は，あらかじめ割り当てられている.）ただし，こ

の際，一時的な在宅者，および軍隊への入隊，長期的な出張，海外出張の者は除

外した．

ｆ訪問調査員の訓練

訪問調査は韓国Gallup社に登録している調査員が行った．調査概要，一般面接調査
要領と調査票の質問方法などに関する１日間のオリエンテーションを行い，３回のロ
ールプレイがなされた．
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Ｕｌｓａｎ

８
０
７
６
４
４
３

２
１

７
７
２
３
８
９
１

２
７
５
５
２
２
２

２ ０
０
０
０
０
０
０

０
０
０
０
０
０
０

表１全国の地域と都市規模ごとの地点数および有効標本数

９
３
２
１
３
６
１
４

９
３
３
４
４
４
６
６

１

1００６

７
３
０
５
９
２
６
１

８
２
２
２
２
２
４
５

１ ２
０
２
６
４
４
５
３

１
１
１
１
１
２
１
１

1２３

7７

合計 487４０３１１６



7８

シンガポール調査の標本抽出の概要

シンガポール調査は、シンガポール任在の２０歳以上のシンガポール国籍の人を対象とし

た全国調査である。本調査では、世帯の層別２段無作為標本抽出し、さらに抽出された各

世帯で誕生日法により標本（個人）を決定し、個別面接聴取法（訪問面接法）により回答

を得た。本調査の計画標本に該当する数の大きさをあげることはできないが、有効回収標

本が１０００を越えることを目標とした。具体的な標本抽出の方法の詳細は、シンガポールの

MediaResearchConsultantsPteLtd（MRC）社と直接検討、確認し、調査遂行は同社と

の検討の上で一任した。その概要は以下の通りである。

ａ・母集団：シンガポールの全国に居住する２０歳以上のシンガポール国籍の人

ｂ・調査票：シンガポール調査は、シンガポールの人口センサス調査による民族の比率、

および調査会社（MRC）との打ち合わせから、３種類の調査票を用意した。３種類のす

べてに公用語である英語質問項目を記載し､その英語文に､それぞれ中国語(Mandarin)、

マレー語、またはタミル語訳を各項目ごとに並列表記した。調査票の内容は、「東アジ

ア価値観国際比較」調査の２００２年の日本語調査票と同じであり、それをバック・トラ

ンスレーションを経てシンガポール調査票とした（但し、一部~項目の内容を考え、シ

ンガポールに合わせて表現を変更している)。

ｃ，標本の大きさ：（有効）回収標本1037名

ｄ・調査時期：２００４年１２月２１日～2005年１月２４日

ｅ・標本抽出の方法と手続き：

①抽出台帳は､シンガポールの通商産業省統計局(theDepartmentofStatistics,Ministry

ofTradeandlndustry）世帯名簿（MasterListofHouses）のサンプリング・フレー

ムを用いている。

②世帯名簿は、２０００年の人口センサスにおけるすべての世帯が記載されており、更にこ

の名簿は、家計調査のために毎月更新されている。調査会社では、調査依頼があったと

きに最新版のサンプリング・フレームを採用している。

③個人（標本）の抽出にいたるまでの手続きとしては、前段階として層別２段抽出法によ

る世帯抽出、最終段階で各世帯での成人すべてからバースデイ法により個人を抽出して

いる。

④世帯抽出には､第１段が投票区(PollingDiStricts:PDS)､第２段が住宅ユニット(housing

units）による層別２段抽出が行われている。

⑤第１段の投票区（PDS）は、３つの主だった家屋タイプに層別化されており、それぞれ

は「PublicHousingGIDB)」、「PrivateHousesandApartments」、「Others

（Attap/ZincroofbdhousesandShophouses)」と呼ばれる。垂墓匡は、各投票区（PD）



⑥

⑦

ｆ、

ｅ、

の世帯数の大きさに準じた確率比例抽出によって選ばれる。（第１段サンプリング）

第２段の住宅ユニット（housingunits）は、「detached｣、「semi-detached｣、「terrace

houses｣等といった複数の住宅タイプに層別されている｡住宅タイプの詳細については、

別紙の資料を参照されたい。住宅ユニットは、層別化された各投票区において、無作為

に出発点（ランダム・ウオークのスタート地点）を決め、系統（等間隔世帯毎）抽出に

よって選ばれる。（第２段サンプリング）

２０歳以上の回答者（標本）の抽出は、前段階で抽出された各世帯において、調査日に

最も誕生日が近く、かつすでに誕生日を迎えた人を抽出するバースデイ法を用いている。

調査員:本シンガポール調査で､調査にあたった調査員の総数は４７名である。中国系、

マレー系、インド系の調査員によって、さまざまな母語を話す各回答者に対応した。調

査は、個別面接聴取法でおこない、調査にかかった時間は、一人あたり平均約４０分で

あった。

調査状況：調査員が各世帯に赴き、世帯において調査協力への同意が得られた割合は、

約２０％であった。そのうち、さらにバースデイ法により抽出された個人のレベルでの

調査成功率は約３３％であった。

〃



琶

3.単純集計国際比較表 a・東アジア国際比較表（日本、北京、上海、香港、台湾、韓国、シンガポール）

Ｑ１

Ｑ２

Ｑ３

Ｑ４ａ

ＫＳ

Ｃｏｍｍｍ

code

#4．１１

#4．１０

#4．８０

#2.80a

modified

変更

RespectfbrAncestors

ChildAdoption

IdeaINumberofChiIdren

HEALTH－

Headaches/Migraines/(Heavy）

#sampIe

l)MorcThantheAverBge

2)LessThantheAverage

3)Average

8)Other

9)Don，tKnow

SIng

l)WouldAdopt

2)WouIdNotAdopt

3)Depends

8)Other

9)Don，tKnow

mIssIng

０

１

２

３

４

５

６

７

ｏｖｅｒ８

9)Don，tKnow

l)Yes

2)NＣ
■●

mlsSIng

Japan Beiiing

787 1０６２

41.2 41.4

9.3 3.8

47.6 54.0

０．１

1.4 0.8

0.4

1２．６ 1７．９

49.7 61.3

32.0 1８．５

0.3

4.8 2.4

0.6

5.7

2.2 38.5

45.4 50.9

45.1 3.4

3.0 0.7

０．６

3.7 0.8

20.5 30.4

79.0 69.6

0.5

CountryorRegion

Shan帥aｉ
Hong-

Kong
Taiwan

1０５３ 1057 732

43.5 27.4 27.3

2.8 9.1 4.2

52.8 61.1 68.0

０．１ ０．１

0.8 2.3 0.4

28.1 1６．７ 1７．９

5４ ０ 69.9 66.8

1５ ４ 9.4 1１．１

０７

１８ 4.0 4.1

０．１

1.4 1.6 1.8

3８ ４ 9.6 6.1

5６ １ 75.8 60.1

１７ 7.2 24.3

０６ 2.3 5.1

０１ ０．６ 0.3

0.4 0.5

0.2

０．１

1.7 2.4 1.6

29.2 32.1 25.0

70.7 67.9 74.9

0.2 ０．１

South

Korea

1００６

59.6

1１．１

28.8

0.4

28.2

49.5

1９．８

0.3

2.2

0.8

5.9

55.5

27.9

6.7

2.0

0.3

０．２

０．８

45.2

54.8

Singa-

pO”

1０３７

54.4

1２．０

31.1

2.5

36.0

38.8

20.8

4.4

０．７

３０

５１ ４

2６ ０

1３ ７

1.8

1.4

0.2

1.8

24.1

75.1

0.8

陸gend

０．０…round＠．０．０

…ｎｏｏｎｅ

ｂｌａｎｋ(gray)cen・・・no

categoryintheoriginal

quegtionnaireofthe

country（orregion）

1),2),3)etc…thecategory

numberintheoriginal

que8tionnaireofthe

country(orregion）

記号の説明

０．０．．．四捨五入して０．０

－…該当者０人

ブランク（灰色）…もともと

回答肢が設けられていない

1),2),3)等…各国調査票での

もとの回答肢番号



Ｑ４ｂ

Ｑ４ｃ

Ｑ４ｄ

Ｑ４ｅ

Q４

other

Ｑ５

Ｑ６

2９

#2.80b

modified

変更

#2.80ｃ

#2.80d

modified

変更

#2.80ｅ

ｍｏｄ編eｄ

変更

#2．３９

#1.8

HEALTH-Backaches

HEALTH-Nervousness

HEALTH-Depression

HEALTH-Insomnia

HEALTH-Other/Don'ｔＫｎｏｗ

HeaIthSatisfも

Class

l)Yes

2)NＣ

mlssIng

l)Yes

2)NＣ

mlssIng

1)Yes

2)NＣ

mIss1ng

l)Yes

2)NＣ

ｍｌｓｓｍｇ

8)Other

9)DＫ

l)VerySatisfied

2)FairlySatisfied

3)FairIyDissatisfied

4)VeryDissatis5ed

8)Other

9)Don，tKnow

1)Upper

2)UpperMiddle

3)Middle

4)LowerMiddle

5)Lower

8)Other

9)Don'tＫｎｏｗ

mlssIng

Japan ＢeＵｍｇ

33.8 41.9

65.7 58.1

0.5

20.6 30.4

78.9 69.6

0.5

6.9 29.0

92.5 71.0

0.6

１１．１ 33.8

88.1 66.2

0.9

0.3 0.5

0.4

1３．５ 1１．９

62.6 62.1

1６．１ 1９．３

6.0 6.7

0.5

1.3 ０．１

1.3 2.3

10.4 1０．６

56.2 51.2

23.3 25.7

5.7 9.0

０．１

2.9 1.1

０．１

Shan帥aｉ ＨＫ Taiwan S,Korea
Singa-

ｐＯｒｃ

34.2 36.1 36.2 49.2 20.6

65.5 63.9 63.7 50.8 78.6

0.3 ０．１ 0.8

20.8 29.4 1２．６ 24.7 7.2

79.0 70.6 87.3 75.2 92.0

0.2 0.1 0.1 0.8

1９．４ 28.5 1２．３ 27.6 9.2

80.4 71.5 87.4 72.4 90.1

0.2 0.3 0.8

31.6 32.3 27.5 24.8 1１．１

68.2 67.6 72.3 75.2 88.1

０．２ 0.1 0.3 0.8

0.4 1.1 １．０ 0.8 3.0

0.2 0.2 ０．１ 0.8

1４．４ 8.4 8.6 8.1 32.1

61.0 7０ ７ 67.3 46.6 58.9

20.4 1７ ４ 1８．３ 33.0 6.7

4.0 ３０ 5.1 11.6 2.1

0.1 ０２

０．１ ０．３ 0.7 0.7 0.2

0.4 ０．１ 0.4 0.7 0.9

1０．０ 5.7 8.9 6.2 5.5

56.4 49.6 64.5 45.9 76.5

24.6 32.9 1８．６ 29.7 1２．２

7.6 10.9 3.1 1６．７ 4.2

0.2

0.9 ０．９ 4.5 0.8 ０．７



R：

Q７ #7．８１ ＭｏｎｅｙｏｒＦｒｅｅＴｉｍｅ

Q８ #2.8 ContinuingWorkinSpiteof

EnoughMoney

Q９ #7．２４ TheFirstConditionfbrOne'ｓ

ownＷｏｒｋ

Ｑ１０ａ #2．３０ ANXIETY-SeriousIllness

l)MoreMoney

2)MｏｒｅＦｒｅｅＴｉｍｅ

8)Other

9)Don，tKnow

mlssIng

l)ContinuetoWork

2)StopWo水ing

8)Other

9)DonqtKnow

９

l)GoodSaIary

2)SafbJob

3)PeOpIeYouLike

4)DOinganImportantJob

8)Other

9)Don'tＫｎｏｗ
●●

mIssIng

l)VeryＭｕｃｈ

2)Somewhat

3)SIightly

4)NotatAIl

8)Other

9)Don，tKnow

mlsslng

Japan ＢeUIng

55.1 72.3

33.8 24.0

4.7 1.7

6.1 1.9

0.3 ０．１

54.3 72.3

3４ ８ 25.1

１７ 0.4

８６ 2.2

０６

1４．９ 1７．９

2３ ６ 1８ ６

2７ ７ 2６ ８

2５ ７ 3３ ５

１８ １４

６１ １７

0.3

1２．８ 34.6

22.7 23.2

47.1 24.0

1６．６ 1７．３

０．１

0.5 0.8

０．１ 0.1

Shan助aｉ HＫ Taiwan Ｓ･KorGa
Singa-

pOre．

72.8 65.6 71.2 63.7 47.7

23.5 29.3 26.9 33.6 41.4

1.8 2.4 1.1 8.4

1.9 2.7 1.9 1.6 2.5

71.3 66.0 71.9 71.8 67.7

26.9 31.7 26.1 27.1 27.6

0.9 0.3 0.1 0.1 2.5

０．９ 2.0 1.9 1.0 2.2

31.1 22.6 33.1 30.4 27.3

20.1 1８．０ 1６．３ 1９．５ 2８ ６

23.8 2９ ２ 22.5 28.3 1８ ３

23.6 2６ ４ 24.9 21.3 2３ ０

0.2 ０６ 0.2 ０８

1.2 ３２ 3.3 0.3 ２０

25.1 55.8 23.8 4.5 66.2

18.6 25.4 30.5 14.8 1８．５

29.4 1２．６ 33.2 51.9 8.4

26.0 4.9 1１．６ 27.8 6.1

0.2 0.3 0.4

０．７ 0.9 １．０ 1.0 0.4



Japan ＢeUIng Shan帥aｉ HＫ Ｔａｉｗａｎ Ｓ・Korea
Singa-

pO”

Ｑ１０ｂ #2.30.ANXIETY-CarAccident l)VeryＭｕｃｈ 1４．９ 28.2 1６．８ 58.4 24.0 5.5 51.7

2)Somewhat 26.9 21.3 1７．０ 21.4 29.4 1７．１ 23.7

3)SlightIy 48.0 23.8 27.4 1１．７ 35.5 47.3 1２．０

4)NotatAlI 8.9 25.4 37.7 6.9 1０．１ 28.8 1０．６

8)Other 0.5 ０．１ 0.5 1.0

9)Don'tＫｎｏｗ 1.3 0.5 １．０ ､1.5 1.0 0.8 1.1

mlssIng 0.3

Ｑ１０ｃ #2.3oｆ ＡＮＸＩＥＴＹ－Ｗａｒ l)VeryＭｕｃｈ 1０．７ 1９．９ 1２．０ 44.8 23.2 2.9 45.2

2)Somewhat 1６．５ 1２．７ 9.9 22.3 21.6 1０．３ 1６．９

3)SIightIy 41.9 1８．９ 1４．８ 1８．４ 25.0 38.1 1４．１

4)NotatAIl 25.4 46.0 60.1 1１．３ 28.0 44.6 21.6

8)Other 0.4 0.3 0.6 0.3 0.7 0.9

9)Don'tＫｎｏｗ 5.0 2.1 2.7 2.9 2.2 3.4 1.4

mlssIng ０．１ 0.2

Ｑ１１ａ EXIST-GodortheBuddha l)TherBis 30.7 1２．１ 1３．９ 42.7 48.1 28.8 70.4

2)TherBMightbe 43.6 20.3 26.1 33.2 38.1 29.8 1７．８

3)TherBisNot 20.8 65.7 58.2 21.6 9.7 34.7 7.1

9)Don'tＫｎｏｗ 4.8 1.8 1.8 2.6 4.1 6.7 4.6

Ｑ１１ｂ EXIST-TheOtherSide l)Thereiｓ 1５．５ 5.9 7.5 31.8 31.0 20.5 47.8

2)TherBMightbe 39.3 1４．８ 22.8 28.2 44.1 30.9 24.1

3)TherBisNot 33.2 76.8 64.5 30.0 1５．８ 36.8 1６．５

9)DonqtKnow 1２．１ 2.4 5.2 1０．０ 9.0 1１．８ 1１．６

mlss1ng ０．１

Ｑ１１ｃ EXIST-TheSouI lｍ１ｅｍｉｓ 27.1 １３．１ 9.4 40.4 39.6 28.0 54.8

2)The幅Mightbe 42.3 1９．０ 25.3 28.9 39.9 36.9 24.1

3)TherBisNot 21.9 66.0 61.4 25.0 1３．９ 27.3 13.6

9)Don・tKnow 8.5 1.9 3.9 5.7 6.6 7.8 7.5

mIsslng 0.3

宝



壁

Ｑ１１ｄ

Ｑ１１ｅ

Ｑ１１ｆ

Ｑ１１ｇ

Ｑ１２ａ #5.81a

modified

変更

EXIST-TheDevil

EXIST-Hell

EXIST-HeavenorParadise

EXIST-Sin

IＭＰＯＲＴＡＮＣＥ一Immediate

FamilyandChildren

1)TherBis

2)ThereMightbe

3)TherBisNot

9)Don'tＫｎｏｗ
●●

mIsSIng

1)The”iｓ

2)TherBMi帥tbe

3)TherDisNot

9)Don，tKnow
●●

mlssIng

1)The”iｓ

2)TherBMightbe

3)TherBisNot

9)DonfKnow

mlssIng

l)TherBis

2)TherBMightbe

3)TherBisNot

9)DontKnow

miss､９

１pｏ nt(Notimportantatall）

２pｏ nｔ

３pｏ nｔ

４pｏ nｔ

５pｏ nｔ

６pｏ nｔ

７pｏ nt(VeIyimportant）

8)Other

9)Don,tKnow

Japan ＢeUIng Shan帥aｉ

5.6 4.0 4.0

23.6 9.1 14.9

56.5 84.4 77.1

1４．０ 2.4 4.0

0.3

8.3 4.0 5.2

25.8 10.5 15.3

52.6 82.9 74.9

1３．３ 2.6 4.6

０．１

1３．２ 4.1 7.1

33.4 1３．３ 1９．２

40.7 80.3 68.9

1２．７ 2.2 4.8

０．１

1０．９ 8.2 8.6

3０ ２ 16.6 17.9

4４ １ 70.6 67.6

・１４ ５ 4.6 5.8

０３

1.1 0.9 0.4

0.4 0.5

0.5 0.4 0.2

3.6 2.3 1.2

4.7 4.5 5.2

9.1 6.4 1１．４

80.1 84.5 81.2

0.1

0.5 0.5 0.4

ＨＫ Taiwan S・Korea
Singa-

p0幅

25.2 22.8 1９．５ 42.4

24.5 34.7 25.4 24.9

43.0 32.8 43.8 22.5

7.3 9.7 1１．２ 1０．２

27.9 29.9 20.0 51.6

25.6 40.4 25.8 23.3

38.3 20.4 42.7 1６．４

8.1 9.3 1１．４ 8.7

29.7 29.8 22.7 54.6

26.5 40.4 28.9 22.8

35.7 20.4 38.5 1４．９

8.1 9.4 9.9 7.8

35.1 28.3 22.7 59.9

2６ ２ 44.0 29.6 23.5

３２ １ 19.4 37.5 1１．０

６５ 8.3 1０．２ 5.6

０１

0.4 0.7 0.5

０１ ０．７ 0.5 0.2

０４ ０３ 0.5 0.3

４３ １８ 1.4 0.8

1０ ４ ５９ 3.6 1.8

15.9 1１ ７ 6.0 7.4

67.9 7９ ４ 87.4 85.3

0.3

０．７ 0.3 3.4



Japan Ｂeｕｍｇ Shan帥aｉ ＨＫ Taiwan ＳＫｏｒｓａ
singa-

ｐＯｒｅ

Ｑ１２ｂ #5.8lｂ IMPORTANCE-CareerandＩpｏ nt(Notimportantatall） 1.7 3.5 1.2 2.2 0.5 0.4 3.4

Ｗｏｒｋ ２pｏ nｔ 1.4 1.1 0.6 0.9 ０．７ 0.4 2.6

３pｏ nｔ 2.0 2.0 0.9 3.5 2.3 0.6 2.1

４pｏ nｔ 1２．６ 6.1 5.4 1１．０ 7.4 3.4 7.2

５pｏ nｔ 1６．１ 1２．９ 9.9 24.1 1８ ９ 9.1 1２．２

６pｏ nｔ 1７．２ 26.6 34.1 25.4 2６ ８ 1９．０ 21.3

７pｏ nt(Veryimportant） 44.9 47.0 47.2 31.8 4２ ８ 66.9 47.9

8)Other 0.3 0.4 0.2 ０１ 0.1

9)Don'tＫｎｏｗ 3.9 0.4 ０．７ 1.0 0.5 0.2 3.2

mlssIng 0.1

Ｑ１２ｃ #5.81ｃ IＭＰＯＲＴＡＮＣＥ－ＦｒｅｅＴｉｍｅａｎｄ Ｉpｏ nt(Notimportantatall） 0.8 4.6 1.5 1.2 0.3 0.5 0.4

ReIaxation ２pｏ nｔ 0.9 3.2 1.9 1.1 0.8 0.8 0.7

３pＯ nｔ 2.2 7.1 6.3 5.5 2.3 0.5 2.6

４pｏ nｔ 1８．７ 1６．３ 1６．３ 1８．０ 1２．３ 4.6 8.2

５pｏ nｔ 20.5 2４ ９ 26.0 28.9 23.1 1５．１ 1８．７

６pｏ nｔ 20.3 2０ ８ 30.8 20.2 25.7 2３ ２ 28.4

７pｏ nt(Veryimportant） 36.2 2２ ５ 1６．８ 24.4 35.5 5５ １ 40.8

8)Other ０２ ０．１ 0.2 ０２ ０．１

9)Don'tＫｎｏｗ 0.5 0.3 0.3 0.5 ０１ 0.2

missi、９ 0.2 0.1

霞



急

Ｑ１２ｄ #5.81.

Ｑ１２ｅ #5.81ｅ

IMPORTANCE-Friendsand

acquaintances

IＭＰＯＲＴＡＮＣＥ－ParBnts，

Brothers，SisteraandOther

ReIatives

Ｉpｏ nt(Notimportantatall）

２pｏ nｔ

３pｏ nｔ

４pｏ nｔ

５pｏ nｔ

６pｏ nｔ

７pｏ nt(Veryimportant）

8)Other

9)Don，tKnow

Sｉｎｇ

１pｏ nt(Notimportantatall）

２pｏ nｔ

３pｏ nｔ

４pｏ nｔ

５pＯ nｔ

６pｏ nｔ

7point(Ve【ｙimportant）

8)Other

9)Don，tKnow

mlssIng

Japan ＢeUIng

0.8 1.9

0.5 1.5

2.2 5.0

1０．９ 1６．０

1８．２ 24.9

27.7 26.2

38.8 24.5

１．０

０．１

1.3 ０．７

０５ 0.8

０３ 2.3

５８ 4.3

1１ ８ 1０ ５

22.6 2３ ４

57.2 5７ ３

０５

0.4 ０１

0.1 ０．１

Shan帥aｉ ＨＫ Taiwan S・ＫｏｒＧａ
Singa-

pOrB

0.2 0.5 0.1 0.4 0.6

1.1 0.9 0.4 0３ 1.2

3.6 5.2 4.4 １４ 2.3

1２．６ 17.2 19.0 ５１ 8.3

26.1 30.7 28.0 1４ ３ 1８．５

36.7 2５ ３ 23.4 23.5 28.2

1９．６ 2０ ０ 24.7 54.8 40.8

０１ 0.2 0.1

0.1 ０３ ０．１ 0.1

0.5 0.4 0.6 0.1

０６ ０４ 0.1 ０４ ０６

０８ ０９ ０７ ０４ ０６

４１ ６１ ５２ １５ １４

1０ ５ 1４ ４ 1５ ４ ５５ ８３

2８ ５ 26.5 2４ ９ 1５ ３ 1６ ４

5４ ８ 51.1 5３ ７ 7６ ２ 7２ ５

０２ 0.2 ０１ ０１

０．１



酌
、

Japan Beijing Shan帥aｉ ＨＫ Taiwan S・Korea
Singa-

ｐｏｒｅ

Ｑ１２ｆ #5.81ｆ IＭＰＯＲＴＡＮＣＥ－ＲｅｌｉgIon Ｉpｏ nt(Notimportantatall）

２pｏ nｔ

３pｏ nｔ

４pＯ nｔ

５pＯ nｔ

６pＯ nｔ

７pＯ nt(VeIyimportant）

8)Other

9)DonqtKnow

ｍＩｓｓ nｇ

20.8

1２ ３

1３ ３

2４ ５

1１ １

５３

８０

０３

４２

0.1

56.7

1１．９

１１．１

7.5

4.6

3.7

2.6

1.8

０．１

40.1

1７．５

1１．８

1２．３

8.8

5.4

3.5

0.1

０．６

23.6

1１．４

1３．９

21.2

10.7

8.1

9.5

0.1

1.5

5.5

8.6

1５．４

26.4

1９．１

1１．９

1２．３

0.8

1２．７

8.1

1１．１

1７．２

1３．６

1２．２

22.7

0.5

1.9

4.7

４９

４６

1２ ９

1４ ６

1７ ４

4０ １

０１

0.7

Ｑ１２ｇ #5.819IMPORTANCE-PoIitics 1pｏ nt(Notimportantatall）

２pｏ nｔ

３pｏ nｔ

４pｏ nｔ

５pｏ nｔ

６pｏ nｔ

７pｏ nt(Veryimportant）

8)Other

9)Don，tKnow

sIng

4.4

4.8

9.5

29.2

1９．６

1２．６

1６．０

０．１

3.6

０．１

1７．５

1０ ５

1２ ４

1７ ３

1４ ３

1１ ７

1５ ３

0.1

0.8

1１．５

1０．１

1２．３

21.6

21.5

1４．５

8.3

0.1

0.3

21.9

1２．８

1８．０

25.8

1１．７

4.9

3.0

０．１

1.8

1９．８

1６．１

20.2

20.5

1１．２

5.1

5.3

1.8

8.0

９１

1２ ６

1９ ０

1２ １

1２ ０

２１ ０

0.7

5.5

1２．７

1４．０

1２．９

22.2

1７．８

9.5

9.3

0.1

1.5

Ｑ1３ #2.3ｃ FamiIyLifeSatis6action l)CompleteIySatisfled

2)SomewhatSatisfied

3)NeutraI

4)SomewhatDissatisfied

5)CompIeteIyDissatisfied

8)Other

9)Don，tKnow

mIssIng

47.9

33.5

1１．２

5.6

1.4

0.1

0.3

73.2

1７．０

4.9

2.9

1.7

0.2

０．１

64.4

26.6

5.0

2.4

1.3

０．１

0.2

55.9

31.0

6.5

5.3

１．１

0.1

55.2

38.4

2.9

2.3

1.1

0.1

45.2

29.6

1１．２

9.9

3.7

0.3

42.7

47.9

6.1

2.7

0.6



8８

Ｑ1４ #2．８２ LifeSatis他ction

Ｑ1５ #7．１９ AbiIity,Uck,orReIationship？

modified

変更

Ｑ1６ #7.1 ScienceandHumanFeeling

Ｑ1７ #8.ｌｂ PoIiticaILeaders

l)CompIeteIySatisfied

2)SomewhatSatisfied

3)Neutr画Ｉ

4)SomewhatDissatisfied

5)CompIeteIyDissatisfied

8)Other

9)Don,tKnow

l)AbiI忙yandEHbrt

2)U』ckandChance

3)ReIationshiponBIood,the

SameHometown，ｏｒＳａｍｅ

School

8)Other

9)DonmtKnow

mIssIng

l)Agree

2)DisagrBe

3)Undecided/ItDepends

8)Other

9)Don‘tＫｎｏｗ

l)Ag雨eｅ

2)DisagrBe

3)Undecided/ItDepends

8)Other

9)Don‘tＫｎｏｗ

Japan Beiiing

33.7 37.1

40.5 2８ ５

14.9 ７０

8.3 1４ ５

2.4 1２ ８

0.1

０．１ 0.1

60.1 52.8

23.1 34.3

1０．３ 7.7

１．１ 4.5

5.1 0.7

0.3

53.2 54.9

18.3 23.2

23.6 21.7

0.1

4.7 0.3

1３．５ 34.2

60.1 32.1

20.8 31.3

5.6 2.4

Shan帥aｉ HＫ Taiwan S・ＫｏｒＢａ
Singa-

p0幅

34.4 37.7 48.1 29.9 34.7

36.8 38.7 42.1 3５ ５ 5３ ６

7.3 6.5 3.3 ９４ ６４

11.4 1２．９ 3.8 1８ ４ ４２

10.0 4.0 2.6 ６６ １０

0.1

0.1 0.1 ０．１ 0.2 0.1

52.6 67.1 69.4 60.2 67.1

34.6 22.7 23.5 1４．８ 1５．４

7.9 7.8 3.3 22.7 1０．４

3.5 0.2 0.8 0.3 4.5

1.4 2.3 3.0 2.0 2.5

60.2 75.9 83.5 80.3 75.5

2４ １ 1２．５ 1０．５ 11.1 1３．７

1４ ３ 1０．１ 4.9 6.8 7.8

０３

１０ 1.5 1.1 1.8 3.0

30.2 36.7 34.7 36.3 36.5

38.9 45.2 35.1 51.6 45.2

26.8 1１．７ 22.1 9.8 1３．９

4.1 6.3 8.1 2.3 4.4



Ｑ1８ #7.2 MechanizatiOnandHuman

modifiedFeeling

変更

Ｑ1９ #4．３０ HomeisReIaxingPlace

Ｑ2０ #4．３２ MamageisPermanent

Ｑ2１ #2.5 ＭａｎａｎｄＮａｔｕｒｅ

君

l)Agree

2)DisagrBe

3)Undecided/ItDepends

8)Other

9)Don，tKnow

missiｎ９

l)Yes

2)NＣ

8)Other

9)DontKnow

sIng

1)Permanent

2)brokenOnIyunderSerious

circumstances

3)bｍｋｅｎ ｂｙ ＳｉｍｐＩｅ

AgrBementofthePartners

8)Other

9)DonqtKnow

mlss1ng

1)FoIlowNaturB

2)MａｋｅＵｓｅｏｆＮａｍｒｅ

3)ConquerNaturB

8)Other

9)DonotKnow

Japan ＢeＵｍｇ

36.5 37.0

33.4 36.5

25.2 25.6

０．１

4.8 0.7

0.2

74.8 70.4

1９．９ 28.5

1,3

3.9 0.8

0.2

23.5 1６．７

43.3 50.1

26.8 30.6

0.9 0.8

5.5 1.7

0.1

40.3 34.8

38.9 38.5

5.7 24.5

1.9 1.1

13.2 １．０

Shanghai ＨＫ

34.7 44.7

45.1 40.6

1８．７ 1１．９

0.1

1.4 2.7

73.8 78.7

24.7 1９．３

0.9 0.5

0.6 1.4

０．１

1３．６ 1６．３

5２２ 46.4

32.0 34.2

0.5 0.3

1.7 2.9

26.1 35.4

45.6 44.7

25.5 1４．１

0.4 0.1

2.5 5.8

Taiwan Ｓ､Ｋｏｒｃａ

21.7 43.8

66.9 47.1

8.1 7.8

3.1 1.3

0.1

89.8 ９１．８

9.4 7.5

０．１

0.8 0.6

21.2 42.4

53.7 33.9

1９．９ 22.4

5.2 1.3

43.6 54.3

30.7 33.1

1５．７ 8.8

0.1

1０．０ 3.7

singa-

pOre

72.2

1５．２

8.3

4.2

85.6

1３．５

0.3

0.6

57.6

３１．５

5.6

0.8

4.5

49.7

33.6

4.4

1.3

１１．１

シンガポールの調査に

おいてのみ、選択肢の

１，２番における括弧内

の内容が日本版と入れ

替わっている。



（。
｡

Ｑ2２

Ｑ２３ａ

Ｑ２３ｂ

Ｑ２３ｃ

Ｑ２３ｄ

Ｑ2３

other

Ｑ２４ａ

#7.4

#5．１．

#5．１．

#5．１．

#5．１．

#5.1Ｃｌ

IndividualsorCountry

TＷＯＩＭＰＯＲＴＡＮＴＴＨＩＮＧＳ－

RespectfbrParents

TＷＯＩＭＰＯＲＴＡＮＴＴＨＩＮＧＳ－

RepayingPeopIe

ＴＷＯＩＭＰＯＲＴＡＮＴＴＨＩＮＧＳ－

ＲｅｓｐｅｃｔｆｂｒｔｈｅＲｉｇｈｔｏｆｔｈｅ

Individual

ＴＷＯＩＭＰＯＲＴＡＮＴＴＨＩＮＧＳ－

ＲｅｓｐｅｃｔｆｂｒｔｈｅＦｒｅｅｄｏｍｏｆｔｈｅ

Individual

TＷＯＩＭＰＯＲＴＡＮＴＴＨＩＮＧＳ－

Other／Don,tKnow

EmpIoymentofReIative

l)MakingIndividuaIsHappy

2)ImprovingtheCountry

3)SameThing

8)Other

9)DonqtKnow

missi､９

l)Yes

O)NＣ
e●

mlssIng

l)Yes

O)NＣ
●●

mlssIng

l)Yes

O)NＣ

mlssIng

l)Yes

O)NＣ
■●

mlssIng

8)Other

9)Don'tＫｎｏｗ

l)OnewiththeHighest

Grade

2)YourRelative

8)Other

9)Don'tＫｎｏｗ

Japan

30.1

19.8

４１．６

0.4

8.0

０．１

77.4

20.3

2.3

58.6

39.1

2.3

25.5

72.2

2.3

33.9

63.8

2.3

0.3

2.3

67.3

1８．８

1.9

1１．９

Beiiing Shan帥aｉ HＫ Ｔａｉｗａｎ S・KorCa
Singa-

pore

4.7 4.8 8.6 8.7 36.3 25.9

4９ ２ 55.6 27.2 25.1 26.7 33.5

4５ ４ 38.9 62.1 60.8 35.4 32.6

０４ 0.3 ０．１

０４ 0.4 2.2 5.3 1.6 7.9

87.9 89.4 80.2 89.5 84.4 90.3

1２．１ 1０．４ 19.2 9.6 1５．６ 9.0

０．２ 0.6 1.0 0.8

56.5 55.9 44.9 61.5 51.1 53.6

43.5 43.9 54.5 37.6 48.9 45.6

0.2 0.6 １．０ 0.8

32.2 34.9 29.2 25.8 30.9 32.8

67.8 65.0 70.2 73.2 69.1 66.4

0.2 0.6 1.0 0.8

23.4 1９．５ 43.4 20.2 28.2 21.2

76.6 80.3 56.0 78.8 ７１．８ 78.0

0.2 0.6 1.0 0.8

０．３ 0.6 0.3

0.1 ０．１ 0.6 0.8 0.6 ０．８

79.2 79.0 66.2 70.4 77.3 73.5

1５．９ 1８．７ 30.5 20.6 1９．５ 18.0

1.9 ０．９ 0.8 0.4 ０．７ 2.4

3.0 1.3 2.6 8.6 2.5 6.1



Ｑ２４ｂ #5.ｌｃ２ EmpIoymentofBenefもctor

Ｑ2５ #5.6 TypeofBossPrefもrＴｅｄ

Ｑ2６ #2．１２ PeopIeHelpfbIMostoftheTime

Ｑ2７ #2.ｌ２ｂ MostPeopIeFair

Q2８ #2.ｌ２ｃ MostPeopIeTrustworthy

篭

l)OnewiththeHighest
Grade

2)SonofYourBene値ctor

8)Other

9)Don'tＫｎｏｗ

ｍＩｓｓｍｇ

l)NeverDoesAnythingfOr

YouPersonalIy

2)LooksafterYouPersonall

8)Other

9)Don･tKnow

mIssIng

1)TrytoBeHeIpfUI

2)LookoutfbrThemseIves

8)Other

9)Don，tKnow

l)TakeAdvantage

2)TｒｙｔｏｂｅＦａｉｒ

8)Other

9)DontKnow

l)CanBeTrusted

2)Can・tBeTooCarefUI

8)Other

9)Don，tKnow
Ｄｅ

ｍＩｓｓＩｎ９

ｙ

Japan

44.1

39.9

1.9

1４．０

0.1

1４．２

75.9

0.5

9.4

35.8

45.7

2.4

1６．０

30.5

54.5

1.4

1３．６

40.5

44.5

2.8

11.8

０．４

Beijing Shanghai ＨＫ Taiwan S､Korea
Singa-

pOre

59.3 54.4 46.7 52.9 55.2 55.3

35.7 43.2 48.4 38,4 41.1 36.5

2.2 1.1 0.9 0.4 1.0 2.1

2.8 1.2 4.0 8.3 2.8 6.2

21.8 1８．７ 1１．１ 1９．３ 1５．３ 23.4

72.4 76.3 86.0 67.1 82.9 70.9

2.8 1.2 0.3 0.3 0.1 １．０

2.9 3.8 2.6 1３．３ 1.7 4.7

0.1

61.6 58.9 36.4 38.4 58.4 51.2

36.1 37.3 58.5 57.2 39.1 43.6

0.7 2.1 0.9 0.1 ０．１ 1.2

1.7 1.7 4.2 4.2 2.4 4.1

33.5 21.6 49.2 30.2 49.1 41.5

53.0 64.8 45.6 57.5 44.7 52.3

8.2 5.8 0.6 0.4 ０．１ 1.4

5.3 7.9 4.6 1１．９ 6.1 4.8

35.5 33.0 1８．６ 1３．５ 28.1 33.3

62.5 65.3 80.2 82.9 69.2 59.5

1.0 1.0 ０．１ 0.3 0.6 1.5

０９ ０．７ １．０ 3.3 2.1 5.7



篭

Ｑ２９ａ

Q29b

Ｑ２９ｃ

Ｑ２９ｄ

#7．８３

modified

表記の

み変更

#7．８４

#7．８５

modified

表記の

み変更

SＣＩＥＮＣＥＡＮＤＴＥＣＨＮＯＬＯＧＹ－

IlInessTreatment

SＣＩＥＮＣＥＡＮＤＴＥＣＨＮＯＬＯＧＹ－

Unde庵tandingtheHumanMind

ＳＣＩＥＮＣＥＡＮＤＴＥＣＨＮＯＬＯＧＹ－

ＲｅｓｏＩＵｔiｏｎｏｆＳｏｃｉａＩａｎｄ

EconomicPmbIems

SＣＩＥＮＣＥＡＮＤＴＥＣＨＮＯＬＯＧＹ－

LivingontheMars

l)StmnglyAgrBe

2)Agr⑧etoSomeExtent

3)DisagrBetoSomeExtent

4)StmngIyDisagree

8)Other

9)DonfKnow

l)Stmn副ｙＡ廓Bｅ

2)AgreetoSomeExtent

3)DisagrBetoSomeExtent

4)StrOnglyDisagree

8)Other

9)Don'tＫｎｏｗ

mlssIng

l)StmngIyAgrBe

2)AgreetoSomeExtent

3)DisagmetOSomeExtent

4)StmngIyDisagree

8)Other

9)Don'tＫｎｏｗ
●●

mIsSIng

l)StmnglyAgmee

2)AgrEetoSomeExtent

3)DisagrEetoSomeExtent

4)StmngIyDisagr6e

8)Other

9)Don'tＫｎｏｗ

Japan

18.4

49.3

16.8

6.5

1.1

7.9

1.9

9.5

52.9

28.6

０．１

6.9

0.1

1.4

９１

5９ ６

2１ ９

０４

7.2

0.4

1.9

1８ ９

4１ ８

1８ ７

０３

18.4

Beijing Sh8nghai ＨＫ Taiwan S･ＫＣ”ａ
Singa-

ｐＯ”

11.8 9.4 1２．８ 1７．２ 7.0 21.1

56.0 50.1 6０ ４ 54.0 63.5 63.5

26.3 27.6 1８ ４ 19.9 1９．７ 7.9

4.0 8.1 ３１ 2.5 6.3 2.2

1.2 ０２

2.0 3.5 5.2 6.4 3.6 5.3

4.3 5.6 3.3 8.9 2.5 1０．７

3５ ０ 2６ １ 30.7 36.3 25.0 45.7

4５ ７ 4９ ７ 4４ ３ 35.4 47.3 20.3

1２ １ 1１ ５ 1５ ０ 9.4 20.9 1２．８

０１ １５ ０２

2.8 ５６ ６５ 1０．０ 4.3 1０．４

7.3 6.9 3.8 5.2 4.2 7.1

4７ ７ 3７ ４ 32.7 39.3 35.1 48.7

3８ ７ 4１ ３ 47.5 40.3 46.6 25.1

４９ ８９ 1１．０ 6.8 9.5 1１．０

０３ ０９ 0.3 ０．１

１０ ４５ 4.7 8.3 4.5 8.1

5.1 8.1 4.6 4.9 3.2 5.3

4５ ３ 42.1 36.4 39.5 39.5 36.8

3５ ６ 31.9 32.1 32.8 36.2 20.3

７６ 4.2 13.5 6.8 1１．９ 27.3

０１ 2.1 ０．１

６３ 1１．７ 13.2 1６．０ 9.2 1０．３



’
６

忠

Ｑ３１ａ

Ｑ３１ｂ

Ｑ3２

Ｑ3３

#3.1ａ

#3.ｌｂ

#3.2

#3.3

ReligiousFaith

Religions

※【国別質問】ブランクは、各調

査票で設定されていない回答

肢

※日本はキリスト教は一回答

肢､その他はカトリックとプロテ

スタント(キリスト教)は二回答

肢

religiousheart

AllReIigionsSame

l)Yes

2)NＣ

ｍＩｓｓＩｎｇ

Buddhism

Shintoism

Christianity

Ｃａｔｈ

Protestant(Christian）

IsIamism

Taoism

l-Kuan-Tao

Confucianism

TheChondokyoreligion

Hinduism

Puniabi／Sikhism

Other

Don,ｔＫｎｏｗ．

ｍＩｓｓＩｎｇ

l)Important

2)NotlmpoItant

8)Other

9)Don'tＫｎｏｗ

ｍＩｓｓＩｎｇ

l)Agree

2)Disagree

8)Other

9)Don'tＫｎｏｗ

ｍＩｓｓｌｎｇ

Japan

24.4

75.6

1）２０．５

2）１．１

3）１．０

灘撚Ｉ
臓細蒋踊
’５蕊
，Ｌザ．垂了引

画■■

Ｔｌ

■■

；織蕊
溌溌鴬
鱗蕊

醗誕

鼠欝澱
8）１．４

9）０．４

75.6

66.5

1６．８

2.3

1３．９

0.6

47.1

23.3

0.6

28.5

0.5

Beijing

9.2

90.7

０．１

1）５．３

■
□

2）０．６

3）１．３

4）１．５

;駕欝

Ｋ騨蕊
Ｐ剛

『鍵獄

職

鰹:鰯
8）０．４

9）０．２

90.8

34.6

58.9

1.0

5.0

0.6

55.2

30.4

1４．４

脚

湿蹴獣ｉｆ

P

錘

蕊謹

Shanghai

1９．１

80.9

1）１５．５

繊雛澱
函躍

2）０．８

3）２．４

4）０．４

!"跡溺
蝿:

画 隠B‐

翻溌認

|煎溌蝋

鰯騨驚
!:"ず溌蕊
8）０．１

9）一

80.9

42.4

41.3

2.8

1３．５

58.1

24.3

0.9

1６．６

鰯；

０６

7.2

０．１

60.6

30.9

0.4

8.0

ＨＫ

34.0

66.0

1）１６．０

磯蝋撫
■ ､手?一両Ｆ

ｆ

Ｉｕ

2）４．２

3)１２．３

4）一

ｌ“雛

卜識

繍患瀞
岬議雑
『画

8）１．３

9）０．２

66.0

60.5

31.7

､■

§ｒＦ

５ｑ理

職 戦

鯉

Taiwan

74.9

25.1

1）３３．７

『罷鋤Ｉ

麗識

2）０．５

3）３．１

4）一

5)３４．２

6）２．０

ﾘ蕊職Ｗ
牌-．鐸
一シ●

ニタガロ&上客!

瀞灘１
．:が1.1

8）０．５

9）０．５

25.2

7３．９

1９．１

0.3

6.7

76.1

1７．１

6.8

S･Korea

50.5

49.5

1）２１．０

＃識:恩
■

農

3）６．２

2)２１．６

I窪私：

『灘Ｉ
瀞薩塞瀞1...Ｉヨ

4）０．６

5）０．２

灘

聯 蓬

8）０．９

9）０．１

49.5

74.2

1８．３

7.6

72.8

1９．６

7.7

､．、麺ﾛ：

Singa-

pｏｒｅ

79.5

20.5

1）３２．８

鱗』

3)１５．７

6）１．８

挫蝋

4)１３．７

2）７．７
唾斬創

腿l識！

#灘、

盤蕊篭
5）６．６

7）０．８

8）０．３

9）０．１

２０．５

75.6

1６．４

2.9

5.1

77.7

1７．７

4.5



鐙

Japan ＢｅU1ng Shanゅaｉ HＫ Ｔａｉｗａｎ Ｓ・ＫＣ”ａ
Singa-

ｐＯｒＢ

Ｑ3４ ObservationofLaw l)WeShould

2)WeCannotHeIp

8)Other

9)Don，tKnow

32.5

52.6

1.0

13.9

65.9

33.1

０．１

0.9

72.0

25.9

1.3

０．８

54.0

４１．７

4.3

55.2

36.5

0.1

8.2

48.2

50.3

０．１

1.4

58.9

36.3

4.8

Ｑ3５ WrittenContr3ct l)CIosetoA'sOpinion

2)ClosetoB'sOpinion

8)Other

9)Don'tＫｎｏｗ

3.8

92.8

0.3

3.2

5.2

93.9

0.9

7.1

９１．２

0.1

1.6

8.8

89.3

1.9

1１．７

83.9

4.4

6.3

93.3

0.4

1４．８

82.4

０．１

2.7

Ｑ3６ StyIeofContmct l)CIosetOA'sOpinion

2)CIosetoB，sOpinion

8)Other

9)Don'tＫｎｏｗ
●●

mlssIng

5.8

90.2

0.4

3.4

０．１

3.4

95.7

0.9

7.7

90.3

0.3

1.7

1０．９

86.7

2.5

1１．３

83.7

0.1

4.8

1０．０

89.8

0.2

1２．８

84.4

2.8

Ｑ3７ EnvironmentofEconomy l)PmtectingtheEnvironment

2)EconomicGrDwth

8)Other

9)Don'tＫｎｏｗ
DD

mlssIng

63.4

1６ ０

３６

1６ ９

０１

87.8

1０．０

1.7

0.6

75.0

1８．０

5.7

1.2

51.9

42.4

0.5

5.1

0.1

47.0

3６ ２

１
． ９

1４ ６

０３

64.1

27.0

1.1

7.8

59.2

27.8

2.5

1０．５

Q4０ TrustandOperation 1)IＷＯｕｌｄＡｓｋＤｒＢ

2)IWouldDecide

8)Other

9)Don'tＫｎｏｗ

ｍＩｓｓｍｇ

36.2

51.0

1.9

1０．５

0.4

1６．７

79.8

1.7

1.5

0.3

19.9

78.1

0.7

1.3

1２．８

84.5

0.7

2.0

0.1

26.9

66.4

0.8

5.9

35.7

59.8

0.7

3.8

1９．２

75.4

1.4

4.1

Q41a TRUST(WVS'）一ReIigious

Organization

l)VeryＭｕｃｈ

2)SomeＷｈａｔ

3)NotVeryMuch

4)NotatalI

9)Don'tＫｎｏｗ

mlssIng

2.8

9.4

45.0

35.1

7.8

3.1

1６．９

42.3

33.7

3.7

0.3

7.8

20.9

43.8

22.7

4.8

9.7

49.2

28.5

8.6

4.0

1１．１

53.3

29.2

4.4

2.0

8.4

40.1

38.4

1１．９

1.2

23.9

57.6

9.5

2.4

6.7



Q41b TRUST(VＷＳ'）－Ｌａｗａｎｄ

JudgmentSystem

Q41c TRUST(VＷＳ'）－Newspaperb

Television

Ｑ４１ｄ TRUST(WVS,)－PoIice

Q41e TRUST(WVSツーAdministration

Q41f TRUST(WVS')－TheＤｉｅｔ

韻

l)VeryＭｕｃｈ

2)SomeＷｈａｔ

3)NotVeryMuch

4)Notatali

9)Don'tＫｎｏｗ

sIng

l)VeryＭｕｃｈ

2)SomeＷｈａｔ

3)NotVeryMuch

4)NotataII

9)Don9tKnow

l)VeryＭｕｃｈ

2)SomeＷｈａｔ

3)NotVeryMuch

4)Notatall

9)Don'tＫｎｏｗ

mIssIng

l)VeryＭｕｃｈ

2)SomeWhat．

3)NotVeryMuch

4)NotataII

9)Don'tＫｎｏｗ

mlssIng

l)VeryＭｕｃｈ

2)SomeＷｈａｔ

3)NotVeryMuch

4)NotatalI

9)Don'tＫｎｏｗ
●●

mIssIng

Japan ＢeＵｍｇ Shan帥aｉ

1１．１ 34.9 52.0

62.5 47.5 40.2

1８．３ 1４．７ 6.5

3.3 2.1 0.8

4.7 0.8 0.6

０．１ ０．１

6.5 8.3 1４．５

67.6 48.8 56.5

22.7 37.2 26.2

1.7 5.0 2.6

1.5 0.8 0.2

7.5 1８．６ 25.9

56.8 52.5 47.6

30.2 22.6 23.2

3.4 5.5 2.9

2.0 0.7 0.4

０．１

2.9 36.9 45.3

38.5 47.1 43.1

45.7 1２．４ 1０．２

7.6 2.5 0.5

5.0 0.9 0.9

0.3 ０．１

1.9 45.8 51.9

31.8 38.7 35.5

48.7 1１．０ 1０．６

11.9 3.6 0.8

5.3 0.9 1.1

0.4

HＫ Ｔａｉｗａｎ S・Korea
Singa-

pOre

31.9 1２．８ 3.0 38.3

53.6 52.5 55.8 54.6

11.4 30.6 35.2 3.5

1.2 3.0 4.8 0.2

1.8 1.1 1.3 3.5

4.2 1.9 2.7 20.6

36.7 3５ ５ 57.8 61.4

49.1 5１ ４ 34.9 1３．０

9.1 ９８ 4.5 1.4

0.9 １４ 0.2 3.5

1４．７ 6.6 2.4 35.6

60.5 4３ ９ 4６ ６ 5６ ９

21.5 4１ ７ 4１ ７ ４９

2.3 ７０ ８６ ０１

1.0 １０ ０７ ２５

9.1 1.9 1.4 29.2

46.5 40.6 28.2 59.6

32.9 43.3 51.2 4.3

6.4 9.0 1７．５ 0.2

5.1 5.2 1.7 6.7

9.6 2.5 0.6 26.3

44.9 27.2 12.9 59.5

33.2 48.9 46.6 5.0

7.1 1６．４ 37.0 0.3

5.1 5.1 2.9 8.9



や
①

Japan ＢeU1ng Shan帥aｉ HＫ Ｔａｉｗａｎ S･Korea
Singa-

ｐＯｒＢ

Q41g TRUST(WVS，)一NPO･ＮＧＯ(Non

PmfitOrganization，Ｎｏｎ

GovemmentO屯anization）

l)VeryＭｕｃｈ

2)SomeＷｈａｔ

3)NOtVeryMuch

4)NotataII

9)DOnqtKnow

mlSSIng

6.2

48.5

24.7

3.6

16.8

0.3

5.7

30.7

42.5

1４．３

6.7

0.1

12.3

40.6

34.2

3.8

9.0

8.7

49.8

29.3

6.2

5.9

０．１

2.6

35.4

39.3

8.6

1３．９

０．１

1.5

39.9

43.1

1０．１

5.4

1５．９

6０ １

1３ ３

２０

８７

Ｑ４１ｈ TRUST(WVS，)－SociaIWeIfもrＢ

FaciIities

l)VeryＭｕｃｈ

2)SomeＷｈａｔ

3)NotVeryMuch

4)NotataIl

9)Don，tKnow
●●

mIssIng

5.6

62.0

21.1

2.3

8.8

0.3

１７．１

52.4

23.7

3.6

3.1

28.1

5１ ７

1７ ５

０７

２０

0.1

1４．８

6１ ８

1８ ２

２４

２９

4.2

47.7

35.2

4.9

7.8

0.1

3.7

5８ ０

2９ ７

６３

２４

1９．６

6４ ３

９８

０７

５６

Ｑ４１ｉ TRUST(WVS'）－ＴｈｅUnited

Nations

l)VeryＭｕｃｈ

2)SomeＷｈａｔ

3)NotVeryMuch

4)NotataIl

9)DonqtKnow

mIsSIng

6.9

55.1

1９．９

2.0

1６．０

19.0

39.5

27.2

7.5

6.7

0.1

21.0

40.9

28.4

3.4

6.3

1６．３

46.4

24.4

4.8

8.1

一

5.2

45.2

33.1

6.6

1０．０

2.6

4７ ９

3６ ５

５０

８１

1５．２

5５ ４

1１ ９

２３

1５ ２

Q41j TRUST(WVS'）－scientific

Technology

l)VeryＭｕｃｈ

2)SomeＷｈａｔ

3)NotVeryMuch

4)Notatall

9)DontKnow

11.8

6１ ６

1１ ９

０４

1４．２

78.4

1８ ７

１６

０３

０９

76.8

20.3

2.1

０．１

０．７

26.2

5８ ０

1０ ０

１６

4.2

1５．８

60.5

1５．６

1.8

6.3

8.3

69.5

1６．６

1.5

4.1

22.1

65.1

〃４．３

0.6

7.9

Ｑ４２ａ BoyorGirlagain（Lookingｂａｃｋ
PastLife）

1)AｓａＢｏｙ

2)AsaGirl

8)Other

9)Don，tKnow

52.9

37.5

0.9

8.8

58.3

28.6

9.3

3.8

57.5

28.7

9.5

4.4

58.5

33.8

2.1

5.7

48.9

28.1

10.5

1２．４

63.8

32.8

0.3

3.1

48.9

35.2

2.5

13.4



唾
『

Ｑ４２ｂ

Ｑ4３

BoyorGirlagain(Lookingahead

ofFuture）

CountIytobeBomagain

※【国別質問】ブランクは、各調

査票で設定されていない回答

肢

※中国と中国大陸は別回答肢

※韓国調査は､台湾の代わりに
タイが含まれている

※各国調査票での中国、中国大

陸､香港、台湾の分類の違い

に注

l)ＡＢｏｙ

2)ＡＧｉｒｌ

8)Other

9)Don'tＫｎｏｗ

ｍｌｓｓＩｎｇ

China

MainIandofChina

Japan

SouthKorea

Taiwan

ＨｏｎｇＫｏｎｇ

lndia

Philippines

Singapore

Thailand

Other

Don,ｔＫｎｏｗ

ｍＩｓｓＩｎｇ

Japan

52.1

38.5

1.3

8.1

1）１０．８

灘繍瞳,；

2）５．２

3）５．６

4)１３．０

5）２．７

6）０．４

7)１８．９

蕊”？

8)１０．２

9)２８．２

5.1

Beijing

60.9

26.6

8.3

4.2

議灘

典i職
1）９．２

2）７．４

3）４．４

4)２１．５

5）０．５

6）０．６

7)３９．４

畷蕊溌

8）８．８

9）８．３

Shanghai

58.1

27.9

9.5

4.5

'９Ｋ

V８１
心’窪３

1）１２．６

2）４．９

3）４．１

4)２４．３

5）０．５

6）０．６

7)３９．９

|懸羅蕊

8）５．４

9）７．７

削“;蕊

HＫ

55.3

35.6

2.2

6.9

0.1

4)２６．５

1）２４．５

2）３．１

3）４．２

．Ｉ溌溌

5）０．６

6）０．２

7)３０．４

8）０．８

9）９．８

Ｔａｉｗａｎ

53.1

29.0

5.5

1２．４

難関
3）８．９

1）３７．７

2）１．４

綴

4）３．０

5）０．７

6）０．１

7)２０．２

§蕊§鴬
8）６．３

9)２１．３

0.4

S・Korea

63.8

３３．６

0.2

2.4

1）１６．８

燃副雌

2)２９．４

８

4）７．７

5）１．５

6）１．１

7)２０．９

3）１．９

8）２．０

9)１８．８

I聯｜；

Singa-

pｏｒｅ

48.2

37.8

3.1

1０．９

1）１３．９

認
閣削

2)２２．２

3）３．３

4）３．１

5）７．２

6）４．７

7）０．５

§鼠鰯
悩唾

ｉ薪
漁壁．‘弧

8)２６．１

9）１９．０

Ⅱご･￥ふ･ｄ９ｌ



℃
配

Ｑ4４

Ｑ4５

CountIyfOrFriendship

※【国別質問】ブランクは、各調

査票で設定されていない回答

肢

※中国と中国大陸は別回答肢

Adviser

ＵＳＡ

EU(EuropeanUnion）

Ohina

MainIandofChina

Japan

SouthKorea

TheOtherAsianthanChina

andSouthKorea

TheOtherAsianthanJapan

andSouthKorea

CountryotherthanChina

andJapan

AnAsiancountryotherthan

China，JapanandSouth

Korea

Malaysia

Other

Don,ｔＫｎｏｗ

ｍｌｓｓＩｎｇ

l)Father

2)Mother

3)BrotherorSister

4)TheOtherFamilyMember

orRelatives

5)TeacherofYourSchool

6)Friend

7)Other

8)Idon'thaveanyone

9)Idon'thaveanyprobIems

Japan

1）３８．５

2）８．０

3)２２．４
鰐
毒
騨

4）８．０

5）６．７

蟻

豊鐙
8）１．４

9)１４．７

0.3

3.6

8.5

1４．２

44.0

0.4

1８．３

1.7

3.3

6.1

鍵：

篭蛎＃

削
澱

１
声
歩
邪
時

.’

Beijing

1）５３．１

2)２７．１

溌蕊識

3）２．５

4）４．０

譲蕊蕊
5）６．３

糠
;溺蕊準

8）３．４

9）３．６

9.6

1２．１

1５．７

25.8

0.3

29.8

1-0

4.5

1.1

K認蝿：

Shanghai

1）６１．７

2)２２．３

雛

蕊"制
3）４．０

4）

蝉鍵
5）

●９，や
nETQ
L●■

,.ＦＨｆ噂
,-

浬■ザ毒

8）１．２

9）４．１

9.6

9.2

1３．８

31.2

0.2

28.3

1．４

5.2

1.0

§識

‘傭.罵
勘！

ＨＫ

1）４９．１

2)２４．６

繍繍

|撫暑‘篭
3）３．７

4）１．４
琶
領
割
蝿
蟻

聴
苅
駁

抑
郷
，
、
ｌ
小

郵
郷
母

5）９．０

巳一

難灘
１＄

灘溌
。
ｐ
坪

■

‘ Ｉ群

札９９WEl

8）０．５

9)１１．７

3.3

6.7

1２．７

32.9

0.6

35.8

０．９

5.7

1.5

Ｔａｉｗａｎ

1）４７．４

2）８．５

識′噸

6）１４．２

3）８．５

4）０．７

5）４．４

蕊"：
謁
側
▲q

認 」
8）０．４

9)１５．８

0.1

7,7

9.8

1１．６

40.6

22.5

0.3

４０

3.6

S・Korea

1）５５．９

2）７．９

3)２１．８

溌蕊露
4）３．９

#潅劉

蕊識
具‘蟻参;蝉，

日
刈
９

灘議
5）５．４

§蕊Ｉ

8）０．９

9）４．４

3.0

6.8

1７．１

34.7

0.2

27.8

2.0

7.3

1.2

Singa-

pｏｒｅ

1）２３．７

2）７．９

3)３２．９

蕊蕊懸

4）５．７

5）１．１

,鰯
鱗
職：
6）８．８

7）２．４

8）４．１

9)１３．５

3.6

8.8

1１．２

47.1

1８．９

5.7

3.1

1.7

Ｕ毎勺.曲

‐‐‐‐‐‐１

＝‐画画



Ｑ4６ PersonalHonor

Ｑ4７ PurposesofBringingupChildren

Ｑ4８ CareofOldParents

Ｑ４９ａ Benefactor'ｓＯｐｅｒａ

※【国別質問】ブランクは、各調

査票で設定されていない回答肢

忠

l)Verylmportant

2)SomewhatImportant

3)NotVerylmportant

4)NotlmportantataIl

8)Other

9)Don'tＫｎｏｗ

ｍＩｓｓ１ｎｇ

l)Passing down to

Generation

2)SocialResponsibilities

3)ImprovingtheQuaIityo

Ｌｉｆｅ

4)PreparingforOIdAge

8)Other

9)Don，tKnow

ｍｌｓｓＩｎｇ

l)ChildShouldTakeCareOf

2)ParentsShouldCarefor

Themselves

8)Other

9)Don'tＫｎｏｗ

l)SpendAllofMyProperty

2)GiveuptheOperation

8)Other

9)Don'tＫｎｏｗ

Missing

Japan Beijing

3.9 1３．７

36.5 47.5

38.0 32.7

1１．４ 5.0

0.6 0.7

9.4 0.5

０．１

４１．４ 9.0

36.0 58.7

6.9 1０．８

5.6 1７．０

2.5 2.6

7.4 1.8

0.3

44.5 70.5

47.4 24.3

2.0 5.1

6.1 ０．１

50.4 89.7

31.4 8.1

1７．４ 0.8

織識､ 1.4

0.8

Shanghai ＨＫ Ｔａｉｗａｎ Ｓ・Korea
Singa-

pｏｒｅ

22.8 30.0 29.6 1３．８ 35.8

54.5 44.1 56.8 57.4 45.1

1９．２ 22.0 1０．４ 24.4 1２．８

2.1 2.4 1.9 4.0 4.9

1.1 0.2 0.3 0.3

0.3 1.3 1.0 0.5 1.1

1３．３ ３１．２ 39.3 42.5 30.7

50.0 25.5 40.0 27.9 23.6

4.7 6.0 2.5 1５．４ 23.8

23.8 26.5 1２．６ 5.5 1３．２

5.7 4.4 1.5 2.9 4.4

2.5 6.4 4.1 5.8 4.2

77.0 79.9 71.3 47.1 82.7

1８．７ 1８．５ 27.5 51.3 １４．１

3.9 0.5 0.4 0.5 1.6

0.4 １．０ 0.8 1.1 1.5

84.8 86.7 78.8 ７８．２ 82.4

1１．６ 8.6 1１．１ 1４．１ 7.0

1.2 1.2 1.2 7.6 9.3

2.4 3.5 8.7 ０．１ 1.3

０．１



Ｈ
Ｃ
Ｃ

Ｑ４９ｂ

Ｑ５０ａ

Ｑ５０ｂ

Ｑ５０ｃ

Parent，ｓＯｐｅｒａ

※【国別質問】ブランクは､各調

査票で設定されていない回答肢

ＡＳＩＡＮＴＲＡＤＩＴＩＯＮＡＬＶＡＬＵＥＳ

－ＷｅｓｈｏｕｌdRespectAncestor

ＡＳＩＡＮＴＲＡＤＩＴＩＯＮＡＬＶＡＬＵＥＳ

－ＴｈｅＦｉｒsｔＳｏｎｓｈｏｕｌｄＨｉｓＯｌｄ

Parents

ＡＳＩＡＮＴＲＡＤＩＴＩＯＮＡＬＶＡＬＵＥＳ

－ＡＷｉｆｅshouldbeObedience

toHerHusband

1)SpendAIlofMyProperty

2)GiveuptheOperation

8)Other

9)Don'tＫｎｏｗ

ｍＩｓｓＩｎｇ

l)StrongIyAgree

2)AgreeSomeExtent

3)DisagreeforSomeExtent

4)StronglyDisagree

8)Other

9)Don，tKnow
■■

ｍｌｓｓＩｎｇ

l)StrongIyAgree

2)AgreeSomeExtent

3)DisagreefbrSomeExtent

4)StrongIyDisagree

8)Other

9)Don'tＫｎｏｗ

ｍＩｓｓＩｎｇ

l)StronglyAgree

2)AgreeSomeExtent

3)DisagreeforSomeExtent

4)StronglyDisagree

8)Other

9)Don'tＫｎｏｗ

Japan

64.7

21.7

1２．８

灘溌溌
0.8

34.7

57.3

5.2

1.4

1.4

6.6

24.7

54.6

1１．９

0.4

1.8

5.1

27.1

51.5

1４．４

0.4

1.7

Beijing

93.5

5.2

0.5

0.8

41.1

54.8

3.2

０．２

0.2

０．５

０．１

1３．２

36.3

45.5

3.6

0.9

0.4

0.1

1.9

1０．４

66.0

20.8

0.8

0.2

Shanghai

88.4

8.7

0.9

1.9

53.8

43.2

2.6

0.2

0.3

1４．８

36.0

42.8

5.5

0.6

0.3

2.1

8.9

64.9

23.8

0.3

ＨＫ

90.6

6.0

1.1

2.2

０．１

44.7

52.4

2.3

０．２

０．１

0.4

24.6

39.2

32.4

3.0

0.4

0.5

8.0

31.8

50.7

7.9

0.8

0.9

Taiwan

87.3

7.0

0.5

5.1

０．１

46.9

52.7

0.3

０．１

22.1

45.2

28.8

3.3

0.3

0.3

9.4

45.5

38.9

4.8

0.8

0.5

Ｓ・Korea

９０．５

6.9

2.7

24.6

63.3

1０．１

1.4

0.6

9.0

36.1

46.2

7.7

0.4

0.6

9.6

54.7

30.5

4.1

0.3

0.8

Singa-

pｏｒｅ

87.8

5.0

6.0

1.3

45.3

50.2

2.1

1.3

0.2

0.9

1４．０

27.1

51.6

5.4

1.1

0.9

1７．８

47.0

28.4

4.1

1.5

1.3



粍吐

ミ

Ｑ５０ｄ

Ｑ５０ｅ

Ｑ５０ｆ

Ｑ５０ｇ

ASIANTRADmoNALvALUES

-WeshouldnotGetManPied

withOurParentOpposeto

ASIANTRADITIONALVALUES

-WeshouIdFoIlowSenior

People'sOpinion

ＡＳＩＡＮＴＲＡＤｍｏＮＡＬｖＡＬｕＥＳ

－ＷｅＮｅｅｄａＳｏｎｉｎｏｒｄｅｒｔｏ

ContinueOurFamiIyLine

ＡＳＩＡＮＴＲＡＤｍｏＮＡＬｖＡＬＵＥＳ

－ＡＨｕｓｂａndWorkOutsideand

HisWifbshouIｄＫｅｅｐＴｈｅｉｒ

House

l)StrongIyAgrBe

2)AgreeSomeExtent

3)DisagrBefOrSomeExtent

4)StrDngIyDisagree

8)Other

9)Don,tKnow

sIng

l)StrongIyAgree

2)AgreeSomeExtent

3)DisagreefbrSomeExtent

4)StmnglyDisagree

8)Other

9)Don'tＫｎｏｗ
●e

mlssIng

l)StmngIyAgrもｅ

2)AgreeSomeExtent

3)DisagrcefbrSomeExtent

4)StrongIyDisagree

8)Other

9)Don，tKnow

sｍｇ

l)StmngIyAgrBe

2)AgreeSomeExtent

3)DisagrBefbrSomeExtent

4)StronglyDisagree

8)Other

9)Don'tＫｎｏｗ

Japan ＢeljIng

3.0 0.4

1９．１ 2.9

57.1 68.1

15.9 28.4

0.4 0.2

4.3

０．３

3.7 2.8

39.0 34.0

4５ ４ 57.0

７６ 3.3

０６ 2.0

３６ 0.9

０１

4.8 1.6

23.3 1３．０

54.3 68.4

1５．４ 1５．５

０．１ 0.7

2.0 0.8

0.1 0.1

3.7 1.6

19.4 1０ ７

55.1 6３ ７

20.2 2２ ７

０９

1.5 ０４

Shanghai ＨＫ Taiwan S・Korea
singa-

ｐｏｒｅ

0.5 1.6 2.2 4.1 4.1

5.1 4.9 1６．０ 27.8 20.4

64.5 53.5 56.0 56.2 60.6

29.6 39.6 24.2 9.4 8.3

0.3 0.1 ０．７ ０．５ 1.6

0.3 1.0 2.0 4.9

3.7 6.1 1０．５ 4.1 6.5

36.3 43.0 5７ ０ 57.6 39.0

49.1 4３ ９ 2８ ６ 32.6 4５ ２

7.3 ４７ １８ 4.3 ３３

2.8 ０９ １５ 0.5 ３１

0.8 １３ ０７ 1.0 ３０

1.4 5.7 9.2 7.8 1０．５

9.7 24.0 43.4 33.4 3１ ３

66.2 56.7 40.8 45.6 5０ ３

21.8 1２．４ 5.5 12.5 ６４

０．７ 0.3 0.5 0.1 ０８

0.2 0.9 0.5 ０．６ ０７

2.4 4.9 6.0 6.1 6.1

1１．８ 1９ ６ 4０ ３ 2９ ０ 22.7

59.4 5７ ０ 4４ ８ 4８ ４ 56.4

25.9 1７ ５ ７９ 1５ ８ 1３．０

0.5 ０３ ０５ ０１ 1.2

０７ ０４ ０６ ０．７



穐
亀

Japan ＢeUlng Shan帥aｉ ＨＫ Taiwan S･ＫＣ妃ａ
Singa-

pOrB

Ｑ5１ Reli副onsandtheWorId l)ShouldFamiIiarizeEach

OwnReIigion

2)MakeOne'sReligion
Understood

3)MutuaIUnderstandingof
g

varlousReIigIons

4)ShoUldRespectEach

Other，sReIigion

8)Other

9)Don'tＫｎｏｗ
●●

mlssIng

1.1

3.7

1８．０

57.9

1.3

1７．７

0.3

0.2

7.0

1１．６

76.2

0.3

4.8

1.3

8.2

8.5

71.2

0.5

1０．３

1.6

6.6

8.0

77.9

0.2

5.7

8.6

9.6

9.4

66.0

6.4

5.3

1５．３

18.8

54.1

0.1

6.5

1.9

3.6

20.3

70.0

0.5

、３．７

Ｑ52-1 LEADER，ＳＱＵＡＵＦＩＣＡＴＩＯＮＳ－

Technicalexpertise

Yes

NＣ

ｍｌｓｓｍｇ

21.7

77.5

０．８

64.7

35.2

０．１

62.1

37.9

36.1

63.2

0.7

31.7

68.3

38.5

６１．１

0.4

21.9

77.8

0.3

Ｑ522 LEADER'SQUAUFICATIONS-

FaimesstoJuniorWorkers

Yes

NＣ

mlSS1ng

49.0

50.2

0.8

48.6

51.3

0.1

43.9

56.1

54.4

44.9

0.7

52.9

47.1

40.0

59.6

0.4

48.1

51.6

0.3

Q52且 LEADER'SQUAUFICATIONS-

RespectedandUkeｄｂｙＪｕｎｉＯｒ

Workers

Ｙｅｓ

N◎

Sｍｇ

41.7

57.6

0.8

1７．０

82.9

0.1

２１．２

78.8

21.2

78.1

0.7

29.0

71.0

47.3

52.3

0.4

29.4

70.3

0.3

Q52-4 山EADER,SQUAUFICATIONS-

Seriousness，ResponsibiIityon

one'ｓＷｏｒｋ

Ｙｅｓ

NＣ

mossIng

48.0

51.2

0.8

31.4

68.5

０．１

27.9

72.1

31.0

68.3

０．７

20.5

79.5

1６．３

83.3

０．４

30.2

69.5

0.3

Ｑ52-5 LEADERSQUAUFICATIONS-

GoodRelationswithExtemaI

People,BroadPersonalNetwork

Ｙｅｓ

NＣ

s1ng

1４．４

84.9

０．８

9.0

90.9

０．１

1０．３

89.7

7.5

91.9

０．７

14.6

85.4

36.6

63.0

0.4

37.4

62.3

0.3

Q52-6 LEADER，ＳＱＵＡＵＦＩＣＡＴＩＯＮＳ－

SinceritytowardColleagues

Ｙｅｓ

ＮＣ

mlssIng

36.5

62.8

0.8

31.8

68.1

0.1

33.7

66.3

30.6

68.8

０．７

42.3

57.7

35.2

64.4

0.4

45.4

54.3

0.3



悟４

２３

Ｑ5２７

Q52-8

Ｑ52-9

Ｑ5２１０

Ｑ52-11

Ｑ5３

LEADER，ＳＱＵＡＵＦＩＣＡＴＩＯＮＳ－

Decisiveness,Resolution

LEADER'ＳＱＵＡＵＦＩＣＡＴＩＯＮＳ－

GoodJudgment

LEAＤＥＲ'SQUAUFICATIONS-

BringBenefitstoJuniorWorkers

LEADERSQUAUFICATIONS-

Senioriｔｙ

LEAＤＥＲ,ＳＱＵＡＵＦＩＣＡＴＩＯＮＳ－

GoodFamiIyBackgmund

OrganPlant

Ｙｅｓ

ＮＣ

mIssIng

Yes

ＮＣ

mIssIng

Yes

ＮＣ

mIssIng

Yes

N◎

mlssIng

Ｙｅｓ

NＣ

mIssIng

l)Good

2)NｏＧｏｏｄ

8)Other

9)Don，tKnow

mlssIng

Japan Beiiing

23.5 29.5

75.7 70.4

0.8 ０．１

49.2 33.4

50.1 66.5

0.8 ０．１

5.7 32.6

93.5 67.3

0.8 0.1

0.8 0.8

98.5 99.1

0.8 0.1

0,3 0.4

99.0 99.5

0.8 ０．１

77.6 87.9

1０．０ １０ １

1.7 ０８

1０．５ １２

0.1 ０１

Shan帥aｉ HＫ Ｔａｉｗａｎ S・Korea
Singa-

pOre

24.8 35.4 1０．２ 34.9 24.1

75.2 64.0 89.8 64.7 75.6

0.7 0.4 0.3

23.4 47.9 30.7 33.4 35.4

76.6 51.5 69.3 66.2 64.3

0.7 0.4 0.3

51.4 20.6 42.2 1０．１ 1８．４

48.6 78.7 57.8 89.5 81.3

0.7 0.4 0.3

0.8 1０．８ 2.5 3.3 3.0

99.2 88.6 97.5 96.3 96.7

0.7 0.4 0.3

０．６ 1３ 2.7 1.1 3.4

99.4 98.0 97.3 98.5 96.3

0.7 0.4 0.3

84.9 90.7 77.9 82.4 83.0

1４．０ 7.0 1６．１ 1５．１ 11.1

0.4 0.4 0.9

0.8 1.9 5.9 2.5 5.0

０．１



卜、出

置

Ｑ5４

number

Ｑ5５

SOCIALＴＩＥ

#voluntaⅣassociations

※右表では､other<s)の回答があ
った場合､other<s)を1団体として

含め､所属団体数の総計を示し

た。

InjusticeandBenefactor

０

１

２

３

４

５

６

７

８

mIssIng

l)TeIlMyBoss

2)StOptoTeilMyBoss

8)Other

9)Don'tＫｎｏｗ

m1ssIng

Japan Beijing Shan帥aｉ

21.3 9.2 53.6

3４ ２ 69.2 3４ ７

2１ ２ 1４．４ ７４

1３ １ ５３ ３１

６０ １３ ０５

３０ ０３ ０５

０８ ０２ ０２

０１ ０１

0.3 ０．１

52.0 49.9 38.1

25.7 40.9 53.1

3.8 4.0 4.5

1８．３ 5.2 4.4

0.3

ＨＫ TEiwan S･KorBa
Singa-

pO”

68.8 73.2 41.7 74.7

2０ ７ 1９ １ 3４ ０ 1７ ９

７１ ５３ 1５ ５ ４８

２７ １４ ６０ １０

０３ ０７ １９ ０５

０４ ０３ ０４ ０３

0.3 ０３

０．１ ０１

0.1 ０４

43.8 34.7 48.4 40.1

44.7 48.0 42.1 39.3

2.2 1.4 2.6 11.7

9.3 1５．８ 6.9 8.9

０．１



梢
＠
回

F１

F２

Gender

Age

※【国別質問】ブランクは、各国

調査票で設定されていない回

答肢

※成人年齢が各国で異なる場合

あり

1)Ｍａｌｅ

2)Female

ｍＩｓｓｌｎｇ

１８～１９yrs

20～24yrs

25～29yrs

３０～34yrs

35～３９yrs

４０～44yrs

４５～４９yrs

50～54yrs

55～59yrs

６０～64yrs

６５～６９yrs

70yrs＆ｏｖｅｒ

ｍＩｓｓＩｎｇ

Japan

47.5

52.5

1）２．９

2）５．５

3）９．５

4）６．９

5）９．５

6）８．１

7)１３．７

8)１０．３

9)１１．７

１０)９．４

11)1２．５

醗静

Beijing

46.1

53.4

0.5

1）４．３

2)１０．５

3）７．８

4）８．６

5）９．５

6)１２．１

7)１３．０

8）７．９

9）５．１

10)７．３

11）６．２

12)７．５

0.2

Shanghai

49.9

50.1

1）３．８

2)１０．３

3）６．８

4）６．１

5）６．１

6)１３．７

7)１８．８

8)１０．２

9）６．６

10)６．１

11）３．２

12)８．４

HＫ

47.4

52.6

1）４．８

2）７．６

3）７．６

4)１２．４

5)１５．１

6）１７．９

7)１０．５

8）７．９

9）３．２

10)３．８

11）２．８

12)６．２

0.1

Ｔａｉｗａｎ

46.3

53.7

詠
晩
旺
妙

2）６．６

3）９．０

4)１４．１

5)１３．３

6)１３．５

7）１１．６

8)１０．５

9）６．８

10)５．６

11）４．５

12)４．４

０．１

Ｓ､Korea

50.4

49.6

磯

1）９．６

2）７．８

3）１６．３

4)１４．４

5)１４．３

6）８．３

7）７．６

8）６．５

9）６．１

10)５．９

11）３．４

Singa-

ｐｏｒｅ

43.4

56.6

宮
■
』

間
．
１
１
Ｆ
Ⅱ
胸
．

1）９．４

2)９．９

3）１２．７

4)１５．４

5)１４．４

6）１１．７

7)８．４

8)５．４

9)３．８

10)３．９

１１）５．１



１０６

対になっている項目のクロス表
就職（親戚

EmploymentofRelativeとEmpIoymentofBenefactorのｸﾛｽ表(Q24aとQ24b）

ＮａｔｉｏｎｏｒＡｒｅａ

Japan EmpI◎ｙｍｅｎｔＯｎｅｗｉｔｈｔｈｅ 度数
ofReIative HighestG冠dｅ総和の％

YourReIative 度数

総和の％
Other 度数

総和の％
ＤＯｎＱｔＫｎｏｗ 度数

総和の％

合 計度数

総和の％

Beijing EmpIOymer化Onewiththe度数
ofRelative HighestGrade総和の％

YourRelative度数

総和の％
Other 度数

総和の％

Don'tＫｎｏｗ度数

総和の％

合 計度数

総和の％

ShanghaiEmploymentOnewiththe 度数
ofRelative HighestGrade総和の％

YOurReIative度数

総和の％

Other 度数

総和の％

Don，ｔＫｎＯｗ 度数

総和の％

合 計度数

総和の％

Hongkong EmpIoymentOneWiththe度数
OfRe1ative HighestGrade総和の％

YourReIative 度数

総和の％

Other 度数

総和の％

ＤｏｎｔＫｎｏｗ 度数

総和の％

合 計度数
総和の％

Kunming EmploymentOnewiththe 度数
ofReIative HighestGrade総和の％

YourReiative度数

総和の％

Other 度数

総和の％

DonfKnow 度数

総和の％

合 計度数
総和の％

Ｈan塵ｈｏｕ ＥｍｐＩ◎ｙｍｅｎｔＯｎｅｗｉｔｈｔｈｅ 度数
ofReIative HighestGrade総和の％

YourRelative 度数

総和の％

Other 度数

総和の％

EmDlov

Oｎｅｗｉｔｈｔｈｅ

HighestG函dｅ

336

42.7％

1０

1.3％

１

.1％

347

44.1％

611

57.5％

1６

1.5％

１

.1％

２

､2％

630

59.3％

558

53.0％

1２

1.1％

１

､1％

２

､2％

573

54.4％

471

44.6％

2３

2.2％

494

46.7％

557

54.7％

1４

1.4％

９

､9％

４

､4％

584

57.4％

413

45.3％

1１

1.2％

２

.2％

rnentofBenefもＣｌ

SonofYour

Benefもctor

1６６

21.1％

1３２

16.8％

４

､5％

1２

1.5％

314

39.9％

213

20.1％

1５２

14.3％

６

.6％

８

､8％

379

35.7％

262

24.9％

1８４

17.5％

５

､5％

４

､4％

455

43.2％

209

19.8％

294

27.8％

３

､3％

６

､6％

512

48.4％

1３２

13.0％

1６０

15.7％

1４

1.4％

５

､5％

311

30.6％

1２０

13.2％

1９３

21.2％

９

1.0％

ｏｒ

vs､恩人）

Other

４

.5％

２

.3％

９

1.1％

1５

1.9％

1２

1.1％

1１

1.0％

2３

2.2％

７

.7％

１

.1％

３

､3％

１

.1％

1２

1.1％

４

.4％

５

､5％

９

､9％

1７

1.7％

3１

3.0％

4８

4.7％

1２

1.3％

３

､3％

1４

1.5％



EmpIoymentofRelativeとEmploymentofBene6actorのｸﾛｽ表(Q24aとQ24b）

NationorArea

Hangzhou EmpIoymentDon'ｔＫｎｏｗ 度数
ofReIative 総和の％

合 計度数

総和の％
Taiwan EmploymentOnewiththe 度数

ofRelative HighestGrade総和の％
YourRelative度数

総和の％
Other 度数

総和の％

Don'ｔＫｎｏｗ 度数

総和の％

合 計度数

総和の％
ＳｏｕｔｈＫｏｒｅａ ＥｍｐＩｏｙｍｅｎｔＯｎｅｗｉｔｈｔｈｅ 度数

HighestGrade総和の％ofRe1ative

YourReIative 度数

総和の％

Other 度数

総和の％

Don'ｔＫｎｏｗ 度数

総和の％

合 計度数

総和の％

Singapore EmploymentOnew牝ｈｔｈｅ 度数
ofRelative HighestGrade総和の％

YourRelative 度数

総和の％
Other 度数

総和の％
Don'ｔＫｎｏｗ 度数

総和の％

合 計度数
総和の％

EmplovmentofBenefaclＤｒ

Ｏｎｅｗｉｔｈｔｈｅ SonofYour

HighestG庵dｅ Benefact◎ｒ

６ 1７

.7％ 1.9％

432 339

47.4％ 37.2％

380 1３０

51.9％ 17.8％

６ 144

､8％ 19.7％

１

､1％

１ ６

､1％ ､8％

387 281

52.9％ 38.4％

531 229

52.8％ 22.8％

1９ 1７０

1.9％ 16.9％

２ ２

.2％ ､2％

３ 1２

､3％ 1.2％

555 413

55.2％ 41.1％

553 1８４

53.3％ 17.7％

1０ 1７４

1.0％ 16.8％

５ ７

.5％ ､7％

５ ‘１３

.5％ 1.3％

573 378

55.3％ 36.5％

Other

2９

3.2％

１

､1％

２

､3％

３

､4％

６

､6％

１

.1％

３

､3％

1０

1.0％

８

､8％

１

.1％

1３

1.3％

2２

2.1％

ﾍ゙ ｼー゙４

』1０７



ZO8

Employn函nt⑥fRelatWeとEmploymntofBene冊actorのｸﾛｽ表(Q24aとQ24b）

Nati◎ｎｏｒＡｒｅａ

JapanEmpI◎ｙｍｅｎｔＯｎｅｗｉｔｈｔｈｅ 度数
ofRelative HighestGrade総和の％

YourReIative 度数

総和の％
Other 度数

総和の％
Don'ｔＫｎｏｗ 度数

総和の％

合 計度数

総和の％

Beijing EmpIoymentOnew忙ｈｔｈｅ 度数
ofReIative HighestG砲dｅ総和の％

YOurReIative 度数

総和の％
Other 度数

総和の％

Don'ｔＫｎｏｗ 度数

総和の％

合 計度数

総和の％

ShanghaiEmploymentOnewiththe 度数
OfReIative HighestG函dｅ総和の％

YOurRe1ative度数

総和の％
Other 度数

総和の％
DonqtKnow 度数

総和の％

合 計度数

総和の％

HOngj《ong EmploymentOnewiththe 度数
ofRelative HighestGrade総和の％

YourRelative 度数

総和の％
Other 度数

総和の％

Don'ｔＫｎｏｗ 度数

総和の％

合 計度数
総和の％

Kunming EmpIoymentOnew牝ｈｔｈｅ 度数
ofRelative HighestG田dｅ総和の％

YourRelative度数

総和の％

Other・ 度数

総和の％

Don'ｔＫｎｏｗ 度数

総和の％

合 計度数

総和の％

Hangzh◎ｕ ＥｍｐＩｏｙｍｅｎｔＯｎｅｗｉｔｈｔｈｅ 度数
ofReIative HighestGrade総和の％

YourRe1ative 度数

総和の％
Other 度数．

総和の％

Emplovmentc

Don，ｔＫｎｏｗ

2４

3.0％

４

､5％

１

､1％

8１

10.3％

110

14.0％

５

､5％

１

､1％

２．

､2％

2２

2.1％

3０

2.8％

５

､5％

１

､1％

７

､7％

1３

1.2％

1６

1.5％

５

､5％

2１

2.0％

4２

4.0％

1６

1.6％

６

､6％

２

､2％

5１

5.0％

7５

7.4％

３

､3％

７

､8％

１

､1％

fBenefもcｔｏｒ

ｍＩｓｓＩｎＲ 合計

530

67.3％

1４８

18.8％

1５

1.9％

１ 9４

､1％ 11.9％

１ 787

､1％ 100.0％

841

79.2％

1６９

15.9％

2０

1.9％

3２

3.0％

1０６２

100.0％

832

79.0％

1９７

18.7％

１０

､9％

1４

1.3％

1０５３

100.0％

700

66.2％

322

30.5％

８

.8％

2７

2.6％

1０５７

100.0％

722

70.9％

1８０

17.7％

5６

5.5％

6０

5.9％

1０１８

100.0％

548

60.2％

214

23.5％

2６

2.9％

ﾍ゚ ｼー゙５



EmpIoymentofRelativeとEmpIoymentofBenef圏ctOrのｸﾛｽ表(Q24aとQ24b）

ＮａｔｉｏｎｏｒＡｒｅａ

Hangzhou EmploymentDon'ｔＫｎｏｗ 度数
ofRelative 総和の％

合 計度数

総和の％
Taiwan EmploymentOnewiththe 度数

ofRelative HighestGrade総和の％
YourRelative 度数

総和の％

Other 度数

総和の％
Don'ｔＫｎｏｗ 度数

総和の％

合 計度数

総和の％
SouthＫ◎rea EmpIoymentOnewiththe 度数

◎fReIative HighestGrade総和の％
YourRelative度数

総和の％
Other 度数

総和の％
Don'ｔＫｎｏｗ 度数

総和の％

合 計度数

総和の％

Singapore EmploymentOnewiththe度数
◎fReIative HighestGrade総和の％●

YourReIative度数

総和の％
Other 度数

総和の％

Don'ｔＫｎ◎ｗ 度数

総和の％

合 計度数
総和の％

EmpIoVmentofBene伯ctor

Don，ｔＫｎｏｗ ｍＩｓｓＩｎｇ

1００

11.0％

1１１

12.2％

４

､5％

１

､1％

5６

7.7％

6１

8.3％

1２

1.2％

６

､6％

1０

1.0％

2８

2.8％

１７

1.6％

２

.2％

4５

4.3％

6４

6.2％

合計

1２３

13.5％

911

100.0％

515

70.4％

1５１

20.6％

３

､4％

6３

8.6％

732

100.0％

778

77.3％

1９６

19.5％

７

､7％

2５

2.5％

1００６

100.0％

762

73.5％

1８７

18.0％

2５

2.4％

6３

6.1％

1０３７

100.0％

ﾍ゙ ｼー゙６

Ｚａ９



ZZO

宗教の有無と「宗教心大切」

ReIi顧皿sFaithとReIi創皿sHeartのｸﾛｽ表(Q31aとQ32）

ＮａｔｉｏｎｏｒＡｒｅａ

Japan ReIi廓ｏｕｓ Ｙｅｓ 度数
Faith Reli３０us

ＮＣ 度数

Faithの％

ReIi副ousFaithの％

合 計度数

ReIi副ousFaithの％

Beijing ReligiousYes 度数
Faith ReIi副ousFaithの％

ＮＣ 度数

ReligiousFaithの％

missing度数

Reii副ousFaithの％

合 計度数

Reli副ousFaithの％

ShanghaiReIigiousYes 度数
Faith ReiigiousFaithの％

ＮＣ 度数

ReligiousFaithの％

合 計度数

Reli副ousFaithの％

Hongkong ReIigiousYes 度数
Faith ReIi副ousFaithの％

Ｎ◎ 度数

ReIi副ousFaithの％

合 計度数

ReHgiousFaithの％

Kunming ReIigiOusYes 度数
Faith ReIi印OuS

N◎ 度数

Faithの％

ReligiousFaithの％

合 計度数

ReligiousFaithの％

Hangzhou ReIi副◎uｓ Yes 度数
Faith ReligiousFaithの％

N◎ 度数

ReIigiousFaithの％

合計 度数

ReligiousFaithの％

Taiwan ReIig◎ｕｓＹｅｓ 度数
Faith ReiigiousFaithの％

N◎ 度数

ReligiousFaithの％

合 計度数

Reli感ousFaithの％

SouthKorea Re1i感ｏｕｓＹｅｓ 度数
Faith ReIigiousFai油の％

ＮＣ 度数

ReIi戚叫ｓＦａｉｔｈの％

合 計度数

Re1igiousFaithの％

Singapore Reli副ＯｕｓＹｅｓ 度数
Faith Reli卸CuS

ＮＣ 度数

Faithの％

ReIi副ousFaithの％

合 計度数
ReliRiousFaithの％

ImpOrtant

1７９

93.2％

344

57.8％

523

66.5％

7３

74.5％

293

30.4％

１

100.0％

367

34.6％

154

76.6％

292

34.3％

・４４６

42.4％

307

85.5％

332

47.6％

639

60.5％

1３７

67.5％

218

26.7％

355

34.9％

1３５

73.4％

1７８

24.5％

313

34.4％

455

83.0％

8６

46.7％

541

73.9％

473

93.1％

273

54.8％

746

74.2％

718

87.1％

6６

31.0％

784

75.6％

RelijziousHeart

NotImpOrtant Other

６ ４

3.1％ 2.1％

1２６ 1４

21.2％ 2.4％

1３２ 1８

16.8％ 2.3％

1４ ２

14.3％ 2.0％

611 ９

63.4％ ､9％

625 1１

58.9％ 1.0％

3６ ５

17.9％ 2.5％

399 2５

46.8％ 2.9％

435 3０

41.3％ 2.8％

3６ ３

10.0％ ､8％

299 ３

42.8％ ､4％

335 ６

31.7％ ､6％

4１ 1３

20.2％ 6.4％

384 4５

47.1％ 5.5％

425 5８

41.7％ 5.7％

2３ ６

12.5％ 3.3％

325 2０

44.7％ ２８％

348 2６

38.2％ 2.9％

6１ ２

11.1％ ､4％

7９

42.9％

1４０ ２

19.1％ .3％

2４

4.7％

1６０

32.1％

1８４

18.3％

6１ 1９

7.4％ 2.3％

1０９ 1１

51.2％ 5.2％

1７０ 3０

16.4％ 2.9％

ﾍ゚ ｼー゙１



ReIigiα』ｓFaithとReIigi四sHeartのｸﾛｽ表(Q31aとQ32）

NａｔｉｏｎｏｒＡｒｅａ

Ｊａｐａｎ ＲｅｌｉｇＯｕｓ Ｙｅｓ 度数
Faith ReligiousFaithの％

合

ＮＣ 度数

ＲｅＩｉgIous

計 度数
ＲｅｉｉgＩｏｕｓ

Beijing ReIigiousYes 度数

Faithの％

Faithの％

Faith ReIigiousFaithの％

Ｎ◎ 度数

ReIigiousFaithの％

missing度数

ReligiousFaithの％
今
ロ計 度数

ReIigiousFaithの％

ShanghaiReli感ｏｕｓＹｅｓ 度数
Faith Re1igiousFaithの％

Ｎ◎ 度数

Re1igiousFaithの％

合 計度数

ReligiousFaithの％

Hongkong ReIigiousYes 度数
Faith ReligiousFaithの％

ＮＣ 度数

Religlous

合 計度数

Faithの％

ReIigiousFaithの％

Kunming Religi◎ｕｓＹｅｓ 度数
Faith ReIigiOusFaithの％

N◎ 度数

ReIigiousFaithの％

合 計度数
ReIiｇＩｏｕｓ

Hangzhou ReIi副ｏｕｓＹｅｓ 度数

Faithの％

Faith
ReligiousFaithの％

ＮＣ 度数

ReIigiousFaithの％

合 計度数

Reli感◎ｕｓFaithの％

Taiwan ReIigiousYes 度数
Faith Religi◎ｕｓFaithの％

ＮＣ 度数

ReligiousFaithの％

合計 度数

ReIigiousFaithの％

SouthKorea ReIi副ｏｕｓＹｅｓ 度数
Faith Ｒｅｌｉ印OuS

ＮＣ 度数

Faithの％

ReIigiousFaithの％

合 計度数

Singap◎re ReIi副ous
Faith

ＲｅｌｉｇＩＯｕｓ

Ｙｅｓ 度数

ＲｅＩｉgIous

ＮＣ 度数

Faithの％

Faithの％

ReIi帥ousFaithの％

合計 度数

ReliEiousFaithの％

Reli頁iou;Heart

Ｄ◎n，ｔＫｎｏｗ ｍＩｓｓｌｎ質

２ １

1.0％ ､5％

１０７ ４

18.0％ ､7％

1０９ ５

13.9％ ､6％

３ ６

3.1％ 6.1％

5０

5.2％

5３ ６

5.0％ ､6％

６

3.0％

1３６

16.0％

1４２

13.5％

1３

3.6％

6３ １

9.0％ ､1％

7６ １

7.2％ .1％

1２

5.9％

1６８

20.6％

180

17.7％

2０

10.9％

204

28.1％

224

24.6％

3０

5.5％

1９

10.3％

4９

6.7％

1１

2.2％

6５

13.1％

7６

7.6％

2６

3.2％

2７

12.7％

5３

5.1％

合計

1９２

100.0％

595

100.0％

787

100.0％

9８

100.0％

963

100.0％

１

100.0％

1０６２

100.0％

201

100.0％

852

100.0％

1０５３

100.0％

359

100.0％

698

100.0％

1０５７

100.0％

203

100.0％

815

100.0％

1０１８

100.0％

1８４

100.0％

727

100.0％

911

100.0％

548

100.0％

1８４

100.0％

732

100.0％

508

100.0％

498

100.0％

1００６

100.0％

824

100.0％

213

100.0％

1０３７

100.0％

ﾍ゚ ｼー゙２

１１１



ZZ2

男女生まれかわり（過去vs､将来）

BoyorGirIagaiIKLooki昭backPastUf℃)とBoyorGirlagai『KLooki昭aheadofFUｾ』re)のｸﾛｽ表(Q42aとQ42b)男性の回答

ＮａｔｉｏｎｏｒＡｒｅａ

Japan Ｂ◎ｙｏｒＧｉｒＩＡｓａＢＯｙ 度数

again(Looking
backPastL汁e）

総和の％

AsaGirl度数

総和の％
Other， 度数

総和の％

Don，tKnow度数

総和の％

合 計度数

総和の％

Ｂｅｉｊｉｎｇ ＢｏｙｏｒＧｉｒｌＡｓａＢｏｙ 度数
again(Ｌ◎oking
backPastLifも）

総和の％

AsaGirl度数

総和の％

Other 度数

総和の％

Don'tＫｎｏｗ度数

総和の％

合 計度数

総和の％

ＳｈａｎｇｈａｉＢｏｙｏｒＧｉｒｌＡｓａＢ◎ｙ 度数
again(Looking
backPastLifも）

総和の％

AsaGirl度数

総和の％

Other 度数

総和の％

DonqtKnOw度数

総和の％

合 計度数

総和の％

Hon誹ｏｎｇ Ｂ◎ｙｏｒＧｉｒｌＡｓａＢＯｙ 度数
again(Looking
backPastLife）

総和の％

AsaGirl度数

総和の％
Other 度数

総和の％

Don，tKnow度数

総和の％

合 計度数

総和の％

Kunming B◎yｏｒＧｉｒｌＡｓａＢｏｙ度数
again(Ｌｏｏｋｉｎｇ
backPastL研e）

総和の％

AsaGirl度数

総和の％

Other 度数

総和の％

DOn'tＫｎｏｗ度数

総和の％

合 計度数

総和の％

Hangzhou BoyorGirlAsaBoy度数
again(Looking
backPastL舵）

総和の％

AsaGirl度数

総和の％

Other 度数

総和の％

Don'tＫｎｏｗ度数

総和の％

BoyorGirlagain(LoOkinlgａｈｅａｄｏｆ

ＡＢｏＶ ＡＧＭ Other

326 ５ ３

87.2％ 1.3％ ､8％

３ ５

､8％ 1.3％

１ １ １

.3％ ､3％ ､3％

２ １

､5％ ､3％

332 1２ ４

88.8％ 3.2％ 1.1％

355 1０ ６

72.4％ 2.0％ 1.2％

2０ 2５

4.1％ 5.1％

７ １ 4３

1.4％ ､2％ 8.8％

２

､4％

384 3６ 4９

78.4％ 7.3％ 10.0％

357 1３ ６

68.0％ 2.5％ 1.1％

1５ 5２ ２

2.9％ 9.9％ ､4％

６ 4６

1.1％ 8.8％

１ ２ ２

､2％ ､4％ ､4％

379 6７ 5６

72.2％ 12.8％ 10.7％

408 2２ ４

81.4％ 4.4％ .8％

２ 1８

.4％ 3.6％

１ ６

､2％ 1.2％

２ ２

､4％ ､4％

413 4２ 1０

82.4％ 8.4％ 2.0％

277 1０ 1０

52.6％ 1.9％ 1.9％

６ 2７

1.1％ 5.1％

1１ １ 1０６

2.1％ ､2％ 20.1％

５ ４

､9％ ､8％

299 3８ 1２０

56.7％ 7.2％ 22.8％

270 ７ ４

58.8％ 1.5％ .9％

６ 4７

1.3％ 10.2％

３ 5１

､7％ 11.1％

４ ２ １

､9％ ､4％ ､2％



Ｂｏｙ◎rGirIagairKLooki昭backPastLife)とBoyorGirlagairKLookingaheadofFumre)のｸﾛｽ表(Q42aとQ42b)男性の回答

ＮａｔｉｏｎｏｒＡｒｅａ

Hangzhou 合 計度数

総和の％

Ｔａｉｗａｎ ＢｏｙｏｒＧｉｒＩＡｓａＢｏｙ 度数
again(Looking
backPastLife）

総和の％

AsaGirI度数

総和の％

Other 度数

総和の％

Don'tＫｎｏｗ度数

総和の％

合 計度数

総和の％

SouthＫ◎rｅａＢｏｙｏｒＧｉｒｌＡｓａＢｏｙ度数
again(Looking
backPastL泥）

総和の％

AsaGirl度数

総和の％

Don，tKnow度数

総和の％

合 計度数

総和の％

Singapore BoyorGirlAsaBoy度数
again(Looking
backPaStLHも）

総和の％

AsaGirl度数

総和の％
Other 度数

総和の％

Don，tKnow度数

総和の％

合 計度数
総和の％

B◎yorGirlagain(Ｌｏ◎kinl

ＡＢｏｙ ＡＧｉｒｌ

283 5６

61.7％ 12.2％

205 ７

60.5％ 2.1％

1５ 3４

4.4％ 10.0％

1１ ２

3.2％ ､6％

３ １

､9％ ､3％

234 4４

69.0％ 13.0％

409 2７

80.7％ 5.3％

７ 4５

1.4％ 8.9％

５ ３

1.0％ .6％

421 7５

83.0％ 14.8％

337 1２

74.9％ 2.7％

４ 2１

､9％ 4.7％

1０ １

2.2％ ､2％

351 3４

78.0％ 7.6％

gａｈｅａｄｏｆ

Other

5６

12.2％

１

､3％

2０

5.9％

１

､3％

2２

6.5％

１

､2％

１

､2％

２

､4％

1５

3.3％

１

､2％

1８

4.0％

ﾍ゚ ｼー゙３

ＺＺ３



1１４

B◎yorGirIagairKLooki昭backPastUf℃)とBoyorGirIagairKLooki吃aheadofFUh』re)のｸﾛｽ表(Q42aとQ42b)男性の回答

ＮａｔｉｏｎｏｒＡｒｅａ

Japan Ｂ◎ｙｏｒＧｉｒＩＡｓａＢｏｙ 度数
again(Looking
backPastLHb）

総和の％

AsaGirl度数

総和の％
Other 度数

総和の％

Don，tKnow度数

総和の％

合 計度数

総和の％

Ｂｅｉｊｉｎｇ ＢｏｙｏｒＧＭＡｓａＢｏｙ 度数
again(Looking
backPastL池）

総和の％

AsaGirI度数

総和の％

Other 度数

総和の％

DonqtKnow度数

総和の％

合 計度数

総和の％

ShanghaiBoyorGirIAsaBoy度数
again(Looking
backPastL汁も）

総和の％

AsaGirI度数

総和の％
Other 度数

総和の％

Don,tKnow度数

総和の％

合 計度数

総和の％

ＨＯｎｇｋｏｎｇ ＢｏｙｏｒＧｉｒｌＡｓａＢｏｙ 度数
again(Looking
backPastUfb）

総和の％

AsaGirl度数

総和の％
Other 度数

総和の％

Ｄｏｎ'tＫｎｏｗ度数

総和の％

合 計度数

総和の％

Ｋｕｎｍｉｎｇ ＢｏｙｏｒＧｉｒｌＡｓａＢｏｙ度数
again(Ｌｏ◎king
backPastLifb）

総和の％

AsaGirl度数

総和の％

Other度数

総和の％

Don'tＫｎｏｗ度数

総和の％

合 計度数

総和の％

Hangzh◎ｕ ＢｏｙｏｒＧｉｒＩＡｓａＢｏｙ度数
again(Ｌ◎Oking
backPastLH℃）

総和の％

AsaGirl度数

総和の％

Other 度数

総和の％

DonqtKnow度数

総和の％

BｏｙＯｒＧｉｒｌ

Don'ｔＫｎｏｗ

３

､8％

１

､3％

2２

5.9％

2６

7.0％

４

､8％

４

.8％

1３

2.7％

2１

4.3％

３

､6％

2０

3.8％

2３

4.4％

９

1.8％

２

､4％

2５

5.0％

3６

7.2％

７

1.3％

1０

1.9％

5３

10.1％

7０

13.3％

５

1.1％

２

､4％

４

､9％

5３

11.5％

合計
337

90.1％

９

2.4％

３

､8％

2５

6.7％

374

100.0％

375

76.5％

4５

9.2％

5５

11.2％

1５

3.1％

490

100.0％

376

71.6％

6９

13.1％

5５

10.5％

2５

4.8％

525

100.0％

443

88.4％

2２

4.4％

７

1.4％

2９

5.8％

501

100.0％

304

57.7％

3３

6.3％

1２８

24.3％

6２

11.8％

527

100.0％

286

62.3％

5５

12.0％

5８

12.6％

6０

13.1％

ﾍ゚ ｼー゙４



BOyorGirlagain(Looki昭backPastLife)とBoyorGirIagain(LookingaheadofFuh』re)のｸﾛｽ表(Q42aとQ42b)男性の回答

ＮａｔｉｏｎｏｒＡｒｅａ

Hangzhou 合 計度致

総和の％

Ｔａｉｗａｎ ＢｏｙｏｒＧｉｒｌＡｓａＢｏｙ 度数
again(Looking
backPastLifも）

総和の％

AsaGirl度数

総和の％

Other 度数

総和の％

Don，tＫｎｏｗ度数

総和の％

合 計度数

総和の％

ＳｏｕｔｈＫｏｒｅａ ＢｏｙｏｒＧｉｒＩＡｓａＢｏｙ 度数
again(Looking
backPastLifも）

総和の％

AsaGirl度数

総和の％

Don，tKnow度数

総和の％

合 計度数

総和の％

Ｓｉｎｇａｐｏｒｅ ＢｏｙＯｒＧｉｒｌＡｓａＢｏｙ 度数
again(Looking
backPastLife）

総和の％

AsaGirl度数

総和の％
Other 度数

総和の％

Don'tＫｎｏｗ度数

総和の％

合 計度数

総和の％

Boy◎ｒＧｉｒＩ

Don'ｔＫｎＯｗ

6４

13.9％

３

､9％

１

､3％

５

1.5％

3０

8.8％

3９

11.5％

３

､6％

１

､2％

６

1.2％

1０

2.0％

４

､9％

１

､2％

4２

9.3％

4７

10.4％

合計

459

100.0％

216

63.7％

5０

14.7％

3８

11.2％

3５

10.3％

339

100.0％

440

86.8％

5３

10.5％

1４

2.8％

507

100.0％

355

78.9％

2５

5.6％

1６

3.6％

5４

１２．０％

450

100.0％

へ｡-ｼ５

１１５



１１６

BoyorGirIagairKLcoki昭bad《PastUf℃)とＢｏｙ◎rGirlagairKLookingaheadofFuh』re)のｸﾛｽ表(Q42aとQ42b)女性の回答

NationorArea

Ｊａｐａｎ ＢｏｙｏｒＧｉｒＩＡｓａＢｏｙ 度数
again(Looking
backPastLifも）

総和の％

AsaGirl度数

総和の％
Other 度数

総和の％

Don'tＫｎｏｗ度数

総和の％

合 計度数

総和の％

Beijing Ｂ◎yｏｒＧｉｒＩＡｓａＢｏｙ度数
again(Ｌｏ◎king
backPastL旗）

総和の％

AsaGirl度数

総和の％
Other 度数

総和の％

D◎､モＫｎｏｗ度数

総和の％

合 計度数

総和の％

ＳｈａｎｇｈａｉＢｏｙＯｒＧｉｒｌＡｓａＢｏｙ 度数
again(Looking
backPastLifも）

総和の％

AsaGirI度数

総和の％

Other 度数

総和の％

Don,tKnow度数

総和の％

合 計度数

総和の％

Ｈｏｎｇｋｏｎｇ ＢｏｙｏｒＧｉｒＩＡｓａＢｏｙ 度数
again(Looking
backPastUfB）

総和の％

AsaGirl度数

総和の％

Other 度数

総和の％

Don2tKnow度数

総和の％

合 計度数

総和の％

Kunming Boy◎rＧｉｒｌＡｓａＢＯｙ度数
again(Looking
backPastL泥）

総和の％

AsaGirl度数

総和の％

Other 度数

総和の％

Don'tＫｎｏｗ度数

総和の％

合 計度数

総和の％

Hangzh◎ｕ ＢｏｙｏｒＧｉｒＩＡｓａＢｏｙ度数
again(LoOking
backPastUfも）

総和の％

AsaGirl度数

総和の％

Other 度数

総和の％

Don'tKn◎ｗ度数

総和の％

BoVorGirlaEain（Ｌｏｌ

ＡＢｏＶ ＡＧｉｒｌ

6３ 1２

15.3％ 2.9％

1２ 269

2.9％ 65.1％

３ 1０

､7％ 2.4％

7８ 291

18.9％ 70.5％

218 2０

38.4％ 3.5％

3４ 218

6.0％ 38.4％

６ ４

1.1％ .7％

２ ４

｡4％ .7％

260 246

45.9％ 43.4％

206 1８

39.0％ 3.4％

2１ 206

4.0％ 39.0％

５ ２

.9％ ､4％

１ １

､2％ ､2％

233 227

44.1％ 43.0％

1４９ 2１

26.8％ 3.8％

2０ 307

3.6％ 55.2％

１

､2％

２ ５

､4％ .9％

1７１ 334

30.8％ 60.1％

169 ９

34.4％ 1.8％

2３ 1２１

4.7％ 24.6％

1０ ７

2.0％ 1.4％

３ ３

､6％ ､6％

205 140

41.8％ 28.5％

1３７ 1０

30.3％ 2.2％

８ 156

1.8％ 34.5％

７ ４

1.5％ ､9％

８ ２

1.8％ ､4％

》kin頁ａｈｅａｄｏｆ 言uture）

Other Ｄｏｎ'ｔＫｎｏｗ

４

1.0％

２ ３

.5％ .7％

４

1.0％

３１

7.5％

６ 3８

1.5％ 9.2％

２ １

､4％ ､2％

３ ４

､5％ ､7％

3２ １

5.6％ ､2％

１ 1７

､2％ 3.0％

3８ 2３

6.7％ 4.1％

４ １

､8％ ､2％

５ １

.9％ ､2％

3５ ３

6.6％ .6％

1９

3.6％

4４ 2４

8.3％ 4.5％

１ ４

､2％ ､7％

７

1.3％

1２ ２

2.2％ ､4％

2４

4.3％

1３ 3７

2.3％ 6.7％

４ ３

､8％ ､6％

５ ３

1.0％ ､6％

8４ ８

17.1％ 1.6％

２ 3７

､4％ 7.5％

9５ 5１

19.3％ 10.4％

１ ３

､2％ .7％

２ ２

､4％ ､4％

3８ ３

8.4％ .7％

7１

15.7％

ﾍ゚ ｼー゙２



BoyorGirIagain(Ｌｏｏｋi昭backPastLife)とBoyorGirIagain(LookingaheadofFumre)のｸﾛｽ表(Q42aとQ42b)女性の回答

Nati◎ｎｏｒＡｒｅａ

Hangzhou 合 計度数

総和の％
Ｔａｉｗａｎ ＢｏｙｏｒＧｉｒＩＡｓａＢｏｙ 度数

again(Looking
backPastLife）

総和の％

AsaGirl度数

総和の％
Other 度数

総和の％

Don，tKnow度数

総和の％

合 計度数

総和の％
ＳｏｕｔｈＫｏｒｅａ ＢｏｙｏｒＧｉｒｌＡｓａＢｏｙ 度数

again(Looking
backPastL汁e）

総和の％

AsaGirl度数

総和の％
Other 度数

総和の％

Don，tKnow度数

総和の％

合 計度数

総和の％

Ｓｉｎｇａｐｏｒｅ ＢｏｙｏｒＧｉｒｌＡｓａＢｏｙ 度数
again(Looking
backPastUfe）

総和の％

AsaGirl度数

総和の％
Other 度数

総和の％

Don'tＫｎｏｗ度数

総和の％

合 計度数
総和の％

Ｂｏｖ◎rGirla“in(Lookin質ａｈｅａｄｏｆ

ＡＢｏｙ ＡＧｉｒｌ Other

1６０ 1７２ ４１

35.4％ 38.1％ 9.1％

1２７ 1３ １

32.3％ 3.3％ .3％

1５ 1３８ ２

3.8％ 35.1％ ､5％

７ 1６ 1５

1.8％ 4.1％ 3.8％

６ １

1.5％ ､3％

1５５ 1６８ 1８

39.4％ 42.7％ 4.6％

1７５ 2３ １

35.1％ 4.6％ ､2％

3８ 236

7.6％ 47.3％

３

､6％

５ ４

1.0％ ､8％

221 263 １

44.3％ 52.7％ ､2％

124 2３ １

21.1％ 3.9％ ､2％

2１ 315 １

3.6％ 53.7％ .2％

１ １ ８

.2％ ､2％ 1.4％

３ 1９ ４

.5％ 3.2％ .7％

1４９ 358 1４

25.4％ 61.0％ 2.4％

言uture）

ＤｏｎｑｔＫｎｏｗ

7９

17.5％

１

､3％

１

､3％

１

､3％

4９

12.5％

5２

13.2％

３

.6％

３

､6％

８

1.6％

1４

2.8％

４

､7％

３

.5％

5９

10.1％

6６

11.2％

へ．－ｼ３

１１７



ZZ8

Ｂｏｙ◎rGirIagairKLc◎ki昭bad《PastLifも)とBoyorGirIagain(Looki吃aheadofFuh』re)のｸﾛｽ表(Q42aとQ42b)女性の回答

Ｎａu◎ｎｏｒＡｒｅａ

Japan Ｂ◎ｙＯｒＧｉｒｌＡｓａＢｏｙ度数
again(Looking
backPastLifも）

総和の％

AsaGirl度数

総和の％

Other 度数

総和の％

DonqtKnow度数

総和の％

合 計度数

総和の％

Beijing Ｂ◎yｏｒＧｉｒｌＡｓａＢｏｙ度数
again(Ｌ◎oking
backPastL汁b）

総和の％

AsaGirl度数

総和の％

Other 度数

総和の％

両ﾓr而一藍覇Ｆ
総和の％

合 計度数

総和の％

ＳｈａｎｇｈａｉＢｏｙｏｒＧｉｒＩＡｓａＢｏｙ 度数
again(Looking
backPastLifも）

総和の％

AsaGirl度数

総和の％

Other 度数

総和の％

DontKnow度数

総和の％

合 計度数

総和の％

Ｈｏｎｇｋｏｎｇ ＢｏｙｏｒＧｉｒｌＡｓａＢｏｙ 度数
again(Looking
backPastUfb）

総和の％

AsaGirl度数

総和の％

Other 度数

総和の％

DonqtKnow度数

総和の％

合 計度数

総和の％

Ｋｕｎｍｉｎｇ Ｂ◎ｙｏｒＧｉｒｌＡｓａＢｏｙ 度数
again(Looking
backPastL瀞e）

総和の％

AsaGirl度数

総和の％

Other 度数

総和の％

Don，tKnow度数

総和の％

合 計度数

総和の％

Han座ｈｏｕ ＢＯｙｏｒＧｉｒＩＡｓａＢｏｙ 度数
again(Ｌ◎oking
backPastL汁e）

総和の％

AsaGirl度数

総和の％

Other 度数

総和の％

Don'tＫｎＯｗ度数

総和の％

ＢｏｙｏｒＧｉｒｌ

ｍＩｓｓ１ｎＲ 合計

7９

19.1％

286

69.2％

４

1.0％

4４

10.7％

413

100.0％

241

42.5％

259

45.7％

4３

7.6％

2４

4.2％

567

100.0％

229

43.4％

233

44.1％

4５

8.5％

2１

4.0％

528

100.0％

1７５

31.5％

１ 335

､2％ 60.3％

1５

2.7％

3１

5.6％

１ 556

､2％ 100.0％

1８５

37.7％

1５２

31.0％

1０９

222艶

4５

9.2％

491

100.0％

1５１

33.4％

1６８

37.2％

5２

11.5％

８１

17.9％

ﾍ゚ ｼー゙４



Ｂｏｙ◎rGirlagain(Ｌｏｏｋi昭backPastLifb)とＢｏｙ◎rGirIagain(Lo◎kingaheadofFumre)のｸﾛｽ表(Q42aとQ42b)女性の回答

ＮａｔｉｏｎｏｒＡｒｅａ

Hangzhou 合 計度数

総和の％

Ｔａｉｗａｎ ＢｏｙｏｒＧｉｒＩＡｓａＢｏｙ 度数
again(Looking
backPastLHも）

総和の％

AsaGirI度数

総和の％

Other 度数

総和の％

Don，tKnow度数

総和の％

合 計度数

総和の％

ＳｏｕｔｈＫｏｒｅａ ＢｏｙｏｒＧｉｒｌＡｓａＢｏｙ 度数
again(Ｌｏ◎king
backPastLife）

総和の％

AsaGirI度数

総和の％

Other 度数

総和の％

Don'tＫｎｏｗ度数

総和の％

合 計度数

総和の％

Ｓｉｎｇａｐｏｒｅ ＢｏｙｏｒＧｉｒＩＡｓａＢｏｙ 度数
again(Ｌｏ◎king
backPastLife）

総和の％

AsaGirl度数

総和の％

Other 度数

総和の％

Don'tＫｎｏｗ度数

総和の％

合 計度数

総和の％

BｏｙｏｒＧｉｒｌ
、。．

ｍｌｓｓＩｎｇ 合計
452

100.0％

1４２

36.1％

1５６

39.7％

3９

9.9％

5６

14.2％

393

100.0％

202

40.5％

277

55.5％

３

､6％

1７

3.4％

499

100.0％

1５２

25.9％

340

57.9％

1０

1.7％

8５

14.5％

587

100.0％

ﾍ゚ ｼー゙５

ＺＺ９



恩人･親の臓器手術 Benefactor，sOperationとＰare航，sOperatbnのｸﾛｽ表(Q49aとQ49b）

Z2０

ＮａｔｉｏｎｏｒＡｒｅａ

Japan巳ene↑actor圏sSpendAllofMyProperty度数
Operation 総和の％

ＧｉｖｅｕｐｔｈｅＯｐｅｒａｔｉｏｎ 度数

総和の％
Others 度数

総和の％

missing 度数

総和の％

合 計度数

総和の％

Beijing Bene危ctor，sSpendAIlofMyProperty度数
Operation 総和の％

GiveuptheOperation 度数

総和の％
Others 度数

総和の％
Don'ｔＫｎｏｗ 度数

総和の％

合 計度数

総和の％

ShanghaiBenefもctcr'sSpendAIlofMyPmperty度数
Ope泡tion 総和の％

GiveuptheOperation 度数

総和の％●

Others 度数

総和の％
Don，ｔＫｎｏｗ 度数

総和の％

合 計度数

総和の％

Hongkong Benefもctor'sSpendAIlofMyProperty度数
Operation 総和の％

GiveuptheOperation 度数

総和の％
Others 度数

総和の％
Ｄｏｎ，ｔＫｎｏｗ 度数

総和の％

合 計度数

総和の％

Kunming Bene命ctor，sSpendAlIofMyProperty度数
Operation 総和の％

ＧｉｖｅｕｐｔｈｅＯｐｅｒａｔｉＯｎ 度数

総和の％
Others 度数

総和の％
Don'ｔＫｎｏｗ 度数

総和の％

合 計度数

総和の％

HanE厚hou Bene値ctor'sSpendAII◎fＭｙＰｍｐｅｒｔｙ度数
Operation 総和の％

GiveuptheOperatiOn 度数

総和の％
Others 度数

総和の％
Don,ｔＫｎｏｗ 度数

総和の％

ＳｐｅｎｄＡＩｌｏｆ
ＭｙＰｍｐｅｒｔＶ

Pａ

378

48.0％

9１

11.6％

3８

4.8％

２

､3％

509

64.7％

943

88.8％

3９

3.7％

３

.3％

８

､8％

993

93.5％

864

82.1％

5１

4.8％

４

､4％

1２

1.1％

931

88.4％

904

85.5％

3３

3.1％

４

､4％

1７

1.6％

958

90.6％

822

80.7％

3７

3.6％

1８

1.8％

3４

3.3％

911

89.5％

611

67.1％

3６

4.0％

1１

1.2％

4０

4.4％

厚ent，sODeration

Ｇｉｖｅｕｐｔｈｅ
Operation

1５

1.9％

1５０

19.1％

６

､8％

1７１

21.7％

８

､8％

4７

4.4％

5５

5.2％

2２

2.1％

6９

6.6％

１

､1％

9２

8.7％

７

､7％

5５

5.2％

１

､1％

6３

6.0％

８

､8％

3４

3.3％

１

､1％

１

､1％

4４

4.3％

５

､5％

8０

8.8％

１

､1％

９

1.0％

Others

２

､3％

５

､6％

9３

11.8％

１

､1％

1０１

12.8％

１

､1％

４

､4％

５

.5％

２

.2％

８

､8％

１０

､9％

２

.2％

１

､1％

９

､9％

1２

1.1％

３

.3％

４

､4％

2７

2.7％

２

.2％

3６

3.5％

４

.4％

1９

2.1％

１

､1％

ﾍ゚ ｼー゙２



Benefactor，ｓＯｐｅ田tionとParent・sOperatbnのｸﾛｽ表(Q49aとQ49b）

NationorArea

Hangzhou 合 計度数

総和の％

Taiwan Bene伯ctor･sSpendAllofMyProperty度数
Operation 総和の％

GiveuptheOperation 度数

総和の％

Others 度数

総和の％

Don'tＫｎｏｗ度数

総和の％

missing 度数

総和の％

合 計度数

総和の％

SouthKorea Bene値ctor'sSpendAIlofMyProperty度数
Ｏper圏tion 総和の％

GiveuptheOperati◎ｎ 度数

総和の％

Others 度数

総和の％
Don'ｔＫｎｏｗ 度数

総和の％

合 計度数

総和の％

Singapore Benefもct◎r'sSpendAllofMyPrcperty度数
Operation 総和の％

GiveuptheOperation 度数

総和の％
Others 度数

総和の％
Ｄｏｎ'ｔＫｎｏｗ 度数

総和の％

合 計度数
総和の％

Parent，sOperation

SpendAIlof
MyProperty

698

76.6％

572

78.1％

3２

4.4％

５

､7％

2９

4.0％

１

､1％

639

87.3％

776

77.1％

８１

8.1％

5２

5.2％

１

､1％

910

90.5％

822

79.3％

4３

4.1％

4０

3.9％

５

､5％

910

87.8％

Gｉｖｅｕｐｔｈｅ
Operation

9５

10.4％

４

､5％

4７

6.4％

5１

7.0％

1０

1.0％

5８

5.8％

１

､1％

6９

6.9％

2３

2.2％

2６

2.5％

２

､2％

１

､1％

5２

5.0％

Others

2４

2.6％

４

､5％

４

､5％

１

､1％

３

､3％

2３

2.3％

2７

2.7％

５

.5％

４

.4％

5３

5.1％

6２

6.0％

ﾍ゚ ｼー゙３

Ｚ２Ｉ



１２２

BenefactorosOperationとParent･sOperatbnのｸﾛｽ表(Q49aとQ49b）

NationorArea

Japan Bene砲ctor・sSpendAIIofMyPrcperty度数
Operation 総和の％

GiveuptheOperation 度数

総和の％
Others 度数

総和の％

missing 度数

総和の％

合 計度数

総和の％

Beijing Bene値ctOr'sSpendAllofMyPmperty度数
Operation 総和の％

● ＧｉｖｅｕｐｔｈｅＯｐｅｍｔｉｏｎ 度数

総和の％
Others 度数

総和の％
Don'ｔＫｎｏｗ 度数

総和の％

合 計度数

総和の％

ShanghaiBene偽ctor･sSpendAIIofMyPr◎perty度数
Operation 総和の％

GiveuptheOperation 度数

総和の％

Others 度数

総和の％

Don,ｔＫｎｏｗ 度数

総和の％

合 計度数

総和の％

Hongkong Bene危ctor'sSpendAllofMyPmperty度数
Operation 総和の％

GiveuptheOperation 度数

総和の％

Others 度数

総和の％

Ｄｏｎ'ｔＫｎｏｗ 度数

総和の％

合 計度数

総和の％

Kunming Bene命ctor．sSpendAllofMyPrOperty度数
Operation 総和の％

GiveuptheOperation 度数

総和の％
Others 度数

総和の％

Don，ｔＫｎｏｗ 度数

総和の％

合 計度数

総和の％

Hangzh◎u Bene偽ctor，ｓＳｐｅｎｄＡＩｌＯｆＭｙＰｍｐｅｒｔｙ度数
Operation 総和の％

GiveuptheOperation 度数

総和の％

Others 度数

総和の％
，。､'ｔＫｎｏｗ 度数

総和の％

Parent，sOperation

Don'ｔＫｎｏｗ ｍＩｓｓＩｎＥ

２

､3％

１

､1％

３

､4％

６

､8％

１

､1％

１

､1％

７

､7％

９

､8％

７

､7％

1３

1.2％

2０

1.9％

２ １

､2％ .1％

２

､2％

1９

1.8％

2３ １

2.2％ ､1％

１

､1％

１

､1％

2５

2.5％

2７

2.7％

３

､3％

６

､7％

8５

9.3％

合計

397

50.4％

247

31.4％

1３７

17.4％

６

､8％

787

100.0％

953

89.7％

8６

8.1％

８

､8％

1５

1.4％

1０６２

100.0％

893

84.8％

1２２

11.6％

1３

1.2％

2５

2.4％

1０５３

100.0％

916

86.7％

9１

8.6％

1３

1.2％

3７

3.5％

1０５７

100.0％

834

81.9％

7６

7.5％

4６

4.5％

6２

6.1％

1０１８

100.0％

623

68.4％

122

13.4％

3１

3.4％

1３５

14.8％

ﾍ゚ ｼー゙４



Benefactor,sOperationとPare就，sOperatbnのｸﾛｽ表(Q49aとQ49b）

ＮａｔｉｏｎｏｒＡｒｅａ

Hangzhou 合 計度数

総和の％

Taiwan Bene値ctor'sSpendAlI◎fMyProperty度数
Operation 総和の％

GiveuptheOperation 度数

総和の％

Others 度数

総和の％

Don，ｔＫｎｏｗ 度数

総和の％

missing 度数

総和の％

合 計度数

総和の％

SouthKorea Benefactor'sSpendAllofMyPropeIty度数
Operation 総和の％

GiveuptheOperation 度数

総和の％
Others 度数

総和の％

Don，ｔＫｎｏｗ 度数

総和の％

合 計度数

総和の％

Singapore Bene値ctor，sSpendAllofMyProperty度数
Operation 総和の％

GiveuptheOperation 度数

総和の％
Others 度数

総和の％
Don'ｔＫｎｏｗ 度数

総和の％

合 計度数
総和の％

Parent'ｓ〔)peration

Don'ｔＫｎｏｗ ｍＩｓｓｍｇ

9４

10.3％

１

､1％

２

､3％

3５

4.8％

3７ １

5.1％ ､1％

５

､5％

１

､1％

７

､7％

1３

1.3％

合計

911

100.0％

577

78.8％

8１

11.1％

９

1.2％

6４

8.7％

１

､1％

732

100.0％

787

78.2％

1４２

14.1％

7６

7.6％

１

､1％

1００６

100.0％

855

82.4％

7３

7.0％

9６

9.3％

1３

1.3％

1０３７

100.0％

ﾍ゙ ｼー゙５
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Z2４

ｂ・東アジア及び過去の国際比較調査データとの比較表

比較表では各調査での対応する項目の回答分布（％）を示しているが、対応する質問項

目や回答カテゴリーは、研究目的に関連して、それぞれの調査票において必ずしも厳密に

同じ表現、数、順番ではないことがあるので注意する。また、それらが同じ場合でも、避

けられない各国･各地域の言語の違い《固有の標本抽出方法､データ収集法の差異のために、

単純な回答分布の数値の大小比較には十分な注意が必要である。（｢国民性七カ国比較｣林、

吉野他、1998,ｐ､17;｢データの科学｣,2001,pp､74.81；｢心を測る」，2001)等を参照せよ。）

東アジア価値観調査の日・中・台・韓は、２００２年から２００３年に実施した。昆明と杭州

の調査は、（2002）統計数理研究所共同研究（14共研･2059代表鄭躍軍）による。

また、表の各調査のデータ数値は以下の統計数理研究所・研究リポート等に掲載されて

いるので、利用する際は再確認していただきたい。（但し、修正され、些少な数値の差が出

ている可能性に注意｡）

・ハワイ調査1978,1983,1988,1999…研究リポートＮｏ．47,No.63,No.64,No.70,No.8６

・ブラジル調査1991…研究リポートNo.72,No.７４にあるが、本表は再集計によった。

・米国西海岸日本人調査（JAWCS）1998…研究リポートNo.8４

・日本人の国民性調査1953-1998までのデータ…研究リポートNo.83。但し、1953.1988

までのデータは「日本人の国民性」水野他(1992).出光書店

これらの表では％が四捨五入された整数値で表わされていることに注意．

・日，米,仏,独,英(1987.1988)及び伊(1992)、蘭(1993)調査?･･特別推進研究、及び試験

研究による「国民性七か国比較」林，吉野他(1998)．出光書店及び研究リポート

ＮＣ71,Ｎ0.72,Ｎ0.73,No.76,No.77,No.78,No.79,No.80,No.81,No.8２

・昆明・杭州・台湾・韓国のデータは、データ・クリーニング前の第一次データを利用し

ているので、後に再集計による頻度の多少の変化が起こる可能性があるので注意。

なお、東アジア価値観調査の日本調査以外（北京・上海・香港・台湾・韓国・シンガポ

ール等）については、順次、本研究リポートのシリーズとして発刊する予定である。

【記号の説明】

･Japan,Beijing,Shanghai,HongKong,Thiwan,SouthKorea…東アジア価値観調査のう

ち日本、北京、上海、香港、台湾、韓国

･Kunming,Hangzhou…１４共研-2059日中国民性データの統計的解析（代表鄭躍軍）の

調査のうち昆明、杭州

･JAWCS…米国西海岸日系人調査

･ＪＰＮ．Ａ…特別推進研究による日本調査Ａ（国際比較用）

･ＨＡ･ＪＡ…ハワイ日系人

。ＨＡ・ＮＪ…ハワイ非日系人



なお、７８‐８８は１９７８年,１９８３年,１９８８年の３回の調査データの平均値である

が、一部の年度の調査で用いられなかった項目については、＊と表示した。

･USA,FRA,ＵＫＦＲＧ…特別推進研究（1987.1988）の５ケ国調査のうち米、仏、英、独

･ｍＬＨＯＬ…試験研究Ａ(2)（1992.1993）によるイタリアとオランダ

・ＢＲＺ‐ＪＢ…ブラジル日系人

「地点抽出」と「世帯から一人を抽出」するためのウェイトがかかっていること

に注意。また、「世代不明」及び「性別不明」の回答が数名分含められていた。

･ＪＰＮ．Ｂ…特別推進研究による日本調査Ｂ（本来の日本語らしい表現）

．』・Ks8,Ｊ・Ks9,Ｊ･Ks10…「日本人の国民性」調査第８次(1988)、第９次(1993)、

第１０次(1998)。但し、これにはＫ（継続）型調査とＭ（未来）型調査とがあり、

その一方のみで用いられた項目、両方で用いられた項目があり、後者の場合は

Ｋ+Ｍのデータについて記した。各項目先頭のＫ,Ｍ,＋はこれを示す。

･OmniJPa,OmniJPb,OmniJPc…日本オムニバス調査ＪＰａは1993,ＪＰｂは１９９８年、

JPCは２００３年

・ＯｍｎｉＵ.ＳA・…オムニバス調査米国１９９８年実施

【表中の記法】

空白……該当する項目やカテゴリーがもともとたてられなかった場合

一……0.0％（該当者が一人もいない）の意味

０．０……四捨五入の0.0％の意味、

特別の場合を除き、ＤＫにはmissingも含まれている

(この記法については、他の研究リポートとは必ずしも一致していないことに注意する｡）

表の左端の◎記号……項目により、調査間で多少の表現の差違（質問文、又は回答肢）

があるので注意せよ。７C・項目の出典履歴を参照

東アジア価値観調査の対象地域・国に関しては、「others｣、「DK」等において、ａ・東アジ

ア国際比較表の分布を、過去の国際比較調査データとの比較表に合わせたので、計

算の都合上、元のデータに基づく分布とは、１％程度の誤差がありうることに注意

せよ。

Z2５
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3０

2３

4０

４

１

５
－
０
－
７
－
４
’
５

27.2

22.8

35.0

1１．２

3.9

24.8

1９．７

3０ ６

2１ １

３７

3４

2２

3６

０

７

０
’
４
－
０
－
２
’
３

2９

3３

3１

２

２

４
ｌ
３
ｌ
７
ｌ
８
－
８

”
｜
麺
一
卵
－
６
’
１

６
’
０
－
９
－
０
’
６

2７

2８

3６

２

５

１
－
３
－
７
’
３
－
６

23.8

23.3

46.8

6.1

24.8

31.6

37.7

5.8

2３ ０

3７ ４

2８ ４

11.2

29.2

31.6

3３ ３

０４

５５

3４ ０

2０ ６

3２ ０

1３．４

1７

4９

2６

１

４

６
’
７
’
５
－
８
－
３

3２ ６

2２ １

3７ ５

7.8

Ｋ２９

2５

4２

０

４

Ｋ２８

2８

4０

０

３

2７

2６

3９

０

５

７
ｌ
３
－
９
ｌ
３
ｌ
７

28.5

25.7

4０ ６

０４

４９

2９

2３

4２

０

４

１
－
４
－
８
’
２
－
５

Q2３ #5.1. TＷＯＩＭＰＯＲ１

Respectfor

Pa宿nts

1)FiliaIpiety

2)Repaying

3)Individual

4)IndMdu81

8)Other

9)DＫ

7７

5８

2５

3３

０

４

４
ｌ
６
ｌ
５
ｌ
９
ｌ
３
ｌ
６

8７ ９

5６ ５
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23.4

０．１

8９

5５

3４

1９

０

０

４
ｌ
９
ｌ
９
ｌ
５
ｌ
３
－
３

8６ ４

5６ ４

2９ ９

24.9

0.9

０７

8５ ７

5４ ７

3２ ４

2４ １

2.2

80.2

44.9

29.2

43.4

０６

１２

89.5

61.5

25.8

20.2

1.0

84.4

51.1

30.9

28.2

0.6

9０ ３

5３ ６

32.8

21.2

0.3

１６

7１ ８

3３ ４

6３ ７

30.2

7９

1６

6９

2８

１

１

１
ｌ
０
ｌ
９
ｌ
６
ｌ
９
ｌ
５

7１

1５

7４

3３

３

０

８
ｌ
０
ｌ
５
ｌ
３
ｌ
１
ｌ
７

7７ ７

56.8

25.2

32.8

7８ ３

22.8

72.2

25.6

０６

１８

6９ ３

1６ ３

7８ ４

3３ ９

１３

6９ ４

2７ ６

6２ ３

3３ １

０５

5２

3８

4７

5７

０

２

４
ｌ
２
－
８
ｌ
７
ｌ
３
ｌ

１

6３

4９

4６

3６

１

１

４
ｌ
６
ｌ
４
－
１
ｌ
４
－
４

5５ ０

1５ ０

6５ ９

5７ ４

1.8

2.3

7８

3０

4６

4２

０

０

６
－
２
ｌ
９
－
３
ｌ
３
ｌ
６

師
一
Ｍ
｜
卵
一
弱
－
１
’
０

５
’
６
－
９
－
３
－
６
’
９

8２ ３

4２ ４

3３ ６

3２ ５

2.9

7３

4５

3７

3６

２
’
０
－
７
’
６
一
一

Ｋ７１

4７

3６

4２

０

１

Ｋ７０

4３

4０

4３

０

１

7１ ４

4４ ９

37.5

38.4

0.2

3.4

6８ ９

39.0

40.2

0.4

1.2

7０ ４

46.8

37.4

3７ ９

０２

４２

79.7

30.2

50.7

2５ １

０３

２２

Ｑ２４ａ #5.1Ｃｌ Employment

ofReIative

1)Oneｗｉｔｈ

2)YourRe1a

8)Other

9)DＫ

6７

1８

１

1１

３
’
８
’
９
－
９

7９

1５

１

３

２
’
９
’
９
－
０

7９

1８

０

１

Ｏ
ｌ
７
ｌ
９
ｌ
３

7０

1７

５

５

９
－
７
’
５
’
９

60.2

23.5

2.9

1３．５

6６ ２

3０ ５

0.8

2.6

7０

2０

０

８

４
－
６
－
４
－
６

7７

1９

０

２

３
－
５
’
７
－
５

7３

1８

２

６

５
－
０
－
４
－

１

74.1

23.3

2.6

6３ ６

26.2

8.7

1.5

6６

2２

９

１

７
－
８
’
５
－
０

60.4

22.8

1.0

1５．８

6８

2６

３

１

３
’
７
’
３
－
７

67.1

26.0

5.3

1.6

65.9

29.5

1.7

2.9

5８

3４

１

５

８
－
９
－
２
’
０

泥
一
剛
－
２
’
４

６
－
３
－
０
一

１

“
｜
調
－
２
｜
ね

５
－
８
－
１
’
６

6７

2４

０

７

３
’
７
’
６
－
４

6０

2８

３

７

６
’
５
－
２
－
７

7５

1６

７

１

６
－
２
－
２
一

１

62.1

21.8

1.4

1４．７

Ｋ７０

2４

３

３

Ｋ７０

2２

１

７

64.7

21.9

1.1

1２．３

68.7

20.1

0.8

1０．４

6６

2１

１

1０

Ｏ
－
５
ｌ
７
ｌ
９

6７ ５

2０ ３

2.3

9.8

1９９３ 1998 2003 1998
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Ｑ２４ｂ #5.1c２ Emp1oyment

ofBene粕ctor

l)OneW淀ｈ

2)SonofYo

8)Other

9)DＫ

44.1

3９ ９

１９

1４

59.3

35.7

2.2

2.8

54.4

4３ ２

１１

１２

57.4

3０ ６

４７

７４

47.4

37.2

3.2

1２．２

46.7

4８ ４

０９

４０

52.9

3８ ４

０４

８３

55.2

41.1

1.0

2.8

55.3

36.5

2.1

6.2

57.0

40.1

1.7

1.2

58.3

３１．６

8.7

1.5

61.9

24.5

1１．９

1.7

40.6

4２ ３

１２

1５ ９

51.7

4２ ２

３９

２２

62.4

30.7

4.4

2.5

64.9

3０ ４

１５

３３

50.2

4３ ２

１０

５５

68.6

2３ ９

２１

５５

36.2

46.9

3.4

13.5

62.9

2７ ６

０７

８９

68.2

1９．４

3.0

9.3

50.3

4２ ３

４０

３４

43.4

40.2

1.4

1５．０

Ｋ４５

4９

３

４

Ｋ４９

4２

１

８

45.1

40.3

1.2

1３．５

51.4

3５ ２

０５

1３ ０

47.4

4０ ０

１３

1１ ３

67.4

2０ １

１７

1０ ８

Ｑ2５ #5.6 Typeｏｆ

BossPrCferw

l)N6verDo1

2)Looksaft《

8)Other

9)DＫ

1４

7５

０

９

２
－
９
’
５
’
４

21.8

72.4

2.8

2.9

1８

7６

１

３

７
’
３
’
２
－
８

1５

6９

６

８

２
－
９
－
８
一

１

1９．３

59.3

４０

1７ ５

１１

8６

０

２

１
－
０
－
３
－
６

1９ ３

6７ １

0.3

1３．４

15.3

8２ ９

０１

１７

23.4

70.9

1.0

4.7

41.9

5７ ０

０３

０９

34.0

62.6

1.9

1.5

42.2

52.7

４．１

1.0

９
一
叩
－
０
一
加

Ｏ
ｌ
３
ｌ
１
－
６

4０ ６

5９ ４

40.8

56.7

１９

０６

“
｜
馴
一
０
－
３

９
－
４
－
４
－
３

3０ ９

6４ １

5.0

3９ ９

5６ ７

3.5

22.8

68.6

8.6

妬
一
相
－
０
’
６

Ｏ
ｌ
２
ｌ
１
－
７

1６．８

78.1

０４

４７

2４ ７

６７５

3.2

4.5

1０．７

7７ ８

０６

1０ ９

＋１０

8７

１

２

Ｋ１６

8０

０

４

1２

7９

０

８

６
－
０
－
４
－
０

1４ ５

7９ ５

０１

5.8

1３

8０

０

６

４
’
１
－
３
－
２

4９

４１

０

８

４
－
３
’
３
－
９

Ｑ2６ #2.12 Peop1e

He1pfi』IＭｏｓｔ

ofthe両ｍｅ

l)TrytoBe

2)Lookoutl

8)Other

9)DＫ

3５ ８

4５ ７

2.4

16.0

6１

3６

０

１

６
’
１
’
７
－
７

5８

3７

２

１

９
－
３
’
１
－
７

4７

4３

５

２

８
－
６
－
７
－
８

6０

2８

２

８

７
－
１
－
７
－
５

3６ ４

5８ ５

０９

4.2

38.4

57.2

０．１

４２

5８

3９

０

２

４
’
１
－
１
－
４

５１．２

43.6

１２

４１

6６ ０

30.2

2.6

1.2

67.5

28.6

3.9

65.0

27.9

5.8

1.4

訓
一
訓
一
１
｜
掴

２
－
２
’
５
’
２

58.3

3８ ３

２８

０６

砺
一
釦
－
３
’
０

５
－
４
’
１
－
９

5３

４３

１

１

６
ｌ
６
ｌ
１
ｌ
７

1９．２

77.2

2.2

1.4

馳
一
躯
－
２
－
２

９
－
８
－
３
’
０

42.8

48.2

2.2

6.8

2０ ７

7５ ４

3.9

3１ ９

5４ ４

6.8

6.8

犯
一
釦
－
５
’
３

９
ｌ
５
ｌ
６
ｌ
０

鯛
一
弱
－
１
｜
渦

４
－
５
’
１
－
０

Ｋ３０

6０

３

６

Ｑ2７ #2.12ｂ MostPeop1o

Fair

1)TakeAdv1

2)T『ytobe

8)Other

9)DＫ

3０

5４

１

1３

５
－
５
’
４
－
６

3３ ５

5３ ０

8.2

5.3

2１

6４

５

７

６
’
８
’
８
－
９

3０

４１

1３

1５

６
－
４
－
０
－
０

1９

5４

７

1７

９
－
８
’
９
－
５

49.2

4５ ６

０６

４６

3０

5７

０

1１

２
’
５
－
４
－
９

4９

4４

０

６

１

７

１

１

４１

5２

１

４

５
ｌ
３
ｌ
４
ｌ
８

亜
一
馳
一
０
｜
脚

３
ｌ
８
ｌ
９
ｌ
０

配
一
切
－
２
－
１

３
－
８
－
８
－

１

2９ ８

65.8

4.4

4０ ４

5６ ０

1.2

2.4

5７

3５

３

３

７
－
８
’
０
－
６

”
｜
釘
－
１
’

２

５
－
８
－
９
－
８

鯛
一
別
－
２
｜
吃

９
ｌ
９
ｌ
６
ｌ
６

馴
一
釦
－
０
’
８

１
ｌ
２
ｌ
１
ｌ
７

42.9

4８ １

２５

６５

Ｑ2８ #2.12ｃ MostPeop1e

TrUstworthy

1)CanBeＴＩ

2)Can，ｔＢｅ．

8)Other

9)DＫ

4０ ５

4４ ５

2.8

1２．２

3５

6２

１

０

５
－
５
－
０
’
９

33.0

65.3

１．０

0.7

32.4

62.9

2.8

2.0

3８

5５

２

４

５
－
０
’
３
－
２

1８ ６

80.2

0.1

1.0

1３

8２

０

３

５
－
９
－
３
－
３

2８ １

69.2

０．６

２１

3３

5９

１

５

３
’
５
’
５
－
７

60.8

35.8

２６

０９

55.8

４１．３

2.9

58.5

33.3

6.5

1.7

3９ １

4６ ０

2.8

1２．１

6０ ０

3８ ９

１１

45.8

49.8

3.1

1.3

4２

5４

１

１

４
’
５
’
３
－
８

2２

7３

１

１

８
－
８
－
８
－
６

犯
一
即
一

１
＝

２

３
－
０
’
５
－
１

37.8

47.0

４６

1０ ６

1３ ９

8３ ９

2.2

卯
一
“
’
３
’
４

５
－
４
－
８
’
３

6.1

90.7

2.8

0.3

34.2

53.4

１８

1０ ６

Ｋ３３

6２

２

４
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変更
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Tmatment

1)Stmn国ｙメ

2)A卿℃eto：

3)DｉｓａＦＵｅｌ

4)Stmn副ｙ［

8)Other

9>DＫ

1８．４

49.3

1６．８

6.5

1.1

7.9

１１ ８

5６ ０

2６ ３

４０

2.0

9.4

50.1

27.6

8.1

1.2

３５

1３．３

50.0

２１ ５

３４

４７

７１

1４ ７

4８ ８

22.6

3.8

1.4

8.6

1２．８

60.4

1８．４

3.1

０２

５２

1７ ２

5４ ０

1９ ９

２５

6.4

７０

6３ ５

1９ ７

6.3

3.6

２１ １

6３ ５

７９

２２

5.3

1９ ２

5６ ４

1１ ６

７０

5.8

２１

5０

1７

４

０

６

６
ｌ
０
ｌ
３
－
９
ｌ
１
－
１

2０ ７

5０ ９

1７ ３

６９
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Japan

SouthKo両Ｉ

l道､van

ＨｏｎｇＫｏｎＲ

India

Pｈ

SingBpom

Th⑨i1and

Other

ＤＫ

1)１

qIFbEL･再ﾕ

2）５．２

3）５．６

4)１

5）２．７

6）０ ４

7)1８ ９

8)1０ ２

9)3３ ３

r‘蓮当皇iｌ

器.J･-も~=ﾋﾛ
･ﾛ巴q吾■山

l）

2）

3）

4)21.5

5）

6）

7)３
LＬ■巴4
■■_③､

8）８．８

9）８．３

【
ふ
ゆ

Ｇｄトー

浅・T』

ロ
，
。
。

1)1２ ６

2）４ ９

3）４ １

4)２

5）

6）

7)39.9
‘O~~分!hL1⑤.､.._

8）

9）７．７

冒
畑
『
耐
生

す
り
山
・
一

.-Ｗ録,
U

,.・・8.．摩

1）６．７

2）５

3）３．１

4)14.9

5）

6）

7)２８．２

8)２６．６

9)１４．６

IC式

1）

2）３．７

3）２．７

4)１９．４

5）

6）

7)２７．８

8）９．９

9)２６．９

Ｉ岬

，灘;識

4)2６ ５ 3）８．９

1)2４ ５ 1)３７．７

2）、 １ 2）１．４

3）４．２
▲

ｌＵ｡

4）

5） 5）

6） 6）０．１

7)３ 7)２０．２

8） 8）

9） 9)２１．７

1）１６．８
』蝿争｡．.､

2)２９．４
'Ｐｊ

4）７．７

5）１．５

6）１．１

7)２０．９

3）１．９

8）

9)１８．８

1）１３．９

2)２２．２

3）３．３

4）３．１

5）７．２

6）

7）０．５

8)２６．１

9)１９．０

］
ｳ

］

凸早 ･･：

Ｑ4４ CountrymorF

※【国別質圃

ブランクは､名

※中国と中層

ＵＳＡ 1)3８ ５

EU(Eump“ 2）８ ０
－

(;》hina 3)2２ ４

Main1andof齢h蝿

Japan

ＳＤｕｔｈＫ◎応（ 4）

TheOtherノ 5)６．７

TheOtherA且”曲ａ

CountryOth鮮愉劃Q《

Other 8）１．４

ＤＫ 9)１

1)５３．１

2)２７．１

3）２．５

4）

5）

WinaBnd

8）

9）３．６

1)61.7

2)２

3）

4）２．４

5）４．３

J麺葬

8）１．２

9）４．１

1)34.9

2)２２．１

3）１．５

4）３．６

5）７．４

8)１４．２

9)１６．３

1)４３．６

2)１８．９

3）

4）１．９

5）

8）３．７

9)２３．２

1)49.1

2)２

3）３．７

4）１．４

5）

8）０．５

9)11.7

1)４７．４

2）８．５

6)１４．２

3）８．５

4）０．７

5）

8）

9)１６．０

1)５５．９

2）７．９

3)２１．８

4）３．９

5）

8）

9）

1）２３．７

2）７．９

3)３２．９

4）５．７

5）１．１

1５．３

9)１３．５

Ｑ4５ Adviser 1)Father

2)Mother

3)Bmther◎

4)TheOthe

5)Teacher《

6)Friend

7)Other

8)Idon･tha､

9)１．．，'tha’

3.6

8.5

1４．２

44.0

0.4

1８ ３

１７

３３

６１

9.6

1２．１

1５．７

25.8

0.3

29.8

1.0

4.5

１１

9.6

9.2

1３．８

31.2

0.2

28.3

1.4

5.2

1.0

1１．２

1０．１

1１．２

22.6

０７

2７ ７

３３

1０ ３

２８

1１．６

７２

1３ ５

1８ ３

０５

2３ ９

1２ １

５９

6.8

3.3

6.7

1２．７

32.9

０６

3５ ８

０９

５７

１５

7.7

9.8

11.6

40.6

22.5

０３

４０

３６

3.0

６８

1７ １

3４ ７

０２

2７ ８

２０

7.3

1.2

3.6

8.8

1１．２

47.1

1８．９

５７

３１

１７

Ｑ4６ Personal

Honor

1)VeryhTゅ《

2)Somewha

3)NotＶｅｒｙ

4)NotImoI

8)Other

9)DＫ

３

3６

3８

1１

０

９

９
’
５
－
０
－
４
－
６
－
５

1３

4７

3２

５

０

０

７
－
５
’
７
－
０
－
７
’
５

22.8

54.5

1９．２

2.1

１１

０３

1８

3８

3２

６

２

２

９
ｌ
２
ｌ
０
－
２
－
５
ｌ
３

1６．２

56.8

1９ １

３５

１２

３２

3０ ０

4４ １

2２ ０

２４

0.2

1.3

2９

5６

1０

１

０

１

６
ｌ
８
－
４
ｌ
９
－
３
ｌ
０

1３．８

57.4

24.4

4.0

0.5

3５

4５

1２

４

０

１

８
－
１
’
８
－
９
－
３
－

１

Q4７ Purposesof

Bringingup

ChiId”、

l)Passingd

2)SoCialRO1

3>Inmmving
△、－●

8)Other

9)DＫ

4１

3６

、６

５

２

７

４
－
０
’
９
－
６
－
５
－
７

９

5８

1０

1７

２

１

０
－
７
－
８
－
０
’
６
’
８

1３

5０

４

2３

５

２

３
－
０
－
７
’
８
－
７
－
５

7.2

57.7

６７

1３ ０

８６

６９

７

4６

５

2２

９

1０

Ｏ
ｌ
１
－
０
－
６
ｌ
１
ｌ
１

31.2

25.5

６０

2６ ５

４４

６４

3９

4０

２

1２

１

４

３
’
０
－
５
－
６
’
５
－

１

4２ ５

2７ ９

1５ ４

５５

２９

5.8

3０

2３

2３

1３

４

４

７
’
６
’
８
－
２
－
４
－
２
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2002 2002 2002 2003 2002 2002 2003 2003 2004 1９９８ 1999 1９９９ 1９８８ 1９８８ 1９８８ 1988 1987 1９８７ 1987 1９９２ 1９９３ 1９９１ 1９８８ 1988 1９９８ 1９９３ 1９９８ 2003 1998

EAVS 帝
》

ｃ
Item CategOry Jap⑤、 Beijing

Shan庁
hai
Kunmin8

Han庁
zh◎ｕ

Ｈｏｎ８
Ｋ◎nＲ

TBwvBn
鋤
》
Ｓ
Ｋ

Singa-

ｐＯｒｅ

JAＷＣ

Ｓ

Ａ
Ａ
Ｈ
Ｊ
Ａ
Ｊ
Ｈ
Ｎ
JPN一

Ａ

Ａ
Ａ
Ｈ
Ｊ

ＨＡ

ＮＪ
ＵＳＡ FRA ＵＫ FRG ITA ＨＯＬ

ＢＲＺ

JＢ

JPN－

日

Ｊ一

KS8

J一

ＫＳ１０

Oｍｎｉ

JPa

Ｏｍｎｉ

JＰｂ

Oｍｎｉ

JPC

Ｏｍｎｉ

ＵＳＡ

#sample "７ ﾉ'厩２ ｿ0罰３ ﾉ0忽 9〃 ﾉ’5７ za2 ﾉりり５ ﾉα3７ 3#‘ 2り６ 29‘ 2"ず ﾉβり 3” ﾉ5蔵３ ”” ﾉOf3 ﾉａ,０ ﾉひ‘８ ﾉaa3 ‘9２ ”'７ ﾉ5p７ ﾉ4域２ ﾉ43ノ 9β５

Ｑ4８ CarBof

ＯＩｄＰａ”nt8

1)ChildShol

2>Pa麺ntsS

8)Other

9)DＫ

44.5

4７ ４

２０

６１

70.5

2４ ３

５１

０１

77.0

18.7

3.9

0.4

72.0

2０ ３

６８

０９

76.8

1４．４

４９

３８

79.9

1８．５

0.5

1.0

71.3

27.5

0.4

0.8

47.1

51.3

０．５

1.1

82.7

1４ １

１６

１５

Ｑ４９ａ BenefactorOs

Operation

※【国別質問｜

ブランクは､名

1)SpendAI1

2)GiveuPtl

8)Other

9)DＫ

Missing

5０ ４

3１ ４

1７ ４

0.8

8９ ７

８１

０８

１４

84.8

11.6

1.2

2.4

8１ ９

７５

４５

６１

6８ ４

1３ ４

３４

1４ ８

86.7

8.6

1.2

3.5

78.8

1１．１

1.2

8.7

０１

78.2

1４．１

7.6

0.1

8２ ４

７０

９３

１３

Ｑ４９ｂ Par℃ntos

Opemtion

※【国別質問Ｉ

ブランクは､省

l)SPendAIl

2)Giveuptl

8)Other

9)DＫ

5ｍｇ

64.7

21.7

1２．８

０．８

93.5

5.2

0.5

0.8

88.4

8.7

0.9

1.9

89.5

4.3

3.5

2.7

76.6

1０．４

2.6

1０．３

90.6

6.0

1.1

2.2

0.1

8７

７

０

５

０

３
－
０
’
５
－
１
’
１

90.5

6.9

2.7

87.8

5.0

6.0

1.3

Ｑ５０ａ ＡＳＩＡＮＴＲｊＤ

ＶＡｕＩＥＳ－

Ｗｅｓｈ“1．

Respect

Ancestor

1)Stmn副yメ

2)A印もｅＳｏ１

3)Dis8Ep℃ｅｌ

4)Stmn胸【

8)Other

9)DＫ

34.7

57.3

5.2

1.4

1.4

41.1

5４ ８

３２

０２

０２

０６

53.8

43.2

2.6

0.2

0.3

39.7

5３ ６

４７

０３

０５

1.2

47.9

4６ ３

４１

０３

０４

１０

44.7

52.4

2.3

0.2

0.1

０４

4６ ９

5２ ７

０３

０．１

24.6

63.3

1０．１

1.4

０．６

45.3

50.2

2.1

１３

０２

０９

Ｑ５０ｂ ASIANTRjD

VALUES-

TheFir芯ｔＳｏｍ

ｓｈｏｕＩｄ

ＨｉｓＯ１ｄＰａ応『

1)Stmn副”

2)A”“Ｓ◎！

3)Disamもｅｌ

4)Stmndy［

8)OthSr

9)DＫ

６

2４

5４

1１

０

１

６
’
７
’
６
－
９
－
４
－
８

1３．２

36.3

4５ ５

３６

０９

０５

1４．８

36.0

42.8

５５

０６

０３

1５．１

3５ ５

4２ １

２８

３９

０５

1８

4０

3６

２

１

１

４
－
７
－
６
’
０
’
３
－
０

2４

3９

3２

３

０

０

６
－
２
ｌ
４
ｌ
０
ｌ
４
ｌ
５

2２

4５

2８

３

０

０

１
ｌ
２
ｌ
８
ｌ
３
ｌ
３
ｌ
３

９

3６

4６

７

０

０

Ｏ
ｌ
１
－
２
ｌ
７
ｌ
４
－
６

1４

2７

5１

５

１

０

０
’
１
－
６
－
４
－
１
－
９

Ｑ５０ｃ ASIANＴＲＡＤ

VALUES-

AVWf℃should

beObedience

toHerHusba’

1)Stmn副ｙメ

2)Ａｐ℃ｅＳｏ１

3)Di配愈cｅｌ

4)Stmn由【

8)Other

9)DＫ

５

2７

5１

・１４

０

１

１
－
１
’
５
－
４
’
４
－
７

１９

1０ ４

6６ ０

2０ ８

０８

0.2

２１

８９

64.9

23.8

0.3

2.2

1２．６

67.6

1４．０

2.8

0.9

２５

1１ ０

6５ ９

1７．０

1.9

1.8

8.0

31.8

50.7

7.9

0.8

0.9

９４

4５ ５

3８ ９

４８

0.8

0.5

９６

5４ ７

3０ ５

４１

０．３

0.8

1７

4７

2８

４

１

１

８
－
０
’
４
’
１
－
５
－
３

Ｑ５０ｄ ASIANＴＲＡＤ

VA皿IＥＳ－

ＷｅｓｈｏｕＩｄ

notGetMam

withOurParw

Opposeto

1)Stmn副yメ

2)A欧cｅＳｏ１

3)Disa…ｅｌ

4)Stmn画ｙ［

8)Other

9)DＫ

３

1９

5７

1５

０

４

０
－
１
’
１
－
９
－
４
－
６

0.4

２９

6８ １

2８ ４

０２

0.5

5.1

64.5

29.6

0.3

０

４

6７

2５

１

０

７
－
６
ｌ
６
ｌ
１
ｌ
４
ｌ
６

1.0

5.4

71.2

1９ ５

１５

１３

１６

４９

5３ ５

3９ ６

０１

0.3

2.2

16.0

56.0

24.2

0.7

１０

4.1

2７ ８

5６ ２

９４

０５

2.0

４

2０

6０

８

１

４

１
－
４
－
６
’
３
’
６
－
９

Q50e ＡＳＩＡＮｍＡＤ

ＶＡＵＩＥＳ－

Ｗｅｓｈｏｕｌｄ

FoI1owSenior

PeOPleoSOPim

1)StmndW

2)A厩もｅＳｏＩ

3)DiBagr℃eｌ

4)Stmnmy［

8)Other

9》DＫ

３

3９

4５

７

０

３

７
－
０
－
４
－
６
’
６
’
７

2.8

34.0

57.0

3.3

2.0

０９

3.7

36.3

49.1

7.3

2.8

0.8

２３

2７ ６

5６ ９

5.2

7.3

0.8

３

2８

5６

４

５

２

２
－
８
ｌ
６
ｌ
４
ｌ
０
－
０

6.1

43.0

43.9

4.7

0.9

1.3

1０ ５

5７ ０

2８ ６

1.8

1.5

０７

4.1

57.6

32.6

4.3

0.5

１０

６５

3９ ０

45.2

3.3

３１

３０

可

Ｑ５０ｆ ＡＳＩＡＮ１Ｔ１ＡＤ

ＶＡｕＩＥＳ－

ＷｅＮｅｅｄａＳＩ

ｉｎorderto

ContinueOur

Fami1yLine

1)Stmn胸メ

2)A画もＯＳＣ『

3)Dis8grもｅｌ

4)Stmn帥ｙ［

8)Other

9>DＫ

4.8

23.3

54.3

1５．４

０．１

2.1

１

1３

6８

1５

０

０

６
ｌ
０
ｌ
４
ｌ
５
ｌ
７
ｌ
９

1.4

９７

6６ ２

２１ ８

０７

0.2

２

1２

6７

1３

３

１

４
’
５
－
７
－
２
’
０
－
３

２９

1４ １

68.2

1１．２

1.0

2.7

５

2４

5６

1２

０

０

７
ｌ
０
－
７
－
４
ｌ
３
ｌ
９

９

4３

4０

５

０

０

２
’
４
－
８
－
５
－
５
－
５

７

3３

4５

1２

０

０

８
ｌ
４
ｌ
６
－
５
－
１
ｌ
６

1０

3１

５０

６

０

０

５
－
３
－
３
’
４
－
８
’
７

トー1Ｊ
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回
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2002 2002 2002 2003 2002 2002 2003 2003 2004 1９９８ 1999 1９９９ 1９８８ 1988 1988 1９８８ 1９８７ 1987 1９８７ 1９９２ 1９９３ 1９９１ 1988 1988 1998 1９９３ 1998 2003 1998

EAVS
Ｃａ和nｍ

ｃＱｄＯ
Item categO1y Japan Beijing

Shanr
hBｉ
Ｋｕｎｍｍｇ

● Ｈ卸歩
zh◎ｕ

Hon8
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１
２
３
４
５
６

自由回答データの個別回答

サンプルNo.間3０問3８
日本

問39ａ 間39ｂ
ナ シナシ
警察わからない
わからない わからない
一生懸命働いている人役に立つ仕事
スポーツ選手わからない
陰になって支えて仕事をしていナシ
る人

医者わからない
わからない わからない
人が嫁がる仕事をするサービス業
教 師なし
技術者わからない
わからない 公務員
わからない わからない
別にないつりかんけい。
わからない わからない
わからない わからない

なしわからない
わからない わからない
人とかかわることわからない
わからない わからない
特にナシ考えたことナシ
大工大エ

きこりきこり
別にナシ特にナシ
ナシナシ
特にない 特にない
特にナシ箕面目に働いていればどんな職

案でも良い
これと云うのはナシ事ム職
医者秘書
医師肴瞳婦
医師､国家公務員思いうかばない
特にナシわからない
自動車検査員自動車検査員
ゲﾗﾌｨｯｸデザイナーグラフィックデザイナー
医者わからない
芸術家音楽家
わからない 機械(技術者）
わからない 会社員
わからない デザイナー
医療樋関医者
職人介護師
医療関係､ボランティア､社会福子供達の成育にかかわる仕事
祉の仕事
疾密悶優看護婦
一番はない わからない
すべての職粟電気技術
医師司書
福祉関係の仕事福祉関係の職業
特にない 特にない
わからない わからない
ＮＰＯ、ＮＧＯＮＰＯ

特にない 医師
特にないNPO等ボランティア
特福祉士
特にない 医療関係の職業
わからない わからない
医者わからない
わからない わからない
わからない わからない
わからない わからない
人の為になる職業わからない
先生カウンセリング
わからない わからない
看瞳婦わからない
わからない わからない
わからない わからない
わからない わからない
裁判官公務員

ない わからない
わからない わからない
わからない わからない
ない 保母さん
農家わからない

わからない 健康
わからない 家族
わからない 家族
お寺思いやり
残業家族
お寺家族

お寺健康
古い物血のつながり
民鰯､着物子供
わからない 家族
お正月、おまいり健康
わからない 家族
わからない わからない
歴 史家族
わからない 家族
きもの健康
かぶき家族
わからない 健康･子供
わからない 健康
古くて良いものがたくさん有る。健康
わからない 家族
伝統建築物の技術健康な身体
わからない 家庭
歌舞伎､相撲家族
天皇家族
ナシナシ

浮かんでこない 家族
お祭り､茶道､歌舞伎健康､家族

おまつり､能､歌舞伎家族､お金､友達
着物､茶道華道､たたみの部屋豪族
能､歌舞伎人のこころ
幸せ､平和家族
建築物家族
和わからない
わからない 健康
礼 儀家族
歌舞伎命
能舞い 家族
書道家族､命
お茶､茶道家族
わからない 家族
習い事､茶道､華道自分にほこりを持つ事
わからない 家族

4．各国の自由回答データの個別回答（問３０、問３８，問３９a、問３９b）

７
８
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０
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２
３
４
５
６
７
８
９
０
１
２
３
４
５
６
７
８

１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
２
２
２
２
２
２
２
２
２

鯛
釦
訓
型
銅
鋼
弱
卵
諏
犯
調
犯
馴
犯
桐
“
妬
蛎
銅
佃
網
釦
馴
馳
銅
弘
弱
卵
釘
詔
弱
釦
副
亜
闘
餌
鯛
卵
切
明
的
加
刀
花
氾

いっぱいあってわからない 家族
わからない 命
芝 居家族
京都健康

健康
歌舞伎命
わからない わからない
閉鎖的国自分自身
曾葉時間
稜理､人情他人への思いやり
重要文化財命
古寺健康
歌舞伎､古典落鰭親､子供
わからない 仕事､家族
わからない わからない
わからない わからない
すもう､じゅう道体､健康
わからない 家族
舞踊感醐の気持ち
わからない 家族
わからない 家庭､子供
京都､奈良などの仏閣家族
民よう健康
わからない 健康
伝統行事(七夕､節分､ひなま家族､仕事
つり）

わからない 家族､子供
わからない 子供
わからない 健康
日本舞よう家族
わからない 健康

１３８



信用､尊敬､親切､愛情､友情
家族

家族の健康
家族
家族
家族
健康
家族

仕事､家族
仕事､家族
人間及び自然への敬愛

自分を信じる心
家族､家庭
家族､家庭
家族､家庭
家族(子供）

他人への思いやり､気づかい
平和

人権の尊重
自分の生命
家族

家族
家族
家族
家族
家族
家族
妻､子供
家族
家族
健康
家族
宗教

健康

問3０問３８
わからない 命
わからない 健康
わからないやさしい心
礼節､情夢､理想
たたみ､まじめ家族､健康
わからない 家族
わからない 家族
すもう家族
伝銃芸塗家族､趣味
着物､茶道､華道､庭園家族
信仰､宗教仕事
書物､建物健康
歌ぶ伎､生け花､茶道家族
箸､畳､華道家族､両親
四季命､健康､家族
着物友達
平泉文化健康と家族
道路整備による文化､このゆと健康､孫の成長
りが文化の充実につなが
何もないいなか
特にないわからない 仕事
中尊寺健康

思い浮かばないわからない家族
特になし家族
わからない 健康
特になしわからない 子供の成長
お城､神社､仏閣。家庭。
和服健康。
伝統家庭
歴史健康
柔道家庭
わからない 健康と家庭。
能や祭典。家族の健康

俳句家庭
和服(着物）健康
舞楽家族と健康
柔道､さくらの木体の健康
わからない わからない
たたみ健康
祭り､茶道信用､尊敬､親ｔ
能､カブキ家族
和服家族の健康
わからない 家族
祭りなどの伝統行事家族
わからない 家族
わからない 健康
木の文化家族
食の文化仕事､家族
たたみ､芸能､食仕事､家族
木の文化(古い木造の寺等､例人間及び自然へ
法隆寺

歌舞伎自分を信じる心
和食､歌舞伎家族､家庭
和食家族､家庭
たたみ､和食家族､家庭
和(たたみ）家族(子供）

礼ぎ､作法､たたみでの生活他人への思いや
わからない 平和

ナシ人権の尊重
世界イサン自分の生命
和家族

京都家族
わからない 家族
ひらがな家族
着物､行事家族
皇室､歌舞伎家族
祭ごと家族
野球妻､子供
京都､仏像家族
わび､さび家族
仏像健康
相撲家族
若物､義理人情宗教

蔚物､歌舞伎健康

問39ａ 間39ｂ
わからない わからない
新聞記者学校の先生
弁護士わからない
国際NGO難民救済派遥員
なし公務員
大工わからない
わからない わからない
農業公務員
先生(小中学）役場
わからない わからない
ない 公務員
作 家美容師
農業編集者
レスキュー隊小学校の教員､カメラマン
介 護保母
ない 会社事務
総理大臣普通の会社員
先生特になし

政治家わからない
特になし特になし
民生委員事務職(雨が降っても大丈夫な

こと）

看護婦･医者特になし
公務員わからない
公務員なし
特になし特になし
写真家。写真家。
自分の仕事。今の仕事。
特にない。 現在の職業
公務員今の職業
わからない 今の職薬
社会福祉に関わってる人。現在の職菜。
福祉(介護センター等)に従事し現在で良い
てる人

わからない 公務員
医者わからない
特になし看腫師
医者肴瞳婦
わからない わからない
特になしあまり思い浮かばない
教員､公務員､政治家会社社長(製造梁)か学校の先
今の自分の仕事(ガラスカロェ今の自分の仕事(ガラス加エ
わからない わからない
わからない 小脱家
警察官わからない
特になし特になし
医者デザイナ－
特になし特になし
なしなし
なしなし
芸術家､宗教家､消防士
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1２３

１２４

１２５

１２６

１２７

特になし自分自身の力を最も出せるとこ
なしなし
なしなし
なしなし
医者､看護婦など人の為に役に幼稚園の先生､保母
立つ仕事
飛行機のパイロット(旅客機）医者
医者特にナシ(充実感が有れば良
職業に上下はない答えない経営する事
技術者わからない
好きな事をやっている自由業スポーツ選手
(画家､小脱家）
医 者ナシ
特にナシ特にナシ
医者ナシ
医者小児科の先生
富益を欲しない学者パイロット
わからない わからない

なしファッション関係の仕事
大学教授学者
職業ではないがボランティア活わからない
職業とは違うがボランティア活わからない
わからない わからない
どんな仕事でも真面にコツコツ保母
働いている人

教師服飾関係裁縫

1２８

１２９

１３０

１３１

１３２

３
４
５
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３
３
３
３
３
３
３
４
４
４
４
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１
１
１
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１
１
１
１
１
１
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卯
馴
躯
鯛
鯛

１
１
１
１
１

間3０問３８
能､茶道､日本鰭どれが－番という［
な し家族
和食｡相撲。仕事､家庭の両方
すし､てんぷら等の和食信用。
茶道､庭間(日本式）子供
着物､お茶づけ子供
おみこし､すし､梅干し特になし
(1)先祖のお墓まいり(2)和食家族
花 火子供
お祭り家族
茶道健康､家族
社寺､仏閣家族
茶道､花道健康
古い歴史家庭
神社わからない
仏教文化(寺､社）家族
まあまあ平和であること家庭
経済の発展信用
国技わからない
寺､僧家族
香道絵画世界が平和､家族
昔の首い伝え夫や子供
日本古来の首い伝え家族
節目事のお祝い､七五三､成人家族親
式､お正月
先進国家族
段々畑のある農村文化家族
急に思い浮かばない 家族
喰ぺ物､料理､職人の技術健康
わからない 健康､平和な家庭
京都一お寺とか歴史的建造物家族
礼儀正しい 家族の調和
観光と四季の変化や景色家族
古い建造物､食､自然健康
社寺､仏閣家族
わからない お金

歌舞伎健康
わからない 家族健康
日光東照宮友人

かぶき健康
畳･障子家族
ナシナシ
和食家庭
ナシナシ
きもの､かぎをかけずに留守が家族
できること

わび､さび妻
茶の湯家族
歴史はくり返される心
わからない 家族
華道､茶道､和食､着物家族

桜､和服家族
建築､着物､首鰭家族､お金
国語(日本語）親
自然(山､川､谷､湖､海等）家族
日本文学(古典も含め)古典芸国と家族
能､和歌
四季(自然)、（山水の風景)日家族
本料理
古典音楽､浮ﾖ絵自分４家族
女性のやさしさ､伝統エ芸､草家族や友人等人と’
木染の古くからあるいを大切にしたい
日本古来の古典的文化(能等）家族､子供
タキノウ､狂言
わからない お金､友達
短歌､俳句自分
正月、お金等の伝統行事家族
歴史古い伝統家族

問３８

どれが－番ということはない
問39ａ
なし
なし

今言えない
わからない
わからない
わからない
わからない
特になし
なし
わからない
医師
わからない
裁判官
大学の学長
わからない
自信を持てる職菓
わからない
わからない
わからない
わからない
運送葉
わからない
働いている人
医療の仕事

わからない
自分の仕事が一番
自分の仕事
特になし
なし
なし
看瞳婦
わからない
なし
特になし
わからない
人間が幸せになる様なｔｊ
わからない
人のためになる仕事､生
ある仕事

問39ｂ
研究職
教員(小学校）
今言えない
わからない
わからない
わからない
わからない
特になし
なし
看鐘士
看鐘士
科学者
弁膜士
銀行の経営者
わからない
研究者(化学）
科学者
なし

わからない
生活を豊にする職業
わからない
わからない
なし

福祉関係

わからない
現在の仕事
観光事菜(現在の職）
新聞記者
なし
なし

看獲婦
なし
なし
わからない
なし

物を造る仕事
食料品関係の商売
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１
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１
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１

な仕事

人のためになる仕事､生がいの人と直接､接する仕事､ひとりで
ある仕事コツコツやる仕事は好
考えたことない 歌手
人を喜こばせることができる仕洋裁
ナ シナシ
技術職技術職
ナシナシ
ナシ技術者

サラリーマンナシ
ナシナシ

ナシ福祉関係
わからない わからない
無医村の医師NPO､ＮＧＯの職占星家
員
わからない わからない
看瞳師デザイナー
わからないＦ１レーサー
学者(科学者）子供の頃は樋関車の運転手
人の嫌がる仕事(職栗）医者

科学者特にナシ

教師教師
)思いうかばない 美容師

なし服装デザイナー

わからない わからない
医者お花や､お茶の先生
医者介瞳士
医者子供の頃は看護婦大人になっ

てから考えた事がない
学者先生(小学校）

わからない わからない
わからない わからない
わからない わからない
わからない 医者
わからない わからない
わからない わからない

184

1８５

１８６

１８７

１８８

１８９
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1９５

１９６

１９７

１９８

１９９

200

201

202 家族や友人等人とのかかわりあ思いうかばない
いを大切にしたい

家族､子供なし

お金､友達わからない
自分医者
家族医者
家族医者

家学者

203

“
鯛
“
、

２
２
２
２

古典的な文芸(能や落語等)、
文学､美術
わからない
わからない
日本家屋
わからない
わからない
わからない

208

自分の体
わからない
人の命
人のいのち
人間性
命

209

210

211

212

213

214

Z4０



わからない
わからない
わからない
警察官
わからない
わからない
わからない
わからない
わからない
わからない
わからない
わからない
わからない
なし

わからない
わからない
わからない
農業
販売業
わからない
わからない

犬をあつかう仕事
わからない
医者
弁護士
先生
サラリーマン

医者
わからない

海外ツァコン､幼ち園保母
わからない
税理士
わからない
わからない

人の為になる様な仕事
特になし
特になし
ナシ

ナシ

なし

わからない
わからない
なし

わからない
大エ

自由業
わからない
教員
わからない
スチュワーデス
わからない
わからない
特になし
わからない
ない
ない
わからない
わからない
サービス業
わからない

問３８

わからない
わからない
わからない
健康
家族
家族

家族
わからない
思いやり､やさしさ
家族

家族
ゆとり

家族(主人､子供､孫）
信頼関係､家族
わからない
人を思いやる心
家族
わからない
子供
家族
子供
子供
子供
家族､友だち
家族
家族､子供
わからない
友だち､家族
愛､何に対しても
健康(体と心）
家族
わからない
わからない
家族
家族
愛
主人

財産

信頼関係
わからない
家族
家族

命
家族
子供
子供

子供､金、自分。
わからない
家族
家族
金

家族と自分の健康
家族の幸せ
家族
家族
お金

わからない
家族の幸せ
子供

人の命､家族の幸せ
人間味
家族
家族
家族
平和

幸福
生活

生きる事
生活環境
金と健康
家族
家族､子供
健康
命
家族
家族
家族

問39ａ 間39ｂ
わからない わからない
わからない わからない
わからない わからない
無 し裁判官
ボランティア医者国会議員
コンピューターハード･ソフト製作コンピューター関係
者
無 し無し
わからない わからない
先生わからない
医者教師
ボランティアの医師手芸家
わからない わからない
介瞳士､看護婦通訳
ボランティアの医師保母さん
わからない わからない
教 師ない
わからないエンジニア
わからない わからない
先生わからない
わからない わからない
裁判官警察官
わからない わからない
わからない わからない
わからない わからない
わからない わからない
職菜に区別はない わからない

わからない
わからない
わからない
寺院
言葉
歌舞伎

わからない
わからない
京都
わびさび
歌舞伎
日本人形

茶道､歌舞伎
歌舞伎
わからない
寺
若物
わからない
歴史
蒼物
寺
歌舞技
寺､神社
特になし
特になし
芸術､美術
特になし
わからない
特になし

住居､食物､衣服
おくゆかしい事
なし

わからない
わからない
お寺
能楽
わからない
わからない
文学
わからない
わからない
宗教
伝統
歴史
日本語
こけし､たこ

四季
わからない

仏像､庭園､建築物
寺社仏閣
わからない
伝統的な昔からある物歌
歌舞伎とか伝銃芸態
島国の文化をひきつぐ
わからない
わからない
わからない
わからない
文楽､歌舞技
わからない
寺社
日本人の良い所
わび､さび
カブキ
わからない
伝統
和服
食
食生活
正月
わからない
礼せつ

寺社仏かく
着物

２１５

２１６

２１７

２１８

２１９

２２０

幻
型
銅
四
西
泌
幻
犯
羽
犯
訓
犯
調
鋼
鍋
鎚
諏
犯
調
如
馴
躯
偲
“
拓
拓
仰
把
網
釦
馴
艶
詔
馴
弱
死
釘
詔
弱
卵
馴
硬
闘
餌
砺
髄
師
鯛
的
加
刀
泥
ね
潤
巧
乃
刀
沼
ね
卯
副
哩
鯛
餌
鯛
鯛
師
卵
閑
卯
馴

２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２

サンプルNo.間3０

わからない
職菜に区別はない
わからない
わからない

不自由な人のお世話を
わからない
本人が満足いればよい
わからない
わからない
わからない
農薬
わからない
わからない
わからない
わからない
わからない
医者
医者
医者
わからない
医者
消防士
先生(学校）
わからない
医者

ナシわからない
わからない
特になし
特になし
特になし
ナシ

ナシ

特になし
わからない
ナシ

特になし
医者
ナシ

特にナシ

わからない
わからない
わからない
わからない
神夫
すべての会社員
医者
わからない
ない

難しい
わからない

人の役に立つ仕事
主婦
わからない

のお世話をする事

舞伎

昔からの伝統的な言い伝えと
ぜいたく

先祖のくよう

１４１



325

326

327

328

問3０問３８
わからない 家ぞ<

伝錠雲蛇家族

言葉､家族形態家族
わからない 心

茶道､華道家族
日本人として身に(生涯を通し自然
て)つけていくもの

お祭り家族
習慣､国民性､一般生活の様式家族
わからない 健康
かぶき､浮世絵仕事
ﾀﾀﾐ家族
杉鉢の蔵の街や日光など健康
先祖や親を尊ぶ家庭
書道､すもう感鮒の気持ち
教育人間同士信頼仕合えること
京都家族
寺院家族
天皇制､国体家族
平和(争いごとがない）家族
皇室の行事､お神楽健康
日本独特の精神性家族､健康
わからない 家族

寺院､神社(木造建築）家族
わからない 家族
たたみ家族
武士心の豊かさ
おまつり健康
着物子供
書道｡かぶき｡人形じようるり。健康
しゃくは､おこと､お寺､着物､米家族
わからない お金

特になし家族
古い家族

わからない家族
わからない 家族
わからない子供
着物､寿し､季節の行事(盆･正家族､健康
月など）
わからない子供
着物わからない
わからない 感謝の心､愛

問39ａ 間39ｂ
ない 具体的というより､能力が；

できる仕事ならなんでも
どんな職業も尊敬できる｡反対ない
に尊敬できない仕事があ
介護民生委員
ない 看ゴ(介護）
医者学校の先生
教育者教育者

わからない わからない
なし経営者
わからない 医者
芸術家創造していく職業
教育者政治家
わからない わからない
わからない 看瞳婦､弁護士
本人が納得していればよい医療関係
職業に区別はない 営業
野球プレーヤーシステムエンジニア
ないボランティア活動
教員教育
一生懸命働ける仕事今はない
医者､看瞳婦､人がイヤがる仕食べものや
どんな仕事も尊敬出来る人の役に立つ仕事
教 員教員
福祉関係福祉関係
なし公務員的なもの
なし公務員
ない公務員
なし管理人
医者なし
教育者特にない
なし図書館の司書
医者医者
特になし特になし
プロスポーツ選手プロボクサー､プロレスラー

ロゴルファー

わからない わからない
わからないサービス業
わからない わからない
技術がなければ出来ない専門専門職
職
わからない わからない
わからない わからない
本当の意味で人の心をいやすアロマセラピスト､ヒーラー

問39ｂ
具体的というより､能力が発揮
できる仕事ならなんでも
ない

民生委員
看ゴ(介護）
学校の先生
教育者

わからない
経営者
医者
創造していく職業
政治家
わからない
看瞳婦､弁護士
医鯉関係
営業
システムエンジニア

ボランティア活動
教育
今はない
食べものや
人の役に立つ仕事
教員
福祉関係
公務員的なもの
公務員
公務員
管理人
なし

特にない
図書館の司書
医者
特になし
プロボクサー､プロレスラー､プ

２
３
４
５
６
７

９
９
９
９
９
９

２
２
２
２
２
２

卵
卵
加
伽
皿
鯛
“
鯛
鯛
、
卵
的
加
川
旭
個
澗
帽
旧
洞
旧
ね
加
創
型
泌
劉

２
２
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３

わからない
わからない
わからない
技術がなければ出来
職
わからない
わからない
本当の意味で人の心
職業
わからない
わからない
わからない
わからない
わからない
わからない
わからない
なし

特にない
わからない
わからない
わからない
わからない
わからない
特定する職菓はない
教師
園会竪員睡
特になし
医者

特になし
なし
和裁の先生
医者

わからない
消防士
裁判官
自分がおぼえた仕事
特になし
わからない
職人
なし
なし

サンプルNｏ．

329

330

331

わからない
わからない
わからない
わからなし、
わからない
わからない
わからない
なし

教祖の様な仕事
わからない
(手仕事）
わからない
わからない
わからない
デザイナー､エ芸職人
医者
政治家
写真家
弁護師
教師
特になし
介瞳の仕事
・サービス業
料理教室の先生

コンピューター関係の仕事
看護婦
なし
特になし
わからない
しゆげい
なし

なし

家族
わからない
わからない
健康､仕事
家族､仕事､健康
健康､お金､仕事
健康､家族
自分
家族､仕事
家族､仕事
家族､友人､健康､お金
家族､健康
健康､家族
健康､家族､友人､お金
家族の健康
健康
家族
家族
健康
自分又､家族の生活
家族
家族
家族

自分の健康､家族の健康
健康
家族
お金

健康
健康がいちばんだいじ
子供
自分､家族､社会
家族

わからない
わからない
わからない
歌舞伎､茶道､華道
茶道､華道
神社､お寺
和服､華道
和大鼓､和服
(1)和服
茶道､華道
和服､お正月、指し物(木エ）
(1)おまつり(2)芝居(3)お正
(1)おまつり(2)和服
歌舞伎､お寺､神社
和服
日本庭園
献上の文化
茶道､華道
わび､さびの文化
古都(鋒倉､京都）
和歌､短歌
郷土芸能､狂言､歌舞伎
わからない
鬼瓦(日本建築）
盆踊り､夏祭り
寺社､仏閣
生活がしやすい
四季がある
わからない
芸術
茶花道、日本庭園､かぶき
お寺

理
翠
理
郵
郵
獅
郵
却
却
郵
報
報
謝
報
郡
諏
郡
却
麺
鋤
狸
麺
郵
錘
郵
獅
麺
麺
皿
珂
亜
麹
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375

376

問３８
海

人間関係
身内(家族の健康）

家族

家族

生活(家族）

家族
平和

まず自分の健康

健康
家族の健康(私が､今年乳ガン

問39ａ 間39ｂ
自営業(自分で何かやっている特になし
人）

特になしなし(現在で満足）
わからない なし

特になしここまできたので特になし､わか
らない

特になし(その人にあっていれ今は､考えていないなし
ばよい）

手に職のある職業資格をとって何かしたいが今の
ところ自分に何ができる

医 者なし
なし年なのでなし

わからない わからない

わからない わからない
自分で創造して作り出す職菜考えていない
(芸術その他）
わからない わからない
社会に役立つ仕事｡具体的にサラリーマン
わからない
な しなし
医者職人､木エ芸､芸をきわめる職
看護師特になし
なしわからない

なしなし
わからない わからない
な しなし
医師わからない
わからない 政治家

ボランティア活動弁護士
わからないエンジニア
福祉等で働いている方々精神的カウンセラー
病院の医師保育園保育士
医師看護婦
わからない 人の為になる職業社会福祉(養

護アシスタント）
看護婦保育士
会社等で－番下の方で働いて獣医
いる生産に直接たずさわっ
教 師なし
３Ｋといわれる職業ピアノ教師
わからない公務員
なしデザイナー
町エ場でこつこつと何かを研究保母
して発明したりしている
わからない じゅう医
わからない わからない
裁判官わからない
わからない なし
な しなし
サラリーマンサラリーマン
特になしなし
配管菜配管業
下水掃じエステシヤン
･人のためにできる仕事･ノーペ医者
ル賞をとった人達がや
な しなし
宗教関係宗教関係
なしもし生まれ変わってきたら政治
福祉関係医療関係､看瞳士
何がよいとも言えない なし
科学者研究者
技術を必要とする職技術者
医師､道具を作る仕事､食に係農業(品種改良の研究したり)関
る仕事係
なしスポーツ選手
なしなし
なしなし
先生幼稚園の先生
医者先生
ない トリマー

医者わからない
なし医者
なし農業
わからない 職人
な しなし

陶芸

わからない
植木、日本料理(漬け物､味噌
汁）

なし

教育

わからない

奈良の大仏
行事､お正月、料理､四季
折々、冠婚そうさい
歴史､京都奈良の建築､和服、
和の物全て。
能、日本舞よう
日本人の精神性(つつましやか
さとか)(今回のノーペ
わからない
古典文化､能

刺身
茶道､華道
神様
伝統文芸､工芸(具体的に出て

３６４

365

366

367

368

369

370

371

372

３７３

３７４

の手術をしたので）

家族
家族

健康
家族
家族
家族

友達
心

自分
家族
自分達の家族
心

家族
健康
家族
家族
家庭

親と友人等の信頼関係
家族

家族
肉親､友人
家族
子供
家族

家族
命､家族
家族
家族
家族

経済
家族
家族
家族
健康

サンプルNo.間3０

377

378

379

380 伝統文芸､工芸(具体的に出
こない）

陶芸
わからない
庭園
お茶､お花
神社仏閣
着物
京都の寺等
住宅(和室の）
日本人の心
藩物(和服）
わからない

道の世界
四季のいろいろな行事

四季
かぶき､能
かぶき､茶道､花道､語りぺ。
わからない
かぶき､お茶

わからない
わび､さび
古都
遥物
伝統
音楽
車
なし

京都
京都

歌舞伎
着物
能､相撲
お茶､花、日本舞踊､太鼓
わからない
教育水準の高いこと
律稜なこと
農耕

わからない

村祭り
古り芸能
歌舞伎
歴史の遺産があること
きもの
歌舞伎
富士山
すわる事
遺せき
歴史

１
２
３
４
５
６
７
８
９
０
１

８
８
８
８
８
８
８
８
８
９
９

３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３

392

393

４
５
６
７
８

９
９
９
９
９

３
３
３
３
３

９
０
１
２
３
４
５
６
７
８

羽
如
如
犯
犯
如
佃
細
細
㈹

家庭健康
家族
家族
自分本人
健康
家族
家族
健康(精神的なことも含む）

９
０
１
２
３
４
５
６

銅
釧
釧
馴
釧
馴
刺
細

妻､友人､お金
健康
家族
子供､親､夫
心､人情
家族
健康
自分
家族
家族
家族

７
８
９
０
１
２
３
４
５
６
７

１
１
１
２
２
２
２
２
２
２
２

４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
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周囲に負担をかけない生

問３０
武士道
わからない
着もの
能
畳

戦争
生活がよくなかった
伝統･技術

問３８

健康
お金

自分自身
家族
健康
じいちゃん(ご主人）
家族

心､家族

自分自身､家族
健康
家族･健康
健康､お金､財産
家族､健康
家族

健康､周囲に負担を
家族

家族･健康･お金
家族
健康､家族
両親､夫

家族･友人･健康
家族
健康

問39ａ 間39ｂ
職人生産(野菜）
わからない 工場で生産する仕津
研究者(医者）地質学者
医者芸術家
医者サービス業(スーパー
農業農業
わからない わからない

海とか山､自然を相手にする職(1)環境保護に従事
業。(2)農家
職業に貴賎はない。 ミュージシャン

人や社会に役立つ仕事技術(エンジニア)者
人のためになる仕事サービス業
公務員教師
わからない わからない
公務員設計士
わからない 公務員
わからない わからない
わからない 特にない
わからない 先生(学校の）
わからない わからない
わからない 看瞳婦(士）
医擢樫関国際的な職業
農薬樫械の修理
今は身体が不自由だから何をわからない
思っても仕方ない

自分に合った仕事現在している仕事
現在､働いている仕事教師
？わからない？わからない
？わからない？わからない
現在の仕事変らない
考えたことないのでわからないわからない

８
９
０
１
２
３
４
５

２
２
３
３
３
３
３
３

４
４
４
４
４
４
４
４

生産(野菜）

工場で生産する仕事
地質学者
芸術家

サービス業(スーパーの店員）
農業
わからない

(1)環境保護に従事する仕事

法隆寺､着物､お茶
わからない
歴史､侵絞葵匪
仏教､神社仏閣
環境､風土､美しい自然
寺神､仏閣などの建物
急にいわれてもわからな｛，
絵(日本画）
食べ物(日本食)と建て物
お正月行事(ししまいetc・
茶道わび､さび､能
芸術､音楽
わび､さび
日本語
わからない

細
靭
細
細
細
郷
鞭
細
郷
輔
蝿
抑
蝿
報
知
細
哩
極
秘
極
獅
靭
細
細
細
細
極
極
姻
姉
姉
御
細
細
加
切
唖
蝿
姻
蛎
椛
切
畑
細
細
畑
極
細
靭
噸
郷
卿
細
細
細
細
哩
唖
蝿
獅
細
靭
細
細
麺
細
理
麺
羽

サンプルNｏ．

、

）

国際的な職業
樫械の修理
わからない

現在している仕事
教師
？わからない
？わからない
変らない
わからない
わからない
わからない
わからない
公務員
(建股巣)大工
エンジニア
大エ

公務員
公務員
製造作菜員
保母
農家
偉い人学校の(先生）
農家(米作り）
農業
お百姓さん
農薬
スポーツインストラクター
検察官
わからない
医者
サラリーマン

学校の先生
わからない
保母
自営某
ナシ

ナシ

ない
ナシ

ない

わからない
お花屋さん
通訳
なし
なし

わからない
有り雛とうとの言葉
古い寺等
タタミ

わからない
古い木造建築､神社
世界遺産
祭り
わからない
仏教､仏像､仏教寺院
仏教､仏像
お茶の流儀･作法。
寺の建物､寺院建築
民囲
京都の建物(寺院建築）
お祭り
男尊女卑が通じる世界
日本庭園
温泉
和食(懐石料理）
お寺の建築(寺院）
お寺のお鱗
和服､米
茶道
寺
寺
京都
寺
わからない
わからない
祭り
なしわからない
お茶
京都寺院
芸術

医学の進歩
着物(和服）
わからない
お茶
わからない
わからない
なし
歴史
ノウ
お茶
お花
わからない
歴史
わからない
わからない
寺院
日本画､寺､神社
わからない
日本語･祭

家庭
家族
健康であること
家庭
家族
家族
家庭
家族
わからない
健康
家族
健康
家族･健康
家族
家族
仕事
家族､健康
健康
お金
家族
健康
家族
(御)主人
家族
夢
家族
子供
家族
家族
夫
家族
心

家庭
健康
ない
健康
家族と友達
わからない
家庭
家族
命
わからない
家族
妻
家族
健康
家族
主人

子供
子供
自分と､その周辺
自分
家族

家族と家庭､仕事

わからない
わからない
わからない
福祉介護員
(農家)農業
(エンジニア)電機の技術者
高潔な政治家
先生(学校の）
弁護士
製造メーカーのエ作員
肴謹婦､医師
看瞳婦さん
お百姓さん
生産者(農家）
農菓
お百姓さん
米作り(お百姓）
スポーツ､全般
わからない
わからない
医者
警官
医者
わからない
肴瞳婦
農業
ナシ

製造菜
ない

農業
農業
わからなしｖ
医者
なし
なし

わからない
医者
医者
わからない
医者
わからない
先生
友達
わからない
なし
わからない
学校の先生
専門の職人

若い頃はパイロット今はなし
エンジニア
わからない
わからない
わからない
わからない
わからない
わからない
研究職
わからない
わからない
伝統･エ芸師

Z4型



535

536

間 3０問３８
国技家族
日本語､文字､俳句､文学家族
寺､神社､参ぱい 家族､健康
梯教家族､健康と平和

わからない わからない
わからない 親､友人
わからない 家庭

神社､寺院､鳥居自分の家族､自分自身
わからない わからない
田舎､田畠の風景を残している家族
こと｡食文化を感じる。
わからない 生きると云うこと
わからない わからない
日本歴史身近な人
わからない 家族
お茶､お花､仏教命
“こしきゆかしぐ…''みたいな事和楽
かぶき相談出来る友人や肉親
すもう人
わからない 家族
皇室の伝統家庭
四季の行事やまつり心
木造建築(古い)、和食家族
自 然生命
きもの親兄弟
お寺子供
衣食住家族
わからない 家族
京都のお寺家族
能､狂言など健康
水田家族

出て来ない。 健康
出ないわからない 家族

国民のまとまり(他の国々からお金
見ると）

(1)和食(2)和服など家族､自然環境､生命
日本古来の文化(茶道､華道）家族
など

伝統ある歴史家族全部の健康

古典的な芸能など家族
昔からある古典芸能(伝統）家族

思いつかない｡わからない 自分を含む家族
城､和式建築､タタミ家族
能､歌舞伎、日本刀､すもう､柔家庭､健康
道､着物､お寺
建物わからない
わからない 健康
わからない 子供､仕事
わからない 家族､お金
京都､奈良の建物家族
わからない 家族
お 寺自分
わからない 康健．
遺跡､能楽康健
城､寺院康健
わからない 仕事
わからない わからない
四季と共に生きる事時間と両親

わからない 健康
？わからない 家族

京都のお寺家族

和楽器家族
お寺､能楽家族
昔の伝統芸能家族の健康
お城､お寺家族
寺家族
勤勉さ家族
教育健康
思い浮かばないわからない家族
わからない 家族

問39ａ
主婦
わからない
わからない
職業で差別出来ない

問39ｂ
マンガ家
わからない
国家公務員
先生と(尊敬される人)云われる
様な職業なら何でも。
わからない
わからない

車にかかわる仕事
なしわからない
ない

介護をする仕事

わからない
わからない
ＰＧ(プログラマー）
自分の仕事
教師
わからない
わからない
公務員
事業を興し社長になる

505

506

507

508

５０９

５１０

５１１

５１２

５１３

５１４

わからない
ない

わからない
わからない
わからない
看鍾士

５
６
７
８
９
０
１
２
３
４
５
６
７
８
９
０
１
２
３
４

１
１
１
１
１
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
３
３
３
３
３

５
５
５
５
５
５
５
５
５
５
５
５
５
５
５
５
５
５
５
５

わからない わからない
わからない わからない
わからないＰＧ(プログ
自分の仕事(鉄鋼関係）自分の仕３
わからない 教師
わからない わからない
わからない わからない
公務員公務員
不明事業を興し
なし公務員
わからない わからない
わからない わからない
わからない わからない
農業ダイビング１
なしジャズ歌手
なし介護職
わからない 肴護婦
わからない 会社の事剰
農菜､漁菜漁師
どの職場でも現場が－番偉今の仕事、
ぃ！のエンジニ・

今､自分がしている農集今はなし
職菜に尊敬という言葉はおかし公務員のよ
い｡(今自分のしている事。
特になし(どれか尊敬と云わず今は停年届
仕事は総て大切だ！）ば何んでも
医者(病院の医師）特になし
教育関係する仕事(児童の）地域で子ど

特になし(どれも仕事はそれぞ特になし。
れに尊教出来ると思う。
自分の仕事特になし
職業として決めないで自分のし特になし。
ている仕事に自信を持つ
なし(みんな同じ）なし
わからない なし

な しなし

わからない わからない
わからない わからない
わからない 書店
わからない わからない
わからない わからない
わからない わからない
な しなし
わからない 医者､弁護：
わからない 公務員(市１
なしわからない 実菜家
わからない わからない
わからない わからない
医療機関に携わる医者及び看システムエ：
護師
わからない わからない
やりがいを持って仕事をしてい他人の為に
る人の職業すべて。

一生懸命になって働ける職業な老人福祉雄
ら何でも。

医 者教師
教師教師
なしわからない なしわから唯
スポーツ選手スポーツ選昌
なしわからない 公務員
わからない わからない
医者わからない
わからない わからない
わからないわからない

わからない

ダイビングのインストラクター
ジャズ歌手
介護職
肴護婦
会社の事務員
漁師

今の仕事､自動車エンジン関係
のエンジニア

今はなし

公務員のように安定している仕
事。

今は停年度なので仕事があれ
ば何んでもの思し。
特になし

地域で子ども達を育てること。

特になし。

特になし
特になし。

なし
なし

なし

わからない
わからない
書店
わからない
わからない
わからない
なし

医者､弁護士
公務員(市役所職員）
実菜家
わからない
わからない
システムエンジニア

わからない
他人の為になる仕事

老人福祉施詮のヘルパー

教師
教師
なしわからない
スポーツ選手
公務員
わからない
わからない
わからない
わからない

サンプルNo.間3０

537

538

539

540

１
２
弘
斜

543

544

545

郡
”
郡
郡
郵
詞
錘
麺
翠
燕
郵
”
麺

559

560

561

２
３
４
５
６
７
８
９
０

６
６
６
６
６
６
６
６
７

５
５
５
５
５
５
５
５
５

Z4５



２
３
４
５
６
７
８
９
０
１
２
３
４
５

１
１
１
１
１
１
１
１
２
２
２
２
２
２

６
６
６
６
６
６
６
６
６
６
６
６
６
６

間3０間３８
わびさびの世界､書道､日本の家族
言葉
古典芸能健康
わからない 家族
京 都家族
菅の歴史家族
歴史的な財産､屋久島の杉健康､経済力
わからない 奥さん
わからない 家族
古 典健康
わからない 子供
博統芸術家族
神社仏閣わからない
飽物(中元）自分､子供､主人
お 寺妻
伝統ェ芸健康
お祭り健康
お祭り健康
伝統ェ芸両親
静寂家族
日本建築人間
寺院､神社家族
歌舞伎家族
能､歌舞伎健康
神社､お寺子供
過去から現在までのかてい家族と健康
能や､きょう首の古典健康
ながいで人とう健康
世界遺産家族
昔からつたえられているもの仕事
伝とうエ芸家族､仕事
伝統健康
伝統家族
わからない 健康
昔からの伝統のもの子供
着物家庭
伝統のいろいろ家族
城体､健康
仏教家族
寺社家族
発展自分自身
コンピューター､インターネットの音楽

問39ａ

学者

わからない
歯科医師
なし
特になし
医療関係
わからない
なし
芸術家
医師
特になし
わからない
教師
力士

消防士
農案
農薬
なし

医師
なし

田中耕一さん
特になし
芸術家
医者
なし

弁瞳士
なし
なし
なし
わからない

きゅうきゅう車の運転手
なし
なし
なし
なし
医者
教師
なし
特になし
思い浮かばない
医者

わからない
なし

職業に貴賎はない
努力している人

何でも人に役立つ仕事
わからない
特になし
先生
発明家
技術のある仕事
わからない
なし
わからない

問39ｂ
デザイナー

わからない
歯科医
なし
特になし

自然理境に関するもの
わからない
なし

わからない
医師

マスコミ関係
なし
医師
サラリーマン

特になし
なし
なし
なし

文筆業
華道の教師
なし
なし
音楽家
教師
なし
経営者
公務員
裁判官
技術者
わからない
公務員
なし
なし
デザイナー

なし
なし

わからない
現在の職業
わからない
現在の仕事
薬学系統の研究者

571

泥
沼
洞
汚
泥
刀
氾
ね
卯
馴
哩
鯛
鯛
鯛
鯛
師
鯛
的
卯
馴
躯
卵
鯛
鯛
鯛
卯
兜
鯛
叩
伽
皿
、
“
砺
叱
、
肥
四
ｍ
Ⅷ

５
５
５
５
５
５
５
５
５
５
５
５
５
５
５
５
５
５
５
５
５
５
５
５
５
５
５
５
６
６
６
６
６
６
６
６
６
６
６
６

繁栄
京都の町
琴､三味線
芸術
囲炉裏､壁
寺､神社
伝統的な行事
なし
天皇､待
尺八

特になし
歌舞伎､すもう
和服､おすし
お茶､お花､着物
古典

農薬
島国
わからない
米作り

着物
お寺､神社仏閣の建物
富士山の絵や小脱や写真

古風

様式美､作法

わからない

鎖国､社会孝董

武道､剣道､柔道
茶道、日舞
着物
伝統
わからない

家族
子供への愛情
家族
家族
健康
家族
自分の家族
家庭
自分自身
お金､子供
子供
家族
家族
真実

家族
自分自身
健康
妻
家族
家族
家族

家族

家族

命

自分

自分

家族の健康
友人
健康
長寿

看護師
なし
考えられない

サンプルNｏ．

自分に合う職粟なら何でも良い
物作りに関した仕事
わからない
特になし
先生

創造的な職業
わからない
わからない
特になし
わからない
サービス菜関係(現在している
職業のこと）
錬淡師(現在ついている）
営業
わからない
とび職
事務職
医者
事務関係の仕事

着護士

自分自身の職業(樋械のメンテサーピス菜関係(覇
ナンス）職業のこと）
錬淡師錬淡師(現在ついマ
自分のしている仕事営業
そんなものはないどの職粟も同わからない
福祉関係の仕事とび職
医療関係の仕事事務職
わからない 医者
主婦(職集ではないけどあえて事務関係の仕事
首うとのこと）
洋裁菜(自分の生活面で助けら肴護士
れたから）
一生涯食うできれば何の職業で心理学者
も良い

エ粟職人(物を作り後世に伝え配菅業(今の自分）
る人）

自営業(職種は何でも良いが、自営(サービス系）
自分が経営する事）
わからない わからない
ホスピスの医者医者
先生(教員）店長
尊敬できる職はない 仇きたくない
わからない 自動車の運転手

６
７
８
９
０
１
２

２
２
２
２
３
３
３

６
６
６
６
６
６
６

633

634

635

636

７
８
９
０
１

闘
鯛
鯛
“
“

１４６



２
３
４
５
６
７
８

７
７
７
７
７
７
７

６
６
６
６
６
６
６

間3０問３８
わからない 健康
木造家屋子供
わからない 家庭
わからない 子供
わからない 親
わからない わからない
日本人らしい心家族
わからない 家族
能､狂言健康
わからない 家族
着物､作法､礼儀､能健康
茶道､伝統芸能、日本画家庭
わからない 家族

茶道(日本文化の集大成として生命､平和
の）

お正月の行事健康

邦楽､国技､建築､陶芸親族
わからない 家族
習字、日本画､かぶきお金
わからない わからない
わからない 生命
な し家族
古い 家族
お米､水田自分の心
わからない 家族､身内
稜理家族､金
なし家族
なし子供
なし住みやすい環境
昔の本､源氏物鱈等家族の鉾
伝統文化､思いやり､茶道人の｢心」

歴史の事実仕事
仏像､ひな祭､味噌汁､名刺金､愛情
仏教芸術妻
わからない 家族

文化財家族の幸福
茶道､着物家族
正月行事､皇室行事､７，５，３家族､環境
行事

生真面目さ家族､自分らしく生きる
着物､茶道､華道家族
着物､祭家族
茶道家族
着物､茶道､味噌汁神様
わからない 人とのつきあい
能､神楽家族
思い浮かばないわからないお金
農 業自分
家族の制度家庭
恥の文化親
わからない 家族
わからない 健康
わからない わからない
伝統芸能(琴､三味線､能）商売繁盛

問39ａ 間39ｂ
販売菜(何でも良い）販売案
わからない 看護婦
わからない わからない
わからないスポーツ選手か<とう技
わからない わからない
わからない わからない
わからない 学校の先生
わからない わからない
なしわからない
車の配達車関係
わからない わからない
わからない 教育
わからない 調理師
わからない わからない

農業農業(裏の方に畑をしている､柿
の木も継ぎ木をした

わからない わからない
わからない わからない
わからない 運転手
わからない わからない
わからない なしわからない
わからない 公務員
わからない なし

なし主婦が良い
わからない わからない
な しなし
なしなし
福祉関係介護の仕事
手に職を付けた人医者
看瞳婦看護婦
人のために人力をつくす仕事子供の教育に関係する仕事､教

師
特になし特になし
地方公務員地方公務員
事務員事務員
特になし特になし
医者弁護士
医者医療関係の職菓
医者栄養士

医者エステイテイシヤン
看瞳婦花屋
医者保母
医者特になし
主婦菜ボランティア
自営菜の人(自分の力で出来船のり
自営菜(事業を起す）わからない
自分の仕事電気エ事
肉体労仇の人サービス業の店員
なしわからない
学校の先生獣医
わからない わからない
わからない わからない
わからない わからない

自営薬趣味を生せる仕事(三味線､お
どりとか

公務員公務員
理､美容理､美容

わからない わからない
わからない わからない
わからない わからない
わからない 今の時代特にない
ない ない
わからない わからない
わからない わからない
わからない わからない
わからない わからない
わからない わからない
わからない わからない
消防士消防士
わからない 特になかった
医 者医者

わからない わからない
教師アナウンサー
身を捨ててかかる宗教人(僧侶高校教師
など）

狸
偲
“
幅
拓
幻
杷
柏
釦
罰
顕
銅
弘
弱

６
６
６
６
６
６
６
６
６
６
６
６
６
６

656

７
８
９
０
１
２
３
４
５
６
７
８
９
０
１

５
５
５
６
６
６
６
６
６
６
６
６
６
７
７

６
６
６
６
６
６
６
６
６
６
６
６
６
６
６

サンプルNo.間3０

９
０
１
２
３
４
５
６
７
８
９
０
１
２
３

７
８
８
８
８
８
８
８
８
８
８
９
９
９
９

６
６
６
６
６
６
６
６
６
６
６
６
６
６
６

文化遺産主人の気持
太鼓､三味線､能､文楽､浄瑠健康
璃､詩吟
わからない わからない
わからない 家族
武 道家族
わからない心
わからない わからない
わからない わからない
わからない わからない
わからない わからない
わからない わからない
すもうわからない
能わからない
日本庭園趣味
歌舞伎､浄瑠璃､茶道家庭
日本食(お米の御飯)、日本庭家族
園。
わからない 家族
歌舞伎､相撲､着物､昼家族
わからない 親族

694

695

鯛
卯
犯
鯛
ｍ
ａ
ｍ
ｍ
叫
砺
“
、
叩
的

６
６
６
６
７
７
７
７
７
７
７
７
７
７

710

711

712

１４７



パソコン

事ム職
助産婦
わからない
医者
なし
美容師
なし

わからない
わからない
職人
セラピスト

ピアノ教師
政治家
わからない
なし
自動車整備
なし
農集
わからない
公務員
看瞳婦
人の助けになる様なもの
なし

建築家
農業
わからない
わからない
わからない
事務職
菓子製造業
わからない
わからない
園芸
わからない
わからない
わからない
美容師
わからない

問３０
神楽
雅楽､歌舞伎､お祭
着物
祭､日本料理
花道､茶道､歌舞伎
茶道､花道
祭
伝統
着物
わからない
わからない
日本人形
能
昼
わからない
わからない
日本古来の芸能
能

こうげいびじゆつ
わからない
かぶき､すもう
すばらしい日本の文化
寺院
わからない
わからない
わからない
サムライ

歌舞伎､すもう､武道
すもう
すもう
わからない
わからない
茶道､武道
わからない
おまつり
江戸時代
歴史
歴史
わらぶき屋根
着物
着物
わからない
わからない

問３８
家族の健康
健康､資産､子供。
家族
家族
家族
家族､友人
家庭
命
家族
わからない
家族
幹
思想
自己管理
家族
家族
家族
家族
家庭
金
家族
家族
家族
家族
家族
妻子
家族
家族
健康
命､健康
家族
家族
子や孫
家族
生命
友達
家族
家族
お金
家族
子供
心と体の健康
家族
家族､食事､寝る事

家族
わからない
人とのかかわり

問39ａ
介護職
医者
介護士
政治家
介護職
わからない
わからない
政治家
わからない
わからない
わからない
主婦
教育者
弁護士
わからない
わからない
わからない
わからない
わからない
事務員
看獲婦
なし

公務員
医者
わからない
わからない
わからない
教師
公務員
ヘルパーさん
医者
医者
教師､地域の良き指導者
わからない
プロ野球の選手
スポーツ選手
なし
－生けん命働く職業
医者
なし､わからない
医者
教育
普通に食べれる仕事
なし

弁護士
わからない
わからない
セラピスト

問39ｂ
保母職
バスガイド
介護士

会社の事務系の仕事､洋裁店
福祉の仕事
司書
測量士
政治家
公務員
わからない
官吏
保母
先生

弁護士
わからない
わからない
わからない
わからない
わからない
わからない
わからない
なし
公務員
わからない
社長
わからない
わからない
弁護士
技術
わからない
技術を身につける仕事､洋裁
技術者
わからない
医者
公ム職

とくに思いつかない､わからない

７１３

７１４

７１５

フ1６

７１７

７１８

７１９

７２０

７２１

７２２

７２３

７２４

７２５

７２６

フ2７

７２８

７２９

．フ3０

７３１

７３２

７３３

７３４

７３５

７３６

７３７

７３８

７３９

７４０

７４１

７４２

７４３

７４４

７４５

７４６

７４７

７４８

７４９

７５０

７５１

７５２

７５３

７５４

７５５

７５６

サンプルN◎．

武士､木造住宅､米作り､四季家族､食事､寝る
おりおりの行事
わからない 家族
わからない わからない
城人とのかかわり
わからない 自己受容､自己目

献､奉仕
わからない 家族
わからない 家庭であり日本α
古い建物環境
わからない 家族
着物人とのかかわり
わからない 健康
他び寂両親
わからない 家族
わからない 子供
相 撲子供
歴史命
歴史家族
芸能､日本建築(神社､仏閣）家族
人 情子供
わからない 健康
わからない 健康(身も心も）
おくんち家内
遺跡｡手作りオモチャ。家族｡健康。
宗教画家族
わからない 家族
吉野ケ里お金
わからない 健康
昔しの物を大切にするひらがな家族､家､車､友
着物子供､家族､お金
わからない 家族
わからない 家族
わからない 家族

駒
卵
弱
叩

７
７
７
７ 自己受容､自己実現､社会貢

献､奉仕
家族
家庭であり日本の国である
環境
家族
人とのかかわり

わからなし、
なし

自分の職業
なし

自分のしている仕事
なし
先生(学校の）
わからない
別になし

弁護士
なし

学校の先生
科学者
わからない
飲食菜
わからない
わからない
農菜
農菜
わからない
わからない
わからない
学校の先生､病院の先生
お医者
わからない
わからない
わからない

帥
腿
鯛
明
砺
“
師
“
卵
、
両
泥
沼
渦
汚
泥
刀
氾
ね
卯
馴
唖
鯛
餌
砺
鯛
印

７
７
７
７
７
７
７
７
７
７
７
７
７
７
７
７
７
７
７
７
７
７
７
７
７
７
７
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同３０如果向起悠中国文化，最初浮現在悠脳海的是什窒？（自由回答）

(ｻﾝﾌ゚ﾙNo.，回答）

１４９

１

北京

１中国古代文化

２任城

３中国文字/任城(厨史悠久）

４秦始皇兵弓備

５傷家思想

国
家
三
儒
７
８

８四大友明

９古建筑

１０孔孟思想

１１建筑

１２万里侯城

１３建筑

１４尤的形象/任城

１５孔子的儒学

１６京副

１７兵弓備/任城

１８古代建筑

１９故宮

２０中代中国

２１京刷

２２文化越来越友展

２３孔霊室道

２４中国教育/人的素履

２５中国人的素履

２６傷家思想

２７傷家学税

２８用史/吹食/民族風情

2９

３０民族英雄

３１科学/双曲/服装/弔法/雷言/古典音禾

/涛河

３２古代詩河

３３四大友明/ヱ星/化学武閉/相声/活副

３４房史悠久/礼又/孝道/任努任怨/浪苦

3５

朴素

３６力古代国家友展倣出貢献的古人

３７京副/莫高窟

３８文房四宝/建筑

３９胡同

４０礼又廉恥

４１四大没明

４２京副

４３孔霊シ琶

４４唐持

４５四大没明/孔子

４６倍焼風俗

４７百家姓/三字経

４８盆古升天地

４９京刷

５０孔孟之道

５１四大名著/四大没明

５２文字

５３乞木

5４

５５文化淵源流伝

５６孔孟シ遣

5７

５８儒家思想

５９古典涛河

６０文字/建筑/人

6１

６２詩歌/音禾/任城

６３孔子/舎迅/老子

６４孔子/提高教育厨且及徳育

６５四帯五経

６６四大名著

６７双字

６８任域/黄河

６９五千年文明厨史

7０

７１人的生活弓憤/乞木/双刷/陶査/烹任ノ

古建筑/兵弓偏/敦煙壁画/文物等古文

化

７２古代帝工/古代厨史故事

７３四大没明

７４四大没明/建筑

７５古老/侍銃/四大没明/皇宮

７６礼佼/儒家思想

7７

７８凡千年的文明/文化古遜

７９文化水平

８０孔子/四大没明

８１尊重任翠/鍵承伐良椿焼/民族団結

8２

８３傍道儒三教合一的思想

８４中国菜

8５

８６双字

８７茶/服怖

８８悠久厨史

８９故宮/天安、/天娠

９０任城

９１任城/中医

９２校城

９３中国的厨史

９４仁又

９５任城

９６中国的厨史

９７故宮/四大没明/傷家思想/中国以前的

封建制度

９８中国猿人/太空船

９９炊食/京副/条技

100文化古逃

101炊食/四大没明/科技

102中国四大友明

103弔法

104考古ノ古典文化

105科学

106任城

107査器

108尊老愛幼.漁虚適慎

1０９

１１０

111酒

112甲骨文/四大没明

113竺調/中国炊食文化

114封建文化

115儒学思想/琴棋弔画/吃文化

116凡千年文明厨史

117回明囲遺祉

1１８

119孔子

120孔孟思想

121文房四宝

122考古

123文房四宝

124美木文化

125四大没明

1２６

127孔子

128五千年厨史

129唐詩ノ宋河ノ楚辞ノー上天

130儒家文化ノ孔子

131弔法

132儒家思想ノ百家争鳴

133封建社会

134人的奈情

135建筑

136任域ノ天安、ノ紫禁城／南京大屠采

137侍銃文化

138兵弓備

139孔子ノ四大没明ノ故宮ノ挨城

140侍銃

141厨史悠久，挺没述

142五千年文化厨史

143四大没明

144《寓騒》

145炊食文化

146四大没明

147民族服装

148炊食文化

149儒家侍銃思想

15Ｏ中国古代建筑



２

15り

151四大没明

152

黄
朝
河

炎
唐
黄

銅
瓢
弱

１
１
１

1５６

157石窟

158大唐盛世

159卦子兵法

160文学

161双字

162社会没展

163影視

164侍焼/古老文明／文物古迩/吃炊食文化

165秦始皇/銃一投市

166唐朝

167敦煙/儒家

168唐詩

169倍銃/茶文化/古建筑

170肌繁束到落后然后繁束

171厨史悠久/傷家思想

172文明/祖先的智慧

173儒家思想

174人的棄演

175中国結

176京副

177唐朝

178北京四合院

179任城

180京副

181深奥

182自己的国家

183甲骨文/兵弓偏

184中庸

185候城/史氾/孔孟言途/毛津家名胃

186

187孔子/伝域

188最古老/最悠久

189毛津末

190文字/四大友明

191《康照辞典》/弓王推/兵弓備/陶壷/最泰

堂/造壁/度■衝/地屡佼

192傷家

193令画/遥言芝木/文学/服装

194陶壷

195古建筑/古迩

196四大没明/孔子

197尤

198国画

199中国五千年的文化

200秦始皇

201京副

202国画

203祖先

204儒家思想/道家思想

205厨史/四大名著/政治方面

206四大没明/中国的侍銃文化

207四大名著

208俳教文化

209三国

２１０

211任城/故宮

212孔子/四大友明

213任城/天安、/古杜

214故宮/任城

215悠久厨史文化

216孔子/三字竪

217四大没明

218四大名著/中医学

219四大没明

220双字/民族文化

221四大没明/京刷

賦
明
明
明
明
明
明
密
明

歌
没
友
没
友
没
友
高
没

同
大
大
大
大
大
大
莫
大

詩
四
四
四
四
四
四
敦
四

２
３
４
５
６
７
８
９
０

２
２
２
２
２
２
２
２
３

２
２
２
２
２
２
２
２
２
231時

232虹楼夢/故宮

233涛同歌鼠

234四大名著

235任堀

236水平低/亦学

237侯堀

238四大没明

239孔子

240茶叶

241四大没明

242国家富弧

243中医

244礼佼之邦

245四大友明

246任城

247孔子

248五千年厨史

249孔孟シ道

250孔諾ウ宿

251持河歌賦/音禾/舞踏

252竺鯛之路

253詩同

254孔霊室道

255科学

256中国炊食文化

257

258中国古代的文化

259四大名著

260洲透流枝

261

262有文化好唄

263孔子/老子/庄子/唐宋蒔河/古典音禾/茶

/狭歌/京刷

264儒家

265

266虚釣/虚個

267古代文明和現代文明的錆合

268古迩

269孔子/中庸

270尊姉重教/孝道/相互輔助

271五千年的文化史

272文字/対咲/青銅器/兵島便

273四大没明

274四大没明

275四大没明

276京副/中国武木/侍銃道徳

277四大没明/人文古迩

278四大名著

279

280四大没明

281四大没明

282古代工乞品

283中国菜

284厨史悠久

285故宮

286京刷

287巴金《秋》《春秋》

288五千年文明

289房史悠久

290房史

291舎迅

292中国侍銃

293四大没明

294任堀

295任城

296教育

297唐朝的衣服/北京古代建筑

298四大友明

299厨史

300教育



301京刷

302古代建筑

303侯城

304故宮

305陶査等古代エ乞品

306中国菜

307

308近代史/吐辱

309任城

310四大没明

311任城

312陶査

313技城

314中国食品

315故宮

316回明園建筑

317北京故宮

318凡千年文明史

319編家思想

320悠久厨史

321文字/詩歌

322京副

323校城

324古代建筑

325四大没明

326京刷

327四大友明

328四大没明

329四大没明

330力中国洲源流和的厨史文化感到自豪

331文字

332京劇/古董

333孔子

334中国的厨史

335孔孟之令/古令

336文房四宝

337四大友明

338中医/京刷

339古代人美精隼

340孔子/墨子/中国文字

341文物/古建筑

342五千年的厨史

343中国債銃/三肌

344傷家文化

345侯城

346博大精深/任城

347故宮

348四大友明

349

350孔夫子

351忠孝仁又

352孔子ノ儒家思想

353孝敬父母ノ正視宗教

354文明古国ノ厨史悠久

355絵画

356孔子

357侍銃美徳

358礼伐ノ愛心

359双刷

360孔子

361古文明建没

362陶登ノ古董ノ京刷ノ茶芝

363古代的音禾

364侍銃文化ノ古代文学

365故宮ノ任城

366文字ノ中国侍銃

367四大没明

368四大没明/任城/故宮

369四大没明ノ故宮

370故宮

371炎黄

372孔子

373四大友明

374兵弓備

375原始人

376越来越没述

377解放以后建立新中国

378孔子

379姪弔

380天安、ノ故宮

381天転

382上下五千年

383儒家

384故宮

385保守

386北海

387回明圃

388任城/黄河

389古代音禾

390故宮

391古老的侍銃

392

393該子上大学/老年大学

394房史文化

395京刷

396孔/孟

397

398侍銃文化

399唐/宗/宋祖/黄帝

400四大名著/四大没明/史氾

３

401四大没明

402文化悠久

403指南針/四大没明

404文芝方面/文化乞木

405建筑/京副

406文学

407

408五千年/友展情感/孔子/儒学/¥i,中山

409民同工芝

410厨史

411厨史

412俣城/造蛾/火萄

413厨史

414道教

415双字

416任城/京刷

417

418任城

419並

420文字

421侯城

422在代人的勤労城突

423建筑/炊食

424上下五千年

425中国的厨史

426四大没明

427厨史文物

428任城/古老的文化

429四大名著/孔需シ道

430四大没明/任城/皇帝/諸子百家

431乞木/文化

432伝城/老北京

433鎗画/陶査乞木/相声/京副

434科学家/対国家有貢献有人

435京副/相声

436京副/文化/四大没明

437四大没明

438儒家学

439五千年厨史/京刷

440唐持/四大没明/古老建筑

441名駐古迩

442尊老愛幼

443孔子/孟子

444孔子

445儒家文化

446並/青銅器

447古代椿銃文化

448医学/古文字

449春秋峻国吋期的文学

450三国/四大名著

1列



１５２

451音禾

452京刷

453京副/北京古迩

454四大名著

455古文化

456四大友明

４５７－吋想不起来

458旗抱/飽漕

459京劇(現代祥板双）

460古都

461任城

462古代建筑/文化(茶芝）

463京刷

464京副(革命板祥板双）

465孔子/仁叉礼智信

466儒家学税

467山頂洞人

468四大没明

469提高人的文化素履

470四大没明

471孝顛父母/与人力善/精忠扱国/先人后己

/天下方公

472建筑

473文学

474情感/生活

475学刃

476古都

477

478四大没明

４７９四大没明

480尊老愛幼

481高科技芦並信息

482京副/弔法

483厨史悠久

484弔画乞木

485傷家文化/古代思想有其局限性

486四大没明/尤/黄河/京副

487厨史/些鋼之路

488詩経/孔子

489

490甲骨文

491儒家思想

492周易

493禾山大傍/万里任城/天安、

494中国防史.文学

495孔子

496

497椿銃/文明

498厨史

499古建筑/莫高窟/敦煙乞木

500

501四大没明

502文字

503革命

504双字

505甲骨文

506双曲

507建筑

508中国人美厨史文明

509中国文化淵源流侯/厨史悠久

510四大友明

511万里任城/孔子/舎迅

512四大友明

513卦中山/故宮/天塩

514

515侍焼文明

516竺調之路

517弔法

518中国厨史

519風俗刃憤

520茶

521難源流伝/博大精深

522偏家文化

523椿銃

524古籍/令/厨史人物

525文物/遺祉

526茶文化/文乞

527古文明/古建筑

528屯脇/阿路

529古老的末西

530唐待/宋河

531四合院

532

533任城/四大没明/双字

534任城

535尊老愛幼

536儒家思想

537孔子

538保守

539祖先古老的文化

540遥透/測博

541民歌

542尊老愛幼

543京刷

544源透流任

545食文化等各方面文化

546四大没明

547先逃的科学

548中国文化挺好的

549甲骨文/侯城

550孔子傷学

４

551怪城

552故宮

553任城

554文明古国

555任城

556古代没明

557侍鏡教育

558孔子傷学/孟子

559万里怪城

560四大没明

561五千年的厨史/四大没明/智葱

562孔子儒学教育

563四大没明/待河之美

564甲骨文化/孔傷教育

565弼家思想

566毛浄末醤鼓

567四大没明/宋河

568四大没明

569兵弓備

570孔子

571京刷

572明清小税/史氾/詩姪

573任域

574孔子/庄子/老子

575肌没想泣

576唐詩/宋河/侯城

577古建筑

578中国文化/孔子

579任城

580民族服装/古建筑

581孔孟道儒家学蝋

582涛河

583古代清廉官艮的所倣所力流侍下来的文明

文化

584任城

585舎迅的作品/老舎/巴金

586房史悠久

587孔子

588国家文化/貧困山区的該子

589

590孔子

591文字/文化

592中隼民族的美徳

593

594中国古代孔孟思想法道等学税

595双字

596任城/中国文化現水平低

597建筑

598尤/風

599民風/民俗

600民族服飾/民族吹食



601知汎方面

602戒曲

603双刷/令籍

604四大没明/李白杜甫留下的知沢

605凡千年文明史

606四大没明/語法/絵画/音禾禾罷

607孔子/老子

608唐待

609随道潮流的変化而変化

6１０古井貢酒

611任城/黄河

612唐至情以前的各方面文化

613民族/禾開

614

615共声主又

616国画/茶

617令法/偶家思想

618三字経

619困棋

620任城

621政曲/屯影/教学文化

622故宮

623双曲/道徳

624侯城

625涛河

626孔夫子

627中国的人口向題

628孔夫子

629炊食文化/唐詩

630中国的古文化/科学技木

631古建筑/四大友明

632古建筑

633毛浄末吋代

634雷言/弔画/双曲/侍銃

635人文/地理/刃俗

636儒家思想/孔子

637五千年文化

638孔子

639孔子

640孔孟

641侍鏡文化

642古老的文明/地震測且似

643茶道

644仁又

645八年抗蚊

646侯城/壷綴/弔法/風景

647落后/封閉

648古文/文学/古画

649弓慣/信仰/扮直現

650和遺(和平/和気/合而不同等）

651任城/銭装帯/竺鋼/壷鴎/八股文

652古代的時同/小税/名著

653文学/涛河

654中国古老的建筑

655各迅

656孔子

657棄履教育

658五千年的厨史

659唐涛/宋伺

660文学芝木

661中国的侍銃/文化/科学/礼佼

662淵源流侯

663中国古建筑

664五千年的文明

６６５ 孔孟之道/文字/滑言/文学乞木作品／
三大没明/医学/天文

666文字

667中国五千年的厨史

668甲古文

669黄土高原

670虹楼紗

671孝晒父母/和睦都居

672文化古城/名鮮古遜

673文化古迩

674清朝文化和民国

675甲骨文

676中国四大友明

677厨史性的末西.如孔子.孟子

678任城

679任城

680天安、/北海/故宮

681孔諾之道

682古建筑

683方決字/老北京文化

684京刷

685故宮/天安、

686

687家

688文学

689秦朝的厨史/四大名著

690任城

691名法/鎗画/封建文化

692四大没明／《本草綱目》／地勃佼

693古建筑物

694民歌

695文化提高了

696中国厨史文化

697

698孔子教育仁道

699経済没展

700厨史方面/時人/最早的百家争鳴/孔子
等

５

701任城

702字画/毛亀

703建筑

704四大名著

705四大没明/侍銃末西

706四大没明/中国革命史

707工作

708孔子

709古代文明

710毛津末思想

711秦始畠/焚弔坑僑/伐秀的徒焼文化

712炎黄大帝/黄河/任江/祖先

713尊老愛幼/家庭

714四令五姪/－些文学上的末西

715古詩

716三字姪

717孔窯支道

718大型文物

719四大没明

720孔孟之道/毛津末思想

721古典文明文化

722尊老愛幼/注重奈情

723光輝的厨史

724古代遺祉/文明

725故宮/任城/名鮮古迩

726甲骨文/双字/秦兵昌偏

727甲骨文

728象形字/古労劫人民的智葱

729令法/武木/針爽

730双字

731儒家思想/先秦百家的理絶

732甲骨文

733四大没明

734任塊/故宮/古老建筑

735礼伐

736素履/修葬

737孔孟之道/文革

738文物

739古代的厨史/中医弱/古建筑

740エ乞品

741四大没明

742伝城/故宮

743醤言/文字/文物古遜

744枝城/故宮/中国厨史

745陶査/四大没明

746皇帝/六朝古都/封建

747儒家文化

748京副/故宮

749科技文化

750任城

Z5３



６

１５型

751秦始皇

752皮具木塔

753毛津末

754故宮

755古建筑

756

757京副

758任堀

759炊食文化

760四大友明

761悠久的厨史

762尊重侯翠

763孔孟

764中国古代文明

765傷家思想

766中国古代建筑

767唐詩

768甲骨文

769双字

770尤

７７１

７７２

773四大友明/伝城

774故宮

775炎帝/黄帝

776任城

777茶文化/食文化

778四大没明

779孔需ウ讃

780封建/俳教/四大没明

781些鯛

782礼佼/孝

783厨史悠久/博大精深/古文物

784炊食文化

785炊食文化

786京副/名駐

787孔孟

788百家争鳴/儒家思想与封建礼教

789任城

790侯城/二琢/三琢/琢路/軽軌

791悠久厨史

792孔需シ造

793古代文化

794京副

795北京古建筑

796和平

797四帯五経

798京副/弔法

799任城/西蔵的布述技

800鍵承/不能芸揮

801甲骨文

802黄河

803京刷

804礼又廉恥

805竺調

806尤

807中国的悠久厨史

808古老建筑

809舎迅

8１０庄子/孔子/古詩

811

812孔子礼教

813侍銃信仰

814傷家文化

815血咳借茎西方取任朴短

刷
刷
家

京
京
儒

６
７
８

１
１
１

８
８
８

819盤鋼之路/厨史悠久

820三国演又/焚令坑傷

821任城

822文房四宝

823唐詩

824唱双刷的皇帝

825文化古迩

826中国的老字号

827吃文化/食文化

828五千年的中国文明

829中医

830五千年的中国厨史

831中国古老的厨史文化

832唐宋吋期的涛河

833孔子

834厨史文学

835故宮建筑

836文字

837古建筑

838甲古文

839古代文学/音禾

840孔傷家思想

841中国現代文化

842儒家思想

843京刷

844

845候城

846四大友明

847候域

848吹食文化

849

850古代英雄/模蒐事迩

851中国音禾

852中国的体育文化

853四大没明

854中国的音禾/天文知規

855令法/故宮/天安、

856中国的武木

857孔子

858

859双曲

860甲骨文

861侯城/文字

862任城

863故宮

864炊食文化

865姪済

866

867京副

868方字

869先遊不落后

870伐良椿鱗

871上下五千年/古典遁同

872中隼五千年的厨史文化

873京副/武求

874中国倍方

875双醤／文字

876道教古典侍伺/侍焼道徳魂

877四大没明

878候城

879任城

880四大友明

881

882

秦皇双武/双唐雄貝/竺鋼遠路/深厚／
況重

883古弔/京刷

884任城

885唐朝

886画

887医学/四大友明

888四大没明/医学

889北京狼人

890建筑

892甲骨文

893故宮

894伝城

895四大没明

896孔孟亥道

897四大友明

898孔孟

899四大友明/授城

900

901京刷



７
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902中国逸古文化留下的基錨

903四大没明

904四大友明

905任城

906四大友明

907儒教

908古老文化

909精神/物履文化

910音禾/乞木

911古代/古皇朝/厨史/文化/国宝

912四大文明古国

913敦煙莫高窟/授城/兵弓備

914唐宋文化

915任城

916故宮

917五千年的文明史

918畷怖/古建筑

919侍坑文化/厨史/遺通/文物/思想双念

920厨史悠久的文化侍焼

921十三姪/文化経典/京副/唐持

922孔子

923文字

924傷家

925厨史/社会

926天安、

927儒家/封建主又/集枚

928京副/毛亀字/中医

929保抄

930任城

931任城

932唐待/候城

933悠久厨史/四大没明/文字

934中国詰/双刷

935椿銃美徳

936科技/娯禾

937四大没明

938房史

939古文物

940滴

941古老的文化

942文明史

943国宝/京刷

944活字印刷/算盆/四大友明

945孔霊之道

946

947孔子/儒家思想

948吃醤/孔諾シ識

949王府井/古代服怖

950古文字

951任城

952故宮

953古詩/風俗刃慣

954故宮/園明因

955四大友明/史令

956絶醤

957中国字画

958故宮

959文字

960祖先

961四大友明

962三字鐙

963房史悠久/古文明

964四大没明

965四大友明

966時

967孔子

968京副

969傍教文化

970吃

971椿銃双念

972四大没明

973甲骨文

974凡千年的文明古国

975任城/兵弓備/故宮/天転

976考古

977民族的末西

978宗教/食物/中国錆/桂林山水/泣年
/考拭

979厨史恨悠久/測透流伝

980四大友明

981古典文化/天文学

982四大友明/京副/双字/算盆/在挟祈
/古建筑/武木

982炊食

984比較古老

985房史悠久/文明古国

986孔孟遠道/宗教道徳

987伝堀/兵弓便/故宮

988双曲

989先秦吋代的厨史

990春秋成国吋的文化

991文学／厨史/芝木

992

993五千年的文明史/四大没明

994家庭/皇天在上/中庸待人

995任城/兵弓個/朴子兵法

996

997火弱/枝城

998兵弓備

999陶器

1000侯城

1001四大没明

1００２

1003五千年厨史

10“勤労人民

1005人的基本素履/科学

1006中国厨史

1００７

１００８

1009唐詩/宋同

1010双字

1011四大友明

1012尊老愛幼

1013四大没明

1014四大友明

1015房史古老/文明

1016弔籍/古文

1017甲骨文

1018四大没明

1019四大没明

1020四大友明

1021孔子儒学教育

1022古代任城

1023孔儒教育

1024古任城

1025儒家思想

1026照和因

1027尊老愛幼

1０２８ 指南針/故宮/授城/十三陵/云図石窟ノ
敦煙

1029五千年文明史

1030甲骨文

1031任城

1032任城

1033任堀

1034秦皇双武唐太宗

1035孝敬父母/敷理明恰

1036世界第一

1037超州梼

1038琴/棋/涛/画

1039文明的厨史

1040中国五千年文明史

1041侯城/故宮

1042故宮

1043任城

明
明
明

没
没
没

大
大
大

四
四
四

叫
蛎
恥

１
１
１

1047四大没明/宅子科技

1048故宮

1049持河歌賦

1050四大友明

1051故宮



化文

的
度
色
制
同
じ
信

特
明

城
焼
大
食
朝
》
大
器
城
鈎
城
鍛

的
没

侯
侍
四
炊
唐
封
博
孔
任
炊
任
愚

２
３
４
５
６
７
８
９
０
１
２
３

５
５
５
５
５
５
５
５
６
６
６
６

０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０

１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１

８
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９

同３８対悠来税，最宝貴的末西是什之？（自由回答）

(ｻﾝﾌ゚ﾙNo.，回答）

１国家/生命

２朋友/金銭

３国家的安危和介入的生命

同
命
命
命
命
命

吋
生
生
生
生
生

４
５
７
８
８
９

１０吋間

１１知沢

１２健康

１３吋同

１４健康/家庭

１５生命

１６生命/身体

１７生命

１８生命/金銭

１９家庭

２０奈情

２１生命

２２生命

２３空気/生命

２４生命/討同/金銭

2５ 生命/咳子/_家人的生活/工作/該子的
学弓

２６財富/生命

２７社会安定/百姓安居禾辿

２８家庭/健康

２９生命/眼晴

３０真城的朋友

３１生命/金銭/思想

３２奈情

３３以城相待/互相信任/侍銃美徳

３４生命/健康/幸福

３５生命

３６感情(包括奈情/友情)/エ作

３７生命/奈情/身体健康/水

３８健康

３９奈情/友情/愛情/才能/成就/健康

４０健康

４１生命

４２自由

４３人的一神精神

４４生命/吋同

４５生命

４６身弓健康

４７生命

４８健康

４９生命

５０生命

５１女凡

５２朋友/家人

５３生命

５４該子

５５対社会的責任

５６生命

５７生命

５８生命

５９生命

６０自由/吋伺

６１幸福/健康

６２感情/音禾/吋同

６３生命/健康

６４生命/与奈人的共系/共芦党

向
子
情
命
命
春
同
命

吋
該
奈
生
生
青
吋
生

５
６
７
８
９
０
１
２

６
６
６
６
６
７
７
７
７３人的自由/快禾

７４生命

７５情

７６生命/吋同/蚊率/工作/体育椴煉

７７生命

７８生命

７９平安/身体健康

８０人

８１国家富謹/生命

８２人

８３吋向

８４銭

８５任城

８６快禾

８７快禾的生活

８８健康

８９別有病,身体健康

９０生命

９１健康/枚力

９２生命

９３社会穂定

９４生命/枚力(倣人的）

９５朋友

９６生命

９７楽人/家庭/朋友/事辿

９８エ作/医行

９９吋同

100身体

命
命
命
命
才
同

生
生
生
生
人
吋

、
哩
鯛
叫
砺
、

１
１
１
１
１
１

107生命ノ子凡

108信仰

109吋間

110生命

111身体健康

112家庭

113生命/家人

子
命
命
命
命
山
庭
命
命

該
生
生
生
生
事
家
生
生

４
５
６
７
８
９
０
１
２

１
１
１
１
１
１
２
２
２

１
１
１
１
１
１
１
１
１
123身体健康

124金銭

125身体健康

126奈情

127伐履的生命

128学弓

129愛心ノ真減

130生命

131生命

132充分体現自己的6H目

133知沢ノ能力

134家庭

135生命

136命

137生命ノ健康ノ財芦

138生命

１３９奈情ノ友情ノ銭

140生命ノ家庭

141健康

142生命ノノL子

143生命ノ健康ノ奈人ノイ、人没展

144吋間

145生命

146生命ノ朋友
〈
叩
《
叩

生
生
幻
“
１
１

149身体健康

150生命ノ朋友
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158

151友情ノ奈情

子
命
情
命
命
康
命
命

該
生
家
生
生
健
生
生

馳
認
鋼
弱
弱
駒
詔
弱

１
１
１
１
１
１
１
１
160小人品履

161生命

162能力

163覗辿

164家庭/該子

165生命

166生命

167生命

168政治信仰

169人与人之伺的信任/和平共処

誰
蓉
醒
悪
霊

０
１
２
３
４

７
７
７
７
７

175銭

葬
錘
諏
諏
率
華
毒
鯉
趣
錘
華
醒
華

花
刀
氾
ね
釦
馴
哩
鯛
餌
鯛
卵
師
卵

１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
189生活/生命/銭

190健康

191愛

192健康

193生命

194生命

195生命

196朋友和家人

197家人/健康/心艮的自由

198家人

199家庭

200家人

201自由

202生命

203生命

204生命/家庭/愛情/知倶

205吋同/社会的種定/没有腐敗

206健康

207生命/家庭/取辿

208家庭/父母

209父母/家庭

210生命/身体健康/奈戚朋友

211家人/生命/幸福

212奈戚/朋友

213家人/生命

214生命

215法律/生命

徳
由
命
命

道
自
生
生

６
７
８
９

１
１
１
１

２
２
２
２

220健康/家庭

221健康/奈情

222生命

223生命

224家庭

225家庭

226健康

227生命

228快禾的吋光/幸福的家庭

229友這

230健康

231家人

232家人与自身的健康

情
命
命
汎
女

奈
生
生
知
子

銅
鍋
弱
鍋
諏

２
２
２
２
２

238家庭/健康

239国家/昌盛/富盟

240健康

241生命

242好身体

243奈情

244吋向/生命

245生命

246健康

247生命

248家人/家庭

249生命

250健生

251健康/経済/精神

252生命

253生命

254人同情

命
心
庭
体

生
信
家
身

５
６
７
８

５
５
５
５

２
２
２
２

259家人/朋友

260生命

261生命

262家庭牛活条件好

263健康

264奈情/健康

265健康

266生命

267健康

268生命

269自由

270真情

271生命

272家庭

273奈情

274生命

275健康

276吋向

277健康

278健康

279健康

280生命

281健康

282身体健康

283生命

284生命

285生命

286生命

287健康

288生命

289健康

290生命

291生命

292家庭幸福

293該子

294銭

295健康

296生命

297健康

298家庭

299生命

300生命
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301健康

302家庭

303生命

304事並

305奈情

306家

307健康

308銭/知狽

康
庭
情
命
命
命
命
康

健
家
奈
生
生
生
生
健

９
０
１
２
３
４
５
６

０
１
１
１
１
１
１
１

３
３
３
３
３
３
３
３

317家庭

318生命/信仰

319奈情/友情

320銭

321女ＪＬ

322自身家庭

命
命
命
康
作
信
命
情

生
生
生
健
工
城
生
友

３
４
５
６
７
８
９
０

２
２
２
２
２
２
２
３

３
３
３
３
３
３
３
３
331奈人/朋友

332奈情

333生命/父母/朋友

334生命/金銭

335生命

336犠

337凡子/丈夫/家庭

338工作/家庭

339生命

340健康/妻子/該子/家庭

341生命

342健康

343健康/生命

344家庭

345奈情

346家庭

347生命

348父母

349生命

350生命

351生命

352尊浮

353健康

354健康

355生命

356生命

357生命

358生命ノ身体健康

〈
叩
《
叩
く
叩
く
叩

生
生
生
生

９
０
１
２

５
６
６
６

３
３
３
３

363政府的公正ノ生命

364吋同ノ健康

365奈情ノ友情

366身体健康ノ家庭生活穏定ノ社会有秩

序

367吋同

368身体健康

情
命
命
命
康
人
人
命
康
同
作

奈
生
生
生
健
奈
奈
生
健
吋
工

９
０
１
２
３
４
５
６
７
８
９

６
７
７
７
７
７
７
７
７
７
７

３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
380吋同ノエ作

381健康

382身体健康

383健康

384朋友

385善良之心

華
率
報
錘
姉
毒
筆
識
挙
挙
華
華

３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３

８
８
８
８
９
９
９
９
９
９
９
９

６
７
８
９
０
１
２
３
４
５
６
７
398人情/真隼

399生命

４００生命

401経済条件

402身体

403奈情/友情/生命

404生命

405家庭

406生命

407生命

408該子/事辿/故争/国家前途

409生命

410吋同

411父母/朋友

庭
命
命
格
命

家
生
生
人
生

２
３
４
５
６

１
１
１
１
１

４
４
４
４
４

女
友
情
情
子
銭

子
朋
奈
奈
凡
金

７
８
９
０
１
２

１
１
１
２
２
２

４
４
４
４
４
４
423家庭/生命

424該子

425身体健康

426健康

427健康

428生命

429自由/随遇而安

430家庭

431自由/身体健康

432奈人

433人的身体健康最保貴

434生命仇値

435快禾/健康

436房子/汽卒/収入

437友追

438生命/奈情

439生命

440中国椿銃美徳

441生命/家庭

442生命/家庭

443健康

444健康

445奈情/小人隠私

446余人/自由

447生命

448生命/家人/朋友

449健康/該子/家人

450生命/家人
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451健康/家庭

452生命/吋同

453友情/供我生活的物履

454生命

455有休息吋同

456健康

457健康

458自由/吋同

459生命,実現自我扮値

460奈情

461友道

462生命健康

463吋同

464事辿

465

466身体健康

467生命/友情/奈情

468生命

469健康

４７０信省

471健康

472生命

473生命

４７４

４７５

476生命

477身体健康

478生命

479生命

480生命

481机遇

482生命

483健康/家人

484生命

485対趨有所iAiR

486健康〃L女孝顛

487身体健康

488事並/朋友

489社会穆定/家庭和睦/経済増侯

490健康

491身体健康/家庭幸福

492減信

493吋同

494健康/自由
〈
叩
く
叩

生
生
５
６
９
９
４
４

497生命

498生命

499エ作机会

500身体

501健康

５０２生命

503身体健康

504生命

505健康

506家庭

507奈情

508生命

509束情

510生命

511生命

512精神

513快禾

514

515生命

516生命/女凡

517生命

518健康

519家庭/健康

520生命

521生命

522人与人之同信任/輔助/友愛

523健康

524能学到更多的家西/有能力

525生命/家人/朋友

526家庭/感情

527奈情/銭

528家庭/老伴凡子平安

529生命

530健康

531尊戸

532奈情

533家庭幸福/健康

534感情

535健康

536生命

537幸福

538心情愉快

539子女的成就

540身体

541生命

542健康

543家庭

544生命

545生命

546感情

547生命

548吋間

549健康

550健康

551生命

552生命

553健康

554健康

555家庭

556家人健康平安

〈
叩
く
叩

生
生
７
８
５
５
５
５

559銭

華
華
拳
霊
華
銅
銃

印
刷
飽
鯛
“
砺
髄

５
５
５
５
５
５
５

567生命/吋同

568生命

569生命

570奈情

571健康

572健康

573生命

574生命/家庭/金銭

575健康

576健康

577奈情/健康

578生命

579生命

580生命

581自由

582生命

583健康

584国家伝治久安/家庭生活幸福

585人格/奈人

586家庭

587健康

588団結/幸福

589生命

590生命

591生命

592生命

593健康

594生命

595生命

596以域相待/人与人之同的情道要真域／

愛心

597生命

598健康

599和平/穂定

600奈情/友情
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601家庭

602健康

603健康

604倣人要有城信

605両小女凡

606悪情

607事辿

608家人

609吋同

610吋同

611健康

612吋同/美好的回に/潅忘的経厨/瞬同即遥

的末西

613奈情

614社会主又

615生命

616生命

617家人/工作的机会/自己的能力

618生命/家庭/自己父母

619突現自身針値

620奈情

621道徳

622生命/愛情

623健康/家庭/自由

624生命

625生命

626朋友/楽人

627奈人

628家庭

629創辿/家伝

630奈情

631生命

632健康

633銭

634健康

635奈情

636健康

637吋向

638生命

639信任

640健康

641健康

642生命

643奈情

644家人的健康/友情

645奈戚

646家庭

647生命

648健康 ●

649健康

650生命/信仰/事辿

651自由/生命/吋伺

652健康

653家庭

654充浦的精力与吋向

655健康/事辿/奈情/友情

656家庭

657家庭/健康/国家的安定

658生命

659家庭/老伴

660生命

661

662健康

命
安
命
命
情
伺
辿

生
平
生
生
奈
吋
事

闘
餌
開
随
師
鯛
鯛

６
６
６
６
６
６
６

670家庭/生命

671愛心

672家庭

673i人狽上帝

674健康

675吋向/生命

676真域

677家庭

678収入

679知沢/財富

680身体健康

681愛心和道徳

682吋同

683金銭

684身体健康

命
命
体
情
禾
情
情

生
生
身
感
音
楽
感

鯛
鯛
師
配
的
卯
馴

６
６
６
６
６
６
６
692家庭/父母健康

693生命/友情

694生命

695子女

696健康

697真情

698信誉人活力着信誉

699吋同

700悪情/対家人朋友的感情

701自己

702生命

703身体

704家庭

705家庭

706家声/事辿

707生活

708健康

709健康

710生命/家庭

711感蛍/感受

712生命/事辿/父母/子女/朋友

713家庭各睦/身体健康

714家庭

715精神

716生命/健康

717家庭和睦

718友道/奈情

719身体

720生命

721健康/智慧

722身体

723生命

724健康

725家庭/事辿

726身体健康

727生命

728奈情/友情

729健康

730信仰

731生命

732倣人的准則/人品

733健康

734生命

735奈情/友情/愛情

736家庭

737吋向/健康

命
命
子

生
生
該

調
調
⑩

７
７
７

741生命/健康/金儀/該子/家庭

742生命

743生命/事血/家庭

744生命

745奈情

746吋向/健康

747

748奈情

749人的仇値

750健康
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751生命

752健康

753人格

754生命

755身体健康

756生命

757要エ作

命
山
子
命
命
汎

生
事
該
生
生
知

詔
豹
釦
馴
腿
鯛

７
７
７
７
７
７

764健康/銭

765健康

766生命

767生命

768生命

769家庭幸福

770健康

771人/身体

772生命

773束情/友情

774健康

由
情
命
人
康
命
命
命

自
奈
生
家
健
生
生
生

５
６
７
８
９
０
１
２

７
７
７
７
７
８
８
８

７
７
７
７
７
７
７
７
783国家繁束昌盛/小人富裕安康

784生命家庭

庭
命
人
命

家
生
家
生

５
６
７
８

８
８
８
８

７
７
７
７

789妻子/該子

790生命/父母/朋友/奈戚/悪情

791生命/吋同

銅
華
華
唾
挙

２
３
４
５
６

９
９
９
９
９

７
７
７
７
７

797家庭/事辿

798該子

799健康

800健康

801奈情

802生命

803奈人

804生命

805健康

806盆(軟盆）

807楽人/自己的人生f介直/工作

808凡女孝心

809生命

810家庭

811生命

812生命

813智慧

814健康

815生命/健康

命
命
存

生
生
生

６
７
８

１
１
１

８
８
８

819生命/金銭

820奈情/吋伺

821文物/吋同

822生命

823健康

824家人平安

825身体健康

826健康

827家人

828家人

829生命

830家人

831生命

832健康

833生命

８３４楽人和家庭

835吋同

836失去的末西

837健康

838生命

839奈情/身体/健康

840生命

841生命

842家人/健康/事辿/友這/小人感情

843生命

844生命/健康

情
同
人
庭

奈
吋
家
家

箱
妬
切
網

８
８
８
８

849身体/家庭

850吋同/健康

851健康/家庭

852生命/家庭

853生命/金銭/家庭

854健康

855生命

856健康

857生命

858健康

859吋向

860家庭

861奈情/友情/愛情

862家庭

863健康

864家庭

865健康

866金銭

867家人

868生活幸福

命
情
命
情
情
命
情

生
家
生
友
奈
生
友

９
０
１
２
３
４
５

６
７
７
７
７
７
７

８
８
８
８
８
８
８
876生命/国家的利益/'i､人的自由/小性

同
人
命

吋
家
生

７
８
９

７
７
７

８
８
８

880奈情等/人同的真情

881安排吋同

命
命
命
命

生
生
生
生

配
闘
“
鯛

８
８
８
８

886全家都好

887収入房子

888汽牢/房子

889家人

890家庭

892家庭

893吋同

894吋同

895健康

896生命

897生命

898生命

899家庭/父母

900家庭身体/奈情/友情

901奈情
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１６ヲ

902精神

903生命

904生命

905生命

906家庭幸福

907健康

908家庭

909生命

910健康

911生命

912芝木

913生命/知狽文化/健康/朋友真情

〈
叩
く
叩
く
叩

生
生
生

４
５
６

１
１
１

９
９
９

917家人/朋友

918人之同的信任/人情味

919家庭

920事並

921

922友這／朋友

923生命

924自我

925健康

926健康

927健康

928生命

929生命

930健康

931健康

932生命

933生命

934感情/事辿

晴
体
命
命

眼
身
生
生

５
６
７
８

３
３
３
３

９
９
９
９

939健康/快禾

命
命
命
命
命
命
庭

生
生
生
生
生
生
家

犯
馴
躯
網
“
妬
㈹

９
９
９
９
９
９
９
947生命/身体健康

948身体健康

949奈情

950情

951奈情

952生命

953奈情/友情/金銭

954該子幸福/身体健康

955身体健康

956身体健康

957恨潅回答

958条情美系

959国家的富盟

960情/愛

康
庭
子
庭
康
同
命
情
命

健
家
該
家
健
吋
生
奈
生

１
２
３
４
５
６
７
８
９

６
６
６
６
６
６
６
６
６

９
９
９
９
９
９
９
９
９
970ノL子/家人/狗

命
命
命
命
命
同

生
生
生
生
生
吋

１
２
３
４
５
６

７
７
７
７
７
７

９
９
９
９
９
９
977奈情共系

978奈情/愛情/友情

979我学人的感情

980生命

981生命

982人的事辿/家庭

982奈情

984吋同和生命

985生命

986該子的未来/生命/健康

987身体健康

988奈情

989良好的人共系

990銭

991自由/人枚/民主

992生命

993吋同

994生命和事山都根宝貴

命
命
格
情
庭

生
生
人
愛
家

５
６
７
８
９

９
９
９
９
９

９
９
９
９
９
100ｏ生命

1001奈情

1002生命

１００３生命

1004奈情

1005健康

１００６生命

1007吋同/金銭

命
康
命
康
命
同
人
情
命

生
健
生
健
生
吋
家
奈
生

８
９
０
１
２
３
４
５
６

ｍ
ｍ
ｍ
ｍ
伽
、
α
皿
切

１
１
１
１
１
１
１
１
１
１０１７家庭幸福

1018奈情

1019生命

1020城信

1021生命健康

命
庭
命
庭
命
康
子
情
命
命
命
命
命
命

生
家
生
家
生
健
凡
奈
生
生
生
生
生
生

哩
哩
晒
唖
唾
画
哩
哩
唖
卿
哩
唖
幽
唖

１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
1036国家安全

命
情
命
情
康
命
庭
命
伺
康

生
家
生
奈
健
生
家
生
吋
健

卿
唖
唖
蝿
岬
唖
蝿
叫
叱
恥

１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
1047奈情/母愛

1048生命/奈情

1049奈情/愛情

1050生命

1051奈情/身体健康



庭家／

命
〈
叩
富

生
生
財

ノ
ノ
ノ

伺
命
這
己
情
命
由
由
情
禾
命
康

吋
生
友
自
愛
生
自
自
奈
快
生
健

艶
詔
瓢
弱
砺
訂
卵
豹
印
刷
砲
闘

０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０

１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１

1６

I“
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1７

何39a清脱出悠最尊敬的取血是什之？（自由回答）

(ｻﾝﾌ゚ﾙNo.，回答）

１教姉

２科学家

３教師

４会汁師

人
姉
人
姉
姉

軍
教
軍
教
老

５
７
８
８
９

１０只倣自己喜歌倣的

１１汁算抑wuk

１２軍人

１３軍人

１４最成功的企辿家

生
人
姉
律

医
エ
教
法

５
６
７
８

１
１
１
１

１９政治家

２０教師

２１医生

２２国家頓尋人

２３科学家

２４琢ヱエ人

２５抄士

２６琢ヱエ人

２７元

２８教師

２９労劫人員

３０カ人民畷劣

３１厨姉/科研人員

３２考古青家

３３教師/律師

３４屯気エエ程姉

３５医生

３６科学家/教師/軍人

３７医生

３８教師

３９胆装没汁姉/造型姉/乞木大師

４０教師

４１医庁エ作者

４２医生

４３法律工作者

４４警察

４５老師/医生/律師

４６国家公劣員

４７国家公努員

４８老師

４９医生

５０医生

人
民
師
姉

軍
衣
教
律

１
２
３
４

５
５
５
５

５５不絶什丞工作,只要対国家.人民有益

5６

５７救生員

５８教師

５９教師

６０没有特別尊敬的

６１教師/医生(心理学）

６２教師/琢境保抄志悪者

６３教師

６４管理貝/技禾人員/外交官

６５法官

６６教師

６７教師

６８氾者

６９科学家

７０医生

７１医生/老師/建筑工人/琢工工人

７２教師

７３警察

７４科教人士

７５只要逐有人iA真努力倣着的事,都吐人

尊敬

７６教師

７７警察/医生

師
生
生

律
医
医

８
９
０

７
７
８

８１各行各辿

8２

８３政治家

８４息理

８５医生

８６社会眼努者

８７教師

８８教師

８９什窒都尊敬．税不清楚

９０元所滑的事

９１医生

９２労幼者

９３工人防扱

９４倣庚突労劫的工作

９５屯脳エ程姉

9６

９７教師/医生

９８教師

９９老師

100法官

101医生

102教師

103医生

104没汁姉

105科学家

1０６

107文化人

108科学家

109外交官

110老師

111教師

1１２

家
理
姉
姉
生

作
姪
教
教
医

３
４
５
６
７

１
１
１
１
１

１
１
１
１
１

118科学工作者

119清浩工

120教師

121政府官員

122律師

123

124清浩エ

125工人

126医生

1２７

128教師

129教師

130琢ヱエ人

姉
師
姉
姉
姉
姉
姉

教
教
教
教
教
律
老

訓
魂
調
鋼
弱
銅
諏

１
１
１
１
１
１
１

138手エ山

139企山家ノ白領

140老師ノ警察

141軍人

142升卒

“
“
１
１

145老師

146律師

147医生ノ律師

148乞木家

149教師

150国家ノ主席
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１６５

151律師

152体力労劫者

153医生

１５４科研人員

姉
姉
姉
人
生

老
教
教
軍
医

５
６
７
８
９

５
５
５
５
５

１
１
１
１
１

160保抄野劫物エ作人艮

161教師

162教師

163教師

164国家公各員

165厨師

166科学家

生
人
有
姉

医
軍
没
教

６
６
６
７

７
８
９
０

１
１
１
１

171能力人民眼劣的エ作

172教師/医生/眼劣性和覗止

姉
姉
板
姉
生
人
姉

教
教
老
老
医
工
老

３
４
５
６
７
８
９

７
７
７
７
７
７
７

１
１
１
１
１
１
１
180坂目管理姉

181教師

182革命エ作

183

184医生

185教師

186科研

187管理者

有
姉
姉
官

没
老
教
法

鯛
鯛
卵
馴

１
１
１
１

192没各管理

193社会工作者

194医生

195老師

196軍人/中学教師

197老師

198企並家

199医生

200軍人

201教師

202科学家

203教師

204軍人(吋刻准各力国損躯的人）

205教師/医生/政治家

206法官

207教師

208教師

209医生/警察

210医生/教師

２１１

２１２

213教師

214自由収血者

215軍人

216教師

217医生

218ＡA事科学研究的人

219

220教師

221医生

222律師

223軍人

224老師

225科学家

226文学家

227琢ヱエ人

師
人
生
姉
生
人

老
商
医
老
医
軍

配
四
釦
訓
魂
調

２
２
２
２
２
２
234領尋人

235医生

236技木面/寺辿技求人才

237軍人

238都尊敬

239所有有黄献的覗山

240軍人

241熱能エ程

242屯力没廿

243中医

244科技エ作者

生
師
生
姉
汁
姉

医
老
医
老
会
教

幅
輪
切
帽
偲
釦

２
２
２
２
２
２

夫
官
生
姉

大
法
医
教

馴
魂
銅
弘

２
２
２
２

255科学家

256軍人

257虹十字会

258国家公劣員

259系銃分析員

260財劣

261エ人

262

生
有
生
姉
姉

医
没
医
教
教

闘
餌
砺
鯛
飼

２
２
２
２
２

268査腐敗分子者

269大学教師

姉
生
生
人
姉
姉
姉

老
医
医
工
教
教
教

０
１
２
３
４
５
６

７
７
７
７
７
７
７

２
２
２
２
２
２
２
277

278

279教師

280教師

281科学家

282公努員

283医生

284科学家

285医生

286老師

287医生

288科学家

289軍人

290国家干部

291老師

292警察

293教師

294教師

295教師

296教師

297演員

298老師

299教師

300清浩エ
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167

301教師

302教師

303教師

304教授

305警察

306教師

307軍人

308経済学家/科学家

姉
姉
姉
師
姉
姉
姉
姉
姉
兵
姉
姉

教
教
教
教
教
教
教
教
教
士
教
教

９
０
１
２
３
４
５
６
７
８
９
０

０
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
２

３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
321没有好坪之分

322教師

323幼ﾉL教師

324教師

325教師

326清浩エ

327医生

328律師

329周忌理那祥的

人
生
察
姉

商
医
警
教

０
１
２
３

３
３
３
３

３
３
３
３

334軍人/治安薯/消防人員

335カ人民服劣的工作都尊敬

姉
姉
姉
師

教
老
教
教

６
７
８
９

３
３
３
３

３
３
３
３

340医生/教師

341工人

342革命者

343医生

344医生

345老師

346科学家

347医生/教師/律師

348

349管理人才

350教師

351只要属子正当的駅辿蒐園之内．都長

被尊敬的

352科学家

353科研工作

354医生

355教師

356医生

357国家公勢員

358所有力社会創造物履財富及精神財固

的駅辿

359教師

360教師

361珠ヱエ人

362金融肌止人員

363生物系教師

364文学家

365教師

366警察ノ律師

367医生

368教師/医生

領
姉
姉
姉
師

白
教
教
教
教

９
０
１
２
３

６
７
７
７
７

３
３
３
３
３

374科学家

375教師

376測且（建筑）

姉
姉
姉
銃

教
老
老
息

７
８
９
０

７
７
７
８

３
３
３
３

381娼朕工作

382企辿家

383医生

384警察

385

386老師

387医生

388

389法官

390工人/衣民

391空姐

392科学家

393科学家

394律師/医生

395

396

397成功的企並家

398対国家有貢献的駅並

399老師

400医牛

401清浩工/疾牛

402工人

403老師/警察

404医生/白領

405教師

406科学エ作者

407医生

408老姉

409手工並

410外交官

４１１

412管理

４１３

414科学家

415汁算机操作

416法官

417医生

418菅梢

419教師

420

421白領

422没有

423医生/教師

424清浩工

425琢ヱエ人

426教師

427工人

428都咳尊敬

429教師/律師/医生

430教師/法官

431摘芝木的

432教師

433干一行愛一行/芝ボエ作

434医生

435模特

436教師

437老師

438老師

439医生

440疾牛

441教師

442医生

443医生

444教師

445乞木家

446元

447教師

448医生

449教師

450医生
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451科学家

452元

453律師

454教師

455自由駅辿者

456医生

457力社会胆努的都挺好

458有鉦済共瞳或亦有絞力拝道的工作

459眼劣行辿的肌辿人員

460

461教師

462知iR分子/科研人員

463老師

464琢ヱエ人

465清浩エ

466秤稗社会駅辿的存在就税是寓不升遮些
収辿,既庫去尊重

人
姉
生
生
姉

軍
教
医
医
教

７
８
９
０
１

６
６
６
７
７

４
４
４
４
４

472カ人民眼各

473科技エ作者

474社会活劫家

４７５

476老師

477老師

478医生

479塑料制造

480軍人

481科学エ作

482警察

483カ人民困勢的取止

484エ人

485対社会有所貢献的駅辿

486教師

487法律

488突血家/哲学家

489体育

490所有自食其力的エ作

491政治家

492教育事血

493教師

494

495

直接力大我数人謀福利的駅辿‘如伶大的
政治家

496教師

497教師

498カ人民就債尊敬

499エ人

500清浩工

501老師

502教授

503科学家

504会汁師

505教師

506医生

507科研

508登山渥劫員/地履工作者

509法官

510坐亦公室

511医生

512医生

513

514

515教師和医生

516公安

517老師

518教師

519律師

520医生

521高科技IWuk

522什遂駅辿都一祥

523教師

524律師/医生

525Ｆ告公司的経理

526教師

527

528事血単位

529毎稗都挺好

530教師

531老師

532医生

533軍人/老師

534老師

535科技エ作者

536摘技木工作

537科学家

538教師

539工人

540医生/眼努行並

541律師

542老師

543毎小駅辿都咳受人尊敬

544商並

生
研
汁
師
人
生

医
科
会
教
商
医

妬
妬
幻
偲
梱
釦

５
５
５
５
５
５

551警察

552教師

553只要是正当収並都腫当尊敬

554教師

555軍人

556

557教師

558老師

559建筑エ程姉

560軍人

561医生

562教師

563老師/師伝之美

564教師

565教師

566教師

567教師/医生

姉
姉
工
姉
姉

教
教
屯
教
教

８
９
０
１
２

６
６
７
７
７

５
５
５
５
５
573医生/教師

574老板

575律姉

576医生

577科学家

人
姉
姉
姉
人

軍
教
律
教
軍

８
９
０
１
２

７
７
８
８
８

５
５
５
５
５

583摘科学技木的人

584教師

585汁剣/銃汁

586教師

587教師

588教師

589

590教師

591政治家

592平凡的エ作者

593教師

594科研者

595

596公努員

597医生

598作家

599で行員

600司机



２１

I的

601医生

602老師

603

604科技工作者

605教師

606教師

607音禾方面的

608教師/医生

609教師

610医生

611医生

６１２ 医生/科技情工作者/社会福利方面的工
作者

姉
生
姉
姉

教
医
教
教

３
４
５
６

１
１
１
１

６
６
６
６

617慈善事辿エ作人員

618教師

619教師

620医生

621教師

622医生/教師

623工人

624

625教師

626教師/律師

627教師

628金融

629没汁師

630老師

631医生

632医生

633現在肌事的本行並

634教師

635琢保工作

636科学家

637技木工作人員

638医生

639医生

640教師

641医生

642司机

643白領

644教師

645金融

646蛙抄社会治安者

647衣民

648教姉

649教師

650教師

651教師

652科学家/教師

653教師

654教師

655市場菅硝

656教師

657科学家

658教師

659教師

660科学家

661教師

662

663教師

664教師

665教師

666各行各並

667白頓

668法官

669絵画

670元

671政治家

672教師

673能服勢子人美.輔助別人

674教師

675老師

6761Ｔ

生
生
姉
安

医
医
律
公

７
８
９
０

７
７
７
８

６
６
６
６

681摘自然科学的工作

682号瀞

683汀行血

684高科技的人材肌事的工作

685清浩エ遮秤肱活只有他佃倣.億行尊敬

686本駅工作

687ｒ子里エ作

688没廿姉

689音禾姉

690教師

691乞木家

692高級知iR分子

693教師

694能力人美倣出貢献的駅辿/私企老板

695

696教師

697会汁姉

698姪商

699

700老師

701教師

702教師

703没有

704揺液禾臥里的主唱/吉他手

705

706

707教師/駅員白領

708科学家

709教師

７１０

711教師

712軍人

713教師

714医生

715躯自己方人民函劣/眼秀行並

716教師

717科学家

718教師/医生

719阿婚安全

720老師

721汗多収山都値得尊敬,不存在"最

姉
姉
者
姉
師

教
教
学
律
老

２
３
４
５
６

２
２
２
２
２

７
７
７
７
７

727国家頓尋人

728教師

729心理医生

姉
姉
官
姉
姉
姉
生

教
教
法
教
律
教
医

釦
訓
犯
銅
鋼
妬
調

７
７
７
７
７
７
７

737有人伯有利.有用的駅辿都尊敬

警
姉
汁
姉
官
姉
姉
生
姉
生
姉
師

刑
教
会
教
法
教
教
医
教
医
教
教

犯
鍋
犯
馴
鯉
偲
“
妬
銅
銅
網
網

７
７
７
７
７
７
７
７
７
７
７
７
750慈善事辿工作者/救助人員

“
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１ｍ

官
姉
姉
姉
姉
生
生
エ
姉
姉
姉
券

法
教
教
教
教
医
医
木
律
老
教
正

副
馳
認
副
露
顕
駒
卵
弱
印
刷
唾

７
７
７
７
７
７
７
７
７
７
７
７
763医生/科研工作者

764教師

765軍人

766鉄路工人

767医生

768律師/教師

769解放軍

770教師

７７１老師/医生/解放軍

772医生

773翻鐸

774科学家

775都一祥‘任何一十有道徳的駅辿

776抄士

777教師

778菅儲

779エ程姉

780科学家

781医生

782教師

783教師/工人

784教師

785律師

786外交官

787

788教師

789頓尋

790抄士

791国林机械

792律師

793没有

794教師¥医牛

795公努員

796司机

797心理医牛

798教師

799教師

800

801医生

802エ程師

803氾者

804元

805医生

806姪理

807医生/教師

808教師

809ＭＢＡ

810教師

811老師/医生

812医生

813科学家

814註述官兵

815

816医生/科研共員

817教師

818老師

819眼劣人員/主持人

820医生

821企辿管理者

822科学技求人員

823教師

824

825老師

826咳渥之塊嘱/不好回答

827教師

828律師

829科学家/可以造福人美的

830法官

831医生

832教師

833教師

834科学家

835医生

836警察

837軍人

838教師

839軍人

840医生

841医生

842医生

843医生

844政治家

845工程姉

846画家

847

848律師

849教師/技木人艮

850教師

851

852

853エ程姉

854

855教師

856

857教師

858

859公努艮

860警察

861新阿捻者

姉
関
姉
生

教
新
老
医

２
３
４
５

６
６
６
６

８
８
８
８

866

867

868軍人

869

姉
姉
姉
察

老
老
老
警

０
１
２
３

７
７
７
７

８
８
８
８

874高科技ＡＡ並人員

姉
姉
師
姉
姉
姉

老
老
老
老
老
教

５
６
７
８
９
０

７
７
７
７
７
８

８
８
８
８
８
８

881考古学者/牙笠珍所的経菅者.大公司的

部、経理

882教師

883軍人

884清浩工

885軍人

886軍人

887白頓両人

888科学家

889服劣員

890科学家

姉
姉
姉
生
姉
姉

教
教
律
医
教
教

２
３
４
５
６
７

９
９
９
９
９
９

８
８
８
８
８
８

898比永.益茨

899琢境保抄工作人員

900

901教師
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1万

902在凡十年的生涯中.毎牛防段所竪泣的取

止都是最尊敬的

903自由駅辿

姉
生
人

律
医
工

叫
砺
“

９
９
９

907科学家

908医生

909労幼者

910声禾家

911教師

912対社会有用的駅並都尊敬

913教師/AA事琢保事辿的/輔助愛滋病患者
的医抄人員

914机美駅辿

915迄劫員

916医生

917教師

918教師/科学家

919教師

920毎介収並都値得尊敬

921所有収並

922技木性能彊的覗辿

923医生/教師

924琢ヱエ人

925企､11'家

926会廿

927

928医生

929服努山

930

931

932噸辱人

933財努

934技ボエ作者

935航天事辿

936救死扶術

937科学家

938教師

939社会服努者

940法官

941没有

942老師

943律師/老師

944律師．

945作家

946十体戸

947信息与技木

948教姉

949琢辺工人

950老師

951母奈/公劣員

952科学家

953自由駅辿者

954医生

955建筑

956自由覗辿

957恨堆回答

958医生

959真正力老白性亦事的公劣員

960目前自己的駅並

961教師

962

963律師

964公各員

姉
生
姉
姉
医
生
人
生
生

律
医
教
教
善
医
工
医
医

５
６
７
８
９
０
１
２
３

６
６
６
６
６
７
７
７
７

９
９
９
９
９
９
９
９
９
974服肌姐鰻分配

975大学教授

976教師

977駅員

978老師

979外交官

980科学家

981体育方面的覗血

982医生/教師/律師/工人/公努員

982軍人

984教師/医生

985律師

986教師

987教師

988教師/科学家

989政治家

990高展エ商理人員

991科学/教育

992

993教師

994

995軍人

996医生

997公各員

998老師

999考古工作者

1000医生

1001特警

1002教師

1００３

1004教師

1005教師

10061Ｔ

1007医弱行/疾牛

1００８

1009只要対社会有貢献/エ程姉

1010取辿不分貴賎都i人力値得尊敬

1011疾生

1012老板

1０１３

1014戻牛

1015教師

1016外企駅員

1017医牛

1018元煽向

1019老師

1020教師

1021教師

1022医生

1023任何正当的取辿都尊敬

1024律師

1０２５

1026医生

1027教師

1028軍人

1029教師

1030象牙離刻姉

1031教師

1032教師

1033会汁

1034医生

1035教師

1036清浩工人

1037教師

1038没有任何尊敬的覗並

1039エ程姉

生
生
姉
姉
姉
姉
姉
姉
生

医
医
教
教
老
老
老
律
医

恥
醐
唖
蝿
幽
距
蝿
”
蝿

１
１
１
１
１
１
１
１
１
1049科学家

1050軍人

1051律師
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1052公劣員

1053医生

1054教師

1055医生

1056警察

1057カ人美的没展倣出黄献的駅並

1058教師

1059学者

1060服劣行辿

1061老師

1062教師/医生

1063老師

2４



１万

2５

何39ｂ那之，慾本身突除上最想A人事的取止是什之鳴？（自由回答）

(ｻﾝﾌ゚ﾙNo.，回答）

１教師

２科学家

３教師

４汁算机阿路

師
生
研
人
姉

教
医
科
軍
老

５
７
８
８
９

1ｏ経済領域(竪済貿易方面的）

１１司机

１２建筑工程姉

１３自由駅辿者

１４－↑伐秀的企並家

１５介体経菅

１６軍人

１７Ｆ告

１８経商(画廊‘乞木品）

１９公各員

２０教師

２１亦公室工作

２２在家不工作

２３医生

２４教師

2５

２６律師

２７能浄銭就可以

２８研究劫物

2９

３０政府エ作

３１厨姉

３２軍人

３３会汁/鉦商/福利院的管理人員

３４屯気エ程姉

３５医生

３６比較自由不被恨釣束的駅止/軍人/体育

方面的管理人員

３７医生

３８教師

３９明星

4０

４１金融

4２

４３律師

４４科学家

４５老板

４６国家公努員

４７国豚交流行並(如翻鐸/外交部）

４８公共

４９医生

５０金融/旺券行並

５１軍人．

５２自由駅辿

５３教師

５４私菅､lﾚキ

５５カ人民服劣的覗辿

５６技師

５７救生員

５８教師

５９教師

６０休用(任何事情都不想倣）

６１自由取辿者

６２科学家

６３老板/志悪者

６４会汁/銃廿員

６５経済師

６６医生

６７高扱主管

６８律師

６９解決社会向題的工作

７０自由収山

７１教師

７２老師

７３魯察

７４科教人士

７５没拝創意的

７６教師

７７薯察

７８律師

７９生活有保障的覗辿

８０屯力工作

８１姪済管理

8２

８３姪商

８４不労而荻的那稗工作

８５管理人員

８６財努工作

８７座用科学/工程姉

８８財劣

8９

９０医生

９１医生/教師

９２教師

９３労勃,只要是労劫戟可以

９４教師

９５屯脳エ程姉

９６管理者

９７摘科研

９８有工作就行

９９管理人員

100医生

101工人/倣好本駅エ作

102自由人

103郎局エ作

104医生

105

106律師

107文化方面的

108技ボエ作

109外交官

110経理

111値密主任

112当兵

113旅行家

114姪理

115替察/軍人

116法官

117医生

118科学工作者

119駅辿経理

120建筑没汁

121政府官員

122律師/心理学家

123社区服劣

124政府官員

125工人

1２６

１２７

128科学研究工作者

1２９

130教師

131教師

132科研エ作者

官
姉
姉
姉

法
教
教
律

銅
鋼
鯛
銅

１
１
１
１

137法律

138手工童品北

139自己升公司

140財劣

141解放軍

142升出租牢

1４３

144教師

145播音員ノ主持人

146商人

147教師

148撮影氾者

149律師

150金融
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151医生

152

153鏑筈

154科研人員

155医生

156修理エ人

157rT/互朕岡/汁算机

158軍人

159非盈利団体

160渉氾

161屯子

162科学家/技木工作

163音哨姉

管
姉
授
師
人
板

城
厨
教
老
軍
老

餌
砺
髄
師
鯛
餌

１
１
１
１
１
１
170国家行政

171教師/科技

172教師

173囲弔管理員

174敬老助残止

175老板

176仮店

177舞園/音禾

178企山家

179老師

180頭目管理姉

181駅山経理人

182元声助扱的革命工作

183

184損経済

185医生

186勤労員

187管理

188没有

189

190医生

191法官

192

l９３ｒｒ

194侍媒

195老師

196軍人

197翻舜家

198悶婚屯胸方面

199曹察

200軍官

201教師

202科学家

203教師

204自由駅辿者

205政治家

206裁判員

207律師/法律方面的工作

208教師

209医生

210医生

211司机/政治家

212

213

214自由駅並者

215管理者

216教師

217自由駅血者

218カ人民服劣的駅辿

219ＡA没想泣

220警察

221医生

222律師

223机械蛙修

224老師

225科学家

226公劣員

227工人

228幼凡園老師

人
生
姉
生
姉
瀞

商
医
厨
医
律
旅

鯛
釦
訓
亜
鯛
鍋

２
２
２
２
２
２
235没想泣

236技ボエ

237軍人

238没有特別喜双的

239教姉

240軍人

241信息青辿

242医努工作

243中医

244汁算机行山

245工程姉

246建筑

247医生

248鋼琴老師

249市侯

250椿教士

、

251大夫

252医生

253教師

254企辿経理人

255白領防屠

256軍人

257程序員/金融分析

258法官

259系銃分析員

260財劣

261厨姉

262什丞工作都一祥

生
有
生
人

医
没
医
エ

闘
餌
砺
鯛

２
２
２
２

267文学創作

268商山

269大学教師

姉
生
生
部
姉
生
生

老
医
医
干
教
医
医

０
１
２
３
４
５
６

７
７
７
７
７
７
７

２
２
２
２
２
２
２
277

278

279囲令憶慎員

280商人

281

282国林エ作者

283筈票員

284没有

285イ、体戸

286老師

287医生

288教令/科研

289会汁

290医生

291老師

292警察

293服備行山

294経理

295播音員

296足球教錬

297厨姉

298教練

299教授

300人民法官



2７

Ｉ応

301経理

302覗辿女性

303教師

304管理人員

305医生

306推舗

307軍人

308経済工作

309教師

310教練/軍人

311当女軍人

312軍人

313軍人

314当息銃

師
師
姉
兵
生

教
教
教
士
医

５
６
７
８
９

１
１
１
１
１

３
３
３
３
３

320有エ作部、

321国芝

322演員

323幼凡教師

324演員

325軍人

326企辿経理

327警察

328公司経理

329教師

330市場菅梢

3311T並

332律師/軍人

333外交官/外事人員

334当官/警察

335机械方面的/~上行員

336教師

337家庭主掴

338ﾉﾘA事医行噛床工作

339教師

340医生

341琢保工作

342共声主又

343医生

344文芝工作

345服装没汁姉

346科研工作

347医生/律師

348迄劫員

349

350教師

351工程師

３５２１Ｔ

353科研工作

354教師

355室内没汁姉

356管理人員

357国家公劣員

358

359医生

360医生

361国林工人

362金融AA此人員

363医生

364文学家

365自由収山者

師
師
姉
・
人
机

律
律
教
工
司

６
７
８
９
０

６
６
６
６
７

３
３
３
３
３

371技ボエ作

372教師

373法官

374科学家

375会廿

376建筑測且

377公劣員

378銅輯

379律師

380会廿姉

381対外貿易経済

382尋瀞

383科技エ作者

384汁算机阿路工作

385

386老師

387乞木家

388医生

389国家公各員

390厨姉

391恨行会廿

392工人

393科学家

394老板

３９５

396汁算机

397企辿家

398管理方面

399老師

400医生

401警察

402嶺工

403警察

404商辿

405抄士

406科研

407

408企止方面

409能創造財富就行

410会汁

411

412管理

４１３

414律師

415服装没汁

416透劫員

417医生

418菅鏑

４１９

420哲学家

421白頓

422警察

423

424物辿エ作

425当兵/医生/舞踏家/画家

426財努人員

427工人

428技木人員

429医生

430没汁師

431乞木家/弔法/絵画/雌刻

432教師

433芝木老師

434医生

435世界名模

436歌星

437商人

438老師

439

440医生

441文芝工作者

442軍官

443律師

444芝木工作者

445教師

446生物学家/考古学家

447医生

448医生

449自由駅並者

450科技人員/研究人員



Z布

451科学家

452経商

453丞企老板/人人駅辿

454息経理/自己升公司

455画家

456AA事与体育有美的覗辿

457力社会倣貢献的.也規不太好

458自己現在的駅辿就不惜

459服秀和血的AA並人員

460管理人員

461房地声

462医生

463建筑

464軍人

465

466看机遇和社会的分エ

467

468只要上遜戟行

469医生

470公司駅員

471教師

472司机

473医生

474

475工人

476老師

477祥践多的駅辿

478抄士

479公各員

480軍人

481

482轡察

483亦公室駅員

484エ人

485教育行山

486屯函エ程姉

487老師

488音禾家

489体育

490

491

492研究易経

493号蕗/法官

494伶大的政治家,作家

495司机

496医生

497机械没汁

498カ人民眼努

499管理人員

500湊弔/唱歌/跳舞

501老師

502管理工作

503制冷

504会汁師

505律師

506私企老板

507倍媒

508自由駅辿

509審察

510坐亦公室

511董

512白領

513

514

515教師

516軍人

517司机

518教師

519金融､'し

520老板

521科研

522文化乞木美

523教師

524汁算机

525部臥中的阻古手

526什窒也不想干

527教師

528会汁

529健美教練

530教師

531翻浄

532医生/科技エ作者

533

534医生

535科技エ作

536摘技木工作

537乞木

538教師

539文芝

540作家

541軍人

542老師

543金融､'し

544秘弔

545教師

546有自己的事典

547自由覗辿

548教師

549音禾

550医生

2８

551警察

552教師

553AA事ヵ所能及的駅辿

554教師

555律師

556外企駅員

557教師

558エ程姉

559医生

560医生

561私菅金山老板

562教師

563司机

564老師

565私企老板

566教師

567医生

568公努員

569警察

570主席

571管理人員

572囲弔管理員

573院告

574警察

575抄士

576令法/絵画／乞木家

577司机/管理人員

578宇航員

579[家庭主掴

580司机

581教師

582行政人員

583科技戊果

584エ程姉

585汁瑚/銃汁

586法官

587脊淘人員

588教師

589恢食DIlq

590画家

591服努

592平凡的工作者

593教師

594科研学者

595自由駅辿

596社区服努

597工程姉

598社区工作者

599企辿管理員

600科研エ作者
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I〃

601医生

602老師

603

6“教師

605圏弔棺管理員

姉
揮
師
警
生
人

教
指
教
女
医
エ

“
切
明
四
ｍ
Ⅲ

６
６
６
６
６
６

612各稗這合自己的駅辿

613乞木家

614医生

615教師

616エ程姉

617高級研究員/技木面尖高手

618警察

619策別

620商人

621

622空姐

623這劫員

624

625

626律師

627教師

628金融

629没汁姉

630白領而人

631医生

632医生

633当市任

634摘文物工作

635摘衣山

636小人創辿

637堆修工作

638医生

639自己創並

640教師

641医生

642有枚エ作

643秘弔

644校侯

645旺券/金融/法律

646警察

647息銃

648教師

649

650教姉

651教師

652教師

653有楽趣,能自主

654教師

655市場菅梢

姉
生
研
姉
師

教
医
科
教
教

６
７
８
９
０

５
５
５
５
６

６
６
６
６
６

661乞木家

662

663教師

664商人

665教師

666姪商

667工人

668律師

669絵画

670自由取辿

姉
姉
生
厨

教
教
医
大

１
２
３
４

７
７
７
７

６
６
６
６
6751Ｔ

676医生

677老師

678教育方面,如教姉

679法律エ作者

680公安

681科研方面的工作

682与瀞

683服各員

684科学研究員

685侍教士

686消畏

687エ「工作

688没汁姉

689音禾姉

690幼教

691芝木家

692司机

693司机

694司机

695

696

697保蝿

698管理エ作

699自己倣生意

700慌告没廿

701

702元所漕

703司机

704揺溌禾臥里的主唱/吉他手

705

706

707教師

708経済工作者

709

710

711有成就感/有挑成性的覗並

712軍人

713教師

714IＴ

715カ下閃駅エ多挽些有利的工作,再就辿

716教師

717技ボエ程姉

718筈貨員

719国家安全方面的/国家阿路安全/閲路安

全工程師

720金融寺家

721我ｲﾛ生活的年代是困AA分配

722机美千部

723軍人

724自由駅並

725替察

726推硝員

727国家頓尋人

728教師

729能用外潜采坊的氾者

姉
生
官
人
姉

教
医
法
工
律

釦
訓
亜
銅
釧

７
７
７
７
７

735自由取辿者

736律師

737ﾉﾘA事自己寺山相同的寺並的エ作

738法官

739教師

740会廿

741民航系銃/外経貿部、

742火牟的乗努員

姉
研
生
師

教
科
医
教

“
“
幅
網

７
７
７
７

747足球明星

748自己升公司.不受別人管制

749企1ﾚ家

750研究人員
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178

者
姉
汁
生

氾
教
会
医

馴
馳
記
副

７
７
７
７

７５５推硝員

生
生
工
姉

医
医
木
律

６
７
８
９

５
５
５
５

７
７
７
７

760老師

761教師

762旺券

763経済美

764領尋干部

765軍人

766鉄路工人

767医生

768乞木家

769

姉
生
商
瀞

教
医
経
旅

０
１
２
３

７
７
７
７

７
７
７
７

774舞踊家

775自由覗並

７７６，芦並人員

777教師

778菅硝領域中的佼佼者,如高鰻管理人員

779エ程姉

780企辿家

生
善
手
姉

医
慈
棋
教

別
醜
聞
“

７
７
７
７

785律師

786尋瀞

787公努員

788外交家

789領尋

790警察

791絵画/弔法

792律師

793小体Ｐ

794教師

795自由駅辿者

796領与

797心理疾牛

798医生

799教師

800群念エ作．

801自由駅血者

802イ、体企血老板

803老師

804元

805医生

806自己升服装店

807

燕
岬
獅
融
壁
霊
獅

四
四
ｍ
Ⅲ
旭
個
脚

８
８
８
８
８
８
８
815

816医生/科研人員

817教師

818文化工作

819科室人人員

820領与人/自由駅辿

821金山管理人員

822医生

823教師

824

825都退休了不再想什丞理想了

826理想和突豚差的恨透

８２７↑体竪菅者

828律師

829只要是最大程度可以友揮自己的能力

不捻是ｲ､人肌事逐是集体行方都是受

坊者最悪AA事的

830教練

831老師

832エ程姉

833慈善事辿

834研究自然科学

835エ程姉

836只想自己

837公努員

838鉄路駅員

839医生

840工程姉

841医生

842作家

843医生/教師

844頓尋

845管理人員和経理

846律師

847

848律師

849教師

850教姉

851経商

852迄劫員

853司机

854

855医生

856

857教師

858

859公劣員

860警察

861新開地者

姉
姉
姉
生
汁

教
老
老
医
会

飽
鯛
“
開
飴

８
８
８
８
８

867建筑地

868軍人

869軍人

870

871管理人員

872ＣＥＯ

873警察

874高収入的駅辿

875金融AA山人員

876成力一名洪姉

877老師

8781T並

879医生

880教師

881考古学者

882教師

883氾者

884警察

885公努員

886老師，

887白頓

888噸尋者

889警察

890没汁姉

生
姉
姉

医
教
律

躯
卵
“

８
８
８

895汁算机技木人員

896科学家

897法官

898老板

899没拝自己=特履的駅並

900小体駅血

901教師
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902教弔匠

903硝筈経理

904取辿女性(白領）

905汁技人員

906領尋扱別

907科研

908医生

909教師

910摘声采

911老師

912摘乞木

913音禾家/教師

914司机

915教師

916教師

917翻鐸

918管理工作

919教師

920教師

921

922カ所能及的工作

923教師

924鏑輯

925創辿者

926有活凡就行

927旅瀞辿

928医生

929航空

930

931

932富翁

933厨姉

934技木工作者

935科技

936摘技木

937医生

938乞木家

939公各員

官
有
生
瀞
師
生

法
没
医
尋
老
医

犯
釧
躯
偲
“
妬

９
９
９
９
９
９

946小体戸

947信息与技木

948医生

949琢保工作者

950老師

951公各員

952工人

953作家

954抄士/医学方面工作者

955建筑師

956屯脳没汁者

957恨堆回答

958当国家息理

959公劣員

960梢筈

961科研

962

963律師

964公劣員

965律師

966教師

967教師

968当上司

969海洋ilIl魯員

970医生

971当官

972没想泣

973軍人

974一般的科員

975技木工人

976医生

977稗植山

978氾者

979外交官

980教師

981科学方面的

982公努員

982首席行官

984国家安全部工作

985律師

986教師

987自由駅並

988財会

989商人

990高展エ商管理人員

991科学/教育

992教師

993教師

994

995軍人

996衣民

997公劣員

9981Ｔ

999考古工作者

１０００警察

1001特瞥

1002幼教

１００３老板

1004自由駅辿

1005

1006IＴ

1007医弱行

1008商人

1009律師

1010エ人

1011疾牛

1012倣商人

1０１３

1014医生

1015没汁姉

1016工商工作者

1017医生

1018軍人

1019企辿家

1020軍人

1021教師

1022医生

1023AA事有美該子的エ作

1024律師

1025

1026医生

1027教師

1028軍人

1029社会科学家

1030軍人

1031企辿高級管理人員

1032教師

1033会廿

1034商人

1035教師

1036清浩工

1037エ人

1038ＣＥＯ（首席執行官）

1039工程姉

人
員
姉

商
演
教

蜘
叫
唖

１
１
１

1043公司経理

１０$４教錬

1045律師

1046服装没廿

1047公努員

1048会汁

1049文学家

1050当兵

1051白領



作エ

的
並
理
血

員
性
行
員
管
駅

劣
字
姉
姉
姉
劣
勢
目
由

公
文
老
教
教
服
公
項
自

馳
認
副
弱
弱
釘
卵
弱
切
馴
腿
闘

０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０

１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
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何３０如果向起悠中国文化，最初浮現在悠脳海的是什之？（自由回答）

(ｻﾝﾌ゚ﾙNo.，回答）

Z8I

１

上海

１四大友明

２晋唐宋元

３快城等古建筑

４琴棋苓画

５四大友明

６明清小脱

７唐宋文化

８四大没明

９河母渡文化

１０

１１尤ｎ石窟

１２京刷

１３秦始皇兵弓偏

１４古建筑

１５五千年厨史

１６絵画(山水画）

１７快城

１８三字姪

１９五千年研史

２０虹楼夢等明清小悦

２１四大友明

２２唐涛

２３迅速改変落后面貌

２４後城.故宮

2５

２６

２７快城,文化卒富.厨史悠久

２８中国文字

２９四大没明

３０国画

３１中国文字

３２任城

３３文明古国.万里任城

3４

３５国画

３６双曲.京劇越刷

３７任城

３８後城

３９中国厨史,朝代変迂

４０音采文化

４１国家蛭済文化

４２古遼

４３汐副

4４

４５唐詩宋洞

４６厨史文化

４７中国厨史

４８儒家

４９食文化

５０快城

５１甲骨文

５２民族風情

５３令法,姶画

５４孔夫子

5５

５６道教

５７四大名著

５８

５９科挙

6０

６１名著

6２

迅
器
城

曾
屯
快

３
４
５

６
６
６

６６曾迅文学

６７任城

６８古玩

６９浩言

７０孔子

７１令籍

７２古董,文物

７３故宮,後城

７４陶蜜

７５秦始皇兵弓傭

７６文房四宝

７７任城

７８北京

７９任城

８０上海,任城

８１四大友明

８２盗芝

８３京方明珠

８４古迩

８５孔子

８６任城

８７孔子

８８宗教

８９四大友明

９０四大名著

９１孔子

９２厨史悠久

９３説示平画家

9４

９５孔子

９６四大友明

９７巴金的作品

９８〈<虹楼夢>＞

９９古文化

100故宮

101〈<史氾>＞

102四大友明

103宋詞

104中庸之道‘侍銃保守

105竺鯛之路

106上下五千年厨史

1０７

108文天祥

涛
学
法
刷
曲
茄
法

唐
儒
令
京
我
火
帯

９
０
１
２
３
４
５

０
１
１
１
１
１
１

１
１
１
１
１
１
１

116四大名著

117古人老活

118京刷・戒曲

119圧抑

120任城

1２１

122四大友明

123四大没明

124唐侍

125泥人,陶壷

126語言,文学.作品

器
晩
学
画
筑

壷
小
科
国
建

７
８
９
０
１

２
２
２
３
３

１
１
１
１
１
132

133四大友明

134孔子

135孔子

136中国武木

137故宮

138大学教育､四大友明

139四大名著

140博大精深､申奥

141任城

142任城､太扱拳

143四大友明､文明古国

144文化､儒家

145音禾､舞踏

146京副､坪弾

147快城､京刷

148曾迅

149故宮､孔子

150孔子

151教育

152山頂洞人,枯木取火

153文芝方面的,音禾,舞踏

154

155孔孟之道

156四大名著．孔子

157曾迅,老舎

158甲骨文

159要保抄文化遇声

160文芝,戒刷

161儒家思想

162故宮,長城

163孔孟之道.四大没明,虹楼夢

164四大没明

165任城

166文芝

167唐涛宋洞

168魯迅先生的文章

子
城
宮
法
字
医
法
張

孔
快
故
令
双
中
令
妖

９
０
１
２
３
４
５
６

６
７
７
７
７
７
７
７

１
１
１
１
１
１
１
１
177任城､故宮

178四大友明

179任城

180孔子
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181融合力

182孔子

183蛾張

184四大没明

185悠久的厨史

186孔孟全道

187四大友明

188孔子

189厨史

190四大没明

191兵弓備

192茶文化

193算命

194黄帝

195孔子

196厨史

197厨史侍銃

198文学

199四大没明

200摸苓

201科学技ボ

202孔孟才道

203儲教

204四大友明

205四大没明

206戒曲

207京劇

208四大友明

209甲骨文

久
道
明
明
明

悠
之
没
没
友

史
孟
大
大
大

所
孔
四
四
四

０
１
２
３
４

１
１
１
１
１

２
２
２
２
２

215悠久的厨史

216四大没明

217甲骨文

218侭家学悦

219苓法

220京刷

221尤

222盤調之路

223中国音示

224中国厨史悠久

225中国古代芝木

226時洞文学芝木

227中国古代建筑芝木

228中国的建筑

229建筑芝未

230

231中国古代建筑

232中国的悠久厨史

233京副

234古代建筑芝木

235人的文明狸度

236儒家思想

237名・古迩,涛歌芝木,令籍

238中国的悠久厨史

239勤労

240孔子

241京副

242茶道

243令法

244孔孟之道

245任城

246孔子

247科学(四大友明等）

248提城．

249孔子

250孔子

251没印象

252文学､厨史

子
子
城
法
法
史
萄

孔
孔
快
苓
令
防
火

３
４
５
６
７
８
９

５
５
５
５
５
５
５

２
２
２
２
２
２
２
260孔孟之道､孝

261道家

262孔子

263山水画

264令法､絵画

265弄花

266秦始皇銃一中国

267提城

268古代銅版

269四大友明

270刺鰯芝求

271中国的戒曲芝木

272帯法

273北京的四和院

274渚子百家

275竺鯛之路

276中国古代服筋文化的演変

277戒曲芝ボ

278秦朝的兵弓偏

279唐涛宋同

280京刷

281賎国吋期的紛争

282峨国吋期的紛争

283旅瀞資源牢富.風景秀而

284京刷

285博大精深

286四大没明

287炉刷等戒刷

288京副

289並文化

290京刷

291余方明珠

292任城,故宮,五千年的文明

293衣民起叉.清,唐腐敗

294孔子孟子老子

295四大没明

296秦陵兵弓偏

297差花文化

298双落文字

299水許,三国演叉

300京刷

301孔子学悦

302北京故宮

303炊食文化

304任城

305京刷

306<<上下五千年>＞

307古人的古板,中国的風俗

308成争

309四大没明

310儲教,儒教,道教

311兵弓偏

312双曲文化､年俗

313人文教育

314文明古国､厨史悠久

315中国古代知沢常沢

316戒曲

317京刷

318悠久的厨史文化

319中国古建筑

320

321古建筑

322城信

323中国古老､悠久的厨史文化

324孔孟之道

325孔孟之道

326悠久的尻史文化

327悠久的厨史文化

328戒曲

329古建筑

330中国古典文学

331悠久的厨史文化

332厨史文物

333甲骨文

334扶城,故宮

335中国苓法,竺鯛

336四大麦明

337中国蓋器文化,忠孝

338故宮,園明園

339侍銃文代

340中国的茶道

341任城

342戒曲

343回明園

344文明古国

345四大没明

346孔孟之道，唐涛宋洞

347儒家,道家,秦始皇

348四大没明,秦傭

349天安、

350礼又之邦,孝力先｡宋干助人

351唐涛,宋伺

352令法,儒家思想

353天安、,故宮,唐涛宋洞

354儲

355

356厨史

357

358

359古代文化

360防史
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厨
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飽
闘
餌

３
３
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365飲食

366厨史

367四大友明

368

369厨史

370孝

371茶

372儒家文化

373悠久的厨史

374孝道

375

376中国文字

377中庸之道

378京刷

379文学成就巨大

380厨史悠久

381

382京刷

383

384中国四大友明

385任城

386京副

387建筑

388茶文化

389茶文化

390中国四大友明

391

392

393虹楼夢之委芝木作品

394待歌

395友述的科学

396古典音禾

397京刷

398虹楼参

麹
仰

401長城

402虹楼夢

鯛
“
４
４

405毛亀､旗抱

406竺鯛､陶謹

407四大友明､隼柁中医

謹
叶
蓋
抱

陶
茶
陶
旗

畑
怨
加
州

412元宵､綜子､食品

413時洞､四大友明

414服装､茶叶

415五千年厨史,唐涛.宋洞,元曲,明清小悦
416茶叶

417茶叶

418竺剰壷器､四大友明

419盤調

420美食

421壷器

422美食

423唐装､陶壷

424壷器

425四大友明､茶叶

426四大友明

７
８
９
０

２
２
２
３

４
４
４
４

431古代建筑

432孔子

433長城

434

435

436後城

437孔子

438

439

440古遜

441

442孔夫子､任城

443任城､故宮

444古建筑､俣城

445孔孟文化

６
７
“
“

448孔夫子

449園棋､苓法

450

451孔孟思想

452琴棋,苓画,四大没明,文房四宝

453皇帝､厨史

454春苓､月併

455竺鯛

456四大友明、毛電

457武木

458壷器､竺鯛

459孔孟､道教､文化

460古建筑

461毛筆､四大没明､儒家学悦

462文化､芝未

463文化知沢(文学作品､芝木）

464防史､尤

465四大友明､文字

466毛亀､文字､左

467兵弓偏､古代的建筑

468厨史

469四大没明

470厨史

471古文化

472儒家人化.孔需ウ道

473儒学

474中国厨史

475任城等名・古遜

476孔子

477任城,故宮

478中国防史

479尊敬祖先

480四大友明

481

482四大没明

483任城

484儒学

485青銅器,甲骨文

486古典文学

487四苓五蛭

488儒学

489中国人的侍銃美徳

490長城,故宮

491悠久的厨史

492菩藤

493四大友明

494封建吋期領先干世界

495文化大革命

496科学.・田

497四大友明,封建,地主.衣民

498上大学

499

500嫌桟

501悠久的特点

502祖先的友明

503大学

504文化高,修葬好

505姑争

506

507文学芝未

508孝噸,保守

509高大的悌像

510武未,戒刷,文物

511穏定,隙践

512古典性

513文化的悠久性和古典性

514賎争

515提城

516任城

51フ悠久研史

518孔子,儒家

519茶文化

520長城

521曾迅

522孔子

523文明古国

524文字

525令法.国画

526紫禁城

527飲食文化

528万里快城

529故宮

530孔子

531厨史

孟子

532茶道,飲食文化

偏
偏
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故
兵

銅
調
弱
詑

５
５
５
５

洞
道
明
明

宋
之
友
友

待
孟
大
大

唐
孔
四
四

７
８
９
０

３
３
３
４

５
５
５
５



４

１８４

541任城

542孔孟之道

543戒曲

544古典文学

545三国

546秦始皇兵弓偏

547孔子

548

549京刷

550四大友明

551兵弓偏

552後城

553三国演叉

554虹楼夢

555孔子

556京副

557提城

558国画

559双曲

560紫禁城

561孔孟之道

曲
城
玩
法
城
史
曲

戒
任
古
令
任
厨
戒

飽
闘
“
砺
鯛
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肥

５
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569古典小悦
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孔
厨
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７
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７
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５
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575食文化

576科技教育

577尤文化

578朝代帝王

579朝代‘銃治者

580厨史悠久

581快城

582少数民族

583四大没明

584四大友明

585俳教

586風景文化

587服装

5885000年文化史

589些鯛.任城

590任嘘建筑民族文化

591厨史悠久

592後城

593民族風情

594房史悠久

595儒家,伶理道徳

596唐文化

597中国菜

598任城､孔子

599詠州園林

600兵弓債

601京副

602虹楼埜

603任城

604唐朝文化､秦始皇

605孔孟芝道

606古典四大名著

607曾迅先生

608任城

609茶

610飲食文化

611京刷

612

613茶文化､苓法､琴芝

614任城

615任城

616任城

617京劇三国両

618尤.武木,帯法

619令.四大没明

620任城

621侍銃文化

622屯瞳,提城

623快城

624古董,服飾.気履,思雄

625

626砺史侍下的文章

627秦始皇

628炉刷

629京副

630中国武木

631中国武米,任城

632後城

633世博会

634四大没明

635孔子,唐朝

636厨史悠久

637

638政曲

639皇帝

640五千年悠久的厨史

641唐涛宋洞

642任城

643炉副

644小悦､例如四大名著

645任城､故宮

646

647茶文化

648

649

650任城

651名．、四大没明

652任城､四大没明

653任城

654

655四大没明

656民同手工芝品

657民族文化

658古典文学(四大名著）

659宙樽

660孔子

661筏子

662後城

663曾迅

664文字､芝木､令法､四大没明

665兵弓偏

666苓法

667孔孟亥道

668古老文化､四大友明､任城､茶､吃文化

669中国的文学作品､哲学思想

670快城

671魯迅

672中国厨史

673中国文字､厨史

674任城

675中国的風俗刃領

676快城

677唐朝文化

678涛歌､涛伺

679北京

680古城､名遜､厨史悠久的小城

681怪城

682北京

683北京

684孔子

685政治

686京副芝木

687北京

688

689古涛

690北京

691古詩

692古代文明､任城

693故宮､任城

694北京､申扱奥迄

695北京

696故宮

697北京

698北京

699魯迅､古文物

700北京

701侍銃美徳

702国画

鯛
叫
７
７

７０５京刷

706建筑(任城)､手エ芝品

707儲

708儲文化

709孔子

710文化人物

711孔子､孟子

712任城

713五千年厨史

714令法

715各地区教育没展不平衡

716上下五千年

717戒曲

718提城､孔子

719四大友明

720古市､古代武器
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721秦始皇､兵弓債

722戒曲

723四大没明

724唐文化

725出エ的木乃伊

726古代的文化.儒家文化等等
727

728四大没明

729侍銃現念

730唐涛宋詞

731儒家文化

732任城

念現的
明
守
明
明
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保
没
没

大
銃
大
大

四
侍
四
四

調
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幻

７
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738悠久的厨史

739民族自豪感

740中国苓法文化

741古迩,建筑物

742

743四大友明

744勤労的人民群な

745四令五鐙

746四大没明

747中医

748時歌

749古老建筑､茶道

750国画

751任城､故宮

752兵弓偏

753快城

754飲食文化

755孔舌ウ道

756孔子

757竺調

758儒家思想

759四大没明

760古老的文明

７６１四大没明

762炊食文化

763茶道

764古典小悦

765炊食文化

766唐詩宋同

767古代建筑物

768

769儒家文化

770古代文学

771古代建筑

772四大没明

773古建筑

774任城

775

776

777故宮

778

779ft理

780古代科技

781四大友明

782後城

783

784柁理道徳

785古典音示

786古建筑

787唐涛宋同

788五千年的厨史

789尤的侍人

790孔子

791

792

793

794任城

795

796

797中庸之道

798儒家文化,任城・兵弓儒

799

800苓法

801

802

803

804京刷

805

806悠久

807蜜器

808

809謹器､孔子

810服飾,屠言,文芝.奈技,音禾,飲食，
健康

811中国的飲食､古代文明

812敦憧､造妖､印刷木､火萄､焔火
813

814

815尤､飲食文化､礼佼

816孔子､儒家文化

817中国錯､民俗､春令

818民歌､服飾､中萄

819任城

820故宮､紫禁城

821国画､飲食

822古代四大友明

882尤､任城

882

825

826快城､兵弓偏

827少林､武木

828兵弓偏

829天安、､壷器

830古迩

831悠後的厨史

832京副

833厨史

834国画,令法

835圏棋

836

837古建筑

838

839

840京劇

841屯脳

842建筑,苓画,儒家文化

843

844京刷

845文化遣声

846名法．戒曲

847文字

848

849京刷,陶謹

850厨史文化

851

852

853孔子学悦.岳で愛国精神

854解放賎争

855

856

857北京故宮､任城等

858故宮

859対中国侍銃文化的執漫及理解

860

861

862孔子儒家学悦

863

864

865

866中国人民的侍銃美健
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銃

礼
四
孔
侍

７
８
９
０

６
６
６
７

８
８
８
８

871

872

873

874任城

875家方明珠､外澱

876京副

877任城

878兵弓傭

879余方明珠塔

明
明
路

没
麦
之

大
大
鯛

四
四
錘
一

０
１
２

８
８
８

８
８
８

883令法

884北京

885北京猿人､三国､水許､虹楼夢等
886古涛洞

887古典小悦(三国､虹楼夢）

888孔子

889任城､古老建筑

890任城

891苓法､令画

892余没明珠塔

893四大名著

894令法､水墨画

895李白,杜甫等古代詩人

896歳副

897悠久的厨史

898伝城

899四大名著

900茶道



６

185

901四大没明

902孔子

903儲教

904孔子.茶道,令法

905中国飲食文化

906古代建筑

907中国的悠久研史

908時洞芝木

909儒学

910古代思想

911儒家学脱

912厨史

913中国厨史悠久

914四大没明

915孝

916任城

917文物

918京刷

９１９

920尤的形象

921

922

923

924悠久的厨史

925文字

926文字

927戒刷､文物

928飲食文化､清言､文字

929古玩文物

930侍銃美徳

931文物

932文学

933秦始皇陵墓､提城

934厨代封建王朝

935

936京副

937文物

938古玩文物､尤

939古任城

940唐宋文学作品地方戒

941巴金

942四大名著

943歳副

944京副

945京劇

946侍銃道徳

947%P副

948政曲

949武木,圃棋,粂技

950令法.絵画

951古建筑

952炉刷,昆刷

953厨史

954怪城,兵弓傭

955四大名著

956孔孟文化

957快城,文化名著

958令法,絵画,手エ芝

959民族音示

960尤

961任城

962中隼美食

963四大名著

964令画

965四大没明

966京副

967李白

968沙刷

969詩歌

970兵島偏

971後城

972快城

973涛歌

974四大没明

975詩歌

976服飾

977四大没明

978儲教

979任城

980任城

981四大没明

982四大名著

983璃片賎争

984任江､黄河

985民族文化

986茶道．

987中医

988西蔵､兵弓備

989京刷

明
明
著
述

友
友
名
古

大
大
典
・

四
四
古
名

卯
馴
亜
卵

９
９
９
９

994令法､国画

995唐待､宋詞

996四大友明､戒曲

997孔器之道

998保守

999科挙制度

1000四大名著

1001

1002名・古遼

1003戒曲

1004任城

1005

１００６京副

1007武木

1008四大没明､京刷

1009竺鯛

1010戒刷

1011四大没明

1012京副

1013《水許侍》､《三国演叉》

1014登器､苓法

１０１５陶壷

1016故宮､任城､天塩

1017兵弓偏

1018秦陵

1019儒家

1020圃棋

1021唐涛宋同

1022景徳槙壷器

1023甲骨文

1024少数民族特色文化

1025旗抱

1026文化知沢和社会知浜

1027儲教､道教

1028四大名著

1029古代帯籍,名人.名著

1030

1031孔子,儒学

1032四大没明,四大名著

1033四大没明

1034侍銃美徳,古代令籍

1035

1036秦偏,兵令

1037侍銃美徳,名人,建筑,令籍

1038古涛,四大没明

1039

1040中国的礼佼,侍銃美健

1041儲教

1042尊老愛幼的侍銃美徳

1043中国古代名人如李白

1044四大友明

1045中国古代的囲画,比如山水画

1046京刷,四大名旦,戒服

1047中国的戒曲

1048中国的汐刷

1049四大没明,四大名著,中国古典詩歌，

中国雛塑,青銅器.建筑,壁画

1050任城,兵昌偏

1051建筑

1052

1053戒刷

1054中国的悠久研史

1055任城,兵弓傭,故宮

1056双曲文化

1０５７

1058悠久的厨史.五千年文明

1059厨史悠久

１０６０孔孟

1061文明古国

1062任城,武ボ,令法

1063任城

1064文物

1065儒教影哨

1066四大没明

1067防史

1068各・不同的民族文化

1069双刷文化,文字.古典苓籍

1070任城.故宮・文物,兵島儒



１８７

７

同３８対悠来税，最宝貴的末西是什之？（自由回答）

(ｻﾝﾌ゚ﾙNo.，回答）

情
命
情

奈
生
奈

１
２
３

４突現自身仇・的理想

命
情
春
命
命

生
奈
青
生
生

５
６
７
８
９
１０

１１生命

１２生命

１３健康

１４健康

１５精神財富

１６生命

１７健康

１８生命

１９生命

２０健康

２１自由

２２生命

２３生活安定

２４生命

２５生命

２６身体健康‘国家央旺‘家庭幸福

２７家庭

２８助人力采

２９家庭和睦.父母身体健康

３０生命

３１生命

３２生命

３３奈情

３４増加エ変

３５吋同,生命

３６家庭幸福

３７金銭

３８銭

３９人的真情

４０生命‘身体健康

４１生命

４２身体健康

４３奈情

４４

４５生命

４６千人信用

４７生命

４８家人

４９生命

５０生命

５１健康

５２生命

５３生命

54愛情,奈情

５５生命

５６生存枚

５７自由

５８生命

５９生命

６０健康

６１生命

6２

６３身体健康

命
安
命
庭
庭
命
命
情
同
情
凡
命
庭
命
命
情

生
平
生
家
家
生
生
奈
吋
奈
女
生
家
生
生
素

４
５
６
７
８
９
０
１
２
３
４
５
６
７
８
９

６
６
６
６
６
６
７
７
７
７
７
７
７
７
７
７
８０慈眼.朋友,家人

８１生命

８２家人

８３家庭

８４健康

８５生命

８６生命

８７健康,物履基拙

同
命
命
情
命
命
子
命
同
命
命
命

吋
生
生
素
生
生
凡
生
吋
生
生
生

８
９
０
１
２
３
４
５
６
７
８
９

８
８
９
９
９
９
９
９
９
９
９
９
100奈惰

101生命

102身体健康

命
情
子
命
情
命
命
情
庭

生
惑
該
生
奈
生
生
奈
家

、
“
砺
砺
、
卵
的
加
川

１
１
１
１
１
１
１
１
１
112生命.青春

女
想
命
同
途
子
命
庭

凡
思
生
吋
前
妻
生
家

３
４
５
６
７
８
９
０

１
１
１
１
１
１
１
２

１
１
１
１
１
１
１
１

命
命
命
康
命
情

生
生
生
健
生
感

１
２
３
４
５
６

２
２
２
２
２
２

１
１
１
１
１
１
127健康的身体

128尊秤

1２９９

子
命
命
庭
命
子
銭
命
庭
体
命

凡
生
生
家
生
該
金
生
家
身
生

０
１
２
３
４
５
６
７
８
９
０

３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
４

１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
1４１９

142生命

143金銭､生命

144家庭和睦

命
命
命
銭
命

生
生
生
金
生

５
６
７
８
９

４
４
４
４
４

１
１
１
１
１

150身体健康

151生命.金銭.事辿

152生命

153生命

154奈人

155吋同,身体

156吋何

157青春

158奈情

159生命

160生命,健康

161人生・努力

162聡明才智,生命

163吋向．奈情.生命

164生命

165生命,奈情

166身体健康

命
銭
銭
命

生
金
金
生

７
８
９
０

６
６
６
７

１
１
１
１

171生命,家庭

172生命,財声

173生命

174生命・銭

175生命

176生命,健康

177銭

178生命,健康

179健康,心恋

180奈情



８

１８８

命
庭
命
庭
庭
命
命
康
命
命
庭
命

生
家
生
家
家
生
生
健
生
生
家
生

馴
哩
鯛
餌
鯛
卵
師
配
鯛
卯
馴
躯

１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
193下一代的幸福

194健康

195家庭

196生命

197人的平等

198生命

199生命

200努力

201生命

202家庭

203家庭

204生命

205生命

206身体健康

207生命

208家庭幸福

209健康

210生命

211生命

212生命

213生命

214十人生命

215生命

216生命

217家庭幸福

218健康

219健康

220生命

221生命

222生命,金銭

223生命

224生命

225身体健康

226生命

227蛭済牧入

228生命

229生命

230生命

231生命

232生命

233健康

234家庭エ作

235家庭

236家人朋友

237人的生命

238身体健康

239健康

240奈情

241生命健康

242凡子

243生命健康

244家､奈戚､朋友平安

245城信

246家庭

247奈情､友情

248家庭､団詰

249奈情

250家庭

251健康､銭

252自己的感覚､iA知的程度

253蛭研

254奈情

255家庭

256健康

257小該

258生命

259生命

260生命､健康､家庭

261家庭､該子

262生命

263生命

264奈情

265銭､健康

266吋同

267生命,身体健康

268身体健康

269生命

270身体健康

271生命

272事並及身体健康

273有扮好的,理想的工作

274快宋,自由

275自己及奈人的身体健康

276事並有成

277生命及事並

278事辿有成

279身体健康

280エ作.有成就

281自己及奈人的身体健康

282奈情､家庭和睦

２８３－扮合這自己的エ作

284奈情,友情.愛情

命
命
命
命
命
命

生
生
生
生
生
生

５
６
７
８
９
０

８
８
８
８
８
９

２
２
２
２
２
２

291奈情,友情

292奈情.友情

293国富民.

294健康

295吋何

296愛情,青春

297人格

298健康.家人的幸福

299奈情,友情

300生命

格
凡
命
同
命
命
命
命

人
女
生
吋
生
生
生
生

伽
哩
、
“
砺
脆
、
配

３
３
３
３
３
３
３
３
309楽人能在一起

310健康

311金銭

312十人成快､幸福

313身体健康

314家庭､十人成就

315生命

316身体健康

317女凡健康

318家庭

319身体健康

320健康

321健康

322生命

323生命

324健康

325知狽文化

326有一十良好的琢境

327健康

328健康

329健康

330生命

331身体健康

332厨史貴遺声

333家庭,健康

334生活的箭這,幸福

335家庭幸福

336家庭

337生活的野遥

338生活的野遥幸福

339生命

340生命,健康

341健康

342健康

343健康,子女幸福

344家庭

345家庭的幸福

346女凡的成功

347凡子的成才

348健康,年経

349健康

350政治制度,社会琢境,人身自由

351生命，健康

352家庭幸福

353家庭的幸福

命
命
命
命
命

家
生
命
生
生
生
生

弘
弱
弱
訂
卵
弱
即

３
３
３
３
３
３
３



Z8９

命
情
情
命
同
命

生
友
奈
生
吋
生

馴
飽
闘
餌
闘
髄

３
３
３
３
３
３

367自己愛的人

368吋候

369崇高理想

370老婆

371生命

372知沢

373奈情､財富

信
命
同
禾
康
命
命

城
生
吋
快
健
生
生

４
５
６
７
８
９
０

７
７
７
７
７
７
８

３
３
３
３
３
３
３
381

382女JL

383金銭

384家庭

385健康

386金桟

387生命

388金銭､身体

命
命
命
命
同
情
命

生
生
生
生
討
人
生

鯛
卯
馴
駆
卵
餌
鯛

３
３
３
３
３
３
３
396良知､奈情

397生命

398金銭

399金銭

400生命

401金銭

402生命

403生命

404

405好エ作

406生命､工作

407生命､健康

408健康､家庭

命
命
命
康

生
生
生
健

９
０
１
２

０
１
１
１

４
４
４
４

413家庭､事並

康
並
命
命

健
事
生
生

４
５
６
７

１
１
１
１

４
４
４
４

418生命､健康

419生命

420家庭

421生命

422吋向

423生命､健康

424健康

425生命

426生命

427吋向､金銭

428奈情

429生命､健康

430生命

431吋同

432自由

433健康

434健康

435生命

436生命､健康

437生命

438健康

439生命

440生命

441健康､金践

442自由

443家庭

444生命

445生命

446生命

447生命

448生命

449吋同､家庭

450

451友情

452友情､吋伺

453家人

454家庭､奈情､友情､事並

向
同
人
情
命
情
同
生
同
子

吋
吋
家
友
生
奈
吋
人
吋
該

弱
卵
訂
卵
豹
印
刷
腿
闘
餌

４
４
４
４
４
４
４
４
４
４

465人生､生命

466吋向

467家庭

468生命

469健康

470家人､朋友､金銭

471奈情最重要

472吋同

473生命健康

474生命

475生命

476生命健康

477生命

478生命

479生体健康

480奈情

481

482生命

483生体健康

484健康

485生命

486健康

487球境

488生体健康

489生体健康,事止

490吋向

491事辿

492生命

493生命,幸福的生活

494父母.家庭

495人的精神

496生命

497信仰

498身体

４９９

500該子

501家人

502青春

503銭,生命

504身体健康

庭家

銭
命
母

金
生
父

命
命
活
女
命
庭

生
生
生
子
生
家

５
６
７
８
９
０

０
０
０
０
０
１

５
５
５
５
５
５

511銭

512銭

513事辿学者

514金銭

515生命

516生命

517健康

518生命

519生命

520生命

521生命

522生命

523健康

524信念

525身体健康

526生命

527感情

528生命

529健康

530家庭,事辿,生命

531身体

532健康,家人

533家人.朋友

庭
命
魂
命
命
命
庭

家
生
異
生
生
生
家

鍋
妬
妬
諏
犯
調
犯

５
５
５
５
５
５
５



1０

１９０

541前途

542凡子

543生命

544生命

545生命

546」し子

547家庭

548

549生命

550奈情

551生命,家庭

552愛情

553生命

554家庭

555生命

556家庭健康

557生命

558生命

559家庭

560生命奈情吋同

561生命

562生命

563生命家庭幸福

564人生

565家庭

566生命知狽

567生命｡名誉

568家庭健康

569生命

570生命,健康

571老師

572生命

573尊戸,生命

574生命家庭

575健康

576生命,駅並

577身体

578家人

579生命

580友情

581家人

582生命

583健康

584奈情

585家人

586生命,家人

587家人,生命

588友遺

589生命

590家人

591健康

592生命

593健康

594健康

595生命

596家人

597身体健康､家庭和睦

598奈情

599生命､身体､健康

600生命

601身体

602生命

603身体健康

604生命

605家庭

606友情

607凡子

608身体健康､家庭和睦

609感情

610家人

611生命

612家庭幸福

613自身健康

庭
命
城
命

家
生
真
生

４
５
６
７

１
１
１
１

６
６
６
６

618生命,事辿,自由

619該子,朋友,奈人

620生命

621生命,金銭

622生命,子女

623生命

624吋向自由枚利

625銭.身体.凡子成壌好

626品徳

627生命,金銭

628エ作,健康

629生命,健康

630家庭

631生命,健康的身体

632生命,子女

633生命

634身体好

635生命

636奈情,友情,愛情

637身体健康

638奈人

639生命

640奈情､友情､愛情

641エ作

642健康

643生命

644子女

645家庭

646健康､エ作

647生命､健康

648健康､物陵基砥(財富）

649生命､健康

650健康

651生命

652家人

653生命

654生命

655生命

656家庭

657生命

658物履基破

659生命

660知沢

661家庭

662子女

663生命

664生命､自由､理想､信仰

665家庭

666家庭､朋友

667健康

668家庭

669精神､理想

670生命､尊戸

671生命

672家人平安､幸福

673奈情

674奈情

675知摂財富

676尊浮

677家庭

678家庭､奈情

679生命

680奈情

681健康

682健康

683生命

684身体

685身体健康

686生命

687身体

688

689健康

690生命

691生命

692生命

693身体健康､提命百参

命
庭
命
情
体

生
家
生
奈
身

鋼
弱
蛎
卯
卵

６
６
６
６
６

699吋向､金銭､奈情

700生命

701身体健康

702子女

703子女身体健康

704事並和生命

命
筑
人
命
命

生
建
奈
生
生

５
６
７
８
９

０
０
０
０
０

７
７
７
７
７

710生命､健康

711家庭奈情､朋友友情

712家人

713健康

714家人

715健康

716健康､家庭､事此

命
命
命
同

生
生
生
吋

７
８
９
０

１
１
１
２

７
７
７
７



1１

Z9I

721妙票､工作

722子女

723家庭

724生命，奈情,友情

康
命
命
銭
庭
命
同
庭

健
生
生
金
家
生
吋
家

５
６
７
８
９
０
１
２

２
２
２
２
２
３
３
３

７
７
７
７
７
７
７
７
733介性.家庭

春
命
命
命
人
信
命
命

青
生
生
生
家
城
生
生

鋼
弱
鎚
銅
犯
調
如
釧

７
７
７
７
７
７
７
７

742身体健康

743生命

744理想

745生命

746知狽

747健康

748生命

749自身倫・的体現

750生命

751生命､家庭

752家庭

753健康

754生命

755家庭､健康

756健康

757家庭

758生命

759生活履量

760生命

761理想

762奈情､友這

763家庭

764自由､生命

765生命

766生命

767身体健康,家庭美満

768生命

769知狽

770身辺的奈人

771事並

772生命

773吋同､生命､健康

774核子

775健康

776身体健康

777健康

778生命

779身体健康

780奈情､友遺

命
命
情
凡
康
命
命

生
生
奈
女
健
生
生

１
２
３
４
５
６
７

８
８
８
８
８
８
８

７
７
７
７
７
７
７

788智葱,愛

789家庭和睦

790家人

791朋友之同的友遺

792朋友之伺的友情

7９３９

794朋友

795家人

7９６９

797自我突現健康自由

798奈情,健康

7999

800奈情,友情

8０１９

８０２９

８０３９

804生命

8０５９

806生命

807子女

808

809生命､尊拝

810生命､財声､子女､工作

811生命､銭財､工作

812生命､幸福

813

814

815家庭和睦､生命

816生命､健康

息
庭
女
命

信
家
子
生

７
８
９
０

１
１
１
２

８
８
８
８

821身体健康

822生命､健康

882生命､工作

882

825

826生命

827財声､健康

828愛情

829健康､身体

830家庭和浩

831家庭

832吋向

833自由

834生命

835健康

836健康和穂定牧入

837健康

838家庭,工作穂定

839生命,健康

840青春

841生命

842奈情,友情,自由.学情

8４３９

844対国家

845家庭穂定

846生命

847健康

848人除失系

849健康

850奈情

851千人生命健康

852身体

8５３９

854感情

855生命

856凡子

857奈情､友情､事並

858凡子

859奈情,友情.生命,城信

8６０９

861生命

862孝順父母,忠干家庭

863家人

864身体

865身体､国家

庭
命
同
情
同
命
命
体

家
生
吋
感
吋
生
生
身

６
７
８
９
０
１
２
３

６
６
６
６
７
７
７
７

８
８
８
８
８
８
８
８
874銭

875健康

876奈情､友情

877生命

878身体健康

879身体健康

880銭

881生命､健康

882凡子

883生命､家庭､子女

884生命､家庭

885生命､健康

886家庭

887エ作､学止

888健康

889家庭

890銭

891身体健康

892家庭

893生命

894身体健康

895エ作

896家庭

897生命

898健康

899エ作

900家庭



1２

１９２

901生命

902健康

903家庭.子女

904生命

905生命

906吋同

907健康

908生命

909生命

910健康

911生命

912生命

913生命

914生命

915吋向

916生命

917家庭

生命

918奈情､財富､知己

919家庭

920凡子

921

922奈人

923奈情

924身体健康､国家安定

925奈情

926生命､家庭

927健康､家人

9２８９

929生命

930社会璽定

931生命

932生命

情
人
友
家
、
も

惰
命
女

奈
生
子

銅
桝
弱

９
９
９

936健康

937生命

938生命

939奈情

940生命,奈情

941金銭

942家庭奈情

943健康素人

944生命｡健康

945奈情

946生命,奈情

947金銭

948生命,金銭

949朋友事並

950生命,健康

951吋何

952生命財富

953生命

954生命

955健康

956身体健康

957生命,家庭

958生命

959家庭

960金銭,事並

961娯禾

962家庭

963金銭

964健康

965健康､吋同

966父母

967奈情

968生命

969身体健康

970銭

971健康

972健康､家庭

973健康

974家庭

975健康

976家庭

977家庭

978健康

９７９銭

980生命

981生命

982生命

983生命､生活履量

984生命

985生命

986生命

987人与人之伺的感情

988青春､父母､完美的家庭､吋同

989健康

990姪済来源穏定､生活穏定

991健康

992精神財富

993尊戸

994健康

995健康家庭

996思想意沢､品徳

997生命

998回に

999生命

1000城突

1001健康

1002生命

1003生命､健康

１００４社会安定

1005

1006身体健康

1007－'1,美満的家庭,孝敬父母

1008健康

1009生命

1010家人平安

1011生命

1012奈情

1013生命

1014身体健康

1015吋向

1016健康

1017生命

1018生命

1019奈情､友情

1020身体健康

1021人与人之同的感情

1022身体健康

1023家庭幸福､子女成才

1024奈情

1025健康

1026人情､吋同

1027事並

1028生命

1029球境,家庭,人的品康

1030家人,健康

1031人的思想品徳,素履

1032吋同,家庭

1033身体健康

1034奈情

1035吋向,青春

1036吋同,健康,生命.家庭

1037生命,健康

1038生命,健康

1039健康,家庭,生命

１０４０健康,生命

1041生命

1“２身体健康,家人

1043家庭,桟,健康

1o44凡子,身体健康

1045人的素履.品徳

1046生命,健康,家庭,エ作

1047生命，健康

1048生命,健康,家人

1049吋向‘健康,家庭

1050銭

1051追求

１０５２家庭

1053生命,健康

1054奈人

1055健康,家人

1056健康

1057家庭

1058生命,示現的心恋.事並

1059生命

1060健康

１０６１奈情友情

命
命
庭
由
母
庭

生
生
家
自
父
家

２
３
“
髄
鯛
師

“
“
０
０
０
０

１
１
１
１
１
１

1068身体,家庭

1069真城,健康

1070生命
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1３

何39a清悦出悠最尊敬的取血是什之？（自由回答）

(ｻﾝﾌ゚ﾙNo.，回答）

姉
肺
姉
姉
肺

律
教
教
教
教

１
２
３
４
５

６演芝人員

７教師

８医生

９教師

1０

１１教育家

家
者
員

寺
作
努

机
工
公

姉
算
生
技
家

教
汁
医
科
国

２
３
４
５
６

１
１
１
１
１

人
官
生
肺

宰
法
医
教

７
８
９
０

１
１
１
２

２１医抄人員

２２公努員

２３化学技ボエ並

２４老師

２５会汁

２６教育方面.教師

２７法律エ作者

281日社会努劫エ

２９科学家

３０教師

３１有理並道徳的医生

３２エ人

３３白領

３４航空エ並

３５症努劫吃飯的工作

３６老師

３７人民警察

３８自由駅辿

３９学者

４０消防人員

４１刑警,雄抄

４２医生

４３警察

4４

４５律師

４６国家公男員

４７教師

４８老師

４９教師

５０老師

５１老師

５２没有

５３知沢分子

５４没有

５５国家領辱

５６人民公ｲト

５７都尊敬

5８

５９軍人

６０医生

６１－切願並都是・得尊敬的
6２

６３警察

６４科技

６５慈善工作者

６６医牛

６７教師

６８教師

６９科学家

７０公努員

７１抄士

７２会汁

７３医生

７４教師

７５警察

７６警察

７７科学家

７８雄修員

７９科学家

８０老師

８１医生

８２自己的工作

生
肺
人
生
姉

医
教
エ
医
教

３
４
５
６
７

８
８
８
８
８

８８医生.律師

官
師
人

法
老
率

９
０
１

８
９
９

9２

９３医生

９４医生

９５知浜分子

９６技エ

９７警察

９８医牛

９９疾牛

姉
姉
師
察
師
生
師
姉
姉
人
師

老
老
老
警
老
医
老
老
老
宰
老

伽
、
哩
閃
叫
砺
“
ｍ
“
的
旧

１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
111知沢分子

112教師

113エ程師

114教育家

115老板

116教育エ作者

117老師

１１８公努員

1１９

120教師

121教師

122白領

123教師

124エ程姉

125科学家

126医牛

127芝ボ家

師
机
領
姉
師
師
肺
人
姉

老
司
白
老
教
教
教
エ
教

銅
調
釦
訓
亜
鯛
鋼
弱
妬

１
１
１
１
１
１
１
１
１
1３７

138行政人員

139法官

140机械制造方面

141警察

142軍人

143教師

144教師

145知沢分子

察
人
姉
人

警
エ
教
エ

６
７
８
９

４
４
４
４

１
１
１
１

150儲教大師

151金融並

152教師

153軍人

154

155科研エ作,友明創造

156律師,科学家

157教師

158劫物学家

159公努員

160科学家

161什・取並都好

162教師

1６３

１６４

165科学家

166科研性

167科研エ作

168公努員

169教師,公努員

170教師

171科研人員

172梢答員

173公駅

174教師

１７５公努員

176老師

177律師

178球ヱ

179迄劫員

180公安



1４

194

181自由駅並者

182教師

183医生

184律師

185警察

186対社会有貢献的都．得尊敬

187医生

188教師

189只要対社会有貢献

190老師,医生

191医生

192企並家

193老師

194カ人民服努的

師
生
生
姉
師
人
師

律
医
医
老
律
エ
老

鯛
鯛
卯
卵
卵
叩
酬

１
１
１
１
１
２
２
202所有力社会作出貴献的都・得尊敬

203余､11'宝

204医生

205教師

206老師,医生

肺
官
察
官
生
生
生

教
法
警
法
医
医
医

７
８
９
０
１
２
３

０
０
０
１
１
１
１

２
２
２
２
２
２
２
214企並家

肺
生
師
生
肺

教
医
教
医
律

５
６
７
８
９

１
１
１
１
１

御
２
２
２
２
２

220企仙室

221教師

222氾者

223医生,公努員

224教師

225エ人

226医生

227

228科技エ作者

229領尋エ作

230

231医生

232芝ボ家

233

234医生老師

235

236教師

237科学家

238画家

239老師､医生

240老師､医生

241法院､教師､学者

242老師

243老師､医生

244科長

245医生

246没汁姉

247元

248茶

249ＣＥＯ

２５０都差不多

251震牛

252

253律師

254

255司机

256政法､医生､建筑

257没有､悦不上

258エ程師

259科研人員

260政治家

261科学家

262医生

263律師

264管理人員

生
生
肺
肺

医
医
教
教

５
６
７
８

６
６
６
６

２
２
２
２

269工人,衣民

生
師
姉
姉
肺

医
教
教
教
教

０
１
２
３
４

７
７
７
７
７

２
２
２
２
２

275公努員

276律師

277国家机美工作人員

278医生

279医生

280解放軍哉士

281教師

282普通エ人

283軍人

284教師

285軍人

286国家公勢員

287教師

288工人.衣民

289新同工作者

290自由駅並和学刃

291医牛

292教師

293建筑並

294医生律師

295律師

296律師.科学家

297教師

298医生

299警察

300公努員,法律工作者

301教師

302清・エ

303老師

304老師

305建筑並

師
肺
人

老
老
軍

“
、
”

３
３
３

309対社会有貢献的エ作

310没有

311教師､医生

312科学家

313恨唯晩

314任何駅辿都座咳得到尊敬

315.介駅此都座受尊敬

316ＡA未想泣

317教師

318没有

３１９

320科技

321教師

322有利人民利益的駅並

323医生

324.介駅辿都厘受尊敬

325科技エ作

326対人民有利､有富的取並

327没想泣

328没想泣

329技求人員

330老師

331没想逆

生
生
生
姉
姉
生
師

医
医
医
教
律
医
律

亜
鍋
桝
銅
鍋
幻
犯

３
３
３
３
３
３
３

339エ程師

340教師

341医生

342教師

343医牛

344教師

345警察

346律師

347律師

348公努員

生
師
生
師
師

医
律
医
律
律

９
０
１
２
３

４
５
５
５
５

３
３
３
３
３
３５４

355老板

356

357医生

358エ人

359自由駅辿者

360
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１９５

師
肺
汁
師

老
老
会
教

馴
腿
闘
餌

３
３
３
３

365医生､鐙済音家

366老師

367軍人

368司机

369科研人員

姉
生
姉
師
生
師

老
医
老
老
医
老

０
１
２
３
４
５

７
７
７
７
７
７

３
３
３
３
３
３
376

377外交官

378

379

380教師

381

382公努員

383苓店菅並員

384教師

385医牛

386舞踏家

387医生

388医劣エ作者

389忌姪理

39ＯＡＡ事法律エ作

391

392医牛

393

394賀駿員

395工人

板
人

老
員
的
子

戸
人
同
分

体
ヱ
学
沢

十
保
摘
知

６
７
８
９

９
９
９
９

３
３
３
３

400科学家

401教師

皿
、
“

４
４
４

生
理
姉
生
姉
兵

医
蛭
教
医
教
士

砺
鯛
、
昭
四
ｍ

４
４
４
４
４
４

411服装没汁肺

412医生

413教師

414老師

415企並室

師
師
生
師
察

教
教
医
教
警

６
７
８
９
０

１
１
１
１
２

４
４
４
４
４

生
姉
生
察
師
肺

医
教
医
警
教
教

１
２
３
４
５
６

２
２
２
２
２
２

４
４
４
４
４
４

427干部領昇

428疾牛

429

430

431

432律師

433

434

435医生

436工程姉

４３７

４３８

439医牛

440

441

442老師

443律師

444老師

445

446法官

447汽牢修理工

4 48．

工

察
師
・
生

警
教
清
医

９
０
１
２
３

４
５
５
５
５

４
４
４
４
４

454医生､老師

455軍人

456衣民

457エ人

458企辿家

肺
生
人
人
肺

教
医
宰
宰
教

９
０
１
２
３

５
６
６
６
６

４
４
４
４
４

464文頭美

465政治家

466知狽分子干的都恨尊重(用脳的）

467教師

468警察､医生

469有文化的(教師,有知沢的）

人
肺
生
生
師
師
師

宰
教
医
医
教
教
教

０
１
２
３
４
５
６

７
７
７
７
７
７
７

４
４
４
４
４
４
４
477科学家

478教師

479科学家

480自己創並成功的老板

481

姉
師
姉
生
生
授
姉

教
教
教
医
医
教
教

２
３
４
５
６
７
８

８
８
８
８
８
８
８

４
４
４
４
４
４
４
489科学家

490医生

491科学家

生
人
生
生

医
軍
医
医

２
３
４
５

９
９
９
９

４
４
４
４

496銀行駅員

497慈善工作者

498企並取エ

499

500忌竪理,老板

人
姉
師
師

宰
老
老
教

飢
陀
皿
叫

５
５
５
５

505教師,牢人,衣民

506医牛

507法律AA並者

508慈善.事並

509大使,外交官

510軍人

511老師,医牛

512体力努劫

513衣民,国家公勢人員

514宰人・

515法官

516老師

517行政管理人員

官
姉
師
生
生
生
察
師

法
教
律
医
医
医
警
教

旧
旭
釦
創
翠
銅
劉
溺

５
５
５
５
５
５
５
５
526教師,医生

527医牛

528医生

529教師

530律師

531科学家

師
姉
生

教
老
医

犯
調
鋼

５
５
５

535

536匪牛

537教師

538

539

540警察
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541律師

542医生

543

544教師

545服装没汁姉
546

547軍人

548

生
師
士
師
師
官
肺
師
師
生
姉
生
生
汁
師

医
教
抄
教
律
法
老
老
老
医
老
医
医
会
老

９
釦
馴
馳
詔
別
弱
弱
駒
認
弱
釦
馴
肥
闘

鋼
５
５
５
５
５
５
５
５
５
５
５
５
５
５
564企並室

565老師

566公努員

師
肺
肺
師
命
人
部
生
生

老
老
老
老
生
エ
干
医
医

７
８
９
０
１
２
３
４
５

６
６
６
７
７
７
７
７
７

５
５
５
５
５
５
５
５
５

576科学家

577科学家

生
師
生
師
生
姉
姉
師
師

医
教
医
教
医
教
教
教
教

氾
ね
釦
馴
醜
鯛
餌
鯛
鯛

５
５
５
５
５
５
５
５
５

587科学家,医生

588教師

589自由願此

590教師

591医生．

592知狽分子

593医生

594医生

595律師,教姉,医生

596エ程姉

597360行,行行出状元任何頭並都・得尊敬

598教師

599医生､教師

600医生､教師

601法官

602頓尋

603国家干部

604.エ程師

605白領

606教師

607医生

608．令行辿都・得尊敬

609医生

610教師

611教師．

612教師

613医生

614外交官

615教師

616教師

617医生

618律師,教師

619教師

620警察

621医生

622公努員

623教師

624律師

625教師

626医努エ作者

627教師

628服努行辿

629医生

630公安

631教師

632客迄行此

633法官

634国家公努員

635法官

636主持人

637工人

638老師

639青此技米人員

6401T､杏淘

641文員

642

643教師

644教師

645教師

646

647医生

648頓尋人員(姪理,「後）

649白銅

650商人

651医生､教師

肺
師
師
艮
席

教
律
教
船
主

２
３
４
５
６

５
５
５
５
５

６
６
６
６
６

657普通努幼者

658教師

659佼表エ人

660理工科的取並

661教師

662老師､医生､力人民服努的人

663医生

664教師､科学家､城突的努幼者

665医生

666エ程師

667清・エ人

668医努人員､医生

669教師

670教師

671宰人

672

673教師

674老師．

675教師

676警察

677医生教師

678科学家

679企並管理人員

680警察

681

師
師
机
生
師
生

老
律
司
医
老
医

駆
鯛
餌
鯛
鯛
師

６
６
６
６
６
６
688

689ＡA事金融曲的工作者

690医生､老師

691科学エ作者

692大念服努行並

693律師､老師､医生

694軍人

695

696医生

697医生

698油漆エ

699警察

700医生､老師

701

702黄迄

703エ人

704十体鍾菅者

705薪水高的エ作(白領）

706社会志悪者

707法律エ作者

708

709司机

710教師

711春山技求人員

712教師､律師

713中小学教師

714

715教師､塵牛

716医生

717白領

718軍人

719医生

720
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１９７

721

722老師

723医生

724科学家

725没是創造者

726教師

727司机

728エ人

729

730駅止平等,只要努力肯干

731科学家

732医牛

733

皿
諏
諏
壁
壁

鋼
弱
銅
師
犯
釣
⑩

７
７
７
７
７
７
７
741努幼創造此理辿

742科学家

生
民
人
生

医
衣
エ
医

偲
“
幅
銅

７
７
７
７

747政府官員

748教師､医生

749科技人員

750律師

751新阿エ作者

752司法人員

753教師

754政府官員

755科技工作者

756没汁師

757医生

758律師

759教師

760服努人員

761科学家

762教師

763警察

764作家

765教師

766律師

767努劫者

師
姉
肺
肺
領

教
教
教
教
白

８
９
０
１
２
３
４

６
６
７
７
７
７
７

７
７
７
７
７
７
７
775

姉
姉
師
人

律
教
教
エ

６
７
８
９

７
７
７
７

７
７
７
７

780科学家

781教師

７８２白頓

783医生

784医努エ作者

785医生

786司法エ作人員

787法官

788医生法官教授

789医生

790会汁

791

792

793

794教師

795教師

796

797所有駅辿都・得尊敬

798科学家

799

800医生教師

801

802

803

804教師

805

806医牛

807科学家

808

809友明家

810医生､教師､法官､公安

811ＡA事社会保障的人員,医生,清・エ人

812法官

８１３

８１４

肺
肺
員
家

程
程
航
学

エ
エ
宇
科

５
６
７
８

１
１
１
１

８
８
８
８

819教師

820法官

821解放軍

822屯行員

882医生

882

825

826教師

827科学家

828芝ボ家

829外交官

830援助員

831法官

832教師

833医生

834有文化的人

835国家行政人員

836教師

837医生

838技木工人

839

840会汁

841公安局派出所人員

842教師,律師．公努員

生
姉
師
生
師

医
教
老
医
律

偲
糾
妬
拓
幻
躯
鯛

８
８
８
８
８
８
８
850梢案エ作

851

852医生

853造船エ並,内燃机青並

854教授

855医生

856教師

857教育エ作者

858財努

859

860

861打字員

862教師

863教師

864餐佐山圭

865

866自由I狽此

867医生､教師

868屯脳AA並人員

869医生

870教育エ作者

871

872

873

874老板

875科学家

生
生
察
人

医
医
警
工

６
７
８
９

７
７
７
７

８
８
８
８

880科学家

881科学家

882国家干部

姉
姉
師
頓

教
律
教
白

鯛
餌
砺
卵

８
８
８
８

887エ程肺

888医生

889宰人

890科学家

891科研人員

892医生

893

ユ
尋
尋
壁
獅
函
獅

鯛
妬
鯛
卯
卵
卵
的

８
８
８
８
８
８
９
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901医生.教師,法官,律師

９０２法官,律師

903教師

904教師

905律師.法官

906医生

907医生

908教師

909科研人員

910医牛

911法律エ作者

912

913教師

914

915科研人員

916医生

917

918

９１９

920教師

921

922

923

924教師

925

926教師

927

928貧困地区志恩者

929律師

930

931科研人員

932教師

銅
糾
調
調

９
９
９
９

937教師､医生

938律師

939好的医生

940教師

941企山家

942教師軍人

943科学家

944教師

945学者

946科技人員

947企並室

948教師

949医生

950自己AA事的駅辿

951教師

952本陵工作

953律師

954技未員

955教師

956科学家

957率人

958牢人

959芝未家

960教師

家
姉
姉
生
人

画
教
教
医
エ

刷
腿
闘
餌
鯛

９
９
９
９
９

966胎拳道教嬢

967号瀞

968軍人

969医生

970科学家

生
肺
生
師
姉
師
人
師

医
老
医
教
厨
教
軍
教

１
２
３
４
５
６
７
８

７
７
７
７
７
７
７
７

９
９
９
９
９
９
９
９
979老師

肺
肺
師
肺
師
師
姉

老
老
律
老
教
教
教

加
馴
醜
聞
餌
鯛
鯛

９
９
９
９
９
９
９
987科学家

988医生､教師

師
姉
生
肺

教
教
医
教

鯛
卯
馴
亜

９
９
９
９

993琢保エ作者

994教師

995教師

996科学家

997教師

998教師

999

1000教師

1001教師

1o０２公努員

生
姉
医
教
函
幽
１
１

1005

1006教育工作者

1007姪商者

１００８教師

1009医生

1010教師

1011人民教師

1012警察

１０１３科学家

1014老師

1015科学家

1016律師

1017老師

1018警察

1019教師

1020救死扶倫的医抄人員

1021教師

1022人民教師

1023教師

1024梢箇辿

1025教師

1026公益事並

1027鍾済金融人員

1028汽牢梢嘗

1029所有的獣獣的平凡エ作者

1030領尋

1031国家公勢員

1032街道管委

1033白領

1034司机守平凡エ作者

1035医生

1036教師

１０３７謂答行辿

1038政治家

1039解放率

1040有愛心的取並

1041平凡的駅辿.工人

板
官
師
姉

老
法
老
教

唖
蝿
叫
距

１
１
１
１

1046医生,公努艮,商辿成功人士

1047戒刷演員

1048戒刷演員

1049

1050操盆手

1051軍人

1０５２

1053軍人

1054律師

1055軍人

1056カ人民服努的並努

1０５７

lO58演員

1059服劣行辿

1060

1061老師律師医師

1０６２

1063教師

1064教師

1065教師

1066会汁,律師

1067

1068教師

1069科研エ作

1070教研人員,教師
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同39ｂ那之，悠本身突豚上最想肌事的取血是什之嘱？（自由回答）

(ｻﾝﾌ゚ﾙNo.，回答）
１球保工作

生
肺
肺
生

医
教
教
医

２
３
４
５

６演芝人員

員

生
努
肺

医
公
教

７
８
９

1０

１１教育家

１２行政管理人員

１３汁算机エ作者

１４教師

１５牢人

１６創新人員

生
姉
生
師
師

医
律
医
教
律

７
８
９
０
１

１
１
１
２
２

２２企､'し家

２３元・染的化学技木工並人員

２４有失蛭済的取並

姉
員
員
エ

汁
並
劫
劫

会
菅
迄
努

５
６
７
８

２
２
２
２

２９自由駅辿

３０教師

３１学有所用的駅並

３２机美工作人員

３３白頓

３４航空工並

３５公努員

３６老師

３７教師

３８自由駅並

３９医生

４０当兵,倣善人

４１医生.看病

４２最能磁践的取此

４３警察

４４

４５会汁

４６国家公努員

陸
姉
板
師
師
生
画

保
老
老
老
老
医
釜

７
８
９
０
１
２
３

４
４
４
５
５
５
５
５４美国忌銃

５５カ人民服努的行並

５６人民公ｲト

５７商界女・人

５８有穏定牧入的駅並

５９軍人

６０医生

６１法官.軍人

6２

６３干部

６４科学家

６５迄劫艮

６６医生

６７医生

６８自己倣老板

６９体育迄幼艮

７０公努員

生
汁
生

医
会
医

１
２
３

７
７
７

７４迄劫員

７５警察

７６警察

７７医生

７８賀設員

昇
姉
肺
理
師
板
人
肺

領
律
律
竪
教
老
工
律

９
０
１
２
３
４
５
６

７
８
８
８
８
８
８
８

８７公努員‘私費企仙者

８８芝木家

８９法官

９０机械化努衣

９１公努員

９２有共貿易的エ作

９３阿鰭工程師

９４公努員

９５干部

９６屯エ

９７企並家

９８医生

９９教師

100並努員

101軍人

102老師

103老師

104老師冒医牛

105医生

106老師

107老師

１０８管理人員

109企111'家

110老師

111科技研究人員

112幼凡国教姉

並
商
人
員

人
陰
板
机
剣
努

商
保
老
投
策
公

３
４
５
６
７
８

１
１
１
１
１
１

１
１
１
１
１
１
1１９

120空姐

1２１

122白領

123公努員

124工程師

125老板

126教師

127和芝木有美的エ作

128老師

129司机

130空姐

131老師

132工程師

133牢人

134蛭商

135医生

136工程師

137清・エ､琢保工作者

１３８行政人員

139倣生意

140工程肺

1４１

人
師
姉
人
察
人
肺

宰
教
教
宰
警
工
教

犯
網
“
蛎
蛎
幻
“

１
１
１
１
１
１
１
149使自己升心的駅並

150教師

151金融､ル

152教師

153文芝エ作者,部臥文令

154

155琢境保抄

156科学家

157企並家

158涛人

159民賛企､Ｉし

160科学家

161投入自己愛好的取並就行了

162不是教師的取並

163能友揮特怪的

164金融

165政法英

166科研性

167科研エ作

貝
委
員
貝

努
融
努
努

公
金
公
公

８
９
０
１

６
６
７
７

１
１
１
１

１７２飯店忌竪理(升飯店者）

173公眼

174医牛

175公努員

176老師(幼）

177律師

178忌裁

１７９１Ｔ

1８０
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181自由願止者

182喜炊

183老板BOSS

184老板

185老板

186企仙宝

家
芝
家
肺
生

作
文
作
老
医

師
卵
鯛
卯
馴

１
１
１
１
１
192企並家

193エ人

194カ人民服努的

195在学教師

196医生

197慈善机拘

板
生
人
師
家

老
医
エ
老
作

兜
卯
叩
、
皿

１
１
２
２
２

203企､11'管理

204泥者

205管理人員

206曲芝エ作者

板
師
人
板
姉
板
生

老
教
エ
老
教
老
医

、
四
囲
加
川
旭
渦

２
２
２
２
２
２
２
214企､'し管理者

察
生
師
生
師
板
板
者
生
師

警
医
律
医
律
老
老
氾
医
教

帽
旧
而
旧
四
如
剛
型
銅
狐

２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
225科学エ作者

226医生

227

228科学家

229公努員

230

231

232警察
233

234科研工作
235

236教師

237科学エ作者

238医生

239

240老師

241公各員

242美容師

243工程師

244科快

貝
員
貝

努
努
板
努
印

公
公
老
公
Ｃ

箱
輪
幻
杷
網

２
２
２
２
２
250没什．

251老板

252作家

253老板

254地理学家

255司机

256医生

257自由取辿

258エ程師

259科学家

260公努員

261画家､音采家

262医生

263法院

264教師

265公各員

266作家

267白頓

268教師．

269医生.医努人員

270医生

271教師

272公努員

273律師

２７４自由取並者

275公努員

276律師

277十体蛭菅

肺
姉
師
師

教
律
教
教

８
９
０
１

７
７
８
８

２
２
２
２

282普通エ人

283．外尋瀞

284教師

285軍人

286介体蛭菅

287普通工人

288律師

289屯行員

290姪妃人

291医生

292社エ人員

293建筑並

294医生

295律師

296律師

297地履工作

298自由駅止者

299消防貝,警察.公努員

300公劣員,人民警察

301自由取並者

302

303裁鑓

304律師

305エ人

306会汁師

姉
人
姉
有

老
宰
老
没

切
明
”
、

３
３
３
３

311公多量

312演員

313能鎌桟的エ作

314工程技未

315科技人員

316相対穐定的工作

317没想泣

318没有

３１９

320科技人員

321具有管理的エ作

322

323教師

324公努員

325科技人員

326有失汁算方向的工作

327没想泣

328没想泣

329技木人員

330老師

331没想泣

332医生

333教師

334医生

335警察

336律師

337医生

338律師

339工程姉

340医生

341医生

342管理者

343教師

344教師

345警察

346翻濠

347法官

348公努員

生
姉
生
師
肺

医
律
医
律
律

禍
釦
馴
馳
調

３
３
３
３
３
354科研人員

355老板

356エ人

357元

358工人

359自由

360賎銭多的
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361

362

363会汁

364医牛

365竪済寺家

366科技人員
367

368司机

369科研人員

370警察

371老板

372科研人員

373

374

375仕エ程姉

376企､１１'軽菅者

377外交官

378

379科学エ作者

380医生

381

員並
員
菅
板
商

努
店
老
生
机

公
苓
倣
医
投

醜
鯛
餌
鯛
鯛

３
３
３
３
３
387医生

388医生

389司机(汗自己的牢）

390医生

391

392白頓

393会汁

394自由頭並

395エ人

396十体戸老板
397

398

399摘科研

400科技工作者

401医生

402エ人

403升介小店倣老板

４０$

405蛭理

406蛭理

407医努

408医生

409老師

410医生

411模特

412抄士

413公努員

414老師

415企並家

生
肺
生
師

医
教
医
教

６
７
８
９

１
１
１
１

４
４
４
４

420企此宝

421医生

422教師

423教師

424法律工作者

425企並家

426教師
427

428医生

429萄荊師

430

431建筑肺

432自由駅此者

433

434

435医牛

436工程姉

437蛭理

438海員

439人事管理人員

440医生

441

442老師

443警察

444管理人員
445

446公司老板

447汽牢修理工

448国家公努員一
449教師
450

451

452軍人

453医牛

454政治家､軍人

455蛭理

456商人

457軍人

458企並室

459律師

460医生

461牢人､商人鯖企､'し壷

462医生

463商人､作､11'壷

人
人
生

軍
軍
医

“
妬
“

４
４
４

467で行員､宇航員

師
肺
察
姉
生
保
姉

教
教
警
教
医
琢
教

８
９
０
１
２
３
４

６
６
７
７
７
７
７

４
４
４
４
４
４
４

475管理人貝

476教師

477党努管理

478会汁

479エ程没汁肺

480医生

481

482幼物伺界員

483教師

484教師

485老版

486教師

487汽牢制造

488干部

489エ程師

490軟件エ程肺

491医牛

492教師

493軍人CEO

494老板

495医生

４９６

497ＣＥＯ

498企､'し理工
４９９

500老板

501医生

502

503老板

504葬島界花

505CEO,老板

506医生

507机械制造或鮭修

508慈善事此

509公努員

510自由取並

511小学老師

512商並

513外交官

514老板

515会汁

516自由取並

517白頓亦エ人員

518律師

519球保行並

520財努

521法官

522十体老板

523医生

524銀行金融､11'工作

525企山室

生
生
生
師

医
医
医
教

６
７
８
９

２
２
２
２

５
５
５
５

530科学家

531

532教師

533翻輝

534銀行駅員
535

536医生

537教師
538

539

540姪商
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鋤
鈍
報
謝
報
恥
卸
郷
弛

律師

医生

十体竪商

軍人

没汁師

７管理人員

医生

550教師

551抄士

552教師

553エ「並

554律師

555公努員

556公努員

557公多量

558医生

559公努員

政
生
努
師

行
医
財
老

釦
馴
躯
闘

５
５
５
５

564企､11'宝

師
人
姉
汁

老
畢
老
没

閑
聞
師
聞

５
５
５
５

569図芝エ作

570里奔千部

571生命

572老師

573法官

574公努員

575医生

576技求人員

577自由取辿

生
姉
生
師
生
肺

医
教
医
教
医
教

犯
ね
釦
馴
哩
鯛

５
５
５
５
５
５
584

師
生
生
姉
姉
姉
生
師
生
生

教
医
医
教
教
教
医
教
医
医

鯛
卵
師
鯛
的
卯
馴
躯
鯛
餌

５
５
５
５
５
５
５
５
５
５
595公努員

596

597科研

598警察

599技ボエ人

600銀行頭員

601科学家

602会汁

603倣生意

604工程姉

605医生

606厨姉

607医生

608科学家

609医生

610

611翻鐸

612教師

613医生

614外交官

615教師

616

師
師
姉
察
生

教
律
教
警
医

７
８
９
０
１

１
１
１
２
２

６
６
６
６
６
622

623エ程師

624

625

626医努工作者

627

628服劣行並

生
兵
人
師

医
当
商
教

調
釦
訓
魂

６
６
６
６
633

634公安部、

635金融家

636主持人

637エ人

638工人

639工人

６４０１Ｔ

641文貝

642国家机美エ作人員

643公司駅員

644教師

645白頓

646薪水高比較穏定的取此

647自由取止者

後
頓
人

ｒ
白
商

把
偲
印

６
６
６

651服努行並

652教師

653自由駅並者

654教師

655船員

656形象没汁姉

657ＡA事思想政治エ作

658教師

659佼衷工人

660理工科的駅辿

661

662

663医生

664航海

665医生

666

667文字エ作

668医生

669教師

670

人
人
姉
生
人

率
商
教
医
商

１
２
３
４
５

７
７
７
７
７

６
６
６
６
６

676軍人､当兵

677医生

678金融

679企辿管理人員

680画家

681

師
師
机
生
師
人

老
律
司
医
老
エ

肥
鯛
餌
鯛
卵
師

６
６
６
６
６
６
688

689ＡA事金謹､'し的工作者

690老師

691科学エ作者

692大永服努行山

693管理人員､企､Iレキ管

694私養作､11'去板

695倣旧貸生意

696屯器エ程姉

697医生

698油漆エ

699老板

７００服装エ人

701妨鰻エ人

702賃迄

703エ人

704十体姪菅者

705幼凡園教師

706企並頓尋

707事並単位領昇

708管理人員

709司机

710教姉

711亦公室人員

712律師

713教師

714幼ル国教肺

715教師

716会汁師

717菅並員

718

719技木員

720自由駅並
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721薪水多的エ作

722亦公室人員

723医牛

724科学家

725没明創造者

726教師

727司机

728エ人

729

730

731エ程肺

732エ程師

733商人

734ｍＩｋ

７３５教師

736

737

738

生
師
生
人
人
生

医
教
医
エ
エ
医

調
⑩
馴
犯
“
“
網
蛎

７
７
７
７
７
７
７
７
747政府官員

748教師

749科技人員

750画家

751新聞エ作者

752司法人員

753教師

754十体蛭菅者

755科技エ作者

756没汁姉

757医生

758律師

759教師

760服努人員

761高級管理人員

762教師

763警察

764作家

765教師

766律師

767国家需要的エ作

768高尚的駅並

769令型曲

770旅行家

771軍人

２
３
４
５
６

７
７
７
７
７

７
７
７
７
７

777教師

778

779エ人

780服装没汁

姉
領
生
生

教
白
医
医

馴
哩
鯛
餌

７
７
７
７

785

786行行出状元.郷一行都行

787会汁

788姪理人,工程師.創辿者

789建筑

790会汁

791で行員

792駅並足球迄劫員

793

794

795会汁

796

797芝求方面的

798大学教授

799

800教師

801

802

803

8“扱共員

805

806律師

807作家

808

809管理人貝

810法官

811エ人

812科学家

813

814

815教師

816演員

817歌唱演員

818老板

819教師

820科学家

821抄士

822で行員

882医生

882

825

826医牛

827政府エ作人員

828翻捧

829医生

830援助貝

831公努員

832商人

833没汁師

834技未型

835科研工作者

836工程肺

837技木工人

838辻自己的技能力社会作貢献

839建筑エ人

840音示

841商人

842公努員,管理業覗努

網
“
８
８

845律師

846

847体育事並

848

849軍人

850医生

851

852医生

853造船エ血,内燃机吉並

854公各員

855会汁

８５６

857空姐,虹弓央

858財努

859法院､医生

860

861頓尋

862教師

863教師

864餐欽､Iﾚキ

865

866梢管

867教師

868屯脳AA此人員

869教師

870教育エ作者

871

872外貿服装行』Ｉ上

873

874老板

875科学エ作

876医牛

877会汁

878亦公室エ作人員

879医牛

880エ程肺

881文芝工作

882エ人

883財努エ作

884律師

885教師

886自由取並者

887エ程師

888工人

889エ人

890鬼子学工程肺

891文芝エ作者

892医生

893屯子工程姉

894医生､教師
895

896公司蛭理

897医生

898教師

899ＣＥＯ

900教師
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901ＣＥＯ

902法官

903教師

904ＩＴ

905律師

906医生

907医生

908教師

909公努員

910教師

911律師

912自由取並

913教師

914銭多的

915科学家

916医生

917

918作家

919

920医生

921

922

923

924教師

925

926慈善事並

927

928高新技ボエ程師

929白頓

930

931

932教師

933美食家

934

935有銭的エ作

並

姉
家
願
家

津
汁
師
辿
由
辿

翻
没
律
企
自
企

卵
”
卵
調
犯
馴

９
９
９
９
９
９
942教師

943科学家

944科学家

945企些竪理人

946鬼脳

947企並室

948教師

949医生

950医生

951教師

952本辰エ作

953管理

954医生

955千体戸

956企辿領昇

957律師

958教師

959音禾家

960教師

961画家

962教師

963エ程肺

964学者

965工人

966飴拳道教難

瀞
生
師
者
生
生
生
師
姉
師
生
肺
師

尋
医
教
氾
医
医
医
教
厨
教
医
教
老

７
８
９
０
１
２
３
４
５
６
７
８
９

６
６
６
７
７
７
７
７
７
７
７
７
７

９
９
９
９
９
９
９
９
９
９
９
９
９
980

981科研人員

982律師

983管理人員

984教師

985作家

986律師

987生物エ程姉

988医生

989幼凡園教師

990教師

991医生

992教師

993．水処理

994エ程肺

肺
師
商
生

教
教
鍾
医

５
６
７
８

９
９
９
９

９
９
９
９

999管理人員

1000教師

1001教師

1002公努員

1003医生

1004技ボエ程師

1005

肺程

辿
エ

嘩
率
嘩
嘩
奉
諏
皿

唖
叩
唖
函
叩
叩
叩

１
１
１
１
１
１
１

1013憧事後

1014医生

1015教師

1016律師

1017憧事後

1018警察

10191T此

1020医生

1021屯机賀鞍員

1022人民教師

1023医牛

1024軍人

1025教師

1026科技辿

1027ＡA商

１０２８国家公蚤員

1029公努中員

1030類尋

1031国家公勢員

1032公劣員

1033科室

10341T行並

1035医生

1036ＣＥＯ

1037謂嘗行此

1038政治家

1039

板
人
板

老
エ
老

０
１
２

“
“
“

１
１
１

1043菅並員

1044

1045公努員

1046公努員

1047政副演員

1048戒副演員

1049自由駅並者,可以全球旅行的頭並，

倣背包一族

1050操盆手

1051自由駅辿

1052

1053

1054外貿

１０５５

1056カ人服努

1０５７

1058嫡昇

1059建筑山,医抄

1060資本迄作相美的駅辿

1061律師

1062

1063管理員

1064

1065自由取此

1066会汁

1067Ｆ告没汁

1068老板,自由駅並

1069科研エ作

1070



問３０如果問起悠中園文化,悠首先論到畷曾係也畷泥？（自由回答）

(ｻﾝﾌ゚ ﾙNo.、回答）ロ1弾

１

2り５

香港

１中園歴史

２建築物一長城

３

４古墓，詩詞

５宗教

７飲食，専曲…特色

信
信
迷
迷
８
９

1ｏ歴史

１２好人

１３中園節日

１４博統,家庭観念，勤力

１５孫中山先生

１６中園歴史，竃脳

１７菖里長城，製造紙

１９科技登達

２０親情

２１飲食文化

2２

２３没有

２４黒暗、無才能、自私

２６普通話

２７生活方式

２８六四運動

２９好黒暗

３１孝

３２孝
″
″

人情味

義

３３侮統思想

３５浬的偉人

３６文化大革命

３８秦始皇，菖里長城

４０生活方式

４２寵

4３

４４鬼神，廟

４５歴史

４６文字，歴史，哲撃思想

47墓術品

４８古詩

５０中園長城,四大蛮明

5１

５４中史

５５中国字

５６道徳

５７食，中園文皐

５８皇帝

６０溌達

6２

６３羊

６４園登

６５情

６７歴史

６９茶

７０香法

7３

７５節日

７６中文

７７共産薫

７８歴史

７９遥麓廉恥

８１歴史

８３歴史

８４鯉漬

８６寵，五星旗，窮

８７無規律，無制度

８９菖里長城

９０考試

９１雁由悠久

９２節日

９３節日

９４傷家

９５仁差，孝順

９６三国演差

９８皇宮

100大戯

102節日

103四香五鰹

104歴史、秦朝

105墓術

106麻雀

107寵

108歴史

110垂法

112歴史，徳統的東西

115字

117橿力,保守

118文房四寅，曙同既歴史

119食物，生活習慣

120文字，中盛

122神，傍

123徳統習俗

124国化

125美吃

126寵官文字

127節日

128儒家思想

130文字

131博統道徳

133倫理、道徳

134節目

136秦始皇，孔子

137多束縛，比較博統封建

138尊師重道

140

141歴史悠久

143

144毛筆,食物

146歴史

147飲食

148通麺，孔孟之道

149民族意餓

150成鰭

152専劇

154孔子，道徳

155

157賊信

158書法

159尊師重道謹麓廉恥

160

164書法

166食

167北京，歴史

1６８

170歴史

171北京，

172菖里長城

173中園慈術

1７４

１７５

176文字

177寓里長城，共産薫

178茶

180生活方式

1８１

江
術
家
築

長
皐
偶
建

鯛
餌
鯛
鯛

１
１
１
１

188偲統，古奮◎野

189園内

190孝順

191麻雀、象棋、熊錨

192孝顛父母

193孝順

196建築

197詩綬

198孝、親情

199右

201書法

204行



206

206右

209節日（中園博銃）

211

2 13．

214食的文化

215老子

216節日

217浬

218書法

220民主/自由

221与劇

222逼貌

223

226孝道

227中国食物

228歴史

229孔子

230歴史

231建築城一長堀

232

233

234食物（飲茶）

235

236

237

239鴛一＞中園文畢/文字

240政治

242畷言

244中困人民的生活方式/文化

245傷家

247中困停統食物

248長輔

250

251庚囲,深奥

252魯迅

253歴史

254道徳

255歴史

256

257製造；中国博統宗教，孔子，傷家撃術
思想

258歴史

259

260量宮

261喝茶

262歴史

263徳智厘群美

264打牌

265漢字

266書法

268文字、紙

27Ｏ中園歴史，食物，文皐

272兵馬便

273節日

274右

276陶壷

277

278歴史

281寵

282中文

283

284皇帝

285

286飲食文化

287

288道徳

290

292傷家思想

297寵

298封閉

299食物，書法，詩

300不断進歩

302武術…

303古代文畢．

3“文化古蹟

305

307儒家思想

308書法

309生活習慣

310菖里長城

311俳撃

312紙張

314封建

315保守

316江海民

317新年

318身厘

〃 中秋

319富大字，園登

321良帝

322歴史

323右

324

325

１．時間久遠，値得人懐念；（２．文
字）

326真親，濃親

327中国文化

330専劇，武術

331観音,奔神

333菖里長城

334過年,寵舟,飢船

335

336麓，家庭関係，鄭居，亙男軽女

２

337騒食

339中園長城

341家庭倫理園係

342繊者生存

343功夫

344戯曲

345

346趨義廉恥

348象牙，棲子，長城

350中園文皐

351

352書法，建築

353寵

354可以再統一,現在比較零砕

357家庭観念

359

360節日

361

362

363墓術,工墓,歴史,遺杜,中盛

364歴史

365

366節日

368唆適

369北京

370家庭観念

371古文

372書法

373孝

374北京

376厘書

377停統観念

378中固厩由

379食

380傷家思想

381

382中盛

383中圃懸由

384

385博統習俗

386仁麓謹智

387尊師重道

388北京

389書査

392文字

393菖里長城

394孝

397傷家

399歴史、皇富文化

400領導人



３

207

402兵馬個

403新年，偲統文字，文撃

404人

405棲子，中秋節吃月餅

408文撃，音楽，Ａｒｔｓ

409皇帝

411

412遼閲，贋

413専劇,著古装

415

418害法，（登山水）

420宗教

421

422

423菖里長城

424落後

425

426越来越進歩,好

428孝順父母

429舞霞

430茶道

432寵

433皇帝

435鑓

436書法

437菖里長城

438皇帝

440

441傍寺

442俳祖 書法

443文字,耕種

444山水蚕

445書法,長杉,孝敬父母

446長城

447右撃霞，迩貌

449中国人進歩

450孔子

453食野文化

454詩詞歌賦

457

458傷家

459恭喜蜜財

460唐装杉

461

462習俗

463兵馬便

465長城

466兵馬便

467歴史

468寵

469文字

470腐敗

472孝悌忠信

４７３直書制度

474博統習俗

窮
統
字
帝
年

貧
博
文
皇
新

乃
沌
刀
刃
即

４
４
４
４
４

483宗教信仰

484歴史遺跡

族
詞
術
物

民
詩
墓
食

６
７
８
９

８
８
８
８

４
４
４
４

490

491博統，有其他

493博統的生活

494保守，博統

496字，侮統/民族的思想

497

498中園歴史

500専劇

501

502歴史

503建築

504趨麓廉恥

505

506過年

510中文

511孝道

512四大登明

513長城

515園査

516書法，劇曲

517詩飼

518廟

鯉
法
顛
裟

詩
書
孝
唐

０
１
３
４

２
２
２
２

５
５
５
５

526新年累気

527煮食

529寵

530祖先

531歴史

532書法

533古蹟

534文字，功夫

535指南針

538大戯

540尊敬父母

542毛筆字

545中園

546傍教

548

549

550皇帝

552大陸

553祖先

554打牌

555歴史

556天人合一

557長城

558古老的東西

559

560

561傷家思想

562節日

563道徳，歴史

564

565道徳

567民族

568

570毛筆

５７１

572寵

574毛筆字

576中園露吏

578故宮

580愚忠

581久遠的歴史

582充寅自己

585毛筆

586皇帝

587孔子

588書法

590

591無謹貌

592傷家思想

595園，家

596長城

597専劇

598貧民，皇帝，故宮，書法

600忠孝

601儒家

602儒家思想

603歴史人物

604寵



４

2０８

６０７求神問卜

608秦始皇

609字

610詩人

611

614尊師ロ道

616兵馬桶

617麻雀

618古典小晩

620詩

621琴棋害査

623新年

625遥麓廉恥

626毛筆書法

627国書

628歴史

630簿統，歴史

633蒋介石,孫中山,窮

634、

639

641

642専曲

643北京，長城，古跡

645寵

646書籍

647共産厳

648兵馬個

649古董

650共産童

651兵馬便．

653孝敬父母

654四大駿明

656害法

657孔子

659新年

662中国歴史,宏偉,不可思餓

664

665長塊

666博統

667人

668孫中山

669害法

670眼飾．

671歴史便値

672

673自私

674野小平

675懸吏

676鰹済

678長城

680道徳

681古蹟，歴史

682

683優厚歴史,四大溌明,優良博統及文化

684道徳

685長城

686中国舞,雑技,民族舞

687迩儀

689国父孫中山

690孔子老子

692道徳

693博大精深5000年歴史

695

696謹貌

697悠長的歴史

698節日

699教育

700技術

702

704四大蛮明

706歴史

707古蹟,建築

708

710歴史

711博硯

７１２困語，英文

714博統

715中園習俗

716中国楽麗

717中固厩由

718歴史

720書法

721

722人際関係深遠流長

723過年，中秋

724文字，祖先

725寓里長城

727国家

728幾千年来中園人所累積,鯉済,歴史，
地理一人際関係

730歴史，博統，人倫

731

帝
老
俗
儀
城

皇
古
習
趨
長

躯
銅
鋼
弱
銅

７
７
７
７
７
738中園書法

740傷家

741

743長久腰由

744節日，歴史

745五千年歴史，四大翌明

746仁装遥智

748奔神，宗教

749寵官

750

751人生観

752停統習俗

753博統習俗，侭統建築

754食

756六四

759歴史

761歴史

763歴史

764孔子，四書五経

765歴史事物，道徳甑念

766儒家思想

767仁麓迩智

769項事，食汚

770鰹済進歩

771中固厩由

772四大護明

773専劇

774少数民族

775仁麓

776儒家思想

唖
率
７
７
７
７
７
９

7 81．

782古奮建築物

783忠，孝，節，麓

785文察

787俳教,道教,習俗,文皐,詩査

788封建

789歴史，人物

790歴史

791歴史鯉過，文字

794民族

795害法

797進歩好快

798造紙

799歴史

800

803長塊

805右

806食的文化

董
子
家
原

古
孔
国
屈

７
９
０
１

０
０
１
１

８
８
８
８



５

2り９

812京劇

814中国人，中国人的性格，地大

815新年

816農暦新年

817朝代歴史

818食物，地方，風景

819思想保守，尊敬父母

821孝順

823

824孔子

826北京，歴史

827節日

828好，偉大

829

830

831歴史

832歴史

833宗教

834五倫

835宗教

836生活方式

837

839博統，保守

841六四民運

842仁装迩智

845秦始皇

847文季

848食，賭博

849孝順

850長城

851書法

852歴史

853家庭

854迩儀

855詩

856

857歴史

858唐詩

859

861傍教

862古蹟文物

864

865長城

866食，歴史，博物館

867

868蕊正

869右

870衣食住行

871寵

872戯劇

873寵、五千年

874政治

875政治方面

876風産品

877

878孝装

879書法、登

880右

881野小平，董特首下台

882中国人，中国古典建築

883中園侮統節目，如中秋節、端午節

884寵、刺撞、中文字

885趨麓

886北京

887中文

888封建

889

〃 孝道

兵馬信

１，落後〈比起西方）２ｊ舞神，侭統思
想

890古代

891寵

892寵官文字

893謹麓廉恥

894皇帝

895中園歴史

896食物

897孔子

898孔子,偶家

899秦始皇

900

901毛潟東，部小平

902皇帝

903吃

904博統

905歴史

906歴史

907儒家

908歴史

909中国人自私自利

910仁麓謹智

911孝麓

912有

913書法

914通麓廉恥

915拝神

916孝順父母

917

918古董

919食

920食

921専劇

922唐詩

923思想

924倫理、親情

925

926綜鯛

927道徳観念

法
儀
儀
城

書
謹
趨
長

８
９
０
１

２
２
３
３

９
９
９
９

932中園文物、歴史

933文字火薬

934歴史書

935孔子

936遥、麓、廉、恥、孝

937溝通

938謹儀

939文畢家

940旅遊

941

942火薬

943玄撃、文撃

944康照、岳飛

9451,書法２，歴史古蹟

946儒家思想

947

948

１．文字繁多２.道徳観念較重３.家庭観
念比較重

949儒家撃醜

950中園人等一SenseOfSupeｴﾕｏｒ

951儒家撃硯

952焼飽佼

953秦個

９５５１.皇帝

956俳教起源

957郷村

958専曲

959ユ.民族服装２.中国舞

９６０１.歴史悠久２.保守３.家庭哩全童

961修養

964家庭倫理

965博統道徳標準，皐術

966

967

968

菖里長城，孫中山，林則徐焼璃片，南
京大屠殺

969自私，食鎧，（解放之後〉

970

971右

974博統事物

975

976歴史悠久

977中園原由



６

2ZＯ

978

979竃視節目

980歴史書

982尊師重道，尊敬師長

983右

985皇帝

987

988展村生活

989漢字

990麓的停人

991麓

992祖先

993官僚制度

994傷家思想

995中園歴史

996焼飽佼

997文房四寅

998香法

999文字

1000長城

1001瞥挙

1002粥，粉，麺，飯

1003麓

1oO4中園歴史

1005詩，駒，歌，賦

1006寵

1007建築

1008政治

1009中文書

1010火薬，造紙

1０１１

1012歴史悠久

1013歴史

1014毛筆字

1015火蒙，造紙，指南針，印刷

1016中園節日

1017出土文物，道家，傷家思想

１０１８食

1019尊重博統，友愛

1020長塊

1０２１

1022郷下

1023

1０２４

1025長城

1026宗教

1027道徳

1028

1029右

1032倣大戯

1033詩飼歌賦

1034古蹟博統習慣

1035中園婦女三従四徳

１０３６張信剛ＣＣＷ

1037求神問卜

1038歴史

1039宗教，食物

1040市倫，鑓代表一切

1041皇帝

1042優質食物

1043麓

1044文字，交物

1045煩悶

恥
”
蝿

１
１
１

1049墓術俸統観念

1０５０

1051国家古蹟文物

1052落後幾十年，人性寅埜

1053茶葉

1054模子碗新年花樽拝山

1055食物

1０５６

1057建築長城

1058博統保守0既観念

1０５９

１０６０

1061故宮

1０６２

10631.寵２.菖里長城

10641.中園民族音楽２.古物遺跡

1065ユ.宗教

1066ユ.造紙２.兵馬億３.菖里長城

1067

1068

1069

10701.書法２.離刻

10711.孝敬父母

10721.菖里長城２.天壇

10731.山水査

10741.道徳観念

1０７５ 寵，長城，共産薫，紅為兵，古董，
少林寺，皇帝，書法，
食，国家自掃門前観（中園人自
私）

1076無

〃 中園三千年歴史

1077ユ.孝順

1078文字

１０７９毛海東

1080右

１０８１右

1082人禽之鱗，儒家思想

1083儒家思想

1084寵，君臣父子，儒家，傍撃

1085中文

1086歴史

1087北京(中園歴史）

1088食

1089寓里長城

1090儒家思想

1091孔子

1092寵的博人

lO93wﾕｔｈｖｅｒｙユ◎ｎｇｈユｓｔｏｒｙ

1０９４

1095歴史古跡，中国四大駿明

1096孝,悌,忠,信

1097儒家思想

1098道家思想

1099文物

110ｏ歴史

ｌｌＯ１Ｔｅｍｐユｅ

1102儒家

1103秦始皇

叫
砺
ｍ
ｍ

ｌ
１
１
１

１
１
１
１

1108博統,保守,言行不一

1１０９

1110詞堂

1111四合園

1112飴理

1113傷家

1114牙刷

1１１５

1116長城

1117焼飽佼

1118麻雀

1119新年

1120菖里長城

1121俳教

1122道家,儒家

1123人和人之間的和贈共虚,互相尊重

1124孔子

1125博統

1126儒家

1127文字

1128敬老,孝順父母

1129菖里長城

1130新年

1131多喝食,地方大

1132火薬,造紙,指南車,印刷
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1133儒家思想

1134新年

1135菖里長城

1136文字

1137福力

1138文字

1139刺繍

1140毛筆字

1141仁麓趨智

1142毛筆字

１１４３寵

“
幅
１
１
１
１

寺
宇
書
子
子
日
城

傍
廟
覆
模
孔
節
長

蛎
幻
偲
網
釦
馴
馳

１
１
１
１
１
１
１

１
１
１
１
１
１
１
1153慈雷太后

1154祖先

1155

1156書法

1157旗抱,駆事

1158新年節日,工墓品

1159手工墓品孔子

1１６０

1161貧富懸殊

1162宗教,迩麓廉恥

1163歴史

1164文撃

1165文字言語統一

1166

1167古蹟建築物

1１６８

1169寓里長城

1１７０

1171皇帝

1172尊敬長者

1173

1174古蹟

1175文躯

1１７６

１１７７

１１７８

1179ユ．詩２．陶査３．古蹟

1180長城,造紙,中盛

1１８１

１１８２

1１８３

11841.孝順父母

1185中国内駁歴史

1１８６１．書法２．中楽

1187儒家,道家,建築

11881．専劇２．中園舞

1１８９

1190浬,長城

1191長城

1192長城

1193中園歴史

1194黄帝制度

1１９５

1196孔子

１１９７

1198無

1199重情

1200歴史

1201親情

1202麻雀

1203北京,長城

１２０４天安門贋場

1205寵的侭人

1206新年利是

1207菖里長城

1208寵

1209

1210菖里長城

1２１１

１２１２ｃｈｉｎａ

1213食物

1214迩儀

1２１６

１２１７

1218文字

1219儲教

ダ 粥粉麺飯

1220民間手エ義

1221黄河

1222揮春

1223釣魚

1224博統観念

1225新年

1226中文

1227北京

1228俳教

1229家族〈長幼有序）

1230拝祖先

1231中国字

1232秦個

1233詩飼

1234茶葉

1235四大文明

1236儒辱道

1237優質食物

1238文物

1239右特別捻起

1240有道徳及寅汚

1２４１

1242博統謹義廉恥

1243文字起源

1244皇帝

1245古人

1246右特別

1247字典

1２４８

1249皇帝

1250寵

1251孔子

1２５２

12531.長城２.兵馬桶

12541.傍２.皇帝３.嫁嬰習俗

1255

12561.古書

1257ユ.園登２.歴史朝代

1２５８

1259道徳，成語

1260故歩自封自吹自掴

1２６１

12621.山歌

1２６３

１２６４

1265儒家思想

12661.水墨査２.中菜

1２６７

１２６８

12691.趨装

1２７０

1271唐君毅，孔子，賭子百家

1272皇帝大陸

1273統一文字

1274寵

1275先人留下的産物，蛮明品

1276人類

1277中園科技

1278墓術一文化大革命

1279鯉済強国

1280長城

1２８１

1282歴史

1283三皇五帝祖先
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1284思想'儒家’孔子’孟子′歴史’過去的
歴史根偉大、

1285孔子，文墓小硯，太白

1286係中国人

1287

1288孔子

1289

1290

８



2Z３

問３８封悠来説，最費貴畷東西是也曙？（自由回答）

(ｻﾝﾌ゚ﾙNo.，回答）

１家庭

２生命

３

命
人
人
人

生
家
親
家

４
５
７
８

９健康

〃 朋友

1ｏ身厘健康

１２家人

１３健康，親情

１４生命

１５生命

１６生命

１７家人

１９健康

〃 生命

２０身遥的人

２１身僅健康

２２家人

２３人生自由

２４子女

２６生命，鐘

2７

２８家庭和子女

２９女見

３１自由

３２健康

３３健康

３５家庭

３６健康

３８自由

４０家人

４２生命

４３宗教

４４健康

４５健康

〃

〃

自由時間

時間

４６健康，財富

４７親情

４８家人

５０健康，財富

５１生命，身歴

５４健康

５５生命

５６自由

５７知園

５８生命

６０健康

6２

６３丈夫

６４生命

６５生命

６７健康

６９健康

７０兇子

７３生命

７５家人

7６ 互相信任，関心，身随健康，世界和
平

７７生命

７８生命

７９１．老婆２．家人，３．健康

８１健康

８３親人

８４友情，家庭，事業

８６鎧，家人，朋友

８７健康，家庭

８９健康

９０家庭

９１家人

９２健康

９３家庭

９４健康

朋友，自己能力

９５目標，朋友，家人，蛮揮才能

９６家庭

９８健康

100家人

102生命

103家庭，健康

104健康

105生命

１０６朋友

107生命

108生命

11ｏ身圃

家人

112家庭，健康

115快梨

117家庭

118生命、財富

119工作，健康

妻
庭
命
安
康
人
人

夫
家
生
心
健
家
家

０
２
３
４
５
６
７

２
２
２
２
２
２
２

１
１
１
１
１
１
１

128親情，友情

命
命
平
人

生
生
和
家

如
訓
銅
鋼

１
１
１
１

136家庭，親人
〈
叩
く
叩

生
生
７
８
３
３
１
１

140身厘健康

醒
錘
誕
霊
鋤
華

釧
偲
“
㈹
幻
躯

１
１
１
１
１
１

' 朋友，家人

149金鎧，生命環境

150思考、智慧

152健康

154家人健康

155家庭

157社曾安定，鯉済安定

女
庭
女
己
命
太
命
康
康
命
康

子
家
子
自
生
太
生
健
健
生
健

鑓
弱
叩
“
鯛
切
開
加
刀
泥
沼

１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
174家人，朋友

175雨個見子

176朋友

177家庭

178人興人之間的真賊

180生命

181健康

183生命

184生命

185健康

186生命

188健康

卸
霊
睡
錘
錘
華
華

８
９
９
９
９
９
９

９
０
１
２
３
６
７

198健康、家人、生命、鎧

199生命

201自由

204生命〃 自由
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206生命，見女，丈夫

209人的生命

211健康安全

213生命

214家人

215生命

216生命

217健康

218健康

220健康

221生命

222生命

223生命

226親情

227健康

228鐙

229生命

230生命

231屋企人

232家庭

233屋企

234健康

235健康

236

命
作
業
鐙
情

生
エ
畢
金
親

諏
調
⑩
塊
“

２
２
２
２
２
245家庭子女

247親人

248生命

250社官安定，鯉済,人際闘係好

251屋企人,健康

252子女

253親情

254健康，家庭，朋友，生命

鰹
蓉
醒
霊
奉
葬
錘
壷
率

弱
記
訂
記
弱
釦
馴
醜
聞

２
２
２
２
２
２
２
２
２
264工作,金鎧,家庭

265生命

266健康

268信仰

270健康，快楽，親情

272健康

273親人，朋友，鎧

274金鎧

276自由

277家庭

278生命

281家人

282家庭

283家庭

284生命

285健康

286健康

287親人一女鬼

288家人

290生活休聞

292生命

297家人

298可以蛮展所長之工作，開心的家庭

299屋企人

300身圃健康

302健康

303生活安定

304自由

305屋企人

307生命

308生命

309職業及儲蓄

310自由

311家庭

312眼

314自由

315親情

316健康

317ｆａｍｉｌｙ，ｔﾕｍｅ'ｈｅａユｔｈ

318自己生命，希望社合好

319生命，親人（因鎧買曙到）

321生命，家人

322健康

323身盟健康

324健康

325仔女

326家庭

327家庭

330生命’健康

331生命

333家庭

334生命

335生命

336生命，家人，朋友，名蕃

337生命,家人,財産

339

341生命

342家庭

343生命

344家庭，親情

345鐙

346生命

348子女

350個人空間

351生命

352生命

353健康

354生命

357生命

359時間

360親人

361生命

362安穏生活

363健康,和平,自由,法律公正

364生命、健康

365生命

366健康

368生命

友情，親情

369家庭，生命

命
康
人
人
情
命

生
健
家
家
親
生

０
１
２
３
４
６

７
７
７
７
７
７

３
３
３
３
３
３

377生命和家庭

378健康和金鑓

379家庭

380自由、健康

381家人

382畢業

383健康

384生命

385健康

386家庭，朋友生命，健康

387家庭

388家庭

389生命

392生命

393健康

394身厘

397家人

399親情

400生命



1１

215

402自己

403生命

404生命

405健康

408健康

409命

411家人，女見，太太，親人

412健康

413屋企人

415親情

418生命

420生命

421生命

422人生

423生命

424健康

425性命

426生命

428生命

429生命

430健康

432屋企人

433生命

435仔女

436時間

437家人

438人

440生命

441屋企人

442家庭

443生命,愛

444健康

445生命

446自由

447金鎧

449健康

450生命

事業，家庭

４５３Ｗｅａユｔｈ

454親情

457家人

458健康，尊巌

459生命

460屋企

461健康

462家庭

463健康

465健康

466家人

467可以生存,活下去

468生命

469鎧,生命

470生命

472健康

473健康

474家人

475健康,家庭,事業

476信仰

477生命

479家庭

480健康

483生命

〃 家庭，朋友

484生命健康

486親情

487健康

488生命

489家庭

490健康

491生命，家人

493健康，鑓

494生命，家人，健康

４９６自由

４９７家庭

４９８家人

500生命

501生命

502健康

503健康

504家庭

505家人

506健康

510生命

511生命

512健康

513生命

515自由

516仔女

517親情

518老婆

520生命

521親人

523生命

ｙ
〃

世界和平

老公

鎧

524家人的健康

526生命

527家人

529健康

530子女

531家人

532健康

533生命

534生命

535屋

538生命

540健康

542家庭

545家庭

546健康

548家庭

549鎧

550自由

552我的見子

553子女

554家庭

555家人,朋友

556親情

557生命

558健康

559生命財壷

560生命，財産

561健康

562健康，財産

563健康，運黛，自由度

挙
毒
郷
”
認
拳
銃
弦
醒
睦
趣
醒
華
露
唾
霊
華
準

餌
闘
師
鯛
、
両
花
澗
泥
沼
即
馴
駆
砺
鯛
師
肥
卯

５
５
５
５
５
５
５
５
５
５
５
５
５
５
５
５
５
５
591

592生命

595家庭

596健康

597生活安定

598時間

600健康

601家庭

602生命

603健康

604生命
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班６

607夫婦感情

情
命
親
生
”
”
６
６

610家庭，親人

611家庭

614健康

616家庭

617家人関係

618健康

620私人空間時問

621生命

623親情,感情

625生命

626健康,家人

627生命，自由

628自由

630金鎧

633生命

634生命．

639健康

641健康

642家庭健康

643生命

645家庭

646生命

647生命，家人

648家人，健康

649家人

650健康

651家人

653生命

654家庭

〃

656事業，家i畠.．

657健康

659親人

662金鐙,家庭

664生命

665健康

666健康

667生命

668生命

669健康

670健康

６７１生命

672健康

673親情

674生命

675生活

676家庭

678家人

金鐙

680健康

681生命

682生命

683健康

684安定的生活

命
命
命
人

生
生
生
家

５
６
７
９

８
８
８
８

６
６
６
６

690健康家庭

命
情
生
親
２
３
９
９
６
６

695家庭,国家

696生命

697健康

698生命

699生命

７００生命,財壷

702健康

7“健康

706健康

707家庭人貝
●

708家庭人貝

華
”
錘
壷
醒
率

０
１
２
４
５
６

７
７
７
７
７
７
717健康，快楽

718家庭

720家庭

721健康

722生命

723健康，家庭

724生命，健康

725生命

727生命

728父母ダ 家人，朋友

730健康，家庭

731生命

732生命

733生命

734有

735生命，家人

命
人
人
命

生
家
家
生

銅
調
⑩
釧

７
７
７
７

743身厘健康，鑓

744親情，鑓，工作

745自由

746智慧

748生命

749生命

750健康

751信仰

752生命

753自由

754健康

756親情

759健康

761家庭

763健康

〃 生命

764生命，正念

765友誼，金鎧

766自由

767健康，家庭，愛情

769鑓，生命

770生活(生命)，住所

771健康

772生命

773友情，真情

醒
騨
咋
塞
華
壷
錘
華
錘
栽

４
５
６
７
９
１
２
３
５
７

７
７
７
７
７
８
８
８
８
８

７
７
７
７
７
７
７
７
７
７

〃 自由

788身匝健康

人
命
命
命
命

家
生
生
生
生

鯛
卯
馴
鯛
鯛

７
７
７
７
７
797身風健康

798健康

799健康、親人、財寓

800屋企人

803生命

805家人

806鎧

807家人朋友

809健康

810仔女

811琶嬬
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命
命
庭
康
人

生
生
家
健
家

２
４
５
６
７

１
１
１
１
１

８
８
８
８
８

818生命，女見

弦
華
華
鯉
華
霊
醒
華
華

９
１
３
４
６
７
８
９
０

１
２
２
２
２
２
２
２
３

８
８
８
８
８
８
８
８
８
831

832健康

833健康

834家庭

835生命

836生命

837人情

〃 生活質素

839生命，家庭

841親情，家庭，愛

842自由，健康，家人，朋友

845鎧

847自己的生命

命
人
情
命

生
家
親
生

幅
網
釦
馴

８
８
８
８

852屋企人

853綬済

854家庭

855家庭

856雨個見子

857親人

858屋企人

859時間

861健康

862健康

864生命

865健康

〃 金鑓

866健康，事業，家庭

人
命
庭
女
庭
命

家
生
家
子
家
生

７
８
９
０
１
２

６
６
６
７
７
７

８
８
８
８
８
８

873健康

874兇子

875生命

876仔

877仔女，先生，父母

878健康

879家庭

880家庭、生命、生活

881生命

882自己,金鎧，家庭

883家庭

884生命、家人、朋友

885生命

886親情
″
ｆ

助人為快楽之本

友情

887生命、家庭

888生命

889生命

890生命

891老婆

892時間

893家庭

894健康

895親情

896健康

897家庭

898生命

899見女 家人

900家庭，生活安定

901生命

902屋企

903健康

904生命

905生命

906生命

907愛

908生命

909生命

910自由、家人

911自由、健康

912自由

913自由

914生命

915人的闘係

916生命

917生命

918屋企人

命
活
情

生
生
親

９
０
１

１
２
２

９
９
９

922小該子

923健康

924自己身屋、家庭、子女

925家人的健康

926家庭

927健康(自己輿家人）

928生命

929健康

930健康

931生命

932健康

933生命

934仔女

935自己

936健康

937仔女、家庭

〈
叩
く
叩

生
生
８
９
３
３
９
９

940老公仔女

941生命

942親人

943生命、健康

944家庭生活、家人、健康

945ユ,生命２，家庭３，鎧

946家庭、エ作

９４７１.神

948生命

949生命

950生命

951家庭

952健康

953鎧

９５５１.家庭２.財富３.健康

命
庭
命

生
家
生

６
７
８

５
５
５

９
９
９

959ユ.鎧２.健康３.親情４.快楽

960ユ.時間２.家庭３.親人４.朋友

961健康

964自由

965健康

966生命，金鎧，親情

967生命子女丈夫家庭

968生命

969健康

970生命

971家人

974右也0野

975健康

976生命

977
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978生命

979見女

980知徴

982健康，運気

983生命

985子女

987家人的健康

988光陰

989家人健康

990ユユ造ｅ

９９１１ｉｆｅ

992家人

９９３１ｉｆｅ

994健康，家庭

995ユユｆｅ

996健康

997健康

998生命

999エ作

1000家庭和平

塞
認
華
拳
銃
華
華
華
詑
奉
醒
鍾
郵
華
華
誰
塞
麺
嘩
錘
錘
奉
華
錘
華
郵
華
醒
華

叩
唖
皿
幽
唖
皿
”
皿
皿
叩
叩
皿
叩
叩
賑
叱
、
叩
叩
皿
蜘
哩
哩
函
唖
唖
晒
唖
唖

１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１

〃

lO32L華ｅ

子女

1033健康

1034無憂慮地生活

華
唾
錘
騨
錘
郵
”
”
率
華
卵
錘
鐸

唖
啄
卿
唖
唖
蝿
叫
唖
蝿
叫
噸
晒
”

１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
1048仔

1049健康

1050生命

1051生命

1052有

1053家人

1054健康．

1055家庭

1056健康

1057健康

1058健康

1059家人

1060健康

1061仔

1062ユ.健康

1063ユ.生命２.家庭

10641.健康２.家人２.朋友

10651.生命

10661.健康

1０６７

1068ユ.生命

1069生命

10701．健康２.家庭

10711.生活愉快

10721.自由２．人檀

10731.家庭

1074ユ.家庭

1075健康，家人，財盲，自由
朋友，娯楽，助人，信仰

10761.時間

1077ユ.健康

1078健康

1079生命

1080健康，自由

1081生命

1082自己

″
〃

エ作，
和平。

1083自由

1084健康，家人，金鎧

1085安居楽業

1086人情

1087仔仔

1088家庭

1089家庭

1090

1091神

1092生命

lO93Heaﾕth･Famﾕﾕy，ｗｅユユｂａﾕance
ｂｅｔｗｅｅｎｃａｒｅｅｚ＆ユｅユｓｕｒｅ

1094生命

1095屋企

1096生命，家庭

1097家庭．

1098自由

1099

1100生命

lｌＯ１ｆｒｅｅｄＯｍ

1102親人

1103生命

1104健康

1105健康

1106

1107別人的意見

1108健康

１１０９自由

111ｏ健康

1111自由

1112生命

1113仔女

1114銭

1115健康

1116生命

1117生命

1118健康

1119要劉人好

1120財産

1121生命

1122生命

1123生命

1124生命，健康

1125生命

1126家庭

1127健康

1128家庭

1129健康

1130家庭

1131生命

1132生命
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1133人興人之間的関係

1134生命

1135家庭

1136生命

1137健康

1138健康

1139健康,自尊,親情

1140自由

1141生命

1142生命

1143家人

1144健康

1145生命

1146愛情

1147家庭

1148健康

1149生命

1150生命

1151生命

1152子女

1153親情

1154生命

1155子女

1156家人

1157生命

1158健康

1159自由

1160生命

1161生命

1162情感

1163生命

1164仔

康
命
康
命
題
康

健
生
健
生
友
健

５
６
７
８
９
０

６
６
６
６
６
７

１
１
１
１
１
１

１
１
１
１
１
１

1171生命

1172敬神愛人

1173健康

1174子女

1175人的感情

1176ユ．生命

1177延性命

1１７８

11791．生命

1180ユ.自由２.健康３.家庭

1181ユ．青春２．生命

1182

11831.生命

11841.生命

1１８５１．友誼２．自由３．智鎮

11861．生命２．親人

1187ユ.友情

1188ユ．生命

1１８９１．健康

1190大自然

1191親人

1192生命

１１９３Ｔ工ＭＥ

1194親人

1195親情

1196足球比妻

1197生命

1198生命,自由

1199情

1200身侭,生命

1201健康

1202家庭

1203感情,人情

1204家庭

1205自由

1206女朋友

1207女見屋企人,生命

1208屋企，生命質素

1209健康，家庭和睦

1210親朋戚友

1211生命

ｌ２１２ｕｆｅ，Ｈｅａユｔｈｙ

1213健康，休息時間

1214鎧

1216生命

1２１７

1218生命

1219子女

1220心境平静

1221生命

1222親人

1223鑓

1224健康

l２２５Ｔｉｍｅ

1226生命／家人

1227生命

1228健康

1229自由

1230生命

1231生命

1232健康

1233時間健康

情
情
命
鐘
命
命
人
康
人
太
康
命
命
見

親
親
生
金
生
生
家
健
家
太
健
生
生
女

狐
妬
銅
諏
犯
調
い
馴
哩
“
“
幅
妬
幻

２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２

１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
1248健康的家庭

1249子女

1250自由

1251健康

12521.仔女

1２５３

1254ユ.生命２.親情

1255ユ.生命２.金鎧３.家人

1256ユ.生命

1257ユ.時間２.生命

1258生命

1２５９

1260健康

1２６１

12621.家人２.生命

1263家庭

1264エ作見女家庭

1265幸福

12661.健康(自己及家人）

1２６７

1268生命

1269ユ.家人

1270健康

1271家庭，朋友，生活過得去，宗教，知

徴，自由

1272健康

1273該子(仔）

康
命
命
命
由
命
命
鐘
庭
人

健
生
生
生
自
生
生
金
家
親

４
５
６
７
８
９
０
１
２
３

７
７
７
７
７
７
８
８
８
８

２
２
２
２
２
２
２
２
２
２

１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
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1284朋友

1285生命

1286健康

1287生活環保&素質

1288生命

1289健康

1290家庭

1６
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1７

問39a請悠講出悠最尊敬畷係也畷職業泥？（自由回答）

(ｻﾝﾌ゚ﾙNo.，回答）

１特首

２腰士

３

４消防員

５任何鞘業

７軍人

８右

９律師

１０消防員

1２

１３瞥生

１４自己的騒業

1５

１６消防員

１７老師

１９科技人員

２０警察

２１紡鎚業

２２老師

２３各行各業

２４汽車維修(因自己果行）

２６ＤＯｃｔｏｚ

2７

２８専業人士

２９Ｐ◎ユユｃｅｍａｎ

３１厭悪性工作一Ｅ9．死人化紋師

３２園生，消防員，警員

３３科撃家

３５消防員

3６

３８

４０服務業

４２僅生

4３

４４所有

４５昏生

４６エCAC専貝

４７法官

４８老師

〃 園生

５０．．ct◎r，工人

５１ｄＯｃｔｏｒ

５４ｄｏｃｔｏｒ

５５行行出歌元，右一行特別尊敬

５６．．ｃｔ◎垂

５７盛生

５８毎一行都有侭値，有億得尊敬的地方

６０ＤＯｃｔｏｒ

6２

６３老師

６４修女(ｅ,９.徳蘭修女）

６５盛生

６７園生

６９老師

7０

７３盛生

７５教師

７６Ｔｅａｃｈｅｒ

７７讃明家

７８消防員

７９撃者，蟹生

８１教師

８３其寅毎一個覇業都尊敬

８４教師

８６園生，科撃家

８７警察

８９科畢家

９０園生，消防員

師
生
生

老
盛
腎

１
２
３

９
９
９

9４

９５消防員

９６律師

９８園生

100園生

102母親

1０３

104盛生

105盛生

106消防員

107老師

108盛生

110老師

1１２

115盛生

117瞥生

118園生

119建築師

1２０

122消防員

1２３

124画生，老師

125盛生，昏睡人員

1２６

127法官

128盛生

130紀律部隊

131情道夫，凄士

1３３

134盛生

136無園界囲生，麓工

137盛生

138装修

140律師

141自己倣生意的人

“
“
１
１

146教師

147盛生

148神父

149墓術家

150無

152盛生，消防員

師
防
師
防

老
消
律
消

鋼
弱
駒
記

１
１
１
１

1５９

160老師

164盛生

166瞥生

167消防員

168老師

1７０

１
２
３
４
５

７
７
７
７
７

１
１
１
１
１

176警察

1７７

178所有填業

180函師

1８１

183教師、昏生、律師

1８４

185替生

186消防員

1８８

189任何職業

190紀律部隊

1９１

192盛生

193消防員

196消防員

197警察

198盛生

199有

201壁生

204ＤｏｃｔＯｒ
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222

206法官

209鶴生

２１１

213照顧家庭

214轡察，消防員

215昏生

216任何職業

217

218消防員

220消防員

221特首

222警察

223エ務員

226衝生．

227種エ

228消防員

生
生
生

盛
盛
盛

９
釦
訓

型
２
２

232警察

233老師

234

235

236

237高官

239蔑衛員

240教師

242

師
司
生
生
生
生
王

教
律
昏
昏
昏
昏
花

“
銅
幻
偲
印
刷
艶

２
２
２
２
２
２
２
253教撃エ作者

254

255畳生

256碕生

257盛腰人具

258

259救生貝,昏生，消防貝

緬
壁
銅

卵
馴
唾

２
２
２

263困務性行業

264行行出欺元

265恨多都右職業操守，

266清潔エ人

268教師

●● ､右

270律師

272神父

273

274右

276老師

277瞥生

278所有職業都係尊敬

281愛塵動物協曾人員

282義工

283

284

285

286正営魂業

287棲面

288消防員

290

292無

297

298可以鷲到別人的エ作，ｅ､９．無園界

盛生，山風偏遠之盛生

299瞥生

300董事長

302盛生

303建造業

304消防

305眼務性

307

308園生

309没有

310消防員

311教師

312建築

314消防員

315面生

316園生

317大皐教師

318正営圏業

319盛生

321画生，社エ

322

323右

324教師

325昏生，老師

生
生
生

瞥
瞥
盛

調
”
釦

３
３
３

331消防員

333

334牧師

335

336老師

337地産鯉紀股票鰹紀,銀行経紀,商人，

339

341盛生

342消防員

343盛生

344教師

345

346任何戦業

348老師，清潔

350消防員,盛生

351瞥生

352歌星

353教師

354社エ,瞥生

357

359公務員

360

361盛生

362清潔

363律師,老師,甚蔑人員

364科撃家

365盛生

366面生

368設計師

生
師
生
員
生

盛
教
圏
警
瞥

９
０
１
２
３

６
７
７
７
７

３
３
３
３
３
374

376大老函

３７７－缶満足的エ作

378能嫌鑓的職業

379盛生

380腰務行業(低収入）

381

382圃生

383教書

384消防員

385教師

386法官

387塵士

388

389盛務人員

392

393老師

394ｄｏｃｔＯｒ

397

399科皐研究

400麓エ



1９

２２ヲ

有
生
生

没
瞥
盛

皿
鯛
“

４
４
４

405盛生，消防員

408ｄｏｃｔｏｒ

生
人
人
生

盛
差
差
瞥

９
１
２
３

釦
馴
釧
馴

〃 消防員

415瞥生，救厘人員

418音楽家

420消防員

421麓エ,封人民有貢戯的工作

422盛生

423消防員

424渡士，盛生

425

426

428科撃家

429醤生

430義術教師

432盛生

433

435警察

436盛生

437盛生

438教師

細
判

442神職人員

443法官

444

445家庭主婦

446

447自己的轍業

449

450消防員

453眼務人士(障硬)，出於真心,細心去照顧

454瞥生

457

458盛生

459宗教上的工作

460

461盛生

462社エ

463

465公務員

466消防員

467所有劉社曾有貢献的工作

468園生

469園生

470保安員

472盛生

473清潔工人

474瞥生

475踏生

476博道人

477

479

480

483

484老師

486運動員

487瞥生

488教師

489鷲到人的工作

490右

491瞥生

４９３

４９４

４９６ＰＣユユｃｅｍａｎ

４９７

498消沈員

500設計師

501

生
生
生

盛
盛
盛

皿
配
叫

５
５
５

505消防員

506用勢力工作的璃業

510消防員

511科撃家

512教師

513塵士

515法官

516ｄｏｃｔｏｒ

517消防員

518設計師

520社宙工作

521盛生

523盛生

524所有騒業

526瞥腰人士

527瞥生

529律師

530画生

531消防員

532蟹生

533牧師

534盛生

535警察

538昏生

540瞥生

542

545

546科畢技術人員

548園生

549

550警察

552修女

553専業人仕

554盛生

555妓女

556無園界盛生

557警察

558

559装修

560

561老師

562警員

563建築工人

564盛生

565消防員

567律師

568盛生

570

571消防員，警察

572瞥生

574

576

578盛生

580没有

581盛生

582所有覇業

585囲生

586

587園生

588腰士

590

591消防員

592

595盛生

596

597瞥生

598特首

600園生

601Ｐ。ユユＣｅ

602警察

603老師,盛生

604牧師



224

607

608瞥生

609老師

610昼生

611文壇人貝

614箇生

616社合エ作者

617没有

６１８ｓａﾕｅｓ

620教師

621園生

623

625doctO工

626法官

627律師

628老師．

630教師

633腰士

634盛生

639右

641昏生

642科撃家

643昏生

645教師

646警察

647法官

648盛生,教師

649消防貝，昏療人貝

650警察，法官

651

653主婦

654

656麓エ，盛生

657消防貝

659畳生

662牙科盛生

664轡察

665家庭主婦

666園生,教師

667厘夫

668消防負

669匿生

670画生

671毎一様都尊豆

672匿生

673科撃家

674塵士

675消防頁

676教育老師

678消防員

680無分負賎

681科撃家

682任何

683盛生

684真心鷲人的社エ

685消防員

686盛生

687瞥生

689無園界瞥生

690

692教師

693清潔

695

696消防員

697消防員

698盛生

699盛生

700

702盛生

704消防員

７０６

707盛生,消防員,警貝

708消防員

710消防員

711醤生

712園生

714電圏/庚告

715

716公共汽車司樋

717昏擦

718蟹生

720消防員

721盛生

722簿道人

723消防員

724老師

725自己倣

727社工，麓工

728教師

730右

731

732消防員

733箇生

734右

735

736教師，社工

738科撃家，工程師

740

741

743右捻過

2０

744盛生，教師

745教師/神職人員

746服務性行業

748警察

749小販

750教師

751教師

752瞥生

753教師，盛生

754老師

756園生

759科皐家

761盛生

763園生

764社官エ作者

765teacher

766右

767右

769消防員，警察

770竃圏業

771政治家/科撃家

772盛生（救死扶傷的）

773昏生

774盛生

775圃生

〃

776消防員

777盛生

779盛生

教師

781家庭主婦

782

783昏生

785鰹紀

787俳皐爾師

788盛生服務行業教師警察

789創作

790律師

791右

794車衣エ人

795無

797属瞳■

798

799消防負

800

803厘地園生，塵士（不為鰻鷺人，自我犠

牲）

805麓工

806

807消防貝

809教授

810教皐

811消防員
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士
生
師
師
師
生

護
盛
老
老
老
盛

２
４
５
６
７
８

１
１
１
１
１
１

８
８
８
８
８
８

819右所厨,徴関心最緊要

821老師

823

824

826警察

827消防員

828法官

829

830

831

832盛生

833教師

834

835

836瞥生，塵士

837教師

839老師，盛生

841任何

842無園界園生

845

847情道夫

848正行正業

849消防員

850盛生

851科撃家

852

853

854盛生

855行政人貝

856没有

857盛生

858

859没有

861

862

864盛生

865盛生

866護理界（h◎spﾕtaﾕ）

867昏生，限於専科，非全部圃生

868建築師

869

870

871消防員

872老師

873盛生

874

875昏生

876

877

878父母

879

880較璃工程

881右

882消防員

883所有封社曾有頁獣的戦業

884公閲

885教師

886神魂人員

887老師

888ａユユ

889ＤＯｃｔｏｚ

890政治人物

891

892右

893渡士

894科撃家

895任何戦業

896甚生

897任何覇業

898盛蔑人員,消防員

８９９．．ｃｔ◎Ｚ

900教育工作者

901窮字襖職員

902昏生

903社工，麓工

904創業，鯉商

905警察

906商人

907教師

908

909有

910碕生

911農エ

912替生

913右

914教師

915圏生

916塵士

917自己倣到的壇業

918

919死人化倣

920機械操作員

921

922老師

師
師
生
生

教
教
昏
昏

３
４
５
６

２
２
２
２

９
９
９
９

927工人〈己追問）

928盛生

929盛生

930政府人員

931美容

932消防員

933教師

934麗師

935Ｐ.Ｃ・審察

936盛生

937

師
生
生

教
盛
瞥

犯
鍋
㈹

９
９
９

941

942法官

943右，職業無分貴賎

944消防員

945所有職業都庖該被尊重

946右

947

948

949文皐家

950科撃家、盛撃橿威人士、先厘者

951政治家

952盛生

953旅遊業

955右

956消防員

957

958瞥生

9591.瞥生２.薯察３.消防貝

960

961老師

964盛院(専難人士）

965

966Ｐ◎ユユｃｅｔｅａｃｈｅｒ

967律師甚生

968鮎心師博

969盛生

970

971製衣業

974没有

975盛生

976

977
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978

979盛生，教師

980塵士

９８２．．ｃｔｏｒ

９８３ｄＯｃｔ◎Ｚ

985消防貝

987

988

989

990諸肉零箇

991科撃家

992

993ユawer

994Ｔｅａｃｈｅｒ，ＤＯｃｔ◎工

９９５，．ct。】眉

996彊生

997盛生

998消防員

999昏生

1000頁報紙

10Ｃｌ公務員

1002

1003盛生

1000清潔員

1005エ程師

1006圃生

1007墓術家

1008盛生

1009ｓaﾕｅｓ店員

1010畳生

１０１１

1012盛生

1013律師

1014合計人貝

1015昼生

1016科皐家

1017科皐家

1018畳生

１０１９法官〃

1020消防貝

1021

1022箇生

1023有

1024右

1025教師

高官，教師

lO26Teacher

lO27Teachez

1０２８

1029Ｔｅａｃｈｅｒ

ｌＯ３２Ｄｏｃｔ◎Ｚ

1033清潔エ人

1034無特別

1035清道夫

1036消防員

師
生
生
生

教
圃
圃
昏

叩
唖
唖
蝿

１
１
１
１

1041消防員

1042盛生

1043教育工作

1044圏生

1045警察

1046囲生

1047商人

1048

〃

1049右特別

律師，警察

1050戦業無分寅賎有特別

1051有特別

1052右特別

1053消防員

1054優生

1055右

1056資飢科技

1057

1058瞥生

1059

1060

1061科畢家

1062ユ.盛生

1063右

1０６４

10652.社工

1086消防員

1067

10681.裁縫

1069消防貝

1070ユ.教師２.宣教士

1071ユ.消防員２.警察３.圏蔑人艮

10721.麓務工作

1073

１０７４１．，．ct◎垂２．Teacher
３．Ｐ◎ユユＣｅ４．運王②ｍａｎ

1075所有'正富，職業都慮尊宣

1076盛腰人員，瞥生

1077

1078科皐研究

1079合計

1080法官

1081ｄｏｃｔｏｒ

1082法官

1083飛機師

1084盛務人員

１０８５．．ｃｔ◎工

1086瞥生

1087瞥生

1088盛生

1089

1090清潔エ人

1091教師

1092消防員

1０９３

1094

エエｅｓｐｅｃｔｔｈＯｓｅｄｅｎＯｔｅ
ｗｈ◎ユｅ－ｈｅａｒｔｅｄユｙｔｏｔｈｅユエ
ｗ◎ｒｋ．Ｕ◎ｂｔｈａｔユｓｔａｋｅｒｌ

ｓｅｒユＯｕｓユｙユｓｗＯｒｔｈｂｅｉｎ９
ｒｅｓｐｅｃｔｅｄ．

1095教師

1096紅十字宙．麓工

1097胆務性e､９．社エ

1098右

1０９９

1100為人民眼務的エ作

１１０１Ｆ土ｒｅｍａｎ

1102教師

”
“
１
１
１
１

1105教師

1106

1107

1108科皐家

1109ユ,盛生２，渡士

1110碕生

1111教師

1112替察

1113教師

1114懲教署

1115教師

1116盛生

1117園生

８
９
１
１
１
１
１
１

１１２０．．ｃｔｏｒ

1121教書，紀律部隊

1122消防員

1123教師

1124法官

1125盛生

1126盛生

1127配者

1128科撃家

1129盛生

1130盛生

1131盛生

1132底周体力工作者
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嘩
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無
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１
１

銅
鋼
弱
銅
師
調
調
和
釧
狸
網
“
妬
輪
幻
佃
偲
釦
馴
馳
認
弱
弱
記
釘
卵
弱
印
刷
唾
鯛
餌
砺
脆
”
鯛
的
、
両
泥
沼
渦
乃
氾
刀
氾
ね
即
馴
醜

１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
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１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
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１
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１
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１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１

明

別
註
特
別
右
特他
有
家

其
術
敬
蕊

敬
敬
尊

士
尊
作
尊
得
師
演

人
鹿
エ
得
直
老
導

功
也
的
値
都
者

成
業
管
命
員
工
業
２
業
業
ｒ
婦

界
戦
主
錆
別
人
麓
別
魂
エ
生
行
敬
Ｏ

主
員
員

壁
壁
壁
癖
諏
壁
準
娠
需
函
牽
壁
需
癖
率
錘
錘
壁
嘩
有
心
壁
右
右
諦
濡
唖
有
壁
奉
識
生
生
生
師
防
察
生
師
師
生

傷
瞥
盛
老
消
警
瞥
教
教
盛

鋼
弱
鎚
幻
調
調
和
釧
狸
幅
“
幅
銅
幻
紹
相
印
刷
馳
記
鋼
弱
鎚
釘
詔
弱
釦
馴
飽
闘
“
砺
師
師
舶
的
、
両
泥
沼
渦
汚
泥
刀
氾
ね
即
馴
唖
鯛

２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２

１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１

１１８３

１１８４１.無園界鶴生

１１８５１．消防員２．救蔑員

１１８６

１１８７

１１８８ユ．圃生

１１８９

１１９０画生

１１９１盛生

１１９２盛生

１１９３

１１９４

１１９５

１１９６律師

１１９７警察

１１９８DOCＴＯＲ

１１９９司橿

１２００老師

１２０１盛生

１２０２

１２０３盛生

１２０４瞥生

１２０５消防員

１２０６ｐｏｕｃｅｍａｎ

ｌ２０７消防員

１２０８

１２０９瞥生

１２１０国家的元首

１２１１

１２１２

１２１３翌明家，政治家，厨師

１２１４瞥生

1216警察

１２１７

１２１８盛生

1219瞥生

1220修女

1221消防員

1222科撃家

1223賭神

1224教師，塵士

1225倣父母

1226審察／圃生

1227運動員，足球員

1228無

1229盛生

1230

1231法官

1232教師

1233盛生

2３
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1284義エ

1285盛生

1286盛生

1287白手成家的ent工epreneu工
1288

1289盛生

1290教師

2４
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2５

問39ｂ而悠自己本身責際上最想従事包曙職業呪？（自由回答）

(ｻﾝﾌ゚ﾙNo.，回答）

師
姐
士
エ

律
空
穫
義

１
２
３
４

５酒店眼務

７商人

８眼務性行業

９護士

1ｏ警察

１２盛院的工作

１３嵐物治療員

１４生意

１５家庭主婦

１６富兵

１７老師

１９科技人員

２０設計

２１紡鎚業

2２

２３電器

２４曙使憂家計既工作

２６歌手

2７

２８

２９ＤＯｃｔｏｒ

３１作家，創作性エ作

３２讐員

３３紀律部隊，如海園

3５

３６

３８老師

4０

４２律師

網
“

４５建築管理

４６銀行

４７義術蛮展

４８老師

５０三行

５１在旅行社倣(送文件）

５４紀律部隊

５５Ｗ◎ｒｋエｎＦａｃｔｏｚｙ

5６

５７墓術家

５８商人

６０Ａｎｙｔｈｍｇ

6２

６３老師

6４

６５電台工作

６７教師

６９老師

7０

７３

７５銀行界

７６賞兵

７７旅遊家

７８警員

7９

８１教師

８３老師

８４資訊科技，設計

８６教師

８７教師

８９律師

９０管理

９１老師

９２瞥生

9３

９４管理公司

９５設計，導演

９６公調類別

9８

100鷲人工作

102老師

103

104替察

105服務業

106老困

107老師

108空姐/腰士

110化欺師

112段計(興趣)，自己開

115生意(玩具）

1１７

118生意〈自己）

119設計(所有方面）

120

122創業，運輸

123警察

124工程師

125創業，空姐

1２６

127公閲

128社工

130公務員

1３１

133技術、蛮明

134家庭主婦

136律師

137科挙家

138家庭主婦

140竃器技エ

141行政人員，公務員

1４３

１４４

１４６

147麓エ

148合計師

149教師

150教師、語言治療師、話劇演員

152

154飛機師

155設計

157企業

158曹察

159地壷

160

164侮道

166作家

1６７

168文員

170適合的工作蔵可

1７１

172合計師

173金融

174筈貨員

175家庭主蝿

176自顧人士

177昏穫人員

178只要倣得開心的工作就OK嘘

180厨師

1８１

183膜士

184任何戦業(能掘食）

185教師

186盛生

188幼見エ作

189治療技エ（盛院）

190紀律部隊

191社エ

192瞥生

1９３

１９６

197教書

198銀行服務員

199有

201盛生

204自己倣老因



2６

230

206右

209箇生

２１１

２１３

214文職

215執法者（ﾕncﾕ．法官

216ｆａｓｈｉ◎ｎｄｅｓユgｎｅｚ

〃

２１７９且T,両ｇ＆、必R賀圃ＴｍＧ

218鴛車/倉務

220

221甚生

警員）

222車杉エ人

223エ務貝

226盛生

227政府公務員

228エ程師

229老師

230昏生

231商業老図

232警察

調
鋼
鯛
卵

２
２
２
２

237窟字棲エ

239

240教師

242

244教師

245

247台計司

248侍庖生

250盛生

251合計師,塵士

252花王

253汽車設計者

254老師

255盛生

256政府官貝

257旅遊行業

258

259

260社合エ作者

261律師

262盛生

鯛
“
２
２

265老師

266魔師

268神鐘人貝

270合計

272律師

273

274有

276右

277

278

281愛睡動物協合人員

282家庭主婦

283因為未倣過◎野，所以無捻過

284漁農虚，接近大自然

285

286畢生

287倣緊要掘到一餐就得

288

290

292資本家

297無

298ｓhﾕppﾕｎｇ的CEO

299警察

300自由的エ作

302教師

303建造業

3“無想遇

305

307

308文員

309船魔採購員

310消防員

311工程師

312建築工人

314

315律師

316

317教師

318纏之自己有能力便可

319登家

321社工

322

323右

324教師

325飲食業老困

326昏生

327

330

331無所扇

333

334エ程師

335

336保母

337建築業

339様様都想賦

341姑娘(履士）

342無憂無累既職業

343

344設計

345保母車司機

346時装設計

348老師

350

351小食買寅

352

353教師

354塵士

357昏生

359

360

361

362銀行

363

364設計

365塵士

366髪型師

368設計師

369

370牙盛

371侭道人

372商人

373経理

374社エ

376旅遊業

377老困

378能嫌鎧的職業

379空姐

380創作成扮高

381

生
育
程
師
師

昏
教
エ
教
教

醜
聞
別
砺
郎

３
３
３
３
３

387竃圏専家

388麓社エ

389無特別戦

392設計

393幼稚園老師

394教師

397能爾助人

399研究

400秘書
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２３Ｚ

402没有

403盛生

404右

405教師,髪型師

408商人

409霞士

411投資-->Stock－>鯉紀

412薬剤師

413

415家庭主婦

418音楽家，査家

420

421醤蔑人員

422耕田

423警察

424

425

426

428厨師

429律師

430墓術教師

432運動日

433渡士

４３５

436塵士

437ＰＣユユＣｅ

438紀律部隊

細
判

442厨師

443警察

444

445義エ

446旅遊業，ｅ､９．導遊

447現時的エ作

449

450有

453

454夢記璽士

457曙洗用脳的鞄業(酒棲清潔）

458合計師

459creatﾕｖｅ的ｊｏｂ

460

461主婦

462老困

463建築

465襲業足球員

466消防員

467機械

468盛生

469家庭主婦

470演員

472楓械エ程

473商人

474金融行業

475護士

476侭道人

477

479

480

483研究開溌

484設計師

486運動員

487

488謹士

489社工

490倣自己生意

491自己生意（買賓）

４９３

494エ程師（建築）

４９６ＰＣユユＣｅｍａｎ

４９７

498工程師

500設計師

501

502

503科撃家

士
防
員
領
築
差
員

蔑
消
文
藍
建
郵
文

叫
砺
叱
加
川
旭
掴

５
５
５
５
５
５
５
515消防員

516ＰＣユユＣｅ

517Ｍａｒｋｅｔユｎｇ

518設計師

520設計

521商人

523優生

524（有成就感的工作)採購

526警察

527

529

530空中小姐

531

532基令鰹理

533警察

534盛生

535盛生

538警察

540

542物流文壇エ作

545

546零筈生童

548

549瞥院阿嬉

550警察

552文魂

553警察

554出入口貿易

555設計

556

557警察

558

559装修

560

561曾計

562老師

563作家

564

565腰士

567教師

568

570

571警察

572

574

576文戦

578商人

580没有

581

582車衣

585秘書

586

587酒店業

588審察

590懲教署

591消防員

592接飼人的エ作

595律師

596

597裟修

598市場管理工作

600老師

601軍人

602戒毒所鞄員

603社工,鷲別人的工作

604工程師
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２３２

607導師十主婦

608塵士

609老師

610

611家庭玩具従業貝

614

616社官エ作者

617Ｎﾕユ

618倉務管理

620教師

621専業人士

623有銭有自由◎既ﾛﾛ業

625teacher

626空姐

627讐貝

628消防具

630百貨

633盛生

634右

639有

641右

642文撃家

643教師

645厘士

646警察

647政官

648警察

９
釦
“
６

651五金

653主婦

654

656銭エ

657

659

662無特別

664

665人事管理

666

667無

668文貝

669樋師

670教書

671建築エ程

672

673天文撃家

674教師

675航海貝

676重圏技術貝

678資飢科技

680工程師

681裟修

682

683瞥生,従事専業行業的人及射社官有

貫戯的人

684社工

685建築師

686瞥生

687園生

689行政人員

690散工装修

692

693建築

695倣生意

696零筈業

697消防員

698僅生

699

700

702警察

704社工

706

707

708

７１０

711竃器技エ

712箇生

７１４エ．Ｔ、

７１５

716右

717竃子technique

工
生
衣
師
生
師

麓
盛
車
教
圏
老

旧
加
創
型
”
鯉

７
７
７
７
７
７
725右

727麓工

728教師

730右

731文貝

732文魂人員

733盛生，塵士

734右

735工程師

736教師

738合計

740

741

743有識遇

744右捻過

745電子業(設計）

746顧問

748寵物美容

749

750盛生

751停道人

752待慮

753回書館長

754

756屯子

759科撃研究

761文具店老岡

763瞥生

764社エ

765ｔｅａｃｈｅｒ

766興皐術有閲職業

767ｔＺａｎｓユａｔＯｚ

769消防負

770車衣

771雑エ(能力所倣到的）

772政券業

773ＨＣＲ（HeaﾕｔｈＣａｒｔＡｓｓユｓｔａｎｔ）

774科撃家

775警察

776消防員

777警察

779

781

782

783托兇院

785小股東

787保健員(老人院）

788瞥生／教師

789社官服務

790研究貝

791修理行業

794車衣工人

795有

797厘磯貝

798瞥生

799消防貝

800

803演爾家

805有

806ｐ◎ユユＣｅ

807

８０９

810右

811文員
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ａ刃

812陵士

814建築師

815右

816商人

817社工

818有

819有

821

823

824

826自己生意

827髪型師

828商人

829

830

831盛生

832盛生

833唐師

834社エ，軍人

835

836

837

839社工

841麓工

842ｔｅａｃｈｅｒ

845

847

848建築

849商人

850工程師

851創作

852ｍ

853

854昏僅人員

855合計

856没有

857商人

858

859没有

861専業行業

862貿易

864

865製衣

866右

867出口貿易

868記者

869

870

871生意(商人）

872老師

873ｐｒｏｄｕｃｔｍａｎａ９ｅｍｅｎｔ

874

875運動員

876

877

878差エ，老師或盛生

879服務業

880波璃工程

881右

882右

883

884公閲

885己脱離社曾．．、右所飼

886秘書

887工程維修員

８８８．．ｃｔｏｒ

889自由職業(右凪速)未能具僅繍出

890設計師

８９１

892公務員(紀律部、吾隊）

893厘士

894右

895老師

家
人
士
員

遊
道
教
筈

旅
博
宣
銅

６
７
８
９

９
９
９
９

８
８
８
８

900

901寓字模域員

生
生
人

盛
圃
商

皿
”
“

９
９
９

905制造業，機械操作員

906

907花店老困

908

909生意人

910蔑士

911倣生意

912右

913金融従業員

914教師

915教師

916教師

917没有

９１８

919鷺人化倣

920機械操作員

921馬評家

922教書

923

924有教育意差

925

926

927飲食業老困

928律師

929管理人員

930教師

931美容師

生
工
師

盛
社
麗

魂
調
鋼

９
９
９

935建築技エ

936審察

937

938電台DＪ

939作家

940瞥生

941

942

943有特別提及

944文員

9451,政治家２，科撃家３，地壷老因

946

９４７１.商標設計

948

949文畢家

950

951生意人

952盛生

953旅遊業

955右

956消防員

957

958幼見教師

９５９１.盛生

9601.老困(任何行業）

961腰士

964専業人士

965

966家庭主婦

967

968

969瞥生

970飲食業

971製衣業

974

975

976

977幼見塵理
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234

978教師

979

980模特見

982企業家

983老困

985美容

師
配
閑
卯
馴
躯

９
９
９
９
９
９

993ユawyer

994Teacher

995送貨貝Ｕ◎gistic）任何貨物

996エ程師

997教師

998教師

999社エ

1000頁報紙

1001警察

1002

1003東主(任何行業）

1004清潔貝

1005エ程師

1006Direct◎Ｚ（任何行業）

1007作家

1008盛生

1009店貝ｓａﾕeｓ

1010瞥生

1０１１

1012律師

1013教師

1014昏生

1015教師

1016軍人

1017科畢家

1018Ｄﾕｴect◎工（任何行業）

１０１９徳裁(商業)，投資顧問

1020曙想倣

1021

1022普通文負

1023有

1024右

1025理髪師

1026商人

1027畳生

lO28Teachez

lO29Teacher

1032ｓaﾕｅｓ困装

1033右特別

１０３４無特別

1035商人

１０３６右特別

１０３７右特別

1038昏生

1039科撃研究貝

104ｏ室内設計師

1041消防員

1042右特別

1043教育工作

1044贋告設叶師

1045庖脳技術員

1046右特別

1047有特別

1048有特別
『●

1049教琴老師

1050有特別

１０５１有寅際考慮遇

1052右特別

1053警察

1054空姐

1055

1056

1057清潔工人

1058律師

1059

1060

1061

1082右

1063土木エ程師

1064

1065

1066配者

1067

1068ユ.出口公司東主

1069社エ

1070ユ.時裟設計師

10711．ＢａｎｋｅＺ

1072ユ.金融業

1073生意(任何行業）

１０７４１．rashi◎ｎＤｅｓｉｇｎｅｚ

1075法律エ作，不只是看'鑓0，

飽有貢戯，和有意麓。有興趣

1076教師

1077

1078物理皐家

1079合計

1080老師

1081右

1082律師

＠

1083消防員

1084腰士

1085建築

1086

1087警察

1088盛生

1089

1090教師

1091Ｄｅｓユｇｎｅｒ

1092消防員

1093

1094文員

1095律師

1096家庭主婦

1097眼務性行業e､９．社工

1098作家

1099右

1100老困

1101修女

1102

1103

1104飲食業

1105社エ

1106

1107社エ

1108老師

1109無

1110幼見教師

1111楓械工程師

1112花店

1113幼見教師

1114地盤(努動者）

1115精品店(東主）

1116運画固

1117園生

８
９
１
１
１
１
１
１

1120老困

1121教育

1122製衣貿易東主

1123圏師

1124保険

1125律師

1126園生

1127出家人

1128盛生

１１２９商業文戦

1１３０

１１３１

1132基術工作者
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2３５

1133心理撃家

1134

1135墓術工作者

1１３６

１１３７

1138飛機師

1139設計師

1140差工

1141銀行家

1142酒店主管

1143老板(任何行業）

“
帽
１
１
１
１

1146園生

1147社工

1148盛生

1149空姐

1150瞥生

1151保蔑大自然工作者

1152水電工程師博

1153政府高官

1154右特別

1155右特別

1156瞥生

1157物業管理纏鯉理

1158無特別

1159教師

1160右特別

1１６１

1162領導者

1163飛樋師

1164消防員

1165室内設計師

1166右

1167商人

1168踏生

1169無園界鶴生

1170

1171文員

1172教育エ作者

1173無特別

1174船務文員

1175教師

1１７６

１１７７

１１７８

1179画生

1180ユ.旅遊公司東主

1181ユ．空姐２．護士

1182

“
餌
１
１
１
１

1185ユ．文畷

1186装修師博

1１８７

1188有

1189

1190盛生

1191盛生

1192盛生

1193律師

1194足球員

1１９５

1196律師

1197盛生

1198倣牛童

1199作家

1200商人

1201律師

1202鷲人的工作

1203従商

1２０４

1205消防員

l206p◎ユユceman

1207家庭主婦/幼稚園教師

1208律師

1209文撃

1210旅遊朴郷理

1２１１

1212行船

1213九巴高級熟練技エ

1２１４

1216甚生

1217累車維修員

1218律師

1219教師

1220教師

1221僅生

1222有冒険性〈航海，探険

1223興賭有闘的職業

1224交通警

1225無

1226飛樋師

1227商人

1228老図

1229船員

1230船家(自由）

ｌ２３１ＴｚａｄﾕｎｇＡｇｅｎｔ

1232社曾エ作者

1233有特別

l２３４Ｄａｎｃｅｚ

1235瞥蔑人員

1236教育エ作者

1237右特別，但係要有挑項性的工作

1238有特別

1239腰士

1240建築主管

1241有特別

1242暫時未捻到，纏之■活性高的行業

1243販務人群的事業

1244右

1245教育エ作者

1246商人

1247教師

1248

1249社エ

1２５０

1251高級警務人員

12521.生意人

1２５３

12541.竃相有閏工作

1255右

1256裟修

12571.腰装零筈東主

1258右

1２５９

1260生意人

1２６１

１２６２

1263麓工

1264

1265

1266幼稚園或小掌教師

1２６７

1268幼稚園教師

1269幼稚園教師

1270管理階肩

1271従事贋告業，老師

1272盛生

1273従商

1274老師

1275エ程師

1276教師

1277無所嗣

1278空中小姐

1279運輸工人

1280警察

1281教師

1282社エ

1283右特別壁過



２３６

1284

1285瞥生

1286不適合

1287白手成家的entzepjgeneur

l288

1289推鎗

1290腰士

3２



ﾕＯ８０１９

１Ｏ８Ｏ２台湾人的孝道

10803神明

４．自由回答データの個別回答（注意．表中の“9”＝ＤＫ）

問30如果問起中園文化，最先浮現在悠脳海的是什塵?(如果遇到複数回答時，請蒋全部回答記録下来）

ﾕﾕ202道徳

ﾕﾕ203人情味

ユユ２０４９

１ユ３０１９

ﾕﾕ302童玩

11303吃

11304吃献広と化

１１３０５９

１１３０６抗日８年

11307命理師、地理師

１１４０１古物

ﾕﾕ402偲統文化

ﾕﾕ403文物

1１４０４９

１１４０５孔子

ﾕｭ406大陸

ﾕ1407孔子

u5Oユ没有

1ﾕ502倫理道徳

ﾕﾕ503造字奥妙

1ﾕ504史記

1ﾕ505国父紀念館

１１５０６寓里長城

ﾕﾕ507歌仔戯

ﾕﾕ601教育

ﾕ1602倫理

11603善良.守規矩

11604孝道

11605孔子.孟子

1１７０１９

１１７０２９

１１７０３孔子

ユユ７０４９

ﾕ１８０１９

舜
周
化鐸

唾
城

、
、

蕊
輯
笹
上
大
長

城
物
、
董
転
情
義
化
徳
董

需
醒
率
麺
順
従
租
陸
園
子
詞
書
李
子
則
世
始

長
人
湯
戯
備
古
耕
四
妹
古
天
民
皇

Ｏ
子
語
里
拝
史
、
仔
馬
園
牛

⑮
孔
論
寓
奔
歴
馬
公
歌
兵
中
型
９
中
原
三
恨
孝
９
９
三
蝿
大
中
孔
９
９
詩
讃
唐
房
武
李
秦

，
１
２
３
４
５
６
７
１
２
３
４
５
６
７
１
２
３
４
５
６
７
８
２
３
４
１
２
３
１
２
３

工
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０

１
１
１
１
１
１
１
２
２
２
２
２
２
２
３
３
３
３
３
３
３
３
４
４
４
５
５
５
６
６
６

０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０

１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１

１０６０４９

需

化
城
孔

文
長
人
陸

朝
、
偉
大

銅
唐
垂
幽
雪

江
城
江
史
千
道

長
長
長
歴
子
八
９
孝

５
６
７
１
２
３
４

０
０
０
０
０
０
０

６
６
６
７
７
７
７

０
０
０
０
０
０
０

１
１
１
１
１
１
１
１０７０５９

台湾

1０８０４９

城
義
博

先
長
演
物

道
拝
組
教
里
園
朝
大

孝
拝
拝
悌
寓
９
三
唐
地

５
１
２
３
４
１
２
３
４

０
０
０
０
０
０
０
０
０

８
９
９
９
９
０
０
０
０

０
０
０
０
０
１
１
１
１

１
１
１
１
１
１
１
１
１
ユュ００５９

人
景
簿
風
軸
率
鯉
謡
瞬

６
７
１
２
３

０
０
０
０
０

０
０
１
１
１

１
１
１
１
１

１
１
１
１
１

１１１０４９

１１１０５９

１１１０６歴史

11ﾕ０７尭舜

11201博大精深
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20105孔孟思想

神農氏，噌百草救
２０２０１

世的精神°

20202孔孟思想

20203武則天

20204儲組

20205給壷

2030ユ固有道徳文化

20302文字興績霊

20303偲統製香業

20304秦始皇、長城

20305美髪師

2040ユ孔子思想

20402長城黄河

20403中国歌仔戯

20404糟壷花鳥

20405文化一史艶文

宗教文化思想興道
２０５０ユ

徳

20502中園道憾博統美徳

20503兵馬傭、黄陵

20504甲骨文、古文物

20505歌仔戯

2060ユ長城、黄河、長江

20602武則天唐代文物

城長

徳
徳
念
美
観

法
催
江
統
徳

９
９
９
》
９
書
文
長
博
道

２
３
４
５
６
７
１
２
３

０
０
０
０
０
０
０
０
０

８
８
８
８
８
８
１
１
１

１
１
１
１
１
１
０
０
０

１
１
１
１
１
１
２
２
２

3０６０４９

30605客家人,歴史

30606道徳観念

30607知書達誼道徳観

濃厚的人情味.組先
４０ユ０ユ

的智慧.易#型

４０１０２９

歴史悠久.文字.語
４０１０３

言

4０１０４９

拝拝.婚喪超俗.人
４０ユ０５

情味

４０２０ユ９

不侵犯他国.博愛．
４０２０２

仁愛.歴史悠久

40203歴史悠久.源遠流長

４０２０４９

４０２０５９

４０２０６９

４０２０７秦始皇.唐朝

4030ユ倫理関係長幼有序

偲統的観念.父慈子
４０３０２

孝

40303孔子.孟子.友愛

5000年歴史.秦始
４０３０４

皇.戦争

４０３０５９

倫理道徳.侵略別
４０３０６

人.孝道

４０３０７９

４０４０１擢勢

404029

40403中園的論語

４０４０４９

４０４０５孔子.偉人

40406世界之最好歴史

2０１０４９

20603古文物

20604古代文物,甲骨文

20605宗教信仰

20701側統文化美徳

歴史悠久、博統美
２０７０２

徳、幅員E岡闇

20703宗教

20704甲古文、文字

20705宗教、偲統思想

30ﾕ０２歴史

301039

30104三園演義

３０２０ユ9

30202大陸

3０２０３９

３０２０４９

３０２０５９

３０２０６９

３０２０７９

303029

30303悠久的歴史

30304長城

30401盤古開天

30402孔孟思想

304039

30404貧官汚吏

３０５０１９

305029

30503無

305049

30505組教

3０５０６９

305079

30601中園服飾

30602歴史

30603歴史
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窪
津
錘

“
》
銅
倫
布
蹟
言
思
恕

錘

鋤
城
古
語
想
嘘
趣
城
城
鯉

想
城
皇

、
制
長
思
鐙
和
備
長
戯
、
思
山
五

雲
極
織
職
興
器
馬
里
物
舞
談
霊
軸
雲
中
書

語
育
尊

龍
国
教
く
９
涯
徳
寓
一
歌
歌
９
詩
石
兵
９
９
葛
９
９
９
９
古
９
蒋
琴
涯
道
誼
悌
寓
孫
高
９
孫
四

２
３
４
５
１
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３
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１
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３
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３
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５
６
７
８
９
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母
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悠
父

鐸
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順

》
歴
品
孝
努

解
化
城
史
道
髄
城
城

義業
主
的
富
産
人
耐

瞬
錘
園
徳
苦

癖
悪
玉
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醤
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９
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》
》
》
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》
》
》
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睡
鑑
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９
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中
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９
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刻
９
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３
４
５
６
１
２
３
４
５
６
７
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５
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７
７
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７
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歴史長遠,興盛到衰
４０４０７

敗,改朝換代

40501宗教,血縁

４０５０２９

４０５０３世世代代相博

40504黄種子孫

40505側統歴史文化

家族延績、人文、
４０５０６

天文

考古,歴史鎚童徳観
４０５０７

念

４０６０ユ９

中園文字、繁霞字

40602的美、吃食輿別的

園家不同

４０６０３９

４０６０４９

吃食文化、護明造
４０６０５

紙エヨ蕊

5010ユ倫理輿道徳

秦始皇、孔夫子、

50ﾕ０２鄭成功、太極拳、

書法､六四天安門、

５０１０３五千年歴史

50104老子

５０ﾕ０５９

５０２０ユ９

中園大陸、中園歴
５０２０４

史地理

50205五千年歴史

５０３０１９

５０３０２故宮博物院

503039

50304五千年歴史

中園大陸Ｖ､S台湾
５０４０l

本土化之弓手



文

史
史
歴
歴

久
争

久
蹟
門
久
謹
化

轄
子
》
》
》
父
帝
史

年
古
、
悠
紀
文

五
９
歴
孔
悠
５
歴
園
皇
歴
９
癖
窪
津
龍
化

千

６
７
８
１
２
３
４
５
６
７
８
９
１
２
３

０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０

５
５
５
１
１
１
１
１
１
１
１
１
２
２
２

０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０

８
８
８
９
９
９
９
９
９
９
９
９
９
９
９

80503歴史

8０５０４９

705049

70505武術

秦始皇統一文字、
７０６０ユ

Ｅ匿量街

７０６０２９

人民較撲貿、較不
７０６０３

忽9牛角間

70604寓里長城

７０６０５９

中園大陸人民門
７０６０６

争、争穐屡華利

中園的古董、笹、
７０６０７

銅器

7070ユ９

７０７０２９

７０７０３歌仔戯

中園文化、嚢明了
７０７０４

ｉ営紙、火箭

70705中園新娘嫁来台湾

中園２岸、曾想到

70706歴史文化名人、唐

太宗、清朝康照

潮流改愛、越来中
７０７０７

園大陸越開放

７０７０８９

７０７０９９

７０７ﾕ09

707ユユ秦漢、漢武帝

中園２岸人民恨開
７０７１２

放

70801歴史悠久

70802有５千年的歴史

歴史上有皇帝有浩
７０８０３

大的穆$里長城

７０８０４９

７０８０５盛術高明

8０５０５９

70806歴史悠久５千年

較古老的東西、保
８０ユ０１

留用I史

80102原始文化

80ﾕ０３孝道

馬天地力心、馬百
８０ユ０４

姓力命

801059

80106五千年歴史

80ﾕ０７中園五千年歴史

８０１０８９

８０２０ユ歴史文化

80202悌教

80203奔組先

80204民族文化

802059

802069

80207孔、孟儒家思想

80208悌教

秦始皇、長城、満
８０３０１

滑13皇朝

803029

80303長城

803049

8040ユ秦始皇

804029

804039

804049

804059

中園人重観倫理家
８０４０６

庭

804079

80408謹器

8050ユ９

9０２０４９
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１
１
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１
１

悠久歴史、根深帯
８０５０２

固、老古板
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子
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孔
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孝
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思
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恥
悌
宮
獅
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需
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燦
的
舞

毒
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代
装
南

軸
錐
舜
匁
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想
久
園
化
尼
悌
、
城
想
油
祥
的

朝

俗
姐
多

歴
宋
地
中
化
９
癖
鍛
》
》
羅
郡
》
塞
隷
９
９
棒
窪
棒
織
》
証
癖
率
蒜
》
》
食
儒
想
焼
締
過
》
需

齢
習
小
思
悠
民
思
、
品

史
美
方
国
家
餅
製

７
１
２
３
４
５
１
２
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１
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３
４
１
２
３
４
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４

０
０
０
０
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０
０
０
０
０
０
０
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０
０
０
０
０

１
１
１
１
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１
２
２
２
２
３
３
３
３
４
４
４
４
５
５
５
５

０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
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０

５
７
７
７
７
７
７
７
７
７
７
７
７
７
７
７
７
７
７
７
７
７

１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１

城
義主

塞
城
徳
宮
産

字
子
徳
理

９
９
９
文
孔
９
道
９
倫
９
葛
長
道
９
９
故
共

１
２
３
４
５
６
１
２
３
４
５
６
７
１
２
３
４

０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０

２
２
２
２
２
２
３
３
３
３
３
３
３
４
４
４
４

０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０

２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２

２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
2２０４０５９

織
蜘
露
毒

憩
侵
園
美
想

山
三
的
思
壷
掛
家

塞
軸
唾
想
霊

鯉
徳
道
中
子
深
字

謹
嘩
癖
毒
銅
華
帝
帝
子
羅
冊
理
珊
奔
蓉
率
壷
字
字

五

四
天
倫
人
園
孔
９
博
化
中
皇
皇
孔
長
涯
９
９
倫
倫
五
五
儒
古
文
文

書
４

５
１
２
３
４
１
２
３
４
５
６
１
２
３
４
６
７
１
２
３
４

０

０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
・
０
０
０
０
０
０

１

１
２
２
２
２
１
１
１
１
１
１
２
２
２
２
２
２
３
３
３
３

０

０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０

８

８
８
８
８
８
９
９
９
９
９
９
９
９
９
９
９
９
９
９
９
９

１

１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
ﾕ９０３０５９

江

偏

長

馬

城
城
塞
識
兵

》
》
悪
癖
》
銅
趣
榊
唖
霊

１
２
３
４
５
６
７
１
２

０
０
０
０
０
０
０
０
０

４
４
４
４
４
４
４
１
１

０
０
０
０
０
０
０
０
０

９
９
９
９
９
９
９
２
２

１
１
１
１
１
１
１
２
２1８０１０３９
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3１００５００７９

310040019 3ﾕﾕ03007階朝唐朝

3ｕＯ４００１９

３ユユ０４００２９

３ユユ０４００３９

３ユュ０４００４９

３ユユ０４００５９

３ユユ０４００６９

百善孝馬先,以孝馬
３ユユ０４００７

根本的｛専統

3110500ユ９

31004002親情

310040039

310040049

310040059

3ﾕ004006親情

3ﾕ００５００ユ９

３ﾕ００５００２麻蒋其宮無

3ﾕ００５００３文字悌教

3ﾕ0050049

3ﾕ005005二胡

3ﾕ0050069

3ユユ０５００２９

3ﾕﾕ０５００３９

孔ﾖ弓是中園文畢
３ユユ０５００４

雪菖聖先師

3ﾕﾕ05005故宮博物院的古董

3ユユO50069

3u05007紅棲夢文筆経典

３１ユ０６００ユ９

３ユユO60029

3UO60039

寓里長城(文化古
３１ユ０６００４

蹟)長江黄河「

31106005中雷撃

3ﾕﾕ０６００６９

３１ﾕ06007階唐明清(歴史）

３１１ｏ７００１９

３ユユ０７００２９

3ﾕｭ07003廟宇

3ユユ０７００４９

３ユュ070059

3ユユ０８００ユ９

３ﾕﾕ08002廟宇

3ユユ０８００３９

古
千

史

化

唖
睡

席

吹

子
鐙
・
蒜
城鋸
認
識
“
他
奔

語
、
宮
》
錘
率
蒋
法
争
五

孔
満
論
吃
故
四
道
紙
麻
書
９
球
蕪
蝉
癖
諏
》
劉
嘩
電
９
蒜
癖
９
９
９
９
９
戦
９
９
有
９

２
３
４
５
６
７
１
．
２
３
４
５
６
７
１
２
３
４
５
６
７
１
２
３
４
５
６
１
２
３

０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０

８
８
８
８
８
８
９
９
９
９
９
９
９
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０

０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
１
１
１
１
１
１
２
２
２
２
２
２
３
３
３

２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０

２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０

１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１

３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３

３１００５００８博統戯劇

3ﾕﾕ０１００１古蹟

3ユユ０１００２９

３ユユＯユOO39

3u0ﾕ0049

3110ﾕOO59

31101006五千年歴史

3ユユOﾕＯＯ７９

３ｕＯ２００１９

偲統憩俗(兄友弟
３１１０２００２

恭,父慈子孝）

寓里長城,宏偉的建
３１１０２００３

築

3ﾕﾕ０２００４９

31ﾕ020059

３１１０２００６９

３ﾕ102007演奏園楽(泣胡琴）

3ユユ０３００ユ９

３uO30029

31ﾕ03003飲水思源

311030049

3ﾕﾕ03005三字経

3ユユ0３００６９

310030049

3ﾕ0030059

優良博統道徳其
３１００３００６

他#藤

3ユ００３００７９

３１ﾕ0８００４９

３１１０８００５廟宇其他無

3120ﾕ００ユ孔子
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棋

鐸
歴
麗却
化
丈
霞

象

闇
闇

娠
噸
孝

応
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孝
過
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９
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需
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９
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９
９
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９
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築
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孝
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龍
輪
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年
人
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女
年

道
年
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蹟
千
古
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父
園
、
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６
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８
１
２
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６
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８
１
２
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３
３
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３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
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３
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３
３
３

教.道教）人情味 里長城

卒
主

雷
霊
多
識
鞭
自
働
１
諭

統

鋤
霊

岬
蕊
雪
想
韓
嘩
認
癖
端

和

義
人
蹟

鍛
癖
幽
霊
零
始
宇
古

諏
唾

信

愛
原
廟
廟
、
想

孝
組
諏
鋸
姪
子
韮
銅
人
人
組
子
先
宇
堂
家
家
廟
主
誼
隆
情
秋

露
癖
善
需
癖
讃

仁
、
、
多
多
思
思
節
佑
歓

忠
婿
宗
偲
動
孔
恨
勝
先
先
祭
孔
組
廟
詞
儒
９
道
老
完
廟
蓉
寵
９
儒
寺
民
樋
９
古
東
親
９
中

６
７
８
１

２

３
４
５
６
７
１
２
３

５

６
７
１
２
３
４
５
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１

０
０
０
０

０

０
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０
０
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０
０
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０

０

０
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０
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０
０
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０
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０

０

０
０
０
０
０
０
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０
０
０
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１
１
２

２

２
２
２
２
２
３
３
３

３

３

３
３
４
４
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０
０
０
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３
３
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１
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１

１
１
１
１
１
１
１
１
１
１

３
３
３
３

３

３
３
３
３
３
３
３
３

３

３

３
３
３
３
３
３
３
３
３
３

３ﾕ２０１００２９

３１２０ユ００３９

３ユ２０ユ００４９

３ユ２０ユ００５9

3120ﾕ006孔子

３ﾕ２０１００７９

３ﾕ２０２００１９

寓里長城(古勤；文
３ユ２０２００２

イヒ）

3ﾕ202003道教

31202004廟曾

3１２０２００５９

3ﾕ２０２００６９

文
事
史俗

跡
的
歴
悌

無
習

教

崎
的
舟
教

古
者

緬
宗

南

雲
ｊ
》
》
》
》
》
》
識
耀
》
秤
蒋

城
寓
化
園
護
書
９
秦
蹟
９
９
宗
孔
９
悪
痢
塞
９
中
端
麻
９
認
識

５
６
７
１
２
３
４
５

０
０
０
０
０
０
０
０

０
０
０
０
０
０
０
０

０
０
０
０
０
０
０
０

３
３
３
３
３
３
３
３

3ﾕ305002皇帝古蹟葛
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古
錆

家

像
四
儒

神
９
嘩
鐙
癖
唖
》
一
書
９
９
９
孔
思
土

子孟

史
想
公

法

子
想
地

４
５
６
７
１

２
３
０
０

７
１
０
０
．
０
０
０

０
０

０
０
０
０
０
０
４
５

０

０
０
４
４
４
４
０

３
４
０
０
０
０
１
１

４
０

０
０
１
１
．
１
１
２

０

１
２

１
１
２
２
２
２
３

２
２
３
３
３
３

２
３

３
３
３

民主意識的拾頭漸
３２１０３００２

漸走入民主

32ﾕO3003易鯉的深奥理論

山水壷興園鍾代表
３２ユＯ３００４

中園文化

32ﾕ０３００５９

32301008儒家思想

32301009古蹟

3230200ユ歌仔戯

323020029

323020039

32302004悌教

３２３０２００５９

３２３０３００ユ9

32303002孝道

中園古蹟、房子古

32303003典建築物（三合

院）、兵馬傭

323030049

32303005寵(古老的動物）

32303006寺廟(古劉

323030079

3230400ユ9

323040029

323040039

323040049

32304005五千年博統的美徳

32305001南胡

32305002歌仔戯

32305003五千年博統

323050049

原住民文化(豊年

3ﾕ40200ユ祭、跳舞、上山狩

撞、下海補魚）

314020029

3ユ４０２００３９

３ﾕ4020049

3ﾕ4020059

３１４０２００６９

３ﾕ402007孔子

3ユ4020089

道徳観(敬老尊賢）
3ユ４０２００９

的優良倒統文化

3ﾕ４０２０１０９

史蹟文化及原住民
３ユ４０２０ユユ

的遺カヒ

32ﾕOﾕOOユ廟宇

32101002古蹟

３２ﾕＯﾕ００３９

３２ユＯﾕ００４９

落伍的(眼不上時
３２ユ０２００ユ

代就是中園文ｲﾋ）

32102002忠孝仁愛信義和平

32ﾕ020039

道徳倫理仁義
３２ユ０２００４

ｍ目智信

３２ユO20059

32102006大陸(文化霊源地）

32ユ020079

32ﾕ0３００６９

明火薬）

321050029

321050039

3230ﾕOOユ悌寺

3230ﾕOO29

323010039

32301004書法

中園洋重身堕健慶'
３２３０１００５

因篇有美食

3230ﾕ006五千年歴史

323010079

323050059

３２ユ０３００ユ９
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銭
庭

唖
窪
嘩
認
権
嬢
率
諏
銭
諦
鋤
錘
蓉
銭
鏡
塞
錘
銃
窪
嘩
錘
錘
露
９
錘
塞
錘
嬢
諏
華
塞
霊

，
１
２
３
４
５
６
７
１
２
３
４
５
６
７
１
２
３
４
５
６
７
８
２
３
４
１
２
３
１
２
３

工
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０

１
１
１
１
１
１
１
２
２
２
２
２
２
２
３
３
３
３
３
３
３
３
４
４
４
５
５
５
６
６
６

０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０

１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１

’（遇到複数回答時，請

ユ0607家庭.経済.銭

10701生命

10702家

ユ０７０３自己

10704親情

10705親情

ユ0801生命

ユ0802銭

10803健康

10804生命

10805愛

1090ユ黄金、珠賓

10902健康

ユ0903金銭

10904小咳

1100ユ家庭、生命、金銭

１１００２家人

ｕＯＯ３家人

ﾕﾕ004健康

ユユ005身盟健蜜

11006身鴎健慶

ｕＯＯ７９

１ｕｏ１家庭

11102家庭

11ﾕ０３親情

１１１０４家庭

ユユ1059

1ﾕﾕ０６生命

ﾕﾕﾕ０７健康、生命

ﾕﾕ201生命

ｕ２０２環境乾浄

11203健康

ユユ２０４９

１１３０１親情、友情

11302銭、家庭

請特全部回答記録下来） ◎問３８封悠来説，最費貴的東西是什厩？

生
鏡
吃
９
霊
峰
》
認
野
鐘
壷
認
識
封
》
権
嬢
韓
：
雪
騨
奉
封
誇
諏
錘
華
塞
，
諏
銭
嘩
華
権
窪
諏

貝

嘩
頓
錘
鐘

命
飯
３
４
５
６
７
１
２
３
４
５
６
７
１
２
３
４
５
６
７
１
２
３
４
５
１
２
３
４
１
２
３
４
５
６
７

０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０

３
３
３
３
３
４
４
４
４
４
４
４
５
５
５
５
５
５
５
６
６
６
６
６
７
７
７
７
８
８
８
８
８
８
８

１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１

１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
．
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１

10604家庭.小該

10605銭.健康

ﾕ0606家庭
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30103健康

銭、父母、個人家
３０ユ０４

庭

3020ユ生命

30202親情

３０２０３９

30204家人

30205健康

30206生命

30207銭,老婆～

３０３０２９

30303健康

３０３０４９

3040ユ健康

30402健康

30403健康

30404家庭子女

30501．無。

30502愛情

３０５０３９

30504家人

30505家人

３０５０６９

30507無

30601家人

30602生命

30603銭,健康身霞

30604生命,健康身霞

30605親情

30606銭,健康身篭

30607親情,健康

慈善.平安.自在踏
４０ユ０ユ

Ｅｒ

４０１０２家庭

40103健康.家庭.時間

40104家庭.金銭

感情親情.朋友

９

家庭倫理

家人.銭.惜福

家庭親戚朋友

家人

家庭家人

生活安定

金銭.時間

生命.時間.親情

工作親人的愛

生財的本領

生命親人.豊圃

親人.財産.生命

讃石

平安,健康

朋友

工作擢

金銭

銭

男一半,小該

小該

鯉験

生命

健康.友誼長久

家人

親情,生命

生命慣値

親情,愛情

生命、財産

生命

家庭

生命、金銭、健康

親情、有情、牡歴

情感

時間

５
１
２
３
４
５
６
７
１
２
３
４
５
６
７
１
２
３
４
５
６
７
１
２
３
４
５
６
７
１
２
３
４

０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０

１
２
２
２
２
２
２
２
３
３
３
３
３
３
３
４
４
４
４
４
４
４
５
５
５
５
５
５
５
６
６
６
６

０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０

４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４

４０６０５

５０ユ０１
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率
命
銭

塞
生

銭

垂
率
錘
長
鐘
銭
銭
塞
韓
銭
活
塞
寒
寒

銭

畷
畷
》
認
睡
斡
嘩
極
嘩
垂
》
》
垂
尋
塞
》
》
》
》
》
》
》
』
》
》
儲
》
癖
》
識
畷
華
騨
錘
嘩
嘩

嬢

、
、
輿
、

１
２
３
４
５
１
２
３
４
５
１
２
３
４
５
１
２
３
４
５
１
２
３
４
５
１
２
３
４
５
１
２
３
４
５
２

０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
．
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０

１
１
１
１
１
２
２
２
２
２
３
３
３
３
３
４
４
４
４
４
５
５
５
５
５
６
６
６
６
６
７
７
７
７
７
１

０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０

２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
３



７０７０１

７０７０２

７０７０３

露
用
錘

》
諜
錘
尋
諦
諜
趣
奉
舜
諦
稲
》
銃
銃
銃
錘
舞
銃
狗
婦
尋
錘
諏
詞
蔀
銭
銭
錘
銭
率
罷
尋
霊
趣
》
識

生命

健康,銭

時間

親情

健康

家和寓事興

平安

生活正常

親情

身値健康

健康

健康的身篭

家庭幸福美満

健康的身題

健康的身鐙

家庭幸福美満和楽

子女教育性格護展，

家庭和楽

親人的照護,経済来

源

家庭和楽温馨

家和寓事興

時間

雨位有情人能互相

扶持霞仙封方最賓

貴

親情

親情、友情

水最賓貴、没水涯

麿可能活下去

康健、没病、不憂

愁

身鰹健康

生命健康

家人、親人

親情、友情

２
３
４
５
１
２
３
４
５
１
２
３
４
５
６
１
２
３
４
５
６
７
１
２
３
４
５
６
７
１
２
３
４
５
１
２

０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０

４
４
４
４
５
５
５
５
５
６
６
６
６
６
６
１
１
１
１
１
１
１
２
２
２
２
２
２
２
３
３
３
３
３
４
４

０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０

６
６
６
６
６
６
６
６
６
６
６
６
６
６
６
７
７
７
７
７
７
７
７
７
７
７
７
７
７
７
７
７
７
７
７
７

３
４
５
６
７
８
１
２
３
４
５
１
２
３
４
５

０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０

４
４
４
４
４
４
５
５
５
５
５
６
６
６
６
６

０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０

７
７
７
７
７
７
７
７
７
７
７
７
７
７
７
７

7０６０６

7０６０７

曾
子

作
作

牡

見
準
的
的工工

嘩
継
子
、
窪
聴
窪
喜
率
霊

癖
垂

確

》
錘
錘
錘
錘
錘
濡
鵡
９
詫
動
錘
錨
雑
窪
罰
錘
親
窪
続

蓉
誌
詫
醒
錘
認
奉
９
生
９
錘
銃
搾
》
榊
窪
零

命

２
３
４
５
１
４
５
１
２
３
４
１
２
３
４
５
１
２
３
４
１
２
３
４
１
２
３
４
５
６
７
８
９
１

０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０

１
１
１
１
２
２
２
３
３
３
３
４
４
４
４
４
１
１
１
１
２
２
２
２
３
３
３
３
３
３
３
３
３
４

０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０

５
５
５
５
５
５
５
５
５
５
５
５
５
５
５
５
６
６
６
６
６
６
６
６
６
６
６
６
６
６
６
６
６
６

７０７０４

７０７０５

７０７０６

７０７０７

７０７０８

７０７０９

７０７ユＯ

７０７１１

７０７１２

247



80501身盟健塵

80502生命

80503健麗自然的生命

80504身盟健康

80505小咳

80506親情

80507身随健康

80508生命

90ﾕ0ユ信仰、神

90ﾕ０２親情

90ﾕ０３生命

90104生命

90105親情

90106親情

150ﾕ０６９

１５０ﾕ０７家庭

170101生命

170ﾕ０２家

ﾕ70ﾕ０３銭

ﾕ70ﾕ０４家人

ﾕ70ﾕ０５家人

ﾕ7020ユ家庭,先生,小該

ﾕ70202自由

ﾕ70203銭

170204家人

ﾕ7030ユ生命、健康

ﾕ70302健康

170303身遥健康

幸福美浦、小咳、
ﾕ７０３０４

健康、金貴掻

ﾕ7040ユ咳子、健康、ZF安

ﾕ70402見女

ﾕ70403家庭和楽

170404生命、咳子、家庭

17050ユ生命

ﾕ70502家

ﾕ70503銭

170504時間、親情、友情

ﾕ70505親情、工作的自由

人興人之間的互信
ユ８０ユＯユ

諒解

180ﾕ０２愛情、老婆

180ﾕ０３生命、財産

ﾕ80ﾕ０４家人的幸福

ﾕ80ﾕ０５親人、財産、生命

ﾕ8020ユ朋友之間的友誼

ﾕ80202生命.銭財

180203家庭

ﾕ80204国家安全

190101家人

梁

舜
蔀
需
錘
諦
錘
銭
錘
率
錘
鋪
錘
》
錘
諏
錘
鈴
錘
銃
錘
索
銃

７
８
９
１
２
３
４
５
１
２
３
４
５
６
７
８
５
１
２
３
４
５

０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０

１
１
・
１
２
２
２
２
２
３
３
３
３
３
３
３
３
２
１
１
１
１
１

０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
９
０
０
０
０
０

９
９
９
９
９
９
９
９
９
９
９
９
９
９
９
９
０
５
５
５
５
５

１
１
１
１
１
１
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7080ユ受別人的尊重

70802身堕健霞

70803有健康的身鐙

70804金銭、生命

70805家人

70806快楽生活

80101家庭

80ﾕ０２家庭

80ﾕ０３親情

80104空無、水、食物

80105生命

80ﾕ０６身値健康

80ﾕ０７生命

身侭健康、子女有
８０ユ０８

成就

8020ユ生命

80202銭

80203家庭的和楽

80204財産和家庭

80205生命

80206生命健康

80207銭和親情

身燈健康、平安有
８０２０８

銭

8030ユ家人

80302生命

80303家

80304生命、家庭

8040ユ生命

80402生命

８０４０３９

８０４０４生活品質好

80405児女

80406咳子家庭,教育

80407身遥健康

80408友情



３１００ﾕOO79

31OO2001生命

銃
諦
錘
塞
諦
諦

６
７
１
２
３
４

０
０
０
０
０
０

３
３
４
４
４
４

０
０
０
０
０
０

２
２
２
２
２
２

２
２
２
２
２
２

罪
尋
諏
》
諦
尋
穀
諦
奉
嘩
識
率
謎
錘
諏
誼
率
錘
認
識
諦
諏
銃
誇
嬢

２
３
４
５
６
１
２
３
４
６
７
１
２
３
４
５
１
２
３
４
５
６
７
１
２

０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０

１
１
１
１
１
２
２
２
２
２
２
３
３
３
３
３
４
４
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2２０４０５９

３１００ﾕ0０６９22050ユ家人

220502家人

220503上帝、

220504銭

220505親情--＞鬼女

220506家人

220601生命

220906財産

220907健康

3100100ユ健康

31001002生命

3ﾕ001003有和楽的家庭

3ユ００ﾕ００４９

３ﾕ00ﾕ005親情

3１００２００２９

3ﾕ002003自己

31002004健康

310020059

31002006親情

31003001生命

3ﾕ003002家人親情

31003003金銭

31003004父母子女的親情

3ﾕ003005親情

31003006身罷健康

３１００３００７親情其乞無

3100400ユ健康

31004002金銭

３ﾕ004003生活快梁平安就好

３ﾕ004004身篭健康

３ﾕ004005金銭

31004006健康

3100500ユ身霞健康

３ﾕ005002銭

31005003親情友情

身罷健康子孫２Ｆ
３１００５００４

安

３１００５００５個人健康

31005006銭
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３ユユ０２００３

３ユユ０２００４

３ユユ０２００５

３ユユ０２００６

３ユユ０２００７

３ユユ０３００ユ

３ユユ０３００２

３ユユ０３００３

３ユユ０３００４

３１１０３００５

３ユュ０３００６

３ユユ０３００７

３ユユ０４００ユ

３ユユ０４００２

３ユユ０４００３

３１１０４００４

３ユユ０４００５

３ユユ０４００６

３ユユ０４００７

３ユユ０５００１

３ユ００５００８

３ユユＯユ００ユ

３ユユ０１００２

３ユユＯユ００３

３ユユ０１００４

３１１０ユ００５

３１１０１００６

３１１０ユ００７

３ユユ０２００１

3ﾕﾕ05006自己的生命

3ﾕﾕ05007生命柴響

３ﾕﾕ06001親情、鐘

３ﾕﾕ06002家庭

31ﾕ06003生命

31ﾕ06004生命、親情

３ﾕﾕ０６００５９

３１ﾕ06006親情、銭

31106007親情

3110700ユ父母

31ﾕ07002家人的生命健康

3ﾕﾕ07003身霞的健康

３ﾕﾕ07004父母

3ﾕﾕ07005家人平安銭

3ﾕﾕ08001銭家庭的和譜

31108002銭親情

3ﾕ108003鏡身盟健麗

31108004．生命的健康

31108005鏡身領健壷

3120100ユ閤家歓楽

31201002生命(身霞健康）

3120ﾕ００３咳子

３ﾕ20ﾕ００４９

３ﾕ20ﾕ005銭親情

3ﾕ２０１００６小該

3120ﾕOO7家庭

3ﾕ202001銭

31202002親人

31202003親情

31202004生命

31202005親情

3ﾕ202006身盟健康

3ﾕ202007親情

31203001家人親情

家庭財富知識
３１２０３００２

人際関係
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》
》
錘
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錘
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誰
》
》
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錘
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錘
塞

情

錘
塞
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３ユ３０１００５

３ユ３０ユＯＯ６

３ユ３０ユ００７

３ユ３０１００８

３ユ３０２００１

３１３０２００２

３１３０２００３

３ユユ０２００２

使

自
的

謝
命
己

錘
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銃
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銅
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女

》
》
》
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》
》
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愛
黙
己

》
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諏
銃
嘩
諏
銭
親
銭
銭
錘
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酸
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錘

情

酔
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３１３０２００５

３ユ３０２００６

３ユ３０２００７

３ユ３０３００１
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３
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親情

健康

健康

家庭的親情

身寵健康

９

身盟健康

健康

家庭固満

家人的親情

身彊健康

生命

健康

家庭温暖

家庭和楽,身霞健康

自己的小咳

自己的小該

身燈健康

親情

生命親情銭

生命健康

生命親情

身題健康親情

生命親情銭

生命親情

生命

銭財

父母親

生命

時間

金銭

金銭親情,樋力,健

康

家人

生命親情銭

愛親情

琴
誇
銭
縮
嘩
康
安
福
康

》
銭
舜
嘩
》
錘
》
認
銭
蓉
認
識
報
》
》
》

的

情
康
庭
銭
情
己

塞
家
親
健
家
金
親
自

銭３１４０１００６

３ユ４０１００７

３１４０１００８

３１４０１００９

３ユ４０２００１

３１４０２００２

３１４０２００３

３１４０２００４

３１４０２００５

３１４０２００６

３１４０２００７

３１４０２００８

３１４０２００９

３ユ４０２０ユ０

３１４０２０１ユ

３２１０１００１

３２１０１００２

３２ユ０ユ００３

３２１０１００４

３２１０２００１

３２１０２００２

３２１０２００３

３２１０２００４

３２１０２００５

３２１０２００６

３２ユ０２００７

３２ユ０３００ユ

３２ユ０３００２

３２１０３００３

３２１０３００４

３２１０３００５

３ﾕ304002家庭和譜

３１３０４００３９

３１３０４００４生命

31304005平安

31304006親情

31304007身篭健康

3ﾕ305001親情

3ﾕ305002感情金銭

3ﾕ305003生命金銭女人

3ﾕ305004生命金銭

31305005無

31305006生命家庭

31305007自由

3ﾕ305008家庭親情

3ﾕ30600ユ家庭、財産

3ﾕ306002生命

31306003家庭、身篭健康

3ﾕ306004生命、ＤＶＤ

３ﾕ306005生命

3ﾕ306006親情、友情、愛情

身館健康、子女有
３１３０６００７

成就

身罷健康、小咳有
３ユ３０６００８

成就

3ﾕ30700ユ小該(親情）

3ﾕ307002親情.城信

31307003親情

31307004家人身侭健康

31307005耶麻

31307006親情

31307007銭親情

31401001健康

３ユ４０ユ００２９

３１４０ﾕ００３健康

３ユ４０１００４９

３１４０１００５親情
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康
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32305004生命
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問39a請説出悠最尊敬的職業是什塵？（如果遇到複数回答時，請特全部回答記録下来）
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106059

10606正営工作.不敵域事

只要是正富職業即
ユユ８０４

可

２５ヲ
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４０ﾕOユ老師

‘0102郵差

４０ﾕ０３清潔人員

４０ﾕ０４出費努力的人

４０１０５人碍保険従業員

40201有銭有聞的老閣

40202正常職業都尊敬

40203任何職業都可

・用無名氏馬損銭倣
４０２０４

慈署§工作的人

40205清潔人員

40206有銭的企業人
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40301清潔隊員
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20703装演業(本業）

20704正富工作

只要正営的工作皆
２０７０５

可

行行出状元、各有
３０ユ０２

期§kE愚

30ﾕ039

30ﾕ０４運輸業

302019

302029

302039

30204老師



6０３０４９

工人

資源回牧

老師

老師

啓生

志工興義工清潔隊

員

40603警察

40604蹟葬業者

40605情道夫

７０１０４

７０１０５

７０ユ０６

７０１０７

７０２０１

5０１０１９
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60104電器修理技術員

有苦楚但不是虚築
６０２０l

的妓女

60202啓護人員

602039

60204消防人員

６０３０１９

壷家（教登）、書
６０３０２

法家（教書法）

60303研究責験者
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70403服装業老閏

70404義工

７０４０５９

７０４０６９

７０４０７９

７０４０８９

７０５０１９

705029

70503密生

70504老師

７０５０５９

７０６０１啓牛救世

７０６０２９

７０６０３９

７０６０４消防人員

7０６０５９

5０３０３９

、
重
率
都
瞬
嶋
郵
確
韓

正賎
尊
く

錨
緬
婚
蝿
、
人転
燦
員

》
》
》
》
卸
砕
嘩
吾
霊
職
士
行
業
治
育
治

出
都
家
人
家

民
職
営
自
方
封
好
只
嫌
是
護
行
職
政
教
政

４
１

２
３
４
５
１
２
３

０
０

０
０
０
０
０
０
０

３
４
４
４
４
４
１
１
１

０
０

０

０
０
０
０
０
０

５
５
５
５
５
５
６
６
６

6０６０１９

師
家
軍
鉱
恥

鑑
謎
壁
騨
鉢
９
賢
泣
麺
坂

２
３
４
５
６
１
２
３

０
０
０
０
０
０
０
０

６
６
６
６
６
１
１
１

０
０
０
０
０
０
０
０

６
６
６
６
６
７
７
７ 7０６０６９

255



256

70607消防人員

7070ユ9

70702啓師

70703老師

農夫，農夫最勤
７０７０４

勢，較不好滑f交詐

70705農夫

70706公務人員

70707義務消防隊員

7０７０８９

7０７０９９

707ユ09

707ユユ教師

707ﾕ２公務人員

自己創業成功的人
７０８０１

（自己岳血牛章）

70802鋼琴家

70803老師

70804公務人員

70805無

70806無

爵人民奔波倣義工
８０ユ０１

没毎i薪水的人

80102盛生

80ﾕ０３義工照顧老人

80ﾕ０４９

８０ﾕ059

80106中瞥師

80107只要是正常的工作

８０ﾕ089

8020ユ貿易業老閣

802029

802039

802049

80205手銀買賓業老閣

8０２０６９

80207社工

80208金飾買質老閲

80301法醤

80302総統

80303密生

803049

80401農夫

804029

804039

80404啓師

80405老師

80406各行各業都尊敬

80407農夫

80408勢工

8050ユ衣服批嚢業

805029

805039

80504賓諸肉商

805059

80506志工

８０５０７９

８０５０８９

９０ﾕＣｌ牧師

９０ﾕ0２９

90103護士

９０１０４護士

９０１０５９

９０１０６９

９０ﾕ０７消防人員

90108農夫

90109家庭主婦

9020ユ清潔隊員

90202義工、

90203製油jmT輩

９０２０４９

90205電子公司、工程人

員

9030ユ老師

90302中啓師

90303老師

90304努工階層的人

90305小吃店老閲

90306離刻師父

90307電器行老閏

903089

109205義工

只要正営職業就尊
ﾕ５０１０ユ

敬

1501029

ﾕ50ﾕ０３教師

ﾕ50ﾕ０４生意人

ﾕ50ﾕ０５啓生

ﾕ50ﾕ０６母親

ﾕ50ﾕ０７鍛土

ﾕ70ﾕOユ老師

ﾕ70ﾕ０２無

170ﾕ０３無

170ﾕ０４無

170ﾕ０５無

ﾕ70201没有

ﾕ70202没有

ﾕ70203洩有

ﾕ70204老師

ﾕ7030ユ回収資源的人士

ﾕ703029

1703039

1703049

170401啓生１銭エ

ユ70402密生

ﾕ70403教育

教育、製造業、服
１７０４０４

務業
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22010ユ畷保人員
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220205密生
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3１００２００３９

310020049

31002005厨師

３１００２００６９

３ﾕＯ０３００１９．

３ユ００３００２９

３１００３００３９

３ﾕ003004老師
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311030049 員

31ﾕ03005律師

３１ﾕO30069

3u03007最基礎的努工

３uO40019

311O4002密生

３ﾕﾕ０４００３９

３ユユ040049

31ﾕ04005農夫

殿路局工作人員
３１ユ０４００６

（開火車）

３ユユ０４００７９

３ﾕﾕ0500ユ９

３ﾕﾕ05002密生

３１１０５００３９

３ﾕﾕO50049

3UO5005中薬房薬師

３１１０５００６９

慈善椴栂的志工人
３ユユ０５００７

員

不倫不槍努力工作
３ユユ０６００１

都値得#掌敬

311060029

31ﾕ060039

3ﾕﾕO60049

3uO60059

311060069

3u060０７電脳工程師

3ﾕﾕO70019

3uO7002老師

3ﾕﾕ07003科畢家

3ﾕﾕo70049

3UO7005警察

3ﾕﾕ0800ユ啓生

軍人在郷公所
3ユュ０８００２

農曾上刃圧的公務人
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３ﾕ0030059

３ユ0030069

３ユＯＯ３００７９

３ﾕ00400ユ家庭主婦

型004002公務人員

３ユ００４００３９

３１００４００４９

31004005自己散老閣硬泳）

３ﾕ004006公務人員

３ﾕ００５００ユ９

３ﾕ005002総統

３ユ００５００３９

任何有技術性的工
３１００５００４

作

31005005理髪業流汗銭

３ユ００５００６９

３１００５００７醤生

３１００５００８９

行行出状元,只要正
３ユユＯユ００ユ

営職業都値得３掌敬

3ﾕﾕOﾕ002瞥生

311010039

31101004警察

３１１０ﾕOO59

3u01006厨師

３１１０１００７９

３ﾕﾕ0200ユ９

311020029

3ﾕﾕ02003老師

3ﾕﾕ02004高斜技工業的老閣

３ユユ020059

３ユユ020069

3ﾕﾕ02007．護士

3ﾕﾕ03001密生

３ユュ030029

３ユユ030039



3ﾕ306003義工

３ﾕ3060049

313060059

31306006飛機機長

31306007厨師

3ﾕ306008老師

毎一個正営職業兜
３１３０７００１

可以

31307002律師

３１３０７００３９
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313070049

313070059

３ﾕ307006白領上班族

３１３０７００７９

３ﾕ４０１００ユ軍人

３１４０１００２９

3140ﾕ003義工

3140ﾕ004一般生意人

３１４０１００５９

３１４０１００６醤生

31401007義工

3140ﾕ００８義工

３ﾕ4010099

31402001沖印店老閣

314020029

314020039

314020049

31402005菅造業老閲

31402006一般作生意的商人

３１４０２００７９

３１４０２００８牧師

31402009老師

３１４０２０１０９

３ﾕ4020ユユ密生、律師

３２１０１００１９

３２１０ﾕ００２密生(家庭密生）

替生

無

調解委員曾的職員

志工
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３１３０ユOO49

31301005清潔夫

3130ﾕ006老師

3ﾕ30ﾕ007清潔夫

3ﾕ301008清潔夫

31302001啓生

31302002警察

31302003老師

3ﾕ302004週保車的随車人員



26り

3230ﾕ009律師

32302001小吃老板

只要是正営職業都
３２３０２００２

｛直得尊敬

32302003所有正営的職業

323020049

32302005公務人員

３２３０３００ユ9

32303002法師

323030039

32303004餐飲業老閣

32303005馬路上的清道夫

323030069

323030079

32304001家庭主婦

3２３０４００２９

３２３０４００３９９

専業#伎術人員(有

一技之長的工作者

都可）

専業技術人員f有

一技之長的工作者

3２３０４００４

3２３０４００５

都可）

3230500ユ任何正営的工作

32305002専業技術人員

32305003啓牛

3２３０５００４９

３２３０５００５９
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問39ｂ恋本身貿際上最想従事的職業是什歴泥？（如果遇到複数回答時，請蒋全部回答記録下来）
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ユュ２０４９
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40ﾕ０４生物科技肇者

４０ユ059

4020ユ服装販賀店

40202老師

40203軽羅瞭銭的事業

40204法官

40205瞭銭的商人

402069

40207老師

詩開一家完全属於自
４０３０ユ

己的中餐mg

40302護士

40303律師

40304老師

40305上班族

40306没有特別喜好

40307美髪師

40401軍人

404029

40403保母

40404汽車保修

40405紡織

40406教師

40407保母

4050ユ鄭長

40502自由、服務業務

40503自由之身…

40504家庭主婦

40505護士

40506製造

40507老師

４０６０ユ9

40602自由業、旅遊業

406039

40604電子公司工程師

40605工廠廠長

１１８０６９

ﾕﾕ807服務業(餐飲）

有興趣又不曾太累
２０１０１

的工作

20102文化義工

20103義工

20ﾕ０４義工

20ﾕ０５離刻師

2020ユ中密

20202厨師

20203空服員

20204家庭主婦

202059

20301農夫

20302花涯師

20303．香舗

20304開花店

20305美髪師

2040ユ師公

20402服飾店老閣

20403正富工作即可

20404老師

20405道士

20501理保義工

20502義工

20503密生

20504営王永慶倣老閲

20505質衣服

20601正営工作

20602正営工作

20603義工

20604正富有興趣的工作

20605正富有興趣的工作

20701義工

20702服務業

20703装漬師

2５２
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6０３０６９５０１０１９

服務人群的職責，
５０１０２

如雨t工

50103公務人員

投資者：以投資股

50104票、基金護利馬主

者

50105自己営老閏、自管

５０２０１９

５０２０４翻鐸家導遊

50205陶菱業

５０３０１９

50302無本生意．

出

閣
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老
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樟
作
作
程
店
謝

工

殿
業
工
工
工
員

９
裡
趣
壁
９
》
紅
諏
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誠
醒
》
認
識
騨
鉢
翫
壁
榔
樋
睦
輝
雨
嘩
鑑
漆
確
鯖
霊
錘
記
睡

７
８
９
１
２
３
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５
１
２
３
４
５
１
２
３
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５
６
１
２
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１
２
３
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６
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０
０
０
０
０
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４
４
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５
５
５
５
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６
６
６
６
６
６
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１
１
１
１
１
１
２
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２
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０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０

６
６
６
６
６
６
６
６
６
６
６
６
６
６
６
６
６
６
６
７
７
７
７
７
７
７
７
７
７
７
７
７
７
７

5０３０３９
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４
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均
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人
人
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902029

人員 150ﾕ０５一般公務人員

150ﾕ０６母親

ﾕ50ﾕ０７繊土

170101老師

１７０１０２無

ﾕ70ﾕＯ３演員

ﾕ70ﾕ０４無

ﾕ70ﾕ０５無

17020ユ没有

ﾕ70202登家

170203没有

ﾕ70204老師

170301祇服人員

1703029

ﾕ７０３０３９

ﾕ70304特殊教育

ﾕ70401手璽老師

170402教師

170403教育

170404服務業

1705019

170502老師

8050ユ木材批溌業

80502厨師

805039

80504公家機閥

80505買質業、商店老閲

80506務農

80507麺店老閣

80508密生

90101牧師

90102金飾店老閲

90103獣昏

9０１０４９

管
師
管
夫
禅

家
老
家
農
美
９

５
６
７
８
９
１

０
０
０
．
０
０
０

１
１
１
１
１
２

０
０
０
０
０
０

９
９
９
９
９
９

70712老悶

7080ユ啓生

70802教師

70803運動選手

７０８０４９

管養食品、薬品買
７０８０５

Ｅﾖ業

70806司法人員

８０ﾕ0１需需

80ﾕ０２老師

80ﾕ０３服飾業老閣

80ﾕ０４中啓師

80ﾕ０５種花（花農）

80106中啓師

８０１０７９

80108開薬局

8020ユ家庭百貨業老閣

80202算命師

80203鍾家

８０２０４９

８０２０５９

802069

80207啓生

８０２０８９

８０３０ユ旅遊業

80302買賓業(薬品）

80303家庭主婦 師
閣
閣
閣

程
老
老
老

嘩
噸
師
店

峰
》
鐙
麺
霜
“
９
Ｊ
噸
９
幡
鍵
９

師
工

３
４
５
１
２
３
４
５
６
７
８
５
１

０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０

２
２
２
３
３
３
３
３
３
３
３
２
１

０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
９
０

９
９
９
９
９
９
９
９
９
９
９
０
５

170503時尚自由的工作

170504幼稚園老師

ﾕ70505軍人

180101模特兇

ﾕ８０１０２９

１８０１０３幼稚園老師

ﾕ80ﾕ０４女記者

・可嫌正富銭的工作

ﾕ80ﾕ０５就可以，公司職

員、公務人員

1802019

180202外交官

180203公務人員

180204瀞泳教練

803049

8040ユ作家

80402農人

804039

8０４０４９

８０４０５９

８０４０６美髪

804079

80408企業公司裡的行政

1５０１０２９

ﾕ50103旅行業工作人員

１５０１０４生意人

26型



1９０２０１９

220904開飛機747

220905嚢術家

220906交通部長

220907外交官、密生

３ユＯＯ１ＯＯ１９

３１００ユＯＯ２９

３１ＯＯ１００３餐飲業老閣

３１００１００４９

３１００ユ００５９

３１００１００６９

３ﾕ００ﾕ００７９

３ﾕ002001自管業的老閲

３１００２００２９

３１００２００３９

３１００２００４９

３ﾕ002005餐飲

３ユ００２００６９

３１００３００１９

３１００３００２商(財爺影管理者）

31003003護士

31003004老師

3ﾕ００３００５９

教育如老師教
３ユ００３００６

授

誕００３００７９

３ﾕ00400ユ家庭主婦

3ﾕ004002老師

310040039

3ユ００４００４９

３ﾕ004005公務人員

3ﾕ004006水果擬老閣

３１００５００ユ９

３１００５００２９

３ユ００５００３９

３ﾕ００５００４倣小生意的老閣

3ﾕ005005理髪業老閣

２２０３０４９

２２０３０５９

２２０３０６ＤＪ

2203079

22040ユ作者

220402理髪業

220403保母

220404電腿相関行業

220405餐飲業

220501電脳週遷製造

220502可以研究大自然的

220503老師

220504導遊

220505曾計師

220506洗衣店

220601美容業

2２０６０２９

１９０ユ０３９

ﾕ90104老師

190105公務人員

ﾕ90ﾕ０６海釣人員

190ﾕ０１老師

ﾕ90102公務人員

190202老師

190203老師

190204嫁;汝百貨業

190206修理鐘銀

ユ90207公務人員

ユ９０３０ユ９

ユ90302大厨師

ユ90303義工

190304美容師

190305律師

ﾕ9040ユ厨師

ユ90402科技人員

190403科技業人員

ユ90404老師

ﾕ90405鯉商貿易

倣生意商人（製造
１９０４０６

商）

190407農夫

２２０１０ユ９

２２０１０２９

２２０２０１９

２２０２０２９

2202039

220204公務員

220205家庭主婦

2202069

220301公務員

２２０３０２９

2２０６０３９

鍾
工
員

婦
遊
雪
錘
錘
識
銅
鑑
識
認
錘
準
醍
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確

師
導
服
義
官
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鑑
識
”

４
１
２
３
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５
６
７
１
２
３
４
５
６
７
１
２
３

０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０

６
７
７
７
７
７
７
７
８
８
８
８
８
８
８
９
９
９

０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０

２
２
２
２
２
２
２
２
２
．
２
２
２
２
２
２
２
２
２

２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２2２０３０３９
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265

３１００５００６

３ユ００５００７

小買賓(老閲）

啓生

公家軍位(公務人
３ユＯＯ５００８

員）

3ﾕ101001公務員

3ユュo10029

3uOﾕ0039

3ﾕﾕOﾕ004警察

3ユユＯﾕ0059

3ﾕﾕOﾕOO6厨師

3ユユＯﾕ００７９

３ユユ０２００１９

３ﾕ102002銀行瀞事員

3ﾕｭ02003服務店老閣

3ユユ０２００４９

３ユユ０２００５９

３ユユO20069

3uO2007老師

3ﾕﾕ03001警察

3ユュ030029

3ユユ０３００３９

3ユユO30049

3uO3005幼教老師

３１ﾕ030069

3ﾕﾕ03007用腿力的工作

3ユユ０４００１９

３１１０４００２９

高科技電子業工1塁
３ユユ０４００３

師

3ﾕﾕ040049

311040059

3ﾕﾕ04006老師

3ユユ０４００７９

３ユユO500ユ９

３ﾕﾕ05002老師

3１１０５００３９

3ﾕﾕ05004房屋仲介管業員

3ﾕﾕ05005中醤師

３１ﾕ０５００６９

終身志工(如:慈済
３ユユ０５００７

志工）

３１１０６０ｍ９

３ユユ０６００２９

３ﾕﾕ０６００３９

３ユュ０６００４９

３ユユ０６００５９

３１１０６００６９

３ﾕﾕ06007電脳工程師

3ﾕﾕ07001貿易進出口商

3ﾕﾕ07002老師

3ﾕﾕ07003瓦鞠瀞子老閣

3ﾕ107004餐飲的外嬉厨師

３１ﾕO70059

3UO800ユ密生

31108002餐鹿的厨師

31108003務農

3ﾕﾕ08004美食家

31108005囲生

31201001公教人員

3ﾕ201002蓉術家

3ﾕ20ﾕ003倣生意的老閣

3ﾕ20ﾕ004賀菜的老閣

31201005公務人員

３ﾕ２０１００６９

３ﾕ201007修車老閣

3ﾕ202001老師

31202002賓早餐的生意人

3ﾕ202003公務人員

3ﾕ202004老師

婚喪喜慶業的生意
３１２０２００５

人

3ﾕ202006合法生意人

31202007機車修護員

31203001美髪美容師

31203002金融放款員

31203003美髪師

３ﾕ２０３００４９

３１２０３００５小吃店老板

３ﾕ２０３００６９

３ﾕ203007社工人員

3ﾕ204001老師

３ﾕ2040029

3ﾕ204003密生

31204004小本生意的生意人

3ﾕ204005律師

３１２０４００６９

３ﾕ204007祇服人員

3ﾕ30ﾕ００１．導遊

3130ﾕOO2護士

3130ﾕOO3護士

3130ﾕ００４律師

3130ﾕ００５園蓉作者

研究牡曾経済的専
３１３０ユ００６

家

31301007公務人員

3ﾕ30ﾕ００８批翌檀榔的業主

3ﾕ30200ユ老師

31302002老師

31302003老師

31302004家摩羊婦

31302005董事長

31302006消防隊

31302007志工

3130300ユ家管

生化科技的老閲
３ユ３０３００２

公務員

3ﾕ303003老師

３ユ３０３００４９



314010099

3140200ユ沖印店老閲

一般的努工階級’

31402002嫌血汗鏡的正富職

業

31401001軍人

３１４０ﾕ００２９

３ﾕ401003一般白領卜蛮族

31401004一般小本生意人

31401005餐鹿老閲

31401006密生

31401007公務人員

酢
室

閣

老
的
蝿

司
司
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坐
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論

的
機
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公
車
師
代
評
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搾
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９
９
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》
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６
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２
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２
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０
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０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０

０

０
０
０
０
０
０

３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３

３

３
３
３
３
３
３

１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１

１

１
１
１
１
１
１

３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３

３

３
３
３
３
３
３

32ﾕ03003地理,風水師

32ﾕ03004自助餐自貴人

32ﾕ03005修理機車技師

３２１０３００６９

３２ﾕ03007老師

3210400ユ生活翌明家

公益事業(不給職
３２ユ０４００２

的）

園謹家書法
３２ユ０４００３

家

３２１０４００４９

３２１０４００５９

３２１０４００６９

３２ユＯ４００７９

３２ｍ５００１９

３２１０５００２連鎖超商老閣

３２ユＯ５００３９

３２３０ﾕ00ユ悌教鎧寺

3230ﾕ００２公務人員

32301003服装設計師

３２３０１００４９

３２３０１００５９

３２３０１００６公司老閣

公務人員,可準時下
３２３０ユ００７

班

3230ﾕ008行政工作

3230ﾕ009銀行家

32302001老摩主婦

323020029

32302003小商店老板

32302004工廠職員

32302005小商店老板

３２３０３００１９

３２３０３００２９

３２３０３００３政府機関的公務員

3１４０１００８９

員

３１４０２００３９

31402004家庭主婦

31402005菅造業老閲

31402006一般作生意的商人

31402007公務人員

31402008農夫

31402009老師

３１４０２０ﾕ09

314020ユユ百貨公司的経理

32101001電器行老悶

32101002雲術工作-需寄

32ﾕ０１００３老師

３２１０１００４幼教老師

３２ユ０２００ユ９

３２ユ020029

３２l0２００３９

３２ユ0２００４９

321020059

娯楽公司(酒店)老
３２ユ０２００６

閲

３２ﾕ020079

３２１０３００１９

３２１０３００２精綴農業開護研究

3１３０６００４９

3ﾕ306005董事長

31306006旅遊業

31306007掻影師

3ﾕ306008志工

3130700ユ９

３ﾕ307002公務人員

只要是正富職業的
３１３０７００３

老閏菌敏子了

３１３０７００４９

３ﾕ307005家管

３１３０７００６９

３ﾕ307007買賢業的老閣
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32303004餐飲業老悶

32303005老師

32303006精品店的老閣

32303007軍公教人員

３２３０４００１９

323040029

32304003．護士

専業技術人員(有

32304004-技之長的工作者

都可）

32304005零笛業老閲

3230500ユ蕊術工作

32305002専業技術人員

32305003幼教

３２３０５００４９

３２３０５００５９



自由回答データの個別回答

自由回答のＱ３０、Ｑ３８およびＱ３９(a,b)、について、

現した回答をカテゴリー化し、それらに番号を付与した。

以下に

１：カテゴリー番号とラベルの対応表（Ｑ３０）

２：カテゴリー番号とラベルの対応表（Ｑ３８）

３：カテゴリー番号とラベルの対応表（Ｑ３９ａ,b）

４：サンプル番号とカテゴリー番号の対応表(Ｑ３０）

５：サンプル番号とカテゴリー番号の対応表(Ｑ３８）

６：サンプル番号とカテゴリー番号の対応表(Ｑ３９ａ,b）

それぞれの設問において出

を掲載する。

ここで、それぞれの項目で最大３個まで回答が得られている。

以下、Ｑ38(2)は問３８の設問において２番目に得られた回答を示す。

韓国
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霊
１
２
３
４
５
６
７
８
９
，
，
吃
ね
岬
帽
焔
打
把
旭

号
６
７
８
９

番
３
３
３
３

ざ

召
判

留
人
曾
召
＆
う

ざ
望
劃
童
公
劃
雪
零

列
副

琶

皆
酬
皆
雪
州
星
刈
召
刀
季
包
／
昇
州
巴
皆
刀
刈

召
、
『
凶
喜

誉
臼
刻
「
羊
営
川
暑
皿
斡
凹
刈
刀
ｎ
号
朴
召
豊
里
外
立
雪
習
叫
琶
細
「
亭
動
き
副
〈
一
星
実
利
「
掛

川
乃
昇
立
豊
叫
型
邑
副
琶
召
印
昇
旨
α
「
吾
琶
巳
害
邑
外
凹
旨
巴
羊
型
呈
苦
聖
ユ
週
望
号
呈

曲

ｄ

幅
〃
ｅ

Ｏ

油
昭
昭
誠
Ｎ
函
晒

函
皿
師
銅
、
ｍ
ｙ

ｗ
ｄ

》
》
鋤
》
嫡
醍
ｐ

ｄ
ａ

ｄ

ｘ
．
》
癖
》
耐
吋
叩
唖
ｃ
脂

ｅ

ｅｗ

ル
ｍ
ａ

雁
ｙ

御

ぺ
・
叩
硫
張
函
Ｓ
函
廿
ｅ

率
Ｓ
牝
ｔ
ｅ
ｉ
酎
噸
来
由

一
フ

ａ
ｎ
ａ
ｍ
Ⅳ
師
㎡
．
Ｋ
ｙ
ｅ
ｒ
ｓ
ｏ

恥
岬
鞭
幡
》
》
》
唖
》
》
蹄
》
》
》
蝿
晦
幌
癖
》
恥
》
》
銅
岬
》
蝿
》
耐
》
》
蹄
》
》
》
耐
恥

ｐ
ｅ
ｄ
Ｏ
ｉ
ｉ
ｎ
〆

ｙ○

ｍ

ラベル

KOrBantraditionalclothes 琶暑

AncestoFmemoriaIservices刈人ト

Affもction(Je◎､g）召Ｕ舌

PolitenatiOnineastemWorld号獣O11glxIヨ

Ⅷsdomofancestors 国王屋ｇＩ刀剖

Koreantrnditi◎naIvillage 凹舎善

Ｈａ－ｈｏｅｍａｓｋ計劃琶

PatriarChaIsystem フト早琶雪刈呈

ConfUciancuIh』ｒＢ 昇辺呈卦

ＫｙＯｎｇ－Ｊｕ 召苧

Sa-mul-no-rl A}邑窒o1

Pan-so-rI 巴土己ｌ

Ｋｉｍ－ｃｈｉ召jtl

Unkindness 邑包豊

KOreantraditionaImusic 弓ＱＩ

ＫＯｒｅａｎｓｏｙｂｅａｎｐａｓｔｅ ｇ召

Ｅ廿quette O(l豊

Servingtheparer化ｓ早里号普

Ari泡､g(KoreantmditionaIO｝副営

song）

Customs 吾吉

Sa-mul-no-n 吾豊萱oI

Authoritarianism 劃判手到

TiIe-mofedhOuse(Giwahouse)ﾌ|卦召

Pagoda 圏

Ｃ◎nsewauveins衝hmons 里今型ｇ刈呈

CIassic 。＆雪

ＣＩｅａｎａｉｒ 召フIフト善q

BuIkuksa 墨三人ト

RIiaIpiety童

TeIecommunica個ｏｎ 雪u

Shipbuilding 王包ｇｊ

Ｕ忙rEmodembusiness 圏９人}習

Ⅵsitingtheancestors図画ves包豆

Festivedays g豊

Drinkingculture 号季呈劃

自由記述におけるカテゴリー番号とラベルの対応表（Ｑ３０）

如
馴
哩
偲
糾
幅
拓
幻
杷
偲

０
１
２
３
４
５
６
７
８
９
０
１
２
３
４
５
６
７
８
９

５
５
５
５
５
５
５
５
５
５
６
６
６
６
６
６
６
６
６
６

０
１
２
３
４
５
６
７
８
９
０
１
２
３
４
５

２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
３
３
３
３
３
３

2ｍ



２
３
４
５
６
７
８
９
０
１
２
３
４
５

８
８
８
８
８
８
８
８
９
９
９
９
９
９

ラベル

AncientpaIace ヱ舌

Confi』ciantradition 昇迅雪凹国害

Su-woncastle 今劃包

Dance 雪

Ｓｈａｍａｎ 早ｇ

ＷａｔｅｒｍｉＩｌ呈引l雪Ｏ｝

ＮｅｗYear，ｓｇ汁tOfmoneygivenAIlUH屋

ｔｏone，sjuniors

Nam-dae-mun 旨ｑＩ呈

Ｍ ａｓｋ量

Gan陵gang-suI-Iae(K◎rＢａｎきき含EII

tr画ditionaIdance）

Chang-duk-gung 琶旦舌

KoreantraditionaIhouse 色＝召

Ｔｈｅｈｅａｄｏｆｆ泡ｍｉｌｙ 重手〕Ｈｌ

ＦＯｕｒｓｅａｓｏｎｓ 人トスl雪

Ｄａｎｃｅｗｉｔｈｔｈｅ偽nｓ 早刈書

Pottery 呈刀フｌ芸乃ｌ

Ｓｐｅａｒ ざ昌弓

Maskdance 冒言

Building ご雪呈

BIoodrelatiOn 琶臼

Changku(a doubIe-headed君亭

drumpinchedinatthemiddIe）

Koreantraditionaldance 凹舎雪

ＳｓirBum(KoreantraditionaMAl言

wrest1ing）

RapidgrOwthヱ舎包召

GreatmOraIprincipIe ［H呈召巳

AncestO庵 王ざ

Movie ９劃

CoIlec廿veseHishness 召巳０１ｺl苧gl

Freshness 営凹計ｑ

Ｅ曇ｆ月hlishedsocialmomIsandOl号普舎

customs

FreedomofreIigiOn 雪ｎｇｌ乃昇

Respectofancestors 王包含UH

Koreantr泡ditionaIgames g舎琶０１

番号

７０

７１

７２

７３

ラベル

Sexualdiscrimination 旨ｕｊｑ望

Privateeducation 人ﾄｎ号

Koreantraditionalcultu把 召暑呈劃

Bi-bim-bob(ricefbodmixedUI皆皆

withseasonings）

FivethOusand-yearhistory５０００国雪人｝

CorTuptpoIitics 早琶早、ｌ召jtl

lndividualisticcuIU』ｒｅ フＨｇ手引呈劃

KorBantraditionalhouse 召害フト署

KOreantraditionaImusic 召暑言gI

TOurismcuIture 琶琶呈動豊富

SingIenation g望凹雪

RelationshiponBlood，ｔｈｅ望巴十xl巴十劃g

samehOmetown，ｏｒｓａｍｅ言Ａｌ呈劃

sch。◎ｌ

Ｆａｎ ３磐早jiH

FootbaIl会早

Ｋｏｒｅａｎｔｒ画ditionaIsong g1R

TaIe 昌劃

ＴａＩｅ ｇｌｇ

Ｉｎｎｅｒｒｏｏｍ ｇｇｊ

Ｓｏｎｇａｎｄｄａｎｃｅ フト早

DesirBfbrmateriaIgain 呈昌季gl

Moneyworship UH弓ＡＩざ

QuickIy 豊己l曾己l

Prestiage 刈巴

Closeness ml瑚包

Taekwondo EII塾呈

TWouppercIassesOfold普凶

KorBa(Yan底ban）

Ｓｗｉｎｇ ．uIEpl

Exchangeofwork吾.艶o1

Predominanceofmen◎Ver旨否o１ＵＩ

ｗｏｍｅｎ

Ｃｅｍｍｉｃｆｃｓｔｉｖａｌ三ス}フｌ雲〕Hl

Kyong-bok-gung 召暑吾

Humanity２１劃０１

Ｒｉｃｅ 響

４
５
６
７
８
９
０
１

７
７
７
７
７
７
８
８

２
３
４

１
１
１

１
１
１

５
６
７
８
９
０
１
２
３
４
５

１
１
１
１
１
２
２
２
２
２
２

１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１

番号

１０５

１０６

１０７

１０８

１０９

１１０

１１１

1２６

１２７

1２８

１２９

１３０

１３１

１３２

１３３

１３４

卵
”
、

１
２
３
４

０
０
０
０

１
１
１
１

1３５

１３６

１３７

2刀



箱
楯
幻
偲
佃
釦
馴
馳
駒
瓢

１
１
１
１
１
１
１
１
１
１

ラベル

PotcuIU』ｒｅ 皆ＵＩ呈劃

Thefbur-stickgame(Yout曇言０１

game）

Che常juisland刈苧三

Friendship◎屯anization さ＝BjiIl里g

Nationalhist◎ｒｙ 弓人ト

Ｈｕｍｏｒ 胡掛

Irwbrmality全量計q

KoreantraditionaIjuvenile型訓号動

story

TangibIecuItu園Iasset昇琶呈卦Ｈｌ

Ｓｏｕｐｏｆｄｏｇ‘ｓｍｅａｔｇ普邑

Ｔｒ②雲凹杷 里豊

KorBamtraditionalmarket刈副人l召

KorBannationaIflag 副ヨフl

NationaItrGasurB ヨ里

ＤｏＩｍｅｎ 立包曇

Legacy 昇号

AncestoIJsgrave 世全

Puppet 碧早２１人Ｉ

Ｓｌａｖｅ 生OIl

Ka-ya-geum(KoreanmusicaIﾌﾄO卜弓

inStrument）

DaePgeum(KorBanmusicaIm言

instrument）

Chasteandmodestwoman且王舎目

WisemotherandgoodwHb邑里ｇｊｔＩ

ＮｅｗＹｅａｆｓ廓Betings AilUII星

Seesaw 圏斜フｌ

Ｕｎｉｔｙ日豊

Ddeuk(Koreanncecake）雪

ConfUsionfﾔcmopeningthe副吾琶フ１１獣OIl

market 田昌善琶

Ｄ◎ｇｍｅａｔ フHヱフＩ

ＫｏｒＢａｔｉｍｅ 呈己'０}Ｅｌｇｌ

Ｒｅｄｄｅｖｉｌｓ 雷呂ｇｌ０ト

WaIkingnaturally 乃巴全営フ{ｌ豊

ｏ１ｑｕ岳裂

ラベル

InstrumentalmusIcof号到着０１

peasants

InstrumentalmusIcof岩gI萱oI

peasantS

Ambivalence Ol言包

OrdinalreIatiOnship 付豊召スl

Dong-dae-mun 署、岳

Tourism 琶琶

RoseofSharcn(thenational早号卦

番号

１３８

1３９

1７２

１７３

１７４

１７５

１７６

１７７

⑩
“
犯
“
“

１
１
１
１
１

flowerofKOrBa）

RecepuoncuIh』re

Worldcup

Demonstration

Re1axaﾛon

RespeCtOfOthe鱈

Dance

AcademiccIique

HumannetW◎rk

ConcessiOn

BraveryofKo邸』ry◎peopIe 号到

劃
吾
則
望
暑

巴

呈
壱
否
副
川
兇
剤
０
舌
田

印
三
里
昇
巴
豊
酬
「
里
早
世
日
吾
豊
営
含
今
琶
呈
歪

琶
製
醐
例
日
苔
劃
ｇ
ｇ
。
聖
王
巴
巴
全
重
召
寓
川
琶
剛

８
９
０
１
２
３
４
５
６
７
８
９

７
７
８
８
８
８
８
８
８
８
８
８

１
１
１
１
１
１
．
１
１
１
１
１
１

番号

１７０

１７１

Chosundynasty

Intemet

Senior忙yrule

Novel

Tiger

Customs

DUk-Su-gung

Countryside

Chinesechamcte庵

ＫｉｎｇＳｅ戸jong

５
６
７
８
９
０
１
２
３
４
５

５
５
５
５
５
６
６
６
６
６
６

１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１

190

1９１

１９２

１９３

１９４

１９５

１９６

１９７ConservativesexualcuIU』、呈今雪包包呂

劃

Intan戚bIecuIh』、 早琶呈劃

Ｔｈｅｌ５ｔｈｏｆｔｈｅｆｉ『君t[H里昌

monthOunar）

Chris廿ａｎ フl暑皿

Education 亙号

1９８

１９９

２００

２０１

1６６

１６７

1６８

１６９

272



215

216

217

218

219

号
弱
銅
幻
犯
調
犯
馴
哩
偲
“
妬
輪

番
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２

番号

２０２

２０３

２０４

」
一
」

岳
劃
人珊

早
呈
魁

口

唯
糖
雪

ｇ
圏
刀
習
ｑ
雪
豆
劃
ｑ
到
包
劃
人
目

口

冒
廿
豊
糾
剣
国
号
剰
「
巴
包
号
星
型
副
冒
手
州
呈
里
剰
「

二
（
）

琶
乃
乃
琶
計
琶
全
「
望
三
列
叫
川
害
豊
き
き
型
剣
酎
宕
劃
早
吾
副
号
日
呈
暫
ｕ
ｕ
洲
早
号
暑
剛

呈
吾
似
昌
刃
琶
早
若
雪
剛
α
「
辺
田
川
側
否
召
琶
劃
星
「
川
叫
列
刈
召
召
里
里
翌
曾
裂
召
＆
圏
酬
「

試
町
ｍ

ｅ
ｒ
、
、
”

巾
ｎ
ｄ
Ｓ
》
碓
Ｓ
ｍ

。
》
。
》

ｕ
ｅ
ｅ

ｐ
ａ
ｅ
Ｓ
ｎｕｅ

嗣

沈

。
・
ｈ
Ｏ勉

函
姉
ｕ
ｃ

《
ご

詔
ｅ
函
誠
姉

ｅ

ｅ

ｅ
し
八
Ｌ
Ｋ

肋
ｎ
Ｌ
Ⅳ
印
．
ｃ
ｐ
ｖ
ｒｂａ
ｌ
ａ

ル
ｄ
函
匪
“
凧
”
．
ｓ
ｏ
叩
師
跡
州
岬
耐
呼

也
。
。
、
，
〃
ｅ

ぺ
ｕ
化
ｅ
配
・
画
趣
Ｋ
”
睡
眠
油
頭
陀
ハ

ラ
Ｃ
ｅ
．
、
咽
ｉ
ｏ

》
》
》
》
》
》
峰
》
》
》
碍
睡
》
州
》
》
》
》
》
》
州
》
》
》
鋤
》
》
》
》
》
蹄
》
》

卵
由
．
、

叩
醍
晒
ｒ
ａ
・
帥
依

ｅ

ｐ
Ｄ

・
劃
・
ａ
他

砲
嗣
ｈ

○
○
鑑

（
〕
（
し
《
〕
皿

５
６
７
８
９
０
１
２
３
４

０
０
０
０
０
１
１
１
１
１

２
２
２
２
２
２
２
２
２
２ ７

８
９
０
１
２
３
４
５
６
７
８

４
４
４
５
５
５
５
５
５
５
５
５

２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２

ラペル

AgncuIturaIcuIturB 告書呈劃

Ｓｅｌｆ刺フｌ

Ｋｏｒｅａｎｗａｒ ６．２５

UnderdeveIopedcountry草＆ヨ

Disorder 早召州

Ｆａｎ 早期雪

GeneaIOgicaltable 雪里

Frost メGI己Ｉ

Ｈｏｍｅ－ｃｏｍｉｎｇ ｇ琶引誉

Celadon 碧乃

Whiteporcelain 叫乃

KoreantraditionalindusriaI召書吾OI

arts

Pride 乃善色

Shamanism 人卜田Ｌ|吾

GoodtOIive ぎうＩ霧q

High-storiedbuiIding ヱ害望g

ApartmentO卜叫巨

Classic 。＆雪

RattanindustriaIart吾吾O11

Stu什ｙ目旨８ﾄq

Seok-ga-tap 製フト旨

Developmentoftourismsite召琶スｌフH皆

Ｔｒｏｔ巨星巨

ForgetMness 包升ｌ望０１ｔＨ己

q

KorDanaesthetics 琶ヨｇｌＯｌ雪

LosingthetraditionalcuIturB立昇呈劃唇讐

奨差q

Heartbuming(Han）琶

Do-san-seO-w◎ninAndong凶号呈＆ＡＩ型

Chu､底ryeOl-sa 蓉冒人ト

Se-byOn唐ｋｗａｎ ＡＩｌｇ蜜

TongyongflveclownspIay吾ｇ皇琶ｑＩ

Ｃｏ１Ｏｎｙ △Ｉｇスｌ

Ｎａｎ－ｔａ世a

Seok-guI-am 昌雲gl

OveFconsumptiOn 叫土Ｕ’

０
１
２
３
４
５
６
７
８
９
０

２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
３

２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２

259

260

１
２
３
４
５
６
７
８
９

６
６
６
６
６
６
６
６
６

２
２
２
２
２
２
２
２
２

231

232

233

234

2〃



刈葵８}缶

弓凹包

包凹劃琶ｇｌ

昇印型スｌ異

国号盟豊セ

ェEHフト雪

早、I包呈召

号
蛇
鯛
叫
鯛
卵
卯
犯
卵

番
２
２
２
２
２
２
２
２

ラベル

Ancestor-memorialservicesjqeIｌ

ＮｅｗｙｅａＩＪｓｇａｒｂ曽皆

MutuaIaid包早包王

Super君t牝ｉｏｎ ＯＩｕ

ＦａｍｉＩｙ フト召呈劃

AncestOr-memorialservicesxl副lgl△I

BeautifmIIand弓今きせ

FoIkcuIturG gl舎呈劃

Mutualbenevolencegmup xl

KyOnｇ－ｊｕＢｏ－ｍｕｎｔＯｕｎｓｍ召苧里呈型琶ｓ

ｃｏｍｐＩｅｘ スl

Rapidtransit砲iIway ヱ今国璽

Cheom-seon底dae 琶包[lI

Sun暦rae-mun 含副呈

IndependencememoriaIhaIl号ヨフ|目琶

Ｈａ－ｈｏｅｔＯｗｍｉｎＡｎｄｏｎｇ ｇ号６｝劃ロ}量

Ｋｉｔｅ 巴菖己1ｺＩ

Ｄ◎n昏raecranedance 号訓劃言

Compet忙ivecuIturB 召翌o1jtl望琶

呈劃

Invasionfmmtheforeign21Ail呈早日劃

countries 啓曇皆Ｏ}饗q

Soybeanpastesoup 目召刑フH

MakkOli(rawrlcewine）叫豊己Ｉ

Ｐｕｓａｎｉ航emationalfilm早世弓】Ｒｌｌｇ動

ｆ℃stⅣaＩ剛

溺
加
酬
醒
加
馴
錨
加
、
加
加

雪UHフｌ

邑智召

召jtl刺フＨ

墓０１留呂凹雪

生害王琶ｍｇｊ

包琶包

三副０｝

ancient製曳昌土害６１

０１２１口

［IIき計差望対

己l

musicaI召

300

301Ｊing(K◎rean

inStrument）

302Saving

０
１
２
３
４
５
６
７

羽
泌
詔
配
配
躯
泌
泌

ラベル

EarthenbowI

Shim-cheOng-Jun

Kim-chisoup

DeIigIm』InatiOn

StrikeofuniOn

Kindness

Drama

Consideringthe

vaIuabIe

Absen缶ｍｉｎｄｅｄｗｏｒｋ

303RelationshiponBIood

認
幽KOreantraditionallifもstyIe

S◎ng

CorTuption

Belief

Harmony

FuIIｄｒｅｓｓ

Ｎｏｎｅ

Ｄｏｎ，tknow/Notanswer

４
５
６
７
８
９
８
９

０
０
０
０
０
０
９
９

３
３
３
３
３
３
９
９

号
劃
雪

望
王
側

288

289

290

291

2”



調
犯
馴
犯
網
“
妬
拓
幻
偲
偲
釦
馴
駆
認
認
弱
弱
訂
詔

ラベル

L汁ｅ竺冒

Happiness 型皇

ＬＯｖｅ 人ﾄ君

AttainmentOfjobｇｏ{ｌｑＩ琶包判

Etiquette O11コ曽豊

ＳｅｎｓｅｏｆＯｒｄｅｒ 豊川ヨムl

ConsiderationtowardEl210II［H琶ＵＨ副

others

Abil碇ｙ告雪

CuItu燈11舵呈動些窒

Livingenvironment邑蟹邑召

Leisure Olフト

Truth国営

Prestiage gO11

Antiques 琶塞書

BibIe 包召型

Dnnkandcigarette 含，ｇＵＨ

Ｏｎｅ.ｓｖａｌｕｅｓ フトズl召

Humanity巴暫包

Dream 召

ＰｅａｃｅｏｆｍｉｎｄＯ}号ｇｌｇ劃

NaturaIenvimnmentスト国警召

BeautifUlworldOﾄ豊ｑ皇Ａｌｌざ

Success 包吾

MarTiage 琶喜

Stabilityoflif℃巴琶呂些琶

CoIleague 号豆

Harmony between早早卦営

husbandandw脆

Ｌａｎｄ召

Mobilephone 塾三書

certificate スト雪害

Bloodrelation 留巴

Separationofwaste 坐２１|フｌ呈己I

CulmraIasset呈劃弄世

号
２
３
４
５
６
７
８

番
３
３
３
３
３
３
３

ラベル

Family

HeaIth

Sonsanddaughte庵

Money

Freedom

Parents

SeIf

Friend

House

Occupation

Happinessof命mily

HealthoffamiIy

WifeOrhusba､。

鵜
１
２
３
４
５
６
７
８
９
旧
洲
旭
個 刀。〒’

二
「
召
Ⅱ

望
ご
巴

旨
ｇ
劃
信

奉
「
き
目
昇
里
“
早
副
「
望
ま
「
室
「
山

刀
ご
刃
匡
乃
早
刀
型
手
到
刀
升
叫

自由記述におけるカテゴリー番号とラベルの対応表（Ｑ３８）

４
５
１
１

Ｋｎｏｗｌｅｄｇｅ 刀△ｌ

Ｌｏｖｅａｍｏｎｇ粕miIyフ}雪ごｇｌＡﾄ雪

members

Belief望号

Borthers 碧刈

Ｇｏｄ計呈旨

SociaInetwork凹叫

TheperfectiOnofselfストＯﾄ昌邑

ReIigiouslifも害皿竺豊

ReIationshipamong人｝言動ｇｌ習うll

peoples

Socialstability人}劃曾召

Automobile 刀号ｊｑ

ＲｅａｓＯｎ ＯＩ包

RelaxationOflife些曾ｇｌＯ１昇

MoraII舵ｔｌﾄ昌竺蟹

NationaIweII-being ヨフトgg

ReIatives a型

Providingfbrone'ｓｏＩｄａｇｅ生草豊xl

ActingaccordingtoOne，s士型烈置醤

conviction

６
７
８
９
０
１
２

１
１
１
１
２
２
２

３
４
５
６
７
８
９
０
１

２
２
２
２
２
２
２
３
３

９
０
１
２
３
４

５
６
６
６
６
６

２７５



7０

７１

ラベル

NationaIweaIth

MentaIatt仕ude

Future

Honesty

Edueati⑨nofg

dau8dlters

MuU』aIaid

Successionofl

etiquette

Sincer忙ｙ

号
３
４
５
６
７
８

番
７
７
７
７
７
７

ラペル

MentaIpower

StabilityOfpOI牝ics

Conscientiousness

Nei帥bors

ReIatives

Travel

ｕ己I早き

０}号フト召

０１２Ｈ

習型

and乃固ｎ号

琶凶弓

習えＩ曾習

普包

01妄

凹型

０１劃

Ｓｏｎｓ

号
５
６
７
８
９

番
６
６
６
６
６

越早越王

oftraditional塞ぎ011ヨスlヨ畳 998None

999Don，tknow/Notanswerxlヲ|差望

7２ 包豊

2応



４
５
６
７
８
９

５
５
５
５
５
５

霊
１
２
３
４
５
６
７
８
９
ｍ
Ⅷ
吃
掴
拠
帽

番号ラベル

３５Computerprcgrammer

ラペル

Teacher

Marketing

Netwo水Marketing

Freelancer

Anindependententerprlse

Lawyer

Theconstructionindustry

Cook

President

CEOofdepartmentstore

Pr◎fBssor

SociaIwelfarework

Medicaldoctor

Lecturer

CMcactivist

包些旨

0ﾄｦ{ｌｇ

ｑ巳xlAﾄ圏

旦己|圏州

人ﾄ２１(ｽﾄｇｇｊ）

圏重人｝

ご雪習

豆己1人ト

ロ1号言

叫劃召劃き

辺今

人}劃暑ス|人｝

到人ト

召人ト

人'四目測

呈吾フト

人}型到フト

吾早型

到フト

召人ト

若圏

ロブｑＯｌＬｇｌ

望霞フト

召墨

凹召人｝

君弄日皇三コ

２１１０１

訟重人ト

邑召型

凶スｌＬｌＯＩ

皇号包今

Ａｌｌ雪士

署ス1人ト

包引人ト

雲早包今

呈己l雪スト

早号＆害ﾌIIg

叫生号

gl弄刈ｇ召

号△l苔

雪晋習

Ｈ召人｝召

UIH

OIl含フト

早己l呈劃

望己|琶型圏

劃人ﾄ包

苧早

憂ﾌﾄﾌ{ｌ

ﾌﾄ０１三

号Ｑｐ｝

副０１里刀｝、ｌ呈

琶

ｇ早き岳９

国呈到

召重包

叫Ａｌｌ刈己Ｉ笠

呈ｇ

常人|日皇g

tjH琶包上'’

三９

６
７
８
９
０
１
２
３
４
５
６
７
８
９
０
１
２
３

３
３
３
３
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
５
５
５
５

Numse

PracticaIaffairs

Engmeer

AthIete

しaundry

SocialweI佑rBwork

Herbdoctor

FbOtbaIlpIayer

Physicist

Realestatebroker

PhysicaIIabor

FashionfTanchise

Restaumnt

ThepubIishingbusiness

ManagerOfbOokstore

Secretary

Artist

PRofKoreancuIture

６
７
８
９
０
１
２
３
４
５
６

１
１
１
１
２
２
２
２
２
２
２

PhotOgrapher

CMlservant

Writer

Prosecutor

AgricuIturB

Designer

SpeciaIistinlaw

GeneraI

Optician

自由記述におけるカテゴリー番号とラベルの対応表（Ｑ３９ａｂ）

０編cework

Housewifも

Managerofflowershop

TOuristguider

Musician

ManagerOfIivecaf？

Engineerinconstructionindustry呈雪フ|壷人｝

Deliveryserviceofchinese害署召ＵＨ冒習

restau砲nt

Accounting 召己l包早

Judge 晋人｝

CIergyman 号AI

Officework人}早耳

Sweeper 塾召０１劃劃

PoIiceman 召営

Leaseindustrygm宮

Reporter フ|スト

０
１
２
３

６
６
６
６

ManagerofbiIIiardhall

Prof℃ssionaIwork

Bodyguard

７
８
９
０
１
２
３
４

２
２
２
３
３
３
３
３

Managerofaccessoryshop

４
５
６

６
６
６

ManagerofflshingpIace

PIumber

SoIdier

277



122

ラベル

InterprBter 暑雪人ト

ServiceindustryＨＵｌ全圏

Ownerof始rｍ 苦き苧g

ProductivewOrk型世到

WeIder 号召吾

SpeciaIistinartOl含型呈フト

Teacherofkinde屯arten 昇jtl琶皿人ト

Dentist jtl到旦１人ト

Priest u早呂

Politician 習えI巴

Potter 星Ollコト

Gardener 塾011フト

TechnicaIservice フ1着g

OneWhoservesthepublicat号人トスト

Iarge

Workinpress g唇g

Managerofkindergarten 昇剣劃劃き

F1orist 琶呈副全三

MinisteroftheMinistryofＨｏｍｅＬＨ早早召召

AHairs

SOcialweIf怠rｅｗｏｒｋ人}劃人｝目フト

Interiordesigmer g日l副０１ロブｑ

Ｏｌｕ

ＭＯｄｅＩ里豊

ChUrchman 包到ﾌq

FashioncOordinator 玉ｐｕｌＯｌ日

Hairdesigner 制０１口〕ｑＯｌｕ

Ｏｗｎｅｒ､oflinenandcottonstore呈暑召苧ｇ１

Ｖｅｎ也氾businessman 凶対人ﾄ圏フト

Managerofi就eriorshop gEIl副０１響召

ﾌﾄｺ{1塁ｇ

Ｎｕｎ 今日旨

Ｄｉｐ１ｏｍａｔ 副辺琶

ＯｗｎｅｒＯｆｆ泡shionst。” 美ﾌﾄﾌ{１人}召

TransIationfiPeeIancer 凶雪皇己I圏AI

Painter 劃フト

Rrefighter ll9ql翌

番号ラベル

１０２HOspice

乃
朴
豊

凶

召
Ｉ

」
官

凹
刀
州
凹
雪
巴
邑

乃
人

ｇ
ご
冒
巨
口
山
割

早
川
望

酬
玉
川

》
割
罪
》
岨
今
．
『
早
号
函
「
暑
獣
堅
塾
ｕ
副
州
包
則
例
日
圏
乃
側

包
“
劃
川
習
Ｘ
列
呈
外

召
色
ヨ
△
０

蟹
包
冒
召
巴
刀
巴
包
早
早
辺
企
重
剛
叫
王
野
図
書
叩
叫
＆
口
刃ｅ油

１０３

１０４

１０５

１０６

１０７

１０８

１０９

１１０

１１１

１１２

1１３

１１４

１１５

１１６

１１７

１１８

１１９

１２０

Businessman

CEO

Entertainer

Singer

ACtor

RadiOactor

Realestateinvestor

Owneroftradingcompany

Educa価onaIbusiness

Firefi帥ter

HOtelmanager

PiIot

Announcer

SculPtor

Pharmacist

WOmanCEO

Jobconceringfashion

Make-upartist

１
２
３
４

８
８
８
８

8５

８６ l21Industrialdesigner

号
７
８
９
０
１
２
３
４
５
６
７
８
９
０

番
６
６
６
７
７
７
７
７
７
７
７
７
７
８

SociaIwe晦rBworkerf℃r

disabIed

Pmfessionaltechnician

HoteICEO

Owner-drivetaxi

VocaIist

FinanciaIconsultant

OwnerofbaiIonstore

７
８
９
０
１
２
３

８
８
８
９
９
９
９

３
４
５
６
７
８

２
２
２
２
２
２

１
１
１
１
１
１

圏呈フl含到

重豊召ｇｽﾄ

ﾌ11巴興人ｌ

包ｇｐＩ

弓号劃包目巨

吾包フトフ１１苧

ｇ

響召呈号フト

副雪刀

呈召人｝

]1８１望jWI

劃き

鯛
妬
蛎
卯
皿
血

1２９

１３０

１３１

１３２

EnvirOnmentaIactivist

Scientist

Driver

CEOOfgameindustrycompany

278



1５５

１５６

１５７

１５８

１５９

１６０

ラペル

Appraiser 召召習う}人}

Veterinarysurgeon 今到人ト

ArcheoIo副sｔヱヱ聾乃

Fashiondesigner gl包口刀ＯＩＬ:l

Counselor ざ冒人ト

Missionary 邑辺ムト

Architect ご善フト

Distributionindustry昇号gj

CEOofcOnstructiOncompanyご雪自jiIl岳

g

OperatOrofheavyequipment吾琶廿ｌ皇国

TheOreticaIphysicistOl屋号己|雪スＩ

Ｃｒ忙ｉｃｏｆｍｏｖｉｅ ｇ劃聖書フト

SchoIar 雪ﾌq

Navigationofficer 営訓人｝

Comedian フHコ凶

Directorofcompany 人}gjjMl吾雪

Stewardess 全昇０１口△

ＪＯｂｃＯｎｃｅｍｉｎｇｄａｎｃｅ 苔、召邑望

Ｐｈ､Dofpsychology 包己l雪野人ト

WeddingcOnsuItant豊塁ざ９人｝

Ｓｋｙｄｉｖｅｒ △ヲｌＯｉｑＯｌ出

ＪｏｂｃｏｎｃｅｍｉｎｇｃＯｓｍＯｓｓｔｕｄｙ早手臼早ＯＩｌ琶

琶受

Fundmanager 圏三０IILlXI

EventindustryOl凶巨人|圏

JeweIrydesinger 里曇口刀o1u

LeisureindustryeIlXI＆望

Congressman ヨ劃９１劃

EIectricalmanu砲cturing＆フ｜劃人ト

company

Pianist moﾄＬｌ全巨

Leaderoftheweak士別スl善ヨ

ス|呈乃

Ｔｈｅｗｏｒｋｅｒｏｆｄ浦cult・dirty3Dgj害到

industry 三里ﾌq

Carracer ヲ}副０１ﾉ．

番号ラペル

１６５ManagerofsmaIldrinkshop

l66ProfessionalgoIf℃r

l67Producer

l68Scientificservant

l69Publicwork

l70KoreantraditiOnalsinger

l71Licensedtaxaccountant

l72SecuritydeaIer

l73Guard

l74PhDofIiterau』re

l75DeveIopmentOfnewmec

appIiance

l760wneroftraditionaltea-shop

ラペル

ManagerofsmaIldrinkshop 皇召ロト剣皇g

ProfessionalgoIf℃ｒ 皇呈雲m

Producer PD

Scientificservant到雪吾早劃

Publicｗｏｒｋ吾吾己呈

KoreantraditiOnalsinger 土己l聖

LicensedtaxaccountantAIl早人ト

SecuritydeaIer 吾琶フト

Guard召UI

PhDofIiterau』ｒｅ Ｏ１呈劉当人ト

DeveIopmentOfnewmedicalgl豆望刈筈ｇｌ２
３
４
５
６
７
８
９
０
１
２
３
４

４
４
４
４
４
４
４
４
５
５
５
５
５

１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１

ﾌH雪

国星奨召

呈冒スト

ＣＰＡ

昌皇召呈ｇ

Ｏｌ舎皿人ト

乃号剣吾ＵＩ

フl含乃・

望ＬＨご書留乃

智里劃

き己1人ト

ノH1早劃刈人Ｉ

△旨

君弄日．EH型

口スト０１ｕ

剛フｌｇｊ善今

召剛雪叫人ﾄ

ｦﾄ皇Ｃｌ皇

国岳フト

人ﾄ号人ト

君弄日召呈

凶刀ＬｌＯ１

到琶型呈フト

昇xl室ＵＨ早

主号雪亙皿人ト

望讐人｝

1７７

１７８

１７９

１８０

CertifiedpubIicaccountant

OwnerofgoIfcourse

TeacherOfart

Carmechanic

1８１

１８２

１８３

１８４

１８５

１８６

Interiorconstruction

spy

Constructionsupervisor

Cert流edpubIicaccountant

Monk

Computergraphicdesigner

番号

１３３

１３４

１３５

１３６

１３７

１３８

１３９

１４０

１４１

1８７

１８８

１８９

ＣＥＯｏｆＩａｒｇｅｃｏｍｐａｎｙ

ＰｈＤｏｆｅｃＯｎｏｍics

ProfessionalincaraudiO

l90Breeder

l91Engineerincomputer1６１

１６２

1９２

１９３

１９４

１９５

ForeignexchangespeciaIist

MusicaIactor

ElementaryschoO1teacher

Nutr忙ionist

1６３

1６４
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238

ラペル

Ｐｏｅｔ人l21

Directorofassociationｏｆ苦・01冒曽号王

番号

２２９

２３０

２３１

２３２

２３３

ラベル

BasebaIlplayerO卜早包今

PadukpIayerUﾄ号フト

Commentator g害フト

Ｔ圃dingindustry早雪gj

InfbmationandIT自害

telecommunicationindustry

MiddIeschoolteacher 言号皿人ト

ArchitectDesigner ご葵包ス1人ト

Manageroforphanage ユ０ﾄ型包琶

Specialcormespondentinfbrei印副署皇叫包

country

CEOofconstructioncompanyご塁劃人ト

agricuiturBand5shen/

１９８TechnicianinagriculturB

199Technicianofcopymachine

営召

岩国フl含刀

異人Ｉ。’

今副圏刀

昌ス1人ト

０１２１

呂塑包

到響昌劃

害早

乃巴豆圏召

人ト

型呈ｕＱＩｇ

ス'三刃

営舎巴

早刈早

営劃日割

営舎響フト

雲＆圏

害皿包

圏琶

圏副人｝

引、含呈g

Ell全臣琶呈ｇ

ｄｇ雪呈

７言吾早塾

ﾌl告智

皇号召人ト

０
１
２
３
４
５

０
０
０
０
０
０

２
２
２
２
２
２

Designer

Fishery

Banker

ForeignexchangedeaIer

Countryman

Lecturerofnatu冠Itherapy

234

235

236

237

番号

１９６

１９７

人l召

皿暑刀

叫劉フ|含乃

割望呈凹

Xl冒刈人｝召

土弄里ストｇ望

望号到

苔型動到人ト

ム昇ｑ里呈冒

召冒乃

野人ト

害亙スl呈早

叫劃召人ﾄ召

里号塾ｎ人ト

６
７
８
９
０
１
２
３
４
５
６
７
８
９
０
１
２
３
４
５
６
７

０
０
０
０
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
２
２
２
２
２
２
２
２

２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２

Ｍ◎untaincIimber

L里der

Broad亜gter

Mailman

Memberofchorus

Writerinbmadcasting

Uvestockindustry

ReIi副onist

Judicialofflcer

Pate航ａｔｔｏｍｅｙ

Ｏｗｎｅｒｏｆｃｏ碇eshop

Ownerofrestaurant

Theworker

CMlServant

TechnicaIservice

LecturBrofspo枕ｓ

羽
如
馴
哩
招
“
拓
拓
幻
把
⑬
釦
馴

２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２

Educatcr

ScientistandtechnolOgist

SoIdier

CEO

ManagerofsmaIlbusiness

DaiIyjob

Psychiatrist

ManagerofsU』ｄｉｏ

ＣＥＯ

Ｐｈ､D

LeaderofreIigiOn

CEOofdepartｍｅｎｔｓｔｏｒｅ

Ｔｅａｃｈｅｒｏｆｎｕ鱈eryschOoI

998Ｎｏｎｅ

９９９Ｄｏｎ’tknow/Notanswer

Civilianattachedtothemil仕ary星早裂

T函nsportationindustry呈今g

TechnicianintelecommunicatiOｎ号＆フl舎到

Owneroforchard副今劃きg

Engineerinconstructionindustry臣雪フl含乃

Businessrcgardingthebringing里号人ﾄ圏

upthechildren

Resear℃her 臼早劃228
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1７

Q30(1)
３４

３８

１

１７

１３７

２

１８３

９９９

１７

１７

１８４

７７

７７

６９

１７

５５

６８

２

２

５９

２

１０８

３８

１８９

１３６

１３

４７

１８７

２９

１２２

３３

３６

１６

４７

８４

１

６０

１

７２

１９８

２０２

９９９

９９９

３８

２０６

８４

２０７

５１

６

１７

(2)

１

(3) １１測
調
煙
２
皿
皿
郷
却
１
迦
掴
１
ｍ
２
地
価
咽
、
哩
躯
班
１
１
閑
”
価
”
餌
拓
也
１
価
舶
畑
開
睦
睦
”
地
恕
２
迦
咽
卵
１
馴
蛎
価
籾
煙
羽

Ｑ １
０
４
浬

⑫
６
８
１

１
７
０
両

⑬
楯
６
１

Ｑ30(1)
９９９

７８

２８

３４

９９９

３８

１４５

１

９９９

７８

１２１

１２２

９９９

１

２

９９９

９９９

１０２

１

１０８

１６３

１３

９９９

９９９

９９９

９９９

９９９

９９９

９９８

１６４

３

１０

９９９

２８

９９９

１２３

１３

１７０

９９９

１

７８

９９９

１７

５０

１２０

４８

１

４８

６

９９９

(2)

8４

(3)

2９

＃
１
２
３
４
５
６
７
８
９
旧
川
旭
ね
脚
幅
帽
打
旧
旧
知
副
理
銅
湖
西
溺
幻
詔
鯛
釦
訓
亜
調
釧
弱
詑
諏
調
調
“
馴
哩
偲
糾
拓
輪
幻
佃
鞘
釦

＃
馴
艶
詔
弘
弱
弱
訂
卵
卵
釦
馴
砲
闘
餌
髄
硫
師
肥
的
加
両
氾
氾
刈
乃
乃
刀
氾
ね
印
刷
哩
鯛
餌
開
鯛
師
肥
鯛
卯
馴
躯
鯛
叫
妬
蛎
卯
兜
兜
畑

１
２
３
４
５
６
７
８
９
０
１
２
３
４
５
６
７
８
９
０
１
２
３
４
５
６
７
８
９
０
１
２
３
４
５
６
７
８
９
０
１
２
３
４
５
６
７
８
９
０

＃
０
０
０
０
０
０
０
０
０
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
５

１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１

1８０ １
３
帽
１

1５２

１０５

７
妬
５
１ 3８ 8４

1３７

６
罰

切
刀
１
糾
価
印
１
的
餌
伽

1３６

1２４

刀
肥
１
１
閃
価
舶
１

１
３
応
１

2９

問３０のサンプル番号(#)とカテゴリー番号の対照表

伽
”
煙
釦
加
、
鎚
加
旭
的
池
画

調
顕
弱
２
，

1１９

４８

７
渦

2８

1０５

１７９

１８０

4３ 2８

１７

１２１

１９４

５９

２

２３

１９９

２０４

配
蝿
ｍ
ね
餌

1６６

１1０２

１８１

200 1３６

１

３
３
１
１

4２ 3９

6９
１２

１２６

4２ 1１

８ 1２７ 6０

１
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1０２

(2)

１
２
３
４
５
６
７
８
９
０
１
２
３
４
５
６
７
８
９
０
１
２
３
４
５
６
７
８
９
０
１
２
３
４
５
６
７
８
９
０
１
２
３
４
５
６
７
８
９
０

＃
５
５
５
５
５
５
５
５
５
６
６
６
６
６
６
６
６
６
６
７
７
７
７
７
７
７
７
７
７
８
８
８
８
８
８
８
８
８
８
９
９
９
９
９
９
９
９
９
９
０

１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
２

(3) １１側
旭
佃
調
皿
而
伽
舶
弱
鋼
畑
釧
打
ｍ
ｌ
ｌ
掴
９
刀
網
１
４
画
”
髄
１
打
１
恕
価
調
価
価
ｗ
ｗ
ｗ
ｌ
恕
硫
姫
２
個
皿
価
恕
岬
劉
畑
咽
佃
畑

(2)
1００１

２
３
４
５
６
７
８
９
０
１
２
３
４
５
６
７
８
９
０
１
２
３
４
５
６
７
８
９
０
１
２
３
４
５
６
７
８
９
０
１
２
３
４
５
６
７
８
９
０

＃
０
０
０
０
０
０
０
０
０
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
５

２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２

(3)
８

Q30(1)
９

３４

１３６

９９９

９９９

１６２

５２

９９９

１

１７

２０３

９９９

１３

１９

２０８

７２

９９９

２１３

２１４

２８

４３

３４

１７

１７

１３８

１３２

１７

１２２

９９９

１３４

１３５

９９９

１３

１３

１７

７２

９９９

９９９

９９９

８４

１３８

１４０

１３６

１４３

２

９９９

７７

１４６

９９９

１３

１
２
３
４
５
６
７
８
９
０
１
２
３
４
５
６
７
８
９
０
１
２
３
４
５
６
７
８
９
０
１
２
３
４
５
６
７
８
９
０
１
２
３
４
５
６
７
８
９
０

＃
５
５
５
５
５
５
５
５
５
６
６
６
６
６
６
６
６
６
６
７
７
７
７
７
７
７
７
７
７
８
８
８
８
８
８
８
８
８
８
９
９
９
９
９
９
９
９
９
９
０

２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
３

(2)（３）

９
０
５

訂
打
胞
舶
２
打
打
鯛
弱
卵
個
１
２
１
２
２
２

１
１
１

2０１
１ 5９ １

１

１ 2９

1１１

１３

205

1５８ ２

６２3４

９
８
幅
７ 1０８

Q30(1)
９９９

９９９

９９９

９９９

３４

９９９

１３

２９

１５３

１５４

１５５

９９９

３６

７２

１３１

９９９

１１３

８４

４２

２９

２８

９９９

１８

４

９９９

５６

９９９

４８

１４６

１

１

３４

６０

１９７

７２

１７

１６７

２０９

６５

１２２

９９９

１１２

２１１

４８

１７０

１３

１０８．

９９９

１２２

１２０

7２

1２６

８

1２１

１００2９

８
２

7３
1９５

６
６
７

杓
ね
１

1９３ 4７

８
８

掴
６
４

１

３
幻
２
両
２

４
１
１

1２２

２１０

２１０

１０５
２
０
４
８

Ⅷ
胞
脚
２ １

７
脚
４

7６

２９ ９
３
９

Ｍ
１
４
２

１

９
鋼
３
１

1３８

２１２

1２０

２
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5８

＃

３０１

３０２

３０３

３０４

３０５

３０６

３０７

３０８

３０９

３１０

３１１

３１２

３１３

３１４

３１５

３１６

３１７

３１８

３１９

３２０

３２１

３２２

３２３

３２４

３２５

３２６

３２７

３２８

３２９

３３０

３３１

３３２

３３３

３３４

３３５

３３６

３３７

３３８

３３９

340

341

342

343

344

345

346

347

348

349

350

(3) Q30(1)
１６８

１６９

４７

１

１６９

１１

１２６

４８

１２１

１３

５７

１

１７

１３６

５１

４８

１７

６４

２９

９９９

９９９

７２

１

１２

９９９

１

１７

７８

９９９

１２０

１２２

６８

１

１８８

２９

９９９

９９９

９９９

１９１

９９９

９９９

９９９

２９

２９

２９

１

３４

１

２

１

(2)
4８

(3)

１
２
３
４
５
６
７
８
９
０
１
２
３
４
５
６
７
８
９
０
１
２
３
４
５
６
７
８
９
０
１
２
３
４
５
６
７
８
９
０
１
２
３
４
５
６
７
８
９
０

＃
５
５
５
５
５
５
５
５
５
６
６
６
６
６
６
６
６
６
６
７
７
７
７
７
７
７
７
７
７
８
８
８
８
８
８
８
８
８
８
９
９
９
９
９
９
９
９
９
９
０

３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
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２

３
３2９

223

１１“
３
花

1７ 7８ 260

３

１３８

１９

2

272

233

233

８４

１２

２６６

２７１

228

2９

２９

272

６
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９
４
６

２
３
３

(3)Q30(1)
１３８

１７

１

１２０

４

１３１

１
８
８
１

個
７
４
５

１１く
７
４
調
打
Ⅱ
釧
価
打
恕
、
配
卯
却
而
而
打
却
却
恕
躯
調
１
恕
迦
氾
恕
１
９
３
幻
２
佃
馴
卵
４
砧
卵
創
釧
弱
旧
加
個
乃
１
幻
胆
力
１
氾

卯
１
６
１

Ｑ (2)
1３８

１７

２３６

１３６

(3)Q30(1)
９９９

４

９９９

９９９

９９９

２６

２７４

２７６

９９９

１４３

１３７

１６２

１３７

９９９

２０７

２４９

９９９

１７

９９９

９９９

１

２６

４２

１１

９９９

９９９

１７

９９９

２４１

２５３

２３７

１７

３６

７８

２４１

１７

１７

４

１

１３６

２

４８

１７

１７

２２３

５１

１７

１７

１７

１７

(2) ＃

1００１

１００２

１００３

１００４

１００５

１００６

１
２
３
４
５
６
７
８
９
０
１
２
３
４
５
６
７
８
９
０
１
２
３
４
５
６
７
８
９
０
１
２
３
４
５
６
７
８
９
０
１
２
３
４
５
６
７
８
９
叩

＃
５
５
５
５
５
５
５
５
５
６
６
６
６
６
６
６
６
６
６
７
７
７
７
７
７
７
７
７
７
８
８
８
８
８
８
８
８
８
８
９
９
９
９
９
９
９
９
９
９
０

９
９
９
９
９
９
９
９
９
９
９
９
９
９
９
９
９
９
９
９
９
９
９
９
９
９
９
９
９
９
９
９
９
９
９
９
９
９
９
９
９
９
９
９
９
９
９
９
９
１

＃
ｍ
皿
鯛
“
砺
叱
切
肥
明
旭
Ⅷ
勉
個
脚
幅
澗
打
把
灼
加
創
浬
泌
四
頭
恥
幻
配
羽
釦
訓
亜
調
釧
妬
銅
諏
調
調
㈹
馴
狸
偲
糾
幅
輪
幻
拓
鞘
釦

９
９
９
９
９
９
９
９
９
９
９
９
９
９
９
９
９
９
９
９
９
９
９
９
９
９
９
９
９
９
９
９
９
９
９
９
９
９
９
９
９
９
９
９
９
９
９
９
９
９

1２２７

1３７２
仰
馴

１

１

２４２

240

243

241

240250 251

(2)
1７

８
釘

9４ 2４１ 4２ 2９

７７

１３８

２３８

１２６

４８

１

１７

２３９

１

１３８

１ 5７

2９

１２

１７

１

１ ５
５
１
４
１
２

６
５
７
７
８
１

１

７５

２９

２４４

１３８

６４

１２６

１

１３７

51

245

246

247

8２

１３

5７

１ 5５

７
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２

１１く

８

８
１
１
１
哩
１
１
１
２
２
１
１
３
２
吃
１
４
１
２
２
３
３
３
２
副
１
１
３
弱
１
１
１
９
１
１
２
１
２
２
２
弱
１
６
２
１
１
妬
７
４
１
１

３

９

Ｑ １値
４
４

＃
１
２
３
４
５
６
７
８
９
㈹
Ⅷ
旭
個
脚
帽
帽
打
氾
旧
加
創
塑
銅
劉
窃
溺
幻
鍋
鯛
卯
釧
狸
銅
鋼
弱
詑
諏
鎚
調
棚
馴
狸
偲
“
妬
㈹
幻
杷
偲
釦

(3) ｊｌく８
３
３
幻
２
２
２
１
１
１
１
１
１
１
１
訓
柵
２
２
２
１
２
１
７
１
１
２
１
２
１
ｍ
型
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
２
１
１
２
３
３

３Ｑ＃
馴
砲
記
馴
弱
死
釘
詔
弱
釦
馴
砲
闘
餌
砺
髄
師
開
明
加
荊
池
氾
刈
乃
乃
力
氾
沌
即
馴
艶
鯛
“
開
閉
師
卵
鯛
卯
馴
躯
卵
叫
妬
卵
卯
卵
兜
畑

１２
２
２
２

く １３
４
４

く １１弧
旭
１
２
３
型
２
幅
１
１
副
２
枢
３
３
１
７
１
６
１
２
桐
１
３
訓
２
３
３
銅
副
１
１
２
１
１
１
６
１
１
２
咽
１
廻
２
１
３
枢
２
１
１
１

１

Ｑ (2)

２

１
２
３
４
５
６
７
８
９
０
１
２
３
４
５
６
７
８
９
０
１
２
３
４
５
６
７
８
９
０
１
２
３
４
５
６
７
８
９
０
１
２
３
４
５
６
７
８
９
０

＃
０
０
０
０
０
０
０
０
０
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
５

１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１

(3)

４

１ ４

1６

狐
１
２
鋼

４

2２

２

胴
４４

個

４ ８
個1３

１１
４
１
１
５
Ⅱ
４
４
３

２

４
４
４
２
２
３
４

１

８

２
２

問38のサンプル番号(#)とカテゴリー番号の対照表

２
５
１
２
１
４
１

２
加
加

1１

２

配
４副

７
４
加
副
４

４
４ ３

４
４
２
釦
２
咽
３

２

２９4３

４
２
２
２
２
２
ｍ
２
別
２

１
４
３
渦

４
１
幻
４
４
４
４

1０

亜
亜
１

０
０
１
１６

打
3２

４

２

鋼
４

２ 1０

６
４

１ 3３

3２

２

２

１
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２
２

(2) (3) (2)
４

(2)
２

(3)１１く８
１
２
枢
２
１
１
１
１
１
２
１
１
硯
１
１
２
１
１
加
４
㈹
２
相
１
釦
１
把
糾
２
１
１
妬
２
４
１
羽
１
枢
１
１
１
１
２
３
４
２
１
１
２
１

３Ｑ (3) １１く８
１
１
㈹
㈹
３
副
１
１
１
１
３
魂
１
２
１
２
６
７
型
１
副
１
１
１
旧
１
２
１
Ⅷ
２
２
１
旧
１
１
２
６
魂
２
２
１
弱
７
１
４
２
１
１
６
１

３Ｑ

１
２
３
４
５
６
７
８
９
０
１
２
３
４
５
６
７
８
９
０
１
２
３
４
５
６
７
８
９
０
１
２
３
４
５
６
７
８
９
０
１
２
３
４
５
６
７
８
９
０

＃
５
５
５
５
５
５
５
５
５
６
６
６
６
６
６
６
６
６
６
７
７
７
７
７
７
７
７
７
７
８
８
８
８
８
８
８
８
８
８
９
９
９
９
９
９
９
９
９
９
０

１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
２

１
２
３
４
５
６
７
８
９
０
１
２
３
４
５
６
７
８
９
０
１
２
３
４
５
６
７
８
９
０
１
２
３
４
５
６
７
８
９
０
１
２
３
４
５
６
７
８
９
０

＃
０
０
０
０
０
０
０
０
０
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
５

２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２

１
２
３
４
５
６
７
８
９
０
１
２
３
４
５
６
７
８
９
０
１
２
３
４
５
６
７
８
９
０
１
２
３
４
５
６
７
８
９
０
１
２
３
４
５
６
７
８
９
０

＃
５
５
５
５
５
５
５
５
５
６
６
６
６
６
６
６
６
６
６
７
７
７
７
７
７
７
７
７
７
８
８
８
８
８
８
８
８
８
８
９
９
９
９
９
９
９
９
９
９
０

２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
３

４
４
１
８
１

⑩
旧
４

１２

１1０ ４

4１ ２
ｎ
２
ｍ
２
２
弱
２

、
４
４
１
加
加

８
８

８
網
８

２
４
１

４
４
２

８
４
４
１
２
６

伽
４

1０

１
８
４
１
１
８
８

２

㈹
１
，
１
２

１１狐
２
岨
２
２
２
６
２
１
荊
施
１
鋼
１
幅
１
蝿
西
２
輪
２
１
３
岨
４
１
１
１
１
１
旭
把
２
１
１
１
２
型
１
１
７
１
１
１
４
１
１
１
１
１
１

Ｑ

妬
４
２
栂
加
調
旧
諏
１

１

１０

２

０
０
１
１

４

１

１
１ 1０ 3８

２
１
２
２
旭
１

１
４
８

１ ４

２
ｍ

1０

６ 4０

４ 1６

２ 1０

４ 2２ 1０ ２

㈹
２
５
加

２
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(2) (3)＃
、
哩
鯛
“
砺
砺
、
肥
的
加
川
旭
渦
脚
帽
佑
而
旧
灼
加
創
迦
調
劉
西
蛎
幻
犯
調
卯
訓
犯
粥
釧
妬
銅
諏
犯
調
仰
馴
狸
偲
糾
妬
拓
幻
偲
偲
釦

３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３

１１狐
１
鋼
別
別
１
１
１
１
２
１
狸
２
１
２
１
１
４
７
１
２
１
７
咽
１
２
１
６
２
１
垢
１
１
１
１
１
３
１
２
１
１
１
１
１
詑
帽
１
１
１
１
１

Ｑ (2)
２

１０

(3)
２１１

２
３
４
５
６
７
８
９
０
１
２
３
４
５
６
７
８
９
０
１
２
３
４
５
６
７
８
９
０
１
２
３
４
５
６
７
８
９
０
１
２
３
４
５
６
７
８
９
０

＃
５
５
５
５
５
５
５
５
５
６
６
６
６
６
６
６
６
６
６
７
７
７
７
７
７
７
７
７
７
８
８
８
８
８
８
８
８
８
８
９
９
９
９
９
９
９
９
９
９
０

３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
４

１１く８
２
１
２
２
７
７
１
１
鍋
川
１
１
焔
１
１
１
１
２
個
１
１
１
１
２
２
２
１
罰
１
１
１
１
１
１
哩
１
１
１
１
１
２
鯛
１
１
１
２
７
２
３
１

３Ｑ (2)
１

(3)＃
仙
哩
姻
姻
価
伽
如
畑
姻
加
州
嘘
細
細
怖
怖
如
畑
細
郷
姻
煙
怨
哩
唖
畑
切
挫
哩
細
卿
唖
“
蝿
続
報
卿
唖
細
細
州
鞭
蝿
哩
蛎
蝿
仰
蝿
報
知

９

２
１
１
１
１
１
９
１
１
３
吃
旧
１
１
枢
１
旧
１
型
３
１
銅
３
１
１
１
１
２
４
１
旧
１
１
１
１
醜
２
２
１
２
１
４
２
１
釦
１
１
魂
１
２

９

旧
４4３

２

２
０
１
１

4４

2５

３４

1０ ２ ８

１

4８

１
２
加
溺

1７

４

４
２胴

８
１
掴
２

Ｑ38(1)

1２

1０ 旧
２

3３

２
２
１
鋼
２
１
ね

２

２
２
個
２

1０

１

3３ 1０

２

２
１
記
１
２

４
１
８

魂
８

お
加
配
４
“

８
２
羽
躯
開

４
銅
４

１

４
３
４
６
１
花

２
“
佃
打
４
４

２
２
型
１

型
１
２
４

２
８
㈹
肥
４
７

３
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1０

１
２
３
４
５
６
７
８
９
０
１
２
３
４
５
６
７
８
９
０
１
２
３
４
５
６
７
８
９
０
１
２
３
４
５
６
７
８
９
０
１
２
３
４
５
６
７
８
９
０

＃
５
５
５
５
５
５
５
５
５
６
６
６
６
６
６
６
６
６
６
７
７
７
７
７
７
７
７
７
７
８
８
８
８
８
８
８
８
８
８
９
９
９
９
９
９
９
９
９
９
０

４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
５

②
７
掴
４
４
２
２

ｊ⑬
１
３
１
髄
４
４

ｊ捌
迦
１
Ⅷ
２
２
１
１
１
２
１
１
蝿
Ⅷ
１
３
１
１
幻
調
２
１
４
３
１
２
１
２
７
１
６
個
１
１
１
１
２
１
１
７
１
１
１
２
１
２
１
４
７
３
１

Ｑ

１
２
３
４
５
６
７
８
９
０
１
２
３
４
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５

２３

９９８

１

１３

３５

８４

９９８

８７

２１

５２

１

１

１

９５

３８

９９８

９７

１

１

１０５

６

７７

１０７

１

３０

１１０

９５

1

998

998

998

６

１１３

９０

１１７

１７

１７

１１９

１２０

９９９

１２１

６

１１８

１０６

３８

５

１

５

１１

９９８

９９８

９９８

８０

９９８

１３

１５２

４

８０

４２

6

999

998

１３

１

５

１２

１３

１３

１５７

９９９

９９９

９９９

９９８

１３５

１４５

８０

１０７

１１

９９９

９０

１３

９９９

１５１

９９９

３８

９９９

５

１７

９９９

９９９

９９８

２９

１３

９９９

９０

１３

１３

1３

１

１

３０ ５

1２９ 3４

2１ １ 8９ 9０

問39abのサンプル番号(#)とカテゴリー番号の対照表

9４

１２９

１０２

０
８
８

０
１
１

１

8０ ８
岨

1０３

８
２
㈹
５

6１

３１

３８

5９

１１ 1４７

２９

１３

３２

１１４

１１７

1３

１１

５
９
１
１
１

６
⑬

3６

1７

1０１ 3１

１

1３ １１2９

１
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1２３

(3)Q39b(1)（２）Q39a(1)（２）(3)Q39b(1)（２） (3)Q39a(1)（２）

１
２
３
４
５
６
７
８
９
０
１
２
３
４
５
６
７
８
９
０
１
２
３
４
５
６
７
８
９
０
１
２
３
４
５
６
７
８
９
０
１
２
３
４
５
６
７
８
９
０

＃
５
５
５
５
５
５
５
５
５
６
６
６
６
６
６
６
６
６
６
７
７
７
７
７
７
７
７
７
７
８
８
８
８
８
８
８
８
８
８
９
９
９
９
９
９
９
９
９
９
０

１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
２

＃
伽
哩
鯛
叫
鯛
叱
切
肥
明
加
Ⅱ
旭
旭
脚
幅
垢
打
旧
渦
加
副
型
塑
劉
西
躯
幻
躯
調
釦
訓
亜
調
鋼
弱
妬
諏
調
調
和
馴
哩
“
“
柘
柘
硯
把
偲
釦

１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１

１

１３

５

５

１

３２

１０１

１３４

９９９

１３

１００

１１

１

１１

１６

９９９

６８

１７０

６８

９０

９９８

９９９

１３

１７２

１３

１

８８

９９８

２１７

１５９

１１４

１９

１０４

９９８

３０

５

１

３５

１３４

１

９９９

８０

１２

１６４

２８

９９９

６６

１２

３０

１９

１３

１

５

９９９

１００

１

２０

５

９９９

１３

１

１１

１

１３

２９

９９９

９９９

９９９

１７１

９０

９９８

９９８

１３

３４

１３

１３

８８

１７

５

１７

１１４

９９８

９９８

１

９９９

７５

１

１８

１３

３１

９９９

８０

１６３

１３９

８８

１１

６６

１２９

３１

５

999

９９９

１

１１

１０１

７３

１６１

１

９９９

２９

８０

１

１７

２１７

３６

１

９９９

１３

３５

７６

１

１６５

９９９

８０

５

９９９

1

999

999

１７

１１

１５３

９９９

１１４

５

１５４

３０

１５６

６

５２

８０

４５

５

２２

３８

１１７

１

１３２

１２

６６

１３

９９９

１７

９９９

１０１

１３

９９９

１

９９９

２９

９９９

１

９９９

９９９

２０

８０

９９９

１３

３５

５

１

２９

８８

９９８

５

９９９

１

９９９

９９９

９９９

１１

１５３

９９９

３８

１７

９９８

１１５

１２

９９９

５２

８０

１

１

２２

９９９

１２

１

９９９

１２

６６

１

６
捌
加

６8０

6６

８
鯛
６
１

１７

１６８

1２ 9０ 6１

(3)

2２

１
１

１

1０５

1５８

1７

２０

５

2０

1０６

1００

１

旧
打１

副
価
亜 6６

１ 1２

１１1６２ ５

100 １

９２

２
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０
１
２
伽

Ｍ
ｍ
３
１

(3)Q39b(1)（２）

１
２
３
４
５
６
７
８
９
０
１
２
３
４
５
６
７
８
９
０
１
２
３
４
５
６
７
８
９
０
１
２
３
４
５
６
７
８
９
０
１
２
３
４
５
６
７
８
９
０

＃
０
０
０
０
０
０
０
０
０
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
５

２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２

(3) Q39a(1)（２） (3)Q39b(1)（２） (3)

１
２
３
４
５
６
７
８
９
０
１
２
３
４
５
６
７
８
９
０
１
２
３
４
５
６
７
８
９
０
１
２
３
４
５
６
７
８
９
０
１
２
３
４
５
６
７
８
９
０

＃
５
５
５
５
５
５
５
５
５
６
６
６
６
６
６
６
６
６
６
７
７
７
７
７
７
７
７
７
７
８
８
８
８
８
８
８
８
８
８
９
９
９
９
９
９
９
９
９
９
０

２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
３

１３

９９８

１４２

１７

９９９

１

８８

１１

７５

９９８

１

９９９

１２９

２０

１０１

２０

１３

６

６

１３

９９８

１１５

１２

９９９

９９８

１１

１１

９９８

６６

１１

２２

１

１２

２９

１３

１７７

11

999

998

998

２８

９９９

９９９

１９

１１４

９９９

９９９

９０

１

１

9９９

１４１

８０

１３９

９９９

５

９９９

１１

７５

５

１１

９９９

１１０

２０

１１４

１

１４８

１４８

６

５

９９８

１２３

１

９９８

１

１１

１

５

１７４

１７５

９５

１

３８

２３

１３

１７７

１１

１７８

３５

９９９

２８

９９９

５

１９

１１４

９９９

１７６

９０

１

６

１３

１３

９９８

９９８

８８

９９９

９９９

5

999

999

999

999

８０

２２

９９９

２８

７６

９９８

９

９９８

１１

５

１３

１

１７３

５２

９９９

１３

１４０

５

９９９

５

８６

５

９９９

１７

９９９

３８

１７

１

９９９

１４３

31

999

999

999

８０

９９９

３０

１

998

999

６

９９８

５

２２

９９９

９９９

１７

１９

２０

９９９

３４

３８

９９９

５

１６９

９９９

１

１

１６６

９９９

５

１

２１７

５２

１

１７

１４０

１４１

８０

５

３５

５

５

１７

９９９

３８

１７

１

１１４

１３

95

999

999

999

999

999

３０

９０

3２ ５

8８

９４

５

１ 1３

Q39a(1)（２）

1６７

6６

６６

1０１

１４６

６

6６

１９
３
９
１
１

1３

1３1３

１

1３1３ 2９

1９1９

2８2８

9０

３
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1３

１
２
に
８
(3)Q39a(1)（２）(3)(3)Q39b(1)（２）Q39a(1)（２）

１
２
３
４
５
６
７
８
９
０
１
２
３
４
５
６
７
８
９
０
１
２
３
４
５
６
７
８
９
０
１
２
３
４
５
６
７
８
９
０
１
２
３
４
５
６
７
８
９
０

＃
５
５
５
５
５
５
５
５
５
６
６
６
６
６
６
６
６
６
６
７
７
７
７
７
７
７
７
７
７
８
８
８
８
８
８
８
８
８
８
９
９
９
９
９
９
９
９
９
９
０

３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
４

＃
伽
哩
、
“
砺
叱
、
“
的
佃
捌
旭
ね
叫
幅
帽
而
旧
旧
加
副
浬
配
劉
溺
記
幻
配
調
釦
訓
蛇
銅
鋼
弱
詑
諏
犯
鈎
如
馴
狸
招
糾
柘
妬
幻
把
偲
釦

３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３

副
８
弱
銅
闘
魂
髄
Ⅲ
馴
釦
旭
卵
弱
１
１
卯
妬
加
恕
皿
１
哩
独
恕
哩
旧
雨
恕
岬
蝿
１
旧
１
恕
弱
蝿
沌
５
卯
蝿
噸
皿
砺
馴
皿
皿
加
卯
１
哩

１

１

２９

２９

２９

１２

１３

１１

１３

９９９

１２

９２

１

１３

１７

９０

５

６１

９９９

９９９

９９９

９９９

１３

998

999

998

６６

999

999

999

１３

１３

１

１

５５

９９９

３６

１０６

１９

９９９

６１

９９９

９９９

１７

９３

９９９

９９９

１３

９９９

９９９

５
５
観
迦
極
阻
却
卯
氾
帳
卸
配
髄
側
蝿
郷
甥
唖
唖
個
旭
卯
迦
班
班
５
旭
恕
卯
打
価
１
招
魂
打
”
川
咽
旧
型
唖
打
卯
郷
５
５
餌
乃
噸
旧

卵
１
卵
卵
卵
鯛
卵
鯛
１
鯛
諏
１
卵
”
１
鯛
”
１
卵
１
１
釦
班
皿
班
１
皿
打
卯
１
迦
皿
班
亜
１
”
Ⅲ
哩
旭
皿
恕
恕
皿
吃
５
卯
抱
５
郷
髄

９
６
９
９
９
９
９
９
１
１
９
９
９
９
９

7５

1２ 8８1３６ 9５

1３８

8０ １

(3)Q39b(1)

5２ 5２

１

1３０ １

２８

3２ 6７ 3６

6６

６

3２

１３

1２

１

135

１３ １ 3６

６

５ 1０１ 6６ 2９

４

298



1３

１３

(3)Q39b(1)（２）（３）＃
畑
唖
姻
姻
唖
“
仰
細
細
加
州
姫
姻
州
怖
怖
叩
畑
細
郷
佃
控
怨
怨
価
唖
切
唖
怨
細
細
唖
細
郷
価
紐
靭
細
細
抑
州
挫
細
報
蛎
蛎
岬
細
細
卿

Q39a(1)（２） (3)Q39b(1)（２）

１
２
３
４
５
６
７
８
９
０
１
２
３
４
５
６
７
８
９
０
１
２
３
４
５
６
７
８
９
０
１
２
３
４
５
６
７
８
９
０
１
２
３
４
５
６
７
８
９
０

＃
５
５
５
５
５
５
５
５
５
６
６
６
６
６
６
６
６
６
６
７
７
７
７
７
７
７
７
７
７
８
８
８
８
８
８
８
８
８
８
９
９
９
９
９
９
９
９
９
９
０

４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
５

(3)

1７

３９

１

１９

1

998

998

１

９９８

１３

９９９

１２

８０

１７

１３

１３

１３

５

１２２

１２３

１７

１２４

１２

９９９

１２７

１２８

９９８

３２

８０

９

９９９

１１

１４１

２３９

２３９

７５

２８

２３９

5

228

240

１３

６６

９９９

３０

１３

３２

１７

９９８

１３

１９

５２

５

１９

１９

１１６

９９８

１

３０

１３

１１４

１２

１２

２０

１３

６

５

５

９９９

５

３２

１２５

６

９９９

１２７

１２８

９９８

１

５

９９９

９９９

６

１９

５
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3り６

シンガポール

自由回答データの個別回答

問３０日本文化と聞いて、まず思い浮かべることは何ですか。（自由回答）

（サンプルNo.、回答）

ユＤ◎ｎＯｔｋｎ◎Ｗ

２ＤＯｎｏｔｋｎＯｗ

３Ｒｅｓｐｅｃｔ造Ｏｒｅユｄｅｒｓ

４ＲｒｔｉＳｔ

５Ｎ◎Ｃｕユｔｕｚｅ

６，．，，ｔｋｎＯｗ

７Ｋｊａ皇哩

８ＤｏｎＯｔｋｎ◎ｗ

９ＲａｃユａユｈａｍｌＯｎｙ

ﾕｏＲａｃユａユｈａｍｌＯｎｙ

ユユＲａｃｅｃｕユｔｕｒｅ

１２Ｍ．ｎｅｙ－ｎｏｍ◎ｎｅｙｎＯｔａユｋ

ユ３Ｃユｅａｎ＆ｇ工ｅｅｎ

ユ４ｓｉｎｇｌユＳｈ

１５０ｗｎＣｈﾕｎｅｓｅｃｕユｔｕｒｅ

１６４．土ｆｆｅｒｅｎｔ工ａｃｅｓユユｖｅｈａｚｍＯｎｙ

ｌ７Ｄ◎ｎ，ｔｋｎ◎Ｗ

l８Ｅａｔ

ﾕ９，．ｎＯｔｋｎｏＷ

２０Ｈａｴ、◎ｎｙ

2ユＭｕユｔユーェａ面ａｌｎａｔユ◎、

２２Ｔｈｉｎｋ◎置ｍｕﾕｔ土ｎａｔｉ◎ｎａユｒａｃｅｓ

２３Respectedcuﾕture．（ｇｉｖｅｓａユ。ｔ◎だrespect
－ｃ◎瓦わﾕｎｅｄｃｕﾕｔｕｒｅ）

２４Ｍｕユｔユーｒａｃｉａｌ

２５Ｕｎユｔｙ

２６Ｈａ工ｍＯｎｙ

２７ＭUユｔユーェarpう副１

２８Ｍuユｔｉｎａｔ土ｏｎａユｃＯｕｎｔｒｙ

２９Ｍuユヒユーｒａｃｅｓ

３０Ｕｎ土ｔｙ

３ユＭｕユｔユｎａｔｉ◎ｎａユｎａｔユ◎、

３２Ｌａｃｋ◎造◎ｒユｇﾕｎａユユｔｙ･風ｄａｐｔユュＥｅ辻。ｍ◎ｔｈｅェ
ｔｅｍｐｅｒａｔｅｃＯｕｎｔｍｅｓ

３３Ｒｅｓｐｅｃｔｆｕユｃ◎untry（Ｓｐ◎rerec◎gn土sｅ
◎thezscuﾕturesasweユユ）

３４Ｍuユｔユーエａｃｉａユａｎｄｆエユｅｎｄﾕｙ

３５ＭｏｄｅｒｎＣ◎ｕｎｔｚｙ〃Ｗｅｓｔｅｒｎユｓｅｄｃｕユｔｕｒｅ

３６Ｆａｍｉユｙ◎重ﾕｅｎｔｅｄｓｏｃｉｅｔｙ

３７Ｍuユｔユーｚａｃｉａ１

３８ＣＯＩＩＰｅｔｉｔﾕｖｅｅｎｖユｒ◎､ｍｅｎｔ
■

３９Ｓｉｎｇａｐ◎ｒｅａｎｓＯｎ１ｙｃａｒｅ６Ｕ.◎ｕｔｔｈｅユｒｇｏａユｓ

４０Ｓｉｎｇａｐ◎ｒｅａｎｓａｚｅｈａｒｄｗ◎ｒｋｉｎｇ

４ユＭｕユｔユーｒａｃユａユｈａ．ｍ．ｎｙｓｏｃユｅｔｙ

４２ｖｅｒｙｃＯｍｐユｔユｔ土ｖｅｓ◎ｃｉｅｔｙ

４３Ｍuユｔユーｒａｃﾕａユｃ◎uｎｔｚｙ

４４ＮＯｃｕユｔｕｒｅ◎だユｔｓ◎wｎ

４５，．ｎｏｔユ◎ｓｅｏｕｔｔ。◎ｔｈｅｒｓ

４６ｓユｎｇａｐ◎ｚｅａｎｓｗａｎｔｔｏｂｅＮｏ・ユゴＬｎｅｖｅｒｙｔｈﾕｎｇｓ

４７Ｃ◎mpetユｔｊｐｎａｍ◎ｎ９ｅｄｕｃａｔユ◎ｎ，ｎｅｅ《
quaユユｆｉｃａｔユｏｎ
４８Ｂ◎ａｓｔ置ｕユ

４９Ｍｕユｔユーｒａｃ土ａユｓ◎ｃユｅｔｙ

５０Ｐｅｏｐユｅユユｋｅｔ◎ｂｕｙ４Ｄ

５１ＣＯｍＰﾕｅｔユｔユｖｅｓ◎Ｃ土ｅｔｙ

５２Ｅｄｕｃａｔユ◎ｎｎ．ｔｅｎ◎ｕｇｈｔＯｓｕｒｖﾕｖｅ
●

５３Ｓｔｒｅｓｓｆｕユｓ◎ｃユｅｔｙ

５４ｓｅユｆ－ｃｅｎｔｒｅｄ

５５Ｇｒｅｅｄｙｓ◎cﾕｅｔｙ

５６Ｐｅ◎pﾕｅａｒｅｓｔｒａユｇｈｔｆＯｒｗａｒｄａｎｄｒｅａユユｓｔｉｃ

５７sユｎｇａｐｏｒｅｈａｓｎｏユｄｅｎｔｉｔｙ

５８ＴｈｍｋＯｆｔｈｅｍｓｅｌｖｅｓ趣ｒｓｔ

５９，．ｎｏｔｋｎ◎ｗ

６０Ｋﾕａｓｕ〃ｃｈｅａｐｇｒａｂｂｅｒｓ

６２Ｋｉａｇｕ

６３Contaﾕned（ユｉｓｔｅｎｔ◎gOvemment）

６４班ｏｎｅｙｃ◎ｕｎｔｒｙ

６５Ｍuユｔｉ－ｒａｃユａユａｎｄ垂。◎ｄｐａｒａｄﾕｓｅ

６６Ｋｉａｓｕ

６７ＭuユｔユーユユｎｇｕａｕｓｍｓＯｃﾕｅｔｙ

６８，．ｎｏｔｋｎｏｗ

６９ＬＯｖﾕｎｇａｎｄ carユｎｇ

７０ＢユユユｎｇｕａユユSｍ

７１Ｎ◎ｒｍｌｔｕｒｅ

７２Ｍｅｒ１ｉ◎、

７３ＮＯｔｈｉｎｇｔｈａｔｄｉｓｔユｎｇｕＳｈｅｓａＳユｎｇａＰ◎ｒｅａ配
Ｃｕユｔｕｒｅ

７４，．ｎＯｔｋｎＯＷ

７５ＭuユｔユーコEａｃｅｓ

７６ｍ笠ｅｒｅｎｔｒａｃｅｓユユｖﾕｎｇｔ◎ｇｅｔｈｅ工

７７ＭａｎｙｄユｒＥｅｒｅｎｔｒａｃｅｓ

７８Ｆ。◎．

７９Ｍuユｔユーｚａｃｅｓ

８０ＭuﾕｔユーｒａＣユａユｎａｔユ◎、

８１ＣＯｍｂﾕｎａｔユ◎ｎ◎だｄユ迂ｅｚｅｎｔｒａｃｅｓ

８２Ｍ土ｘｔｕｒｅ◎置ェａｃｅｓ

８３Ｍuﾕｔユーエａｃｉａユｎａｔユｏｎ

１



２

3０７

８４Ｍuユｔユーェａｃユａユｎａｔｉｏｎ
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Ｋ
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９０Ｋユａｓｕ

9ユＳｅユ置土ｓｈｎｅｓｓ

９２ｍｓｐユユｎｅｄｐｅＯｐユｅ

９３ＤＯｎＯｔｋｎ◎ｗ

９５Ｄｏｎｏｔｋｎｏｗ

９６Ｋ土ａｓ画室、

９７，．ｎｏｔｋｎＯＷ

９８Ｄｏｎｏｔｋｎ◎ｗ

９９ＪｕｓｔユＣｅ

ﾕＯＯＫｉａｇ⑪ｉｓｍ

ﾕＯユＲａｃユａユｈａｍｌ◎ｎｙ

ﾕ０２エ、ﾕｎｔａｔユｎｇｔｈｅｅｓｔｅｚｎ

ｌＯ３ＤＯｎｏｔｋｎｏｗ

１Ｏ４Ｎｏｔｗユユユユｎｇｏ工ｐｚｅｐａｒｅｄｔ◎ｗｚＯｋｈａｒｃ
●

ｃＯｚＴｐａｒｅｄｔｏＥＯｒｅユｇｎｅｒｗｏｒｋｅｒ

１０５Ｍ．ｎｅｙｆａｃｅ

ﾕ０６ｓユｎｇａｐ◎reanarequ土ｔｅｋﾕｎｄ

ﾕｏ７Ｈｅユｐｆｕユｐｅｏｐユｅ

１０８ＤＯｎＯｔｋｎＯｗ

ﾕ０９Ｗ◎ｒｋユｎｇｖｅｒｙｈａｒｄ

１１ＯＰｅｏｐﾕｅｈｅｒｅａｚｅｍａｔｅ型ａユユｓｔユｃ

ユユユＫｎｏｗａｂユｔｏｒｅｖｅｚｙｔｈｉｎｇ

ﾕｌ２Ｍａｔｅｚｊａｌ１．ｓｔ土ｃ

ユユ３Ｍａｎｙｎ．ｔｍａｒｍｅｄ

ｌｌ４ＧｅｎｅｒａユユｙａｒｅｎユｃｅｐｅＯｐユｅ

ユユ５ＫｉａＳｕ

１１６Ｔｈｅｃｈユユｄｚｅｎｎｏｗａｄａｙｓｖｅｒｙｄｉ錘ｅｒｅｎｔｆｒ◎Iｒ

ｍｙｔﾕｍｅ
1ユ７，．ｎＯｔｋｎ◎Ｗ

ユユ９Ｍａｔｅ軍月１ｉ､ｓｔｉｃ

１２０Ｈａｒｄｗ◎ｒｋユｎｇｐｅ◎ｐユｅｔＯｅａｒｎユユｖｉｎｇ

１２１ＨｅユｐＥｕユｐｅＯｐユｅｈｅｒｅ

１２２Ｇｅｔｗｅユユｗｉｔｈ◎ｔｈｅｒｒａｃｅｓユユｖｉｎ９ｔｏｇｅｔｈｅエ

ユ２３ＫｉａＳｕ

１２４Ｉｕａｓｕ〃 ｓｅユｒユｓｈ

ユ２５ＳｏｐｏｒｅａｎｓｔユユユｆＯユユ。ｗﾕｎｇｓ◎ｍｅｔｒａｄﾕｔｉＯｎａユ
ｂｅユユｅｆ◎ｒａｃｔユｖユｔｉｅｓユｎｔｈｅユェＣｕユtｕｒｅ

１２６ＴＯｏＩＩ過ｔｅｒユａ１ｆｓｔユｃ

ユ２７エｓａｗａｙｍｕユｔユｚａｃえａユＳＯＣユｅｔｙ

ユ２８Ｄｏｎｏｔｋｎｏｗ

１２９且ユユだ◎ユユ◎ｗｏｔｈｅｒｓダｎｏｔｃｚｅａｔユｖｅ
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８０ユＲｅｓＰｅｃｔｅﾕｄｅｒｓ

ｗ
ｗ
ｗ
Ｗ
ｗ
ｗ
Ｗ
Ｗ

◎
◎
。
。
◎
◎
。
。

極
極
、
睡
極
ｍ
ｍ
ｍ

・
上
、
亡
舎
亡
。
Ｅ
・
亡
・
亡
、
亡
・
七

０
０
０
０
１
０
０
０

、
ｎ
ｎ
ｎ
ｎ
ｎ
ｎ
ｎ

◎
。
◎
。
◎
０
．
。

《
Ｕ
《
Ｕ
《
Ｕ
ｎ
》
《
Ｕ
《
Ｕ
《
Ｕ
《
Ｕ

２
コ
》
４
《
。
《
ｂ
７
《
己
Ｑ
》

《
Ｕ
《
Ｕ
《
Ｕ
《
Ｕ
《
Ｕ
《
Ｕ
《
Ｕ
《
Ｕ

《
Ｕ
《
己
《
己
《
巳
《
巳
《
己
《
巳
《
Ｕ

8ユＯＲａｃユａユｈａ]ｍｏｎｙ

８ユユＲａＣユａユｈａｍｌ◎ny

8ユ２Ｒａｃユａユｈａｒｍ◎nｙ

8ユ３Raciaユhazmony（Ｄ準ferentraces＆

Ｃｕﾕｔｕｚｅユユvingtogethez）

８１４Ｍuユｔｉｎａｔｉ◎naユユｔｙ

８１５Ｕｎﾕquecuﾕtｕｚｅ
●

8ユ６Ｖｅｚｙｕｎユａｕｅ

8ユ７Ｍuユｔｉ－工ａｃｅｓユユｖ土ｎｇｔ◎ｇｅｔｈｅｚ

8ユ８Ｍuユｔユーｒａｃｅｓユユｖ土ｎｇｐｅａｃｅＥｕユユｙ

ｍ９Ｒａｃ土ａユｈａ工ｍＯｎｙ

８２０Ｒａｃﾕａユｈａｚｍｏｎｙ

８２ユＲａｃｉａユｈａ工ｍｏｎｙ

８２２Ｍuﾕｔｉ－ｒａ毎iａｌ

８２３ＲａＣｉａユｈａｍｐｎｙ

８２４Ｌ◎Ｓｉｎｇ◎ｕｚｃｕユｔｕｒｅ

８２５，．ｎＯｔｋｎ◎ｗ

８２６Ｄ◎ｎＯｔｋｎ◎Ｗ

８２７Ｎｅｖｅｒｔｈｉｎｋａｂ◎ｕｔ土ｔ

８２８，．ｎＯｔｋｎ◎ｗ

８２９Ｍ◎ｎ◎ｔ◎ｎ．ｕｓ

８３０，．ｎｏｔｋｎｏｗ

８３ユＤ◎ｎｏｔｋｎ◎ｗ

８３２Ｈ丘aid◎ｆユＯＳユｎｇｔＯ◎tｈｅｒｓ

８３３ＧﾕＯｂａユユｓａｔ土Ｏｎｓｏｃｉｅｔｙ

８３４Ｈａｴｍｏｎｙｓｏｃｉｅｔｙ

８３５Ｍuユｔユーｒａｃｉａユｓ◎ｃ土ｅｔｙ

８３６Ｓｉｎｇａｐ◎ｒｅｈａｓａｇｏ◎ｄｅｄｕｃａｔユ◎ｎｓｙｓｔｅｍ

８３７Ｃ◎pｙｃａｔｃｕｌｔｕｒｅ

８３８ＭuユｔユーｒａｃユａユＳＯＣユｅｔｙ

８３９Ｓｉｎｇユユｓｈユaｎｇｕａｇｅ

８４０Ｂｕｓｙｓ◎ｃﾕｅｔｙ

８４１班uﾕｔｉ－ｚａｃｉａユＳＯＣユｅｔｙ

８４２Ｗｅｈａｖｅａｇ。◎ｄｇＯｖｅｚｎｍｅｎｔ

８４３ｓユｎｇａｐｏｒｅａｎｃａｒｅ蚤◎ｚｔｈｅｍｓｅユｖｅｓ

８４４ＨｆｚａｉｄｏＥユＣｓユｎｇ◎ｕｔｔ。◎tｈｅｚｓ

８４５Ｃ◎Ⅱｐｅｔユｔｉｖｅｓ◎ｃユｅｔｙ

８４６Ｖe工ｙｃ◎Ｉｒｐｅｔｉｔﾕｖｅ

８４７ＣＯ亜ｐｅｔｉｔｉｖｅｓ◎ｃユｅｔｙ

８４８Ｈａｒｄｗｏｒｋユｎｇｃｕユｔｕｒｅ

８４９Modernユｓａｔユ。ｎｓ◎ｃｉｅｔｙ

８５０Ｃﾕｅａｎｃユｔｙ

851COmPetitives◎cﾕety

８５２Ｃ◎mpe土ｔﾕｖｅｓ◎ｃユｅｔｙ

８５３Ｍｕユｔｉ－ｚａｃｉａユＳＯＣユｅｔｙ

８５４Ｍuﾕｔｉ－ｒａｃユａユｓ◎ｃ土ｅｔｙ

８５５Ｅｄｕｃａｔユ◎ｎｑｕａユユ軍ｃａｔｉ◎ｎｖｅｒｙユｍｐ◎ｒｔａｎｔ
●

８５６ＣｏｍｐｅｔｉｔﾕｖｅｓＯｃｉｅｔｙ

８５７ＤｏｎＯｔｋｎ◎Ｗ

８５８Ｋﾕａｓｕ

８５９Ｋユａｓｕ

８６０Ｋｉａｓｕ

８６ユＮ◎Ｃｕﾕtｎｒｅ

８６２ＭuﾕｔユーＣｕユｔｐＴ･角１

８６３Ｋｉａｇｕ

８６４Ｗ◎ｒｋ〃ｓユｅｅｐグｅａｔ

８６５Ｃユｅａｎ＆ｇｒｅｅｎ

８６６Ｋｉａｇｕ

８６７Ｋｉａｓｕ

８６８Ｋﾕａｓｕ

８６９瞳ａｓ皿

８７０Ｃ◎ｎｓｅｚｖａｔユｖｅ

８７ユＫ１ａＳｕ

８７２Ａｒｔｓ

873皿xedmces／ユanguages

８７４Ｍａｋﾕｎｇｍ◎ｎｅｙ

８７５Ｆｏｏｄ



８７６Ｋユａｓｕ

８７７ＨａｒｄｗＯｒｋﾕｎｇ

８７８Ｗｏｒｋ

８７９Ｂｒ◎ａｄ－ｍﾕｎｄｅｄ

８８０，．ｎＯｔｋｎ◎ｗ

８８１ＦｏＯｄ

８８２ＤＯｎＯｔｋｎＯｗ

８８３Ｎｏｃｕユｔｕｒｅ

884Ｒ◎ｊａｋ－ｎ◎Ｃｕﾕtuze

８８５Ｆ◎ユユ◎ｗｆａｓｈｉＯｎ

８８６Ｆｅｓｔユｖａユ

８８７Ｇｅｎｅｚｏｕｓ＆ｋｉｎｄ

８８８Ｍｏｎｅｙ－ｍﾕｎｄｅｄ

８８９画ユユユａユｐユｅｔｙ

８９０Ｋユａｓｕ

８９１ＫユａＳｕ

８９２Ｋユａｓｕ

８９３，．ｎｏｔｋｎＯｗ

８９４，．ｎｏｔｋｎＯＷ

８９５Ｆｒｉｅｎｄユｙ

８９６Ｆｏｏｄ

８９７Ｋﾕａｓｕ

８９８Ｋユａｓｕ

８９９Ｋｉａｓｕ

９００Ｄｏｎｏｔｋｎｏｗ

９０ユＯｂｅｄｉｅｎｔ

９０２ｓｅユＥ－ｃｅｎｔｚｅｄ

９０３Ｓｅユｆ－ｃｅｎｔｒｅｄ

９０４Ｈａｚｄｗ◎ｒｋユｎｇ＆Ｏｂｅｙｔｈｅｒｕユｅｓ

９０５ＤｏｎＯｔｋｎ◎ｗ

９０６Ｄ◎ｎｏｔｋｎＯｗ

９０７Ｋユａｓｕ

９０８Ｆエユｅｎｄユｙ＆ｈｅﾕｐｆｕユ

９０９Ｄｏｎｏｔｋｎ◎ｗ

９１０Ｄｏｎｏｔｋｎ◎ｗ

９１１Ｌユｋｅｔ◎ｑｕｅｕｅ

９１２ＤＯｎｏｔｋｎＯＷ

９ユ３Ｄ◎ｎｏｔｋｎ◎ｗ

９１４Ｐｒｏｕｄ

９１５，．ｎｏｔｋｎ◎ｗ

９１６Ｒｅユユｇﾕ◎、

９１７ＤＯｎｏｔｋｎｏｗ

9ユ８Ｋｊａｓｕ

９ユ９Ｋユａｓｕ

９２０，．ｎＯｔｋｎＯｗ

９２ユＤＯｎＯｔｋｎＯｗ

９２２Ｕｎユｑｕｅ

９２３Ｐ工◎ｕｄ

９２４ＤＯｎＯｔｋｎ◎ｗ

９２５，．ｎＯｔｋｎｏｗ

９２６Ｄ◎ｎ１ｔｋｎ◎ｗ

1０

９２７Ｄｏｎｏｔｋｎｏｗ

９２８Ｄｏｎｏｔｋｎｏｗ

９２９ｓｅユｆｉｓｈ

９３０Ｄｏｎｏｔｋｎｏｗ

９３ユＤ◎ｎｏｔｋｎｏｗ

９３２ＤＯｎｏｔｋｎｏｗ

933ＲＯｊａｋ

９３４Ｗ◎ｚｋｖｅｒｙｈａｒｄ－ｓｔｒｅｓｓｆｕユ，ｓｅｒユ◎ｕｓ
●

９３５ｓｅユｒ－ｃｅｎｔ工ｅｄ

９３６Ｓｅユｆ－ｃｅｎｔｒｅｄ

９３７Ｍｏｎｅｙ－ｐｚｏｓｐｅｒユｔｙ

９３８Ｄｏｎ９ｔｋｎＯｗ

９３９ＤＯｎ，ｔｋｎｏｗ

９４０ＤｏｎＯｔｋｎＯｗ

９４ｌＤ◎ｎｏｔｋｎｏｗ

９４２Ｆｍｅｎｄユｙ

９４３Ｋｉａｓｕ

９４４，．ｎｏｔｋｎＯＷ

９４５Ｋｉａｓｕ

９４６，．ｎＯｔｋｎＯｗ

９４７Ｒｕｓｈｒｏｒｔｍｎｇ

９４８ＤＯｎｏｔｋｎｏｗ

９４９Ｌユｋｅｔｏｑｕｅｕｅ

９５０Ｆｍｅｎｄユｙ

９５ユＦエユｅｎｄユｙ

９５２Ｄｏｎｏｔｋｎｏｗ

９５３，．ｎｏｔｋｎｏｗ

９５４Ｐ工Ｏｕｄ

９５５Ｆｒ土ｅｎｄｌｙ

９５６Ｄｏｎ’ｔｋｎｏｗ

９５７Ｋユａｓｕ

９５８Ｋユａｓｕ

９５９Ｐｒ◎uｄ

９６０Ｆｒユｅｎｄユｙ

９６１，．ｎＯｔｋｎ◎ｗ

９６２，．ｎＯｔｋｎ◎ｗ

９６３，．ｎ１ｔｋｎ◎ｗ

９６４，．ｎＯｔｋｎ◎ｗ

９６５ＤｏｎＯｔｋｎ◎ｗ

９６６，．ｎｏｔｋｎｏｗ

９６７ＤＯｎｏｔｋｎｏｗ

９６８，．ｎｏｔｋｎ◎ｗ

９６９ＤＯｎｏｔｋｎｏｗ

９７０Ｆｒｉｅｎｄユｙ

９７ユＤＯｎＯｔｋｎ◎ｗ

９７２Ｍｏｎｅｙ－◎ｒ土ｅｎｔｅｄ

９７３，ユｓｔｍｇｕユｓｈｅｄ

９７４ＤＯｎＯｔｋｎ◎ｗ

９７５Ｄｏｎｏｔｋｎｏｗ

９７６Ｋユａｓｕ

９７７Ｄｏｎｕｔｋｎｏｗ

3Z５



aZ6

９７８Ｆ◎ｏｄｖａＺｉｅｔユｅｓ

９７９，．ｎｏｔｋｎ◎ｗ

９８０Ｍuﾕｔユーエａｃユａユｃ◎uｎｔｚｙ

９８ユＤ◎ｎＯｔｋｎｏｗ

９８２，．ｎｏｔｋｎ◎ｗ

９８３，．ｎｏｔｋｎ◎ｗ

９８４，．ｎＯｔｋｎｏＷ

９８５Ｍuユｔユーエａｃｉａユｃ◎uｎｔｒｙ

９８６Ｋﾕａｓｕ

９８７ＭuﾕｔユーＣｕユｔｕｒａユ〃ｒｉｃｈ

９８８Ｋﾕａｓｕｂｅｈａｖﾕ◎ｕｒ

９８９Ｂｅｈａｖ土ｏＵｒ

９９０Ｋﾕａｓｕｂｅｈａｖｉｏｕｒ

９９ユＣ◎ｍｐｅｔｉｔﾕｖｅｓｏｃﾕｅｔｙ

９９２，．ｎＯｔｋｎＯＷ

９９３Ｋｉａｓｕ

９９４ハユ。ｔ、ｏ至ｕｎﾕｖｅｚｓ土ｔｙｓｔｕｄｅｎｔ

９９５，．ｎＵｔｋｎｏＷ

９９６Ｍuユｔｉ－ｒａｃユａユｓ◎ｃユｅｔｙ

９９７Ｌ◎ｖﾕｎｇｐｅ◎ｐユｅ

９９８ＭuユｔユーＣｕユｔｕｚａユＳＯＣﾕｅｔｙ

９９９，．ｎＯｔｋｎｏｗ．

ﾕＯＯＯＤｅｄユｃａｔｅｄｔ◎ｗ◎ｒｋ．

ﾕ００ユＫｎＯｗｈ◎ｗｔ◎ｅｎｊ◎ythemseﾕves

ﾕＯＯ２０ｎユｙｃａｒｅｆ◎ｚＯｗｎｓｅユだ

ﾕＯＯ３Ｂｅｈａｖｉ◎ｕｒ”ｋﾕａｓｕ

１ＯＯ４Ｂｅｈａｖｉ◎ｕｒ

ﾕ００５Ｍ．ｎｅｙ－ｍ土ｎｄｅｄ

ｌＯＯ６Ｃｈうｎｅｓｅ

ﾕＯＯ７Ｄ◎ｎｏｔｋｎ◎ｗ．

ﾕＯＯ８Ｋｉａｇｕｉｇｍ

ﾕＯＯ９Ｓ土ｎｇユユsｈ

ｌＯ１ＯＫﾕａｓｕＳユｎｇａｐ◎ｚｅａｎｓ

１０ユユＦ◎ユユｏｗｚｕｌｅｓ

ﾕＯ１２Ｈｅﾕｐ造uユ，ｆｚﾕｅｎｄﾕｙＳﾕｎｇａｐ◎rｅａｎｓ

ﾕｍ３ＭＯｎｅｙｍ土nded

ﾕ０ﾕ４Uptight/Zigﾕ．

ﾕＯ１５Ｃａｚｅ造◎ｒｔｈ②ｍｇｅｌｖｅｓ

ﾕＯ１６Ｇｅｎｅｚ◎us/s◎metimesseﾕEish

ﾕＯユ７Ｋｉａ貧血

ﾕＯユ８ＫﾕａｓＵ

ﾕ０ユ９Ｆ。◎ｄβＳｉｎｇａｐｏｒｅａｎｌ◎vｅａｔｏｅａｔ

ﾕＯ２０Ｋｉａｓｕｉｇｍ

ﾕ０２ユＳｏｐＯ工ｅａｎｓａｒｅｐｒ◎ｕｄＯ量ｔｈｅ垂Ｃｕﾕｔｕｒｅ，
Ｍｕﾕｔユーｚａｃｉａｌｃｕﾕｔｕｒｅ

１０２２Ｍuﾕｔユーｒａ感量１

ﾕＯ２３Ｍｕユｔユーｚａｃﾕａユユユｖｉｎｇｔ◎ｇｅｔｈｅｒ

ﾕ０２４Ｎ◎ｔＰｕｎｃｔｕａユュｎｍ◎ｓｔｓユｔｕａｔユｏｎ

ﾕＯ２５Ｍｕユｔユーｒｅユユｇﾕｏｕｓｃ◎ｕｎｔ工ｙ

1１

１０２６Ｆ。◎．

１０２７，．ｎｏｔｋｎ◎ｗ

ユ０２８，．ｎＯｔｋｎ◎ｗ

ユ０２９Ｋﾕａｓｕｍｅｎｔａｕｔｙ

ｌ０３０ＭｕユｔユーｒａｃユａユーＣｕユｔｕｒｅ

１０３ユＨａ]9ｍ◎ｎｉｚｅｄｎＭﾕｘ＆Ｍａｔｃｈ師一ＣｕユｔｕｚｅｔｈｒＯｕｇｒ
ｍａＺｍａｇｅ

ユＯ３２Ｄ◎ｎｏｔｋｎ◎ｗ

ユＯ３３Ｄ◎ｎｏｔｋｎｏｗ

ユＯ３４Ｂ◎ｃｈａｐ

ユＯ３５Ｄ◎ｎｏｔｋｎＯｗ

ｍ３６Ｄ◎ｎＵｔｋｎＯｗ

ﾕｏ３８Ｍｕﾕｔｉ－ｒａｃユａユ＆ｈａｒｍｏｎｉｏｕｇ

１０３９Ｍuﾕｔユユユｖｉｎｇｓ◎ｃユｅｔｙｕｎｄｅｒｓｔａｎｄｉｎｇ◎１
ｒａｃｅ＆ｚｅユユｇｉＯｎ

ｌ０４０Ｒａｃｉａユｈａｒｍ◎ｎｙ

１０４ユＷｏｒｋﾕｎｇ



釦７

1２

問３８あなたにとって一番大切と思うものはなんですか。（自由回答）

（サンプルNo.、回答）

ｌＦａｍユユｙ

２Ｈｅａユｔｈ＆Ｗｅａユｔｈ

３Ｌｉｆｅ

４Ｔ‘ｉｆｅ

５Ｆａｍユユｙ

６Ｌユｆｅ

７Ｆａｍ１１ｙ

８Ｈｅａユｔｈ

９Ｈａｐｐﾕｎｅｓｓ

ユｏＨｅａユｔｈ

１１ＷｉＥｅ（ｂｕｔｓｔユユユｓﾕｎｇﾕｅ）

１２Ｆｒｅｅｄ◎、

ｌ３Ｄａｕｇｈｔｅｚ

ｌ４Ａｇ◎ａユュ、ユユ“

ｌ５Ｌｉｒｅ

’６Ｆａｍ１１ｙ

１７Ｆａｍ１１ｙ

ｌ８Ｈｅａユｔｈ

エ９Ｄｏｎ９ｔｋｎＯｗ

２０Ｇ．◎ｄｈｅａｌｔｈ

２１Ｍ．ｎｅｙ

２２Ｈａｐｐｙユユｖﾕｎｇ

２３Ｍ．ｎｅｙ

２４Ｇ．◎ｄｈｅａユｔｈ

２５Ｈｅａユｔｈｙユュ錘

２６Ｇ．◎ｄｈｅａユｔｈ

２７Ｒｅｌａｘａｔユ◎、

２８Ｍ．ｎｅｙ

２９Ｍ◎ｎｅｙ

３０Ｍ◎ｎｅｙ

３１Enjoyment

３２ＡｃｃＯｍｐユユｓｈｍｅｎｔユ、ユユｒｅ

３３Ｌﾕｖｅｈｅａユｔｈユｙ

３４Ｃａ工ｅｅｒ

３５Ｈｅａユｔｈ

３６Ｈｅａユｔｈ

３７Ｔｉｍｅ

３８Ｈｅａユｔｈ

３９Ｈｅａユｔｈ

４０Ｃａｒｅｅｒ

4ユｗｅユユーｂｅユｎ９◎だｍｙだａｍユユｙｍｅｍｂｅｒｓ

４２Ｌ◎ｖｅｆｒｏｍｅｖｅｒｙｗｈｅｒｅ．

４３Ｔ◎ユユｖｅｈａｐｐユユｙ

４４Ｆａｍ１１ｙ

４５Ｆａｍユユｙ

４６Ｈｅａユｔｈ

４７Ｆａｍユユｙｍｅ庇わｅｒｓ

４８Ｈｅａユヒｈ

４９ｓｔａｂｌｅユｎｃｏｍｅ

５０Ｒｅユａｔユ◎ｎｓｈｉＰｗ土ｔｈｐｅｏｐユｅａｒＯｕｎｄｍｅ

５１Ｆａｍユユｙｍｅｍｂｅｒｓ

５２Ｌｉｆｅ

５３Ｌユｆｅ

５４ＮＯｔｒ◎ubﾕｅユｎｍｙＩｍｎｄ，ｎｏｗＯｚｚｙ

５５Ｈｅａユｔｈ

５６Ｈｅａユｔｈ

５７Ｃａｒｅｅｒ

５８Ｌユｆｅ

５９Ｗｅａユｔｈ，Ｈｅａユｔｈ

６０Ｓｔｕｄｉｅｇ

６２Ｈｅａユｔｈ

６３Ｆａｍユユｙ

６４Ｆａｍユユｙ

６５Ｃａｒｅｅｒ

６６Ｆａｍユユｙ

６７Ｈｅａユｔｈ

６８Ｆａｍユユｙ

６９Ｍ．ｎｅｙ

７０Ｆａｍユユｙｏｓｈｅａユｔｈ

１
ｔ
ｔ
ｌ

ｙ
ｈ
ｈ
ｙ

・
皿
》
理
・
亜

Ｆ
Ｈ
Ｈ
Ｆ

７
７
７
７

１
２
３
４

７５Ｇ．◎ｄｈｅａユｔｈ

７６ＰｅａｃｅＥｕユユユｖｉｎｇ

７７Ｍ．ｎｅｙ

７８ＡｃｈユｅｖｅｈｅｚｃａｚｅｅｒａｎｄＥａｍﾕｌｙ

７９Ｍ．ｎｅｙ

８０ＰｅａｃｅＥｕユユユｖﾕｎｇ

８１Ｐｅａｃｅ＆ｈｅ＆ユｔｈｙユユｖﾕｎｇ

８２Ｍ．ｎｅｙ

８３Ｔ◎ａｃｈﾕｅｖｅｈｅｚｃａｎｅｅｒ

８４Ｇ．Ｏｄｈｅａユｔｈ

８５Ａｂユｅｔ◎ｍａｒｒｙｔｈｅｗｏｍａｎｈｅユｏｖｅ

８６Ｈｕｓｂａｎｄｏｓユｏｖｅ

８７Ｈｅａユｔｈｌｙユユｒｅｓｔｙユｅ

８８ＨａｖｅＥｚｅｅｔｉｍｅｔｏａｃｃ◎ｍｐａｎｙｈユｓｓ◎ｎｓ

８９Ｍ．ｚｅｍｏｎｅｙ

９０ＭａｋｅｍｏｒｅｍＯｎｅｙ

９１Ｆａｍユユｙｈａｐｐｉｎｅｓｓ

９２Ｇ．Ｏｄｈｅａユｔｈ

９３Ｅａｔｗｅユユａｎｄユユｖｅｗｅユユ

９５ＨａｐｐｙユユＥｅユｎｔｈユｓｗ◎型．

９６Ｆａｍユユｙ
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９７Ｈｅａユｔｈ

９８Ｆａｍユユｙ

９９Ｇ．◎ｄｈｅａユｔｈ＆ｍＯｎｅｙ

ユＯＯＦａｍユユｙ

１０ユＲｅユａｔｉ◎ｎｓｈﾕｐｗﾕｔｈｒａｍユユユｅｓａｎｄｆｍｅｎｄｓ

ｌＯ２ＦａｍユユｙｍｅｎＵＤｅｒｏｓｈｅａユｔｈ

ｌＯ３Ｈｅａユｔｈ

ユＯ４Ｈｅａユｔｈ

１Ｏ５Ｃｈｉｌｒｌｒｅｎｅｄｕｃａｔｉ◎、

ユＯ６Ｈｅａユｔｈ

ユＯ７Ｆａｍユユｙ

１０８Ｆａｍ１１ｙ

１０９Ｍ．ney

ユユＯＨｅａｌｔｈ

ユユユＦａｍユユｙ

ユユ２Ｈｅａユｔｈ

ユユ３Ｈｅａユｔｈ

ユユ４Ｍ．ｎｅｙ

１１５Ｆａｍユユｙ

ユ１６Ｍ．ｎｅｙ

ユユ７Ｈｅａ１ｔｈ

１１８Ｌｉｆｅ

ｎ９ＴＯＯｂｅｙＧ◎．

ﾕ２０Ｌ土ｒｅ

１
１
ユ
ユ
ｔ
ｔ

ｙ
ｙ
ｙ
ｙ
ｈ
ｈ

・
理
・
理
・
理
・
迦
理
》

Ｆ
Ｆ
Ｆ
Ｆ
Ｈ
Ｈ

２
２
２
２
２
２

１
１
１
１
１
１

１
２
３
４
５
６

ﾕ２７ＪＯｂ

ﾕ２８Ｆｒｅｅｄｏｍ

１２９丁･ｉｆｅ

ｌ３０Ｆａｍユユｙ

ﾕ３ユＰｅａｃｅｆｕユユユｆｅ

ﾕ３２２Ｃｈｉｌｄｒｅｎ

ﾕ３３Ｍｙｃｈユユ．

ﾕ３４Ｆａｍユユｙ

１３５ＣＯｎｔｅｎｔｍｅｎｔ

ﾕ３６Ｌｉｆｅ

ﾕ３７Ｈｅａｌｔｈ

ﾕ３８Ｔａｋｅｃａｒｅｍｙ◎ｗｎｓｅユだ

１３９Ｇ．ｔｅｎＯｕｇｈｍＯｎｅｙ

ﾕ４０Ｈｅａユｔｈ

ユ４ユＬﾕｖｅｗｉｔｈ◎ｕｒｅｎｖｉ工。､ｍｅｎｔ
●

ユ４２Ｍｕｓｔｂｅｈａｐｐｙ，ｔｈｅｎ◎ｎユｙｃａｎｂｅｈｅａユｔｈｙ

ユ４３Ｔｈｅｃｈｉユｄｒｅｎｕｐｂｚｉｎｇｉｎｇ

ﾕ４４Ｃａｒｅｅｒ

ﾕ４５Ｔｒｙｔ◎ｇｅｔａｊ◎ｂａｎｄａｂﾕｅｔＯｓｕｐｐ◎rｔｍｙ
ｐａｚｅｎｔｓ

ﾕ４６Ｂｅｈａｐｐｙ

l４７Ｈｅａｌｔｈ

１４８Ｓｏｎ

ﾕ４９Ｆａｍユユｙ

１５０Ｐｅａｃｅｔ◎ｈｅｒｓｅユｆ

１５ユＫｉｎｓｍｐ

１５２Ｈｅａユｔｈ

１５３Ｂｅｈａｐｐｙ＆ｓａｔユｓ錘ｅｄ
ﾕ５４Ｈｅａユｔｈ

１５５Ｆａｍユユｙ

ﾕ５６Ｈｅａユｔｈ

ﾕ５７ＥｎｊＯｙｍｅｎｔＯＥユユEｅ

ユ５８Ｒｅユａｔユ◎ｎｓｈﾕｐ，ｆａｍユユｙユユｆｅ

ユ５９ＪＯｂ

ユ６０Ｆａｍユユｙ

ユ６１Ｈｅａユｔｈ。

１６２Ｈｅａユｔｈ

１６３ＬユＥｅ

ｌ６４エ』iＥｅ

ユ６５Ｆａｍユユｙ

ユ６６Ｍ．ｎｅｙ

ユ６７Ｈｅａｌｔｈ

１６８Ｍ．ｎｅｙ

ｌ６９Ｈｅａユｔｈ

ユ７０Ｃｈｉｌｄｒｅｎ

１７ユＭ◎ｎｅｙ

１７２Ｆａｍユユｙ

ｌ７３Ｆａｍユユｙ

ﾕ７４Ｅｄｕｃａｔユ◎、

ｌ７５Ｆａｍユユｙ

１７６Ｃｈｉｌｄｒｅｎ

ﾕ７７Ｌ土ｒｅ

ﾕ７８Ｅｎｕｆユユユユｎｇユユｒｅ

ﾕ７９Ｆａｍユユｙ

ﾕ８０Ｆａｍユユｙ＆ユユＥｅ

ﾕ８１Ｃａｚｉｎｇｔｏｏｔｈｅｒ

ﾕ８２ＣｈｊｌｄＴｅｎ

１８３Ｈｅａユｔｈ＆ｈａｐｐﾕｎｅｓｓ

ﾕ８４Ｈｅａユｔｈ

ﾕ８５Ｈｅａユtｈ

１８６Ｈｅａユｔｈ＆ｈａｐｐ土ｎｅｓｓ

･１８７Ｔｉｍｅ

１８８Ｍ．ｎｅｙ

ﾕ８９ＦａｍユユｙｓｕｐｐＯｒｔ

ﾕ９０Ｆａｍエユｙ

ﾕ９ユＨｅａ止ｈ

ﾕ９２Ｈｅａユｔｈ＆ユユｒｅ

１９３ＬユＥｅ＆ｈｅａｌｔｈ

ｌ９４Ｈｅａユｔｈ



ﾕ９５Ｌユｒｅ

ﾕ９６ＫﾕｎｓｈﾕＰ

ｌ９７Ｍｙｆａｍユユｙ

ｌ９８Ｆａｍユユｙ

ﾕ９９Ｌユｆｅ

２００Ｆａｍユユｙ＆ユユＥｅ

２０１Ｄｏｎ，ｔｋｎＯｗ

２０２ＤＯｎ，ｔｋｎｏｗ

２０３Ｄｏｎｏｔｋｎｏｗ

２０４Ｈａｐｐユｎｅｓｓ

２０５Ｈａｐｐユｎｅｓｓ

２０６Ｈｅａｌｔｈｙ

２０７Ｌユｒｅ

２０８ＰｅａｃｅＥｕユ

２０９Ｈｅａユｔｈｙ

２ユｏＨｅａユｔｈｙ

２ユュＷ◎ｒｋ

２１２Ｆａｍユユｙ

２１３Ｆａｍユユｙｍｅｍｂｅｒｓ

２１４Ｈｅａユｔｈｙ

２１５Ｐｅａｃｅｆｕユ

２ユ６Ｆａｍユユｙ

２ユ７Ｈｅａ１ｔｈ

２ユ８Ｌユｒｅ

２ユ９Ｈｅａユｔｈ

２２０Ｂｅｈａｐｐｙ＆ｂｅｔｔｅｒユユＥｅ

２２１Ｆ工ｅｅｄＯｍ－ｎｏｗＯｒｒｙ

２２２Ｃｈユユｄｒｅｎ

２２３Ｍ．ｎｅｙ

２２４Ｈｅａｌｔｈ

２２５Ｍａｒｒユａｇｅ

２２６Ｎｏｔｈｉｎｇ

２２７Ｆａｍユユｙｏｓｍｅｍｂｅｒ

２２８ＧｏＯｄｅｎｖ１ｒ◎ｍｅｎｔ
●

２２９Ｍ．ｎｅｙ

２３０Ｆａｍｉ]Lｙ

２３ユＦａｍユユｙ

２３２ＳｔａｂユユｔｙｏＥｆｕｔｕ工ｅ

２３３Famユユｙ

２３４Ｃｈｉｌｄｒｅｎ

２３５Ｆａｔｈｅｒ

２３６Ｈｅａユｔｈ

２３７Ｈｅａユｔｈ

２３８Ｈｅａユｔｈ

２３９Ｆａｍユユｙ

２４０Ｆａｍユユｙ

２４ユＴＯユユｖｅｈａｐｐユユｙ

２４２Ｆａｍユユｙ

２４３Ｓｔａｙｈｅａユｔｈｙ

２４４ＭＯｎｅｙ

２４５Ｃａｒｅｅ工

２４６Ｃａｒｅｅｒ

２４７Ｒｅユａｔユｖｅ

２４８Ｍ．ｎｅｙ

1４

２４９Ｈａｐｐユｎｅｓｓ

２５０Famユユｙ

２５１Ｍｙｆａｍユユｙ

２５２ＨｅａユｔｈｙユユＥｅ

２５３Ｓｔａｙユｎｇｏ◎ｄｈｅａユｔｈ
●

２５４Food/Workａｎｄ錘ndmoney

２５５Ｎ◎ｃ◎ｍｎｅｎｔ

２５６Ｈａｐｐｉｎｅｓｓ

２５７ＷＯｚｋ

２５８Ｍ．ｎｅｙ

２５９Happﾕｎｅｓｓ

２６０Ｅｄｕｃａｔユ。、

２６１Ｍｏｎｅｙ

２６２Ｆａｍユユｙ

２６３Ｆａｍユユｙｍｅｍｂｅｒｓ

２６４Ｆａｍユユｙｈａｐｐユｎｅｓｓ

２６５ＨｅａユｔｈｙＥａｍユユｙ

２６６Ｍ．ｎｅｙ

２６７Ｆａｍユユｙ

２６８ＨａｐｐｙｈｅａユｔｈｙＥａｍユユｙ

２６９Ｈａｐｐｙｈｅａユｔｈｙ置ａｍユユｙ

２７０ＰｕｒｐＯｓｅＯｆユユｖﾕｎ９

２７１ＡｈｅａユｔｈｙｈａｐｐｙＥａｍユユｙ

２７２Ｈｅａユｔｈｙ＆ｈａｐｐｙＥａｍユユｙ

２７３Ｈｅａユｔｈｙ＆ｈａｐｐｙｒａｍユユｙ

２７４Ｈｅａユｔｈｙ＆ｈａｐｐｙＥａｍユユｙ

２７５Ｈｅａｌｔｈ

２７６ＦｒｅｅｄＯｍ

２７７Ｆａｍユユｙ

２７８Ｃｈユユｄｚｅｎ

２７９Ｆａｍユユｙ

２８０Ｐｅａｃｅ

２８１Ｆａｍユユｙ

２８２Ｆａｍユユｙ

２８３Ｈｅａユｔｈ

２８４ＤｏｎＯｔｋｎｏＷ

２８５Ｈｅａｌｔｈ

２８６Ｇ．◎ｄｈｅａユｔｈ

２８７Ｇ．Ｏｄｈｅａユｔｈ

２８８Ｍｙｒａｍユユｙ

２８９Ｆａｍユユｙ＆ユユｒｅ

２９０班ｙＥａｍユユｙ

２９１Ｆａｍﾕｭｙ＆ｇｏｏｄｈｅａユｔｈ

２９２Ｈｅａユｔｈ

２９３Ｌユｆｅ＆ｈｅａユｔｈ

２９４Ｈａｐｐｉｎｅｓｓ＆ｈｅａユｔｈ

２９５Ｆａｍユユｙｖａユｕｅｓ

２９６Ｍ．ｎｅｙ＆ｈｅａユｔｈ＆ｒａｍユユｙ

狐９
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２９７ｓ◎ｍｅ◎ｎｅｔＯｔａｋｅｃａｒｅ◎ｆher

２９８Ｍｙ造ａｍユユｙ

２９９Ｇ．◎ｄｈｅａユｔｈ

３００Ｆａｍユユｙ＆丘ユｅｎｄｓ

３０ユＦａｍユユｙ

３０２Ｈａｐｐｙユユ造ｅ

３０３Ｈｅａユｔｈ

３０４Ｈａｐｐｙｆａｍユユｙ

３０５Ｆａｍユユｙ

３０６Ｈｅａｌｔｈ

３０７Ｐｅａｃｅ造ｕユユユｆｅ

３０８Ｆａｍユユｙ

３０９Ｐｅａｃｅｆｕユユユｖﾕｎｇ

３ユＯＨｅａｌｔｈ

３ユユＨｅａユｔｈ

３１２Ｐｅａｃｅｆｕユユユ宝ｅ

３ユ３Ｇ．ｄ

３ユ４Ｌｅａｖｅｂｅｈﾕｎｄユｅｇａｃｙ釦qＥＥｕｔｕｒｅ
ｇｅｎｅｒａｔ土◎、

３ユ５Ｈｅａｌｔｈ

３１６Ｈｅａユｔｈ

3ﾕ７０１ｍｔﾕme/space

３ユ８Ｌ◎ｖｅ

３ユ９Ｆz土ｅｎｄ

３２０Ｈｅａユｔｈｙ
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８７８Ｈｅａユｔｈ＆ｃｌ１ｉｌｄｚｅｎ

８７９Ｐｅａｃｅ＆ｈａｚｍ◎ｎｙ

８８０Ｍ．ｎｅｙ

８８１Ｇ．ｄ

８８２Ｌｉｒｅ

８８３Ｆａｍユユｙ

８８４Ｈｅａユｔｈ

８８５Ｈｅａｌｔｈ

８８６Ｈｅａユｔｈ

８８７Ｃｈユユｄｚｅｎ＆ｇｒａｎｄｃｈユユｄｒｅｎ

８８８Ｗａｔｃｈｔｖ

８８９ＦａｍユユｙＺｅユａｔユｏｎｓｈｉｐ

８９０Ｃｈユｌｄｒｅｎ＆ｇＺａｎｄｃｈｉユｄＺｅｎ

８９ユＬ土Ｅｅ

８９２Ｈｅａユｔｈ

８９３Ｈｅａユｔｈ

８９４Ｍｏｎｅｙ

８９５ＰｅａｃｅＯＥｍﾕｎｄ

８９６Ｆａｍユユｙ
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８９７Ｈａｐｐｉｎｅｓｓ

８９８Ｃａｒｅｅ垂

８９９Happﾕｎｅｓｓ

９００Ｆａｍユユｙ

９０ユＦａｍユユｙ

９０２Ｃａｚｅｅ工＆ｈ②ａｌｔｈ

９０３Ｍ．ｎｅｙ

９０４Happyユユｒｅ

９０５Ｆａｍユユｙ

９０６Ｈｅａユｔｈ＆Ｅａｍユユｙ

９０７Ｈｅａユｔｈ＆Ｅａｍユユｙ

ｈ
ｈ
ｙ
ｈ
ｈ

ｔ
ｔ
１
ｔ
ｔ

理
理
・
唖
理
理

Ｈ
Ｈ
Ｆ
Ｈ
Ｈ

Ｏ
０
１
１
１

９
９
９
９
９

８
９
０
１
２

９ユ３Ｂｅａｇ◎Ｏｄｈｕｓｂａｎｄｔ◎Ｗｉｆｅ＆ｂｅａｇ。◎．

置ａｔｈｅ工ｔ◎ｃｈｉｌｄｒｅｎ

９１４Ｈｅａユｔｈ

９１５Ｈｅａユtｈ

9ユ６Ｐｅａｃｅ＆・ｈａｒｍＯｎｙ

１
ｔ
ｔ
ｔ
ｔ
ｌ

ｙ
ｈ
ｈ
ｈ
財
ｙ

●
麺
》
理
理
理
・
麺

Ｆ
Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｆ

１
１
１
２
２
２

９
９
９
９
９
９

７
８
９
０
１
２

９２３ＭＯｎｅｙ ■

９２４Ｒ◎◎だ◎ｖｅｒｈａｎｄ〃ｆｚｅｅｄ◎、

９２５Ｈｅａユｔｈ

９２６Ｈｅａユｔｈ

９２７Ｍ．ｎｅｙ＆ｆａｍユユｙ

928Ｔａｋｅｃａｒｅ◎Egzandchﾕﾕdren/ramﾕﾕｙ

９２９Ｍ．ｎｅｙｔ◎ｓｐｅｎｔ〃ｓｉｎｐﾕｅｌｉＥｅ

９３０Ｈｅａユｔｈ

９３ユFamユユyhappﾕｎｅｓｓ

９３２Ｆａｍユユｙ

９３３Ｆａｍユユｙ

９３４Ｆａｍユユｙ

９３５Ｃａｒｅｅｒ

９３６Ｈｅａユｔｈ

９３７Ｆａｍユユｙ＆ｈｅａユｔｈ

９３８Ｈｅａｌｔｈ

９３９Ｆａｍユユｙ

９４０Ｍ．ｎｅｙ

９４ユＨｅａユｔｈ

９４２Ｆｒｅｅｄｏｍ

９４３Ｌ◎ｖｅ＆ｒａｍユユｙ

９４４Ｍ．ney

９４５Ｆａｍユユｙ

９４６Ｍａｋｅ、◎ｚｅｍ◎ｎｅｙ

９４７Ｌｅｓｓｓｔｒｅｓｓｒｕユユユrｅ

９４８Ｈｅａユｔｈ

９４９Ｈｅａ１ｔｈ

９５０Ｈｅａユｔｈ

９５ユＳａｔユｓだａｃｔユｏｎ

９５２】Lｉｆｅ

９５３Ｈｅａユｔｈ

９５４Ｈｅａユｔｈ

９５５Ｆａｍユユｙ

９５６Famユユｙ〃gzandchユユｄｒｅｎ〃ｈｅａユｔｈ

９５７Ｍ．ney

９５８Ｈｅａユｔｈ＆、◎ｎｅｙ

９５９Ｆａｍユユｙ

９６０Ｌｏｖｅ

９６１Ｃｈｉｌｄｒｅｎ

９６２Ｈｅａｌｔｈ

９６３Ｈｅａユｔｈ

９６４Ｐｅａｃｅ＆ｇ◎◎ｄｈｅａユｔｈ

９６５Ｔ◎ｒｅユａｘ，ｍＯｒｅｈｅａユｔｈｙ

９６６Ｆａｍユユｙ＆ユユｆｅ

９６７Ｈｅａユｔｈ

９６８Ｆａｍユユｙ

９６９Ｈｅａユtｈｙ

９７０Ｔｏｂｅｃ◎ｎｔｅｎｔｅｄ

９７ユＨｅａｌｔｈ

９７２Ｆａｍユユｙ＆ｈｅａユｔｈ

９７３Ｌ◎ｖｅｏｔｈｅｒ

９７４Happy

９７５Ｇ．◎ｄｈｅａユｔｈ

９７６Ｆａｍユユｙ

９７７Ｐｅａｃｅ＆ｇＯＯｄｈｅａｌｔｈ

９７８Ｈａｐｐｙｄａｉユｙユユ垂ｅ

９７９Ｈｅａユｔｈ

９８０Ｒｅｔユエユｎｇ＆ｄｏｃｈａｒユｔｙｗＯｚｋ

９８ユＨｅａユｔｈ＆Ｃａｒｅｅｒ

９８２Ｇ．◎ｄｈｅａユｔｈ

９８３Ｍｙｓｐ◎use

９８４Ｇ．◎ｄｈｅａユｔｈ

９８５Ｆａｍユユｙ

９８６Ｇ．Ｏｄｈｅａユｔｈ

９８７，．ｎＯｔｋｎ◎Ｗ

９８８Ｆａｍｉユｙ

９８９Ｆａｍｉ１ｙ

９９０Ｈｅａユｔｈ

９９１Ｇ．ｄ．

９９２Ｆａｍユユｙ＆ｈｅａユｔｈ

９９３Ｍ．nｅｙ

９９４Ｈｅａユｔｈｙ

９９５Ｍｙｈｅａユｔｈ

９９６ＥｓｔａｂｕｓｈｃａｒｅｅｚｔＯｇｒｅａｔｅ工ｈｅユ９ｈｔ
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2３

問３９ａあなたが一番尊敬する職業は何ですか。（自由回答）

（サンプルNo.回答）

ｗ
Ｗ
ｗ

◎
。
◎

ｍ
ｍ
ｍ

●
亡
・
℃
十
》

、
ｎ
ｎ

◎
。
◎

ｎ
一
一
Ｕ
ｎ
》

『
上
《
冬
旬
》

４Ｍ土、ユｓｔｅｒ◎ＥＲｅユユｇﾕ。ｎｓ

５ＣユｅａｎﾕｎｇＵｏｂ

６，．ｃｔＯｒｓ

７Ｔｅａｃｈｅｒ

８，．ｎＯｔｋｎ◎Ｗ

９，．ｃｔ◎工

ﾕＯＤＯｎｏｔｋｎＯｗ

ユユＴｅａｃｈｅｒ

１２Ｔ◎◎ｗ土ｄｅｔｏｔｈｉｎｋ

ﾕ３Ｄ◎ｎｏｔｋｎ◎Ｗ

ﾕ４Ｎ◎ｎｅ

ﾕ５ハユユ

ｌ６ＤＯｃｔ◎ｒ

ﾕ７且ﾕユ

ﾕ８，．ｃｔ◎ｒ

ﾕ９，．ｎＯｔｋｎ◎ｗ

２０Ｔｅａｃｈｅｒ

２ユＴｅａｃｈｅｒ

２２Ｎ◎ＣＯｒＴｍｅｎｔ

２３Ｎ◎ｅｏｒＴｍｅｎｔ

２４SezvﾕＣｅユユnｅ（medﾕＣａユ，tzanspOrt）
●

２５ＮＯＰＺｅｆｅｚａｎｃｅ

２６Ｔｅａｃｈｅｒ

２７，．ｃｔ◎ｒ

２８Ｎ◎ｅｏｍｍｅｎｔ

２９Ｎ◎ｃｏｎｍｅｎｔ

３０Ｎ◎ｅｏＴｍｅｎｔ

３ユＤ◎Ｃt◎正

３２，ユｒｅｃｔ◎ｚ◎ｆａｍ②。；角

３３ＴｅａｃｈｅＺｓ〃Ｃ◎ｕｎｔ工ｙｏｓユｅａｄｅｒ

３４Ｔｅａｃｈｅｒ

３５，．ｃｔ◎工

３６ｓ◎ｃﾕａユｗ◎Ｚｋｅｚ

３７Ｍｅｄｉ⑥ａｌｓｔａ丘

３８，．ｃｔ◎工

３９Ｃｈａｒユｔｙｗｏｒｋｅｚ

４０，．ｃｔ◎Ｚ

４ユＵｕｄｇｅ

４２，．ｃｔ◎ｒ

４３Ｖ◎ﾕunteerj◎ｂ

４４ＤＯＣｔ◎ｒ

３２ＤｉｒｅｃｔＯｒｏｒａｍｅｄｉａ

３３Ｔｅａｃｈｅｒｓ'Ｃｏｕｎｔｚｙｏｓユｅａｄｅｒ

３４Ｔｅａｃｈｅｚ

４５Ｎｕｒｓｅ

４６Ｖ◎ﾕｕｎｔｅｅｒ

４７Ｐ◎ユユｔｉＣｊＬａｎ

４８Ｐ。ユユＣｅ

４９ＭＰＳ

５０Ｍ◎ｎｋ

５１Ｔｅａｃｈｅｒ

５２Ｕｕｄｇｅ

５３，．ｃｔ◎Ｚ

５４s◎ｃｉａユｗ◎ｚｋｅ工

５５，．ｃｔ◎工

５６Ｂｕｓユｎｅｇｇｍａｎ

５７Ｐ◎ユユｔユｃｉａｎ

５８ｎct◎Ｚ

５９Ｔｅａｃｈｅｒ

６０Ｖoﾕｕｎｔｅｅｒ

６２ＤｏｎＯｔｋｎ◎Ｗ

６３Ｐ。ユユＣｅ

６４Ｐｒｉｍｅｍｉｎｊｓｔｅｒ

６５Ｔｅａｃｈｅｒ

６６Ｄｏｃｔ◎工

６７Ｎｅｖｅｒｔｈﾕｎｋａｂ◎ｕｔユｔ

６８Ｐａｓｔ◎ｒ

６９Ｇｏｖｅｚｎｍｅｎｔｓｅｚｖ１ｃｅ
●

７０Ｔｅａｃｈｅｒ

７ユＴｅａｃｈｅｒ

７２，．ｃｔ◎工

７３Ｓｃｉｅｎｔｉｓｔ

７４ＢａｎｋｅＺ

７５Ｎ◎ｅｏｍｌｅｎｔ

７６Ｎ◎nｅ

７７ＮｏＣＣＴｍ②ｎｔ

７８JＵユｓｅｒｖﾕcelines（ｍｅｄﾕＣａユ，educatﾕ◎、）
●

７９Ｎｏ．eoTmnent

８０，．ｃｔ◎垂

８１ＮＯｃｏＴＴｍｅｎｔ

８２ＮＯＣｏＩｍｎｅｎｔ

８３ＳｅｒｖﾕＣｅユュnｅ（nurse）
●

８４Ｎ◎ｃｏｍｍｅｎｔ

８５ハrｃｈｉｔｅｃｔ

８６Ｔｅａｃｈｅｒ

８７Ｎｕｒｓｅ

８８，．ｃｔ◎Ｚ

８９，．ｃｔｏｒ

９０，．ｃｔ◎ｒ

9ユＴｅａｃｈｅｒ

９２Ｎone



９３Ｂｕｓユｎｅｓｇｍａｎ

９５ＤＯｃｔＯｒ

９６Ｔｅａｃｈｅｒ

９７ｓａユｅｓｐｅｒｓｏｎ

９８Ｄｏｎｏｔｋｎｏｗ

９９ＰＺｅｓユｄｅｎｔ

ﾕＯＯＤ◎ｃｔｏｒ

lＯ１Ｎｕｒｓｅ

ｌＯ２Ｎｕｒｓｅ

１０３ＳＯＣユａユｗｏｒｋｅｒ

ﾕＯ４Ｄ◎ｃｔＯｒ

１Ｏ５ＤｏｃｔＯ工

１０６ＰＣユユｔユｃユａｎ

１０７ＤｏｎｏｔｋｎＯｗ

ﾕＯ８Ｄ◎ｎｏｔｋｎｏｗ

１０９Ｃａｎｏｔｔｈﾕｎｋｏｆａｎｙ

ユユＯＮｕｚｓｅ

１１１，．ｃｔ◎エ

ユユ２ＰＣユユＣｅ

ユユ３ＰＣユユＣｅ

１１４ＤＯｎｏｔｋｎ◎Ｗ

ｌ１５Ｎｕｒｓｅ

ﾕｭ６，．ｃｔ◎垂

１１７Ｔｅａｃｈｅｒ

１１８Ｇａｒａｎｇ９ｕｎユ
●

l１９ＤｏｃｔＯｚ

ユ２０Ｔｅａｃｈｅｒ

ユ２ユェＴｃ◎ｎｓｕユｔａｎｔ

１２２Ｓｃユｅｎｔｉｓｔ

１２３ＤＯｎＯｔｋｎＯｗ

ユ２４Ｎｕｒｓｅ

ユ２５ＤＯｃｔｏｒ

１２６ＤＯｃｔｏｒ

１２７Ｔｅａｃｈｅｒ

１２８Ａｒｍｙ

１２９Ｄｏｎ，ｔｋｎｏｗ

ユ３０ＤＯｃｔｏｒ

１３ユＴｅａｃｈｅｒ

ｌ３２ＨｏｕｓｅｗユＥｅ

l３３Ｔｅａｃｈｅｒ

l３４ＬａＷｙｅｒ

ユ３５Ｈ◎ｍｅｍａｋｅｚ

ｌ３６Ｂｕｓユｎｅｓｓｍａｎ

ｌ３７Ｌｏｏｋａ辻ｅｚｔｈｅｇｚａｎｄｃｈユユｄｒｅｎ

１３８ＤＯｃｔＯｒ

ｌ３９Ｇｏｖｅ工ｍｅｎｔｓｅｒｖａｎｔ

ユ４０，．ＣｔｏＺ

１４１ＤＯＣｔＯｒ

ｌ４２ＤＯｃｔＯｚ

ｌ４３Ｓａｌｅｓユユｎｅｓ

ｌ４４ＪｕｄｇｅユｎＣｏｕｒｔ

ｌ４５Ａｒｍｙ

１４６Ｎ◎partﾕCuﾕazoccupatﾕon，ｊｕｓｔｓｅｒｖﾕＣｅユユｎｅ
●

147ＢﾕｕｅｃＯＵａｒｊｏｂ－ｃﾕeaner-cﾕeandustbﾕ、，

ｓｗｅｅｐｒｏａｄ
ｌ４８ＤＯｎＵｔｋｎＯｗ

１４９Ｄｏｃｔｏｒ

2４

ユ５０ＤｏｎｏｔｋｎＯｗ

１５１Ｔｅａｃｈｅｒ

ｌ５２Ａｎｙｔｈユｎｇユｓｍｇｈｔ
●

ｌ５３Ｅｎｔｒｅｐｚｅｎｕｅｒ

ｌ５４Ｎｕｒｓｅ

１５５ＰＯユユｔユｃユａｎ

ｌ５６Ｈｏｍｅｍａｋｅｒ

ｌ５７Ｄｏｃｔｏｒ

ﾕ５８Ｎ◎ｎｅ

l５９Ｔｅａｃｈｅｒ

ｌ６０ＰＯユユＣｅ

ｌ６１Ｐｏユユｃｅｍａｎ

１６２Ｎｕｚｓｅ

ｌ６３ＳｅユＥｅｍｐユＯｙｅｄ－Ｂｕｓユｎｅｓｓｍａｎ

ｌ６４Ｔｅａｃｈｅｒ

ｌ６５Ｓｅａｍｔｒｅｓｓ

１６６ＤＯｃｔＯｒ

ｌ６７ＤＯｃｔｏｚ

l６８Ｎｕｒｓｅ

１６９Ｂｕｓユｎｅｓｓｗｏｍａｎ

l７０Ｎｕｒｓｅ

ｌ７１Ｄ◎ｎｏｔｋｎＯＷ

１７２，．ｃｔｏｒ

ﾕ７３Ｔｅａｃｈｅｒ

ﾕ７４ＤＯＣｔＯｚ

ﾕ７５Ｓｃユｅｎｔユｓｔ

１７６Ｎｏｎｅ

ｌ７７Ｄ◎ｎＯｔｋｎＯｗ

１７８，．ｃｔ◎ｒ

l７９Ｎｕｒｓｅ

１８０Ｌａｗｙｅｚ

ｌ８１Ｄｏｃｔ◎ｒ＆Ｎｕｒｓｅ

ユ８２Ｓｅｒｖユｃｅｃｕｓｔ◎ｍｅｒ

ｌ８３ＤＯｃｔｏｒ

１８４ＤＯｎｏｔｋｎ◎ｗ

ｌ８５ＤＯｃｔＯｚ

ユ８６，．ｃｔ◎工

１８７，．ｃｔ◎ｒ

ｌ８８ＤＯｎＯｔｋｎ◎ｗ

１８９Ｄｏｃｔｏｒ

１９０Ｎ◎ｎｅ

ユ９ユＰ◎ユユｔｉｅｉａｎ

ｌ９２Ｄ◎ｎｏｔｋｎｏｗ

ｌ９３Ｐ◎ユユＣｅ

１９４Ｔｅａｃｈｅｒ

ｌ９５Ｄｏｃｔｏｒ

ｌ９６Ｄｏｃｔｏｒ

ｌ９７Ｓｙｓｔｅｍａｒｃｈユヒｅｃｔ

ｌ９８ＤｏｃｔＯｒ

ｌ９９ＳａｌｅｓｐｅｚｓＯｎ

２００Ｎｏｎｅ

２０ユＮｏｎｅ

２０２Ｄｏｎ’ｔｋｎｏｗ

２０３Ｔｅａｃｈｅｒ

204ＡユユｊＯｂｓ

２０５ＤＯｃｔｏｒ

329



３３０

２０６，．ｃｔｏｒ

２０７，．ｃｔ◎Ｚ

２０８ＳｗｅｅＰｅ工
２０９Ｃユｅｒｋ

２ユＯＥｎｇﾕｎｅｅｒ
２１１ＳＯＣユａユｗ◎ｒｋｅｒ

２ユ２Ｎｏｎｅ

２ユ３Ｄ◎ｃｔＯｒ

２ユ４Ｎｏｎｅ

２ユ５Ｔｅａｃｈｅｒ

２ユ６Ｇｅｎｅｚａユｍａｎａｇｅｒ
２１７Ｂａｎｋｔｅユユｅ工

２ユ８Ｃユｅａｎｅｒ

２ユ９ＰＯユユｔｉｅｉａｎ

２２０Ｌａｗｅｎｒ◎ｒｃｅｍｅｎｔ－ｐ◎ユユＣｅ

221ｓeﾕｆｅｍｐﾕＯｙｊｏｂ

２２２０dｄｊＯｂ
２２３ＮＯｎｅ

２２４Ｒｕｂｂ土ｓｈｃＯユユｅｃｔｏｒ

２２５Ｍusﾕｃｗｍｔｅｒ/prOducer
２２６Ｅ１ｅｃｔエユｃｉａｎ

２２７，．ｃｔ◎ｒ

２２８ＢＯＳＳ

２２９Ｈｏｕｓｅｗユｒｅ

２３０ＤＯｃｔｏｚ

２３１Ｄｏｃｔｏｒ

２３２Ｎｕｒｓｅ

２３３，．ｃｔｏｒ

２３４ＭｅｍｂｅｒｏｆＰａｒユユaｍｅｎｔ

２３５ＤＯｎ’ｔｋｎ◎ｗ

２３６Ｔｅａｃｈｅｒ

２３７，◎ｎ’ｔｋｎｏｗ

２３８Ｇｅｎｅｚａユ

２３９Ｐ。ユユｔｉｃｉａｎ

２４０Ｔｅａｃｈｅｒ
● ●

２４１ＥｖｅｒｙＯｃｃｕｐａｔユ◎ｎユｓユｍｐＯｒｔａｎｔ
２４２，０ｃｔ◎Ｚ

２４３Ｂｅｇｇａｚｓ
２４４，．ｃｔ◎ｒ

２４５ｓ◎ｃユａユｗ◎ｒｋｅ工

２４６，．ｃｔ◎Ｚ

２４７ＮｕＺｓｅ

２４８Ｔｅａｃｈｅｒ

２４９Ｔｅａｃｈｅｒ

２５０，．ｃｔｏ工

２５１Ｄｏｃｔｏｒ

２５２Ｃユｅａｎｅｒ

２５３，．ｃｔ◎ｒ＆Ｌａｗｙｅｒ
２５４，．ｃｔ◎Ｚ

２５５，．ｃｔｏｒ

２５６Ｖ◎ﾕｕｎ上ｅｅｒｗＯｚｋｅｒ＆ＤｏｃｔＯ工

２５７Ｃユｅａｎｅｒ

２５８ＮＯｎｅ

２５９
OccupatiOnthatユＯｏｋａｆｔｅｒ/ｔａｋｅｃａｒｅ◎造◎ﾕＣ
ＰｅＯｐﾕｅ

２６０Ｔｅａｃｈｅｒ

２６１Ｌａｗｙｅｒ
２６２，．ｃｔ◎Ｚ

２６３Ｎｅｖｅｒｔｈﾕｎｋａｂｏｕｔ土ｔ

２６４，．ｃｔ◎工

２６５Ｃａｒｅｇﾕｖｅｒ

２６６Ｖｏﾕｕｎｔｅｅｒ

２６７Ｃａｒｅｇﾕｖｅｒ

２６８Ｃａｒｅｇﾕｖｅｒ
２６９Ｖ◎ユｕｎｔｅｅｒ

２７０ＣｏｚＴｐユｅｍｅｎｔａｚｙｍｅｄ土ｃｉｎｅ
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２７１ Pe◎ｐ１ｅｗｈｏｄｏｎａｔｅｔｈｅユェユユｖｅｓｔ◎ｈｅユＰ
ｐｕｂユユｃ－Ｅｉｒｅｍａｎ

２７２ＭｅｄｉｃａユＰｚ◎ｒｅｓｓユ◎ｎａユ
●

２７３Ｍｅｄｉｃａユｐｒ◎だｅｓｓユｏｎａユ
２７４Ｈｅａユｔｈｃａｒｅｗｏｒｋｅｒ

275Ａユユoccupaﾋﾕonmustrespect
２７６ＤＯｃｔＯｒ

２７７Ｃユｖユユｓｅｒｖａｎｔ

２７８Ｄ◎ｃｔＯｚ

２７９ＤＯｎ’ｔｋｎＯＷ

２８０Ｓｏｃｉａユｗｏｒｋｅｒ

２８１Ｅｎｔｒｅｐｒｅｎｕｅｒ
２８２ＤｏｎｙｔｋｎＯｗ

２８３，．ｃｔｏｚ

２８４Ｈｅａユｔｈｃａｒｅｗ◎ｒｋｅｚ

２８５Ｄｏｎ’ｔｋｎｏｗ

286Ｎ◎ne・ＥｖｅｒｙｊｏｂｈａＳｉｔｓｍｅエユｔ
２８７，．ｃｔｏｒ＆Ｎｕｒｓｅ

２８８，◎ｎダｔｋｎＯｗ

２８９Ｅｎｇﾕｎｅｅｚ
２９０ｓ◎画ａ１ｗｏｒｋｅｒ

２９１Ｎｕｚｓｅ

２９２，．ｃｔ◎工

２９３Ｔｅａｃｈｅｒ

２９４Cust◎merzeﾕａｔｅｄ◎ccupatﾕ◎n/ＰｏﾕﾕＣｅ
２９５ｓ◎ｃｉａユｗｏｚｋｅｒ

２９６Ｔｅａｃｈｅｒ

２９７Ｄｏｎ’ｔｋｎｏｗ

２９８ＤＯｃｔＯｒ

２９９Ｅｎ９ｉｎｅｅｒ
３００Ｖ◎ユｕｎｔｅｅｒ

３０ユＴｅａｃｈｅｒ

３０２Ｎ◎ｎｅ

３０３ＤＯｃｔｏｒ

３０４ＤＯｃｔＯｚ

３０５ＤＯｃｔＯｚ

３０６Ｔｒａｖｅユａｇｅｎｔ
３０７ＮＯｎｅ

３０８ＮＯｎｅ

３０９Ｂｕｓｉｎｅｓｓｍａｎ

３１０Ｃ]Lｅａｎｅｒ

３１１Ｄｏｎ’ｔｋｎｏｗ

３１２ＨＯｕｓｅｗユＥｅ

３ユ３Ｎｏｎｅ

ｍ４ＨＯｕｓｅｗユｆｅ

３１５Ｇ．◎ｄｅｄｕｃａｔ◎ェ

３１６Ｅｎｖユｒｏｎｍｅｎｔａｌｉｓｔ

３１７ＥｎｔｒｅＰｒｅｎｅｕ工
３１８Ｎ◎ｎｅ

■

３ユ９Ｄｏｎ’ｔｋｎ◎ｗ

３２０Ｃユｅａｎｅｒ

３２ユェaｂｏｕｒｅｒ

322Ｃﾕeaner-striveyourownjob
３２３，．ｃｔ◎Ｚ

３２４ＤｏｃｔＯｒ

３２５Ｐｒｏ垂ｅｓｓユ◎ｎａユーｅｎｇユｎｅｅｒ
３２６Ｐ◎ユユｔｉｃｉａｎ

３２７ＲｅユユｇｉｏｕｓＴｅａｃｈｅｒ

３２８ＭｅｄユＣａユｐｒＯｒｅｓｓユ◎ｎａユ
●

３２９Ｌａｗｅｎだ◎工ｃｅｍｅｎｔＯｒＥﾕｃｅｒ

３３０ Teachﾕngpro造essﾕonaﾕ，medieal
ｐｒ◎ｆｅｓｓユonal

３３１Ｖ◎ﾕｕｎｔｅｅ工

３３２ＭユユユｔａｒｙｐｅｒｓＯｎｅｌ

３３３ＭｅｄﾕＣａユｐｚ◎Ｅｅｓｓユｏｎａユ

３３４ＭｅｄユＣａユｐｒｏ造ｅｓｓユ◎ｎａユ
■

３３５Ｓｃユｅｎｔユｓｔ
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q３ＢＩ

３３６Ｎｕ工ｓユｎｇ
●

３３７，．ｃｔｏｒ

３３８Workers（ｈａｒｄw◎ｒｋｅｖｅｒｙｄａｙ）
３３９Ｔｅａｃｈｅｒ

３４０ＳＯＣユａユｗｏｚｋ＆Ｎｕｚｓｅｓ

３４１Ａユユ

３４２Ｄｏｃｔｏｚ

３４３Ｄ◎ｃｔｏｒ

３４４Ｖ◎ﾕｕｎｔｅｅＺｗ◎ｚｋ

３４５Ｖ◎ﾕｕｎｔｅｅｒ（ｓ◎ｃユａユｗ◎ｚｋｅｒ）

３４６ＳｅｚｖﾕＣｅユユｎｅｓ/Ｔ◎uエユｓｍ
ｇ ●

３４７ＥｄｕｃａｔＯｒｓ

３４８Ｌａｗｙｅｚ
３４９Ｔｅａｃｈｅｒ

３５０Ｃユｅａｎｅｒｓ

３５１Ｎｕｒｓｅ

３５２ＮＯｎｅ

３５３ＳＯＣユａユｗ◎ｒｋｅｒ＆Ｎｕｒｓｅ

３５４Ｐ◎ユユｔユＣｉａｎ

３５５ＤＯｃｔｏｒ

３５６Ｎｕｒｓｅ

３５７Ｈｕｓｂａｎｄｏｓｂｎｇユｎｅｓｓ

３５８Ｎｕｚｓｅ

３５９Ｎｅｖｅｒｔｍｎｋａｂｏｕｔユｔ

３６０Ｄｏｎｏｔｋｎ◎ｗ

361Ａｎｙｐ工Operupzﾕ9hｔゴoｂ

３６２Ｌａｗｙｅｒ
３６３Ｄｏｎｏｔｋｎ◎ｗ

３６４ＤＯｃｔｏｒ

３６５Ｎｕｒｓｅ

３６６ＮＯｎｅ

３６７Ｒｅｓｐｅｃｔａユユ
３６８ＤｏｃｔＯｚ

３６９ハユユ

３７０ＴｅａＣｈｅｒｓ

３７ユＷａｓｔｅｃ◎ユユｅｃｔｏｒｓ

３７２Ｄｅｐｅｎｄｓ◎ｎユｎｄユｖﾕｄｕａユ
３７３，．ｃｔｏｚ

３７４ＮＯｎｅ

３７５Ａユユｔｈｅｓａｍｅ

３７６Ｎｏｎｅ

３７７Ｔｅａｃｈｅｒ

３７８Ｄｅｓユgｎｅｚ
３７９Ｎ◎ｎｅ

３８０Ｔｅａｃｈｅｚ

３８１，．ｃｔｏｚ

３８２ＮＯｎｅ

３８３，．ｃｔｏｒ

３８４Ｄｏｎ０ｔｋｎｏｗ

３８５ＣユｅａｎｅＺ

３８７Ｖ◎ユｕｎｔｅｅｚ

３８８，．ｎＯｔｋｎｏＷ

３８９，．ｃｔ◎工

３９０，．ｃｔｏｒ

３９ユＯｎｅｗｈ◎ｃｏｎｔｒｉｂｕｔｅｔｏｎａｔユ◎ｎｂｕユユｄﾕｎｇ
３９２Ｄｏｎｏｔｋｎ◎w

393Decentゴｏｂ

３９４Ｊ◎ｂｈｕｍａｎユｔｙ

３９５Ｆ◎ｒｅユｇｎｗｏｒｋｅｒ，ｔｈｅユｒｈａｒｄｗｏｒｋ
３９６，．ｃｔ◎工

３９７ｍａｓｔユｃｐａｃｋａｇﾕｎｇ
３９８Ｖ◎ﾕuｎｔｅｅｒ

３９９ＤｏｃｔＯｚ

４００Ｄｏｎ’ｔｋｎｏｗ

４０１Ｄｏｎ’ｔｋｎｏｗ

４０２Ｄｏｎ〃ｔｋｎ◎ｗ

４０３Ｃａｎ’ｔｔｈﾕｎｋ．ｆａｎｙ
４０４Ｐ◎ユユｔユｃｉａｎ

405Ｅｖｅｚｙｊ◎ｂ
４０６Ｎ◎ｎｅ

４０７ＳＯＣ土ａユ＆ｖ◎ユｕｎｔｅｅｒｗＯｚｋｅｒｓ

４０８Ｔｅａｃｈｅｒ

４０９Ｐａｓｔｏ工

４１０ｓ◎ユｄユｅｒ

４１１ｓ◎ｃユａユｗ◎ｒｋｅｒ

４１２Ｃ◎ｎｓｔｒｕｃｔユ◎ｎｗｏｚｋｅｒ

４１３Ｔｅａｃｈｅｒ

４１４Ｎｏｎｅ

４１５ＤｏｃｔＯｒ

４１６Ｐｒｉｍｅｍｉｎｉｓｔｅｒ

４１７ＰｒｅｓユｄｅｎｔＯｚＭｉｎｉｓｔｅｚ

４１８Ｔｅａｃｈｅ工

４１９Ｐｒｅｓユｄｅｎｔ

４２０ＳＯＣユａユｗｏｒｋｅｒ

４２ユＳ◎ｃユａユｗＯｚｋｅｒ

４２２Ｖ◎ユｕｎｔｅｅｒｓＥ◎zcolmnunユｔｙｗｏｒｋ

４２３Ｌａｗｙｅｒ
４２４Ｓｃユｅｎｔユｓｔ

４２５ＤＯｃｔＯｚ

４２６Ｓｃユｅｎｔユｓｔ

４２７Ｔｅａｃｈｅ工

４２８Ｓｏｃｉａユｓｅｒｖﾕｃｅｗｏｒｋｅｒｓ＆ｃｏｕｎｃｉｌｌＯｒｓ

４２９Ｄｏｃｔｏｒ＆Ｓ◎ｃユａユｗ◎rｋｅｚ

４３０ｓ◎ｃｉａユｗ◎ｚｋｅｒ＆Ｖｏﾕｕｎｔｅｅｒ

４３ユＤ◎ｃｔｏＺ

４３２Ｔｅａｅｈｅェ

４３３０ｃｃｕｐａｔユＯｎｗｍｃｈｃａｎｅａ]ｍａユＯｔＯｒｍｏｎｅ】
４３４，．ｃｔ◎工

４３５，◎ｎ’ｔｋｎｏｗ

４３６Ｈｅａユｔｈｃａｒｅｗｏｒｋｅｒ

４３７ＤＯｃｔｏｒ＆ＰユユＯｔ

４３８Ｖｏユｕｎｔｅｅｚｗ◎ｚｋｅｒ

４３９Ｌａｗｙｅｒ

４４０Ａｎｙｔｍｎｇｔｈａｔユｓｓｋユユユーエｅユａｔｅｄ
４４１Ｃ◎ｕｎｓｅユユ◎Ｚ

４４２，．ｃｔｏｒ

４４３Ｎｕｒｓユｎｇ
■

４４４ＨｅａｄｏｒｔｈｅｃＯｕｎｔｒｙ
４４５Ｎｕ工ｓｅ

４４６Ｇａｒｂａｇｅｃｏユユｅｃｔｏｒ，ＲｅユユｇユＯｕｓユｅａｄｅｒ
４４７，．ｃｔｏｚ

４４８Ｅｎｇユｎｅｅｚユｎｇ＆ＤＯｃｔＯｚ
４４９Ｐａｓｔｏｚ

４５０Ｔｅａｅｈｅｒｓ

４５１ＤＯｃｔｏｒ＆Ｔｅａｃｈｅｒ

４５２ＤＯｃｔｏｒ

４５３ＳＯ１ｄｉｅｚ

４５４Ｒｎｙｃａｒｅｅｒｈａｓユｔｓｏｗｎｒｅｐｅｃｔ

455Ｈ◎nestゴObs；ｎＯｎｅｐａｒｔﾕCuﾕa工
４５６Ｔｅａｃｈｅｒ

４５７０Ｅだユｃｅｗｏｚｋ

４５８Ｔｅａｃｈｅｒ

４５９Ａユュ

４６０Ｐエユｍｅｍﾕ、ユｓｔｅｚ

４６ユＭｆｎｉｓｔｅｚ

４６２班ｅｄｉｃａユｐｒｏｆｅｓｓユＯｎａユ
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４６８Ｂｅユｎｇａｐａｒｅｎｔ
４６９Ｔｅａｃｈｅｒ

４７０Ｔｅａｃｈｅｒ

４７１ＰＣユユcｅｆｏｚｃｅ（ｕｍＥｏｒｍｇｒＯｕｐ）
４７２ＣＥＯ

４７３Ｓｃユｅｎｔユｓｔ

４７４，．ｃｔｏｒ

４７５Ｎｕｒｓｅ

４７６Ｔｅａｃｈｅｒ

４７７Ｔｅａｃｈｅｒ

４７８Ｓｗｅｅｐｅｒ
４７９Ｂｕｓｉｎｅｓｓｗｏｍａｎ

４８０ＤＯｃｔＯｚ

４８ユＮｕｒｓｅ

４８２Ｄｏｃｔ◎ｒ



３３２

４８３Ｍａｎａｇｅｒ

４８４Ｓｕｚｇｅ◎、
４８５Ｎｕｚｓｅ

４８６ＤｏＣｔＯｒ

４８７Ｐｚ◎だｅｓｓ◎Ｚ

４８８Ｎｕｚｓｅ

４８９，．ｃｔ◎Ｚ

４９０Ｄ土工ｅｃｔｏｒ

４９１ＣＯｍｐｕｔｅｒｐｒ◎gammer
４９２，．ｃｔ◎ｚ

４９３Ｍａｎａｇｅｒ

４９４ｍゴｏｂ
４９５，．ｎＯｔｋｎＯｗ

４９６Ｄ◎ｎＯｔｋｎＯｗ

4９７AnyzespectEul＆』◎ｂｓｃＯｎｔエユnutﾕｎｇｔ◎ｔｈｅ
s◎ｃｉｅｔｙ

４９８Ｗz土ｔｅｒ

４９９Ｃ１ｅａｎｅｒ

50ﾕＨｓﾕ◎ngashaveabuity
５０２ＮＯｎｅ

５０３Ｅｄｕｃａｔユ◎n土ｓｔ

５０４Educati◎naユｐｚＯｒｅｓｓユｏｎａｌ
Ｏ

５０５，．ｎＯｔｈａｖｅ

５０６ＭｅｄﾕＣａユｐｚＯ造ｅｓｓユ◎nａユタｓ◎ｃｉａユｖｏﾕｕｎｔｅｅｒ
●

５０７Ｍｅｄ土Ｃａユｐｒ◎Ｅｅｓｓｉｏｎａユ

５０８Ｇ．ｏｄｐ◎ユユｔｉｃａユ

509Ｖ◎ﾕunteerj◎ｂ
５１０Ｎｕｒｓｅ

５ユユＴｅａｅｈｅｒ

５ユ２Ｎｕｒｓｅ

5ユ３Ｅｎｔｚｅｐｒｅｎｅｕｒ
５１４Ｔｅａｃｈｅｒ

●

５１５ｓ◎ﾕｄｉｅ工

５ユ６Ｂ◎Ｏｔｅｒ

５ユ７Ｐ◎１ｉｃｅ

５１８，．ｃｔ◎垂

５ユ９，．ｃｔ◎ェ＆Ｎｕｚｓｅ

ユｅａｄｅｒｓ

５２０Ｗeユrare／Charﾕｔｙｗ◎rkers，teachers
５２１Ｎｕｒｓｅ

５２２Ｆａｃｔ◎rｙ

５２３ｓｈ◎ＰｋｅｅＰｅｒ．
５２４Ｎ◎ｎｅ

５２５Ｎｕｒｓｅ

５２６Ｒｓユ◎ｎｇａｓｎ◎ｔｈｅａｖｙｗｏｚｋ
５２７ＤｏｃｔＯｚ

５２８Ｔｅａｃｈｅｒ

５２９Ａｎｙｔｈﾕｎｇｔｈａｔユｓｕｐｒユ９ｈｔグｍｏｒａＵｙｒ土９ｈｔ
５３０，．ｃｔ◎垂

５３ユＣ◎unseユユ◎ｒ

５３２Ｔｅａｃｈｅｒ

５３３Ｎｏｎｅ

５３４Ｒｅｓｐｅｃｔａユユｔｙｐｅｓｏｆ◎ccupati◎ｎｓ

５３５ＥｎｔｒｅｐＺｅｎｅｕｒ
５３６，◎ｎグｔｋｎＯｗ

５３７，．ｃｔ◎ｒ

５３８，．ｃｔ◎ｒ

５３９，．ｃｔｏｒ

５４０Ｄｏｃｔ◎Ｚ

５４１Ｎｕｒｓｅ

５４２ＨａＷｋｅＺ

５４３Ｄｏｎ〃ｔｋｎｏｗ

５４４Ｔｅａｃｈｅｒ

５４５Ｎ◎ｎｅ

５４６，．ｃｔ◎ｒ

５４７Ｎｕｚｓｅ＆ＤＯｃｔ◎ｒ

５４８ＤＯｃｔ◎ｒ＆Ｎｕｒｓｅ

５４９ＤＯＣｔｏｚ

５５０Ｒ＆Ｄ

５５ユＰＯ１ｉｔｉｃａユユｅａｄｅＺ

５５２，．ｃｔ◎ｒ

５５３Ｐ◎ユユｃｅ

５５４Ｄ◎Ｃｔｏｒ

５５５Ｍａｎａｇｅｒ

2７

５５６Ｅｑｕａユ

５５７エエｅｓｐｅｃｔａユユ◎ｃｃｕｐａｔｉｏｎ
５５８，◎ｎ〃ｔｋｎ◎ｗ

５５９Ｔｅａｃｈｅｒ

５６０Ａ】gｍｙ

５６１ＡｎｙｐｏｓｔｔｈａｔｇｉｖｅｎｈユｇｈｍＯｎｅｙ
５６２Ｃユｅｚｇｙ
５６３，．ｃｔ◎正

５６４，．ｃｔ◎工

５６５Ｃａｎ’ｔｔｈ土ｎｋ◎だ

５６６，．ｃｔ◎工

５６７Ｐ◎ﾕｉｃｅ

５６８ＤｏｃｔＯｒ

５６９ＤｏｃｔＯｒ

５７０Ｌａｂｏｕｒ

５７１Ｔｅａｃｈｅｒ

５７２Ｈｚｍｙ
５７３ＭｅｄﾕＣａユユｉｎｅ

５７４Ｔｅａｃｈｅｒ

５７５Ｎｕｒｓユｎｇ
５７６，◎ｎβｔｋｎＯＷ

５７７，．ｃｔ◎ｒ＆Ｎｕｚｓｅ

578Warri◎ｒ／Ｓ◎ﾕd土eｒ

５７９ＤＯｎ’ｔｋｎ◎ｗ

５８０ＤＯｎ’ｔｋｎｏｗ

５８ユＣユｅａｎｅｒ

５８２Ｃﾕｖユユｓｅｒｖａｎｔ

５８３Ｖ◎ユｕｎｔｅｅｒ

５８４ＤｏｎβｔｋｎＯｗ

５８５Ｖ◎ﾕｕｎｔｅｅｒ

５８６，．ｃｔＯｒ

５８７Ｎｅｖｅｒｔｈﾕｎｋａｂ◎ｕｔｉｔ

５８８Ｐｚﾕｍｅｍﾕ、ユｓｔｅｒ

５８９Ｄｏｎ'ｔｋｎｏｗ

５９０Ｃａｎ０ｔｔｈｉｎｋＯＥａｎｙ
５９１Ｐｒｅｓｉｄｅｎｔ

５９２，．ｃｔ◎Ｚ

５９３Ｐ◎ユｉｔｉＣｉａｎ

５９４ＤＯｃｔｏｒ．

５９５Ｖ◎ﾕｕｎｔｅｅｒ

５９６Ｍｅｄｉｃａｌ

５９７Ｔｅａｃｈｅｚ

５９８ＨＲ

５９９Ｄｏｃｔ◎Ｚ

〃

６００Ｖ◎ﾕｕｎｔｅｅｚ

６０１Ｎｕｒｓｅ

ｈＤｍ②ｍａｋｅＺ

６０２Ｎ◎軍ｘｅｄ◎ｃｃｕｐａｔユ◎、
６０３Ｔｅａｃｈｅｒ

６０４ＤＯｃｔＯｒ

６０５Ｄｏｃｔ◎ｒ

６０６Ｓｅｒｖｉｃｅａｇｅｎｔ
６０７ＰユユＯｔ

６０８，．ｃｔＯｒ

６０９Ｄ◎ｃｔｏｒ

６ユＯＴｅａｃｈｅｒ

６ユユUudge
６１２Ｔｅａｃｈｅｒ

６ユ３Ｎｕｚｓｅ

６１４Ｔｅａｃｈｅｒ〃ＴｔＺａｉｎｅｒａｎｄＶＯﾕｕｎｔｅｅｒ

６１５，．ｃｔ◎ｒ

６１６，．ｃｔ◎工

６１７，．ｃｔ◎工

６ユ８，．ｃｔｏｒ＆Ｔｅａｃｈｅｒ

619Fatherh◎。ｄ／Parenth◎。．

６２０Ｔｅａｃｈｅｒ

６２ユＤｏｃｔ◎ｒ

６２２Ｖ◎ユｕｎｔｅｅｒ

６２３，．ｃｔ◎工＆Ｎｕｒｓｅ

６２４Ｐ。ユユＣｅ

６２５ＴｅａｃｈｅｚＦＤ◎ｃｔ◎ｒ〃Ｖ◎ユｕｎｔｅｅｒ

６２６Ｌａｗｙｅｒ
６２７Ｔｅａｃｈｅｒ



628Musicindustry（musicﾕａｎ）
６２９Ｔｅｃｈｎｉｃ土ａｎ

６３０，．ｃｔ◎ｒ

６３１，．ｎｏｔｋｎｏｗ

６３２Ｄｏｃｔｏｚ＆Ｎｕｒｓｅ

６３３Ｅｎｔｒｅｐｒｅｎｅｕｚ

６３４Ｌａｗｙｅｒ＆Ｔｅａｃｈｅｒ
６３５Ｖ◎ユｕｎｔｅｅｒ

６３６Ａｒｔ土ｓｔ，ｔｒａｖｅユユｅｒｓ，ｄｅｓユｇｎｅ工ｓ，ｈ◎ｕｓｅｗｉ造ｅ
６３７，．ｃｔｏｒ

６３８
Sweeper(Ｃﾕeaner）， Ｂｕｓｄｒユｖｅｒ〃 Ｔｒａｉｍ

ＯＰｅｒａｔ◎工

６３９，．ｃｔｏｒ

６４０Ｎｕｒｓｅ

６４ユエＴａｎａｌｙｓｔ
６４２，．ｎ０ｔｋｎ◎ｗ

６４４Ｐｚｉｍｅｍｉｎｉｓｔｅｚ

６４５Ａユユｔｈａｔユｓａｖａｉｌａｂｌｅ

６４６ＡユユＯｃｃｕｐａｔユｏｎ

６４７Ａユユ◎ｃｃｕｐａｔユｏｎ

６４８

●

Ｔｈｅｒｅユｓｎｏｓｕｃｈｔｈﾕｎｇａｓｗｈｉｃｈｏｃｃｕｐａｔユ◎正
ｙ◎ｕrｅｓｐｅｃｔ

６４９Ａユユｏｃｃｕｐａｔｉｏｎ

６５０Ａユユｐｏｓユｔユｏｎｓａｎｄｗｅｈａｖｅｔｏｗ◎ｚｋＥａユｔｈｆｕＵｙ
６５ユＯ錘ユｃｅＡｄｍｉｎｉｓｔｒａｔｏｒ

６５２ＮｏｐｚｅＥｅ工aｎｃｅ

653LegaエゴＯｂ

654Ａユユゴｏｂｓｃ◎ncern

６５５ＢｕｓユｎｅｓｓＯｚａＵＯｔｈｅｒ◎ｃｃｕｐａｔユ◎ｎｓ

６５６Ａユユｐ◎ｓｉｔｉｏｎｓ
６５７Ｐ◎ユユｃｅ

６５８ＰｏユユＣｅ

６５９Ｔｅａｃｈｅｒ

６６０Ｌａｗｙｅｒ
６６１Ｇ◎ｖｅｚｎｍｅｎｔｏｆ軍ｃｅｒ

６６２，．ｃｔ◎Ｚ

６６３Ｔｅａｃｈｅｒ

６６４Ｔｅａｃｈｅｒ

６６５Ｔｅａｃｈｅｒ

６６６ｓａユｅｓｐｐユｅ
６６７，．ｃｔｏｒ

６６８Ｈ◎ｕｓｅｗｉ造ｅ

６６９Ｍｅｄｉｃａユｐｅｚｓｏｎｎｅユ

６７０，．ｃｔ◎ｒ＆Ｌａｗｙｅｚ
６７ユＤ◎ｃｔ◎正

６７２Ｔｅａｃｈｅｒ

６７３ＴＯｗｋａｙ

６７４Ｌａｗｙｅ工
６７５ｓ◎ｃｉａユｗ◎ｚｋｅｒ

６７６Ａｒｃｈｉｔｅｃｔ

６７７Ｌａｗｙｅ工＆Ｄ◎ｃｔｏｒ
６７８Ｗ◎ｒｋｅｒ

６７９Ｌａｗｙｅｚ

６８０Ｌａｗｙｅｒ＆Ｄｏｃｔ◎Ｚ

68ユＡﾕﾕｊ◎bｓ
６８２Ｔｅａｃｈｅｒ

６８３ＴｅｃｈｎユＣｉａｎ

684瓜ユユゴｏｂｓ

６８５ＦﾕｎａｎｃｉａユＡｎａユｙｓｔ
６８６，．ｃｔ◎Ｚ

687Ａユユｊｏｂｓ
６８８，．ｃｔ◎ｒ

６８９Ｂａｎｋｅｒ

６９０Ｔｅａｃｈｅ工

６９ユＤｏＣｔ◎垂＆Ｎｕｒｓｅ

６９２Ｂｕｓユｎｅｓｓｍａｎ

693Ａユユｋ土ｎｄｏｆゴ◎bｓ

694Ａユユｊｏｂｓ

６９５Ｌａｗｙｅｒ
６９６ｓ◎応ｉａユｗ◎rｋｅｒ

６９７ｓ◎ｅｉａユｗｏ工ｋｅｒ

６９８，．ｃｔ◎Ｚ

６９９Ｎｏｎｅ

７００Ｔｅａｃｈｅｒ
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７０ユＴｅａｃｈｅｒ，Ｅｄｕｃａｔｏｒ

７０２ＮＯｎｅ

７０３，．ｃｔｏｒ

７０４Ｎ◎ｎｅ

７０５Ａｃｃ◎uｎｔａｎｔ

７０６Ｔｅａｃｈｅｒ

７０７Ｎ◎ｎｅ

７０８Ｎｏｎｅ

７０９，．ｎｏｔｋｎｏｗ

７１０ＭｅｄｉｃａユＥｉｅユ．

7ユユＢｕｓユｎｅｓｇｍａｎ

７１２Ａユユ

７１３Ｅｖｅｒｙｏｎｅ
7ユ４ＨｅａユｔｈｅａｒｅＷ◎ｒｋｅｒ

７１５Ｈｅａユｔｈｃａｒｅｗｏｒｋｅｒ〃ｓ◎ｃユａユｗｏｒｋｅｒ

７１６Ｒユユｏｃｃｕｐａｔユｏｎ

７１７エＴｉｎｄｕｓｔｒｙｗｏｒｋｅｒｓ
７１８Ｎ◎ｎｅ

７ユ９Ｎｏｎｅ

７２０Ｎｏｎｅ

７２ユＨ土ｇｈｚａｎｋｅｘｅｃｕｐｖｅ
７２２，．ｃｔ◎Ｚ

７２３ＥｄｕｃａｔＯｒ

７２４ﾊﾕﾕ◎ｃｃｕｐａｔユｏｎ
７２５Ｎoｎｅ

７２６，．ｃｔ◎ｒ

７２７Ｄｏｃｔ◎Ｚ

７２８Ｃｕｓｔ◎ｍｅｒｓｅｒｖ１ｃｅｓｅｃｔ◎ｚ
ｅ

７２９Ａユユ◎ccupat土ｏｎ．（ｅ９．．．ct◎ｚｓ，ユawyezs）
７３０Ｄｏｃｔｏ工

７３ユＤｏｃｔＯｒ

７３２s◎ｃユａユｗ◎ｒｋｅｒ

７３３ＤＯｃｔＯｚ

７３４，．ｃｔ◎Ｚ

７３５，．ｎＯｔｋｎ◎ｗ

７３６Ｄｏｃｔ◎Ｚ

７３７，．ｎＯｔｋｎ◎ｗ

７３８，．ｎＯｔｋｎ◎ｗ

７３９Ｌａｗｙｅｒ
７４０ＤｏｎＯｔｋｎ◎Ｗ

７４ユＵｎ正◎ｒｍｅｄｐｅｒｓＯｎｎｅユ

７４２ｍｎａｎｃｅ－ｂａｎｋ土ｎｇユユ、
７４３Ｃユｅａｎｅｚ

７４４Ｃａｎｏｔｔｈﾕｎｋ◎だ

７４５Ｐ◎ユユｔｉｅｉａｎ

７４６Ｔｅａｃｈｅｒ

７４７Ｈ◎ｕｓｅｗ土置ｅ

７４８，．ｃｔ◎工

７４９，．ｃｔｏｒ

７５０，．ｎＯｔｋｎ◎ｗ

７５１Ｎｏｎｅ

７５２Ｐｅａｃｅl◎ｖｍｇｐｅ◎ｐユｅ
７５３ｓ◎ユｄユｅｚ

７５４ＮＯｎｅ

７５５Ｂｕｓユｎｅｓｓｍａｎ

７５６Ｄｏｎ’ｔｋｎ◎ｗ

７５７ＤＯｎｏｔｋｎｏｗ

７５８Ｔｅａｃｈｅｒ

７５９Ｐｒｉｍ②ｍｉｎユｓｔｅｚ

７６０Ｎｕｒｓｅ

７６ユＴｅａｃｈｅｒ

７６２Ｕｎ正◎ｚｍｇｒ◎uｐ
７６３ＳｏｃｉａユｗｅユＥａｒｅｗＯｒｋｅｒ

７６４Ｔａｘユｄｒﾕｖｅｒ

７６４Ｔａｘユｄｒユｖｅｒ

７６５ＰＣユユヒユＣａユユｅａｄｅｒｓ

７６６Ｖｏユｕｎｔｅｅｚｗ◎ｚｋｅｒ

７６７Ｔｅａｃｈｅｒ

７６８Ｔｅａｃｈｅｒ

７６９Ｂユｓｈ◎ｐ＆Ｆａｔｈｅｚ

７７０ＡＵｊｏｂｃｏｎｃｅｚｎ
７７１ＰユユＯｔ

aﾇヲ



ａ3４

７７２ＰｚｉｍｅｍｉｎｉＳｔｅ工

７７３ＤＯｎＯｔｋｎＯｗ

７７４ＣＥＯ

７７５，．ｎＯｔｋｎ◎Ｗ

７７６ＤＯｃｔＯｒ

７７７Ｔｅａｃｈｅｒ

７７８Ｅｎｇｉｎｅｅｚ
７７９，．ｃｔｏｒ

７８０Ｈ◎ｕｓｅｗユｆｅ

７８ユＭｅｄｉｃａユーｒｅユａｔｅｄ◎ccupatユ◎nｓ
７８２Ｖ◎ﾕunteer（ｓ◎ciaユｃａｒｅ）

７８３ＤＯｎｏｔｋｎｏｗ

７８４Ｚｌｎｙｔｈﾕｎｇ
７８５Ｔｅａｃｈｅｒ

７８６Ｅｄｕｃａｔユ◎ｎ－ｚｅａﾕａｔｅｄ

７８７ＤｏｎＯｔｋｎＯＷ

７８８Ｄ◎ｎｏｔｋｎＯＷ

７８９Ｔｅａｃｈｅｒ，ｈｏｍｅＩＩ過ｋｅｒ，ｃＯｕｎｔｚｙユｅａｄｅｒ

７９０VOuntaryw◎rkeZ（Charﾕｔｙ◎rganizat土ｏｎ）
７９１Ｔｈｅｒｅｏｓｎ◎ｓｐｅｃユｆｉｃ◎ｎｅ
７９２Ｎ◎nｅ

７９３Ｈｅａユｔｈｃａ工ｅｗＯｚｋｅｚ

７９４ｓｅｃｕヱユｔｙｇｕａｒｄ
７９５Ｄｉｒｅｃｔｏｒ

７９６ＤＯｃｔｏｒ

７９７ＤＯｎ〃ｔｋｎＯｗ

７９８Ｄ◎ｃｔ◎Ｚ

７９９，．ｃｔ◎ｚ＆Ｐ◎ユユｔｉｃａユユｅａｄｅｒ

８００Ｔｅａｃｈｅｒ

８０ユＳｅｎｊＬｏｚｍｊＬｎユｓｔｅｒ

８０２sｈﾕｐＣａｐｔａｉｎ
８０３Ｄ土工ｅｃｔ◎Ｚ

８０４Ｈａｗｋｅｚ

８０５Ｓｅｃｒｅｔａｒｙ
８０６ＨａｗｋｅＺ

８０７Ｂｕｓｄｒｉｖｅｚ

８０８ＤｏｍｅｓｔユＣｈｅﾕｐｅｒ
８０９Ｐ◎１ｉｅｅｍａｎ

８ユＯＴｅａｅｈｅｒ

８ユュＮ◎ｎｅ

８１２Ｎ◎ｎｅ

８ユ３ＳｏｃｉａｌｗＯ正ｋｅｒ

8ユ４Teacher（aUeducat土ｏｎユeveユｓ＆ｒｅﾕﾕgi◎uｓ
teachez）

８ユ５ＮＯｎｅ

８ユ６Ｎ◎ｎｅ

８１７Ｎ◎ｎｅ

８ユ８Ｔｅａｃｈｅｒ

8ユ９Ｎｕｒｓｅ

８２０ＳＯｃｉａユｗ◎ｒｋ

３２１ｓｏ毎ｉａｌｗ◎ｒｋｅｚ

３２２Missi◎nary（ｓ◎cﾕaユServices）
３２３Ｔｅａｃｈｅｒ＆侭'ｎａｒ錨ａｎ

３２４Ｃｕｓｔｏｍｅｒｓｅｚｖﾕｃｅｓ

３２５ＢｕＳ土ｎｅＳｇｍａｎ

３２６Ｐａﾕｎｔユｎｇ，ａ工ｔ土ｓｔｓ

ﾖ２７DecentゴＯｂ
３２８，．ｃｔ◎ｒ

ﾖ２９ｓ◎ﾕｄｉｅｒ

３３０Ｃユｅａｎｅｚ〃ｂｅｃａｕｓｅｉｔユｓｖｅｒｙｇＯ◎．
ﾖ３１，．ｃｔ◎Ｚ

ﾖ３２ｖ◎ﾕｕｎｔｅｅｒ

３３３Ｖ◎ﾕｕｎｔｅｅｒ

ﾖ３４Ｔｅａｃｈｅｒ

ﾖ３５，．ｃｔ◎ｚ

ﾖ３６Ｔｅａｃｈｅｒ

ﾖ３７Ｖ◎ユｕｎｔｅｅｒ

ﾖ３８Ｖ◎ユｕｎｔｅｅｒ

ﾖ３９，．ｃｔｏｒ

ﾖ４０Ｅｄｕｃａｔ◎ｒだ◎ｒｄｉＱａｂユｅｃｈｉｌｄｒｅｎ

2９

８４１，．ｃｔｏｒ

８４２Ｐ◎ユユｔｉｅｉａｎ

８４３Ｖ。〕ｍｔｅｅｒ

８４４，．ｃｔ◎工

８４５Ｂｕ員ｆｎｅｓｓｍａｎ

８４６ｃﾕｖユユｄｅ竃eｎｓｅ

８４７，．ｃｔ◎Ｚ

８４８Ｔａｘｉｄヱユｖｅｒ

８４９Ｂｕｓｍｅｓｓ◎wner

８５０，．ｃｔＯｒ

８５ユＶＯﾕｕｎｔｅｅｒ

８５２，．ｃｔ◎ｒ

８５３Ｐ◎ユユＣｅ

８５４Ｐｒｅユｓｔ，ＭＯｎｋ

８５５，．ｃｔ◎ｒ

８５６Ｄ◎ｃｔＯｒ

８５７ＤｏｃｔＯｚ

８５８Ｅｎｔｒｅｐｒｅｎｅｕｒ

８５９Ｅｎｔｒｅｐｒｅｎｅｕ工
8６０

８６１，．ｃｔ◎工

８６２，．ctｏｒ

８６３Ｔｅａｃｈｅｒ

８６４Ｖ◎ﾕｕｎｔｅｅｒ

８６５Ｎｕｒｓｅ

' Ｎｕｎ

866Jhnyrespectabﾕｅｊ◎ｂ（ｅｇ:ｃﾕeaners）
８６７，．ｃｔ◎工

８６８Ｅｎｔｒｅｐｒｅｎｅｕｒ
８６９ＢｕｓｊＬｎｅｓｓｗｏｍａｎ

８７０，．ｎＯｔｋｎ◎Ｗ

８７１，．ｃｔｏｒ

８７２ハnｙｔｍｎｇｈｏｎｅｓｔ
８７３Ｐ。ユユ症Ｑｍａｎ

８７４Engﾕｎｅｅｒｉｎｇ
８７５，．ｃｔＯｒ

８７６Ｄｏｃｔ◎工

８７７ＤＯＣt◎ｒ

８７８Ｃユｅａｎｅｒ

８７９，．ｃｔ◎正

８８０Ｃｏｎｓｔｚｕｃｔユ◎ｎｗｏｚｋｅｚ

８８１ＳＯ１ｄｉｅｒ

８８２，．ｃｔ◎工

８８３Ｖ◎ﾕｕｎｔｅｅｒ

８８４Ｎ◎ｎｅ

８８５Ｎ◎nｅ

８８６，．ｃｔ◎Ｚ

８８７Ｂｕｓユｎｅｇｓｍａｎ

８８８Ｂｕｓｄｍｖｅｒ

８８９，．ｃｔ◎工＆Ｎｕｒｓｅ

８９０Ｈｏｍｅｗｉｆｅ

８９ユDoct◎ｒ

８９２Ｎｕｒｓｅ

８９３Ｄｏｃｔｏｒ

８９４Ｐ１１１ｍｈ②ｒ

８９５ＭｅｄﾕＣａユ置ｉｅﾕｄ〈ＤｏｃｔＯｒ）
８９６Ｔｅａｃｈｅｒ

８９７Ｎone

８９８Ｎｕ工ｓｅ

８９９Ｓｃﾕｅｎｔｉｓｔ

９００Ｎｏｎｅ

９０ユＤ◎ｃｔ◎工

９０２Ｐ◎ユユｔｉＣｉａｎ

９０３，．ｃｔ◎ｚ

９０４ＤＯｃｔＯｒ

９０５Ｗｅｄｄｍｇｓｅｚｖｉｃｅ
９０６Ｎ◎ｎｅ

９０７，．ｃｔＯｚ

９０８Ｄ◎ｎｏｔｋｎＯＷ

９０９Ｄｏｃｔ◎ｒ



９１０Ｔｅａｃｈｅｒ

９ユユＮｕｒｓｅ

９１２Ｎ◎ｎｅ．ＲｅｓｐｅｃｔｐｅｒｓｏｎｎＯｔｔｈｅ

ｏｃｃｕｐａｔユｏｎ
９１３Ｔｅａｃｈｅｒ

●

９１４Ｎｕｒｓユｎｇ

９ユ５Ｎｏｎｅ

９ユ６Ｍａｋｅ－ｕｐＥｏｚｔｈｅｄｅａｄ
９ユ７Ｔｅａｃｈｅｒ

９１８Ｔｅａｃｈｅｚ

９ユ９Ｖ◎ﾕｕｎｔｅｅｒ

９２０Ｃユｅａｎｅｒ

９２ユＤ◎ＣｔＯｚ

９２２Ｎ◎ｎｅにｅｓｐｅｃｔユｎｄﾕｖﾕｄｕａユ）

９２３ＣａＺｐｅｎｔｒｙ
９２４Ｖ◎ユｕｎｔｅｅｚ

９２５Ｎ◎ｎｅ

９２６Ｔｅａｃｈｅｒ

９２７Ｐ。ユユＣｅ 〃

ｂ

ｃユｖユユｄｅＥｅｎｃｅ

９２８エ．Ｔ・ｔｅｃｈｎｏユｏｇｙ

，ａｒｍｙ

９２９ハユユｔｈｅｓａｍｅダｃユｅａｎｅｒＯｒｍﾕｎｉｓｔｅｒ

９３０ＤＯｎｏｔｒｅｓｐｅｃｔｔｈｅｏｃｃｕｐａｔユ。ｎ．（ｎ．ｎｅ）．

Ｒｅｓｐｅｃｔユｎｄﾕｖユｄｕａｌ

９３１Ｒｅｓｐｅｃｔユｎｄﾕｖﾕｄｕａユｂｕｔｏｃｃｕｐａｔユ◎、
９３２Ｄｏｃｔｏｒ

９３３ＤＯｃｔＯｒ

９３４ＨｏｕｓｅｗユＥｅ

９３５Ｎｕｒｓｅ

９３６Ｖ◎ユｕｎｔｅｅ工

９３７Ｈｕｍａｎユｔａｚユａｎｓ（ｖ◎ﾕｕｎｔｅｅｒｗ◎ｒｋ）

９３８Ｔｅａｃｈｅｒ

９３９Ｐ◎ユユＣｅ

９４０，．ｃｔｏｒ

９４ユＶＯユｕｎｔｅｅｒ

９４２Ｐ。ユユＣｅ

９４３Ｔｅａｃｈｅ垂

９４４ＣＥＯ◎Ｅａｃ◎mｐａｎｙ

９４５Ｓｕｒｇｅ◎、
９４６，．ｃｔｏｒ

９４７Ｓｕｒｇｅｏｎ

９４８Ｔｅａｃｈｅ工

９４９Ｓｕｚｇｅｏｎ
９５０Ｐ◎ユユｃｅ－ｄｅｒｅｎｃｅ

９５１Ａｒｍｙ，ＳＲＦ
９５２Ｃユｅａｎｅ工

９５３Ｎｕｒｓｅ

９５４，．ｃｔ◎Ｚ

９５５Ｔｅａｃｈｅｚ

９５６ＮＯｎｅ

９５７，．ｃｔＯｒ

９５８Ｔｅａｃｈｅｒ

９５９Ｔｅａｃｈｅｒ

９６０，．ｃｔ◎ｒ

９６１Ｒｅｓｅａｚｃｈ（ｍｅｄｉｃａユ）

９６２Ｄｏｃｔ◎工

９６３Ｔｅａｃｈﾕｎｇ
９６４Ｐ◎ユユｔユｃｉａｎ

９６５ＳＯＣユａユｗｏｒｋｅｒ

９６６ＳＯｃユａユｗｏｒｋｅｒ

９６７，．ｃｔｏ工

９６８Ｎｕｒｓユｎｇ，ＳＯＣユａユｗｅユｆａｒｅ，ｖＯ１ｕｎｔｅｅｍｎｇ
９６９Ｄ◎ｃｔｏ工

９７０Ｖ◎ﾕｕｎｔｅｅｚ

９７１Ｄ◎ｃｔ◎ｒ

９７２Ｅｎｔｅｒｐｒユｓｅｓ
ｇ

９７３ＬｅａｄｅｒＯｒｐｅｏｐユｅ
９７４Ｔｅａｃｈｅｒ

９７５Ｎｕｒｓｅ

９７６，．ｃｔ◎ｒ

９７７，．ｃｔ◎正＆Ｎｕｒｓｅ

９７８，◎ｎ’ｔｋｎＯＷ

９７９ＤｏＣｔＯＺ

９８０Ｃｈａｍｔｙｗｏｒｋｅｚ
９８１Ｎｏｎｅ

９８２，◎ｎ’ｔｋｎ◎ｗ

９８３ＤＯｃｔｏｚ

９８４Ｔｅａｃｈｅｒ

９８５Ｄｏｃｔｏｒ

９８６Ｄｏｎ’ｔｋｎｏｗ

９８７ＨｅａユｔｈｗＯｒｋｅｒｓ

９８８Ｖ◎ユｕｎｔｅｅｚｗＯ工ｋｅｒ

９８９ＮＯｎｅ

９９０Ｒｕｂｂユｓｈｃユｅａｎｅｒ，ｔｏユユｅｔｃｌｅａｎｅｚ

９９１Ｂｕｓｉｎｅｓｓｍａｎ

９９２ＤＯｃｔＯｒ

９９３Ｎｏｎｅ

９９４ＤＯｃｔｏｒ

９９５ＲｅｓｐｅｃｔａユユＯｃｃｕｐａｔユ。ｎｓ

９９６Ｅｖｅｒｙｔｍｎｇ

９９７Ｌａｗｙｅｒ
９９８Ｎoｎｅ

９９９Ａユユ◎ｃｃｕｐａｔユＯｎ

ｌＯＯＯＡＵＧＯｖｅｚｎｍｅｎｔｐｏｓユｔユ◎、

ﾕＯＯユハユユＯＣｃｕｐａｔユ◎ｎ
ユＯＯ２ＤＯｃｔｏｚ

１００３ハユユＯｃｃｕｐａｔユ◎、
]LＯＯ４Ｔｅａｃｈｅｒ

ｌＯＯ５Ｄｏｃｔ◎エ

ユｏ０６Ｓｏｃユａユｗ◎ｒｋｅｒ

１００７Ｄｏｃｔｏｒ

lＯＯ８Ｖｏｌｕｎｔｅｅｒｗｏｒｋｅｒ

１００９ｓａユｅｓｐｅｒｓ◎ｎ
ｌＯ１０ＳｅｒｖﾕＣｅユュｎｅ

１０１１Ｇﾕｖﾕｎｇｔ◎ｓ◎cﾕｅｔｙ（ｖｏﾕｕｎｔｅｅｒ）

ﾕｏ１２Ｓｈﾕｐｐユｎｇ－ｒｅユａｔｅｄ

１０ユ3､Cﾕｖユユｓｅｒｖａｎｔ（ｅ・ｇＡｍｙ）
１Ｏ１４Ｎｕｒｓｅ＆Ｔｅａｃｈｅｒ

lＯ１５Ｔｅａｃｈｅｚ

１Ｏ１６Ｌｅａｄｅｚｓｈﾕｐ(ｗｈ◎ｃａｎユｅａｄ）ｅ・ｇＭａｎａｇｅｒＯｚ
CＥＯ

１０ユ７Ｔｅａｃｈｅｒ

１０ユ８Ｌｏｇユｓｔユｃユユｎｅ
ﾕＯ１９Ｔｅａｃｈｅｚ

ｌＯ２０Ａｎｙゴ◎ｂ

１０２１Ａｎｙ◎ｃｃｕｐａｔユ◎ｎＷﾕｔｈｓｔａｂユｅユｎｃｏｍｅ

１０２２ＡユユーＥｖｅｚｙＯｎｅｐユａｙｓａｐａｚｔ
１０２３ｓ◎ｃｉａユｗｏｒｋｅｒ

１０２４ＣユｅｒユＣａユ◎ｆｆユＣｅ工

l０２５ＥｎｇｉｎｅｅＺ

１０２６Ｔｅａｃｈｅｒ

lO27Anydan9er◎ｕｓｊｏｂ

ｌＯ２８ＡＵＯｃｃｕｐａｔユｏｎ－ｅａｃｈユｎｄﾕｖﾕｄｕａユｓｐユａｙ
ｔｈｅｉｒＰａｒｔ

ｌＯ２９Ｃａｎｏｔｔｈユｎｋ．ｆ

１０３０Ｔｅａｃｈｅｒ

１０３１Ｎｕｒｓユｎｇ
ｌＯ３２Ｔｅａｃｈｅｒ

１０３３，．ｎｏｔｋｎｏｗ

ユＯ３４ＤＯＣｔ◎ｒ

１０３５Ｄｏｎｏｔｋｎ◎ｗ

ユＯ３６Ｄｏｎｏｔｋｎｏｗ

１０３７Ｍ⑪ｓｉｃｉａｎ

lO38Whﾕｔｅｃ◎Ｕａｒｊｏｂ－ＳｈﾕppﾕngEecutﾕvｅ
１０３９，．ｃｔ◎工

１０４０エｎｖｅｓｔｍｅｎｔ

ｌＯ４１Ｔｅａｃｈｅｒ

3０
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a３６

３１

問３９ｂでは、ご自身が実際につきたいと思う職業は何ですか。（自由回答）

（サンプルNo.、回答）

ユＳＯＣユａユｗ◎ｒｋｅｒ

２，．ｎｏｔｋｎｏｗ

３ＤＯｎｏｔｋｎ◎ｗ

４，．ｎＯｔｋｎ◎ｗ

５Ｅｎｔｚｅｐｚｅｎｅｕｚ

ｗ
Ｗ
ｗ

◎
Ｏ
ｏ

ｎ
ｎ
，

○
Ｋ
○
Ｋ
○
Ｋ

ｔ
ｔ
ｔ

Ｏ
Ｏ
Ｏ

ｎ
ｎ
ｎ

ｏ
Ｏ
◎

，
Ｄ
Ｄ

６
７
８

９ＳｕｃｅｓｓＥｕユＷｏｍａｎ

lＯＤＯｎｏｔｋｎＯｗ

ユユＥｎｇｉｎｅｅｚ

ユ２，．ｎＯｔｋｎ◎ｗ

ユ３Ｃｕｓｔ◎ｍｅｚＳｅｚｖ１ｃｅ
◆

ユ４Pubユユｓｈｅｃ◎ｍｉｃ，ｄｅｖｅユｏｐＯｗｎｓｅｔ◎ｆｃＯｍ１ｃ
●

＆ｂｒｅａｋユｎｔＯｗ◎ｒユｄｍａｒｋｅｔ．

．ユ５Ｓｅａｍｓｔｒｅｓｓ

ｌ６Ｃ。◎ｋｅエｙｔｅａｃｈｅｒ

ユ７ＤＯｎＯｔｋｎｏＷ

１８Ｔｅａｃｈｅｒ

１９，．ｎＯｔｋｎＯｗ

２０Ｓｕｐｅｒｖ土ｓ◎ｒＯｒａｐｒｅ－ｓｃｈ。◎ユ

２ユエＴ１ｉｎｅ

２２Ｎ◎ｅｏＴｍｅｎｔ

２３Ｎ◎ｅｏＴｍｎｅｎｔ

２４ＮｏｅｏＴＴｍｅｎｔ

２５Ｎｏｅｏｎｍ②ｎｔ

２６Ｔｅａｃｈｅｚ

２７ＳｕＰｅＺｖユｓ◎ｒ
●

２８Ｎ◎prefe工ranceUOweducati◎、）

２９ｓｅｎﾕ◎ｒｓｕｐｅｒｖﾕｓｏｒ
●

３０Ｓｕｃｃｅｓｓｆｕユｂｕｓｉｎｅｓｇｍａｎ

３１ｎｃＣＯ１ｍｔａｎｔ

３２ＭｅｄｉａＤﾕＺｅＣｔ◎Ｚ

３３Ｔ◎。◎ﾕｄｔ◎ａｎｓｗｅｒｔｈｅｑＵｅｓｔユｏｎ

３４浬dｍｉｎｉｓｔｚａｔＯｒ

３５ＲＣＣ◎untant

３６Ｐａｚｋｒａｎｇｅｚ

３７０Wｎｂｏｓｓ

３８Ｂｕｓｉｎｅｓ且ｍａｎ

３９，．ｃｔ◎垂

４０エＴｍａｎａｇｅｒ

4ユＦﾕｎａｎｃｅＭｉｎｉｓｔｅｒ

４２Ｐ◎ユ土ｔｉｅｉａｎ

４３Ｖ◎ﾕunteerj◎ｂ

４４Ｐ◎ユユｔユｃｉａｎ

４５Ｓｃユｅｎｔｉｓｔ

４６ＰユユＯｔ

４７Ｂｕｓユｎｅｓｇｍａｎ

４８Ｍａｔｈｅｍａｔｉ⑥ｆａｎ

４９Ｅｎｔｒｅｐｒｅｎｕｅｒ

５０ＨＣＣ◎uｎｔａｎｔ

５ユＥｎｔｒｅｐｒｅｎｕｅｒ

５２Ｌａｗｙｅｒ

５３，．ｃｔ◎工

５４Ｔｅａ⑤hｅｒ

５５ＤｏｃｔＯｚ

５６Ｂｕｓｍｅｓ厚ｍａｎ

５７Ｓｐｏｒｔｓｍｉｎユｓｔｅｒ。

５８ＨＯＵｓｅｗユ置ｅ

５９Ｔｅａｃｈｅｒｏｓａﾕ．

６０Ｂｕｓﾕｎｅｓ厚ｍａｎ

６２Wareｈ◎ｕｓｅＨｓｓユｓｔａｎｔ

６３Ｓｅｗｉｎｇ

６４０ｗｎｂ◎ｓｓ

６５０ｗｎｂｕｓ土ｎｅｓｓ

６６Ｔｅａｃｈｅｒ

６７Ｈ◎usekeePmg

６８Ｔｅａｃｈｅｒ

６９０ｒＥユｃｅａｄｍ勺、

７０Ｔｅａｃｈｅｒ

７１Ｔｅａｅｈ⑨ｒ

７２Ｔｅａｅｈｅｒ

７３Ｍａｎａｇｅｒ

７４Ｂａｎｋｅｒ

７５Ｎｏｃｏｍｌｅｎｔ（ａｇｅｃａｔｃｈｕｐ＆quaユユficatﾕ◎、

ﾕｓユｏｗ）

７６ＮｏｅＯＴＥｎｅｎｔ

７７Ｎ◎ＣＯ亜nｅｎｔ

７８ｺ◎ｕｒｎａｌｉＳｔ

７９Ｎ◎ｃ◎rｍｅｎｔ

８０Ｅｎｇｉｎｅｅｒ

８１Ｅｎｇｉｎｅｅｒ

８２Ｎ◎ｅＯ１ｍｔｅｎｔ

８３エｎｓｕｒａｎｃｅｌｅａｄＰｒ

８４Ｎ◎ｃｏｒｎｍｅｎｔ

８５Ａｎｉｍａユｔｒａ土ｎｅｒ

８６Hawke工

８７Ｎｅｖｅｒｔｈﾕｎｋａｂｏｕｔユｔ

８８Ｂｕｓｉｎｅｇ掌ｍａｎ

８９Ｍａｎａｇｅｒ

９０ＰユユＯｔ

９１Ｔｅａｃｈｅｒ



９２ＳＯ１ｄｉｅｒ

９３Ｂｕｓユｎｅｓｓｍａｎ

９５ＤｏＣｔ◎工

９６Ｂａｎｋｅｒ

９７Ｓａユｅｓｐｅｒｓｏｎａユ

９８０ｗｎｂｕｓユｎｅｓｓ

９９０ｗｎｂｕｓユｎｅｓｓ－ｂユｇｂＯｓｓ

１００，．ｃｔ◎工

1Ｏ１Ｃａｎｏｔｔｈ１ｎｋｏｒ

ユ０２エｎｔｅｃｈｎ◎ユ◎ｇｙ＆ｅユｅｃｔｒユｃｄｅｓｇﾕ、

１０３Ｖ◎ユｕｎｔａｒｙｗｏｒｋｅｚ

１０４Ｐユａｎｏｔｅａｃｈｅｒ

１０５Ｂｕｓユｎｅｓｓｍａｎ

ｌＯ６０ｗｎｂｕｓユｎｅｓｓ

ｌＯ７Ｄｏｎｏｔｋｎ◎ｗ

ｍ８ＤＯｎｏｔｋｎｏｗ

１０９Ｂｕｓｉｎｅｓｓ（ｓｅユｆｅｍｐﾕＯｙｅｄ）

１１０Ｃユｅｒｋ

ｌユュＣユｅｚｋ

ｌｌ２ＦｉＺｅｍａｎ

１１３Ｔｅａｃｈｅｚ

ユl４ＤＯｎＯｔｋｎＯＷ

ｌｌ５Ｎｕｒｓｅ

ユユ６Ｂｅａｕｔユごａｎ

１１７Ｔｅａｃｈｅｒ

ユユ８ＦＯｒｋユユＥｔｄｒｉｖｅｒ

ﾕ１９Ｓｔｒａｄｅｇｙｃ◎ｎｓｕユｔａｎｔ．

ﾕ２０Ｐ◎ユユｔユＣユａｎ

１２１エＴＰＺ◎ｆｅｓｓｉ◎、

ユ２２ＣａｎｏｔＲｅＣａｌｌ

ユ２３Ｄｏｎｏｔｋｎ◎ｗ

１２４Ａｒｔｉｓｔ

１２５Ｔｅａｃｈｅｒ

ユ２６Ｔｅａｃｈｅｒ

ユ２７Ｔｅａｃｈｅｒ

１２８ＣａｎｏｔｔｈｉｎｋｏＥ

ユ２９Ｂｕｓユｎｅｓ食ｍａｎ

ユ３０Ｂａｋｅｒｙ

ｌ３１Ｍａｎａｇｅｍｅｎｔｐｏｓｔ ユｎａ ｐｒユｖａｔｅｃ◎mｐａｎｙ

ユ３２ＨｏｕｓｅｗユＥｅ

１３３Ｔｅａｃｈｅｚ

ユ３４ＲｅｐＯｒｔｅｒ

ｌ３５Ｂｏｄｙｔｈｅｒａｐユｓｔ

l３６Ｔｅａｃｈｅｚ

ｌ３７Ｆａｃｔｏエｙ◎ｐｅｚａｔＯｒ

ｌ３８ＤＯｎＯｔｋｎ◎ｗ

ユ３９Ｐ◎ユユＣｅ

１４０ＦａｃｔｏｚｙｗＯｒｋｅｒ

ｌ４１Ｂｕｓユｎｅｓｓ

１４２Ｄｏｎｏｔｋｎ◎ｗ

ﾕ４３ｓaﾕｅｓゴ◎ｂ

3２

１４４Ａｓａｂａｎｋｍａｎａｇｅｒ

ﾕ４５Ｓｅｃｕエユｔｙｇｕａ工．

ｌ４６ＰｏユユＣｅ

１４７０ｗｎｂ◎ｓｓ

l４８Ｄｏｎｏｔｋｎｏｗ

ﾕ４９，．ｃｔ◎ｒ

ｌ５０Ｄ◎ｎ１ｔｋｎＯｗ，ｎｅｖｅｚｓｔｕｄｙ

１５１Ｂｕｓ土ｎｅｓｓｗＯｍａｎ

l５２Ｎｏｎｅ

１５３Ａｃｃ◎ｕｎｔａｎｔ

ユ５４Ｐｏｌｉｃｅ

ユ５５Ｎｅｗｓｐｒｅｓｅｎｔｅｒ

ｌ５６ＢｕｓユｎｅｓｓｗＯｍａｎ

ユ５７Ｒｅｓｅａｒｃｈｅ工，Ｓｃユｅｎｔユｓｔ

ユ５８Ｂｕｓユｎｅｓｓｗｏｍａｎ

ｌ５９Ｐｕｃｈａｓｅｒ

１６０Ｃユｅｒｋ

１６ユＢｅユｎ９ａｈ◎ｕｓｅｗユｆｅ

ユ６２，．ｎｏｔｋｎ◎ｗ

ユ６３Ｂｕｓｉｎｅｓｓｍａｎ

ユ６４Ｂｕｓユｎｅｓｓｍａｎ

ユ６５Ｃ◎◎ｋ

１６６Ｍｅｓｓｅｎｇｅｚ

ﾕ６７，．ｃｔｏｒ

１６８Ｐユユｏｔ

ﾕ６９Ｒｅｓｔａｕｒａｎｔｏｗｎｅｒ

ﾕ７０Ｂｕｓユｎｅｓｓｗ◎ｍａｎ

ﾕ７ユＣユｅａｎｅｒ

ｌ７２Ｔｅａｃｈｅｒ

ユ７３，．ｎｏｔｋｎｏｗ

ユ７４Ｅｎｇ土ｎｅｅｒ

１７５Ｓｅａｍｓｔｒｅｓｓ

１７６Ｎ◎ｎｅ

１７７ＨａＷｋｅｒ

ユ７８Ｔｅａｃｈｅｒ

１７９ＤＯｎｏｔｋｎ◎Ｗ

１８０Ｅｎｇﾕｎｅｅｒ

ユ８ユＮｕｚｓｅ

ユ８２ＦｌＯｒユＳｔ

１８３Ａｄｍﾕｎ．ＥｆｉｃｅＺ

ﾕ８４Ｓｅａｍｓｔｒｅｓｓ

ﾕ８５Ｃａｎ１ｔｔｈユｎｋ．Ｅ

ﾕ８６Ｍｅｒｃｈａｎｄｉｓｅｒ

ﾕ８７ＣＯ◎ｋ

ﾕ８８Ｂｕｓユｎｅｓｓｗｏｍａｎ－ｓｅユｒｅｍｐユｏｙｅｄ

ﾕ８９Ｐ。ユユＣｅ

１９０Ｂｕｓユｎｅｓｓｍａｎ

ﾕ９ユＦａｒｍｅｒ

ｌ９２Ｃユｅａｎｅｒ

１９３ＮＥＡｗ◎ｒｋｅｒ

ﾕ９４Ｒｅｔａｉｌｅ五一ｓｅユＥｅｍｐユ◎ｙｅｄ

ａｦ７
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ユ９５Ｒｃｔｒｅｓｓ

１９６Ｅｎｇﾕｎｅｅｚ

ユ９７Ｓｙｓｔｅｍａ工cｈｉｔｅｃｔ

ユ９８Expﾕ◎rｅｒ（natuｴｅ）

１９９sａユｅｓｐｅ工ｓＯｎａユ

２００Ｎ◎ｎｅ

２０１Ｆ。◎ｔｂａｕｐユａｙｅｒ

２０２Ｂｕｓユｎｅｓｓｗｏｍａｎ

２０３ＴｅａｃｈｅＺ

２０４Ｈｎｙｔｈｉｎｇ

２０５Ｔｅａｃｈｅｒ

２０６Ｃ◎Ｏｋ

２０７ＲＣＣ◎uｎｔａｎｔ

２０８Ｈ◎ｒｓｅｋｅｅｐｅｒ

２０９Ｃユｅｒｋ

２ユＯＥｎｇユｎｅｅｒ

２１ユＴｅａｃｈｅ正

２ユ２Ｆｉｎａｎｃｅａｃｃｏｕｎｔﾕｎｇ

２１３Ｌａｗｙｅｚ

２ユ４ＨＯｕｓｅｗｉＥｅ

２ユ５Ｔｅａｃｈｅ工

２１６Ｐａｒｔｔｉｍｅ－ｗ◎rｋｅｒ

２ユ７且ｄｍｌｎｓｔｒａｔｉ◎ｎｃユｅｒｋ

２ユ８Ｃ１ｅａｎｅｒ

２ユ９ＤＯｃｔＯｒ

２２０Ｆｒｅｅユａｎｃｅ－ｄｒ土ｖｅｚ

２２１ｓｅユＥ－ｅｚＩｐユ◎ｙｅｄ

２２２Ｐａｒｔｔﾕｍｅｗ◎ｚｋ

２２３Ｂｕｓｉｎｅｇ量、角、

２２４且ユｔｈｅｔユｃ

２２５Ｍｕｓユｃｐ工◎ｄｕｃｅｚ

２２６Ｅユｅｃｔｒｉｃｉａｎ

２２７Ｓｃｉｅｎｔユｓｔ

２２８Ｈａｎｄｉｃｒａ造ｔｗ◎ｚｋｅｒ

２２９Ｈ◎ｕｓｅｗユｆｅ

２３０Ｈｒｃｈユｔｅｃｔ

２３ユＤ◎ｎｏｔｋｎｏｗ

２３２Ｒｃｔｕａｒｉａｌ．－ｎｃｔｕａｒｅｒ

２３３Ｌａｗｙｅｒ

２３４Ｅｎｔｒｅｐｚｅｎｕｅｚ

２３５ＤＯｎＵｔｋｎｏｗ

２３６Ｐ◎１ｉｃｅ

２３７Ｔｅａｃｈｅｒ

２３８，．ｎｏｔｋｎ◎ｗ

２３９Ｅｎｇ土ｎｅｅＺ

２４０Ｃ◎ｕｎｓｅユユ◎Ｚｓ－Ｆａｍユユｙａ錘ａｉｒ

２４ユＮ◎ｎｅａｔｔｈｅｍＯｍｅｎｔ

２４２Ｌｅｃｔｕｒｅｒ

２４３Ｂｕｓユｎｅｓｓ

２４４Ｔｅａｃｈｅｒ

２４５ｓ◎ｃｉａユＷ◎ｒｋｅｒ

3３

２４６且ｄｍｉｎｉｓｔｚａｔユ。、

２４７Ｂｕｇｉｎｅｓｓ

２４８Ｔｅａｃｈｅｒ

２４９Ｔｅａｃｈｅｒ

２５０Ｔｅａｃｈｅｒ

２５１Ａｃｃ◎ｕｎｔａｎｔ

２５２Engineer

２５３Ｂｕｓｉｎｅｇｇｍａｎ

２５４０wｍｂｕｓｍｅｓｓ

２５５Ｎｏｎｅ

２５６ＮＯｃＯｍｍｅｎｔ

２５７ＣｕｓｔｏｍｅｒＳｅｒｖｉｃｅ

２５８ＲＯｂｂｅｒ

２５９０１ｍｂｕｓユｎｅｓｓ

２６００ｒＥユｃｅＨｓｓｉｓｔａｎｔ

２６１０wｎｂｕｓｉｎｅｓｓ

２６２Ｒｅｇﾕ◎ｎａユｓｈ◎ｗｏｚｇａｎユｓｅｒ
●

２６３Ｔｅａｃｈｅｒ

２６４Ｂｕｓｉｎｅｓｓｍａｎ

２６５ＳＯＣユａユｓｅｒｖ１ｃｅｓ
●

２６６Ｓｕｃｃｅｓｓｆｕユ ｅｎｔ工ｅｐｚｅｎｕｅｚ

２６７Caregiver

２６８恩ｄｍｉ－ｎｉｓｔｚａｔ◎Ｚ

２６９Ｐユユ◎ｔ

２７０Ｎａｔｕｚｏｐａｔｈ

２７１Ｆﾕｒｅｍａｎ

２７２Ｍe“Ｃａユｐｒ◎だｅｓｓユ◎ｎａユ

２７３Ｄｏｃｔ◎ｒ

２７４Ｈ'ｎｍａｎｒｅｓ◎ｕｒｃｅｓ

２７５Ｎｅｖｅｒｔｈｉｎｋａｂｏｕｔユｔ

２７６Ｂｕｓｉｎｅｓｓｍａｎ

２７７Ｎｕｒｓｉｎｇ

２７８ＳｈＯｐ－ｋｅｅｐｅｚ

２７９Ｗ◎堂ｋユｎａｎａｔｕｚｅ－ｇｒｅｅｎｅｎｖｉｒ◎nｍｅｎｔ

２８０Ｈａｐｐｙｗﾕｔｈｃｕｒｚｅｎｔ－ｅｎｇｉｎｅｅｒ

２８ユＦｏｏｄ

２８２，．ｎＯｔｋｎ◎ｗ

２８３ＮｅｖｅＺｔｈｉｎｋａｂ◎ｕｔユｔ

２８４TechnOﾕＯｇｙユｎｄｕｓｔＺｙ

２８５Ｎｕｒｓｅ

２８６ＮＯｎｅ

２８７ｍ◎エユｓｔ

２８８Ｎｏｔｗ◎ｒｋｉｎｇａｕｔｈｉｓｗｈユユｅ

２８９Ｅｎｇﾕｎｅｅｚ

２９００ｗｎｂｕｓユｎｅｓｓ

２９ユＥｎｇﾕｎｅｅｚ

292ｓ◎ciaユＷ◎rkers/ＶＯﾕunteers

２９３Ｂｕｓｍｅｓｇｍａｎ

２９４Ｃｕｓｔ◎ｍｅｒｒｅｌａｔユ◎ｎｅｘｅｃｕｔﾕｖｅ

２９５Ｖ◎ﾕｕｎｔｅｅｒ

２９６０wｎｂｏｓｓ



２９７Ｆａｃｔｏ工ｙｗｏｒｋｅｒ

２９８，．ｃｔｏｒ

２９９Ｅｎｇユｎｅｅｒ

３００Ｂｕｓユｎｅｓｓｍａｎ

３０１ＨＯｕｓｅｗユ五ｅ

３０２Ｒｅｔユェｅｅ

３０３Ｃｏｏｋ

３０４Ｄｏｃｔｏｒ

３０５ＣｈｉｌｄｃａｒｅＯｗｎｅ工．

３０６ｓｅユＥ－ｅｍＰユｏｙｅｄ

３０７Ｂｕｓユｎｅｓｓｍａｎ

３０８Ｎ◎ｎｅ

３０９ＨＯｕｓｅｗユｒｅ

３ユＯＣユｅ工ｋ

３ユユＦｒｅｅｌａｎｃｅｗ◎ｒｋｅｒ

３１２Ｈ◎ｕｓｅｗユｆｅ

３１３Ｔｅａｃｈｅｒ

３１４Ｐユユｏｔ

３１５Ｈｅａｌｔｈｐｒ◎ｒｅｓｓユＯｎａユ

３ユ６Ｆ◎ＯｄｔｅｃｈｎＯユｏｇｙ

３１７Ｈｕｍａｎｒｅｓ◎ｕｒｃｅ◎置置ｉｃｅ工

３ユ８重ｎａｎｃｅＭａｎａｇｅｒ

３ユ９Ｅｎｔｅｚｔａｉｎｍｅｎｔｃユｚｃｕ１ａェ

３２０ＤｅｓｐａｔｃｈｂＯｙ

３２ユェａｂｏｕｒｅｒ

３２２Ｃユｅａｎｅｒ

３２３ＦﾕｎａｎｃｅＭａｎａｇｅｒ

３２４Ｔａユユｏ工

３２５Ｅｎｇユｎｅｅｒ

３２６ｓ◎ｃユａユＶ◎ユｕｎｔｅｅｒ

３２７０ｕｔｄｏＯｚ丘ｅユｄｗＯｒｋｇｏ正ｇｒｅｅｎ

ｍａｉｎｔｅｎａｎＣｅ

３２８Ｂｕｓｉｎｅｓｓｍａｎ（tradﾕｎｇ）

３２９ＴｅｃｈｎﾕＣａユｓＰｅｃユａユユｓｔ

３３０Ｔａユユｏ重土ｎｇ

３３１Ｇｚａｐｍｃｄｅｓユｇｎｅｒ

３３２エＴｓｐｅｃユａユユｓｔ

３３３Ｐユユｏｔ

３３４Ｅｎｔｒｅｐｒｅｎｕｅｒ

３３５Ｒｅｓｅａｒｃｈｅｒ

３３６Ｆ１ｄｒｉｖｅｒ

３３７，．ｃｔｏｒ

338エndustヱユaﾕﾕｓｔｇﾕｖｍ９ｊＯｂｓｔＯｐ◎ｏｒpeople

３３９Ｔｅａｃｈｅｒ

３４０Ｂａｎｋｅｒ，ｓ◎ｃユａユｗ◎rｋｅｚ

341Ａｎｙｊｏｂｔｈａｔｍａｋｅｓｍｅｈａｐｐｙ

３４２Ｎｅｖｅｒｔｈユｎｋａｂ◎ｕｔユｔ

３４３Ｌａｗｙｅｚ

３４４Ｎｕｒｓｅ

３４５Ｖｏユｕｎｔｅｅｒｗ◎rｋ

3４

３４６０ｗｎｂ◎ｓｓ

３４７Ｅｄｕｃａｔｏｒ

３４８Ｌａｗｙｅｒ

３４９Ｍａｎａｇｅｍｅｎｔユｅｖｅユ

350Zknyゴ◎ｂｔｈａｔｇﾕｖｅｓｍｅａｓｅｎｓｅｏｆ
■

ａｃｃＯｍｐユユｓｈｍｅｎｔ

３５１，．ｎｏｔｋｎ◎ｗ

３５２Ｗ◎ｒｋ

３５３Ａｒｍｙ

ユ、 ｔｈｅ造ａｃｔｏｒｙ

３５４Ｈｕｍａｎｒｅユａｔユｏｎｓｍａｎａｇｅｚ

３５５Ｈｏｕｓｅｗ土置ｅ

３５６０wｎｂｏｓｓ

３５７Ｎ◎ｎｅ

３５８ＳｔａｚｔＯｗｎｂｕｇユｎｅｓｓ

３５９Ｂｕｓユｎｅｓｓｍａｎ

３６０ＤＯｎＯｔｋｎｂＷ

３６１ＣＯｎｓｔｒｕｃｔユｏｎユュｎｅ

３６２，．ｎｏｔｋｎｏｗ

３６３，ｏｚユｓｔ

３６４Ｐｒｏ置ｅｓｓｉｏｎａｌ

365Offﾕcej◎ｂ

３６６Ｓｔａｒｔａｐｅｔｓｈ◎Ｐ

３６７エｎｖｅｎｔｏ工

３６８Ｅｎｇﾕｎｅｅｚ

３６９Ｃｕｓｔｏｍｅｒｓｅｒｖユｃｅｚｅａユｔｅｄ◎ｃｃｕｐａｔユｏｎ
ｅ

３７０Ｎｅｖｅ工ｔｈｉｎｋａｂ◎ｕｔ土七

３７１Ｃａｓｈユｅ工ｓ

３７２Ｔａｘユｄヱユｖｅｒ

３７３Ｎ◎ｎｅ

３７４Ｔ◎ｂｅａｂ◎ｓｓ

３７５Ｎｏｎｅ

３７６０wｎｂｏｓｓ

３７７Ｔｅａｃｈｅｒ

３７８エｎｔｅｒユ◎工ｄｅｓユｇｎｅｚ

３７９Ｎｏｎｅ

３８０Ｔｅａｃｈｅｒ

３８ユＴｅａｃｈｅｒ

３８２Ｎｏｎｅ

３８３且ｅｚＯｓｐａｃｅ

３８４Ｖ◎ユｕｎｔｅｅｒ

３８５Ｔｅａｃｈｅｒ

３８７Ｔｅａｃｈｅｒ

３８８ｓ◎ｃｉａｌｗＯｒｋｅｚ

３８９０wｎｂｏｓｓ

３９０Ｄｏｃｔｏｒ

３９１Ｓｃｉｅｎｔ土ｓｔ

３９２，．ｎＯｔｋｎＯＷ

３９３Ｎ◎ｐｅｚＥｅｒｅｎｃｅ

３９４Ｓｏｍｅｔｈｉｎｇｔｈａｔｗ◎ｕｌｄｈｅユＰａｎｙＯｎｅ

３９５Ｂｕｓユｎｅｓｓ

ａ３９



340

３９６Ｔａユユｏｒ

３９７０wｎｂｏｓｓ

３９８画◎ｚａユｓｈ◎Ｐｂ◎ｓｓ

３９９ＴｅＣｈｎｉｅｉａｎ

４００，．ｎＯｔｋｎ◎ｗ

４０１，．ｎｏｔｋｎＯＷ

４０２ＤＯｎｏｔｋｎｏｗ

４０３Ｅｎｇｉｎｅｅｒ

４０４，．ｃｔ◎Ｚ

４０５ＤｏｎｏｔｋｎＯｗ

４０６Ｎｅｖｅｒｔｈｉｎｋａｂ◎ｕｔユｔｂｅｒ◎ｒｅ，ｄｏｎｔｋｎ◎Ⅶ

４０７，．ｎｏｔｋｎ◎Ｗ

４０８Ｌａｗｙｅｒ

４０９Ｂｕｓｉｎｅｓｓｃ◎ｎｓｕユｔａｎｔ

４１０Ｄｉｖｅｒ

４ｕｓｅユf-empユ◎ｙｅｄｂｕｓｉｎｅｓｓｍａｎ

４１２エｎｖｅｎｔ◎Ｚ

４ユ３Ｂｕｇｉｎｅｓｓｗｏｍａｎ

４１４Ｔｅａｃｈｅｒ

４１５Ｇ．Ｏｄｂｅａｕｔユｃユａｎ

４ユ６Ｃｕｓｔ◎ｍｅ工ｓｅｒｖ１ｃｅＯ垂iｃｅｚ
０

４ユ７，．ｃｔ◎ｚ
●

４１８Ｔｅａｃｈｅｒ

４ユ９Ｔｅａｃｈｅｒ

420ｓaﾕｅｓゴ◎ｂ

４２１Ｔ◎ｐｓａユｅｓｅｘｅｃｕｔﾕｖｅ

４２２Ｌａｗｙｅｒ

４２３Ｈａｉｒｓｔｙユユｓｔ

４２４Ｅｎｇｉｎｅｅｒ

４２５Ｐｈｙｓユｃユａｎｓ

４２６Ｂｕｓユｎｅｓｇｍａｎ－ＢｅｏｗｎｂＯｓｓ

４２７Ｌａｗｙｅｒ

４２８Ｔｅａｃｈｅｒ

４２９Ｐｉユ◎ｔ

４３０Ｓｕｃｃｅｓｓｆｕユｂｕｓｉｎｅｓｓｍａｎ

４３１Ｐ◎ユユＣｅ

４３２Ｃａｓｈえｅｒ

433FreeﾕanceゴＯｂ

４３４Ｈ◎ｕｓｅｗ土ｒｅ

４３５，．ｔｈｅｔｈｉｎｇｓｔｈａｔ ユユユｋｅ

４３６Ｈｅａユｔｈｃａｚｅ－ｒｅユａｔｅｄＯｃｃｕｐａｔｉＯｎｓ

４３７Ｐユユ◎ｔ

４３８Ｐユユ◎ｔ

４３９Ａｒｃｈｉｔｅｃｔ

４４０Ｓｅｚｖｉｃｅ－工eﾕated（heaﾕthcare）

４４ﾕＣＯｕｎｓｅﾕﾕ◎垂（famﾕﾕｙ）

４４２Ｔｅａｃｈｅｒ

◆

４４３Ｖ◎ﾕunteez（ｉｎｓ◎ciaユｓｅｒｖﾕceS）

４４４Ｈｅａｄ◎ｆｔｈｅｃ◎uｎｔｒｙ

４４５Ｔｅａｃｈｅｒ

４４６ｓ◎ｍｅｔｈﾕｎｑｔ◎ｄ◎ｗｉｔｈｓｏｃｉａユｗｏｒｋ

3５

４４７Ａｒｔユｓｔ

４４８ＤＯｃｔ◎Ｚ

４４９Ｎｅｖｅｒｔｈｍｋａｂ◎ｕｔｉｔ

４５０Ｔｅａｃｈｅｒ

４５１Ｂｅ
■

ｍａｎａｇﾕｎ９ｄ土ｚｅｃｔ◎ｒ◎だａｃＯＩｒＰａｎｙ

４５２Ｂｅａｕｔユｃｉａｎ

453ZｍｙｈＯｎｅｓｔｊＯｂ

４５４ＤＯｎｏｔｋｎＯＷ

455ｍｊｏｂ

４５６Ｔｅａｃｈｅｒ

４５７０ｒＥ土ｃｅｗＯｒｋ

４５８エｎｔｈｅｓａユｅｓｌｉｎｅ

４５９Ａｎｙｔｈｉｎｇｔｈａｔｓｕ土ｔｍｅ

４６０Ｂｕｇｉｎｅｓｇｍａｎ

４６ユハユェＳｔｅｗａｒｄｅｓｓ

４６２Ｊｍｙｔｍｎｇｚｅユａｔｅｄｔｏｍｅｄﾕｃｉｎｅ

４６３Ｐｓｙｃｈ◎l◎ｇユｓｔ

４６４Ｔｅａｃｈｅｒ

４６５Ａｒｔユｓｔ

４６６ｓａユｅｓｐｅｒｓ◎ｎａユ

４６７Ｔ◎ｂｅｗｅａユｔｈｙｐｅｒｓＯｎ

４６８Engﾕｎｅｅｒ

４６９，．ｎＯｔｋｎｏＷ

４７０ＤＯＣｔＯｚ．

４７１Ｐ。ユユＣｅ

472ｓaﾕｅｓゴｏｂ

４７３Mechanﾕｃ

４７４Ｃ１ｅｒｋ

４７５Ｓｅｃｒｅｔａｒｙ

４７６Ｔｅａｃｈｅｒ

４７７Ｃｏｏｋ

４７８Ｃ１②ｒｋ

４７９ＢｕｇｉｎｅｓｓｗｏｍＦｍ

４８０En9ﾕｎｅｅｒ

４８１Ｈａｗｋｅｒ

４８２Ｈｏｍ②ｍａｋｅｒ

●

４８３Ｆact◎ｒｙｓｕｐｅｒｖﾕｓｏｒ
●

４８４Ｓｕｐｅ｡目ｖﾕｓ◎Ｚ

４８５Ｃユｅｒｋ

■

４８６ＳｕｐｅｒｖﾕｓＯｒ

４８７Ｓｕｒｖｅｙ◎Ｚ

４８８Ｓｅａｍｓｔｒｅｓｓ

４８９ＦａｃｔＯＺｙＷｏＺｋｅｒ

４９０Ｍａｎａｇｅｒ

４９ユＳｅａｍｓｔｚｅＳＳ

４９２Ｈｏｍ②ｍａｋｅ工

４９３Ｍｅｃｈａｎｉｅ

494ｍｊ◎ｂ

４９５，．ｎＯｔｋｎ◎ｗ

４９６Ｂｕｓｉｎｅｓｓｍａｎ



497Anyzespectful＆jobscontrﾕbutﾕnｇｔｏ

ｔｈｅｓ◎ｃユｅｔｙ

４９８Ｐ◎ユユＣｅ

４９９ＨｏｍＰｍａｋｅｚ

５００ＤＯｎｏｔｋｎＯＷ

５０１Ｄ◎ｎＯｔｋｎｏｗ

５０２ＮＯｎｅ

５０３Ｅｄ皿Ｃａｔユｏｎユｓｔ

５０４ＬａｗｅｎｆｏｒｃｅｍｅｎｔｐｒＯｆｅｓｓユ◎ｎａユｓ

５０５０ｗｅａｃｈａユｎＯＥｈ◎ｔｅユ

５０６ＳｏｃｉａユＶｏﾕｕｎｔｅｅｒ

５０７ＭｅｄユＣａユｐｒ◎ｆｅｓｓユｏｎａユ

５０８ｍｎａｎｃユａユＨｎａユｙｓｔ

５０９Ｖ◎ユｕｎｔｅｅｒｗｏｒｋ

５ユ０ハユｒＳｔｅｗｅｒｄｅｓｓ

５ｕＬａｗｙｅｒ

５１２Ｔユｃｋｅｔユｎｇ

５ユ３Ｅｎｔｒｅｐｒｅｎｕｅｒ

５ユ４Ｔｅａｃｈｅｒ

５ユ５，．ｃｔｏｒ

５ユ６Ｌａｗｙｅｒ

５１７Ｎｕ工ｓｅ

５１８ＬａＷｙｅＺ

５１９Ｔｅａｃｈｅｚ

５２０Ｗエユｔｅｒ

５２ユＤＯｎＯｔｋｎ◎ｗ

５２２ＤｏｎｏｔｋｎＯＷ

５２３Ｎｏｎｅ

５２４Ｈ◎ｕｓｅｗユｒｅ

５２５Ｄｅｔｅｃｔ土ｖｅ

５２６Ｈ◎ｕｓｅｗユＥｅ

５２７ＢｕｓユｎｅｓＳｍａｎ

５２８ＣｈユユｄｃａｒｅＴｅａｃｈｅｒ

５２９Ｈｉｇｈ－ａｙｅｒ

５３０ＤｏｃｔＯｒ

５３ユＳｃ土ｅｎｔユｓｔ．

５３２Ｔｅａｃｈｅｒ＆Ｅｎｇﾕｎｅｅｒ

５３３Ｎ◎ｎｅ

５３４Ｎ◎ｎｅ

５３５Ｅｎｔｒｅｐｒｅｎｕｅｚ

536Ｈａｐｐｙｗﾕｔｈｃｕｚ工ｅｎｔｊ◎ｂ

５３７Ｓａ１ｅｓｇユｒユ

５３８Ｓａユｅｓ９ユｒユ

５３９ＣユｅｒユＣａユユユｎｅ１ｎ◎ＥｆユＣｅ
■

５４０ＮＯｎｅ

５４１Ｆａｃｔ◎ｚｙｗ◎ｒｋｅｒ

５４２ＨａＷｋｅＺ

５４３Ｈｏｍｅｍａｋｅｒ

５４４Ｄｏｃｔ◎ｒ

５４５Ｎ◎ｎｅ

５４６Ｌａｗｙｅｒ

3６

５４７Ｖ◎ユｕｎｔｅｅｒ

５４８０wｎｂｏｓｓ

549StableゴＯｂ

５５０Ｒ＆Ｄ

５５１Ｔ◎ｂｅａｂｏｓｓ

５５２Ｖ◎ﾕｕｎｔｅｅｒ

５５３Ｐ◎ユユＣｅ

５５４ＤｏＣｔ◎ｒ

５５５Ｓｃｚｅｔａｒｙ

５５６Ｄｏｎｏｔｋｎｏｗ

５５７ＨｏｍｅＩＩＥｋｅエダｍａｎａｇｍｅｎｔ

５５８Ｒｒｔｉｓｔ 〃 ｚｅユａｔｅｄｔＯｈａｎａｉｅｚａｆｔｓ

５５９Ｒｅｔユｒｅｄ,ＳｏｄＯｎ９ｔｗａｎｔｔ◎ｗ◎ｚｋ．

560エＴｊ◎ｂ

５６１０ｃｃｕｐａｔユｏｎｗｈユｃｈｇｉｖｅｓｍＯｎｅｙ

５６２Ｗｒユｔｅｒ

５６３，．ｃｔ◎工

５６４，．ｃｔ◎Ｚ

５６５Ｃａｎｕｔｔｈユｎｋ．造

５６６Ｃａｎｏｔｔｈ土ｎｋ．Ｅ

●

５６７Ａｎｙｓｅｒｖﾕｃｅｈｏｔｅユユユｎｅ

５６８，．ｃｔ◎Ｚ

５６９，．ｃｔ◎正

５７００１ｍｂ◎ｓｓ

５７１ＬａｗｙｅｚａｎｄユｎｔｅｒユＯｒｄｅｓｉｇｎ

５７２０wｎｂｕｓｉｎｅｓｓ

５７３ｊＵｚＳｔｅｗａｒｄｅｓｓ

５７４ＡユェＳｔｅｗａＺｄｅｓｓ

５７５Ｔｅａｃｈｅｒ

５７６Ｂｕｇｉｎｅｓｇｍａｎ

５７７Ｔｅａｃｈｅｒ

５７８Ｍａｎｙ－ｃａｎｏｔｓｅｅｍｔＯｓａｙ

５７９Ａｎｙｔｈユｎｇｔ◎ｍｙａｂユユユｔｙ

580Ａｎｙj◎ｂｗﾕﾕﾕｄ◎

５８１Ｎｕｒｓユｎｇ

５８２，．ｎＯｔｋｎＯｗ

５８３Ｖ◎ユｕｎｔｅｅｒｓｅｚｖ１ｃｅ
ｅ

５８４Ｎｕｒｓｅ

５８５，．ｎｏｔｋｎｏｗ

５８６Ｂｕｓユｎｅｓｓｍａｎ

587．ｕｓｔａｊｏｂｗﾕﾕﾕｄ◎

５８８ＤＯｅｓｎｏｔｍａｔｔｅｚ

５８９Ｄｏｎｏｔｋｎｏｗ

５９０Ｇ．ｏｄｐａｙ

５９１Ｂｕｓユｎｅｓｓ

５９２Ｌａｗｙｅｒ

５９３Ｊａｃｋ◎だａユユｔｒａｄｅｓ

５９４Ｍａｎａｇｅｒ

５９５，．ｎＯｔｋｎ◎ｗ

５９６Ｈｏｍｅｍａｋｅｒ

34Ｚ
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５９７ＨＣｍｅｍａｋｅｚ

５９８ＳｏＥｉａ１ＷｏｚｋｅＺ

５９９，．ｃｔ◎Ｚ

６００Ｎ◎ｎｅ

６０ユＰｈｙｓｉｏｔｈｅｚａｐユｓｔ

602ＮＯｔｓ◎stressfuユゴ◎ｂ

６０３Ｖ◎ﾕｕｎｔｅｅｒ

６０４ＭﾕＳｓユ◎ｎａｒｙ

６０５Ｍｅｅｈａｎｉｅ

６０６Ｂｕｓ土ｎｅｓｓｍａｎ

６０７Ｅｎｇｉｎｅｅｒ

６０８，．ｃｔ◎工

６０９Ｅｎｇｉｎｅｅｚ

6ユｏＣｕｓｔＯｍｅｒｓｅｒｖﾕＣｅ

6ユユＢｕｓユｎｅｓ写ｍａｎ

６１２Ｃ◎ｍｐａｎｙｄユエｅｃｔＯｒ

6ユ３ＴＺａｉｎｅｒ

6ユ４Ｂｕｓｉｎｅｇｇｍａｎ

６１５ＢｕｓユｎｅｓＳｍａｎ

6ユ６Ｔｒａｉｎｅｒ

６１７，．ｃｔ◎工

６１８Ｆ土ｎａｎｃｅ

６１９Ｐユユ◎ｔ

６２０Ｂｕｓｉｎｅｓｓｍａｒｈ

●

Ｐｒｏｆｅｓｓユ◎ｎａユ

６２１ＮＯｑｕａユユｆﾕＣａｔユ◎ｎ・ＪＡＳユｏｎｇａＳエａｍｈａｐｐｉユｙ

ｗ◎Ｚｋﾕｎｇ

622ＣｕｓｔｏｍｅｒＳｅ工ｖｉｃｅ
●

６２３ＤＯｃｔｏｒ

６２４Ｔｅａｃｈｅｚ

６２５，．ｃｔｏｒ

６２６，．ｎｏｔｋｎ◎ｗ

６２７Ｍ◎ｔﾕｖａｔ◎垂

６２８Ｍｕｇｉｅｉａｎ

629Ｄｅｓｋｊ◎ｂ（ｅｇ：ｃﾕe亜Ｃａﾕ）

６３０，．ｃｔ◎ｒ

６３ユＤ◎ｎＯｔｋｎｏｗ

６３２ＨａＷｋｅｒ

６３３０ｗｎａｎｄｍａｎａｇｅｍｙ◎ｗｎｂｕｓユｎｅｓｓ

６３４０WｎｅＺＯｒａＺｅＳｔａｕｒａｎｔ

６３５Ａｃｃ◎untant〃ｏｗｎﾕｎｇａｂｕｓユｎｅｓｓ
■

636Traveuer，traveﾕー ｴeﾕatedjobs

６３７Ｅｎｇ土ｎｅｅｚ

６３８Ｃｈｅ鷹

６３９Ｔｅａｃｈｅｒ

６４０ｓ。⑥ｉａｌ．Ｗ◎ｚｋｅｒ

６４１ｍａｎａユｙｓｔ

６４２Ｐ工◎ｐｅｒｔｙａｇｅｎｔ

６４４ＮＯｎｅ

６４５エａｍａｒｅｔ土ｒｅｅ●

６４６Ｆｉｎａｎｃｅ

3７

６４７ｊＡａｍｉｎｉｓｔｒａｔｉ◎、

６４８エＴａｎｄａｃｃ◎uｎｔａｎｃｙ

６４９エａｍａｒｅｔユｚｅｅ－ｎｅｖｅＺｔｈ◎ｕｇｈｔａｂ◎ｕｔユｔ

６５０エｎｅｖｅｒｔｈｉｎｋａｓエａｍａｈ◎ｕｓｅｗユｆｅ

６５ユＭａｎａｇｉｎｇｍｒｅｃｔｏＺ

６５２ＮＯｔａｖａＵａｂユｅ－ユｏｍａｈ◎ｕｓｅｗユｒｅ

６５３ＴｅｃｈｎｉＣｉａｎ

６５４エ0ｍ◎ﾕｄ＆エｄ◎ｇｄｔｈａｎｋｓ◎だａユユｔｈユｓ

６５５エｗ◎uﾕｄ◎ｔｔｈﾕｎｋ．ｒａｔｔｈｅｍｏｍｅｎｔ

６５６Ｓｅｃｕｒｉｔｙ◎だ軍ＣｅエーユａｍｓａｔユｓｆｊＬｅｄ
●

６５７Ｐ◎１ｉｃｅ

６５８ＣｕｓｔｏｍＯｆＥユｃｅｒ

６５９Ｔｅａｃｈｅｒ＆Ｄｏｃｔｏｒ

６６０ＣＥＯ

６６ユＲｅｕｇｉ◎ｕｓユｅａｄｅｒ

６６２ＤＯｃｔＯｒ
●

６６３Ｔｅａｃｈｅ工

６６４Ｂｕｓｉｎｅｓｓ

６６５Ｔｅａｃｈｅｒ

６６６ＣＥＯ

６６７Ｐユユ◎ｔ

６６８ＨＯｕｓｅｗｉｆｅ

６６９Ｔｅａｃｈｅｒ

６７０注iｒＳｔｅｗａｒｄｅｓｓ

６７ユＤＯｎＯｔｋｎ◎Ｗ

６７２Ｂｚａｎｄｅｘｅｃｕｔﾕｖｅ

６７３ｓａユｅｓｅｘｅｃｕｔ土ｖｅ

６７４ＬａＷｙｅｒ

６７５Ｔｅｃｈｎｉｅｉａｎ

６７６ｓｅユｒ－ｅＩＩｐﾕ◎ｙｅｄ

６７７ＬａｗｙｅＺ

６７８ｓｅ正一enpﾕ◎yed

６７９Ｌａｗｙｅｒ

６８０Ｂｕｓｉｎｅｓｇｍａｎ

６８ユＮ◎ｗｎ．ｔｗ◎ｚｋﾕｎｇａｎｙｍ◎ｒｅ，ｄ◎ｎＯｔｋｎ◎ｗｗｈａｔ

kind◎ｆｊＯｂｓｉｎｔｈｅｍａｒｋｅｔ

682ｓaﾕeｓｊｏｂ

６８３Engﾕｎｅｅｒ

６８４ｓ。◎ﾕｄａユｒｅａｄｙダｄｏｎｏｔｗａｎｔｔＯｗ◎ｒｋ･Ｏｋ

６８５Ｂａｎｋｅｒ

６８６Engﾕｎｅｅｚ

６８７Ｈｒｔｉｓｔ

６８８Ｗヱユｔｅｒ

６８９Ｂａｎｋｅｒ

６９０Ｔｅａｃｈｅｒ

６９ユＭａｎａｇｅｒ

６９２ＢｕＳｉｎｅｇｇｍａｎ

６９３Ｆ。◎ｄユｎｄｕｓｔｚｙ'Ｏｗｎａｓｈ◎ｐ

６９４Ｔｅａｃｈｅｒ

６９５Ｓ◎⑥ｉａｌＷ◎rｋｅｚ



６９６Ｂｕｓユｎｅｓｓｍａｎ

６９７Ｂｕｓユｎｅｓｓｍａｎ

６９８ＮＯｎｅ

６９９Ｎ◎ｎｅ

７００ｓｅユＥ－ｅｍｐﾕｏｙｅｄ

７０１，．ｃｔ◎ｒ

７０２Ｓｏｍｅｔｍｎｇユユユｋｅ

７０３Ｎ◎ｎｅ

７０４Ｎ◎ｎｅ

７０５Ｎ◎ｎｅ

７０６Ｔｅａｃｈｅｒ

７０７Ｍａｎａｇｅｒ

７０８Ｂｕｓｉｎｅｓｓｍａｎ

７０９ＳｅユＥ－ｅⅡｐユＯｙｅｄ

７１０Ｒﾕｃｈｈ◎ｕｓｅｗユＥｅ

７１１ｓｅユＥ－ｅｍｐユ◎ｙｅｄ

７ユ２Ｒｅｔユｒｅｅ

７１３Ｐｍｍｅｍﾕ、ユｓｔｅｒｏＥｓユｎｇａｐ◎rｅ

７１４Ｈｅａユｔｈｃａｒｅｗｏｒｋｅｒｓ

７ユ５Ｃｈユユｄｃａｒｅユｎｄｕｓｔｒｙ

７１６Ｂｕｓユｎｅｓｓｍａｎ

７１７エＴｐｅ工Ｓｏｎｎｅユ

7ユ８ｓｅユＥ－ｅｍｐユ◎ｙｅｄ

7ユ９ＮＯｎｅ

７２０ＮＯｎｅ

７２１Ｍａｎａｇｅｒ

７２２Ｅｎｇユｎｅｅｒ

７２３Ｎ◎ｎｅ

７２４Ｎ◎ｎｅ

７２５ＳｕＰｅｒｖユｓＯｚ
ａ

７２６Ｈ◎ｕｓｅｗユｒｅ

７２７ｓｅユＥ－ｅｍｐユ◎ｙｅｄ

７２８Ｄｏｎｏｔｋｎｏｗ

７２９ＮＯｎｅｓユｎｃｅユａｍｕｎａｂユｅｔ◎ｗ◎ｚｋａユｒｅａｄ》
● ■

７３０ＬａＷｙｅｒ

７３１Ｎｏｎｅ

７３２Ｅｎｇｉｎｅｅ工

７３３Ｄｏｃｔ◎Ｚ

７３４Ｎｅｖｅｒｔｈｉｎｋａｂ◎ｕｔ土ｔ

７３５ＡｎｙｔｈｉｎｇｔｈａｔｇｉｖｅｇＯ◎ｄｍｃＯｍｅ

736ｓaﾕeｓｊｏｂ

７３７Ｃａｎｏｔｔｈﾕｎｋｏｆ

７３８，．ｎＯｔｋｎｏｗ

７３９ＣａｎｏｔｔｈﾕｎｋＯだ

７４０ＤＯｎＯｔｋｎＯｗ

７４１Ｏｗｎｂｕｓユｎｅｓｓ

７４２ＮｅｖｅｒｔｈｉｎｋａｂＯｕｔユｔ

７４３Ｍａユｎｔｅｎａｎｃｅ

７４４ＡｎｙｏｃｃｕｐａｔユｏｎＯＥｈユｇｈｅｒｐ◎ｓｔ

７４５Ｃａｎ０ｔｔｈｉｎｋＯｆ

3８

７４６Ｔｅａｃｈｅｒ

７４７Ｈｏｕｓｅｗユｆｅ

７４８Ｂａｎｋｅｒ

７４９ＤｏｃｔＯｒ

７５０Ｐ工◎ｐｅｚｔｙ

７５ユＮＯｎｅ

７５２Ｐｚｅｓｅｎｔｗ◎ｒｋ－ｐａユｎｔｅｚ

７５３Ｐｈ◎ｔ◎ｇｒａｈｐｙ

７５４Ｄエユｖｅｚ

７５５Ｂｕｓｉｎｅｓｇｍａｎ

７５６Ｅｎｔｚｅｐｒｅｎｕｅｒ

７５７，．ｎｏｔｋｎｏｗ

７５８０ｆｆｉｃｅｗｏｒｋ

７５９Ｒｅｎ◎ｖａｔユＯｎｃｏｎｔｒａｔ◎工

７６００ｗｎｂ◎ｓｓ

７６１，江ｅｃｔ◎ｒＯｒａｃｏＩＩｐａｎｙ

７６２Ｔｅａｃｈｅｒ

７６３Ｅｎｇﾕｎｅｅｒ

７６４Ｔａｘユｄｒユｖｅｒ

７６５０ｗｎｂｕｓユｎｅｓｓ

７６６ｍｖｅｓｔｍｅｎｔｂａｎｋｅｒ

７６７Ｔｅａｃｈｅｚ

７６８Ｅｎｇﾕｎｅｅｒ

７６９ＴｅａｃｈｅＺ

７７０Ｈ◎ｕｓｅｗ土ｒｅ

７７ユＢｕｓユｎｅｓｓｍａｎ

７７２Ｐａｉｎｔｅ工，Ａｒｔユｓｔ

７７３Ｊａｃｋｏｒａユユｔｚａｄｅｓ

７７４ＡユｒＳｔｅｗａｚｄｅｓｓ

775Ｚｋｎｙｊｏｂｗﾕﾕﾕ．。

７７６，．ｃｔｏｒ

７７７ＣｏｕｎｃｅｌｌＯｒ

７７８Ｔｅａｃｈｅｒ

７７９Ｄｏｃｔ◎ｒ

７８０ＤＯｎＯｔｋｎｏＷ

７８ユＳａｍｅａｓａｂ◎vｅ（MedﾕＣａユ一ｒｅユate［

◎ｃｃｕｐａｔ土◎ｎｓ）

７８２ＴｅｃｈｎユＣａユｓｐｅｃユａユユｓｔ

７８３Ｎ◎ｎｅ

７８４Ｍａｎａｇｅｒ

７８５Ｔｅａｃｈｅｒ

７８６ＥｄｕｃａｔユＯｎ，ｅｎｖ１ｒ◎ｎｍｅｎｔｃｏｎｓｅＺｖａｔユｏｎ
●

７８７Ｎ◎ｎｅａｔｔｈｅｍ◎ｍｅｎｔ

７８８Ｔｅａｃｈｅｒ

７８９Ｃｈユユｄｒｅｎｏｓｅｄｕｃａｔユｏｎｚｅユａｔｅｄ

７９０Ｎ◎ｎｅ

７９ユＮｏｎｅａｔｔｈｅｍｏｍｅｎｔ

７９２Ａｃｔｒｅｓｓ

７９３，．ｃｔ◎工

７９４ｓｅｃｕ亘ｔｙｇｕａｒｄ

７９５Ｔｅａｃｈｅｒ

343
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７９６Ｔｅａｃｈｅｒ

７９７，．ｃｔ◎ｒ

７９８，．ｃｔ◎ｒ

７９９，．ｃｔ◎ｒ

８００Ｔｅａｃｈｅｒ

８０ユＢｕｓｉｎｅｓｓｗｏｍａｎ－ｒｅｔ調１

８０２Ｓｅａｍｅｎ

８０３Ｅ１ｅｅｔｒｉｃｉａｎ

８０４Ｂａｂｙｓユｔｔｅｒ

８０５ｓａユｅｓｇユエユ

８０６Ｇｅｎｅｒａユｗ◎Ｚｋｅｒ

８０７Ｆ＆Ｂｗａユｔｒｅｓｓ

８０８ｓａユｅｓ９ユユ

８０９ＨａＷｋｅｒ

８ユＯＮ◎ｎｅ

８１１Ｎ◎ｎｅ

８ユ２Ｎ◎nｅ

ｍ３Ｎｏｎｅ

8ユ４Ｔｅａｃｈｅｒ

8ユ５Ｎ◎ne

8ユ６Ｎ◎ｎｅ

8ユ７ＮＯｎｅ
■

8ユ８Ｔｅａｃｈｅｒ

８１９Ｎｕｒｓｅ

８２０ＮＯｎｅ

８２ユmSpec土aﾕﾕsｔ

８２２Ｔｅａｃｈｅｒ

８２３Ｂａｎｋ◎だｆｉｃｅ工

８２４０９ｍｂ◎ｓｓ 〃 sｔａｚｔｏｗｎｂｎｓｉｎｅｓｓ

８２５Ｂａｒtｅｎｄｅｒ

８２６Pｍｉｍａｔｏｒ

８２７，．ｎＯｔｋｎＯｗ

８２８Ｆact◎ｒｙｗ◎rker

８２９，．ｃｔ◎Ｚ

８３０Ｋﾕｔｃｈｅｎｈｅﾕｐｅｒ，ｂｅｃａｕｓｅ土ｔｈａｓａ９Ｏｏｄ

ｐｒ◎sｐｅｃｔ

８３ユＤ◎ｃｔｏｒ

８３２ｓ土ｔｅｓｕｐｅｚｖﾕｓ◎Ｚ．
■

８３３Ｓｃｉｅｎｔユｓｔ

８３４Ｂｕｓｉｎｅｓｓｍａｎ

８３５，．ｃｔ◎工

８３６Ｆashﾕ◎ｎｄｅｓユｇｎｅｒ

８３７，．ｃｔ◎Ｚ

８３８Ａ工ｍｙＬｔ。ｃ◎ユ

８３９Ｆﾕｔｎｅｓｓｔｒ員ｉｎｅｚ

８４０Ｃｈｅだ

８４ユＣ､エ.Ｄ（Ｐ◎ﾕice）

８４２Ｎｕｒｓｅ

８４３Ｖoﾕｕｎｔｅｅｒ

８４４，．ｃｔ◎Ｚ

８４５ＢＵｓｉｎｅｇ室、角、

3９

８４６Ｐ◎１ｉｃｅ

８４７ＢｕｓｉｎｅＳｇｍａｎ

８４８Ｂｕｓｉｎｅｓｓｍａｎ

８４９Ｂｕｓｉｎｅｓｓ◎ｗｎｅｒ

８５０ＢｕｓユｎｅｓｓＯｗｎｅｚ

８５ユＦ◎ｏｔｂａｌｌｅｒ

８５２ハrｒＱｈｉｔｅｃｔ

８５３Ｔｅａｅｈｅｚ

８５４Ｖ◎ユｕｎｔｅｅｚ

８５５Ｂｕｓｉｎｅｓｓ◎wｎｅｚ

８５６，．ｃｔ。ｚ
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５．本研究関連の学会誌発表等（主要論文のみ）
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と き

信頼の時代
－｢日本人の国民性｣調査および

「意識の国際比較｣調査の観点から－

吉野諒三

(文部科学省統計数理研究所助教授）

１．新たな時代への過渡期における信頼感の崩壊

本稿の目的は、我々の「国民性」調査で収集された人々の意識、態度、価値観等に関するデ

ータに映し出された｢信頼感｣や関連する意識調査データについて､その統計量としての意味、

時系列的比較や国際比較の問題点や可能性について概観することである。

この十数年間、東西ドイツの再統合やソ連の崩壊等、冷戦後の世界の歴史的変革があり、他

方、各地で「文明の衝突」という言葉に象徴される摩擦やテロ等が続き、ついには今回のイラ

ク戦争へと繋がってきた。一地方の局地的摩擦が世界的な紛争へと繋がる危倶が、常に付き纏

い続けている。この国際情勢に平行し、国内でも、伝統的工業社会から高度情報化社会への移

行期にあり、確立していた従来の社会システムが崩壊し、それに依存していた人々の間の「信

頼感」も崩壊しつつある。これが、家族のあり方、教育現場の混乱、職場の人間関係や職業倫

理、政治や行政に関する信頼等の変化にも現れている。

しかし、これは人々の心が荒廃し、互いに信頼できなくなってきたということではない。今

日、ＮＧＯやＮＰＯの活動はかつて見られなかったほど盛んである(林・入山，1997)。おそら

く、社会変化の過渡期にあり、人々の信頼のエネルギーが新たな時代への方向を模索して、通

常の社会活動の枠外で発揮されているのであろう。それゆえ、社会資本としての「信頼」が国

家や世界の政治や経済に与える影響を考慮すると、人々の信頼感が今後どのように変化するの

かを探求することの意義は深い。

こういった背景があり、この10年程、「信頼｣について国内外で盛んに議論が展開されてきた。

特に、著書『歴史の終わり』の中で、人々の気概（guts）が重要となる民主主義の発展と位置

4２ ECO-F℃Ｒ[ﾉＭ肺Ｌ２２ノVb.Ｉ
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づけたF・Fukuyama(1995)が、さらに著書ＺｆＺ６７'でこのテーマを扱って以降、広く論じられるよ

うになった｡彼は、日本や米国は高信頼性社会で､信頼感が社会資本として機能し、「家族」と

「国家｣の中間組織(ボランティア組織､大企業等)が発達し、それが経済発展に繋がったが、

中国、イタリア、フランスは歴史的に中央集権が強かったために、血族の結束が強い一方、そ

のような中間組織はあまり発展せず、低信頼性社会となり、経済発展を妨げている、とした。

我々は必ずしも、彼の言明をそのまま受け入れることはできないが、研究の重要な手がかりと

して検討の価値はある。

Weber(1904-05)は合理性や職業倫理を民族に遺伝的に固定されたものと考えていたようだが、

彼の時代以降の非欧州の人々の経済や科学技術の分析での成功は彼の観点を明白に退けるもの

である。例えば、日本も明治の開国時、国際貿易に乗り出した時、欧米からは必ずしも信頼さ

れていなかったが、努力してそれを克服したのであった。ここに、今、新しい時代に向けて、

再び「信頼感」確立のための各国の挑戦がある。

「信頼」には多様で、多次元的な側面があるが、例えばHosmer（1995）は、これを広義の取

引きや交易上の信頼(trustintransaction)と､倫理哲学上の信頼(trustinmoralphilosophy）

に分類する。後者は古い時代からの長い研究の歴史があるが、現代のグローバリゼーションの

時代に焦点が当てられているのは前者であろう。

一方、Zucker(1986)は、「信頼」醸成に３つの様式があるとする。即ち、１）過去の交換（取

引き）の経験に基づく信頼、２）家族のあり方や人種等の人格特性（国民性等）に結びついた

信頼､及び３）公式の社会構造に結びつV下だ制度(司法､行政等)に基づく信頼である。Shapiro

（1987)は、この３）に対し、「信頼｣は制度化でき得ないと批判している。また､Putnam(1995）

は社会の「信頼」を社会参画の程度で測定しようとするが、Zuckerは「信頼」は直接には測定

でき得ないと議論する。この影響か、フクヤマ（1995）のように「信頼」を逆の発想で、「不信」

に繋がる犯罪や離婚率等の統計により扱う研究者もいる。

２．日本における計量的「国民性」研究

統計数理研究所では1953年以来、半世紀にわたり、多くの同一質問項目を用いて「日本人の

国民性」に関する意識調査を行い、時系列的データを蓄積してきた（水野他,1992)。この調査

は、1948年の「日本人の読み書き能力」調査（文部省，1951）とともに、戦後民主主義発展の

ための世論調査システム確立と緊密に結びついていた（吉野,近刊)。この調査は、当初から継

続調査を意図したのではないが、高度経済成長に伴う人々の意識の変化を目の当たりにし、継

続調査の必要性を認識し、今日までの研究へと繋がったのである。

この研究は、1971年頃より、日本人の国民性をより深く考察するために、「意識の国際比較調

査｣へと拡張されてきた｡調査された国･地域の幾つかは､言語や人種を共有しているために、

ECO-FDRUM肋Ｌ２２ｊＶｂ.Ｉ 4３



比較研究の興味深い対象となる。例えば日本人とハワイ日系人、ハワイ日系人とハワイ在住ア

メリカ白人、アメリカ人とイギリス人というように比較の連鎖を拡げ、よりグローバルな比較

可能性を追求することができる｡今日では､この国民性の国際比較調査は｢連鎖的比較(Cultural

LinkAnalysis、ＣＬＡ)」と呼ばれ、その基盤の上で「データの科学」（Yoshino,2002b）が展

開されている。詳細は水野他（1992)、林他（1998)、林（1993,‘2001)、吉野（2001）を参照し

ていただきたい。

これらの調査データ分析を通し、特に、「人間関係（家族関係や、義理人情)」の軸や科学文

明観と結びついた「伝統一近代の対比」の軸の重要'性が浮かび上がり、さらに「宗教・倫理観」

の軸が加わり、各国の多様な国民性が展開する。また、一般的な回答傾向の国民差（例；日本

人の中間的回答の選好傾向、フランス人の否定的回答傾向等）も判明してきた。

日本人の人間関係に関しては、1963年以降の25年間、義理人‘情を重んじる回答とそうでない

回答のパターンが明瞭に分かれ、その安定性が確認されている。一方、「伝統一近代」について

は、日本では明治以来、近代化路線に乗って国家発展に努め、多くの面にわたって伝統と近代

とを対比させる考えが形成されてきた。1953年からオイルショックまでの20年間は伝統的回答

が強固になり、伝統・近代を常に対比させる考え方があった。しかし、1978年を境に、近代的

回答が伝統的回答群の中に入り込み、異なる様相が現れ始めた。つまり、従来の意味での「近

代化」が崩壊し、一種の伝統回帰傾向すら見られ始めた。さらに、今日では社会全体の雰囲気

を反映し、方向が定まらぬ様相が続いている。

日本人の意識の大きな変化は、例えば「自然と人間との関係一利用すべきか、服従か、征服

か｣、「生まれかわれるとしたら、男か女か」という質問への回答に現れている。即ち、結果は

「自然と人間」では1968年までは、「自然に従え」が減少し、「自然を征服」が増加する形で推

移したが、1970年前後から顕著になった公害や環境問題に影響され、1973年には｢従え」と「征

服｣の率が逆転し、それ以降｢地球環境を守る」という意味での回答傾向が明瞭に現れている。

時代につれて「自然」という言葉の意味のニュアンスが変化してきたことは、他の時系列調査

においても言葉の意味の変化､延いては尺度や指標の時間変化について注意を喚起する。「男女

の生まれかわり」については、男性はこの半世紀ほとんど不変で約９割が「もう一度男に生ま

れたい」であるが、女性は1958年には「男に」が64％、「女に」が27％であったのが徐々に変化

し、ついに1998年には「男に」２８％、「女に」６７％と全く逆転した。男女共同参画が唱えられる

時代に、象徴的なデータであろう。

一般に、政治や経済状況に関する人々の態度や意見は短期変動を示すことも多いが、人間関

係のあり方や宗教的態度・価値観は半世紀を経過しても比較的安定しているといえる。また、

連鎖的比較により、日本人に特徴的な人間関係（義理人情的態度）や宗教心（信心していない

人も宗教心を大切と思う）は、ハワイ、米西海岸、ブラジルの日系人にも見られるのが確認さ
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れている。一方、日本人の中間回答選好傾向は、ハワイやブラジルの日系人には見られるが、

米西海岸の日系人には見られない。この辺りに、民族の共通性と社会環境の相互関係が浮かび

上がってくる。（同様に、３節の「信頼感」についても、各地の日系人の社会環境の差異が影響

していると思われる。図２参照｡）

３．「信頼」を測る－GSS3項目による「信頼感」尺度一

冷戦時代、その世界情勢を背景に社会心理学では「信頼感」尺度の構成が種々試みられた

（OsgOod，1960;Rosenberg,1956；Rotter,1971)が､米国のＧＳＳ(一般社会調査）（NORC-ROPER，

1986）では時系列調査データが収積されておりくその中には以下のa)、ｂ)、ｃ)のような人々の

「信頼感」を尋ねる３項目が含まれている。

ａ)たいていの人は、他人の役にたとうとしていると思いますか、それとも自分のことだけ考

えていると思いますか。

１.他人の役にたとうとしている２.自分のことだけ考えている

ｂ)他人は、機会があれば、あなたを利用しようとしていると思いますか、それともそんなこ

とはないと思いますか。

１．他人は機会があれば利用しようとしていると思う２．そんなことはないと思う

ｃ）たいていの人は信用できると思いますか､それとも､常に用心した方がよいと思いますか。

１．信頼できると思う２．常に用心した方がよい

これらは、本来Almond＆Verba（1963)の研究で多数の項目から因子分析法により精選された

項目である（項目ｃの表現については、Yoshino(2002a，ｐ､238)に議論がある)。

GSSは「日本人の国民性」調査に刺激を受けて開始されたのであったが、上記３項目は逆輸

入され、「日本人の国民性」調査等で用いられている。「信頼」が直接測定可能か否か（Zucker，

1986）はともかく、上記のような意識データが人々の「信頼感」と全く無関係であるはずはな

く、問題はそのデータがどのようにどの程度、それを表現し（本音と建前の問題)、どのように

他の信頼感や社会資本の指標・尺度と関連し、また時系列比較や国際比較（各国民の一般回答

傾向の差異の問題）に耐え得るか否かということである。

図１はこれら３項目全てに楽観的回答（aは１，ｂは２，ｃは１）をした日本人の割合を、この四

半世紀にわたり示している。概して、この指標に関しては、日本人の「信頼感」は安定している。

さらに、我々 の国際比較調査データではYoshino（2002a）のFig・6のようになるが、海外調

査の一部では､GSS3項目中a)とｃ)のみ採用した場合もあり、それらの国や地域も含めると図２

のようになる。結果として、前者の比較にも加わっていた国々について、ａ)とｃ)のみでの順位

と、ａ)、ｂ)、ｃ)すべてを用いた順位とはほぼ同じとなっている。特に、各地の日系人や中国人

を含めたデータなので、先述のFukuyama（1995）の主張や、GSS項目のように一つの尺度で広
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図１日本人の「信頼感」（GSS3項目）の時系列的変遷
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性」調査、1988は「国民性七か国比較」調査（林他、1998)、2003は「日
本の国際化に関する調査」（佐々木正道代表）の結果。「信頼感」（GSS３
項目全てに楽観的回答をした人々の割合）は、少なくともこの25年間、
比較的安定している傾向にある。

図２「信頼感」の国際比較（GSS項目ａとｃ）
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識総緋織嶺犠庶'澱‘稲，鞍祁介 噂轍
調査年度は日本、米国1988年、英国、西ドイツ、フランスは1987年、イタリアは1992年、オラン
ダは1993年、ブラジルは1992年、ハワイは1999年、米西海岸日系は2000年、中国(北京、上海）は
2001年である。（但し、図１の日本の時系列調査結果では、ＧＳＳ項目で計測された各国内での「信
頼感」は時間的に比較的安定していると推察される｡）

い範囲の国々の「.信頼感」の国際比較可能性を追求することの是非に関する議論のために、参

考となろう。

三宅（林他，１９９８，７章）は我々の日欧米の七か国比較調査データ分析の結論として、信頼感

の男女差（一般に女性の方が楽観的）や宗教・信心の効果（宗派によらず信心をもつ人の方が

楽観的)、教育や収入との関連等について報告している。我々はそれらの種々の要因が、各国の

事情で異なる影響を与える可能性にも注意しなければならない。
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「信頼感」が、比較的直接に人々の間の関係や行動に影響を与えるのに対して、人々の「満

足感」や「幸福感」はその社会の一般的雰囲気を特性づけ、また、人々の信頼感とも相互に影

響を与えあうこともあろう。ここでは、参考として生活、生活環境、健康、家庭の満足度を問

う項目の回答データの数量化３類による分析（図３）にも触れておこう。

一般に、これまで満足感は、各項目間の相関が高いことが確認されている。しかし、我々のデ

ータでは満足感の高い方は、比較的すべての面で満足しているグループがまとまるが、満足感の

低い方は、各々の不満の側面ごとに分離しているのが分かる。（各国毎の分析でも多くの国々が

同様のパターンを示すb）円は大小の差はあっても、全て同じ形だが、円の欠け方は様々である

ということか。これは、トルストイの「アンナ・カレーニナ」の冒頭、「幸せな家庭は皆似てい

るが、不幸な家庭にはそれぞれの様相がある……」という文章を思い起こさせるかもしれない。

また、いままで一般に他国間比較の枠組みでは、歴史的に中央集権が強かったために家族の

結束が強くなり、信頼のあり方を含めて、多くの側面で比較的類似であるといわれてきたイタ

リア、フランス、中国が、心理的には「家庭」（家族のあり方）の満足感に差異があり（第２軸

図３満足感による国の位置づけ（数量化3類）

1０

０．５

◆北京ｆ

◆北京、

0.5

×生活環境

×健康

１．０

×生活

◆フランスｆ
◆フランス、

×家庭

○は「満足」と｢やや満足｣、×は「やや不満」と「不満」をあわせたもの。ｆ

は女性、ｍは男性を示す。各項目の「満足カテゴリー」は原点左側にまとまるが、

「不満カテゴリー」は右側に広く各項目で広がっている。家族・血族の結束の強

さで類似といわれるイタリア、フランス、中国に家庭の不満足度で様相の違い

が浮き上がっている。（固有値は、横軸,１，＝0.35、縦軸心＝0.25である｡）
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上下に生活環境・健康の不満足と生活・家庭の不満足が分布)、それらの三国、特にフランスと

中国の異なる様相を現しているようだ(Ｃｆ・Fukuyama，1995,chapterll)。

一般に満足度の尺度と経済指標との関連については、注意が必要である。1980年代、日本が

世界経済のトップクラスにあった時期でも、日本人の生活満足度はそれほど高くなく、世界の

人々が不思議に思っていたが､この１０年程の経済的昏迷にも拘わらず､最近の調査(『朝日新聞』、

2003年１月８日発表）では、むしろ高くなっている。一方、全てに楽観的なブラジルは経済的

には世界最大の債務国となるほどでも、幸福感や満足度は欧米や日本を超えていた(Inkeles，

1997)。また、男女の社会参画における平等感では、フィンランドは法律制度的には世界の最先

進であるのにふ人々の不平等感は最も高い（内閣府男女共同参画局，2003)。このように、客観

指標と主観指標との関係は単純ではない。

他に、「世界価値観調査」（電通総研，1999)のように信頼の程度を裁判制度､国連､政治家、

ＮＰＯ等について直接尋ねた調査もある。例えば、『朝日新聞』2003年１月８日発表では、「政

治家」は「占い」と同程度にしか信頼されていないという結果であった。しかし、Dogan(2000,

p､258)が述べているように｢不信｣の表明が常に好ましくない事態を現しているとは限らない。

即ち、「…信頼の低下は､第一に政治的成熟の徴候である。民主主義が悪化したというのではな

く、むしろ大多数の市民の批判精神が向上したのである｡」

ここで、社会調査データー般の国際比較可能性について触れておこう。

我々は国際比較可能性を追求する中で、ＣＬＡという方法論を開発してきた。ＣＬＡは、１）

時系列的比較の連鎖、２）国際比較の対象の連鎖、３）比較項目の連鎖を考える。そして、こ

の３）において、指標の比較可能性と適用範囲に一種の相補性があることに留意している。即

ち、グローバルに標準化された指標は各国間の概略的な様相を現せようが、各国の事情の差を

考慮した深い分析に供するのは難しい。逆に、例えば特定の国の事情を詳細に考慮した敏感な

指標は、それ以外の国々との比較には適さないことが多い。例えば、我々の扱う義理人情尺度

（親や親戚に対する行動と恩人に対する行動の違いを測る項目）（吉野，2001,ｐ､104）は、日

本人固有の人間関係を示す状況を扱い、日本人や日系人の人間関係の特徴を測るのに有効であ

るが、他の国の人々には、あまり有効ではないかもしれない。さらに、国際比較の際に調査項

目の翻訳の微妙な差異や各国の標本抽出方法の差異に関わる問題を考えると、国際比較におけ

る各国同一条件の調査や尺度とは何かという大問題に直面する。

この問題へのアプローチとして、我々は、特定のテーマに関する指標や尺度（質問項目群）

の集合からの標本抽出と誤差を考慮した理論を考えることになる。通常、「回答者の母集団」か

ら標本を抽出する過程を考慮して抽出誤差を推定するように、「あるテーマに関する調査項目

の母集団」から項目を抽出したと考え、その抽出誤差を扱うのである。この枠組みでは、翻訳

過程における多少の表現の差異は、項目の標本抽出に伴う差異とみなせる。そして、それに伴
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う回答誤差の下で、安定した回答パターンの特定を目指すのである（Guttman（1972）のFaceｔ

理論も、類似の発想である)。例えば、ある単一の項目は同一言語ですら、その表現をわずかに

違えただけでも大きな回答差を生じることがあり、仮に国際比較で２国間の回答分布の差を見

出してもそれが本質的なものか、単に翻訳上の効果か直ちには判断し難い。しかし、質問項目

群に対する回答データを多次元パターン分析(例;林の数量化３類や吉野のsupercultureモデ

ル）を適用すると、多少の表現の差や標本抽出法の差異に依らず、多国間の比較的安定した回

答パターンが得られることがあり、我々はそれを測定における本質的な結果としてとらえるの

である（吉野，2001,ｐｐ､57-61)。

「信頼感」については今後も多様な側面からの指標や尺度が提案され、その妥当性が検討さ

れるべきだが、明確な操作的定義のもとで収集されたデータ上の指標が有意味であるか否かに

は留意すべきである（吉野，1989)。一度、もっともらしいラベルがつけられた指標は、公表さ

れると一人歩きをし、社会に大きな影響を与えてしまうことがあろう。

４．富国信頼の時代へ－「信」と「富」との相補的発展へ－

信は財を膨らませる。しかし､逆に財が信を一義的に定めはしない｡かつて､Banfield(1958）

は、「不信は貧者の文化である」と述べた。しかし、日本の「清貧」の思想は、人生の成功を収

入の多寡で象徴させる米国流とは異なる（Yoshino(2002a)は収入や階級と「信頼感」との相関

の各国の差異を示す)。貧しくとも人望のある者は､社会的には大きな資産をもっているのと同

じ効果をもつとみなせることもあろう。

現在の社会混乱は、産業革命の時に､､家内産業から工場での産業システムへと移行ずるに連

れ、人々のあり方がゲマインシャフト的なものからゲゼルシャフト的なものへと移る時の混乱

に類似している。その移行期には、伝統的な社会での暗黙の相互信頼の崩壊を、法律・規則等

が補完した。今日の混乱も、やがて新たな社会システムが十分に確立すれば、その下で人々の

間に新たな相互信頼が発展するのであろう。しかし､その過渡期の混乱を早く収拾するために、

将来を見据えた社会共通の目的や方針、ルールが社会のリーダによって明示され、人々がそれ

を尊重、遵守するようになることが必要であろう。

信頼はある程度安定した面もあるが、時代を超えて絶対的に固定しているのではなく、人々

が努力して高めていくものであろう。例えば、日本も明治の開国期には国際貿易において海外

から不信の眼で見られていたが、信頼確立という困難な事業を、年月をかけて着実に達成した

のである(角山，1995)。２１世紀の今日、再び国内外の「信頼感」を高揚させることができぬ理

由はない｡問題は、先進モデルがあった時代と異なり、自ら新しい世界秩序の中で成功の指針

を創造していかねばならぬ困難さに直面していることである。

この問題解決には、世界中から人種、世代、性別等を超え、最適の知恵を結集することが重
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要であり、高度情報化産業の時代への飛躍の必要条件に思える。冷戦期、盛んに「囚人のジレ

ンマ」等の「ケーム理論」が展開された。今後は、世界がゼロ．サムのジレンマではなく、プ

ラス・サム社会へと向かっていくことが望まれ、その鍵となるのが人々の「信頼」であろう。

川勝(2000)は「富国有徳」を掲げるが、中国が国際的信頼の確立のために「徳治（人治）主義」

の失敗から「法治主義」へと移行する中で、私は国の富と人々の信頼が相補的に発展していく

「富国信頼」を唱えたい。

5０
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RyozoYbshinoandChikioHayashi＊

ThelnstituteofStatisticalMathematicsllasbeenconductingalongitudi-
nalnationwidesurveyontheJapanesenationalcharacterevery5yearssince
l953・Sincel971，thissurveyhasbeenextendedtofbreignnationsfbramore
advancedunderstandingoftheJapanesenationalcharacterinthecontextofa
cross-nationalcomparativestudy・Themainfbcusofacross-nationalsurveyis
thecomparisonofthesocialvalues，waysofthinking，feelings，andotherrele-
vantaspectsofpeoplefromvariousnations・Anotherimportantpurposeofour
studyistoinvestigatethoseconditionsunderwhichmeaningfUlcross-national
comparabilityofsocialsurveydataisguaranteed・
Astheintroductioninthisspecialissue，ｗｅwillexplainourresearch
paradigm,whichwerefertoas℃ulturallinkanalysis',discussthemethodolog‐
icalproblemofcross-nationalsurｖｅｙａｎｄｇｉｖｅａｎｏｖｅｒｖｉｅｗｏｆｏｕｒｐａｓｔｓurveys・
FinallyぅwewillprovidesomecommentsfbrourfUtureresearch．

1．Introduction

Thelasttwodecadeshavewitnessedarapidglobalchangethathasbeen
leadingustothedestructionofthetraditionalworldorderandtheconstruction

ofanewone・Therefbre､wearenowundergoingthereconstructionofsocialtrust

(R1kuyama,1999)fbrthenextage､Inthisglobalreorganization､severalmilitary
orpoliticalconHictsareoccurringincertainareas､andtheyarepotentialthrea力ｓ

ｔｏａｌｌｔｈｅｐｅｏｐｌｅｓｏｎｔｈｅｅａｒｔｈ・Ｅａｃｈｎａｔｉｏｎｏｒｒａｃｅｈａｓｉｔｓｏｗｎculture，social
valueandwayofthinking，whichunderlieitssystemofeconoｍｙ,politics，social

lifも，etc・Therefbre，ｔｈｅｍutualunderstandingoftheseaspectswithrespectto
eachnationand/orraceisthekeytothepeaceMdevelopmentoftheworldin
thetimeofglobalization・

ThelnstituteofStatisticalMathematics(ISM)hasbeenconductingalongitu‐
dinalnationwidesocialsurvey(publicopiniｏｎresearch)ontheJapanesenational

characterevery5yearssincel953,usingthesamequestionnaireitems(Hayashi’
1992a;Mizunoeta1.,1992)Heretheterm"nationalcharacter"meansthechar‐

acteristicsshowninpeople'sresponsepatternsinthesequestionnairesurveys(cf
lnkeles､1997).Thequestionitemscovervariousaspectsofpeople'sopinionsabout
theirculture,dailylife,economy,education,environment,interpersonalrelation-
ships,politics、safety,etcThissurveyresearchwasstartedtoestablishapublic
opinionsurveysystembasedonastatisticalsamplingtheoryintroducedfi･omthe
USAimmediatelyafterWbrldWarllandtoclarifytheJapanesenationalchar‐

acter、Thisstatisticalandsociologicalｓｕｒｖｅｙｍｕｓｔｈ２ｗｅｂｅｅｎｉｍｐｏｒｔａｎｔａｔｔhｅ

ＫｅｙＷｏ７１ｄｓａ冗dPhmses：Ｃｌ･oss-nationalcomparison，culturalmanifbld，cultuI･allinkanaly-
sis,JapaneseJapaneseAmericans,nationalcharactel．,publicopinion,socialsurvey,super-
culturemodel．

＊ThelnstituteofStatisticalMathematics、4-6畠７Minami-Azabu，Minato-ku，Tbkyo：
ＪＡＰＡＮ１06-8569．e-mailaddress:yoshino◎ism､acjp
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timewhenJapanwasexpectedtochangefromamilitaryregimetoademocratic

country(Ybshino,1997).hrthermore,stimulatedbythissurvey,theWbrldValue

Survey(Abramson＆Inglehart,1995)wasinitiatedandnowcoversfbrtynations，
Currently〉manycountrieshavebeencarryingoutsimilartimeseriessurveys：Eu-
robarometer(EUcommittee),ＧＳＳ(GeneralSocialSurvey)ｉｎUSA,Allbusin
GermanyうCredocinnance,etc・

Sincel971，thissurveyresearchhasbeenextendedtofbreignnationsfbra
moreadvancedunderstandingoftheJapanesenationalcharacterinthecontext

ofcross-nationalcomparativestudy(Hayashietal,1973)．Themainfbcusof
cross-nationalsurveysisthecomparisonofpeoples’socialvalues，theirwaysof

thinkingandtheirfもelings,moreexplicitly〉theirculturalidentities,interpersonal
relationships，leaderships，religiousattitudes，Socialvaluesonscienceandtech‐

nology〉politics，economyｩsocialsecurity>fireedomofspeech，etc・Theseaspects
mayyieldpsychologicaldistancesbetweennationsorraceswhichareevidenced

incertajnresponsepatterns・Basedonstatisticalsurveydataontheseaspects，

ourresearchteamhasbeenattemptingtoclarifypeoples'attitudesaswellasthe

chamcteristicsoftheircivilizationsquantitatively60urfinalgoalistodevelopa
beh誠iormetricstudyofcivilizationsthroughsocialsurveydataasasocia1sci-

ence、ThiswillgiveusfimdamentalinfbrmationfbrthepeacefUldevelopmenｔｏｆ

ｔｈｅｗｏｒｌｄ(Hayashi,1998,2000;Hayashietal.,1998;Ybshinoeta1.,1995a,2000)．
Inordertobeconsideredascientificstudy>thecross-nationalsurveymustover-

comeamulti-facetedmethodologicalproblem、Ｆｉｒｓｔｏｆａｎ，itisadifIiculttask

toscientificallycompareresponsescollectedunderdifferentconditions・Sincethe

difhentcountriesmayutilizedifferentlanguagesandstatisticalsamplingmeth-
ods，ｔｈｅｒｅｉｓｎｏａｐｒｉｏｒｉｋｎｏｗｌｅｄｇｅａｓｔｏｈowthesevarymgconditionsinHuence
peoples'responsesevenincaseswherethereisnosubstantivediHerencebetween

thepeoples・

Thus，animportantproblemfbrourstudyistoinvestigatethoseconditions

underwhichmeaningfUlcross-nationalcomparabilityofsocialsurveydata
isguaranteed・ThisprobleminvolVesmanyanalyticalandmethodologicalsub-

Problems;namely〉amongothers,１)the§型9匹questionnajreitemsmustbewrit‐
tenindifferentlanguages(i,e,,translationproblem),２)comparisonofdatasets

conectedbydifferentsamplingproceduresusedindifhentcountries,３)Char‐
acterizationofthenations(orrapes),i､e､,inwhichaspectSandtowhatdegree

certajnnations(orraces)aresimilarordissimilartoothersand4)thedescription
ofnations(orraces)intermsofcommonlogic,ratherthanlogicparticulaj『to
acertainnation(orrace)．Theseproblemsare,however,complementaryinthe
sensethatthesolutionsofthesefbursub-problemsarerelatedtoeachother・and

thiswillbelaterclarifiedinourtheoreticaldevelopment・

Onceweestablishthemethodologyぅｗｅｗｉｌｌｂｅａｂｌｅｔｏｓｔｅｐｆｂｒｗａｒｄｔｏｗａｒd
ascientificfbundationofcross-nationalcomparison・ＴｈｉｓｗｉｌｌｂｅｕｓｅｆＵｌｆｂｒｔｈｅ

ｍｕｔｕａｌｕｎderstandingofpeoplesallovertheworld，fbrthepredictionofmass

behaviorｏｆａｃｅｒｔａｉｎｎａｔｉｏｎｉｎｒｅｓｐｏｎｓｅｔｏａｐarticularevent，theprediction
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oftheattitudeorpoliticaldeterminationofaparticularnationininternational

relations，thescientificunderstandingoftheriseandfallofcivilizations，thein-
vestigationofanidealconditioninJapanandtheworldfbrthedevelopmentand

themaintenanceofworldpeace・

Asanintroductioninthisspecialissue，weexplainbrieflytheparadigmand

historyofourcross-nationalsurveys・Consideringthenatureofanintroductory
paper,weshallkeeptheexplanationofeachsectiontoaminimumandleavethe
detailstoreferences・

ThisintroductioncomprisesSectiｏｎ１．Wewillpresentanexplanationofour

researchparadiｇｍ,‘culturallinkanalysis',inSection2,themethodologicalprob-

lemofthecross-nationalsurveyｩthatis,cross-nationalcomparabilityinSection3，

anoverviewofourpastsurveysinSection4,andfinallypresentsomecomments
fbrourfUtureresearchinSection5．

２．ＣｕｌｔｕｒａｌＬｉｎｋＡｎａｌｙｓｉｓ

InoursearchfbrconditionswhichcanguaranteemeaningfUlcross-national

comparabilityofsocialsurveydata，wedecidedthatbeginningourstudybya

comparisonoftwonations(orraces)whichhavesomesimilarityordissimilarity〉
e､9.,intheirracialoriginorlanguage,wouldhavemoremeaningthanattempting

tobeginfromacomparisonoftwototallydifferentnations(orraces).Therefbre，
ourtaskistoinvestigateinwhataspectsandtowhatdegreethepeoplesofthe

nations(orraces)involvedaresimilarordissimilartoeachother．

1971

1978

1983

1987

1988

1991

1992

1993

1998

1999

Ｔａｂｌｅｌ：Listofourpastsurveys
JapaneseAmericansinHawaii

HonoluluResidents,AmericansintheMajnland
HonoluluResidents

Britajn，Germany＆Erance

HonoluluResidents,AmericansinthemajnlandofU・ＳＡ.，

theJapaneseinJapan

JapaneseBrazilians(JB)inBrazil
ltaly
TheNetherlands

JapaneseancestryAmericansintheWestcoasｔｏｆＵ.Ｓ,Ａ・

JapaneseAmericansinHawaii

(Allthesesurveysarebasedonthenationwidesamplingdata.）

Ourcross-nationalsurveywasstartedwiththecomparisonoftheJapanesein
JapantoAmericansofJapaneseancestryinHawaiiinl971．’Iablelisapartial
listofourpastcross-nationalsurveyssincel971・Someofthosenationsorareas

sharecertajncommonfeaturessuchasraceorlanguage・Therefbre,ｔｈｅｙprovide
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meaningfilllinksfbrcomparison：itbecomesmeaningfUltoseewhataspectsand
towhatdegreecertainpajrsofnationsaresimilarordissimilartoeachother・

Extendingthechajnoflinks，eventuallyweobtainedachainofglobalcross‐
nationalcomparison.（ThisideacametoHayashiwhenhecarriedoutanation‐

widesurveyofUSAinl978.）（SeeFigurelfbranillustration)．Therefbrewe
callourreseaJrchmethodologyculturallinkanalysis(CＬＡ)fbrcross-national
comparison(Hayashi,1992a;Hayashieta1.,1998)．
MorepreciselyPLAincludesthefbnowingthreesubjects:aspatiallinkasde‐

scribedasabove,atemporallinkinherentinlongitudinalanalysis(eg.,Japanese
nationalcharactersurveybylSM),andanitem-structurelinkinherentinthe
commonalitiesandthedifferencesinitemresponsepatternswithinandacross

differentcultures(cfGuttman,1982)．

nleJapaneseinJapan

＆TheJapaneseinHawaii

Non-JapaneseinHawaii

＆Non-JapaneseinUSA

Figurel：Culturallinkanalysis

●●●

ThismethodologycanbeconsideredａｓａｎｅｘａｍｐｌｅｏｆＤａｔａＳｃｉｅｎｃｅｉｎｔｈｅ

ｆieldofstatistics(seeHayashieta1.,1998;Ybshino,2001)("DataScience，，hasre‐
centlyemergedasasortofreactiontothedevelopmentofmathematicalstatistics

whichwebelievehas‘strayedtoofarawayfromtherealworld'、Itiscloselylinked

withthephilosophyofnkey's(1962)philosophyof"exploratoryanalysis."）
Ｗｅｉｎｔｅｎｄｔｏｄｅｖｅｌｏｐｏｕｒｔｈｅｏｒｙｏｎｄａtascienceundertheprinciplesof

complementarity(cfHeisenberg,1949)towardacertainpracticalproblemin
theworld・Ｈｅｒｅｔｈｅｍｅａｎｉｎｇｏｆ“complementaryapproach”ismulti-fbld,andit

coversthefbllowingaspects：

1）Complement麺ityinthemethodology:datacollectionvs､theory､

2）Complementarityintherangeofaspectstoinvestigate:analysisofasingle
aspectvs・syntheticstudyofvariousaspects、

3）Complementarityintheareasornationstocompare:localregionvs・more
globalarea．
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4）Complementarityinstatisticalscaling:uni-dimensionalscalingvs、multi‐
dimensionalpatternanalysis．

Someaspectsofthesecomplementaryapproachescanbeseenintheanalyses
inSec､4．

3．Cross-nationalComparability

Theprocedureofourcross-nationalsurveysgenerallyconsistsofthefbllowing
eightsteps(seeYbshinoeta1.,1995b;Ybshino,2001)．
Step１．MakingaJapanesequestionnaire

Step2・Makingafbreignlanguagequestionnajre(Back-nanslation）
Step3.Choosingasurveysamplingmethod(Stepsl,２and3areparallel.）
Step４．Completionofasemi-finalversionofthequestionna』re
SteP5・Preliminarysurveyonasmallsamplebefbrefinalizingthequestionnaire
Step6・Nationwidesurvey(Datacollection）

Step7.Datacleaning(includingrecodingofresponsecategories）
Step8.Dataanalysis(Cross‐tabulation,patternanalysis,…）
Ｏｎｅｓｈｏｕｌｄｋｅｅｐｉｎｍｉｎｄｔｈａｔｔｈｅｐｒｏｂlemofcomparabilityofcross-national
surveydataisinvolvedinalleightsteps・

AbriefexplanationoftheprocessesusedinStepsl,２and3fbllows．（The
otherstepswillbedealtwithintheremainingpartofthisspecialissue.）

Ｓｔｅｐｌ・MakingaJapanesequestionnalre

Whenmakingaquestionnaire)wefirstchecktoseewhethertherearerelevant

itemsusedinpastsurveｙｓｔｈａｔｗｅｃａｎｕｓｅａｓｃｏｍｐａｒａｔｉｖｅｄａｔafbrthepresent
surveyJnourcase,ｗｅｈａｽﾉemadeuseofthecollectionofquestionitemsusedin

thepastsurveysoftheJapaneseNationalCharactersurvey〉ＧＳＳ,Credoc､Allbus，
Eurobarometer，etc・Inaddition，ｗｅｉｎｃｌｕｄｅｄｓｏｍｅｎｅｗｉｔｅｍｓｏｆｏｕｒｏｗｎ・The

historyofallitemsusedislistedonpp､423‐445inHayashietaL（1998)．
Ｓｔｅｐ２．Makingafbreignquestionnaire

lfaｎｉｔｅｍｔｈａｔｗｅｗａｎｔｔｏｕｓｅｈａｓｎｅｖｅｒｂｅenusedinacross-nationalSurvey，
weneedtotranslateitintoacertainlanguage(s)fbrcross-nationalsurveyHerewe
explainthecasewhereweusedtheBack-nanslation(BT)techniquetomakean
EnglishquestionnairefromaJapanesequestionnaire(Ybshino,Hayashi＆Suzuki，
1995)．

Theprocedureoftranslationandback-translationinmakingfbreignquestion-
najresisasfbllows､１)AcertainbilingualtranslatesacertainJapanesequestion
itemintoEnglish2)ThenanotherbilingualtranslatesthetranslatedEnglish
backintoJapanese，３)WecomparethewordingsoftheoriginalJapaneseitem
andtheback-translatedJapaneseitem．ＩfthereisnodiHerencebetweenthem，
wemayconcludethatthetranslatedEnglishcanbeusedasallequivalentto
theJapanesequestion・Ifthereisanessentialdifferencebetweenthem・ｗｅｈａﾊﾉｅ
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tomodifyitappropriately(wemayrepeatthetranslationandback-translation
processfbrconfirmation,ifnecessary)．
Occasionallyぅhowever，wehadsomediHicultyindecidingwhetherornota

certajndifhenceinwordingwascritical，ｅｖｅｎｔｈｏｕｇｈｗｅｗｅｒｅｓｕｒｅｔｈａｔｔｈｅｒｅ

ｗasnogrammaticalerrorinthetranslation・Thismotivatedustocarryoutthe

fOllowingexperimentalsurvey・Byasplithalfmethod,ｗｅｍａｄｅｔｗｏｈｏｍｏｇeneous

Japanesesamples,andweadministeredQuestionnajreAtooneofthesetwosam‐

ples(JapanＡ)andQuestionnajreBtotheother(JapanＢ),respectivelyHere
QuestionBconsistedofthoseitemsintheoriginalJapanesewordings,whereas
QuestionAconsistedofthoseitemsintheback-translatedJapanesewordings・

ＮｏｔｅｔｈａｔｔｈｅｗｏｒｄｉｎｇｓｏｆｓｏｍｅｉｔｅｍｓａｒｅｃｏｍｐｌｅｔｅｌｙｔｈｅｓａｍｅｉｎｂｏｔｈＪａｐａn

AandB,butthewordingsofothershaveaslightdifferencebetweenthem・We

comparedthetwosetsofresponseｓｆｒｏｍＪａｐａｎＡａｎｄＢ，

Figure2ashowsthevarianceofresponsestoexactlythesameJapaneseitems

inthosetwoquestionnaires,someinpercentages.（Roughlythevariancecanbe
consideredassamplingerrors.)Ontheotherhand,Figure2bshowsthediHerences
ofresponsepercentageStotheslightlydifYerentbutcorrespondingitemsbetween

JapanAandB・Thisshowsthataslightlydifferentwordingofitemsmayproduce

certajnresponsedifIerenceS,sometimesuptolO～15％・Therefbrewehavetobe

verycarefillwhenwecompareresponsepercentagesofvariousnationsinthesame

questionnajrebutwheredifferentlanguagesareused・Ｔｈａｔｉｓ，evenifwefinda

certajndifhenceofresponses，ｗｅｃａｎｎｏｔｂｅｓｕｒｅｗｈｅｔｈｅｒｉｔｉｓｄｕｅｔｏareal

differenceorduetoadifferenceinwording・

SomepeoplemaythinkthatapotentialresponsedifferenceuptolO～15％due

towordingdifferenceistoolarge，andthattherefOre，itisalmostimpossibleto

dealwithCross‐nationalsurveydatafbrcomparativepurposesinascientificsense・

However,thefbllowingresultofpatternanaｌｙｓｉｓｇｉｖｅｓｕｓｓｏｍｅｉｎｓｉｇｈｔｏｎｈｏｗｔｏ
dealwiththissortofcompaJrativedata・

Figure3istheresultofHayashi'sQuantifcationMethodⅢ(e､g､,Hayashi，
1993)appliedtothedatasetsofsurveyresponsesofseveralnationsorareas
ｆｂｒａｌｌｔｈｅｉｔｅｍｓｏｆｔｈｅｓａｍｅｑｕｅｓｔｉｏnnajre・Ｉｔｉｓｅａｓｙｔｏｓｅｅｔｈａｔｔｈｅｄｉｆｆｅｒｅｎｃｅ

ｂｅｔｗｅｅｎＪａｐａｎＡａｎｄＪａｐａｎＢｉｓｓｏｓｍａｎ,comparedtothedifferencesbetweeｎ
severalnations・

Therefbre,thisleadsustotheconclusionthatifwecompareresponsepercent-

agesoftwonationswithrespecttoasingleitem,ｉｔｍａｙｂｅｄｉＨｉｃｕｌｔｔｏｓｅｅｗｈｅｔｈｅｒ

ｏｒｎotthedifferenceisessential;whereasifwecompareresponsepatternsofsev‐
eralnationswithrespecttomanyitems，ｗｅｍａｙｂｅａｂｌｅｔｏｉｇｎｏｒｅｔｈｅｉｎＨｕｅｎｃｅ

ｏfminordifhencesinwordingsinvolvedintranslationprocesses．

（HereweshowtheBTtechniquefbrthecasewherewemakeanEnglishques‐
tionnairefromaJapanesequestionnaire・Ｉｎｔｈｅｃａｓｅｏｆ,ｅ､g､，anltalianques‐
tionnaire，wetranslatedtheEnglishintothe１talian，thentranslateditbackto

Japanese・Inthecasewheretheorigina｣questionnairewas,ｅ､g､,ｉｎGerman,we

translateditintoJapanesesometimesthroughEnglish)．
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3aヲ

Ｂ

Ａ

ａ､Inthecasewherethewordingsarecompletelythesameinboth

JapanAandＪａｐａｎＢ，therearesomepercentagesofvariance、

whichmaybeconsideredsamplingerrors

(％）

１０２(）３０４０５０６０７０８０”(％）

Ａ

ｂ・Ｉｎｔｈｅｃａｓｅｗｈｅｒｅｔｈｅｒｅａｒｅｓｏｌｎｅｗｏｒdingdifferencesbetween

JapanAanｄＪａｐａｎＢ，ｔｈｅvariancesometimesamountsupto
lO-15％

Figure2:ComparisonofresponsepercentagesofJapanA(theback-translated

Japanesequestionnaire)andJapanB(theoriginalJapanesequestionnajre）
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Figure3：TheresultofHayashi，sQuantificationMethodllIapplieｄｔｏｔｈｅｒｅ‐
ｓｐｏｎｓｅｄａｔａｏｆａｌｌｃｏｍｍｏｎｉｔｅｍｓｏｎｓｅveralnationsandareas・Notethatthe

difhenceduetowordingdifference(JapanA＆JapanＢ)orduetothesam‐
pleweighting(JBS＆ＪＢＷ)issosmallthatwemaydisregarditintheglobal
comparativeframework．
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Itmaybeworthwhiletonoteherethatinabilingualcomparativesurvey〉some
peoplemaysuspectthattheremayberesponsediHerenceseveninthesamebilin-
gualrespondentwhenｈｅ/sheisadministeredthesamequestionnajreindifferent

languages．Ｉnordertoinvestigatethisproblem,wecarriedoutacertaincompar-
ativesurveyofJapaneseandEnglishbilingualsbythesplithalfmethod(Hayashi
＆Suzuki,1997),andwedetectedcertajndiHerences・Roughlyうrespondentsof
theJapanesequestionnairetendedtoavoidpolaranswersandtochoosemiddle

answercategoriesor“ＤＫ''，whereastherespondentsoftheEnglishquestionnaire
tendedtochoosepolarcategories（"very…")．Moreover・theJapanesewereas

individualisticandoptimisticasAmericansiftheywererespondingtoaquestion
inEnglish(cflinguisticrelativityｳSapir＆Whorfhypothesis).SeeHayashiand
Suzuki(1997)fbrmoredetailedexplanation・
Step３．Choiceofsurveysamplingmethod

lnthescientificsocialsurvey〉weusuallyuseastatisticalrandomsampling
onthepopulationunderinvestigation・Incross-nationalcomparativesurveys，
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however,wecannotavoidsituationswhereeachcountryusesitsowntraditional

methodofsampling・Ｆｏｒexample，manyEuropeancountriesuserandom-route

sampling,andmanysurveyagenciesinBritainandUSAusequotasampling・In
addition,someagenciesoftenmodifytheresponsepercentagesbyweightingthe
questionnairewithrespecttoage，sex，rateofabsence，etc，Thesedifferences

alsoseemcriticaltocross-nationalcomparabilityFbrthecomparabilityunder

question,thefbllowingcomparativeanalysiswouldbesuggestive・

WecarriedoutaJapaneseBraziliansurveyinl991（Hayashieta1.,1991)．
BecauseofthespatialdistributionofJapaneseBraziliansinBrazil、weneeded

toadjustthedatawithrespecttosamplingpointsandthenumberofJapanese

Braziliansineachfamily6However，wehadtoassignunusuallylargeweights
tocertainsamplingpointsbecauseoflargeregionaldiscrepanciesofpopulation

densitiesinBrazil・rbrsimpletabulation,itmayseemreasonabletoconsidereven
suchlargeweights・However,onceweproceedto,fbrexample,cross-tabulationor

multivariateanalyses,ｗｅａｒｅｎｏｔｓｕｒｅａｓｔＯｈｏｗｓｕｃｈｌａｒｇｅｗｅightsinHuencethe
variancesofstatisticsofourconcern、SeeFigure3fbrthecomparisonofthetwo

setsofdata：ａ)theweightedsampledataofJapaneseBrazilian(JBW)survey
withrespecttosamplingpoints;ｂ)thenon-weightedsampledata(JBS).Asin
thecaseofcomparisonofthetwoJapanesesurveys(JapanAandJapanB),the
differencebetweenthetwosetsofdａｔａｉｓｓｏｓｍａｌｌｔｈａｔｗｅｃａｎｉｇｎｏｒｅｉｔｆbrthe
comparisonofseveralcountriesinthepatternanalysisofresponseswithrespect
tovariousitems．

4．ＯｖｅｒｖｉｅｗｏｆＯｕｒＰａｓｔＳｕｒｖｅｙｓ

Inthissection,webrieHyexplajnsomeresultsofourpastsurvey・Sincethe
explanationiskepttoaminimum,pleaseseethereferencesfbrthedetajls．

４．ZLon9伽伽αJα冗吻sesQMZpanesenat伽ajchamctersumeZﾉ仰53-Presentノ

AsmentionedintheintroductionofSec､１，thelongitudinalsurveyonthe
Japanesenationalcharacterisoneofthemajndatasourcesfbrculturallink

analysisinoursurveyresearch・Ｗｅｈａﾊﾉefbundacentraldimensionthatshows

thecharacteristicsoftheJapanesepeopleandthesocietywhichcanｂｅｌabeled
asmodernizationvs・tradition・VariousaspectsofJapanesesocialsystemsare
concernedwiththisdimension(e､g､,viewsofnature,acceptanceofscienceand
technolo部etc.）inonewayoranother,Infact,ithasbeenshowingupinthe
aCculturationandacceptanceofEuropeanculturessincethebeginningofMeijiera
(1868)fbllowingthenationalisolationofTbkugawashogunatefbrsome300years
(1635-1858).Thisdimensionmayrepresentasortofconflictbetweeninnovation
andconservation・

WehavefOundalsothatfiveenduringpredominantvaluesheldbymorethan
2/3oftheJapanesewithoutanyregardtoage,education,andgenderoversome
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fivedecadesare：１)fairnessontheemploymentquestiｏｎ(Q､48),２)preference
fbrJapanesestylegardens(#9.3),３)prefbrencefbraworkplacetobegoverned
bytheruleofprimarygrouprelations(paternalisticdepartmentchieffamily豊like
firm)(Q､50,＃5.6b)，４）onlyl/3oftheJapanesehavereligiousfajth,butmost

non-religiousJapanesealsothinkthatareligiousattitudeisimportant(Q62a芦２
＆Q63-1)．（Note・ThesenumberssuchasQ48areaniteminthecomparative

surveyofsevennations(Hayashieta1.,1998),andthosesuchas＃5.6bareitems
intheJapanesenationalcharactersurvey(Mizunoeta1.,1992).）

Itisnaturaltothinkthatsomechangesmustbeconnectedwithl)transfbr‐
mationofJapanintopost-industrialera,2)collectivitytoindividualorientation
(Thenumberofpeople“goingmyway"isdecreasing.),３)liberalization：sub‐
jectstocitizens(becomingmoredemocratic).Possiblecausesofthesechangesin
Japanwouldbel)themovefiromanagriculture-basedeconomy>2)amoreaiHuent
economyand3)theinternationalizationofJapaneseeconomySeeHayashiand
Kuroda(1997)fbrmoredetails

4.2Ｍｌｃｍｏｃｏｍｐα"Ｓｏｎ
●

QfseUemInat伽ｓ

1）Sevennations(1987と93）

WithspecialfinancialaidfromtheMinistryofEducation，wecarriedouta
crosS-nationalSurVeyofsevennations：Japan,ＵＳＡ,Britajn,Erance,WestGer-

many(befbretheunification)(1987-88),Italy(1992),andtheNetherlands(1993)．
Thisgivesatypicalexampleofaspatialcomparativelink，Applyingapsycho‐

metricpatternanalysiscalleda"super-culturemodel"(Ybshino,1992),wefbund
twomajndimensions:ａ)Europeanvs､Japaneseandb)Latinvs,Anglo-Saxon
(seeFigure4).Inthedimensionalcoordinate,thereaJrethreeclusters:ａ)Britajn
andUSA(commonorigin＆language),bmanceandltaly(Latinnationsandge‐
ographicalneighbors),andc)GermanyandtheNetherlands(geographicalneigh‐
bors)．

AcloseranalysisofeachitemshoweｄｔｈａｔＪａｐａｎｉｓｓｉｍｉｌａｒｔｏＧｅｒｍａｎｙａｎd

theNetherlandsbutdissimilartoHanceandltalyinoneaspect(businesslife，
livingconditionsetc.)．Ontheotherhand,JapanissimilartoBritajnandUSA
butdissimilartoGerma叩ｔｈｅNetherlands,Ranceandltalyinanotheraspect

(attitudes,socialvalUes,viewsonfUture,respectofancestors,marriage,etc.)．
ＩｔｉｓｇｅｎｅｒａｌｌｙｋｎｏｗｎｔｈａｔｔｈｅＢｒｅnchtendtogiveapessimisticanswertoany
question､SeeYbshino(1998)fbrmoredetails，
Hereit･maybeinterestingtoshowanexamplewhereanitemwhichinitially

seemedtohavenothingtodowithnationalcharacterinourcrossnationalsurvey
laterwasfbundtohavesomehiddenrelevancetonationalcharacter・Theitemis

asfbnows．
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Q14Duringthelastfburweeks,haveyousufferedfromanyofthefbllowing？
YesNoDK

Headaches/migraines l２０

Backaches l２０

Nervousness l２０

Depression l２０

１nsomnia l２０

Weoncethoughtthatthisitemwasaboutnothingbuthealthproblems,there

367
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Ｙ

8．JapaneseHawaiianlstgen、

9．JapaneseHawaiian2ndgen、
10．JapaneseHawaiian3rdgen、
11．JapaneseBrazilianlstgen、

12．JapaneseBrazilian2ndgen、

13．JapaneseBrazilian3rdgen．

1．ＦＲＧ

２・nrance

3・Britain

4・ＵＳＡ

5．Japan

6．Italy
7・ＮＤＬ

ｅ

、

(c）

Figure4：TheSuper-culturemodelappliedtothedataofsevennations，

JapaneseBrazilians，andHawaiiresidents
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fbre,irrelevanttonationalcharacter,andwedeleteditincertajnsurveys・Later，
however,wefbundapotentialrelevanceoftheitemtonationalcharacter・Ｔｈａｔ
is，itwasfbundthattheratesofthosewｈｏｃｌａｉｍｅｄｔｏｈａｽﾉｅｓｕ舵redfromthose

healthproblemsarehｉｇｈｅｒａｍｏｎｇｔｈｅｗｏｍｅｎｉｎＥｒａｎｃｅａｎdltalynrthermore，
therateitselfaswellasthedifferenceoftheratesbetweenmenandwomenare

thelowestinJapan(Hayashieta1.,1998,ｐｐ,129-128).fAllsevenofthecoun‐
triesinvolvedherearehighlyindustrializedstates・Thus，thereSeemstobeno
significantmaterialdifferenceinthestressfUlconditionsoftheirenvirOnments・

Therefbre,theabove-mentionedconditionmaybecloselylinkedtotheaspectof
Japanesepatience、

2）JapaneseAmericansinHawaii（1971,1978,1983,1988＆1999)，Brazil
(1991）andtheWestCoastofUSA(1998）

Asmentionedbefbre,ourcrossnationalsurveystartedwithaHawajisurvey
project・Thissurveyonemigrantsgivesussomeimportantinfbrmationabout

acculturation・Fbrexample，thegeneralJapanesetendenciestoavoidpolaran-

sWersandpreferambiguousormiddlecategoryresponses(highDKrate)andthat
eventhenon-religiousrespectareligiousattitudeareconservedamongpeopleof
JapaneseancestryinHawaii,Brazil,andtheWestCoastofUSA,Probablythe
languageisakeyfactoroftheambiguityoftheJapaneseaswellasthediffUse

natureoftheJapaneseself(Hayashi＆Kuroda,1997)．
Yamaoka(2000)comparedtheJapanesewithotherpeopleswithrespectto
thefbllowingtwoaspects:first,interpersonalrelationships(h麺mOnyinfamilyウ
relatives,coworkers,etc.)measuredbytheGiri-Ninjyoscale(Q40-2,Q41-1&Q42‐
2,Q48-1&Q49-2,Q45-a&b,Ｑ50-2),whichshowsadegreeofemotionalconHict
betweenobligationandwarmheartedness(Figure3,Yamaoka,2000)andsecond，
religiousattitUdemeasuredbyQ62＆Ｑ６３(nble3,Y8maoka,2000).(Notethat
thenumberofQistheitemnumberusedinthecomparativesurveyofseven
nations.）

BrieHyｳtheGiri-Ninjoscalecapturestheinterpersona1relationshipspaJrticular
totheJapanese・Ｏｎｔｈｅｏｔｈｅｒｈａｎｄ，therateofthosewhohaveaparticular
religiousfajth(aboutｌ/3)issmallerinJapanthanintheothercountries､But，
ａｍｏｎｇｔｈｏｓｅｐｅｏｐｌｅｗｈｏｄｏｎｏｔｈａｖｅａｐarticularreligiousfajth,therateofthose

whothinkthatreligiousattitudesareimportantisthelargestinJapan，These
tendenciesaremoreorlessconservedamongthepeopleofJapaneseancestryin
Hawaii,intheWestCoastofUSAandinBrazil(Hayashieta1.,1998;Yamamoto，
1992;YbShino,1999)．

４．３Ｄetect伽ｑｆか1s城eｄｄａｔａ

ｌｔｍａｙｂｅｕｓｅｆＵｌｔｏａｌｓｏｅｘｐｌａｉｎｏｕｒｃomparativesurveyofbilingualsofEnglish
andArabic(Kurodaeta1.,1997)inordertogiveanexamplewherewedetected
f8lsifieddata．（Fbrthepossiblesourcesoffbrgeryinsocialsurvey｝seeHara'ｓ
(1992)report.）AsshowninSec3,Hayashi'sQuantificationMethodⅢcancels
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outminordiHerencesofwordingsofitemsandthoseofsamplingmethods，and

givesusastablemacropattern・Inaddition，ｉｔｉｓｓｈｏｗｎｈｅｒｅｔｈａｔｔｈｉｓｔｙｐｅｏｆ

ｍａｃropatternanalysiscandetectthefbrgeryofdatainacertaincondition．

WeadministeredthesamequeStionnaireindifferentlanguagestotwohomo-

geneousgroupsofbilingualsofEnglishandArabicintheUSAandinｓｏｍｅａｒｅａｓ
ｏｆｔｈｅＭｉｄｄｌｅＥａｓｔｂｙｔｈｅｓplithalfmethod・However,thesampleswerestudents

inthoselocalareasandtherefbre,notrepresentativerandomsamples・

ThefirstsurveywascarriedoutintｈｅＵＳＡ(LosAngeles)．Sincethiswas
our世stexperiencetocollectdataontheArabicpeople,ａｔｔｈｅｂｅｇｉｎｎｉｎｇｗｅ

ｄｉｄｎｏｔｈａｖｅａｎｙｃｌｕｅａｓｔｏｗｈｅｔｈｅｒｏｒｎｏｔｔｈｅｄａｔａｗａｓａdequatelycollected

Later,however,itwasfbundthatthegraduatestudentwhoworkedasthesurvey
supervisorf8kedthedatahimself・Asevidencedinthiscase，wecannotdetect

fbrgeryofdatacollectedonacertainracethatisnotfamiliartousunlesswehave
additionalinfbrmationonthedata．

、Ｗｅｃａｎ，however，detectcertainextraordinarypatternsinthecomparisonof

otherdatasets・Figure5istheresultoftheapplicationoftheSuper-culturemodel
(Ybshino,1992),asortofpsychometricmodel,anditgivesusanotherexample
ofmacroanalysisoncross-nationalsurveydata・Inthismodel，theexistence
ofa"super-culture”（asortofaverageimageofthosesamplesornationsunder
comparison)isassumed,eachsamplegroupisrepresentedasanarrowinthe
multi-dimensionalcoordinate(e､9.,X-Y-Zcoordinate),thedegreeofconfbrmity
ofeachsamｐｌｅｇｒｏｕｐｔｏｔｈｅ“averageimage”isrepresentedastheX-component，
andthematchingratesofresponsesofpairsofsamplegroupsarerepresentedas
thecosineangleofthecorrespondingarrows(iftheanglebetweentwoarrows
issma1ler，theresponsepatternsofcorrespondingtwosamplegroupsaremore
similartoeachother)．

InFigure5alargediscrepancycanbeimmediatelyseenbetween"1and２(the
fakeddata)''andotherdataNotealsothatFigure5cshowstwoclusters(the
righthalfandthelefthalf),onecorrespondingtothosesampleswhoresponded
inEnglish，andtheotherinArabic・Interestingly〉ｔｈｅｆａｋｅｄｄａｔａｓｅｔｓｏｆ“１ａｎｄ
2'，alsoareconsistentwiththeclusteringofEnglishandArabicgroups・
Although，ｏｆcourse，nostatisticalmethodalonecanautomaticallydetect
fbrgeryitheabove-mentionedexampleshowshowwecanutilizeasortofmacro-
patternanalysistoseeacertainabnormality．
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Figure5：ComparisonsofresponsesofbilingualsofArabicandEnglishtothe

sameguestionnairebutinthedifferentlanguages・Ateachlocation，thesame

questionnajresbutintwolanguageswereadministeredtotwohomogenousArabic

bilingualstudentsamples，respectively：Arabicquestionnajretoonegroupand

Englishquestionnairetotheothergroup、１＆２ａｎｄ３＆４ｉｎＵＳＡ；５＆６in

Amman;７＆８ａｎｄｌｌ＆１２inCairo;９＆１９inJordan(Theevennumber
andoddnumberscorrespondtotheEnglishandtheArabic,respectively).Two
clusterswerefbund：onefbrtheArabicgroupandtheotherfbrtheEnglishgroup

(therighthalfandthelefthalfintheYZcoordinate,respectively)．

３〃

／

､

(c）
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５．ｑ[bwardsaNewnustfulSocialSystemiｎｔｈｅ２１ｓｔＣｅｎｔｕｒｙ

ＴｈｅＪａｐａｎｅｓｅｍｉｎｄｉｓｔｈｅｗｏｒｌｄｏｆａｎａmbiguousself,multiplerealities，and

multi-valuedattitudes(Hayashi＆Kuroda､1997)．OccasionallyJapaniscon‐
sideredasahomogeneoussocietywithrespecttoindividualopinions,butthisis

notthecaseinrealitybSimplybecausetheJapanesetendtorefrainfrommaking

definitecommitmentsinordertoavoidpossibleconHicts,theyoftenappeartobe

ambiguousandhomogeneous・

Ａｎewstyleofsocietydemandsanewstyleoftrustsystem，Bringingthisabout

wouldfirstnecessitatethedestructionofthetraditionaltrustsystem・Couldwe

makeuseofJapaneseambiguityasastrategytocooperateonamulti-cultUral
leveltoavoidconflictsbetweendifferentculturesorraceswithinandbetween

countries？Ｏr,willJapanhaｽﾉeahardertimeunderthereorganizationtowardsa

newtrustfUlsocia1orderbecauseoftheirambiguity？、
ThehistoryofJapanhasrepeatedlyshownustheimportanceofconsensusfbr

themaintenanceofstablesocietyもHowever,atthetimeswhentheJapanesef8ced

rapidsocia1changes,suchasintheMej1jiCivilRevolutionorduringWWII,the
Japaneseneededquickdecisionmakersratherthanconsensusseekersinthe

responsiblepositionsofgovernment・Japansucceededinthefbrmercase,whereas
shefailedinthelattercase・

Nowwearefacinganotherchangefbrthenewcentury・Anditiscertajnthat
responsiblequickdecision-makersareneededintheeconomy〉politics，adminis‐

tration,educationandresearch,ａｓwellasinmanyotherorganizations,todirect

thetransitionfromtraditionalrulesandsocialsystemstothｏｓｅｏｆａｎｅｗａｇｅ
ｗｉｔｈｈｉｇｈｌｙadvancedinfbrmationtechnologyAleaderinJapanwouldhaveto
thinkaboutthebalancebetweentraditionalconsensusseekingandquickdecision
makinginthetransitionalage,aswouldtheleadersallovertheworld．
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－ＡＳｔｕｄｙｏｎＰｅｏｐｌｅｓ'SenseofnustfromaVieWpointof
Cross-NationalandLongitudinalStudyonNationalChaJcacter-

RyozoYbshino＊

Theobjectiveofthispaperistooverviewpeople'ssenseoftrustasitis
reHectedintheresponsedataofquestionnairesurveys・Iwillstudythevariability
ofpeople'ｓｔｒｕｓｔｓｙｓｔｅｍｓｉｎｏｒｄｅｒｔｏｅｘｐｌｏｒｅｗhichaspectsoftheirsenseof
､trustarestableovermanydecadesandwhichaspectsarevariableunderthe
longitudinalchangesofeconomicalandpoliticalconditions，Tbbeginwith,Ｉｗｉｌｌ
explajnbrieHythehistoryofourlongitudinalandcross-nationalsurveyresearch
onnationalcharacter・Secondly,Iwillsummarizesomeaspectsofpeople，ssense
oftrustinourlongitudinalsurveyofJapanesenationalcharacter・Thirdly,Iwill
presentcross-nationalcomparativeanalysisoftrustinourseven-countrysurveyb
EburthlyぅIwillconsidertheacculturationoftheJapaneseimmigrantsinBrazil，
ＨａｗａＪｌ，ａｎｄｔｈｅＷｅｓｔＣｏａｓｔｏｆＵＳＡ・Finallyilwillprovidesomecommentsfbr

●●

ourfUtureresearch．

l・SocialCollapseofⅡrustintheBansitionPeriod

Theobjectiveofthispaperistooverviewofpeople'ssenseoftrustasitis

reHectedintheresponsedataofquestionnairesurveys・ThebackgrOundandthe

significanceofthiSstudyareasfbllows・

Ｔｈｅｌａｓｔｄｅｃａｄｅｈａｓｌｅｄｔｏｔｈｅｒａｐｉｄｔransitionfromtheestablishedsocial

systembasedontraditionalindustrytothesystemfbundedonhighlyadvanced

infbrmationtechnology5Underthetransitionaftertheｅｎｄｏｆｔｈｅｃｏｌｄｗ錘，ｄｏ‐

mesticandintern誠ionalconfUsionjincludingmilitaryand/orpoliticalconflicts，
hasbeenincessantlyoccUrringinvariousareasontheearth、Manypeoplesay

thatthestyleofinternationalconflictsisalsochangingthetraditionalstyleofwar
inthefapeoftheterrorismwhichoccuｒｒｅｄａｔｔheWbrldnadeCenterinNew

Ybrk・ＥａＣｈｎａｔｉｏｎｏｒｒａｐｅｈａｓｉｔｓｏｗｎculture,socialvalueandwayofthinking，

andtheseunderlieeachnation'ssystemofeconomy）politicsandsociallife・Ｃｕl‐

tureisasystemthatmayunitethepeoplewithinit,butitoftenexcludespeoples

outsideit・Inthissense,cultureisasystemofdistrusttooutsiders,andtherefbre，

itcanbeaf8ctorofcollisionbetweendifferentpeoples，Thusthemutualunder-

standingofculturesindiflerentcountriesandracesisthekeytotheconstruction

ofawidertrustsystemfbrthepeacefUldevelopmentoftheworldinthisｔｉｍｅｏｆ

ｇｌｏｂalization・

Theabove-mentionedglobalmovementhasalsobroughtusconfUsionintoour

dailylife・Asaresult,wearefacingthecollapseofoursenseoftrustinthetradi-

ＫｅｇＷｂ７ＹｊＳａ７ｚｄＰｈｍｓｅｓ:crossmationalcomparison，cultura1linkanalysis，interpersonal
relations，Japanese，longitudinalsurvey,nationalcharacter，publicopinion，socialsurvey9
superculturemodel,trust．

＊ThelnstituteofStatisticalMathematics，4-6-7Minami-Azabu・Minato-ku・Tbkyo，

JAPAN106-8569.e-majladdress:yoshino、ism・acjp
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tionalsystemsofeducation，ethics，family>ｌａｗ，marriagelifも，workenvironment

andsoon・Thisdoesnotnecessarilymean>however>thateachindividualhasto-
tallylosthisorherinterpersonaltrust．Ｈr･nowadays，manypeopleareengaged

inactivitiｅｓｏｆＮＧＯｏｒＮＰＯｍｏｒｅｅｘｔｅｎｓｉｖｅｌｙａｎｄmoreintensivelythanwehaｽﾉe

everseen(Hayashi＆Iriyama,1997).Itmaybethatpeople'ssenseoftrustand
energyarebeingdirectedtowardthedevelopmentofanewinterpersonalsystem

underconstruction，Thusitisimportanttoinvestigatehowpeople'sattitudes
towardthetraditionaltrustsystemwillbechangedinthenearfilture
Undertheseconditions、“trust”hasbeenextensivelystudiedfbrthｅｐａｓｔｔｅｎ
ｙｅａｒｓｏｒｓｏ，probablyasaresultofthetransitionalconfUsionwhichresultedin

thｅａｆｔｅｒｍａｔｈｏｆｔｈｅｅｎｄｏｆｔｈｅｃｏｌｄｗａｒ・Namelyぅitisnownecessarytoconsider
howwecandevelopinternationaltrustinordertopreventconflictsbetweendifL

ferentcountries,racesorreligiousgroupsreleasedfromthecontrolofthepolitical
ideologiesOftheoldworldsystem・

Thistopichasbecomedistinguishablypopular，particularlysincenlkuyama
(1995)'sinfluentialbook."nust"､InhiscomparativeeconomictheoryjFukuyama
treated“trust”ａｓａｓｏｃｉａｌｃapitalandcontrastedJapan，USAandGermanyas
highlytrustfillcountrieswithChinaandltalyaslesstrustfUlcountries・Although
hefbcusedonaspectsoftrustasapropertyofnationalcharacter,therearevarious

possibledefinitｉｏｎｓｏｆ“trust,”allofwhichmayberoughlyclassifiｅｄｉｎｔｏ“trust
intransaction”ａｎｄ“trustinnormativephilosophy,'，ａＳｓｕｍｍａＪｒｉｚｅｄｉｎＨｏｓｍｅｒ

(1995)．Thestudyoftrustinnormativephilosophyhasalonghistoryぅatleast
sinceAristotleintheWestorBuddhaandConfUcianintheEast，ｂｕｔｉｔｉｓｒａｒｅ
ｔｈｅｓｅｄａｙｓ，Ｏｎｔｈｅｏｔｈｅｒｈａｎｄ，thestudyoftrustintransactionhasbeenthe

fbcusofmanypaperspublishedduringtheseyearsofglobalization・

Zucker（1986)pointedoutthreewaysoftrustproduction:１）process-based
trusttiedtopastexchanges,２)characteristic-basedtrusttiedtopersOnalchar‐

acteristics,suchasfamilybackgroundandethnicityうａｎｄ３)institutional-based
trusttiedtofbrmalsocietalstructures．（Shapiro(1987)criticizedthethirdcat‐
egorybecause,hebelieves,trustcannotbeinstitutionalized.）Besides,Zucker
clajmedthattrustwasnotdirectlymeasurable・ＴｈｉｓmayhavehadaninHuence

onHlkuyama'smethodologyasheusedvariousdatasetsconcerning“distrust”
suchaScrimerate,divorcerate,ａｎｄｕｎｅｍploymentrate・Myfbcusinthispaper
ismainlyonthesecondofZucker's3waysoftrust,althoughthethreeWaysmust
bemutuallydependent・

Miyamoto(inthisvolume)developsatheoryofinterpersonalrelationderived
fromG．Ｈ・Mead，sapproachlnthetheory〉hepresentsapsychologicalframe‐
ｗｏｒｋｂａlancingdirectbehavioranddeepcognitionfbrtheunderstandingof,fbr
example：thedifferencesofcharacterbetweentheJapaneseandAmericans・His

theorycanbeusedalsotoexplaintheacculturationofJapaneseAmericans(or
Japanesemigrantsillgeneral)ａｎｄthecharacteristictransitionsfromlsseiand
NiseitoSansei､ａｎｄｓｏｏｎ

Ｂａｎｆｉｅｌｄ(1958)regarded"distrust"asthecultureofthepoor・Thismotivates

3応
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ustoinvestigatetherelationshipsofpeoples'senseoftrustandtheireconomic

conditions・ＩｗｉｌｌｄｅａｌＷｉｔｈｔｈｉｓｉｓｓｕｅｉｎｔｈｅｃｒｏss-nationalcomparativedatain
thelatersections・

Inkeles(1997)clajmedthataspectsdirectlyrelatedtoeconomicalorpolitical
conditionsshouldnotberegardedaｓｐａｒｔｏｆ“nationalcharacter・''１tisreasonable，

however,toassumethatpeoplesofdifhentcountriesmayresponddiHerentlyto
certaineconomicalorpoliticalitemsinaquestionnajre(i､e､,“Areyousatisfied
withyourlivingconditions?'')evenunderthesameeconomicalandpoliticalcon‐
ｄitions,andthatsuchdifferencesofresponsepattemsmaybecloselyrelatedto

"nationalcharacter.”Thenarealproblemistoidentifygeneraltendenciesofpeo‐

ｐles'waysofresponses,ｓｕｃｈａｓ“NationAtendstobemorenegativeevenunder

agoodeconomicalcondition,ｗｈｅｒｅａｓＮａｔｉｏｎＢｔｅｎｄｓｔｏｂｅｍｏｒｅｐositiveinspite

ofalargeamountofinternationaldebt.”

Inthispaper,Iwillconsidercertajnaspectsof“trust''reflectedinresponsesof

questionnajresurveydatainnationwidesurveys・Iwillpayattentionalsotothe

variabilityofpeople'strustsystemsinordertoexplorewhichaspectsofpeople's
senseoftrustarestableovermanydecadesandwhicharevariableunderthe

longitudinalchangesofeconomicalandpoliticalconditions・Asmentioned-above，

somepeoplesaythat“trust''isnotdirectlymeasurable,butlbelievethatpeople's

responsesinquestionnajresurveyscanshowcertajnaspectsoftheirsenseoftrust

iftimeseriespatternsorcross-nationalpatternsofthoseresponsesareadequately

analyzed．（Idon，tmeantoimplythatacertajnestablishedscaleonthesense
oftrustcanａｌｗａｙｓｗｏｒｋｉｎｔｈｅｓａｍｅｗａｙｆｂｒｃｒｏｓs-nationalandfbrlongitudinal

comparativestudies.）Thistypeofstudyisbasedonthemethodologycalled
"ScienceofData''(Hayashi,2001b;Ybshino,2001c)．
ＩｎＳｅｃｔｉｏｎ２，ＩｗｉｌｌexplajnbrieaythehistoryOfourlongitudinalandcross-

nationalsurveyresearchonnationalcharacter・ＩｎＳｅｃｔｉｏｎ３，Ｉｗｉｌｌsummarize

someaspectsofpeople'ssenseoftrustinourlongitudinalsurveyofJapanesena戸

tionalcharacter・ＩｎＳｅｃｔｉｏｎ４,Iwillpresentacross-nationalcomparativeanalysis

oftrustinourseven戸countrysurveyJnSection5,Iwillconsidertheaccultura戸

tionoftheJapaneseimmigrantsinBrazil,Hawaii,ａｎｄｔｈｅＷｅｓｔＣｏａｓｔｏｆＵＳＡ・

FinallyｳinSection6,IwillprovidesomecommentsfbrourfUtureresearch．

2．ＳｏｍｅＨｉｓｔｏｒｙｏｎＯｕｒＮａｔｉｏｎａｌＣｈａｒａｃterSurvey

ThelnstituteofStatisticalMathematics(ISM)hasbeenconductingalongi‐
tudinalnationwidesocialsurveyontheJapanesenationalcharactereveryfive

yearssincel953,usingthesamequestionnajreitems(Mizunoeta1.,1992).The

surveyiscalled“NihonjinnoKokuminseiChosa(SurveyofJapaneseNational

Character)"・Althoughdefinitionoftheterm“nationalcharacter”maybevery
problematic，hereitsimplymeansthecharacteristicshowninpeople'sresponse

patternsofthequestionnairesurvey(Hayashi,ｅｔａ1.,1998;Ｃｆ、Inkeles,1997)．
Thequestionitemscovervariousaspectsofpeople'soPinionsabouttheirculture
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anddailylife・Thissurveywasoneofthefbundationsofthepublicopinionsur-
veysystembasedonthestatisticalsamPlingtheorydevelopedimmediatelyafｔｅｒ
ｔｈｅｅｎｄｏｆＷｂｒｌｄＷ８ｒｌｌｉｎＪａｐａｎ・Thesignificanceofthissurveywasｃｌｅａｒａｔ
ｔｈｅｔｉｍｅｗｈｅｎＪａｐａｎｗａｓｅｘｐｅctedtoshiftfromthemilitaryregiｍｅｔｏａｄｅｍｏ‐

craticsysteminthelatterhalfofl940s(Ybshino,1994).Thissurveystimulated
manycountrｉｅｓｔｏｃａｒｒｙｏｕｔｔｈｅｓａｍｅｓｏｒｔｏｆｔｉｍｅseriessurveyssuchastheWbrld

ⅧueSurveyEurobarometerbytheEUcommittee,ＧＳＳ(GeneralSocialSurvey）
ofＵＳＡ,AllbusofGermanyiCREDOCofRance,etc．

．Sincel971，thesurveyoflSMhasbeendevelopedtoacross-nationalcom-

parativestudyfbrmoreadvancedunderstandingofJaPanesenationalcharacter

(Hayashi:1973).Themajnfbcusofourcross-nationalsurveysistheinvestigation
ofthestatisticalcomparisonofpeoples'socialvaluesandtheirwaysofthinking
andfeeling・Moreexplicitlyぅourconcernhasbeenwithculturalidentitiesand

people'sattitudestowardeconomy>freedomofspeech,interpersonalrelationship，
leadership，politics，publicacceptanCeofscienceandtechnologyぅreligion，social
security>etc・Theseaspectsmayclarifycertainsimilaritiesordissimilaritieswhich

arerepresentedbypsychologicaldistancesbetweencountriesorracesincertain

statisticalpatterｎａｎａlysesofresponses(Hayashi,2001a,2001b;Hayashieta1.,
1998;Ybshino,1994,2001c)．

Thecross-nationalsurvey,however，involvesmethodologicalproblems・Itis
notasimpletasktoscientificallycompareresponsedatacollectedunderdiffer-

entconditions・rbrdiHerentcountriesmayusethesamequestionnairebutin

diflerentlanguagesandemploydifferentstatisticalsamplingmethodSaswenln
addition,ｔｈｅｒｅｉｓｎｏａｐｒｉｏｒｉｋｎｏｗｌｅｄｇｅａｓｔｏｈowthesedifferentconditionsinflu-
encepeoples'responseseveninthecasewherethereisnosubstantivedifferenceof

opinionsandsocialvaluesbetweenpeoples(Ybshino,2001c).Thus,animportant
problemofourstudyistoinvestigatethoseconditionsunderwhichmeaning
Mcross-nationalcomparabilityofsocialsurveydataisguaranteed・Ybshino＆
Hayashimentionthisproblemintheintroductorypaperinthisspecialissue・
ThereitisexplainedthatwehavebeendevelopingthemethodologycalledCLA
(culturallinkanalysis)bywhichweutilizetheback-translationtechniqueand
statisticalpatternanalysessuchasHayashi，sQuantificationMethod(Hayashi，
1992)orYbshino(1992a,1992b,1994,2001c)，sSupercultureModeLTheutiliza戸
tionofthosepatternanalysesasanimportantpartofourmethodologyshouldbe
emphasizedhereagajｎ．Namely〉althoughasimplecross-nationaltabulationof
people'sresponseswithrespecttoaSingleitemmaynotbereliablebecausepeo-
ple'sresponsesmayoccasionallybesensitivetoslightdifferencesinthewording
ofcertainquestions，certainpatternanalysesorscaliｎｇｏｎａｓｅｔｏｆｉｔｅｍｓｃａｎｂｅ
ｆａｊｒｌｙｒｅｌｉable・

Ｏｎｔｈｅｏｔｈｅｒｈａｎｄ，inthiscross-nationalstudy〉wehavefbundsomere-
sponsetendenciesparticulartocertaincountries・Ｉｔｉｓｓａｉｄｔｈａｔ，fbrexample，

theJapanesetendtoaｽﾉoidpolaranswercategoriesandtochooseintermedi-
atecategories，whereastheRenchgenerallytendtogivenegativeresponseto
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anyquestion．（Herelmaybeexaggeratingthesetendenciestomakethepoints
clea庇er.）Ithinkthatthesetendenciesshouldnotbeconsideredtobedirectly
relatedtopeople'ssenseoftrust,butthattheyareimportantfbrunderstanding
thedataincross-nationalcomparisonsofpublicopinionorsocialvalues．

3.ＪaPaneseNationalCharacterSurvey(1953-present）

OurlongitudinajsurveyofJapanesenationa1chaJfactershowssomestableas‐

pectsofattitudesandsocialvaluesoftheJapanese(Hayashi＆Kuroda,1997；
Ybshino,1994).AmongotherS,thestabilityofinterpersonalattitudesandreli‐
giousattitudesmaydistinguishtheJapanesefiromOthercountries･Ｔｈ誠ｉｓ,the

JapaneseshoWahigherscoreontｈｅ"Giri-Ninjyoscale'，thantheothercountries；

althoughonlyonethirdoftheJapanesehaｽﾉereligiousfajth,ｍｏｒｅthaｎ60％of
theJapanesesupporttheopinionthatreligiousattitudesareimportantｳasshown

inYbshino＆Hayashi(inthisvolume)andY8maoka(2000)．
Inthissection，IwillbrieHyexplainCertajnfUndamentaldimensionsofthe

JapanesesOcialvalueslfbllowingwhichlwinshowsomeresultsOftheanalysisOn
thesenseoftrustintheJapanesealongseveraldimensions．

3.ｚ凡ｎｄａｍｅ伽侃加e"s伽ｓｑ/theJ叩α"esesocjaIUaIues

Hayashi（1993)hasidentifiedtwoimportantdimensionswhiChunderliethe
JapanesenationalcharacterinthesUrvey:１)thedimensionofinterpersonalrel証

tionships("Giri-Ninjyo'，attitude,orasortofconflictofobligationandhumanism
thatisparticulartotheJaPaneseinterpersonalrelationShips)ａｎｄ2)thedimen‐
sionOfamodern-traditionalcontrastintheirwayofthinking・Ｏｎｏｎｅｈａｎｄ,aS

mentioned-befbre，theJapaneseinterpersonalattitudehasbeenstable，誠least

overthelasthalfcentury）andprobablymuchlonger・Thiscorrespondstothe

firstdimension・Ontheotherhand,fbroverlOOyearssincetheMeijiRestoration

inl868，ＪａＰａｎｈａｓｂｅｅｎｄｏｉｎｇｈｅｒｂｅｓｔｔｏｏｖｅｒtakewesternscienceandtech‐

nolOgyandtodevelopitintoaJaPaneseadaptation・Probablythisenduring
effbrthaSunderlinedthedimensionoftheJapanesetraditionalvis-a戸visamodern

orientationintheJapanesewayofthinking・
However,theJapanesewayofthinkinghasbeengraduallychanging,andthere

appearedagenerationgapbetweenpeopleof20-24yearsoldandthoseolderthan
25yearsinoursurveyofl978(Notethattheyoungergenerationwerebornmore
thanlOyearsaftertheeｎｄｏｆＷｂｒｌｄＷａｒｌｌ,Ｉｎｌ９５６,ｔｈeEconomicWhitepaper

declaJred，“Japanisnolongerinthepost-warcondition,”andthissymbolizedthe

startofthehigh-speeddevelopmentofindustrｙａｎｄｅｃｏｎｏｍｙｂＯｎｔｈｅｏｔｈｅｒｈａｎｄ、
however,Japanhadtofacemanysocialproblemsconcerningpollutionasaresult

ofthehigh-speedindustriaJizationarOundl970)．Sincethesignsoftheyounger

generation'sChangesappearedasearlyasl978､theircurrentwayofthinkinghas
becomemorecomplicatedthanever・nlrthermore，theJapanesearepresently
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intheconfUsionofthetransitionperiodfromtheestablishedsocialsystemtoa

systemofahighlyadvancedinfbrmationage・InthisconfUsion,somerecentsurvey
reportsthemajorityofJapanesepeople'sdistrusttowardtraditionalsystemssuch

asbanking,bureaucracyaswellasofcongressmen,ｐolice,etc.（CentralResearch
Services:Inc.,2000),inspiteofthestereotypeoftheJapaneseasahighlytrustfUl
nation(nkuyama,1995)．
Asmentionedbefbre，ｉｎpeople'sattitudes,values,orwaysofthinking,there

aresomeaspectsthatmaychangeaccordingtoeconomicandpoliticalchanges

aswellassomerelativelystableaspects・Inthissection》Iwillgooverseveral

aspectsrelatingtopeople'ssenseoftrustinthelongitudinalsurvey．

3.2Ｓｅｎｓｅｑ/trust

Psychologicalstudiesofscalingoninterpersonaltrusthaｽﾉebeendevelopedin

thepastseveraldecades(Rosenberg,1956;Rotter,1971)．Manyofthesestudies
mayha刃esomemethodologicallimitationsduetothescalingbeingbasedon

smallsizesamples(atmosthundreds)oronnon-randomstudentsamples､The
significanceofsuchstudies,however,mayhavebeenjustifiedbythestatement
ofOsgood(1960)orRotter(1971)：“Itseemsclearthatdisarmamentwillnot
proceedｗｉｔｈｏｕｔａｎｉｎｃｒｅａｓｅｉｎｔｒｕｓｔｏｎｏｎｅｏｒｂｏｔｈｓｉｄｅｓｏｆｔｈｅｉｒｏｎｃｕｒｔａｊｎ

(Rotter,1971,ｐ､443).''Nowtheironcurtainhasbeentorndownfbrmorethan
adecade，butnewlocalconHictshaebeenincessantlyoccurringhereandthere
ontheearth，Thusthestudyoftrustproductionnecessitatesthemeasurement
oftrust・

Zucker(1986)questioneddirectmeasurementoftrust,andHlkuyama(1995)，
probablyinauencedbyZucker'sidea,usedseveralobjectivemeasuresrelatedto

distrustsuchascrimerate，divorcerate，orunemplOymentratefbrthestudy
ofcross-nationalcomparisonoftrustlevels・Althoughitmaybequestionable
wheｔｈｅｒｔｒｕｓｔｃａｎｂｅｄ舵ctIZ/measuredornot,itiscertainthatpeople'sresponses
inquestionnajresurveysmayprovideuswithsomeinfbrmatｉｏｎｏｎｔｈｅｉｒｓｅｎｓｅｏｆ

ｔｒｕｓｔｉｆｓｏｍｅｉｔemsareadequatelychosenandtheresponsedataareadequately
analyzeｄ

Ｔｈｒｅｅｉｔｅｍｓｈａｖｅｂｅｅｎｕｓｅｄｔｏｓｃａｌｅpeople'ｓｓｅｎｓｅｏｆｔｒｕｓｔｂｙｔｈｅｌｎｓｔｉｔｕｔｅ
ｏｆＳocialResearchattheUniversityofMichiganintheirsurveyon“Americans，
QualityofLife，'（NORC-ROPER,1986)．OursurveyoftheJapaneseNational
Characteralsohasadoptedthethreeitemssincel978，andtheyarestatedas
fbllows(SeetheISMResearchReportNo，83,1999,fbrtheJapanesequestion‐
najre・Note：Allthroughthispaper,figures,ｓｕｃｈａｓ＃2.12,correspondtothe
commonitemcodeofthequestionnaireofoursurveys・Exceptinsomecases，I
willleaｽﾉｅｔｈｅｅｘａｃｔｗｏｒｄｉｎｇｏｆｉｔｅｍｓａｎｄｔｈｅｐrecisedataofresponseratestothe
ISMResearchReportNo､８５(Sakamotoeta1.,2000).）

3〃



５
０
５
０
５
０

２
２
１
１

237

＃2.12）Wbuldyousaythatmostofthetime,peopletrytobehelpfUl，
oIthattheyaremostlyjustlookingoutfbrthemselves？
１．ｎｙｔｏｂｅｈｅｌｐＭ，２．Lookoutfbrthemselves、

３.Other(PLEASESPECIFY)，４.Don，tknow．

＃2.12b）Doyouthinkthatmostpeoplewouldtrytotakeadvantageof
youiftheygotthechance,ｏｒｗｏｕｌｄｔｈｅｙｔｒｙｔｏｂｅｆａｉｒ？
１．nkeadvantage， ２．ｎｒｙｔｏｂｅｆａｊｒ，

３.Other(PLEASESPECIFY)，４.Don'tknow．
＃2.12c)．Generallyspeaking,wouldyousaythatmostpeoplecanbe

trustedorthatyoucan'tbetoocareMindealingwithpeople？
１．Canbetrusted，２．Can'tbetoocarefill，

３.Other(PLEASESPECIFY)，４.Don，tknow．

％
3０

1978１９８３１９８８１９９３１９９８

ｙｅａｒ
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Figurelshowstherateofthosewhochoseoptimisticcategoriesinallthethree

items(‘‘1''ｏｆ＃2.12,“2”ｏｆ＃2.12b,＆“1”ｏｆ＃2.12c)．（Note､Inthispaper,I
frequentlyusetherateasatrustscalethusdefined,althoughtheremustbesome
otherpossibledefinitionsofatrustscalebasedontheresponseratesofthesethree

items.）Ａｓ血astheaspectsofinterpersonaltrustonthisscaleareconcern6d，
theJapanesepeople'ｓｓｅｎｓｅｏｆｔｒｕｓｔｄｏｅｓｎＯｔｓｅｅｍｔｏｓｈｏｗａｒｅｍａｒｋａｂｌｅchange

overthelasttwodecades・Closeranalysisshowsthattheyoungergenerations

generallyhavemorepositiveattitudesoninterpersonaltrust(＃2.12c)thanthe
seniorgenerations・Interestinglyithepeoplewhowere60-64yearsoldshoweda

remarkablylowdegreeoftrustinthel998surveybThiscategoryofpeoplehad

notnecessaJrilyshownsuchalowdegreeofsenseoftrustwhentheywereyounger・

ProbablyweshouldpayattentiontothefactthattheywerechildrenduriｎｇＷＷＩＩ

Figurel：ThetrustscaleoftheJapaneseontｈｅ３Ｉｔｅｍｓ

Ｎｏｔｅ：Ｔｈｅｉｔｅｍｓｗｅｒｅｎｏｔａｓｋｅｄｉｎｔｈｅｌ９８８ｓurvey
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andexperiencedadrasticsocialchangefromthemilitaryregimetodemocracyi

inadditiontohavingahaｒｄｔｉｍｅｔｏｓｕｒｖｉｖｅｉｎｔｈｅｔｉｍｅｏｆｆａｍｉneduringand

immediatelyafterthewar・hrthermore，itistheirgenerationwhohaverecon-

structedtheoncecollapsedJapa、intoahighlyadvanCedindustrializedcountry

lnl998，mostofpeopleofthisgenerationhaｄａｔｔａｉｎｅｄｔｈｅａｇｅｏｆｒｅｔｉｒｅｍｅｎｔｏｆ

ｔhelifelongemploymentsysteminJapan，theexceptionsbeinghigh-classexec-

utivesandselfLemployedworkers・Undertheeconomicdepressionofthel990s，

ｔｈｅｙｗｅｒｅｎｏｔａｂｌｅｔｏｇｅｔａｓｈｉｇｈａｐｅｎsｉｏｎａｓｔｈｅｙｈａｄbeenexpecting,andmany

ofthosepeoplehadahardtimefindingnewjobs､Theabove-mentioneddatamay

reHecttheirdistrusttowardsthesocialsystemsthatdidnotsufficientlycompen-

satethemfbrtheirlifelonghamworkandpatienceoverthedecades.(Itmaybe
interestingthatpeopleofthisgenerationfbrmaremarkablecohortinthesense

thattheiropinionsandvaluestendtobedifferentfromtheothergenerationsin
manycases､SeeMizuno,eta1.,1992)(Noteｏｎ＃2.12c､Somepeoplemaydoubt
､thatthesecondanswercategory“can'tbetoocarefill”meansdistrust，because

theresponserateofthiscategoryismorethantherateofthefirstcategory“can
betrusted''inmanycountries(Ybshino,1995).NORC-ROPER(1986)showsthe
comparativesurveydatawithrespecttotheeffectofthesecondcategory：Ｃａｓｅ
ｌｔｏｕｓｅｔｈｅｓａｍｅｗｏｒｄｉｎｇａｓ＃2.12ｃａｎｄＣａｓｅ２ｔｏｕｓｅｔｈｅｗｏｒｄｉｎｇ“can，tbe
trusted.”ＩｎＣａｓｅ２,theresponserateofthesecondcateｇｏｒｙｗａｓｓｍａｌｌｅｒｔｈａｎｔｈｅ
ｒａｔｅｏｆｔｈｅfirstrate，ｔｈａｔｉｓ，ｍｏｒｅpeopleanswered“canbetrusted.”Thesame

patternofresponsechangeisconfirmedinthesurveysofJapan(SeeSakamoto，
eta1.,2000,andOosaka戸syogyouUniversity＆TbkyoUniversityｳ1999))．

3.3Djstrustqfpo賊Ｃｓ

ltisknownthattheLiberalDemocraｔｉｃＰａＪｆｔｙ(LDP),whichactedasthe
governmentalpartyfbrmanyyearssincel955，rapidlylostthesupportofthe
people，andthatthenumberofnon-partysupporterssignificantlyincreasedin
thefirsthalfofl990s(see＃8.7,＃8.7gand＃8.7hinSakamotoeta1.,2000).Here
theterm“non-partysupporters"meansthosewhodonotspecifysupportfbrany
establishedpoliticalpartyinthesurvey

Figure2，however，confirmsthattherecentnon-partysupportershavenot
totallylostinterestinpolitics(Miyake,2001).They麺econcernedwithPolitics，
ｂｕｔｔｈｅｙｄｏｎｏｔｓｕｐｐｏｒｔａｎｙｐａｒｔｙｂｅｃausethereisnoestablishedpartythatthey
wanttosupport・Ｉｎｌ９６８，thelowerlevelofeducationingeneｒａｌａｓｗｅｌｌａｓｔｈｅ
ｈｉｇｈｅｒｌｅｖｅｌｏｆｅｄｕcationinthemiddleageorolderclassleadthemtobecome
supportersoftheLDP,Asfbrtheyoungergeneration,themajoritybecame"non‐
partyう”regardlessoftheiracademicbaCkgrounds・Ｉｎｌ９９８,however,ｔｈｅｍajority
ineveryclassorcategoryhadbecomethenon-partysupporter,regardlessoftheir
demographics,ages,education,gender,and/orincome・Particularly>morethan
７０％oftheyoungergenerationandoftheclasseswithahighleveleducationhad
becomenon-partysupportersregardlessoftheirage・Ｔｈｉｓｍｅａｎｓｔｈａｔｔｈｅｍｏｓｔ

3BＩ
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clearlydistinguishabletrajtofthosewhochangedfromLDPsupporterstonon-

partysupportersWastheirhighlevelofeducation・Comparingtheconcernover

votingofthenon-partysupportersinl968andinl998,thereisnotmuchchange

overtime(#8.6)．Therefbre,itcanbesuspectedthatthechangeofthequality
andthequantityofnon-partysupportershasbroughtaboutthedrasticchange

intheconstenationoftheJapanesepoliticalworldinthel990's、

－←Non-PartySupporters

１９６８１９７３１９７８１９８３１９８８１９９３１９９８

ｙｅａｒ‘

'968197319781983198819931998
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Figure3：nrustonpoliticalleaders

Figure2：Interestinelections
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Figure3showsagradualdecreaseoftrusttowardspoliticalleadersinJapan，
andthisisconsistentwiththegeneralobservationinthemulti-nationalcompar-

ativestudybyDogan(2000,ｐ、248)．（Interestinglyうasignofdrasticpolitical
changewasseenaroundl989inpublicpollsofmassmedia，andtheJapanese
expectedsomesignificantchangeinthenationalelectionofcongressinl990,but

PrimeMinisterOhira's(PresidentofLDP)suddendeathduringtheelectionca､‐
ｐ釦ｇｓｅｅｍｅｄｔｏｈａｖｅｐsychologicallypreventedthepossibledrasticchangeThus，

theremarkablechangewasdelayeduntiltheelectioninl993，ｗｈｉｃｈｗａｓｔｅｒｍｅｄ

ａｓ."theendoftheestablishedregimeofＬＤＰｓｉｎｃｅｌ９５５.”Althoughmattersdi-

rectlyrelatedtoeconomyandpoliticsgenerallyshouldnotberegardedaspart

ofnationalcharacter(Inkeles,1997),thedelayofpoliticalchangeinJapandoes
seemtobecloselyrelatedtotheJapanesenationalcharacterprimarilybecause

theJapaneseusua1lyprefergradualchange,andsecondly,becausetheirsympathy

oftengoeSbeyondreason,asinthecasewhentheirsympathyatｔｈｅｔｉｍｅｏｆＭｒ．

.Ohira'sdeathcausedthemtofbrgetortoignoretheseverecriticismofthemass

mediaagainsttheOhiraCabinetbefbrehisdeath.）Overan,theabove-mentioned
movementinJapanmayatleastpartiallyexplainthelandslidingvictoryofthe

currentcabinetofMr・Koizumiinthe2001SenatorialElectionasastrongre‐

pulsiontothepastLPDcabinets．（BefbretheappearanceofMr・Koizumias
candidatefbrPrimeMinister，non戸supportersshowedtheirdistrusttowaJrdboth

thegovernmentalpartyandthenon-governmentparties.）

3.4Djstrustq/Ｓｃ卿ceaMtech"ojQ9Zノ

AdefinitechangeofattitudesandvaluesintheJapaneseoccuredaroundl973，
whentheJapanesehadbecomemoresensitivetothedestructionofnaturalen-

vlronmentsbecauseofproblemsconcerningpollutionwhichresultedfromthe

highspeedindustrializationafterWWIIandtheoilshockiｎｔｈｅｇｌｏbaleconomy
(#7.1"Science＆lossofhumanfeeling";＃7.2"mechanization＆humanfeeling'')．
ＩｔｗａｓｔｈｅｔｉｍｅｗｈｅｎＰｒｉｍｅＭｉｎｉｓｔｅｒTanaka'ｓdoctrine“Nihon-RettohKaizou

(ReconstructionoftheJapaneselslands)”causedastrongreactionofthepeople
againsthisattitudeassociatedwiththedestructionofnaturalenvironments・Al-

thoughresponsepatternsofsomeitemsinoursurveyremajnｅｄｓtable，thoseof
otheritemsshowedclearchanges・Anexampleofsuchadefinitechangecanbe
seenintheviewsonnature(#2.5"man＆nature").Theitemaskspeoplewhat
theythinkｔｈｅｙｓｈｏｕｌｄｄｏｗｉｔｈｎａｔｕｒｅｉｎｏｒｄｅｒｔｏｂｅｈａｐｐｙ，Ｔｈｅｒａｔｅｏｆｐｅｏ－
ｐｌｅｗｈｏｃｈｏｓｅｔｈｅａｎswercategory“manmustfbllownature',begantoincrease
aroundl973，Thisincreaseiscontrastedwiththedecreaseintheresponserate
ofthecategory“manmustconquernature”ａｎｄｔｈｅconstantresponserateof
category“manmustmakeuseofnature.”Thiscanbeinterpretedanexampleof
howpeople'sconcepts,ｓｕｃｈａｓｔｈｅｉｒｃｏｎｃｅｐｔｏｆ“nature"，changeovertime・Ｔｈｅ
term“nature”hasnowbecomeassociatedwithamoreinnovativemovementof

environmentalprotectionthaninthepast．Itshouldbenotedthatthischangeｏｆ

3&ヲ



38型

ＡＴＩＭＥＴＯＴＲＵＳＴ 241

meaningamongtheJapaneseisnottotallyirrelevanttotheglobaJmoveｍｅｎｔｏｆ

"thereturntotradition''inl970sandl980sinreactiontothe"(Western)modern‐
iz帥ion.'，(Thismaybeparalleledtotherecentreactiontothe"globalization".）
Thus,inconductingthelongitudinalsurveystudyうｗｅｓｈouldbeawareofchanges
inthemeaningsofacertajntermsovertime・SeeZhengandYbshino(2003)fbr
amoredetajledexplanation・

AsfbrtheabilityofscientificteChnolo部ｔｈｅJapanesewerelosingtheirconfi‐
dence(#9.12"levelofscience＆technologyinJapan")astheeconomicconditions
weredeclininginl990，S(#9.12c).Isuggestherethatitemssuchas＃7.1and＃7.2
measurethesenseoftrustonarelativelylongtermbasiswhereas＃9.12measures

aparticularaspectofthesenseoftrustonashort-termbasis・althoughanthese
itemsarerelatedtothepeople》sattitudestowardsscienceandtechnology
ln4.2.2.,Iwilldealwiththesenseoftrustonscienceandtechnologyincross-
nationalcompaJrison．

3.5Djst7､ｕｓｔｏｎ”o戒ｅ伽Cｓ

Weber(190405)clajmedthatthesuccessofcapitalismandindustrialization
intheWestwasattributedtotheprotestantethic,ｅ､g､,theemphasisondiligence

andpunctuality61nordertoexplajnthesuccessofJapaneseindustriaJizationin

Asia,heandotherresearchers(e,9.,Morishima,1984)ｐajdattentiontoConfU‐
cianismbecauseofitsanalogicalroletoProtestantismincapitalism・nrtheethics

ofbothProtestantismandConfUcianismemphasizediligence,punctuality》obser‐

vanceofpromise,andregulationsindajlylife;thus，societyunderConfUcianism

alsowassupposedtosatisfythosenecessaryconditionsfbrtheindustrialization

ofcapitalisminthesamemannerasProtestantismdid．（Ｗｅ,however,should
becarefUltorememberthatthissuppositionisnotconsistentwiththefactthat

ConfUcianismdoesnotnecessaｴilyputvalueonlabor,See,ｅ,9.,Sengoku＆Qian，

1992.）
However，ｔｈｅｅｍｐｉｒｉｃａｌｆａｃｔｓｄｏｎｏｔｓｅｅｍｔｏｓｕpportsuchatheory6Confil‐

cianismwasoriginatedinChina,andJapanhadbeenonlypartiallyinHUencedby
thephilosophyHowcanweexplajnthefactthattheindustrializationofJapan
wasfasterthanthａｔｏｆＣｈｉｎａｉｎｔｈｅｌ９ｔｈａｎｄ２０ｔｈｃｅｎｔｕries，ifConfUcianism

isthemajnfactorfbrthesuccessofindustrializationinAsia？Furthermore，we

shouldnoticethatVietnamandThajlandarealsoadvancingtowardcapitalistic

industriaJizationalthoughConfUcianismhasrarelyinHuencedthosecountries・
Itshouldbenotedthatthepreviouslymentionedwesternviewisstrongly

influencedbytheideaofsocialevolution,oruni-dimensionaldevelopmentofsocial
groupsonacertajnpre-determinedtrack､nkuyama(1995)wrote“TheEndof
History''togiveaperspectiveofaworldafteｒｔｈｅｅｎｄｏｆｃｏｌｄｗａＪｒ・Ｂｙｔｈｅｔｅｒｍ
"history〉”hemeantascenarioofHegelianandMarxistsocialevolutionfrom

capitalismtosocialism，andeventuallytocommunism・Ａｓｈｅａｌｓｏｈａｓｎｏｔｅｄ》
however,suchascenaJrioitselfisconstrajnedbythewesternview，anditignores
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avarietyofpossiblewaysofsocialdevelopmentsintherealworldhistory・

Onthecontrary,therapiddevelopmentofChina,Korea,NIES,ａｎｄtheother

SouthEastAsiancountriesareexemplifyingthemselvesthatanycountrycan
succeedinmodernindustrializationbytheireffbrts,disregardingtheirreligionor

ethics・Eachcountryshowsitsownattitudefbrwork，adaptingitselfnecessarily
toitsownsocialconditions・

Asfbrdiligenceasafactorofsuccessfillindustrialization,theJapaneseimageas

“diligentandpatientpeople''ｓｅｅｍｓｔｏｈａｽﾉebeenestablishedamongtheJapanese

themselves(#9.1“strongpointsofJapanesechamcter"）andevenamongother
peoples(YbuthAffairsAdministrationManagement＆CoordinationAgencyｳ1999)．
However，thereisnoevidencethattheJapanesehavebeenaJuﾉαysmorediligent
thanotherpeoples・LookingbacktothepasthistoryofJapan，wemustnotice
thattheJapanesehadtokeephardworkinginordertoovertakethewesternworld
aftertheMeijiRestoration(1868)ｗｈｅｎａｌ麺gepartofAsiahadbeencolonized
・bythewesternimperialism・ＴｈｅｎtheJapanesehadspentalargeamounｔｏｆ
ｅｎｅｒｇｙｉｎｏｒｄｅｒｔｏａｃｃｅｐｔａｎｄｄｉｇestwesternscienceandtechnolo部adaptingit
totheJapaneseconditionandimprovingit､SincetheMeijiera,manyJapanese
haveemigratedtofbreigncountriessuchasUSA,Brazil,ａｎｄotherSouthAmer-

icancountries・Ｔｈｅｙｍｕｓｔｈａｖｅｋｅｐｔｈａｒｄｗｏｒｋｉｎｇｉｎｏrdertosucceedinthe
thosecountries・TheyhadfrequentconHictswiththenatiVeworkersbecausethe

Japaneseimmigrantsacceptedlongerworkinghoursandlowerwagesinorderto
survive(notbecausetheyp麺ticularlylikeworkinｇhard)．Thesehistoricalfacts
mayhaｽﾉeestablishedthestereotypeoftheJapanesediligence・
IncidentallyiJapanclosedthecountryinl648，exceptfbracertajnlimited
reglonsuchasNagasaki，butsucceededindevelopingnewindustrialtechnologies
duringtheEdoera(1603-1868).Thisdomesticdevelopmenteventuallyfacilitated
themodernindustrializationwhentheMeijiera(1868-1912)started．（UmesaD
(2001)clajmSthemodernizationofJapanhadstartedevenbefbretheEdoera，
aJroundtheendofl6thcenturyJtiscaned"IndustriousRevolution"(Hayami＆
Miyamoto,1988)incontrastto"IndustrialRevolution.”Thisisparticularlythe
caseofintensiveagriculture・Itdoesnotnecessarilymeanthatpeoplehadtospend
muchmoretimethanbefbre,althoughtheyhadcometoinvestingmoreresources
intotheirlimitedfields.）Thereisno”ticularevidencethattheJapanesehad
beenmorediligentbynaturethanotherpeoplessimplybecauseoftheinHuence
ofConfilCifmiSm

NowseeTable（#2.4）therecentdataontheJapanesepreferenceoftheir
lifestyles・ThepercentageoftheJapanesewhoprefer“3．Don'tthinkabout
moneyorfame;ｊｕｓｔlivealifethatsuitsyourowntaste”ｏｒ“4．Ｌｉｖｅｅａｃｈｄａｙ
ａｓｉｔｃｏｍｅｓ，cheerfUllyandwithoutworrying'，hasbeenincreasing・Thistrendis
universallyseenamongtheyoungergenerationinmanycountries(YbuthAffairs
AdministrationManagement＆CoordinationAgency>1999)．Thismayconfirm
thattheattitudesｔｏｗａｒｄworkarenotnecessarilylinkedtocertainethicssuch
asConfUcianism，buttheyarevariableunderthesocialconditions，particularly

q３Ｂ５



386

ＡＴＩＭＥＴＯＴＲＵＳＴ 243

economicconditions(SeeMatsudoandnkada(2000,ｃｈ２)fbracross-nationaJ
studyofworkethics・Theyreportedacross‐nationalstudyoftheattitudesand
valuesoftheJapaneseウChineseandVietnamese，consideringtheirtransitional
stagesofmodernindustrializationofcapitalism.)InthesetenyeaJrsorso,Japan
hasbeenundereconomicdepressionafterthecollapseofthe“bubbleeconomyも”
AlsoJapanhasbeeninthetransitionalperiodfromthetraditionalindustrial

societytoasocietyofhighlyadvancedinfbrmationtechnologyAccordinglyｩthe
employmentsystemisalsounderrefbrmation，andthesenseoftrustbetween

employersandemployeesseemstobecollapsing・Thismaybeeventuallylead
tocoⅡapsesoftraditionallytrustfUlsyｓｔｅｍｓｓｕｃｈａｓｔｈｅｆａｍｉｌｙａｎｄｔｈｅschool・
IncidentallyうthesurveyonissuesoffbreignworkersinJapan(PrimeMinister's
OHice,2000)reportstheincreaseofpeOple，sanxietyandconcernabolittherapidly
increasingnumberoffbreignillegalworkersinthesetenyearsorｓｏ・
Overall,itseemssurethattheseeconomicandpoliticalconditionsareshort‐
termfactorsinfluencingpeople'swayofthinkingorsocialvalues．

3.6勘､ｍ卿qfsenseqf伽stq/ｔｈｅＪｔＩｐａｎｅｓｅ

ｌｔｈａｓｂｅｅｎｓｕｇｇｅstedso伽tha九someaspectsoftruStmaybevariableaccord‐

ingtotheeconomicandpolitica1Conditionswhereasotheraspectsmaybemore

stableovertime・Generally〉theJapaneseshowstabilityoninterpersonaltrust・

Ｏｎｔｈｅｏｔｈｅｒｈａｎｄ,althoughtheJapanesehaｽﾉethestereotypeofdiligentworker

evenamongthemselves(calledthe“economicanimal，，),theirattitudestoward
Workorworkethicsseemsadaptivetotheireconomicandpoliticalconditions・

ThismayremindusofBanfield(1958)'sstatementthatdistrustisaculturepar‐

ticulartothepoorclass・Weshouldnotethathisstatementcanbecontrasted
withFhkuyama(1995)，sobservation・Ｎａmely>R1kuyamastatedthatcertainpeo‐
plessuchastheJapaneseandAmericansaremoretrustfUlthanotherpeoples

suchasChineseandItaliansbecausethelatterhavehadalonghistOryoftoo

strongpoliticalcentraliz誠ionanddidnotdevelopatrustfillcommunitybeyond
theirfamilies・Iwillconsiderthisproblemwithcross-nationalcomparativedata
inthenextsection．

4．Cross-NationalComparisonofnusｔ

Inthissection,Iwilloverviewseveralaspectsofpeoples'ｓｅｎｓｅｏｆｔｒｕｓｔｓｈｏｗｎ

ｉｎｓｏｍｅｄａｔａｏｆｃross-nationalsurveys，whichincludetheworldvaluesurvey
conductedin23countriesandourownsurveyinsevenindustrialcountries．

４．ｚＴｈｅｕﾉorJ伽α加ｅｓｕｒ１ﾉezﾉａｎｄ仇ｅＪｔｌｐα”ｅｓｅＬａ叩ua9eCensus

First，ｌｅｔｕｓｌｏｏｋａｔｔｈｅｄａｔａｏｆｔｈｅｗｏｒｌｄｖａluesurveyl995，awell-known

worldwidesurveyonpeoples'socialvalues・Figure4showsageneralrelationship

ontrustinacross-nationalcomparativeframeworkofl6countriesiｎｔｈｅｓｕｒｖｅｙ
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(Dentsu-Soken＆Ybka戸kaihatsuCenter,1999,pp270-285).Thisisanapplication
oftheSupercultureModel(Ybshino,1992a)totheresponsedataofalltheitems
directlyconcerningpeoples，senseoftrustinl5organizationsandinstitutions，
suchasadministration，Congress，government，legalsystem，police，laborunion，
religioussects,newsmedia,andtheUnitedNations・Theanswercategoriesarel）
‘‘canbetrustedverymuch,''２)"canbetrustedsomehow,''３)"cannotbetrusted,”
and4)"cannotbetrustedatall.”(HerelusedthecategoricaJmodesofresponse
percentagesofeachnatioｎｗｉｔｈｒｅｓｐｅｃｔｔｏｅａｃｈｉｔｅｍｆｂｒｔｈｅａｎalysis・Ｔｈｉｓｉｓａ
ｗＢｙｔｏｅｘｔractmorereliableinfbrmationfromstatisticsobtainedUnderdifferent

conditionsofsamplingandlanguages.）

（IntheSuperculturemodel,theexistenceofanaｽﾉerageimageofthosecoun‐
triesunderconsideration,calledSuperculture,isassumed,anditisrepresentedas

thevector(1,0,0,...’0).Eachcountryisrepresentedbyvector,andthedegreeof
confbrmityofeachcountrytotheSupercultureisrepresentedastheX-component

ofthevector・Thematchingratesofresponsemodesoftwocountriesarerepre-

sentedbythecosineanglesbetweenthecorrespondingtwovectors・Therefbre,ｉｆ

theresponsemodesofapairofcountrieｓａｒｅｔｏｔａｌｌｙｔｈｅｓａｍｅ,thecorresponding

vectorsoverlapeachother;iftheyaretotallydifferent,thevectorsareorthogona1

toeachother､SeeYbshino,1992a,2001afbrmoredetails.）
AlthoughtheWbrldValueSurveycovered22countries,Iexcludedsixcountries

herebecausethenecessaryconditionsfbrtheapplicationofSuperculturemodel

arenotsatisfiedwhenthosesixcountriesareincludedThatis，theirresponse
patternsareverydifIerentfromtheotherl6countries,sothatthematchingrates
ofresponｓｅｍｏｄｅｓａｒｅｎｏｔａｌｗａｙｓｍｏｒｅｔｈａｎｔｈｅ誠eragenumberofresponse
alternativesfbrallthe22countries．（Thismeansthatitisnotappropriateto
assumetheexistenceofthe“averageimage'，ofthose22countries・Herethe

averageimageissupposedtobeaframeworkfbrcomparison.）
Intheexcludedcountries，theMiddleAmericancountriessuchａｓＶｅｎｅzuela

andDominicawereremarkableinshowingtheirsenseofdistrusttomostauthor-

itiesexceptfbrreligiousorganizationsandenvironmentalistgroups・Nigeriaalso
showedthesamedistrustfillpattern,butshowedtheirtrusttotheUnitedNations・

Sloveniashowsmoredistrustconsistentlytoalltheorganizationsandinstitutions，
althoughthedegreesofdistrustmaybeslightlyweakerthanfbrNigeria・These
patternsmayreflectthedomesticpoliticalconfUsionsinthosecountries・
Figure4ofSuperculturemodelshowsasortofculturallinkmanifbld：acluster

ofsouthEastAsia(Japan,Korea,ｍｗａｎ＆Philippine),aclusterofEurope
(Finland,Sweden,Russia,GermanyうSpajn,Switzerland,＆Croatia),andacluster
ofAmerica(USA,PuertoRico＆Chile)．
Next,Figure5showsapatternbyCorrespondenceAnalysisoftheJapanese
LanguageCensusof28countriesconductedbythelnstituteofNationalLan‐

guageinJaPan(Mizutani(Ed.),1999)．Althoughthefbcusofthesurveywas
onlanguages，thequestionnaireincludedtheitemsonthedegreesoftheirsense
oftrustinl）theJapanesepeOpleand2)Japan,andastohowmuchtheylike

387
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3)theJapanesepeopleand4)Japanon5pointscale.ＡsfbrthebondsamPle
of28countries,wehavefbundthattheanswercategoriesl-6(５pointscaleand

"6.DK")ofeachofthosefburitems錘ealmostoverlappingasaU-shapedcurve
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Figure4：Thesuperculturemodelofthel6countriesintheWbrldValueSurvey・
TheXcomponentshowsthedegreeofconfbrmitytotheaN7erageimage(1.0,0.0,

0.0).Thecosineanglesbetweenpajrsof3dimensionalvectorsshowthematching
ratesofthecorrespondingcountries．
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Figure5a：１－２Dimension

Figure5b：l-3Dimension

5.Australia９.France １３.Italy l7､IndigL ２１.Mongor25､Egypt

6､Singapore１０.Germany １４.Spain １８.Indonesia２２.Israel２６.Ｔｗａｉｗａｎ

3.Argentine7・Thailand１１.Netherlands１５.Portuguesel9､Philippine２３.Turkey27,china
4.Korea ８.Britain l2・Hungary １６.Russia ２０.Vietnam２４.Nigeria28・Japan

Figure5：Peoples，attitudestowardstheJapanandtheJapanese

intheJapaneseLanguageCensus
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intheOutputofcorrespondenceanalysis(SeeYbshino,Zheng,＆Ｐａｒｋ(inpress）
fbrmoredetails)．ＩｎＦｉｇｕｒｅ５,theright-handsidecorrespondstothepositive
countrieswhereastheleft-handsidetothenegativecountriesonthoseitems・

ArgentineandBrazilarelocatedcloselytothecategory“ＤＫ.”Argentineshows
higherrateof“ＤＫ''thananyothercountry〉whereasBrazilshowshighscoreson
allfburitems・AlthoughBraziliansaremorepositiveonallthreeitemsthanmost

oftheotherpeoples，amoredetajledanalysisshowsthattheirdegreeoftrust
towardstheJtIpα"eseaswenastheirdegreesoflikingoftheJapaneseareslightly
smaJlercomparedtotheirdegreeoftrusttowardsJtIpan．

４．２Ｃｂ叩αm伽S秘meyqfseりe”ｃｏｕｎ伽s仰88-側3ノ
●

４．2.ZSenseqftrust

Inthecross-nationalstudybylSM,wesurveyedJapan，ＵＳＡ,Britajn，Ｗｅｓｔ

Germany〉andRanceduringl987-1988，andinaddition,ItalyandtheNether‐

landsduringl992-1993・Oursurveyalsoincludedthethreeitemsoftrustscale

showninSection3.2．AsamemberofthissurveyぅMiyakepresentedananalysis

onthistopicinHayashietal.（1998,ch､７ofPa』rtl).Heconcludedthatthetrust
scalehaslittlecorrelationwithgenderandreligion,butstrongercorrelationwith

familyincome,academicbaCkground,andsocialclasses(thehighertheclassesin
theseattributes,thehighertheScoresonthetrustscale)．OnthisscaJe,Ｗｅｓｔ
Germany》BritajnlandUSAwerehigherthanJapanandtheNetherlands,butthe

differenCeisnotverymuch,whereasHanceandltalywereclearlylowerthanthe

otherslnaddition,hefbundth乱thosepeoplewhohaｽﾉereligiousfajthgavethe

higherrateofpositiveresponsetoitem＃2.12)“mostoftime,people麺etrying
tobehelpfUlfbrothers,”disregardingkindsoftheirreligions、

Interestingly>hefbundagenderdifhenceintheresponsetoitem＃2.12b)‘‘most
peoplewouldtrytotakeadvantageofyouiftheygotthechance.”Namely）women

gaｽﾉetheoptimisticanswermorethanmen,ｔha九ｉｓ，“ｔｈｅｙｗｏｕｌｄｔｒｙｔｏｂｅｆａｊｒ.”
Asfbritem＃2.12ｃ“mostpeoplecanbetrusted,”therewasacleardiHerence

betweenthesocialclassesinallthesevencountries：thehighertheclassesjthe

moretrustfUl・ParticularlyぅthediHerencebetweenclasseswasremarkablylargein

HanceandinUSA・Miyakeobservedalsothatthehigherlevelofeducationwas
linkedwithmoretrust,andsuspectedacorrelationbetweeneducationandsocial

classesintheresponsepatternsofthisitem.(Althoughthereseemedarelatively

strongcorrelationbetweeneducationandsocialclassorincomeinUSA，thisis
notnecessarilythecaSefbrallothercountries.）

Figure6showstherateineachcountｒｙｏｆｔｈｏｓｅｐｅｏｐｌｅｗｈｏｇａｽﾉeoptimistic

answerstoα〃threeitemsoftrust・ＲａｔｅｓｉｎｔｈｅＵＳＡａｎｄｔｈｅＢｒｉｔａｊｎａｒｅｈigh，

whereasinltalyandFrance,theyarelow・Inasense,thisresultmaybeconsistent

withFhkuyama'ｓｃｌａｊｍａｂouttrustandnationalchaJracter,buttherealityseems

morecomplicatedthanhementioned・Becausethoseitemsareconstructedasa

trustscaleofthepeopleinUSＡ，theymaybesuitabletothemeasurementoftrust
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AsfbrtheitemsoftrustonscienceandtechnologyｳHayashi(1993)hasalready
givencross-nationalanalysesfbrthedataofourseven-countrysurvey、Hayashi

concludedthattheJapaneseshowedpositiveattitudestowardscienceingeneral）
butthattheywerenegativeastoscientificapproachestowardstheunderstanding
ofhumanheartandmind（"kokoro”ｉｎJapanese),ｓｏlvingsocialandeconomic
problems，andtherealizationoflivinginspacestations・Figure7showsthe

resultsofthesuperculturemodelfbrtheitemsrelatingtoscienceandtechnology
(＃7.1,7.2,7.36,7.33》7.83,7.84,7.85,7.86a,ｂ,ｃ,ｄ)．
Ｒｅｍｅｍｂｅｒｔｈａｔｔｈｅｃｏｍｐｏｎｅｎｔｓｏｆｅａｃhvectorshowthedegreeofconfbrmity
totheaverageimageofthosecountriesunderconsideration・Itiseasytosee
thatWCermanyistheclosesttotheaverageimage(Fig7a)．Threecountries，
Rance，Ｗ，GermanyandtheNetherlandsmakeacluster・Japan，Italyandthe
Netherlandsare)respectively)moreorlessdifferentfromtheothers，

TheNetherlanderswerelesspositiｖｅｏｎｔｈｅｐｏｗｅｒｏｆｓｃｉｅｎｃｅａｎｄｔｅｃｈｎｏlogy
thananyothercountries，particularlyonsolvingsocialproblemsandelucidating

４．2.2乃Yjston,Ｓｃ伽ｃｅ８ｔｅｃ伽oJo9zノ

fbrthepeopleofUSAorBritain,butnotnecessarilyfOrtheotherpeoples.（The
translationoftheseitemsseemstohaveanotherproblemincross-nationalcompa-

rabilityうparticularlyin＃2.12c,TheJapanesewordingoftheanswercategory“２．
can，tbetoocarefUl”soundsasifconcernedwith,ｎｏｔｄｉstrust》butselfdiscipline・

ＴｈｉｓｍａｙｅｘｐｌａｉｎａｌｏｗｅｒｒａｔｅｏｆＪａｐａnesewhochoose“1”ｔｈａｎexpected、See
Section3､２＆Ybshino(2001,pp58-59)fOrcomparisonofthewordingsinJapan
AsurveyandJapanBsurvey.）

Figure6：’nustscaleofthesevencountries
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thehumanmind

Asmentionedabove，theJapaneseweremoreskepticalaboutthepowerof

scienceandtechnologyintheareasconcerningthehumaｎｈｅａｒｔａｎｄｍｉｎｄａｎｄ

ｔｈｅＧｅｒｍａｎｗｅｒｅｍorepositiveonsolvingsocialproblemsbutmorenegativeon

elucidatingthehumanmindthroughscience(Hayashietaj.,1998)．
BothJapanandGermanyhaｽﾉebeenfrequentlyquotedasthesuccessfUlex‐

Figure7：ThesenseoftrustonscienceandtechnologyJnthecomparisonofthe

７ｃｏｕｎｔｒｉｅｓｏｎｔｈｅＸ－ＹＺｓｐａｃｅｉｎｔｈｅ３ｄimensionalrepresentationspace，ｔｈｅ

Ｘｃｏｍｐｏｎｅｎｔｓｈｏｗｓｔｈｅｄｅｇｒｅｅｏｆｃonfbrmitytothehypotheticalsuperculture

(1.0,0.0,0.0).Thecosine-anglebetweenpajrsof3dimensionalvectorsshowthe
matchingratesofthecorrespondingcountries．

Figure7c
Figure7：Thesenseoftruston
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amplesofpost-warindustrialdevelopmentafterthetotalcollaPseｓｉｎＷＷＩＩ・
Therefbreonemightexpectthatbothcountrieshavethesimilarattitudesinac-

ceptingadvancedscienceandtechnologyAsmentionedabove，however，there

weresomedifferencesbetweenthem、Asfbrthestrategycjfindustrialdevelop‐
ment，theJapanesedidnotseemtohesitatetoaccepttheadvanCedscienceand

technologyprobablybecausetheyexperiencedtheirstrongmotivetoovertakethe
westerncountriesintheMeijiRestorationinl868,Inthosedays,theJapaneseex‐

periencedaspiritualconHiCtbetweｅｎｔｈｅattitudeOfacceptanceofweSternthings
andthetraditiona1nationalisticattitudes，buttheyhadovercometheconHict

as“WaKon-Ybu-Sai”（utilizationofthewesternlearningwithJapanesespirit
"YamatoDamashii").ActuallyうtheJapanesemusthaveexperiencedthissortof
situationsseveraltimesintheirlonghistory6

ＯｎｔｈｅｏｔｈｅｒｈａｎｄＧｅｒｍａｎｙｈａｄｂｅenoneoftheleadingfiguresofmodern
scienceandtechnologyintheworldsincetheendofl9thCenturyウbutthey
experienceddiHiculttimesasthedefeatednationinbothworldwars・Probablythe
pastexperiencestronglyinfluencestheattitudesoftheGermanstowardscience

andtechnologyうaswellasontheirattitudestowardmechanization(＃7.1ａｎｄ
＃7.84)andnaturalenvironment(＃25),althoughlshouldreserveapossibility
toexplainitbytheirlongerexperiences・

Asafinalcommentinthissection,itshouldbenotedthatSasakiandSuzuki

(2000,chll)concludedthatasinglescaleisnotadequatetomeasurepeople's
senseoftrustonscienceandtechnologybecausepeople'sattitudesdifferfromone
issuetoanotheronscienceandtechnologyも

５．TrustinAcculturation

－JapaneselmmigrantsinHawaii,Brazil,ａｎｄｔｈｅＷｅｓｔＣｏａｓｔｏｆＵＳＡ－

Someana1ysesofourpastsurveyhavealreadyclaJFifiedsomesimilarityanddis-
similaritybetweentheJapaneseinJapanandJapanesemigrantsabroad・Firstlyゥ
theJapanesetendencytoavoidpolarresponsecategoriesandtopreferintermedi-
ateresponsecategoriesinaquestionnajresurvey(Hayashi＆Kuroda,1997)isnot
necessarilytransmittedamongtheJapanesemigrantsinthesameｗａｙ(Hayashi
eta1.,1998,ｐ388).TherearesomevariationsofthisJapanesetendencydueto
socialcontextsoftheimmigratedcountries・Fbrexample，theemigrantsneedto
makecleartheirintentionfbrsuccessfUlcommunicationintheemigratedcoun-
triessuchasUSA(mainland).Otherwisetheywouldbeunabletogetalongwith
others

Secondly,wefbundthattheJapanesestylesofinterpersonalattitudes(Giri‐
Ninjyoattitudes)orreligiousattitudeswerepreservedinthemigrantslsseiand
Nisei(thefirst＆thesecondgenerations),ｅ,g､,inUSAThethirdgeneration
andyoungergenerationsseemtohaNrebecomemoreadaptivetothecountrywhere
theywerebornandlivenow・Theseobservationshavebeenalreadyexplainedby

393
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Hayashi(1993),Yamaoka(2000,Figure4＆nble3),andYbshino(2000,ｐ､197；
2001b,ｐ、５２）Herelwillshowananalysisonthesenseoftrustamongthe
JapanesemigrantsinBrazil,Hawaii,andtheWestCoastofUSAasfbllows・

GenerallyぅBraziliansshowedamuchlowerdegreeofsenseoftrustoneachof
thethreeitems(#2.12a,＃212b,＃2.12c)thanmostofsevencountriesmentioned
inSection4､2.1(seealsoHayashieta1.,1993,ｐ、435)．nlrthermore,thethird
oryoungergenerationshowedevenlowerdegreesthanthさfirstandthesecond
generations.(WeshouldkeepinmindthattheeconomicconditionofBrazilwas

stillnotgoodintheyearofsurveyJ991.)Asawhole,thepatternofsenseoftrust

inBrazilaPpearedclosetothoseofHance(1987survey)andlta1y(1992survey)．
AsfbrtheimmigrantsofHawajiandtheWestCoast,theyshowedhigherdegrees
ofthesenseoftrustthanmostofthesevencountriesincludingJapanandUSA．

(UnfbrtunatelyうtheSurveyoftheWestCoastdidnotinclude＃2.12b､)ItshoUldbe
notedthatthereisaSortofframeofCOmparisononthegenerationsofJapanese

immigrantsinUSA(Kitano,1993,ｃｈ､13)．Namelyうthefirstgeneration(Issei）
ｗｅｒｅcalled“Japs”anddiscriminatedagajnstastheimmigrantsfromJapan・The
secondgeneration(Nisei)aretheJapaneseAmericanswhohaｽﾉebeenconstantlyin
searchoftheirownidentityin-betweenUSAandJapａｎ(manyofthemvoluntarily
wenttoWWIIasAmericansoldierswhiletheirparentswerecapturedinallocation

campsbytheAmericangovernment).Thethirdgenerationoryoungeraresimply
AmericansofJapanesedescent・

Ｆｉｇｕｒｅ８ｓｈｏｗｓｔｈａｔｔｈｅｒｅｉｓｎｏｓｉｇｎｉficantdifferencebetweentheJapanese

Americansandthenon-JapaneseAmericansontheirsenseoftrust(#2.12,ｂ,c）
amongHawajiHonoluluresidents・Figure9showsmoredetajlsofthecrＯＳs-racial

compaJ『isonintheHawaiiresidentS(severalra心esofsmallsaJnplesizes,ｅ､9.,less
than20,areomitted).Althoughthisfiguremayshowacertajntendencyofsense
oftrustwithrespecttoraces,weshouldbediscretetoconcludeanythingdefinite，
becausethenumberOfthesamplefbreachraceiSnotnecessarilylargeenoughto
consideritaSrepresentative・

ＡｓｆｂｒｔｈｅＨａｗａｊｉｓｕｒｖｅｙ>ｔｈｅｔｉｍｅｓｅｒｉｅｓｄａｔａｓｅｔｓａｒｅａｽﾉajlable・FigurelO
showslongitudinalchangesintheJapaneseHawajiresident，ssenseoftrustby
eaphgeneration(note：thenumberoflsseiisraPidlydecreasing,whereasthe
numberofpeopleofhigherthanthirdgenerationisincreasing・Therefbre,certajn
generationsareomittedinthesefiguresiftheirsamplesizesaretoosmalLIn

addition，ｔｈｅｎｕｍｂｅｒｓｏｆｎｅｗｌｓｓｅｉａｎｄｎｅｗＮｉｓｅiareincreasing，buttheyaJre
excludedfromoursurveydata,ａｌｔｈｏｕｇｈｔｈｅｓｔｕｄｙｏｆｎｅｗｌｓｓｅｉａｎｄＮiseiitself・

maybeaninterestingsubject.）ThereseemsnoremajrkablediHerencebetween
generationsintheJapaneseAmericanresidentsofHawajiovertwodecadesasa

whole,exceptacertajndifferencebetweenNiseiandSanseiinl988(Idonotsee
anyreasonastothisparticulardifferenceatthispointoftheresearch).Thismay
beexplainedbythesocialconditionofthehighlymixedracesinHawaii，Also，
therewasnotsomuchchangeintheirsenseoftrustbyeachgenerationoverthese

twodecadesasawhole．（Itmaybeworthwhilenotingthatthosewithhigher
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educationhasbeenincreasing(Ybshino,2001b,ｐ６７).）

ＡｓｆｂｒｔｈｅＪａｐａｎｅｓｅＡｍｅｒｉｃａｎｓｏｎｔｈｅWestCoast）thesurveyquestionnaire
includedonlytwoitemsoftrust(#212＆＃2.12c)．（Regardingthedataofthe
JapaneseNationalCharacter>Ｉｈａｖｅｃｏｎｆｉｒｍｅｄｔｈａｔｔｈｅｐａｔｔｅｍｓｏｆsenseoftrust

onthetwoitemsarealmostthesameasthoseonthethreeitems:）Inthedata
oftheW1estCoast,thereisadefinitedifferencebetweengenerations（seeFig‐
urell)whichwasnotseeninthedataofHawaiiNamelyうtheoldergeneration
seemsthemoretrustfUl，Again,weshouldbeverycareftllwheninterpretingthe
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data,becausetheremaybecompoundefIectsofseveralrelevantfactors,suchas
age,generation,physicalconditions,economicalconditions、andresidentialarea・

Itseemstrue，however、thatthereisacertajndifhencebetweentheJapanese
AmericansofHawajｉａｎｄｔｈｅＪａｐａｎｅｓｅＡｍｅｒｉｃａｎｓｏｆｔｈｅＷもstCoastwithre-

specttogenerationaldifferences(compareFigurelOwithFigurell)．Thismay
berelatedtothedifferencesintheirconceptsofethnicityThatis,theJapanese
AmericansinthemajnlandwouldhaｽﾉenoproblemtoclassifythemselvesasAmer‐
icanswithJapanesedescent・Ｏｎｔｈｅｏｔｈｅｒｈａｎｄ，ｍａｎｙofHawaiiresidentsaJfe
nowhighlymixedinthemultiracialsocietyｳｓｏｔｈａｔｔheirethnicityisdependent
uponhowtheyidentifythemselvesintheethnicclassification．（Inoursurveyう
ｗｅｈａｄｎｏｏｔｈｅｒｗａｙｔｏｕｓｅｔｈｅｉｒｓｅｌｆｒeportasregardsthevariableof“ethnic-
ity")Inaddition,thedifferentconditionsoftheJapaneseAmericansinHawaii
andintheWestCoastduringWWIImaｙｈａｽﾉemadesomediHerencesintheir

attitudesandsocialvalues．（InHawaii,therewasnoconcentrationcamp,and
theJapaneseAmericanNiseisoldiersdidnotha刃easmuchspiritualconflictwith
theirJapaneseparents・TheseconditionsarecontrastwiththoseoftheWest

Coast・rbrthedetailedstory>seeDowds,1986.）

ＡＴＩＭＥＴＯＴＲＵＳＴ
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Tbconcludethissection、letusconsidertherelationshipsbetweentrustand

economicconditions・AsmentionedinSection3､6,therearedifferentperspectives
astotheproductionofpeople'ssenseoftrust,suchasthehistoricalperspective
ofnlkuyama(1995)ortheeconomicperspectiveofBanfield(1958)．Herelwill
showsomerelationshipsbetweenpeoples'sensesoftrustandtheirsocialclassor

income(bothselfreportedvaJriables)．
Figurel2showstherelationshipbetweentrustandsocialclassinthelon-

gitudinalsurveyofJapaneseN誠ionalCharacter・Ｔｈｉｓseemsconsistentwith

Banfield(1958)'sclajm・Inordertoanalyzeitinmoredetail,however,ｓｅｅthe
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comparativedataofsevencountries(Figurel3)．Although,overalLthisfigure
alsoseemsconsistentwiththeBanfield'ｓｃｌａｉｍ，therearesomedifferencesbe‐

tweencountries．Ｗ､GermanyisremarkablydiBferentfromtheothers：themiddle

category(notnecessarily“middleclass"）ofthesocialclassislesstrustftllthan
thehighandthelowcategories・ＴｈｅｐａｔｔｅｒｎｏｆＵＳＡｉｓｃｏｎｔｒａｒｙｔｏｔｈａｔｏｆＷ・
Germanyも

Figurel4showstherelationshipbetweentrustandincome,ratherthansocial
class・Thevariable“income'》ｍａｙｂｅmoredirectlyrelatedtopeople'seconomical

conditionsthanthevariable“socialclass.”Althoughthisfigureseemsconsistent

withBanfield'ｓｃｌａｉｍ、therearesomedifferencesbetweencountriesagain、ＡｓｆＯｒ
ＢｒｉｔａｉｎａｎｄＵＳＡ，ｔｈｅｒａｔｅｏｆｔｒｕｓｔｉｓａｌｍｏｓｔｌｉｎｅａｒｌｙrelatedtotheincomecat-
egories：thehigherincome》themoretrustftl１．Ｗ・ＧｅｒｍａｎｙａｎｄＪａｐａｎｄｏｎｏｔ
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Figurel3：、ustscaleandsocialclassesofthe7nations
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fbllowsuchapattern．ＩtalyandHanceshowalowerdegreeoftrustinbothFig

urel3andFigurel4・Fbrreference,thecorrelationcoefficients(Kendall'sta<u）
betweenthesocialclassesandtheincomelevel(both3-pointorderedcategories）
are,respectivelyP､４７intheNetherlands,０．３６ｉｎＵＳＡ,０．３４inBrit錘n,０．３０ｉｎＷ・
Germanyう０．２９inItaly>０．２８inHance,ａｎｄ０．２４ｉｎJapan・Ｔｈｅｓｅｐ誠ternsofco垂

relationthemselvesmayrepresentsomeinterestingdifferencesinsocialstructure

(ornationalchaJ『acter)betweencountries・凡rexample》avaJriablesuchas"in‐
come''ｏｒ“education”ｍａｙｂｅｍｏｒｅｄirectlyrelatedtothevariable“socialclass'，

inUSAthaninJapan.（RememberoneoftheoldJapaneseprinciples,“Sei-Hin
(honorablepoverty).")ThuswehaｽﾉetobecarefUlaboutsocialbackgroundsand
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institutionsfbrmoreadvancedunderstandingonthismatter．

6．Conclusions

Inthispaperlhaveoverviewedpeople'ｓｓｅｎｓｅｏｆｔｒｕｓｔａｓｓｈｏｗｎｉｎｓｏｃｉａｌ

ｓｕrveydata・Ａｓａｗｈｏｌｅ,thisstudyhasshownsomedifferencesbetweencountries，
races,ａｎｄgenerationsontheirsensesoftrustasmeasuredonthelSRtrustscale・

ＷｅｃａｎｎｏｔｂｅｔｏｏｃａｒｅｆＵｌｗｈｅｎｗｅｉｎｔｅrprettheresultsofsurveydatabecause
"trust”ｉｓｏｆｔｅｎｃｏｍｐｏｓｅｄｏｆｃｏｍｐｏｕｎｄｓｏｆｖａriablesincludingeconomicaland
politicalfactors・Inaddition，ｗｅｓｈｏｕｌｄｂｅｃａｒｅＭａｂｏｕｔｔｈｅｉｔｅｍｓｔｈａｔａｒｅ

ｕｓｅｄａｓａｓｃａｌｅｏｆｔｒｕｓｔ・Ｔｈｅｓｃａｌｅｍａｙｂｅｕｓｅｄｔｏｍｅａｓｕｒｅｓｏｍｅimportant
aspectsrelatedtotrust，buttheremustbeseveralotherimportantdimensions

oftrustbecause“senseoftruSt”ｃａｎbeconsideredinvariouscontexts，suchas

intra戸personalorinterpersonalrelationships，inter-socialgroups，transaction，or

moralphilosophyNeverthelessoursurveydatahasclarifiedcertajnaspectsof

thedifferencesamongseveralcountriesinthewaystheyrepresenttheirsenseof

trust,aswellascertainaspectsofthediHerencesofacculturationoftheJapanese

AmericansinBrazil,Hawaii,andtheWestCoast・Somecommentsareprovided

fbrthefiJlturedevelopmentofoursurveyresearchasfbllows・

Firstlyぅasfbrthescalingonsenseoftrust,itisimportanttonotethatpeople's

negativeresponsesdonotnecessarilymeanthattheylackasenseoftrust.(Thisis
closelyrelatedtothedistinctionbetween"behaviorandcognition"inpsychology）
Dogａｎ(2000,ｐ、258)states“…Erosionofconfidenceisfirstofallasignof
politicalmaturity，Ｉｔｉｓｎｏｔｓｏｍｕｃｈｔｈａｔｄｅｍｏｃｒａｃｙｈａｓｄeteriorated，butrather

thecriticalspiritofmostcitizenshasimproved.…”Thissuggeststhatwehaﾊﾉe

severalpositiveinterpretationＳｏｎwhatwehadfbundconcerningpeople'ssense

ofdistrust・Peoplemayexpressdistrustorcomplainttowardthegovernmentor

others，notbecausetheylackintra戸personalorinterpersonaltrust，ｂｕｔｂｅｃａｕｓｅ

ｔｈｅｙｋｎｏｗｉｔｉｓｔｈｅｗａｙｔｏimprovetheirOwncountryandeventuallyourworld

inademocracraticway・

Secondly）ａｃｏｍｍｅｎｔｉｓｐｒｏｖｉｄｅｄｆｂｒａｍｏｒｅｓｏｃｉologicaldevelopmentofthe

framewｏｒｋｏｆＣＬＡ・Thelastcenturｙｗａｓｔｈｅｔｉｍｅｏｆｅｘｐａｎｓｉｏｎｏｆｗｅｓｔｅｒncivi-・

lization・Inthistimeofglobalization，Ithinkthattheworldleadersshouldbe

knowledgeableaboutworldgeographyandhistoryandsensitivetotheconditions

ofallcountriesandnations，iftheywishtotakeseriouslytheirresponsibilityto

developandmaintainworldpeace・This,however，ｄｏｅｓｎｏｔｓｅｅｍｔｏｂｅｔｈｅｃａｓｅ・

Differencesofculturesoccasionallypreventusfromdeeplyunderstandingeach

other・Theirowncultureorcivilization，ｔｈｅＥａｓｔｏｒｔｈｅＷｅｓｔ，naturallybias

people・Studyingworldhistoryaswellastheregionalhistoriesofdifferentciv-

ilizations，however，ｗｅｓｈｏｕｌｄｒｅｍｅｍｂｅｒｔｈｅｆａｃｔｔｈａｔｔｈｅrearevariouswaysof

successfUlsocialdevelopment・Ｔｈｕｓｗｅｓｈｏｕｌｄｎｏｔｉｍｐｏｓｅｏｕｒｏｗｎｓｏｃialvalues

onanyothercountryornation、

Inthetimeofglobalization,someinstitutionalsystemsorcustoｍｓａｒｅｎｅｃｅｓ－
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sarilybeingchanged,convergingtowardsmoreuniversalonesundertheinHuences
oftransn誠ionalexchangeortrade・Ｏｎｔｈｅｏｔｈｅｒｈａｎｄ,someothersystemsare

becomingmoreandmoresensitivetoculturaldiHerences・asareactiontoglobal‐
ization・

AtleastfbrthefbreseeablefUture,globalizationdoesnotseemtobeleading

ustoasingleunifiedglobalcultureorasingle"superculture"ontheearth.(Fbr
adetailedreviewontheliteratｕｒｅｏｆ“globalization”andcultures，seeGuillen，

2001,ｐｐ､252-254.）Asmentionedbefbre,oursurveyteamhasbeendeveloping
themethodologycalled“CulturalLinkAnalysis(CLA)”fbrcross-nationalcom‐
parisonsinthisresearch・IthinkitispossibletousetheideaｏｆＣＬＡｔｏｄｅｖｅｌｏｐ

ｔｈｅｆｒａｍｅｗｏｒｋｏｆａｐolicymakingfbrbringingaboutagradualglobalization，

so-to-speak,CulturalManifbld(ＣＭ).CMmaybeasortofasetofhierarchical
overlappinglocalcharts,andeachchartcoversacertajnarea(region,country>ｎａ←
tionalgroups,civilization,etc.).Ineachchart,wemayassumethatpeopleshaJre
acertajncultureorprinciple：thelargerchartcorrespondstothelessrestrictive

butthemoreuniversalcultureorprinciple・Thus，accordingtothesizeofchart

(orpopulationunderconsideration),peoplemaybeabletoconsiderthedegreeof
rigidityofdecision-makingortheextentofregulationsconcerningvarioustypesof
exchanges,ｅ､g､,contractsintransnationalbusinessorinternationaltradeswithin

themembersintheregion，ＴｈｅｃｈａｒｔｓｏｆＣＭｍｕｓｔｂｅｄｙｎａｍｉｃ，Therefbre・each

chartmaybeenlarged，shrunk，ordisappearedovertime，whereasanewchart

mayappear､TheEUmayexemplifytheconceptofCＬＭ､Iwonderwhetheror

notEastAsiaandSouthEastAsiacouldgiveanotherexampleinthenearfUture，
althoughsomepeopledoubtsuchaunificationbecauseoftheirtoocomplicated
diversityも

Atthismomentofmywriting,weareexperiencingseverepoliticaltensionin

theworldintheaftermathoftheseriousincidentinNewYbrkonSeptemberll，
2001．Ｓｏｍｅｐｅｏｐｌｅｓｅｅｍｔｏｂｅｍａｋｉｎｇｕｓｅｏｆａfarfetchedargument“thatthisis
awarbetweencivilizationsorreligionssuchasChristianiｔｙａｎｄIslam''tofilrther

fbrtheirpoliticalcauses・Itismysincerehopethatmutualunderstandingamong
thevariousculturesandcivilizationswillpreventfUrtherunnecessaryconflicts
betweennationsandracesandwillleadtothedevelopmentofapeaceMworld
inthe21stcenturyも
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ThispaperanalyzesthelongitudinalchangesofJapaneseattitudestoward
natureandenvironment(ATNE)usingJapanesecharactersurveydata,andex-
ploresthestructuralcharacteristicsofresponsepatternstｏｔｈｅＡＴＮＥｉｎＪａｐａｎ，
USAandfiveEuropeannationsbasedonanalyticalresultsderivedfromcross‐
nationalsurveydata・Wealsodiscusstherelationshipsofrespondent,sattributes
relativetothestructureoftheirresponsepatternsusingthevisualconfiguration
obtajnedbycorrespondenceanalysis,Inaddition,weverifyhowracial,cultural，
9eographicdiversitieschangepeople'sATNEinvariouscircumstances・Asa
result，wehavefbundthatJapanissimilartonrance,andGermanyissimilar
toBritainandtheNetherlands・ＷｅｈａｖｅａｌｓｏｓｅｅｎｔｈａｔｔｈｅＵＳＡｉｓｓｉｍｉｌａｒｔｏ

ｌｔａｌｙｉｎｔｈｅａｓｐｅｃｔｏｆｔｈｅＡＴＮＥwhereastheJapanesehavetheirowndistinctive
structuresofresponsepattemstｏｔｈｅＡＴＮＥｗｈｅｎｃｏｍｐａｒｅｄｔｏｔｈｅＡｍｅｒｉcans
andtheEuropeans．

1．Ｉｎｔｒｏｄｕｃｔｉｏｎ

Theinfluenceoftheenvironmentaldestructiononmodernlifehasbeenaglob-
allycrucialproblemsincethebeginningofthelatel960swithitsincreasinghigh
industrializationandextraresourceutilization・Governmentsandintergovern-
mentalorganizationshavetakenmanymeasuresinvolvingawiderangeoftech-
nicalregulationstodealwithseriousenvironmentalproblems,suchasrestricting
thereleaseofcarbondioxideandcontrouingairandwaterpollutionetc・Unfbr‐
tunately）adecisivekeyfbrmitigatingtheenvironmentalcrisisonaglobalscalｅ
ｈａｓｎｏｔｂｅｅｎｆｂｕｎｄｙｅｔｉｎａｎｉｎｔegratedsense・Ｉｎｆａｃｔ，inmostsituations，the
destructionofenvironmentalqualityiscausedbytheimproperunderstandingof
theimportanceofthenaturalenvironmentaroundus,andthesituationisgradu-
allygettingworseyearbyyear・Fbrthisreason,takingcorrectAttitudesTbward
NatureanｄEnvironment(hereafterATNE)isimportantinordertoimprovethe
environmentalqualityandtopreserveitsoriginalnature・Inotherwords，ifwe
cannotreconsidertheserious､essoftheworldwideenvironmentalproblems，and
thinkoverourlifestylelocally）thefUtureofsucceedinggeneratio､swillbeun-
doubtedlygettingdarkｅｒａnddarkergloballybConsequently）wehavenoother
alternativeexcepttoexerteveryeffOrttorestoreandtopreservenatureandour
environmentinordertoinsureandmajntainoursurvivalonthisearth・

Ｔｈｅpeople'ｓＡＴＮＥ，however，areofteninHuencedbytheindividual'sracial
origin，nativelanguage，andlivingspace；hence，wefeelastrongneedfbrcon-
ductingacross-nationalcomparisonontheATNEClarifyingandunderstanding

ＫｅｙＷｏ７１ｄｓａｎｄＰﾉZmses：attitudestowardnatureandenvironment,cross-nationalcompar-
ison，nationalcharacterresearch,socialsurvey,correspondenceanalysis．

＊ThelnstituteofStatisticalMathematics,TheGraduateUniversityfbrAdvancedStudies，
4-6-7Minami-Azabu,Minato-Ku,Tbkyo,Japan106-8569.E-mail：zheng◎ism・acjp
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thedifferencesofArNEindiHerentnationswithdiverseculturesisanextremely
importantsteptowardsolvingthecurrentenvironmentalproblems・

Themeaningsofthewords“nature”ａｎｄ“environment”maychangefbrdiffer-
entpeopleinvarioushistoricalerasandculturalbackgrounds,ａｎｄｆｂｒｔｈｉｓreason，

ｉｔｉｓａｎａｒｄｕｏｕｓｔａｓｋｔｏａｓｓｉｇｎａｕｎｉｑuedefinitiontotheseterms・ＴｈｅＡｒＮＥｗｅ
ｕｓｅｈｅｒｅｉｍｐｌｉｅｓｔｈｅｐｅｏｐle'sresponsepatternstoproblemswithreferencetonat-

uralandenvironmentalconsciousnessaswellasactualactivityEbrthepurposeof
constituti､gaseriesofreasonablepreservationpolicieswithregardtonatureand

environmentgloballyiitismeaningfUltoanalyzevariouspeople'ｓＡＴＮＥｂａｓｅｄ

ｏｎａｓａｍｐｌｉｎｇｓｕｒｖｅｙdata・Ｏｎｔｈｅｏｔｈｅｒｈａｎｄ,ｉmprovingenvironmentajquality
requiresextensivecross-nationalco-operationmakingwayfbrtheunderstanding
ofdifferencesofnationalcharacterandculturaltransmissionwhichwillserveasa

keyfbrtherealizationoftrueglobalizationinthenewcenturyもＷｅａｌｓｏｎｏｔｅｔｈａｔ
ｉｔｍａｙｂｅｖａｌｕａｂｌｅｆbrsocietiestoadoptthereasonableaspectsfromthepeoples，
ＡＴＮＥａｍｏｎｇｔｈｅｖａｒｉｏｕｓｎａｔｉｏｎｓｆｂｒｔhecommongoodandfiltureofthehumaｎ
ｒａｃｅ・

TheailnofthispaperistoanalyzethelongitudinalchangesofJapaneseArNE
usingJapanesecharactersurveydata,andtoexplorethestructureoftheresponse
patternstotheseattitudesbetweenJapanandtheUSAandfiveEuropeannations、

includingBritajn，France，GermanyjItalyandtheNetherlandsbyanalyzingthe
cross-nationalsurveydataconductedbythelnstituteofStatisticalMathematics・

Wethendiscusstherelationshipsoftherespondent'sattributeswiththeresponse
patternstosurveyquestionsinamacroscale・Inaddition,wealsoverifyhow

thepeople'sArNEchangesunderspecificbackgroundswithracial,cultural，and
geographicdiversities．

2．ChangingStructureofJapaneseAttｉｔｕｄｅｓｔｏｗａｒｄＮａｔｕｒｅａｎｄＥｎ－
ｖｉｒｏｎｍｅｎｔ

ThelnstituteofStatisticalMathematicshasbeenconductingalongitudinal
nationwidesocialsurveyonJapanesenationalcharacterevery5yearssincel953，

usingthesamequestionitems(Hayashi,1992;Mizunoeta1.,1992).Theterm"na涙
tionalcharacter”embracesthecharacteristicsshowninpeople'sresponsepatterns
tosurveyquestionitemscoveringvariousaspectsofpeople'sopinionsabouttheir

culture，dailylife，economics，nature，environment，interpersonalrelationships，

religiousfaith,politicsetc(Inkeles,1997).Thisstatisticalandsociologicalsurvey
musthavebeenimportantintｈｅｔｉｍｅｗｈｅｎＪａｐａｎｗａｓｅｘｐｅｃｔｅｄｔｏｃｈangefrom
amilitaryregimetoademocraticcountry(Ybshino,1997)．Thecohortanalysis
oflongitudinaldatacanshowhowpeople，sresponsepatternsarechangeddueto
agingandsurveyperiod,buttheagingandcohorteffectsareminimalwhereasthe

effectsofperiodarethegreatestintheJapanesecharactersurveydata(Mizuno
atel,1992).Therefbre,ourtopicisaimedattheperiodically誉changingaspectsof
theJapaneseATNE・Severalquestionswithregardtoopinionsonnatureanden‐
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vironmenthavebeenusedcontinuouslyintheJapanesenationalcharactersurvey；

wefbcusontwoofthemfbralongitudinalanalysisoffrequencydistribution・One

isQuestion＃2.5inwhichJapaneseopinionsonmanandnaturehavebeenasked

froml953,andtheotherisQuestion＃7.35,thatisthequestiononenvironmental

preservation,whichwasfirstaskedinl983・

Thefbllowingquestionconcerningopinionｓａｂｏｕｔｍａｎａｎｄｎａｔｕｒｅｈａｓｂｅｅｌｌ

continuedfbrlOtimessincethefirstsurvey6
WhichoneoftheseHerearethreeopinionsaboutmanandnature・Ｗｈｉｃｈｏ

ｄｏｙｏｕｔｈｉｎｋｉｓｃｌｏｓｅｓｔｔｏｔｈｅtruth？

l)Inordertobehappy,manmustfbllownature

2)Inordertobehappy>manmustmakeuseofnature、
3)Inordertobehappy>manmustconquernature．

＃2.5
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０
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Figurel:LongitudinalchangesofJapaneseattitudestowardnature(＃2.5）

ｌｎＦｉｇｕｒｅｌｗｅｃａｎｓｅｅｔｈａｔｔｈｅｏｐｉｎｉｏｎｔｏ“conquernature'，wassupportedby
fewinthebeginningofthislongitudinalsurvey〉butitwasincreasingfbrawhile，
from23percentinl953to34percentｉｎ1968．Inreality>wecanpredictthatthe

percentagesupportingthisopinionshouldcontinuetoriseafteｒｌ９６８ａｓａｒｅｓｕｌｔ

ｏｆｔｈｅｅｍｐｈａｓｉｓｏｎａhigheconomicgrowthandtheideaofremakingnatureat
thattime・However,ｔｈｅｏｐｉｎｉｏｎｔｏ“conquernature''tookasuddennose-diveto

l7percentinl973andcontinuedtodeclineto6percentbyl998・Likewisethe

"fbllownature''･opinionplungedfrom26percentinl9５３tol9percentinl968･ｂｕｔ
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thetrendreverseditselfinl973,when31percentchosethiscategory・Theupward

trendcontinuedrisingtｏ４９ｐｅｒｃｅｎｔｂｙｌ９９８・nrthermore､althoughthisopinion
wasrarelysupportedbytheyounggellerationin1960s・therehavebeenalmostno

differencesbetweenageclassessincel970s、Ｏｎｔｈｅｏｔｈｅｒhand、thepercentages
supportingthe“makeuseofnature”optionhavebeenshowingarelativelvsteady
distributioninthepastaｌｍｏｓｔ５０ｙｅａｒｓ９ｗｉｔｈｓｏｍｅｓｍａｌｌＨｕctuationsduringthe
sameperiod・

Westillrememberthat,afteragreatmanypollutionaccidentsoccurredthere

wasasuddenriseｉｎｔｌｌｅａｗarenessofenvirollmentalproblemｓｉｎｔｈｅｌａｔｅｌ９６０ｓ

ｔｈｒｏｕｇｈｌ９７０ｓｉｎｍanvindustrializednations，includingJapan・Theextentof
thedamagedonetotheenvironmentasaresultoftheraljiddevelopmentofthe
Japaneseeconomyillthel960swassodevastatingthatahugenumberofordi-

narycitizenstooktothestreettoprotest・Thisriseinconsciousnessregarding

theimportanceofenvironmentalpreservationmusthaveresultedinthechange
inJapaneseattitudestowardnature・Ｄｕｅａｔｌｅａｓｔｉｎｐａｒｔｔｏａｄｅｌａｙｅｄｒｅｓｐonse

totherisingcollcernvoicedbycitizensgroups,intheearlyl970s,ｔｈｅJapanese

parliamentwasfbrcedtopassonestringentlawafteranOtheragainstlargecor-

porationstoprotectandcleanuptheenvironment(Kuraoda,1997)．
Theabovesllowsthatthereis,tosomeextent,atrendamongtheJapaneseto

returntotheirtraditionalvalues,butwefbundnootheritemsinthislongitudinal

surveywherethistypeofchangehasoccurredsodramatically

lnviewofthishistoricalbackground,Question＃7.35concerningenvironmen‐

talpreservationhasbeenaddedtoquestionnairesurveyfbrthefirsttimesince
l983．

＃7.35Howimportantisenvironmentalpreservationtoyou？
l)Veryimportant3)Notveryimportant
２)Important４)Notilnportant

WecanfindthatJapaneseresponsepatternstothequestionconcerningen-

vironmentalpreservationhそwebeendisplayinganotablechangesincethefirst

survey(seeFigure2).Theopinions"veryimportant"ａｎｄ"important，，havebeen
supportedbymorethan87percentofJapanesesincethethisquestionwasasked

first,butthepercentagesupportingtheopinion“veryimportant”waslowerthan

theopinion“important”ｉｎｔｈｅｆｉｒｓｔｓｕｒｖｅｙｃａｒｒｉｅｄｏｕｔｉｎｌ９83．However，the

percentageapprovingthe“veryimportant”opinionhasbeensurpassedbyother

categoriesfromthesecondsurveycarriedoutinl988,thetotalpercentageapprov-

ingthｅ“notveryimportant”opinionandthe“notatallimportant”opinionwas

lessthanlOpercentoverthepastfbursUrveys・ThistrendimpliestheJapanese

attitudestowardenvironmentalpreservationhavebeenｃｈａｎｇｉｎｇａｓｔｉｍｅｇｏｅｓｏｎ，

Thelongitudinaltrendofresponsepatternsto＃2.5ａｎｄ＃7.35clearlyshows

achangeoftheattitudestowardnatureandenvironmentinJapanovertheyears・

WefbundthattheJapaneseareinclinｅｄｔｏｐｕｔｍｕｃｈstressonfbllowingnature

andpreservingenvironmentanddesiretoreturntosomeextenttothetraditional

valuesoriginatedfromtheeasterncivilization．
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Sincetheearlyl970s，theJapanesecharactersurveyresearchhasbeenex-
tendedtofbreignnationsfbranintegr誠edunderstandingofnationalcharacter
inthecontextofthecross-nationalcomparativestudy，Basedonthestatistical

surveydataonpeople'ｓvalues，thewayofthinkingandfeeling，interpersonal
relationships，religiousfaith，acceptanceofscienceandtechnologyぅnatureand
environment,politics,economyetc,wehavebeenattemptingtoclarifyquantita戸
tivelypeople，sattitudesandthecharacteristicsoftheircivilizations・Thiswillgive
usfimdamentalinfbrmationfbrthepeaceMdevelopmentoftheworld(Ybshino
eta1..1995;Hayashiete1.,1998).Theobjectivenations,wherethecross-national
surveyswereconductedonebyone,includedtheUSA,Britajn,Hance,rbderal
RepublicofGermany(hereafterGermany),ItalyJapanandtheNetherlandsfrom
l987tol993(seenblel)．
obviouslyぅsomeofthesevennationssharecertajncommonfeaturessuchas

racialorigin，language，cultureandgeographyetc・Ｔｈｅｍａｉｎｔａｓｋｆｂｒａｃｒｏｓｓ‐

nationalcomparisonistofindthesimilaritiesanddissimilaritiesinpeople，sat-
titudesindifferentnationsthroughthestatisticalsurveydata・Therefbre、ｉｔｉｓ

÷Ｖｅ『yimpo『tant

÷Important

-◆一Notve『ｙimportant

÷NotataIlimportant

3．Cross-NationalComparisonoftheAＴＮＥ

1０

０

1９８３ 1９８８ 1９９３ 1９９８

Year

Figure2：LongitudinalchangesofJapaneseattitudes

towardenvironmentalpreservation(＃7.35）
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importanttointroducetheCulturalLinkAnalysis（CLA）fbracross-national
comparison(Hayashi,1992;Hayashietal,1998).WhatiscalledtheCLAmainly
includesaspatiallink(e､gHance,Germany>ItalyandtheNetherlandsarethe

neighbornationsoneanother),atemporarylink(e,g､,theJapanesenationalchar‐
actersurvey),andaquestionnajreitem-structurelinkwithinandacrossdifferent

cultures(Guttman,1982)．Thesevennationswerechosenbasedentirelyonthe
doctrinesoftheCLAastheobjectivenationsofourcross-nationalresearch、In

thissection,wewillfirstconductacross-nationalcomparativestudyontheArNE
uSingtheresponseresultstoquestionsregardingthenaturalandenvironmental
consciousness・Secondlyウwewillanalyzethemutualrelationshipsbetweenthe

respondent'sattributes,ｅ､g､，gender,age,educationallevel､socialclassandfam-
ilyincome，andtheresponsepatternstospecificquestionsonanationalscale・

Finallyうwewillclassifythesevennationsintogroupsbasedontheresultsof
statisticalanalysis,anddrawthecharacteristicsoftheＡＴＮＥｉｎｅａｃｈｎａｔｉｏｎ．

3.1Ａ”oUerU側ｑ/仇ｅＡＴﾉＶＥ伽仇eseUen冗ａｔ伽s

Befbreanalyzingthedifferencesofthepeople'ｓＡＴＮＥｉｎｔｈｅｓｅｖｅｎｎａｔｉｏｎｓ，

weneedtoclarifyacomplementarypointaboutthesurveyquestionsweused

herelnourcross-nationa1comparisonsurveyぅweusedtheoriginalquestions

＃2.5ａｎｄ＃7.35aswellasanotherquestionconcerningattitudestowardenergy

conservationthatislabeｌｅｄａｓ＃7.34intheJapaneseCharacterSurveybThe

contentsofQuestion＃7.34areasfbllows．

＃7.34Wehearalotaboutenergyconservationthesedays,Doyoufeel

thatsavingenergyis…(READ）

１)Veryimportant3)Notveryimportant
２)Important４)Notimportant

Themarginaldistributionfbr＃2.5,弁7.34ａｎｄ＃7.35inthesevennations

showsthepercentagesupportingtheopinionto“fbllownature',is67percentin

ltaly>whichismorethan2-3timesthatoftheothersixnations(seenblel).This
discrepancyinresponseresultsprobablystemsfromtheunderstandingoftheword

intheItalianlanguage・Theltaliansmayeasilyunderstandｔｈｅｗｏｒｄ“natUre”
ａｓｔｈｅｗｏｒｄ“Lord”ｏｎｔｈｅｂａｓｉｓｏｆｔｈｅｎｕａｎｃｅｏｆｔｈｅｔｅｒｍintheCatholicsense・

Themarginaldistributionsfbr＃2.5ｉｎＵＳＡ,Britain,HanceandtheNetherlands

aresimilartoeachother,ａｎｄＪａｐａｎｉｓｓｉｍｉｌａｒｔｏＧｅｒｍａｎｙ５
Ｏｎtheotherhand，ＴａｂｌｅｌａｌｓｏｓｈｏｗｓｔｈａｔｔｈｅＡｍｅｒｉｃａｎissimilartothe

ltalian，ａｎｄｔｈｅＢｒｉｔｉｓｈｉｓｓｉｍｉｌａｒｔｏｔｈｅＧｅｒmanandtheDutchinattitudes

towardenergyconservation・Moreover,theBritishissimilartotheGerman,ｔhe

ltalianandtheDutchintheattitudestowardenvironmentalpreservation,whereas

thereisadissimilarityonthisissuebetweentheJapaneseandtheAmericans．
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Ｃｏｄｅ TheNetherlands

l,083

１９９３

ＵＳＡ

1,563

1988

Britain

l,043

１９８７

Germany

1,000

１９８７

1taly

l,048

１９９２

France

１，０１３

１９８７

JaPan

2,265

１９８８

44.0

＃2.5 Ｍａｎ＆nature １．Fbllownature

2・ＭａｋｅｕｓｅｏｆＮａｔｕｒｅ

３･Conquerllature

１
２
３

●
●
■
●
●
●

Ｎ
Ｎ
Ｎ

25.5

66.2

４．５

22.5

67.1

４．５

22.0

66.0

６．４

36.8

46.6

６．７

66.7

24.2

４．８

２０．５

６４．４

３６．６

４７．９

５．３ 1.8

74.0

23.2

１．５

０．１

＃7.34E11ergyconservation 1．Veryimportant

2、Importallt

3・Notveryimportallt

4，Ｎｏｔａｔａｌｌｉｍｐｏｒｔａｎｔ

ＥＣ:１

ＥＣ:２

ＥＣ:３

ＥＣ:４
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』
。

６
１
２
４

９
８
Ｌ
Ｏ
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65.1

29.3
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41.9

47.5

５．７
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49.2

70.1

4.2

0.3

25.9

＃7.35Environmentalpreservation １．Veryimportant

2・Important

36Notveryimportant
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*Note：

１．Gender

G:ｌＭａｌｅ

Ｇ:２Ｆｂｍａｌｅ

１．８

０．７

6．Ｍａｎ＆natllre

N:lfbllownatUre

N:２makeuseof11ature

N:３conquernature

7．Energyconservation

EC:lveryimportant
EC:２important

ＥＣ:３１】otveryimportant

4．Socialclass

C:１Ｌｏｗ

Ｃ:２Middle

C:３Ｈｉｇｈ

2．Ａｇｅ
Ａ:１－２９

Ａ:２３０－３９

Ａ:３４０－４９

Ａ:５５０５９

Ａ:６６０＋

3．Educationallevel

E:ｌＬｏｗ

Ｂ２Ｍｉｄｄｌｅ

Ｅ:３Ｈｉｇｈ

5．恥milyiI1come
l:１Ｌｏｗ

ｌ:２Middle

l:３Ｈｉｇｈ
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Tbrevealthesimilaritiesanddissimilaritiesofthepeople'sATNEonanational

scale，wefirstanalyzedpooledsurveydataoftheresponsecategoriesshownin

nblelusingcorrespondenceanalysis(Greenacre,1993)．ThisisauseMtech‐
niquesimilartoHayashi'squantificationmethodfbrcomparingdifferentnations，

similaritiesanddissimilaritiesinresponsepatternstoquestions・Asaresult,the

numericscoresfbrresponsecategoriescorrespondingtothefirsttwoaxeswere

calculatedbasedonthesurveｙｄａｔａｏｆ＃25,＃7.34,ａｎｄ＃7.35inthesevenna戸
tions．
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Ａｘｉｓｌ:eigenvalue＝､5016(17.57％）

Configurationofattitudetowardnatureandenvironmentalissues

obtainedbycorrespondenceanalysis

０ １-２ -１

Figure3：

nomtheconiigurationofscores,itisobviousthatthecategory“fbllownature'’

1)ｉｎ＃25,thecategories“energyconservationisveryimportant”（EC:1)iｎ(N:1)ｉｎ＃25,thecategories“energyconservationisveryimportant，'（EC:1)ｉｎ
#7.34,andthecategory"environmentalpreservationisveryimportant”（EP:1）

ｉｎ＃7.35aresignificantlyseparatedfromothercategoriesbytheoriginofthefirst

axis(seeFigure3)．H1rthermore,thesecondaxisdividesthecategoriesonthe
rightsideofthefirstaxisintotwoclusters，thefirstclusteriscomposedofthe

"makeuseofnature"(N:2),the"energyconservationisimportant，'(EC:2)andthe
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"environmentalpreservationisimportant''(EP:2)andisdistributedaroundthe
lowerrightquadrant,andtheotherclusterislocatedontheupperrightquadrant
andincludesthe“conquernature”（N:3),the"energyconserva血ionisnotvery
important''(EC:3),the‘‘energyconservationisnotallimportant'，（EC:4),ｔｈｅ
"environmentalpreservationisveryimportant”(EP:3),ａｎｄthe"environmental
preservationisnotatallimportant”(EP:4).Viewingthenumericscoresonthe
firstaxisfbreachcategoryjwecanfindthefbllowingcharacteristicsmacrocosmi‐

cally：

（１）Therespondentswhoarein伽oroffbllowingnaturetendtosupportpositive

opinionstoenergyconservationandenvironmentalpreservation．

（２）Therespondentswhoapproveofmakinguseofnatureinclinetosupport

neutralattitudestowardenergyconservationandenvironmentalpreserva-
tion．

（３）Therespondentswithnegativeattitudestowardenvironmentalissuesinsist
onconqueringnature，

Inbrieftheleftsideofthefirstaxisrepresentsthepositiveattitudestoward

naturalandenvironmentalissuesandtherightsideofthefirstaxisrepresentsthe

neutralandnegativeattitudes・Thesecondaxisdividedallneutralandnegative
categoriesintotwodifferentgroupSsignificantlyb
Whenwesuperimposedthelocationsofthｅｓｅｖｅｎｎａｔｉｏｎｓｂａｓｅｄｏｎｔｈｅａｖerage
scoresfbrthesevennationsoverthelocationsofthepositive,neutraLandnegative
attitudestowardthesethreequestionsrelatedtonatureandenvironment(see
Figure4),wefbundthattheUSAislocatedintheareawiththemostpositive
attitudes,fbllowedbyltaly､Conversely,Japanislocatedinthe錘eawiththemost
negativeattitudes，fbllowedbynance，andtheNetherlandsandBritajnwhich

werealmostlocatedintheareawiththehalfpositiveandhalfniegativeattitudes、
fbllowedbyGermany6Eromthesefindings，itisclearthattherearesignificant
diHerencesinGuttmanscalingofresponsepatternstotheArNEamongtheseven
nationswithrespecttothethreeselecteditems・Moreprecisely：wecandivide
thesevennationsintothreeclustersasfbllows：

l）USAandItaly:Therespondentsfromthesetwonationstendtoanswerthe

2）

3）

mostpositiveoptionstothethreeitems，ｓｕｃｈａｓ“fbllowllature"，“energy
conservationisveryimportant”ａｎｄ“environmentalpreservationisvery
important"・ThesethreecomponentsindicatingthemostpositiveArNE
areconsistentfbrmostrespondents・

Britajn,ｔｈｅNetherlands,ａｎｄGermany：Ｔhesethreenationstendtogive
halfpositiveandhalfnegativeresponses・ＴｈｅBritish,theDutchandthe

Germansprefもｒｔｏａｃｃｅｐｔｔｈｅ“energyconservationisveryimportant”ａｎｄ
"environmentalpreservationisveryimportant”opinions,buttheyalsotend
tosupporttheopiｎｉｏｎｔｏ“makeuseofnature”ｉｎｔｈｅｓａｍｅｔｉｍｅ・

JaPanandRance：Thisgrouptendstogivenegativeopinionsratherthan
positiveones,fbrexample,boththeJapaneseandtheHenchtendtosupport
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towardnatureandenvironmentobtainedbycorrespondenceanalysis

theopinionsto“makeuseofnature”ａｎｄ“energyconservationisimpor-
tant"・However,ａｔｔｈｅｓａｍｅｔｉｍｅ，theJapanesetendtoapprove“environ-

mentalpreservationisveryimportant”ａｎｄ“environmentalpreservationis

important”ｏｎａｎｅｑｕａｌｂａｓｉｓ,ｗｈｉｌｅｔｈｅＨｅｎｃｈｔｅｎｄｔｏｓｕｐｐｏｒｔｔｈｅｏpinion

that“environmentalpreservationisveryimportant"・Intheotherwords・

theresponsepatternsof＃2.5,＃7.34ａｎｄ＃7.35arerelativelyindependent
oneanotherinJapanandHance．

TheabovefindingsindicatethattheATNEvarysignificantlyfromoneissue

toanotherfbrtherespondentsinthesevennations・Therefbre,whenwepredict
thepeople'sATNE,wemusttakethevariousaspectSofnatureandenvironment

intoaccountcarefUllyThatis，ｅｖｅｎｉｆｗｅｓｅｅｔｈｅａｃｃｅｐｔａｎｃｅｏｆｔｈｅｏpinionto
"fbllownature"，thiswillnotcertainlymeanthatwewillseepositiveattitudes

towardenergyconservationandenvironmentalpreservation8However,itwillbe
importanttocomparethesimilaritiesanddissimilaritiesamongnationsthrough

4Z３
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constructingsomekindofone-dimensionscale・
Onthebasisofourclassificationresults,ｗｅａｌｓｏｆｂｕｎｄｔｈａｔＪａｐａｎｉｓｓｉｍｉｌａｒ

ｔonance，ｂｕｔｄｉｓｓｉｍｉｌａｒｔｏＵＳＡａｎｄＩｔａｌｙｉｎｔｈeaspectsofnaturalandenvi-

ronmentalconsciousness・Nevertheless・YbshinoandHayashiollcedisclosedthat

JapanissimilaｒｔｏＵＳＡａｎｄＢｒｉｔａｉｎｉｎｔｈｅａｓｐｅｃｔｓｏｆsocialvalues,viewsonthe

fUtureandrespecttowardancestors・butsimilartoGermanyandtheNetherlands

inattitudestowardbusinesslifeandlivingconditionsetc(YbshinoetaL2001)．
Consideringtheoppositeconclusions，weshallemphasizethatpeoplewhohave

similaritiesinsomeiSsuesdonotnecessarilysupportsimilarOpinionsonother

issues・anditisrarelymeaningMtodiscussthesimilaritiesbetweentwonations

ingeneralifwelosecontactwithgivenissuesrelatedtonationalcharacter．

3.2ルノα伽ｎsﾉ"ps6etuﾉeentﾉZemeSpo”den的α伽Ｍｅｓａｎｄ伽ＡＴﾉVEO

lbclarifythemutualrelationshipsbetweentherespondent'sattributesand

theirresponsepatternswithregardtotheattitudestowardnaturalandenviron-

mentalissues，weputmuchattentionhereonexaminingtheinHuencesofthe

respondent'ｓgender,age,educationallevel,socialclassandfamilyincomeonthe
responsepatternｓｔｏｔｈｅＡＴＮＥｏｎａｎａｔｉｏｎａｌｓｃａｌｅ・

Ourassumptionisthattherespondent'sattributeshayerelationshipswith
theirresponsepatternsonissuesregardingnatureandenvironment・Wealso

tookreligiousfajthandreligiousattitudeintoaccountasa尤tributesinouranal‐

ysis，ｂＵｔｗｅｆｂｕｎｄｔｈｅｓｅｔｗｏｉｔｅｍｓｄｏｎｏｔｈ２weasignificantinfluenceonthe
responsepatternstotheissuesofinteresthere・Ｔｈａｔｉｓ，thenaturalandenvi‐

ronmentalconsciousnessamongpeoplewithdifferentreligionsmayvaryfbreach
issue，butpeoplewiththesamereligionmayholdinverseattitudestowardthe

sameissueindifferentnations(Hayashietal,1998).Therefbre,weanalyzedthe
cross-nationalsurｖｅｙｄａｔａｏｎｔｈｅｔｈｒｅｅｉｔｅｍｓａｎｄｔｈｅｆｉveattributestoderivea

visualconfiguratiOnofresponsecategoriesinatwo-dimensionalcoordinateusing
correspondenceanalySis・Inaddition，weexcludedthe“notatallimportant”
categoriesin＃7.34,ａｎｄ＃7.35,becausetherearenorespondentsatａｌｌｗｈｏａｎ‐

sweredthesetwocategoriesinGermanyandJapan・Moreover，wedividedage
intofivecategoriesthatinclude-29,30-39,40-49,50-59ａｎｄ６０＋yearsold，and
usedthesocialclass，educationallevelandfamilyincoｍｅ，respectivelyぅasthe
three-categorydivisionsaccordingtoGuttmanscaling
Nowwereturntothequestionsofhowgender》age，socialclass，educational

levelandfamilyincomeaffecttheresponsepatternstoissuesconcerningtheATNE
ineachnation､Thediscussionsinthissectionwillbeextendedbasicanyonthe
basisofthescoresfbrcategoriesdistributedinthe25％,５０％ａｎｄ２５％intervals
alongthedistributionofthefirstaxis・Thethreeintervalsmaybeconsideredasa
classificationsuchastheordersof'positive-neutral-negative'ｏｒ'bright-moderate-
black，ｏｒ’good-medium-bad，ｅｔｃdependinguponthespecificissues、Forthe
purposeofsimplification,wewillstartouranalysisfromthefirstclusterclassified
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insection3,1．

USAObservingthedistributionofscoresfbreachcategoryobtainedbycorre‐
spondenceanalysisonthetwo-dimensionalcoordinates(seeFigure5a),wefbund
thatthepositive，negative，andneutralcategoriesdistributedontheleft-hand

side，theareaaroundtheorigin,andtheright-handsideofthefirstaxis､except
fbrthecategoriesreferrinｇｔｏａｇｅ・ＩｎＦｉｇｕｒｅ５ａｔｈｒｅｅｏｆｔｈｅｍｏｓｔｂａｓｉｃｆindings
areasfbllows：First,theseniorAmericans(A:5),whohavealoweducational
level(E:1),socialclass(C:1),andfamilyincome(I:1),tendtogivenegativeopin‐
ionstonaturalandenvironmelltalissues(N:3:ＥＰ:3).Next,theyoungerwomen
(A:1,Ｇ:2)tendtosupportneutralattitudestowardenergyconservationanden‐

vironmentalpreservation(EC:2andEP:2),whilesomeofthemagreetothemost
positiveopinion,ｔｏ“fbllownature"(Ｎ:1),orthemostnegativeopiniononenergy

conservation(EC:3).Finally,theAmericanmen(Ｇ:1),whoareofmiddleorhigh

socialclass(C:2,Ｃ:3),educationallevel(E:2,Ｅ:3),andfamilyincome(I:2,1:3）
tendtoapproveofthemostpositiveｏｐｉｎｉｏｎｓｉｎＥＣ:ｌａｎｄＥＰ:1．buttheyalso

agreetoaneutralattitudetowardnature(N:2)．
〃αIy：WhenwelocatedallcategoriesofthefiveattributesandthreeArNE

itemsintheEuclideanspaceusingthescoresfbreachresponsecategory(see
Figure5b),wefbundthatallcategoriesdistributedorderlyalongthefirstaxis
fbllowingGuttmanscaling・Thecharacteristicsofrelationshipsbetweenthere-
spondent'sattributesandtheirresponsep誠ternstoilaturalandenvironmental

itemsinltalyare:rbremost,theseniorrespondents(A:5)，whohaﾉealowsocial
class,educationallevel,andfamilyincome,tendtoacceptthemostnegativeopin-

ionstoenvironmenta1issuessuｃｈａｓＥＣ:３ａｎｄＥＰ:3．Secondly§themiddle-aged

womenhayeanegativeattitudetowardnature(N:3)generally〉buttheyinclineto
supportneutralopinionsonenergyconservationandenvironmentalpreservation

(EP:2,ＥＰ:2)．Thirdly）theltalianmenunder50yearsold,ｗｈｏｈａＮ′emiddleor
higheducationallevel，socialclass，andfamilyincome，tendtosupportthemost

positiveopinionstoN:1，ＥＣ:１，ａｎｄＥＰ:1．Ｔｈｉｓｔｒｅｎｄｉｓａｌｍｏｓｔｓａｍｅａｓｔｈａｔｏｆ
Ａmericanmen

Ge7wza叩:ThedistributionofscoresfOrcategoriesofthethreeiteｍｓｒｅｌａｔｅｄｔｏ

naturalandenvironmenta1collsciousnessinGermanyisoppositetothesituations

inUSAandltaly(seeFigure5c)．Wefbundthatthemostpositivecategories
werelocatedintheright-handsideofthefirstaxis,andtheneutralandnegative，

ontheleft-handsideofthefirstaxis・Moreover,thereisnosignificantdifYerence

betweenthefirstandsecondeigenvalues(0.2206,0.1980),sowemustuseboththe
firstaxisandsecondaxistoexplainthecharacteristicｓｏｆｔｈｅＡＴＮＥｉｎＧｅｒｍａｎｙ

Ｔｈｅｍａｊｎｆｉｎｄingscanbesummarizedasfbllows：Firstofall,thoseyoungwomen

withhigheducationallevel，socialclass，andfamilyincome，tendtosupportthe

mostpositiveopinionstoN:1，ＥＣ:１，ａｎｄＥＰ:１，butmeanwhile，ｓｏｍｅｏｆｔｈｅｍ

ａｌｓｏａｇｒｅｅｔｏｔｈｅｍｏｓｔｎｅgativeopinionstoEP:3．Secondly§theseniormenwith

middlesocialclassandfamilyincometendtosupporttheneutralopinionsto

N:2,ＥＣ:２ａｎｄＥＰ:2,but,onthecontrary:ｓｏｍｅｏｆｔｈｅｍａｌｓｏｃｏｎｓｅｎｔｔｏｔｈｅｍｏｓｔ
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regardtotheATNEinBritainshowthatthepositivecategoriesarelocatedaround

theoriginofthefirstaxis，andtheneutraloptionsontheright-handsideof

thefirstaxisandthenegativeonesolltheleft-handsideofthefirstaxis(see
Figure5d)Basedonthescoresfbreachcategoryonthefirstaxis,wefbundthe
fbllowingfindingsonBritain：First,ｔｈｅｍiddle-agedrespondentstendtosupport
thepositiveattitudesinN:1，ＥＣ:１，ａｎｄＥＰ:1．Secondly〉theyoungerwomen，
withmiddleeducationallevel，socialclass，andfamilyincome，tendtosupport
theneutralopinions，ｌｉｋｅＮ:2，ＥＣ:２ａｎｄＥｐ:3．Finallyうtheseniorrespondents

withlowsocialclass,educa九ionallevel,andfamilyincometendtoapproveofthe
negativeopinions,ｓｕｃｈａｓＮ:3,ＥＣ:3.ａｎｄＥＰ:3．

ThejVethe湖ands：Similartothedistributionofscoresfbrcategoriesofthe

ＡＴＮＥｉｎＢｒｉｔａｊｎ，weconfirmedthatthemostpositivecategoriesofthethree
itemsrelatedtonaturalandenvironmentalissuesarelocatedaroundtheorigin
ofthecoordinates,theleft-handsideofthefirstaxisrepresentsneutralattitudes，

andtheright-handsideofthefirstaxisrepresentsnegativeattitudes(seeFigure
5e).WethenfbundthatthecharacteristicsoftheNetherlandsinaspectsofｔｈｅ
ＡＴＮＥａｓｆｂｌｌｏｗｓ：FirstofalLthemiddle-agedwomen，withmiddleeducational
level・socialclass，andfamilyincome，tendtosupportthepositiveoptionｓＮ:1．
ＥＣ:1．ａｎｄＥＰ:１，ｂｕｔｓｏｍｅｏｆｔｈｅｍａｌｓｏａｇｒｅｅｔｏｔｈｅｎｅｕtralattitudeN:2．Next，

themiddle-agedmenwiththehigheducationalleveLsocialclass,andfamily
incometendtosupporttheneutralattitudessuchasEC:２ａｎｄＥＰ:２，ｂｕｔｓｏｍｅ

ｏｆｔｈｅｍａｌｓｏａｇｒｅｅｔｏｔｈｅｏｐｉnionsN:１ａｎｄＮ:3．Finally）theseniorrespondents
withloweducationallevel、socialclass、andfamilyincomeinclinetoapproveof
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themostnegativeattitudes,likeＥＣ:３ａｎｄＥＣ:３．

舟α､Ce:Theconfiguratiollofresponsepatternstothethreenaturalandenvi-

ronmentalitemsandcategorieswithregardtothefiveattributesindicatesthat

thescoresfbrcategoriesrelatedtogender,educationallevel,socialclass,andfam-

ilyincomedistributedollthetwosidesofthefirstaxis・Thesecondaxisseparated

thepositiveandnegativeattitudestowardenvironmentalitemsintheupperright

quadrantandthelowerleftquadrant,respectively(seeFigure5f).Threeofmain
findingsonHanceareasfbllows：First，themiddle-agednenchwithhighsocial

class,educationalleveLandfamilyincometendtosupportthemostpositiveopin-

ionstoenvironment，ＥＯｌａｎｄＥＰ:１，ｂｕｔｔｈｅｙａｌｓｏａｇｒｅｅｔｏｔｈｅｎｅｕｔｒａｌａｔtitude

towardnature,Ｎ:2．Next・therespondentswiththemostpositiveattitudetoward

natureinclinetoapprOveoftheneutralornegativeattitudesontheenvironmental

item・FinallyぅｔｈｅｒｅlationshipsbetWeenattributesanｄｔｈｅＡＴＮＥａｒｅｓｏｖａｇｕｅ

ｔｈａｔｗｅｃｏｕｌｄｎotdividethenenchintodifhentgroupsbasedtheirattributes
andATNE・

ＪｑｐａｎｆＴｈｅｒｅｓｕｌｔｓofcorrespondenceanalysisshowaconfigurationofresponse

patternstothefiveattributesandthreenaturalandenvironmentalitemssimilar

toErance(seeFigure5g).Thescoresfbrcategoriesrelatedtogender,educational
level，socialclassandfamilyincomedistributeｄｏｎｔｈｅｒｉｇｈｔａｎｄｌｅｆｔｓｉｄｅｓｏｆ

ｔｈｅｆｉrstaxisbasedonGuttmanscaling，Thesecondseparatedthepositiveand

negativeattitudestowardenvironmentalitemsintheupperrightquadrantand

thelowerleftquadrant・WethenlearntthatthereisasimilaritytotheErench

distributionofscoresfbrthecategoriesofthefiveattributesandthreeenviron-

mentalissuesonthefirst､axis・Thecharacteristicsoftherelationshipsbetween
theattributesandresponsepatternstotheATNEinJapaｎｃａｎbesummarizedas

fbllows：First,theyoungerJapanesewithmiddleorhighsocialclass,educational

level,ａｎｄｆ８ｍｉｌｙｉｎｃｏｍｅｔｅｎｄｔｏｓｕｐｐｏｒｔｔｈｅｐｏsitiveopinionstoenvironment

EC:１ａｎｄＥＰ:１，ｂｕｔｍｏｓｔｏｆｔｈｅｍａｌｓｏａｇｒｅｅｔｏｔｈｅｎｅｕtralattitudetowardna‐

ｔｕｒｅｉｎＮ:2．Secondly〉theseniorrespondentswithloweducationallevel，social

class，andfamilyincomeinclinetoapproveoftheneutralornegativeattitudeS

towardenvironmentalissues，ｂｕｔｓｏｍｅｏｆｔｈｅｍａｌｓｏａｇｒｅｅｔｏｔｈｅｍｏｓtpositive

attitudetowardnature・Thirdlyぅitisdifficulttodistinguishwhichgroupsreally

showaneutralornegatiｖｅＡｒＮＥｂａｓｅｄｏｎｔｈｅｒｅｓｕｌｔｓｏｆｃｏｒｒｅspondenceanal-

ysisinJapan・Ｔｈａｔｉｓ，therespondentswiththemostpositiveattitudetoward

naturedidnotnecessarilyhavepositiveattitudestowardenvironmentinJapan・

AlthoughtheJapaneseATNEhasbeenrisingdramaticallysincethel970sbaised

onthelongitudinalanalysis,herewefbundthatitisstillinalowstatecompared
totheothersixnations“

Figure5bshowstheyoungerltalianshavemorepositiveattitudestowardnatu-

ralandenvironmentalproblemscomparedtotheseniors,buttheresultsobtained

bycorrespondenceanalysissuggestthattｈｅｒｅsponsepatternstotheATNEwere

seldominHuencedbytherespondent'sageintheothersixnations、Mostofmen

ineachnation,whohavepositiveattitudestowardenergyconservationandenvi-
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ronmentalpreservation,ｔｅｎｄｔｏｓｕｐｐｏｒｔｔｈｅ“ｍａｋｅｕｓｅｏｆｎ誠ure”opinionrather

than“fbllownature”one,butmenalsohayeamorepositiveattitudetowardna戸

turethanwomeninJapan・Ascommoncharacteristicsofthesevennations，the

respondentswiththehigheducationallevel,socialclass,andfamilyincome,often

hadpositiveattitudestowardenergyconservationandenvironmentalpreserva戸

tion,buttheydidnotnecessarilyhavepositiveonestowardnature・Basedonthe

relationshipsbetweentheattributesandresponsepatterｎｓｔｏｔｈｅＡｒＮＥ,ＵＳＡｉｓ

ｓｔｉｌｌｓｉｍｉｌａｒｔｏｌｔａｌｙｉｎａｌｌａspects・ＴｈeJapanesearesimilartotheAmericans

and‘theltaliansintheaspectsofattitudestowardenergyconservationanden-
vironmentalpreservation，butaredissimilartotheBritish,ｔｈｅGerman､andthe

Dutch・Ｏｎｔｈｅｏｔｈｅｒｈａｎｄ，theJapanesearedifferentfromtheAmericans、ｔｈｅ

British，ｔｈｅDutch，ｔｈｅHench，ｔｈｅGermans，andtheltaliansintheaspectof
attitudestowardnature．

4．ConclusionRemarks

ThroughdiscussingthelongitudinalchangesintheJapaneseattitudestoward

natureandenvironmentalissues，wehavefbundthattheresponsepattｅｒｎｓｔｏ

ｔｈｅＡＴＮＥｈａｽﾉechangedsignificantlyalongwiththedevelopmentofeconomy〉
theextensionofindustrialization，andtheincreasingofenvironmentalaccidents

inthepasthalfcentury・Inparticular,theJapaneSehavebeenpayingmoreand

moreattentiontonaturalprotectionandenvironmentalpreservationsincethe

earlyl970s・

Ｏｎｔｈｅｏｔｈｅｒｈａｎｄ，theresultsderivedfromcorrespondenceanalysisonthe

cross-nationalsurveydatawithregardtoattitudesandthenaturalandenviron-

mentalconsciousnessprovideduswithabeneficiallyvisualconfigurationofthe

scoresfbrcategoriesintheEuclideanspace・Asoneofourimportantfindings,we

havediscoveredthattheUSAissimilartoltalyぅGermanyissimilartoBritain

andtheNetherlands，ａｎｄＪａｐａｎｉｓｓｉｍｉｌａｒｔｏｎａｎｃｅｉｎｔｈｅａspectoftheATNE

fromamacroscopicviewpOint・IIlourcomparativestudy§werecognizedth誠the

fbrmationofattitudestowardnatureandenvironmentalconsciousnessdepends

notonlyonspecificculturalbackground，butalsoontherespondent'ssocialpo‐

sition，educationallevel，andeconomicsituationetc・Ｆｏｒexample，althoughthe

USAandltalyoccupytwoseparatespaces,boththesenationsshareamuchclosｅｒ

ｓｋｅｔｃｈｏｆｔｈｅＡＴＮＥｂａｓｅｄｏｎｔｈｅｒｅｓultsobtainedbycorrespondenceanalysis,ａｎｄ

Ｊａｐａｎａｎｄｎａｎｃｅａｒｅａｌｓｏｉｎｔｈｅｓａｍｅｐｏｓｉｔｉｏｎｉｎｔｈｅｓａｍｅｗａy・Thereasonfbr

thistendencymaybethatmostnaturalandenvironmentalfailuresoftenhappen

inalimitedarea,andthepeople'sunderstandingofnatureandenvironmentmay

begreatlychangedbytheseaccidents，Therefbre,weconcludethattheattitudes

towardnatureandenvironmentalissuesａｒｅinfluencedgreatlybytllelocalsociety

ratherthantheculturalcharacteristicbehindthecivilizationsystem・

Moreover，wehaveclarifiedthattherespondent'sattributescaninHuencehis

respoｎｓｅｐａｔｔｅｒｎｓｔｏｔｈｅＡＴＮＥｉｎａｎｙｓｏｃｉｅty6Inparticular，gender，educa-

狸９
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tionallevel,socialclass，andfamilyincomehavehighcorrelationwiththeatti-

tudetowardnatureandenvironmelltalissues・WealsofbundthattheJapanese
havedistinctiverelationshipsbetweentheirattributesandtheirresponsepatterns，
comparedwiththeAmericansandtheEuropeans・

Tbdaywearefacingdiverselytransnationalproblemsrelatedtonaturaland
environmentaldestruction，hencecross-nationalcooperationwillbecomemore

andmoreimportant・Therefbre，theapproachseekingcommongroundwhile
reservingdifferencesshouldbeconsideredasanadvantageousinstrumentinorder
topromotecooperationamongdifferentnations・Theanalyticalresultsofthe
characteristicsofthepeople'sattitudestowardnatureandenvironmentalissues

onanationalscalecanprovideuswithimportantrefもrencesinthenewcenturyb
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特集 ｢東アジア価値観国際比較調査」その１

束アジア価値観国際比較調査

－文化多様体解析（ＣＵＬＭＡＮ）に基づく計量的文明論構築へ向けて－

吉 野諒

EastAsiaValueSurvey

-FortheDevelopmentofBehaviormetricStudyofCivilizationonthe

CulturalManifoldAnalysis（ＣＵＬＭＡＮ)－

RyozoYosHINo

ThemainobjectiveofthisspecialissueistoshowsomedataanalysesoftheEastAsiaValue
Surveyconductedbythecross-nationalsurveyteamcenteredillthelnstituteofStatistical
Mathematics（ISM）during2002-2004．Thissurveyiscloselylinkedwiththelongitudinal
surveyontheJapaneseNationalCharacterillthepasthalf-centuryandthecross-national
comparativesurveyinthepastthreedecadesbyISM・Ourpastdataanalyseshaveshownthat
somestabilityandsomechangesofpeoples，attitudesandsocialvalues・Thedataanalyseson
thepresentsurveywiththosepastsurveyswillbeusefulfortheunderstandingsofthecountries
andregionsunderdevelopmentofintemationalcooperationorunificationasthe“EastAsia
Community.，，

Thisisanintroductorypaper・Ｉｗｉｌｌexplainａｂｏｕｔｔｈｅｓｕｒｖｅｙｏｎ“JapaneseNational
Character（JNC)，'aswellasitshistoricalbackgroundinSectionl,andexplainabouttheEast
AsiaValueSurveyintherelationshipswiththecross-nationalcomparativesurveyasan
extensionofJNCsurveyinSection2、Finally,inSection3,IwillbrieHyexplainthesignificance
ofdevelopmentofaBehaviormetricstudyoncivilizationas“ＤａｔａScience",whichisbasedon

therigorousstatisticaltheoryofsamplingmethods、Alsolwillexplainaboutourparadigmof
surveystudy,whatiscalledCulturalManifoldAnalysis（ＣＵＬＭＡＮ)．

Somedetaileddataanalysesonseveraltopicsbytheothermembersofthesurveyandmyself
willfollowthisintroductorypaper・

Keywords：CulturalLinkageAnalysis（CＬＡ)，CulturalManifoldAnalysis（ＣＵＬＭＡＮ)，
ＤａｔａScience,ＥａｓｔAsia,NationalCharacter,Cross-NationalComparison,NationwideStatisti‐
calSampling

キーワード：文化多様体解析〆データの科学，東アジア，国民性，国際比較調査，標本調査

本特集号の目的は，

序

統計数理研究所を中心とする国

際比較調査グループによる「東アジア価値観国際比較

調査一「信頼感｣の統計科学的解析」（吉野代表2002-

2005年度）のプロジェクトにおいて遂行された調査の

データ解析の一端を紹介することである．この調査研

究を提案した数年前の時点では，まだ，「東アジア｣と

いう言葉さえ，その範囲すら必ずしも明瞭ではなかっ

たが,折しも，この地域の政治･経済の急激な変化,ＥＵ

に匹敵するような地域共同体の編成として，ＡＳＥＡＮ

を拡大した｢東アジア共同体構想｣なるものが各所，各

大学利用共同法人情報･システム研究機栂統計数理研
究所，及び総合大学院大学先導科学研究科生命体科学
専攻

(ThelnstituteofStatisticalMathematics,Tokyo，
Japan.）

連絡先：〒106-8569東京都港区南麻布4-6-7
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国で提案，議論される時代となった．その成功へ導く

鍵となる基本情報の一端を収集するために当該地域の

国民性の比較調査を企画したことの意義が再確認され

たといえる．ただし，今後，我々の調査データの一般

公開を含め，多くの方々による解析を促進するという

課題が残っており，また，そのデータ解析から如何に

社会に役立つ情報を抽出し，政策立案等の基礎情報を

提供し社会に貢献するかという本当の課題が待ってい

る．その課題解決のために，本特集号における本研究

の背景説明が，世界の人々にとって東アジアの近い将

来を予見するための手がかりとして，少しでも役に立

つことがあれば幸いである．

以下の１章では，本調査研究の源である「日本人の

国民性｣調査とその時代背景について，第２章では，そ

の拡張としての「意識の国際比較」調査について概説

し，「東アジア価値観国際比較｣調査がそれらの延長上

に位置づけられることを説明する．最後に第３章にお

いて，「データの科学｣という我々の統計哲学に基づい

た調査データの研究方法論としての「文化多様体解析

(ＣＵＬＭＡＮ)｣について概説する．本論文に続いて，各

研究者により各研究テーマについて，具体的なデータ

解析が例示されるであろう．

１．「日本人の国民性」調査

一歴史と実践と理論の三位一体一

統計数理研究所では,1953年以来,半世紀にわたり，

５年毎に成人の男女を対象に「日本人の国民性｣に関す

る調査を続けている.昨春(2004年)には,１１回目(2003

年秋）の調査結果が公表された．

この調査の先駆として，戦後（1948年）にＧＨＱ／

SCAPの指示で,統計数理研究所,国立教育研修所,あ

るいは後の国立国語研究所のスタッフとなる研究者た

ちを含め，日本全国の社会学，心理学，言語学，その

他の関連分野の研究者が集まり遂行された「日本人の

読み書き能力調査」がある．これは現実の課題解決の

ために各分野の人々が集合した，学際的事業であった

(読み書き能力調査委員会，1951)．

この調査の背景には，日本語の漢字使用が初等・中

級教育に困難を生じ民主主義の発展を阻害しているの

ではないか，日本の公用語をローマ字化すべきではな

いかという議論があり，この問題に関連して米国から

の教育使節団が訪れている（村井訳，1979)．しかし，

当時の占領軍は彼らの考えを直ちに押し付けるのでは

なく，現地の実態と住民の意向を尊重して事を進める

という方針をとった.それが民主主義の大義であった．

文部省の統括の下に，日本全国から各分野の関連研究

者が集合し，戦後初めての学際的研究調査プロジェク

トが，現実の政策立案のための基礎情報収集として開

始された．

当時この仕事に携わった人々はＣＩＥ（民間情報教育

局)ライブラリーから入手した書籍を勉強しながら，日

本の事情に則した標本抽出計画を練った(木田，2001；

高倉，2004；柳原，1998)．（実は，標本抽出理論自体

は戦前，既に大正１３年亀田豊治朗の先駆的研究によ

り,単純ランダムサンプリングの精度計算がなされ,日

本での第一回のISIで報告されていた［高橋，2004,p、

109]．しかし，これは実践に結びつかず，戦後に米国

から輸入されるという形になってしまった．どんなに

すばらしい理論でも，実践に結びつかねば発展しない

という例の一つである.)小田原で実験的に全数調査が

遂行され，その有効回収票から無作為抽出した回収票

(標本)に基づいて計算した推定値と実際の値(母集団）

とを比較して，標本抽出理論の有効性を確認したとい

う．この成果を受けて，戦後民主主義を発展させる基

盤となる科学的（統計的）世論調査が官民で推進され

ていくことになる（林，1990；今井，1996a,1996b，

1997)．ここで開発された実践的標本抽出法を活用し

て,昭和28年には統計数理研究所の｢日本人の国民性」

調査が開始されることになる．これは，さらに米国の

ＧＳＳなど,諸外国での同様の時系的調査開始の刺激と

なっていく．

これらは表の話である．実は現在の視点で当時の世

界の流れを眺めると，戦前，戦中，戦後にわたり，米

国社会学会では戦争相手国の「国民性」や「読み書き

能力」が戦略や占領政策立案のために大きなテーマと

なり，各国，各地で関連する調査研究が遂行されてい

たことが分かる（Inkeles,1996)．他方，戦中の太平洋

諸島では,日系人による日本人捕虜の尋問調査により，

戦略が大幅に効率化され，また戦後の占領政策の骨子

作成に利用するための重要な情報を収集することに成

功している．山本（2001）の著書「日本人捕虜は何を

しゃべったか」の表（P､181）には天皇，軍部，マスコ

ミ，政府に対する信頼感のデータが示されている．天

皇への不信は０％,軍部への不信の高さ，マスコミへの

信と不信の桔抗など，わずかこれだけの限られたデー

タだが，戦後の天皇の位置，軍部の処置，政府やマス

コミの改革など，占領政策立案に見事に反映されて
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いったのではないか．

また，戦後には，各国や各地で，人々が民主主義発

展の必要条件としての読み書き能力（一部のリーダー

に盲目的服従をしない条件としての基礎学力）が調査

されていった．日本調査の背景には，1932年のトルコ

の国字改革研究を念頭に置き，また検閲の簡便化をも

検討していたHallが関与していたことがある（アン

ガー，２００１，４章)．しかし，当時の彼らが卓見であっ

たのは，調査遂行を現地の研究者（統計学者，文化人

類学者）に任せたことである．占領軍側の本当の目的

が日本側には知らされていなかったために，日本人の

現地調査監督者や調査員にバイアスのかからない調査

(いわばＤＯＵＢＬＥＢＬＩＮＤ法)ができ，結果として,現

地の実態や住民の意向を的確に調査できたといわれ

る．それらの調査に関与した人も，当時すぐには自身

が関与した仕事の本当の意味(米側の目的）は知らず，

後になって，米側の責任者の回顧録(パッシン，1981）

等によって真の目的が理解できたと告白している．現

実には，米国側にも日本語のローマ字化には様々な議

論や思惑があったようだが，形としては先の「読み書

き能力調査」の結果を受けて，日本人の十分な能力を

確認し日本語は生き残ることになった．

実は，戦後，米軍のアジア戦略上の要地であった奄

美大島，琉球などでも住民調査が遂行され，その報告

書が極秘裏で米国本土へ送付されている．調査の担当

は，後に米国Ｏｈｉｏ大学の社会学教授となった日系人

将校Ishinoであり，その報告書や手紙はPOSＲ(Pub‐

licOpinion＆SociologyResearchDivision）文書の

一部として保管され，機密解除後，１５年ほど前に日本

側に返還され，現在は（財）日本世論調査協会が保管

している．このIshinoの報告書の中には,｢現地の優秀

な若手の統計学者(草創期の統計数理研究所員であり，

後に総務省統計局の参事となり，一昨年の９月に亡く

なられた）水野坦氏と二人の文化人類学者の助力を得

て調査を遂行した」という主旨の記述がある．現実に

は，住民運動や政府間の裏交渉など複雑な政治上の駆

け引きがあったのだが(エルドリッヂ，2003)，いずれ

にせよ，形としては住民調査の結果を受けて奄美は戦

後比較的早い時期に日本へ返還されたが，沖縄の返還

は昭和47年まで延ばされるという運命をたどること

になる．

今回のイラク戦争では，日本の識者が米軍による戦

後の「日本占領モデル」は適用可能かと問われ，多く

は「明治以降，民主主義の歴史のあった日本とアラブ

諸国とは異なる」と回答したそうである．しかし，そ

れは正解の半分であろう．戦前，戦中の慎重な調査研

究，戦後の日本で，信頼のできる現地人によるパイア

スのない調査を遂行し，それを施策の基盤とした「米

国モデル」の重要さを米国自身が十分に認識していれ

ば，今回のイラクでもはるかに適切な対応ができたで

あろう．Newsweek(0ct､22,2003)などによると，今

回は，失敗を続けた後ようやく，現地の人々を雇用す

ることにより味方につけるという，どちらかといえば

戦後の「米国」モデルに近い発想へ進み始めたようだ．

いずれにせよ，「読み書き能力調査｣は戦後の民主主

義を発展させるために民意を広く偏らず汲みあげるた

めの「世論調査」の基盤を整える契機ともなった．戦

後の物資不足の中で用紙の配給をＧＨＱが握っていた

こともあり，新聞各社はＧＨＱの指示により，統計数理

研究所の指導を受け，統計学的に厳密な世論調査を確

立していったのである(今井，1996a,l996b,1997)．戦

時中にできた研究所が次々と廃止されていく中で，統

計数理研究所(開所1944年）は，戦後民主主義の科学

的基盤を支える使命を担い，新たに出発したのであっ

た(吉野，1997)．

民主主義発展のための世論調査は，ＧＨＱの圧力の

下で開始されたと言えるが，統計理論上からは，整備

された住民票や選挙人名簿が活用できる日本のみが理

想に近い標本抽出（偏よらない回答者の選び方）が可

能となっている．戦後，長年にわたり「日本の民主主

義は民主主義ではない」という欧米からの批判（日本

異質論）があったが，奇妙なことに，米国を含め，他

の国々では，割当法など，統計学上は望ましくない標

本抽出方法に甘んじているのが実情である．（米国の

2000年大統領選挙や２００２年中間選挙のマスメディア

による予測失敗は，象徴的であった.）つまり，世論調

査の方法に限って言えば，日本が最も民主主義的で科

学的なのである．

このような流れの中で，「読み書き能力調査｣で開発

された実践的技法を活用して，１９５３年(昭和２８年)に

統計数理研究所による「日本人の国民性」調査が開始

された．先述のように，米国の社会学会では，戦中か

ら戦後にかけて戦争や占領の相手国の国民性に対する

関心が増大していた頃であったが，不思議なことに日

本の側で，当時，この背景について意識して調査に携

わってきた人は，必ずしも多くはなかったようだ．統

計数理研究所・元所長の林知己夫によると，米国が本

当の目的を知らせずに，日本人自身に各種の調査を遂
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行させていったということである．

「日本人の国民性｣調査は，今日では，内閣府政府広

報室の「社会意識に関する世論調査｣，ＮＨＫの「生活

時間調査」と共に日本の三大標本調査として有名に

なった．さらに,米国の｢一般社会調査GeneralSocial

Survey」や「世界価値観調査WorldValueSurvey｣，

ヨーロッパＥＵの「ユーロ・バロメターEurobar・

ometer｣など，世界の各国の大規模な調査や国際調査

を開始させる刺激となったと言われている．

「日本人の国民性｣調査は半世紀にわたって継続され

てきたが，この調査や次節で述べる国際比較調査で明

確に浮かび上がってきた日本人の特徴は，例えば次の

ようなことである．

一つには，長年，日本人の意識を探る上で，「伝統と

近代」の対照軸があり，価値観や態度の種々の側面を

これに関連づけることができた．欧米流の「近代化理

論」（富永，1999)の中で各国の発展が論じられてきた

が，特に，日本の場合，「伝統」と「近代」が必ずしも

対立するのではなく，矛盾なく併存している側面が

あった．これは，明治以来の欧化政策，「和魂洋才｣を

経てきた結果でもあろうか．しかし，この対照軸も

1973年ぐらい（オｆルショックや，環境問題が大きく

なってきた頃）に若年層から徐々に崩壊の兆しを見せ

はじめ,さらに1990年代からは全体として混沌とした

様相を見せている．おそらく，世界経済の一翼を担う

ようになった日本が参考にすべき先行モデルのない状

況で，伝統的産業社会から高度情報化社会への移行期

における人々の意識の混乱を示しているかとも思われ

る．たとえば，対人間の信頼感にも混乱が見られるよ

うになったかもしれないが，これは直ちには，人々の

信頼感が損なわれているということではあるまい．

ＮＰＯなどのボランティア活動は，かつてなかったほ

どに盛んになってきたのである(林，入山，1997)．お

そらく，社会の再構築の混乱の中で，人々の善意のエ

ネルギーが新たな場に流れ込んでいるのではないであ

ろうか（Yoshino,2002)．

基本的な人間関係については，日本人固有の「義理

人情｣的態度は半世紀にわたりほとんど不変であった．

国民性に関する諸側面では，例えば政治・経済に関係

する側面は比較的短期の変動も見られる.例えば,1990

年代からの経済的低迷の下で，日本人の科学技術に対

する自信も低下が見られるし，政治に対する期待や信

頼も混迷を深めている．しかし，人間関係における態

度や意識は，日本人のみならず，一般に長期にわたり

変化し難いものであるようである．これは海外移民や，

政治・経済体制の変化に伴う「文化変容」について考

える場合にも重要である．例えば，ソ連や旧共産国の

崩壊，「社会主義｣中国の急激な変化について，社会体

制と各国民の意識や態度の相互関係というような社会

学の大問題を考える際には重要であろう．

国民性研究の大家Alexlnkeles(1996)は，常々 ，政

治や経済の要因は，国民性の一部としては考えるべき

ではないと強調している．しかし，同じような経済状

態にあっても，例えばフランス人は悲観的，ブラジル

人は楽観的であるというようなこともある．1980年代

の日本は経済的には世界のトップクラスに踊り出たに

もかかわらず，日本人の満足感はそれほど高く示され

なかったが，近年は不況にも関わらず，むしろ満足感

は高く示されているというパラドクスも報告されてい

る．したがって，政治・経済も国民性と分離できない

側面があるのである．これについては，私はインケル

スと議論したことがあるが，結局，同じ状況に対して

の反応は国民によって異なるのは確かであろうが，政

治・経済状況の各国での客観的差異を割引いて考慮す

べきという結論では一致した．

宗教的な態度については，日本人の約３分の１が実

際に信心をもち，年齢を重ねるうちに信心を持つよう

になっていく傾向がある．また，信心していない人々

も含めて，全体の6～7割もの人々が「宗教心は大切」

と回答している．これらの傾向も約半世紀にわたり，ほ

とんど不変であった．欧米一般と比べて，これらのど

れも日本人が欧米人とは異なる点として浮かび上がっ

ている(オランダ1993年調査でも年齢の高い方が信心

している率が高かったが，これはコホート効果で年齢

効果ではなかった)．なお，海外（ハワイ，ブラジル，

米国西海岸）の日系人についても，宗教心及び人間関

係（義理人情的態度）については，日本にいる日本人

と同様の傾向があることが確認されている.(欧米人に

｢義理人情｣がないと言っているのではない．日本人が

｢義理人情｣を感じる固有の場面での意識や態度と比較

した結果であり，他の場面や状況では各国の人々もそ

れぞれの形での「義理人情」を示すのかもしれない.）

詳細は第１～第５「日本人の国民性」（至誠堂，出光

書店)，あるいは林(2001)，吉野(2001)，林･桜庭(2002）

を参照していただきたい．



吉野：東アジア価値観国際比較調査 137

２．「意識の国際比較調査」

我々の研究は，1971年頃から，国民性をより深く考

察する目的で日本以外に住む日本人･日系人を初め,他

の国の人々との比較調査へと拡張されてきた．

初めからいきなり全く異なる国々を比較しても，

我々のような意識調査では計量的に意味のある比較は

出来ない．言語や民族の源など，何らかの重要な共通

点がある国々を比較し，似ている点，異なる点を判明

させ，その程度を測ることによって，初めて統計的｢比

較」の意味がある．この比較の環を徐々に繋ぐことに

よって，比較の連鎖を拡張し，やがてはグローバルな

比較も可能になろう．我々は，この方針の下で，国際

比較を進め，「連鎖的調査分析(CulturalLinkage

Analysis,ＣＬＡ)」と呼ぶ方法論（Suzuki,1989）の確

立を目指してきた．様々な国を比較する時は，翻訳の

問題,各国固有の調査方法の違いに関わる問題など,そ

もそも国際比較など可能なのかが大問題となる．厳密

に言うと，我々はこの「国際比較可能性」を追求する

ための方法を研究しているのであり，単純に調査結果

の表面上の数値を比べ,解釈しているわけではない.こ

こにおいて，「データの科学」（林，２００１；吉野，２００１；

Yoshino＆Hayashi,2002）と称する統計哲学を計量

的文明論（林,２０００；吉野，2001）のために試行錯誤

しているのである．

また，最近では，世間一般で国際比較調査が数多く

遂行されているようであるが,資金さえ十分あれば,ど

この国でも我々の取り扱うような統計的標本調査がす

ぐに可能であるわけではない.対外的な政治的理由,国

内事情により，調査が不可能なこともある.例えば,統

計数理研究所が国際比較調査として最初（1971年）に

企画したブラジル日系人調査では，当時，軍政下のブ

ラジル政府からはピザが発給されず，急速，ハワイ日

系人調査へ変更したというエピソードがあった.また，

中国や東南アジアの国々の中には正確な国勢調査の統

計がなかったり，全国レベルの正確な戸籍簿や住民票

などが一般に手に入るような状況ではなかったり，偏

らず適切に国民を代表する調査データを得るのは容易

ではないところもある．

今日までに，我々のグループが調査した地域や国々

表1．統計数理研究所の国際比較調査

実施年

'971

1978

1983

1987

1988

日系人関係

ハワイ在住の日系人

ハワイ住民（日系人を含む）

同上

イギリスのイギリス人

同上

1992ブラジルの日系人

l993

1998-1999米国本土（西海岸）の日系人

l999-2000ハワイ住民（日系人を含む）

2001-2002

2002-2003

2003

2004

調査対象
(サンプルサイズ）各国全国規模の標本抽出調査（サンプルサイズ）

(434）

(751）

(807）

(1,043）

(499）

(492）

(346）

(500）

米国本土のアメリカ人

(旧）西ドイツのドイツ人

フランスのフランス人

米国本土のアメリカ人

日本人（Ａ調査）

イタリアのイタリア人

オランダのオランダ人

中国（北京，上海）

日本

中国（北京，上海，香港）

台湾

韓国

シンガポール

(1,571）

(1,000）

(1,013）

(1,563）

(2,265）

(1,048）

(1,083）

（1,087,1,042）

（787）

(1,062,1,053,1,057）

（732）

（1,006）

（1,037）

注）ハワイ調査はホノルル市のみ．中国も北京や上海の中心市街地のみ．ブラジル調査はサンパウロを中心とす

る地域．上記の1993年までの調査については，「国民性七か国比較｣(林他，1998,出光書店)を参照せよ．近年の
｢東アジア価値観国際比較調査｣を含む多くの研究成果は統計数理研究所･研究リポート等として発刊されている．
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には，表lのようにハワイ（日系人･非日系人)，ブラ

ジル（日系人)，米国本土（一般及び日系人)，イギリ

ス，フランス，ドイツ，イタリア，オランダの他，中

国や東南アジアの国々が含まれる．特に，2002年度よ

り４か年計画で，日本，中国（北京･上海･香港)，韓

国，台湾，シンガポールを含む「東アジア価値観国際

比較調査一「信頼感｣の統計科学的解析｣を遂行した．

本特集号はその調査メンパーによるこれまでのデータ

解析の一端を示すものである．

我々の調査では「国民性」という言葉を用いている

が，これは過去の経緯でニックネームとして用いてい

る言葉であることに御注意願いたい．この国民性とい

う概念は，一方で社会学や生物学などでは，そもそも

そのような概念の定義や実証性が大きな問題となり，

他方では広く一般社会でも民族間の衝突に関与してき

た,学術的にも社会的にも問題のある言葉であった.そ

のため，場合によっては過敏なほどに，この言葉の使

用を避ける人々も多いのである．我々の立場は，国民

性の特定の定義にとらわれず，実証的な「国民性」な

どというものが存在するにせよ，しないにせよ（ある

いは，一部の国の人々にだけにそれが存在するにせ

よ)，またそれが比較的永続的な部分も，逆に政治･経

済状況等により短期的変動を見せる部分もあるにせ

よ，「人々の意識構造｣について，各国民の統計的な(科

学的な）調査を遂行して浮かび上がってくる重要な情

報を捉えるべく，データの収集とその解析の方法を開

発しようと意図するものである．この点では，我々は

Inkeles（1996)と同様の認識を持っているといえよ

う．

一般に，科学において，最も重要な概念は，実は未

定義のままであることが多い．例えば，物理学におい

て「力」は最も重要な概念の一つであろうが，それ自

体の定義はない．力学的な力や電磁気的な力の単位に

対しては，それぞれ厳密な操作的定義が与えられてい

る．しかし，「力｣一般の定義はないのである．同様に，

我々のテーマの「国民性」という最も重要な概念にも，

作業仮説的な定義や仮説はともかく，確立した定義な

どないのである.その定義がなされたときは,このテー

マについて世の中の全てが判ってしまったときであろ

うが，それは近い将来にはありそうにない．しかしそ

れゆえに，他方で，「国民性｣に実証的にアプローチす

るためには，調査におけるデータの収集法，解析法な

どは科学的に厳密に定義し，管理しなければならない

のである。

多くの研究者がそれぞれの国民性の定義や方法論を

提案して，特にアメリカ流の研究者は，「個人｣の集合

としての「国民」の科学的研究として，例えば精神分

析学を利用している．しかし，我々，長い歴史を持つ

日本人であれば，人は「個人」ではなく「人間（じん

かん)｣に暮らす存在と見る．そして，その理解のため

には，自然に歴史の流れの中で，人々の相互作用から

現われる関係を相補的に把えるのが妥当と考える．こ

のような研究視点の違いには，ＷＡＳＰ（アングロサク

ソン系の白人新教徒）中心の米国が短い歴史しかもた

ず，その繁栄を科学技術が支えていること，一方で日

本は長い歴史があり，現在の我々の社会を常に歴史の

観点から位置づけるという認識の違いがあることを反

映していると思われる．（あるいは,１９世紀の欧米の社

会学が「歴史」を科学的に取り入れることに失敗して

きたことが影響を与えているという観点も考慮すべき

か.）

「日本人の国民性｣が国際比較の枠組みの中で，より

明確に浮かび上がってきたことも多い．前述したよう

に，宗教的態度や人間関係における意識や態度は，日

本人固有の側面もある．さらに，例えば，日本人は両

極端な回答を避け，「中間回答（｢ふつう｣，「どちらと

もいえない｣，「場合による」等)」を選択する傾向が強

いということは幾度も確認されてきた．ハワイやブラ

ジルの日系人調査でも比較的同様の傾向があると言わ

れてきたが，米国本土の日系人(吉野編，2000)はそう

ではなかった．これは，米国本土のような多民族社会

では以心伝心は通じず，明確な自己主張をしなければ

生きていけないという，社会環境と性格の相互作用の

結果であろう．一方で，バイリンガルによる比較調査

では，同じ日本人でも日本語で質疑応答する場合と英

語でする場合では，回答傾向が異なることも判明して

きた．つまり，中間回答傾向は，文化，社会と広範に

関連した言語の特性とも言える（Kuroda＆Suzuki，

1989ｂ；吉野，1994)．

我々の国際比較調査の詳細は，「国民性七か国比較」

(林，吉野他，1996)，「心を測る」（吉野，2001)，吉野

(1994)，Yoshino＆Hayashi(2002)，Yoshino(2002)，

｢国民性論」（Inkeles著，吉野訳，2003）の附章「日本

における国民性研究の系譜」（吉野著)，「学際｣の特集

号（No.12,2004b）や，一連の統計数理研究所･研究

リポートや調査報告書，それらの参考文献を参照され

たい．

なお，余談ではあるが，総務庁（現内閣府）の「青



吉野：東アジア価値観国際比較調査 １３９

少年の意識の国際比較」は，1972年以来５年毎の時系

列国際比較調査として今日まで継続している貴重な事

業であるが，これは当時，総務庁青少年対策本部に在

職されていた，千石保氏(現青少年問題研究所･所長)，

遠山敦子氏（前文部科学大臣）が，当時，海外調査を

展開し始めた統計数理研究所の西平重喜所員（現名誉

所員）と共に，開始したのであった．

３．計量的文明論の確立に向けて

3.1．「データの科学」と「文化多様体解析ＣＵＬ‐

ＭＡＮ」

最近，「データの科学｣という言葉が各所で使われ始

めた．しかし，「データの科学｣という言葉を行動計量

学の研究者が用いる場合は，故･林知己夫元会長を中

心に２００１年頃より出版物（朝倉書店･データの科学シ

リーズ，林，2001；林文･山岡，2001；吉野，2001)で

唱えられているような意味で用いられることを意図し

ている．すなわち，これは現実社会の課題解決のため

の実験や調査の企画から始まり，データ収集からデー

タ解析までの全過程を通して現象を理解するという哲

学である．戦後の数十年にわたり，数理統計の机上の

論理に反発して登場した｢統計数理」（これは研究所の

名前ではない)，「数量化」（林･水野･青山，1952）（こ

れは多変量解析の特定の技法ではない),｢行動計量学」

(林，1993b)，「多次元データ解析」（多変量解析と数学

的には強く関連しているが，哲学的には区別されるべ

き）（林，l993a；林，2001,107-108；林，飽戸，１９７６

参照)，そして「調査の科学」の延長上に昇華された，

社会科学分野の複雑現象を解析するための新たな統計

哲学である（この経緯については，林，２００１；高橋，

2004；森本，２００５も参考となろう)．

この「データの科学」に至る過程で，一つには本特

集号でも取り上げている「意識構造の国際比較」調査

研究において連鎖的方法論（CＬＡ）という研究パラダ

イム（1978年の米国調査において林が着想）が生み出

されたのであった（詳細は，林，2001；吉野，2001；

Yoshino＆Hayashi,2002)．この連鎖的方法論に関し

て，我々は過去の研究を通じて，以下のような認識を

強めてきた．

我々は国際比較可能性を追求する中で，指標や尺度

の比較可能性と適用範囲に一種の相補性(森を見るか，

木を見るか)があることに留意している．即ち，グロー

バルに標準化された指標や尺度は，各国間の概略的な

様相を現わすが，各国の事情の差を考慮した深い分析

に供するのは難しい．逆に，例えば日本の事情を詳細

に考慮した敏感な指標は，海外との比較には適さない

ことが多い．ここで，我々は，「特定のテーマに関する

指標や尺度（質問項目群）の母集団」からの標本抽出

と誤差の理論を考えることになる．例えば，ある単一

の項目は同一言語ですら，その表現をわずかに違えた

だけでも大きな回答差を生じることがあり，仮に国際

比較で２国間の差を見出してもそれが本質的なもの

か，単に翻訳表現の微妙な差の効果か直ちには判断し

難い．しかし，質問項目群全体（複数の項目）に対す

る回答データを多次元パターン分析すると，多少の表

現の差や標本抽出法の差違に依らず，多国間の比較的

安定した回答パターンが得られる（吉野，2001)．

やがてこのような考え方は整理され，以下のような

3種類の比較の連鎖を徐々に拡大し，やがては多様な

項目に関してグローバルな時系列的かつ国際比較を目

指すという，文化の連鎖的比較の方法論が発展したの

である．即ち，

ｌ）時系列的連鎖(temporallinkinherentinlongi‐

tudinalanalysis）

例えば統計数理研究所による「日本人の国民性」調

査のような長年にわたる継続調査が想定される.５ヵ年

毎の各回の調査（時間の局所チャートtemporallocal

chart)が少しずつ重複しながら，その時代，時代をカ

バーし，それらが全体として長期の時系列調査（tem‐

poralatlas）を構成する．（図ｌ参照)．

さらにこれは以下の３)と関連するが，各時代の調査

に対応する調査票（調査項目群）の項目を時代ととも

に少しずつ修正，または新項目に入れ替えていく必要

があろう．長年にわたる比較では徐々に比較尺度の内

容や表現を適宜に変えていかないと，計測の意味がな

『日本人の国民性」の継続調査

第１回第２回 第１１回

ＫＳ１ＫＳ２。．・ＫＳ１１

（1953年）（１９５８年）（2003年）

図１．時間の連鎖（時系列的連鎖）

各調査が各時代をカバーしながら，連鎖をな

し，対応する調査票(項目群）も連鎖をなす．
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くなってくることもある．（例えば,物価指数や株価イ

ンデックスの場合でも，物価指数を計算する基礎とな

る生活用品等の集合，日本の産業を代表する株式会社

の集合は,５０年前と今と同じでよいはずがない.）この

場合，ただ新たなものを取り入れ，新たな尺度へいき

なり移行すればよいのではなく，比較の連続性が保障

されるように，ある期間は古い尺度と新たな尺度とを

併用して対象を計測していき,双方の尺度の一致性,連

続性，また必要であれば変換式［Ｃｆ､物理学における

ゲージ理論］などを考察していき，それが明確になっ

た時点で新たな尺度へ移行する．そういった尺度使用

の連鎖を拡大することにより，短・中期の比較尺度を

徐々に繋げた長期の変動傾向を表すパターン分析が可

能となろう．

２）空間的連鎖（spatiallinkinherentincross-

nationalanalysis）

いきなり全く地理的にも文化的にも離れた国々や社

会集団同士の意識を比較しようとしても，異なる言語

での｢同じ｣質問項目の調査を保障する点において，疑

義が生じやすく，場合によっては解析法や解釈におい

て誤解が生じる危倶がある．その点に鑑み，文化・歴

史・人種や民族等の重要な属性において，ある程度の

共通性が想定される国々 や集団間（spatiallocal

ハワイ在住

一 ー

(a)．１次元的連鎖

これは２吹元的であるが

対象が多くなると多次元

となる

（b》･多次元的連鎖

図2．空間の連鎖(国際比較等，異なる集団の比較）
各調査は特定の国・地域・社会集団をカバー

しながら，連鎖をなし，対応する調査票（項
目群）も連鎖をなす．

Chart)の比較の連鎖をはじめとして，徐々にその連鎖

を拡大し，空間比較の地図帳(spatialatlas)を構成し

ていく．やがてはグローバルな世界的比較も可能とな

ろう(図２参照)．ここでも，以下の３)に関連して，各

国・地域でのそれぞれの調査票（調査項目群）も，空

間の連鎖に対応して，連鎖を構成する．

３）項目の連鎖（item-structurelinkinherentin

thecommonalitiesandtheitemresponsepattems

withinandacrossdifferentcultures）

これは，まず上記の１)と２)のそれぞれの場合(tem‐

porallocalchart)，各測定対象(調査国や集団spatial

localchart）に対応する調査票，即ち，質問項目の集

合（itemlocalchart）が定まる．時系列的調査では，

質問項目の表現や内容を，共通なものを大幅に残しな

がらも，必要に応じて，少しずつ古い項目と新たな項

目を入れ替えていき，「調査の継続の意義」と「調査尺

度の連続性」の双方を担保していかねばならない．国

際比較では，同じ比較テーマ，例えば「信頼感」につ

いて調査するとしても，欧米諸国では意味のある比較

尺度となっている項目も，東アジア地域ではそのまま

翻訳しても文化背景の違いからあまり意味を為さず，

別の表現の項目で調査すべきということもあろう．こ

のような事実に鑑みて，時代の変換の幅，国際比較の

対象の広がりの範囲を考慮して，ある特定の時代（期

間）の比較対象となる国々や社会の集合に応じた適切

な尺度（調査項目群）で構成される調査票が必要であ

る．

（Ｃｆ､ここで述べている項目群と調査の精度につい

て，Guttman｢[1982]の考え方が参考になる．すなわ

ち，あるテーマに関する類似の表現の質問項目の母集

団を想定し，具体的な項目一つ一つは，その母集団か

ら抽出されたものと捉え，統計的標本抽出理論によっ

て，人間の社会の母集団からの標本抽出に伴う誤差が

計算できるように，質問項目の母集団から抽出された

個々の表現(国際比較の場合は異なる言語）の項目は，

ある程度の誤差を伴いながらも，「同じ｣母集団から抽

出された同じ意味の項目として捉えられ，それらの対

応する回答データも比較可能であると考えるのであ

る．我々の用語では，各テーマの項目群が全体として

項目帖(itematlas)をなすと表現する．これは直ちに，

国際比較において，異なる言語で表現された｢同じ｣項

目に対する回答データの比較可能性についての考え方

に通じる.）(図３参照）

これらの１)，２)，３)の各調査対象(連鎖のリンクの
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の包含関係から，やはり項目の階層構造が得られるの

である．

これらの構造において，Chartの重複がうまく接続

(connection）されることが連鎖の拡張の条件となる．

例えば時系列では，調査項目群が尺度としての連続性

が保証されること，国際比較では２調査で鍵となる共

通の地域･国が含まれ,それらが矛盾のない回答パター

ンを示すことなどである．例えば，我々の「日欧米七

か国調査｣(1988-1993)と｢東アジア価値観調査｣(2002-

2005)では,双方に日本(1988年と2001年)が含まれて

いる．もし，双方のデータが特定の項目や尺度に対し

安定した回答パターンを示したとすれば，時を置いて

も安定した側面として,２調査を接続し,同じ枠組の中

で比較できよう．あるいは,２調査をそれぞれの枠組の

中で比較し，その双方の結果における日本のパターン

の異同を参考に，全体の傾向について言及できよう．

このような観点からの解析のパラダイムを，文化多

様体解析（CulturalManifoldAnalysis,ＣＵＬＭＡＮと

略す）と呼ぼう．問題は，この比較チャート間の尺度

の繋ぎ(チャートＡの尺度とチャートＢの尺度が，Ａ

とＢの和集合のチャートにおける尺度や解析方法等）

をどのようにあたえるかを示すことが課題となる．尺

度の時間的安定性，国際比較での様々な非標本誤差を

伴う条件のもとでの安定した回答パターン解析法な

ど，「適度に敏感で，かつ適度に鈍感な｣尺度項目の設

計とデータ解析法が求められ，その知見が蓄積されて

いき社会で共有されていくことが肝要であろう(図４

参照)．

この解析法の試行には，次のような多重な意味での

(人文社会科学における,あるいは調査データ解析にお

ける）「相補性原理(PrinciplesofComplementarity)」

が示唆される．

１）理論と実践における相補性：データ収集の実践

方法（調査方法）と理論（データの代表性や誤差推定

計算を与える標本抽出理論など)は，互いに他方を支

え合い，正当化する．

２）比較すべき国々や社会集団の範囲における相補

性：日本全国か，アジアの国々か，グローバルな世界

の国々か，先進工業国か発展途上国かなど，に応じて

調査項目の比較の妥当性や信頼性が影響される（比較

調査対象の範囲において，森を見るか，木を見るか）

３）調査テーマの範囲における相補‘性：単一のテー

マに焦点を当て深く分析するのか，多様な側面を包括

して概括的に調査･解析するか（データ解析において，

近代化社会としてＡ，Ｂに共通

吉野：東アジア価値観国際比較調査

Ｂ
に
固
有

日常的な社会生活，人間としての

基本的感情や気持ちに関係するも

のとしてＡ，Ｂにある程度共通

図３．項目の連鎖(例）

一つ）に対応する局所チャート（localchart）が考え

られることに注意する．そして，この文化の比較連鎖

は，各連鎖チャートが場合によっては一部が重複

(overlappinglocalchart)し，または包含関係を見せ

ながら，さらに国際比較の範囲の大きさの大小，時系

列的な長さの長短に対応して，階層構造（hierarcical

structure)，いわば文化の多様体（Yoshino，1991；

Yoshino＆Hayashi,2002,ｐ､257）をなすと考えられ

る．

即ち，まず上記1)，２)における各Chartが集合関係

で階層構造を構成すると見ることができるのに注意す

る．時系列的連鎖では，各調査がカバーすると想定さ

れる時代の幅に応じて，localtemporalchartの重複

や包含関係があり，これから階層構造が構成される.2）

の空間連鎖でも，spatiallocalchartが対応する地理

的範囲に応じて，重複や包含関係があり，階層構造を

なす．そして，１）と２）の連鎖の拡張に対応して，項

目(itemlocalchart)の連鎖があり，それが3）の項目

の集合として階層構造をなす．さらに，項目構造に関

しては，例えば｢産業近代化｣を調べる項目群Ａと｢科

学技術｣を調べる項目群Ｂがある時，それらＡとＢに

共通の項目群，Ａに固有の項目群，Ｂに固有の項目群

などが考えられる．つまり，あらゆるテーマに関する

項目の集合（項目の母集団）を考え，その集合として

429
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図4．連鎖の階層構造「文化多様体」（Cultural
Manifold）の例（各連鎖のチャートは重複す
る部分もある）

木を見るか，森を見るか）

４）統計尺度や指標における相補性：１次元尺度構

成と多次元尺度構成(多変量データ解析)，あるいは尺

度の感受性：広範囲の国々や社会集団を概括的に比較

解析する尺度か，限定された国や集団を精確に深く捉

える尺度かなど，適度に敏感(目的の対象を弁別する）

で適度に鈍感（ノイズに対して安定している）である，

目的にかなった尺度構成（Yoshino＆Khor,1995参

考)．

等々 ・

本特集の各論文では，「日米欧７か国比較」と「東ア

ジア価値観国際比較｣のデータの解析において，（用語

の明示は別にして)上記の考え方を念頭に置いた具体

的試行錯誤が例示されるであろう．

3.2．「信頼の世紀」に

折しも，昨秋，故・林知己夫記念刊行物が発刊され

た(林知己夫著作集刊行委員会，2004)．林の業績のう

ち，既に著作となっているものや英文論文などを除く

にもかかわらず，１５巻にも及ぶ大部である．この中に

戦後日本の統計学の柱の一つの哲学的発展が理解され

るべく，知恵が詰まっている．本人と匿名査読者しか

読まないような論文の全集などとは違い，現実社会の

課題解決のために考案された統計手法がどのように開

発されたかが，しみじみと了解されてくる．晩年，お

そらく最も身近で仕事を続けてきたつもりでいた筆者

ではあるが，林が狭義の学術論文や著作を少し離れた

ところでは，通常の学術的討論での慎重な表現とは

打って変わり，ここまで自由に強い思想を明言してい

たのかと思う記事にも選遁し,今更ながら感慨が深い．

国内外の学術討論では，「理論」や「仮説」などという

言葉は表には出さず（欧米流の仮説・検定の手法は現

実社会の複雑な現象を解くには幼稚すぎるとして)，

データを虚心坦懐に眺め，現象を理解し，問題解決に

繋ぐことが肝要と唱えていた．この「虚心坦懐」を誤

解し，偏見のない白紙でものごとを判断することなど

できないといって批判していた方々もあった．しかし，

これは誤解である．虚心坦懐とは，雑念を消し去るこ

とではなく，むしろ雑念が浮かんでは消え，浮かんで

は消える,その自他の相互作用の様子を冷静に眺め,や

がて心が定まっていくこと（禅定）である．

林の1996年の仕事「日本人の心とガン告知」（日本

癌病態治療研究会ＱＯＬ班）を，最近になり手にした．

この仕事のすばらしさを考えると，大きなことを数年

間も看過してしまったことを遺憾に思っている．そこ

では，癌患者のＱＯＬを考慮した｢告知｣の問題を扱っ

ている．医療では同じ病気の患者でも，同じ薬を同じ

量与えればよいというものではない．各人のパーソナ

リティや，家族との紳や医師・看護士との関係をはじ

めとする社会的環境をも考慮した，人間社会の関係系

の中で，事を考えていかねばならない．

先に記した林の哲学は，近年では我々のグループで

文化の連鎖的比較方法論や計量的文明論など，人々の

意識の国際比較調査に関連させ展開されていて，異文

化問の相互理解を通した平和の創造と発展という大義

があった．しかし，我々が通常扱う調査では，科学的

に大標本を抽出する操作には気を配るが，その分，ど

うしても広く浅い調査になりがちである．それでも林

を中心とする数十年の調査経験の積み重ねにより，か
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係や人々の信頼感のあり方にも急激な変化が見られる

（Yoshino,2002)．この中で，近い将来において，欧州

共同体や南北アメリカとともに，東アジア圏が世界の

極となる可能性も示唆されている．このような背景が

あり，我々は国際比較研究の対象として，アジア人の

視点からの東アジアに着目するようになった．Ingle．

ｈartらの「世界価値観調査」（電通総研･余暇開発セン

ター，1999)においては，既にアジアのいくつかの国々

もカバーされてはいるが，調査項目の設定，調査票の

誤訳，標本抽出法の差異，誤ったデータ解釈などに関

する問題を見ていて，やはりアジアの調査はアジア人

の視点から遂行すべきであると認識するようになっ

た．これが，「東アジア価値観国際比較調査｣の強い動

機となったのである．この研究を推進する枠組みが，

｢文化の多様体」（Yoshino,2002)であり，例えば調査

項目や尺度のカバーする範囲とその深さとの相補性を

明らかにしようとするものである．これは世界の政策

立案にも関与するであろう．例えば，グローバルな法

律や規則は各国各地域の多様な条件の差を考慮し緩や

かな大義名分にし，局所的なものは具体的，詳細な規

定にして現実の実効性を考えることなどである．文化

や価値観の相互理解がなくては,平和の創出と維持,経

済協力による繁栄は望めない．

我々は，旧ソ連崩壊，中国の急変を目の当たりにし，

Inkeles（1996）が長年取り組んできた「人格と社会体

制の相互作用」という社会学の大問題について，かつ

てよりも，有利な状況で考えることができる立場にあ

る．今後，これまでの国民性研究を，地理，政治，経

済を含めた「歴史的視点」を枠組みとして，文化多様

体解析の確立と，それに基づいた「計量的文明論」の

展開を推進させていこうとも考えている（林，2000；

吉野，2001)．

かつて「近代化」が「欧米化」であると非西欧諸国

が批判し，1990年代に｢グローバリゼーション｣が｢ア

メリカナイゼーション」であると諸国が批判し，さら

にハーバード大学のハンチントンが新しい時代を「文

明の衝突」という言葉で予測したときも，世界中に大

きな波紋を呼び，各方面から反発も起きた．これに関

して，最後に，Stanford大学のAlexlnkelesが１９９８

年３月に統計数理研究所で行なった公開講演の一部を

ここで紹介することにより，我々の研究の未来への展

望としよう．

ＡとＢの接続

Ａ、日米欧７ケ国調壷 B，東アジア価値観調査

吉野：東アジア価値観国際比較調査

｢南米アマゾンの上流に,二つの大河が出合うところ

京
・
上
海
）

日本潤査（1988）と日本飼査（2002）を共通項として，回答データの変

化傾向や安定性を解折し，２つの調査Ａ，Ｂの接続を考え，共通比較可能

性を検討･険行する。

図5．文化多様体解析（CulturalManifoldAnaly．
ｓis，ＣＵＬＭＡＮ）における接続（比較の連鎖

の拡張）

なり深い考察を可能としてきた．

先の医療研究では，一見無関係な調査項目（迷信尺

度，超自然観，義理人情など）への回答が，内在的に

は強く結びついていて，意識の深いレベルを明らかに

し，表面的な回答が同じであっても，個人によっては

意義が異なり，それを考慮した医療現場での対処が示

唆されている．人々の回答を性・年齢・学歴・職業・

収入などの外的基準ではなく，パーソナリティという

内的基準から観る（診る）という，深い仕事である．

林の生涯の仕事を顧みる中で，この医療問題と，原

子力安全システム研究所のメンバーとともに遂行して

いた原子力安全性に関する意識の解析（林，守川，

1994)，マスコミ関係者との選挙投票行動の研究(予測

を困難にしている無党派層の特性付けなど)において，

上記のような広く深い視点からの仕事が推進されてい

たのが了解できる．我々の今後の調査研究は，この視

点から調査研究のパラダイム（調査票設計からデータ

解析まで）を飛躍的に変革していくことに繋げること

を考えるべきではないか．今後は，この点を念頭に計

量的文明論を展開すべきと考えている．

新世紀を迎え，伝統的な産業社会から高度情報化社

会へと移りつつある世界において，これまでの人間関

４３Ｚ
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があり，一方は半透明な褐色の水，もう一方は濁った

泥の水が注ぎこんでいる．面白いことに，合流しても

すぐには二つの河の水は混合せず，あたかも河の真中

にガラスの壁があるかのように，河の片方は半透明な

流れ，反対側は濁流が続いている．しかし，やがて数

マイルほど下ったところで双方の流れが融合し始め，

一つの流れとなっていく．異なる文化や文明の出合い

も，この自然の流れと同様，初めはなかなか融合せず

対立するようなこともあろうが，やがては自然に融合

し，新たな時代の流れを創り出していくのではないで

あろうか.」

（本稿は，「国民性論」（インケルス著,吉野訳,2003）

の付章(吉野著)，「市場調査｣(吉野，2004a)をもとに，

その後の経緯をも考慮して，本特集号のために加筆修

正したものである.）
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富国信頼の時代へ

一東アジア価値観国際比較調査における｢信頼感｣の統計科学的解析一

吉野諒

ＡＴｉｍｅｔｏＴｒｕｓｔｉｎｔｈｅＥａｓｔＡｓｉａ

－ＡＢｅｈaviormetricStudyontheSenseofT1･ustinEastAsiaValueSurvey-

ＲｙｏｚｏＹｏｓＨＩＮｏ

TheobjectiveofthispaperistodiscussthesenseoftrustoftheEastAsiancountries(Japan，

China［Beijing,Shanghai,＆HongKong],Taiwan,SouthKorea,＆Singapore)asitisreflected
intheresponsedataofourEastAsiaValueSurveyconductedduring2002-2005・Iwillpresent

somedataanalysesoｎｔhevariabilityofpeople'strustsystemsinordertoexplorewhataspects

oftheirsenseoftrustarestableovermanydecadesandwhataspectsarevariableunderthe

longitudinalchangesofeconomicandpoliticalconditions・Firstly，Iwillexplainbrieflythe

backgroundofthisstudy・Secondly,Ｉｗｉllexplainthehistoryofourlongitudinalanda

seriesofcross-nationalsurveysonnationalcharacter、Thirdly,Ｉｗｉｌｌsummarizesomeaspects

ofpeople'ssenseoftrustinourlongitudinalsurveyofJapanesenationalcharacteraswellas

cross-nationalcomparativesurveys・ＩｆｏｃｕｓｍｙａｎａｌｙｓｉｓｏｎｔhedataoftheEastAsiaSurveyj

butlintegratealsodataofothersurveyssuchasourseven-11ationsurveyconductedduringl987-
1993,GeneralSocialSurveyandWorldValueSurvey、Finally,Ｉｗｉｌｌｐｒｏｖｉｄｅｓｏｍｅｃｏｍｍｅｎｔｓ
ｆｏｒｔｈｅfutureresearch・

Keywords：CulturalManifoldAnalysis（ＣＵＬＭＡＮ),EastAsiasurvey,sampling,national
character,senseoftrust,generalsocialsurvey,WorldValueSurvey,multivariateanalysis
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１．新たな時代への過渡期における

「信頼感」の崩壊

本論文の目的は，我々の「国民性」に関する意識調

査で遂行されてきた人々の意識，態度，価値観等に関

する回答データに映し出された｢信頼感｣について，そ

の標本調査統計としての意味，時系列的比較や国際比

較の可能性について，文化多様体解析（ＣＵＬＭＡＮ）

と言う発想（本特集の導入論文参照）に基づくデータ

大学利用共同法人情報・システム研究機構統計数理研

究所，及び総合大学院大学先導科学研究科生命体科学
専攻

(ThelnstituteofStatisticalMathematics,Tokyo，
Japan.）

連絡先：〒lO6-8569東京都港区南麻布4-6-7

解析の一端を紹介することである.特に活用するのは，

統計数理研究所による1953年以来，半世紀に及ぶ｢日

本人の国民｣調査(水野他，1992)，1987-93年における

｢意識の国際比較調査」(林他，1998)，2002-2005年度

の「東アジア価値観国際比較調査」（吉野編，2004a，

2004b)，そして｢医療と文化の多次元的連関調査」（山

岡，2004a'2004b）における対人関係における信頼感

や，社会制度に関する信頼感を探る項目のデータであ

る．この解析によって，「信頼感｣を測る項目や尺度の

国際比較可能性について慎重に考察を進め，我々が研

究してきたＣＵＬＭＡＮに基づく計量的文明論（林，

2000；吉野，2001b)の試行的実践として，東アジアに

おける尺度と欧米など他地域をも含む場合の尺度の相

違や尺度間の関係を考察しよう．

冷戦終了以降に急激な世界的再編が進み，文化や歴

435
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史的背景の多様性のために統合は難しいとされてきた

東アジアでも，急速に経済を中心とする協力関係が模

索され，実現されつつある．その成功には人々の「信

頼」が一つの鍵となっており，その鍵を見出すための

基礎情報としての当該地域の人々の「信頼感」に関す

る意識の国際比較データの収集と解析の意義が了解さ

れよう．さらに，その意義の詳細を以下に概説しよう．

この１０数年間は,東西ドイツの再統合やソ連の崩壊

等，冷戦後の歴史的・世界的変革があり，他方で，各

地域での民族紛争，内戦，そして（その内実はともか

く）「文明の衝突｣という言葉に象徴される摩擦，テロ

等が続き，ついにはイラク戦争という国際紛争へと繋

がってきた．世界各地の局地的摩擦が世界的な武力紛

争へと繋がりかねない危倶が，常に付きまとい続けて

いる．

この国際情勢に平行し，各先進国内でも，伝統的な

工業社会から高度情報化社会への移行期にあり，確立

していた従来の社会システムが崩壊するにつれ，それ

に直接的にも間接的にも依存していた人々の間の「信

頼感」も崩壊しつつある．これが，家族のあり方，男

女の社会的役割，教育現場の混乱，職場の人間関係や

職業倫理，政治家や行政機関に関する信頼等々の変化

にも現れているようである（中央調査社，2000)．

しかしながら，これは人々の心が荒廃して，信頼で

きなくなってきたということではない.今日，ＮＧＯや

ＮＰＯの活動はかつて見られなかったほど盛んになっ

ている(林・入山，1997)．経済的貢献に比べて人的貢

献が少ないと諸外国から批判されていた日本からも，

多くの人材が海外でボランティアとして大きな貢献を

するようになっている．おそらく，社会の変化の過渡

期にあり，人々の信頼のエネルギーが新たな時代への

方向を模索して，通常の社会活動の枠外で発揮されて

いるのであろう．それゆえに，socialcapital（宮川・

大守編，2004）としての「信頼」が国家，あるいは世

界の経済に与える影響を考慮すると,近い将来に,人々

の信頼のシステムがどのように変化していくのかを探

求することの意義は深い．

こういった背景があり，この１０年ほど，「信頼」に

ついて，国内外の学会，学術雑誌等で盛んに議論が展

開されてきた．特に，日系米国人の歴史経済学者Ｆ・

Fukuyama（1995)の著書「ＴＲＵＳＴ」が出版されて以

降，このテーマについてマスコミも含め，広く論じら

れるようになった．Fukuyama(1989)は米国政府のプ

レインとして，著書「歴史の終わり」の中で，冷戦後

の世界の流れを人々 の気概(guts）（プラトンが｢国家」

の中で論じた「気概(thymos)｣）からきている）が重要

な要素となる民主主義の発展として位置づけたことで

有名である.(ただし,その後の世界情勢の変化を受け，

その素朴なシナリオは見直されている.）Fukuyama

は，例えば米国やドイツ，日本，韓国は地域共同体や

ボランティア組織など国家と各家庭との中間にある組

織が発達しているため人々の間の信頼性が高く，大企

業が発達し経済的にも豊かな国となっている一方，イ

タリア,フランス,中国は中央集権が強い歴史が長かっ

たために血族間の結束は強いが，それを越えた一般の

対人関係では信頼性が低く，大企業が発達し難く，経

済的にも成功し難い社会であると位置づけた．（彼は，

広範で多様な統計データで自説を展開し，確かに，通

常の経済学を超えて，社会集団の特性にも着目してい

る点では意義が深い研究をしている．しかし，なおか

つ，各集団特性の短期変動と中・長期変動を区別でき

るほどには,統計データが十分ではないように思える．

これは，彼の場合に限らず，正確な実証的歴史データ

の蓄積は限られており，また，そのようなものがあっ

てもそれにアクセスできる立場にある人々は限られて

いることが多いためであろう.）

しかし,個人のレベルでも国家のレベルでも,｢信頼」

確立には長い年月がかかるであろうが，それは個人や

国家の「信頼」が永遠に固定したものであることを意

味しない．例えば，日本も明治の開国時，国際貿易に

乗り出したとき，欧米からは必ずしも信頼できる国と

は見られなかった．しかし，明治期の日本は，欧米,特

に英国との競争でその困難を，年月をかけた着実な努

力で克服した経験がある(角山，1995,ｐ,１２８参照)．こ

こに，世界の相互信頼の醸成と確立という，新しい時

代に向けた各国の挑戦がある．

「信頼｣には多様な側面，多次元的な側面があり，し
たがって定義も多様であり得る．例えばＨｏｓｍｅｒ

(1995）は，これを大きく１）広義の個人間の交換，商

売や取引き，交易上の信頼（trustintransaction）と，

2）倫理哲学上の信頼（trustinmoralphilosophy）に
分類している．後者の方が古い時代からの長い研究の

歴史があるが,特にこの１０数年，グローバリゼーショ

ンとともに焦点を当てられているのは前者の方であろ

う．

一方，Zucker（1986）は，「信頼」の醸成に三つの

様式があると指摘している．即ち，１)過去の交換(取

引き）の経験に基づく信頼，２)家族のあり方や人種等



吉野：富国信頼の時代へ １４９

の人格的特性（国民性等）に結びついた信頼，及び3）

公式の社会的構造に結びついた制度（裁判制度等）に

基づく信頼である．

Shapiro（1987）は，上記の３）に対して，「信頼」は

制度化でき得ないと批判している．また，Putnam

(2000)らが，社会の｢信頼｣をクラブ活動，ボランティ

ア,ＰＴＡ等の団体活動への社会参画(socialparticipa・

tion)の度合いで測定しようとするのに対して，Zuck・

erは，「信頼｣は直接には測定でき得ぬものと主張して

いる．この主張の影響か，Fukuyama（1995）のよう

に，「信頼」を，逆の発想で，「不信」につながる犯罪

率，離婚率等の統計データによって扱う研究者たちも

いる．（この辺りの議論については，Yoshino,2002a’

も参照.）

２．日本における計量的「国民性」研究

統計数理研究所では1953年以来,半世紀にわたり，

多くの同一質問項目を用いて「日本人の国民性」に関

する意識調査を行い，時系列的データを蓄積してきた

(水野他，1992)．この調査は，1948年の「日本人の読

み書き能力」調査（文部省，1951）とともに，戦後民

主主義発展のための世論調査システム確立と緊密に結

びついていた（吉野，2003a,2004c)．この調査は，当

初から継続調査を意図したわけではなかったが，安定

していると想定されていた「国民性」調査の回答が高

度経済成長に伴い，人々の意識が著しく変化する側面

があるのを認識して，継続調査の必要性を認識し，今

日までの研究へと繋がったのであった．

この研究は，1971年頃より，日本人の国民性をより

深く考察するために，「意識の国際比較調査｣へと拡張

されてきた．調査された国・地域の幾つかは，言語や

人種を共有しているために，比較研究の興味深い対象

となる．例えば日本人とハワイ日系人，ハワイ日系人

とハワイ在住アメリカ白人，アメリカ人とイギリス人

というように比較の連鎖を拡げ，よりグローパルな比

較可能性を追求することができる．今日では，この国

民性の国際比較調査は「連鎖的比較（CulturalLink

Analysis,ＣＬＡ)」と呼ばれ，その基盤の上で「データ

の科学」（Yoshino,2002b)が展開されている．詳細は

水野他（1992)，林他（1998)，林（1993,200lb)，吉野

(2001b）を参照していただきたい．

これらの調査データ分析を通し,特に,｢人間関係(家

族関係や，義理人情)｣の軸や科学文明観と結び付いた

｢伝統一近代の対比｣の軸の重要性が浮かび上がり，さ

らに「宗教・倫理観」の軸が加わり，各国の多様な国

民性が展開する．また，一般的な回答傾向の国民によ

る差（例．日本人の中間的回答の選好傾向，フランス

人の否定的回答傾向等）も判明してきた．

日本人の人間関係に関しては，1963年以降の２５年

間，義理人情を重んじる回答とそうでない回答のパ

ターンが明瞭に分かれ,その安定性が確認されている．

一方，「伝統一近代化｣については，日本では明治以来，

近代化路線に乗って国家発展に努め，多くの面にわ

たって伝統と近代とを対比させる考えが形成されてき

た．1953年からオイルショックまでの２０年間は伝統

的回答が強固になり,伝統･近代を常に対比させる考え

方があった．しかし，1978年を境に，近代的回答が伝

統的回答群の中に入り込み,異なる様相が現れ始めた．

つまり，従来の意味での「近代化」が崩壊し，一種の

伝統回帰傾向すら見られ始めた．さらに，1990年代の

バブル経済崩壊後，「失われた１０年」という社会全体

の雰囲気を反映してか，人々の意識も様々な面で方向

が定まらぬ様相が続いている．

日本人の意識の大きな変化は，例えば「自然と人間

との関係一利用すべきか，服従か，征服か」や「生ま

れかわれるとしたら，男か女か」という質問への回答

に表われている．即ち，結果は｢自然と人間｣では１９６８

年までは，「自然に従う」が減少;し，「自然を征服」が

増加する形で推移したが,1970年前後から顕著になっ

た公害や環境問題に影響され，1973年には「従え」と

｢征服」の率が逆転し，それ以降「地球環境を守る」と

いう意味での回答傾向が明瞭に現れている．時代につ

れて「自然」という言葉の意味のニュアンスが変化し

てきたことは，他の時系列調査においても言葉の意味

の変化，延いては尺度や指標の時間変化について注意

を喚起する．「男女の生まれかわり」については，男性

はこの半世紀ほとんど不変で約９割が「もう一度男に

生まれたい」であるが，女性は1958年には「男に」が

64％，「女に」が27％であったのが徐々に変化し，つ

いに1998年には「男に」２８％，「女に」６７％と全く逆

転した(2003年も同様)．男女共同参画が唱えられる時

代に，象徴的なデータであろう．

一般に，政治や経済状況に関する人々の態度や意見

は社会情勢や事件，それらに対するマスコミ報道など

により短期変動を示すことも多いが，人間関係のあり

方や宗教的態度・価値観は半世紀を経過しても比較的

安定しているといえる．また，連鎖的比較により，日

４ｦ７



４３８

150 行動計量学第32巻第２号（通巻63号）

本人に特徴的な人間関係（義理人情的態度）や宗教心

(信心していない人も宗教心を大切と思う)は，ハワイ

(吉野編，2001)，米西海岸(吉野編，2000)，ブラジル

の日系人にも見られるのが確認されている．一方，日

本人の中間回答選好傾向は，ハワイやブラジルの日系

人には見られるが,米西海岸の日系人には見られない．

この辺りに，民族の共通性と社会環境の相互関係が浮

かび上がってくる．（同様に，次節の｢信頼感」につい

ても，各地の日系人の社会環境の差異が影響している

と思われる．図３参照.）

３．対人的「信頼」を測る

－GSS項目による「信頼感」尺度一

冷戦時代,その世界情勢を背景に社会心理学では｢信

頼感」尺度の構成が種々 試みられた（Osgood，1960；

Rosenberg,1956；Rotter,1971）が，米国のＧＳＳ（一

般社会調査）（NORC-ROPER,1986）では時系列調査

データが収積されており，その中には以下のａ),ｂ),c）

（東アジア調査では問26,問２７，問２８）のような人々

の「信頼感」を尋ねる３項目が含まれている．

ａ）たいていの人は，他人の役にたとうとしている

と思いますか，それとも自分のことだけ考えていると

思いますか．

１．他人の役にたとうとしている

２．自分のことだけ考えている

ｂ）他人は，機会があれば，あなたを利用しようと

していると思いますか，それともそんなことはないと

思いますか唾

１．他人は機会があれば利用しようとしていると思

う

２．そんなことはないと思う

ｃ）たいていの人は信用できると思いますか，それ

とも，常に用心した方がよいと思いますか．

１．信頼できると思う

２．常に用心した方がよい

これらは,本来Almond＆Verba（1963)の研究で多

数の項目から因子分析法により精選された項目である

(項目ｃの表現については，「信頼できるか｣，「信頼で

きない｣と問う形式の場合についてYoshino[2002a,ｐ

238]に議論がある．これは簡単に言うと，回答肢2｢用

心」は必ずしも１に反対に「不信」を表しているとは

限らないこと,つまり東洋的な徳義に関係すること，し

かしそれ故に建前だけの１の率だけではなく，２との

対比での１の率が意味を持つ．一種の高等テクニック

である．日米双方とも，２｢用心｣の場合よりも２｢信頼

できない｣とした場合のほうが，回答肢１｢信頼できる」

が多くなることが確認されている.）

ＧＳＳは「日本人の国民性」調査に刺激を受けて開始

されたのであったが,上記３項目は逆輸入され，「日本

人の国民性｣調査等で用いられている．「信頼｣が直接

測定可能か否か（Zucker,1986）はともかく，上記の

ような意識データが人々の「信頼感」と全く無関係で

あるはずはなく，問題はそのデータがどのようにどの

程度，それを表現し(本音と建前の問題)，どのように

他の信頼感やソーシャル･キャピタルの指標･尺度と関

連し，また時系列比較や国際比較（各国民の一般回答

傾向の差違の問題）に耐え得るか否かということであ

る．

図１はこれら３項目全てに楽観的回答(ａは１，ｂは

２，ｃは１）をした日本人の割合を，この四半世紀にわ

たり示している．概して，この指標に関しては，日本

人の「信頼感」は安定している．

しかし，他方，米国人の回答パターンは，図２に見

られるように時代とともに相応の変動を見せ経済変動

との連関を想起させる(Uslaner，2002)．Banfield

(1958）は，「不信は貧困の文化である」と主張したが，

％

5０

4０

3０

2０

1０

０

←一→－／－号一で

１９７８１９８３１９８８１９９３１９９８２００３

図1．日本人の「信頼感」（GSS3項目）の時系列的
変遷

1978,1983,1993,1998(年)は統計数理研究所
による「日本人の国民性」調査，１９８８は「国
民性七か国比較｣調査(林他，1998)，２００３は
「日本の国際化に関する調査」（佐々木正道代
表)の結果．「信頼感」（GSS3項目すべてに楽
観的回答をした人々の割合）は，少なくとも
この２５年間，比較的安定している傾向にあ
る。
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いと想定されたラテン系の国での（ブラジル）日系人

は，より低く出ているのは，注目すべきではないであ

ろうか？またシンガポールは今回の東アジア調査国

の中で，主要３民族から構成される社会として，特別

に興味深い国である．図３ではシンガポール全体では

23.6％であるが，民族別では中国系23.7％，マレー系

26.4％，インド系16.3％となっている．単に｢人種｣に

よる「信頼感」の差異と見るのではなく，過去の歴史

の経過を経た人種間の政治的，経済的関係などの複合

関係の中で，それぞれの人種の現在その国の中で置か

れた状況を踏まえて結果を解析すべきであろう．他方

で，例えば，中国人の｢信頼感」はそれほど低くなく，

Fukuyamaの主張と矛盾するようである．これは，ｌ）

このような尺度では「信頼感」が直接には測定できな

いからか，あるいは２）中国人が国際的信用回復のた

めに努力した結果なのか，あるいは３）そもそも各国

の信頼感はFukuyamaの言うようにはなってはいな

いということなのか．今後，それぞれの視点から検討

が必要であろう．

総じて，この尺度の安定性や，政治，経済，治安な

どの要因との連関，さらに多国間比較可能性とその範

囲について，多方面からの，より詳細な検討が望まれ

る．

三宅(林他，１９９８，７章)は我々 の日欧米の七ヶ国比

較調査(1985-1993)における同項目のデータ分析の結

論として，信頼感の男女差(一般に女性の方が楽観的）

や宗教・信心の効果（宗派によらず信心をもつ人の方

が楽観的),教育や収入との関連等について報告してい

る．我々はそれらの種々の要因が，各国の事情で異な

る影響を与える可能性にも注意しなければならない．

,‘,＃熱漁Ｗ溌溌網嫌'今'琳溌

１９７２

図２．
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米国における｢信頼感」(GSS3項目)の時系列
的変遷

縦軸はＧＳＳの対人的「信頼感」３項目のすべ
てに楽観的に回答した割合を示すが，米国の

経済の動向と連関している可能性がある．

吉野：富国信頼の時代へ

４．社会制度(institutions)やシステム等への信頼感

本節では，Michigan大学のInglehartらによる｢世

界価値観調査（WorldValueSurvey)」（電通総研･日

本リサーチセンター，2004)に含まれる社会制度(insti・

tutions）やシステム等への信頼感に関する調査項目

(一部修正し，さらに｢科学技術｣に対する信頼を追加）

に関して，我々の「東アジア価値観調査」のデータを

分析してみよう．

用いた質問項目は，以下のとおりである．

問４１〔カード２４〕あなたは，次にあげる組織や制度，

事がらをどの程度信頼しますか.｢非常に信頼する｣｢や

や信頼する」「あまり信頼しない」「全く信頼しない｣の

図３．「信頼感』の国際比較ＧＳＳ項目ａ）とｃ）

調査年度は日本，米国は1988年，英国，西ド
イツ,フランスは1987年,イタリアは１９９２オ

ランダは1993年，ブラジルは1992年，ハワ

イは1999年，米国西海岸日系は2000年，中
国（北京，上海，香港)は2002年，韓国，台
湾は2003年,シンガポールは2004年である．

米国のデータはこれに合致しているが，日本のデータ

は合致しているとは言えない．

さらに，我々の過去の一連の国際比較調査データで

はYoshino(2002a)のＦｉｇ６のようになるが，海外調

査の一部では，GSS3項目中ａとｃのみ採用した場合

もあり，それらの国や地域も含めると図３のようにな

る．結果として，前者の比較にも加わっていた国々に

ついて，ａとｃのみでの順位と，ａ,ｂ,ｃすべてを用い

た順位とはほぼ同じとなっている．特に，各地の日系

人や中国人を含めたデータなので,先述のFukuyama

(1995）の高信頼性の国々と低信頼性の国々に関する

主張や，ＧＳＳ項目のように一つの尺度で広い範囲の

国々 の「信頼感」の国際比較可能性(globalstandard）

を追求することの是非に関する議論のために，参考と
なろう．

特に，この尺度において，比較的信頼感の高いと想

定された米国人の中の日系人は，より高く，他方で低

４３９
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いずれかでお答え下さい．

尋ねる項目は，以下の通りであるα

ａ､宗教団体,ｂ・法律や裁判の制度,c､新聞･テレビ，

ｄ・警察，ｅ､国の行政，ｆ,国会，ｇ､ＮＰＯ･ＮＧＯ(非

営利団体や非政府組織)，ｈ,社会福祉施設,i､国連，

ｊ・科学技術（基本的には，世界価値観調査と同じ項

目であるが，「j､科学技術」を追加してある.）

また，回答カテゴリーは「非常に信頼する｣，「やや

信頼する｣，「あまり信頼しない｣，「全く信頼しない｣で

ある．この項目に対する東アジアの諸国の回答分布は

吉野編（2004a,2004b,2005a,2005b,2005c）に示され

ているが，各国の回答傾向（回答の分散が異なる）の

差異や国際比較に置ける尺度の頑健性（信頼性）を考

慮して国際比較可能性を追求する(情報縮約して回答

パターンを安定にするため）に，「非常に信頼する」と

｢やや信頼する」というポジティブの二つのカテゴリー

をあわせた回答の割合を，各国毎に全項目を標準化さ

れた得点（平均0.00,標準偏差１．００）に変換して比較

を試みた（表１参照)．

総じて，どこの国も「科学技術」に対する信頼感は

高い．宗教団体に関しては，台湾を除き，どこの国も

ネガティブな態度を示している.日本では,一般に,｢宗

教的な心」は大切であるという回答が長年にわたり安

定して６，７割に上る（吉野［水野他，1992,第３章３

節］を参照）のであるが，1995年のオウム真理教の事

件以来，宗教｢団体」には警戒心があるのではないか．

中国では，法輪講の事件の影響か．古来，新興宗教の

勢力によって政権が交代することが多々あったという

中国の歴史が，まず政府の態度に影響し，さらにそれ

が人々に反映しているのではないであろうか．これに

ついては，さらに宗教社会学の観点からの深い考察が

必要に思える．

各国ごとに特徴を概観してみると，日本は国会に対

してネガティブ,北京,上海，昆民ではNPO/ＮＧＯに

対してネガティブであり（調査時点では，中国本土の

国内事情で，まだ一般の人にはNPO/ＮＧＯはあまり，

なじみがなかったかもしれない),上海では法律や裁判

制度に対してはポジティブである.各国･各地域の中で

杭州は宗教団体に一番ネガティブな態度が見られる．

香港は，法律や裁判制度に対してはポジティブである

が，新聞やテレビに対してはネガティブである．香港

では各種の新聞が北京政府との対話の関係や国際情勢

について，（今にも戦争がおきそうな）激しい論調の

様々な記事を掲載，出版しているようであるが，これ

が日常化されて，人々に信頼されていないということ

か．台湾では，新聞やテレビに対しても，国会に対し

てもネガティブな態度を示している．韓国では政府や

官僚，国会に対してネガティブな態度が見られる．日

本もそのような側面があるが，時として台湾や韓国の

国会での闘争（暴力）がテレビを通じて国内外で報道

されることがあるが，これは欧米流の民主主義国会で

は考え難いことであろう．

ここでは，これ以上のデータ分析には踏み込まない

が，既存の世界価値観調査の欧米の結果と対照して比

較することも面白いかもしれない．

他に，例えば，朝日新聞（2003年１月８日）発表で

表1．社会制度やシステムに関する「信頼感」に関する東アジアの国際比較
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数値は，各国の一般的な回答傾向や国際比較における頑健性を考慮して，「非常に信頼する」と「やや
信頼する」というポジティブの二つのカテゴリーをあわせた回答の割合について，各国ごとに全項目
を標準得点（平均０．００，標準偏差1.00）に変換した〆
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Iま，政治家，警察官，教師，占い，天気予報などにつ

いての信頼感を比較した結果を報告している．「政治

家」は「占い」と同程度にしか信頼されていないとい

う結果であった．しかし，著名な国際政治学者Dogａｎ

が述べているように「不信」の表明が常に好ましくな

い事態を現しているとは限らない．即ち，「…信頼の低

下は，第一に政治的成熟の徴候である．民主主義が悪

化したというのではなく，むしろ大多数の市民の批判

精神が向上したのである．…」（Dogan,2000,ｐ,258）

５．満足感と幸福感の国際比較

他者，社会制度や組織に対する「信頼感」が比較的

直接に人々の間の関係や行動に影響を与えるのに対し

て，人々の「満足感」や「幸福感」はその社会の一般

的雰囲気を特性づけ，また，人々の信頼感とも相互に

影響を与えあうこともあろう．本節では，生活，生活

環境，健康，家庭の満足度を問う項目の回答データの

数量化３類による分析(図３)にも触れよう．データは

日米欧七か国調査（林他，1998)，「医療と文化に関す

図４．

司培

g生舗

満足度による国の位置づけ

図中○×は，それぞれ回答カテゴリーの正負
２段階に対応する．ｆとｍは各国･地域の女性

と男性を示す．各国の男女差は全体の構図の
中では小さい.フランスとイタリアと中国(北

京，上海)の位置づけに注意せよ(本文参照)．

５

る調査｣(山岡，2004a,2004b)，及び｢鄭躍軍編(2003b）

｢日本・中国の国民性比較のための基礎研究（北京･上

海調査)」（鄭，2003a,2003b)を利用し，各項目に対す

る満足感を正負の２段階に縮約し，データ形式を揃え

た．（残年ながら，東アジア価値観調査での当該の項目

の回答カテゴリーの形式が合わないために，共通の

データ形式に揃えることができなかった.）

一般に，これまで満足感は，各項目間の相関が高い

事が確認されている．しかし，我々のデータでは満足

感の高い方は，比較的すべての面で満足しているグ

ループがまとまるが，満足感の低い方は，各々の不満

の側面ごとに分離しているのが分かる．(各国毎の分析

でも多くの国々が同様のパターンを示す.)円満の円は

大小の差はあっても，全て同じ形だが，円の欠け方は

様々であるということか．これは，トルストイの「ア

ンナ･カレリーナ」の冒頭，「幸せな家庭は皆似ている

が，不幸な家庭にはそれぞれの様相がある……」とい

う文章を思い起こさせるかもしれない．

また，いままで一般に他国間比較の枠組みでは，歴

史的に中央集権が強かったために家族の結束が強くな

り，信頼のあり方を含めて，多くの側面で比較的類似

であるといわれてきたイタリア，フランス，中国が,心

理的には「家庭」の満足感に差異があり（第２軸上下

に生活環境・健康の不満足と生活・家庭の不満足が分

布)，それらの三国,特にフランスと中国の家族のあり

方が異なる様相を現しているようだ（Ｃｆ・Fukuyama，

1995,chap､１１)．

一般に満足度の尺度と経済指標との関連について

は，注意が必要である．1980年代，日本が世界経済の

トップクラスにあった時期でも，日本人の生活満足度

はそれほど高くなく，世界の人々が不思議に思ってい

たが，この１０年程の経済的昏迷にも拘わらず,最近の

調査（朝日新聞，2003年１月８日発表）では，むしろ

高くなっている．一方，全てに楽観的なブラジルは経

済的には世界最大の債務国であった時期でも，幸福感

や満足度は欧米や日本を超えていた（Inkeles,1997)．

また，男女の社会参画における平等感では，フィンラ

ンドは法律制度的には世界の最先進国であるのに，

人々の男女不平等感は最も高い（内閣府男女共同参画

局，2003)．このように，客観指標と主観指標との関係

は単純ではない．現実を深く理解するためには，政治

でも経済でも文化でも，客観的指標と主観的指標の両

方が必要であり，それらが相補的に現実の本質を浮か

び上がらせるように工夫すべきであろう．
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ここで，我々の国際比較調査の主要な研究課題のひ

とつである，社会調査データー般の｢国際比較可能性」

について触れておこう．

我々は国際比較可能性を追求する中で,ＣＬＡという

方法論を開発してきた．ＣＬＡは，ｌ)時系列的比較の連

鎖，２）国際比較の対象の連鎖，３）比較項目の連鎖を

考える．そして，この３)において，指標の比較可能性

と適用範囲に一種の相補'性があることに留意してい

る．即ち，グローバルに標準化された指標は各国間の

概略的な様相を現わせようが，各国の事情の差を考慮

した深い分析に供するのは難しい．逆に，例えば特定

の国の事情を詳細に考慮した敏感な指標は，それ以外

の国々との比較には適さないことが多い.例えば,我々

の扱う義理人情尺度（親や親戚に対する行動と恩人に

対する行動の違いを測る項目）（吉野，2001b,ｐ､１０４）

は，日本人固有の人間関係を示す状況を扱い，日本人

や日系人の人間関係の特徴を測るのに有効であるが，

他の国の人々には,あまり有効ではないかもしれない．

さらに，国際比較の際に調査項目の翻訳の微妙な差違

や各国の標本抽出方法の差異に関わる問題を考える

と，国際比較における各国同一条件の調査や尺度とは

何かという大問題に直面する．

この問題へのアプローチとして,我々は,特定のテー

マに関する指標や尺度（質問項目群）の集合からの標

本抽出と誤差を考慮した理論を考えることになる．通

常，「回答者の母集団｣から標本を抽出する過程を考慮

して抽出誤差を推定するように,｢あるテーマに関する

様々な表現の調査項目の母集団」から項目を抽出した

と考え，その抽出誤差を扱うのである．この枠組みで

は，翻訳過程における多少の表現の差異は，項目の標

本抽出に伴う差異とみなせる．そして，それに伴う回

答誤差の下で，安定した回答パターンの特定を目指す

のである（Guttman［1972］のFacet理論も，類似の

発想である)．例えば，ある単一の項目は同一言語です

ら，その表現をわずかに違えただけでも大きな回答差

を生じることがあり，仮に国際比較で２国間の回答分

布の差を見出してもそれが本質的なものか，単に翻訳

上の微妙な差による効果であるかは直ちには判断し難

い．しかし，複数の質問項目の群に対する回答データ

に多次元パターン分析（例．林の数量化３類や吉野の

supercultureモデル[Yoshino,1992a])を適用すると，

多少の表現の差や標本抽出法の差違に依らず，比較的

安定した多国間の回答パターンが得られることがあ

り，我々はそれを測定における本質的な結果として把

えるのである（吉野，200lb,ｐｐ､57-61)．（これらの研

究の基本的方法論は，さらに文化の多様体解析（Cul‐

turalManifoldAnalysis,ＣＵＬＭＡＮとして発展中で

ある.）

「信頼感｣については今後も多様な側面からの指標や

尺度が提案され,その妥当'性が検討されるべきだが,明

確な操作的定義のもとで収集されたデータ上の指標

が，厳格な測定論の観点（吉野，1989）から有意味で

あるか否かには留意すべきである．一度，尤もらしい

ラベルがつけられた指標は，公表されると一人歩きを

し，社会に大きな影響を与えてしまうことがあろう．

６．法意識の比較

冒頭で，現在，世の中が新たな時代への移行期の混

乱にあると述べた．同様の混乱は，かっての産業革命

の時代にも生じ，それ以前の伝統的な人間関係が崩壊

し，人々の間の信頼関係にも混乱が生じた．その際に，

その「信頼感」の喪失を，新たな社会状況を考慮した

法律が補う社会機能を果たしたという（Warren，

1999)．法律の社会的機能は，各国間でも人々の法意識

に差異があり，したがって，名目上同じ法律が成立し

ている国々でも，その運用の仕方に差異が見られるこ

ともある．「日本人の法意識」については川島（1967）

の著書が有名であるが，これに関連して日本文化会議

(1973)の日本人と東南アジアの人々の法意識に関する

意識の国際比較調査研究があった．

世界の国々が経済的な国際協力を発展させていく中

で，法意識の違いが「契約」履行の問題に関して国際

的な摩擦を生むこともある．特に，東アジア地域では，

1990年代になり開放政策へ変換した中国市場の将来

的発展を期待して，日本や他の国々が中国との合弁会

社を急速に作っていった．その中で，契約不履行の場

合の中国の対処の仕方が国際社会としては受け入れ難

いものであり，関連する各国を悩ませてきたことも

あった．法意識の差異が国民性として固有（比較的不

変）であり国際的な摩擦の種となり続けるのか，ある

いは国家体制が変化するに伴い，最初は混乱が見られ

ても，やがては国際相互理解の中で法意識の国際的適

応が生じるのかという検討は重要であろう．

本節では，そのための基礎資料として，「東アジア価

値観国際比較」の調査票に含まれる法律や契約に関す

る三つの項目のデータについて報告しよう．

調査項目は，以下のとおりである．



吉野：富国信頼の時代へ 155

問３４「法律はどんなときにも守るべきである」とい

う意見と「目的が本当に正しいものだと確信がもてる

ときには，法律をやぶることもやむをえない」という

意見があります．どちらの考えがあなたにぴったりし

ますか．

ｌ「どんなときにも守るべきだ」という意見

２「目的が正しい時には，法律をやぶることもや

むをえない」という意見

問３５〔カード２０〕契約書というものについて，あな

たは次のＡさんとＢさんの意見のうち，どちらに近

いですか．

Ａ「契約書をとりかわすなどというのは，お互いに信

頼し合っていない証拠だ．信頼し合っていれば，契約

書など必要ない」

Ｂ「いくらお互いに信頼し合っていても，契約は契約

として，ちゃんと文書をとりかわしておく方がよい」

１Ａの意見に近い

２Ｂの意見に近い

問３６〔カード２１〕また，次のＡさんとＢさんの意見

ではどちらに近いですか．

Ａ「契約書をとりかわすときでも，契約などというも

のは形式的なものだから，できるだけ簡単にして，契

約書の表現もできるだけ融通がきくようなものにして

図５． 東アジアの法意識(問３４，３５，３６のデータに
数量化３類適用）

図中，例えばＱ3５（2）は問３５の回答カテゴ
リー２を示す．各国の人々の法律や契約に対
する態度には差が見られる(本文参照)．

おく方がよい」

Ｂ「契約書というものは，あとで解釈などをめぐって

もめないように，できるだけこまかく具体的にキチツ

と決めておく方がよい」

１Ａの意見に近い

２Ｂの意見に近い

これらの３項目に対する各国の回答データ（個人の

回答データ）に林の数量化３類を適用して，全体のパ

ターン解析してみると，図５のようになる．（各項目に

対する単純集計データは,吉野編[2004a,2004b,2005a，

2005b,2005c］を参照していただきたい.）

全体を概括すると，日本人は「契約は正式に詳細に

取り決めておくべきだが,その運用は臨機応変にする」

が，中国本土では，「契約を正式に詳細に取り決め，厳

格に守るべき」という回答パターンが支配的である.他

の項目に対する回答のパターン分析でもしばしば見ら

れたのであるが，経済開放し始めた中国本土（北京と

上海の大都市，昆民と杭州の地方都市)，１世紀に渡り

資本主義市場を支配してきた英国から返還され「一国

二制度」として正統化された体制の香港，本土中国か

ら事実上分離し，なおかつ，複雑な政治的関係を続け

る台湾，経済的には台湾とともに（近年の金融や経済

の問題はあったものの）ＮＩＥＳとして経済発展と遂げ

てきた韓国，戦後の目覚しい経済発展に成功し，アジ

アの経済モデルとなってきた日本として，それぞれの

国々のいわば，「連鎖的類似性｣が，ここでもある程度

確認できよう．契約や法律の意識が，特に経済や人々

(労働者や観光客)の国際的交流を通じて，相互に変化

していくことは，ありそうなことである．ここでの回

答パターンが本来の各国の意識を表しているのか，近

年の国際関係の中での現在の姿を現しているかは，に
わかには結論できない．その検討のために，時系列的
国際比較データの収集が望まれる．

1990年代には，開放政策に伴って造られた多くの合

弁企業で国際的トラブルが見られ，国によっては中国

市場から撤退し始めたことを顧みると，中国の回答パ

ターンは意外な感じがする．これは，中国政府の国内

問題（朱・前首相の政治家，官僚の不正の厳格な取締

り)の流れとともに，対外政策においても，本当に，そ

れまでの歴史的な徳治（人知）政治の失敗から法治国

家への脱却の結果なのか，あるいは表面的な適応（建

前)にすぎないのか，より詳細な考察が必要であろう．
ただし，中国政府としてはＷＴＯ加入など，近未来の

東アジアあるいは世界のリーダーシップを得るための

44ヲ
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方策として，真剣に国際的信用を勝ち得ようとしてい

るのは間違いないようである．

７．社会的価値観

一伝統的価値観（親孝行と恩返し）と

西洋的価値観（自由と権利）－

欧米の研究者が東アジアの発展について云々する

際，多くの場合，儒教道徳の影響にふれて議論を展開

することが多い．たとえば，Weber（1904-5）が資本

主義の発展をプロテスタントの倫理との関係で議論を

展開した時，中国など，儒教の伝統の下にある国は資

本主義を発展させることはできないと論じた．その後

の日本の近代化,経済的発展の成功に対しては，「儒教

道徳」が「プロテスタント倫理」を代行したと，後知

恵の議論も現れた（森嶋，1984)．しかし，「日本モデ

ル」に続いたＮＩＥＳや東南アジアの目覚ましい経済発

展を目の当りにして，さらに，中国が1990年代の開放

政策以降，著しい経済発展に成功し，儒教倫理と資本

主義的経済発展との関係についての素朴な議論は消え

た．しかしながら，儒教が経済発展の「常に」阻害要

因となるか，促進要因となるかという素朴な議論は別

にしても，人々の価値観のあり方が，政治や経済，文

化等と緊密に結びついていて，その基本的理解が現在

と将来の政治や経済の発展と国際協力の鍵となる事実

は，皆，認めるところであろう．

我々の東アジア価値観調査では直接に人々の価値観

を尋ねる項目として，伝統的儒教の価値観を表す幾つ

かの徳目の是非を問う項目と，比較的に欧米と東洋の

価値観を対比させ，そのどちらを選択させる項目とが

含まれている．後者については，過去の７カ国国際比

較データ（林他，1998）もあるので，あわせて検討で

きる．

上記のうち，伝統的儒教価値観の項目は，もともと

は毎日新聞社と各国の機関が遂行した「東京･ソウル・

北京３都市の国民意識｣調査(1996年７月)に用いられ

たものであるが，項目の翻訳に疑義があったので，こ

こでは我々の方法論に則り，パックトランスーレー

ションの検討を経て，調査項目を以下のように確定し

た．

問５０〔カード３２〕あなたは次のような伝統的な価値

観についてどう思いますか．

ａ先祖を尊ぶべきｂ,長男は両親の面倒を見るべき

c・妻は夫に従うｄ､親が反対する結婚はしない

ｅ､年上の人の意見に従うｆ家系を続かせるため息

子は必要だ９.男性は外で働き，女性は家庭を守るべ

き

回答カテゴリーは｢全くそのとおりだと思う」「そう

思う」「そうは思わない」「全くそうは思わない｣であっ

た．

回答結果は，表２のとおりであり，全体として調査

された東アジアの国々では，既に伝統的儒教道徳で唱

えられてきた価値観をそのまま尊重し続けているわけ

では全くないことがわかる．その意味では，既に近代

化されているといえよう．（このことについて確証でき

る時系列的データが存在すれば興味深いところだが，

残念ながら過去に戻って調査することはできない.）

一方,欧米と東洋の価値観を対比選択させる項目は，

以下のように「親孝行」「恩返し｣というどちらかとい

うと東洋的（日本的？）価値観を現す事柄と，「個人の

権利」と「個人の自由」という欧米近代の価値観と思

われる事柄から，大切と思う二つを選択させるのであ

る．

問２３〔カード15〕次のうち，大切なことを二つあげ

てくれといわれたら，どれにしますか．

ａ・親孝行，親に対する愛情と尊敬ｂ､助けてくれた

人に感謝し,必要があれば援助するｃ､個人の権利を

尊重することｄ個人の自由を尊重すること

四つの項目から二つ選択する仕方は,六通りある.過

去の日欧米調査の結果（表の下段）と今回の東アジア

の調査の結果(上段)を合わせて，表３に示す．（表中，

親孝行，恩返し，個人の権利，個人の自由をそれぞれ，

parentallove,benefactor,individual'ｓright,individ‐

ual，sfreedomの略で，par,ｂｅ､,right,ｆｒｅｅで示す.）

まず,調査時期が14年以上の差異があるものの，両

方の調査に共通の日本の回答パターンはほとんど同じ

（標本誤差の水準より小）であるのに注意いただきた

い.我々が国際比較で扱っている価値観は経験から,通

常，この程度の安定性があると想定している．これを

手がかりに，欧米の結果と東アジアの結果を比較して

みると，東アジアでは，本来，東洋的価値観とも思わ

れている「親孝行」と「恩返し」という組み合わせの

パターンＡが，各国とも圧倒的(香港以外では，過半

数）である．

一方，西洋近代化の価値観を象徴する｢権利」と「自

由」に関しては，欧米でもフランスとドイツがそれぞ

れの国内では比較的に多いというだけで，欧米全体で

圧倒的に多いようには見えない．一つ一つの選択項目
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表2．儒教の伝統的価値観に関する項目

（すでに東アジア諸国は狭義の儒教的伝統から脱却しているようである.）
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先祖を

尊ぶ
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46.3
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44.7
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２．３
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０．３
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５．２

１．４
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３．２
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長男が

親面倒
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5.1
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67.6
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2.5

11.0

65.9
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8.0
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9.4
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3.0

19.1

57.1

15.9

０．５

5.1

64.5

29.6

１．０

5.4

71.2

19.5
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4.9

53.5

39.6

2.2

16.0

56.0

24.2

4.1

27.8

56.2

９．４

Ｑ５０ｅ

年上の

意見

l）StronglyAgree

2）AgreeSomeExtent

3）DisagreeSomeExtent

4）StronglyDisagree

3.7

39.0

45.4

７．６

3.7

36.3

49.1

７．３

7.8

33.4

45.6

12.5

10.5

57.0

28.6

１．８

4.1

57.6

32.6

４．３

４

２
８

■
１

１２

Ｑ５０ｆ

家系と

息子

、
⑳
切
り
一
Ｄ
⑳
鋤
⑭

StronglyAgree

AgreeSomeExtent

DisagreeSomeExtent

StronglyDisagree

StronglyAgree

AgreeSomeExtent

DisagreeSomeExtent

StronglyDisagree

1.6

13.0

68.4

15.5

2.4

12.5

67.7

13.2

2.9

14.1

68.2

11.2

5.7

24.0

56.7

12.4

9.2

43.4

40.8

５．５

２６

9.0

67.6

18.1

Ｑ５０ｇ

男は外

女は家

3.7

19.4

55.1

20.2

1.6

10.7

63.7

22.7

2.4

11.8

59.4

25.9

1.7

14.3

64.9

16.3

4.9

19.6

57.0

17.5

6.0

40.3

44.8

７．９

6.1

29.0

48.4

15.8

としては，欧米諸国でも，「親孝行(respectandlove

forparents)」が多い．米国は，「親孝行」と「個人の

権利｣の組み合わせが多く，その次が｢個人の権利」と

｢個人の自由｣の組み合わせである．英国は東アジア諸

国のパターンに近いが，東アジアよりもやや「個人の

権利｣と｢個人の自由｣の組み合わせが多いようである．

総じて考えると，先の儒教項目の結果では，東アジ

アの国々が（欧米の近代化と対立するような）狭義の

伝統的儒教価値からは脱却しているのは明瞭だが，他

方で「親孝行」などの人間関係の基本にある伝統的価

値観（家族関係など）は洋の東西を越えた（あるいは

時間をも越えた）比較的普遍な価値観であるように見

える．こう考えると，西洋近代化の要である「個人の

権利」や｢個人の自由｣などの価値観よりも，歴史がは

るかに永く，人類の発展に寄与してきた深い価値観が，

国や時を越えて普遍的に存在すると思われる．した
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表3．東洋的伝統価値と西洋近代的価値(｢親孝行｣，「恩返し｣，「個人の権利｣，「個人の自由」の四項
目から二つ選択）（パターンＡ，Ｂ，…，Ｆは本文参照.）
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がって，これを国際相互理解の礎にしていくべきでは

ないであろうか．

期には,伝統的な社会での暗黙の相互信頼の崩壊を,法

律・規則等が補完した．今日の混乱も，やがて新たな

社会システムが十分に確立すれば，その下で人々の間

に新たな相互信頼が発展するのであろう．しかし，そ

の過渡期の混乱を早く収捨するために，将来を見据え

た社会共通の目的や方針，ルールが社会のリーダに

よって明示され，人々がそれを尊重，遵守するように

なることが必要であろう．

信頼はある程度安定した面もあるが，時代を超えて

絶対的に固定しているのではなく，人々が努力して高

めていくものであろう．例えば，日本も明治の開国期

には国際貿易において海外から不信の眼で見られてい

たが，信頼確立という困難な事業を，年月をかけて着

実に達成したのである（角山，1995)．２１世紀の今日，

再び国内外の「信頼感」を高揚させることができぬ理

由はない．問題は，先進モデルがあった時代と異なり，

自ら新しい世界秩序の中で成功の指針を創造していか

ねばならぬ困難さに直面していることである．

この問題解決には，世界中から人種，世代，性別等

を超え，最適の知恵を結集することが重要であり，そ

れが高度情報化産業の時代への飛躍の必要条件に思え

８．富国信頼の時代へ

－｢信」と「富」との相補的発展へ－

信は財を膨らませる．しかし，逆に財が信を一義的

に定めはしない．かつて，Banfield（1958）は，「不信

は貧者の文化である」と述べた．しかし，日本の「清

貧」の思想は，人生の成功を収入の多寡で象徴させる

米国流とは異なる（Yoshino[2002a］は収入や階級と

｢信頼感」との相関の各国の差違を示す)．貧しくとも

人望のある者は，社会的には大きな資産をもっている

のと同じ効果をもつと見倣せることもあろう．また，

人々の信頼のネットワークはそれぞれの人々の生命や

人生の質(QOL)，そして寿命にも積極的な効果をもた

らすこともあろう(Ｃｆ､カワチ，2004)．

現在の社会混乱は，産業革命の時に，家内産業から

工場での産業システムへと移行するに連れ，人々のあ

り方がゲマインシャフト的なものからゲゼルシャフト

的なものへと移る時の混乱に類似している．その移行
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吉野：富国信頼の時代へ １５９

る．冷戦期，盛んに「囚人のジレンマ」等の「ケーム

理論」が展開された．今後は，世界がゼロ．サムのジ

レンマではなく，プラス・サム社会へと向かっていく

ことが望まれ，その鍵となるのが人々の「信頼」であ

ろう．川勝（2000）は「富国有徳」を掲げるが，中国

が国際的信頼の確立のために「徳治（人治）主義」の

失敗から「法治主義」へと移行する中で，私は国の富

と人々や信頼が相補的に発展していく「富国信頼」を

唱えたい．

（注．本論文は，吉野（2003b）を下に，新たな調査

データと解析を加えて，本特集号のために大幅に加筆

修正したものである．また，本調査研究は，文部科学

省研究補助金基盤研究Ａ(2)No.14252013によるもの

である.）
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国際比較調査データの安定‘性についての検証

-2003年度韓国と台湾における「健康と文化調査」および

「東アジア価値観国際比較調査」データの比較一

山岡和枝*，李相命*＊

ANoteontheStabilityoflntemationalComparativeSurveyData：Comparisonof

surveydataof“HealthandCultureSurvey''ａｎｄ“EastAsian

ValueSurvey'，ｉｎＫｏｒｅａａｎｄＴａｉｗａｎ

KazueYAMAoKA掌andSangyoonLEE*＊

lnthisresearchnote,weexaminedthedegreeofdifference/concordanceamongtheresponse
ratesandthedifferencesbetweentheresponseratesduetotheeffectofweightingontheresponse
dataacquiredfromtwosurveys，theHealthandCultureSurveyandtheEastAsianValue
Survey・Thedifferencesbetweentheresponserates,aswellasthescalevaluesbetweenthetwo

surveys,wererelativelysmallandthestructuresoftheresponsepattemswererelativelysimilar、
Thesefindingsindicatethatthereliabilityofthesurveyresultsisrelativelyhigh・Thedifference
betweentheoriginalandtheweightedKoreansurveyprovedtoberelativelyminor（maximum
differenceof3,5％），andtheeffectofweightingontheresponsedataprovednegligible・Ithas
beenrecognizedthatcomparisonofpattemstructuresingroupsofmultiplequestions，rather
thancomparisonofresponseratesforeachquestion,isimportantwhenseekingcross-national
comparability・

Ｋｅｙｗｏｒｄｓ：stability，cross-nationalcomparability，HealthandCultureSurvey，East
AsianValueSurvey,reliability

１．目的と意義

｢健康と文化」に関する東アジア調査の一著者らは「健康と文化」に関する東アジア調査の一

環として，2003年度に韓国および台湾において調査を

率国立保健医療科学院技術評価部

（DepartmentofTechnologyAssessmentand
Biostatistics，NationallnstituteofPublic
Health）

*．東京大学医学系研究科健康科学・看護学専攻
（DepartmentofSocialGerontology，Schoolof
HealthSciencesandNursing,GraduateSchool
ofMedicine,theUniversityofTokyo）
連絡先：山岡和枝

〒351-0197埼玉県和光市南2-3-6

国立保健医療科学院技術評価部
ＴＥＬ：O48-458-6228FAX：048-469-3875

E-mail：yamaoka＠niphgo､jｐ

実施した．この調査は｢東アジア価値観国際比較調査」

(吉野編,2004)と共通のサンプリングフレームを用い，

ほぼ同時期に(1～2週間の遅れで)，共に訪問面接調査

により実施したものである．両調査は複数の共通質問

を含む，一般成人男女を対象とした標本調査法に基づ

く全国調査である．詳細は後述するが，台湾では，地

域を層別し，電話帳（住民基本台帳よりも実態に近い

といわれる）から人口分布を勘案した上で，第１段抽

出で地点を抽出し，第２段抽出の各地点ではランダム

ウォークで１軒おきに計１５軒を訪問し,第３段抽出の

各軒ではＫｉｓｈ法(Kish,1995）で個人を抽出した．一

方，韓国調査は韓国Gallup社に委託して行ったが，

2000年国勢調査の人口分布を勘案した上で,第１段抽

出で地点を抽出し，第２段抽出の各地点では世帯をあ

らかじめ割り当てられた標本数に至るまで系統抽出
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し，第３段抽出では各世帯から誕生日法で個人を抽出

している．通常,韓国Gallup社では，得られた有効回

収データについてセンサスデータと比較し，性・年齢

層別重み付け調整を行った回答比率を報告している．

このような違いも含め，国際比較においては，本質

的な国の間の意識の差異の有無以前に，調査票の翻訳

やサンプリングなど，異なる方法で得られるデータの

比較可能性という大問題が常につきまとう（Yoshino，

2002)．これについて,言語の問題については吉野･林・

鈴木（1995)，吉野（2001）が既にバックトランスレー

ションの実践的方法と実証例の検討を報告している．

他方で林(2000）は割り当て法（クォータ法)でのデー

タの安定性についての検討を行い，林・田中（1996)，

吉野(2002)，Ｋｉｓｈ（2003）では回収データについての

重み付け調整（poststratification,回収データと母集

団での性・年齢層の分布の違いを，前者に重みをかけ

て調整しようとすること）について，そうすることが

むしろデータの歪みをもたらし，表面上の算術的調整

よりもはるかに深い問題を生じる可能性を報告してい

る．新たな調査を行った際には，得られたデータの信

頼性についての検討が必要不可欠である．本研究ノー

トでは，速報としてほぼ同時期に行った「東アジア価

値観国際比較調査」（吉野編,2004）との共通項目に関

する回答データの比較により,まずデータの信頼性(安

定性）に関する検討を行う．次いで韓国調査での回収

データを用いて，回収データに対する重み付け調整の

問題を検討する．以上２点について，今後，国際比較

可能性について検討するための基礎資料を提供する．

２．「健康と文化」調査票の作成と翻訳

大貫（1985）が医療社会学の立場から「病気と健康

観，その実践は一見現代医学に基づいているように見

えながら，実際は非常に根深く文化的に意味付けられ

たものである.」と指摘したように，社会的緊張から生

じるストレスと対処方法は社会，経済，文化的環境等

により異なる可能性がある．単に同様の対処法を文化

や社会環境の異なる民族へ適用することには問題があ

り，各社会における「文化的背景」を認識することは

重要な意味をもつ．これまで，主として観察研究に基

づく医療文化人類学や医療社会学研究(たとえばリン，

1999；瀧津,1998；医療人類学研究会編,1992；大木，

2002）や，実証的な国際比較調査に基づく社会疫学的

研究（Berkman＆Kawachi,2000）が行われてきた

が，大規模標本調査に基づく国際比較研究は国内外と

もに少ない．このような背景の下で，大規模標本調査

による「健康と文化調査」を実施した．

調査票の質問は，関連する国内・国外の先行調査の

資料を参考にして,新たに作成した項目を追加した.基

本的に統計数理研究所で行われてきた国民性に関する

｢7か国国際比較調査」（林・鈴木・村上・吉野･林・釜

野・三宅・佐々木，1998）および「東アジア価値観国

際比較調査」（吉野編，2004)の質問項目をベースとし，

さらに必要と思われる医療関連の項目を追加した．質

問項目については，比較可能性を考慮し，可能な限り

調査出典の明確な質問を取りあげるよう心がけたが，

いくつかの項目に関しては新たに質問を作成した．な

お，文章が長いもの，回答選択肢が多い質問に関して

は,調査対象に見せるための質問カードを作成した.こ

うして「健康と文化調査」の調査票案として計４１問を

日本語版で準備した．４１問のうち，「東アジア価値観

国際比較調査」と共通な質問は３６問（付表，Ａ質問

群十Ｂ質問群)，さらに「７か国国際比較調査」とも共

通な質問は１９問（Ａ質問群）である．

調査票案として作成した日本語版調査票を，各国と

もそれぞれ，まず一人のバイリンガルにより韓国語あ

るいは台湾語に翻訳させ，各国側の研究協力者と検討

を重ねた上で，調査票の項目を決めた．さらに別のバ

イリンガルにより韓国語と台湾語調査票それぞれにつ

いて日本語再翻訳(backtranslation）させ，われわれ

が調査項目の吟味を行った上で，最終的に韓国版およ

び台湾語版調査票を確定した.これら４１問は韓国と台

湾で共通である．調査票のスキームや調査方法の詳細

についてはYamaoka＆Ｌｅｅ（2003）およびYamao．

kａ＆Ｌｅｅ（2004）を参照されたい．

３．調査の概要

（１）韓国調査

本調査の母集団は,２０歳以上の韓国在住の一般国民

を母集団とした標本調査で，訪問面接法で行った．標

本抽出の際に，韓国の政府機関の調査でない場合，住

民基本台帳を利用することはできないとされる．そこ

で，調査地点を2000年国勢調査の人口分布を勘案し，

層別無作為抽出で抽出し，調査地点からの個人の抽出

はあらかじめ計画された世帯数を系統抽出するという

方式をとった．具体的な標本抽出と訪問調査は韓国

Gallup社に委託し,調査遂行の詳細は同社との検討の
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上で一任した．同社は，長年にわたり韓国の世論調査

に携わってきている．その概要は以下の通りである．

ａ・調査内容健康と文化に関する意識（計41項
目）

ｂ・調査対象

母集団：韓国全国の班および村に居住する満20歳以
上の国民

ｃ・標本数有効回収標本1,007名

ｄ・地点数１２５地点（大都市63地点，都62地点）

ｅ調査時期2003年１０月７日～２５日

ｆ・抽出の方法と手順都市規模により地域を層別

後，次の手順で個人を抽出した．

①第１次抽出単位の層別は,2000年の韓国国勢調

査結果の人口分布(韓国統計庁,2000)に基づき，

都市規模で計31層(最大行政単位大都市(7市）

と都（8都×３部［都市部，市部，郡部]）に層

別し,割り当てる標本数を決定した．その際,済

州島は標本から除かれた（済州島の人口は全人

口の1.2％で,標本数が1,000の場合,１２ケース

であるが，通常の全国調査でもサンプリングの

際に対象外とされることが多い.）

②各々の割り当てられた標本の大きさに応じて

洞・邑・面を無作為に抽出し，そこから第１次

抽出単位の調査地点（班・村）を無作為に抽出

した．

③各調査地点から，計画された世帯数（班：６～８

世帯，村：１２～15世帯）を抽出した．この際，

マーケットや商店の世帯は除外した．

④１つの世帯に20歳以上の成人が２名以上の場

合，誕生日ルールに基づき，調査時点から先

１２ヶ月以内で誕生日がもっとも近い人を選択し

た．（各地点で抽出される世帯数，したがって個

人の数は，あらかじめ割り当てられている.)た

だし，この際，一時的な在宅者，および軍隊へ

の入隊，長期的な出張，海外出張の者は除外し

た．

ｇ・訪問調査員の訓練

訪問調査は韓国Gallup社に登録している調査員が

行った．調査概要，一般面接調査要領と調査票の質問

方法などに関する１日間のオリエンテーションを行

い，３回のロールプレイがなされた．

(2)台湾調査

本調査は，２０歳以上の台湾一般住民を母集団とした

標本調査で，訪問面接法で行った．台湾では住民基本
台帳を利用することは可能であるが，移動が多いため

か，必ずしも居住の実態を反映しておらず，実際の調

査ではむしろ電話帳を用いた方が適当という台湾側研

究者の指摘があり，「電話帳」（後述）を利用して標本

抽出を行った．調査にあたり天主教輔仁大学謝邦昌

教授の協力を得た.訪問調査実施は台湾のTrendgo社
に委託した．調査方法は，同社とわれわれとの検討に

より，以下のように確定した．

ａ，調査内容健康と文化に関する意識（計４１項

目）

ｂ・調査対象

母集団：台湾全地域に居住する満20歳以上の個人

標本抽出台帳：「電話帳」（356ａｒｅａcode）により地

点抽出を計画した．

台湾の電話帳登録状況は，９０％以上の世帯が自宅に

電話を保持しており，都市部と農村部の違いは大きく

ないといわれている．（台湾ではおよそ６００万世帯あ

り，電話番号も６００万を超えている.)台湾の電話番号

は，各「区」（Ch'u）を区別できるようなコード（始め

の３桁の数字）が割り当てられている．

ｃ・計画標本数1,800名

ｄ・地点数１２０地点(つまり，120地点×１５名/1地

点＝1,800名）

ｅ、調査時期2003年１１月１２日～２７日

ｆ・抽出の方法と手順都市規模で地域を層別後，

次の手順で個人を抽出した．

①層別は，８層(4部[北部，中部，南部，東部]×

２部［都市部･非都市部]）で層別し，国勢調査

の人口分布(2003年５月の政府報告)に基づき，

人口比例で抽出地点数（ほぼ「区」に対応して

いる）を決定した．

②各層から第１次抽出単位の調査地点を，無作為

に抽出した．

③地点ごとに，調査を開始する世帯を｢電話帳｣よ

り無作為に１軒抽出した．その世帯からランダ

ムウォークで１軒おきに１地点あたり１５世帯

を選択した．

④１世帯から１標本(個人）を抽出した．１世帯に

成人が２名以上の場合は，Ｋｉｓｈ法(Kish,1995）

により個人を選択した．

45Ｚ
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Ｂ
“１４．調査結果の概要

4.1．「束アジア価値観国際比較調査」との比較に見

る回答の一致の程度

本調査は「東アジア価値観国際比較調査」（吉野編，

2004）とほぼ同時期に開始され，ほぼ半数くらいの質

問を共通質問としてとりあげている．そのため，共通

質問を用いて調査結果の信頼性（安定性）を検討する

ことが可能である．そこでまず，共通質問における回

答の一致の程度を，各項目の回答比率の比較と回答パ

ターン構造の比較および共通項目すべての比較という

観点から検討した．

まず，「東アジア価値観国際比較調査」と共通の（Ａ

群十Ｂ群）質問項目（計36問）の各カテゴリー回答比

率を求め，両比率の差異を検討した．韓国および台湾

における回答比率（付表参照）の一致の程度を示すプ

ロットをそれぞれ図1,図２として表示する.図中では

差が5％以上あったカテゴリー名を表示した．韓国で

の最大差は19.7％（中央値1.2％）であり，台湾での最

大差は13.2％（中央値Ｌ１％）であった．特に差の大き

かったのは韓国ではEA50(伝統的価値観)，Ｑ7.85(科

学観･社会問題)，Ｑ2.12ｂ（信頼感･スキあれば利用)，

台湾ではＥＡ５０（伝統的価値観)，Ｑ7.84（科学観･心の

解明),Ｑ2.12ｂ（信頼感･スキあれば利用)，ＥＡ１１（お

％
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０１０釣鈎４０６０６０７０８０００１００

東アジア■■■飼底

図２．「健康と文化に関する調査」（縦軸)および｢東

アジア価値観国際比較調査」（横軸)の共通質

問における回答分布の一致の程度（台湾）

化けなどの存在の有無)，などであった．

次に数量化III類を用いたパターン分類により，２つ

の調査をあわせ(縦ボンド)，これに｢東アジア価値観

国際比較調査」の他国（北京，上海，香港）と，同調

査と同じ調査票を用いて実施された「日中国民性デー

タの統計解析」（統計数理研究所共同研究，１４共研-

2059代表鄭躍軍)での昆明，杭州も含めた場合(分

析１：質問項目はＡ群十Ｂ群)，「分析1｣の東アジア諸

国にさらに｢7か国国際比較調査」（日，米,英,独,仏，

伊,蘭)のデータを含めた場合(分析２：Ａ質問群のみ）

について，第１軸と第２軸でのカテゴリーの付置の中

での国･地域の位置の相違を視覚的に比較した（図３，

図4)．「７か国国際比較調査｣結果も含めた場合には共

通な質問数が３６問から１９問へと減少したため，関連

性が異なる可能性がある．そこで,「東アジア価値観国

際比較調査」での国･地域のみについてもＡ質問群の

みでの分析を行い，構造を確認した．視覚的ではある

が，両図での２つの調査の位置づけはほとんど変わら

ないと判断されたため，「７か国国際比較調査」を含め

た結果（図4）を示した．「分析1」には，回答比率の

差の大きかった伝統的価値観関連の質問項目が含まれ

ており，これらを含まない｢分析2｣の結果では，韓国

と台湾ともに２つの調査（｢健康と文化調査」と「東ア

ジア価値観国際比較調査｣)は，より近くに付置されて

いた．

０１０鈎釣４０６０的７０胸００１,＠
束ア鯵ｱ■■輯再聾

図１．「健康と文化に関する調査」（縦軸)および｢東
アジア価値観国際比較調査」（横軸)の共通質
問における回答分布の一致の程度（韓国）
図中の記号は付表のコード名(カテゴリー)を
示す（以下の図も同様）
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図４．２つの調査での回答傾向の相違：「健康と文

化に関する調査」に「東アジア価値観国際比

較調査｣＋（昆明，杭州）および「７か国国際

比較調査」での国・地域をカテゴリーとして

含めたボンドサンプルのパターン分類（Ａ質

問群，計１９問）

（数量化III類での第１軸(横軸)と第２軸(縦

軸)にカテゴリーに付与された数値の付置,四

角の中は関連する項目・カテゴリーの内容，
ＨＣは「健康と文化に関する調査」を示す）

以上，韓国および台湾において，ほぼ同時期に行っ

た２つの調査から回答傾向の信頼性（安定性）につい

て検討してきた．一般に，経時的な変化を検討する際

にはデータや指標の安定性と敏感性の間のtrade-off

の問題がある．今回の調査では２つの調査の間に回答

に影響を及ぼすような大きな社会的問題等は生じてい

なかったため，変化に対する敏感性というより，質問

に対する回答分布の標本誤差に近いものがみられたと

考えることができよう．質問項目のうち，特に両国と

も２つの調査でばらつきの大きかったのは伝統的価値

観とお化けなどの存在の有無，および信頼感に関する

l問(スキあれば利用)であった（これらは多くの場合，

p＝0.5付近を中心にばらつきが大きかった)．した

がって伝統的価値観と，お化けなどの｢存在の有無｣の

質問を除いたＡ質問群のみで分析した結果は，それら

が含まれている｢分析1｣に比べて当然ながら２つの調

査結果のパターン分類で示された国や地域の位置づけ

は相対的に近くなり，２つの調査結果の関連がより強

かった．このように取りあげる質問によって安定性の

違いが生じる可能性があり，これらについては取り扱

う内容ごとに充分に吟味し解釈を行う必要‘性がある．

少なくとも本調査の結果では,健康感や社会階層意識，

｜・.Ｉ Ｉ

不安感などを含むＡ質問群に関しては比較的安定し

ていることが示唆されたといえよう．

また,項目の中で,健康問題の自覚症状(５問,Ｑ2.80ａ

～e）および信頼感（３問，Ｑ2.12,Ｑ2.12b,Ｑ2.12c)，不

安感（３問，Ｑ2.30,Ｑ2.30.,Ｑ2.30f）はスケールを作成

して検討することが多い．そこで，スケールとして反

応個数の総和を用いた場合を取り上げ,｢健康と文化調

査」および「東アジア価値観国際比較調査」の２つの

調査での，それぞれのスケール値（得点）をウィルコ

クソン順位和検定により比較した．韓国では「健康と

文化調査」の方が「東アジア価値観国際比較調査」に
比べてやや不安を訴える者が多く，不安感スケール値

に有意差（p＜0.05）が認められた．ただし，これにつ

いては，質問文の表現や組み合わせが多少変更された

ことがどのような影響があるか，今後の検討が必要で

あろう．しかし，他のスケールに関して差は認められ

ず，スケール値として捉えても，比較的安定している

ことが示唆された．

陰醗髄確瞳b『
なし

図３．２つの調査での回答傾向の相違：「健康と文

化に関する調査」に「東アジア価値観国際比

較調査｣＋（昆明，杭州）での国･地域をカテ

ゴリーとして含めたボンドサンプルによるパ

ターン分類

（Ａ質問群十Ｂ質問群，計36問）

（数量化III類での第１軸(横軸)と第２軸(縦

軸)にカテゴリーに付与された数値の付置,四

角の中は関連する項目・カテゴリーの内容，

ＨＣは「健康と文化に関する調査」を示す）
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4.2．回収データに対する重み付け調整の問題

韓国Gallup社では，系統抽出と誕生日法を適用し

て個人を抽出したが，通常，実際の有効回収データに

国勢調査の人口構成に基づき重み付け調整を行った回

答比率を最終データとして報告している．本調査結果

の報告に際しても，この手続きに従って2000年度国勢

調査データ（KoreaNationalStatisticalOfYice）をも

とにした，性・年齢層別の重み付け調整後の回答比率

が報告されてきた(表１参照)．われわれは，もとの回

収データ（重みなし）について単純集計，および性・

年齢層別集計を行い，回収データに重みを付けた場合

と付けない場合についてそれぞれのカテゴリーの回答

比率を比較した.その差異を比率の差で見たところ,最

大3.5％（中央値0.3％）の差異であった．図５は全項

目における重みの有無による回答比率の比較を示して

いる．比率の大きさに係わらず，ほぼ45度の直線上に

分布しており，重み付けの影響による差異は小さいこ

とが分かる．

一般に，必要サンプル数を確保するために，特定層

の抽出確率を高くし，標本抽出計画段階で，全体での

集計の際には母集団の人口構成にあわせるためにあら

かじめ回収標本に重み付け調整を計画することがあ

る．これは，回収率がlo０％となることを想定する限

りにおいては，正当化できる立場もあろう．たとえば，

回収データに対して，今回の台湾調査のように世帯を

抽出し１世帯から１標本を抽出する場合に，世帯を等

確率で抽出しても最終抽出単位の個人の抽出確率が世

帯構成によって異なってしまうことから，集計にあた

り抽出確率の逆数に比例した重み付け調整をすること

が考えられる．このような重み付け調整に関しては，

2001年と2002年に統計数理研究所で行われた「中国

における意識調査」での世帯構成員数での重みの有無

による差異の検討が参考になる．鄭らによると，北京

市では最大2.3％(鄭編,2003a)，上海市では最大2.1％

(鄭編，2003b）の差異がみられるだけで，一般の標本

抽出誤差の水準を勘案すると，重みの有無により本質

的な違いがないことが確認されている．しかし，標本

計画においてではなく，回収データの性・年齢層の属

性が母集団からずれていることを考えて，事後の重み

付け調整をすることに関しては，異論がある（吉野，

2002)．韓国Gallup社の用いている重み付け調整は，

世帯の構成比などの違いを理論的に考慮したものでは

ないが，本研究の結果では重みの有無による差違はほ

とんど認められなかった．ここには示さなかったが数

量化III類で捉えた項目・カテゴリー間の関連性をみ

るとほぼ類似した結果であり，重み付けの有無による

差異はみられなかった．

林・田中（1996)，吉野（2002)，Ｋｉｓｈ（2003）が指

摘するように，母集団の性・年齢分布との比較のみに

よる「重み付け」は，回収率の低さ（属性による回収

率の偏り）などの影響もあり，それにより逆にバイア

スが増長される可能性も否定できない．最近では，小

柳（2004）もシミュレーションおよびフィールドテス

ト結果に基づいてこの点を指摘している．今回の調査

の回収率も高いとはいえず，回収データに対しての重

み付け調整については慎重でなければならない．この

問題に対しての一般的な答えはなく，Ｋｉｓｈも理論と実

践とその両面からの今後の検討が必要であると指摘し

ている（Kish,2003,pl97)．なお，数量化III類で捉

えた回答パターンの構造は比較的安定しており，吉野

(2002)も述べているように，複数質問群の回答パター

表１韓国Gallup社の回収データに対する重み．

回答比率(%)の埜異

２０－２９３０－３９４０－４９年齢層

男性

女性

50歳以上

128/135

158/125

行動計堂学第31巻第２号（通巻６１号）

０２０４０６０８０１００
重み然し

図5．韓国調査における回収データに対する性年齢
層に対する重みの有無による回答比率(％)の
差異
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ンを国際比較に用いることは意味があると判断され

た．

５．まとめ

本研究ノートでは，韓国と台湾における「健康と文

化調査」と，ほぼ同時期に行った「東アジア価値観国

際比較調査｣結果との回答比率の一致の程度の検討,お

よび回収データの重みの有無による回答比率の差異に

ついて検討した．その結果,２つの調査結果からは回答

比率に差異のみられた項目もあったものの，健康感や

不信感などの質問に関する回答比率と回答パターン構

造は比較的一致していた．またスケール値としても差

異はほとんど認められず，調査結果の信頼性(安定性）

は比較的高いものと考えられた．韓国調査による回収

データの調整に対する影響の検討に関しては，単純な

回答比率の比較においても最大差が高々3.5％であ

り，重み付け調整の影響はほとんどないことが確認さ

れた．さらに，項目ごとの比率の比較ではなく，複数

項目群のパターン構造の比較が，国際比較可能性を考

慮する上で重要であることが確認された．
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付表

Ａ質問群

上
中
下

の
の
の

上
中
中
中
下

〕
１
１
１
１

１
２
３
４
５

０．７

6.2

45.9

29.7

16.7

コード
ー

Ｑ2.39 健康状態 1)非常に満足

2)満足

3)あまり満足していない

4)満足していない

8.1

46.6

33.0

11.6

7.8

47.8

33.7

９．８

8.6

67.4

18.3

５．１

Q2.80ａ 自覚症状一頭痛・偏頭痛・頭が重い l)あり

2)なし

自覚症状一背中の痛み（肩こりや腰痛などQ2.80ｂ l)あり

2)なし

Q2.80ｃ 自覚症状一いらいら 1)あり

2)なし

自覚症状一うつ状態Q2.80. l)あり

2)なし

Q2.80ｅ 自覚症状一不眠症 l)あり

2)なし
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社会階層

1)利用しようとしている

2)そんなことはない

０．６

5.6

47.0

30.7

14.7

0.4

8.9

64.5

18.6

３．１

家庭はくつろぐ場所Q4.30 l)そう思う

2)そうは思わない

他人のためか自分のためかQ2.12 l)他人の役に

2)自分の事だけ

Q2・l2b スキがあれば利用されるか

2．９１２．６１２３．２１２０．３

457

人は信頼できるかQ2・l2c 1)信頼できると思う

2)常に用心した方がよい

Q2.30 不安感－重い病気 l)非常に感じる

2)かなり感じる

3)少し感じる

4)全く感じない

4.5

14.8

51.9

27.8

23.8

30.5

33.2

11.6

3.5

19.4

50.2

26.3

Q2.30. 不安感一交通事故 l)非常に感じる

2)かなり感じる

3)少し感じる

4)全く感じない

5.5

17.1

47.3

28.8

4.6

22.6

50.6

21.6

24.0

29.4

35.5

10.1

Q2.30ｆｌ不安感一戦争 1)非常に感じる
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2)かなり感じる

3)少し感じる

4)全く感じない

10.3

38.1

44.6

13.2

39.1

41.3

21.6

25.0

28.0

恋
皿
恋
一
唖
卸
班
”
一
諏
却
郷
”
｜
“
燕
坤
ｗ
｜
即
獅
一
抑
邪

Ｑ7.83 科学技術一病気の治療 1)全くそのとおりだと思う

2)そう思う

3)そうと思わない

4)決してそうと思わない

7.0

63.5

19.7

６．３

7.9

65.1

18.3

５．１

17.2

54.0

20.0

２．５

Q7.84. 科学技術一人間の心の解明 1)全くそのとおりだと思う

2)そう思う

3)そうと思わない

4)決してそうと思わない

2.5

25.1

47.3

20.9

2.4

30.8

41.0

22.1

8.9

36.3

35.4

９．４

Ｑ7.85 科学技術一経済的，社会的問題の解決 1)全くそのとおりだと思う

2)そう思う

3)そうと思わない

4)決してそうと思わない

4.2

35.1

46.6

９．５

2.1

41.9

38.9

11.7

5.2

39.3

40.3

６．８

Q3.1ａ 1)はい

2)いいえ

50.5

49.5

51.9

46.5

74.9

25.1

夕

Q3.2 1)大切

2)大切でない

74.2

18.3

76.7

16.0

73.9

19.1

Ｂ質問群

2２．７１１８．５１２８．３１２４．２l)ある・存在する
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コード
ー

EA11A

ＥＡ ＨＣ ＥＡ

存在の可否一神や仏 1)ある・存在する

2)あるかもしれない

3)ない。存在しない

28.8

29.8

34.7

23.6

31.1

36.6

48.1

38.1

９．７

ＥＡ１１Ｂ 存在の可否一死後の世界 1)ある・存在する

2)あるかもしれない

3)ない。存在しない

20.5

30.9

36.8

18.4

30.2

39.1

31.0

44.1

15.9

ＥＡ１１Ｃ 存在の可否一霊魂（たましい） 1)ある・存在する

2)あるかもしれない

3)ない。存在しない

28.0

36.9

27.3

23.0

36.4

31.6

39.6

39.9

13.9

EA11D 1)ある・存在する

2)あるかもしれない

3)ない。存在しない

19.5

25.5

43.8

17.9

23.1

46.2

22.8

34.7

32.8

ＥＡ１１Ｅ 1)ある・存在する

2)あるかもしれない

3)ない。存在しない

20.0

25.8

42.7

18.2

24.2

44.2

29.9

40.4

20.4

ＥＡ１１Ｆ 1)ある・存在する

2)あるかもしれない

3)ない。存在しない

22.7

28.9

38.5

19.7

27.1

40.5

29.8

40.4

20.4

EA11G｜存在の可否一宗教上の罪や罰（ばち）
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2)あるかもしれない

3)ない。存在しない

【鵬

459

0.4

ＥＡ５０Ａ

EA50B

EA50C

ＥＡ５０Ｄ

EA50E

EA50F

ＥＡ５０Ｇ

EA41A

EA41J

EA41C

｜ ’

58.5

28.9

蕊|::洲！
“
麺
一
郵
姉

１．７

21.0

40.1

35.0

1.9

34.1

51.2

副
一
四

140

64.3

16.6

9.0
｡

30.5

53.8

27.1

56.2

2.8

11.1

50.3

30.1

13.0

61.5

19.0

34.0

46.5

17.5

伝統的価値観一先祖を尊ぶか l)全くそのとおりだと思う

2)そう思う

3)そうは思わない

4)決してそうは思わない

24.6

63.3

10.1

1.4

36.7

52.2

８．２

１．７

46.9

52.7

０．３

０．０

伝統的価値観一長男は両親の面倒を見るか 1)全くそのとおりだと思う

2)そう思う

3)そうは思わない

4)決してそうは思わない

9.1

36.1

46.2

７．７

16.3

35.6

42.7

４．６

22.1

45.2

28.8

３．３

伝統的価値観一妻は夫に従うか 1)全くそのとおりだと思う

2)そう思う

3)そうは思わない

4)決してそうは思わない

６
７
５
Ｊ

９
４
０
４

５
３

13.8

56.6

26.8

１．９

9.4

45.5

38.9

４．８

伝統的価値観一親が反対する結婚はしないか 1)全くそのとおりだと思う

2)そう思う

3)そうは思わない

4)決してそうは思わない

4.1

27.8

56.2

９．４

5.5

31.9

51.6

８．３

2.2

16.0

56.0

24.2

伝統的価値観一年上の人の意見に従うか l)全くそのとおりだと思う

2)そう思う

3)そうは思わない

4)決してそうは思わない

4.1

57.6

32.6

４．３

9.5

62.2

25.5

１．０

10.5

57.0

28.6

１．８

伝統的価値観一家系（家紋）を続かせるため息子は必要か 1)全くそのとおりだと思う

2)そう思う

3)そうは思わない

4)決してそうは思わない

7.8

33.4

45.6

12.5

13.2

32.6

43.3

９．８

9.2

43.4

40.9

５．５

伝統的価値観一男性は外で働き，女性は家庭を守るべきか 1)全くそのとおりだと思う

2)そう思う

3)そうは思わない

4)決してそうは思わない

6.1

29.0

48.4

15.8

8.4

29.5

50.3

10.9

6.0

40.3

44.8

７．９

信頼感一宗教団体 1)非常に信頼

2)やや信頼

3)あまり信頼しない

4)全く信頼しない

8.5

40.1

38.4

11.9

8.7

38.7

39.3

10.8

11.1

53.3

29.2

４．４

信頼感一科学技術 1)非常に信頼

2)やや信頼

3)あまり信頼しない

4)全く信頼しない

8.4

69.5

16.6

１．５

8.9

70.0

16.8

１．８

15.9

60.5

15.6

１．８

信頼感一新聞・テレビ 1)非常に信頼

2)やや信頼

3)あまり信頼しない

4)全く信頼しない

2.7

57.8

34.9

４．５

2.9

61.9

30.5

４．０

1.9

35.5

51.4

９．８
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東アジアの職業観

一日本・中国・台湾・韓国の比較一

好美浩*，吉野諒三*＊

AComparativeStudyofWorkValueoftheEastAsianPeople

-Japan,China,Taiwan,andSouthKorea-

ＹoshihiroMIYosHIandRyozoYosHINo

Ｔｈｉｓstudyfocusesonthesimilaritiesanddifferencesoftheworkvaluesamongthepeoples
studiesinourEastAsiaValueSurveyconductedduring2002-2004．Itshowsusefulaspectsof
cross-nationalcomparisonontheEastAsia・

SomeresearchersconsiderthattheEastAsiaisundertheinHuenceofCo､fucianism,asthe
westerncountriesundertheinfluenceofChristianity・Itissaidthatscholarsandcivilservants

aremorerespectedthanpracticalworkersinConfucianethics、Therefore,MaoisminChina

emphasizedpracticalworkers（farmersandlabors）morerespectedOntheotherhand,ＣＯ､‐
fucianethicsofJapanwasacceptedamongsamurai（warrior)，sethicsatEdoera,mayhavebeen
lostinthestreamofdemocratizationafterMeijieraandi、thereorganizationafterWorldWar
ll、

ThequestiolmaireofourEastAsiaValueSurveyincludedtwoopenquestionsaboutthe
occupation：‘‘Whatoccupationdoyourespectmost？”；“Whatistheoccupationyouyourself
wouldliketohave?'，Theresultsoftheseresponsesindicatethatthethreecategoriesas
‘‘Teacher'',“MedicalDoctor，'ａｎｄ“ＮｏｎｅｏｒＤｏｌｌ'ｔＫｎｏｗ''areusefulcriteriaforthecomparison
amongEastAsianPeoples，

Ｋｅｙｗｏｒｄｓ：cross-nationalcomparativesurvey,EastAsia,WorkValue,occupation-related
openquestions

キーワード：職業観，労働観，国際比較

１．はじめに

我々が2002年から遂行中の｢東アジア価値観国際比

較調査」（これ以後「東アジア価値観調査」と呼ぶ）の

調査票には，「あなたが一番尊敬する職業は何ですか

(自由回答項目)」という質問がある．日本の調査デー

率兵庫教育大学教育・社会調査研究センター

(EducationalandSocialSurveyResearchCenter，
HyogoUniversityofTeacherEducation）
連絡先：〒108-0023東京都港区芝浦3-3-6キャンパ

ス・イノベーションセンター304号

事事大学利用共同法人情報･システム研究機構統計数理
研究所

(ThelnstituteofStatisticalMathematics）

連絡先：〒106-8569東京都港区南麻布4-6-7

夕は，この質問に対して有効回答票787人中15人が

｢職業に貴賎はない｣という意味の回答をしている．一

方，米国では，誰もが努力によってより高いステータ

スの職業に就くことができるという前提（建前？）が

あり，職業階層意識を形成している．社会集団のなか

で共有される価値観が，このような職業意識の断片に

も現われる．

これまでの職業観に関する日本の調査としては，

1955年から１０年ごとに全国規模のＳＳＭ(社会階層と

社会移動）調査が実施されてきた．日本社会学会調査

委員会（1956）により1955年に実施されたＳＳＭ調査

では，全国の20歳から６９歳までの男子有権者を対象

としており，層別無作為抽出された4,500の標本に対

して,面接調査で回答を得ている．この調査の中で,３２
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種の職業名を５段階(｢最も高い」「やや高い」「ふつう」

「やや低い」「最も低い｣）の階層に分類してもらい，５

段階のそれぞれに高い方から低い方へ100点，７５点，

５０点，２５点，０点の得点を与えて，それらの平均点に

基づいた職業ランキングを示している．例えば，この

結果をまとめているNisihira（1958）は，ＳＳＭ調査の

データについて，ＩＬＯ(IntemationalLaborOfYice)の

標準職業分類に準じて，国際比較の枠組みのなかで各

職業分類の層の大きさや，父と子との間の職業移動を

分析している．更に，西平（1964）では，1964年に東

京都２３区の有権者から,無作為抽出した標本(回答者）

に対して,98種の職業名を1955年のＳＳＭ調査と同様

に５段階で分類してもらった結果についても1955年

の結果と比較しながら論じている．その後も継続され

ているＳＳＭ調査の結果は,直井･鈴木(1977)では１９７５

年調査について，直井･盛山編（1990）では1985年調

査について述べられている．東アジアのＳＳＭ調査の

適用結果と解釈との妥当性については，園田編(2005）

で考察されている.他にも父と子との間の職業の世襲，

性別による各職業分類の層の大きさ，職業移動の流動

性，職業威信に関する研究が，特に社会学のなかで積

極的に取り組まれてきた（Breiger，１９８１；Duncan，

1979；Ganzeboom＆Treiman，１９９６；Ganzeboom，

Treiman，＆Ultee，１９９１；Hauser＆Mossel，１９８５；

Ｈout，1984,1988；Jencks，Perman，＆Rainwater，

１９８８；Ｎａｋａｏ＆Treas，１９９４；Perrin，１９０４；

Yamaguchi,1983)．米国のように職業選択の自由が保

障されているという前提があるからこそ，職業威信の

研究として職業階層を認める観点を明示できる．職業

選択の自由がない国や職業間の流動性が低い国では，

職業階層は単に身分や地位の差別化につながるもので

しかない．そのため，米国流の職業威信研究のような

職業観の調査を，東アジア諸国において同様に適用す

るのは適当とは思えない．

我々の「東アジア価値観調査」において，東アジア

の人々の職業観を解明するという課題があった．その

ため,職業観の国際比較の可能性を考慮するために,職

業に関わる各国の状況の違いを理解し，制約を極力緩

くした自由回答形式の質問を設けることになった．

統計数理研究所の国際比較調査グループによって実

施されてきた「意識の国際比較」調査の延長上に位置

づけられる「東アジア価値観調査」では，日本（2002

年)，中国(2002年）（北京，上海，香港)，台湾(2003

年)，韓国（2003年)，シンガポール（2004年）におい

て調査が実施された（吉野，2001,2004)．調査票の質

問項目は，「国民性七か国比較調査」（林他，1997）で

用いたものを土台としながら，東アジアの国々の国際

比較可能性を検討し，質問の選定，追加，修正を行っ

た．現在既に，日本の調査データに加え，中国(北京，

上海，香港)，台湾，韓国，シンガポールの調査データ

の収集とデータクリーニングを終えている（吉野編，

2004a,2004b,2005a,2005b,2005c)．本論文では，最

新のシンガポールの調査データを除いたものについて

分析を行った結果をまとめた．また，「東アジア価値観

調査」と並行して，同調査の北京と上海で利用したも

のと同一の調査票を用いて，2003年に杭州(中国)，昆

明（中国）でも調査が実施された（鄭編，2005)．そこ

で，これらの日本，中国５都市，台湾,韓国の調査デー

タに基づいて，職業観や勤労観に焦点を当て，各国の

人々の価値観の相異を論じる．

２．勤労観とその背景

欧米におけるキリスト教の職業倫理と資本主義との

関連を述べたWeber(1920)は，資本主義の定着に，プ

ロテスタントのカルヴァン派の倫理が大きく寄与した

ことを論じた．暴利や利子禁止といった倫理的規定を

課していたカトリックや，プロテスタントのルター派

の倫理よりも，プロテスタンテイズムのカルヴァン派

や洗礼派の倫理の筋道に，資本主義が定着してきた理

由を見てとった．カルヴァン派は，より多くの仕事を

行うことは社会からの要求に貢献や献身することであ

り，その結果として経済的に豊かになったとしても，そ

れは積極的に社会貢献や献身を行ったことを意味する

とした．そして，このような勤労観を，カルヴァン派

は「隣人愛の実践」と位置づけたとWeberは指摘し

た．この勤労観が，資本主義の定着へと発展してきた

という．

欧米がキリスト教の倫理に大きな影響を受けている

ように，東アジア地域が儒教倫理から大きな影響を受

けていると考える研究者も多い．儒教倫理では，農業

や肉体労働といった実業的な職業よりも，文官や学者

といった頭脳を使う職業の方が尊敬される傾向にあっ

た.近代中国における毛沢東主義では,実業の尊重,男

女平等観の徹底などが強調され，それまでの伝統的な

価値観を変革することが試みられた．これらは，中国

人を取り巻く仕事環境にも大きな影響を与えた．日本

では，江戸時代に武士階層を中心に儒教精神が受入れ

461
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られていったが，その後，Reischauer（1981）が指摘

するような自由民権運動や普通選挙の確立といった明

治期以降の日本における近代化の流れや，第二次大戦

後の改革によって儒教精神が少なからず失われてきた

と考えられている．

現在の日本人に共有される職業観や勤労観の水脈を

歴史的に辿っていくと，少なくとも江戸時代初期まで

はたどり着くように思える．戦国時代の混乱から，江

戸時代になり天下泰平の世の中へと進むなかで，日常

の実生活を重んずる思想が説かれるようになった．江

戸時代初頭の学問として朱子学の活躍が目覚しいが，

その後に実生活の思想として，鈴木正三の禅と実生活

を関連づける試み(鈴木編，1962)，石田梅岩に始まる

石門心学（柴田校注，1971)，貝原益軒の訓え（貝原，

1938）などが生まれた．これらの思想には，神道，仏

教，儒教の内容が，各々の枠組を越えた実生活の倫理

として総合されていた．江戸時代に生まれた実生活の

思想は，現代日本の実生活の規範にもその跡が見られ

る．本節の以下では，これらの実生活の思想で述べら

れた職業倫理を概説してみる．

鈴木正三『万民徳用」では，武士，農民，職人，商

人についてそれぞれの修業のあり方が述べられてい

る．「農人日用」では「農業則仏行なり，意得悪時は賎

業也｣，「職人日用」では「一切の所作，皆以世界のた

めとなることを以しるべし｣，そして「商人日用」では

｢売買をせん人は,先得利の益べき心づかひを修行すべ

し」と述べ，職分が異なるとしても心を修めることに

は変わりはなく，一意専心に事業に取り組むことが諭

されている（鈴木編，1962)．

石田梅岩『斉家論』に「上より下に至り，職分は異

なれども理は一なり」とある．この「一なる理」とは，

職分に関わらず身を修めることであり，身を修めるた

めに心を深く知ることを説いている．「石田先生語録」

には,｢職分ノ外二望ミ有ラバ有心ニシテ無心ノ天二違

ヘリ．違へ（天命二背ク.」とある．士農工商の身分制

度のなかで，職業選択の自由がほとんどなかった時代

に，職分を天命として受入れることが諭された．身分

の上下はありながら，職分を転じる不自由を天命とし

て受入れ，身を修めることを勧めているのである．深

く心を知り，身を修めたときの理想的な心のあり方と

して，「仁心」「正直」「倹約」「実情」「本心｣「明徳｣｢本

来ノ面目」という概念が示されている（柴田校注，

1971)．これらの実生活の思想は,職分が何であれ,各々

の職分のなかで深く深く心の奥を知ることによって，

動かない心を獲得することが重要だという点では共通

している．このような梅岩の学問を継承した手島堵庵

が，やさしい言葉で「前訓ｊなどを記し，講舎を組織

化し,そして石門心学の伝播につとめたことによって，

実生活の思想が庶民の生活に広がっていった．

３．職業に関する自由回答の概要

今回，「東アジア価値観調査｣の調査票を作成するに

あたり，以下のような職業に関する二つの質問が加え

られた．これらの二つの質問は，互いに自由回答項目

となっている．

問39ａあなたが一番尊敬する職業は何ですか．

問39ｂでは，ご自身が実際につきたいと思う職業は

何ですか．

1978年にＮＨＫ放送世論調査所が実施した「日本人

の職業観｣調査(ＮＨＫ放送世論調査所編，1979)では，

回答者に選択肢カード(回答票)を見せながら｢問５〔回

答票〕のように分けた場合，どれが理想的な職業だと

思いますか．あなたのお考えにいちばん近いものをお

答えください.」を尋ねる質問がある．選択肢は１４種

の具体的な職業分類カテゴリーからなり，それ以外の

回答は「この中にはない，わからない，無回答」のカ

テゴリーにまとめられている．この質問を参考に，新

しい自由回答形式の質問として,上記の問39a,問39ｂ

を作成し，「東アジア価値観調査｣調査票に加えたので

あった．

問39a,ｂを個別に分析のためのコーディングの基

準についての概要を，簡単にまとめる．

「尊敬する職業」と「つきたいと思う職業」の両質

問とも，複数の職業をあげた場合は，最初にあげた職

業を採択することにした．つまり，一人の回答者のあ

げた職業は,複数をあげた場合でも一つの職業となる．

そのため，各国・地域の回答頻度の総数は，回答者総

数と同一になる．該当率は，各職業の回答頻度を，具

体的な職業名をあげた各国・地域の回答者の総数で

割った値となっている．

つぎに，問39ａと問39ｂを個別に分析する場合の

コーディング基準は，「尊敬する職業」と「つきたいと

思う職業｣の回答を分類するに当たり，「教師」は基本

的に初等教育と中等教育の先生を指す場合とし，汎用

な意味を持つ「先生」や「教師｣，かつ「学校の先生」

｢教員」という回答は「教師」に含むことにした．この

基準によると，日本においては小中高の先生が該当す
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る．そのため，具体的な「大学教授」「幼稚園の先生」

｢保母｣の回答は，明らかに高等教育，あるいは就学前

教育に含まれるので｢教師｣のカテゴリーから除いた．

より汎用な意味をもつ「教育者」の回答は，現場で活

躍する初等教育や中等教育の先生という以外に教育行

政に携わる人も含むので，「教師｣のカテゴリーから除

いた．各国において教育制度の違いはあるが，初等教

育と中等教育を受ける年齢や期間に，それほど違いは

ない．また，「科学者｣には，「科学研究者｣も含み，「科

学技術者」という場合は「科学者」のカテゴリーから

は除いた．「科学技術者」という場合，「技術者」の意

味合いが強くなり，自然法則や原理の解明に取り組む

というよりも，自然法則や原理を生かしたモノづくり

が重視されるので，「科学者｣のカテゴリーと区別する

ことにした．「なし」「わからない」「無回答」は，「な

し。わからない」のカテゴリーにまとめた．「なし。わ

からない」以外の回答については，回答の具体的表現

の程度に相異はあるが，総称として「具体的回答」と

呼ぶことにする．

また，「尊敬する職業」と「つきたいと思う職業」と

のクロス表を分析する場合は，改めてコーディング基

準を編成しているが，これについては後述する．

４．分析と考察

4.1．問39ａ「あなたが一番尊敬する職業は何です

か.」の回答傾向

「尊敬する職業｣(表1)の上位10位までを見ると，日

本，中国５都市，台湾，韓国の調査データすべてにお

いて上位２位が「医者」と「教師」によって占められ

ている．ただし，日本と香港は，「医者｣が第１位，「教

師」が第２位の順位で「教師」よりも「医者」の方が

尊敬される職業であることが示されており，北京，上

海，昆明，杭州，台湾，韓国では，「教師」が第１位，

｢医者」が第２位の順位である．各国・地域の「教師」

の順位だけではなく該当率についても見ると，日本

3.9％，香港9.9％，台湾9.0％に比べて，中国４都市の

｢教師｣が極めて高い該当率を示しており,北京33.0％，

上海27.4％，昆明28.7％，杭州19.3％である．香港に

ついては，「医者」と「教師」の順位が逆転しており，

中国の他の都市と回答傾向が異なっている．香港のそ

の他の特徴は，「軍人｣の回答が中国の他の都市に比べ

て著しく少ないこと，上位１０位に中に｢消防員｣と｢宗

教人」が上がっていることである．特に「消防員」は

8.0％を示している．また香港は，中国の他の都市より

も「公務員」をあげる率が低い様子が伺える．ただし，

全体的に各国･地域の調査データの該当率を見ると,第

３位,第４位の職業において,すでに５％以下の回答し

か得られていないことから，そのような低い該当率の

職業ランキングを比較する意味は小さい．しかしなが

ら，北京，上海，昆明，杭州では，低い該当率ながら

｢科学者｣が第３位に入っていることは,注目に値する．

さらに｢科学者｣は，香港で第５位，台湾で９位に入っ

ている．このことは，「東アジア価値観調査｣の含まれ

る科学観に関する他の質問（吉野編，2004a）に見られ

る中国人の科学への高い信頼感と，「尊敬する職業｣と

して「科学者」という回答を上げる結果とが緊密に結

びついているようである．そこで，本調査の科学観に

関する質問のなかから，各国の違いが鮮明に現れた科

学技術への信頼感を尋ねた問４１jの質問文と回答分布

(表2）を見てみたい．

問４１〔カード２４〕あなたは，次にあげる組織や制度，

事がらをどの程度信頼しますか．「非常に信頼する」

「やや信頼する」「あまり信頼しない」「全く信頼しな

い」のいずれかでお答え下さい．

非常にややあまり全くわから
信頼信頼信頼し信頼ない
するするないしない

j、科学技術………１２３４９

問４１jで｢非常に信頼する｣の選択率は,北京78.4％，

昆明77.0％，上海76.8％，杭州54.4％と，中国４都市

において過半数を示している．香港を除く中国４都市

の結果から，中国で科学への高い信頼感が形成されて

いることが伺える．これに続いて，香港26.2％，台湾

15.8％，日本11.8％，韓国8.3％の順番に選択率が低く

なっている．「非常に信頼する」と「やや信頼する」の

選択率を合計すると，北京，上海，昆明では９５％以上

となり,最も選択率の低い日本でも７０％を越える結果

を示している．この結果は，東アジアの科学観を比較

する際に，科学や科学技術を単純な二元論の視点から

｢信頼する」と「信頼しない」に分けることが適切とは

言えないことを示唆しており，むしろ「信頼する」の

程度をより細かく段階的に見ていくことが肝要であ

る．

問３９ａ｢尊敬する職業」に戻って「なし。わからない」

の該当率を見ると，日本は54.0％にのぼる．それに対

して，北京，上海は，「なし｡わからない」と回答した

人が少なく，それぞれ7.3％，10.2％である．日本，北

46ヲ
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表１．問39ａ「尊敬する職業」の回答ランキング

日本 上海

sample 787 度数 ％ sample 1,053 度数 ％

１ 医者 7８ 9.9 １ 教怖（教師） 288 27.4

２ 教師 3１ 3.9 ２ 医生（医者） 166 15.8

３ 農業 2２ 2.8 ３ 科学家（科学者） 5２ 4.9

４ 看護師 １３ 1.7 ４ 律怖（弁護士） 4５ 4.3

５ 公務員 １０ 1.3 ５ 軍人（軍人） 3６ 3.4

６ 介護職 ９ １．１ ６ 警察 3１ 2.9

７ 福祉関係 ８ １．０ ７ 公努員（公務員） 2７ 2.6

７ スポーツ選手 ８ １．０ ８ 工人（労働者） 2１ 2.0

９ 医療関係 ７ ０．９ ９ 法官（裁判官） １８ 1.7

１０ 教育者 ６ 0.8 １０ 白銅（ホワイト・カラー） １１ １．０

１０ 弁護士 ６ 0.8 １０ 工程姉（技師） １１ １．０

１０ 技術職 ６ 0.8 1０ 企此家（企業家） １１ １．０

欄外 科学者 ３ ０．４ 欄外 炉士（看護師） ４ 0.4

警察 ３ 0.4 衣民（農民） ３ 0.3

なし。わからない 425 54.0 なし。わからない １０７ 10.2

北京 香港

sample 1.062 度数 ％ sample 1,057 度数 ％

１ 教姉（教師） 350 33.0 １ 醤生（医者） 286 27.1

２ 医生（医者） 147 13.8 ２ 教師 １０５ 9.9

３ 科学家（科学者） 5３ 5.0 ３ 消防員 8５ ・８．０

４ 軍人（軍人） 4３ 4.0 ４ 警察 3４ 3.2

５ 律柿（弁護士） 3４ 3.2 ５ 科肇家（科学者） 2２ 2.1

６ 警察 1９ １．８ ６ 護士（看護師） 1７ 1.6

７ 工人（労働者） １６ １．５ ６ 律師（弁護士） 1７ 1.6

８ 公劣閃（公務員） 1５ １．４ ８ 法官（裁判官） 1６ 1.5

９ 法官（裁判官） 1４ １．３ ９ 宗教人 1２ 1.1

1０ 清浩工（清掃労働者） １１ １．０ １０ 清潔員 １０ 0.9

欄外 炉士（看護師） ３ ０．３ 欄外 軍人 ３ 0.3

衣民（農民） ２ 0.2 農夫 １ 0.1

なし。わからない 7８ 7.3 なし。わからない 242 22.9

4“
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表１．問39ａ「尊敬する職業」の回答ランキング（つづき）

昆明 台湾

sample 1,018 度数 ％ sample 732 度数 ％

１ 教柿（教師） 292 28.7 １ 教師（教師） 6６ 9.0

２ 医生（医者） 128 12.6 ２ 醤生（医者） 5２ 7.1

３ 科学家（科学者） 4４ 4.3 ３ 義工 1９ 2.6

４ 牢人（軍人） 3３ 3.2 ４ 警察 1４ 1.9

５ 警察 2１ 2.1 ５ 護士（看護師） 1３ １．８

６ 公劣局（公務員） 1６ 1.6 ６ 公務員 1２ 1.6

７ 律怖（弁護士） １９ 1.9 ７ 消防員 １１ 1.5

８ 工人（労働者） １１ １．１ ７ 農夫 1１ 1.5

８ 企jlk家（企業家） ８ ０．８ ９ 科畢家（科学者） １０ 1.4

１０ 杯ヱエ人 ７ 0.7 ９ 正富工作 1０ 1.4

欄外 衣民（農民） ５ 0５ 欄外 軍人 ６ 0.8

抄士（看護師） ２ 0.2 法官（裁判官） ４ 0.5

なし。わからない 227 22.3 律師（弁護士） ３ 0.4

なし。わからない 256 35.0

杭州

sample 911 度数 ％ 韓国

１ 教姉（教師） 176 19.3 sａｍｐlｅ 1,006 度数 ％

２ 医生（医者） 8２ ９．０ １ Teacher（教師） 136 13.5

３ 科学家（科学者） 3４ 3.7 ２ MedicalDoctor（医者） 100 9.9

４ 牢人（軍人） 2３ 2.5 ３ CivilServant（公務員） 7１ 7.1

５ 公努屍（公務員） 1７ 1.9 ４ Anindependententerprise 3８ 3.8

６ 警察 1６ 1.8 ５ Religionist（宗教人） 3３ 3.3

７ 律怖（弁護士） １０ 1.1 ６ Professor（教授） 3０ 3.0

８ 工程柿（技師） ９ １．０ ７ Onewhoservesthepublicatlarge 2８ 2.8

８ 科技工作者 ９ 1.0 ８ Agriculture 2２ 2.2

１０ 法官（裁判官） ７ 0.8 ９ Socialwelfarework 2１ 2.1

欄外 炉士（看護師） ３ 0.3 1０ Judge 1３ 1.3

衣民（農民） １ ０．１ 欄外 Ｌａｗｙｅｒ １１ 1.1

なし。わからない 358 39.3 Soldier ８ ０．８

Nurse ２ 0.2

なし。わからない 291 28.9

型6５
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表2.問41ｊ「信頼感一科学技術」の回答傾向（％）

問41』 2002 2002

ltem category 日本 北京

信頼感一 1）非常に信頼する 11.8 78.4

2）やや信頼する 61.6 18.7

科学技術 3）あまり信頼しない 11.9

4）全く信頼しない 0.4

9）わからない 14.2

京，上海ほど極端ではないが，その他の国・地域では

回答者全体の２０％から４０％の範囲で「なし。わから

ない」と回答している．これらの結果から，「なし。わ

からない」の該当率は，各国・地域によって大きく異

なっていることが分かる．林（1996,2001）は，日本で

は中間回答の選択率が高い傾向や極端な表現を好まな

い回答傾向を示しているが，「尊敬する職業｣の質問に

おいて「なし．わからない」の回答が多いことは，先

行研究で指摘された日本の暖昧な回答傾向と密接な関

係がある可能性も考えられる．また，各国の「医者｣，

｢教師｣，「なし。わからない」の３カテゴリーを合計し

た該当率は，日本67.8％，北京54.1％，上海53.3％,香

港59.9％，昆明63.6％，杭州67.6％，台湾51.1％，韓

国52.4％となり，軒並み50％以上の回答が含まれ,日

本や杭州では７０％に届くほどの回答が含まれている．

つまり，これらの３カテゴリーで，具体的に職業をあ

げた回答者全体の半分から３分の２の｢尊敬する職業」

は説明できることを示している．

「医者」と「教師」への該当率（％）をそれぞれ縦軸

と横軸にとり布置する（図１）と，まず北京，上海，昆

明の相互の距離が近く，よく類似していることがわか

る．香港は，他の国や地域と大きく異なり，固有の傾

向がみられる．さらに，日本，台湾，韓国，杭州が比

較的類似した回答パターンを示している．香港を除く

中国４都市では，「教師｣が多くの人々に尊敬される職

業であることが理解できる．香港は，「教師｣よりも｢医

者｣がより高い該当率であることから，「医者｣の方が

より多くの尊敬を集めている職業である．日本,台湾，

韓国との比較から，「教師」や「医者」を尊敬するとい

う意識が，中国ではより多くの人々に共有されている

ことも分かる．

１．６

０．３

0.9

2002

上海

76.8

20.3

2.1

0.1

０．７

4ｑＯ

35.0

30.0

25LＯ

遥鯉。
15.0

１００
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OLO

2002 2003
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4.2 1.9
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◆ 台湾

2003 2003 2003

杭州 台湾 韓国

54.4 15.8 8.3

35.8 60.5 69.5

6.0 15.6 16.6
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教師

図１．問39ａ「尊敬する職業」の「教師」と「医者」
の百分率による布置図

4.2．問39b｢では，ご自身が実際につきたいと思う

職業は何ですか.」の回答傾向

「つきたいと思う職業」についても問39ａと同様に

上位１０位までを表３に示す．前問では，各国･地域の

上位２位までを「医者」と「教師」が占めたが，問39ｂ

では，北京，上海，香港，昆明，杭州の中国５都市で

｢教師」が第１位，「医者」が第２位となり，問39ａと

同様に「教師」と「医者」が上位２位までを占めてい

る．日本，台湾，韓国では，「教師｣は上位２位以内に

入っているが，「医者｣は順位を下げている．その代わ

りに，日本では「公務員」が第１位，台湾では「公務

員」が第２位，韓国では「独立企業」が第２位に入っ

ている．「尊敬する職業｣で常に上位２位までに入って

いた「医者」の順位は，日本と台湾では第３位，韓国

では第５位となっている．
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表３．問39ｂ「つきたいと思う職業」の回答ランキング

上海

度数 ％ sａｍｐlｅ 1,053 度数 ％

3０ 3.8 １ 教姉（教師） 151 14.3

2５ 3.2 ２ 医生（医者） 135 12.8

2３ 2.9 ３ 公各員（公務員） 5５ 5.2

1８ 2.3 ４ 律姉（弁護士） 4０ 3.8

1３ １．７ ５ 老板（商店の主人） 3１ 2.9

1２ １．５ ６ 科学家（科学者） 3０ 2.8

１２ １．５ ７ 工人（労働者） 2５ 2.4

８ １．０ ８ 牢人（軍人） 2３ 2.2

８ １．０ ９ 自由駅並者 2１ 2.0

７ ０．９ １０ 工程姉（技師） 1９ 1.8

７ 0.9 欄外 警察 1７ 1.6

７ 0.9 なし。わからない 112 10.6

383 48.7 香港

sample 1,057 度数 ％

１ 教師（教師） 7４ 7.0

度数 ％ ２ 醤生（医者） 6７ 6.3

156 14.7 ３ 警察 3３ 3.1

１０１ 9.5 ４ 護士（看護師） 2６ 2.5

3８ 3.6 ５ 社曾工作者 2４ 2.3

3６ 3.4 ６ 律師（弁護士） 2１ 2.0

3１ 2.9 ７ 商人 1８ 1.7

2９ 2.7 ８ 消防員 １６ 1.5

2７ 2.5 ８ 設計師 1６ １．５

2２ 2.1 １０ 文職人員 1５ 1.4

1７ 1.6 欄外

1５ １．４ なし。わからない 307 29.0

1５ 1.4

8０ 7.5
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表３．問39ｂ「つきたいと思う職業」の回答ランキング（つづき）

昆明 台湾

sａｍｐlｅ 1,018 度数 ％ sample 732 度数 ％

１ 教怖（教師） 129 12.7 １ 教師 5８ 7.9

２ 医生（医者） １０９ 10.7 ２ 公務員 2５ 3.4

３ 公努尻（公務員） 3２ 3.1 ３ 醤生（医者） 2２ 3.0

４ 牢人（軍人） 3１ 3.0 ４ 家庭主婦 1３ 1.8

５ 自由取並者 2９ 2.8 ５ 義工 1２ １．６

６ 警察 2６ 2.6 ５ 美髪師 1２ １．６

７ 律柿（弁護士） 2１ 2.1 ７ 服務業 １０ 1.4

８ 科学家（科学者） 2０ 2.0 ８ 幼教 ９ 1.2

９ 老板（商店の主人） 1２ １．２ ８ 護士（看護師） ９ １．２

９ 工人（労働者） １２ １．２ 1０ 蕊術家 ８ １．１

欄外 １０ 農夫 ８ 1.1

なし。わからない 215 21.1 欄外 軍人 ７ １．０

なし。わからない 213 29.1

杭州

sample 911 度数 ％ 韓国

１ 教怖（教師） 8６ 9.4 sａｍｐlｅ 1,006 度数 ％

２ 医生（医者） 4７ 5.2 １ Teacher（教師） 135 13.4

３ 公努員（公務員） 3１ 3.4 ２ Anindependententerprise 8２ 8.2

４ 自由駅血者 2３ 2.5 ３ Civilservant（公務員） 5３ 5.3

５ 老板（商店の主人） １６ 1.8 ４ Agriculture 3９ 3.9

６ 律姉（弁護士） 1４ 1.5 ５ Medicaldoctor（医者） 3５ 3.5

７ 軍人（軍人） １３ １．４ ６ Professor 2１ 2.1

８ 科学家（科学者） １２ １．３ ７ Leader 1８ １．８

８ 警察 1２ 1.3 ８ Officeｗｏｒｋ 1７ １．７

１０ 白領（ホワイト・カラー） １０ 1.1 ９ Socialwelfarework 1６ 1.6

欄外 １０ Prosecutor 1４ 1.4

なし。わからない 356 39.1 １０ Policeｍａｎ 1４ １．４

欄外

なし。わからない 194 19.3
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また「つきたいと思う職業」の「なし。わからない」

は，該当率の高い順番に日本48.7％，杭州39.1％，台

湾29.1％，香港29.0％，昆明21.1％，韓国19.3％，上

海10.6％,北京7.5％であった．ここでも日本の具体的

回答が少なく，それとは反対に，北京，上海では具体

的回答が多いことが確認できる．

4.3.．問39ａ「尊敬する職業」と問39ｂ「つきたいと

思う職業」の回答パターンのマクロ比較

4.3.1．コーディング後の職業と頻度の傾向分析

「教師｣は，日本，中国５都市，台湾，韓国のすべて

において，「尊敬する職業」と「つきたいと思う職業」

の両方の質問で，上位２位までに入った．「医者」は，

｢尊敬する職業」では，すべての国･地域で上位２位ま

でに入ったが，「つきたいと思う職業｣では，日本，台

湾，韓国で順位を下げた．この結果は，尊敬される職

業であることと，実際に自分が就くことができる職業

(就業の難易度）であるかということが，各国･地域の

事情により異なっている状況が現れたと考えることが

できる．更には,尊敬する職業と就きたい職業とは,必

ずしも一致しない可能性もある．「尊敬する職業｣の質

問では，「自分の仕事｣，「現在の仕事｣という回答が得

られたように，回答者の自尊心が反映されている場合

もあるが，基本的に「尊敬する職業」の質問では回答

者自身の願望を直接尋ねているわけではない．

各国・地域の「尊敬する職業」と「つきたいと思う

職業」の質問へのそれぞれの回答について，質問間の

対応を考慮して分析してみよう．

日本の回答を見ると，「尊敬する職業」の医者9.9％

を除き，他の職業は４％以下である．そのことを考慮

したうえで，「尊敬する職業｣と｢つきたいと思う職業」

の両方の質問で上位５位までに入った職業は,｢医者｣，

｢教師｣，「農業｣，「看護師｣，「公務員｣と共通している．

順位は，第２位の「教師｣，第４位の「看護師」は変わ

らず，「尊敬する職業」で第１位の「医者｣，第３位の

｢農業｣，第５位の｢公務員｣が，「つきたいと思う職業」

では，第１位が「公務員｣，第３位が「医者｣，第５位

が「農業」となった．「尊敬する職業」から「つきたい

と思う職業｣への該当率の変化を見ると，「医者｣，「教

師｣，「農業｣は減少しており，その反対に，「看護師｣，

｢公務員」は増加している．

北京の「尊敬する職業」から「つきたいと思う職業」

への順位の変化では，「教師｣は第１位で変化なし，「医

者」も第２位で変化なし，「科学者」は第３位から第５

位へ，「軍人」は第４位から第３位へ，「弁護士」は第

５位から第４位に変化している．「尊敬する職業」から

｢つきたいと思う職業｣への該当率の変化を見ると,｢弁

護士」の該当率は増加し，その他の「教師｣，「医者｣，

｢科学者｣，「軍人｣の該当率は減少している．北京の上

位５位までの職業は，順位は異なるが両方の質問とも

同様の職業が上がっている．このことは，北京におい

て「尊敬する職業」と「つきたいと思う職業」の上位

にあがる職業の関連性は，比較的安定した傾向がある

ことを示しているといえよう．

上海における「尊敬する職業」と「つきたいと思う

職業｣の具体的回答の順位では，「教師｣が第１位，「医

者」が第２位，「弁護士｣が第４位と変化がない．変化

がみられる上位の職業は，「科学者｣が第３位から第６

位へ順位を下げ，その反対に，「公務員｣が第７位から

第３位へと順位をあげているのが特徴的な傾向であ

る．特に，日本において「つきたいと思う職業｣に｢公

務員｣と回答した人が多かったが，上海でも同様に｢つ

きたいと思う職業」の「公務員」の該当率が増加して

いることがわかる．順位の変化がなかった｢教師｣，「医

者｣，「弁護士｣，順位の変化のあった｢科学者｣は，「尊

敬する職業」から「つきたいと思う職業」への該当率

の変化において，すべて減少している．

香港の「尊敬する職業」と「つきたいと思う職業」の

具体的回答の順位は，「医者」が第１位から第２位へ，

｢教師｣が第２位から第１位へと順位が入れ替わってい

る．さらに香港の特徴は，「消防員」が第３位から第８

位へと順位を下げ，「警察｣が第４位から第３位へと順

位をあげている．さらに取り上げた「医者｣，「教師｣，

｢消防員｣の該当率の変化は，軒並み減少している．「警

察｣の該当率は，ほとんど変化がみられない．「尊敬す

る職業」と「つきたいと思う職業」の順位は，「医者」

｢教師」「警察」が上位で比較的安定した傾向を示して

いる．

昆明の「尊敬する職業」から「つきたいと思う職業」

への具体的回答の順位の変化では，第１位は「教師｣，

第２位は「医者」で変化なし，「科学者」が第３位から

第８位へ，「公務員｣が第６位から第３位へと変化して

いる．「尊敬する職業」から「つきたいと思う職業」へ

の該当率の変化は，「教師｣，「医者｣，「科学者｣では減

少しており，それとは逆に，「公務員｣の該当率は増加

している．

杭州の「尊敬する職業」から「つきたいと思う職業」

への具体的回答における順位の変化では,第１位の｢教
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師｣，第２位の「医者」には変化がなく，上位２位まで

は安定した結果を得られた．「科学者｣が第３位から第

８位へと順位を下げ，その反対に，「公務員」が第５位

から第３位へと順位を上げている．これらの順位の変

化は，昆明の変化によく似ている．「尊敬する職業｣か

ら｢つきたいと思う職業｣への該当率の変化は,｢教師｣，

｢医者｣，「科学者｣の該当率は減少しており，「公務員」

の該当率は増加している．

台湾の「尊敬する職業」から「つきたいと思う職業」

への具体的回答の順位の変化は，「教師｣は第１位で変

化がなく，「医者」が第２位から第３位に順位を下げ，

｢公務員」が第６位から第２位へと順位を上げている．

該当率の変化では，「教師｣，「医者」は減少しており，

｢公務員」の該当率が増加している．さらにここでも，

｢つきたいと思う職業｣での公務員志向の高さが現れて

いる．

韓国では，「尊敬する職業」から「つきたいと思う職

業｣への順位の変化は，「教師｣は両方の質問で第１位，

｢医者｣は第２位から第５位へと順位を下げ，「公務員」

は第３位で変化がない．「独立企業｣が第４位から第２

位へと順位を上げている．「尊敬する職業｣から「つき

たいと思う職業｣への該当率の変化も見てみると，「教

師｣，「医者｣，「公務員」で該当率が減少しており，そ

の反対に「独立企業」の該当率は増加している．韓国

の特徴として，「つきたいと思う職業｣における独立企

業志向の高さが伺える．

「尊敬する職業」と「つきたいと思う職業｣について，

国・地域別で具体的回答の職業を見てきたが，上位に

ランクされた職業は，両方の質問で共通する職業があ

がっているといえよう．「つきたいと思う職業｣の結果

と比べて「尊敬する職業」の結果は，最上位の該当率

が高く,特定の職業に尊敬が集まる傾向がみられる.こ

の傾向は,特に中国５都市において顕著に現れている．

次に，「なし。わからない」の回答傾向について見て

いきたい．「尊敬する職業」では，韓国の「なし｡わか

らない」は８つの国・地域中の４番目に高い該当率を

示していたが，「つきたいと思う職業｣では６番目に高

い該当率に順位を下げた.それに伴い,｢尊敬する職業」

の該当率において５位の香港，６位の昆明が，「つきた

いと思う職業」の該当率では韓国を抜いて一つ順位を

あげ,４位に香港,５位に昆明が入った．他の国は，「尊

敬する職業」と「つきたいと思う職業」で該当率に基

づいた各国の順位に変化はなかった.その他の国は,高

い該当率の順で,１位が日本,２位が杭州,３位が台湾，

７位が上海，８位が北京である．これらの結果から，韓

国では，「つきたいと思う職業｣よりも｢尊敬する職業」

の方が，具体的な回答をあげやすい様子が伺える．

国別で「尊敬する職業」の「なし。わからない」の

該当率から「つきたいと思う職業」の「なし。わから

ない｣の該当率を引いた差を見てみると，日本一5.3％，

北京十0.2％，上海十0.4％，香港十6.1％，昆明-1.2％，

杭州－０．２％，台湾-5.9％，韓国-9.6％となる．これら

の該当率の差から，北京，上海，昆明，杭州では，「尊

敬する職業」と「つきたいと思う職業」の「なし。わ

からない」の該当率の変化はほとんどない．日本，香

港,台湾,韓国は,無視できない該当率の差があり，香

港は｢尊敬する職業」よりも「つきたいと思う職業」の

｢なし。わからない」の該当率が高く，その反対に，日

本，台湾，韓国は，「尊敬する職業」よりも「つきたい

と思う職業」の「なし。わからない」の該当率が低い

という違いが現れている．二つの質問における該当率

の順位と差の両方の視点から総合すると，該当率の差

では，変化の増減が極端に小さい中国４都市と，増減

が大きい日本，香港，台湾，韓国に分けられる．しか

し，該当率の順位では，該当率の差の影響は韓国の順

位の変化のみに反映されているようにしか見えず，順

位の比較的頑健な安定性が示された．

二つの質問への回答傾向のまとめとして,｢具体的回

答」と「なし。わからない」を見てみると，日本は問

39a,ｂ共に約半数の回答者が「なし。わからない」と

回答した．それに対して，「なし。わからない」の回答

が少ないのは，北京，上海で，特に北京は「なし。わ

からない」の回答が，１０％以下である．これらの結果

の理由としては，日本の回答者の年齢分布が中国に比

べて高齢であることが考えられるが，該当率の差の大

きさを考えるとそれだけが理由とはいえない．

4.3.2．「尊敬する職業」と「つきたいと思う職業」と

の各回答者の対応の一致・非一致

ここでは各回答者が「尊敬する職業」と「つきたい

と思う職業」の両方の質問について同様の回答をした

かどうかを分析する（表4)．両方の質問に同様の回答

をした場合を「一致｣，異なる回答をした場合を「非一

致」と呼ぶことにする．「一致」の回答は，全体の結果

だけではなく，さらに「具体的回答」と「なし。わか

らない」に２分類した結果も示す．ただし，この「一

致」における「なし｡わからない」は，問39ａと問39ｂ

の両方の回答が4.3.1と4.3.3の「なし｡わからない」に
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日本

北京
4

上海

香港

昆明

杭州

台湾

韓国

表４．「一致」と「非一致」の該当頻度

一致

全体 具体的回答
なし。

わからない

非一致

350 7０ 280 437

(44.5％） （8.9％） (35.6％） (55.5％）

359 324 3５ 703

(33.8％） (30.5％） （3.3％） (66.2％）

431 380 5１ 622

(40.9％） (36.1％） （4.8％） (59.1％）

279 149 130 778

(26.4％） (１４．１％） (12.3％） (73.6％）

402 276 126 616

(39.5％） (27.1％） (12.4％） (60.5％）

４１４ １６５ 249 497

(45.4％） (18.1％） (27.3％） (54.6％）

251 １１３ １３８ 481

(34.3％） (15.4％） (18.9％） (65.7％）

364 239 125 642

(36.2％） (23.8％） (12.4％） (63.8％）

該当する場合でも，内容が一致していないときは「非

一致」として扱ったので，必ずしも4.3.1と4.3.3の頻

度と同じではない．

「一致｣の全体の該当率が，最も高いのは杭州45.4％

であり，反対に最も低いのは香港26.4％である．「非一

致｣の該当率では，香港が最も高い73.6％を示してお

り，反対に「非一致」の該当率が最も低いのは杭州

54.6％である．

ところで，「一致」と「非一致」との各国･地域の比

較では，日本の｢一致｣の該当率が一見高くみえる．し

かしながら，日本は「なし。わからない」の該当率が

高く，「一致」の具体的回答は，各国･地域のなかで最

低の該当率となっている．香港の該当率は，「一致｣と

｢非一致」との比較においても，さらに「一致」の具体

的回答をみても，低い傾向を示している．それに対し

て，「一致｣の具体的回答において該当率が高いのは上

海で，「尊敬する職業」と「つきたいと思う職業」との

間に強い関連性があることが分かる．「一致｣の全体の

該当率と，「一致｣の具体的回答の該当率とを比較する

と，具体的回答の該当率の方が,バラツキが見られる．

｢一致｣の具体的回答における該当率は，日本が最も低

く8.9％,上海が最も高く36.1％となり，程度の相違は

大きい．

4.3.3．クロス表による傾向分析

二つの質問について回答傾向の対応を分析するにあ

たり，問39ａ「尊敬する職業」と問39ｂ「つきたいと思

う職業｣を個別に分析した結果を踏まえて,再コーディ

ングを行った．再コーディングの内容は，前述した部

分で区別した「教師」と「教育者」を，「教育者」の該

当率が極めて低いことから「教師・教育者」のカテゴ

リーにまとめた．具体的回答に含まれ，かつ｢医者｣と

「教師･教育者」に該当しない回答は「他（その他)」に

まとめた．そこで，「医者｣，「教師･教育者｣，「他（そ

の他)｣，「ＤＫ/ＮＡ(なし｡わからない)｣の４カテゴリー

ヘの分類から，「尊敬する職業」と「つきたいと思う職

業」によるクロス表（表５）を分析する．

日本のひとつの特徴は，他の国・地域に比べて「な

し。わからない」の該当率が高いことであった．さら

にクロス表からこの特徴を分析すると,｢つきたいと思

う職業」の「なし｡わからない」の該当率が，「尊敬す

る職業」の５４．０％よりも低い48.7％であり，「つきた

いと思う職業」は「尊敬する職業」よりも具体的回答

が多く得られた．順序効果の影響を検討することも含

めて，今後,実験的調査による捕捉が必要ではあるが，

現段階では日本の「つきたいと思う職業」の該当率が

｢尊敬する職業｣の該当率よりも高い結果を示したこと

を確認した．また，日本では「尊敬する職業」と「つ

きたいと思う職業」の両方の質問に対して「なし。わ

からない」の回答をした人は36.7％，両方の質問へ具

体的回答をした人は34.1％となり，「なし。わからな

い｣の方が具体的回答を上回った．日本では，「尊敬す

る職業｣で具体的回答をした人は，「つきたいと思う職

業｣でも具体的回答をする傾向が高く，｢尊敬する職業」

で「なし。わからない」の回答をした人は，「つきたい

と思う職業」でも「なし。わからない」を回答する傾

向が見られた．「尊敬する職業｣で｢なし｡わからない｣，

｢つきたいと思う職業｣で具体的回答をした人は日本の

回答者全体の17.3％にあたり，「尊敬する職業｣で具体

的回答，「つきたいと思う職業」で「なし。わからない」

を回答した人は日本の回答者全体の11.9％となり，

｢尊敬する職業」で「なし。わからない｣，「つきたいと

思う職業」で具体的回答の組み合わせの方が若干高い

該当率を示した．４カテゴリーの対応では，「つきたい

と思う職業」に「医者」と回答した人は，「尊敬する職

業｣でも「医者」と回答している傾向が見られるが，そ
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表５．問39ａ「尊敬する職業」と問39ｂ「つきたいと思う職業」とのクロス表
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北京
つきたいと思う職業

医 教 他 DK/ＮＡ 合計

尊
敬
す
る
職
業

医者

教師
教育者

その他

ＤＫ/ＮＡ

合計

5５

(5.2％）

2６

(2.4％）

1８

(1.7％）

２

(0.2％）

101

(9.5％）

１３

(1.2％）

123

(11.6％）

3０

(2.8％）

３

(0.3％）

169

(15.9％）

7１

(6.7％）

191

(18.0％）

413

(38.9％）

3７

(3.5％）

712

(67.0％）

８

(0.8％）

1５

(1.4％）

2１

(2.0％）

3６

(3.4％）

8０

(7.5％）

１４７

(13.8％）

355

(33.4％）

482

(45.4％）

7８

(7.3％）

1.062

(100.0％）

日本
つきたいと思う職業

医 教 他 DK/ＮＡ 合計

尊
敬
す
る
職
業

医者

教師
教育者

その他

DK/ＮＡ

合計

９

(1.1％）

ワ
ー

(0.3％）

５

(0.6％）

７

(0.9％）

2３

(2.9％）

１１

(1.4％）

９

(1.1％)．

1８

(2.3％）

８

(1.0％）

4６

(5.8％）

3８

(4.8％）

１４

(1.8％）

１６２

(20.6％）

１２１

(15.4％）

335

(42.6％）

2０

(2.5％）

1４

(1.8％）

6０

(7.6％）

289

(36.7％）

383

(48.7％）

7８

(9.9％）

3９

(5.0％）

245

(31.1％）

425

(54.0％）

787

(100.0％）

香港
つきたいと思う職業

医 教 他 DK/ＮＡ 合計

尊
敬
す
る
職
業

医者

教師

教育者

その他

DK/ＮＡ

合計

4３

(4.1％）

２

(0.2％）

１８

(1.7％）

４

(0.4％）

6７

(6.3％）

2３

(2.2％）

3５

(3.3％）

2３

(2.2％）

９

(0.9％）

9０

(8.5％）

159

(15.0％）

5３

(5.0％）

290

(27.4％）

9１

(8.6％）

593

(56.1％）

6１

(5.8％）

1９

(1.8％）

8９

(8.4％）

138

(13.1％）

307

(29.0％）

286

(27.1％）

109

(１０．３％）

420

(39.7％）

242

(22.9％）

1.057

(100.0％）

昆明

つきたいと思う職業

医 教 他 DK/ＮＡ 合計

尊
敬
す
る
職
業

医者

教師
教育者

その他

DK/ＮＡ

合計

5４

(5.3％）

2７

(2.7％）

2１

(2.1％）

７

(0.7％）

109

(10.7％）

1１

(１．１％）

104

(10.2％）

2２

(2.2％）

８

(0.8％）

１４５

(14.2％）

5０

(4.9％）

132

(13.0％）

284

(27.9％）

8３

(8.2％）

549

(53.9％）

1３

(1.3％）

3６

(3.5％）

3７

(3.6％）

129

(12.7％）

215

(21.1％）

128

(12.6％）

299

(29.4％）

364

(35.8％）

227

(22.3％）

1,018

(100.0％）

杭州
つきたいと思う職業

医 教 他 ＤＫ/ＮＡ 合計

尊
敬
す
る
職
業

医者

教師
教育者

その他

ＤＫ/ＮＡ

合計

3０

(3.3％）

７

(0.8％）

８

(0.9％）

２

(0.2％）

4７

(5.2％）

７

(0.8％）

6６

(7.2％）

１２

(1.3％）

７

(0.8％）

9２

(10.1％）

3３

(3.6％）

7８

(8.6％）

205

(22.5％）

100

(11.0％）

416

(45.7％）

1２

(1.3％）

3１

(3.4％）

6４

(7.0％）

249

(27.3％）

356

(39.1％）

8２

(9.0％）

182

(20.0％）

289

(31.7％）

358

(39.3％）

911

(１００．０％）

韓国
つきたいと思う職業

医 教 他 DK/ＮＡ 合計

尊
敬
す
る
職
業

医者

教師
教育者

その他

ＤＫ/ＮＡ

合計

1８

(1.8％）

３

(0.3％）

１０

(1.0％）

４

(0.4％）

3５

(3.5％）

2３

(2.3％）

7８

(7.8％）

3２

(3.2％）

2７

(2.7％）

160

(15.9％）

4８

(4.8％）

7７

(7.7％）

359

(35.7％）

133

(13.2％）

617

(61.3％）

１１

(1.1％）

1２

(1.2％）

4４

(4.4％）

127

(12.6％）

１９４

(19.3％）

100

(9.9％）

170

(16.9％）

445

(44.2％）

291

(28.9％）

1,006

(100.0％）

台湾
つきたいと思う職業

医 教 他 ＤＫ/ＮＡ 合計

尊
敬
す
る
職
業

医者

教師
教育者

その他

ＤＫ/ＮＡ

合計

１０

(1.4％）

(一）

８

(１．１％）

４

(0.5％）

2２

(3.0％）

７

(1.0％）

3３

(4.5％）

2６

(3.6％）

１２

(1.6％）

7８

(10.7％）

2６

(3.6％）

3６

(4.9％）

255

(34.8％）

１０２

(13.9％）

４１９

(57.2％）

９

(1.2％）

11

(1.5％）

5５

(7.5％）

138

(18.9％）

213

(29.1％）

5２

(7.1％）

8０

(10.9％）

344

(47.0％）

256

(35.0％）

732

(100.0％）

上海
つきたいと思う職業

医 教 他 ＤＫ/ＮＡ 合計

尊
敬
す
る
職
業

医者

敦師
教育者

その他

DK/ＮＡ

合計

8１

(7.7％）

2１

(2.0％）

3１

(2.9％）

２

(0.2％）

135

(12.8％）

１８

(1.7％）

１１６

(１１．０％）

2３

(2.2％）

１

(0.1％）

158

(15.0％）

6０

(5.7％）

133

(12.6％）

403

(38.3％）

5２

(4.9％）

648

(61.5％）

７

(0.7％）

2７

(2.6％）

2６

(2.5％）

5２

(4.9％）

１１２

(10.6％）

166

(15.8％）

297

(28.2％）

483

(45.9％）

１０７

(１０．２％）

1.053

(１００．０％）
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の反対の「尊敬する職業」に「医者」と回答した人が，

「つきたいと思う職業｣でも「医者」と回答した場合は，

該当率が大きく低下した．それに対して，「尊敬する職

業」と「つきたいと思う職業」の「教師・教育者」へ

の該当率は，「医者｣とは逆の傾向を示している．この

結果は，日本では「教師・教育者」よりも「医者」の

方が尊敬される傾向が示されたが，実際に就業すると

なると‘｢教師・教育者」になるよりも「医者」になる

方が遥かに難しい社会環境があるといえよう．

つぎに日本と同様に，中国５都市（北京，上海，香

港，昆明，杭州)，台湾，韓国における｢尊敬する職業」

と「つきたいと思う職業」のクロス表（表5）の該当率
を比較したい．

北京は，両方の質問への具体的回答をした人が

88.5％，「なし。わからない」と回答した人が3.4％で

あった.以下同様に両方の質問への回答傾向について，

上海は，具体的回答84.1％，「なし。わからない｣4.9％・

香港は,具体的回答61.1％,「なし｡わからない｣13.1％・

昆明は,具体的回答69.3％,「なし。わからない｣12.7％・

杭州では，具体的回答49.0％，「なし。わからない」

27.3％・台湾は，具体的回答54.8％，「なし。わからな

い」18.9％・韓国は，具体的回答64.4％，「なし。わか

らない」12.6％であった．これらの結果から，両方の

質問に対して具体的回答をした人は，北京と上海で極

めて高い該当率を示したことが確認できる．それとは

反対に，日本以外で両方の質問への具体的回答が低い

該当率であったのは杭州である．ただし，杭州の該当

率を見ると，日本よりも具体的回答の該当率は明らか

に高く，日本と杭州との具体的回答の該当率の差では

14.9％，「なし。わからない｣の該当率の差では9.4％に
なる．

日本以外の各国・地域のクロス表を，もう少し詳細
に見てみたい．

北京は，両方の質問に具体的回答をする人が圧倒的

に多いことを踏まえたうえで,他の回答傾向を見ると，

クロス表のその他の該当率は，軒並み回答者全体の

5％を下回る結果となっている．上海も北京と同様に，

両方の質問に具体的回答をする人が極めて多く，クロ

ス表のその他の該当率を見ると，北京よりは若干高い

が，それでもすべて６％を下回る結果である．北京と

上海は，両方の質問に「なし。わからない」と回答し

た人が,クロス表の組み合わせで最低の該当率となり，

北京3.4％，上海4.9％を示した．

香港は，「尊敬する職業」で具体的回答，「つきたい

と思う職業」で「なし・わらかない」と回答した人は

回答者全体の16.0％，「尊敬する職業」で「なし・わか

らない｣，「つきたいと思う職業」で具体的回答をした

人は回答者全体の9.8％であり，「つきたいと思う職

業」に比べて「尊敬する職業」の方が具体的回答をよ

り多く得られた．この結果から，香港では，「つきたい

と思う職業」よりも「尊敬する職業」の方が，具体的

回答をあげやすいことが考えられる．

昆明は，北京や上海に続いて両方の質問に具体的回

答をする人が,69.3％を示した．また，「尊敬する職業」

で「なし。わからない」と回答し，「つきたいと思う職

業｣で具体的回答をした人は8.4％，その逆の組み合わ

せが9.6％となり，この違いは決して大きくはない。

杭州は，日本に次いで両方の質問に「なし。わから

ない｣という回答が多かったことは前述したが，「尊敬

する職業｣で具体的回答をした人が，「つきたいと思う

職業」で「なし。わからない」を回答した組み合わせ

は回答者全体の11.7％，その逆の組み合わせは回答者

全体の１２．０％となっており，二つの組み合わせの該当

率に差があるとはいえない．

台湾において，「尊敬する職業｣で具体的回答した人

が，「つきたいと思う職業」では「なし。わからない」

に回答した組み合わせは回答者全体の１０．２％，その逆

の「尊敬する職業」が「なし。わからない｣，「つきた

いと思う職業」が具体的回答の組み合わせは16.1％で

あり,後者の組み合わせが若干高い該当率を示した.そ

のため，台湾では「尊敬する職業」よりも「つきたい

と思う職業」の方が，具体的回答をしやすいことが考

えられる．この回答傾向は，該当率は異なるが，日本

の回答傾向と類似した特徴を示している．

韓国では，「尊敬する職業」で具体的回答，「つきた

いと思う職業」で「なし。わからない」の回答の組み

合わせは，回答者全体の6.7％である．その逆の｢尊敬

する職業」で「なし。わからない｣，「つきたいと思う

職業」で具体的回答の組み合わせは，回答者全体の

16.3％である．この二つの該当率の差は9.6％であり，

本研究の８つの国・地域のなかで最も差が大きい．こ

のデータの特徴は，「尊敬する職業」で「なし・わから

ない」と回答しながら，「つきたいと思う職業｣では具

体的回答をした人が多い傾向として現れている．両方

の質問への回答傾向が，圧倒的に具体的回答に偏って

いた北京と上海では同様の傾向がみられていたが，こ

の場合は「なし。わからない」が，両方の質問におい

て極端に低い該当率を示していた．韓国の場合は，「尊
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敬する職業」で「なし。わからない｣，「つきたいと思

う職業」で具体的回答という組み合わせは，回答者全

体の16.3％であるので,極端に低い該当率であるとは

いえない．それにも関わらず，このような結果が得ら

れたことは，「尊敬する職業｣は具体的に答え難いけれ

ども，「つきたいと思う職業｣は具体的にあげられると

いう意識が比較的多くの韓国人に形成されていること

が考えられる．

クロス表の回答傾向を総合的に見ると，日本以外の

国では，明らかに具体的回答の該当率が「なし。わか

らない」の該当率を上回る結果であった．種極的に具

体的回答をするという集団意識は，日本と比較して中

国，台湾，韓国においてより強く形成されていると考

えられ，特に中国の北京と上海において具体的回答を

得られた結果が鮮明に示された．これとは反対に，日

本の具体的回答が低い該当率を示した要因について

は，今後十分な検証が必要であるが，先行研究で指摘

されている日本人の中間回答を好む傾向や，あいまい

な表現を好む傾向が，問39ａや問39ｂの具体的回答を

避ける傾向にも現れていることが考えられる．

また，「尊敬する職業｣で具体的回答をした人が,「つ

きたいと思う職業」でも具体的回答をする傾向，その

反対に「尊敬する職業」で「なし。わからない」と回

答した人が，「つきたいと思う職業」でも「なし｡わか

らない」と回答することが多い傾向は，日本の特徴に

見られたが，香港，昆明，杭州，台湾においても同様

の傾向が現れている．

５．まとめに代えて

一見同じ職業のように思えながらも，各国でそれぞ

れの職業の社会的（主観的）位置づけやイメージが異

なることも少なくない．初期のＳＳＭ調査の分析では，

特定の職業分類基準（ILOの標準職業分類）をあらゆ

る国に当てはめて，同一の基準で職業分類を行い，国

際比較するという強引な分析方法もあった（Nisihira，

1958)．このような職業階層の国際比較は,社会環境や

職業イメージが比較的類似する国の間においてのみ妥

当ではあろうが，文化や社会状況の大きく異なる国々

に当てはめるには，多くの課題があろう．

1955年，1964年のＳＳＭ調査の結果から，西平

(1964）が，「他の調査と比較するときに，どんな職業

を組合わせるかによって，スコアがかわってくるとい

うことについての警告ともいえる.」と指摘しているよ

うに，調査者が職業名を明示する場合，職業名のセッ

トの組合わせによる得点への影響（効果）が現れる可

能性を含んでいる．このような影響も考慮にいれなが

ら本研究における日本調査の質問別の結果と対照して

みると，ＳＳＭ調査において「大学教授(大学の先生)」

は，「医師(医者)」の順位よりも上位であるが，「東ア

ジア価値観調査」に基づく本研究で「教師」に括った

初等教育の先生に当たる「小学校の教諭（小学校の先

生)」が「医師（医者)」よりも下位である関係は，「尊

敬する職業｣の順位と類似している．本調査研究の｢尊

敬する職業｣で第３位であった「農業」に対応する「自

作農｣，「小作農｣は，ＳＳＭ調査の職業ランキングでは，

半分より下位に位置づけらており，「小作農｣について

は下位'0位以内に入る結果であった.単純に本調査の

自由回答の結果と,ＳＳＭ調査の職業ランキングとを比

較することはできないが，データ収集の方法が異なれ

ば，結果も異なることを示唆している．

ＳＳＭ調査などの先行研究を踏まえたうえで,今回新

たに「東アジア価値観調査」で｢尊敬する職業」と「つ

きたいと思う職業」の質問を加えたのは，単にこれら

の質問への回答について個別に分析することだけが意

図されたわけではない．ＳＳＭ調査のように，明示され

た職業名について段階が設定された分類課題を行い，

得点を与える方法は，調査主体が職業名を明示しない

自由回答の方法に比べて一見比較可能性を容易にする

かに思える．しかし，この方法による尺度構成に課さ

れた回答者の回答プロセスにおいて想定される制約は

厳しく，現実的ではなく，職業を単純な一次元の物差

で評価することにも問題が残る．自由回答は，そのよ

うな制約を想定せず，回答の多様性により集計や比較

の難しさは生まれるが，回答者の意見をより直接的に

回答に反映できるという利点がある．そして，先入観

を持つことなく〆調査対象の職業観についてデータを

収集したい場合に，回答者自身の言葉で回答を得るこ

とが最初の段階では必要である．この段階の方法は,調

査主体が回答者に厳しい制約条件を与えるトップダウ

ン型の調査項目よりも，回答者自身の言葉を調査から

収集し，データに基づいて回答を整理するポトムアッ

プ型の自由回答の調査項目が適している．

尺度水準（Stevens,1946）の視点からデータの性質

について考察すると,ＳＳＭ調査の評価の５段階に与え

ている得点の考え方は，データを間隔尺度水準で扱っ

ていることを意味している．それに対して，自由回答

形式はデータを名義尺度水準で扱うことになる．この
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後の段階で，両調査とも職業ランキングを示している

が，尺度水準が異なる二つの順位は，同一の意味を持

ち得ない．では，評価の５段階に得点を与える扱い方

が,本当に間隔尺度を保証するといえるであろうか.こ

のようなデータは，本当は個人差も，心理量の暖昧さ

の幅も含んでいる．そこで,ＳＳＭ調査の結果をどう見

るかというと，少なくとも同一の手続きの得点と順位

について比較した場合は意味を持つといえよう．この

ような理由から,ＳＳＭ調査に代表される先行研究との

比較は，現時点では十分に行えてはいない．大きく異

なるデータ収集の方法を用いた複数の結果を，解釈の

段階でのみ比較することに踊躍いがあるからである．

慎重すぎる態度であるかもしれないが，調査計画の段

階から他の調査方法との比較を念頭に入れていない場

合，最終的な結果の相違を生じさせている可能性を多

様に拡大させてしまうように思える．例えば，要因の

特定ができないことによって，データ収集の方法に内

包される制約条件によるデータへの影響による差異

と，集団的意識や最頻的意識の本来の差異とが判別し

にくくなるという問題点を指摘できよう．調査計画の

段階から比較を念頭に置くということは，最終的に結

果の相違を断定するときに要因の特定や限定をするた

めである．

また，調査における回答者の回答は，意識や尺度の

どの位置やどの水準で扱われると考えるのであろう

か．本論文では，回答者自身の言葉による表象という

水準で，比較可能性を検討している．ここでの表象の

取り扱いは,本音か建前かを問題とする段階ではなく，

その前段階にあり，回答者が使った言葉をそのまま記

述し，その記述を出来るだけ加工せずにまとめること

である．そのまとめたものを示したのが，今回の結果

である．これらの示された言葉がもつイメージや意味

の解明は，今後の課題に位置づけられるであろう．

今回，東アジアにおける人々の価値観一般を比較す

る多数の項目の中での限られた項目数で，職業の国際

比較の可能性を検討しなければならないという制限の

下で,自由回答形式を選択した.その調査結果から,｢尊

敬する職業」と「つきたいと思う職業」の両方の質問

において，「教師｣，「医者｣，「なし｡わからない」が各

国で共通してある程度高い該当率を示したことから，

日本，中国，台湾，韓国における国際比較の可能性と

して，まずこれらの回答傾向を分析すべきことが理解

できた．今回示された「教師｣，「医者｣，「なし。わか

らない」というカテゴリーを見るため，同様のボトム

アップ型の調査項目を継続調査するのもひとつの考え

方であるが，「教師」をＳＳＭ調査の「大学教員｣，「高

等学校教員｣，「中学校教員｣，「小学校教員｣，「幼稚園

教員」のようにトップダウン型の調査項目に反映させ

て国際比較に用いることも考えられる．ポトムアップ

型の結果があるから，トップダウン型へ取り込んだ際

に,ＳＳＭ調査のように膨大な職業についてひとつずつ

評定してもらう必要がなくなる．これによって，職業

観だけではなく他の質問項目も多く取り入れたい調査

では，国際比較のモノサシとなる質問項目を調査票の

なかで効果的に用いることができる．

また，自由回答のため，回答の多様性が大きく，そ

の他の職業カテゴリーについて詳細な国際比較が可能

といえるほど共通の職業はあがってこなかった．ただ

し，特定の国に限定して職業観を調査する場合は，低

い該当率の職業の結果も参考にはなると思われる．今

後の研究の方向は，極めて低い該当率に基づいて国際

比較の可能性を探索するよりは，ある程度高い該当率

を得られたカテゴリーと他の質問項目との関連性にお

いて国際比較の可能性を探索する方向へと発展させて

いきたい．
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東アジア諸国の伝統的価値観の変遷に関する計量分析

鄭躍軍

Cross-nationalComparisonofTransitionsofTl･aditionalValuesinEastemAsia、Countries

YuejunZHENG

Confucianism,asthetypicalChinesethought,hasillHuencedthepeople'sattitudetowardlife，
setthepattemsoflivingandthestandardsofsocialvaluesinChina,Japan,Korea,andtheother
Orientalcountrieshistorically、Confucia】1ethicalteachingsincludethetraditionalvaluessuch
asbenevolence＆humaneness（Ｒｃ"),righteousness（yiF),ritual＆etiquette(Ｌｊ),lovewithinthe
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mainlandChina,HongKong,Taiwan,Korea,ａｎｄJapanfromOctober2002toNovember2003．
Dataanalysisimthisstudywasmainlyfocusillgonsomeaspectsofpeople'sattitudestoward
family，marriage，gender，traditionalvaluesusingcorrespondenceanalysis・Exceptgeneral
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キーワード：異文化比較，儒教思想，社会調査，数量化３類

１．はじめに

中国を始め，朝鮮半島，日本などのアジア諸国にお

いて，儒教は典型的中国思想として歴史的に人々の人

生観に影響し，ライフ・スタイル，価値観の形成に大

きな役割を果たしてきた．儒教の道徳思想では，徳を

感じて恩を返し，仁義忠孝を尊ぶことを中心とし，倫

理的，政治的な教えを述べ，修己治人の道理を講究す

る．儒教の道徳思想は，紀元前５世紀頃孔子によって

確立されてから，すでに2,500年以上の歴史をもって

いる．中国から朝鮮半島,ベトナムなどに，さらに５世

紀初めには日本に伝わり，次第に東アジア諸国から世

界に伝播し始め，各国の歴史，文化，政治，道徳など

総合地球環境学研究所研究部

(ResearchDepartment，Researchlnstitutefor
HumanityalldNature）

連絡先：〒602-0878京都市上京区丸太町通河原町西
入高島町335番

E-mail：zheng＠chikyu､acjp

に影響を及ぼし続けてきた．もちろん，各国において

は儒教思想をそのままの形ではなく，変容を受け，次

第に独自の意識形態体系に至ったと考えられる.特に，

近代以後各国は異なる道を歩み始め，それぞれの社会

的激動が起こり，それにともなって，東アジア諸国は，

儒教思想を部分的に守りながらも自国の固有の価値観

が形成されてきたと考えられよう．たとえば，日本で

は明治維新以後，西洋の近代化の著しい影響の下でそ

れまでとまったく違う道を歩んでいくようになった．

一連の歴史の流れの結果として，今日では中国，日本，

韓国がともに東アジアに位置しながらも，時には相互

理解を妨げる社会的価値観や意識をもつようになって

いるのが現状ではないであろうか．

一方,Ingelhartは，近代産業化社会において個人は

物質の豊富さによる影響を受け，世俗，合理化を中心

とする物質主義的価値観から生活の質，自己表現を重

視する脱物質主義的価値観へシフトしていると主張し

た（Ingelhart,1977)．さらに，社会の歴史的遺産は価

値観体系に恒久的影響を与えるとともに，経済発展も

477



４沼

162 行動計量学第32巻第２号（通巻63号）

一般大衆の価値観に予測できる変化をもたらすことを

指摘した（Ingelhart,1997)．前者については，伝統的

道徳観，宗教観が価値観のかなりの部分を占めている

という事実から解釈できる．しかし，後者については，

いわゆる社会が貧困から裕福へと移動するにつれて，

世俗性，合理性，自己表現を重視するという経済決定

論は，「脱物質主義｣，「ポストモダン｣と同じく，一面

的な議論であるに過ぎない．価値観は，歴史を継承し

た一般大衆の事象に対する主観的考え方，見方である

ため，一時的経済発展による影響は限りのあるもので

価値観の本質が本当に改変できるのであろうか？この

近代化理論を検証することがきわめて重要な課題と

なっている．

他方，グローパリゼーションの時代に突入した今日

の東アジアでは，政治，経済のみならず，文化，学問

などの多領域にわたる交流や，文化的多様性への相互

理解がますます求められているようになってきて，未

来に向けて隣国の友好関係を種極的に築いて行くこと

が望まれている．Stiglitzはグローバリゼーションの

ルールは誰から見ても公正なものでなければならず，

権力者と貧者に対しても当然の配慮をした，基本的良

識と社会正義を反映するものでなければならないと指

摘した(Stiglitz,2002)．したがって，東アジアにおい

て本当の国際協調社会を実現させるためには，関係諸

国の間に横たわるさまざまな伝統的価値観の類似性や

相違を解明し，客観的に相互理解を促進することが重

要な鍵となるであろう．

そこで，各国において統計科学的に適正に収集した

｢社会調査データ｣を解析し，相互交流の促進の一助と

なりうる情報を抽出することが肝要となる．このよう

な複雑な異文化比較を客観的に遂行するために，科学

的方法論の発明と確定が必要とされる.ここ数十年来，

個人や世帯を対象とした意識調査に基づくデータ収集

は，すでに異文化比較研究の標準化手法として定着し

ている．集団間,文化間，国家間,大陸間の比較によっ

て，それぞれ固有の特徴と共通の規範を区別すること

ができると同時に，多様な価値観をもつ人々の意識を

明らかにすることは，相互理解，国際協調の基礎とな

るべき知見を得ることが可能である（鄭，2004a)．

本研究では，２００２年から開始している「東アジア価

値観国際比較調査｣より得られたデータを基に，中国・

日本・韓国の３カ国の伝統的価値観の比較に焦点を絞

り，それぞれの国の文化，政治，経済などの社会的変

遷とともに男女別，年齢層別の価値観が変わっている

か，変わらないかを分析するとともに，価値観の構造

的な異同を明らかにする．まず，家庭・婚姻観，男女

の役割，儒教思想の価値観に関連する質問項目群を取

り上げ，現代の中日韓における男女間，世代間の意識

の構造的な特徴を抽出する．そして，「伝統一近代｣と

いう尺度で３カ国の大局的位置づけを検討することに

よって，当該の国々の伝統的価値観の共通性と特殊性

の全貌を浮き彫りにすることを目指す．その上で，国

際比較研究の視点から伝統的価値観の変遷と政治変

動，文化変化，経済成長などの関連性に関する検討を

展開していく．

２…分析に用いた調査データの概要

本研究で分析対象とする調査データは，2002年１１

月から2003年１１月にかけて，中国本土の北京市，上

海市，杭州市，昆明市の中心部，香港全土，台湾全島，

日本全国，韓国全国の８つの国・地域で実施した東ア

ジア価値観国際比較調査から収集したものである．中

国本土においては，南方と北方を代表する国際的な大

都市としてそれぞれ上海，北京を，沿岸部・内陸部の

中規模地方都市として杭州と昆明を選定した．各調査

地域において，統計的無作為抽出した成人男女（中国

本土と香港では１８歳以上,日本,韓国と台湾では２０歳

以上とした）を対象に個別面接聴取法により調査を遂

行した．

韓国以外の国・地域において，多段抽出法または層

別多段抽出法で個人標本を無作為に抽出した.一方,韓

国では都市規模の大きさにより標本数を割り当てた上

で，割当法を用いて世帯から誕生日ルールに基づき個

人抽出を行った.調査地域別の地点数と標本回収数は，

表１に示す通りである．なお，東アジア価値観国際比

較調査の詳細については統計数理研究所研究リポート

等(鄭と吉野，2003,2004；鄭，2005；吉野他，2004a，

2004b,2005a,2005b）を参照されたい．

東アジア価値観国際比較調査の質問項目は，一般市

民の広範な生活・社会・価値観などに関する質問が中

心となっている．内容としては，不安感，満足感，婚

姻･家庭･家族，人間関係･信頼感，伝統的道徳観，宗

教観，政治･国家意識，自然･環境観，科学文明観，文

化，一般的社会問題などを含む５５の質問項目がある．

上記の国際比較調査データに基づいて，家庭・婚姻

観,男女志向,儒教思想に関する質問項目を取り上げ，

中国人，日本人，韓国人の伝統的価値観の構造的な特
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表1．調査地域別の調査地点数と回収標本数

調査地域

地点数

回収標本数

徴，性別，年齢などの属性と伝統的価値観がどのよう

な関係があるかを調査データの周辺分布によって分析

すると同時に，多重対応分析（GreenacreとBalsius，

1994）を用いて伝統的価値観と属‘性変数との関連性の

全体像を探索してみる．なお，本研究の分析では，得

られた回答結果のうち，原則として「その他｣，「わか

らない」と「無回答」に帰属する選択肢のデータを解

析から除いている．また，年齢については若年層（３４

歳以下)，中年層（35-49歳)，高年層（50歳以上）の

３段階に分けている．

３．家庭・婚姻観から見た中日韓の社会的変遷

家庭は，家族が一緒に生活する集まりとして，社会

の基本的存在単位となっている．婚姻はこの小さな集

合の基礎である．この意味で，家庭・婚姻に対する態

度は伝統的道徳観の差異を反映する基本的尺度として

も重要だと考えられる．この節では，家庭・婚姻観に

関する以下の四つの質問項目を取り上げて,｢近代一伝

統」という軸で３カ国の家庭・婚姻に関する意識の差

を比較してみる．また,男女別と年齢層別による家庭・

婚姻観の特徴に関する考察を行う．

問３現在，一般的な家庭にとって望ましい子供の

数は何人だと思いますか．

口人

問１３あなたは自分の家庭に満足していますか，そ

れとも不満がありますか．

１満足２やや満足

３どちらともいえない４やや不満

５不満

問１９次のような考え方があります.「家庭は，ここ

ちよく，くつろげる，ただ一つの場所である」という

のですが，あなたはそう思いますか，そうは思いませ

んか．

ｌそう思う２そうは思わない

問２０次の三つの意見の中で，どれが一番あなたの

意見に近いですか．

１離婚はすべきではない

韓国

123

1,006

２ひどい場合には，離婚してもよい

３二人の合意さえあれば，いつ離婚してもよい

以上の四つの質問に対して各国・地域における回答

の周辺分布は，表２に示す通りである．以下，周辺分

布を基に３カ国の家庭・婚姻観の比較を行う．

3.1．望ましい子供の数

まず，各国・地域に見られる望ましい子供の数につ

いて比較してみる．各国・地域では望ましい子供の数

が0～7人の範囲におさまるが，「５人以上」（回答者数

は少ない）は５人とした上で平均値を求めると，国・

地域別に1.5～2.4の間で差があるにもかかわらず，

モードはいずれも２人となっている．中国本土の４都

市ではともに４０％弱の回答者が｢1人」と答えており，

全体で平均1.5～1.6人という低い結果となった．これ

に対して，日本，韓国と台湾において，「３人」と回答

した割合が高く，「１人」はほとんどない．これは，東

アジアにおいて「児女満堂｣，「多子多福」などの伝統

的思想が依然として強い影響がある一方で乳中国本土

において，１９８０年代以降導入された｢1人っ子政策｣が

人びとの望ましい子供の数への本来の考え方を変えて

しまったことが裏付けられた．ちなみに，もっとも高

い割合で｢3人」と答えたのは日本で，韓国，台湾と香

港が次いでいる．ここでは，近代の日本では実際の世

帯当たりの子供数1.72人に比べ,望ましい子供の数は

遥かに多いこと，そして，中国本土，香港と台湾には

｢0人」（子供が欲しくない)という回答がわずかながら

もあり，特に北京では男女別，年齢層と学歴層を問わ

ずに約６％の回答者を占めるのは非常に意味深いこと

である．

また，表２に示したように，各国・地域とも望まし

い子供の数はほとんど１～3人となるので,これだけを

男女別にまとめると，図lのようになる．国・地域ご

との左側は男性の回答,右側は女性の回答を示すが,他

の国･地域に比べ，中国本土では「1人」と答えた人が

多く，「３人」と答えた人はほとんどないことをあらた

めて確認できたと同時に，北京以外の国・地域におい

て性別にはほとんど差はないことがわかった．北京に

4刃
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表2．家庭・婚姻観に関する質問に対する回答の周辺分布（％）

ロ1人回２人回3人 と「やや満足」というポジティブな回答の割合を合わ

せると，韓国の７５％が一番低く，他の国･地域はいず

れも８０％を超えており,台湾は９４％ともっとも高い．

中国本土において「満足」は６０％以上であるが，韓国

と日本はいずれもそれは５０％以下である．「満足」と

｢やや満足」を総じてみても，日本人と韓国人に比べ，

台湾，香港を含む中国人の家庭に対する満足度が平均

的に高いと言える．なお，別の研究では，中国人は，日

本人と韓国人に比べ，健康，生活に満足している割合

も高いことが明らかになった（鄭，2003,2004b)．

一方，図２は男女別の「満足」だけの割合を示すも

ので，中国本土と香港においては，性別による差は見

られない．しかし，日本と台湾では「満足」とした女

性が男性より５％以上多く，逆に韓国では男性が女性

より１０％も多く「満足」と答えている．これは，近代

以降の日本と台湾では女性の社会的地位が徐々に高く

なっていること，一方，韓国の家庭構造においては現

在も男性が主役となっていることに関係するのかもし

れない．

年齢層別に見ると，中国本土と台湾では．若年層に

比べ，中・高年層の方に「満足」が多いが，逆に日本

６
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3.2．家庭満足度

｢家庭に満足しているか｣に対する回答では，「満足」

図1．男女別の望ましい子供の数

おいて｢1人｣と回答する男性は女性より多いが,｢2人」

と回答する男性は女性より少ない．なお，年齢層をみ

ても各国・地域ではっきりとした傾向は見られなかっ

た．
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多いが，韓国では男女差は全く見られない．年齢層別

に見ると，すべての国・地域において，若年層，中年

層，高年層の順に「そう思う」がだんだんと増えてい

く．つまり，年齢層が高くなるにつれて，「そうは思わ

ない」より「そう思う」が多くなる．中日韓に共通す

るのは若年層より中・高年層の家庭に対する意識は伝

統的だと言える．
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男女別の「家庭はくつろげる場所」と思う割
合
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3.4．離婚に対する態度

「離婚はすべきではない」と答えたのは，韓国で42％

と最も高く，次いで日本と台湾で20％台，中国本土と

香港でいずれも１０％台である．「二人の合意さえあれ

ば，いつ離婚してもよい」と回答する割合の上位３カ

所は香港,上海と北京となっている．つまり，香港,上

海と北京において離婚に対する態度に関して，近@代的

回答がわりと多いことから，中国の大都市では人々が

'伝統的家庭観，婚姻観を捨てて，個人の幸福をより重

視するようになっていることが浮き彫りになった．

図４は，男女別の「離婚はすべきではない」の周辺

分布を表すものである．北京,香港,韓国と日本は，男

性の方に「離婚はすべきではない」が多いが，逆に上

海，杭州，昆明と台湾は女性の方に「離婚はすべきで

はない」がわずかに多いが，大差は見られない．つま

り，同じ東アジアでも，婚姻に対する態度に関しては，

男性が伝統的婚姻観と思われる態度に賛成する地域

と，逆に女性がそれに賛成する地域が分かれている．

年齢層では，すべての国・地域において若年層，中

年層，高年層の順で「離婚はすべきではない」が多く

なるが，中国，香港と台湾に比べると，韓国と日本は

若年層の方に「離婚はすべきではない」が比較的高い．

この結果からは，日本と韓国では男性と若年層は伝統

叩

１０

北京上海杭州昆明香港台湾日本韓国

図２．男女別の家庭満足度(満足）

と韓国では若年層に｢満足｣が明らかに多い．一方，香

港では年齢層との関連'性はない．

３．３家庭はくつろげる場合か

表２の「家庭は，ここちよく，くつろげる，ただ一

つの場所である」に対する回答結果をみると，「そう思

う」の回答率の高い順から並べると，韓国，台湾，香

港，日本，中国本土となる．つまり，中国本土と日本

に比べ，韓国，台湾と香港は家，家庭が人生の避難所

と言われる伝統的意識が相変わらず強いのではない

か．一方，中国と日本において，激しい時代的変化に

ともなって男女の社会的地位も大きく変わりつつある

中で，家や家庭に対する従来の憧れ，責任感も希薄化

している傾向が見られるのではないか“

図３は，男女別の「家庭はくつろげる場所であると

思う」の周辺分布を示すものである．性別では韓国以

外の国･地域は男性に比べ，女性の方に「そう思う｜が

０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０

０
９
８
７
６
５
４
３
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４．男・女の生まれ変わり志向から見た

ジェンダー選好性

同じ儒教文化をもつ東アジアでは，男女に対する選

好が同じ傾向にあると考えてよいのであろうか？日

本では結婚しない男女が増え続けていることによっ

て，少子化が進展している．そして，韓国では少子化

が急速に進んでいるとともに，人為的に男児出生比率

を高くしている傾向が強く見られる．また，中国にお

いては，都市部では｢1人っ子政策｣がもたらした出生

性比のゆがみが縮小しているが,全国的規模で見ると，

男児選好という問題が依然として深刻化している．

日本人の男女志向に関しては，統計数理研究所が実

施している国民性調査では「もういちど生まれかわる

としたら，あなたは男と女の，どちらに，生まれてき

たいと思いますか？」という質問があり，１９５８年から

5年毎に調べ続けられている．その結果，過去４５年間

の１０回にわたる調査において，毎回日本人男性の約

90％が「男に生まれてきたい」と答え，強い男性志向

はほとんど変わっていない一方で，日本人女性の生ま

れかわり志向の時系列変化は，図６に示しているよう

に著しく変わってきている（統計数理研究所国民性調

査委員会，2004)．1958年には６４％の女性が｢男に｣と

答えたが，それ以降この選好は単調に減少し，2003年

の調査では２５％にまで落ちている．代わりに，「女に」

が1958年の２７％から2003年の６９％へと増えた．一

口で言えば，女性が女性であることを選好するような

回答が,過去半世紀に着実に増加しつつある．これは，

日本では男性優位の状況はそれほど変わっていない

－１
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図5．家庭・婚姻観による国・地域別のパターン分
類

的婚姻観を好んでいると言えようか．

なお，家庭・離婚に対する態度と性別および年齢と

の関連を全体的に分析するために，多重対応分析によ

るパターン分析を行った．各国・地域の回答パターン

の類似性を図上の距離（遠いか近いか）で表した結果

は，図５のようになる．

大局的な位置づけを見ると，家庭・婚姻を重視する

日本と韓国と台湾は第１軸の左側に位置し，家庭・婚

姻観が比較的薄れる中国本土の４都市と香港は第１軸

の右側に集まっている．すなわち，韓国，日本と台湾

において，伝統的家庭･婚姻観は今も重視されており，

家庭を大切にし，離婚を出来るだけ避けるべきと考え

ている人が多いことを表す．一方，図５は中国本土と

香港では安定した家庭を求める傾向が弱まっているこ

とを示唆している．特に，中国本土では経済改革政策

を遂行した1980年代以降,離婚による社会的影響が次

第に小さくなっているにつれて，都市部を中心に実際

の離婚率が年々増えている．韓国と日本において「離

婚はすべきではない」と答えた男性が女性より約10％

以上多いのは，男性にとって安定した家庭が非常に重

要であることを浮き彫りにした．また，中国や日本に

比べ，韓国は家庭・婚姻を重視する傾向が圧倒的に根

強いと言えるであろう．一方，国・地域を問わず，男

性，高年層に伝統的な家庭観や婚姻観が強い傾向も見

られる．
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が，長期にわたり女性の社会的地位が上昇し続けてい

ることを表していると解釈できるのではないであろう

か．

コウホート分析により，「女に生まれかわりたい｣女

性が増えたのは,加齢的効果より時代的効果が顕著で，

女性が世代を問わずに時代とともに意識を変えること

によって，もたらしたと明らかにした（坂元，2000)．

さらに，坂元は，なぜ女性は女に生まれたがるように

なったかについて，その理由は単一ではなさそうであ

ると指摘している．

次に，中国，韓国，日本では，政治，経済などの状

況が異なることを考慮した上で，男女の生まれ変わり

志向の比較を行う．性別に関連する質問として，以下

の２つの項目を取り上げ，男女間と年齢層間の特徴を

分析する．なお，この問に対して，中国本土と台湾で

は「どちらでもかまわない｣，「性別には関係ない」な

ど中間回答の割合が他の調査地点より遥かに高いた

め，この分析では「その他」も取り入れた．

問４２ａ今までの人生をふりかえって，もう一度や

り直せるとしたら，男に生まれていた方がよかったと

思いますか．それとも女に生まれていた方がよかった

でしょうか．

ｌ男に生まれていた方がよかった

２女に生まれていた方がよかった

３その他

問42ｂそれでは，これからの世の中を考えたとき，

今，もう一度生まれ変われるとしたら，あなたは男と

女のどちらに生まれてきたいと思いますか．

ｌ男に生まれてきたい

２女に生まれてきたい

３その他

問42ａと問４２ｂは，それぞれこれまでの人生に対す

る回顧とこれからの世の中への展望による判断に分け

て，聞いたものである．ここでは，この２つの質問項

目により各国・地域で得た調査結果を基に，表３のよ

うに性別と生まれかわり志向とのクロス集計表を作成

した．但し，中国本土の都市間の違いは少ないため，４

都市をまとめて掲示することにした．

すべての国･地域において，男‘性と女性はともに｢今

までの人生をふりかえるとき」と「これからの世の中

を考えたとき」に対する回答がほとんど一致している．

中国本土と台湾は，「男に」と答えた男性が日本，韓国

と香港に比べ20％以上少ない一方で，「女に」と答え

た女性も約40％に留まり，日本，韓国と香港に比べ

15％以上少ない．但し，２カ所とも「その他」の割合

は他の調査地域より１０％以上高いという事実から,男

女の生まれ変わり志向は比較的強くないと言えよう．

一方，日本では，「日本人の国民性｣調査(第１１回)の

結果と同じように，９０％の男性が「男に｣，６９％の女

性が｢女に」と回答しており，もっとも高い値となる．

次いで，韓国では男性に「男に」と答えた割合が87％

と多い一方で，４０％の女性も「男に」を選んだことは，

韓国社会において相変わらず男女の社会的地位の差違

の大きいことを示唆しているのだと思われる．香港で

は，男性は｢男に｣が88％と非常に高いが，女性は｢女

に」が60％に留まり，３１％の女性は「男に」を選んで

いる．

一方で，中国本土と台湾では，男性は「男に」と答

表３．国・地域別の男・女の生まれかわり志向

中国本土

今までの人生をふりかえるとき

男
女
男
女
男
女
男
女
男
女

性別
男に 女に

鄭ざ東アジア諸国の伝統的価値観の変遷に関する計璽分析

女に

香港

７
０
８
１
４
６
０
９
７
０

６
４
８
３
６
３
９
１
８
４

０
０
４
０
５
０
２
９
０
６

１
４
６
１
４
６
１
５
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えた割合がそれぞれ67％と６４％で，最も低い値とな

る．しかし，これは男性に「女に」が多いというほど

ではない．逆に，女性は「女に」がともに４０％と非常

に低い一方で，「男に｣がそれぞれ40％と３６％とであ

る．つまり，中国本土と台湾において男性には男性の

社会的地位の評価があまり高くないが，女性には男性

のそれを高く評価していると言えるであろう．いずれ

にしても，東アジアにおいて，男性には女性の社会的

地位への評価は低いことが明確であるように思われる

が，女性には男性への評価が高いところと，女性への

評価が高いところに分かれていると思われることは世

界的に｢男女共同参画の時代｣が叫ばれている今日，大

きな特徴の一つを示しているのではないであろうか．

表３では，「今までの人生をふりかるとき」と「どれ

からの世の中を考えたとき」に対する回答の一致率が

高いことから，質問の順序効果がありうると考えられ

る．これを除くために，調査では先に聞いた「これま

での人生をふりかえるとき」のみをもう一度分析して

みた．なお，男性では「男に」がいずれも多数を占め

たため，ここで女』性の生まれ変わり志向だけを示した

結果は，図７の通りである．女性が「男に」と答えた

割合の大きい順は，韓国，中国本土，台湾，香港，日

本で，女性で「女に」が「男に」を多く上回ったのは，

日本，韓国と香港だけである．中国，台湾は｢女に｣と

｢男に」がほぼ同じである．

ほとんどの国・地域において男性で「女に」が10％

以下に留まることと，日本以外は女性で｢男に｣が30％

以上に達していることから，東アジアにおいて男性優

位の社会ということは変わっていないと読みとれる．

しかし，急展開しつつある東アジアの国々，社会情勢

の変化とともに，国・地域間の差が何を意味している

かを分析していく価値があろう。

５．儒教思想から見た伝統的価値観の変容

社会変化と人々の生活の質の変化にともなって，意

識の近代化，合理化も求められるようになったととも

に，東アジアの人々の儒教思想を中心とする伝統的価

値観も変わりつつあるに相違ないであろう．ここで,次

の質問項目に主眼を置いて，３カ国の伝統的価値観の

現状について検討することによって，社会変遷，経済

発展などの変化は人々の伝統的価値観にどのような影

響を与えるかを探ってみる．伝統的価値観に関する質

問は次の通りである．

問５Oあなたは次のような伝統的な価値観につい

てどう思いますか．

ａ，先祖を尊ぶべき

ｂ、長男は両親の面倒を見るべき

ｃ、妻は夫に従う

ｄ・親が反対する結婚はしない

ｅ，年上の人の意見に従う

ｆ・家系を続かせるため息子は必要だ

ｇ・男性は外で働き，女性は家庭を守るべき

以上の七つの質問項目に対しては，それぞれ回答者

に「全くそのとおりだと思う｣，「そう思う｣，「そうは

思わない｣，「決してそうは思わない」の四つの選択肢

から一つだけ選ばせた．表４は国・地域別の肯定的な

回答（｢全くそのとおりだと思う」＋「そう思う｣）の単

純集計を示すものである．表４の国・地域と肯定的な

回答結果との関連を見ると，７項目のうち，３カ国で共

通するのはほとんどの回答者が「先祖を尊ぶべき」に

賛成することのみであるが，残りの６項目については

大きな差異がある．

日本と韓国は「長男は両親の面倒を見るべき」がと

もに３１％と４５％と低いが，他の国・地域はいずれも

50％以上で，香港と台湾の割合はそれぞれ64％と

67％と高い．これは，中国本土，香港と台湾では相変

わらず長男の家族に対･する社会責任を重視する傾向が

あることを示唆していると考えられる．

一方，「妻は夫に従う」について，韓国は６４％と最

も多く，台湾，香港，日本が次いでいる．逆に中国本

土においては１５％と最も低い．また，「男性は外で働

き，女性は家庭を守るべき」についても同じ傾向があ

る．これは，中国本土に比べると韓国をはじめ，台湾，

団男に 圃女に
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に変容していることが窺える．

次に，各国・地域におけるこの質問に対する男女別

の回答を比較してみる．表５の男女別の回答を比較し

てみると，すべての国・地域において「先祖を尊ぶべ

き｣，「親が反対する結婚はしない」と「年上の人の意

見に従う｣への回答に男女差は見られない．「長男は両

親の面倒を見るべき｣，「妻は夫に従う｣，「家系を続か

せるため息子は必要だ」と「男性は外で働き，女性は

家庭を守るべき」について，各国・地域に共通するの

は，女性より男性の方が賛成する割合が多いことであ

る．それについて,男女差の大きい順から並べると，日

本，韓国，香港，台湾と中国本土となる．このことか

ら，東アジアにおいて，男女の社会的地位，役割分担

などについて儒教思想の影響が広範に存在する現実が
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表4．伝統的価値観への肯定的な回答（｢全くそのとおりだと思う」＋｢そう思う｣）の周

辺分布

表5．男女別の伝統的価値観への肯定的な回答（｢全くそのとおりだと思う」＋「そう思う｣）の周辺分布

質問内容

先祖を尊ぶべき

長男は両親の面倒を見るべき

妻は夫に従う

親が反対する結婚はしない

年上の人の意見に従う

家系を続かせるため息子は必要だ

男性は外で働き，女性は家庭を守るべき

蝿
一
鍋
幅
例
犯
腿
虹
弱

６
０
２
３
７
５
２

９
５
１
３
１
１

７
１
１
６
０
１
４

９
５
１
４
１
１

４
９
４
６
２
７
２

９
５
１
３
１
１

２
１
２
２
３
８
３

９
３
３
２
４
２
２

３
１
５
５
０
５
６

９
５
１
３
１
１

７
４
０
７
９
０
５

９
６
４
４
３
２

０
７
５
８
７
３
６

０
６
５
１
６
５
４

１

香港と日本において，家庭では男性優位の意識が強い

と言える．これは戦後中国の政策で男女が同等に職業

と家庭を両立させてきたことの結果であろうが，市場

開放後の中国社会の今後の変化を見守ることは興味深

いであろう．

また，「親が反対する結婚はしない｣について，やは

り韓国において３２％と最も高く，次に日本と台湾とな

る.逆に中国本土においては約５％しかない.なお,｢年

上の人の意見に従う」と「家系を続かせるため息子は

必要だ」についても，韓国と台湾において最も高い．

以上をまとめると，香港，台湾，日本，韓国に比べ，

中国本土では儒教思想から由来した伝統的価値観に賛

成する人が比較的少数に過ぎないことから，中国人の

伝統的価値観に対する態度が政治・社会的変動ととも

鄭：東アジア諸国の伝統的価値観の変遷に関する計壁分析

０
９
８
６
２
９
０
７
７
８
９
７
３
１

０
９
６
６
６
４
２
１
６
６
５
４
５
４

１８
６
１
７
８
２
８
６
０
９
７
３
８
１

９
９
７
５
４
３
５
４
３
２
２
２

・・国本土香港ロ』日本質問内容 蝿
一
虹
拠
艶
羽
氾
弱
鋤
鈍
硯
田
塀
拓
調
弧

先祖を尊ぶ 男
女
男
女
男
女
男
女
男
女
男
女
男
女

負
』
貝
』
目
』
ｎ
Ｕ
侭
Ｕ
ｎ
コ
Ｅ
Ｊ
侭
』
ワ
Ｊ
Ｅ
Ｕ
侭
Ｕ
ワ
ム
直
』
Ｑ
Ｊ

ｎ
ソ
ｎ
ソ
頁
』
貝
』
１
上
Ｑ
Ｊ
ワ
Ｊ
１
上
１
上
１
上
１
且

男性は外で働き，女性は家庭を守るべき
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２
２
２
２
８
７
４
０
６
０
７
０
１
６

９
９
４
２
３
２
２
２
４
４
３
２
３
１

長男は両親の面倒をみるべき

妻は夫に従う

親が反対する結婚はしない

年上の人の意見に従う

家系を続かせるため息子は必要だ
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あらためて浮き彫りになった．特に，中国本土に比べ

れば，日本，韓国では男女の地位差が依然として認知

されていると言える．

年齢層について見ると，中国本土においてすべての

質問項目に対して年齢差は見られない.香港,台湾，日

本と韓国においては，七つの質問項目に対する肯定的

な回答の割合が年齢層の増加とともに，増える傾向が

見られる．これまでの男女別と年齢層別の結果をまと

めると，近代中国において，男女，世代を問わずに儒

教思想の価値観は希薄化しており，儒教の発祥地だと

考えられないほど伝統的価値観を排除するようになっ

ていると言わざるを得ないであろう.言い換えれば,中

国本土の人びとの価値観の主軸は伝統的軸から離れ，

次第に近代的軸とへ転換していることは大変興味深

い．但し，政治体制と人々の価値観の相互規定を考慮

すると,急速に変化しつつある,中国の社会情勢が人々

の価値観をさらにどの方向へ変化させていくかを分析

するのは重要な課題であろう．

図８は，以上の７項目への回答について，国・地域

の回答のパターン分類の結果を示すものである．第１

軸は「伝統的」と「近代的」を分ける軸で，右側に位

置するのは伝統的価値観を支持する「伝統的国6地域」

で，左側に位置するのは伝統的価値観を否定する「近

代的国・地域」となっている．これに対して，第２軸

は「伝統的」または「近代的」傾向の度合を表す軸と

なっている．つまり，第２軸に沿って上方に行けばい

くほど「伝統的」あるいは「近代的」という意識が強

くなることを意味する．
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図８．
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伝統的価値観による国・地域のパターン分類

図８では，台湾，韓国，香港，日本，杭州，昆明，北

京，上海は第１軸に沿い，「伝統的」から「近代的」の

順で並んでいる．なお，日本はほぼ第１軸の原点に位

置し，すなわち，すべての国・地域の中で日本人は中

間的位置づけにある．一方，香港，台湾，韓国は北京，

昆明，杭州に比べ，以上の伝統的志向が強いことがわ

かる．逆に，上海では北京，昆明，杭州に比べ，伝統

的価値観を否定する傾向はかなり強いことが明らかに

なった．

中国本土に比べ，香港・台湾，韓国と日本が伝統的

価値観をより強く守ってきていることは，経済発展や

生活の質の向上がむしろ伝統的価値観にそれほど大き

な影響を及ぼさないことを示唆している．以上の国・

地域では，1960年代から順次に経済状況が発達してき

たにもかかわらず，伝統的価値観は廃れずに，代々伝

わってきたわけである．一方，中国本土では，第２次

世界大戦終戦まで儒教思想が中華思想の要として伝

わってきたにもかかわらず，その後の複数の政治運動

は儒教思想を全面的に否定することを中心に展開して

いた．つまり，中華人民共和国建国直後の1950年代後

半から1980年代半ばまでの間に続いてきた｢反右派闘

争｣，「鎮圧反革命運動｣，「文化大革命」などの一連の

政治的な災禍によって多くの伝統的価値観が徹底的に

否定され，未だにその影響は続いていることが事実で

ある．わずか数十年間で2,000年以上守ってきた伝統

的価値観が破壊された中国本土の例を見れば，伝統的

価値観が永劫に伝わっていくのはそう簡単なことでは

ないであろうが，ほんの短い間にそれが廃れてしまう

恐れが確かにありうることを理解できる．一方で，中

華人民共和国建国以来，「男女平等｣というスローガン

が強調され続けた．その結果，今日では中国本土にお

いてあらゆる側面から見ても，男女の意志差はほとん

ど見られなくなっている．しかし，他方で，一度否定

された儒教思想の復活の動きがないわけではなく，今

後も,人々の社会生活全般の変化に注目していきたい．

なお，伝統的価値観を変化させる要因として，経済発

展や生活の質の改善よりも，むしろ大きな社会変革や

政治運動の影響は遥かに大きいと考えられる．

６．まとめ

これまでの分析は，国・地域の伝統的価値観を男女

別，年齢層別に比較してきた．標本抽出法に則って収

集した調査データに基づき，中国人・日本人・韓国人
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の伝統的価値観に関するいくつかの側面が浮き彫りに

なってきた．とりわけ，家庭・婚姻観，男女の生まれ

変わり志向，伝統的価値観に対する態度の三つの側面

から国・地域の共通性と特殊'性の概観を傭敵した．東

アジアにおける伝統的価値観の全体像については次の

ようにまとめることができるのではないであろうか．

中国人は，男女，年齢層を問わずに，儒教思想を中

心とした伝統的な家庭観・婚姻観と価値観から離れつ

つ，個人主義を中心とした自分本位の価値観へ転向し

てきた傾向が窺われる．中国本土では，人びとは「１

人っ子政策｣，「男女平等」などの国策や，一連の政治

運動による思想的混乱は蔓延しており，男女，年齢層

を問わずに欧米の個人主義も崇拝するようになってい

る．その結果，現在の中国は個人主義と国家主義の隙

間を俳掴しているように見える．なお,「１人っ子政策」

という抑制がある一方で，男性の社会的地位がやはり

高く認知されていることが明らかになった．中国本土

に比べ，長い間に中国本土と政治的に分断した香港と

台湾は，伝統的価値観の継承を重視した結果，現在で

も家庭・婚姻に対する態度，伝統的価値観が社会に根

づいているように見える．

日本では,明治維新以後大きな社会変革は経験せず，

伝統的家庭・婚姻観，価値観を部分的に留保しながら

欧米の自由主義思想も吸収した結果，日本人は，子供

は欲しいが結婚しない人が増え，また家庭を重視する

が家庭にそれほど満足していないという両面性のある

意識が強いと見える．なお，欧米の人々からは根強い

男性優位の社会と言われるが，それにもかかわらず女

性に女性の社会的地位認識が着実に上昇してきた．な

お，男性，高年層には伝統的価値観に肯定的な態度を

とる割合が比較的多い．

一方で，中国と日本に比べ韓国では，社会は大きく

変わってきたにもかかわらず男性優位の社会として，

伝統的家庭観，婚姻観，価値観を守ってきていると言

えるであろう.安定した家庭や婚姻を大切にすること，

男性志向などの伝統的価値観を何より優先的に重視す

ることが特徴である．もちろん，男女，年齢層に伝統

的価値観に対する意識差も現れていることを無視する

わけにはいかない．

本研究の分析結果，同じ儒教文化をもつといわれる

中国，日本と韓国においても，社会の激動にしたがっ

て，伝統的価値観に対する意識も変化してきたことが

裏づけられた．特に，男女別，年齢層別で見られる伝

統的価値観の相違性は一体何を語ろうとしているかを

慎重に解明することは，今後の東アジア諸国の将来の

変化を見通す研究において重要な課題の一つとなると

考えられよう．一方，東アジアにおいて経済発展や物

質の豊富さによる影響を受け，個人は物質主義的価値

観から脱物質主義的価値観へシフトするというIngle．

hartの主張と異なって，社会変革や政治運動による価

値観への影響により一層注目すべきである．
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東アジアの人々の「健康感」と関連する社会・文化要因：

－｢東アジア価値観調査」と「医療と文化調査」結果の分析一

山岡和枝

HealthandsocialandculturalfactｏｒｓｉｎＥａｓｔＡｓｉａ

－ＡｎａｌｙｓｉｓｏｆｔｈｅＥａｓtAsiaValueSurveyandtheHealthandCultureSurvey-

KazueYAMAoKA

Theaimofthestudywastoexaminetherelationshipbetweenhealthandsocialandcultural
factorsincross-culturalsettingsamonggeneralpopulationsintheEastAsiausingstatistical
surveyresultsof“EastAsiaValueSurvey，'in2002-2004and“HealthandCultureSurvey''ｉｎ
2003．

Thetargetpopulationincludedadultsaged20yearsandolderresidingineachnationand
arealtemsrelatedtohealthweresatisfactionofhealthandself-ratedhealthsymptoms,while
thoserelatedtosocialandculturalfactorsweregender,age,education,ｌｉｆｅsatisfaction,family
lifesatisfaction,interpersonalrelationtotrust，allxiety，andself-ratedsocialclass、Relation・
shipswereexaminedusingHayashi'sQuantificationMethodllI,Iogisticregressionmodei,and
generalregressionmodeL

Itwasshownthatsatisfactionoflife,self-ratedsocialclasswerel･elatedtohealthsatisfac・
tion,whileself-ratedhealthwasmuchmorerelatedtoanxietyinadditiontosatisfactionoflife，
Keywords：CulturalLinkAnalysis（CＬＡ)，EastAsiaValueSurvey，HealthandCulture
Survey,healthsatisfaction,self-ratedhealth,anxiety
キーワード：健康感，国際比較

1． はじめに

医療の実践は，病気と健康の研究，医療の実践は，一見現代科学に

基づいているように見えながら，実際は非常に根深く

文化的に意味付けられた側面が少なくない．人々の健

康状態を左右する要因は，人種（race）あるいは民族

(ethnicgroup)により影響を受ける．特に，文化や民

族による痛みや病気の表現の仕方，あるいはストレス

の影響については古くから検討されている(ペイヤー，

1999).今日のように社会的緊張がより大きな問題とな

国立保健医療科学院技術評価部

(DepartmentofTechnologyAssessmentandBios・
tatistics,NationallnstituteofPublicHealth）

連絡先：〒351-0197埼玉県和光市南2-3-6
ＴＥＬ：048-458-6223ＦＡＸ：O48-469-3875

E-mail：yamaoka＠niphgo・jｐ

るにつれて，そのような緊張と身体の健康問題との深

い関わりを研究する必要があろう．特に，社会的緊張

から生じるストレスと対処方法は社会や文化的環境等

により異なる場合もあろうし，さらにこのような問題

は個別的で表面的な計測だけでは本質を把握できない

側面もあり，社会・文化的視点から捉えることは意義

があると思われる．

身体と社会・文化要因との関連では，近年では自覚

的健康度やうつや心身症とソーシャル・キャピタルと

の関連なども取り上げられ，「医療文化人類学」（医療

人類学研究会編，1992）や「社会疫学」（Berkman＆

Kawachi,2000）が展開されてきた．例えばKawachi

(Kawachi,Kennedy＆Glass,1999)は，人々 の寿命

と対人的「信頼感」やソーシャル・キャピタル（ボラ

ンティア活動への参画など)との相関を報告している．

一方で，林知己夫らは連鎖的比較研究法（CＬＡ）
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(Hayashi,1996；Yoshino＆Hayashi,2002）に基づ

く計量的文明論（林，2000）の立場から，標本調査に

基づく実証的データを用いて，「病気の症状の訴え｣と

いう態度が深く文化の相違を反映していることを，日

欧米７カ国で行なった｢７カ国国際比較調査｣のデータ

解析から浮き彫りにした．そして「不安感」と「自覚

症状｣の回答パターンについて，日本人，アメリカ人，

イタリア人では両者が関連し，フランス，ドイツ，オ

ランダ，イギリスでは両者の関係がなく，自覚症状の

訴えという観点からも国の類似性を捉らえ得ることを

指摘した（林，2001)．

本研究では，特に「健康感」について，東アジアの

国・地域の特徴およびそれに関連する社会・文化要因

を，日欧米７カ国における調査結果も踏まえて統計科

学的な標本調査データを用いて検討する．用いる調査

データは，1987～1993年の間に行なわれた「７カ国国

際比較調査」結果（林･吉野・鈴木･林･釜野･三宅・

村上･佐々 木，1998;吉野，1994）も参考にして，主と

して最近行われた「東アジア価値観比較調査」（吉野，

2004a,b,2005a,b,c）および「医療と文化調査」（山岡，

2005）に基づき，「健康感」を健康満足度および身体の

不調の「自覚症状の訴え」という側面から捉え，各国・

地域の人々の特徴を比較する．

２．データと分析方法

2.1．用いたデータ

各調査の詳細は文献に示すが，主として「東アジア

価値観国際比較調査」（北京，上海,香港，台湾,韓国，

シンガポール）（吉野,2004a,b,2005a,b,c)，「日本Ａ調

査」（吉野,2005.)，［日本Ｂ調査」（吉野，2005e)と，

｢医療と文化調査」（台湾，韓国）（山岡，2005)，「中国

杭州市と昆明市における意識調査」（昆明,杭州）（鄭，

2005）を用いた．特に個別の調査について述べない限

り，本報告では以上の東アジアでの調査を取りまとめ

て「東アジア」と記す．この他，日欧米のデータとし

て「７カ国国際比較調査」（日本，旧西ドイツ，フラン

ス，イギリス，米国，オランダ，イタリア）（林，他，

1998；吉野，1994）を用いた．用いたデータの標本数

を表１に示す．

調査対象はそれぞれの国・地域における一般の成人

で，「東アジア」の国･地域（日本，韓国，台湾，北京，

上海，杭州，昆明，香港，シンガポール)は20歳以上

の男女，「７カ国国際比較調査」での欧米諸国（旧西ド

表１．解析に用いた調査での標本数

国・地域調査年標本数（男・女）

東アジア価値観比較調査

日本２００２３７３．４１０

北京市２００２４９０．５６７

上海市２００２５２３・５２８

香港２００３５０１．５５６

韓国２００３５０７。４９９

台湾２００３３３９．３９２

シンガポール２００４４４８・５８７

日本Ａ調査２００４５３７．６０１

日本Ｂ調査２００４３７０・４０９

中国杭州市と昆明市における意識調査

昆明２００２５２４．４８５

杭州２００２４５２。４４７

医療と文化調査

韓国２００３４９７．５００

台湾２００３３３２・４５３

７カ国国際比較調査

日本19881,046.1,219

英国１９８７４９６．５４７

旧西ドイツ１９８７４４４．５５６

フランス１９８７４７２・５４１

米国１９８８７９０．７７３

イダリア１９９２５０１．５4７

オランダ１９９３４８４．５９９

イツ，フランス，イギリス，米国，オランダ，イタリ

ア）は１８歳以上の男女である．

調査方法は各国・地域とも統計的標本抽出した調査

対象への個別面接聴取法であり，調査項目は一般人の

生活･社会･価値観などに関する質問５０問前後を用い

た．

2.2．用いた質問項目

属性（年齢と学歴）のほか，以下の項目（詳細は付

表参照）を分析に用いた．

a・健康満足度「3．あまり満足していない」と｢4.満

足していない｣への反応を｢不満足」とし，「それ以外」

とに２区分にした．

b・自覚的健康度フランスのCREDOCで用いられ

た５つの自覚症状（頭痛，背中の痛み，いらいら，う

つ，不眠症）について，それぞれの有無を尋ねている

が，ここではその訴えた症状の個数の各地域での平均
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値を求め，自覚的健康度とした．また，自覚症状の個

別の割合についての分析も行なった．

c，生活満足度(LS）生活一般の満足度および家庭

生活の満足度は相関が一般には比較的強いこと，選択

肢が５カテゴリーの場合と４カテゴリーの場合(｢医療

と文化調査」と「日本Ｂ｣）があったため，すべてを５

点に基準化して，二つの合計得点を求めた．

d，信頼感(Trust）「米国一般社会調査(GSS)」で用

いられている「信頼感(trust)」に関する２項目（吉野，

2005.)を取り上げ，信頼するに対するポジティブな反

応数を得点とした．

e、不安感（Anxiety）不安感に関する３項目の質問

に対して，不安ありと回答した反応数を得点とした．

ｆ病気に対する科学観(SPH）「病気の中には近代医

学(西洋医学)とは別の方法で治療した方がよいものも

ある」について，肯定的回答（そのとおり，まったく

そのとおり）と「その他」とに２区分した．

9．自己の社会階層の位置づけ(SC）（1.上～5.下）ま

での５段階をそのまま数値として取り扱った．

ｈ属性年齢（Age）および学歴（Edu）を用い，学

歴は１．低学歴（中学校以下)，２．中学歴（高校･専門

学校)，３．高学歴（大学･短大以上）の３区分とした．

３．健康感のパターン分類

数量化３類(SASCORRESPプロシージャ）を用い

たパターン分類により「健康感」に関する質問項目間

の関連を国・地域ごとに分析し，さらに全調査をあわ

せた(縦ボンド)場合について分析した．結果は第１軸

と第２軸でのカテゴリーの付置の中での国・地域の位

置の相違を検討した．

国・地域別に分析した結果では，その多くで第１軸

では症状の訴えの有無が，第２軸では｢いらいら」「う

つ」「不眠｣といった精神的症状の訴えと，「頭痛」「背

中の痛み｣といった身体的症状の訴えが分かれており，

これらが主要な構造を成していた．一部異なった関連

を示すところもあったが，比較的類似した関連を示し

ていた．そこで，「東アジア」のみと「東アジア」に７

カ国を加えた場合の｢健康感｣の項目の関連性から国・

地域の関連の分析を試みた．この際，国による標本数

の違いが結果に影響しないように調整した（国・地域

が同ウェイトになるように人口サイズの逆数の重みを

かけた）上で，「東アジア」のみと，「東アジア」に欧

米７カ国をあわせた場合，さらに日系人（米国西海岸

日系人(吉野，2000)とハワイ日系人(吉野，2001)）を

含めた場合について分析した．なお，韓国では健康不

満足が男女とも他に比べ顕著に高く，健康満足度を含

めるとその影響のみが強調されてしまうため，これを

除いてパターン分類を行なった．「東アジア｣のみで行

なった場合と,｢東アジア｣に日欧米７カ国と日系人(ハ

ワイ，米国西海岸)を含めて分析した場合とでは，「東

アジア｣の国･地域の関連状況はほとんど変わらなかっ

たため，後者のみを図ｌに示す．図中では近い位置に

ある国・地域や項目で関連が強いことを表している．

国・地域別の分析結果と同様に，第１軸（横軸）で

は症状の有りがプラス方向（右）に，無しがマイナス

方向(左)に，第２軸では自覚症状の中で｢いらいら｣，

｢不眠｣，「うつ」などの精神的症状と「頭痛｣，「背中の

痛み」といった身体的症状とが分かれた．この布置の

なかでは，香港，北京，昆明，上海および韓国は自覚

症状の訴えが多く図中の右側に位置していたが，第２

軸目で韓国と中国の地域とが分かれた．韓国は身体的

症状と関連し，中国の地域は精神的症状と関連が強い

ことが示された．他方，日本，台湾，シンガポールは

第１軸マイナス側に布置し,症状の少なさが示され,杭

州はマイナス側ではあったが，比較的上海と近い位置

にあった．なお，このなかで韓国(E,Ｈ)，台湾(E,Ｈ)，

日本（Ａ,Ｂ）は同じ母集団からの標本を抽出する調査

をほぼ同時期に行なっており，それらは互いに近い位

置に布置されており，回答パターンは相対的に類似し

ていることが示唆された．一方，その他の国・地域に

関しては，精神的症状の多いフランス，イタリアは中

国と比較的近く布置し，イギリス，オランダ，米国が

原点付近にあった．日系人はいずれも第１軸マイナス

側に布置していており，西海岸日系人は日本と米国と

の中間あたりに，ハワイ日系人は日本人とほぼ同じ値

のあたりにあることがわかり，「健康感｣という側面で

も，日本人，日系人，米国人という比較の連鎖（ある

程度の類似性を持ちながら，少しずつ差を示す）が確

認された．

４．健康感の単純比較

「健康感｣に関する質問項目として，健康満足度およ

び自覚的健康度と各自覚症状の訴えの割合を「７カ国

国際比較調査」および「東アジア」調査結果から男女

別に求め，図示した．

「７カ国国際比較調査」は1987年～1993年，東アジ

アでの調査は２００２年～2004年と１０年程度の差があ
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図1．自覚症状の回答のパターン分類（東アジア諸国に日欧米７カ国と日系人を含めた場合）

るが，健康満足度について双方の時期で調査が実施さ

れた日本人のデータをみると,ほとんど一致している．

健康満足度に関しては，「７カ国国際比較調査｣結果の

なかでは，欧米に比べて日本で不満足が多かったが，

｢東アジア」を加えた分析から欧米諸国に比べ｢東アジ

ア」で不満足が多く，その一つとして日本でも高い傾

向であったことがわかった．中でも韓国の高さは男女

とも顕著であった．なお，男性に比べ女性で高い傾向

は，国を問わず一定であった(図２)．

他方，自覚的健康度として５項目の症状への平均反

応個数を指標としてみた場合，双方の時期で調査が実

施された日本人のデータをみると，健康問題に関する

訴えは男女とも高くなっていた．これは｢背中の痛み」

に関して「東アジア」調査では（肩こりや腰痛など）と

いう説明が付記された影響であろうと思われる.なお，

他の項目にも付表に示すように（）内の説明が加え

られたが，回答にはほとんど差が見られなかった．自

覚症状の平均反応個数は，「東アジア｣の中ではシンガ

ポール，杭州，台湾，日本で低く，韓国で高く，「７カ

国国際比較調査」では，日本で低く，フランス，イタ

リアで高い傾向が認められた（図3)．一方，個別の症

状では，頭痛や背中の痛みの訴えが韓国で多く，不眠

の訴えが北京う上海，昆明，香港などの中国の各都市

でやや多い傾向があった．なお，「日本Ｂ調査｣の結果

ではやや高めになっていたが，ほぼ同時期に行なわれ

た｢日本Ａ調査｣では，男性０．７，女性1.1とやや低く，

調査によるばらつきがあった．

健康満足度および自覚的健康度に関して，欧米諸国
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健康満足度（不満足の割合）と社会・文化要因

関連要因は健康満足度に関連する要因をロジステイック回帰分析で国･地域別,性別に分析し，有
意水準５％で有意となった項目を．で示した．

ＬＳ：生活/家庭満足度（不満足)，ＳＣ：自己の社会階層の位置づけ（下)，Anxiety：（不安感)，
Trust：（不信感)，ＳＰＨ：病気に関する科学観（西洋医学と別の方法で治療したほうがよい)，
Age：（高年齢)，Ｅｄｕ：学歴（･低学歴)．（）内は健康満足度（不満足）と関連する方向を示す．
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本研究では，「健康感」に着目して，「東アジア」の

と同様，「東アジア｣においても一貫して女性の訴えが

男性に比べ高かった（ただし，北京の満足度は，ほぼ
同等)．

健康満足度に関しては，「７カ国国際比較調査」およ

び「東アジア」ともすべての国・地域で健康と生活一

般の不満とは強く相関していることがわかった．その

他では自己の社会階層の位置づけで「下」と表明して

いるものや不安感が健康不満足に関連していた(図２

参照)．

他方，自覚的健康度に関しては，生活不満足と不安

感が特に強く関連していた．なお，信頼感に関しては，

オランダ，フランス，イギリスで関連していたが，「東

アジア」で信頼感と関連を示したのはシンガポールの

みであった（図３参照)．

５．健康感と社会・文化要因との関連

つぎに「健康感」と社会･文化要因との関わり方を，

生活満足度（LS)，自己の社会階層の位置づけ（SC)，

不安感（Anxiety)，信頼感（Trust)，病気に対する科

学観(SPH)，年齢(Age)，学歴(Edu）について検討
した．

社会･文化要因と健康満足度（不満足ＶＳ,満足）との

関連性をロジスティック回帰分析（ＳＡＳＬＯＧＩＳＴＩＣ

プロシージャ）により，それらと自覚的健康度(0-5得

点）との関連を一般線形モデル（ＳＡＳＧＬＭプロシー

ジャ）により国・地域別，性別に分析した．
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国男性回女性自覚的健康度(平均反応個数）

た調査票は，翻訳作業を終えた後，さらに別のバイリ

ンガルにより翻訳版調査票の日本語再翻訳版（back

translation）を作成させ，調査項目の表現（wording）

の吟味を行った上で，最終的に各国版調査票を確定し

たものである．特に韓国，台湾については，共通質問

を含む，同じ母集団からの標本に基づいてほぼ同時期

(2週間程度の差）に行った調査により，共通質問によ

る回答の一致度などはすでに確認されている（山岡・

李，2004)．また，これらの訴えの相違には，こういっ

た翻訳に避け難いに文化の相違に起因することも考え

られ得るが,同じ中華圏でも相違が見られたことや,日

系人が日本と米国の中間地点に位置していたのは，よ

り本質的な民族や社会や文化の影響があることを示唆

していよう．なお,ＷＨＯでは自覚的健康度を異文化間

での測定に用いるため用語表現に関する国際比較調査

も行われている(Janca，Isaac,Bennett＆Tacchini，

1995)．その研究では，文化的特徴を明らかにするとい

うより，グローバル･スタンダード（世界共通の尺度）

些
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国・地域および欧米諸国における比較連鎖と「健康満

足度」と「自覚的健康度」の関連要因を比較検討した．

｢健康満足度」は欧米に比べ「東アジア」で高く（シン

ガポールを除く），特に韓国で高かった．一方，「健康

感」を「自覚的健康度」という側面で捉えた場合には，

欧米と「東アジア」との間には大きな相違はなく，フ

ランス，イタリア，韓国で高く，シンガポールや日本，

台湾で低かった．また，個別の症状の訴えではいらい

ら，うつ，不眠といった精神的症状の訴えがフランス，

イタリア，中国の各地域で多く，頭痛や肩こり・腰痛

などの身体的症状の訴えが韓国で多い傾向がみられ

た．「健康感」に関連する要因は，「健康満足度」には

生活満足度，自己の社会階層の位置づけを低く位置づ

けることが関連し，「自覚的健康度｣には，生活満足度

のほかは，特に不安感との関連が強いことが示唆され

た．

自覚症状の国や地域での違いに影響する交絡要因と

して，まず翻訳の影響があげられよう．本研究で用い
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図３．自覚的健康度（自覚症状の訴えの平均個数）と社会・文化要因

関連要因は健康満足度に関連する要因を一般線形モデルで分析し，有意水準５％で有意となった

項目を；で示した．

(凡例は図２と同じ）
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が当然存在するという前提に立ち自覚的健康度を１次

元の物差しで測定しようとするものであり，その視点

は本研究とは著しく異なる．

一方，標本比率を求める際の母集団からの人口構成

の相違の影響力fも否定できない.そのため,調査によっ

ては回答データに国勢調査の人口構成に基づき重み付

けを行った比率を求める場合がある．この点について

も，重みを付けた場合と付けない場合についてそれぞ

れ比率の差と項目間の関連性という側面から検討した

結果，重み付けの影響はほとんどなく，生データを用

いた分析により関連‘性の検討を行うことの妥当性が示

されている(山岡，他，2004)．なお，年齢の相違の影

響に関しては，年齢調整を行なった場合の反応個数を

求めて確認したが，国・地域の「自覚的健康度」の値

には大きな相違がなかった．

洋の東西を問わず，女性は男性に比べて健康不満足

を訴える割合と自覚的健康度(自覚症状を訴える平均

個数)が多かった.自覚症状から女性の健康状態を評価

した場合には,自己評価(Fayers＆Sprangers,2002)，

心身症等（Wool＆Barsky,1994)，有病率(Hensing

Alexanderson,Akerlind＆Bjurulf,1995)では女‘性が

男性よりも悪いという性差に関する特徴が指摘されて

おり,本論文で確認された傾向もこれに一致していた．

男女の間では，ストレスに対してコーピングの方法や

生理的反応の違いのほか，ストレッサーの評価に違い

があり，同じストレスを受けても女性のほうが苦痛を

訴えやすいという傾向が現われているのかもしれな

い．しかし一方で，死亡率や平均余命という観点から

見れば女性は男性に比べて死亡率は低く，長生きであ

る．短絡的に捉えれば女‘性は自覚症状を抱えながら長

生きしているということになりかねないが，おそらく

女性は「他者に訴える」という自己開示（Jourard，

1961）でストレスを軽減しており，男性とは別の行動

様式や特徴を表しているのであろうか．なお，「東アジ

ア」調査では所属する団体について尋ねており，粗い

分析ではあるが，この個数を自己開示と関連する

socialnetworkの一つの指標として性差の影響を検

討したところ，有意な関連はみられなかった．男女の

間で自己開示性と健康という，心身問題に関しては更

なる検討が必要であろう．また，日本はシンガポール

や台湾と同様，「東アジア」の国･地域や欧米諸国と比

べて，症状の訴えが男女とも低かった．これはこれら

の国が他国と比べてストレスの少ない社会であるの

か，自己開示しないだけであるのかなど，さらに検討

を要するところである．

社会・文化要因との関連では，生活満足度や自己の

社会階層の低い位置づけは，健康不満足や自覚的健康

度と強く関連していた．これらはいずれも自己評価に

基づくものであり,両者はともに人々の生命(life)ある

いは幸福感(well-being)といったものの否定的な要因

を，異なった側面で表現している可能性もある．この

点に関してはさらに検討していく必要があるが，少な

くとも国・地域における関連の違いを検討することは

意味があろう．オランダ，フランス，旧西ドイツ，シ

ンガポールででは（対人的）信頼感と自覚症状の訴え

とが関連していたのに対し，米国，韓国，上海，日本，

杭州では男女とも不安感との関連が強かったことなど

は，健康問題を捉えていく上で国や地域により対策の

あり方が一律ではいかない可能'性を示唆していよう．

人々の信頼感，不安感，健康感といった一つ一つの

要素は，それぞれの国や地域の社会のなかでも当然見

出し得るものであり，それらの要素の関連性やパター

ンがそれぞれの社会の一側面を特徴づけている．それ

はＣＬＡとして日本人と日系人，米国人やそれぞれの

社会の関連でも特徴づける(Yamaoka＆Hayashi，

2003)．本研究でも，「健康感」に関して日本人と日系

人，日系人と米国人との連鎖がみられたが，今後，よ

り広い範囲での医療に関しても，ＣＬＡやＣＵＬＭＡＮ

の観点からの分析により，明らかにしていきたい．

（注記）本論文は，山岡（2004）を基に，新たな調

査データと解析を加えて，本特集号のために大幅に加

筆修正したものである．
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付表：

＜健康満足度＞（3＋4）を「不満足」とし，それ以外と２区

分にした．

問lあなたと同じ年の人と比べて，あなたの健康状態は

いかがですか．

ｌ非常に満足している

２満足している

３あまり満足していない

４満足していない

く自覚的健康度＞

問４ここ１ヶ月の間につぎにあげるものに悩みましたか．

（かかりましたか.）

ａ、頭痛・偏頭痛・頭が重い

ｂ・背中の痛み（肩こりや腰痛など）

ｃ・いらいら

ｄ，うつ状態（ゆううつになる，気がふさぐ）

ｅ・不眠症（よく眠れない）

（回答選択肢）

ｌあり

２なし

注）（）内の説明は，東アジア国際比較調査に付け加え

られた．

＜信頼感＞（GSSの２質問：信頼感回答数への反応個数）

問2６たいていの人は，他人の役にたとうとしていると思

いますか，それとも自分のことだけ考えていると思います
か．

ｌ他人の役にたとうとしている

２自分のことだけ考えている

問2８たいていの人は信頼できると思いますか，それと

も，常に用心した方がよいと思いますか．

ｌ信頼できると思う

２常に用心した方がよい

く自己の社会階層の位置づけ＞（上から下の５段階）

問６かりに現在の日本社会全体を，ここに書いてあるよ

うに５つの層に分けるとすれば，お宅はこのどれにはいる

と思いますか．

１上

２中の上

３中の中

用いた質問

４中の下

５下

く生活満足度＞（生活と家庭生活の満足度を４カテゴリー

のものは５段階に変換し，２つの合計得点を生活満足度得

点とした.）

問１４あなたの生活についておききします．ひとくちに

いってあなたは今の生活に満足していますか，それとも不

満がありますか．

問８あなたは自分の家庭に満足していますか，それとも

不満がありますか．

ｌ満足

２やや満足

３どちらともいえない

４やや不満

５不満

注）４カテゴリーの場合は（｢日本Ｂ調査｣，「医療と文化調

査｣）「どちらともいえない」を除く

く不安感＞（3項目（a,ｂ,ｃ）に対しての「非常に感じる」

の個数を得点とした）

問１０ときどき，自分自身のことや家族のことで不安にな

ることがあると思います.あなたは,次のような危険につい

て不安を感じることがありますか．

ａ．まず，「重い病気」の不安はどの程度でしょうか．

ｂ，では，「交通事故」についてはどうでしょうか．

ｃ・では，「戦争」についてはどうでしょうか．

(回答選択肢）

ｌ非常に感じる２かなり感じる３少しは感

じる４全く感じない

く科学観＞

問２５つぎに読みあげる事柄についてあなたはどう思い

ますか．

a、病気の中には近代医学(西洋医学)とは別の方法で治療

した方がよいものもある．

１全くそのとおりだと思う

２そう思う

３そうは思わない

４決してそうは思わない
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特集 ｢東アジア価値観国際比較調査」その２

「一番大切なもの」

一東アジア国際比較調査データ分析から幾つかの話題一

角田弘子*，鈴木達三*＊

TheMostlmportantThing

-SeveralTopicsfromAnalysisoftheEastAsiaValueSurvey-

HirokoTsuNoDAandTatsuzoSuzuKI

InthispaperwepresentseveralattemptsatdataanalysesconcerningtheEastAsian
peoples，attitudesandsocialvaluesonthedataofourEastAsiaValueSurveyconductedin

Japan,China（Beijing,Shanghai,Kunming,Hangzhou),HongKong,Taiwan,SouthKorea,and
Singaporeduring2002-2004・

Amongthese,wefocusedontheresponsepattemstotheopen-endedquestion“Whatisthe

mostimportantthing(s）ｆｏｒｙｏｕ?'，Althoughtheresponsesweresovarious，overalleach
countryorregionshowＳＳＯmedistinctivefeaturescloselyrelatedtotheirownsocialvalues

Wealsoshowtherelationshipsbetweentherespondents，attitudesandtheiranswerpattems
toitemsrelatingtothequestion,ｕｓｉｎｇｔｈｅｄａｔａｏｆｏｕｒＥａｓｔＡｓｉａｖａｌｕｅsurveysaswellasthe

previouslyconductedcross-nationalsurveyincludingEuropeancountriesandUSA、

TheseresultsshowthatthesocialsystemsmayinHuenceattitudesandvaluesofthesepeople

underracial,culturalandgeographicdiversitiesandlife・

Ｋｅｙｗｏｒｄｓ：EastAsiavaluesurvey，culturallinkanalysis，open-endedquestions，rating
method,socialvalues・

キーワード：東アジア価値観調査，国際比較調査，自由回答，評定法，社会的価値観

１．はじめに

人々の価値観を尋ねる自由回答法（回答者に自由に

答えさせ，それを記録する）という形式の質問項目は，

半世紀に及ぶ「日本人の国民‘性調査｣の初回（1953年）

より調査されている（第１１次「日本人の国民性」調査

委員会，2004)．第１回調査では｢あなたの家で一番大

切と思うものはなんですか，一つだけあげてください

(何でもかまいません)」という表現で尋ねており，こ

の調査の初期には「家」についての関心が強かったよ

うに推測される．これと関連して，一般の人々の｢家」

に対する考え方をみるために作成された質問に「子供

がないときは，血のつながりのない他人の子供を，養

子にとって家をつがせた方がよいと思いますか，それ

とも，つがせる必要はないと思いますか」という項目

がある．この質問の回答肢「つがせる」の回答比率は

第１回調査では７４％であったが,その後急速に減少し

60年代には50％，９０年代には２２％になり，継続質問

項目全体の中で最も変化の幅が大きい項目となってい

る．このような変化の兆候にいち早く気がつき，先の

項目は２回目(1958年)以降の調査では「あなたにとっ

て，一番大切なものは…」とした．回答結果をみると
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60年代には「生命・健康・自分」と分類される回答が

一番多く，１９６８年まではわずか１３％程度にすぎな

かった「家族」が，それ以後の３５年間は一貫して「家

族」と「子供」を合わせた回答が最も多くなり，９０年

代以降は５０％前後に達した．

本論文では，「ブラジル日系人の意識調査」（林編，

1993b)，「７カ国国際比較調査」（林・吉野・鈴木・林

文．釜野・三宅・村上・佐々木，1998）や「ハワ

イ日系人･非日系人国際比較調査」（吉野編，2001）の

結果を参考にしながら，特に，最近遂行された「東ア

ジア価値観比較調査」（吉野編，2004a,2004b,2005a，

2005b,2005c,2005.)，「医療と文化の多次元的連関に

関する統計科学的調査」（山岡，2005）や「日本･中国

の国民性比較のための基礎研究」（鄭編，2005）（以下，

これらを総称して「東アジア価値観調査」と記す）に

含まれた,「あなたにとって一番大切なものはなんです

か」（自由回答)という質問について得られた回答結果

について，回答データの傾向や特徴について触れてみ

る．同様に｢７カ国国際比較調査｣や「日系人比較調査」

に含まれる幾つかの質問についても,｢人間関係｣と｢社

会に対する価値観」に焦点をあて網羅的ではないが基

礎情報について分析した．これにより，日本人や各国

の人々の価値観の一端を浮かび上がらせることができ
るであろう．

２．調査データと分析方法

用いた調査データと質問項目

調査の対象は，「東アジア価値観国際比較調査｣では
日本，北京，上海，香港，台湾，韓国及びシンガポー

ル，「医療と文化調査」では台湾と韓国，「日本・中国

の国民性比較のための基礎研究」では昆明と杭州の成

人男女である．調査が遂行されたのは，日本,北京,上

海，杭州(2002年)，昆明，香港，台湾，韓国(2003年）
とシンガポール（2004年）である（詳細な調査手続き

と集計結果は,吉野[2004a,2004b,2005a,2005b,2005c，
2005.]，山岡［2005］と鄭［2005］を参照)．これら３

つの調査のうち，「医療と文化調査｣のみ，本来の目的

が医療や健康感関連の調査であり，他の２つの一般的

社会意識調査とはかなり異なる調査項目が多いのであ

るが，３つの調査で共通項目があるので利用する．各

国・地域ともそれぞれの社会事情に応じた統計的無作
為標本抽出した調査対象への個別面接法を用いてい
る．

自由回答質問｢－番大切なもの｣の回答のカテゴリー
分類について

対象者の回答を，「日本人の国民性」調査（‘‘大切な

もの，'キーワード辞典（第４版)）の分類を参考に，事

後的に５個のカテゴリー，「生命･健康･自分｣，「家族｣，

｢愛情・精神｣，「その他」及び「ＤＫ」に分類した（分
析に用いた質問項目は付表参照)．

３．「一番大切なもの」の比較

3.1．東アジア調査の結果

図１は，２００２年から2004年にかけて行われた｢東ア

ジア価値観調査」の自由回答の結果である．概観する

と，各国･地域の内で「一番大切なもの」を「家族」と

回答した比率が最も高いのは韓国54.5％,日本53.1％，

シンガポール33.8％となっている．「日本人の国民性

調査｣によると，日本の場合，自由回答法による８０，９０

年代の「家族や子供」の回答比率は４０～50％であり，

今回の２００２年日本調査においても第１位である．「生

命・健康・自分」についてみると，高い比率を示すの

は昆明56.2％，北京と上海が55.1％，香港54.8％，杭

州53.8％となっており，中国本土及び香港では５０％

以上となった．各国・地域間の比較において「愛情・

精神」の比率が高いのは，台湾15.6％，北京・シンガ

ポール13.7％，上海10.8％である．

3.2．自由回答と７段階評価法の質問形式の効果の
比較

「一番大切なもの｣を尋ねる項目は,日常,一般の人々

がどのようなことを気にかけながら過ごしているのか

を知るという目的で用いられているが，質問の形式と

日本

韓国

シンガポール

台湾

杭州

香港

上海

北京

毘明

ｌ ｉ

‘￥鈍き罪璽室2１’’1蕊評麺

|・
配’塚準可渥ごｳ１ １画:５２件・DＲ
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図１．自由回答｢一番大切なもの」（回答のパーセン
トを示す）
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2003

昆明

３

表1．様々な生活領域に関する質問（数値は７ポイントのうち評価７（重要）のパーセントを示す）

2002

杭州

１９８８

ハワイ

日系人

199l

ブラジル

日系人

ｌ９９９

ハワイ

日系人

１９９８

西海岸
日系人

生活領域借巽
ｌ９９２

イタリア

１９８７

フランス

ｌ９８７

西ドイツ

ｌ９９３

オランダ

ｌ９８７

イギリス

ｌ９８８

アメリカ

家族や子供

職業や仕事

余暇・くつろぎ

友人・知人

両親，兄弟，
姉妹，親戚

宗教

政治

82.6

54.6

31.2

39.4

58.1

90.4

30.8

21.9

27.7

63.8

80.1

43.5

25.8

24.7

44.1

66.9

12.0

27.0

29.0

33.6

80.1

16.1

29.2

34.4

46.5

88.9

26.4

21.5

26.7

52.6

91.6

29.8

27.0

36.0

62.3

89.4

32.2

31.1

35.0

66.1

90.3

78.9

32.8

59.8

86.8

96.6

24.3

25.7

36.9

74.3

89.8

26.5

39.0

42.7

75.0

13.8

18.2

25.8

６．１

11.9

５．０

9.4

5.9

14.8

５．６

13.8

６．０

47.2

12.2

24.4

７．２

51.9

24.2

28.2

５．８

17.4

２．９

生活領域慨耀
2002

上海
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12.3

５．３

2003

香港

2003

台湾

2003

韓国

２００４

シンガポール

家族や子供

職業や仕事

余暇・くつろぎ

友人・知人

両親，兄弟，
姉妹，親戚

宗教

政治

80.1

44.9

36.2

38.8

57.2

84.5

47.0

22.5

24.5

57.3

81.2

47.2

16.8

19.6

54.8

82.3

55.8

30.9

36.0

63.7

81.7

52.6

32.5

35.8

63.8

67.9

31.8

24.4

20.0

51.1

79.4

42.8

35.5

24.7

53.7

87.4

66.9

55.1

54.8

76.2

85.3

47.9

40.8

40.8

72.5

8.0

16.0

2.6

15.3

3.5

8.3

9.5

3.0

－家族や子供

一一魔菜や仕事

一余暇｡<つろぎ

→←友人･知人

三一閏親､兄弟､鋪妹､親皿

÷宗敏

一政治

22.7

21.0

40.1

９．３

7.8

20.5

7.8

15.6

”
卯
的
加
的
鈍
い
加
加
旧
０

１

鉛

しては自由回答法でも，評定法でも目的を達成するこ

とはできる．自由回答法では，回答結果を整理すると

き事後の分類基準（２節参照）がしばしば問題になり，

少し異なる基準で再分類をすると結果が大きく変動す

る場合もあり得る．一方，十分に幅広い分野の事項を

考慮して選択肢方法や評定法でデータを収集するに

は，取り上げる項目の選択などあらかじめ十分な検討

が必要となる．

表ｌは７つの生活領域における分野や事柄につい

て，「あなたが重要だと思う程度に従って，ｌ（重要で

ない)から７(重要)の７点満点で評価をつけて下さい」

という質問に対する回答結果ついて，評価７(重要)の

回答選択率を示す．

日本は７つの分野の中で「家族・子供」に７点（重

要)をつけた人の比率は1988年調査では82.6％，２００２

年調査では80.1％で他の領域を大きく離して１番高

い．従って，自由回答法,７ポイント評定法のどちらの

方法でも概観では同様の結果を得ている．次に，１９８８

年と2002年で７分野の回答傾向の変化をみると，「職

業や仕事｣を７点(重要)とする比率が減少し，「余暇・

くつろぎ」を７点（重要）とする比率がやや増加して

匡 一

←－

5りり

本
皿
日
２

いるが，大方は約１４年間を経ても急激な変化はなくヅ

ほぼ一定の形を保持しており，安定したパターンを確

認することができる（図２)．

3.3．各国・地域の共通'性と特色について

前節で述べた生活領域の重要性については，７ポイ

ント評定法による多くの国々・地域の調査結果が得ら

れており，表１には７カ国調査及びハワイ日系人調査

(林編,1993a)，（吉野編,2001)ブラジル日系人調査(林

図2．生活領域に関する質問(数値は1～７ポイント

のうち評定７（重要）のパーセントを示す）

日本

1988
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編，1993b)，アメリカ西海岸日系人調査(吉野編，

2000)，東アジア価値観調査の結果が並記してある．各

国のデータを比べてみると，７カ国調査，日系人調査で

はどの国（社会）でも「家族・子供」が１位で「親族

(両親，兄弟，姉妹，親戚)｣が２位という特徴があり，

家族や身内がまず大事というのが洋の東西を問わず各

国の人々の共通の考え方ということになる．そして，３

位以下になると各国（社会）固有の特徴が現われてい

るようにみえる．日系人の結果をみると，ハワイ日系

人も米国本土西海岸日系人も他の面で日系人以外のア

メリカ人と同じようにみえる場合も多いが，「宗教｣に

対する評価については，アメリカ的ではなくどちらか

といえば日本的な色彩が残っているようである．さら

に，韓国，シンガポールでは，他の東アジアの国々と

比べて宗教を７点「重要」と位置づける人の率が高く

(それぞれの回答は22.7％，40.1％)，香港，台湾におい

ては，中国本土よりは「宗教」を重要とする人の率が

高い（それぞれ9.5％，12.3％)．一方，「政治」の部分

をみてみると，７点｢重要」とする人の割合は香港，台

湾やハワイ日系人は宗教の重要度に比べると，低い傾

向(それぞれ3％，5.3％，7.2％[1988]，5.8％[1999]）

を示している．

４．質問順や文脈による影響

ここでは，日本人の義理人情に関係すると言われる

｢入社試験」の質問項目（付表参照）について，この事

象(試験の成績と採用）に各国の特徴が現われるので，

取り上げてみることにする．質問文は，Ａ,Ｂが一つの

組となっており，Ａ→Ｂの順に質問している．各国の

調査結果をみると，表２のようになる．

日本におけるこれまでのいろいろな比較実験調査

で，この質問項目の組は質問の順をＡ→ＢからＢ→

Ａと変えると「１番の人を採用｣の回答比率が変化する

ことが知られている．これはＳｃhuman（1991)らのい

うContexteffects(質問の順や文脈，前後関係による

影響）に類似しており，回答比率が質問順や文脈によ

る影響を受ける具体例となることが確かめられている

(鈴木，1995,2000,2001)．

先述の日米欧の７カ国調査，海外日系人調査と東ア

ジア価値観調査では，いずれもＡ→Ｂの順に質問さ

れている．「１番の人を採用する」という回答比率がＡ，

Ｂ両質問で大きく相違するのはブラジル，米本土西海

岸日系人及び東アジア地域となった．

より詳細には，先行質問Ａに対比してＢの回答を

考え意見を変える（Ｂでは「１番」が少なくなる）のは

表２．「入社試験どちらを採用するか（質問順はＡ→Ｂ)」（回答のパーセントを示す）
回答肢(8)「その他」（９）「わからない」については省略

Ａ

(前）

Ｂ

(後）

Ａ

(前）

Ｂ

(後）

[1］１番の人

[2］親戚の人

[1］１番の人

[2］恩人の子

Ａ[1]-Ｂ[1］［％］

B[2]-Ａ[2］［％］

[1］１番の人

[2］親戚の人

[l］１番の人

[2］恩人の子

Ａｍ－Ｂ[1］［％］

B[2]-Ａ[2］［％］

１９８８１９５
９８７19881988１９９２１９８７１９８７１９９３１９８７１９８８ 1988１９９１１９９９１９９８

日本イタリアフランス西ドイツオランダイギリスアメリカ ハワイブラジルハワイ西海岸
日系人日系人日系人日系人

3.8４４．５６０．ｆ 65.9６８．３７５．６６３．６７４．１

22.8２４．７３４．９３９．８２８．５２１．３２９．５凹乙④

０５.Ｚｂ８．６６４_Ｅ64.9５１．７５０．３

4６－９１９４

4１１回と⑪佃4.4８．６８．３－７．６４．０１．０１６．６２５．３

Ｉ002２００２２００２２００３２００２２００３２００３２００２
ﾖ本北京上海毘明杭州香港台渡韓匡日本北京上海昆明杭州香港台湾韓国シンガポール
2002２００２２００２２００３２００２２００３２００３２００３２００４

67.3 〕９６０－２６ｆ 0.4

20.6

44.1５９．３５４．４５７．４４７．４４６．７５２．９５５．２５５．３

41.1３６．５

24.6１３．５１２．８１９．５１７．５２２．１ﾖｰ９２４－ｆ

21.1１９．８２４．５１２．９１３．７１７．９１７．８２１．６１８．５

ｒ可

31.6 4K

5りＺ
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東アジア，日本及び日系人に多い．それとは逆にオラ

ンダはＢの方「１番の人を採用」が増加している．こ

のことは，「入社試験で１番の人を採用する」というい

わば｢社会的にみた公正さ」という考えと，「親戚」あ

るいは「恩人の子」という身近な人間関係における判

断がそれぞれの社会や文化で相違していることが，こ

れらの回答パターンに現われていると考えられる．

日本では，先述の「日本人の国民性」調査の結果に

よると，1963年からの40年間，Ａ，Ｂ両質問項目の｢１

番の人を採用」の比率の差は20～25％で安定してい

る．これからみるとＡＢ両質問項目について質問Ａを

先に，質問Ｂを後に質問した時の｢１番の人を採用｣と

回答する比率は，Ａ,Ｂ両項目で大きく変化するのは

ヨーロッパ・アメリカと対比した時，日本人の特徴の

一つと考えられる．米本土西海岸の日系人，ブラジル

の日系人の差をみると，日系人にもまだ日本人の特徴

ともいえるこの傾向が残っている（伝播，保持されて

いる）とみられ，また東アジアではこの傾向が欧米に

比べ強く現われるようである．従って，この特徴（恩

人に対する義理人情の感覚）は，日本の特徴というよ

りも東アジアの特徴といえるのであろう．

５．義理人情をめぐる回答

前節で，「恩人の子」を「親戚」より重くみる考え方

(義理人情）は日本人（日系人）や東アジアの人々との

特徴とであることを確認した．身近な生活領域で７点

｢重要｣の比率が２位であった「両親，兄弟，姉妹，親

戚」は欧米も含む各国共通の結果であるから，「両親，

兄弟，姉妹，親戚」はどこでも相応に大切にされてい

ることになるのだが，それ以上に日本(日系)，東アジ

アでは｢恩人の子」（助けてくれた人に感謝･援助する）

を重くみる考えが入ってくる．これは｢大切な道徳｣の

質問(｢親孝行」「恩返し」「権利」「自由｣の中から２つ

選択（付表問23)）で「恩返し」の選択回答比率が日

本も他の東アジアの国や地域及びイギリスを除く欧米

の国々よりも高いことと関連するかもしれない（表

3)．あるいは，この関連を日系人調査データでみると，

ハワイ日系人に比べて「恩返し」の選択比率のやや高

くなっているブラジル日系人や米本土西海岸の日系人

が日本人同様に回答比率の変化を示しているのは興味

ある結果といえる．

義理人情をめぐる回答を通して，日本人や日系人と

東アジアには，一見複雑に見える人間関係のあり方が

うかがえる．しかし，この辺りの価値観や態度が人間

のもつ攻撃性を和らげ，人間同士の直接的な衝突を回

避させることに役立っているのかもしれない．

表３．「大切な道徳」（回答のパーセントを示す）

回答肢(8)「その他」（９）「わからない」については省略

1988

日本

１９９２

イタリア

ｌ９８７

フランス

ｌ９８７

西ドイツ

１９９３

オランダ
ｌ９８７

イギリス

ｌ９８８

アメリカ

１９８８

ハワイ

日系人

１９９９

ハワイ

日系人

１９９８

西海岸
日系人

ｌ９９１

ブラジル

日系人

識蓄灘溌識!：
2002

日本

2002

北京

2002

上海

2003

昆明

2002

杭州

2003

香港

2003

台湾

2003

韓国

２００４

ｼﾝガｰﾙ

鱗灘撰;難
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０
０

８
７
６
５

６

がみられる．それとは逆に，問２６｢他の人の役にたと

うとしている｣では，北京･杭州･上海(それぞれ61.6％，

60.7％，58.9％）の楽観的回答の割合に比べ，日本①

(1988年)と日本②(2002年)(それぞれ31.2％,35.8％）

は低いことがわかる．これについては，本節で後述す

る問題に関係している可能性がある．

日本人の「信頼感」に関連して，林（1996）は質問

文による回答の変化について注目し，頭つき調査（質

問をこのまま実施）と頭なし調査（基本質問の下線部

を削除）の結果を比較している．

質問①（問26）他の人を手助けしようとしている

６．信頼感

1990年代以降，「信頼」に対する関心が急激に高ま

り，その理由のひとつとして，アメリカに代表される

西欧社会における信頼崩壊に対する危機意識がある．

Putnam（1995)は，信頼感を「ソーシャル・キャピタ

ル(socialcapital)」と考え，それが効率的な経済と政

治の運営に及ぼす重要性を指摘した上で,米国のＧＳＳ

(一般社会意識調査)に表れたアメリカ人の一般的信頼

の水準が過去20年間にわたって次第に低下している

ことに人々の注意を促している．

ＧＳＳには時系列調査データが収積されており，その

中には以下の「信頼感」を尋ねる３項目が含まれてい

る(問２６他人のためか自分のためか問２７スキがあ

れば利用されるか問２８人は信頼できるか)．これら

の項目は，対人的「信頼感」尺度を作成するためにそ

の構成が試みられ，日本では｢日本人の国民性調査｣に

1978年から加えられた．

このなかで,楽観的回答の割合をみたものが,図３で

ある．たとえば，問２８「人は信頼できるか」に対する

回答パターンは，各国においてかなりの差異が認めら

れる．回答を額面通りとったとすれば，オランダやア

メリカは基本的には他人に信頼をおいている.反対に，

イタリア及びフランスは他人に対して不信感が強い．

同じヨーロッパ大陸でも，ドイツ・イギリスとイタリ

ア・フランスは異なる結果となった．他方，東アジア

では台湾や香港の不信感が目立つ．問２８だけをみる

と，東アジアのなかでは，日本人が人を信頼する傾向

凸。一・一・二〆 ｡、 ●

人もいますが，自分のことだけに気をくばっている人

台
璃

もし〕ます．あなたのまわりを見たとき，たいていの人

替
潅

Iま他人の役にたとうとしていると思いますか．それと

も，自分のことだけに気をくばっていると思いますか．

ｌ他の人の役にたとうとしている

２自分のことだけに気をくばっている

３その他（）４，．Ｋ

質問②（問27）スキがあれば利用しようとしてい

オ
ラ
ン
ダ

ア
メ
リ
カ

日
本
②

日
本
①

杭
州

ド
イ
ツ

イ
ギ
リ
ス

北
京

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル

上
淘

毘
明

韓
国

フ
ラ
ン
ス

る人もいますが，そうでない人もいます．あなたのま

イ
タ
リ
ア

わりと見たとき，たいていの人はスキがあれば，あな

頭なし

1988年

たを利用しようとしていると思いますか.それとも,そ

んなことはないと思いますか．

１利用しようとしていると思う

２そんなことはないと思う

３その他（）４，．Ｋ

質問③（問28）信頼できる人もいますが,用心した

5０９

方がよい人もいます．あなたのまわりを見たとき，た

図4．質問文による回答の変化（楽観的回答のパー
セントを示す）

いていの人は信頼できると思いますかそれとも用心す

るにこしたことはないと思いますか．

ｌ信頼できると思う

２用心するにこしたことはないと思う

加
釦
釦
⑩
鈍
加
旧
０

％

頭つき

1982年

行動計量学第33巻第１号（通巻64号）

頭なし

2002年

頭なし

1980年

頭つき

1983年

図３．「信頼感｣の楽観的回答(問２６と問２８は回答
肢「1｣，問２７は回答肢「2」のパーセントを
示す）

国は問２８回答肢「1」の順に並べた．

日本①は1988年，日本②は2002年調査
（他の調査年は表１参照）
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杭州

90.2

63.5

７

３その他（）４，．Ｋ

実際に調査すると，頭なしの質問の場合と頭つきの

質問で，回答の率に相異がみられる(図4)．いずれも，

頭つきの質問の場合，質問②,③は楽観的な回答の率

が大幅に増える‘文頭に偏りを与える誘導とは思えな

いような文章が置かれることによって，回答に差が出

ているのはなぜだろうか．頭の文がない場合，人間を

悪くみる方，つまり人間が信用できないという事例が

頭に浮かぶことに注意が向かうため，日本人は悲観的

な方へ回答する傾向があるのかもしれない．物事の両

方の側面を提示したうえでどちらかを選択させる形式

では，楽観的な面にも目が留まり，物事の両面を思い

浮かべることによって判断できる可能性がある．この

ことは，データそのものの比率よりもデータが出てく

るそのメカニズムという点に注意をおいて考えるべき

問題があることを示唆している．

一方で，質問③｢人は信頼できるか｣のように，「頭

なし｣の質問文でも質問①，②に比較すると楽観的回

答が増加している項目もある．このように，文脈以外

の影響によっても回答傾向が変化していくことも考え

られる．山岸（1999）は，アメリカ人の方が日本人よ

りも一般的信頼の程度が高いとしている．しかし，質

問③の楽観的回答についてみると，日本は39.1％

(1998年),40.5％（2002年)となり，アメリカの42.4％

(1988年)との差は少ない.さらに,1988年から約１４年

経過した2002年調査をみると，若干ではあるが，３項

目の楽観的回答の割合はわずかながら増加もしくは横

ばい傾向であることが確認できる．

以上は対人的信頼感についてのみ言及したが，Ｙｏ‐

shino（2005)によると,国際間の信頼感の研究では,例

えば反日問題で揺れ動く日中，日韓の間でも，「もし生

まれ変わるとしたら，自国以外のアジアの国(地域)の

中では，どの国（地域）で生まれたいですか．一つだ

け選んでください｣という質問において，韓国では，生

まれたい国が「日本」という回答が最も高く，中国で

も「シンガポール」や「香港」に次ぐ率となる．この

ように，対人関係も対国際関係も単純な一次元のもの

さしでは測り難いことがわかる．

本節では，対人的信頼感についてみてきたが，信頼

感の測定については同じ表現の質問でも国によっては

意味が大きく異なる可能性もあり，社会・文化的背景

を考慮すべきとの指摘がある（角田・吉野，2005；吉

野，2005)．現在，ＯＥＣＤ（Healy＆Cote,2001）にお

いても，ソーシャル・キャピタルの国際比較のための

測定手法の枠組みが開発中であるが，人々の｢信頼感」

を測定するには，やはり文化的背景を考慮した設問方

法，測定方法を考える必要があろう．

表4．科学文明観

上海

97.1

59.5

日本①ドイツフランスイギリスアメリカイタリアオランダ

７１．６７７．２６２．１７５．７７１．６４９．４７０．３※問29ａ近代医学にたよらぬ方が
よいものがある

※問29ｂ科学で人の心がわかる

※問29ｃ科学で社会経済問題解決
できる

32.0

35.2

57.8

46.9

52.3

52.3

34.4

44.0

64.7

49.3

49.7

42.8

13.8

15.1

韓国シンガポール

77.887.2

70.5８４．６

鍛
一
禰
池
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詫
一
唖
煙

日本②

７３．４

６７．７

27.5

39.3

糖
一
皿
恥

融
一
睡
蝿

問４１ｊ科学技術を信頼するか

問29ａ近代医学にたよらぬ方がよ
いものがある

問29ｂ科学で人の心がわかる

問29ｃ科学で社会経済問題解決で
きる

56.4

55.8

45.2

44.5

34.0

36.5

30.7

43.0

39.3

55.0

31.7

44.3

44.4

49.6

11.4

10.5

※但し，７カ国比較調査では問番号が異なる

問29a,ｂ,ｃ「全くそのとおりだと思う」と「そう思う」を合計した率を示す

問４１ｊ「非常に信頼する」と「やや信頼する」と合計した率を示す
日本①は1988年，日本②は2002年調査
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７．科学文明観

信頼感があるとは，人間に対する楽観的な態度をす

るということである．では，社会に対する楽観的態度

はどのような視点からみるべきなのであろうか．東ア

ジアのデータの中には，「科学技術を信頼するかどう

か」という科学文明観に関する項目と未来の社会状況

についての項目がある(付表参照)．表４にある科学文

明観に関する結果をみると,東アジア各国の場合は,問

41ｊ「科学技術を信頼するか」に対して，７０％以上の

人々がポジティブな回答を示している．けれども，日

本の場合，約１４年前よりも問２９の回答の割合が低下

しており，問29b｢科学で人の心の問題を解決する」こ

とについては，悲観的になることがわかる．人の心が

関係していることになると，科学が踏み込めないとい

う意見が強い．特に，問29ｃの「社会的問題のほとん

どは科学技術の進歩により解決される」については，

10.5％（2002年)で他の国々 と比較すると極端に低い．

しかしながら，一般的な事象に関しては「科学を信頼

する」という日本人の特徴が表れている．

他方で，北京･上海（97.1％）における，中国の科学

技術に対する高い信頼は特筆すべきことである.また，

問29a｢近代医学にたよらぬ方がよいものがある」にみ

られるように，近代（西洋）医学の進んだドイツ・イ

ギリス・アメリカより，中国本土では近代医学に信頼

をよせている．東洋医学の長い歴史を持つ中国と近代

(西洋)医学に頼らないとするドイツやアメリカとの逆
説的な対比は興味深い．

８．おわりに－比較研究への一つの展望一

本稿では特に自由回答質問の「一番大切なもの」に
着目して東アジアの国・地域を中心とし，さらに，こ
れまでの調査(７カ国国際比較調査，日系人調査)など

の基本的な情報にも触れ，他の質問項目の回答分析と
あわせて比較研究の一つの方向性を探った．

比較研究は,一面的に行っただけでは十分ではなく，
日本人に即した質問票，日本以外の各国の人に即した

質問票を，それぞれ特定の意図された軸をもとに構成
し，そうした質問票をあわせ用いて調査を進め，その
結果を詳細に比較検討することが第一に大事なことと

なる（林・鈴木・西平・野元，1973)．これにとどまら

ず，我々 が分析して導く結論，外国人研究者が同じも

のを分析して導く結論を付き合せ，相違の全体構造が

一層明確なものになってくるものである．

また，東アジア価値観調査を通して，欧米との比較

を振り返り，以下の言葉に示される世界観が垣間見ら

れた．「計量的方法は，日本人とても一様ならず，外国

人とても一様ならず，ヨーロッパは一つにならず，ア

ジアは一つにならず，しかし一様ではないままに大局

的に似ているところ，異なっているところの筋を客観

的に，つまり彼我ともに理解し合える科学的方法に

よって見通すことを考えるのである」（林・鈴木1997,

Ｐ２)．

今後も，積み重ねられた国際比較調査の基礎情報を

もとにして，各国の人々の「考え方の筋道」を明らか

にするため行動計量学的な方法を駆使して，新たな観

点からの議論を進めていくことが重要であろう．
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吉野諒三(編)(2000)．国民性に関する意識調査データ

に基づく文化の伝播変容のダイナミズムの統計科
学的解析．統計数理研究所，研究リポート８４，統
計数理研究所．

吉野諒三(編)(2001)．文化の伝播変容の統計科学的研
究一ハワイの日系人･非日系人国際比較調査一.統
計数理研究所,研究リポート86,統計数理研究所．
吉野諒三(編)(2004a)．東アジア価値観国際比較調査

一｢信頼感｣の統計科学的解析－，2002年日本調査

報告書．統計数理研究所研究リポート９１，統計数
理研究所．

吉野諒三(編)(2004b)．東アジア価値観国際比較調査

一｢信頼感」の統計科学的解析辺003年中国(北
京･上海･香港)調査報告書．統計数理研究所．

韓国調査報告書．統計数理研究所．

吉野諒三(編)(2005a)．東アジア価値観国際比較調査

一｢信頼感」の統計科学的解析-2003年台湾調査
報告書．統計数理研究所．

吉野諒三(編)(2005b)．東アジア価値観国際比較調査

一｢信頼感」の統計科学的解析-2004年日本Ａ調

査報告書．統計数理研究所．

吉野諒三(編)(2005c)．東アジア価値観国際比較調査

一｢信頼感」の統計科学的解析-2004年日本Ｂ調
査報告雷．統計数理研究所．

吉野諒三(編)(2005.)．東アジア価値観国際比較調査

一｢信頼感」の統計科学的解析-2004年シンガ

ポール調査報告書．統計数理研究所．

鄭躍軍(編)(2005)．日本・中国の国民性比較のための

基礎研究一中国杭州市と昆明市における意識調査

一総合地球環境学研究所，研究リポート０１．

(2005年１１月３０日受付，2006年１月２０日最終修正）
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付表：本稿で用いた質問（問番号は東アジア調査票より）

７
７
７
７
７
７
７

〔カード８〕次にあげる生活領域のそれぞれについて,あなたが重要だと思う程度に従って１～7の評価を

つけてください．

重 重そ霊雪要

での：せな

い要他いざ

問１２

４
４
４
４
４
４
４

｢あなた自身の家族や子供」についてはどうですか.…

｢職業や仕事」についてはどうですか.…………………

｢自由になる時間とくつろぎ」についてはどうですか．

｢友人，知人」については…･………………………･…・

｢両親，兄弟，姉妹，親戚」については……．．……･…

｢宗教」については………･……………･………………・

｢政治」については…………………………………･…．．

まず，

では，

では，

では，

では，

では，

では，

２
２
２
２
２
２
２

３
３
３
３
３
３
３

６
６
６
６
６
６
６

８
８
８
８
８
８
８

行動計量学第33巻第１号（通巻64号）

問２３〔カード１５〕つぎのうち，大切なことを２つあげてくれといわれたら，

あり

ａ・親孝行，親に対する愛情と尊敬…………………………………ｌ

ｂ、助けてくれた人に感謝し，必要があれば援助する……………１

ｃ･個人の権利を尊重すること…………･…………………．．………１

．．個人の自由を尊重すること．．………．｡……………･…………･…１

８その他（記入）

９わからない

（上の質問では，２つの項目をあげてもらうこと）

１
１
１
１
１
１
１

どれにしますか．

なし

０

０

０

０

５
５
５
５
５
５
５

ａ
ｂ
ｃ
ｄ
ｅ
ｆ
ｇ●

問24a．〔カード１６〕あなたが，ある会社の社長だったとします．その会社で，新しく職員を１人採用するため

に試験をしました．入社試験をまかせておいた課長が，「社長のご親戚の方は２番でした．しかし，私と
しましては，１番の人でも，ご親戚の方でも，どちらでもよいと思いますがどうしましょうか｣と社長の
あなたに報告しました．あなたはどちらをとれ（採用しろ）といいますか．

１１番の人を採用するようにいう

２親戚を採用するようにいう

８その他（記入）

９わからない
■‐｡一ＣＣＣ●｡｡■ローーーーー‐一一一ＣＣＣつ■‐ー‐ー■■■ー一｡●ーつつー●ローーーロ■争一竿一・つ●＝●■■■ー■‐牢｡●●や●■‐｡■■■二一一つ●●つむ－画■＝■■ー■■ー二一つ●●■ロー＝‐■●｡－－－ロー■■■ー｡－ＣＣＣ合一■■＝－－ＣＣＣ－■■－－■■●･一つ‐●｡●＝・－｡■

ｂ・〔カード１７〕それでは，この場合２番になったのがあなたの親戚の子供でなくて，あなたが昔世話Iこ
なった人の子供だったとしたら，あなたはどうしますか．（どちらをとれといいますか）

１１番の人を採用するようにいう

２昔世話になった人の子供を採用するようにいう

８その他（記入）

９わからない

5り７



問2９

1１

問2６たいていの人は，他人の役にたとうとしていると思いますか，それとも自分のことだけ考えていると思い
ますか．

１他人の役にたとうとしている

２自分のことだけ考えている

８その他（記入）

９わからない

●

《
■
）
勺
０
０
《
《
叩
灰
】
一
価
ぐ
幻
》

他人は，機会があれば，あなたを利用しようとしていると思いますか，それともそんなことはないと思い
ますか．

他人は機会があれば利用しようとしていると思う

そんなことはないと思う

その他（記入）

わからない

問2７

１
２
８
９

問３８あなたにとって一番大切と思うものはなんですか．（もし回答者が複数あげた場合は，すべて記す）

問2８たいていの人は信頼できると思いますか，

１ ２８

信頼できる常に用心したその他
と思う方がよい（記入

それとも，常に用心した方がよいと思いますか．

９

わからない

）

●
●
●

《
『
』
○
毎
ｍ
》
《
０
》

〔カード19〕つぎに読みあげる事柄についてあなたはどう思いますか.それぞれについて，この中からお

答えください．（a～ｄについてそれぞれ聞く）

病気の中には近代医学とは別の方法で治療した方がよいものもある．

全くそのとおりだと思う４決してそうは思わない

そう思う８その他（記入）

そうは思わない９わからない

科学技術が発展すれば，いつかは人間の心の中までも解明できる．

全くそのとおりだと思う４決してそうは思わない

そう思う８その他（記入）

そうは思わない９わからない

こんにら

今日，我々が直面している経済的，社会的問題のほとんどは科学技術の進歩により解決される．

全くそのとおりだと思う４決してそうは思わない

そう思う８その他（記入）

そうは思わない９わからない

角田他：「一番大切なもの」

ａ
ｌ
２
３
－
ｂ
ｌ
２
３

■

5り８

〔カード２４〕あなたは，次にあげる組織や制度，事がらをどの程度信頼しますか．

や信頼する」「あまり信頼しない」「全く信頼しない」のいずれかでお答え下さい．

非常にややあまり
信頼する信頼する信頼しない

宗教団体･……………………………･………．１２３

法律や裁判の制度……………………．､．……１２３

新聞・テレビ…･…………･………………･…１２３

問４１ ｢非常に信頼する」「や

(１つずつ○印）

全くわから

信頼しないない

４９

４９

４９

(記入） ９

わからない



ｄ
ｅ
ｆ
９
ｈ
．
Ｌ
ｊ

●
■

行動計量学第33巻第１号（通巻64号）

警察…………．.………･････………．．…………

国の行政………………………………………

国会…･……………………･……･……………

ＮＰＯ・ＮＧＯ（非営利団体や非政府組織）

社会福祉施設…………………………………

国連…………………･……………･…………・

科学技術……･………………………………．．

２
２
２
２
２
２
２

９
９
９
９
９
９
９

1２

３
３
３
３
３
３
３

１
１
１
１
１
１
１

４
４
４
４
４
４
４

5ｎ９
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宗教と素朴な宗教的感‘情

林 文

AStudyofReligiousFaithandReligiousFeelings

FumiHAYAsHI

InthecontemporaryworldconHictsofdifferentculturesamongdifferentnationsandregions
havebecomeaseriousproblem・Specifically,religionsexistasthebasisfordifferentcultures．

'、ourCross-nationalsurveyresults,itwasfoundthatonly30％oftheJapanesehavereligious
faitｈｂｕｔ７０％thinkthatreligiousfeelingisimportantandthatthemeaningofreligionis
differentbetweentheJapaneseandWestemersbasedonourcross-nationalsurveys・The

meaningofreligioncanbeunderstoodintherelationbetweenreligiousattitudesandothersocial

attitudes、ThestructureofthinkingaboutreligionanditsrelationtｏｏｔｈｅｒｉｔｅｍｓｉｎｏｕｒＥａｓｔ

ＡｓｉａＶａｌｕｅＳurveywereanalyzedusingmultivariateanalysis・Ｔｈｅｒｅsultsconcemingthe
differencesamongtheseareaswereasfollows、InJapan,KoreaandHong-Kong,satisfaction
aboutdailylifeandreligiousfeelingarerelatedpositively,whereasinBeijing,Shanghaiand

Taiwan,thesearerelatednegatively・Concemingattitudestowardscienceandtechnology,in

someareas，includingJapan，themediumattitudeisrelatedtoreligiousfeeling・Weare

continuingouron-goinganalysistowardseekingthemeaningofreligionincontemporary

societiesbyincludingtheresultsofsevenWestemnations，surveys・

Ｋｅｙｗｏｒｄｓ：religion,ＥａｓｔAsia,cross-nationalcomparison,ｌｉｆｅsatisfaction
キーワード：宗教，信仰，東アジア，日米欧比較，生活満足度

はじめに

東アジア価値観調査では,「日本人の国民性調査｣(統

計数理研究所国民性調査委員会，1961）から発展した

国際調査比較方法論としてのＣLＡ（連鎖的比較分析

法）（林他，1991）を念頭に，様々な分野の問題をとり

あげて，各国や地域で人々が織り成す社会の文化や価

値観の比較を試みている．ここでは，宗教に焦点をあ

てて分析したものを報告する．

今世界は，「文明の衝突｣という言葉に象徴されるよ

うに，文明が宗教によって色分けされ，宗教に関する

諸問題は現代社会の中でも重要な課題の一つとして注

目されている．一部の過激なイスラム教を標傍するテ

ロが清教徒信者の国アメリカ社会に与えた影響は大き

東洋英和女学院大学

(ToyoEiwaUniversity）
連絡先：〒226-0015神奈川県横浜市緑区三保町３２

E-mail：fumih＠toyoeiwa・acjp

く，人々は否応なく宗教の対立について考えさせられ

た．一方，人々の幸福感に信仰が影響していることも

いわれ,宗教問題の明と暗の両面が浮き上がってくる．

近年,人々の生活の充実の質的な面の重要性がＱＯＬ

(QualityofLife，生活の質，生命の質，生きがい）と

して重視され，特に健康に関連するＨＲ（Health-

Related）ＱＯＬに，ＷＨＯ（世界保健機構）は霊性

(Spirituality）という要素を取り入れるようになって

いる(ＷＨＯ,1995)．既成の宗教の範鴫に留まらず，何

か霊的なものに対する精神性を重視する考えともいえ

る．社会調査によって，それらについて現実の人々の

考え方をとらえようとする研究もなされているが，多

くは既存の宗教の視点から離れていない．しかし，例

えば日本人にとっての宗教は，欧米のキリスト教文化

圏やイスラム教文化圏の人々におけるものとは多少と

も違った意味をもつに違いない(保坂，2003)．

宗教とは何かという根本問題はさておき，なにかし

ら宗教的と思われる感情まで広げて,「日本人の国民性
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調査」「日米欧七カ国調査」「東アジア価値観調査」か

ら人々の価値観や態度，感情をとらえてみたい．

１．「日本人の国民‘性」調査から

「日本人の国民性」調査の1958年（第２次）調査か

ら「信仰を持っているか」と「宗教的な心は大切か」と

いう２つの質問が用いられている．日本では，信仰を

持つ人は少ないが，信仰を持っていないことが西欧に

おける無宗教とは対応しないことを実証しようとした

ものである．その第２次調査の結果，信仰を持ってい

る人は３５％であるが，信仰を持たない６５％の人の中

で，「宗教的な心は大切｣と考える人が70％もあり，そ

れらを合わせると８割の日本人が宗教や宗教心という

言葉に対してポジティブな態度を持っていることが示

された．これを西欧のキリスト教社会からみると，日

本人のいう宗教は本当の宗教ではないという見方とな

ろう．ここでは宗教の理論的な定義を論ずることは他

書にまかせ，むしろ広い見方での人々の意識調査の結

果を分析することにより，日本人の宗教意識を浮き彫

りにすることを試みる．

この「日本人の国民性」の研究は，その後，ハワイ

の日系人研究から国際比較研究に発展した（林他，

1973）が，その過程で，日本調査においても質問の形

式が変更されている．つまり，1978年(第６次)調査ま

では，「宗教的な心は大切か」の質問はその前問で｢信

心・信仰をもっている」（｢信仰あり」と略記する）と

回答した人には尋ねず，「信心・信仰を持っていない」

(｢信仰なし」と略記する）と回答した人にだけ質問し

ていたが，1983年（第７次）調査からは，「信心･信仰

の有無」と「宗教心の大切さ」を独立して質問するよ

うになった．当初は「信仰あり」の人は当然「宗教的

な心は大切」と思うのは当然という発想であった．こ

の２つの質問に対する1958年から2003年の結果は表

１に示すとおりである．１９８３年から独立して質問され

た結果から，「信仰あり」のほとんど（93％～94％）が

｢宗教的な心は大切｣と回答し,少なくとも日本では｢信

仰あり」の回答者は当然「宗教的な心は大切」と思う

であろうと想定したことが，大方間違いでなかったこ

とが確認されたといえる．

最近の宗教離れの傾向は，「信仰なし」という回答者

の中で「宗教的な心は大切」とする率が，1980年台に

減少したことに現れているように見える．

ここで，宗教と年齢との関係をみると，「信仰あり」

は，若年層では少なく，加齢とともに増える傾向が長

年にわたり一貫して見られる．1958年から２００３年の

変化の様子を図１に示す．それぞれの年齢層における

｢信仰あり」の率は時代とともに減少しているが，変化

が大きいのは４０代から６０代であり，若い層では低い

ままそれほど変化していない．なお全体での「信仰あ

り」の率の変化が小さいのは，サンプルの年齢分布が

高い方に動いているためである．

さて，「宗教的な心は大切｣という考えの変化を詳し

くみよう．信心･信仰を持っているならば９割以上(２０

歳台でも８割）が「宗教的な心は大切」と回答してい

ることは，1983年調査から２００３年調査まで同じであ

る．信仰を持たないもののうちで｢宗教的な心は大切」

と回答する率の年令層別変化を図２に示す．1988年調

査から全体的に減少していることがわかる．その中で

も２０歳台における減少が30歳台以上に比して特に大

きかったことがわかる．

このように，日本人の宗教離れは，宗教を信じるこ

との減少と同時に，これまで日本人の特徴とされてき

た｢宗教を信じてはいないが宗教的な心は大切と思う」

表１．「信仰あり」と「宗教的な心は大切」の時代変化（％）

調査年

｢信仰あり」

｢信仰あり」の中の宗教的な心
大切

｢信仰なし｣の中の宗教的な心
大切

全体の中の宗教的な心大切

1958１９６３１９６８１９７３１９７８１９８３１９８８１９９３１９９８２００３

３５３１３０２５３４３２３１３３２９３０

（94）（93）（94）（93）（94）

７０７７７６６９７４（73）（63）（61）（58）（60）

(80）（84）（83）（77）（83）８０７２７２６８７０

＊「日本人の国民性調査」（統計数理研究所）による．
＊３行目と４行目の1983年以降の（）内はクロス集計による．

＊５行目の1958年から1978年の（）は，「信仰あり」と「宗教的な心大切」の合計．
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一一十一70歳以上

…X･･･60-69歳

一・×･-50-59歳
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一・o－．３０－３９歳

-20-29歳

一全体
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０３０ｺ｡》Ｏ》｡》０コロ》０
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年齢層別の「信仰あり」の率の変化（｢日本人の国民性調査｣）

という考えが特に２０歳台で大きく減少するという形

で現れているようである．2003年調査では反転，増加

しているように見えるが，２０歳台は調査回収率が低

く，解釈には注意を要する．

２．国際比較調査から

国際比較にあたって，「宗教的な心｣の翻訳は単純で

はない.十分に検討され,我々の日米欧七カ国調査(林

他，1998）における英米では‘Religiousattitude，が用

いられ，東アジア価値観調査のシンガポール英語版で

は‘religiousmind'が用いられた．完全に対応した翻

訳ができ難い概念であるという事実が浮き上がってく

る．しかし，力｡といって対応する概念が全く「ない｣と

はいいきれないのではないか。日本人の｢宗教的な心」

にあたるものが日本以外の国や地域で存在するのか，

存在するとすれば，どのような言葉で捉えることがで

きるのか，ある程度の許容範囲の中で翻訳を通して調

査を行い，他の様々な質問との関連の中から見出して

いくことが現実的と思える．

図３に,日米欧七カ国調査(1987-1993)(林他,l995a，

l995b）と，東アジア価値観調査(2002-2004）（吉野他，

2003a,2003b,2004a,2004b,2005）から，それぞれの

国・地域の「信仰を持っているか」と「宗教的な心を
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イタリア1992

アメリカl988

シンガポール２O04

ドイツ(西)1987

台湾2003

イギリスl987

フランスl988

オランダl993

韓国2003

日本l988

香港2002

日本２００２

上海2002

北京2002

信仰あり０信仰なし

震妻震窒妻霊室室室

四信仰あり｡宗教心大‘･切

図信仰なし･宗教心大切

図信仰あり．宗教心大切でないロ信仰あり･宗教心？

画信仰なし･宗教心大切でないロ信仰なし･宗教心？

図３．「信仰の有無」と「宗教的な心大切か」との関係

大切と思うか｣の項目の回答データの関係をまとめた．

中央より左が宗教を信じる人の比率であり，右は信じ

ない人の比率である．中心部に近い左の部分は，宗教

を信じ宗教的な心を大切と考える人の率である．七カ

国調査と東アジアの調査の間で１５年ほどの時間差が

あり，この間の世界的な宗教離れの傾向の影響も多少

あろうが，概観や考え方の関連パターンは比較的安定

していると想定される．日本の２時点の調査でも信仰

を持つ人の率は変化しているが，ともに，信仰を持つ

もののほとんどが宗教的な心を大切としていることが

示されている．前述のように，初期の「日本人の国民

性調査」で，信仰を持つ人には宗教的な心を大切と思

うかを尋ねていなかったことによる情報ロスはあまり

なかったことが確認される．これに比して，ドイツ，イ

ギリス，オランダでは，信仰を持っているのに宗教的

な心は大切でないと考える人もあることが読み取れ

る．

香港は日本と同様で，「信仰あり」の率は低いが｢宗

教的な心は大切」とする率が高く，両方をあわせると

宗教というものに対する肯定的な考えは欧米の国々と

同程度といえる．宗教を政治的に統制された中国の北

京，上海では「信仰あり」の率は低く，「宗教的な心は

大切」という回答を合わせても半数以下である．

「信仰あり」の人のほとんどが「宗教的な心は大切」

と回答しているのは，日本と韓国である．中国は少な

めである．「信仰なし｣の人の中で｢宗教的な心は大切」

と回答する人の割合も，日本では５８％，韓国５４％，香

港48％，台湾47％，上海34％，北京30％である．「信

仰あり」だが「宗教的な心は大切でない」という回答

が，ドイツ，オランダ，イギリスで10％以上あり，宗

教に対して懐疑的な傾向があるが，東アジアでは最高

でも台湾の８％であり，一概に，「信仰あり」と回答す

るならば「宗教心を大切と思う」傾向は強いといえる

ようである．

「信仰をもたない｣ことと｢宗教的な心は大切でない」

こととの相関は，北京が最もはっきりしている．上海

も北京と同様である．図３からは省いてある昆明，杭

州も同様であるが，詳細にみると「その他｣やＤＫ・の

回答が多く，地方によっては北京ほどに宗教を否定し

きれない気持ちがあることを示しているのではないだ

ろうか．中国本土以外では，「信仰なし｣という人の中

で「宗教的な心は大切」という人の方が「大切でない」

という人よりも多いが，香港と台湾は，日本や韓国よ

りも中国本土に近い傾向がみられるのは,興味深い.政

治のみならず，文化の連鎖(Culturallinkage）を示し
ているのかもしれない．
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1７

8０

３．日常行動・意識からみる宗教の意味

日米欧七カ国調査では，宗教の意味を他の様々な社

会的日常的意識の違いから捉えることを試みた．どの

国でも「信仰あり」・「なし」の差は社会的日常的態度

や価値観との関連からみて同様で，ある国の信仰をも

つ人々の価値観を他の国の人々が予測可能であること

が示された．しかし，アメリカとドイツにおけるプロ

テスタントとカトリックに分けた分析によると，態度

や価値観が両者間である意味では逆転する（アメリカ

のプロテスタントとドイツのカトリック，アメリカの

カトリックとドイツのプロテスタントが対応）ような

傾向も見られた（Hayashi,Ｆ＆Suzuki,Ｔ､,1995)．名

目上の宗教が同じであっても，歴史的な背景や社会状

況からその意味するところが異なることが，こうした

意識調査データの分析から確認されたのであった．

東アジア価値観調査から，日本を中心に，台湾，韓

国，中国において，信仰の有無と宗教的な心がどのよ

うな意味を持つか，多少宗教と関連のありそうな意識

との関連に注目してみた．

6０

０４

（
季
）
０
１
描
一
鎌
脹

2０

０

０２０４０６０

宗教的な心大切(%）

図４．「宗教は一つ」と「宗教的な心は大切」
（東アジア価値観調査）
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表２．「信仰あり」内の選択率から「信仰なし」内の選択率を引いた差
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まず，「いろいろな宗教の教えは結局は同じ」という

考えに賛成する人の割合が高いのは，台湾76％，韓国

73％，香港の６１％であり，これは｢宗教的な心は大切」

と回答する比率の高さとほぼ対応している．日本だけ

が，「宗教的な心は大切」の率の高さに比べて「宗教の

教えは結局は同じ」という考えが少な目であり，「宗教

の教え」という考えに懐疑的な人々が多いのかもしれ

ない（図４)．

次に,｢信仰あり」・「なし｣間,｢宗教的な心は大切」・

｢大切でない｣間の意見差をとらえてみた(表２，表3)．

台湾では，「信仰の有無」よりも「宗教的な心を大切と

思うか」の方に「宗教の教えは同じ」の考え方の違い

が強く現れており，日本，韓国も同様の傾向がある．

表２と表３には，同じように，他の考え方について

の意見差をも示した．差が大きいもの（一応，危険率

5％で有意な差）を網掛けで示した．「信仰あり」・「な

し」間の違いも，「宗教的な心は大切」・「大切でない」

間の違いも，概して同様の傾向が見られ，北京，上海

では「宗教的な心は大切」・「大切でない」間の意識の

違いが「宗教は一つ」の考え以外に殆どないこと，有

意ではないものの，「臓器移植に賛成」の率，親孝行，

恩返し，権利，自由から大切なものを２つ選ぶ回答で

｢権利」をあげる率，「自由」をあげる率が，国・地域

によって意見差の方向に違いがあることなど，気にな

る結果である．また,臓器移植に賛成という考えは,｢信

仰あり」より「なし」の方に多いが，宗教的な心との

関連では逆に「宗教的な心は大切」な方に賛成が多い

傾向が，韓国，シンガポール，香港で見られるのは興

味深い．一方で，「宗教的な心は大切｣と他者愛との関

係，他方で身体を傷つけることを禁忌（タブー）とす

る宗教的教えとの関連を交絡させて考察する必要があ

ろうか．

次に，「先祖を尊ぶ」こととの関連をみたい（注１)．

日本では，「信仰あり」・「なし」間でも，「宗教的な心

は大切」・「大切でない」間でも，「先祖を尊ぶ」という

考えに大きな差がある．

筆者は，この先祖を尊ぶことと宗教あるいは宗教的

な心との相関の傾向は，以前から，日本の特徴なのか

アジアの特徴なのかと考えてきた．東アジアの調査結

果をみると，日本の他に比較的大きな差がみられたの

は，シンガポールと台湾と，北京における信仰あり．

なし間であり，それ以外の国・地域は同じような差の

傾向はあるもののそれほど大きくない．つまり，宗教

との関連は，アジアー般の特徴とはいえないようであ

る．

では，欧米はどうであろうか．図５は東アジア価値

観調査と日米欧七カ国調査の結果である．先祖を「普

通より尊ぶ」「普通」「普通より尊ばない」の回答分布
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信仰あり

1９

信仰あり 宗教的な心は大切％

1００

1００

林：宗教と素朴な宗教的感情
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東アジア価値観調査日米欧七カ国調査

図7．年齢層別「先祖を普通より尊ぶ」
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2０ 行動計量学第33巻第１号（通巻64号）

を「信仰あり」・「なし」別に示したものである．両者

に開きがあることは先祖を尊ぶことと信仰と関連があ

るということであるが，西欧は，むしろ東アジアより

も関連があり，このことからも，先祖を尊ぶことと信

仰が強く結びついているのは，一般アジアの特徴とは

言えず，日本の人々の考えの特徴であることが明らか

になってきた．

ここで，一般に信仰も先祖を尊ぶことも年齢と相関

があると思われるので，その様子を図６，図７に示す．

確かに，中でも日本における年齢と信仰や先祖を尊ぶ

こととの関連は強いが，それだけでは説明できない日

本人の宗教に対する考え方の特徴を示しているのでは

ないだろうか．

４．宗教的な心と満足感

さて，宗教やスピリチュアルなものが人々の生活の

満足感に影響を与えているという考え方がＷＨＯで

も提起されている（厚生省，1999）ので，東アジア価

値観調査のデータでも分析を試みた．取り上げた質問

項目は，宗教は従来の信仰ではなく，素朴な宗教的な

関心として「宗教的な心は大切か｣，「霊魂」や「死後

の世界｣が存在すると思うか，生活上の満足感(健康，

家庭，生活)，科学文明観ポジティブかネガティブか，

などである．これらの回答の関連をパターン分類の数

量化(数量化III類)で分析した．取り上げた質問と回

答選択肢を表４に示す．

それぞれの国・地域毎にパターン分類の数量化によ

る分析の結果をみていくと，回答間の結びつきが大き

くわけて３つのタイプに分けられるようである．３つ

のタイプに該当する，日本と韓国と台湾の結果を図

8a,ｂ,ｃに示した．図中の記号は表４の数字(質問項目

カテゴリー）に対応している．

日本は，「満足感」と「宗教的な関心」とが近い関係

にあり，科学文明観はポジティブでもネガティブでも

ない中間意識と宗教的な関心との関係が近い.韓国は，

満足感と宗教的な関心とが近い関係にあるのは日本と

同様であるが，ネガティブな科学文明観と宗教的な関

表4．パターン分類に用いた質問と回答選択肢

回答選択肢と内容（記号は図８中の記号と対応する質問項目カテゴリー）

先祖

霊魂

死後の世界

健康状態

家庭に満足か

生活に満足か

人の心の解明で
きる

経済・社会的問
題解決

火星での生活で
きる

宗教的な心

親の難しい手術

1.1普通より尊ぶ

11ｂｌ存在する

11Ｃｌ存在する

5.1非常に満足

13.1満足

14.1満足

29b'令くそのとお

29c'含くそのとお

29.l令くそのとお
32.1大切

491,1言財産種げう

Ｌ２窯より尊ぱ １．３普通

''b2蕊かもしれ llb3存在しない

11c2蕊かもしれ 11c３存在しない

5.2満足 ５３零認満足し ５４補足していな

13.2やや満足 '３３灘ともい 13.4やや不満 13.5不満

１４．２やや満足 '４３獣ともい 14.4やや不満 14.5不満

29b２そう思う 29b3fうは恩わ葱 29b4幾添うは

29c２そう思う 29ｃ３涛は思わ蔵 29c4鮭孫うは

29.2そう思う 29d3fうは思わ鞍 29.4鮭添うは
32.2大切でない

49b２無理しない

釘７
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だろう．さらに，分析を深める必要がある．

図8c・宗教的感情，幸福観，科学文明観などのパ
ターン分類（台湾）

図･8a・宗教的感情，幸福観，科学文明観などのパ
ターン分類（日本）

〃８

心との関係が近い．台湾は，宗教的な関心と関連があ

るのは満足感が低い方とネガティブな科学文明観であ

り，北京と上海は台湾と比較的似ている．

宗教的な関心と生活満足感との結びつきは，単純に

どの国･地域でもみられるものではなさそうである.関

連がみられたとしても，宗教的な関心が高いから満足

感があるのか，満足だから宗教的なものへも関心を示

せるのか，また逆の関係からは，生活に不満なもとが

あるために宗教的な関心が高くなるということもある

５．まとめ

人々の意識に関する調査データから，様々な意識と

の関連の中に日本人にとっての宗教の意味を探ろうと

試み，「宗教的な心｣という考え方そのものや先祖を尊

ぶこととの関連を特徴として捉えてみた．それぞれの

国・地域によって，それらの概念の意味が異なること

が示唆された．イスラム教の国・地域の調査は科学的

な標本抽出調査が今のところ困難であり行っていない

が，宗教そのものや宗教的な心の，現実の生活と意識

との関連からみられる意味の研究が，異文化間の相互

理解につながる鍵と考えている．

本稿は平成16年日本分類学会第２１回研究報告会，

平成17年８月の日本行動計量学会第３３回大会におけ

る発表原稿を加筆修正したものであり，内容の一部は

林（2006）で発表した．

図8b、宗教的感情，幸福観，科学文明観などのパ
ターン分類（韓国）

》王

(1)先祖を尊ぶことについての質問は,日本人の国民

性調査でも用いられてきた質問｢あなたはどちら

かというと先祖を尊ぶ方ですか,それとも尊ばな

い方ですか」を国際比較用に変更した「あなたは

どちらかといえば，普通より先祖を尊ぶ方です

か，それとも普通より尊ばない方ですか｣とした
ものと，伝統的価値観の一つとして｢先祖を尊ぶ
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べき」についてどう思うか，の２つの質問が用い

られている．後者では｢1．全くそのとおりだと思

う」｢2．そう思う」｢3．そうは思わない」｢4．決し
てそうは思わない」の４回答選択肢のうち１と２

に９割が集中し，１と２の違いを論じることにな

り，中間回答傾向の問題と絡み分析し難いので，
ここでは前者の｢尊ぶか」の質問の回答を主に取
り上げた．
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付本文で用いた調査質問文と回答選択肢

（東アジア価値観調査の日本調査による）

問１あなたはどちらかといえば，先祖を尊ぶほうで

すか，それとも普通より尊ばない方ですか．

１普通より尊ぶ方２普通より尊ばない方

３普通

問２子どもがないときは，血のつながりがない他人

の子供を，養子にとって家をつがせた方がよい

と思いますか,それとも，つがせる必要はないと

思いますか．

lつがせた方がよい２つがせる必要はない

３場合による

問１１次にあげるものをあなたは｢ある」または｢存在

する」と思いますか．それぞれについてお答え

下さい．

ａ・神や仏

１ある。存在する２あるかも知れない

３ない。存在しない

ｂ、死後の世界

１ある。存在する２あるかも知れない

３ない。存在しない

問５あなたと同じ年の人と比べて，あなたの健康状

態はいかがですか．

ｌ非常に満足している２満足している

３あまり満足していない４満足していない

問１３あなたは自分の家庭に満足していますか．それ

とも不満がありますか．

１満足２やや満足３どちらともいえない

４やや不満５不満

問１４あなたの生活についておききします．ひとくち

にいってあなたは今の生活に満足しています

か，それとも不満がありますか．

１満足２やや満足３どちらともいえない

４やや不満５不満

問２３つぎのうち，大切なことを２つあげてくれとい

われたら，どれにしますか．

ａ親孝行，親に対する愛情と尊敬

ｂ助けてくれた人に感謝し,必要があれば援助

する

ｃ個人の権利を尊重すること

ｄ個人の自由を尊重すること

問２９つぎに読みあげる事柄についてあなたはどう

思いますか．それぞれについて，この中からお

答えください．

ｂ，科学技術が発展すれば，いつかは人間の心の中

まで解明できる．

ｌ全くそのとおりだと思う２そう思う

３そうは思わない４決してそうは思わない

ｃ、今日,我々が直面している経済的,社会的問題の

ほとんどは科学技術の進歩により解決される．

１全くそのとおりだと思う２そう思う

３そうは思わない４決してそうは思わない

ｄ将来,科学技術の発展により，火星でも，地球と

同じような生活ができるようになる．

１全くそのとおりだと思う２そう思う

３そうは思わない４決してそうは思わない

問３１ａ宗教についておききしたいのですが，たとえ

が，あなたは，何か信仰とか信心とかを持って

いますか．

１もっている，信じている

２もっていない，信じていない，関心がない

問３２それでは,いままでの宗教にかかわりなく，「宗

教的な心｣というものを，大切だと思いますか，

それとも大切だとは思いませんか．

１大切２大切でなしン

問３３宗教について，こんな意見があります．

「宗教にはいろいろあり，それぞれ独自の教え

を説いているが，そうした教えは，けつきよく

は同じものだ｣というのですが，あなたはこの

意見に賛成ですか．それとも反対ですか．

ｌ賛成２反対

問49ａ次のような場面を想像してください．あなた

は幼いときに両親と死に別れ，近所に住んで

いた田中さんに育てられました．そのおかげ

で,大学を卒業し,いまでは生活に余裕もでき

ました．ところが,今,恩人の田中さんは病の

床にふし,苦しんでいます.本人はしりません

が,医者にはあと３ヶ月の命と聞きました．し

かし,特別な手術をすれば苦しみはとれ,回復

できる可能性があると聞きました．身よりも

なく，経済的余裕もない田中さんを救うため

には，あなたの全財産を使わなければなりま

せん．あなたはどうすると思いますか．

ｂ今の質問では,恩人の場合をききました．もし

病気なのがあなたの本当のご両親のどちらか

の場合だったらどうしますか．

ｌ全財産をなげうっても，ぜひ手術をしてもら

う
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２無理せず，手術はあきらめる

現代の進んだ医療の一つとして，交通事故や病

気などで亡くなった方の心臓や肝臓などの臓

器を，重い病気で苦しんでいるほかの人に移植

することが可能になっています．このような医

療について，あなたのお考えは，次のどちらの

意見に近いですか．

ｌ重い病気の人が元気になれるのだからよいこ

とだ

２いくら人の命を救うためとはいえ，亡くなっ

た人の体の一部を取り出すのはよくないこと

だ

52Ｚ
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東アジアにおける組織に対する信頼感

一国際比較のための信頼感の分析一

松本渉

SenseofTrustonOrganizationsinEastAsia

-AnalysisforaCross-NationalComparativeStudy-

WataruMATsuMoTo

TheobjectiveofthispaperistoexaminethestructureoftrustonorganizationsoftheEast
Asiancountriesandthepossibilityofacross-nationalcomparativestudy,usingdataanalysisof
theEastAsiaValueSurvey・MultipleGroupAnalysisandCategoricalPrincipalComponent
Analysisareprincipallyusedinthisstudy，Thispaperfirstexaminesthestructureoftrustin
organizations・Twofindingsweremade・Twotypesofcommonfactors（establishmenttrust

andciviltrust)ｃａｎｂｅａｓｓｕｍｅｄ・Inaddition,thesefactorscanonlybeconsideredcompletelythe
sameeitherinmainlandChinaorinJapan,Korea,TaiwanandHongKong・Thispaperalso
investigateswhethertrustinindividualscanexplaintrustinorganizations、Resultsindicate
thattrustinindividualscannotaloneexplaintrustinorganizations、Thissuggeststheneedfor
synergytrustinorganizations・

Ｋｅｙｗｏｒｄｓ：senseoftrustinorganizations，multiplegroupanalysis，across-national
comparativestudy,EastAsia,categoricalprincipalcomponentanalysis（ＣＡＴPCA）
キーワード：組織に対する信頼感，多母集団の同時分析，国際比較研究，東アジア，カテゴリカ

ル主成分分析（CATPCA）

１．本論文の目的と意義

社会関係資本1.1．社会関係資本

物的・人的資本の投入量が同程度であれば，どの社

会でも経済的な産出量や政治的な機能の実効性が同程

度になるとは限らない．このうち，経済的な産出量に

ついては，経済成長理論に関連した成長会計の中で従

来から議論されてきた．いわゆる’生産要素の伸びと

実際の成長率の伸び率における乗離を説明する全要素

生産性（TFP,TotalFactorProductivity）のトピッ

クである．アジアに関していえば,Young（1994）が，

香港･シンガポール･韓国･台湾の1966年から1990年

統計数理研究所／総合研究大学院大学複合科学研究科
(TheInstituteofStatisticalMathematics/Graduate

UniversityofAdvancedStudies）

連絡先：〒106-8569東京都港区南麻布4-6-7

までの経済成長に関して，全要素生産性の寄与につい

て否定的な見解を示す一方，Ｐａｇｅ（1994）は，同時期

のアジアの経済成長に関して単なる人的・物的資本の

投入以上の改善があると論じている．ただ，いずれに

しても，全要素生産性の議論においては，労働の質的

改善や技術進歩などといった要因がその説明の中心に

あった．しかしながら，やがてそのような既存研究が

示してきた要因だけでは十分に説明しえない部分が残

ると考えられ始めていた（大守，2004)．

ちょうど同じ時期に，Coleｍａｎ（1988)，Putnam

(1993）以降，ソーシャル･キャピタル(socialcapital）

という概念が,諸学問の間で注目を集めるようになる．

後で述べるように，この動きが経済成長の議論に合流

する．なお，ここでいうソーシャル･キャピタルは，物

的インフラストラクチャーを意味する社会的資本のこ

とではない．Baker（2000）や佐藤（2001)，金光

(2003)を踏まえると，信頼，影響力，精神的サポート，
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善意，協力，人的ネットワーク等のような人的な関係

性の資産であると定義できるものである．なお，本論

文では，佐藤（2002）にならって，これらを総称して

社会関係資本と呼ぶこととする．

もっとも，社会関係資本(SocialCapital)の用語は，

Hanifan（1916）が,「善意,親睦,共感しあうこと，社

交」といった意味で用いていたように，言葉自体新し

いものではない．また，信頼や協力などの社会関係資

本として取り扱われる概念の多くの研究も，それ自体

珍しいものではない．古くさかのぼれば，アダム・ス

ミスの「道徳感情論』（1759）における「想像上の立場

の交換」に基づく同感（sympathy）の概念にも，その

一端が垣間見られると言えよう')．

しかしながら，昨今における，この社会関係資本と

いう概念の登場は，以下の三つの意義がある．

第一に，諸々の社会関係・社会的機能を一括して命

名したことで，一つの共通する概念として考察すべき

対象としての地位を与えた（佐藤，2002)．

第二に，資本という経済学的な概念をインフォーマ

ルな社会制度に適用することで，社会学・人類学等と

経済学との間に共通の議論を可能にしたため（坂田，

2002)，後述するように，それまで各学問分野で別々 の

研究領域されてきた事項を結びつける連結環としての

役割を，社会関係資本の概念が果たしつつある．

第三に，（これは，筆者の見解だが,）その結果，こ

れらの諸概念について，学際的に指標化・数量化する

取り組みが，再三行われるようになってきた．

このことは，次のような社会関係資本の経緯から理

解される．

まず，多くの研究を刺激する発端となったPutnam

(1993）の研究は,そもそもイタリアの地方分権の成果

の差異（制度のパフォーマンス）に対する疑問に端を

発した政治学的な研究であり，社会関係資本の蓄積の

多寡が政治的な機能の実効性に差異が生じると主張す

るものであった．そのため，Putnam（1993）では，社

会関係資本の制度パフォーマンスの影響が主張の中心

にあり，経済発展への影響は派生的な議論という扱い

であった．しかし，Helliwell＆Putnam（1995）にな

ると，イタリアの諸都市の一人当たりのＧＤＰのデー

タを用いて，社会関係資本の経済成長への影響が正面

から論じられるようになった.Fukuyama（1995）も，

同年，社会関係資本を国単位のマクロ経済成長へ影響

する見解を示している．その翌年，Helliwell（1996）

は，今度はアジアにおける社会関係資本と経済成長の

関係を論じると同時に，世界価値観調査（WorldVal‐

uesSurvey,ＷＶＳ）のデータを用いた回帰分析によっ

て，ＯＥＣＤ諸国における社会関係資本と経済成長の関

係を論じている．１９９７年には，LaPorta,Lopez-de-

Silanes，Shleifer＆Vishny（1997）やKnack＆

Keefer（1997)も，世界価値観調査（WorldValues

Survey）のデータを用いて，社会関係資本と経済成長

との関係を分析している．

一方,この動きと並行するかのように,世界銀行2)で

も,社会関係資本に期待が持たれるようになってきた．

この背景には，1980年代に採用されていた「ワシント

ン・コンセンサス」に対する多くの批判があったとさ

れている（宮川,2004)．そのため，1993年の時点にお

いて，すでに「環境の持続可能な開発に対する副総裁

諮問委員会」（AdvisoryCounciltotheVicePresi・

dencyforEnvironmentallySustainableDevelop・

ment)の中で社会関係資本に関する議論があったとい

う(坂田，2001)．さらに，世界銀行は，その後もＷｅｂ

上で，“Theinitiativeondefining，monitoringand

measuringsocialcapital：overviewandprogram

description”（1998年４月）を皮切りにＳｂｃ”QZP”

伽”"zﾉｅＷｂ液蝿Rzpeγ艶？“として多数の論文を

出すなどして社会関係資本についての積極的な立場を

示し続ける．その結果，開発援助の分野でも，社会関

係資本に注目が集まるようになってきた(坂田,2002)．

これだけではない．社会関係資本は，その定義に照

らせば，その一部，もしくは関連概念として，ＮＰＯ

(nonprofitorganization）やＮＧＯ（nongovern‐
mentalorganization)といった民間非営利組織も含ま

れうるのが自然である．そのため，日本のＮＰＯ研究者

の間でも，社会関係資本の概念が，研究対象として注

目されるようになってきた．大阪大学ＮＰＯ研究情報

センターでは，ソーシャル・キャピタル研究会（2002

年９月～2003年１月)，ソーシャルキャピタル･地域力

研究会(2004年４月～2005年１月）が相次いで開催さ
れている3)．

1.2．組織に対する信頼感に注目する理由

「信頼｣は，社会関係資本の一つであるが，単なる一

要素の地位にとどまらず，社会関係資本の基本をなす

ものと考えられている(宮川，2004)．実際,Fukuyama

(1995）が，国家間の経済発展の差異を議論する中で，

社会関係資本としての信頼の重要性を強調して以来，

山岸(1998),荒井(2001),Yoshino(2002),吉野(2005.）
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などにみられるように，信頼に注目して，日本社会を

国際比較の観点から理解しようという研究が盛んに

なってきたという経緯もある．また,Knack＆Keefer

(1997)，LaPorta，Lopez-de-Silanes，Shleifer＆

ViShny（1997）やUslaner（2002,2003）において

も，一国における人々の信頼感の高低と多くの社会

的・経済的指標との関連性が論じられており，信頼の

理解は，国際比較の観点から特に重要であるという認

識は,多くの論者の間で共有されつつあると言えよう．

この一方で,近年の情報化社会を背景として,｢信頼」

を重視する見方も出てきている．例えば，園領(1999）

は，情報化社会における人間の認知処理能力の負担と

限界に注目し，インターネットと電子商取引の普及に

よって，信頼の希少価値が一層増加していると現状を

解釈している．また，金子（1998）は，信頼(信用)を

｢情報の情報」という解釈する立場から，その提供は，

インターネット社会における最大の関心事と位置づけ

ている．

そこで，吉野（2005.）と同様，本論文においても，

社会関係資本の中のうち,信頼に注目する．ただし,信

頼の中でも，特に組織に対する信頼感に注目すること

とした．これは，以下で述べるような２つの理由によ

る．

第一の理由は，信頼の蓄積と社会や経済の改善に関

係があるとする議論において，しばしば，その中間に

組織の形成過程の存在を前提とする論理展開が見受け

られることである(例えば,山岸,1998；荒井,2001)4)．

信頼を前提とした組織形成が，社会や経済の改善に寄

与するというのならば，人に対する信頼と同時に，組

織に対する信頼についても検討する価値があるはずで

ある．

第二の理由は，組織という概念は，いわば社会関係

資本に包含される信頼や影響力,協力,人的ネットワー

ク等の有機物とも言えるものだからである．組織論研

究においては，必ずしも社会関係資本という名称が用

いられてきたわけではないが，単なる物的資本や人的

資本といった経営資源の投入量だけが，経営目的上の

成果を決めるものではないということは，古くから常

識とされていた．例えば，近代組織論の父Ｂａｍａｒｄ

(1938）において組織成立のために最も重視されてい

たのは，組織参加者におけるコミュニケーションと貢

献意欲，そして共通目的といった三要素のそろった協

働システムの維持であり，単なる経営資源の多寡では

なかった.組織そのものが人的な関係性の資産であり，

生産要素以外の見えざる関係性資産を社会関係資本と

呼ぶのであれば，システムとしての組織概念は社会関

係資本に該当する.協働の成立には,コミュニケーショ

ンに信頼が加わることが不可欠であるから（国領，

1999)，組織に対する信頼は，いわば複合的社会関係資

本とも言うべきものであろうと思われる．

本論文では，上記の２つの理由を踏まえ，組織に対

する信頼に，特に注目して分析を行う．なお本論文で

は，以降「組織に対する信頼」を「対組織信頼」と呼

び，「個人に対する信頼」を「対人信頼」と呼んで，両

者を区別することとする．

1.3．国際比較研究としての位置づけ

対組織信頼(組織に対する信頼）に関連する研究は，

数多く見受けられる．

Ｚand（1972）は,信頼が成員間のコミュニケーショ

ンを円滑にし，その結果，組織運営上有用であること

を分析から示している.Citrin＆Green（1986）は,政

府に対する信頼に関するトレンドを他の変数との関連

性から議論している．Ｄｙｅｒ＆Ouchi（1993）のよう

に，企業間の組織間信頼と調和を前提とする日本企業

のパートナーシップに注目した研究もある．Morgan

＆Ｈｕｎｔ（1994）は,タイヤ業界のサプライヤーに対す

る関係性コミットメントと信頼との関連性，および両

者の企業間協調に与える影響を論じている．真鍋

(2002)は，自動車産業を事例に，企業間協調において，

合理的信頼(経済的な合理性を背景とする組織間信頼）

よりも関係的信頼（社会的関係性を背景とする組織間

信頼)が重要であることを導いている．鈴木(2002)に

おいても，１０年分の時系列データをもとに企業のイ

メージマネジメントを論じる中で，変数の一つとして

信頼性が用いられている．

一方,国際比較調査であるWVS(世界価値観調査)s）

においても，対組織信頼に関する質問項目は，以前か

ら取り上げられてきた．さらに，最近では，猪口(2003,

2004）のように，グローパリゼーションの影響を探る

観点から，政治組織，国際組織，大企業などの対組織

信頼についての国際比較分析も見られる．

本論文では，「東アジア価値観調査｣特集ということ

もあり，対組織信頼に関しての東アジアにおける国際

比較というテーマを取り上げる．この意義は，次のよ

うな世界の動きに関連する．

1995年の阪神大震災以来のボランティア・ＮＰＯの

活躍，ＮＰＯ法制定と施行（1998)，その改正法の制定
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（2002)と施行（2003）といった動きをうけ，法人認証

された累計団体数も2005年１１月末現在で，24,000を

超えるようになった6)．日本国内におけるＮＰＯ･ＮＧＯ

は，組織力をつけて，自律的な成長軌道にのせる動き

が期待され，また模索されつつある状況であり(松本・

高橋，2002；松本，2003a)，概念自体も今後大きく変

化を遂げる可能性に満ちた状況である（松本，
2003b)．

これは日本に限った話ではない．NPOWEB7)の記

事（2004年６月３０日）によれば，中国でも，近年の

ＮＰＯセクターの成長を反映して「基金条例8)」が2004

年６月１日に施行され，さらにＮＰＯ全体を対象とす

るより包括的なＮＰＯ法の制定も検討されているとい

う．また,１９９８年の全国人民代表大会での議論から,従

来は人民公社の政府からの分離を意味する言葉だった

「政社分離｣が，社会団体の政府からの分離を意味する

ものとして用いられるようになってきた(岡室,2002)．

ここでいう中国のＮＰＯは，いわゆるグラスルーツ

のＮＰＯを意味するとは限らないであろう．また,日中

両国のＮＰＯがどの程度同じ議論の姐上に載るのか

は，見解の分かれることかもしれない．しかし，昨今，

脱北問題で日本のＮＧＯの中国での活躍がしばしば報

道されていることでもあり，中国においても何らかの

非営利セクターの活動が芽生えつつある可能性を否定
できないであろう。

このような国内外の非営利セクターの勃興の動きや

変化を踏まえると，東アジアにおけるＮＰＯ・ＮＧＯの

萌芽と隆盛の土台を考える素材として，組織に対する

人々の信頼感をとりあげること意義は，少なからずあ

ると考えられる．

ＮＰＯやＮＧＯの国際比較研究としては，Johns

HopkinsComparativeNonprofitSectorProject

(JＨＣＮＰ）が著名であるが，これは欧米と中南米がリ

サーチの中心で，アジアで詳細な実証的データが集め

られたのは日本だけであり，)，その中身も経済データ

の推計などが中心であった（Salamon＆Anheier，
1994)．一方，国別の対人信頼と経済的指標の関係につ

いては，Knack＆Keefer（1997)，ＬａＰｏｒｔａｅｔａｌ．

(1997)，Uslaner（2002,2003）などの研究がある．た

だし，これらは，国別のマクロ集計を用いたものであ

るし,対組織信頼を扱ったものではない．この点,Pax・

to、（1999）は,資本社会関係資本の時系列の変遷を示

す研究において，対組織信頼に関するデータを構造方

程式モデリング（SEM）によって分析している．しか

し，これは，GSS(GeneralSocialSurvey)の累積デー

タを分析した米国一国の時系列研究で，国際比較の視

点はない．

そこで,本研究では，「東アジア価値観国際比較調査

一｢信頼感」の統計科学的解析一」で得られた日本･北

京・上海・杭州・昆民・韓国・台湾・香港の８つの国・

地域の個票データをもとに，対組織信頼の差を生み出

す構造を国際比較分析した．

なお，「東アジア価値観国際比較調査｣は，2002年度

から2003年度にかけて，日本・北京・上海・香港・台

湾･韓国について実施された．2003年度には，この｢東

アジア価値観国際比較調査」（と｢データ科学に基づく

日中国民性比較の研究｣)の一環として，杭州市と昆明

市においても生活・文化意識調査が行われている'０)．

｢東アジア価値観国際比較調査｣に関する詳細について

は，吉野(編）（2004a,2004b,2005a,2005b）および鄭

(編）（2005）を参照して頂きたい．また，調査全体の

趣旨や意義については吉野(2005c,ｄ)が，データの安

定性については山岡・李(2004）が議論している．

２．問題の所在

2.1．対組織信頼の検討

例えば，何力国かで活動する特定の組織が，特定の

国において,何らかの問題に突き当たったとしよう．そ

の組織は，営利企業でも，ＮＰＯでもよいのだが,仮に

ＮＰＯだったとしよう．その際，ある場合は，ＮＰＯ一

般の存在が浸透しておらず，ＮＰＯに対する信頼(対組

織信頼）が低いからだと考える人もいるだろう．しか

し，一方で，その場合であっても，その国では，そも

そも一般に信頼(対人信頼)が低いからだと考える人
もいるかもしれない．

後者の理屈は，対組織信頼に，対人信頼が大きく影

響するという前提に立っている．逆に，もし，そうで

ないならば，対組織信頼は，対人信頼の単なる集積に

とどまらず，組織を形成することによって独自に生み

出された価値を多く有しており，組織が形成されるた

めの協働作用の良し悪しによって，大小のシナジーが

生み出されることを意味する．この「対組織信頼」か

ら「対人信頼」を差し引いた残差の部分を試行的に想

定すれば，さしずめ「シナジー対組織信頼」と呼ぶこ

とができるものである．

本論文では，対組織信頼がどのような成分に分解で

きるのか，具体的には，対組織信頼は対人信頼だけで
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説明できない部分が多いのか少ないのか，言い換えれ

ば，そもそも「シナジー対組織信頼」が有るのか無い

のかについて，国際比較研究の観点から検討していく

こととしたい．本論文もまたその点で，調査結果の数

字を単に比較する研究ではなく，国際比較可能性の方

法論の研究（吉野，2005c）なのである．

2.2．使用する質問項目

本論文では，前述のような問題意識に基づき，対組

織信頼についてのデータの詳細な検討，および対組織

信頼と対人信頼との関係を分析する．その際，東アジ

ア価値観国際比較調査において得られた対組織信頼に

ついての質問(Q41）と対人信頼についての質問(Q26,

Q27,Ｑ28）を用いる．まず，これらについて，説明を

加えておこう．

2.2.1対組織信頼の質問（Q41）

対組織信頼について尋ねた質問(Q41）は，「a・宗教

団体，ｂ･法律や裁判の制度，ｃ､新聞・テレビ，ｄ警

察，ｅ・国の行政，ｆ､国会，９.ＮＰＯ･NGO，ｈ､社会福

祉施設，ｉ，国連，ｊ，科学技術」といった１０の項目に

関して，「非常に信頼する」「やや信頼する」「あまり信

頼しない」「全く信頼しない｣の４件法で回答者に選択

してもらうものである．しかし，「j，科学技術｣につい

ては，①他の項目と概念的にかなり異なっており,後

述するような組織の概念に含められないこと，②実

際にデータを分析しても他の項目と異なる特異な結果

を生じたこと，③ＷＶＳなどでは用いられておらず，

本調査で追加された独自の項目であること（吉野，

2005.）の３つの理由から，分析の対象から除外した．

また，この設問は，正確には，「組織や制度，事柄に

対する信頼についての質問｣となっている．しかし,以

下の２つの理由から，事柄（j､科学技術）の項目を除

けば，ａ.～i・の項目を一括りにして「対組織信頼」（組

織に対する信頼）として扱うことができる．

第一に，対組織信頼に関する質問項目は，ＷＶＳ

(WorldValuesSurvey）にもＧＳＳ（GeneralSocial

Survey）にもあるが，特に，ＷＶＳを踏まえて，東ア

ジア価値観国際比較調査で採用されたことに関連す

る.実際,ＷＶＳでは,どの項目についても組織(organi‐

zations）として扱われている'１)．ＧＳＳでは，institu、

tionsの語が用いられている（NationalOpinion

ResearchCenter,1993）が，この単語は，「制度」と

いう訳出も可能であるが，組織･機構の意味もある'2)．

しかし，最大の理由は，次に述べる第二の理由に起

因する．それは，Barnard（1938）が,教会や軍隊を典

型的な組織として扱って議論していたことからも分か

るように,制度として考えられがちな概念の多くは,通

常，組織として機能するものだということである．実

際，組織は，システム概念として考えるのが，近代組

織論では普通のことであり(高橋，1995)，組織論的に

言って，質問(Q41)のａ.～i､の全項目を組織概念とみ

なすことに大きな問題は無いと考えられる．もっとも，

一般の人々全てがこのような組織の考え方になじみが

あるとは限らない.実際に用いられた調査票の質問で，

｢組織」に加えて「制度」という表現を用いたことは，

一般の人々を対象とする社会調査としての実務上の配

慮と言える．

2.2.2．対人信頼についての質問（Q26,Ｑ27,Ｑ28）

一方,対人信頼については，以下の３つの質問(Q26,
Ｑ27,Ｑ28）を用いた．

Ｑ26）たいていの人は，他人の役にたとうとしてい

ると思いますか，それとも自分のことだけ考えて

いると思いますか．

１．他人の役にたとうとしている

２．自分のことだけ考えている

Q27）他人は，機会があれば，あなたを利用しよう

としていると思いますか，それともそんなことは

ないと思いますか．

１．他人は機会があれば利用しようとしている

と思う

２．そんなことはないと思う

Q28）たいていの人は信用できると思いますか，そ

れとも，常に用心した方がよいと思いますか．

１．信頼できると思う

２．常に用心した方がよい

これらは，Rosenberg（1956,1957）が人々 の信頼

(faith-in-people）を計るために用いた５つの質問が，

Ａｌｍｏｎｄ＆Verba（1963）等の研究を経ていくうち

に，信頼感を測定するための３つの質問として洗練さ

れ,米国ＧＳＳを始め，多くの社会調査で採用されてき

たものである'3)．最近では，WorldBankWorking

Paperにおいても，途上国での村落調査向けに修正の

上，社会関係資本の測定をする目的で類似の質問が採

用されている（Grootaert,Narayan,Jones＆Wool‐

cock,２００４を参考)．
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２．３．本研究の目的

ここで,改めて本研究の目的を確認しておきたい.本

研究の主要な目的は，前述したように，対組織信頼か

ら対人信頼を差し引いたシナジー対組織信頼の有無の

検討，すなわち，対組織･信頼は，対人信頼だけで説明

できない部分が多いのか少ないのかについて探索する

ことであった．この点について，実際の「東アジア価

値観国際比較調査」のデータとの関連から，少し具体

的に述べる．

例えば，対組織信頼の質問(Ｑ41)の項目ｇの｢ＮＰＯ

やＮＧＯに対する信頼感｣について，国･地域ごとの比

較（｢わからない」と「無回答」を除いて，選択肢1～４

で100％となるように再計算'4>)を行うと,図１のよう

になる．

この国際比較上の差異を明瞭にするために，ノン・

パラメトリックな検定であるKruskalWallis検定を

試みると，表１のような結果が得られる．

日本と北京でＮＰＯ・ＮＧＯに対する信頼の差が生じ

ている．この場合，このＮＰＯ・ＮＧＯに対する信頼の

差が,そもそも対人信頼の差で概ね説明できるのか,そ

れとも，それ以外の部分，すなわちシナジー対組織信

頼の影響が大きいのかについて検討するのが，本論文

の目的であるが'5)，あらかじめ結論を述べておくと，

｢対組織信頼は，対人信頼だけでは説明されず，シナ

ジー対組織信頼が存在する可能性が示唆される」とい

うものである．

ただし，その結論に至るまでに，本論文では，もう

一点，対組織信頼の差異を生み出す構造についても検

討する．具体的には，欧米の非営利研究の影響で，日

本でもよく用いられる非営利部門（nonprofitsector，

thirdsector）やシビル・ソサエティー（civilsociety）

といったセクター的概念に関連する（Salamon＆Ａn．

heier，１９９４；目加田，２００３；Schwartz＆Pharr，

2003)．すなわち，組織に対する信頼に，このような包

４９

３８２

１９４

２８

（特定の)対組織信頼
(例:宗教団体,司法制度,新聞･テレビ，警察，
行政,国会,ＮＰ○・ＮＧ○,社会福祉施設,国連）
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図１．国・地域別のＮＰＯ・ＮＧＯへの信頼感 図２．対組織信頼を説明する概念図

表1．ＮＰＯ・ＮＧＯへの信頼感とKruskalWallis検定の結果
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括的なセクターに対する信頼が影響していないかとい

うことである．例えば，ＮＰＯ･ＮＧＯであれば，市民社

会的なセクターに対する漠然としたイメージに対する

信頼，行政や国会であれば，それらを包括するような

体制的なセクターに対する漠然としたイメージに対す

る信頼である．後で導出される枠組みを，あらかじめ

述べておくと，これらは「体制的信頼」と「市民的信

頼」という２種類に分類される（セクター別の）対組

織信頼で説明される．

これまでの議論の概念を整理すると，図２のように

なる．このセクター別の対組織信頼を導出し，対組織

信頼の差異を生み出す構造についても検討するのが，

本論文のもう一つの目的である．（なお，以降，対組織

信頼のうち，セクター別の対組織信頼を特に明示した

い場合には，「セクター信頼」と簡略化している.）

本論文の目的は，大きく２つに集約されることにな

るが，以下では，まず第３節で国際比較研究の視点か

ら対組織信頼の構造を検討していく．具体的には,９種

類の対組織信頼に共通する因子を抽出する．この結果，

体制的信頼と市民的信頼の２種類のセクター信頼が導

出される．ただし，ここで，国際比較上完全に同質性

を保てるセクター信頼ではないということも同時に判

明する．第４節では，対人信頼だけによって対組織信

頼が説明しうるのか，あるいは対人信頼だけでは対組

織信頼を説明できず，シナジー対組織信頼の存在が想

定されるのかを検討する．最後に，第５節で，これま

での分析の結果を総括し，議論をまとめる．

先述のように，本論文の目的は，単なる調査結果の

比較をする研究ではなく，国際比較可能性の方法論の

研究(吉野，2005c)であり，諸変数の関係性から国際

比較の可能性を検討することにある．現実の世界の複

雑事象について，皮相的に対組織信頼を説明する因果
、、

の構造を探求しようとする研究ではないことを強調し

ておきたい．また，因果を説明する分析でしばしば用

いられるデモグラフィックな変数（性別，年齢，学歴

など）は，国際比較上，簡単に共通性を前提とするこ

とができるものではなく，回答傾向がその属性を特徴

づけるという逆説的な側面も持っている(吉野,2001)．

そこで，本論文では，議論の拡散を防ぐためにもこれ

らをあえて使用せずに，信頼に関する変数の関係性に

的を絞って分析を行っている．

3．対組織信頼の共通因子(体制的信頼と市民的信頼）

3.1．探索的因子分析とカテゴリカル主成分分析

この節では，国際比較研究の視点で対組織信頼の構

造を検討するため，先述の９種類の対組織信頼に共通

する因子（セクター信頼）を抽出する．一旦，探索的

因子分析を実施し，その上で検証的因子分析を行う手

続きをとっている．以降は，その具体的な分析の作業

とその結果についての解説である．

まず，（シンガポールを除く）東アジアの８つの国・

地域における構造上の共通性を仮定する必要があるの

で,一度，これらの８つの国･地域に全体について，対

組織信頼の質問（Q41のうち，科学技術を除いた９項

目）に対する回答データを因子分析(最尤法）した．そ

の際，プロマックス回転をかけて回転後のパターン行

列を算出した（表2)．この結果を用いて，第一因子と

第二因子を二軸とする因子負荷プロットは，図３の通

りである．抽出された二つの因子を見る限り，前節で

論じたようなセクター別の対組織信頼を命名できる可

能性がうかがえる．そこで,第一因子を｢体制的信頼｣，

表2．全体データの因子分析（最尤法，プロマッ
クス回転後）

市
民
的
僧
頼

第一因子
体制的信頼

第二因子
市民的信頼

宗教団体

司法制度

新聞，テレビ

警察

行政

国会

ＮＰＯ・ＮＧＯ

社会福祉施設

国連

－０．１３２

0.533

0.328

0.564

0.984

0.923
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0.240

0.250
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0.221

0.177
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0.482
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図3．因子負荷プロット（プロマックス回転後）
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表3．プロクラステス回転後のパターン行列
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図５． カテゴリカル主成分分析（CATPCA）の結果の２次元配置

(注）対組織信頼については，「非常に信頼する」の重心座標を○，「全く信頼しない」の重心座
標を×で表現している．○と×を結ぶ点線上の◆は，○に近い順に，「やや信頼する」「あ
まり信頼しない」の重心座標を意味している．

第二因子を「市民的信頼」と呼ぶこととした．

次に，東アジアの８つの国･地域のデータ別の因子

分析の結果に対し，表２で示されたパターン行列を

ターゲットとするプロクラステス回転を行った．する

と，表３及び図４のような結果が得られた．大きな傾

向としては，各地域共通して第一因子が司法制度，新

聞．テレビ，警察，行政，国会に対する信頼を色濃く

反映しており,第二因子がＮＰＯ･NGO,社会福祉施設，

国連，宗教団体を色濃く反映している．８つの国･地域

で共通して，体制的信頼と市民的信頼の二種類の共通

因子でおおよそ表現できる可能性が示唆されたのであ

る．

しかしながら，第二因子における日本の新聞・テレ

ビの因子負荷が，やや他の国・地域よりも大きいこと

や，宗教団体に対する因子負荷が８つの国・地域でや

や不揃いである等，国・地域ごとに若干の構成に違い

が見られる．

そこで，対組織信頼に関する順序データ（Q41のう

ち，科学技術を除いた９項目）と８つの国・地域を識

別する名義データを用いて，カテゴリカル主成分分析

(ＣＡＴPCA）を行った．この手続きを通じて，各カテ

ゴリ変数が二次元の成分グループに縮約され,同時に，

各カテゴリーは生成された二次元プロット上に，類似

の構造を有しているカテゴリーが近接するように最適

に再配置される．

その結果，図５のように，中国本土４地域（北京・

上海・杭州・昆民）と他の国・地域（日本・韓国・台

湾・香港）との間で二分されるカテゴリプロットが得

られた．そのため，中国本土４地域と他の４つの国・

地域でデータの傾向が大きく異なり，両者が異なる構

造を有する可能性が示唆された．

3.2．検証的因子分析

対組織信頼のデータに対する探索的因子分析の結果

から，体制的信頼と市民的信頼という２つの共通因子

の存在が示唆された．その一方で，カテゴリカル主成

分分析の結果からは，中国本土４地域と他の４つの

国･地域でデータの傾向が異なる可能性が示唆された．

体制的信頼と市民的信頼という２つの共通因子を潜在

変数を想定するモデルを検証する必要がありそうであ

る．つまり，各国・地域の信頼感の差異構造を説明す

る構造モデルをこれらの二因子を用いて導こうという



表４．多母集団の同時分析によるモデル適合度の要約
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わけである．そこで,今度はここまでの結果に基づき，

図６のように９変数を用いて，「体制的信頼」と「市民

的信頼｣の２つの共通因子を用いた検証的因子分析(確

認的因子分析，ConfirmatoryFactorAnalysis,ＣＦＡ）

を行う．

この検証的因子分析モデルについて，多母集団(８つ

の国と地域)の同時分析を行った．その結果は，表４の

ようになった．ＣＦＩ（ComparativeFitlndex）が０．９

を上回ったのは制約無しの場合だけであり，ＲＭＳＥＡ

(RootMeanSquareErrorofApproximation）につ

いても０．０５を下回ったのは，制約無しと因子負荷だけ

を一定にした場合だけであった．また，さらにＡＩＣ

(AkaikelnformationCriterion）もＢＣＣ（Browne-

CudeckCriterion）も制約が無い場合に最小値をとる

結果となった．

ＲＭ９ＥＡ BＣＣモデル

制約なし

因子負荷一定

観測平均一定

構造共分散一定

残差測定一定

2.137.9

2.259.7

6.862.8

7,928.5

5,235.8

2,133.0

2,255.8

6,860.1

7.926.1

5､234.6

0.911

0.902

0.622

0.557

0.715

0.031

0.029

0.052

0.055

0.041

》
垂 ただし，中国本土４地域とそれ以外の２グルー

プに分離．また,下線部は,CFIについては,０．９

以上のもの．ＲＭＳＥＡについては，０．０５未満の

もの．ＡＩＣとＢＣＣについては，最小の値のも

の．

(注）

図６．二因子の検証的因子分析

（注）□が観測変数を，

←●は独自因子を

多母集団の同時分析によるモデル適合度の要約

(2因子のCFA）③

表６○が潜在変数を

す．

ＣＦＩＭＳＥＡＡＩＣ

第１号（通巻64号）

(注）

つまり，多母集団の同時分析を行ったものの，母集

団間における等値条件が何も無い状態が最もモデルに

適合する上，因子負荷だけを一定とする制約をかけた

場合ですら，CFIの値が0.9を下回る結果となったの

である．つまり，配置不変(configuralinvariance)は

認められるが，測定不変（metricinvariance）ではな

いという結果となった'6)．体制的信頼と市民的信頼の

2つの共通因子は,９種類の組織に対する信頼の背後に

何らかの形でありえそうであるが,８つの国･地域全体

を通じて完全に同じ因子が存在するわけではないとい

う結論になる．もともと文化，言語，宗教，国の体制

等が多様な東アジアの国々の国際比較において同じ信

頼構造を適用するのが難しいことが再確認させられる

ことになった．

例えば，新聞・テレビに対する信頼は，日本につい

ては市民的信頼の方が直感的事実に合う場合もあると

53Ｚ

下線部は，CFIについては，0.9以上のもの．

RMSEAについては，0.05未満のもの．ＡＩＣと

BCCについては，最小の値のもの．

ＣＦＩＲＭＳＥＡＩＣモデル ＢＣＣ

2,133.0

2,321.5

8,644.8

8,784.3

9,743.7

制約なし

因子負荷一定

観測平均一定

構造共分散一定

残差測定一定

0.911

0.897

0.514

0.505

0.443

0.031

0.030

0.058

0.056

0.055

2,137.9

2,325.3

8,647.2

8,786.2

9,744.3

ただし,日本,中国本土４地域とそれ以外の３グ

ループに分離．また，下線部は，CFIについて

は，０．９以上のもの．ＲＭＳＥＡについては，０．０５

未満のもの.ＡＩＣとＢＣＣについては,最小の値
のもの．

(注）
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思われる．実際，先述したように，探索的因子分析の

結果では，日本だけが市民的信頼における「新聞・テ

レビ｣に対する信頼が突出して大きい．日本では，「新

聞・テレビ」といったマスメディアが，それ以外の７

地域とは異なり，民主主義の基本として公的権力の市

民側の監視役と考えられている程度が強いのを示して

いる．

そこで，今度は，先述の多母集団の同時分析につい

て，常に，中国本土（北京，上海，昆明，杭州）とそ

れ以外の４つの国･地域（日本，香港，台湾，韓国）の

２つのグループに分けられるようにして分析を行っ

た．その結果，表５のような結果となり，（グループご

との）因子負荷を一定にしても，CFIが0.9以上にな

り，ＲＭＳＥＡの値もわずかに下がった．また，ＡＩＣや

ＢＣＣの値も全体的に大きく下がった．

さらに，表３．図４．図５の結果を踏まえると，新聞・

テレビに対する信頼の議論で触れたように，日本も他

の国・地域と比べて特徴的な構造を有している可能性

がある．そこで，日本についても同時に制約をかけら

れないように，３つ目のグループとして分離して多母

集団の同時分析を行った．その結果は，表６のように

なり，因子間の共分散（構造共分散）を一定にした場

合でも，ＡＩＣやＢＣＣが大きく下がり，また，どの制約

をつけた場合でもＲＭＳＥＡが0.05を下回るように

なった．ただし，CFIが0.09以上となるような制約条

件の与え方（モデル）は，表５の場合から増えなかっ

た．

以上のことから，調査対象となった８つの国・地域

では,対組織信頼について,同じ観測変数に基づく２つ

の共通因子，体制的信頼と市民的信頼が想定しうるこ

とが分かる(配置不変)．しかし，その因子の構成の仕

方については,中国本土４地域とそれ以外の地域では，

やや性格が異なると考えられた．一方で，その２つの

グループ内では，因子負荷が同一である仮説が受容さ

れたので（測定不変)，潜在変数の同質性が確保され，

その影響や平均値を国・地域の間で比較することが可

能であることが示唆された．文化の連鎖的調査分析

(CＬＡ，CulturallinkageAnalysis）（吉野，2005c)の

一例といえる．

また，日本については，一国だけの分析をするので

あれば，他の国・地域とは異なる２つの潜在変数を考

えたほうが最も適切であるが，東アジアにおける国際

比較の目的のために，ここで議論されたような体制的

信頼と市民的信頼という２つの潜在因子を想定するこ

0.122×

ｃ
ｃ
⑨
②
⑳
③
③
③
⑥

金
ふ
ふ

図７．３因子の多重指標分析モデル

（注）□が観測変数を，○が潜在変数を，
←“は独自因子を示す．なお，図中左
側の駿五を~弓~E守冨~Ｌ
「ｦ-宝テぞ雰弓~Ｌ田圃言穎冒で雷~弓１は，
それぞれ順にＱ26,Ｑ27,Ｑ２８の質問項

目を意味している．

表7．多重指標分析モデルの適合度指標の比較

0.076△

ＣＦＩＴＬＩ適合度指標→ ＲＭＳＥＡ

多母集団同時分析

日本（の単独分析）

北京（の単独分析）

上海（の単独分析）

香港（の単独分析）

昆明（の単独分析）

杭州（の単独分析）

台湾（の単独分析）

韓国（の単独分析）

０
１
２
３
４
５
６
７
８

0.049○

0.963

0.995

0.963

0.965

0.978

0.988

0.986

0.915

0.956

0.064△

0.126×

０．０９２△

0.066△

0.060△

とも可能であると考えられる．特に，香港，台湾，韓

国といった資本主義経済の発達した地域との比較で

は，同質の潜在変数を想定することも可能であると考

えられたのである．ここに，尺度の敏感・鈍感の度合

いと，その尺度がカバーする国・地域の範囲との間の

相補性（吉野，2001）の具体例を見ることができる．

532

0.075△

(注）ＲＭＳＥＡについては，０．０５以下を○，0.1以上
を×，0.005超0.1未満を△とした．

４．対人信頼と対組織信頼の関係

本論文の目的の一つは，対組織信頼の差異を対人信
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図9．対人信頼に関する３質問の回答状況
（注）横軸の「フェアである」はＱ２７の「2．
そんなことはないと思う」の割合，縦
軸の「役に立とう」はＱ２６の「1.他人
の役にたとうとしている」の割合，バ
ブルの大きさはＱ２８の｢1．信頼できる
と思う」の割合を，それぞれ百分率で
表したものである．
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台湾香港

夕だけを用いて行ったカテゴリカル主成分分析の結果
（図８）が示唆的である．

第一に，カテゴリカル主成分分析の結果は，日本と
昆明については，他の６地域と構造上の違いが著しい

ことを示唆している．第二に，杭州・上海・北京の中

国の３地域と韓国・台湾・香港の３地域が，それぞれ

緩やかなグループを作りながら，前者の方が後者より

も対人信頼で概ねポジティブな傾向があることを示唆

している．これは，ポジティブな対人信頼を示すと考

えられるＱ２６の１，Ｑ２７の２，Ｑ２８の１の回答比率を，

８つの国・地域別にパプルチャートで表現した図９で

も確認できる．この図９では，杭州・上海・北京の中
国の３地域が韓国や台湾よりも概ね高いことが分かる

が，これは図８の結果と概ね整合的である．

いずれにしても，図７のようなモデルは，８つの国・

地域に完全に同一の構造モデルを適用するには，やや

難しいことが分かってきた．日本について，対組織信
頼の面でも対人信頼の面でも他の国・地域との構造上
の大きな違いがあることも，その一因となっていると
思われる．

また，表７の結果から考えれば，図７のような対人

信頼で対組織信頼を説明するモデルは，８つの国･地域
別に考えても十分なモデルとは言いがたいことが分か

る．対人信頼と対組織信頼のＣＡＴPCAの結果である

図５と図８を見比べることからも，国・地域別のマク

ロなしベルで対人信頼の構造と対組織信頼の構造を傭

５万

図８． 対人信頼に関するＣＡＴCPA

(注）「●利他的」「×利己的」「×利用」「●
フェア｣｢●信用可能｣｢×信用不可｣は，
それぞれ順にＱ２６の1,2,Ｑ２７の１，２，
Ｑ２８の１，２を表している．

頼の差異でどの程度説明できるのかを探索し，シナ

ジー対組織信頼の有無を検討することあった．本節で

は，第３節で分析したような２因子モデルに潜在変数

「対人信頼」をモデルへ組み込み，「対人信頼」を含め
た多母集団の同時分析を国際比較の観点から行う'7)．
その「対人信頼」を加味した信頼感を説明する構造を

表現したものとしては，図７のような多重指標分析モ
デルが考えられる．

なお，対人信頼の３つの質問の回答肢は，二値変数

であるから，ここで取り扱う多重指標分析モデルにつ

いては,多分相関係数を用いた推定方法を採用した.実

際に，図７のモデルに基づき，多母集団の同時分析(平
均構造モデル)を行うと，CFI＝0.940とTLI＝0.963と

なって，どちらも０．９を上回ったものの,ＲＭＳＥＡの値
が0.1を上回っているので，適合しているとは言えな
い結果となった．

この点について詳しく検討するために，多母集団の

同時分析ではなく，各国別の多重指標分析を行った場
合のモデル適合度と比較したのが，表７である．どの

国･地域でもＣＦＩとTLIの値が０．９を上回って良い適

合度を示している点では多母集団の場合と同じであ
る．ＲＭＳＥＡの値については，昆明の場合だけぎりぎ

り０．０５を下回ってあてはまりが良い結果となったも

のの，日本の場合は，０．１を上回って明らかにあてはま

りが悪い結果となっている．

この点については,対人信頼の３変数と国･地域デー
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撤しても，両者の間に見逃せない程のズレが発生して

いることも分かる．

したがって，この調査のもとでは,対組織信頼とは，

対人信頼の影響だけでは説明しがたい，かなり性格の

異なる信頼と推定される結果となった．シナジー対組

織信頼を想定し，これについて探究する意義が出てき

たのである．

５．おわりに

本論文において導かれた結論は，大きく分けて二つ

ある．

第一に，特定の対組織信頼の背後に，体制的信頼と

市民的信頼という２つのセクター信頼が，共通因子と

して存在しうる可能性が示されたことである.ただ,そ

の中身については，東アジアの８つの国・地域を通じ

て,完全な同質性を有することは保証されなかった.一

つには，中国本土４地域と日本・韓国・台湾・香港の

資本主義経済の発達した４つの国・地域の間の違いが

原因と考えられたが，日本における対組織信頼の構造

の違いも影響があると考えられた．また，この結果，当

該８つの国・地域全体を通じて同じ構造モデルを適用

するのは適切ではないことが判明したが，中国本土４

地域と日本・韓国・台湾・香港の２グループのそれぞ

れの中では，同質の共通因子を想定できることは確認

された．

第二は，対人信頼の対組織信頼に対する影響につい

てである．現時点での結論としては，対人信頼でセク

ター信頼を説明するモデルが十分に適合しているとは

認められないので，対組織信頼を対人信頼だけでは説

明しがたいと考えられる．また，そのため対人信頼と

は別に組織独自に蓄種されるようなシナジー対組織信

頼の存在を検討する意義が出てきた．このことは，対

組織信頼については，対人信頼とは別にシナジー的に

生み出される部分が多分に含まれているのであろうか

ら,ある国や地域において,対人信頼が低いからといっ

て，ただちに対組織信頼も当然低いと想定するのは適

切ではないことを意味している．

いずれにせよ，本論文は，これらについて試行的な

データ解析を示したに過ぎない．今後，更なる検討を

進めていきたいと考えている．

謝 辞

本研究は，文部科学省/日本学術振興会･科学研究費

補助金研究Ａ(2)No.14252013（研究代表者：吉野諒

三）の一部をなすものです．また，東アジア価値観国

際比較調査は，多くの海外の研究者の協力で実施でき

ました．多くの研究協力者の皆様に対して，深く感謝

いたします．

また本論文は，松本･吉野(2004)および松本(2005a，

b)にその後の研究成果を加え，さらに匿名の審査員の

コメントに基づき，加筆修正したものです．その間，

データ解析を行うにあたり，前田忠彦先生（統計数理

研究所）と星野崇宏先生（東京大学）から大変有益な

助言を頂きました.国際開発学会第６回春季大会では，

松井範惇先生（山口大学）をはじめ，多くの先生方か

ら貴重なコメントを頂きました．ご助言。ご意見を頂

きました多くの皆様に改めて謝意を表します．

〉王

1）Ｓｍｉｔｈ（1759）は,人々が利己心に支配される前

提に立ちながら,利己的な個人が社会的秩序を作

り上げるメカニズムを説明しようとしていた．

2）国際復興開発銀行（IntemationalBankfor

ReconstructionandDevelopment,ＩＢＲＤ）およ

び国際開発協会（InternationalDevelopment
Association,ＩＤＡ)．

3）http://www・osipposaka-u.ac・jp/npocenter／
social・html参照のこと．

4）ただし，山岸（1998）と荒井（2001）では，組織

論を重視する程度が大きく異なることから,全体

の議論の趣旨は,真っ向から対立する結論が導か

れている．

5）WorldValuesSurveyのＷｅｂサイト（http:/／
wvs・isr､umich・edu/）もしくは，電通総研・日本

リサーチセンター（2004）を参照のこと．

6）ＮＰＯ法人（特定非営利活動法人）の認証数につ

いては，内閣府のＷｅｂサイト上で，最新の情報

が提供されている．

7）ＮＰＯＷＥＢ（ＮＰＯ・市民活動を支えるニュー

ス＆情報サイト）は,シーズ＝市民活動を支える

制度をつくる会によって維持・運営されるイン

ターネット上のサイトである．http://www．
、powebjp／

8）寄付を原資として公益的活動に従事するＮＰＯ

法人に関する法律．

9）第一次のプロジェクトではタイも調査対象国に

一応含まれているが，タイについては，それほど

詳しいデータが集められたわけではない

（Salamon＆Anheier,1994)．
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10）なお,2004年の秋から，シンガポールでも同様の

調査が行われ，その結果も2005年春には得られ

ている(吉野，2005c)．本論文での分析に，この

シンガポールデータを加えることも可能であっ

たが，筆者は，以下の理由から今回は見送った．

まず,東アジア価値観調査の一環としてシンガ

ポールでの調査が行われたのは,当初からこのプ

ロジェクトで広義の東アジア概念が採用されて

いたためである．また，シンガポール調査では，

他の国･地域とは異なり，多言語国家である事情

から,三種類の言語の質問紙票を用いて調査にあ

たっているなど,他の調査地域には無い特色がい

くつかある．これらの事情は，必ずしも国際比較

研究を妨げるものではない.本特集号の他の論文

でも問題なく用いられていることと思う．

しかしながら,主に組織に対する信頼感を扱う

本論文では,なお慎重な議論が必要であると考え

られた．実際に「組織に対する信頼感」のデータ

についてカテゴリカル主成分分析を適用すると，

シンガポールデータだけ，他の国･地域と異なる

性格を示す結果も得られている.議論が拡散する

恐れがあるので,本論文ではシンガポールデータ

を加えた分析は行わないものとした．

11）「1999-2002ＷＯＲＬＤＶＡＬＵＥＳＳＵＲＶＥＹ

ＱＵＥＳＴＩＯＮＮＡＩＲＥ」では，「Ｉａｍｇｏｉｎｇｔｏ
ｎａｍｅａｍｌｍｂｅｒｏｆｏｒｇａｎｉｚations.」と切り出し
て，１６個の名詞を列挙している．

12）NationalOpinionResearchCenter（1993）に
よれば，この設問は，LouisHarrisandAssoci，

ates,Inc､が実施した調査の質問を参考にしてい

る．ただし，“Harrisl972presidentialelection

surveyl972,ｎｏ､２２３６，，の調査票では，organiza，
tionsやinstitutionsのような明示的な表現は用

いられていない．（LouisHarrisandAssociates，

Inc､の実施した調査の多くは，Universityof
NorthCarolinaにあるOdumlnstitutefor

ResearchinSocialScienceのデータアーカイ

ブに保管され，調査票は，http://www､irss,unc

edu/data-archive/homeaspからも入手でき
る）

13）ただし，近年に入ってからも，Glaeser,Laibson，

Scheinkman＆Soutter（2000）のように，これ

らの設問の解釈が困難と批判し,改めて実験的な

アプローチと併用する論者もいる．

14）国･地域名〔わからない（％）・無回答（％)〕の

順に，それぞれ日本〔132（16.8)・２（0.3)〕，北

京〔７１(6.7)．l(0.1)〕，上海〔９５(9.0）．O(0.0)〕，

香港〔6２（5.9）・１（0.1)〕，昆明〔１５３（15.0)。ｌ

（0.1)〕，杭州〔１２４（13.6)・０（0.0)〕，台湾〔102

（13.9)・１（0.1)〕，韓国〔5４（5.4）・０（0.0)〕で

あった．「わからない」の率が，日本で意外と高

いのは，様々な情報が浸透しすぎて，かえって判

断つきかねた可能性が考えられる．中国各地で

は，都市化が著しい北京･上海･香港に比べ，昆

明や杭州の「わからない」の率が高いのは，

ＮＰＯ･ＮＧＯという言葉に対する認知の低さが反

15）

１６）

17）

映していると考えられる．逆に，北京･上海･香

港については,自分なりのイメージで回答された

のではないかと推察できる．

北京での回収率が29.2％だったことに代表され
るように中国各地での回収率は低く,標本のバイ

アス等による回答の偏りも無視できない．さら

に,国際比較では異なる言語間でのニュアンスの

違いを含め,翻訳等価性の程度に対する問題も常

に残るが，本論文ではこれ以上踏み込まない．

配置不変や測定不変については，Thurstone

(1947）や狩野・三浦（2002）を参照のこと．

無論，これまでにも，国際比較研究の観点から，

多母集団の同時分析を用いた研究もある.Miller

＆Sharda（2000）は，中国,インド，ニュージー

ランド，合衆国の４カ国についての虚栄心(van‐

ity）に関する国際比較研究の中で多母集団の同
時分析を行っている．Durvasula，Lysonski＆

Watson（2001）は，文化が組織構造に与える影

響を研究として,イラン,ヨルダン,合衆国のデー

タを用いて多母集団の同時分析を行っている．
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認知的ソーシャルキャピタルとしての法意識・規範意識・

契約観と対人信頼感の関連

－東アジア価値観国際比較調査データから－

星野 崇 宏

TheRelationshipsbetweenCognitiveSocialCapitals

-Law-AbidingSpirit,NormativeConsciousness,AttitudeTowardContractandTrustiｎｔｈｅＥａｓｔＡｓｉａ－

TakahiroHosHINo

Relationshipsbetweenfourelementsofcognitivesocialcapital（i､e､，law-abidingspirit，
normativeconsciousness,attitudetowardcontracts,ａｎｄtrust）ｗｅｒｅｅｘａｍｉｎｅｄａｓｐａｒｔｏｆｔｈｅ
"EastAsiaValueSurvey，’conductedbythelnstituteofStatisticalMathematics、Toavoid

aggregationbias,micro-dataanalysis,suchasmultiplegroupstructuralequationmodelingwith
categoricalvariables,wasconducted・

Asignificantlypositiverelationshipbetweennormativeconsciousnessandtrustwasfound

forChina；however,therelationshipbetweenlaw-abidingspiritandtrustwasnonsignificant・
Additionally,inChina，tokenacknowledgementaffectedresponsestolaw-abiding-spiritques，
tionsbutdidnotaffectresponsesrelatedtonormativeconsciousness

AttitudetowardcontractsandtrusthadapositiverelationshipinJapanandChinabuta
negativerelationshipinTaiwanandSingapore・Thisresearchalsoshowedthattheway
demographicvariablesaffecteachelementofsocialcapitalvariesaccordingtocountries/areas、
Ｋｅｙｗｏｒｄｓ：structuralequationmodeling,cross-nationalcomparison,samplesurvey,Poly‐

choriccorrelations・

キーワード：構造方程式モデリング，国際比較，標本調査，ポリコリック相関係数

１．はじめに

近年，経済学や社会学，社会心理学，政治学などの

社会科学において，「ソーシャルキャピタル｣という概

念が非常に頻繁に取り上げられている（宮川･大守編，

2004)．ソーシャルキャピタルの概念を初めて提唱した

のは経済学者のLoury（1977）であり，人種間の収入

格差を説明するための人的資本としての対人関係を

東京大学教養学部教養教育開発機構評価部門／

大学院総合文化研究科生命環境科学系認知行動科
学講座

(UniversityofTokyo）
連絡先：〒l53-8902東京都目黒区駒場3-8-1

(但し，平成１７年３月まで統計数理研究所に所属）

ソーシャルキャピタルとした．また社会学者の

Coleｍａｎ（1988）は個人に協調行動を起こさせる社

会の構造・制度としてソーシャルキャピタルを定義し

ている．また，政治経済学者のFukuyama（1995）は

ソーシャルキャピタルの非常に重要な概念のひとつで

ある「一般的対人信頼感」を，企業と国の繁栄を約束

し，社会を改革する推進力として取り上げている．

このように様々な研究があるが，ソーシャルキャピ

タルの概念を現在のように非常に広範な分野に応用す

るきっかけを与えたのは，政治学者であるPutnum

(1993）の研究である．Putnumはその著書〃ｔｚﾙ唾

Ｄｇ池ocmGyWb戒（Z993）において，ソーシャルキャ

ピタルを「人々の協調行動を活発にすることによって

社会の効率性を改善できる，信頼・規範・ネットワー
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クといった社会組織の特徴」と，経済学の用語で言う

ところの外部経済効果を持つものの一つとして定義し

ている．また彼はソーシャルキャピタルの主に構造的

側面，つまり（地域)共同体が有する側面に注目した．

またこれを定量化するために「市民共同体」指数を開

発し，イタリアの２０州に対して２０年に渡りこの指数

を算出した．その結果として南部は市民共同体指数が

低く，制度の効率が悪く，北部は指数が高く，効果的

制度が存在するとした．

近年このようなPutnum（1993）のイタリア北部社

会と南部社会の比較研究や,Fukuyama（1995）の｢信

頼｣に対する議論,Paxton（1999）のアメリカでの｢信

頼感｣の低下に関する実証研究など,家族や共同体以外

の一般的な他者に対する対人「信頼感」が国・地域の

産業発展や社会基盤形成に重要な影響を与えるソー

シャルキャピタルであるという認識が広まってきた

（Yoshino,2002)．

このような問題意識から，我々は統計数理研究所が

長年行ってきた「国民性」の国際比較(林知己夫他，

1998)の方法論や理念を継承し発展させ,現在｢信頼感」

を重要な関心の一つとした東アジアにおける実証的な

国際比較調査研究を行っている．

ここでKrishnaandUphoff（1999）はソーシャル

キャピタルを社会組織や共同体が全体として有する側

面，制度に関連する構造的（制度的）ソーシャルキャ

ピタルと，個人の価値観や信条や規範の側面である認

知的ソーシャルキャピタルに分類している．また，

GrootaertandvanBastelaer（2001）はソーシャル

キャピタルをミクロレベルとマクロレベルに分類して

おり，一般的他者に対する「信頼感」はミクロな認知

的ソーシャルキャピタルとしている．彼らは，ミクロ

な認知的ソーシャルキャピタルには一般的他者に対す

る「信頼感」以外の様々な価値観が含まれるが，その

中で非常に重要なのが法意識であると考えている．価

値観が多様化し，また経済活動や個人間の関係が複雑

化する現代社会においては，これまで以上に法が社会

の構成員によって行為規範として承認されていくこと

が必要とされている．法律が市民によって遵守される

社会は，少なくとも資本主義社会では効率的であるこ

とと想定されるため，法意識は認知的ソーシャルキャ

ピタルの一種と考えることができる．

ここで日本を含めた東アジアの国々における法律に

対する市民の意識については，例えば法意識国際比較

研究会は中国での調査研究（法意識国際比較研究会，

1999,2000)以降，継続的に調査研究が行っている．し

かし，法意識とさまざまな属性変数や信頼感との関係

を掘り下げて調べる実証的研究はまだあまり見られな

い．

本研究では上記調査でも取り上げられている,「どん

なときにも法律を守るべきか，それとも目的が正しけ

れば破ってもよいか」という，いわゆる法律の柔軟な

適用に関する側面を取り上げる．

また，法に対する意識だけでなく，より日常的なコ

ンフリクト状況での行動に関する規範意識は，単に形

式的に「法律は社会にとって重要である」という法意

識よりも，個人の日常的な行動を規定する力は大きい

と考えられるため，むしろソーシャルキャピタルの要

素としてより重要であるかもしれない．

これら法意識や規範意識と，特にソーシャルキャピ

タルの一種としてすでに様々な先行研究のある「一般

的な対人信頼感」との関係を見ていくことは意義があ

ろう．

また1990年代以降,日本企業の中国進出が非常に盛

んであり，日本企業の人々が中国社会独特の法意識や

契約観とのギャップに困惑するということがしばしば

報告されており，日本と他の東アジア各国の法意識や

契約観の違いの問題が浮き上がっている．契約観につ

いては，日本の大学生に行ったアンケート調査による

検討がある（法意識国際比較研究会，1996）が，対象

者が主に法学部・経済学部の学生であるということか

ら，その知見を国民全体に一般化することはむずかし

く，また国際比較は行われていない．

契約観が一般的対人信頼感と，どの様に，どの程度

の関係があるかを国ごとに比較することは意義がある

と考えられる．より具体的には，対人信頼感が高い人
ほどあまり形式ばつた契約を重視せず，契約を結ぶと

しても融通性を重視して暖昧にする傾向があるのか，

それとも逆にこれらをソーシャルキャピタルの集合体

として考えると，一般的な信頼感が高い方が契約も厳

格に考える傾向があるのであろうか，ということは検

討に値するであろう．

そこで本研究では，東アジアにおける法意識，規範

意識，契約観，そして一般的対人信頼感（以降，信頼

感と略記する）が様々な属性変数とどのような関連が

あるかを個人レベルで調べることで，各国においてそ

れらの意識がどのような要因に規定されているかを検

討する．

さらに，法意識・規範意識・契約観と信頼感が個人

539
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内でどのような関係にあるかを解析する．

なぜなら「信頼感」や，法意識，規範意識及び契約

観という心理的構成概念は，個人レペルでのソーシャ

ルキャピタルと考えるべきであり，各国での平均値に

よる解析では，個人内でのこれらの関係を理解するこ

とはできないからである．

具体的な調査項目としては，日本文化会議（飽戸，

1973）が実施した法意識と契約観に関する調査で用い

た項目を，今回の解析でも利用する．但し，それらの

項目は抽象的であり，また文化によってはいずれかの

選択肢が社会的に望ましいものである可能性が否定で

きない．そこで，法意識と関連があり，かつ具体的な

行動の規範のレベルを問う質問項目として，統計数理

研究所が行っている国民性の調査の規範意識に関連す

る質問項目を「規範意識」の項目として利用した．さ

らに性別・年齢などの属性要因を除去した上での，こ

れらの意識と「信頼感」との関係も個人のレベルで明

らかにし，その結果，各国・地域の様相の差を明らか

にすることを目的として解析を行った．

２．データの詳細と利用した項目

統計数理研究所を中心とする国際比較調査グループ

が実施した東アジア価値観国際比較調査（2002～2004

年度）の９カ国・地域（日本・北京・上海・昆明・杭

州・香港・台湾・韓国・シンガポール）のデータを利

用した．各国・地域での標本抽出法の詳細は山岡・李

(2004)，鄭（2004)，吉野（編，2004a,2004b,2005a，

2005b,2005c）を参照いただきたい．

本研究で取り上げた質問項目としては，東アジア価

値観国際比較調査の①一般的他者に対する信頼感，

②法意識，③契約観に関連する項目，④規範意識

に関連する項目，⑤属性項目（すなわち性別･年齢・

学歴・社会的階層の上下）である．これらの項目のも

ともとの出典は，①については，米国一般社会調査

(GeneralSocialSurvey；GSS，Davis，Ｓｍｉｔｈ＆

Marsden､1972-2004）の３つの「信頼感」尺度を一部

改変したものを利用した.また②については日本文化

会議が1971年に実施した法意識に関する調査である

(東アジア価値観国際比較調査問34：付録参照)．

この問３４は「法律はどんなときにも守るべきであ

る」という意見と「目的が本当に正しいものだと確信

がもてるときには,法律をやぶることもやむをえない」

という意見のどちらかを選択させる項目である．また

③についても，原典は上記の日本文化会議の調査であ

る（東アジア価値観国際比較調査問35･問36：付録参
照)．

④については，国民性調査の「入社試験」の項目群

と，東アジア価値観調査での新問である功罪に関する

トレードオフに関する項目を用いた（東アジア価値観

国際比較調査問24ab･問55)．具体的には問２４は自分

が社長である時に，１名のみ採用する入社試験におい

て，自分の親戚が２番の成績となり，かつ採用担当が

どちらでもよいと言っているときにそれでも１番の人

を採用するか，それとも自分の親戚を採用するか（問

２４のａ)，さらに自分の親戚でなく，自分が以前世話に

なった人の子供であったらどうするか（問２４のｂ）と

いう項目である．

また，問５５は，ある同僚が悪いことをして不当に利

益を得ているのを知って，それを上司に報告しようし

ていた時，その同僚に命をすくわれた場合，その不正

の報告をやめるかどうか，という項目である．

問２４も問５５も，理念的なレベルでの規範意識を尋

ねたものではなく，実際の状況を想定させて回答させ

ることで，社会的望ましさ（または文化的なステレオ

タイプ）などの影響を除去した回答を得ることを目的

として作成されている．

また，属性項目のうち，年齢は２０歳以上を５年ごと

に１１階級に分けたものを利用し,また学歴については

質問票の項目を各国ごとに３段階（初等学校・中等学

校・高等教育機関）に再分類した．例えば日本ではそ

れぞれ初等学校としては小学校と中学校，中等学校と

しては高等学校，高等教育機関としては短大・専門学

校・大学・大学院という分類をし，他の国や地域でも

各社会の事情に応じて分類をしている．

また④の社会的階層は国民性調査の項目を利用し

ていて，５つの階層（上･中の上･中の中･中の下･下）

のどれに自分が所属するかを答えさせる項目である

(問6)．

３．解析と結果

3.1．国別平均の解析

（１）法意識や規範意識についての国別平均の解析

問３４は法律を厳密に適用することが良いかどうか

を,非常に直接的に質問している．表１には問３４での

｢どんなときにも守るべきだ｣という方の選択肢への回

答の国別平均値と，各国の標本抽出法及び回収率・回
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48.2

50.3

０．１

1.4

77.3

19.5

０．７

2.5

55.2

41.1

１．０

2.8

48.4

42.1

２．６

６．９

二段割
当法

１
２
８
９
－
１
２
８
９
－
１
２
８
９
’
１
２
８
９

問２４ａ

問２４ｂ

問5５

層別二
段抽出

70.20％回収率

回収数 1,006

収数を記載している．

問３４の国別平均の値を比較すると，日本にくらべて

中国本土（北京･上海･昆明･杭州）では選択肢１「ど

んなときにも守るべきだ」の割合がかなり高い．日本

は台湾や韓国などと比較しても選択肢ｌの割合が少な

いことがわかる．これまで，日本人の回答傾向として

中間的選択肢が選択されやすいことが指摘されており

(吉野，2005),・そのことがこの項目でも「どんなとき

にも」といった強い言葉が入っている選択肢への選択

率が低くなっている原因の一つである可能性もあるが

(そこで中間的選択肢９を除いた場合の回答の国別平

均値を表２に記載した),たとえ選択肢９を選択肢ｌに

併合したとしても，中国本土より選択肢ｌの割合が低

いことから，明確に質的な差異が認めらるといえる．

さて同様に規範意識を調べる項目として今回利用し

た国民性調査の「入社試験」の項目である問24ａｂと，

東アジア価値観調査において新問として作成された，

｢功罪のトレードオフ」に関する項目である問５５の結

果も表１に記載した．問２４に関しては，選択肢１を選

んだ人の割合が北京・上海・韓国・シンガポールは高

いが，日本とくらべて質的に異なる差異とは考えられ

ない．また選択肢９を除いた場合(表２）を見ると，差

異が更に小さいことがわかる．

一方,問５５では規範意識について，より厳格な選択

肢ｌの割合が日本では他に比べて高い(表２からも,中

間的選択肢を除いた場合は更に差が開くことがわか

る)．問５５の内容は，「不正な行為」をその後の「よい

行為」で帳消しに出来るかどうかを聞いている項目で

あり，本来は名目どおりの法意識が高ければこの項目

に対する回答としては選択肢ｌが選ばれると想定され

るので,問５５に対する中国本土の回答パターンを勘案

すると問34への選択肢１の割合が高いことは,いわば

｢タテマエ」を示していたという可能性が示唆される．

問３４のような趣旨の明確な質問は,社会的望ましさ

による回答への影響や（｢どんなときも」などの）副詞

が入っているなどのワーディングの影響が大きいと考

えられる．これに対して，問２４や問５５などのような，

具体的な状況を想起させたり，どちらの選択肢も捨て
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問24ａ

問24ｂ

問5５

難いがあえて選択させるような設定にしている項目

は，（ステレオタイプ的な）社会的望ましさ（建前）な

どの影響を除去した本音の回答を得るのに有用ではな

いかと考えられる．

実際に，政府の統制が厳しく，このような質問項目

ではより社会的に望ましい選択肢を選びやすいと考え

られる中国本土においては,問３４では日本などよりも

法を厳密に適用する方への選択率が高いが,問24や問

５５では必ずしもそうではない．また，社会的な望まし

さへの構えなどの文化的要因よりも，個人差の影響が

大きくなる項目は，他の変数との関連‘性も大きいと考

えられるが，実際に後で示すように，中国本土では問

３４では属性項目や信頼感との関連があまりないが,問

24や問５５では属性項目や信頼感との関連が見られ

る．

（２）国別平均のレベルでの信頼感と法意識・契約

観・規範意識

問26,27,28の３項目に対して,対人的信頼感が楽観

的である方（それぞれ選択肢1,2,1）に回答した数を

｢信頼感の合成変数（得点)」として定義した．

同様に，問35,36の２項目に対して，より厳格な契

約を重視する立場の方に回答した数を「契約観の合成

変数」とし，問24a。24b･５５の３項目に対して，より

規範意識の強い方（すべて１）に回答した数を｢規範意

識の合成変数」として定義した．

そして，国別平均のレベルで法意識・契約観・規範

意識と信頼感の関係を見るために，信頼感合成変数の

各国平均と，問３４に対して｢どんなときにも守るべき

だ」という方に回答した率を示したものを図１に，信

頼感合成変数と契約観合成変数の各国ごとの平均を示

したものを図２に，また信頼感合成変数と規範意識合

成変数の各国ごとの平均を示したものを図３に示し

5里２
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図1．信頼感合成変数と法意識の国別平均のプロッ

ト
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図2．信頼感合成変数と契約観合成変数の国別平均

のプロット
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2.4

2.2

国別の平均は単に各国･地域の（回答の）表層的文化差

を示しているに過ぎない可能性がある．したがって,各

国・地域での平均的な回答傾向を知るだけでなく，信

頼感が個人レベルで法意識・規範意識・契約観の構造

にどのように影響を与えているか，そしてそれらの関

係の国・地域間での差異を知るためには，個票データ

レベルでの解析をする必要がある．そこで，以下に個

票データレベルでの解析により，まず尺度としての信

頼感因子が各国で構成されるかどうかを検討し，さら

に構成された信頼感と属性変数の関係を調べる．そし

て多群の構造方程式モデリングによって法意識・規範

意識・契約観と属性変数，さらに信頼感の関係を解析
した結果を示す．

（４）尺度としての信頼感

まず基礎的な解析として，３項目の｢信頼感」（問26：

他人のためか自分のためか。問２７：スキがあれば利用

されるか。問28：人は信頼できるか）に対する項目に

対して，各国ごとにPolychoric相関係数を算出し，こ

れを用いて因子分析を行うことで，「信頼感因子｣を構
成できるかどうかを検討した．

ここでｌ因子に対して指標数は３つであるため，飽

和モデルと同じ適合度となる．そこで適合度指標では

なく，因子寄与の観点から因子の妥当性を検討した．

それぞれの国･地域における各項目のPolychoric相

関と，それを用いて因子分析を行った結果得られる因
子寄与率を表３に記載した．

結果として香港・韓国を除けば因子寄与率は一定以

上あり，各国・地域においてこの３つの項目を１因子

で十分説明することができることがわかったため，以
後この３項目から構成される因子を信頼感因子として
解析に利用した．

６
４
●
●

１
１

･昆明北京
，日本◆

シンガポール
・・杭州

上海

２
８１
浬
暖

4６

･香港

０．８１．２１．６２

信頼感

図3．信頼感合成変数と規範意識合成変数の国別平
均のプロット

た．国別平均のレベルでの信頼感と問３４とは，ほぼ無

相関である．また同様に，信頼感と契約観，信頼感と
規範意識も無相関であった．

３．２．個票データ解析

（３）個票データ解析の必要性

意識調査データによる国際比較では，そもそも利用

したデータからの国際比較可能性自体が大きな問題に

なる．その原因としては，（i）翻訳等価性が必ずしも

保障できない，（ii）標本抽出法が違う，（iii）実施時

期の微妙なズレによって社会情勢に大きな変化が生じ

る可能性がある，（iv）「わからない」という選択肢や

その他への回答頻度が異なる（日本では「わからない」
が多いなど)，といった要因から，回答平均の差が本来
測定したい平均差から大きく偏る可能性があるからで

ある．これらの問題は，ここでは詳細に扱うことはで

きないが，さらに本質的な次の問題が存在する．

即ち，各国・地域の個人内では（例えば）正の相関

であるのに，国・地域間の平均自体は負の相関になる

場合など，国別平均の解析から逆の推論を行ってしま

うという，いわゆるRobinson効果(または｢生態学的

誤謬」「集計バイアス｣)が生じる可能性の問題である．

今回の解析での中国本土における法意識項目と規範
意識項目の結果の元離などからも，吉野（2005）が述

べるように，国際比較を行う際には，「２国間の差を見

出してもそれが本質的なものか，単に翻訳表現の微妙

な差の効果か直ちには判断し難」いため，平均の高低

を直接解釈するのではなく，他の変数との相関構造を
考えないと，誤った解釈に到る可能性があるというこ
とがわかる．

さらにここで扱っている法意識･規範意識･契約観・

信頼感は個人レベルのソーシャルキャピタルであり，

3.3．多群の構造方程式モデリングを用いた解析
規範意識の３項目から規範意識因子を，同様に信頼

感の３項目から信頼感因子を構成した．但し，以降の
解析では，信頼感の因子寄与が低く，解析に加えるこ

とによりHeywoodCase（分散要素に対する負の推定
値）を生じる韓国を除いて解析を行った．

また，規範意識の３項目と信頼感の３項目，法意識

項目，学歴及び問６をカテゴリカル変数とみなす必要
があるため，カテゴリカル変数が一部加わった場合に

Polychoric・Polyserial相関係数を用いて適切に解析

を行うことができるＭplus（Muth色､，＆Muth§､，
2004）を用いて解析を行った．

5到り
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表3．各国での信頼感３項目の相関と寄与率

0.476

0.486

0.353

0.454

２
３
３
率

画
面
和
与

関相

Ｔ
Ｔ
Ｔ
寄

日本

0.375

0.465

0.560

0.486

北京

0.321

0.431

0.229

0.408

上海

0.524

0.564

0.434

0.517

昆明

0.553

0.491

0.461

0.506

杭州

0.428

0.344

0.421

0.404

香港

0.285

0.312

0.289

0.296

台湾

0.432

0.456

0.326

0.419

韓国

0.074

0.232

0.389

0.270

星野：認知的ソーシャルキャピタルとしての法意識・規範意識・契約観と対人信頼感の関連

さらに，構成された因子の意味を各国・地域で共通

とするために，信頼感因子の信頼感３項目，契約観因

子の２指標および規範意識因子の３指標に対する因子

負荷は国・地域で共通とした．以降，解釈を容易にす

るために，法意識項目と階層の項目のカテゴリーは高

低を反転して利用した．また，項目とモデルの関係を

図４に表した．以降の解析は，この図のモデル全体の

部分的なモデルの解析となっている．

（５）信頼感についての基礎的解析

信頼感因子と属性変数がどのような関係があるかに

ついて，多群の離散変数の因子分析モデルを用いて調

べた．その結果として，性別･年齢は各国･地域でまっ

たく関連がなかった．一方，学歴の影響は北京（'＝

.0075)，上海(ｐ＝､0001)，香港(ｐ＝､0032)，昆明(ｐ＜

,0001)で有意であり，これらの地域では最終学歴が高

いと信頼感が高いということが分かった．また，収入

の影響は北京(p＜､0001)，上海(p＜,0001)，昆明('＝

､0397)では有意であり，これらの地域では収入と信頼

感は単調増加関係だが，それ以外の地域ではそうでは

5型型

なかった．

上記の結果は，これらの地域では社会的地位やエ

リート意識と信頼感が関連していることを示唆してい

る．一方日本などでは，社会的地位が高いかどうかは

一般的対人信頼感とは関連がないということを意味す

ると思われる．

（６）法意識・規範意識・契約観の相関

法意識・規範意識因子・契約観因子は，属性項目で

ある性別・年齢・学歴・社会的階層によって部分的に

は説明することができると考えられる．さらに，これ

らを信頼感がどれくらい説明しているか，また国や地

域の間でどのような違いがあるのかを調べることが本

研究の目的の１つである．そこでまずは，法意識・契

約観因子・規範意識因子の相関関係が国ごとにどれく

らい異なるのかを解析した．

契約観因子への因子負荷の推定値は問３５に対して

は0.829,問３６に対しては0.861であった．また規範意

識への因子負荷の推定値は問24ａでは（反転項目）

-0.908,問２４ｂでは(反転項目)-0.871,問５５では(反

転項目)-0.433であった．

上記の結果から，それぞれの項目を１つの因子が説

明していることがわかった．また以降の解析でもほぼ

同様の因子負荷が得られた（従って以降の解析の結果

においては省略する)．

相関係数の推定値を表４に記載した．

結果として，法意識と規範意識の間の相関は，昆明

を除く中国本土とシンガポールでは有意であった．

また法意識と契約観は，上海と香港以外では無相関

であり，これらの２カ国でも相関は低かった．

規範意識と契約観の相関は，日本と上海・香港・昆

明とシンガポールで有意であった．しかし，単純に相

関だけの情報からでは，実際の社会について意味のあ

る説明をすることは難しい．

（７）信頼感因子を説明変数として利用した場合の

解析結果

ここでは法意識・規範意識因子・契約観因子を，信

罵二さ≦準

図４．項目間の関係

＊破線の双方向の矢印は誤差相関を表す

＊破線の単方向の矢印は共変量であることを

表す
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表４．法意識・契約観・規範意識因子の相関係数

0.050

-0.103

0.031

シンガポール

法と規範の相関

法と契約の相関

規範と契約の相関

0.311率

0.078

-0.115

0.044

0.367傘

-0.016

-0.235＊
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0.209噂

-0.237.
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0.120

0.280念
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0.001

0.098

0.114

0.180＊

-0.181＊

0.082

表５．法意識・契約観・規範意識因子と信頼感因子の関係

北京

杭州目的変数

規範意識

契約観

法意識

シンガポール

信頼感

信頼感

信頼感

0.116

0.407車

0.290＊

0.313寧

0.174

0.215掌

0.343率

0.275寧

0.172寧
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0.482噸

0.092

0.207車

0.242噂

0.133

0.064

0.142

0.056車

-0.073

0.100

-0.001

0.040

0.079

0.087

0.112

0.088傘

-0.115.

0.022

0.133＊

-0.276＊

0.033

-0.116.

-0.212率

0.263＊

｢＊」の印がついているものは，５％水準でパス係数が有意であったことを示す．

表6．属性項目と信頼感による法意識・契約観・規範意識の回帰分析の結果

0.166車

-0.184.

0.225傘

-0.246.

0.058.

0.071

0.200率

０．１０５

0.001

0.247ｃ

-0.074

0.228.

0.076.

0.009

-0.０３８

目的変数

規範意識

契約観

法意識

規範意識

説明変数 日本

契約観

上海 杭州昆明 香港 台湾 シンガポール

感
感
感
別
齢
歴
層
別
齢
歴
層
別
齢
歴
層

頼
頼
頼

信
信
信
性
年
学
階
性
年
学
階
性
年
学
階

０．０５９

0.281.

0.253・

－０．１００

0.036

0.222.

-0.099

0.047

0.033

-0.078

0.209

-0.013

0.094率

－０．０８１

0.133

0.242.

0.221摩

0.198＊

0.295＊

0.151傘

0.104

-0.004

0.033嘩

0.045

０．１１３摩

-0.024

0.025

0.216寧

－０．０６１

0.070

0.083噂

0.000

-0.043

0.174摩

0.200.

0.002

-0.008

-0.199率

0.225奪

-0.071

-0.027

0.246.

0.142

-0.095

-0.023

0.109

-0.040

0.138

0.062.

-0.117

0.077

0.136.

-0.125零

0.222率

0.141

0.155＊

－０．０１９

法意識

法と契約の相関

規範と契約の相関

法と規範の相関

0.331.

0.033

-0.151

0.001

0.308.

-0.090

0.040

0.117掌

0.098

規範意識は日本と香港以外では信頼感で有意に説明

されることがわかる．

法意識も香港と台湾以外では信頼感によって有意に

説明できることがわかる．

また，興味深い結果が得られているのは契約観であ

り，これについては日本，上海，台湾とシンガポール

0.042

0.200.

0.143摩

頼感因子を用いて説明するモデルを構成した．ここで

信頼感への因子負荷の推定値は問２６に対しては(反転

項目)-0.771,問２７に対しては0.464,問２８に対して

は（反転項目)-0.558であった．

結果として得られた標準化パス係数の推定値を表５

に記載した．

｢＊」の印がついているものは，５％水準でパス係数が有意であったことを示す．
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で信頼感の影響が有意であったが，前二者と後二者で

は係数の正負が逆転している.有意傾向10％であった

北京を加えて考えると，日本，北京，上海では一般的

対人信頼感が高いほど契約を厳格に行う傾向があるの

に対して，台湾とシンガポールでは逆の傾向があると

いうことであり，国・地域によって個人のレペルでの

意識構造の異質性が存在するということを示してい

る．

しかし，各因子に対する年齢などの属性変数の影響

を考慮しなければ，信頼感とこれらの変数の関係を正

しく理解することはできない．

（８）属性変数を加えた分析結果

そこで，法意識・規範意識及び契約観が信頼感だけ

でなく属性変数によってどのように説明されるかを調

べた.．これによって，属性変数の影響を考慮した上で

の信頼感の影響を調べることができる．

このモデルに対する適合度指標は，CFIが0.971,

TLIが0.958,ＲＭＳＥＡが0.043であり，適合度は十分

に高く，解析に利用したモデルがデータを十分説明し

ていると考えられる．

法意識項目・規範意識因子と契約観因子に対する信

頼感因子・‘性別・年齢・学歴・社会的階層の（標準化）

パス係数の推定値を表６に記載した．

以下に結果を列挙する．

（i）解析（７）（表5）との違い

属性変数を考慮することで，規範意識については台

湾とシンガポールで信頼感との関係が有意でなくなっ

た．また契約観については逆に昆明で有意になった．

また法意識では北京・上海・杭州で有意でなくなっ

た．

（ii）規範意識

まず信頼感の規範意識へのパス係数は，中国本土で

有意であり，これらの地域では信頼感が高いほど規範

意識も高まる傾向がある．一方，他の地域では有意で

はなかった．

（iii）契約観

日本・上海・昆明・台湾・シンガポールで信頼感と

のパス係数が有意であった．

（iv）法意識

一方，信頼間の法意識への回帰係数は日本・昆明・

シンガポールで有意であり，これらの国・地域では信

頼感が高いほど法意識も厳格であった．

つまり中国本土（北京・上海・昆明・杭州）では信

頼感因子は規範意識因子に影響を与えているが，昆明

を除いては，法意識には影響を与えていないというこ

とである．ここで，昆明では規範意識と法意識いずれ

に対しても信頼感が説明力があった点が中国本土の他

の３地域とは結果が異なる．しかしこのことは，昆明

が民族構成や地理的位置の点から他の３者とは大きく

異なるという点を考慮すると理解できる．

法意識と規範意識は本来，関連が高いものであると

考えられるため，この両者と信頼感及び属性変数との

関係は似たものになると予想される．しかし上記の結

果からは，中国本土では信頼感は法意識とは関連がな

いが，規範意識とは関連が一定以上存在するというこ

とがわかった．このことは，国別平均の解析の部分で

議論したように，中国本土においては法意識項目はあ

まり個人のレペルでの変動はなく，文化及び政治的に

回答傾向が規定されている可能性があるが（例えば近

年中国政府が取り組んでいる腐敗撲滅キャンペーンな

どの影響で法意識に関する項目では厳密な方に回答す

る「構え」が生じているなど)，規範意識項目に対して

はより素直に回答しているために個人差があり，他の

変数との関連が見られるという可能性がある．

このようなことは単純に国別平均値を解析するだけ

でなく，今回のように信頼感や属性変数など，他の変

数との関係を個票データ解析によって理解することに

より分かることであると考えられる．

更に，契約観については，日本と上海，そして有意

ではないものの北京でも信頼感が高い人ほど厳格な契

約を重視する傾向がある．一方，昆明と台湾，シンガ

ポールでは信頼感が高いほど契約に対して柔軟な考え

方を持っている傾向があった．このように，国・地域

の間で関係が逆転することはあまりなく，珍しいこと

であるといえる．

直感的には，「一般的に他人を信頼する人は，契約の

厳密性よりも融通性を重視する」という後者の関係の

方が自然のように思われる．しかしソーシャルキャピ

タルの集合体として人々の信頼感と契約観を考える

と,前者のような関係が妥当であるとも考えられる.こ

れは，前者の国･地域と後者の国･地域での取引形態，

契約形態の差異に関係するものであると考えられ，今

後このような異質性がどのような原因で引き起こされ

るのかは調べていく価値があろう．

また，属性変数としては年齢の影響が大きく，規範

意識に対しては中国本土と香港で，また法意識に対し

ては台湾以外で有意であり，それぞれ年齢が高くなる
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と規範意識も法意識も高まる方向であった.これも,年

齢効果であるか，コーホート効果であるかはこのデー

タだけでは分からないので，今後同様の調査データが

得られれば考察したい．

４．まとめ

本研究では，法意識・規範意識・契約観と一般的他

者に対する信頼感の関連に焦点を当て，東アジアの

人々の意識構造の解析を試みた．

われわれ統計数理研究所を中心とするグループで

は，現在ソーシャルキャピタルを研究の軸のひとつに

据えた国際比較の調査を，東アジアを中心に継続的に

行っていき，今後は欧米を含め徐々に比較の連鎖の範

囲を拡大させていく予定である．

個票データ解析の必要性の部分で述べたように，こ

こで得られた結果を含め，一般的に国際比較調査では

①質問項目の翻訳等価性の問題，②各国ごとで標本
抽出方法が異なる場合がある（例えば日本は住民基本

台帳からの統計的無作為抽出に対して，韓国では世帯

内の個人抽出がバースディー法であるなど)，といった
様々な問題があり，そのまま単純に解釈することには

注意が必要である．

そのような限界を考慮しながらも，本研究での解析

を進めていく上で判明したことは，質問項目に対する

回答には社会的望ましさなどの様々な要因（例えば各

社会での本音と建前の関係など）が影響を与えている

ため，単純に国･地域の問で比較することは難しく，例
えば他の項目との相関構造から議論を進めていくこと

に意義があるということである．例えば本研究での中

国本土での法意識と規範意識の項目の回答パターンの

飛離はこのことを示唆している．

本論文では，このような問題意識に対して，離散変

数が混在している場合の多群の構造方程式モデリング

によって国際比較解析を行うことの意義を示した．

実質的な知見としては，契約観と信頼感の国ごとの

関係の異質性や，中国本土では規範意識と信頼感に関

係があること，一方，日本とシンガポールでは信頼感

は規範意識とは関係はないが，法意識とは関係がある
ことが分かった．

一般的な対人信頼感については,Fukuyama（1995）

は家族や共同体以外の一般的他者に対する信頼が形成

されにくい低信頼社会として中国や南部イタリアを挙

げ，高信頼社会としてアメリカ，ドイツ，そして日本

を挙げているのに対して，山岸(1998)では信頼と「安

心」を分けて論じることを提唱し，日本の信頼感が実

は安心感であると指摘している．

また，これまでの法意識や契約観，信頼感に関する

国際比較の議論は実証データによる裏付けに乏しかっ

たり，学生がサンプルの小規模調査から結論を得てい

る場合が多かった．今後，ソーシャルキャピタルに関

するより再現性のある確実な知見を得るためには，こ

れらの構成概念の正確な定義づけや信頼性のある測定

項目の開発と大規模な調査による実証的な国際比較調

査研究が必要であろう．
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付録：質問項目

ここでは日本版の質問紙を掲載するが，各国版では

その国において適切な質問項目になるように細かな変

更がされている．

問６かりに現在の日本社会全体を，ここに書いてあ

るように５つの層に分けるとすれば，お宅はこ

のどれにはいると思いますか．

１ ２３４５

上中の上中の中中の下下

８ ９

その他わからない
（記入）

問24a，あなたが，ある会社の社長だったとします．

その会社で，新しく職員を１人採用するために

試験をしました．入社試験をまかせておいた課

長が,「社長のご親戚の方は２番でした．しかし，

私としましては,１番の人でも，ご親戚の方でも，

どちらでもよいと思いますがどうしましょう

か｣と社長のあなたに報告しました．あなたはど

ちらをとれ（採用しろ）といいますか．

１１番の人を採用するようにいう

２親戚を採用するようにいう

８その他（記入）
９わからない

ｂ，それでは，この場合２番になったのがあなたの

親戚の子供でなくて，あなたが昔世話になった

人の子供だったとしたら，あなたはどうします

か．（どちらをとれといいますか）

１１番の人を採用するようにいう

２昔世話になった人の子供を採用するようにい
う

８その他（記入）
９わからない

問2６たいていの人は，他人の役にたとうとしている

と思いますか，それとも自分のことだけ考えて

いると思いますか．

１他人の役にたとうとしている

２自分のことだけ考えている

８その他（記入）
９わからない

問２７他人は，機会があれば，あなたを利用しようと

していると思いますか，それともそんなことは

ないと思いますか．

１他人は機会があれば利用しようとしていると

思う

２そんなことはないと思う

８その他（記入）

９わからない

問2８たいていの人は信頼できると思いますか，それ

とも，常に用心した方がよいと思いますか．

１信頼できると思う

２常に用心した方がよい

８その他（記入）

９わからない

問３４「法律はどんなときにも守るべきである」とい

う意見と「目的が本当に正しいものだと確信が

もてるときには，法律をやぶることもやむをえ

ない」という意見があります．どちらの考えが

あなたにぴったりしますか．

１「どんなときにも守るべきだ」という意見

２「目的が正しい時には，法律をやぶることもや

むをえない」という意見

８その他（記入）
９わからない

問３５契約書というものについて，あなたは次のＡ

さんとＢさんの意見のうち，どちらに近いです

か。

Ａ「契約書をとりかわすなどというのは，お互い

に信頼し合っていない証拠だ．信頼し合って

いれば，契約書など必要ない」

Ｂ「いくらお互いに信頼し合っていても，契約は

契約として，ちゃんと文書をとりかわしてお

く方がよい」

１Ａの意見に近い

２Ｂの意見に近い

８その他（記入）
９わからない

問３６また，次のＡさんとＢさんの意見ではどちら

に近いですか．

Ａ「契約書をとりかわすときでも，契約などとい

うものは形式的なものだから，できるだけ簡
ゆうづう

単Iこして，契約書の表現もできるだけ融通が

きくようなものにしておく方がよい」

Ｂ「契約書というものは，あとで解釈などをめ

ぐってもめないように，できるだけこまかく

具体的にキチッと決めておく方がよい」
１Ａの意見に近い

２Ｂの意見に近い

5¥９



も救われ，事件も解決しました．あなたは，そ

の同僚の不正について，つぎのうちどうします

か．

ｌ命が救われたことには感謝するが,なおかつ不

正については上司に報告する

２命を救われたことに感謝し,不正を報告するの

5３

その他（記入）

わからない

次のような場面を想像してください．あなたは

ある会社に働いています．ある同僚が悪いこと

をして不当に利益を得ているのを知って，それ

を上司に報告しようと覚悟していました．とこ

ろが，ある日，会社に刃物を持った凶悪な強盗

が押し入り，あなたも命の危険にさらされまし

た．しかし，その同僚の活躍によりあなたの命

８

９

問5５

星野：認知的ソーシャルキャピタルとしての法意識・規範意識・契約観と対人信頼感の関連

はやめる

その他（記入

わからない

８
９

）
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東アジア諸国の人々の自然観・環境観の解析

一環境意識形成に影響を与える要因の抽出一

鄭躍軍＊・吉野諒三*＊・村上征勝**＊

AnAnalysisonAttitudestowardNatureandEnvironmentinEastAsia

-MainFactorsinFormationofEnvironmentalConsciousness-

YuejunZHENG,RyozoYosHINoandMasakatsuMuRAKAＭ１

Thepurposeofthispaperistodiscusstheconceptualframeworkofpeople，selwironmental
consciousness（EC）allditsinHuencesonthepro-environmentalbehaviorbasedonanalyzingthe

charactersofECanditsinHuencefactorsinvariouscountriesusingtheEastAsiavaluesurvey

datacollectedfrom2002to2004bytheface-to-faceinterview・Thefactorscontaintwotypes

ofvariables,oneistheattitudinalvariablewhichcontainshealthsatisfaction,ｌｉｆｅsatisfaction，

trust,andattitudestowardscience＆technologyetc.,andtheotheristhedemographicvariables

includinggender,age,educationlevel,householdincome,andreligionetc.,havebeenemployed
inthisresearch・Asresultsderivedfromstatisticalanalysisontherelationbetweenpeople'sEC

andfactors,ithasbeenrevealedthattheresponsepattemsonECaredefinitelydifferent,andthe

significantfactorsarealsodiverseinChina,Singapore,SouthKorea,ａｎｄJapan・

Ｋｅｙｗｏｒｄｓ：environmentalissue，environmentalconsciousness，pro-environmentalbehav．

ior,cross-culturalcomparison,ＥａｓｔＡｓｉａ

キーワード：環境問題，環境意識，環境配慮行動，異文化比較，東アジア

１．はじめに

我々が直面している様々な環境問題は，人

間行動の結果として引き起こされた側面は無視できな

い．森林破壊,砂漠化,公害問題などの局地的異変，そ

して大気汚染，酸性雨，有害廃棄物などの国境を越え

て影響を及ぼす問題，さらに地球温暖化，オゾン層の

破壊，海洋汚染，野生生物種減少などの地球規模の環

境問題を根本的に解決するために，国際協調的な対応

策を見出すことが益々求められるようになっている．

産業先進国において，経済的な手段による越境型環境

問題への対策に関する議論が進んでいる一方，開発途

上国では活発な経済開発による環境劣化や汚染などへ

の対応が遅れている状況が続いている．このような環

境問題への対応における隔たりは，様々な社会状況下

に置かれている人々の，生存の権利への主張の違いに

よるものだけではなく，異なる文化背景,政治制度,経

済体系をもつ社会集団の環境に対する認識や態度，い

わゆる環境意識の差異から生じたものでもある．

地球規模の環境問題を根本的に解決する筋道を探る

ためには，各国の文化的，政治的，経済的差違を直視

し，人々の多様な環境意識や各国の利害関係を互いに

理解した上での国際協調関係の構築が不可欠である．

特に，中国，日本，韓国などの国々が位置する東アジ

アは，経済的に，ＥＵ，北米に比肩できる世界の第３の

極として急速に成長しつつあるが，その一方で，大気

.総合地球環境学研究所研究部

(ResearchDepartment，Researchlnstitutefor

HumanityandNature）
車.統計数理研究所

(InstituteofStatisticalMathematics）

..､同志社大学文化情報学部

(FacultyoflnformationScience,DoshishaUniver，

sity）

連絡先：〒603-8047京都府京都市北区上賀茂本山

457番地４

E皇mail：zheng＠chikyu・acjp
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汚染，酸性雨，地球温暖化などの様々な越境型環境問

題も深刻化している．このような背景のもとで，経済

を中心とする地域共同体の結成については，長い間議

論されてきているが，共同体意識の醸成は全く困難な

く進んでいるとは言えないのが現状である．民族，言

語，宗教などが多様な東アジアでは，経済の面では地

域統合の形として共同体形成の意識は進みつつある

が，歴史的かつ政治的な壁はまだ厚いと指摘されてい

る（谷口，2004)。こういった事情を鑑みて，地域経

済共同体とも一線を画し，越境型環境問題を取り扱う

ための環境協調をまず優先的に促進し，結果として政

治や経済の面でも協力して行けるスタイルでの東アジ

アの共同体構築の可能性を探る議論も有意義だと考え

られないであろうか．

「環境」という言葉は1970年代半ばのオイルショッ

クや公害問題が盛んにマスメディアで報道され幅広く

使用されるようになって,まだ30年ほどしか経ってい

ない．環境の定義については様々な提案がなされてき

たが，国際的に認められた共通のものはまだない．本

論文で議論しようとする「環境」というのは，人間を

取りまく物理学的，生物学的，社会学的な要素の総体

と，人間の生存や動植物の活動に直接または間接に影

響を与える周囲の状況と定義しておこう．一方,「環境

意識（environmentalconsciousness)」とは，人々の

環境に対する態度，行動またはその意向を反映する精

神活動である．それは，特定の時空間によって定義さ

れる環境に関する歴史，現状，変化への人々の認識や

理解，価値判断に基づいている．個人の環境意識は多

種多様であるが，それらが社会において相互作用した

結果として，「市民環境意識｣が形成される．したがっ

て，環境意識は人々のライフ・スタイルや「環境配慮

行動(PEB：pro-environmentalbehavior)」に大きな

影響を与えると同時に，環境問題に対処する政策立案

にも重要な役割を果たす可能性をもつ．ところで，環

境意識は間断なく様々な要因に影響され，時空間的に

変わる．この点を看過すると,環境意識の本質について

解明することはできないと思われる．このような意味

で，環境問題の深刻化にともなって，人間と環境との

相互関係を環境意識の面からとらえ，客観的に収集し

たデータを用いてその本質を把握し，その結果を基に

環境問題に対する共通理解，ひいては国際協調を促進

させるために有益な情報を発見することが重要であ

る．異なる国･地域において，多様な価値観をもつ人々

が各自様々なライフ・スタイルを追求し続けてはいる

が，同じ地球で共存していかなければならないという

事実は否定できない．この最も基本的な前提のもとで

考えてみると，広域環境問題に取り組む意義は明白で

ある．

本論文では，一般市民の環境意識の概念的枠組，そ

して環境意識と環境配慮行動の関係を理論的に検討し

た上で，東アジアにおける価値観国際比較調査データ

を用いて，各国・地域の環境意識の特徴を行動計量の

観点から解析し，環境意識に影響を及ぼす要因を統計

的に抽出することを試みる．あくまでも限定された試

行ではあるが，今後，人々の自然観と環境観とそれに

関連する態度的要因，人口統計学的要因を国・地域別

に検討する際の環境意識の概念的枠組や基礎情報が提

供できれば幸いである．

２．環境意識の概念的枠組

本節では，筆者らの意図する一般市民の環境意識の

概念的枠組について概説しよう．環境問題の根本原因

は｢人間｣にあるという観点からすると，人々が自らの

ライフ・スタイルや行動パターンをあらためて見直す

必要性がある．本論文では，環境意識，人間活動，環

境変化との関連性について次のような論理的な仮説を

設けておくことにした．

まず，人々は所与の環境について認知した上で，自

らの知識や価値観などをもとに，関連する情報を環境

意識として昇華させる．そして，個人の信念と能力に

基づき意識を制御し，個人的規範にしたがって環境に

配慮した行動意向（behaviorintention）を形成する．

最後に，人々がこのような行動意向に則って環境配慮

行動をとることによって,環境の変化がもたらされる．

言うまでもなく，人々の環境配慮行動を規定する最も

基本的なものは，環境意識である．したがって，環境

問題を研究する際には，環境意識の形成メカニズムと

それに影響する要因を総合的に分析することが重要で

ある．

特定の地理,言語,文化に帰属する社会においては，

異なる意識の相互作用によって集団的特徴をもつ一般

市民の環境意識が形成される．このような一般市民の

環境意識は，企業の環境対策，政府の環境政策ならび

に国際環境協力に対して重要な影響を及ぼすことが容

易に考えられるが，実際には政府，企業，一般市民の

環境に対する意識は相互に影響し合う関係にある．ま

ず政府は環境政策の立案を通して企業と一般市民を指
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導する立場にある．また，企業は産業活動を通して政

府の環境立案を促したり，一般市民の要望を満足させ

たりすることもある．そして，一般市民は市民運動や

消費行動などを通して政府の行政行為や企業の経済活

動を監督,あるいは規制する役割を果たすこともある．

このような相互作用の結果，社会全体としての環境意

識が形成されることになる．

環境意識の違いによって，国際的に様々な問題が起

こりうる．例えば，特定の環境問題について自然科学

的に観測した結果，たとえ同じ程度で環境質の悪化が

判明したとしても，それはある国にとっては深刻な問

題となり得るかもしれないが，別の国にとっては必ず

しもそうはならない場合がある（西平，１９９７；鄭，

2002)．また，共通の環境問題に対する意識をもってい

たとしても，どのような動機や経緯でその認識が一般

市民に現れるかは社会形態によって大きく異なる可能

性がある．自明なことであるが，一般市民の環境意識

は社会全体の環境観に最も大きな影響を与えているの

で，一般市民の環境意識の性質については，より具体

的に議論することが重要である．

では，一般市民の環境意識はどのように形成される

のか？そして，一般市民の環境意識に影響を与える

主な要因は何であるのか？このようなことを明らか

にすれば，様々な環境問題の原因や社会的対応策を探

るのに不可欠な基礎情報を得ることができる．一般市

民の環境意識の形成過程は，概略的には図ｌのように

示すことができよう．多様な制度，規範，宗教などに

よって規定される社会において，人々は環境質の現状

とその変化を各々のレベルで認知，理解した上で，個

人の価値観や感性のもとで独自の態度や観点から，最

図１．一般市民の環境意識の形成過程

終的に日常の環境配慮行動につながる環境意識を形成

していく．環境意識の形成過程において，まず環境は

その時系列変化を通じて一般市民や社会全体に影響を

与え，人々の考え方や社会状況を改変させるという働

きをもつであろう．これに対して，社会は特有の制度，

規範などの調整を通して人々の日常生活や産業活動を

制約したり，ひいては環境改変を促進したりするであ

ろう．無論，人々は自らの価値観や感性の違いによっ

て環境意識を多様化させ，社会的規範を一般市民の

ニーズに応えるよう適応させる役割を担うこともあろ

う．このように，一般市民の環境意識は環境変化，社

会，自らの価値観・感性との相互作用によって形成さ

れるものと考えられる．

一方,ほとんどの個人は一般市民であると同時に,そ

の多くが行政機関や企業などの何らかの組織に属す

る．このような場合，個人は自らの意識を押さえ，所

属する組織の意向に従わなければならないこともあり

得よう．しかし，組織間の環境意識に関する相互作用

についてはきわめて大きな論題となるため，本論文で

は，政府や企業などの組織的な環境意識およびその関

連性は割愛して,一般市民の環境意識に焦点を絞り,議

論を展開していく．

ところで,一般市民の環境意識は，特定の地理範囲，

文化背景，言語範鴫などに依存すると同時に，人々の

環境に対する倫理的な判断，すなわち当事者が環境と

の関係についてどのような価値判断を下し，行動選択

をするかという環境倫理にも深く関係しよう．した

がって，環境意識は時空間的に定義される環境サイト

に対する個人の主観的判断であり，非常に複雑な構造

を有するものであると言えよう．このような事象に対

する研究のアプローチとして，あらかじめ厳密な理論

仮説を設定するのは現実的ではない．探索的な方法に

よってその本質を少しずつ解明し，意味のある情報を

抽出することが望まれる．「データの科学｣(林，2001；

吉野，2001)という統計哲学が標傍するように，「実証

的調査データを中心に現象を理解する」という理念に

基づいて，客観的なデータの収集と解析，時系列調査

の継続，国際比較調査という３つの側面に力を注ぐこ

とは，信頼性の高い情報を保証し，国・地域別の環境

意識の異同，そして影響要因を明らかにするためにも

重要であると考えられる．

5aヲ
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３．環境配慮行動モデル

人々の環境配慮行動の誘因を知ることは，環境政策

の意志決定者ないし研究者にとってきわめて重要であ

る．これは人々のライフ・スタイルに密接に関係する

環境問題の解決策を探るための重要な手がかりとなる

からである．環境配慮行動については様々な分類が提

案されたが，個人の責任ある環境行動を市民活動（投

票，陳情など)，教育活動(環境番組の鑑賞，環境に関

する出版物の閲覧など)，財政活動(グリーン消費，環

境寄付など)，法的活動（告発，訴訟など)，身体活動

(ゴミ分類，減量など)，説得活動(講演，宣伝など)の

６分類がよく採用されている（Smith-Sebasto＆

Ｄ'costa,1995)．

これまでは，人々の環境意識と環境配慮行動との関

係について，以下の３つの理論を含め，多くの社会心

理学的研究が展開されてきた．そのうち，最も早い段

階から注目されているのはAjzenの論理的行為理論

(theoryofreasonedaction）と，その進化として確立

された計画的行動理論（theoryofplannedbehavior）

である（Ajzen＆Fisbein,1980；Ajzen,1985；Ajzen，

1991)．計画的行動理論は,環境意識に基づいた行動意

向という認知活動から，意識的な行動計画を反映する

指標として行動を予測できると説いている．行動意向

はその行動に対する態度，主観的な規範，知覚的行動

制御によって決められる．特定の行動を最も正確に予

測する要因として,当該の行動に対する賛否の態度,行

動にかかわる規範と伝統に対する理解，自己制御の下

に置かれる個人活動への認識などの行動意向が挙げら

れている．計画的行動理論は，態度から行動を予測す

るだけではなく，両者を関連付けることによって意識

から行動までの過程について具体的に解釈することを

意図している．

利他行動に関するSchwartzの規範喚起理論(norm

activationtheory）では，行動は道徳的規範と行動の

結果に対する信念との関数であると唱導している．こ

の理論では，個人の行動が招く悪い結果に対する知覚

(ＡＣ：awarenessofconsequences)は行動の帰属責任

(ＡＲ：ascribedresponsibility)を活性化させ，そして

帰属責任が道徳的義務を活性化させた上で，利他行動

は個人的規範から生起するものだと主張している

(Schwartz,1977)．具体的に言えば，人々 の行動を決

定する個人的規範は社会的規範の影響を受け，自己の

行動が悪い結果を招くと信じる場合に，利他行動は起

こりやすいということになる．

計画的行動理論と規範喚起理論の欠点は，いずれも

個人の態度に関する要因を強調しているが，外的要因

による影響を十分に配慮していない点が挙げられる．

これに対して，Sternは環境保全活動（environ，

mentallysignificantbehavior)に関して価値観-信念一

規範理論（ＶＢＮ：value-belief-normtheory）を提案

した（Sterneta1.,1999)．これは，環境配慮行動に影

響する態度的要因を取り扱うと同時に,個人の能力,文

脈上の因子，習慣などの外的要因も視野に入れて考え

るもので，環境に重要な影響を与える行動の解釈に望

ましい理論といえる（Stem,2000)．ＶＢＮ理論は，価

値観理論，規範喚起理論ならびに新環境パラダイム

(ＮＥＰ：newenvlronmentalparadigm）を因果関係連

鎖によって有機的に結合させて，様々な環境配慮行動

を解釈しようとしている．この因果関係連鎖には，

(Ａ）個人の価値観，（B）生態学的世界観，（C）悪い

結果に対する知覚，（D）帰属責任に対する信念，（E）

個人の環境配慮行動規範の５つの変数が含まれてい

る．しかし，ＶＢＮ理論では，知覚的な認知制御過程に

関する記述は欠けている．

本論文では，これまでの３つの社会心理学的な環境

行動理論を踏まえ,環境配慮行動に影響する要因を,環

境意識，行動に対する信念，知覚的行動制御能力，主

観的規範・道徳観，外的要因の５つの類型に帰納する

ことにした．その上で，人々の環境配慮行動モデルと

して，図２のような意識から行動までの因果関係連鎖

を新たに提案しよう．このモデルでは，一般市民の環

境配慮行動は環境学的知識，環境に対する認知，環境

に対する価値判断，行動主義態度，社会的責任感，社

会的価値観を含む個人的意識から生起するものと想定

する．この個人的環境意識は，環境と人間との相互関

係を反映する生態学的世界観，行動結果配慮，責任帰

属認知などの強い信念を喚起するであろう．その結果，

環境に対する感性（受容性)，行動戦略・方法・技能，

結果予測能力などを明確にするという知覚的行動制御

過程が始まる．そして，環境に配慮した行動をとる義

務に関する個人的規範によって行動意向が決まる．こ

れに，情報伝達や行動に伴う費用などの外的要因から

の影響が加わり，最終的に行動意向が環境配慮行動の

実施に移る．ここでは，図２の因果関係連鎖の上位に

ある個々の変数が下位に位置する変数に直接影響を与

えることを仮定している．なお，環境配慮行動をとる

個人的規範は，自分にとって大切な環境サイトに対す
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４．東アジアの人々の環境意識構造の分析

一般市民の環境意識は，身近な環境サイトから地球

環境全体に至るまで様々な規模のものにかかわってい

る．しかし，これまで環境意識構造の解明を主目的と

して行われた国際比較意識調査の例は皆無に等しい

(鄭，2002)．ここでは，前述した東アジア価値観国際

比較調査データを基に，特定の環境問題に対する態度

に限定せず，広い意味での環境意識に焦点を絞り，文

化，政治，経済などの多様性をもつ中国，日本，韓国，

シンガポールにおける環境意識構造の特徴を明らかに

すると同時に，態度的要因，人口統計学的要因と環境

意識との関連について分析する．

特に，広義の環境意識として「人間と自然の関係｣，

｢環境保護と経済成長の優先度｣に関する質問項目を取

り上げ，空間上の大局的な位置づけを検討することに

よって，国・地域別の環境意識の共通性と特殊‘性を明

らかにする．その上で，態度に関わる内的要因や人口

市民活動
環境感性

Ｊｏ

5９

行動戦略

る脅威を認知し，そして行動をとる責任を感じるとい

う信念によって活性化される．このような規範は，個

人の環境配慮行動意向にかかわるすべての行動に影響

を与える全体的な素質を生み出す．もちろん，環境に

関する様々な情報発信，環境配慮行動にともなう費用

と便益などの社会経済的な要因は，人々の環境配慮行

動方式に影響する重要な外的変数である．

これまでの多くの研究は，価値観，信念，行動意向

などの内的変数と環境配慮行動との関係分析に主眼を

置いてきたが，環境意識分析では認知に関する内的変

数のみならず，社会･人口統計（demography）にかか

わる外的要因にも注目すべきである．筆者らは，すで

に日欧米の環境意識比較分析では環境意識が特定の文

化背景のみならず，回答者の様々な属性に影響される

ことを確認した（Zheng＆Yoshino,2003)．つまり，

環境意識に影響を与える要因は，内的なものもあれば

外的なものもある．

言うまでもなく，知識増加や価値観の改変などに

よって，人々の環境意識には時空問的に変わる部分が

ある．環境意識の構造を解き明かすには，単なる机上

の推論ではなく，客観的に収集するデータを中心に現

象を理解するという「データの科学｣の理念から，デー

タに秘められている人々の環境意識の本質を探ること

が肝要である．環境意識は個人の内的心理活動で，い

わゆる主観的なものである．観測者は，観測対象の意

識を知る方法として，一般的に理念，理論，数学モデ

ル,図表などで表現する具体的な質問項目を通して,そ

れらへの意見・態度や観点などに関する回答者の反応

を調べる．このような過程では様々な不確実な要素が

入り込むため，得られた主観的変数の観測値は安定性

や信頼性の確保が課題となる．

以上，環境意識の概念的枠組，環境配慮行動モデル

に関する議論を展開してきた．これにより，環境問題

の解決の糸口となる環境意識形成メカニズム解明の重

要さを明らかにしたと同時に，環境意識の構造的な複

雑さも説明した．さらに，環境意識と環境配慮行動と

の関係を客観的に解明するために，まず一般市民の環

境意識の本質を慎重に把握しておかなければならない

ことが浮き彫りになった．このような実証的な議論は，

科学的に集積するデータに基づき進めることがきわめ

て重要である．現在，関連する国際比較調査が進行し

ている（文部科学省科学研究補助金基盤研究Ｂ代表

鄭躍軍,2004-2008年度)．それゆえに，以下ではこれ

まで収集してきた東アジア価値観国際比較調査データ

を基に，国・地域別の環境意識形成に影響する様々な

要因の探索的解明の試みに主眼を置いて，各国・地域

の一般市民の環境意識の構造的な異同を分析する．

行動方法

融
函
錨
誰

行動の結

果予測 説得活動

図2．一般市民の環境配慮行動モデル



頚
｛
》
》
》
》
》
》
》
窪
》

行動計量学第33巻第１号（通巻64号）

統計学的要因などが人々の環境意識にどのように影響

するかを考察する．

（２）生活満足度：「満足」と｢やや満足」を合わせて

｢満足」とし，「どちらともいえない｣，「やや不満」と

｢不満」を合わせて「不満」とした．

（３）信頼感：総合的社会調査(GSS）で用いられて

いる対人的信頼感の２項目に対して,｢他人の役にたと

うとしている」と「信頼できると思う」を同時に選択し

た場合を｢信頼｣とし，それ以外の場合を「不信」とし

た．

（４）科学技術観：「非常に信頼する」と「やや信頼

する」を合わせて「信頼」とし，「あまり信頼しない」

と「全く信頼しない」を「不信」とした．

分析方法として，まず，多重対応分析によるパター

ン分類に基づき，自然観・環境観に関する質問項目に

よる国・地域相互の大局的な位置づけを行い，態度的

要因，人口統計学的要因と自然観・環境観との関連を

国・地域別に考察する．さらに，ロジステイック回帰

分析を用いて，自然観・環境観に影響する各要因の有

意性を統計的に検討する．

4.1．用いた調査データの概要

用いた調査データは，2002年度から2004年度にか

けて中国本土（北京市，上海市，杭州市，昆明市の中

心部)，香港全土，台湾全土，日本全国，韓国全国，シ

ンガポールの９つの国・地域で行った「東アジア価値

観国際比較調査」で収集したものである．各調査地域

において，統計的無作為抽出した成人男女を対象に個

別面接聴取法により調査を行った．調査地域別の調査

時期，地点数，標本回収数は，表１に示す通りである．

なお，東アジア価値観国際比較調査の詳細については

統計数理研究所研究リポートと総合地球環境学研究所

研究リポート等(鄭，2005；吉野他，2004a,2004b）を

参照されたい．調査内容は，自然・環境観，婚姻・家

庭・家族，人間関係，伝統的な道徳観，宗教観，政治

意識，科学文明観，文化，一般的社会問題などを含む

質問項目（５５問）と基本属性項目により構成されてい

る．

データ分析では，自然観と環境観の他，態度的要因

として，健康・生活満足感，信頼感，科学技術観，宗

教観などの４項目，人口統計学的要因として性別，年

齢（低：３４歳以下；中：35-49歳；高：５０歳以上の３

区分)，学歴(低：中学校卒以下；中：高校卒；高：短

大卒以上の３区分)，世帯収入（各国･地域ごとの全体

的分布から低，中，高の３区分)，宗教観(選択肢｢宗

教心は大切｣，「宗教心は大切でない｣の２区分)の５項

目を用いた（質問項目の詳細については附録を参照さ

れたい)．なお，態度に関する項目のカテゴリーについ

ては，分析のためにすべて次のように２区分に再カテ

ゴリー化した．

（１）健康満足度：「非常に満足している」と｢満足し

ている」を合わせて「満足」とし，「あまり満足してい

ない」と「満足していない」を合わせて「不満」とし

た．

４．２東アジア全体の環境意識比較

自然観に関する項目に対する回答の周辺分布は，図

3のようになっている．まず｢自然に従う」の回答状況

を見ると，韓国の５４％が最も高く，杭州の２６％が最

も低い．韓国に次いで，シンガポールの４８％，台湾の

６０

局、

上海杭州雌明香港台湾シンガネール韓国日本

人間と自然の関係に関する回答の周辺分布
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表１．調査地域別の調査地点数と有効回収標本数

調査地域日本北京上海杭州昆明香港台湾韓国シンガポール

標本抽出地点数８０５０５０５０５０５０１２０１２３

調査年２００２２００２２００２２００２２００２２００３２００３２００３
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有効回収標本数７８７1,0621,053９１１1,0211,057７３２１，００６1,037
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44％，日本の４０％と香港の３５％が並んでいる．ちな

みに，中国本土の平均は３１％で，国･地域別に見た場

合最も低い．「自然を利用｣の割合は国と地域によって

大きな差はなく，３０％～40％の間にある．なお，約半

･世紀にわたった「日本人の国民’性」調査（統計数理研

究所，2004）において，この率はあまり変化していな

いと明らかになったことも興味深いであろう．また，

｢自然を征服｣の割合は日本，韓国，シンガポールがと

もに１０％前後に留まるのに対して，中国本土は２４％，

台湾は１６％，香港は１４％と高い．つまり，中国人は日

本人や韓国人やシンガポール人に比べ，「自然を征服」

を選好する傾向が強い．なお，顕著な男女差は見られ

なかったことは各国･地域に共通する．年齢層別では，

日本，韓国，シンガポールにおいて若年層より中・高

年齢層に「自然に従う」が多い．逆に，中国において

は中・高年齢層より若年層の方には「自然に従う」の
割合が高い．

一方，環境観を問う質問では，中国本土では約８割

の回答者が「環境,保護を経済成長よりも優先」に賛成

し，割合が最も高い（図４)．日本，韓国，シンガポー
ルでもいずれも６割以上であり，香港と台湾ではそれ

ぞれ５１％と４７％となっている．しかし，香港と台湾

においては｢経済成長が最璽優先｣の割合が42％と３６％

で相対的に高い．各国・地域において男女差は見られ

ず，年齢層別では「環境･保護が最優先」を選好する中

高年齢層が多いのは韓国,中国本土と香港であるが,他

の国・地域においては顕著な差は見られない．

図３と図４の周辺分布から分かるように，中国本土

の４都市における各選択肢に対する回答は相対的Iこか
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なり似ている．これを考慮し，以下の分析では中国本

土を一つの地域単位とした．「人間と自然との関係｣と

｢環境保護と経済成長の優先度｣のクロス集計を行った

結果，日本,韓国とシンガポールに共通するのは,４割

以上の回答者が「自然に従う」と「環境保護が最優先」

を選好しているが，中国本土，香港と台湾においてそ

れは３割以下で，やや低い．一方，中国本土と香港で

は「自然を利用」と「環境保護が最優先」を選択した

回答者が最も多く，それぞれ36％と２７％となってい

る．

多重対応分析を用いて得られた各国・地域の環境意

識に関する大局的な相対的位置づけは，図５の通りで

ある．「人間と自然の関係」と「環境保護と経済成長」

に対する態度，そして国・地域が，２次元の平面上で

はっきりと分かれており，国・地域において環境意識

の根底に違いがあることが示唆されている．大局的に

は，「人間と自然の関係」と「環境保護と経済成長」と

の関連性は見られ,６カ国･地域を３つのクラスターに

分けることができる．その結果，日本，韓国とシンガ

ポールは｢自然に従う」を重視するクラスターで，香港

と台湾は「経済成長が最優先」を選好するクラスター

で，中国は「自然を利用」や「自然を征服」に賛成す

ると同時に，「環境保護が最優先」を選好するクラス

ターである．この分析結果は，マクロ分析の立場から，

各国・地域の大局的な位置づけが経済状況と環境質の

現状と深く関連することを示唆している．経済的に発

達している日本，韓国とシンガポールでは経済成長を

重視する一方で,本当の生活質を向上させる要望が｢自

然に従う」に繋がっているであろう．香港と台湾では

｢自然に従う｣が重視されているが，やはり｢経済成長」

を優先する傾向がかなり強い．ところが，中国本土で

は，1950年代から約30年にわたって宣伝されてきた

｢人間が必ず天に勝る」という思想は依然として影響が

あり，「自然を征服｣を支持する傾向が強い一方で，今

直面している大気汚染，水汚染などの環境問題が日常

生活に影響を及ぼしていることによって，人々が「環

境保護」を最重視するようになりつつあると考えられ

る．

４．３．国・地域別の環境意識のパターン分析

各国・地域において，様々な要因が環境意識の形成

に寄与しているが，その働きは必ずしも一致している

とは限らない．それを解き明かすためには，自然観・

環境観と態度的要因，人口統計学的要因との関連づけ

を分析する必要がある．ここでは，人口統計的属性変

数として性別，年齢，学歴，世帯収入，宗教を取り入

れた．なお，世帯収入の基準は，国・地域別に大きく

異なるため，各区分に属する個体数がほぼ均等になる

ように分けた．また，日本と中国では宗教をもつ人々

の率がきわめて少ないことが知られているため，代わ

りに｢宗教心を大切と思うか｣という質問を用いた．こ

れらの外的属性変数と環境意識の関連性について，多

重対応分析によるパターン分類を行った結果，図６の

ような空間的な位置づけを得た．各国・地域の特徴は

次のようにまとめることができる．

4.3.1．中国本土

中国本土における環境意識と属性変数との関連性

は，図６（a）に示されている．中国本土において若年

層，高学歴，高収入層に属する回答者はほぼ１つの団

塊となっていることが大きな特徴である．男性，若年

層，高学歴層，高収入層，宗教心を肯定する回答者は，

｢自然に従う」か「自然を利用」に賛成し，「環境保護

が最優先」を支持する傾向が見られている．これに対

して，女性，高年齢層，低学歴層，低収入層，宗教心

を否定する者には，「自然を征服」と「経済成長が最優

先」を支持する回答者が多い．

4.3.2．香港

図６（b）は，香港における環境意識と属性変数との

空間的な位置づけを示している．香港において，若年

層，中・高学歴層，中・高収入層，宗教心を肯定する

者，いわゆる社会の中間層には，「自然を利用」と「環

境保護が最優先」に賛成する態度が強い．逆に，高年

齢層，低学歴層，低収入層，宗教心を否定する層には，

｢自然を利用」と「経済成長が最優先」と回答する傾向

が強く見られる．一方で，中年齢層，女性は「自然に

従う」を支持している．

4.3.3．台湾

台湾においては，図６（c）のように環境意識と属性

要因との関連性が比較的はっきりと現れている．まず，

中年齢層，中学歴層，中収入層には「自然を利用」と

｢環境保護が最優先」を支持する態度が鮮明に見られ

る．そして，若年層，高学歴層，高収入層，宗教心を

否定する者には，「自然を征服｣と｢経済成長が最優先」

が強く支持されている．また，女性，高年齢層，低学

歴層,低収入層,宗教心を肯定する者は,「自然に従う」

に賛成する傾向が見られる．

4.3.4．シンガポール

シンガポールの状況は図６(d)のようである．シン
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ガポールにおいて，男性，中年齢層，中学歴層，中収

入層という中間層には「自然を利用」と「経済成長が

最優先」に賛成する傾向があるが，低年齢層，高学歴

層,高収入層および宗教心を否定する回答者は，「環境

保護が最優先｣を支持する態度が強い．一方，女性，高

年齢層，低学歴層，低収入層，宗教心を否定する者は，

「自然に従う」に賛成する特徴が見られる．なお，「自

然を征服」に賛成する層は特定できない．

4.3.5．韓国

図６（e）で示している韓国における環境意識に関す

る要因分析の結果では，韓国において女性，宗教心を

肯定する回答者は「自然に従う」に賛成する傾向が強

く見られる．一方で，「環境保護が最優先｣という意見

が若年層，高学歴層，高収入層には強く，宗教心を否

定する中間層には｢自然を利用｣が支持されている．と

ころが，「自然を征服」と「経済成長が最優先」に賛成

する回答者については，特定の層に偏る傾向が見られ

ない．

4.3.6．日本

日本における環境意識と属性変数とのパターン分類

結果は，図６(f)のようになっている．日本において，

低収入層には「自然を征服｣，「経済成長が最優先」を

支持する傾向が見られるが，高年齢層，低学歴，低収

入層，宗教心を肯定する回答者には「自然に従う」を

支持し，自然をあがめ尊ぶ特徴が現れている.一方,若

年層，宗教心を否定する回答者は｢自然を利用｣，中年

齢層，高学歴層，中・高収入層に属する回答者は「環

境保護が最優先」に賛成する態度が比較的強い．全体

的に，日本において年齢，学歴，世帯収入といった属

性は人々の自然観・環境観に大きな影響を与えている

可能性が明らかになった．これは日本における環境質

の歴史的経緯，現状を反映していると言えよう．

以上のように，実際の調査データに基づき，国・地

域ごとの環境意識分析を行うことによって，各国・地

域別の環境意識の構造を明らかにし，地理的，文化的

および社会的要因と環境意識との関連を浮き彫りにす

ることができた．ここでは，一般市民の環境意識を象

徴する調査データだけに限定して示したが，これによ

り東アジアにおける環境意識の特徴について，次のよ

うなことが明らかになった．

第一に，中国本土，香港，台湾，シンガポール，韓

国，日本に共通して，高年齢層，低学歴層，低収入層

は，一つの団塊として「自然を征服」を支持する傾向

があり，それらのうち，シンガポール以外の国・地域

においては「経済成長が最優先」に賛成することも共

通している．なお，中国本土以外のところでは，女性

は｢自然に従う｣を比較的選好することが明らかになっ
た．この中国の特徴は同国における男女の社会的役割

が他の国・地域と違っていることを示唆しているので

あろうか．

第二に，香港，シンガポール，韓国，日本において，

若・中年齢層，中・高学歴層，中・高収入層には「自

然を利用」と「環境保護が最優先」に賛成する意識が

比較的強いが，中国本土では若年層，高学歴層，高収

入層，そして台湾では若・中年齢層，中学歴層，中収

入層だけに以上のような傾向が見られる．

第三に，中国本土，台湾，日本，韓国では，宗教心

を肯定する回答者は，「自然に従う」に賛成する傾向が

強く現れたが，香港とシンガポールではそのような傾

向が見られない．これは，自然観はとりわけ国・地域

の宗教信仰の違いとの関連を示唆しているのではない

かと考えられる．

第四に，台湾，シンガポール，韓国，日本に共通す

るのは，女性の「宗教心を大切」とする傾向が男性よ

り強いことであるが，中国本土と香港では，逆に男性

にその傾向が強いと言える．

以上のように，国・地域における環境意識と属性変

数との関連をパターン分類によって分析した結果，回

答者の人口統計学的要因が環境意識に影響する働きの

方向性が明らかになった．しかし，態度的変数を含め，

歴史的，社会的，文化的要因などのそれぞれがどの程

度人々の環境意識に影響しているかを解明すること

は，今後の課題である．

４．４．国・地域別の環境意識の要因分析

自然観と環境観に対する諸要因の影響を検討するた

めに，態度的変数と属性変数の有意性について考察し

た．なお，分析では要因として性別，年齢，学歴，世

帯収入，宗教心といった属性変数の他，態度的変数と

して健康満足度，生活満足度，信頼感，科学技術観を

取り上げた.分析方法としては,以上の変数と自然観・

環境観との関連をロジスティック回帰分析により検証

することにした．表２は，自然観ならびに環境観に関

する各要因の有意性(有意水準は５％）をそれぞれ示し

ている．

自然観については，人間と自然の関係に影響する要

因として取り上げた５つの属性変数のうち，国・地域
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表2．ロジステイック回帰分析による各要因と自然観・環境観との関連
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○
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によって異なるが，有意と判断される変数は学歴，世

帯収入と宗教心のみであった.態度的要因に関しては，

５つのすべての変数について少なくとも１つの国・地

域で有意と判断された．国･地域別に見ると，まず，中

国本土では世帯収入(高収入層)，宗教(大切である)，

健康満足度（不満）が「自然に従う」に関連の強い要

因として抽出された．次いで，香港では属性変数によ

る影響は見られず，信頼感（信頼）と科学技術観（不

信)が有意であった．そして，台湾では学歴(低)，科

学技術観（信頼）が強い要因となっている．また，シ

ンガポールでは世帯収入(低収入層)，宗教(大切であ

る）とともに，信頼感（信頼）が有意さを示した．さ

らに，韓国では学歴(低学歴)，宗教信仰(大切である)，

信頼感（信頼）が重要な要因であった．日本に有意と

判断された変数はなかった．中国本土，シンガポール，

韓国に共通する要因は宗教心で,香港，シンガポール，

韓国に共通する要因は信頼感である．

一方，環境保護と経済成長の優先度については，年

齢と世帯収入を除いて他の７つの変数について有意と

判断された国･地域がある．中国本土では，「環境保護

が優先されるべき」に関係の強い要因として学歴(中・

高学歴)，信頼感(信頼)，科学技術観(信頼)，健康満

足度(満足)が抽出された．次に，台湾では宗教心(大

切である）だけが有意であった．香港ではそれに年齢

(若年層)，学歴（中・高学歴）が加わった．また，韓

国では年齢（若年層）と宗教心（大切である）に健康

満足度（満足）が加わった．一方，シンガポールと日

本に共通して有意となった属‘性変数は全くなく，シン

ガポールでは生活満足度(満足)，日本では健康満足度

(満足）と科学技術観（信頼）が有意であった．

言うまでもなく，ロジスティック回帰分析の結果は

自然観と環境観に対して各要因がどれほど影響するか

を示すが，回答のパターン分類を目指した多重対応分

析による結果とは必ずしも一致していると言えない．

しかし，両者を総合してみると，環境意識に関連する

要因とその影響度を明らかにすることができる.特に，

5位
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人々の環境意識は回答者が直面する環境問題の深刻

さ，人々の感性・価値観，情報量などに基づいて総合

的に判断したものであるので，データを中心に探索的

にその本質を究明することが重要である．このような

意味で，環境意識の構造分析にあたって，ここで取り

上げた以外の要因による影響をさらに分析することが

不可欠と思えるが，それも今後の課題である．

５．結びにかえて

経済利益のみを優先させてきた時代のこれまでの環

境対応の限界が明らかになった今日では，異なる国・

地域における環境意識と環境配慮行動との因果関係を

解明することが重要となっている．特に，広域環境問

題への対応にあたって，国・地域における文化的，政

治的，経済的多様性を正視し，環境問題の根本的な解

決に寄与する理論と方法を具体的に示すことが大切で

ある．本論文では，環境意識の概念的枠組，環境意識

と環境配慮行動の関係を議論した上で，東アジアにお

ける自然観・環境観に関する国・地域の特徴，人口統

計学的要因と態度的要因による影響について分析して

きた．

まず，マクロ分析の立場から各国・地域の大局的な

位置づけが経済状況と環境質の現状と深く関連するこ

とを明らかにした．経済的に発達している日本,韓国，

シンガポールでは経済成長を最優先させる一方で，生

活の質の向上を追求する社会的な要望は｢自然に従う」

という意識への転向を促してきているようである．こ

れに対して，産業活動が比較的進んでいる香港と台湾

では「自然に従う」が重視されているが，環境保護に

比べ，「経済成長｣を優先する傾向が強いことがわかっ

た.他方,高度経済成長が続いている中国本土では,近

代的な「人間が必ず天に勝る」という思想は依然とし

て影響があるようで，「自然を征服｣を支持する傾向が

強いが，当該の調査地域で直面している厳しい環境問

題が日常生活まで影響を及ぼしていることも事実であ

る．両者の相乗作用によって，今後人々が｢環境保護」

を重視するようになりつつあると推察される．

また，国･地域別の環境意識の特徴を分析した結果，

東アジア全般において，性別を問わずに高年齢層，低

学歴層，低収入層は１つの団塊となって｢自然を征服」

を支持する一貫した傾向が見られる．しかし，自然観

は国・地域の宗教信仰の違いによっても影響があるよ

うである．他の項目に対する態度には，各国・地域に

よって異なる傾向を呈している．

一方,自然観については,中国本土では世帯収入,宗

教，健康満足度と「自然に従う」態度に強く関連して

いるが,香港では信頼感と科学技術観の影響が大きく，

台湾では学歴，科学技術観の影響が強い．また，シン

ガポールでは世帯収入，宗教と信頼感が挙げられてお

り，韓国では学歴，宗教信仰と信頼感が有意となって

いる．これに対して，環境保護と経済成長の優先度に

ついては，中国本土では学歴,信頼感,科学技術観,健

康満足度が抽出されたが，台湾では宗教，香港では宗

教と年齢，学歴，韓国では年齢，宗教と健康満足度が

重要である．シンガポールでは生活満足度，日本では

健康満足度と科学技術観が有意となった.つまり，国・

地域によって，自然観に影響する要因が異なる様相を

呈している．これらのことが，今後の環境意識分析の

手がかりとなることを期待する．

本論文では，人々の環境意識が時空間的にどう変わ

るか，そして環境配慮行動にどのように影響するかを

解明するために，提案した環境意識の概念的枠組に

則って収集した調査データに基づき，環境意識を総合

的に測るための尺度の開発の方法論を示した．環境意

識は人々が直面する環境状況，生活水準，把握してい

る情報などによって変わるので，環境意識の感度につ

いて探っていくことが今後の重要な課題である．
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分析に用いた質問項目

<自然観＞

自然と人間との関係について，つぎのような意見が

あります.あなたがこのうち真実に近い(ほんとうのこ

とに近い)と思うものを，１つだけ選んでください．

ｌ人間が幸福になるためには,自然に従わなければ

ならない．

２人間が幸福になるためには,自然を利用しなけれ

ばならない．

３人間が幸福になるためには,自然を征服していか

なければならない．

<環境観＞

環境保護と経済成長の議論において２つの意見がよ

く出されます．どちらがあなたの考えに近いですか．
(一つ選択）

１たとえ経済成長が低下して失業がある程度増え

ても，環境保護が優先されるべきだ

２環境がある程度悪化しても,経済成長と雇用の創

出が最優先されるべきだ

く健康満足度＞

あなたと同じ年の人と比べて，あなたの健康状態は

いかがですか．

ｌ非常に満足している

２満足している

３あまり満足していない

４満足していない

<生活満足度＞

あなたの生活についておききします．ひとくちに

いってあなたは今の生活に満足していますか，それと

も不満がありますか．

ｌ満足

２やや満足

３どちらともいえない

４やや不満

５不満

<信頼感＞

問１たいていの人は，他人の役にたとうとしている

と思いますか．それとも自分のことだけ考えて

いると思いますか．

１他人の役にたとうとしている

２自分のことだけ考えている

問２たいていの人は信頼できると思いますか．それ

とも．常に用心した方がよいと思いますか．

１信頼できると思う

２常に用心した方がよい

<科学技術観＞

あなたは，次にあげる組織や制度，事がらをどの程

度信頼しますか.｢非常に信頼する｣｢やや信頼する｣｢あ

まり信頼しない」「全く信頼しない｣のいずれかでお答

え下さい．

ｊ科学技術

<宗教観＞

それでは，いままでの宗教にはかかわりなく，「宗教

的な心」というものを，大切だと思いますか．それと

も大切だとは思いませんか．

１大切

２大切でない
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｢信の崩壊」

一世論調査方法論の今日の課題一

吉野諒

TimeofReconstructionofTrust

RyozoYosHlNo

参考

展望４－

ThispaperisdedicatedtothelateProfessorKinjiMizunoinmemoryofhisgreatcontribu‐

tiontoBehaviormetricsandtheBehaviormetricSocietyofJapan．Ｉnreviewingseveralrecent

issuesonsurveyresearchinwhichProfessorMizunowasalsoverymuchinvolved，Iconsider

possiblefuturedevelopmentsinthisareaTheissuescoverthefieldsofpublicopinionsurvey，
electionforecast,Japanesenationalcharactersurveyandcross-nationalcomparativesurveyby
thelnstituteofStatisticalMathematics,aswellastheirmethodologies、Finally,theideaof“the
AdvancedInstituteofHumanandSocialSciences'',anideaconceivedbyProfessorMizunoand
hisassociates,isalsobrieflymentioned、Ihopethatthiswillremindourreadersoftheoriginal
conceptofBehaviormetricsasitappearedintheｌ９７０ｓａｎｄｗｉｌｌｌｅａｄｕｓｔｏｔｈｅｆｕｒｔｈｅｒdevelop‐
mentofourresearch．

本論文は，「行動計量学」という学問と，「行動計量

学会」という組織に長年に亘り貢献し，大きな足跡を

残した水野欽司氏の業績を称え,氏の業績に関連し,特

に社会調査研究の今日の課題について触れるものであ

る．通常の学術論文とは異なった文調となろうが，氏

への想いと，調査研究の現状への思いとが重なった複

雑な心持ちを，敢えてそのまま記すことにした．

１．日本の標本調査研究

水野氏の経歴については，おそらく，本特集号の編

者である岩坪氏が詳説するであろうが，統計数理研究

所に1975年から1991年にわたり在職され，その後に

大学入試センターへ移動される前は，研究所の四つの

系のうちの一つである調査実験解析研究系の系長を勤

統計数理研究所

〒lO6-8569東京都港区南麻布4-6-7
ThelnstituteofStatisticalMathematics

4-6-7Minami-Azabu,Ｍｉ】1ato-ku,Tokyo,JAPAN
lO6-8569

e-mail：yoshino＠ism､ac､jｐ

められた．私が入所する以前は，所員の中で心理学出

身者は水野氏，一人であった．統計数理研究所が1953

年から継続している「日本人の国民性」調査の第８回

(1988年)は，水野氏が指揮をして，文部省の財政的支

援のもとで全国の大学の教官や学生の方々のネット

ワークの協力を得て，遂行されたものであった（水野

他，1992)．後から考えると，当時，氏は徐々 に病が進

んでいる中，奮闘し，この大規模調査の成功を期した

のかと想像する．第９回目（1993年）からは，調査回

収率の悪化などを考慮して，調査の実施が民間の調査

会社への委託の形となってしまったことを思うと，標

本調査理論の前提を翻すような調査環境の悪化の中

で，最大の努力をして日本各地の大学へと足を運んで

いた水野氏の姿が想像される．（私は,1988年に米国か

ら帰国し，統計数理研究所には翌年４月に入所したの

で，当時の事柄は，先輩諸氏からのお話から想像する

しかない.）

戦後の日本の調査研究の萌芽には，少なくとも２つ

の契機があった．１つは，戦後,米軍の占領下で日本語

(漢字）教育への疑問から「日本語のローマ字化」の議

論が生じたが，１９４８年にＧＨＱ内のＣＩＥ（民間情報教

56石



1998年調査での調査

不能の理由の内訳

(％）
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育局)の指導の下で遂行された｢読み書き能力調査｣(石

黒他，1951）において，「標本調査法の理論｣が実践的

に展開され，その結果，日本人の読み書き能力はそれ

程低くはないことが判明し,ローマ字化が阻止された．

この時，文部省のもとで，教育研修所，統計数理研究

所などが戦後の日本の学際的共同研究の先駆を展開し

たのであった．また，もう一つには，民主主義発展の

基礎として「世論調査」を展開させることが各新聞社

にＣＩＥから下された使命となり，統計数理研究所の支

援を得て，発展してきたのであった．

これらの研究の流れが，統計数理研究所の「日本人

の国民性調査」（1953年～現在)に繋がり，継続した時

系列変化の調査研究となったのである．この背景には，

米国社会学会において戦中・戦後に，特に米国の交戦

国となった国々の「国民性」研究が盛んであったこと

も何らかの影響を与えているかもしれない（Inkeles，

1997；吉野諒三，2000)．いずれにせよ，昭和20年代

は調査研究が華々しく展開され，理論的にも実践的に

も，世界の先駆となる独創が生み出されていったので

ある(日本統計学会，1982)．数量化理論などの統計手

法も，この流れの中で現実の世界の問題解決のために

生まれたのであった．なお，「数量化理論｣については

水野（1996,ｐ､111）氏が指摘しているように，これは

思想や哲学の立場に近く，決してデータへの数式の当

てはめモデルのようなものではない.（この辺の事情や

批判については日本統計学会[1982]，吉野[2000]，林

[1990,2001]等を参照のこと.）さらに言えば，戦後か

ら今日まで発展的に登場してきた,昭和20～30年代の

｢統計数理｣，その後の「数量化｣，昭和40年代後半か

らの「行動計量｣，最近の「データの科学」という統計

の哲学は，すべて現実の世界の課題を解決する実践の

中で生まれてきたものである．この点を忘れた統計学

は凋落の一途を辿るしかない（Ｃｆ､木下，1992；吉村，

1990)．

しかし，この「日本人の国民性」調査における回収

率(表1)の変化でも分かるように，一般に近年著しい

回収率の低下が見られ，都市部では1980年代に既に

50％を割っていると言われている．通常は標本調査理

論の実践上,100％の回収率が得られないまでも，７０％

程度以上の回収率を得ることが，母集団についての推

測を成立させるための要件の目途となっている．これ

は，「回収された集団」と「回収されなかった集団」の

中での意見の比率が，例えば，それぞれ実際はYes：

ＮＣが52:48％と４８％：52％と逆であっても，回収さ

れた標本からの推定の結果(Yes＞ＮＣ)が現実(Yes＝

0.52×0.7＋0.48×0.3＝50.8％＞ＮＣ＝49.2％）とは逆転

しない程度の回収率の下限に近いからである.(参考ま

でに述べると，計画サンプル数が3,000人の場合,サン

プル誤差は最大で±1.8％程度［単純無作為抽出で

95％の信頼区間]である.）しかし，第８回（1988年）

調査では回収率は全国平均で60％程度に落ちてし

まったのであった．

調査の初期(1953年，1958年)の頃は，都市部の方

が地方よりも回収率が高かったが，近年は，治安やプ

ライバシー保護の意識から都市・大都市の面接調査に

おける回収率は著しく低くなっている（表２は，全国

集計における調査不能の理由を示している.)．

調査不能率の変化

この数十年に回収率の顕著な低下が見られる．

(注.第１～８回までは全国の大学の協力による

調査だが，９回目以降は民間の調査会社によ

る.）
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をする傾向があることなどを見出している．

翻訳の問題では,我々 はback-translationという技

法を用いて,翻訳の揺らぎと回答の差を調べている.例

えば，本来が日本語の質問文をあるバイリンガルに外

国語に訳させ，それをまた別のバイリンガルに日本語

へ訳し返させ（Ａ)，もとの日本文（Ｂ）と比較検討す

るのである．場合によっては，微妙な表現の差違が調

査の現場でどのような効果を持つか分からないので，

統計的には同一と想定される２つのサンプル集団に，

それぞれＡとＢの質問票を施し，回答分布を比較す

ることになる（但し，ＡとＢは表現が全く同じ項目も

多く含む)．日本Ａ（翻訳調）と日本Ｂ（本来の日本語

らしい表現）との比較実験調査の結果として，表現が

多少違うだけでも，１０～15％程度の回答分布の差が生

じることもあることを確認している．このように言語

の表現の微妙な違いでも影響が出るので，国際比較

データでは，各国の回答差があったとしても，それが

本質的な差か，狭義の翻訳の表現や各国民の一般的回

答傾向の差によるものか，判断は難しい．また，バイ

リンガル比較研究では，日英のバイリンガルの人は英

語で回答した方が，日本語で回答する場合よりも，

２．「国民』性」の国際比較調査

先述の調査研究は，１９７１年のハワイ日系人調査を始

めとする「意識の国際比較調査」へと拡大されてきた．

我々の国際比較では，類似の側面と非類似の側面をも

つ２カ国（集団）を比較の環と考え，この比較の連鎖

の環を拡大していきよりグローバルな比較を可能にし

ようとするものであり，これを文化の連鎖的比較方法

論（culturallinkanalysis,ＣＬＡと略す）と称してい

る．しかし，この研究においては何よりもまず，「国際

比較可能性｣が探究されなければならない.複数の国々

の比較調査では，用いる言語やサンプリング法，調査

方法の詳細が異なることが避けられず，これらの条件

の違いの下での計量的な｢比較可能性｣，あるいはそも

そも「比較」するということの意味を慎重に吟味しな

ければならない．

まず，我々は，個々の質問項目の回答分布の大小比

較以前の問題として,各国民の一般的回答傾向の差,例

えば日本人は極端な回答を避け,中間的回答が多く，フ

ランス人はどのような質問にも否定的，消極的な回答

●"●

綱
葛
国

Ａ調査

図１．Ａ,Ｂ調査で質問文の表現が異なるものの回答
日本調査ＡとＢでは，ほとんど同じ質問文
を用いているが，国際比較用の翻訳調の表現
を用いる調査Ａと，本来の日本語らしい表現
を用いる調査Ｂでは，質問の主旨が同じだが
表現がわずかに異なる質問があり，それらに
対する回答は，図２の場合に比べて，回答肢
の選択率にばらつき（差異）が出るのが確認
された。

絹
穂
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Ａ調査

図２． Ａ,Ｂ調査同一質問文の回答

同質と想定される２つのサンプルに，全く同
じ質問文を適用した場合の回答は，基本的に
標本誤差を示すものであり，概してばらつき
は小さく，即ち，回答の一致の程度は,図１に
比べて高い。
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Yes/ＮＣを明確にする傾向があること等も確認してい
る（林，鈴木，1997)．

さらに,サンプリング法の違いの問題については,各
国ではランダム・サンプリング，ランダム・ルート・

サンプリング（各地点で道を無作為抽出し，その道に
沿って回答者を求めて歩く)，クォータ･サンプリング

(地点は無作為抽出だが，各地点で人は割り当て抽出）
等，各々 の伝統的な標本抽出法が用いられている．日
本のように比較的理想的なランダムサンプリングをす

るための住民登録や選挙人の名簿がない状況では，統
計的に理想的なランダムサンプリングができないのは

やむを得ないのである．また，適切な母集団のリスト

からのランダム・サンプルではあるが，我々のブラジ

ル日系人調査（山本他，1992）においては，サンプル

の居住地が陸の孤島のように広大な大陸に散在してい

ると，地点抽出のレベルで，ある種のバイアスが避け

られず,ウェイトをかけた補正を考えることもあった．

しかし，もとの統計データという現実に比べて，ウェ

イト補正した，いわば虚構のデータは，単純統計レベ

ルでは尤もらしくとも，クロス集計や多変量解析にお

いて（ウェイトの付いた分散が）どのような不合理を

もたらすかは必ずしも判然としない．このウェイト補
正は，米国のギャラップでも回収率低下の解決策(？）

として，調査することができた回答者の「調査日を含
む，前３日間の在宅時間」をも調べ，在宅率に関して
ウェイト補正することが行われているようである．こ
の場合，大概は，ウェイト補正したデータと補正しな

いデータとの分布の差はそれほど大きくはないが，現
実に老若（在宅率の差が大）で意見の差が大きい項目

では，これらの差も大きくなるといわれている(鈴木，
1996)．

このようにサンプリング法や言語に関連する差違の

ある条件下で，各国の回答分布の数値を比較すること
にどの程度の意味があるのであろうか？

質問文の表現の差についての比較調査（日本Ａ,Ｂ）
で見られたように，各項目毎に分布を比較すると多少

の表現の差でも標本誤差以上の差を生じる（図１と

2)．しかし，単一項目の回答分布の比較ではなく，複

数の項目群について複数の国々（地域）の回答分布の

全体的なパターン分析をしてみると，多少の質問項目

4８

ＪＰ酉Ａ：日本(国際比較用）
ＪＰ－Ｂ：日本

ＧＥＲ：ドイツ

ＦＲＮ：フランス

ＥＮＧ：イギリス
ＵＳＡ：アメリカ

ＩＴＡ：イタリア
ＨＯＬ:オランダ

Ｈ－ＪＡ：ハワイ日系人
Ｈ－ＮＪ：ハワイ非日系人
ＪＢＳ：ブラジル日系人
ＪＢＷ:ブラジル日系(ウェ
５ イト付）

各国の相互パターンを分析するために，全共通質問項目に数量化III類を適用すると全体の中での各
国の位置づけが明確なパターンとなって浮き上がってくる。この中では，日本ＡとＢの翻訳表現の差
の影響は，ほとんど無視できるのが分かる。

図３．
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有効回答者数

拒否

転居

不在

家族に会えたが本人とは接触できな
かったり，回答者の家は特定できたが
本人とは接触できなかったケース

協力の約束を果たさなかった者

英語が分からぬ者

病気・入院中の者

身体が不自由のため調査不能の者

物故者

居住地に立ち入れないための接触不能

転居され住居自体が廃嘘，崩壊のケー
ス

ー時的に別の地域に居住している者

指定調査地域の境界外に居住していた
者

吉野：「信の崩壊」

抽出法によらない）構造を見出すこともできるのであ

る．

また，吉野諒三（1992a,1994）やYoshino（1992)，

Yoshino＆Ｋｈｏｒ（1995）のSuper-Cultureモデルの

ように，回答分布の詳細な数値を用いない（各国の各

項目のモード（最頻値）・カテゴリーのみを入力データ

とする)いわば,粗い多次元表示でも，安定したパター

ンが得られている．再び繰り返すが，このような意味

で，適度に敏感でかつ鈍感な尺度の構成が重要である

ことが認識される．

先に，「日本人の国民性｣調査について回収率の低下

を指摘したが，この傾向は世界の各国で一般に見られ

る(最近のハワイ住民調査については，表３参照）（吉

野他，2000；吉野他，2001）のだが，単一の項目では

なく項目群に対しての適切な尺度の構成や適用で，こ

れを解決できる場合もあることを例示した.そして,そ

れに基づいて安定したパターンを確認した上で，再び

単一項目の回答分布の比較へ戻って検討する手続きも

あり得るだろう（Yamaoka＆Yoshino’2000)．

表３．ハワイ・ホノルル住民調査回収率と回収状況

21.3

13.3

26.2

０．２

７．４

注）寧日系人のみの調査

２
１
４
７
９
８
４

３
３
２
１
６
４

計画サンプル数 2,101名％

３．選挙予測の光と影

３．１選挙予測一世論調査の花一

先述のように統計的標本調査理論は世論調査の礎と

なったが，これは特に選挙の予測システムの発展へも

繋がった．1960年代より，大きな選挙の度にマスコミ

各社の予測データ（議席数）が示され，特にＴＶの普

及とともに華々しく宣伝され，かなりの成功を収めて

いった．しかながら，前々回（1998年７月）の参議院

選挙以来，この成功は鳴りをひそめ，むしろ各社は自

らの完敗を強く認識している（日本世論調査協会

2001；輿論科学協会，2001)．

これには多くの理由が挙げられようが，特に小選挙

区制が導入され，調査すべき選挙区数，即ち調査すべ

き対象が増えたことが指摘される．このため，コスト

などを考慮すると面接調査は難しく，電話調査へ移行

せざるを得なくなってしまったのであった;(電話調査

にしても，例えば衆議院選挙でＡ新聞社は全国各所で

の調査に５億円程度の費用を当てている.）しかも，電

話調査の実践には幾通りかの標本抽出法があり，どの

方法がどの程度の精度を持っているのかも厳密には判

明していない．それまでも，面接調査と電話調査の比

較研究も見られている（林，田中，1995）が，十分な

ノウハウが蓄積しないうちに，電話調査へ移行せざる

4９
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１
１
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の表現の差やサンプリング法,ウェイトの有無などは，

全体のパターンの中では無視できる程度のものとな

る．例えば，図３で見られるように，意識の国際比較

調査データ（日欧米の７ヶ国，ハワイ日系･非日系人，

日本ＡとＢ，ブラジル日系人[地点サンプル補正ウェ

イト付と,補正なし]に数量化III類を適用すると,米・

英，伊・仏の類似性など，了解できる安定なパターン

が得られ，日本ＡとＢの差違や，ウェイト補正の有無

による差違は全体のパターンの中ではわずかなものと

見なせる．このパターンは項目を多少入れ換えても安

定していることが多い（吉野，1995）（cfGuttmanの

FacetTheory［Levy,1994,ｐ９]．つまり，適度に敏

感で，かつ適度に鈍感な「尺度」の構築によって安定

な（項目の微妙な表現の差や，無作為である限り標本

0.7

0.2
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調査年 サンプル数 完了数*事（％）

1971

1978

1983

1988

2000

594

1205

1312

1163

2101

215

＊

＊

434（73％）

751（62％）

807（62％）

499（43％）

449（21％）

5１（24％）
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を得なかった事態の中で，調査結果を解読して予測す

る際に，それまでの面接調査でのノウハウがどこまで

適用できるか不確実なこともあり，十分な予測力を持

つことができなかったのが失敗につながったといわれ

ている．

しかし，本当にそれだけなのであったのだろうか？

３．２選挙システムの内実

林(林，高倉，1964)が選挙予測の創草期に示し，ま

た西平（輿論科学協会，2000）が最近も指摘している

ように，実は，（単発の)世論調査データのみから選挙

結果予測するのは，理論によって保証されてはいない

ことに注意しよう．各社の調査は，各選挙区でせいぜ

い500名程度のランダム･サンプルを採るのであり,仮

に理想的な単純ランダムとしても標本誤差が最大

±4.5％程度,さらに経験的に非標本誤差がこれと同程

度と思われ(林，1984)，結局±10％弱以上もの大きな

誤差のある推定値から，当選者を推定しようとしてい

るのである．

それでは，これまで何故，選挙予測は当たっていた

か？．

一つには，いわゆる「55年体制」が長く続く中では

実質上，無風選挙区や抜群の人気者が立候補している

選挙区も多く，安定した傾向が読める場合が多かった

ことがある．（但し，林［日本統計学会，1982]では詳

細な部分では予測ははずれていたが，与党議席数など

衆人が注目していた部分が当たり，予測全般が評価さ

れていたという指摘もある.）また,もう一つには,デー

タを解読する際に，標本からの推定値そのものではな

く，投票前の数週間前から数日前までの変動傾向を見

て，予測していたことがある．つまり，「調査｣と，そ

れに基づく「予測｣を分けて考えていたことにある．こ

の調査データと予測を結びつけるノウハウは，マスコ

ミ各社の財産であり秘匿されていることが多い．そし

て，これまでの「調査」での傾向は，投票日まで比較

的安定したものであったと思われる．西平（興論科学

協会,2001,Ｐ,23)は票読みのノウハウを定性的にまと

めているが，増加している（支持率等）場合は多めに

読み，逆は少なめにというように，力動的変化を読み

こんだ予測を行なっているのが分かる．

しかし，最近の選挙では過半数を占める｢無党派層」

の動向が,投票の直前でも把めず,投票日の一週間前，

２日前と前日との比較調査でもかなりの変動を示して

いるのである．このような状況下で，より的確に力動

的変化を把むのに有用な統計的予測の理論はあり得る

のであろうか，またあるとすればそれはどのようなも

のであろうか．

4．社会のダイナミズムを解読する｢データの科学｣へ

４．１「信」の崩壊

新世紀を迎えた今日，世界中で伝統的な社会システ

ムが崩壊し，日本も近未来の高度情報化社会へ突入し

つつあるようである．この変化は，就労のあり方を必

然的に変え，職場での人間関係，それを支える家庭に

おける人間関係，教育のあり方にも大きな変化を与え

つつある．この変化の途上で，家庭の崩壊，教育現場

での学級崩壊，政治では無党派層の大幅な増大に見ら

れる既存の政党への不信感の表明など，広義の「信の

崩壊」の時代となっている．

しかし，これは必ずしも悲観的な事態というわけで

はない．ＮＰＯやボランティア活動の隆盛は，むしろ，

これまでに見られなかった程である．個のレベルの信

頼感までもが喪失されたわけではなく，少なくとも日

本では伝統的な社会的信頼感が現在の社会システムで

機能不全となっている分，そのエネルギーが個のレベ

ルの自発的集合の中で積極的に発揮されているのであ

ろう．このような状態は産業革命の初期に見られたの

と同様に，過渡期の混乱であり，新たな社会システム

が確立されるとともにこの混乱も収まり，新たな時代

の信のあり方が確立されるのであろう．

この伝統的社会システムの崩壊が，社会や日常生活

の様々な面で混乱を生じている．これは社会調査のプ

ロセスにも大きな影響を与えている．社会調査は「研

究者」という人間が，「調査員」という人間を用いて，

｢回答者」という人間の集団を探ろうとするのである．

治安が保証されない世の中では，調査する側とされる

側の不信感が調査を妨げる．プライバシー保護の不安

もあろう．選挙の有権者は，既成の政党システムに不

信を持ち，「無党派層｣を形成する．これは，政治に無

関心である人々とは異なり，政治に強い関心を持って

いるが,与野党を問わず,既成の政党を支持しない人々

の無組織の集団である．

また，職業体系，就労意識が変化を生じ，大学を出

ても就職できるとは限らないし，大会社に就職できて

もリストラがあったり,潰れたりするのは稀ではない．

雇用者側から見ても，期待をかけて若者達を雇用して

も，すぐに退職していく者も増えた．雇用者側と被雇
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用者側との間が不安定な関係となり，高学歴層の人々

の間でも終身雇用体制は既に崩壊し，日本人の労働意

識や倫理も，1980年代以前に欧米の企業家が羨んでい

た雰囲気からはかけ離れつつある．社会調査の現場で

も信頼できる「調査員」の確保は難しくなって，調査

データの収集の段階で，十分な仕事ができてはいない

ことはあり得よう．このような社会状況で,現在の｢調

査」（回収データの数値だけでなく，調査遂行のすべて

の段階の情況）は失敗どころか，むしろ現実の混乱を

忠実に映しているように思われる．

しかし，従来の「標本調査理論」を越えて，今日の

ように混乱している状況の中でも通用する，選挙予測

のような予測のための理論的枠組を構築できないので

あろうか？そのようなものができるとすれば，それ

は必ずしも母集団からの無作為抽出のような「統計的

バイアスのない代表性」が必ずしも保証されていない

断片的なデータから力動的変化の情報を解読して，全

体像を推定する理論や方法論となるのであろう（Ｃｆ林

[日本統計学会，1982]；竹内，1995)．そのような理論

の構築が，今日の統計学の緊急の課題の一つとしてあ

げられる．

４．２「ビー玉のサンプリング｣から，「集団のダイナ

ミズムを読む調査」へ

上記のように，混乱した社会状況の中で,断片的で，

バイアスのあるデータから，少しでも確実な情報を読

み取るための実践的理論を構築するための試行錯誤が

必要である．

従来の標本抽出の考えは，例えば，色々なビー玉が

入った壷の中から無作為に取り出したサンプルから壷

全体のビー玉の色の割合を推定するという考えであっ

た．しかし，人間はビー玉ではない．集合すると，そ

こに全体として力動的な一貫した（coherentな）構造

が現出することがある（cfLangton,1989)．その力動

的構造が掴めれば，たとえ断片的でバイアスのかかっ

た，多少は質の劣るデータでも，全体の流れを予測す

る補助情報となることもあるのではないか．低い回収

率の調査で回収されたデータには,不完全であっても，

それでもなお回収されなかったデータの情報の影も投

げかけられているのではないであろうか？

これを念頭に入れて，以下に試論をスケッチしてみ

よう．

４．３試論（パネル調査への期待）

政党の支持率などの変化を，トレンド調査で調べる

のはこれまでもよくみられた．しかし，さらに，変化

速度や集団内部の変化等の詳細なダイナミズムをみる

ためにはパネル調査が必要である.パネル調査では,一

度抽出されたサンプルを固定して，同一質問の調査を

ある一定の期間をおいて幾度か行うので，個人の意見

の変化が分かるのである．過去の実験的パネル調査で

は，国民性に関する意識など短期間では意見が変化し

そうにない項目についても，特定の社会的事件がなく

とも個人のレベルでは回答は30-50％も変化すること

があるが，一方で，総体では数％程度(標本誤差程度）

の差しか生じずに，安定していることが知られている

（日本統計学会，1981；Yoshino,１９９８；吉野，2002)．

パネル調査の問題点は，１つには繰返しの数（ｗａｖｅ

数）が多くなると（現実の調査では回収率が100％と

いうわけにはいかないので),初回のサンプルに比べて

回収率が急減することである.１回毎では,たとえ７０％

の回収率であったとしても，３回目には初回のサンプ

ルの５０％を割ることになる．また，コストなども考慮

すると，パネル調査はあまり多くは見られない．ここ

では朝日新聞が発表している.朝日モニター調査(2000

年１０月２４日の紙上発表）のデータを利用して，試論

を展開しよう．なお，一部，詳細な数字は未掲載なの

で，以下は試論的概算であり，解釈も飽くまで限定さ

れた情報の下でのものであり，決定的な判断は政治の

総合的な情報が必要であることに注意する．

例えば，2000年の５月から１０月の内閣(森政権)支

持率の変化は，遷移行列Ｑを用いて次の様に現わす．

１０月の内閣支持（Yesの率，ＮＣの率）

＝５月の支持（Yesの率，ＮＣの率）・遷移行列Ｑ

(3州65昨(州Ⅷ(剛:::差）
ここでＱ＝(9な）は前回にカテゴリー/選んだ回答者

のうち，今回はカテゴリノを選んだ者の率を表す．但

し，ＹｅｓとＮＣを各々カテゴリー1,2とする．（ここで

は議論を簡単にするため，一度でも「その他」と回答

した者は除き，Yes十Ｎo＝100.00となるように再計算

した.）

遷移行列Ｑの転置行列の固有値と固有ベクトルの

計算により，一時安定収束点（Ｑが一定，即ち，もし

将来もこのままの変化を続けるとしたら到達する分

布）は（25.67％支持，74.32％不支持）で概ね１：３と

5刀
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なる．ここで，固有値計算をしなくとも，近似的に一

時収束点は

（Ｙ,jV)｡｡＝lim(Ｙ,jV)。。Ｑ〃

の右辺で，”を十分大にして求めることができる．

(Ｙ,jV)ｏは初期値(５月の支持率)である．あるいは，

yﾇﾉV＝9,2"2,からも求められる．この辺の計算は，

Yoshino（1998)，吉野（2002）を参照．

遷移行列の各要素が，個人レベルでの意見の変容を

示すことは分かるであろう．個人のレベルで全く意見

の変化がなければ，Ｑは単位行列となる．

Ｑ=(;!）
しかし，逆にＱが単位行列でなく，つまり個のレベル

で意見の変容がかなりあっても，集団総体としての

Yes/ＮＣの比率は変化しないこともある．したがって，

トレンド調査としてみると集団総体での変化しか分か

らないが，パネル調査では集団内部の個のレペルの力

動的変動がみられるのである．そして，この場合，一

時収束点とは,必ずしもＱが時間の変化に対して一定

のままという訳ではないので,現実のYes/ＮＣの比率

が必ずしもその点へ収束する訳ではないが，現在の比

率がその一時収束点に向かって変化していることを示

しているのである．

この遷移行列と一時収束点が，集団の意見変容の勢

いを表わしているのである．

同様の計算の結果を，参考までにさらに示すと，小

表４．パネル調査によって計算された支持政党率

の一時収束点（％）

1999年１２月
一＞'00年３月

３月一＞５月

５月一＞６月

６月一＞1０月

自民|民主|共産無
19.18

57.85

29.74

27.94

15.39

7.06

62.96

18.70

7.99

4.91

1.04

1.51

2.5

56.38

28.65

4.79

53.35

([他］は自民・民主・公・自・共・社民以外．詳細

な調査データ不明のため,表記していない政党は,計

算結果では０％となる．支持者の変化の流出入が一

方向の政党があると，それはそのままの変化を無限

に続けければ消滅するか，極大化するのは自明では

あるが，これは現実とここでの計算とを乗離させる

原因となる．また，現実に予測したいのは，この一

時収束点等に表われる「勢い」が調査時点から投票

日までにどの程度の変化をもたらすかであり，今後

の検討が必要である.）

洲政権の1999年１２月から３月では，一時収束点は

(33.28％支持，66.71％不支持)，小洲(３月)から森(５

月）では，一時収束点は（36.47％支持，63.52％不支

持）であった．（これらの数字は，「その他」の回答を

除外していることに再度注意する．いずれにせよ，低

い支持率で安定しているのが分かる.）

一方，政党支持のデータを見ると，この一時収束点

の計算の上でも，「無党派｣勢力が大きな固まりとなっ

ていて，大きな流動的勢力となっている（表4)．これ

が選挙直前の５月から６月には「民主」に大きな流れ

込みをおこし，議席数の増大に繋がった．しかし，こ

れが７月の選挙後から１０月には逆流を見せ,選挙以前

よりも「無党派」への流れの勢いが大きかった．無党

派層は，選挙においては与党への「不信」を示すため

に「民主」を支持したが，選挙後，実際に既成の野党

を支持しているわけでもないので,今度は野党への｢不

信」を示すために，「無党派」に大きく揺り戻ったので

はないだろうか．

朝日新聞の世論調査部は,予測調査の混乱の中で,他

のマスコミ各社同様，種々の試行を重ねていて，上記

のパネル調査とは別に,連続トレンド調査も遂行し,分

析している(斉藤，2000)．トレンド調査では各回の回

答サンプルは統計的には同質の集団と見なされるもの

の，現実には別の人々である．したがって，個のレベ

ルでの意見変容は見ることができない.2000年７月の

衆議院選挙前のトレンド調査データによる予測と選挙

後の結果との比較分析を，斉藤(2000)が論じている．

その論文のタイトル｢民主躍進｢兆し」は見えたが，風

はつめず」となっているが，まさにこのタイトルが示

すように，トレンド調査は集団総体の回答の分布の変

化しか分からないため，パネル調査のような集団内部

の力動的変化の情報がなかなか読みきれないのであ

る．しかし，前記パネル調査の一時収束点の計算では，

｢兆し｣どころか，大きな流れが読めたはずである．但

し，この「勢い」が，調査時点から投票日までの有限

の時間に，現時点の分布から一時収束点へ向かうどの

点にまで到達させるかについての理論や，実践的ノウ

ハウは，今後，慎重に蓄積して行く必要がある．さら

に，サンプルの母集団についての代表性が保証し難い

場合でも，この「勢い」の情報を，母集団全体の推定

にどのように組み込めば適切であるかという検討も必

要であろう．したがって，現在のYes/ＮＣの比率と一

時収束点の比率との乗離の程度も変化の勢いを示す指

標となる．さらに，当該の問題に直接関係ないような
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項目を挿入して，例えば回答者のパーソナリティに依

存する回答傾向（少しの状況変化で意見を容易に変え

るタイプ，変えないタイプ等）を調べておき，補助情

報として用いることはどうであろうか？（丸山他，

1996；日本統計学会，1981,ｐ､32）

Yoshino（1998）や吉野（2002）の「社会的量子論

socialquantumtheory」ではさらに，Prigogineら

(Nicolis＆Prigogine,1979）の「散逸系の理論」を社

会調査の文脈の中で展開して，集団の意見変容のダイ

ナミズムをモデル化して，選挙の投票率や得票率につ

いて，試論を示している．

以上は，パネル・データに基づいて，集団の意見の

力動的変化を探る試論の一端を示したにすぎない．先

述のように，パネル調査は回収率漸減やコスト等の問

題がある．パネルの継続につれて，初期の標本に対す

る回収率が減少する問題を回避するため，同じ回答者

は２回までとして，少しづつずらした標本集団でパネ

ルを長期に続けること（連鎖的あるいはスライド式パ

ネルのようなもの）が可能であれば，またパネル部分

(同一項目)を一部のみとり入れて大半は各々別の調査

票となれば，コストや回収率の問題は多少とも減ぜら

れるであろうか．諸氏の御検討を賜りたい．

５．結びに代えて－新しい時代の構築のために－

「調査は死んだ.」これは水野氏が亡くなってから,御

夫人から筆者への私信にて，氏が晩年にポツリと語っ

た言葉であったと伺った．社会調査研究に尽力した人

であったからこそ，様々な意味で従来の調査の理論的

枠組，方法論，現場の遂行能力が崩れつつあるのを強

く憂えていたのであろうと想う．特に，林知己夫氏が

統計数理研究所の所長を退いて以来,一頃を思えば,調

査研究者のチームとしての研究遂行能力は低下し，先

の言葉が氏の口からこぼれた理由の一つであろう．

水野氏は，昭和50年頃,林知己夫氏とともに，日本

の「人文社会科学高等研究所の設立」を構想していた

時代があった.この中心的アイディアが｢社会調査デー

タ・ライブラリー」の構築であった．ここでいうデー

タ・ライブラリーとは各国の官民の調査機関が収集し

た世論調査データを，その国の中心となるデータ・ラ

イブラリー（データ・センター）が集積し，文書等を

整備した上で,世界のネットワークで結び,一般の人々

に無償で提供する施設のことである．これにより，学

問，政治・経済の基礎情報を提供し，異なる国々の相

互理解を促進し，結果として，世界の平和的発展の一

助となることが期待されている．

水野氏は，文部省在外研修員としてMichigan大学

に留学した経験がある．おそらく，世界的なデータ・

ライブラリーと世論調査研究者を多数抱えている同大

学附属のICPSR（Inter-universityConsocium）と

ISR（InstituteofSocialResearch）の運営について

研修してきたのであろうと思われる（大統領選挙や消

費行動の調査でも活躍している)．これは，当時ＯＥＣＤ

による｢日本の社会科学の批判」(OECD調査団,1980）

が盛んに議論され，また反論が出されていた時代で

あった．しかし，結局のところ，２０年近く経った今日

でも，大きな変化は見られず，欧米諸国に見られるよ

うな数十名以上のスタッフが常勤し，年間数億～数十

億円以上の規模で運営される本格的データ・ライブラ

リーは構築されていない．一部の意欲のある研究者や

組織が限られた条件の下で尽力しているだけである

(吉野，1992b)．

本論文でも触れたように，真に重要な統計学は現実

の世界の問題解決のために生まれ，発展するものであ

る．「危機」は同時にチャンスでもある．

私は，宇宙において，生命の生と死は表裏一体をな

すものと信じる．一つのものの終わりは，同時に新た

なものの初まりを意味する．

さて，「従来の調査研究｣の死は，新たな構想の下で

の調査研究の誕生となるか．このテーマについて多く

の方々の関心を集め，近い将来に本質的な発展が見ら

れることを期待する．
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東アジア諸国の人々の日本語観

参考

特集１－

吉野諒三*，鄭躍軍*，朴承根*＊

AsianPeoples'ViewsonJapanese

RyozoYosHINo,YuejunZHENGandSeung-GeunPARK

ThemainobjectiveofthispaperistoinvestigateEast＆SouthEastAsianpeoples'views

onJapaneseasrepresentedintheresponsedataoftheJapanesecensusl997-98bytheNational

lnstituteforJapaneseLanguageFirstly,wesummarizethehistoricalandsocialbackgrounds

ofthoselOAsiancountriesunderinvestigation,concemingtheirconditionsoflanguageleaming

Secondly,weanalyzetheirimagesonJapanesewithrespecttocertainfWelinguisticdimensions

aswellastherelationshipsbetweentheirimagesaboutJapanese,Japan,andtheJapanese・The

resultshowsthatthesefactorsａｒｅcloselyrelatedtoeachother、Thirdly,weshowthatmost

AsiancountriesexpecttheirfurtheradvancementintｈｅｒｅlationshipswithJapanineconomy，

butthatthismaynotnecessarilyleadtotherapidincreaseoflearnersofJapaneseFinally,we

suggestsomepossibilityaboutthenearfuturedeveloｐｍｅｎｔｏｆＥａｓｔ＆SouthEastAsianzone．

1．序一世界の動向と東アジア，そしてその言語と

文化一

本論文では,「日本語観センサス｣で調査した全２８カ

国の中で，特に東アジア及び東南アジアの１０カ国(ま

たは地域．表１参照）を中心とした分析の一部を紹介

する．ここで取り上げた以外のアジアの国として，本

センサスはインド，トルコ，イスラエルを含むが，そ

れらの日本語学習者が1％以下であることを考慮し

て，ここでの分析からは除いてある．本論文の以下で

は，簡単のために「東アジア」という言葉をしばしば

用いるが，実際は東アジア，東南アジアを含む範囲を

示すことが多いので，文脈からご判断していただきた

い．本調査に含まれる多様な調査項目とそのデータの

詳細な分析は長い年月をかけて得られるのであろう

率文部科学省統計数理研究所

〒lO6-8569東京都港区南麻布4-6-7

TheInstituteofStatisticalMathematics

4-6-7Minami-AzabuMinato-ku，TokyolO6-
8569,ＪＡＰＡＮ

.、韓国統計庁

NationalStatisticalOfficeinKorea

９２ODoonsan-dongSeo-kuDaejon-cityKorea

が，本論文では，飽くまでも，その方面の努力の概観

の一部を示すにすぎない．

１９７０年代の「近代化」という欧米の価値観の押し付

けが特にイスラム諸国に反動を生み｢イスラム革命｣や

｢イスラム復興」の運動を生じたように，この１０年ほ

ど「グローバリゼーション」と命名された「アメリカ

ナイゼーション｣が拡散するのに従い，ＥＵとして統一

化が進行するヨーロッパですら，それに対する反動を

多少とも生じている．その現われの一つは，「英語帝国

主義｣－英語を世界の標準語として拡散しようとする

考え－に対する各国の人々の反応である．これについ

ては，EurobarometerNo,５４（ＥＵ委員会，2000）に

特集されているように,人々の意識の調査も遂行され，

また各国の研究者たちの議論も進んでいる．

一方，２１世紀初頭の今日の世界の流れの中で，ヨー

ロッパ圏の統一（EU)，南北アメリカの連携や連合の

動きと共に，東アジア圏も世界の三極の一つとしての

統一,若しくは連合の強化の可能性が想定されている．

しかし，これについては，1990年前半の｢２１世紀はア

ジアの世紀」と標傍した完全な楽観主義は，1997年の

タイの通貨危機に端を発する一種の金融パニックが東

アジアの経済的基盤がまだまだ脆弱であることを露呈

した以降，鳴りをひそめ，東アジア各国が経済的発展

5万
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のシナリオをより現実的に考えるようになってきたと

思われる．

このような東アジアの動向の中で，その政治，経済

の平和的発展を成功させるためには，東アジア各国間

の政治，経済のみならず，歴史，文化，学術，社会構

造の多様性を考慮し，相互理解を深めた上での国際交

流や交易が必要とされよう．狭義の貿易だけのつなが

りでは，過去の歴史が示してきたように，国々の間に

極端な国富の差が生じ，富める国は益々富むが，貧し

い国は益々貧しくなり，これが政治的な支配関係べ繋

がり，さらに文化や価値観などの全く異なる次元の分

野への支配へも繋がりがちで，事態を悪化させかねな

い、

第２次世界大戦時に日本軍が起こした出来事が東ア

ジアの国々に影響を投げかけてきた歴史と，戦後，東

アジアの国々が日本の経済的復興の成功をモデルとし

て現実的対応しようとする事の間に価値観の衝突が

あったに違いない．それは，現時点ではどうなのであ

ろうか？

以上の様々な問題意識を持って，それらの解決のた

めの基礎情報の一助となるべく，本論文では，東アジ

ア１０カ国の人々の日本語学習の現状と将来,日本人や

日本という国に対する意識や態度及び日本語に対する

関係を中心に，探索的データ解析あるいは「データの

表1．性別・年齢層別人口 (単位：千人）

日 本
(1998推計）

インドネシア

（1995推計）

韓国
(1995センサス）

タイ

（1997推計）

中国
（1996推計）

フィリピン

(1995センサス）

ペトナム

（1992推計）

シンガポール

①
（1997推計）

モンゴル②
（1989推計）

台湾③
（1996推計）

６１９１９ ８７４３

６４５６８ ８３２５

９６９３０ １８３１０

９７８２５ １９１２０

２２３５７ ４２２５

２２１９６ ３９４２

３０２４５

３０３５７

６３３３４７ ６０７２７

６１２８９６ ６０２７７

３４５８４ ４０９０

３４０３２ ４０５９

３３３１３ ３９２４

３５８６２ ４４３９

１５５９ ２１９

１５４４ ２１３

９２２８ ７９８６ ９７６０ ７９２２

８９８１ ７８６４ ９７９０ ８３２１

１５０６０ １２８７１ ７９５２ ５２３５

１６２２９ １２３５１ ７４１９ ６１４２

４２２４ ３６８３ ２２９１ １５９８

４１４３ ３５２２ ２２３８ １８１１

５３８７ ４３８０ ２８７９ １９９０

５２６５ ４４１２ ３００３ ２１７７

５７０４ ８８０２９ ６３７１６ ４７８８５

１２５５６６ ８５５４１ ６１６０３ ４６１６５

５３３５ ３９２６ ２４１８ １４８６

５２８０ ３７９６ ２３７９ １５５１

４７１４ ２８３５ １８５３ １６５０

５８０６ ３２４４ ２２７２ ２０４０

２７９ ３０２ １８９ １１０

２９１ １８５ １１３

総務省統計局（2001）より再集計した。

①国際連合（2001）より再編集した．
②国際連合（1998）より再編集した．

③台湾統計局（http:/www.stat､gov.tw/bs8/bulletin/）を参照に再編集した．

65歳以上

8,516

11,991

3,859

4,257

９７５

1,666

1,451

1,758

39,828

46,615

1,099

1,316

1,448

2,042

８２

9２

8３

1,691
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科学」の視点（林，２００１；吉野，2001参照）から分析

を試みる．

以下，第２章では，まず分析する国々に関する基礎

的情報を既存の文献,資料を利用してまとめる.第３章

では,海外の日本語学習経験者についての概要を示す．

第４章，５章，６章では，「外国語学習の理由｣，日本語

の好悪に関連した｢日本，日本人への信頼･好悪｣，「日

本，日本人及び日本語のイメージ」を中心としたセン

サス･データの解析を試行する．最後に，第７章で，解

析の概要をまとめ，今後の分析のためにコメントを述

べる．

なお，この調査の基本的集計は，既に水谷編(1999）

に収録されているので，これを適宜に参照し，本文の

内容をご理解願いたい．

ピンなどの東南アジアの国々では,国内事情により,完

全な国勢調査が難しく，統計的推測値が用いられるこ

とがあるので注意する．

１つ特徴的なのは，ベトナムでは中年層以上の人々

の割合が少なく，我々の調査のサンプルも２５歳以下が

約４割占めていることに注意しておく．第２次大戦後

の対仏,対米関係や，ベトナム戦争の終結が1975年で

表3．言語別人口構成比

船
側
一
趣
哩
恥
“
認

国（地域） 言
壷
叩

ジャワ語

スンダ語

インドネシア語

マドラ語

ミナン語

インドネシア

、（1990）

２．日本観の背景となる状況の概念

2.1．東アジア１０カ国の人口，教育等の統計的概観

本節では，４節以降の各国の日本語観を分析する上

で参考となる主な基礎情報の一部を概観する．特に分

析する東アジアの国々の人口分布，対日関係，人々の

教育レペルなどについて簡潔にみていこう．まず表１

は，性･年齢別の人口分布を示す．「推計値」となって

いるのは，日本の場合は,５年毎の比較的完全な全国調

査データからの外挿的推定値であるが，タイやフィリ

中国語

マレー語

英語

タミル語

38.5

８．８

３．３

１．８

シンガポール

⑤⑤（1980）

タイ語

クメール語

マレー語

94.4

２．６

１．９

タ イ

⑥（1980）

タガログ語

セプアノ語

その他、

27.9

24.3

45.8

フィリピン

⑥（1990）

⑤５歳以上．⑥常住人口．、一時滞在者除く．
②イロカノ語（9.4)，ヒリガイノン語（9.3)，ビコー
ル語（5.8)，ワライ語（4.0)，パンパンガ語（3.1）

総務省統計局（2001)」及び平野（2001）を参照

表2．民族別人口構成比

2,128

1,198

1,545

4,422

吉野他：東アジア諸国の人々の日本語観

6,026

3,040

8,140

6,424

5,022

6,199

3,958

５２

表4．海外在留邦人数(長期滞在者と永住者の

総数）（単位：人）、（l99C

11,766

15,217

24,186

21,400

13,227

43,997

8,728

2,585

１９７１９８０叩Ｉ国（地域）

インドネシア

韓 国

シンガポール

タイ

台湾

中国

フィリピン

ベトナム

1999

③（1989

7,031

5,826

12,701

14,289

7,729

8,269

４，０２５

９９

①（l99C
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総務省統計局（2001,1981）より再編集した．
(注）モンゴルは，かなり少数にとどまってい

る．

③常住人口．⑤居住者のみ．④３０の省．
、満州(マンチユウ)族(0.9％),回(ブイ)族(08％),苗
（ミャオ)族(0.7％)，ウイグル族(0.6％)，緯(イ)族
(0.6％)，土家（トウジヤ)族(0.5％)，モンゴル族
(0.4％)．

①タイー(Tay)族(1.8％)，タイ(Thai)族(1.5％)，ハ
オ族(1.5％)，ムオム族(1.4％)，クメール族(1.4％）
総務省統計局(2001)」及び平野（2001）を参照

3,759

1,388
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２
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３
２
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表5．教育期間及び就学率，非識字率

インドネシア

韓 国

シンガポール

タ イ

台湾

中国

フィリピン

モンゴノレ

ベトナム

就学率’
（初等及び
中・高教育）

非識字率２
(15歳以上）

初等教育
期間（年齢）

中等教育
期間（年齢）

国名

年
年
年
年
年
年
年
年
年

６
６
６
７
９
９
６
０
２
１
１

3４

歳
歳
歳
歳
歳
歳
歳
歳
歳

２
１
１
２
１
２
２
１
０

１
１
１
１
１
１
１
１
１

｜
’
｜
’
一
一
一
一
－

７
６
６
７
６
７
７
６
６

あったことを考慮すると，この若年層の多いベトナム

では，大戦中の対日感情の影響は相対的に薄くなって

いる理由となり得る．

表2,3は，限られた地域ではあるが，民族別．言語

別の人口比率を示している．東アジア，東南アジアの

国々の複雑な民族性の一端が分かるであろう．

一方,表４は,過去30年程の海外在留邦人数の変化

を示している．戦後の混乱の時期を経て，再び日本と

アジア各国との交流が復活し,特に９０年代には絶対数

としても急速な増加が現れている．なお，総務省統計

局（2001）には，日本から各国への訪問者数のデータ

も示されているが，やはり，急速な交流の拡大が確認

できよう．

表５は，分析する国々の教育水準に関するデータで

あり，各国の教育システムの実態を考慮した上で，分

析結果を解釈するように注意すべきであろう.特に,国

際比較調査では，年齢層別や学歴水準別に国の比較を

しようとすることも多いが，各国の事情の差異を考慮

すると，年齢区分を何歳にするのか，学歴水準をどう

定義して区分するかは必ずしも単純ではない．この問

題に対する普遍的回答はなく，適宜，事情を勘案して

判断するしかない．

％
％
％
％
％
％
％
％
％

１
４
２
３
０
０
２
５
９

８
９
９
６
９
７
９
９
６

％
％
％
％
％
％
％
％
％

０
０
０
０
６
０
０
６
０

６
７
５
９
６
１
４
４
６

２
１
１
３
１
１

1．シンガポール.台湾-1984年,ベトナム-1985年,インドネシア･中国･タイ・フィ

リピン･モンゴル-1986年,韓国-1987年基準

2．インドネシア-1985年,韓国-1970年，シンガポール-1986年，タイ-1985年，

台湾一不明，中国-1985年，フィリピン-1985年，モンゴル-1956年，ベトナ

ムー1979年基準

越田編（1990,1995）より編集した．

の最近の交流関係について簡単に触れておこう.｢対日

関係を知る事典」（平野編，2001）や「東南アジアの経

済」（鈴木，1996)，「アジアの教科書に書かれた日本の

戦争」（越田編，1990)，「日本語はどのようにつくられ

たか」（安本監修，1987）等を参考にする．

2.2.1．インドネシア

明治維新の頃には，インドネシアはオランダの植民

地になっていたが,２０世紀の初頭前後から日本からの

進出も増加した.1942年３月から４５年８月まで,日本

軍による軍政が敷かれた．第２次大戦後，オランダと

の独立戦争には日本軍も数百名が加わったとされる．

58年に日本と賠償協定が批准され,国交が回復された

が,スカルノ政権の政治資金供給の役割も果たした.６８

年以降98年５月までスハルト政権，９９年６月までハ

ピピ，１０月ワヒド大統領就任という流れは，インドネ

シアの民主化，腐敗や縁故主義排除のプロセスとされ

る．1974年の田中首相（当時）の訪問時には反日暴動

もあった．インドネシアは，中国，インドに比べて，人

口も少なく，貧困の度合いも少ないが，日本からの

ODA累計供与額は世界一であり，これがスハルトの

｢開発」を支えていた．対外債務の最大源泉は日本で

あった．つまり，スハルト政権を支えたのは日本政府

であったが，それは必ずしも民衆レベルでの評価につ

ながってはいない．

2.2．各国の対日関係

各国の対日関係について，特に日本語教育や日本と
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なお，国内事情としては，華人と現地民との経済や

生活の格差が大きく，反華人の運動や暴動が見られる

ことも注意が必要である．さらに，言語については，マ

ライ語派がインドネシアとマレーシアの国語であり，

これがインドネシアではインドネシア語，マレーシア

ではマレーシア語と呼ばれる．しかし，ほとんどのイ

ンドネシア人にとって，「母国語｣として個々人に認識

されているのはそれぞれの地方語であり，インドネシ

ア語は学校教育で修得する言語である．このあたりに，

インドネシアが政治･文化的に一つの国家としてのま

とまりを欠いていると見られる理由がある．（ただし，

マレーシアでは各地で一様に用いられている.）

2.2.2．シンガポール

明治後期の日本とシンガポール間貿易はわずかで，

その大半は神戸華僑が扱っていた．1937年からの日中

戦争では華僑の日本品ボイコットで日本企業の経済活

動は停止に近い状態となり，太平洋戦争が勃発した時

には中国系住民がゲリラ隊を組織した．日本軍はマラ

ヤ・インド系住民を優待し，中国系を差別したため人

種間対立が深まったともされる．1965年の独立後，シ

ンガポール政府は国民の反日感情を抑えて，経済援助

と引き換えに戦時中の華僑虐殺問題を終結させた．７０

年代には，日本が最大の投資国となり，シンガポール

政府は一貫して親日政策を取ってきた．７０年代後半に

は，「日本に学ぶ｣運動を展開し，またシンガポール国

立大学の中に日本研究学科を創設，一部の中高学校で

も日本語コースを設けている．８０年代には教科書問題

で，反日感情が高まったが，政府は慎重に対処し，大

騒動は回避された．

2.2.3．タイ

日本とタイ（当時シャム）との交流は１５世紀初頭か

らである．太平洋戦時では，タイ政府は自国保全のた

め，日タイ軍事同盟を結んだが,英米駐在の対外交官，

留学生らを中心に対日組織が結成された.戦後は７０年

代の急激な日本投資のタイ進出に対して，バンコクの

学生を中心に反日運動が発生した．しかし，現在では，

バンコクの商工会議所加盟日系企業は１，１００社（2000

年３月)，在留邦人も２万2,400人(９９年末)，98-99年

のタイ観光年には日本人観光客が一時，１ケ月平均１０

万人に達するほどになっている．

2.2.4．中華人民共和国と台湾

清朝末期から中華民国期の日本への中国留学生はと

りわけ多く，西洋の学問は日本語訳されたものがさら

に中国語訳される形で中国に導入された部分も大き

い．そして，同じ漢字圏にあって，西洋の概念の日本

語訳（造語）がそのまま中国語として用いられている

ものも多い．しかし,1937年日中戦争が本格化すると，

中国人留学生は帰国し，多くは抗日運動の指導者とな

り，一方，中国人の留学先は米国へ移った．

日清戦争によって日本へ割譲された台湾では，日本

化教育に根強い反発を見せつつも，徐々に日本文化が

浸透していき，大陸中国とも異なる独自の文化を形成

していった．台湾を内地化する政策の一環として，日

本への留学生も増えた．戦後は，1950～60年代の米国

の対中国敵視政策の中で，台湾は多くの西側諸国に

とって中国の正統政府とみなされていたが，ベトナム

戦争によるアメリカのアジア戦略の転換によって，

1971年，国連での地位を失った．台湾は教育レベルが

高く，経済的にも比較的成功を収めてきたが，今日ま

で，大陸中国との統一か，独立かの複雑な問題が続い

ている．

2.2.5．韓国

対中国同様に，日韓関係は長い歴史がある．しかし，

今日特に強い影響を残しているのは，1910年日本の韓

国併合以降の植民地政策であり,反日意識は根深い.戦

後の李承晩の極端な排日政策は，朴正照政権以降緩和

されてきたものの，日本文化の導入を禁止する政策は

1990年代末まで堅持されてきた．しかし，1998年１０

月,金大中大統領が日本文化の解禁を正式に宣言した．

実際は，すでに長年にわたり，日本の出版物,音楽,映

画などの海賊版が多数出回っていたのだが，これが表

に出ることになったのである．日本語教育については，

1978年より大学入試科目として導入されたことによ

り，学習者が増えた．第２次大戦中に皇民化政策の中

で日本語学習を強制された世代と，自身の必要から日

本語学習を選択した比較的若い世帯とが混在し，全体

として（日本を除く）世界で一番日本語学習経験者が

多い．（我々の調査では49％程度にのぼる.）

2.2.6．ベトナム

ベトナムは，１９世紀後半フランスの植民地とされ，

第２次大戦中は日本軍の占領があり，1945年独立宣言

後も，復権を狙うフランスとの間で４６年～54年にイ
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2.2.8．フィリピン

太平洋戦争勃発と同時に日本軍はフィリピンに侵攻

し，４２年１１月より軍政を施行したが，４３年以降反日

ゲリラ運動が激化していき，アメリカ軍の解放作戦に

より４４年に敗退した.戦後は,５６年に日比平和条約の

発効を第一歩として,６９年には日本からの輸出が第一

位になった．７０年代以降日本の経済進出とともに，

フィリピンから日本への渡航者が急増していった．特

に女性の日本への渡航者は９０年代末には来日総数１３

万人のうち８割程度を占めるようになって，日本人男

性との結婚が急増した．日本における外国人登録者数

では，韓国，朝鮮人，中国人，ブラジル人に次ぐ在日

コミュニティが形成されている．フィリピンでは，ア

キノ政権下で米軍基地が撤廃され，近隣アジア外交重

行動計量第30巻第１号（通巻58号）

ンドシナ戦争があり，６０年代にはベトナム戦争が激化

したが，1976年に南北が再統一され，社会主義共和国

に改められた．しかし，1986年に刷新（ドイモイ）路

線を採択し，日本の企業も関心を持ち始め，1991年の

カンボジア平和協定と中越関係正常化の後,1992年交

易が再開され,対ベトナムの最大援助供与国となった．

日本のベトナム･ブームは，ベトナムのASEAN加盟

や米越国交樹立の1995年頃に頂点に達したといわれ

る．日本からのベトナム観光客も増大傾向にある．人

口が若い世代に偏っていて，第２次大戦中の反日感情

の残存は，比較的薄いのではないかと推察される．

視へ転換されている．

３．海外の日本語学習者の現状

世界２８カ国全体で見ると，「日本語学習経験者（調

査票の設問Ｑ23)｣は決して多くはない．分析対象とし

ている１０カ国では，日本を除いて韓国が49％で一番

多く，その次に台湾が29.3％等の順になっていて，や

はり日本近隣の国々が続いている．（表6）

表６以外はイギリス1.7％，ブラジル1.4％で他の国

は１％以下になっている．したがって，日本語を（程

度の差はあるものの）少しでも学習した経験のあるも

のは,東アジアに限っても韓国,台湾，フィリピン，シ

ンガポール，インドネシア，中国以外では少ないので，

例えば以下で見るように「日本語のイメージ」を「き

れいさ，簡単さ，軽快さ，聞きやすさ，好悪」の５属

性（設問Ｑ４０の１から５）を各国の全サンプルの回答

から明瞭に弁別しようとすることには限界があるかも

しれない．また，日本語学習経験があったと回答した

人でも現実の日本語能力の程度は詳細不明（自己申告

の評価）なため，これも各国の人々が「客観的に日本

語の特性」を判定できるかは不明である．

図１は各国の日本語学習経験者を示す．韓国,台湾，

フィリピンなどでは，45-54歳の年代に分布の谷が見

られるのに注意する．おそらく，この年代を境として，

戦中の日本語学習者と戦後の新しい世代の日本が学習

者とが区別できるのであろう．

図２は，日本語学習者数を学歴（学校に通った年数

2.2.7．モンゴル

1930年代以降，ソ連は対日戦略上の要としてモンゴ

ルを位置付けており,｢満州国｣の国境で起きた1939年

のノモンハン事件では，ソ連・モンゴル両軍は日本軍

を撃退した．戦後，日本はモンゴルを暗黙に承認して

いたが，当時日本と国交のあった台湾政府のモンゴル

への主権を主張する強硬な態度などで，外交は樹立し

ていなかった．しかし，アメリカの対中国政策転換の

結果，1972年には国交を結ぶこととなった．日本から

の無償経済援助によるモンゴル企業の発展もあった

が,８０年代後半まではモンゴル在住の日本人はほとん

ど見られなかった．しかし，その後，ソ連からの援助

が減り，モンゴルの刷新政策が始まり，日本への期待

に応えて，日本政府が中心となり欧米や韓国と共に経

済援助や民主化への支援を行っている．1991年には西

側諸国の首脳としては始めて日本の首相がモンゴルを

訪問した．

表６．２８カ国中，日本語学習経験者の多
い上位１０カ国

3６

鮒
－
１
２
３
４
５
６
７
８
９
０１

国名 比
％
％
％
％
％
％
％
％
％
％

者
０
３
０
３
０
８
１
３
５
８

験
９
９
６
Ｌ
Ｌ
孤
弧
５
４
３

経
４
２
１
１
１

有

韓国
些戦

湾口

フィリピン

シンガポール

オーストラリア

インドネシア

中 国

モンゴノレ

アメリカ

タイ

水谷編（1999）より

58り



２０[０

3７

人

国６年以下

1５０

吉野他：東アジア諸国の人々の日本語観

才
才
才
才
上

４
４
４
４
以

２
３
４
毛
才

４
５
５
５
５

１
２
３
４
５

回
国
四
回
図

1００

5０

０

韓匡 台湾フィリビンシンガホ．一ルインドネシア中国

図１．束アジア９カ国の年齢別（５区分）
（各国サンプル約１，０００名中）

モンゴルタイへ・トナム

日本語学習経験者比較

人

２５Ｃ

蕊
蕊
鰯
鍔
懸
鶴
鍛
溌
懲

の３段階）水準別に示したものである．必ずしも高学

歴層の方が日本語学習者が多いとはいえず，むしろ中

学歴層の方が若干多い国々 が目立つ.高学歴の方は,英

語学習者数がさらに多いからであろう．（但し，図２の

学歴の３段階区分は便宜的であり，各国内事‘情を考慮

した区分による分析もあり得よう.）

図３は東アジア１０カ国のデータについて,林の数量

化III類を日本語のイメージの５属性(きれいさ，簡単

さ，軽快さ，聞きやすさ，明瞭さ，好悪）の回答デー

タに適用し分析した結果を示す.全体として，まず,そ

れらの５属性の各尺度（5点法で，①がポジティブフ

⑤がネガティブ．例．「好悪」の場合は「①.非常に

好き」「②.やや好き」「③．どちらともいえない」「④．

やや嫌い｣｢⑤.非常に嫌い｣)は,ほとんど重なり合い，

７ｲﾘﾋﾞﾝｼﾝｶ琴ホ’一ルインドネシア中国モンゴルタイへ‘トナム

東アジア９カ国の学歴別（３区分）日本語学習経験者比較
(各国サンプル約1,000名中）

２次元の表示では，①から②，…，⑤の位置がＵ字形

を示した．すなわち，１０カ国の全体としては，これら

の属性は全く独立したものとしては把えられてはいな

いことが推察される．（一般に,①と⑤の両極端の回答

者は必ずしも多くはないので，回答データの安定性に

は注意する）（図３）

先述したように，日本語学習経験者は少なかったた

めに，上記の５属性が明瞭に弁別できない可能性も高

いので，この点を検証するためには，日本語を知って

いる人だけをさらに調べてみる必要がある．これにつ

いては，第６章でさらに詳しく述べる．

アジア１０カ国における各国の日本語に対するイ

メージの対･応は，図４に示されている．韓国･中国･イ

ンドネシア･フィリピンが日本語に対し負のイメージ
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し日本語-軽快さ(LC）

▲日本語-簡単さ(LE）

④日本語一きれいさ(LB）
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次
元
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図3．日本語のイメージ
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図5．日本語学習経験者の日本語のイメージと国の位置付け
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図6．日本訪問経験者の日本語のイメージと国の位置付け

58ヲ

LD3

態
ＬＥ４

推
』

藩
O●

《っｉ
〃、身｡｡Ｉ

LB２

;識
｡●

－ル

ｊＬ－Ｑ－－

台湾
Ｃ

Ｌ

韓国

魁
Ｐ

〔
幽
骨

Ｏ
Ｌ

LL５

ーﾛー0

嘘５ＬＤ５
①

LC5
Ｐ

升

L［

４

zjrリピン ＬＢｌ
ごク、

５

天トナム
０

モンゴル④
ロ

｡ＬCｌ

埴

ベトナム

･

LＢ２Ｌｌ
④Ｌｌ
ｔ
Ｌ

全･町凸圭〃＝唖,

'２

２

ｂ

台湾

モンゴル

｡

つ〃１１浮・グ

LC3f

Lg3

④
イン

LL４

③

△
▲Ｃ

瀞
し
LE5
▲

LD’

LB5碁

LL５

□

⑱

LC5

し

Ｃ
LBl

④LLLcl
タイｐＬ
r，
ー

恥
持



４
７
２
５
７
９
６
１
６
８

●
●
●
●
●
●
■
●
●
●

０
０
４
１
０
１
４
２
１
０

２
１

行動計量第30巻第１号（通巻58号）

にあり,台湾･シンガポールにおいてはやや正のイメー

ジが見られる．タイは中間にある（図４)．

図５は，「日本語学習経験者｣のみに限った場合を数

量化で示したものである.台湾･シンガポールにおいて

は正のイメージが強く，中国・韓国についてはやや負

のイメージが見られる．他の国々ではやや正のイメー

ジが見られる．韓国を初め東アジアの国々は，第２次

大戦中の日本軍による強制的日本語教育の経験国で最

近の日本語学習者との間には意識差もあるのかもしれ

ないので，世代による差や学歴の差にまで踏み込んだ

分析が必要となろう（図ｌ参照．ある年代で日本語学

習者が減り，その次の年代で増加している国々がある

のに注意する)．

図６は，同じ東アジア９カ国のデータを日本訪問経

験者に限った場合の結果である．（図３と４はカテゴ

リー①～⑤がＵ字型をなしているが,図５と６では上

下左右が逆になり，逆Ｕ字型になっている．この対称

性は本質的ではないので，カテゴリーの対応に注意す

る.）

図６を図４と比べてみると，日本を訪問した経験者

においては，タイ・フィリピンはやや正の方向へ移り，

台湾･韓国・中国・インドネシアなどについてはあまり

変化がないことが示されている．（なお，本論文の分析

対象外であるが，トルコとイスラエルの日本への訪問

経験者はわずかではあるが，それぞれの国の人々が一

般に日本語や日本に対して極めて正のイメージをもっ

ているのに，経験者は負のイメージになってしまって

いる．この点は日本としては慎重に考慮し，今後何ら

かの配慮をしていく必要があるかもしれない.）なお，

日本語のイメージについては，第５章でさらに他の要

因との関連で分析を進める．

４．日本語学習理由及び役に立つ程度

4.1．最も習いたい外国語

表７は，設問Ｑ14-4「最も習いたい外国語」がある

と回答した人に，Ｑ１５で｢その言語を習いたい理由｣を

聞いた結果である．国別に，日本語･英語･フランス語・

スペイン語･中国語･ドイツ語（母語除外）のいずれか

を最も習いたいと答えた割合を見ると,アジア１０ケ国

はＥU８ケ国や，その他の地域の１０ケ国より英語希望

者(43.6％)が多く，また日本語(8.6％)や中国語(3.8％）

にも関心が高いが，フランス語（2.8％）やドイツ語

(1.0％)，スペイン語(0.7％）には関心が低いことが明

表７．東アジア１０カ国とその他の１８カ国の最も習いたい外国語の比率（単位：％）
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①日本除外，②英語圏（アメリカ･オーストラリア･イギリス）除外，③フランス除外，④スペ
イン除外,⑤中国･台湾除外,⑥ドイツ除外,⑦ロシア語･アラビア語･ポルトガル語･イタリア語

等，モンゴルはロシア語21.2％
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味は深い。これが，東南アジアの人々の言語に関する

意識のデータ分析を著しく困難にしていることに深い

注意を喚起したい．（図７）

１．０ 2.0

次元１

図7．最も習いたい外国語と国の位置付け（日本語・英語・中国語）

らかに分かり，英語を除外すると，習いたい外国語と

して近隣の国の言語の方に関心があることが分かる．

(表7）

また，一番習いたい外国語の中,東アジア１０カ国で

比較的に選択率が多い日本語･英語･中国語の３つの言

語のみに関して数量化III類を適用してみると，台湾

とシンガポールがやや日本語の方へ，日本は英語と中

国語の中間，中国・インドネシア・フィリピン･タイ・

モンゴルは英語の方へ位置付けられ，韓国は三角形の

中央に位置している．しかし，台湾の場合は中国語を

母語として使っているので日本語と英語の中間くらい

でやや上に位置しているし，シンガポールの場合は日

常のコミュニケーションに英語が使われているので日

本語や中国語の中間に位置している．但し，日本，中

国･台湾のデータでは各国語を除外していることに注

意する．また，シンガポールでは英語･中国語も公用語

でありながら，回答者の認識では，（人により）それら

の言語は外国語であるなど，言語と政治や歴史の複雑

な事情が絡み合っている．特に華人・華僑の存在の意

4.2．東アジアにおける英語'日本語，中国語を習い

たい理由

東アジア１０カ国における英語・日本語・中国語（中

国.台湾での中国語，日本での日本語に関しては除外）

を習いたい理由を見ると,英語の場合一番多いのは｢国

際共用語として」が20％以上を占めているのに対し，

日本語の場合は「旅行を楽しむ」が一番多く，他には

｢いい職につける」や「最新の情報を身につける」など

仕事関連が，東アジアとＥＵ８ケ国を除く１０ケ国より

多く見られる．中国語の場合は，「仕事で必要｣が一番

多く，次に「文化の理解」・「面白そう」・「旅行を楽し

む」等が目立っている．（図８）

東アジアの国々を，「その語を習いたい理由（Ql4-

4)｣に関して数量化III類で位置付けてみた．日本語の

場合，第１軸と第２軸上に各国が碕麗に区別されてい
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ポジティブなイメージを持っている国で，下の方はや

やネガティブイメージだが仕事や情報などに日本語が

関係ある国々と見られる．（図９）

英語の場合は，第１軸の右には英語が苦手で難しく

思っている日本･台湾･韓国があって，左にはシンガ
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図9．日本語を習いたい理由及び国の位置付け
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は台湾･韓国があって「学び易い」や「学習していたか
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シンガポールがあって「国が好き」で「面白そう」の
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図10．英語を習いたい理由及び国の位置付け
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ポールやベトナム等の英語が共通語として入り込んで

いる国が現れている．第２軸ではシンガポールが日常

のコミュニケーションに英語が必要な方に位置付けら

れ，他の国とは離れている．図１０でシンガポールは

(-2.16,-12.5)，日本は(6.9,-0.88）に位置し，表示

から外れていることに注意する．（図10）

また，中国語の場合は，同じ中国語を母語として使

用している台湾と中国を除いた８カ国を対象にした．

第１軸の右に日本と韓国がまとまって｢文化の理解｣や

｢旅行を楽しむ｣ためで，左の方は第２軸で見るとシン

ガポール（華人・華僑も多い）が下の方に位置付けら

れ，「学びやすい｣ことや｢一般のコミュニケーション」

に中国語が使用されていることが効いているらしい．

(図１１）

しかし，いずれにせよ，図７の最後に述べたように，

英語や中国語の各国の位置付け（公用語，母語，外国

語としての区別）は，人々の意識の中では暖昧な面も

少なくなく，上記の結果はあくまでも試行的なものと

して停めたい。

4.3．日本語学習の経緯とその役に立つ程度

4.3.1．日本語学習の経緯

「日本語をどのように学んだか(Q25)」という学習の

経緯に関して，数量化III類でグループ化して見ると，

第１軸で「個人的に学んだか｣，「集合的に学校で学ん

だか｣が，国別にはっきり区別されている（図'2)．設

問２５の回答データ分析と合わせて考えると，第１軸の

中央から左方にある韓国と中国が小･中学校や高校の

規程過程で学んだ人が多いが'その反対に，右方のフィ

リピン.シンガポール.ベトナム等は仕事など個人的な

必要によって習っている人が多いことが分かる．また，

第２軸では，上方に日本語を習った手段が個人又は本

による人が多いフィリピンを始め，下方には学校で日

本語を学んだ人が多いシンガポール･ベトナムがあり，

日本語を習った場所や方法が「日本語学校」のような

公式経路か，「日本人または周辺の人を通じた｣個人的

経路かを示している．

4.3.2．日本語学習の役に立つ程度

日本語経験者と非経験者を分けて，設問Ｑ３０「日本

４

３

２

◆（１）学校で
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（本･カセット等）
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図12．日本語学習経緯及び国の位置付け
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44.5

4５

表８．東アジア９カ国の日本語経験者と非経験者の役に立つ程度
（単位：％）

31.8

日本語学習経験者 日本語学習非経験者

計の差
(③－⑤）

非常に
役に立
つ

まあま

あ役に
立つ

非常に
役に立
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Ｏ国名

-５－４－３－２－１

△（１）日本産業製品

ｑ(2)日本科学技術

Ｐ(3)日本の経済

÷(4)日本の食べ物

・蕊：(5)日本の美術

･‘･;．(6)日本の音楽

。(7)日本のスポーツ

◆(8)日本の風習

囲(9)いずれでもない

●日本語が役立つ程度

（Hel～4）

２

１

－１

－２

－３

４－

次
元
画

次元ｌ

図13．日本語の役に立つ程度及び日本語を使うと便利な話題の事柄

語学習が役に立つ程度」に関して日本を除外した東ア

ジア９ケ国のデータを見ると，学習経験者の場合「①

非常に役に立つ｣が24.5％，「②まあまあ役に立つ｣が

０ １ ２
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51.8％で，経験ない人の｢①非常に役に立つ」（9.5％）

と｢②まあまあ役に立つ」（35.1％)を大きく上回って，

役に立つ程度が日本語学習によって違っているのが判
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る．これらの傾向は国別で見ると多少の差はあるもの

の，大きな差はなく①と②の「役に立つ」を合わせる

と約31.8％の差が出ている．（表8）

また，どう役に立つかを問う｢Q41.話題にする時に

日本語を使うと便利な事柄」のデータと共に，数量化

で国を位置付けて見ると，第１軸では役に立つ程度が

右の「非常に役に立つ（Hel)」から順調に左へ並んで

いる.タイは図１３で見られるようにあまり便利に思う

ことなく，役に立つ程度も｢全然役に立たない(He4)」

が多い．それ以外にはシンガポールが「やや役に立た

ない（He3)｣，他は「まあまあ役に立つ（He2)」と答

えている.第２軸に沿って,下の方向に中国･ペトナム・

韓国があり，日本の産業製品や科学技術など経済関連

の方向を示し,上の方にモンゴル･台湾が日本の食べ物

や美術･音楽･スポーツなど非経済の面にも関心がある

ことを表している(図13)．但し，この分析では，実際

に日本語学習を経験している人の少ない国の意識（役

立つか，否か）も含めていることに注意して，解釈す

べきであろう．

5．日本，日本人そして日本語に対する信頼感と好悪

感

5.1．「日本人に対する信頼感」と「日本語の好悪感」

設問Ｑ40-5（日本語のイメージ：好悪感）とＱ50-5

(日本のイメージ：信頼感)の各々日本語と日本人に対

する５段階の尺度のデータを，各国別に順位相関を計

算すると表９のようになる．

したがって，ベトナム，日本，タイ，インドネシア

表９．「日本語の好悪」と「日本人に

対する信頼」の順位相関係数

国名

韓国

中国

台湾

フィリピン

シンガポール

モンゴノレ

インドネシア

タイ

日本

ぺトナム

順位相関

０．２８

０．２８

０．２８

０．２８

０．２５

０．２５

０．２２

０．２０

０．１６

０．１１

以外は，０．２５から０．２８の弱い正の相関を示している

が,これは特に驚くにあたらない.「日本に対する信頼」

の高低と「日本語のイメージ（好悪)」とに大きな矛盾

はないというだけである．しかしながら，各国のデー

タをさらに詳しく見ると，これらの国々は３つに分類

できる．すなわち，そもそも人々の回答がＱ40-5（日

本語のイメージ：好悪感）とＱ50-5（日本人のイメー

ジ：信頼感）の両方の尺度のカテゴリー①～③（比較

的良好な方向）に集中する型，③～⑤（比較的悪い方

向）に集中する型，そして②～④の中間に集中する型

である．

具体的には，

（１）正の型…日本，インドネシア，フィリピン，ベ

トナム，モンゴル

（｢日本人への信頼感」と「日本語の好悪」の双方

に正の回答が多い）

（２）中間の型…タイ，台湾，シンガポール

（３）負の型…韓国，中国

（｢日本人への信頼感｣と「日本語の好悪｣の双方に

負の回答が多い）

となる．

5.2．日本人，日本，日本語のイメージの連関

図１４は,東アジア１０カ国全体のサンプルに日本人，

日本，日本語のイメージに関する項目中，「信頼感｣や

｢好悪」を５段階に判定させたもの（質問Ｑ40-5,Ｑ45-

4,Ｑ45-6,Ｑ50-5,Ｑ50-6）（ただし，日本語については

｢信頼感」の項目はなし）のデータ（｢無回答」を除く）

に，数量化III類を適用した結果である．

全ての項目が，Ｕ字型の５点尺度をなしていて，し

かもこれら５項目の対応する各カテゴリーは，それぞ

れほとんど重複している．日本語が「非常に嫌い

(LL5)｣のカテゴリーが,他の項目⑤のカテゴリーから

やや離れているのが目に付く程度である．これは，日

本が日本人が｢非常に嫌い」で｢非常に信用できない」

と思っていても,それだからといって必ずしも直ちに，

日本語も「非常に嫌い」ということにはならないとい

うことか．

概していえば，おそらく日本や日本人，日本語への

接触の程度が回答者全体としては高くはないために，

それらの鋭い弁別は起こらず，日本という国に対して

も，日本人という人に対しても，日本語という言語に

対しても,荘然としたイメージを持っているだけで,そ

れらの「好悪」や「信頼感」の程度が独立していない
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田日本語一好悪(LL）

ｃ国名
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０
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１

Ｌ

次
元
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層の持つ過去の歴史の影から，若年層の現在そして近

い将来への光の兆しへの移行が読みとれるかもしれな

い．

また各国別に同様の分析をした場合でも,全般的に，

このパターンは一貫している．あえて言えば，中国と

韓国では若年,高学歴の層も中間程度に位置し，老年，

低学歴の層は明確に否定的方向に位置している．タイ

では，全ての項目の両極端のカテゴリー以外は，中央

につぶれて１かたまりとなっている．それほどに日本

や日本人，日本語に対する知識や接触がないためなの

か，タイ人の各層の中での個人差が大きいのか，今後

の検討が必要であろう．

図１６は，日本，日本人，日本語の好悪と各国の位置

付けを示したものである．日本･ベトナム･モンゴルは

正，シンガポール･タイ･台湾は中間的で,韓国･中国は

負の方向に現れている．

次元１

図16．日本・日本人・日本語の好悪感と国の位圃付け

可能性がある．

次の図１５は，「好悪」の項目に絞り，さらに，年齢

と教育レペルの属性を加えたデータに数量化III類を

適用した結果である．年齢については35歳未満（若）

と３５歳以上(老）の２段階，教育レペルについては就

学期間が10年未満（低)，１０年以上（高）の２段階と

した．この分類の安定性については議論の余地(即ち，

区切りや分類数がこれでよいのか等々）があるが，こ

こでは便宜的なものとしておく．結果は，再び，日本

語の好悪イメージのカテゴリー「非常に嫌い」を除い

て,３つの項目の５点尺度は(逆)Ｕ字型となり，対応

する１～5点のカテゴリーはそれぞれほとんど重複し

ている．

年齢や教育レベルの各カテゴリーの差は大きくはな

いが，「年齢が高い者」と「教育レベルが低い者｣，逆

に「年齢が若い者」と「教育レベルが高い者」が強く

関連(重複）している．そして，前者は比較的日本人，

日本，日本語に対して中間から否定的な方向，逆に後

者は比較的正の方向に位置している．このあたりに,日

本に対する東アジアの国々の態度に関して，高年齢者

６．日本語の様々な属性についてのイメージ

前述したように，東アジアで日本語学習経験者はそ
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れほど多いわけではないので，本調査のように母集団

を各国の全国民に想定する標本調査では，もし仮に本

調査が取り扱った５つの属性が独立した次元をもつ尺

度をなし得るとしても，日本語について詳細に判別す

ることのできる回答者は限られている．そのため，こ

の節では，日本語学習者が比較的多かった韓国，台湾，

フィリピン，シンガポールに限って，さらにそれらの

各国の日本語学習者に対する日本語のきれいさ，簡単

さ，聞きやすさ，理解しやすさ，好悪の各次元につい

ての回答データを国別に分析，比較してみよう．

図１７～２０は，それぞれ韓国，台湾，フィリピン，シ

ンガポールにおいて日本語学習経験者のみに限り，日

本語のイメージの各次元を５段階評価したデータに数

量化III類を適用したものである．韓国は，まず第１軸

の左右で,⑤の極端の回答カテゴリー群と,①~④の

カテゴリー群とに分離し，さらに第２軸の上下に沿っ

て縦に①～④のカテゴリーが並んでいる。但し，実際

の回答としては③と④に集中している(図１７)．台湾

では逆Ｕ字型に右から左へカテゴリー①～⑤が並ん

でいるが，実際の回答は②と③に集中している（図

１８)．シンガポールは，第１軸でカテゴリー①と，そ

の他のカテゴリー②～④が分離され,さらに第２軸に

沿って,下からカテゴリー②と③,④,⑤の順に並んで

いる(図19)．実際の回答は，カテゴリー②と③が多

い．フィリピンは，Ｕ字型に左から右へ，カテゴリー

①～⑤が並んでいる（図20)．実際の回答も，どちら

かといえば①～⑤の全体に拡がっているようである．

韓国は49％の人が日本語学習経験者であるが,それで

も上記の５つの次元が明瞭に分解されるわけでなく，

各項目のカテゴリー①～⑤がほとんど重なっている．

つまり，これらの５次元が日本語，あるいは一般的に

言語の全く独立した次元ではないということか

(Facettheory流に述べると，これらの５属性はすべ

てaffectionの次元を扱っていて，もとより相関が高

いことが予測され得たということか．本巻の真鍋論文

を参照せよ)．それとも「日本語学習者」といえども，

その学習の程度があるレペル以上に高い者は必ずしも

多くはないために明瞭な分離が見られないということ

になろう．全体の中で日本語学習者が必ずしも多くな

いため，さらに詳細な属‘性別クロス分析に進もうとす

ると各セルに対応する標本があまりにも少なくなるこ

とが多く，代表性や結果の安定性の保証が失われてし

まうのは残念である．今後の調査では，その点を考慮

した調査計画，調査票の設計に留意すべきである．

以上の第4,5,6章ではデータ分析の試行を提した

が，いずれにせよ，さらに深い分析で事柄を確認しよ

うとすると,東アジア･東南アジアの各国内の民族や言

語の多様性が立ちはだかってきた．「データの科学｣の

哲学でいえば，まさにこのようなデータ解析途上の困

難こそがこのテーマに関する複雑性を浮き彫りにして

いると認識することで，現実の理解へ第一歩が進んだ

のだと見るべきであろうか．

７．結びに代えて

総じて，言語については，多民族･多言語国家ではそ

の国内での統一言語の問題が第一にあり，次に植民地

時代の影響から英,仏，日の各言語の状況，そして，今

日の経済政治的交流の中での必要性のための言語使用

や学習の状況がある(第２節を参照)．特に東アジアで

は，日本語学習者が比較的多いのは韓国，台湾，シン

ガポール，フィリピン，中国等であり，それ以外はか

なり少ない．本調査の探索的データ解析を進めて行く

中で，過去の歴史的背景や経済交流等を総合して考慮

すると,東アジア調査での今後の日本語の位置付けは，

①各国内での言語（単一か，多言語か）と②英語や中

国語の位置（公用語か，現地の原語か）と③日本語学

習状況（第２次大戦時中の教育によるか，現在の若者

たちの自発的な学習か（図１参照)）という枠組みで捉

え直して，調査や分析をしてみる必要が浮かび上がっ

てくるように思われる．

また日本語教育の将来の展望を考えるとき，まだま

だ東アジア諸国には国内の政治・経済的問題が多く，識

字率,就学率を考えても，そもそも外国語学習以前に，

各国語の教育レベルの上昇に困難を抱えている国も少

なくないであろうことを直視せざるを得ない（表５参

照).今後の各国の経済の向上を国民一人一人の所得の

向上へ結びつけ，他方で適正な人口増加率を保ち一人

当たりの教育費を向上することによって，一般的な教

育レベルを向上させた上で，初めて日本語学習の効用

を考える余地が生まれるのではないであろう・か．

日本との経済交流を強く望む国々は多い(設問Ｑ48）

が，それ自体は必ずしも日本語学習意欲とは結びつか

ないようである．東アジアでの交易上，欧米人で現地

語をマスターしている人々は少ないであろうが，日本

人は上手，下手はあっても英語が通じることが多いた

め，日本語学習の必然性には繋がらないのかもしれな

い．また経済交流という視点に立って，東アジアの華
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人･華僑の人々の活躍は無視できず,それ故に彼らの民

族や言語に対する意識の影響も無視できない．

したがって東アジアの人々にとっては，もし日本語

学習者の増加があり得るとしたら,今後の政治的安定，

経済的発展の上に立った教育レベルの向上があって，

その下で語学教育としては，現地の統一語の発展，そ

して英語か中国語の次に日本語を現実に学習するとい

う態度が見られるのではないであろうか.あるいは,よ

り現実的には，日本語でも中国語でもない，共通漢字

文化圏（溝口他編，1992）の成立や拡大の可能性を探

ることの方が,政治･経済的交流の促進のために先であ

ろうか．

(注）本文の解析には，国立国語研究所によって配布

されたデータVersionl・Ojcを用いた．これは，各国の

標本を約1,000名にそろえてあるデータである．（もと

の調査では，日本や中国は約3,000名の標本であった

が，それからの無作為抽出で1,000名にそろえたので

あった.）
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問３現在、一般的な家庭にとって望ましい子供の数は何人だと思いますか。

日本調査原票6a．

4106号調査

生活と文化に関する世論調査

（東アジア価値観調査）

平成１４年１１月

社団法人新情報センター

９

わからない

(6)=1(1)～(5)

(9)

5Ｗ

問lあなたはどちらかといえば、普通より先祖を尊ぶ方ですか、それとも普通より尊ばない方ですか。

１ ２３８９

普通より普通より普通その他（記入）わからない
尊ぶ方尊ばない方

(7)

〔カード１〕ここ１ケ月の間につきにあげるものに悩みましたか。

あり

頭痛・偏頭痛・頭が重い…………･……･……………．１

背中の痛み（肩こりや腰痛など)．諺………･………･…１

いらいら……･……………･……………………･………１

うつ状態（ゆううつになる、気がふさぐ）…………１

不眠症（よく眠れない）…．．…………………………。１

８その他（記入

９わからない

問２子供がないときは、血のつながりがない他人の子供を、養子にとって家をつがせた方がよいと

思いますか、それとも、つがせる必要はないと思いますか。

１ ２３８９

つがせた方一つがせる必要は場合によるその他（記入）わからない
がよい ない

(8)

(かかりましたか｡）

なし

２

２

２

２

２

6．調査票

ロム

●
●
●
●

ａ
○
ｂ
ｃ
・
．

１

ｅ、

問４

問５〔カード２〕あなたと同じ年の人と比べて、あなたの健康状態はいかがですか。

１非常に満足している４満足していない

２満足している８その他（記入

３あまり満足していない９わからない

①
、
副
副
⑩
帥

１
１
１
１
１
１

１
Ｉ
く
Ｉ
Ｉ
Ｉ

(１６））

）

地点番長
Ｌ
〕 対象番号 調査員氏名 点検者氏名



問１０〔カード６〕ときどき、自分自身のことや家族のことで不安になることがあると思います。

あなたは、次のような危険について不安を感じることがありますか。

(17）

感
じ
る
１

非
常
に

問７〔カード4〕あなたは次のうちどちらが好まじいと思いますか。

１収入が増えること

２余暇(自由な時間)が増えること

８その他（記入

９わからない

） (18）

感
じ
る
２

か
な
り

問８もし、一生、楽に生活できるだけのお金がたまったとしたら、あなたはずっと働きますか、それとも

働くのをやめますか。

１ ２８９

ずつと働く働くのをやめるその他（記入）わからない

(19）

じ
な
い
４

全
く
感

問９〔カード５〕ここに仕事について、ふだん話題になることがあります。

あなたは、どれに一番関心がありますか。（１つ選択）

lお金のことを気にしないですむ程、よい給料

２倒産や失業の恐れがない仕事

３気の合った人たちと働くこと

４やりとげたという感じがもてる仕事

８その他（記入

９わからない

(20リ

）

そ
の
他
８

問６〔カード３〕かりに現在の日本社会全体を、ここに書いてあるように５つの層に分けるとすれば、

お宅はこのどれにはいると思いますか。

１ ２３４５８９

上中の上中の中中の下下その他（記入）わからない

｢重い病気」の不安はどの程度でしょうか。………

｢交通事故」についてはどうでしょうか。…………

｢戦争」についてはどうでしょうか。………………

感
じ
る
３

少
し
は

ａ．まず、

ｂ・では、

ｃ・では、

(21）

(22）

<23）

な
い
９

わ
か
ら

２

８９

８９

１２３４

１２３４
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(31）

(32）

(33）

鋤
副
創
刊
創
帥
ｄ

２
２
２
２
２
２
３

Ｉ
く
Ｉ
く
Ｉ
Ｉ
Ｉ

の
剛
創
勃

３
３
３
３

１
１
く
Ｉ

問１２〔カード８〕次にあげる生活領域のそれぞれについて、あなたが重要だと思う程度に従って１～７

の評価をつけてください。

重
要
で
な
い

重 わ
か
ら
な
い

（
該
当
せ
ず
）

そ
の
他要

問１３〔カード９〕あなたは自分の家庭に満足していますか、

１ ２３４５

満足ややどちらともやや不満
満足いえない 不満

ａ．まず、「あなた自身の家族や子供」に

ついてはどうですか。…………………………………

ｂ・では、「職業や仕事」についてはどうですか。．……．.…

ｃ・では、「自由になる時間とくつろぎ」に………………

ついてはどうですか。

ｄさではく「友人､知人」については．……………･…6………

ｅ・では、「両親､兄弟､姉妹､親戚｣については……………

ｆ・では、「宗教｣については．………･………･………………

ｇ・では、「政治｣については………………･……･…･………

問１１〔カード７〕次にあげるものをあなたは「ある」または「存在する」と思いますか。それぞれに

ついてお答え下さい。（１つずつ○印）

ａ必一二在在立皇あ_型塾_し血主G｣△型△_二壷在｣L型△わからな'４１

ａ・神や仏．……･……･………………１２３９

ｂ・死後の世界………･…･……･……１２３９

ｃ・霊魂（たましい）･･･……………１２３９

．．悪魔…･…･……．．…．.……………１２３９

ｅ・地獄…………･…･…･……………１２３９

ｆ・天国や極楽………………………１２ ３ ９

９．宗教上の罪や罰（ばち）………１２３９

１２３４５６７

１２３４５６７

１２３４５６７

９
９
９

８
８
８

(38）

１２３４５６７

１２３４５．６７

１２３４５６７

１２３４５６７

９
９
９
９

８
８
８
８

９

わから
ない

それとも不満がありますか。

８

その他（記入）

３
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(39）

問１４〔カード１０〕あなたの生活についておききします。ひとくちにいってあなたは今の生活に満足して

いますか、それとも不満がありますか。

１ ２３４５８９

満足ややどちらともやや不満その他（記入）わから
満足いえない 不 満ない



6りり

問１５〔カード１１〕いまの社会で成功している人をみて、その人の成功には、個人の才能や努力と、

運やチャンス、あるいは血縁・地縁・学閥などの人のつながりの、どれが一番大きな役割をはたし

ていると思いますか。（1つ選択）

１ ２３８９

個人の才能や努力運やチャンス血縁・地縁・学閥その他（記入）わからない
などの人のつながり

問１６こういう意見があります。

「世の中は、だんだん科学や技術が発展して、便利になって来るが、それにつれて人間らしさが

なくなって行く」

というのですが、あなたはこの意見に賛成ですか、それとも反対ですか。

１賛成（人間らしさはへる）８その他（記入

２反対（人間らしさ、不変、ふえる）９わからない

３いちがいにはいえない

）

問１７こういう意見があります。

「国をよくするためには､すぐれた政治家がでてきたら、国民がたがいに議論をたたかわせるよりは

その人達にまかせる方がよい」

というのですが、あなたはこれに賛成ですか、それとも反対ですか。

１賛成（まかせる）８その他（記入 ）

２反対（まかせつきりはいけない）９わからない

３いちがいにはいえない

問１８こういう意見があります。

「どんなに世の中の機械化や情報化が進んでも、人の心の豊かさ（人間らしさ）はへりはしない」

というのですが、あなたはこの意見に賛成ですか、それとも反対ですか。

１賛成（へらない）８その他（記入）

２反対（へる）９わからない

３いちがいにはいえない

問１９つぎのような考え方があります。

「家庭は、ここちよく、くつろげる、ただ１つの場所である」

というのですが、あなたはそう思いますか、そうは思いませんか。

１ ２８

そう思うそうは思わないその他（記入

４

）

９

わからない

(40）

(41）

(42）

(43）

(44）



問２０〔カード１２〕つぎの３つの意見の中で、どれが一番あなたの意見に近いですか。

１離婚はすべきではない

２ひどい場合には、離婚してもよい

３二人の合意さえあれば、いつ離婚してもよい

８その他（記入

９わからない

）

問２１〔カード１３〕自然と人間との関係について、つぎのような意見があります。あなたがこのうち真実

に近い（ほんとうのことに近い）と思うものを、１つだけ選んでください。

１人間が幸福になるためには、自然に従わなければならない

２人間が幸福になるためには、自然を利用しなければならない

３人間が幸福になるためには、自然を征服していかなければならない

８その他（記入 ）

９わからない

問２２〔カード１４〕あなたはつぎの意見の、どちらに賛成ですか。１つだけあげてください。

１個人が幸福になって、はじめて国全体がよくなる

２国がよくなって、はじめて個人が幸福になる

３国がよくなることも、個人が幸福になることも同じである

８その他（記入

９わからない

問２３ 〔カード１５〕つぎのうち、大切なことを２つあげてくれといわれたら、どれにしますか。

ありなし

ａ・親孝行、親に対する愛情と尊敬……………………………１０

ｂ、助けてくれた人に感謝し、必要があれば援助する………１０

ｃ・個人の権利を尊重すること…………………………………１０

．．個人の自由を尊重すること………………･……･……･……１０

８その他（記入）

９わからない

（上の質問では、２つの項目をあげてもらうこと）

５

）

(45）

(46）

(47）

(48）

(49）

(50）

(51）

(52）

6りＺ



6り２

問24ａ．〔カード１６〕あなたが、ある会社の社長だったとします。その会社で、新しく職員を１人採用する

ために試験をしました。入社試験をまかせておいた課長が、

「社長のご親戚の方は２番でした。しかし、私としましては、１番の人でも、ご親戚の方でも、

どちらでもよいと思いますがどうしましょうか」

と社長のあなたに報告しました。

あなたはどちらをとれ（採用しろ）といいますか。

１１番の人を採用するようにいう

２親戚を採用するようにいう

８その他（記入 ）

９わからない

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●◆●●◆●●~●●●●●●●●●●●●●●●●●●､●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●C●●●●●●●●●●●●｡◆●●｡●●●●●●●●G凸●●缶●●●●●●●●●●●■●e●●●●●●●●●●●●●●●●｡●●●●●●●●｡●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●◆●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●=含==＝二●●●●＝筈＝=

ｂ・〔カード１７〕それでは、この場合２番になったのがあなたの親戚の子供でなくて、あなたが昔世話

になった人の子供だったとしたら、あなたはどうしますか。（どちらをとれといいますか）

１１番の人を採用するようにいう

２昔世話になった人の子供を採用するようにいう

８その他（記入 ）

９わからない

問２５〔カード１８〕ある会社につぎのような２人の課長がいます。もしあなたが使われるとしたら、

どちらの課長に使われる方がよいと思いますか。どちらか１つあげて下さい。

１規則をまげてまで、無理な仕事をさせることはありませんが､仕事以外のことでは人のめんどうを

見ません

２時には規則をまげて、無理な仕事をさせることもありますが､仕事のこと以外でも人のめんどうを

よく見ます

８ その他（記入）

９わからない

問２６たいていの人は､他人の役にたとうとしていると思いますか、それとも自分のことだけ考えていると

思いますか。

１他人の役にたとうとしている

２自分のことだけ考えている

８その他（記入 ）

９わからない

６

(53）

(54）

(55）

(56）



問２７他人は、機会があれば、あなたを利用しようとしていると思いますか、それともそんなことはないと

思いますか。

１他人は機会があれば利用しようとしていると思う

２そんなことはないと思う

８その他（記入 ）

９わからない

問２８たいていの人は信頼できると思いますか、

１ ２

信頼できる常に用心した
と思う方がよい

それとも、常に用心した方がよいと思いますか。

８ ９

その他（記入）わからない

問２９〔カード１９〕つぎに読みあげる事柄についてあなたはどう思いますか。

それぞれについて、この中からお答えください。（ａ～ｄについてそれぞれ聞く）

ａ・病気の中には近代医学とは別の方法で治療した方がよいものもある。

１全くそのとおりだと思う４決してそうは思わない

２そう思う８その他（記入 ）

３そうは思わない ９わからない

■●●●●●●●●●●●●●●●◆●●●●●●●●●●●●●●■。●●●●●｡●●●●●●●●●●ｃｃ●●■●●■｡●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●由●●●●●●●●●●●■●●●●●●●●●●●●●●●●●c●●●●ＧＢ●●●●●●ｅ●~●●●●●ＯＣ●●。●■ｃ●。●●ｅ●■●●●●●●●●｡●●●●●●●毎●●●●●●●●●●●●●e●ｃ●●●ｅ●●●●ら●●●●●●●●●●●●●●●●●●ａｓ●e●●●●●●●●●●●●●

ｂ・科学技術力s発展すれば、いつかは人間の心の中までも解明できる。

１全くそのとおりだと思う４決してそうは思わない

２そう思う８その他（記入 ）

３そうは思わない ９わからない

●●●●●●●●●●●●●●●●■●e●●●ｅ●●●●●●●●●●●●●●●●｡｡■●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●｡■●●●●｡■●■●ー●e●●●●●●●Ｇ●●●●●●●●●●●●●●■●●●●ｃ■●●●●●●●●●●。●●●●●■●■●●●●●●●●●e●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●■●。●●●●●ＣＤ●●●◆●●●－●●●・母●●●●●●●●●●●●①●■●●●●●■●●●●●●●●●●

こん哩ち

ｃ、今日、我々 が直面している経済的、社会的問題のほとんどは科学技術の進歩により解決される。

１全くそのとおりだと思う４決してそうは思わない

２そう思う８その他（記入 ）

３そうは思わない ９わからない

●●c●●●●●●●●●“●ー●●●●●●●●●●●●■●●●●●●●●｡●巳●ー●G●●●●●●●●●●●●●●●●●■●●■●■串●●●●●●●“●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●一一●●●“●●●●●●●｡o●?●●◆●●●●●●●●c●●■●●●●●●●●●●●●●●●●･●●巳●●●●●●●G●●●●●●●●●●●●●●｡●●●●●●●●｡●●●●●●●●●●●●e●ＣＯ●｡●●●●

ｄ、将来、科学技術の発展により、火星でも、地球と同じような生活力sできるようになる。

１全くそのとおりだと思う４決してそうは思わない

２そう思う８その他（記入 ）

３そうは思わない ９わからない

７

(57）

(58）

(59）

(6①

(61）

(62）

6,3



6り４

問３０日本文化ときいて、まず思い浮かべることは何ですか。
●

（もし回答者が複数あげた場合は、すべて記す）

(記入） ９

わからない

問３１ａ･宗教についておききしたいのですが、たとえば、あなたは、何か信仰とか信心とかを持って

いますか。
１ ２

もっている、信じているもっていない、信じていないもっていない、
関心がない

==含●ここ＝二言子ら己●●●●●●●●eG●●●●●●●●●岳ｐ●●砂●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●｡●●ｅ●●●●●G●●●●●●●●●●●●●●■●●●●巴●●●与●●●Ｇ白●●●､●●●●●●●●●●●●｡●●●●●､●､●■■●●●●●●●●●●●●岳●●●●●ひ｡●●●唾●●●●●●●●●●●●●ｅ●●●●●●ｅｅＣ●⑧●●●●●●●●●●●●●●●●●｡●●●●●●eや｡●●●●白●●●●●｡●●●

ｂ・（問３１ａで｢１持っている、信じている」と回答した人に）

それは何という宗教ですか。（１つ選択）

１仏教系

２神道系

３キリスト教

８その他の宗教（記入

９わからない

）

問３２それでは、いままでの宗教にはかかわりなく、「宗教的な心」というものを、大切だと思いますか、

それとも大切だとは思いませんか。

１ ２８９

大切大切でないその他（記入）わからない

問３３宗教について、こんな意見があります。

「宗教にはいろいろあり、それぞれ独自の教えを説いているが、そうした教えは、けつきよくは同じ

ものだ」というのですが、あなたはこの意見に賛成ですか、それとも反対ですか。

１ ２８９

賛成反対その他（記入）わからない

８

(63）

(64）

(6劇

(66）

(67）



問３４「法律はどんなときにも守るべきである」という意見と「目的が本当に正しいものだと確信が

もてるときには、法律をやぶることもやむをえない」という意見があります。どちらの考えが

あなたにぴったりしますか。

１「どんなときにも守るべきだ」という意見

２「目的が正しい時には、法律をやぶることもやむをえない」という意見

８その他（記入 ）

９わからない

問３５〔カード２０〕契約書というものについて、あなたは次のＡさんとＢさんの意見のうち、どちらに

近いですか。

Ａ「契約醤をとりかわすなどというのは、お互いに信頼し合っていない証拠だ。信頼し合っていれば、

契約醤など必要ない」

Ｂ「いくらお互いに信頼し合っていても、契約は契約として、ちゃんと文書をとりかわしておく方が

よい」

１Ａの意見に近い

２Ｂの意見に近い

８その他（記入 ）

９わからない

問３６〔カード２１〕また、次のＡさんとＢさんの意見ではどちらに近いですか。

Ａ「契約書をとりかわすときでも､契約などというものは形式的なものだから､できるだけ簡単にして、

契約書の表現もできるだけ雛がきくようなものにしておく方がよい」
Ｂ「契約露というものは、あとで解釈などをめぐってもめないように、できるだけこまかく具体的に

キチッと決めておく方がよい」

１Ａの意見に近い

２Ｂの意見に近い

８その他（記入 ）

９わからない

問３７〔カード２２〕環境保護と経済成長について、次の２つの意見がよく出されます。どちらがあなた

の考えに近いですか。

１経済がある程度悪化しても、環境保護が最優先されるべきだ

２環境がある程度悪化しても、経済成長が最優先されるべきだ

８その他（記入 ）

９わからない

９

(68）

(69）

(70Ｉ

(71）

6ｎ５



卯６

問３８あなたにとって一番大切と思うものはなんですか。（もし回答者が複数あげた場合は、すべて記す）

(記入） ９

わからない

問39ａ，あなたが一番尊敬する職業は何ですか。（もし回答者が複数あげた場合は、すべて記す）

(記入） ９

わからない

●●●ー ●●●●｡●q●●●●■●●の●｡●●●●●■●●■Ｇ●●●●●●●●●●●●｡■●＄●●●●●｡■●●●■｡＆●●ゆ●●●■●●●●●●●●●●●●●●や●●◆●●●●●●●●●●●●毎●●●●●●●●●●●●●●●●◆●●●●●●●●●●●各●●●●●●●●●●●●●●●●●●岳●●●●●●●●●■●●｡●●●●●●●●缶●､●◆●●●■ゆ●巳｡●●●●●●●●●●■●●●●｡●●●●●●●●●●●●●●●｡●ｅ●●●●●●pら●■

ｂ・では、ご自身が実際につきたいと思う職業は何ですか。

（もし回答者が複数あげた場合は、すべて記す）

問４０〔カード２３〕次のようなことを想像してください。あなたは重病で、特別の手術をする必要が

あります。腕のよい医者であれば、９割以上成功するが、難しい手術なので、下手な医者では

失敗しかねないとも言われました。すると、長年の親友のＡさんが、Ｂという医者は信頼できる、

と紹介してくれました。あなたは医者のＢさんに手術を頼みますか。

１親友のＡさんが紹介してくれた医者なので、Ｂさんに頼む

２自分で医者のＢさんの過去の実績を詳しく調べてから、判断する

８その他（記入 ）

９わからない

1０

(72）

(73）

(74）

(75）



(6)=２

あまり全く

信頼しない信頼しない

わか

らない

非常にやや

信頼する信頼する

宗教団体…………………･……………･………・１

法律や裁判の制度･…･…………………･…･…・・１

新聞・テレビ…………･…･…･…………………１

警察………･……･……………………………･…１

国の行政･…………･……･………………………１

国会．｡……………………………………･………１

NPO・ＮＧＯ(非営利団体や非政府組織）……１

社会福祉施設…･…………………･……･………l

国連･………………………………･…………･…１

科学技術…………………………･……･…･……１

３
３
３
３
３
３
３
３
３
３

４
４
４
４
４
４
４
４
４
４

９
９
９
９
９
９
９
９
９
９

荊
帥
帥
⑳
ｎ
鋤
帥
心
剖
創

Ｉ
Ｉ
Ｉ
１
１
１
１
１
１
１

１
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
く
Ｉ

２
２
２
２
２
２
２
２
２
２

●
●
●
。
●
●
●
●
●
●

ａ
ｂ
ｃ
ｄ
ｅ
ｆ
ｇ
ｈ
ｉ
・
『
』

問４１〔カード２４〕あなたは、次にあげる組織や制度､事がらをどの程度信頼しますか。「非常に信頼する」
●

「やや信頼する」「あまり信頼しない」「全く信頼しない」のいずれかでお答え下さい。（１つずつ○印）

問４３〔カード２５〕もし生まれ変われるとしたら、日本以外のアジアの国（地域）の中では、

どの国（地域）に生まれたいですか。一つだけ選んで下さい。

l中国４香港７シンガポール

２韓国５インド８その他（記入

３台湾６フィリピン９わからない

問４２ａ・今までの人生をふりかえって、もう一度やり直せるとしたら、男に生まれていた方がよかったと

思いますか。それとも女に生まれていた方がよかったでしょうか。

１男に生まれていた方がよかった

２女に生まれていた方がよかった

８その他（記入 ）

９わからない

(１７）

●ｅ●●●●●●●｡●●①岳●●●ｅ■ｅ■号●●｡●●●●●己ら●●●｡●●●●●●●Ｓ●●●●●●●●●●●●“●●●●●●●●●●●●●G●●●■●●●●●●●●●●●●●●●＆●■ｅ●Ｃ●●●●●●●ｅ●●●●●●●●●●●●●､●●◆●●●●●●●●■●●●●●●●●■“●●●●●●●●●０⑧●●●●●Ｇ●●●●●●●●●●●●●●●●●●ー●●●●●●Ｇ●●●●~●●◆ＣＧ●●●●●●●◆●●●●●●●■●●ﾆﾆー ﾖー■ここ二二

ｂ、それでは、これからの世の中を考えたとき、今、もう一度生まれ変われるとしたら、あなたは男

と女のどちらに生まれてきたいと思いますか。

１ ２８９

男に生まれてきたい女に生まれてきたい その他（記入）わからない

(１８）

１１

） (１９）

〃７



608

問４４〔カード２６〕今後、わが国のために、

しよう。一つだけ選んで下さい。

１アメリカ合衆国

２ＥＵ（ヨーロッパ連合）

３中国

４韓国

一番に友好を深めていくべき国や地域は、次の中ではどこで

５中国や韓国以外のアジアの国

８その他（記入

９わからない

）

問４５〔カード２７〕あなたは悩みごとや重大な相談事を、まずどなたに相談していますか、あるいは、

するとおもいますか。次の中から一つだけ選んで下さい。

１父親

２母親

・３きょうだい

４その他の家族や親戚

５学校の先生や塾の先生

６友だち

７その他（記入 ）

８相談できる人がいない

９特に悩みはない

問４６〔カード２８〕今日の我々の社会では、「メンツ（面子)」を立てることが重要だとあなたは思いますか。

１非常に重要である

２どちらかといえば重要である

３どちらかといえば重要ではない

４まったく重要ではない

８その他（記入 ）

９わからない

問４７〔カード２９〕現在あなたに子供がいる、いないに関わらず、子供を育てる主な目的は何だとお考え

ですか。（１つ選択）

１子孫を伝える

２社会的責任

３自分の生活改善のため

４老後のため

８その他（記入： ）

９わからない

1２

(20）

(21）

(22）

(23）



そのわから
他ない

(24）

先祖を尊ぶべき･……･……………………･…

長男は両親の面倒を見るべき………………

妻は夫に従う……･…･……………･…………

親が反対する結婚はしない…………………

年上の人の意見に従う．．……･………………

家系を続かせるため息子は必要だ…………

男性は外で働き、女性は家庭を守るべき…

問４９ａ．〔カード３１〕次のような場面を想像してください。あなたは幼いときに両親と死に別れ、近所に

住んでいた田中さんに育てられました｡そのおかげで､大学を卒業し､今では生活に余裕もできました。

ところが、今、恩人の田中さんは病の床にふし、苦しんでいます。本人は知りませんが、医者にはあと

３ケ月の命と聞きました。しかし、特別な手術をすれば苦しみはとれ、回復できる可能性があると聞き

ました。身寄りもなく、経済的余裕もない田中さんを救うためには、あなたの全財産を使わなければ

なりません。あなたはどうすると思いますか。

１全財産をなげうっても、ぜひ手術をしてもらう

２無理をせず、手術はあきらめる

８その他（記入 ）

●●◆●●●●●●●~●●●●●●■●●●｡●●ー●●●＝●●◆●●●●●●Ｃ●●●●●●心●●●●●●。ｃ●●壷●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●Ｇ●●｡●●●●●■●●●●●●●ーＣ●●●●●●●●●ー｡●●●①●■●●●●●●Ｑ今●●●●●●●Ｄ●●●●●●●●●●●●釦一●ｅ●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●ーー●●Ｇ■●●●●●●~･●●●●や●●●●●｡●●●●●●●●●◆●

ｂ、今の質問では、恩人の場合をききました。もし病気なのがあなたの本当のご両親のどちらかの場合

だったらどうしますか。

１全財産をなげうっても、ぜひ手術をしてもらう

２無理をせず、手術はあきらめる

８その他（記入 ）

(25）

．（26）

３
３
３
３
３
３
３

問５０〔カード３２〕あなたは次のような伝統的な価値観についてどう思いますか。

全くそのとおり

だと思う
壱
感
２
２

そうは
思わない

決してそうは
思わない

問４８〔カード３０〕年とった親は子どもが面倒を見るべきだと思いますか、それとも親が自分で何とかする

べきだと思いますか。あえて言うと、あなたの意見は次のどちらでしょうか。（１つ選択）

１子供が面倒をみるべき

２親が自分でなんとかすべき

８その他（記入 ）

９わからない

刊
副
帥
．
ｎ
動
副

２
２
２
３
３
３
３

１
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
１
１

１
１
１
１
１
１
１

２

●
●
●
●
●
●

ａ
、
、
ｃ
○
。
ｅ
〔
一
‐
《

４
４
４
４
４
４
４

９
９
９
９
９
９
９

８
８
８
８
８
８
８

1３

２
２
２
２ｇ，

6り９



α０

問５１〔カード33〕現在､世界中にいろいろな宗教があり、宗教間の対立による争いが起こっていますが、

これからの世界の人々は、どのようにすべきと思いますか。次のうち、どれがあなたのお考えに近い

ですか。次の中から１つだけ選んでください。

１世界の人々は、自分の宗教を広めるべき

２世界の人々は、自分の宗教を世界に理解させることに努力するべき

３世界の人々は、他のいろいろな宗教を理解することに努力するべき

４世界の人々は、理解するかどうかは別として、お互いの宗教を尊重するべき

８ その他（記入）

９わからない

問５２〔カード３４〕あなたの職場では良きリーダーはどんな資質を持っているべきでしょうか。最も重要

なものを３つ、次の中から選んで下さい。（3Ｍ.A､）

１技術的に優れていること

２部下を公平に扱うこと

３部下に尊敬され、好かれていること

４真剣に仕事に取り組むこと

５人間関係がよい、顔が広いこと

６仕事仲間に誠心誠意、接すること

７決断力がある、断固としていること

８判断力が優れていること

９部下に利益をもたらすこと

１０年功を積んでいること

１lよい階級の出身であること

問５３〔カード３５〕現代の進んだ医療の一つとして、交通事故や病気などで亡くなった方の心臓や肝臓

などの腫器を、重い病気で苦しんでいるほかの人に移植することが可能になっています。このような

医療について、あなたのお考えは、次のどちらの意見に近いですか。

l重い病気の人が元気になれるのだからよいことだ

２いくら人の命を救うためとはいえ、亡くなった人の体の一部を取り出すのはよくないことだ

８ その他（記入）

９わからない

1４

(34）

(35)(36）

(37）



問５４〔カード３６〕あなたは、現在、何らかの組織やクラブの会員になっていますか｡このカードをご覧

になって、どれに所属しているのか教えてください。いくつでもよいです。（ＭＡ.）

ｌ自治会、町内会

２ＰＴＡ，父母の会

３婦人会、老人会、青年会

４消防団、防犯協会

５農協、漁協、森林組合

６商工会、その他の業界団体

７労働組合

８スポーツ、レクリエーション、趣味・文化サークル

９県人会、同窓会、ＯＢ会

１０宗教団体

１l生協（生活協同組合)、消費者運動

１２政治団体、後援会

１３市民団体、住民運動、自然保護団体

１４その他

１５どれにも入っていない

問５５ 〔カード３７〕次のような場面を想像してください。あなたはある会社に働いています。ある同僚が

悪いことをして不当に利益を得ているのを知って、それを上司に報告しようと覚悟していました。

ところが､ある日、会社に刃物を持った凶悪な強盗が押し入り、あなたも命の危険にさらされました。

しかし、その同僚の活躍によりあなたの命も救われ、事件も解決しました。あなたは、その同僚の

不正について、つぎのうちどうしますか。

ｌ命が救われたことには感謝するが、なおかつ不正については上司に報告する

２命を救われたことに感謝し、不正を報告するのはやめる

８その他（記入 ）

９わからない

1５

(38)(39）

(40）

αＺ



家族従業者

(最後に、

１

性

くフェース・シート＞

Ｆ１〔性別〕

男

(41）

α２

剛隼齢〕縦峨…いくつで机に樹
(42>(43）

９６０～６４歳

.１０６５～６９歳

１１７０歳以上

歳
歳
歳
歳

４
９
４
９

４
４
５
５

へ
一
一
へ

０
５
０
５

４
４
５
５

５
６
７
８

歳
歳
歳
歳

４
９
４
９

２
２
３
３

へ
一
一
－

０
５
０
５

２
２
３
３

１
２
３
４

(44)(45）

1６

〔学歴〕〔カード３８〕あなたが最後に卒業された学校はどちらですか。

（中退・在学中は卒業としてお答えください｡）

１ ２３４

小学校・中学校高校短大大学

（及び旧高小）（及び旧中）専門学校大学院

Ｆ３

．.５

不明

〈46）

ご協力ありがとうございました。

〔職業〕あなたのご職業は何ですか。

[具榔‘……ず……
自営者 被傭者

F４

〕

Ｆ５〔世帯収入〕〔カード３９〕では、お宅の収入は、ご家族全部合わせて、過去１年間でおよそどれくら

いになりましたか。この中ではどうでしょうか。ボーナスも含め、税込みでお答えください。

１２００万円未満６１，０００万円～1,500万円未満

２２００万円～400万円未満71,500万円～2,000万円未満

３４００万円～600万円未満82,000万円以上

４６００万円～800.万円未満９わからない

５８００万円～1,000万円未満

無職自営者

r－，
１２３

７
労
務
職

あなたご自身のことについてお伺いします｡）

２

女性

ｒＪ､
⑬
そ
の
他

(47)(48）

８
農
林
漁
業

９
商
エ
サ
ー
ピ
ス
業

加
自
由
業

皿
学

自
由
業

ｕ
無
職
の

６
事
務
職

５
専
門
・
技
術
職

４
管
理
職

商
エ
サ
ー
ビ
ス
業 生

主
婦

農
林
漁
業

の
無
職

(49）



ｂ・背中の痛み（肩こりや腰痛など）

(No.4106） 〔カード２〕問５

2．満足している

ｃ・いらいら

4．満足していない

ｅ、

ａ・頭痛・偏頭痛・頭が重い

1．非常に満足している

〔カード１〕問４

回
国
印

ｄ・うつ状態（ゆううつになる、気がふさぐ） 3．あまり満足していない

不眠症（よく眠れない）



2．中

〔カード４〕問７〔カード３〕問６

の上

2．余暇(自由な時間)が増えること

下

1．収入が増えること上１．

回
国
心

の下

5．

3．中 の中

4．中



気の合った人たちと働くこと

〔カード５〕問９

３．

〔カード６〕問１０

臼
酎

全く

感じない

お.金のことを気にしないですむ程、よい給料1．

ａ．まず、「重い病気」の不安はどの程度でしょうか。

倒産や失業の恐れがない仕事２．

ｂ・では、「交通事故」についてはどうでしょうか。

ｃ・では、「戦争」についてはどうでしょうか。

かなり

感じる

少しは

感じる

やりとげたという感じがもてる仕事４．

１ ２ ３ ４

非常に

感じる



ａ．「あなた自身の家族や子供」

ｂ・「職業や仕事」

ｃ・「自由になる時間とくつろぎ」

．．「友人、知人」

ｅ・「両親、兄弟、姉妹、親戚」

ｆ、「宗教」

ｇ・「政治」

〔カード８〕問１２〔カード７〕問１１

重

ａ・神や仏

ｂ，死後の世界

ｃ・霊魂（たましい）

ｄ・悪魔

ｅ・地獄

ｆ・天国や極楽

ｇ・宗教上の罪や罰（ばち）

１ ２３

ある・存存するあるかもしれない』勉L二在在_Lと亜』△

画
目
。

重
要
で
な
い

１２３４５６７

要



2．やや満足

〔カード１０〕問１４

2．やや満足

ａどちらともいえない

5．不～満5．不一満

1．満足 1．満足

〔カード９〕問１３

臼
、

3．どちらともいえない

4．やや不満 4．やや不満



1．離婚はすべきではない

〔カード１２〕問２０〔カード１１〕問１５

3．二人の合意さえあれば、いつ離婚してもよい

口
自
画

1．個人の才能や努力

2．ひどい場合には、離婚してもよい2．運やチャンス

3．血縁・地縁・学閥などの人のつながり



国がよくなって、はじめて個人が幸福になる

〔カード１４〕問２２

２．

〔カード１３〕問２１

回
国
℃

人間が幸福になるためには、

自然に従わなければならない

個人が幸福になって、はじめて国全体が

よくなる

1． 1．

3．

人間が幸福になるためには、

自然を利用しなければならない

2．

国がよくなることも、個人が幸福になること

も同じである

３．
人間が幸福になるためには、

自然を征服していかなければならない



亀
｡

〔カード１５〕問２３

(２つ選ぶ）

ａ・親孝行、親に対する愛情と尊敬

ｂ、助けてくれた人に感謝し、必要があれば

援助する

ｃ、個人の権利を尊重すること

ｄ・個人の自由を尊重すること

〔カード１６〕問２４ａ

１．１番の人を採用するようにいう

2．親戚を採用するようにいう



雪

〔カード１７〕問２４ｂ

１．

２．

１番の人を採用するようにいう

昔世話になった人の子供を採用するように

いう

〔カード１８〕問２５

1．規則をまげてまで、無理な仕事をさせる

ことはありませんが、仕事以外のことでは

人のめんどうを見ません

２．時には規則をまげて、無理な仕事をさせる

こともありますが、仕事のこと以外でも

人のめんどうをよく見ます



霊

〔カード１９〕問２９

1．全くそのとおりだと思う

2．そう思う

3．そうは思わない

4．決してそうは思わない

〔カード２０〕問３５

Ａ「契約書をとりかわすなどというのは、

お互いに信頼し合っていない証拠だ。

信頼し合っていれば、契約書など必要ない」

Ｂ「いくらお互いに信頼し合っていても、

契約は契約として、ちゃんと文書を

とりかわしておく方がよい」



雪

〔カード２１〕問３６

Ａ「契約書をとりかわすときでも、

契約などというものは形式的なものだから、

できるだけ簡単にして、契約書の表現も
ゆうすう

できるだけ融通がきくような

ものにしておく方がよい」

Ｂ「契約書というものは、

あとで解釈などをめぐってもめないように、

できるだけこまかく具体的にキチッと

決めておく方がよい」

〔カード２２〕問３７

1．経済がある程度悪化しても、

環境保護が最優先されるべきだ

2．環境がある程度悪化しても、

経済成長が最優先されるべきだ



●
●
●
●
●
●
●
●

ａ
、
、
Ｃ
、
ｑ
ｅ
ｎ
－
‐
《
ｇ
１
ｎ

〔カード２３〕問４０ 〔カード２４〕問４１

あまり全く

信頼しない信頼しない

やや

信頼する
2．自分で医者のＢさんの過去の実績を詳しく

調べてから、判断する

４

由一一一申一一一一一－回一一■“‐ｰ‐ｰー一画画一ー－一

あなたは重病で、特別の手術をする必要があり

ます。腕のよい医者であれば、９割以上成功

するが、難しい手術なので、下手な医者では

失敗しかねないとも言われました。すると、

長年の親友のＡさんが、Ｂという医者は信頼

できる、と紹介してくれました。あなたは医者

のＢさんに手術を頼みますか。

宗教団体

法律や裁判の制度

新聞・テレビ

警察

国の行政

国会

ＮＰＯ・ＮＧＯ（非営利団体や非政府組織）

社会福祉施設

国連

科学技術

震

３

非常に

信頼する

１．

●

Ｊ・1．親友のＡさんが紹介してくれた医者なので、

Ｂさんに頼む

１ ２



〔カード２５〕問４３ 〔カード２６〕問４４

1．中国 1．アメリカ合衆国

2．韓国

2．ＥＵ（ヨーロッパ連合）

３．台湾

4．香港 3．中国

5．インド

4．韓国

6．フィリピン

7．シンガポール 5．中国や韓国以外のアジアの国

雲



島
。、

〔カード２７〕問４５

１．父親

2．母親

3．きょうだい

4．その他の家族や親戚

5．学校の先生や塾の先生

6．友だち

〔カード２８〕問４６

1．非常に重要である

2．どちらかといえば重要である

3．どちらかといえば重要ではない

4．まったく重要ではない



1．子孫を伝える

〔カード３０〕問４８

1．子供が面倒をみるべき

2．社会的責任

4．老後のため

〔カード２９〕問４７

3．自分の生活改善のため，

2．親が自分でなんとかすべき

画
唖
、



重

〔カード３１〕問４９ａ

あなたは幼いときに両親と死に別れ､近所に住んでいた

田中さんに育てられました。そのおかげで、大学を

卒業し、今では生活に余裕もできました。ところが、

今、恩人の田中さんは病の床にふし、苦しんでいます。

本人は知りませんが、医者にはあと３ヶ月の命と

聞きました。しかし､特別な手術をすれば苦しみはとれ、

回復できる可能性があると聞きました。身寄りもなく、

経済的余裕もない田中さんを救うためには、あなたの

全財産を使わなければなりません。

:壷…=三…=い…●Ｔｌ
２。

!あなたはどうすると思いますか。

1．全財産をなげうっても、

ぜひ手術をしてもらう

2．無理をせず、手術はあきらめる

〔カード３２〕問５０

ａ・先祖を尊ぶべき

ｂ、長男は両親の面倒を見るべき

ｃ・妻は夫に従う

ｄ・親が反対する結婚はしない

ｅ・年上の人の意見に従う

ｆ・家系を続かせるため息子は必要だ

ｇ・男性は外で働き、女性は家庭を守るべき

１ ２ ３

全くそのとおりそう思うそうは

だと思う 思わない

４

決してそうは

思わない



墨

〔カード３３〕問５１

1．世界の人々は、自分の宗教を広めるべき

2．世界の人々は、自分の宗教を世界に理解

させることに努力するべき

3．世界の人々は、他のいろいろな宗教を理解

することに努力するべき

4．世界の人々は、理解するかどうかは別として、

お互いの宗教を尊重するべき

〔カード３４〕問５２

(３つ選ぶ）

1．技術的に優れていること

2．部下を公平に扱うこと

3．部下に尊敬され、好かれていること

4．真剣に仕事に取り組むこと

5．人間関係がよい、顔が広いこと

6．仕事仲間に誠心誠意、接すること

7．決断力がある、断固としていること

8．判断力が優れていること

9．部下に利益をもたらすこと

l0．年功を積んでいること

11．よい階級の出身であること



亀
●

〔カード３５〕問５３

1．重い病気の人が元気になれるのだから

よいことだ

2．いくら人の命を救うためとはいえ、

亡くなった人の体の一部を取り出すのは

よくないことだ

〔カード３６〕問５４

1．自治会、町内会

2．ＰＴＡ、父母の会

3．婦人会、老人会、青年会

4．消防団、防犯協会

5．農協、漁協、森林組合

6．商工会、その他の業界団体

7．労働組合

8．スポーツ、レクリエーション、

趣味・文化サークル

9年県人会、同窓会、ＯＢ会

10．宗教団体

11．生協（生活協同組合)、消費者運動

12．政治団体、後援会

13．市民団体、住民運動、自然保護団体



〔カード３８〕Ｆ３〔カード３７〕問５５

|~…一=~.....－~－．

4．大学・大学院2．命を救われたことに感謝し、

不正を報告するのはやめる

３－短大・専門学校

(中退・在学中は卒業としてお答えください｡）

1．小学校・中学校（及び旧高小）

1．命が救われたことには感謝するが、

なおかつ不正については上司に報告する

雪

2．高校（及びl日中）
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言

〔カード３９〕Ｆ５

１．２００万円未満

２．２００万円～400万円未満

３．４００万円～600万円未満

４．６００万円～800万円未満

５．８００万円～1,000万円未満

6.1,000万円～1,500万円未満

7.1,500万円～2,000万円未満

8.2,000万円以上



EastAsianValueSurvey<黒田版＞Lastprintedl2/12/０３４:o５ＰＭ・１－

6b､日本調査票の英語訳
（注．英語調査票と しては標準化されていない試行版）

DraftTranslationoftheJapaneseQuestionnaireofEastAsianValueSurvey

(Note:ThisisnotastandardizedEnglishQuestionllairefbrcmss-nationalcomparative

survey.）

Q,lWOuldyousaythatyourespectyourancestors

average？

lMorethantheaverageJapanese

２LessthantheaverageJapanese

３Average

８０ther(PLEASESPECIFY）

ｍｏｒｅｔｈａｎａｖｅｒａｇｅｏｒｌｅｓｓｔｈａｎｔｈｅ

９ＤＫ

Ｑ２１ｆｙｏｕｄｉｄｎｏｔｈａｖｅｃｈｉｌｄ妃､,wouldyouorwouldyounotadoptachildwhoisnot

relatedtoyouinordertocontinueyourfamilyline？

IWOuldadopt

２WOuldnotadopt

３Ｄependsonsituation

８０ther(PLEASESPECIFY1，

９DK

Q31ngeneral,whatwouldyousayisanidealnumberofchildrcnfbrafamily？

９ＤＫ

Q､４[SHOWCARDl]HaveyousufferedfTomanyofthefbllowinginthepastmonth？

ａ､Headaches/migaines/(headfelt Yes No

heavy）

ｂ､Backaches(stiffback）ｌ２

ｃ・Nervousness l ２

dDepression(feelingdown）１２

ｅ､Insomnia(sleeplessness）１２

８０ther(PLEASESPECIFY)ー

９ＤＫ

a刃
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EastAsianValueSurvey<黒田版＞Lastprintedl2/12/０３４:o５ＰＭ・２－

Q,５[SHOWCARD2]Inrelationtoothersofyourage,ｈｏｗsatisfiedareyouwithyour

health？

］Verysatisfied

２Satisfied

３Notverysatisfied

４Notsatisfied

８０ther(PLEASESPECIFY）

９ＤＫ

Ｑ,６[SHOWCARD3]SupposeonecategorizesclassesinyoursocietyasinCard3,which

oneofthecategorieswouldyousayyourfamilybelongsto？

１Ｈｉｇｈ

２Ｈｉｇｈmiddle

３Middle

４Ｌｏｗmiddle

５．Ｌｏｗ

８０ther(PLEASESPECIFY）

９ＤＫ

Ｑ７[SHOWCARD4]Whichoneofthetwowouldyouchooseifyouhadtochooseone？

ｌＭｏｒｃｍｏｎｅｙ

２MorefiPeetime

８０ther(PLEASESPECIFY）

９DK

Q81fyouweretohaveenoughmOneytolivecomfb1tablybwouldyoukeepworkingorquit

working？

lKeepworking

２Quitworking

８０ther(PLEASESPECIFY）

９ＤＫ

Ｑ９［SHOWCARD5]Herearesomevaluesdiscussedregardingwork,inwhichoneofthe

fbllowingwouldyoufindthemostvalue？

lAgoodenoughpaythatyoudonothavetoworIyaboutmoney

２Asecurejobthatrequiresnowo汀iesofbankruptcyorbeingfired

３Co-workersyouenjoyworkingwith

４Ajobthatgivesoneasenseofaccomplishment

８０ther(PLEASESPECIFY）

９ＤＫ



幽
３
３
３
３
３
３

Ｑ・１０[SHOWCARD6]Peoplefeelulleasyaboutthemselvesortheirfhmilymembersfifom

timetotime・Howdoyoupersonally允elaboutthefbllowing？(CIRCLEONEOFTHE

NUMBERSINTHECOLUMN）

Ａｌｏｔ Ｓｏｍｅ ＡｂｉｔＮｏｔａｔａｌｌＯｔｈｅｒ ＤＫ

９
９
９
９
９
９

ａ・Seriousillness l ２３

ｂ・Caraccidentl２３

ｃ・Ｗａｒｌ２３

Ｑ,]lDoyouthinkeachofthefbllowingexists?[SHOWCARD7］

Exists Mayexist

a・God,ｇｏｄｓａｎｄＢｕｄｄｈａ ｌ ２

b・Lifeafierdeathl２

c・Ｓｏｕｌｌ２

．．Ｅｖｉｌｌ２

e・Ｈｅｌｌｌ２

fHeavenandParadise l ２

４
４
４

８
８
８

９
９
９

Ｄｏｅｓｎｏｔ

a・YOurimmediatefamily
memberssuchasspouseand
children

b、Careerandjob

c・Freetimeandrelaxation

d・Friendsandpeopleyouknow

e・Parents,brothers,sisters,and
otherrelatives

e・Religion

g･Politics

ＤＫ

EastAsianValueSurvey<黒田版〉Lastprintedl2ﾉ12/034:O５ＰＭ・３－

１２３４５６７８

g・Ｓｉｎ ｌ ２３９

Ｑ,１２［SHOWCARD8]Byusingthescaleoflto7,１beingtheleastimportantand7

beingthemostimportant,howimportantdoyoufeeleachofthefbllowingis？
Not

lmportant Very

atalllmpoItantPtherDKAl△

6妬

９
９
９
９
９
９

９

１２３４５６７８

１２３４５６７８

１２３４５６７８

１２３４５６７８

１２３４５６７８

１２３４５６７８
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Q､１３[SHOWCARD9］

HowsatisfiedaIByouwithyourfamilylife？

lSatisfied

２Somewhatsatisfied

３Neithersatisfiednordissatisfie。

４Somewhatdissatisfied

５Dissatisfied

８０ther(PLEASESPECIFY）

９ＤＫ

Ｑ､１４[SHOWCARD10]Nowlwouldliketoaskhowsatisfiedyoufeelaboutyourlifein

geneml､ＷＯｕｌｄｙｏｕｓａｙｙｏｕａｒｅ？

１SatisEed

２Somewhatsatisfied

３Neithersatisfiedordissatisfied(neutral）

、４Somewhatdissatisfied

５Dissatisfied

８０ther(PLEASESPECrY）

９ＤＫ

Ｑ１５[SHOWCARD11]BylookingatPeoplewhoaresuccessfUlissocietytodaybwhich

wouldyousayaccountthemostfbrtheirsuccessone，sabilityandeffbrts，luckand

chance,orrdationshipsthmughkindred,countrymen,andalumnus？

lAbilityandeffbrt

２Luckandchance

3Relationshipsthroughkindred,counmmen,andalumnus

８０ther(PLEASESPECIFY）

９DK

Q16Somepeoplesaythatwiththedevelopmentofscienceandtechnologyblifebecomes

moreconvenient,butatthesametimealotofhumanfee1ingislost・Ｄｏｙｏｕａｇｒｅｅ

ｗｉｔｈｔｈｉｓｏｐｉｎｉｏｎｏｒｄｏｙoudisagree？

１Ａgree

２Disagree

３Undecided/itdepends

８０ther(PLEASESPECIFY）

９ＤＫ
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Ql7Somepeoplesaythatifwegetoutstandingpoliticalleaders,thebestwayto

improvethecountryisfbrthepeopletoleaveeverythillｇｔｏｔｈｅｍ,ratherthanfbrthe

peopletodiscussthingsamongthemselves､Doyouagreewiththis,ordisagree？

ｌＡｇｒｅｅ

２Disagrce

３Undecided/itdepends

８０ther(PLEASESPECIFY）

９ＤＫ

Ｑ､１８Somepeoplesaythatnomatterhowmechanizedandinundatedorfilledupwitll

infbrmationtheworldgets,nothingcanreducetherichnessofhumanfeelingsorone，s

humanityDoyouagreeordisagreewiththisopinion？

lDisagree

２Cannotsayonewayoranother

３Ａgree

８０ther(PLEASESPECIFY）

９DK

Q19Somepeoplesaythathomeistheonlyplacewhereyoucantotallyrelaxandfeel

comfbrtab1e・Doyoufeelthatwayornot？

ｌYes,ｈｏｍｅｉｓｔｈｅｏｎｌｙｐｌａｃｅ

２ＮＣ

８０ther(PLEASESPECIFY）

９ＤＫ

Ｑ２０[SHOWCARDl2]Ofthethreeviewsonthecard,whichdoyoufeelrepresentyour

viewthemost？

１Oneshouldneve児everdivorce

２DivorceisOKwhenitisunbearable

４DivorceisOKwhenhusbandandwifemutuallyagreetodivorce

８０ther(PLEASESPECIFY）

９ＤＫ

Ｑ､21[SHOWCARDl3]Therearethreeviewsonmanandnatureonthecard､Whichoneof

themdoyoufeelisclosesttothetrulh？

ｌＴｏｂｅｈａｐｐｙ》wemustfbllownature

２Ｔｏｂｅｈａｐｐｙ§wemustmakeuseofnature

３Tbbehappybwemustconquernature

８０ther(PLEASESPECIFY）

９ＤＫ

〃７
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Q､22[SHOWCARDl4]Whichoneofthestatementsollthecarddoyoufeelbestrepresents

youropinion？

llndividualsmustbehappybefbrethecountryasawholegetsbetter

２ThecountIymustgetbetterbefbreindividualscanbehappy

３Makingthecountlybetterandmakillgindividualshappyarethesamething

８０ther(PLEASESPECIFY）

９ＤＫ

Ｑ２３[SHOWCARD15]Ifyouwereaskedtoselectthetwoimportantitemslistedonthe

card,whichtwowouldlheybe？

Selected

ａ・Ｌｏｖｅand雁spectfbrparents l

b・RetumfavorswhenneededfiPomwhomyoureceivedl

favorinthepast

c､Respectfbrindividualrights l

d・Respectfbrindividual命eedom l

８０ther(PLEASESPECIFY)．

９ＤＫ

Ｑ２４

ａ.[SHOWCARD16]Supposeyouareacompanypresident・Thecompanyconductsa

testamongapplicantstoselectoneemployee､Thesectionchiefasksyoutodecide

betweenthetwoapplicantswiththehighestscoreandyourrelativewhoreceivedthe

secondhighestscore､Whichoneofthemwouldyouhire？

１Onewiththehighestgrade

２Yburrelative

８０ther(PLEASESPECIFY）

９ＤＫ

ｂ．［SHOWCARD17]Inthisquestion,letussupposethattlleapplicantwhocamein

secondwasadaughterorsonofapersontowhomyouareindebted､Ｎｏｗ§whichone

ofthemwouldyouhire？

１Onewiththehighestgrade

２Daughterorsonofpersonyouareilldebted

８０ther(PLEASESPECIFY）

９ＤＫ
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Q､２５［SHOWCARD18]Ifyouweretoworkinacompanybunderwhichoneofthe

fbllowingsectionchie企wouldyouprefbrtowork？

lAsectionchiefwhogoesbythebookandneverexpectanythingbeyondthecallof

yourdutybbutnevergiveyouanypersonalfavor

２Asectionchiefwhosometimesdemandsmorethanwhattherulescallfbrbutwho

takescareofyoupersonallybeyondthecallofhisorherresponsibility

８０ther(PLEASESPECIFY）

９ＤＫ

Ｑ､２６WOuldyousaythatmostpeopleal･ehelpfbltoothersorarelookingafteronly

interest？

lTiyingtobehelpfUltoothers

２Lookingoutfbrthemselves

８０ther(PLEASESPECIFY）

their

９DK

Q27Doyousupposemostpeoplewouldtrytotakeadvantageofyouifthereis

opportunitytodoso？

１Yes,theyare

２ＮＣ,tｈｅｙａｒｅｎｏｔ

８０ther(PLEASESPECIFY）

９DK

Q28WOuldyousaywecantrustmostpeopleorbettertobealwaysonlookout？

１Mostpeoplearetrustworthy

２Bettertobeonlookout

８０ther(PLEASESPECIFY）

ａｎ

９ＤＫ

Ｑ２９[SHOWCARDl9]Usingtheanswersonthiscard,wouldyoutellmehowmuchyou

agreeordisagPeewitheachoneofthefbllowingstatements：

ａ､Wehaveillnesseswecanbettertreatwithmethodsotherthanmodemmedicine

lStronglyagree

２Ａgree

．３Ｄisa厚eｅ

４Stronglydisagree

８０ther(PLEASESPECIFY）

９ＤＫ

6ﾇ９



９DK

Q30WhatcomestoyourmindfirstwhenyouthinkofJapaneseculture？

b・Ifalldwhenscienceandtechnologydevelopfi】rtheBsomedayweshouldbeableto

understandthehumanmiI1d・

lStronglyagree

２Ａgree

３Ｄisagree

４Stronglydisagree

８０ther(PLEASESPECrY）

EastAsianValueSurvey<黒田版＞Lastprintedl2/12/０３４:o５ＰＭ－８－

９ＤＫ

ｃ・Ｗｅｃａｎｓｏｍｅｄａｙｓｏｌｖｅｅｃｏｎｏｍｉｃａｎｄｓｏcialproblemswefacetodaywiththe

developmentofscienceandtechnology

lStronglyagree

２Ａgree

３Ｄisagree

４Stronglydisagree

８０ther(PLEASESPECIFY）

640

９ＤＫ

｡､Atsomepointinthefbture,wecanexpecttoliveonMarsasweliveonearthtoday

lStrOnglyagree

２Ａ厚eｅ

３Ｄisagree

４Stronglydisagree

８０ther(PLEASESPECIFY）

ＤＫ

ｏ
“
ａ
・
１
う
』
．
ｂ
・
１
ワ
ー
『
Ｊ
ｎ
Ｕ
ｏ
辞

。
ｌ
へ
ｊ
ｎ
》

DK

NextlIwouldliketoaskyouaboutreligion・Doyouprofesstohavereligiousfaith？

Ｙｅｓ一Ｑ３１ｂ

Ｎｏ一Ｑ､３２

(Religion,onlytherespondentswhochoose"１，，inQ3]）

Buddhism

Shintoism

Christianity

Other(PLEASESPECIFY）
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Q､３２Withoutreferenceinanyoftheestablishedreligions,doyouthinkitimportanttobeof

areligionsmind？

ｌ１ｍｐｏ１ｔａｎｔ

２Notimport2mt

８０ther(PLEASESPECIFY）

９DK

Q33Somepeoplebelievethatallreligiousteachingsarethesameinthefinalanalysiseven

thougheachreligionclaimstobeuniqueinitsow、way､Ｄｏｙｏｕａｇｒｅｅｏｒｄｏｎｏｔａｇｒｅｅ

ｗｉｔｈｔｈｅｓtatement？

４Ａgree

４Disagree

８０ther(PLEASESPECIFY）

９DK

Q34Therearetwodi錐rentviewsonlaw:ｌ)Wemustabidebythelawbnomatterwhat、

２)Ifwethinkthepulposeofbreakingalawisright,wecouldnothelpbutbreakthe

lawb

lWeshouldalwaysabidebylaw

２Ｎo,ｗｅｄｏｎ，thavetoabidebyundersomecircumstances

８０ther(PLEASESPECIFY）

９ＤＫ

Q､３５[SHOWCARD20]Asyouunderstandacontract,whichoneofthefbllowingcomes

closesttoyouropinion？

Ａ“Tbhaveacontractconstitutesevidencethatthe１℃isnotrustbetweenparties・TheTe

isnoneedtohaveacontractifpartiestrusteachother，’

Ｂ‘‘NomatterhowmuchpartiestrusteachotheIbitisbettertohavecontract，，

lclosertoA?sopinion、

２closertoB，sopinionげ

８０ther(PLEASESPECIFY）

９ＤＫ

Ｑ３６[SHOWCARD21]Whichcomesclosertoyouopinion？

Ａ‘‘Ifyouweretohavecontract,itisbettertokeepthecontractsimpleallowingfbrits

flexibilitysinceitisjustfbrmality”

Ｂ“Contractsshouldbewrittenclearlyindetailtoavoidthepossibiiityofconflicting

interpretations，’

6里Ｚ
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Q､３７[SHOWCARD22]Thereareoftentwodi錠rentviewsonenvironmentalprotection

andeconomicdevelopment・Whichoneoftllemwouldyousayrepresentsyourview？

lProtectingtheenvironmentcomesfirst,evenifeconomicgrowthslows

２Economic厚owthcomesfirst,evenifitharmstheenvironment

８０ther(PLEASESPECIFY）

９ＤＫ

Ｑ､３８Whatismostimportanttoyou?(Writedowllallanswersiftherespondentgivesmore

thanone.）

９ＤＫ

Ｑ３９

ａ)Whatoccupationdoyouconsidermostrespected？(Writedownallanswersifthe

respondentgivesmorethanone.）

ｂ)WhatiStheoccupationyouyourselfwouldliketohave?(Ｗｉ･itedownalltheanswers

iftherespondentgivesmorethanone.）

Ｑ４０[SHOWCARD23］Imaginethefbllowingsituation:Ｙｂｕareseriouslyill,requiring

specialsurgely・Ifyoucanfindagoodsurgeon,therateofsuccesscanbeashighas90

percent・Ybursurgerymayfailunlessyoucanmdacompetentsurgeon，sinceit

involvesdifficultprocedures・AclosefiPiendofyoursfbrmanyyearsinbFoducesyoua

surgeonbythenaｍｅｏｆＢ,whoisconsideredtnjstworthybWOuldyouaskDmBto

perfbrmthesuIgeryｏｎｙｏｕ？

１Yes,Iwouldaskhimbecauseofmyclosefiriend，srecommendation

２１wouldlookintoDIE，spastrecordsindetailbefbremakinｇｕｐｍｙｍｉｎｄ

８０ther(PLEASESPECIFY）

９ＤＫ
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Ｑ,４１［SHOWCARD24]HowmuchtrustwouIdyougivetoeachoneofthefbllowing

organizationsaI1dsystems？PleaseselectoneanswerfiPomthefbllowingresponse

categories： ｌ)veIymuch2)somewhat3)NotveIymuch,4)Notatall
DK

a・Religiousorganization l ２３４９

ｂ・Lawandlegalsystem l ２３４９

ｃ・Newspapentelevision l ２３４９

．.Police l ２３４９

ｅ,Nationalgovemment l ２３４９

bureaucracy

fNationalAssembly(Diet）１２３４９

９．ＮＰＯ・ＮＧＯ（NonProfitl２３４９

Organization・NonGovemment

OIganization）

ｈ､Socialwelfaref2lcilities l ２３４９

ｉ・TheUnitedNations l ２３４９

j､ScienceandTbchnology l．２．３４９

Q､4２

a・Lookingbackthepast,ifyoucou1dhavebeenbomagain,wouldyouratherhavebeen

aboyorgirl？

ｌＷｉｓｈｔｏｈａｖｅｂｅｅｎｂｏｍａｂｏｙ

２Wishtohavebeenagirl

８０ther(PLEASESPECIFY）

９ＤＫ

ｂ・ＮＣⅧlookingaheadintothefiltureandcouldbebomagain,wouldyouliketobemale

orfemale？

］）Ｍａｌｅ

２）Female

３）Other （P1ease speci切

4）ＤＫ

6獣３
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Q､43[SHOWCARD25]Ifyoucouldbebomagain,whichofthefbllowingAsiancountries

wouldyoulikebebomin,withtheexceptionofJapan？

lChina(Mainland）

２SouthKorea

３ｎｌｉｗａｎ

４ＨｏｎｇＫｏｎｇ

５１ndia

６Philippines

７Singapoだ

８０ther(PLEASESPECIFY）

９ＤＫ

Ｑ､４４[SHOWCARD26]Withwhichoneofthefbllowingcountriesorregionwouldyou

liketoseedevelopfriendlyrelationsfbrourownnationalinterest？

ｌＵＳＡ

２ＥＵ(EuropeanUnion）

３China

４SouthKorea

５CountIyotherthanChinaandSouthKoｒＢａ

８０ther(PLEASESPECIFY）

９ＤＫ

Ｑ､４５[SHOWCARD27]Withwhomofthefbllowingpeop1ewouldyouconsultfirstfbr

yourpersonalpmblemsandimportantmatters？

ｌFather

２Mother

３Brotherandsister

４０therfamilymemberandrelative

５Schoolteacher

６Friend

７０ther(Pleasespecify）

８１．on,thaveanyonewithwhomlcanconfide

９１．on，thaveanyproblems
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Q､46[SHOWCARD28]Howimpoltantis"盆cekeeping，，insocietytoday？

lVeryimportant

２１ｍportantiflhavetochooseananswer

３Notimportantiflllavetochooseanａｎｓｗｅｒ

４Notimpo1tantatall

８０ther(PLEASESPECIFY）

９ＤＫ

Ｑ､４７[SHOWCARD29]Whetheryouhaveachildornot,whatdoyousupposeisthemain

purposeofhavingchildl･en?(ONLYONEANSWERPLEASE）

lForpropagatingoffSpring

２ForfUlfillingsocialresponsibility

３Forimprovingone，sｏｗｎｌｉｆｅ

４Forhavingchildrenhelpmeinmyoldａｇｅ

８０ther(PLEASESPECIFY）

９ＤＫ

Ｑ４８[SHOWCARD30]DoyoubelievethatchildrenshouldhelptheirparentSwhenthey

growoldortheyshouldtakecareofthemselves?(Chooseonlyoneanswerplease）

１Childだ、shouldhelptheirparents

２Parentsshouldtakecareofthemselves

８０ther(PLEASESPECIFY）

９ＤＫ

Ｑ４９ａ.[SHOWCARD31］Imaginethefbllowingsituation・Yburparentsdiedwhenyou

wereyoungandyourneighborHikaribroughtyｏｕｕｐ､BecauseofHikari，shelp,you

graduatedfiPomcollegeandlivecomfbrtablytodaybNowbyouhearthatHikariis

sufferingfromaterminalillness､Althoughunaware,Ｈikarihasonlythreemoremonths

tolive,accordingtohisdoctors・YbualsoleamedthatHikarimightliveifaspecial

surgeIyisperfbmledthatwouldalsoeIiminatehispain・Ｈｏｗｅｖｅｎｉｔｗｉｌｌｔａｋｅａｌｌｔｈｅ

ａｓｓｅｔｓｙouhavetosaveHikari，slifb・Whatdoyouthinkyouwilldo？

ｌ）IwillusealllhavetosaveHikari，slifethroughsurgeIy

２）Icouldn'thelpbutgivingupthesurgery、

８）Others(PLEASESPECIFY）

ｂ､ThelastquestiOndealtwithabenefactor;ｗｈａｔｗｏｕｌｄｙｏｕｄｏｉｆｉｔｗａｓｏｎｅｏｆｙｏｕｒ

parentswhoneedsthesurgery？

')Iwillhavethesurgerydone,evenifitmeansspendingeveIythinｇｌｈａｖｅ、

2)lcouldn'thelpbutgivingupthesulgely、

8）Others(PLEASESPECIFY）

645
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Ｑ５０［SHOWCARD32]Howdoyoufeelabouteachofthefbllowingh･aditionalvalues？

StronglStronglyLL Don,ｔ

埋匹垂△g壁旦旦i翌g些旦Disagre且Ｐｔｈｅｒｋｎｏｗ

ａ・Weshouldrespectancestor． ’ ２３４８９

ｂ・Theeldestsonshouldlookl２３４８９

afterhisagingparents

c､Ｗｉｆｅｓｈｏｕｌｄｇｏａｌｏｎｇｗｉｔｈｌ２３４８９

herhusband

d・Ｎｏｔｔｏｍａｒｒｙｓｏｍｅｏｎｅ ｌ ２３４８９

whomyourparentsdo

notapprove

e・Ｗｅｓｈｏｕｌｄｇｏａｌｏｎｇｗｉｔｈｌ２３４８９

olderpeople

l ２３４８ｆＷｅｎｅｅｄａｓｏｎｔｏｋｅｅｐｏｕｒ．９

familylinegoing

g・Manshouldworkoutside l ２３４８９

andwomanshouldtend

tohouseholdchores

Q､５１［SHOWCARD33］Therearemanyreligionsintheworld,someofwhicharein

conflictwithoneanotheⅢWhatdoyouthinkweshoulddo？WhichoneofthefbllOwing

ideascomesclosesttoyourthoughts？Pleaseselectonlyoneanswer6

１.Evelyoneshouldspreadone，sownreligiousbeliefk8

２.WeshouldalltrytomakeothersunderstandourreligiousbeliefS

３.Weshouldalltrytounderstandeachother，sreligion

４.Regardlessofunderstandingeachother，sreligion,weshouldallrespecteachother，s

religiousbelief

８０ther(PLEASESPECIFY）

９ＤＫ
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Ｑ,５２[SHOWCARD34]Whatqualiflcationsshouldgoodleadershaveinyourworkplace？

(3multi-answers）

１T1echnicalcompetence

２Fairintreatingfbllowers

３Beinglikedandrespectedbyfbllowers

４Seriousattitudestowardwork

５Ｇｏｏｄａｔｈｕｍａｎｌ･elationsal1dwellconnected

６Sincereinattitudestowardco-Workers

７Decisiveanddetemlined

８Goodjudgingpower

，Abilitytobringaboutagreaterbenefittofbllowers

lOSeniority

llComefiromgoodfamilybackground

Q53[SHOWCARD35]Asaresultofadvancedmedicalsciencetechnologybweareableto

transplantoIganssuchasheartandliverfiPom，peoplewhodieincaraccidentand

illnesstopeoplewhoaresufYeringfiromseriousillnesses・Howdoyoufeelaboutthis

typeofmedicalbPeatmentnowavailable？Whichoneoftheviewsbestrepresents

yours？

１．１t，sagoodthingsinceitwillhelppeoplewhocanrecoverfiPomseriouSillnessesto

leadnomallifeagain

２.Evenifithelpstosavelives,itisnotagoodideatoextractanorganfiPomdeadpeople

８.(Other）

９.ＤＫ．

Q,５４[SHOWCARD36]Doyoubelongtoanyofthefbllowingorganizations？Pleaseread

throughthelistoforganizationsonthiscardandtellmewhichonesyoubelongto、

YOucannameasmanyorganizationswhichyoubelongto(MultiAnswers）

１.Neighborhoodorganization

２.ＰＴＡ(Parentsandteachersassociation）

３.Ｗｏｍｅｎ，sclub,seniors，club,youngpeople，sclub

４.Fire-fighters'association,voluntaIyneighborhoodwatchgoup

５.Ｆａｒｍers，association,fishermen，sassociation,fbrester'sassociation

６.Chamberofcommerceandindustryandotherindustrialassociation

７.LaborUnion(Tradeunion）

８.C1ubfbrsports,recreation,hobbyorculturalactivities

９.Regionalassociation,classreunionassociation,alumniassociation

lO､ReligiousoIganization

“７



Q､55[SHOWCARD37]Imaginethefbllowingsituation,Ybuareworkingfbrafirm､After

discoveringthewrongdoingsofacoworkerbenefitinghimseWherselfbybreakingthe

rules,ｙｏｕdecidetoreportittohissuperiors・Then,onedaybanarmedrobberbroke

intotheofficeandthl･eatenedyouandotherspresentwithweapons・Ybu,too,were

exposedtothedangeroflosingyourlife・Butthankstothecoworkerwhose

wrongdoingsyouwantedtoreport,yourlifewassaved､Wouldyoustillreportthe

wrongdoingsofthecoworkerornot？

１．Whilelappreciatehis/herhelpinsavingme,Istillhavetoreportthewrongdoings、

２.Ithankhim/herfbrsavingmylifeandfbrgetabouthis/herwrongdoings．．

１１．Coops,consumerunion

l2・Politicalgroup,electioncampaignorganization

l3・Citizengroup,residentmovementgroup,environmentprotectiongroup

14.Others(specify

１５．Ｎone

6型８
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Other(PIEASESPECIFY）８
９ ＤＫ
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<Facesheet〉

Wehavenowreaclledthelastsectiollofthesurvey・Ｗｅｗｏｕｌｄｌｉｋｅｔｏａｓｋａｂｉｔａｂｏｕｔ

ｙｏｕｒｓelf

Fl【Gender】(DONOTASKTHEFOLLOWINGQUESTION､JUDGEFROMNAMEAND

｜
’‘ｍ

Ｆ２【Age】Howoldareyou？

F３【Education】Whatisthelastschoolfiromwhichyougraduated？

F４【Occupation】Whichdescribestheworkyoudofbryourliving？

…〔#篭:蕊鯛…伽”

…匡溌;柵

些幽〔

Ｉ【

１０

１１

１２

１３

［
８Farmi11g,Fishing

９Merchant,shop-keepe喝craftsman

Professionalsuchasauthorandattomey

Housewife,nototherwiseemployed

Student

OtheImotgainfhIlyemployed

6型９
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Ｆ５【Householdincome】［SHOWCARD39］

Thisistheverylastquestion・WOulditbepossiblefbryoutotellmetowhichone

ofthefbllowinggroupsyourfamilybelollgsinteImsofthepastyear，ｓｉｎｃｏｍｅ

befbretaxes？

lUnder2millionJapaneseyen

２Ｂｅｔｗｅｅｎ２ａｎｄ４ｍｉｌｌｉｏｎｙｅｎ

３Between4and6millionyen

４Ｂｅｔｗｅｅｎ６ａｎｄ８ｍｉｌｌｉｏｎｙｅｎ

５Ｂｅｔｗｅｅｎ８ａｎｄｌＯｍｉｌｌｉｏｎｙｅｎ

６ＢｅｔｗｅｅｎｌＯａｎｄｌ５ｍｉｌｌｉｏｎｙｅｎ

７Ｂｅｔｗｅｅｎｌ５ａｎｄ２０ｍｉｌｌｉｏｎｙｅｎ

８２０millionyenorover

９DK

Thankyouverymuchfbryourtime．



質問 KＳ

問１ #4．１１

問２ #4．１０

問３ #4．８０

問４ａ 変更 #2.80ａ

問4ｂ 変更 #2.80ｂ

問４ｃ #2.80ｃ

問４． 変更 #2.80.

問４ｅ 変更 #2.80ｅ

問５ #2．３９

問６ #１．８

問７ #7．８１

問８ #2.8

問９ 変更 #7．２４

問10ａ #2．３０

問10ｂ #2.30.

問10ｃ #2.30ｆ

問11ａ 変更

問11ｂ

2003年１２月０９日

6c・項目の出典履歴2002年lo月（日本調査）

右端のＹ,S9,s３の記号はこのリストの最後のページを参照せよ。

出典

７ヶ国比較A票・問１１

７ケ国比較A票・問１２

７ケ国比較A票・問１３

７ヶ国比較A票・問14ａ

７ケ国比較A票・問l4b

７ケ国比較A票・問l４ｃ

７ケ国比較A票・問１４．

７ケ国比較A票・問l4e

７ケ国比較A票・問1５

７ケ国比較A票・問１６

７ケ国比較A票・問1７

７ケ国比較A票・問1８

７ケ国比較A票・問2０

７ケ国比較A票・問9ａ

７ケ国比較A票・問9ｂ

７ケ国比較A票・問9．

WVS世界23カ国価値観。

問7１

WVS世界23カ国価値観。

問7１

トピック

先祖を尊ぶ

他人の子供

を養子にす

るか

望ましい子

供の数

病気

病気

病気

病気

病気

健康満足

社会的階層

収入と余暇

お金と仕事

仕事と個人

生活

不安感

(重い病気）

不安感

(交通事故）

不安感

(戦争）

お化け調査

お化け調査

変更内容

回答肢に｢頭が重い｣追加

回答肢に｢(肩こりや腰痛など)｣追加

回答肢に｢(ゆううつになる、気がふさぐ)｣追加

回答肢に｢(よく眠れない)｣追加

【国別質問】

l)回答肢l｢程よい給料｣→｢程、よい給料｣変更

2)回答肢4｢やりとげたい｣→｢やりとげた｣修正

3）（１つ選択）追加

カード表記変更

カード表記変更

カード表記変更

1）「や仏」追加

2)回答肢「あるかもしれない」追加

回答肢「あるかもしれない」追加

関連

調査

Ｙ

Ｙ

Ｙ

Ｙ

Ｙ

6石Ｉ



質問 KＳ 出典

問11ｃ WVS世界23カ国価値観。

問7１

問11. WVS世界23カ国価値観。

問7１

問11ｅ WVS世界23カ国価値観。

問7１

問11ｆ 変更 WVS世界23カ国価値観。

問7１

問1１９ 変更 WVS世界23カ国価値観。

問7１

問12ａ 変更 #5.81ａ ７ケ国比較A票・問27ａ

問12ｂ #5.8lｂ ７ケ国比較A票・問27ｂ

問12ｃ #5.81ｃ ７ケ国比較A票・問27ｃ

問12. #5.81. ７ケ国比較A票・問27.

問12ｅ #5.81ｅ ７ケ国比較A票・問27ｅ

問12ｆ #5.81ｆ ７ケ国比較A票・問２７ｆ

問1２９ #5．８１９ ７ケ国比較A票・問2７ ９

問1３ #2.3ｃ ７ケ国比較A票・問2８

問1４ #2．８２ ７ケ国比較A票・問2９

問1５ 変更 #7．１９ ７ケ国比較A票・問3０

問1６ #7.1 ７ケ国比較A票・問3２

問1７ #8.ｌｂ ７ケ国比較A票・問3４

問1８ 変更 #7.2 ７ケ国比較A票・問3６

問1９ #4．３０ ７ケ国比較A票・問3７

652

トピック

お化け調査

お化け調査

お化け調査

お化け調査

お化け調査

生活領域の

重要性

生活領域の

重要性

生活領域の

重要性

生活領域の

重要性

生活領域の

重要性

生活領域の

重要性

生活領域の

重要性

家庭満足

生活満足

成功の要因

人間らしさ

Iまへるか

政治家にま

かせる

心の豊かさ

はへらない

力、

家庭はくつ

ろぐ場所

変更内容 関連

回答肢「あるかもしれない」追加

回答肢｢あるかもしれない｣追加

回答肢｢あるかもしれない｣追加

l)｢や極楽｣追加

2)回答肢｢あるかもしれない｣追加

l)｢や罰(ばち)｣追加

2)回答肢「あるかもしれない」追加

｢家族や子供｣→｢あなた自身の家族や子供｣変更

l)｢血縁・地縁・学閥などの人のつながり｣追加
2）（1つ選択）追加

l)｢機械化｣→｢機械化や情報化｣変更

2)回答肢の順番(番号)変更



－Ｊ

関連

’-－
１
１
１
ｌ

6嵐３

質問 KＳ 出典 トピック 変更内容

問2０ #4．３２ ７ケ国比較A票・問3８ 離婚すべき

ではないか

問2１ #2.5 ７ケ国比較A票・問4３ 自然と人間

との関係

問2２ #7.4 ７ケ国比較A票・問4４ 国と個人の

幸福

問23ａ #5．１． ７ケ国比較A票・問4５ 大切な道徳

(親孝行）

問23ｂ #5．１． ７ケ国比較A票・問4５ 大切な道徳

(恩返し）

問23ｃ #5．１． ７ケ国比較A票・問4５ 大切な道徳

(個人の権

利）

問23. #5．１． ７ケ国比較A票・問4５ 大切な道徳

(自由）

問24ａ #5.1Ｃｌ ７ケ国比較A票・問4８ 入社試験

(親戚）

問24ｂ #5.1Ｃ２ ７ケ国比較A票・問4９ 入社試験

(恩人の子）

問2５ #5.6 ７ケ国比較A票・問5０ めんどうを

みる課長

問2６ #2．１２ ７ケ国比較A票・問5１ 他人のため

か自分のた

めか

問2７ #2.12ｂ ７ケ国比較A票・問5２ スキがあれ

ば利用され

るか

問2８ #2.12ｃ ７ケ国比較A票・問5３ 人は信頼で

きるか

問29ａ 記
み
更

表
の
変

#7．８３ ７ケ国比較A票・問57ａ 病気の治療 1)｢挙げる｣→｢あげる｣変更（a～d共通）

2)｢ほう｣→｢方｣変更

問29ｂ #7．８４ ７ケ国比較A票・問57ｂ 心の解明

問29ｃ 記
み
更

表
の
変

#7．８５ ７ケ国比較A票・問57ｃ 経済的・社

会的問題の

解決

1)｢今日｣→｢今日、」変更

2)ルビ｢こんにち｣追加

間29.新間 (2002年９月１３日作成） 火星での生

活

問3０ #9．８０ ７ケ国比較A票・問6１ 文化 【国別質問】

問31ａ #3.1ａ ７ケ国比較A票・問62ａ 宗教を信じ

るか



質問 KＳ

問31ｂ #3.lｂ

問3２ #3.2

間3３ #3.3

間3４ 変更

問3５ 変更

問3６ 変更

間3７ 変更

問3８ 変更

問39ａ 新問

問39ｂ 新間

問4０ 新問

問41ａ

間41ｂ 変更

問41ｃ

間41.

問41ｅ

問41ｆ

間4１９

間41ｈ

65型

出典

７ケ国比較A票・問62ｂ

７ケ国比較A票・問6３

７ケ国比較A票・問6４

日本人の法意識(日本文

化会議）・Ｑ３５

日本人の法意識(日本文

化会議）・Ｑ４３

日本人の法意識(日本文

化会議）・Ｑ４４

WVS世界23カ国価値観｡

問1２

７ケ国比較A票・問2６

｢日本人の職業観｣調査

(昭和54年世論調査年

鑑)問5を参考

｢日本人の職業観｣調査

(昭和54年世論調査年

鑑)問5を参考

WVS世界23ヵ国価値観｡

問９

WVS世界23カ国価値観。

問９

WVS世界23カ国価値観。

問９

WVS世界23カ国価値観。

問９

WVS世界23カ国価値観。

問９

WVS世界23カ国価値観。

問９

WVS世界23カ国価値観。

問９

WVS世界23カ国価値観。

問９

トピック

何という宗

教

｢宗教心｣は

大切か

宗教は１つ

力勤

法の遵守

契約書と信

頼感

契約書の規

定

環境保護か

経済成長か

一番大切な

もの

尊敬する職

業

実際につき

たい職業

親友への信

頼感(手術）

信頼感

信頼感

信頼感

信頼感

信頼感

信頼感

信頼感

信頼感

変更内容

【国別質問】

l)(1つ選択)追加２)各回答肢の｢(記入）」を削
除、但し｢その他(記入）｣は残した

回答肢３．４追加

l)｢甲｣→｢Ａ｣変更

2)｢乙｣→｢Ｂ｣変更

3)回答肢８．９追加

1)｢丙｣→｢Ａ｣変更２）「丁」→「Ｂ」変更

3)ｶﾃｺ゙ ﾘー ８．９追加４)質問文「、次の」追加

5)｢ゆうずう｣→｢融通｣ルビ(ゆうずう)追加

修正質問文と回答文

1)質問文｢１つだけあげてください。」削除
2）（）補足の追加

但し、自由回答とした

但し、自由回答とした

カード表記変更

1）「や裁判の」追加

2)カード表記変更

カード表記変更

カード表記変更

カード表記変更

カード表記変更

カード表記変更

カード表記変更

関連

S９

S９

S９

S９

S９

S９

S９

S９

S９



質問

問４１
●

１

問41』

問42ａ

問42ｂ

問4３

問4４

問4５

問4６

問4７

問4８

問49ａ

問49ｂ

問5０

問5１

問5２

問5３

問5４

問5５

新問

新問

新問

新間

新問

変更

変更

変更

変更

新問

新問

変更

新間

変更

新問

変更

新問

KＳ 出典

WVS世界23カ国価値観．

問９

KSの#6.2生まれ変わり

新版１

KSの#6.2生まれ変わり

新版２

読売全国世論調査(Ｈ１２

年７月②全国世論調査の

現況）・問2５

北京･上海調査(2001年

11月）・問3１

北京･上海調査(2001年

１１月）・間’

北京･上海調査(2001年

11月）・問３

｢東京・ソウル・北京3都

市の国民意識｣(1996,7）

毎日新聞社・問2９

林知己夫：日本人の国民

性，Phase’９３

国民性七か国比較オム

ニバスD票・問１４

トピック

信頼感

信頼感

男女の生ま

れ変わり

(過去）

男女の生ま

れ変わり

(将来）

国の親近感

(生まれた

い国）

国の親近感

(友好）

相談相手

メンツ

子供を育て

る目的

親の面倒

財産か手術

力勤(恩人）

財産か手術

力､(親）

儒教精神

宗教の在り

方

リーダーの

条件

臓器移植

社会参画

義理人情

(強盗）

変更内容

カード表記変更

l)新たに質問「科学技術」追加

2)カード表記変更

【国別質問】

【国別質問】

l)質問文に｢や重大な相談事｣追加

2)回答肢の再編

3)｢次の中から一つだけ選んで下さい。」追加

l)｢メンツ｣→｢メンツ(面子)｣漢字表記を追加

l)質問文・回答肢を変更

2)｢生活改善｣→｢自分の生活改善のため｣変更

3)｢老後の為｣→｢老後のため｣変更

l)質問文の変更

2)回答肢｢場合による｣→｢その他（記入）」変更

【国別質問】

l)国別の回答肢

【国別質問】

l)国別の回答肢

l)質問文の変更

2)カード表記変更

｢最も重要でないもの｣削除

【国別質問】

｢いくつでもよいです｣追加

関連

Ｓ９

S９

S９

S９

S９

S９

S９

S９

S９
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質問 KＳ 出典 トピック 変更内容 関連

Ｆ１ ７ヶ国比較A票・Ｆ１ 性別

Ｆ２ 変更 ７ケ国比較A票・Ｆ２ 年齢 日本調査の対象者が20歳以上なので、旧回答肢１

を削除

Ｆ３ 変更 ７ケ国比較A票・Ｆ３ 学歴 【国別質問】

新制の学校制度へ対応した回答肢となるように大

幅に変更

Ｆ４ ７ケ国比較A票・Ｆ４ 本人職業 【国別質問】

Ｆ５ ７ケ国比較A票・Ｆ１１ 世帯収入 【国別質問】

(注)FaceSheetの項目のカテゴリーは、各国の事情と合わせて、変更されているので注意せよ。

【参考文献】

電通総研・余暇開発センター編（1999)．世界２３カ国価値観データプック．同友館．

統計数理研究所・研究リポートNo.7６（1995)．意識の国際比較における連鎖的調査分析方法の実用化に関する研

究一総合報告書一．

統計数理研究所・研究リポートNo.7７（1995)．意識の国際比較における連鎖的調査分析方法の実用化に関する

研究一国民性の国際比較のためのマニュアル－．

統計数理研究所・研究リポートNo.8９（2003)．日本・中国の国民性比較のための基礎研究一中国北京市におけ

る意職調査一．

統計数理研究所・研究リポートＮｏ．9０（2003)．日本・中国の国民性比較のための基礎研究(2)－中国上海市にお

ける意織調査一．

日本文化会議編（1973)．日本人の法意識一調査分析一．至誠堂．

林知己夫他（1998)．国民性七か国比較．出光書店．

吉野諒三（2001)．心を測る一個と集団の意織の科学一．朝倉書店．

【関連調査データ】

Ｓ９：佐々木正道代表（2002,9)．日本の国際化に関する意識鯛査一親子・一般成人一．

Ｓ３：佐々木正道代表（2003,3)．日本の国際化に関する意織調査一（A)。（B）－．

（平成１３年度～平成１５年度科学研究費補助金基盤研究(A)(1)No.13301009「グローバル化とナショナル・アイ

デンティティに関する意識構造についての実証的研究｣）

Ｙ：山岡和枝代表（2003,11)．医療と文化に関する世論調査．

（文部省科学研究補助金・基盤研究(B)(2)平成１４．１６年度）No.14402043「｢医療」と「文化」の多次元的連

関に関する統計科学的研究｣）

（注）問６，問３０，問３１b，問４３，問４４，問４９a、問４９b，問５４は、質問の意図を考えて、原票の回答肢は各

国で一部異なっている。但し、共通データファイルでは、汎用性のある形式に整えた。
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